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１　異世界転移と創薬スキル




　あー会社サボりたい。永遠にサボりたい。

　そんなことを思いながら会社へむかって歩いていると、いつの間にか森にいた。

「？　どこだ、ここ……？」

　おかしい。おれがいる場所はオフィス街で、ビルが立ちまくっているはずなのに。

　今、周りには、ビルじゃなくて見たことのない木々が立っている。聞いたことのない獣の鳴き声も聞こえちゃったりしている。下を見ると、アスファルトだったはずが、今は土、土、土、あと枯れ葉。自然溢れる足元になっていた。

　……夢か？　会社が嫌過ぎて妄想の世界にログインしちまったんじゃ……。

　きっとそうに違いない。バコン、と顔面を殴ってみた。

「──いって!?」

　どうせ夢だからって、グーパンしたことを後悔した。ってことは、ここは夢や妄想じゃなくて現実の世界ってことか。

「ブニャー」

　変な声に目をやると、豚が猫みたいな鳴き声をあげている。

「豚……？　それとも猫？」

　まじまじとその謎生物を見ると、頭の中に文字が浮かんだ。




【ニャアトン：猫に似た豚。ポピュラーな食材でもある】




　ん。これ、ステータス──？　今まで見えたことはなかったのに。

　変な動物、見たことのない木々、何よりも街を歩いていたのにいきなり風景が変わった──。

「ここはもしかして異世界ってやつなんじゃ……？」

　どうやらおれは、いつの間にか異世界にやってきてしまったらしい。

「っしゃ！」

　おれは小さくガッツポーズして喜びを噛みしめる。

　寝坊を心配して眠ることや、満員電車、嫌いだった仕事とも、これですべておさらばだ！

　うん、だって仕方ないよね。おれは別に来たくて来たわけじゃないし。

　不可抗力だし。戻る方法もわからないし。あっても試さないけど。

「おっと、喜んでいる場合じゃない」

　そうなってくると危険だ。ここは森。

　魔物や危ない獣とエンカウントすることが容易に予想される。

「グロロロォォォ……ッ」

　ビクリ、とおれは肩をすくめた。どこからだ、今、獣の唸り声みたいなものが聞こえた。

　さっそくかよ。エンカウント早ぇよ。

　そうだ、こういうときは何かしらの良さげなスキルを持っているってのがお約束だ。

　おれ自身を意識して見てみる。




【桐キリ尾オ礼レイ治ジ：二四歳。異世界人】




　スキルはないのか、と諦めかけたとき、最後の一行にあった。




【スキル：鑑定　創薬】




　……これだけ？　魔法とか、そういう戦う系のスキルじゃないのか……。

　内心ヘコみつつ、おれはゆるんだ警戒心をもう一度引き締める。

　さっき聞こえた唸り声は、今も何度も繰り返されている。

　聞いた瞬間はテンパってわからなかったけど、よく聞けばどことなく苦しそうな声だった。

「……」

　恐る恐る声のする茂みをのぞいてみる。そこには、大きな白い狼が横たわっていた。

　白銀の毛には血がたくさんついて、苦痛にまぶたを閉じている。傷痕からは血が滲んでいる。

　何かの罠にかかったのか、誰かにやられたのかはわからない。

「おい、大丈夫か」

　狼は、おれの声に辛そうにまぶたを開けると、また閉じてしまった。

　見ず知らずの獣をわざわざ助ける義理なんてないのかもしれない。

　でも、見殺しにしたくはない。

「何かないのか、薬みたいなもの──」

　自分の鞄を漁ってもそんなものは出てこない。おれは狼が下敷きにしている古ぼけた鞄を見つけた。

　肩から提げているから、きっとこの狼の物だ。

「ちょっとゴメンな」

　鞄を引っ張り出して漁ると、人差し指くらいの小さな瓶を見つけた。

　緑色と青色を混ぜたような何とも言えない色合いの液体が入っている。




【ポーション：普通のポーション。止血効果があり外傷に効きやすい】




「ポーション！　これだ！」

　ポーションって言えば、ＨＰを回復させるメジャーなアイテムだ。

　おれは蓋ふたを開けて狼の口元に持っていく。鼻がひくひく動くと、パチリと目を開けた。

「ぐ、ぐるぅ!?」

　おれを見て驚いているというよりは、おれが手に持っているポーションを見て驚いていた。

「これ。君が持っていたポーション。あーってして、あー」

　口を開けるように言うけど伝わっていないのか、ぷい、とそっぽをむいてしまう。

　尻尾がこっちに伸びてきて、ポーションを叩き落とそうとする。それをおれは回避した。

「あぶね。ちょ、何するんだよ。自分で用意してた物だろう？」

　てか、狼が自分一人で飲めるのか？　ま、いいや。

　人間のおれが持っているから、不信感があるのかもしれない。

　危険な物を飲ませようとしているって勘違いしているのか……？

　それなら、おれが飲んで飲めるものだっていうのをアピールしよう。

　手にした瓶をおれは口元に持っていく。もわぁ～ん、とにおいが漂ってきた。

「え、うわっ──くさっ!?　──ポーションくっさっ!!」

　異世界のポーション超くさい!!　驚きのくささ!!　生存本能が拒否するレベル!!

「…………」

　おれはそっと小瓶の蓋ふたを閉めた。

「──そりゃ嫌がるわっ！」

　良薬口に苦しとは言うけど、それ以前に、単純にくさい。口に入れたくない。蓋ふたを閉めてもちょっとにおう。くさ過ぎるっていう衝撃のおかげで、おもしろい域に到達している気がする。

　異世界のポーション、くさおもしろい。けど、何のにおいだろう、これ。

　牛乳を拭いた雑巾のにおいに、青臭さをブレンドしたような、強烈な仕上がりに……。

　ＲＰＧで戦闘中ピンチになったら、だいたいのキャラには飲ませた記憶がある。

　たぶん、あのキャラたちは嫌だっただろうな……。

　実際あのゲームの世界に行ったら、これ、絶対『ポーション運び係』あるよ。

　活躍出来なかったキャラ、ダンジョン内でポーション運ばされているから。

　気づいたら半径五メートル以内に仲間がいないなんて、ざらにある状況だから。

　くさおもしろいポーションに気を取られていたせいで、パシン、と狼が尻尾でポーションを叩き落としてしまった。

「あ──、飲まないとヤバいだろう。どうするんだよ……。くさおもしろいっていう気持ちはわかるけど」

「グルゥゥ……」

　苦しそうにまた呼吸をはじめた白い狼。このままじゃ、この狼が──。

　おれが悲観しかけたとき、はっと思い出す。そうだ──創薬スキル。あれなら、作れるんじゃないか。

「ちょっと待ってろ」

　言葉も通じないだろう狼にそう言っておれは周囲を探す。

　創薬ってことは、薬を作れるスキルってことでいいだろう。

　幸いここは森の中だ。薬の元になりそうな、薬草や木の実があるはずだ。目についた草花や木を手当たり次第に鑑定していく。

「あった」

　おれは薬の素材をいくつか集める。

　見慣れない名前の植物をいくつか採取し、根や茎や葉を切っていく。

　ろくに料理もしないおれに薬が作れるのか心配だったけど、『どうやって作るのか』という精製方法も創薬スキルに含まれるようで、手順は自然とわかった。

　植物の根や茎、葉をすりつぶした汁をおれの鞄にあった水の入ったペットボトルに入れる。

　あとはキャップを閉めて振る。たったこれだけで薬が出来るのか……？　おれが半信半疑でいると、水が淡く光った。




【ミネラルウォーター】

　　　　↓

【ポーション（優）：とても優れたポーション。止血効果があり外傷によく効く】




「で──出来たっ！」

　草葉の汁を入れて少し緑色に濁った水が、今は半透明になっている。こうして見ると、スポーツドリンクのようにも見えた。弱っている狼を見ると、むこうもおれを……というか、ペットボトルを見つめていた。

「ぐるっ」

　目を輝かせながら、ダダダダ、と一気におれのところへ走ってきた。二本の後ろ足だけで立って。

「──立てるのかよ！」

　驚いていると、狼はおれの手からペットボトルを取り、乱暴に口に流し込む。ちゃんと手も使えるんだ……。

「ぐるぅ……」

　狼は足の怪我を思い出したかのようにへにゃり、と座り込んだ。

　痛みが引いたのか、苦しそうに唸ることもなくなった。

　おれはほっとひと息ついた。あんなに簡単に作れるとは思いもよらなかった。

　知識も技術もないおれでも、簡単楽チン、安心して作ることが出来た。創薬スキルおそるべし。

　鑑定スキルもあるから、成功したか失敗したかどうかや、害の有無もすぐにわかる。

　おれは味見をしてみようと、ペットボトルのポーションを一口飲んでみた。

「うん？」

　ほんのり甘くて、後味がスッキリしている。普通に美味しい。

「これ、飲んだことある味……スポーツドリンクと一緒……!?」

　おれが衝撃を受けていると、むくりと狼が四本の足で立ちあがった。……二本足じゃないのな。

「もういいのか？」

　もちろんおれの問いには答えない狼。おれの周りをくるくる回って、膝の上に飛び乗った。

　大きな体のせいで、おれは押し倒される形になった。

「るぅ」

　おれの胸の上で小さく狼が鳴く。

　その体が光ると、体毛が見る見るうちになくなり、大きな口も小さくなる。

　白い狼が、狼の耳と尻尾、八重歯のような牙を持つ銀髪の美少女へ姿を変えた。

「へ？　女の子……？」

　おれは改めてステータスを見てみた。




【人狼：人と狼の姿をとることの出来る亜人種】




　人狼だったのか、この子。もっと狂暴なイメージがあったけど、そうじゃないらしい。

　青い瞳がまっすぐおれを見つめる。

「お礼、ノエラ、言う。ありがとう。死ぬ、思った」

　わさり、わさり、と尻尾を揺らしながらノエラと言った少女はしゃべった。

「……どういたし、まして……？」
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「あれ、何。あれ、何、とても美味」

「ポーションだよ」

　おれの話なんて全然聞いておらず、顔を近づけるノエラはすんすん、と鼻をひくつかせる。

「ちょ、顔近い、顔近いってば」

　がしっとおれの肩を地面に押しつける獣娘のノエラは、じい、とこっちを見つめて、ペロペロとおれの唇を舐めた。

「どわぁあああ!?　何だ!?　何でだ!?」

　パニクるおれはノエラの下から出ようとするが、出られない。ち、力強ぇえ！　人狼舐めてた！

　焦るおれなんて全然気にしない獣娘。

「美味の味。口、美味の味」

　さっぱり意味がわからん。おれが困惑しまくっていると、また唇をペロペロされた。

「こら、うわ、ちょ、やめろ──」

　クッ、異世界に来て早々、獣娘に押し倒され強制的に唇をｐｒｐｒされるとは──！

　キス魔か何かなのか、この人狼は。

「美味の味、美味の味」

　あの味が気に入ったらしい。そうか。おれがさっきポーション飲んだから、それで唇に。

「これ！　この中にさっきのポーション──『美味の味』が入ってるから！」

　転がっているペットボトルを指差すと、獣の敏捷性を発揮しノエラは飛びついた。

　カリカリ。ペットボトルが開けられず苦戦している。

　カリカリ……。カリカリカリカリカリカリカリ……。

「るぅ……」

　ノエラの頭頂部についている獣の耳がしょぼん、と垂れた。

　おれは立ちあがって「貸してみ」とペットボトルを持ってキャップを捻って開けてやる。

　渡すと、ごきゅごきゅ、とノエラは喉を鳴らして飲みはじめた。そんなにガブ飲みするもんじゃないんだけどなと、おれは苦笑する。けど、すごく美味そうに飲む。

「一応薬なんだけどなぁ。まあ、何にせよ元気になって良かったよ」

「美味の味。美味の味」

「狼の状態でも、二本足で立てるんだな。急に走ってきたから驚いたよ」

「？　ノエラ、狼の状態で二本足、立つ、出来ない」

　ぷるぷる、とノエラは首を振った。あれ……じゃあ、無意識なのか？

「おれ、これからどこかの町に行くから。ノエラとは、ここでお別れだ」

「ノエラ、行く！　あるじ、一緒、行く」

「あるじ？」

　こくん、とうなずいたノエラはおれを指差す。

「あるじ。あるじ、ノエラの命助けた。お礼、ノエラする」

「おれのことか、『あるじ』って。主あるじのつもりなのか……？」

　お礼をしてもらうつもりなんてさっぱりなかったけど、この世界のことをまったく知らないおれには、ノエラの案内があったほうがいいだろう。

「ノエラ、一緒、行く」

　片言を繰り返すノエラ。なかなか意思が固そうだ。

「……わかった。じゃあ、よろしく頼むよ」

　手を差し出すと、ノエラは両手でおれの手をきゅっと握ってぶんぶん嬉しそうに振った。

　わさわさわさ──と尻尾も勢いよく右に左に振った。狼っていうより犬みたいだ。

「さっそくで悪いけど、一番近くの町ってどこ？　案内して欲しいんだけど」

「あるじ、こっち」

　手を繋いだままノエラは歩き出す。

　人狼の女の子をお供に、おれの異世界生活はこうしてスタートを切った。










２　ポーション・レボリューション




「自分で用意してたポーションだろう、あれは。何で飲めなかったの？」

「ノエラ、くさい。イヤ。はじめて買った。持ってきた」

　はじめて買ったから、どんな物なのか知らなかったのか。森をてくてく歩きながら、おれはノエラに様々なことを訊いた。今は魔王を筆頭とした魔族と人間との戦いが世界的に繰り広げられているそうだ。おれたちが今いるグラナド王国のエスト地方（という名前らしい）は、最前線よりも遠く離れていて、魔王軍がやってくることはないそうだ。

　前線付近の町にいたノエラも最近こちらにやってきたらしい。戦闘のスキルがあれば別だけど、生産系スキルしか持っていないおれからすれば好都合だった。せっかく異世界に来たのに、命の危険があることをわざわざする必要はないだろう。

　ぴく、とノエラの耳が動く。

「こっち」

　おれの手を引いて道案内してくれる。

「もしかして……周りに魔物がいるかどうか、わかったりするの？」

「する」

　ちょっとドヤ顔をするノエラ。感謝を込めておれは頭を撫でた。ノエラはおれよりも背は小さく、一五〇センチあるかどうかの背丈だった。狼モードだとおれよりも大きいくらいなのに、人狼は不思議だ。やがて森を抜け、街道を進む。

「ノエラは何であんなところで倒れてたんだ？　誰かに何かされた、とか？」

「強い魔物、いた。ノエラ、急に攻撃された。逃げた」

　片言でわかりにくいけど、強い魔物と出くわしてしまって命からがら逃げた、ってところか。

　ノエラの索敵をかいくぐる強敵だったんだな。これからむかう、カルタという町によく出入りしているというノエラ。ただ、何か仕事をしているというわけではなく、その日暮らしの生活なんだとか。それで、食べ物を探すために森に入ったそうだ。

　歩き続けていると、カルタの町が見えてきた。都市と言うには小さく、村というには大きな田舎町だった。町に入ると、きゃぅん、と隣で可愛い音が鳴る。

「あるじ、おなか、鳴った」

「うん、鳴ったね」

　恥ずかしがりもせず、堂々とノエラは腹減ったと言っている。何か食べようと思ったけど、お金がない。作ったポーションを売れば少しくらいお金になるだろう。色々な道具を売っているという雑貨店に案内してもらい、店主を見つけた。

「いらっしゃい。見かけない顔だねえ、兄ちゃん、旅の人？」

　気さくな店主におれは小さく会釈する。

「えと……まあそんなところです。自家製のポーションを売りたいんですけど、見てもらえますか？」

「ほう、自家製のポーションか……助かるよ。ここ最近、軍が買い漁ってしまって品切れ状態が長く続いていたから」

「ここは、前線よりもかなり遠いんですよね？　それなのに、ですか？」

「だからこそ、だよ。魔王軍も来ない田舎町にポーションは必要ないだろうってことさ」

　確かにそうかもしれないけど、怪我をしたらやっぱり必要になるアイテムであることは間違いない。

「生産してもほとんど市場に出回らないから、値段も高騰しちまってなあ……」

　となると、結構な値段がつくかもしれない。おれは鞄からペットボトルを出して店主に見せる。

「なんだい、こりゃ？　これがポーション？」

「美味の味。美味の味」

　ノエラが目を輝かせながらペットボトルを指差した。

「違うんですか？　普通のポーションってどういうものですか？」

　ノエラが持っていたポーションだけが例外、ということもある。

　ちょっと待ってな、と店主のおじさんはごそごそ、とカウンターの下を漁る。

「売りモンじゃなくて、常備薬として持っているポーションだ」




【ポーション：普通のポーション。止血効果があり外傷に効きやすい】




「……」

　うん、あれだった。そっとノエラの鼻元にも持っていくと、ギャン、と獣の敏捷性を発揮し店の外に出てしまった。

「あるじ、それ、だめ。くさい。ノエラ、イヤ」

　外からそっと店内をのぞくノエラはぶんぶん首を振っている。

「なぁに言ってんだ。ポーションってのはこんなもんだろう？　苦いしマズいしくさい」

　わかってねえな、小僧は。とでも言いたげな表情で店主のおじさんはやれやれと首を振る。

「──ちょっとアンタぁあ！　洗い物が済んでないじゃないかい！　ちょっとこっち来なッ」

「いや、かーちゃん！　今接客中だから！　お客さんいるから！　あとにして──」

　振り返って店主は言う。それからおれのほうに向き直って、「ウチのコレがすまないねえ」と、小指を立てて笑う。

「いいから来な!!」

　大声にビクリと店主は肩をすくめて気遣わしげにおれを見る。

「あ。お構いなく、どうぞ。おれ、急がないんで」

「ハハ、すまないねえ……」

　奥へ引っ込んだ店主。しばらくして、物音と大声が聞こえてきた。

「だいたいアンタの稼ぎが少ないからじゃないか！」

「か、かーちゃん、ごめんよぉおおお！」

　カカア天下は大変だなあとおれはぼんやり思った。

「戦いの気配……ノエラ、あるじ、守る」

　戻ってきたノエラがおれの背にしがみつきながら言う。うん、勇まし可愛い。

　奥から出てきた店主は、「やれやれだぜ」とシニカルな笑みを浮かべ首を振りながらカウンターに戻ってきた。カッコつけているみたいだけど、目の周りに青あざと鼻から鼻血が出ている。

「あ、ちょうどいい。これ、少し飲んでみてください。きっと効きますよ」

「……兄ちゃんすまないが、俺ぁ実はポーション苦手なんだ。苦いしマズいからよぉ、何よりもくさい」

　ポーションはそういうもんだ、みたいな顔してたくせに、実は嫌いだったらしい。

「美味の味、美味の味」

　ノエラが何度も言うから、店主は訝りながらペットボトルを手にする。目をつむりながら、恐る恐る口に注いだ。

「──！　うめえ……な、なんだこれ。『美味の味』だ……」

　震える手でペットボトルを置いて、ガクガクブルブルと体を震わせる店主。

「ぽ、ポーションがうめえなんて、あ、あり得ねえ……！」

　奥歯ガタガタ言わせている店主は、おれを化け物か何かを見るような目で見てくる。

　青あざの色も薄くなっているし、鼻血も止まっていた。やっぱり（優）のポーションは違うんだ。

「かっ──革命が起きやがった！」

「いやいや、言い過ぎ」

　ノエラが首を振っている。

「あるじ、すごい。ノエラのあるじ、すごい。革命、ポーション、美味の味」

「飲みやすい上に味も超絶良い。兄ちゃん──これを革命と言わず何と言う!?」

　なんかもう、盛り上がり方がハンパない。製作者のおれを置いてけぼりにした店主のテンションは高すぎた。ガン、と店主はカウンターに頭を打ちつけた。

「兄ちゃん、頼む！　これを、これを、俺の店に売ってくれぇええええ！」

「はい、いいですよ、そういう話でしたし」

「まあそうだろう、そうだろう……これほどの革命品、こんな田舎町のちっぽけな雑貨店に売るのはもったいないってのは、わかる」

「いや、話聞けよ。……だから、いいですよ？　売りますから」

「だが頼むから待ってくれ……五人目のガキが出来ちまってウチの家計は火の車なんだ。店を閉めないといけなくなるかもしれない。どうか、どうか、俺の店にこの革命ポーションを売って欲しい──一緒に、革命起こそうぜ？」

　レボリューション熱がすごい。暑苦しい。

「何本分になりそうですか？」

　くさいポーションの容器はかなり小さくて、一般的なサイズがあれくらいなら相当な数が出来そうだ。

「これに入れて売るんだが──え、いいの？」

「あるじ、いい、言ってる。聞いてない、お前」

　ビシッとノエラが指摘する。

「ありがてえ、ありがてぇ……。お、お名前を、兄ちゃんの──いや、革命の寵児の名前を──」

「桐尾礼治って言います。レイジでいいです」

　おれと店主は固く握手をする。さっそく小さな容器に自作ポーションを入れていく。

「革命児レイジ、語呂がいいな、フフ」

　いいから手を動かせおっちゃん。ノエラに飲ませたから作った当初よりも減ったけど、それでも二五本分のポーションが出来た。現在、普通のポーションは一万リンで売られているそうだ。

　リンって何円なんだろう。おれが不思議そうにしていると、おっちゃんが教えてくれた。

「近くの宿に一泊すりゃ五〇〇〇リン、昼飯はだいたい六〇〇リンくらいだな」

　日本と物価はあまり変わらないのかもしれない。

「俺ぁ、さっそくこの『美味の味』と効き目を宣伝してくる……！」

「あ。最初は少し割り引いた値段にしましょう。お客さんもそのほうが買いやすいでしょうし、口コミでこの革命ポーションのことを広めてくれるはずです」

「──!?　か、革命児の言うことは違うぜ……！」

　最初の二五本は、市場価格よりも安い八〇〇〇リンで売ることになった。

　おれは、一本あたり二〇〇〇リンもらうことにした。

　たったあれだけの作業で一気に五万……！　これで数日は食べる物にも宿にも困らずに済みそうだ。店主は店番を奥さんに任せて店を飛び出していってしまった。

「すまないねえ、ウチの旦那が」

　奥さんがやってくると、ノエラがおれの背に隠れてしがみついた。

「あるじ、守る。ノエラが、守る」

　よしよしと頭を撫でて、おれは奥さんに笑顔を返す。

「きっと売れますよ、ポーション」

「ありがとうね」

　おれは会釈して、店をあとにした。おっちゃんはちょっと大げさ過ぎだけど、感謝されるのはやっぱり気持ちがいい。ノエラがよく行くという大衆食堂に足を運び、おれたちは食事を済ます。

　よくわからない文字が書いてあったけど、メニューは不思議と読むことが出来た。

　料理も摩ま訶か不ふ思し議ぎなモノが出てきたらどうしようとか思っていたけど、食べやすい照り焼きだったり塩漬けだったり、スープやパンを食べることが出来た。宿を探そうと歩いていると、雑貨屋のほうがざわざわと騒がしい。どうしたんだろう。のぞいてみると、雑貨屋が男たちで溢れていた。

「一人ひとつまでだよー！」

　奥さんの声が聞こえる。店に来ているのは、農夫っぽいおじさん、キコリ風の男、軽装備の兵士などなど──みんな怪我をする可能性のある仕事をしている人たちだった。

　店から出てきた若い兵士風のお兄さんが特製ポーションを見て首をひねっている。

「変な色のポーションだな……、飲みやすいっていうから買ってみたけど。ちょっと一口……。──うまぁああああああああああああああああ!?　なにこれ!?」

　目ん玉こぼれんばかりに驚く兵士のお兄さん。ノエラが激しく同意して大きくうなずいている。

「え、これマジでポーション!?　ゴミの味がしないッ!!」

　従来品、ゴミの味したんだ……。よかった、飲まなくて。作っている人は、どんなレシピ使ってポーション作ってるんだろう。

「こいつは革命だな」「ポーションで革命起きたわぁ」「革命過ぎてマジで革命」

　店から出て軽く飲んだ人たちは味の良さに震えている。革命って言葉、好きだなぁ、みんな。

　効き目はステータス通りだろうから、心配する必要はないだろう。

　店主のおっちゃんがやってきて、お礼を言った。

「兄ちゃん、ありがとう！　革命ポーションはさすがだな！　また、作って持ってきてもらえないか？　もっと数を用意してくれって、みんながな……」

「いいですよ、明日作って、また持ってきます」

「ありがとなあ」と、おっちゃんは目を細めた。

　おれが直接売れば丸儲けなんだろうけど、別にお金が欲しいってわけじゃない。

　不便しない程度のお金があればそれでいいんだ。

「兄ちゃん、泊まるところあるのか？　ちょっと騒がしいが、ウチに来ないか？　お礼をさせてくれないか？」

「ポーションを売ったお金もあるんで宿を取ります。お気持ちだけで十分です。ありがとうございます」

　そう告げておれたちはおっちゃんと別れた。今日会ったばかりのおれを家に泊めようとするだなんて、良い人だ。良い人には幸せになってもらいたいもんだ。

「あるじ、どうした、何か言ったか」

「ううん、何でもない」

　足取り軽く、おれは宿屋を探す。こうして、異世界生活初日が過ぎていった。










３　ポーションをたくさん作ろう




　雑貨屋で、すり鉢とすりこぎ棒、薬草を入れるための大きなカゴ、小さなナイフ、あとは瓶を一〇個もらって、森へやってきた。本当は買おうとしたんだけど、「レイジ君からお金をもらっちゃ、かーちゃんにどやされちまう」と雑貨屋のおっちゃんが言うもんだから、大人しくいただくことにした。

　狼モードのノエラは「るぅーるーるー」と変な鳴き声をあげながら付近をうろうろしている。

　ああして危ない魔物や獣が近くにいるかどうか探ってくれているのだ。

　鳴き声に意味があるのかどうかはわからないけど。おれは美味なポーションをもう一度作るため、薬草を採取していく。昨日はテンパっていて気にしなかったけど、どうやら作りたい薬の素材となる物体は、目に入りやすくなっているらしい。その草だけが風景から浮いているような、例えるならそんな感じだ。エアロという植物の茎、次はトオリギソウという薬草、最後にアマネという薬草の根をそれぞれ採取してカゴへ入れる。

「これだけあれば十分だろう」

　いっぱいになったカゴの中を見ておれが言うと、ノエラが戻ってきた。ピカッと体を光らせて女の子の姿になる。

「あるじ、帰る？」

「いや、川か何か、水場があれば案内して欲しい」

「こっち」

　獣道を歩き連れて来られたのは、大小の石が敷き詰められた小川のほとりだった。見晴らしもいいし、魔物や獣が出ればすぐにわかるだろう。川の水も綺麗で、鑑定スキル曰く、十分創薬に使えるものみたいだ。

「ノエラ、あるじ、手伝う」

「ありがとう。じゃあ、水汲んでくれるか？」

　こく、とうなずいて、ビンを胸に抱いて、ノエラは川べりに膝をついて水を汲みはじめた。

　お尻から生えている狼の尻尾が、わっさわっさと動いている。

　おれは買ったばかりのすり鉢とすりこぎ棒で、採取したばかりの素材をすりつぶしていく。最後に手でギュッと絞って汁を残す。戻ってきたノエラが抱える瓶をひとつもらい、適量瓶に注いで蓋ふたをして振る。すると、昨日と同じ反応が起こった。

　水が薄く光って、スポーツドリンクのような色に変わる。




【ポーション（優）】




「よし、ちゃんと出来た」

「美味の味！　美味の味っ」

　手を伸ばすノエラからポーションを遠ざける。

「待て待て、興奮すんなよ。ノエラの分はあとで作ってやるから」

「……待つ」

「なら良し」

　ちょっとだけ多めにポーションを作って、ノエラに渡してあげる。

　わっさわっさとゆっくり尻尾を振って体を揺らしながら、ちびちびとポーションを飲みはじめた。

「るーるーるー♪」

　こんな感じで作業を続けて、一〇個の瓶にポーションを作って町に帰った。







「おい、あれが噂の革命児か……？」

「黒髪で獣人を従えているってんだから、間違いねえぜ」

　人通りの増えてきた道を歩くと、ひそひそと噂話が聞こえた。おれ、何かしたっけ？

「ノエラ、獣人、違う。人狼」

「……ごめん、ノエラ。おれにはその違いがわからないんだけど……どう違うんだ？」

　そっとノエラはおれから目を逸らした。

　人狼っていう名前があるのに、獣人って言われてひとくくりにされるのが嫌なのかもしれない。

「革命児のこと知ってるか？　……薬師を装っているらしいが、その正体は、異国の凄腕錬金術師なんじゃねえかって話だ」

　噂の一人歩きがハンパねえ。それもこれも、創薬と鑑定スキルのお陰なんだけど、ステータスなんて言ってもここの人たちには通じないだろう。ここで暮らしていけば、すぐおれが普通の人だっていうのはわかるはずだ。雑貨屋にやってくると、店先に『革命ポーション品切れ中』という張り紙があった。

「革命ポーションって名前、どうにかなんないかなあ……」

　おれが苦笑していると、店主のおっちゃんことアルフさんに声をかけられた。

「おお、レイジ君どうした？　忘れ物か何かか？　ウチの店にあるもんなら、自由に使ってくれていいからな」

　昨日今日会ったばかりのおれに、そんなことをあっさり言うアルフさん。本当に人が良いというか、なんというか。

「忘れ物じゃなくて、ポーション作り終えたんで、持ってきました」

「……へ？　……一本分？」

　目をまん丸にしてぱちくり瞬きするおっちゃん。

「一本分というより……何本分になるんだろう。もらった瓶一〇個分です」

「一〇〇本分あるぅうううううう!?　え、そんなにいっぱい!?　この短時間に!?」

　ああ、瓶一個につき一〇本分のポーションが出来るのか。

「この短時間にって……朝から出かけて、もうお昼ですよ？」

「十分早いわっ」

　目ん玉飛び出さんばかりの勢いでツッコまれた。

　つってもなぁ……普通の人がどれくらいのペースで作るのか、知らないからなぁ。

「さ、さすが異国の天才錬金術師は違──、あ、いや、革命児は違うなあ……」

「あんたか、変な噂の出所」

　店の中に入って、おれとおっちゃんの二人は瓶のポーションを容器に移し替えていく。

　帰ってくるまでに自分のポーションを全部飲んでしまったノエラは、うずうずしながらおれの手元に熱い視線を注いでいる。

「レイジ君、だいたいポーションってのは職人が月一〇〇本作れるかどうかって代物だ。遅い人は六〇本作れるかどうかって聞くぜ？」

「へえ、ずいぶんのんびりしてるんですね」

「性格の話をしてんじゃないんだよ。薬草を潰したり、干したり砕いたり、そういう作業があるんだろ？　それで時間かかるんだよ。そんなこと、俺よりもレイジ君のほうが詳しいだろ？」

「……。──いやいや、し、知ってましたよ？　ま、まあ、今のは？　アルフさんがどれくらい知ってるか？　ちょ、ちょっと、た、試させてもらっただけなんで。ええ……」

「あるじ、汗だらだら」

「ノエラ、静かに」

「るう」

　早い人で月一〇〇本。

　本当にそうなら、創薬スキルってのは、魔法にも近いスキルだと思っていいだろう。

　ふむ。だとすれば、錬金術って言われてもあながち的外れってわけでもないのか。

　戦争の前線で消費されまくることを考えたら、この田舎町で欠品するのも無理もないことだ。

　まだ見てないけど、魔法があるんなら、治癒魔法使いもきっといるはずだ。

　でも、ヒーラー不在の状況で頼りになるのはポーションだ。

　おれも経験あるからわかるよ。ゲームのだけど。

　店の棚に『革命ポーション』を並べて、欠品を知らせる貼り紙を剥がして『革命ポーション入荷』の紙を貼る。

「ってことは、レイジ君、お昼はまだじゃないのか？　ウチで食べていきなよ」

「じゃあ、お言葉に甘えます。ありがとうございます」

　おれとノエラはお昼ご飯を奥さんに食べさせてもらうことになった。

　あったかいスープと歯ごたえがある風味豊かなパンをもぐもぐ二人して食べていると、食堂の出入り口で小さな子供たちがノエラに熱い眼差しを送っていた。

　アルフさんのお子さんたちだ。

「獣のおねーちゃんだ」

「しっぽがもふもふー」

「ほら、ほらっ、耳！　耳がぴくぴくしてるっ」

「「「かわいいっ」」」

　恥ずかしいのか、ノエラは困ったような顔をしている。

「あるじ、あるじ。ノエラ、見られている……」

「うん、見られているな」

　ぞろぞろ、とやんちゃ盛りの小さな兄妹が食堂にやってきて、ぺたぺたノエラを触りはじめた。

「しっぽがもっふもふだぁ！」

「毛がつやつやぁ！」

「耳っ、耳、耳、さわるー！」

　困惑に涙目のノエラ。

「あるじ、あるじ。ノエラ、触られている……」

「うん、触られているな」

　子供たちのオモチャと化しているノエラは「引っ張る、ダメ……」と涙目で訴えているが、そんなこと全然聞いちゃいないようだった。赤ん坊を抱く奥さんが苦笑する。

「すまないねえ、ウチの子たちが」

「いえいえ。ご飯食べさせてもらってるんで、このくらいは」

「それ、ノエラのセリフ。あるじのセリフ、違う」

　店内が騒がしくなっているのが聞こえる。アルフさんの「一人一本だよー」の声も聞こえた。

　今日も雑貨店は大盛況のようだ。

「レイジ君、ほんとにありがとねぇ」

「いえいえ、本当に大したことしてないんで。きちんと代金もいただいていますし、困ったときはお互い様ってことで」

　そう言っておれは笑顔を返した。

「あるじ、あるじ。たしけ、助けて……」

　子供たちにいいように遊ばれているノエラがおれの袖をちょんちょんと引いた。

「もふもふされる──それが獣娘の逃れられない宿命だ」

　ノエラ、人生ってのは厳しいんだ。でもちょっと可哀想だから、あとでまたポーション作ってやるか。










４　家を買おう




　午前中、サクッとポーションを作って雑貨屋に納品する。──そんな生活を一週間ほど繰り返すと、おれの手元には結構なお金が貯まった。具体的に言うと、三〇〇万リン。

　強盗されやしないかびくつく毎日ではあるけど、一週間で三〇〇万って結構すごい。

　おれも儲かるということは、雑貨屋のアルフさんはそれ以上に儲かっていた。

　お金がなくてカリカリしていた奥さんに怒鳴られることも減ったみたいだ。

　噂を聞きつけた違う町の人たちが買い求めてやってくることもあり、まだ売れ続けている。

　最近は、高価なジュース扱いになっていて、飲みたいがために買う人もいるんだとか。

　ポーションを今日も雑貨店に納品すると、お金も出来たことだし、おれはアルフさんに相談することにした。

「ずっと宿住まいってわけにもいかないんで、家に住みたいんですけど、空き家ってあったりします？　賃貸でもいいですし、足りるんなら買いたいんですけど」

「そうだなあ……あるっちゃあるが……あそこはちょっとな……」

　アルフさんの歯切れが妙に悪い。

「それに、もう誰が所有者なのかもわからないし、取り壊しちまおうかって話も出てたくらい古くてボロボロだぞ？」

「それでも構いません」

　おれが言うと、ノエラもこくこくとうなずいた。

「あるじとノエラの家……！」

　古い新しいは、ノエラはあまりこだわらないようだ。

「どうしたんだ？　急じゃないか？」

「ええ。落ち着いて創薬する部屋が欲しいのと、おれもお店を開こうかなと思って……」

　創薬スキルは、色んな薬を作ることが出来る。素材さえあれば、きっとこの世界にない薬も作れるはずだ。困った人たちを助けて、お金をちょびっと儲けて、だらだら暮らす──。それが、一番おれの性に合っているような気がしていた。反対するかな、と思ったけど、アルフさんはにかっと笑った。

「いいんじゃないか？　男なら、一国一城の主を目指さないとな！」

　バシバシ、とおれの背中をアルフさんは叩く。

「いいんですか？　ポーション、おれが自分で売っても」

「なぁに言ってんだ。元々レイジ君のもんだろう、革命ポーションは。何をどうしようが、レイジ君の自由だ」

　考え方をちょっと変えれば、おれは金のなる木だろうに、あっさりアルフさんは手放した。

　おれもお昼ご飯食べさせてもらったり、この世界のことを教えてくれたり、結構世話になっている。

「冗談です、ポーションはまた卸しますから。おれの店に置くとしても価格は同じにしておきますね」

「はは、助かるよ」

　バシバシ、とまたアルフさんはおれの背を叩く。アルフさんは店番を奥さんに頼んで、おれたちを例の家へと案内する。徐々に人通りが少なくなっていき、廃墟の前で足を止めた。

「ここだ」

「廃墟ですよ」

「もう一度言う。ここだ」

「だから、廃墟ですよね、ここ」

「だから言っただろう？　取り壊そうって話が出ていたくらいなんだって」

「……」

　想像以上の廃墟っぷりにおれは言葉を失くした。あまり大きくはない平屋建ての家だった。

　風が吹けば何もかも吹っ飛んでしまいそうな、ステキハウスだ。

「所有者もわからない上に、数十年近く放置されてたみたいだからなあ……。壊さなかったのは……まあ、その……うん……。色々と不安は残るが、家賃も何も要らないタダの格安物件だ」

「……今、タダより高い物はないって言葉が脳裏をよぎりました」

　なんかおかしな魔物が住んでいるんじゃないのか？　現世だとヤンキーの溜まり場になっているのが定番なんだろうけど。

「まあ、なんだ……その、気をつけろよ？」

　アルフさんは気になることを言い残して店番をするべく店に戻ってしまった。気をつけろ？？

「あるじ、早く、入る」

　ノエラがおれの手を引いて急かす。中を一度見て、ダメそうならやめればいい。そう思うことにして、鍵も何もかかっていない扉を開く。ギギギギ、と軋んだ音を出す扉を不安に思いながら中に入った。変な音を出すのは扉くらいのもので、埃っぽいけど、案外作りはしっかりしているようだった。もし何か不都合が出たときは、大工さんを呼べばいいか。

「住んじまおうか、ここに」

「ノエラ、ここ住む。あるじも、住む」

　ノエラは大賛成らしく、目をキラキラさせている。となると掃除が必須だ。さすがに今のままじゃ住めない。雑貨屋に戻って掃除道具一式を買おうとすると、「あげるから持って行け」と言われた。

　まったく、アルフさんはおれに金を出させないな……。ホウキとちりとり、あとは雑巾を数枚持って廃墟こと我が家に戻る。ノエラと手分けして掃除をすること、約二時間。

　ピカピカとは言わないまでも、それなりに綺麗にはなった。

「古くはあるけど、ちゃんとした家なんだなあ……」

　創薬室にすると決めた部屋の中でおれは大の字になって寝転がる。すると、天井に貼りついている女の子と目が合った。

「あのぅ、さっきからずうっと見ていたんですけれど、貴方が新しい家主さんですか？」

「………………」

　……あ、ありのまま、今起こったことを話すぜ？

　て、天井に金髪碧眼の女の子が、くっついている！

　しかも結構可愛い。

　な、何を言っているかわからないと思うけど──。

「お掃除、お上手ですね」

　な、なんか知らんが褒められた!?

「あの、ど、どちら様でしょう……？」

「あっ、わたしったら──申し訳ありません。……わたし、ミナと申します」

「ど、どもです……おれは、礼治と申します」

「レイジさんっておっしゃるんですねえ」

　天井少女は楽しそうに微笑んでいる。

　──や、やだ。誰よこの子！

　テンパって脳内言語がオネエになっているおれには構わず、天井少女が楽しそうにパチンと手を合わす。
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「今日は歓迎会をしなくちゃです～」

「あ、あの、ちょ、ちょっと、いいですか……」

　訊いていいのか、本当に訊いていいのか、スルーしなくちゃいけない事案なんじゃ──。

　いや、でも気になる。

「はいっ。何でしょう！」

　うわぁ、元気いっぱい。

「あ、あの、て、天井……天井が、好き、なんですか？」

「そういう質問をされるのははじめてなのですけれど……」

　誰も訊かなかったのかよ。

　いや──、てか訊けよ、いの一番に！

「そうですねぇ～、好き、なんじゃないでしょうか」

「で、ですよね……じゃないと、そんなところにいないですもんね」

「ええ。こういう仕事、という部分もありますので～」

　し、仕事!?

　天井から見おろすだけの簡単なお仕事!?

　ぱたぱた、とノエラがお腹を押さえながら駆けてくる。

「あるじ、お腹減った」

「あ、ああ、うん。ノエラ、上、見てみ？」

　おれがミナと名乗った天井少女を指差すと、ノエラは小首をかしげた。

「？　どした、あるじ。天井、何かある？」

「え。いや、いるだろ、女の子」

「……？　いない」

「……ウソ」

「ほんと」

　──や、やだ、幽霊じゃないのよ、あの子っ。

　テンパって脳内言語がオネエになっているおれのことなんて構わず、天井少女は胸を張った。

「えへん。特別な力を使わない限りは、家主の貴方にしか見えないんです」

　ドヤるとこじゃねぇ！

　気をつけろって、アルフさんが最後に言ったのはきっとこのことだったんだ。

「ご家族の皆さんに見えなくっても、家主さんにだけ見えればいいかなぁって」

「そ、そう……」

　空腹を訴えるノエラに、今日はアルフさんちでご馳走してもらうように、と言った。

　ノエラが家から出ていき、少し静かになる。

「床に寝転がるの、お好きなんですねえ～」

「おまえのせいだよ。……え、なに、ミナは幽霊だったの？」

「幽霊じゃないですよっ、失礼ですね～」

　気分を害してしまったらしい。の、呪われる──。……けど、そんな雰囲気は感じない。ぷくっと可愛くほっぺ膨らましている。

「じゃ、何なんだよ。ノエラには、見えなかっただろ？」

「そうですね～わたしは、一〇〇年ほど前にこの家に住んでいた者です」

「世間じゃそれを幽霊っていうんだよ」

「違いますってば。この家にやってきた方が幸せになれるよう、こうして天井から見守っているんです」

「それただの迷惑」

　うん。良かれと思ってやっていることが全部裏目に出る人いるよね。

「けれどどうしてでしょう……新しくこの家にやってきた家主さんたち、わたしと目が合うと、青い顔をして見て見ぬフリをするんです」

「でしょうねぇ！　お気持ちお察しいたします！」

「お腹でも痛くなったんでしょうか……」

「気づけ！　原因はもっと身近にある！」

「お話をする機会もないまま、皆さん長くて数日でこの家を去ってしまわれるんです……。前回から四〇年、ようやくレイジさんがいらっしゃったんです。お話も出来ましたし、わたし、大満足です～」

　ミナは嬉しそうな笑みをのぞかせる。天井に貼りついたまま。

「……どうしたら消えるの？」

「消・え・ま・せ・んっ！　幽霊じゃないんですから。一緒にしないでください」

　ぷい、と顔を背けるミナ。

「幽霊じゃなかったら何なんだよ」

「そうですね～そういった質問ははじめてですので、わたしもわかりかねるところがあるのですけれど──あ、この家の守り神といったところでしょうか！」

　良い感じの例えが見つかった！　的な晴れやかな表情をするミナ。

　ディフェンシブな動きがハンパねえから誰も住みつかない悲しい結果になったんだろ。

「……で、どうしたらいなくなるの？」

「い・な・く・な・り・ま・せ・んっ！　レイジさん、ひょっとして意地悪さんですね？　どうしてそんな悲しいことを言うんですか」

　おれのほうが悲しいよ。どうして異世界に来てまで幽霊と会話せにゃならんのだ。言い方の問題なのかな。

「……ミナの望みって何？」

　望みを叶えてあげると未練がなくなって成仏するっていうのが定番だ。

「わたしの望み、ですか……。やっぱり、ここに住んだ皆さんが、幸せな生活を送ることでしょうか」

　……もしそうなら、ミナがこの家からいなくなるのが一番だと思うんだけど、そのへんいかがだろうか？

「おれやノエラが幸せな生活を送ればいいのか？」

「わたしは、それで満足です」

　一辺の曇りもないキラキラした笑顔だった。じゃあ出て行ってください、となるとまた振り出しに戻るんだよな、きっと。とにかく、すぐにはいなくならないってことのようだ。……まあいいか。

　悪いやつってわけじゃなさそうだし。おれは立ちあがって、一度うん、と伸びをする。

「開店準備でもするかねー」

「あ。それでは、わたしもお手伝いしましょう」

　ふわっとミナが天井を離れて床に立った。

「出来るのかよ!?」

「床におりるとですね、見守れなくなってしまうんです。そうなるとわたしのお仕事が──」

「はいはい、見守るだけの簡単なお仕事ですねわかります」

「あ～っ！　今バカにしたでしょう、レイジさんっ」

「したよ？」

「否定してくださいよぅ、傷つきます！」

　唇を突き出して怒ったミナは、表情を一変させた。

「──レイジさん？」

「ん？」

　ミナは、ニコリととびっきりの笑顔を見せてくれた。

「わたし、今ちょっと楽しいです」

「……そっか、ならよかった」

　ボロいし、幽霊のいる家だけど、おれはこの家を改装してドラッグストアをオープンさせることにした。










５　大工さんにエナジーを




　それなりのお金を支払って、町の大工さんたちに店舗用に家の一部を改装してもらうことにした。

　トンテンカン、ガタガタ、ガタガタ。トンテンカン、ガタガタ、ゴゴゴゴ。

　玄関のほうからは物音が聞こえてくる。そんな大掛かりなものではないらしいから、一週間ほどで終わるんだとか。

「レイジさーん、お茶を入れましたよー？」

　創薬室でおれが新薬を試作していると、ミナが三人分のお茶を持ってきてくれた。

「ああ、ありがとう」

　おれの手元を興味深そうにのぞいていたノエラが、ピクンと耳を立たせてミナを見る。

　それから、つんつん、とおれをつついた。

「あるじ、あるじ。知らない女の子、いる」

「そりゃ、いるだろう──え？　見えるの？」

　ふんふん、とノエラは首を一生懸命縦に振る。

「そうそう、レイジさん。言いそびれていましたけれど、わたし、ここ数十年ずうっと力を使わなかったので、長時間実体になることが出来るんですー」

　にこやかに言いながら、ミナはコポコポと買ったばかりのティーカップにお茶を入れてくれている。

「ノエラ。この女の子、ミナっていうんだけど、幽霊らしいぞ？」

「わかった」

　わかっちゃうんだ。

「証拠を今お見せしますねー？　──よっと。これで、ノエラさんには見えないはずです」

「!?　消えた」

　普通にそこにいるんだけど、ノエラにはさっぱり見えないらしい。

「これでどうでしょう」

「出てきた」

「これはどうでしょう」

「腕だけ。変なの」

　ミナとノエラが楽しげに遊んでいるので、おれは創薬室を出て改装の様子を見ることにした。

　あまり広さは要らないので、それほど手間がかかるようには思えないけど、あまり進んでいるようには見えなかった。

「あのー、進捗どうですか？」

　一言かけると、作業をする職人さんたちが顔をあげた。

「く、薬師殿、み、見ての通りですじゃ」

　よろよろと立ちあがったのは、ガストンさん。この町で一番キャリアの長い大工さんで、齢は八〇を越している。八〇って言えば超長寿だ。立ちあがったといっても、腰は直角に曲がっていて、顔がおれの腰あたりにある。

　むにゃむにゃ、と口を動かしていて、目は皺に埋もれてしまいそうだった。

　かなりのおじいちゃん大工だけど、他の大工さんにはリスペクトされているレジェンドなんだとか。怪我とかしなけりゃいいんだけど。ううむ、ちょっと心配だ。

　その道のプロにそんな心配するなんて失礼なのかもしれいけど。ガストンさん以外の大工さんも結構な高齢。一番若い人で六〇代のシニア大工さんたちだった。

　ここをこうして、ああして～、とぷるぷる震える指で指差しながらガストンさんは説明してくれる。

「それじゃあ、一週間じゃ、ちょっと難しそうですか？」

「はぁ～？　何だってぇぇ？」

「一週間！　じゃ！　改装！　難しいですかっ！」

「あぁ、あぁ、ばあさんとはなぁ、昔なぁ～」

　聞いてねえよ。

「そうそう、結局寝取っちまったんだなあ」

　え、何!?　誰が誰を!?　気になる！　むにゃむにゃ、とのんびり口を動かすガストンさん。

「……ほれ、見ての通り、ワシらも昔のようにはチャキチャキ動けないからよぉ～思ったよりも時間かかっちまうなあって話だよ、薬師殿。ばあさんとは、ワンナイトラブではじまったからなぁ」

「混ざってますよ仕事の話と昔話！　……え、ワンナイトラブ？」

　よ、余計に気になる。

「それによぉ、ワシに限らずすぐ疲れちまうんだ。みんな歳食ったなぁと思ってよぉ～」

「ああ、だから作業効率もあがらない、と……」

　他の大工さんたちも、面目なさそうにおれに会釈する。自分の腕一本で今まで仕事をしてきた人たちだから、昔のように仕事が出来ないのが悔しいのかもしれない。

「ワシら、薬師殿には感謝してんだ。どこの町行っても売り切れているポーション、いーっぱい作ってくれてよぉ。しかもこの世の物とは思えねえくらい、美味い。お陰で怪我を怖がらずに仕事が出来る」

　うんうん、と他の大工さんたちもうなずいている。

「だから何とかしてぇんだけどなぁ……どうしてもなぁ、歳には敵わねぇなぁ……」

　すぐ疲れる……。一時的にでもいいから、それを忘れさせるような薬って出来ないかな。

　あ。ポーションが作れるんなら、アレも作れるんじゃないか？　おれは、「あまり無理しないでくださいね」とだけ言って、創薬室に戻った。買っておいた数冊の植物図鑑をパラパラとめくる。

「あるじ、どした？」

「うん、作りたい薬が出来たんだ」

　完成イメージに合わせて、必要な素材がわかるようになっているらしい。創薬スキルって、本当に便利だ。

　現代みたいに写真なんて載ってないけど、名前と自生地を確認する。

　この近所でも採れる薬草のようだった。

「レイジさん、お茶冷めてしまいましたし、入れ直しましょうか？」

「ありがとう。けど、今から出かけるから」

「そうでしたか。それでは、行ってらっしゃいませー」

「うん。留守をよろしく」

「はーい」

　嬉しそうなミナの声を聞きながら、おれは道具一式の準備をして部屋から出ていく。

　索敵要員のノエラも同行することになり、おれたちはいつもの森に出かけた。







　森で採取したのは、ポーションに使う三種の素材。

　あと、町で買ってきたオレンジとハチミツとショウガ。

　どうやらこれで、アレが作れるらしいのだ。

　材料を手に帰ると、おれはさっそく創薬室にこもった。

　すぐにミナが顔を出した。

「お帰りなさい、レイジさん、ノエラさん。お昼ご飯なにが食べたいですかー？」

「おれはあとでいいよ」

　尻尾をふりんふりん、と揺らしているノエラは作業をはじめたおれの手元に興味津々だった。

「ノエラも、あと」

「食べる物はちゃんと食べないとダメですよー？　簡単に食べられる物を何か作りますね？」

　意外と世話好きらしいミナは、鼻歌交じりにキッチンのほうへむかっていった。

　ポーションを作る要領ですり潰したり、絞ったりしながら、オレンジ、ショウガの絞り汁を混ぜハチミツを少量加える。

「あるじ、何出来る？」

「出来てからのお楽しみってやつだ。瓶に水入れてくれるか？」

　買い置きしてある瓶を持って、ノエラが水を汲んできた。

　お礼を言って、ブレンドした絞り汁を水に入れて蓋ふたをして振る。

　ジャバジャバジャバ──。

　いつものように淡く瓶の水が光った。




【エナジーポーション：疲労回復効果、覚醒作用のあるポーション。効果には個人差がある】




「──出来た！」

「出来た？　出来た？」

　試しにひと口飲んでみる。

「──ん！　んんんんん！」

「どした、どした、あるじ？」

　い、言いたい。──ハツラツ！　って言いたい。あの味とほぼ一緒だ。おれがあっちの世界で好きだったあの元気系ドリンク──。炭酸がないのが少しだけ不満だけど、それでも十分美味い。

「ノエラも、ノエラも」

「飲み慣れないとビックリしちゃうから、ちょっとだけだぞ？」

　おれは空き瓶に少し入れてノエラに飲ませた。

「!?」

　ボンッ、と。そんな音が出そうなほどノエラの毛が逆立った。目がギンギンになって、キビキビ動き回る。

「あるじ、すごい、美味の味、すごい！　今なら空、飛べる」

「やめときなさい」

　ばたばた走り回るノエラは、おれの股の下をスライディングでくぐったり、背中によじ登ってはそこから飛んでみたり、元気満タンな様子だった。

「レイジさーん、サンドイッチ作りましたよー。これなら作業をしながらでも食べられますよね？」

　お皿にサンドイッチを載せたミナがやってきた。元気いっぱいのノエラを見て目を丸くした。

「ありがとう。あとでもらうよ。あとそれと、ノエラをちょっと見ててもらえるか？」

　皿のハムと野菜のサンドイッチをひとつつまむ。うん、美味い。

「はい、いいですけど……どうしたんです、ノエラさん」

「元気を持て余しているみたい」

「はあ……」と、ミナは瞬きしながら小首をかしげた。

　おれは小瓶にエナジーポーションを小分けにして入れる。それを五本持って、大工さんたちのところへむかった。

「これ差し入れなんで良かったらどうぞ」

　おれが一人一人配ると、みんな怪訝そうに目をすがめた。遠ざけたり近づけたりしている。あ。……老眼（察し）

「なんだい、このヘンテコな液体は」

　ガストンさんがみんなを代表しておれに訊いた。

「ちょっとした、元気の出る飲み物です。……確実に元気になるってわけじゃないんですけど、『元気になった気がする』っていうほうが正確かもしれません」

　ふむう、と鼻を鳴らしたガストンさんが、一気に小瓶をグイッと呷った。

「ほうんっ!?　──」

　変な声を出して、ガストンさんがフリーズする。

「どうでしょう？　少し刺激的な味がするかもしれませんけど……。一応、疲労回復効果と覚醒効果があるんです。個人差はあるんですけどね」

　ガストンさんが、ぶるりと体を震わせ、一歩歩く。すると、エグい角度の腰が、一歩ずつ歩くにつれ、まっすぐになっていった。

「……ダーウィンの進化論？　ああ、いや、ふざけている場合じゃない。ガストンさんどうしたんですか、腰」

　おれの話なんて聞いちゃいないガストンさんは「これは、この感覚は──」とつぶやいている。

「ぁぁぁぁ……はぁぁぁぁぁぁはぁあああああああ──」

　おれはゴシゴシ、と目をこすった。ガストンさんから、光の湯気が出ている。え。なにこれ。オーラ出てるんですけど！　覇気が垂れ流れてるんですけど!?

「半世紀前を思い出すわいぃいいいいいいいいい！」

　ガンガンガン──ギコギコギコギコ──ドンドンドン──。

　超高速で作業をはじめたガストンさん。

「ちょ、ちょっと、大丈夫ですか!?」

「愚問よぉおおおおおおおお、フハハハハハハ！」

「キャラ変わってる!?　……動きが目で追えない──」

　一番若手の六〇代の大工さんがおれの肩を叩く。

「見えたと思うだろう？　だがそれはすべて──残像だ」

「残像!?」

「……この動き──全盛期のレジェンドだ」

「……ワシがガキのころ憧れたレジェンドが蘇りおったわい」

「レジェンドに続くぞい──」

　みんなが小瓶を開けてエナジーポーションを呷る。

「あの……いっぺんに飲まないほうが……」

「「「フォオオオオオオオオオ！　この程度の仕事、即片付けてくれるわい!!」」」

「やっぱりキャラ変わった！」

「クク……ようやくこの時が来たか、我が左手に封印せし暗黒龍を解き放つ時が──」

「一人だけ違う覚醒してる!?」

　ズガガガガガガ、という表現が相応しいくらいおじいちゃん大工たちは頑張った。その結果、一週間かかると言われた改装は、たった一日で終わった。元気が出たおかげか、ヨボヨボと作業するんじゃなくてシャキシャキと作業をしてくれた。若い頃に戻ったみたいで楽しい、ってみんな口を揃えて言った。工期も短く済んだから、おれも予定よりも早く開店出来るし、みんなも楽しく仕事をしてくれた。誰も損しないってのは、本当にいいことだ。うーん、それにしても効き過ぎだろう。エナジーポーション。去り際、工具を手に提げた腰の伸びたガストンさんが、キメ顔で振り返った。

「また何かあったら呼んでくれよな？」

　いやだから、キャラ変わり過ぎだろ。










６　弓の名手




　お店をオープンしてしばらく、おれたちは忙しい毎日を送った。棚には、主力商品のポーションとあとは先日のエナジーポーションを並べた。もっと種類を増やしていきたいけど、それは必要に応じて受注生産していく感じで。ノエラも看板娘として色々と手伝ってくれたので、それほど困るようなことはなかった。ミナは家事が得意らしく、炊事洗濯掃除、どれもテキパキとこなしてくれる。何気に有能な幽霊少女だった。そうそう、忘れちゃいけないのが店の名前だ。

　シンプルに、『キリオドラッグ』という名前に決めた。

　日本語で看板を書いたから、ノエラにもミナにもポカンとされたことは言うまでもない。店内にお客さんがいなくなったので、ミナが用意してくれた昼食を食べることにした。

「幽霊でも食事って必要なんだ？」

「とってもとらなくても同じなのですが、わたしもご一緒したいんです」

「食事は大勢のほうがいいって言うもんな」

　聞いているのかいないのか、ノエラはガツガツ食べながらふんふんとうなずいている。

「そうそう、レイジさん。今日はこの町でお祭りがありますよ？」

「へえ。お祭りか」

　そういえば、今日は妙に外が騒がしかった。お祭りがあるからか。

「屋台もいーっぱい出て、イベント事もいくつかあるんですよ？」

「イベント事？」

「ええとですね、一番の目玉は、『長距離狙撃』でしょうか」

「狙撃？」

「はい。毎年、エルフの中でも一番弓が上手な方がですね、遠くにある的を射るんです。シュパン、と。本当に遠いんですよー？」

「そいつは見物だな」

　ちょっと興味あるかも。それに、まだこの世界に来てエルフを見てない。

　種族柄、エルフは美男美女っていうし、一度でいいからお目にかかりたいもんだ。

「すまない！　店主──店主はいらっしゃらないだろうか？」

　店内から声がする。口の中にあるものをゴクンと飲み込んで、おれは店に戻った。

「はい、何でしょうか──」

　誰が来たのかと思えば、噂のエルフが店に来ていた。長い耳に肩につくかつかないかの金髪。切れ長の瞳は青く、顔の作りがとても綺麗だ。長弓を肩にかけて、革のブーツを履いていた。

「おや。キミが店主かい？　ずいぶんと可愛らしい坊やだ」

「坊やはやめてください。これでもいい歳してるんで。……ええっと、何かご用ですか？」

「ああ。今日は天才錬金術師の坊やに頼みごとがあるのだが」

「違いますけど……。ポーションとエナジーポーションならそこの棚ですよ」

「そうではなく、キミに助けて欲しいのだ」

「はあ……助けて欲しい？」

「僕の名はクルルという、エルフだ」

「おれはレイジって言います」

「なかなか可愛い名前だ。──ああっといけない。つい話がそれてしまうな、キミといると」

「はあ、そっすか」

　流し目でおれのほうを見てくるけど、この人何のつもりなんだろう。……ていうか、このエルフ、男、だよな……。

「今日のカルタ祭でやる狙撃、それを僕がやることになっているのだが……」

「あ。そうなんですか？　楽しみにしてますね」

「だがしかし！　……キミを楽しませられない可能性がここにきて浮上してきた」

　すごく残念そうに首を振るクルルさん。社交辞令って言葉は、この世界にはないんだろうか。

「どうしてですか？」

「どうにも、弓の調子がおかしくてね……上手く当たらない」

「弓の調子とおれに、何か関係が……？」

　クルルさんは、爽やかな笑顔で言った。

「キミに、どうにかして欲しい」「練習しろ」

　あ、今日が当日なのか。

「レイジちゃんしか頼めないんだよ……」

「あのー、ちゃん付けするの、やめてもらっていいですか」

「どうにかしてくれたら！　僕の綺麗なお尻を──自由にしてくれて構わない」

　フフン、と鼻で息をつきながら、やっぱりおれに流し目をするクルルさん。

「おれを何だと思ってんだ、あんた」

「……じゃあ、逆？　僕が凸。キミが凹？　いやいや、これは僕の希望というわけでは決してなくてだね、キミが喜ぶかなぁって思っての提案で──いやいやいや僕はね別に興奮なんてしてなくて──」

　エルフだすげーなんて思っていたおれが馬鹿だった。

「……何でおれに？　関係あるようには思えないんですけど」

「噂を聞いたんだよ。老人たちをたちまち元気にしたという錬金術師の噂を。だからキミに頼めばお尻を貸してくれ──間違えた──当たらない的にも当てるようにしてくれるんじゃないかと思ってね！」

　そこらへんの家畜の尻にでもブチ込んでいればいい、そう思いました。

「確かにそうですけど、的に当てるのは弓の実力でしょう」

「的に必ず矢が当たる薬を作って欲しい!!」

「出来るかぁーいっ！」

　そりゃもう、魔法の域だと思うんだ。

「レイジちゃん！　──いいかい、僕はね、真剣なんだよ！　だからね、キミも真剣にぶつかって来て欲しい！」

　どんどん、とクルルさんは胸を叩いて、こっちにむけて両手を広げる。……いや、飛び込まねえよ？

「真剣って言われても……腕が落ちたんじゃないんですか？　誰かに代わってもらうとか……」

「森では僕が一番なんだ。代わろうにも代わる相手がいない。それに練習はみっちりしてきたんだ。朝も昼も夜も」

「練習不足じゃないってのはわかりましたけど……じゃ何で逆に調子が落ちたんでしょう」

「だから最初からそれを聞いてるんじゃないか」

「尻の話しかしてなかったろ」

　ふうむ。おれがどうにかしない限り帰らないぞ、このエルフ。

　四六時中練習してたのに、調子を落とした……。

「あー。オーバーワークなんじゃないですか？　練習のし過ぎ」

　意外とありそうな線だ。ずっと練習してたら、逆に状態が悪くなることもあるだろう。

　おれが指差すと、人差し指を掴もうとしたクルルさんの手が空を切った。

「あぁ惜しいっ」

　惜しいじゃねえよ。あぶねぇ……いよいよ触れ合いを求め出したぞ、このエルフ。ていうか、おれ、避けてないのに空振りした。──あ。

「もしかして、目なんじゃないですか。目、疲れてて、見にくいんじゃないですか？」

「──ッ、言われてみれば……」

　こうなる前に気づいとけと言いたい。となると、おれの出番だ。

　意識してクルルさんを見ると、目を細める回数や瞬きの回数が妙に多い。

「疲れてるんですよ、目が。……目の機能が低下してるから、遠くの的にも当たらないんですよ」

　眼科医じゃないからきちんとした診断は出来ないけど、聞いた限りではまず間違いなくそうだろう。

「そうか、疲れていたのか……」

　カウンターの内側に置いてある図鑑で目薬の素材となるものを探していく。綺麗な水と塩。これが基準になり、あとは貝類が必要となってくる。これならすぐに揃うだろう。

　クルルさんの出番まで、あと二時間ほどのようだ。

「目薬作るんで、ちょっと待っててください」

「メグスリ……？　なんだか、とても卑ひ猥わいな響きだね」

　もう……どうしよう、この人。クルルさんを店内で待たせて、おれは創薬室に入った。……どっと疲れた。エルフで男好きだなんて、キャラをどっちかに限定して欲しい。むちゃむちゃ、とご飯をまだ食べているノエラが顔を出した。

「あるじ、どした？　元気出す」

「うん、ありがとう」

　寄ってきたノエラの頭をなでなでして、モフモフ成分を得る。ちょっと元気が出たので、創薬を開始した。というか、あれだけの材料で作れるのか、おれ自身半信半疑だったりする。

「ミナ、料理用のオミール貝って確か残ってるよな？」

　いつぞやおれが買ってきたのでまだあるはず。洗い物をしているミナは、「ああ、それでしたら～」と手を拭いて、桶に数個入っている貝を持ってきてくれた。

「食べるんですか？」

「ううん、煮出した汁を薬に使うんだ」

「く、薬に、ですか……？」

　目を点にしているミナに、貝を煮込んでもらい、水と塩を用意してもらって創薬室に戻る。

　ころん、と寝転がっているノエラは、どうやら寝ているみたいだ。さっそく作業に取り掛かる。

　水に極々少量の塩を投入。あとは、貝の煮汁を合わせて、一番小さな瓶を選んでその中に入れる。

　例のごとく、瓶を振ると淡く中の液体が光った。




【目薬：疲れ目に効く。細胞の修復を促進させる】




「……創薬スキルって、もうほとんど魔法だよな、これ」

　たったあれだけで薬になるんだから、おれじゃなくっても出来る便利スキルだ。さっそく自分で試してみる。ぴちょん、と点眼。

「あ～～スッとする～～」

　店に戻って、出来た目薬をクルルさんに手渡した。

「これは？」

「目薬って言って、簡単に言うと目の疲れをとるものです。目に一滴ずつさしてください」

「ふむ？」

　ぴちょん、ぴちょん、とクルルさんは目薬を入れる。おれ、目薬入れるの苦手なんだけど、本当に上手だな、クルルさん。そのあとしばらく目をつむってもらう。

「ぼ、僕に目をつむらせてどうする気なんだい……まさか……キス……するのかい？」

「しねえよ」

　あと、恥ずかしそうにモジモジすんな。

「そろそろいいかな。目、開けてください。……どうですか？」

「……あれ。……全然違う……。視界が、クリアだ……！　すごい！　すごいよ、レイジちゃん！　食べちゃいたい！　ありがとう！」

「うわ、寄るな！　やめろ！」

　テンションがハイになった男好きエルフの顔をぎゅにぃ、と手で遠ざける。

「て、照れなくたっていいじゃないか」

「照れてねえから。本気で嫌だから──ッ！」

「……これは、いつかデレるためのツン!?」

「ポジティブがハンパないっ。──もう、行ってください！　用は済んだでしょう？」

　ぎゅに、ぎゅにぃ、と顔を押し出しながらクルルさんに言うと、キリッとした表情になった。

「キミのために、当ててみせるからね」

「うわぁ……楽しみだったのに、一気に楽しみじゃなくなった……」

「またあとでね」と、クルルさんは手をひらひら振って店を出ていった。

　目薬を差したからって、必ず当たるわけじゃないだろうけど……やっぱり気になる。おれは起きてきたノエラと一緒に、時間までお祭りを楽しむことにした。町の中心にその会場はあって、五〇メートルほど先にあるお皿を射抜く、というものみたいだ。お客さんも結構集まってきて、時間になってクルルさんが長弓とともに現れた。歓声や何やらに手をあげて応える姿は、やっぱり様になっていてちょっと悔しい。

　そして、一射目。ヒョン、と矢が放たれ飛んでいき──見事、お皿を射抜いた。

　わぁっと観客から熱い拍手が起きて、クルルさんは手をあげて応える。

　その場から引っ込むと、すぐおれを見つけてやってきた。

「キミの目薬のおかげだよ！　ありがとう、レイジちゃん──」

　抱きつこうとする男好きエルフをさっとかわす。

「あぶね！　……けど、あれは元々の腕が良いからだと思います。あんな長距離じゃあ目薬関係ないし」

「そんなことないよっ！　だって、練習じゃ一回も当たらなかったんだから！」

「…………そりゃ、オーバーワークしちゃうよな……」

　それでもなお、クルルさんが一番上手なんだとか。

　練習を頑張っていたところだけは評価してあげようと思った。










７　モフモフは正義




　棚に新しく目薬が追加され、特におじいちゃんおばあちゃんによく売れた。

　孫の顔が見やすくなったって、わざわざお店にお礼を言いに来る人もいたほどだった。

　そんなふうに喜んでくれるのなら、おれも目薬を作ったかいがあったってもんだ。

「あの～レイジさん？　そろそろお買い物をお願いしてもいいですか？　そろそろ食材がなくなりそうなので……」

「うん。メモは？」

「はい、これです、どうぞ」

　おれはお買い物リストのメモをミナから受け取る。ミナは一応この家の幽霊だから、ここを離れることが出来ないらしい。

「ノエラも来るか？」

「行く」

　買い物かごを持って、店番をミナに任せて店を出た。

「行ってらっしゃいませ～。お気をつけてー」

　店先に出て手を振るミナにノエラも手を振って応える。

「──必ず、帰ってくる」

「どこ行くつもりなんだよ」

　お祭りも終わって、落ち着きを取り戻した町を歩く。さて。今日は何を買えばいいのやら……。

　ミナからもらったメモを広げる。

『毛糸のパンツ』

　ぶっ!?　何買わそうとしてんだ。……ていうか、幽霊でもはくんだ、パンツ。

　いやまあ、実体があるから必要といえば、必要なのか……。

「あるじ、顔赤い。どした」

「何でもない……ミナのやつ、渡すメモを間違えたんじゃ……？」

　しっかりしているけど、案外抜けているところがあるから、さもありなんといったところだ。

　Ｕターンして店に戻ろうとすると、ドタバタと騒がしい足音と悲鳴が聞こえる。

「た、助けてぇええええええ──」

「待って待って待って待ってどうして逃げるの、ちゃんとお話しましょうよ、どうしてどうしてどうして──」

　おれが後ろを振り返ると、二〇歳くらいの男子が、同年代くらいの女子に追いかけられていた。女の子の手には、三〇センチくらいの大振りのナイフが握られている。男子のほうは涙目で、女子のほうは鬼気迫る形相で目を血走らせていた。これは……絶対に関わっちゃダメな人たちだ。

　こっちに逃げてくるので、おれは道を譲るため端に避けると、おれのほうへと駆けてくる。何でこっちに来るんだよ!?　おれと目が合うと、神様を見つけたような顔をした。

「た、助けてください──っ」

「む、無理無理無理！　自分でどうにかしてください！」

　回り込んで、おれを盾にするようにして隠れた。

「す、すみません！　あの子、どうにかしてください」

「そんなこと急に言われても……」

「ジラル……どうして逃げるの……」

　後ろから女の子の声が聞こえ、おれはブルッと震えた。

　恐る恐る振り返れば、ギラリと光るナイフがおれの喉元に突きつけられた。

　ひ。ひぃいいいいいいいいいいいい!?

「あ、あの、おれは、レイジと言いまして……、そ、そこの、薬屋の店主で、お、お二人とはまったく関係ないんです──」

「薬屋の店主──ああ、あなたが噂の錬金術師──ジラルに何をしたの──あなたがおかしなことをしたんじゃないでしょうね？　ねえ？　ねえ？　ねえ？　ねえってばぁあ!?」

　なんか、かなり病んでいるような……。デフォルトでこんな子なのかもしれないけど。

　何の弁解もせず隠れるジラルさんは、おれにしがみついて震えている。

　何とか言ってフォローしてくれよ。ノエラは……。あ。ダメだ。買い物かごを頭に被って現実逃避している。

「本当に、おれ関係ないんです。──ちょっと隠れてないで何とか言ってくださいよ」

「フェリスは、ちょっとおかしいんです、錬金術師さん──どうにかしてください」

「おかしくないおかしくないおかしくない、おかしいのはあなたのほうよジラル、こんな胡散臭い錬金術師と何をしていたの、私はどこもおかしくない──」

　あー。あー。あー。もう、完全に巻き込まれた。

「わかった、わかった、わかったから。と、とにかく、フェリス、さん？　はナイフをおろして──じゃないと解決するもんもしないから」

　おれの必死の説得の末、フェリスさんは、からん、とナイフを道に落とす。

　両手で顔を覆って泣きはじめてしまった。

「私私私私私私、私悪くない、どうしてみんな私のことを悪く言うの──どうして、どうして、私は悪くないわよ」

　えー。えーえー。情緒不安定な人だぁ……。こら。ジラル。なに、こっそり逃げようとしてんだ。

　このシーンだけを見ると、痴話喧嘩に巻き込まれたというよりは、おれがフェリスさんを泣かしているようにも見える。おれは、ジラルさんの襟首を掴む。

「状況をまず説明してもらっていいかな」

「あ──、はい……」

　人目もあるので、おれたちは人のいない公園へ移動する。ベンチにフェリスさんを座らせる。

　まだグスグス泣いているフェリスさんを見て、ノエラがよしよし、と頭を撫でた。

「る!?」

　ガシン、と腕を体に回され、ノエラがフェリスさんに捕まった。

　じたばたしているのをよそに、おれはベンチから離れてジラルさんから事情を聞くことにした。

「さっきは本当にすみませんでした」

「それはもういいですから。……フェリスさんと何があったんですか？　あの、失礼ですけど、ご関係は……？」

「フェリスと俺は、最近付き合いはじめた……その、恋人です」

「へーあぁーそう」

　思わずぞんざいな態度になるおれ。

「あんなに怒ったり泣いたりしていましたし……ケンカ、ですか？」

　これは違ったようで、ジラルさんは首を振った。

「いえ。最近よくあるんです。その中でも今日が一番酷かった。ケンカと言えばそうかもしれないのですけど。……フェリスは心配性なんです。それが過剰というか、なんというか……」

　はぁ、とおれは曖昧に相槌を打つ。

「俺のことが心配で心配で、『夜眠れない』って言ってて……最初はそれがいじらしく感じられていたんですけど、それがどんどんエスカレートしていって……」

　聞くと、心配性＋嫉妬深いような女性らしかった。違う女と浮気するんじゃないか、とか。

　パンを買いに行って女の店員と軽い会話をするだけで、異常に怒ることもあるんだとか。

　強すぎる愛情の裏返しってやつなのかな……？

　フェリスさんに目をやると、ノエラをもふもふして癒されている。表情がゆるみっぱなしだ。さっきと顔つきが全然違う。ノエラのもふもふ、おそるべし。もふもふは、正義なんだなあ。

　アニマルセラピーとか、そういうのに近いのかもしれない。

「だから、レイジさんにどうにかして欲しいんです」

「丸投げかよ」

「きっと、何かが取とり憑ついているんです！　その悪い何かがフェリスをあんなふうに変えてしまったんですよ。被害妄想とかもすごいし、言ってないことを言ったって主張するし、逆に言ったことを言っていないって……」

「そんなに嫌なら別れちゃえばいいんじゃないですか？　ジラルさんもいっぱいいっぱいなんでしょ？」

　ジラルさんは、顔色を失くした真っ白な顔で、力なく笑う。

「……レイジさん。俺が別れ話を切り出したときの話、聞きたいです？」

「──やめておきましょう」即答した。

　あんな大振りのナイフを持って町中を走り回るくらいだ。大参事になったであろうことは、想像に難くない。

「だから、フェリスに憑ついている悪魔を、レイジさんが祓はらってくれればきっと元の彼女に戻ってくれるはずなんです！」

「おれはエクソシストじゃないんだが」

「あ、すみません、本業は錬金術師ですよね」

「副業でもエクソシストはやってないから。だいたい、本業、薬師だからね」

　ジラルさんからすれば、エクソシストだろうが錬金術師だろうが薬師だろうが、何でもいいんだろう。ばっと頭をさげた。

「……フェリスを助けてあげてください！　それが、俺を助けることにも繋がるんです……」

　おれは諦めとともにため息をついた。

「……わかりました。出来ることはさせていただきます。でも、本当に悪魔やら何やらが憑ついているんなら、おれにはどうにも出来ないですからね？」

「ありがとうございます！」

　ジラルさんとおれは握手を交わす。やるとは言ったけど、出来ることって、何かあるのか？　悪あく魔ま祓ばらいは、薬じゃ出来ないだろうし……。そもそも憑ついてるのか？　その判断はさっぱり出来ないから、おれに出来ることをやってみよう。今は、フェリスさんはノエラと遊んでいる。

　あれを見る限り、どこにでもいる普通の女の子にしか見えない。

「もし可能性があるとすれば、アレかな……？」

「アレ、ですか？」

　おれは不思議そうにしているジラルさんにうなずく。

「準備するんで、今日の夜にでも『キリオドラッグ』に来てください。そこで薬を渡します」

「……ま、待ってください──ふ、二人きりにするって言うんですか!?」

「自分の彼女でしょう？　それはどうにかしてください。たぶん、悪魔なんて憑ついてないですから」

　そう言い残して、おれは店に帰る。

「あ。お帰りなさーい。ずいぶんと遅かったですね？」

「色々と巻き込まれて。……あと、これ……たぶん、間違ってるぞ？」

　おれはミナにメモを返す。かぁぁぁぁ、と顔色が真っ赤になった。

「すっ、すみません～、わ、わたしったら、わ、渡すメモ、ま、間違ってましたっ」

　はぅ～、と変な声を出しながらミナは天井に貼りついて、両手で真っ赤な顔を覆った。

「毛糸のパンツ」

「はぅ～～やめてくださいレイジさん──」

　あ。そういえば、ノエラを忘れてきた。アニマルセラピーってことで、今回はノエラにも頑張ってもらおう。おれは創薬室にこもって、作業に取りかかることにした。

　ちょくちょく森や山に行って採取してきた薬草が、今回使えるはずだ。

　乾燥させたとある植物の花を粉々にして、おろしたショウガを合わせて、瓶に入れて振る。ふわっと液体が光って、創薬完了。蓋ふたを開けてにおいを嗅いでみる。

「うん。良い香り」

　しばらくして、ノエラとジラルさんが店にやってきた。おれは、ジラルさんに作ったばかりの薬を渡した。

「薬というよりは、ドリンクに近いですけどね」

　眠る前に飲んでもらうように伝え、ジラルさんはお礼を言って帰っていった。







　翌日。開店早々、ジラルさんが飛び込んできた。

「あ、おはようございます」

「おはようございます──いや、呑気に挨拶してる場合じゃないんです──」

　ジラルさんはがっしりおれの手を握った。

「ありがとうございました！　朝起きたら、フェリスが……フェリスが、元に戻りました──すごく落ち着いた顔をしていて……」

「そうでしたか。それは良かったです」

「あの薬で悪魔を祓はらったんですね、わかりますっ！」

「何もわかってねえ……。あれは、単なるリラックス出来るお茶です」

「へ？　たったそれだけ……？」

「はい。……フェリスさんが言ってたんですよね『心配で夜も眠れない』って。……だから眠りやすくなる物を渡したんです」




【ランデンフラワー茶：神経を鎮める効果、リラックス効果がある。不安やイライラを軽減させられる】




　単なる比ひ喩ゆ表現かと思ったけど、あの様子を見る限り、それはそのまま当てはまった。

「ちゃんと寝てないと、些細なことでイライラしたり怒りっぽくなったりすることが多いですから」

　元々、神経質な性格だったっていうことも災いしたんだろう。だからって、心配性や嫉妬狂いがどうにかなるわけじゃないんだけど。感心して聞いていたジラルさんは、お礼を言って頭をさげた。

「ジラルー？　まだなのー？」

　フェリスさんが店に顔を出す。おれと目が合って、申し訳なさそうに一度会釈して、困ったように笑った。ジラルさんの言った通り、憑つきものが落ちたような落ち着いた表情をしている。

「ちょっと待ってて。──今日、これからデートなんです」

「へーあぁーそう」

　ジラルさんは代金をおれに渡すと、店の出入り口でまたお礼を言った。こちらに背をむけると、恋人繋ぎで手を繋いで去っていった。あーもう。あーもう。朝からやる気なくなった。

　リア充なんて、爆発してしまえばいい。まあ、何にせよ、死人が出なくてよかった。










８　異文化交流




「あるじ、こっち」

　ノエラがおれの手を引いて森を先へ先へと進んでいく。

「まだなのか？　その山菜が採れるって場所は」

「もう少し」

　わっさわっさと尻尾を振りながら、ノエラは楽しそうに歩く。機嫌はずいぶんと良くなったように思う。この前、おれがノエラを忘れて店に戻ったせいで、ご機嫌ナナメになってしまった。お詫びに何でもするって言ったら、いつもの森で山菜を採るから付き合え、と。それで今に至る。

「あるじ、見る、これ」

　イキイキとした顔で、ノエラは樹を指差す。

「これがどうした？」

「この樹、目印。近い。いつもノエラ、ここらへん、採っていた」

　おれと出会う前は、毎日のようにここらの山菜採取スポットで山菜を採って、町で売ったり自分で食べたりしていたようだ。得意げに歩くノエラの足が止まった。ん？　着いたのか？

　鑑定スキルで周囲を見ても、雑草ばかりで食べられる植物はない。

「ノエラ？」

　見ると、鼻を押さえて涙目になっている。

「あるじ、くじゃい」

「？　え、なに。……くさい？」

　こくこく、とノエラはうなずいた。くさい……？　おれ？　……じゃあ、ないよな……。

「見たことない、へんなの、いる」

　ノエラが指差した少し先に、巨大な花が咲いていた。毒々しい見た目と、ぶくっと膨らんだ蜜つぼ。体長は小さな子供くらいある。茎や葉っぱのない不気味な花だった。




【ウツボフラワー：魔物や獣だけが感じる、不快なにおいを発する花】




　何歩か近づいてみるけど、おれは何も感じない。

「あ。おれは人間だからか。──鼻つまんでたら大丈夫だろう？」

　おれが先に行こうとすると、ぷるぷる、とノエラは首を振る。

「目、ちょっと痛い」

　くさすぎて？　刺激臭は目にくることがあるからな……。他にルートがあるのか訊いたら、他は迷いやすくなっているから危険なのだとか。

「やめておこうか、今日は」

「るぅ……あるじ、一緒のお出かけ……るぅ……」

　ノエラは、耳をへにゃりと垂らしてしまった。と言っても……道を知っているノエラが進めないんじゃ、おれだけ先に行っても意味ないし。……あの花。魔物や獣避けの効果があるんなら、何かに使えるかもしれない。おれは近づいていって、花びら数枚と花粉を瓶に入れて密閉しておく。

　ノエラは先に進めないし、でもノエラはおれとのお出かけを無駄にしたくない──。

　なかなかノエラは可愛いやつである。

「うーん。……あ。それじゃあ、におい消しでも作るか」

「る？」

　みょこん、とノエラの耳が立った。来た道を戻り、ポーションの材料となるアエロをはじめとする数種類の植物や花を採取していく。いつぞややってきた川べりにやってきて、即席でにおい消しを創薬。瓶の中が光り、薄緑色の液体に変わった。




【消臭液：嫌なにおいもキレイさっぱり】




　……トイレの芳香剤みたいな解説ついてんな。

「よっし、出来た。これをあの花にぶっかければ、においもキレイさっぱりだ」

「におい、ない？　におい」

「たぶん、大丈夫なはずだ」

「るーっ♪」

　またさっきの巨大花のいる道までやってきて、おれは瓶に入っている消臭液を匙さじですくって振りかけた。おれがにおいを感じていたわけじゃないから、これで効いているのかどうかはわからない。

　手招きしてノエラを呼ぶと、鼻を押さえながらこっちにやってきた。

「どうだ、ノエラ。におい、まだする？」

「…………しない！　しないっ、あるじ！　あるじ！　あるじー」

「うん、わかった、わかったから、全力で服を引っ張るのをやめてくれ」

　人狼のパワーってのはすごいもんで、おれは右に左に振り回された。手を鼻からどけて、ノエラはふがふがと鼻をひくつかせ、真顔でおれを振り返る。

「消えた。におい……」「真顔になるくらい驚いたんだ」

　難関をパスして、おれたちは山菜が自生する場所にやってきたが──

「ぶはっ!?　くっさ──っ！　何このにおい!?」

　鼻曲がりそう。おえー。うわ、目も痛い！　これ何のにおい!?

「ノエラは大丈……夫？」

　おれがノエラを見ると、ノエラは「るーるーるー」と機嫌良さそうに鼻歌を歌いながら、ぷっちんぷっちん、と山菜を摘んでいる。何で？　おれだけ？　ここ全域がくさい──。




【ビルコソウ：強いにおいを放つ山菜の一種。苦手とする者も多いが、好んで食べる者もいる】




　ノエラさんが持ってますね、たくさん……。楽しそうに摘んでますね……。

　──あれだぁああああああああ！　え。ノエラむしゃむしゃ食ってるけど!?

「あるじー！　いっぱい、採れた！」

「う、うん……」

　あれか。納豆的な？　くさいものは美味い的な？　そういうあれ？

　納豆は好きなんだけど……これはちょっと──。

「あるじ、はい」

　嬉しそーに、ノエラはおれに山菜を突き出す。うはっ!?　く、くさ過ぎて、な、涙が──。

「食う。あるじ、食う」

　食ってみろって？　──無理無理無理無理無理無理無理無理。

　この世界の人は、これを食べるのか？　外人さんが納豆苦手なのがよくわかるわぁ……。

「ほんとごめん、ノエラ、無理。くさすぎて──」

「る!?　くさい、違う！　くさい、違う！」

　むう、とノエラはむくれてしまった。どうやら、ノエラはこの山菜が好物らしい。採って食べてたって言ってたもんな。そうだ。さっき作った消臭液。これを使おう。くさ過ぎて呼吸にも困る。

　取り出して、ぱぱっと振りかける。

「…………あれ。におい、消えた……」

　消臭液すげぇええええええええ！

「あるじ。顔、真顔」

　ノエラ、さっきこんな気分だったんだ。改めてノエラが山菜を突き出してくる。

　消臭液に使った素材に、口にしてはいけないものは特にないから、振りかかった状態で食べても問題ないんだろうけど……。

「あるじ、あるじ。これ、美味の味」

「ほんとかよ……」

　おれは目をつむってぱくり、と食べてみた。シャクシャク、と噛んでいく。

　──エキスが口の中に広がる！　あの強烈なにおいが鼻から突き抜けた。

　おれは思わず口の中の山菜を吐き出した。

「ぼへっ。──ノエラ、やっぱおれには無理だ」

「るぅ……」

　自分の「好き」を共有出来なかったノエラはしょぼん、と肩を落とす。趣しゅ味み嗜し好こうはそれぞれ違うから、ノエラ、許して欲しい。それでもぷっちんぷっちん、とノエラはたんまりと山菜を摘んだ。

　これをこの世界の人は美味い美味いって言って食ってるんだよなあ。

　はじめてのカルチャーショック。家に着くと、ミナが迎えてくれた。

「お帰りなさいー。あ。このにおい」

　ノエラが背負った小さなリュックの中には、たんまり例の山菜が入っている。けど、ミナは嫌な顔をひとつもしない。

「なあ、ミナ。これ、美味いのか？　みんな食べてるの？」

「そうですよー。村のミコットちゃんは、これ好きだって言ってましたよ？」

　ミコットっていうのは、このカルタの町近くにある村の娘だ。ときどき、おつかいで店に来る。アクを取ると、凄まじいにおいも減って食べやすくなると、ミナはミコットに教わったそうだ。

「……このまま食べるんじゃないの？」

「何を言っているんですか、レイジさん。このままじゃにおいがキツくて食べられないですよ～」

　そっか。ノエラがそのままパクパク食べていたからわからなかったけど、調理したら食べられるようになるんだ。夕飯は、ミナが調理してくれた激クサの山菜料理が食卓にならんだ。炒めた山菜をつまんで、おそるおそる口に入れる。

「あ。……美味い……」

　ん……なんだろう、においが、ちょっとクセになるかも。たぶん、最初にこれを食べたらダメだったと思う。キツイにおいの状態で口にしたことがあるから、美味しく食べられたんだろう。

「るっ」

　ノエラが超ドヤ顔をしている。ほらみろー、とでも言いたそうだ。

「レイジさん、バッグから見慣れないお薬が出てきたのですけれど」

「ああ、それは消臭液だ。撒くとにおいをキレイさっぱり消してくれる」

「あー！　それならおトイレに置いておきましょう！　そうしましょう！　また便利なものを作ったんですね！」

「やっぱりこの世界でも使う場所は一緒なんだな」

　──消臭液は後日棚に並び、主に主婦層に爆発的に売れることになった。










９　お薬の神様




「ミナ、使ってみてどう？」

　洗い物をしているミナの背中に尋ねると、肩越しからホワワワワワワ、と泡がたくさん出てきた。

「レ、レイジさんー、これ、これ、泡が、たくさん出てきて……た、助けてくださいーっ」

「洗剤使い過ぎなんだよ。……どれだけ使ったんだ」

　おれが手元をのぞくと、渡した小瓶の中身全部がなくなっている。思った通り使い過ぎだった。

　休みの日、いつもミナが洗い物に異常に時間がかかっているのが気になって、訊いてみた。

『そうですねえ。キレイにするのに、いつもだいたい一時間ほどかかっていますけれど、それがどうかしましたか？』

　ミナがのんびりしているとか、そういうことではないらしく、消臭液を買いに来た主婦のおばちゃんたちに訊いても、やっぱりそれくらいは時間がかかっているそうだ。

　三人分の食器を洗うのに一時間って……しかも三食あるんだから、全部で三時間かかる計算だ。恐ろしいくらい時間を無駄にしている。そんなこともあり、食器洗い用洗剤を試作してミナに使ってもらっているのだ。泡まみれのミナが声をあげた。

「あぁーっ！　レイジさん、すごいですよ！　すごいですー！　お皿が真っ白です～」

　ふふん、そうだろうそうだろう。

「キュッキュッのキュ、です～」

　白い皿をキュコキュコとこすりながらミナが感嘆の声をあげる。これで、ひと皿あたりにかける時間が短縮されて、洗い物に費やす時間が減るはずだ。家事は効率よく。そして、どれだけ楽にこなすかが大事だって、誰かが言っていた。

「全然こすってないのに、こんなに真っ白だなんて……魔法みたいです～」

　ちなみに、ノエラは寝室のおれのベッドでお昼寝している。ミナが蛇口に手をかざすと、適量の水がじゃーっと流れ出した。この世界には、生活石という数種類の魔力に反応する石があり、それに自分の持っているごく少量の魔力を流すと、水を流せたり、火をつけることが出来たり、明かりを灯すことが出来たりする。その魔力っていうのは、体力や精神力を合わせたようなものなので、異世界人のおれでも、使うことが出来た。

「これなら、洗い物も楽しくなりそうですー」

「そう言ってくれるんなら、作ったかいがあったってもんだ。ちょっと、試作品の余りをご近所さんに配ってみるよ」

「はい。行ってらっしゃいませー」

　小瓶を数本バッグに入れて、店を出る。ご近所さん、とは言ったものの、一般家庭よりもこういうのは飲食店のほうがいいのかな。一般家庭より皿を洗う量は多いんだし。

　おれは一番近くの酒場兼食堂へやってきた。店内には、屈強な体つきの人たちがいくつかのグループになって食事をしていた。

「こんにちはー。キリオドラッグの者ですが」

「あー。ええっと、薬屋さん！」

　奥から見かけたことのある女の子の店員がやってきて、思い出したように言った。

　そうそう、薬屋なんだよ。錬金術師とかエクソシストとか、革命児とかなんとか言われたけどやっとちゃんと言ってくれる人と出会えた気がする。

「消臭液、すごく助かっています。お掃除しても、においが消えないことが多かったので」

「そうでしたか。それは良かったです。今回、新しい薬を作ったんですが、試してみませんか？」

「新しい、薬ですか？」

「はい。皿洗いがすごく楽になる薬です」

　ほぇー、と感心する看板娘に、おれはあれこれ説明していく。すると、ガタリ、と食事をしていた男が席を立った。

「おい、アンタ。あのポーションを作った人か。ちょっと話があるんだが──」

　おれに話？　……何の話だろう。

　ガタイの良い強面にそんなことを言われると、ビビらずにはいられない。

「……ドズ、やめな」

　隣に座っている赤毛の女が言うとドズと呼ばれた男は首を振った。

「ですが、姐あねさん」

「このアタシがやめろって言ってんだ」

　アネサンが言うと、大男のドズは大人しく座った。おれはこそこそ、と看板娘に尋ねた。

「……あの人たちは？」

「あの人たちは赤猫団と言って、この町の警備を領主様に任されている傭兵団の方たちです。赤い髪の毛の女性が、団長さんなんですよ」

　傭兵団……。荒っぽい人たちの集まりだろうか。言われてみれば、警備兵として見たことのある人が何人かいる。

「薬屋、済まないね。仕事中に」

「あ、いえ。お構いなく」

　団長さんは、赤い髪をポニーテイルにしている、目つきの鋭い美人さんだった。おれは軽く会釈をして店を出る。

「ああ、もう我慢ならねえ──」

　ドシドシドシ、と足音が近づき、おれは肩を掴まれた。振り返ると、ドズという傭兵がいた。

「薬屋──いや、薬屋さん。ポーションを半額で毎日五本、オレらの兵舎に届けてくんねえだろうか」

「え。ポーションを？」

「この通りだ」

　ドズさんはおっきな体を折って、勢いよく頭をさげた。半額で五本か……。

　最近は、高騰したポーションの値段も落ち着いて適正価格の一二〇〇リンで売っている。

　これは卸している雑貨屋でも同じだ。半額となると、こちらは完全に赤字。ううむ、どうしたもんかなぁ。団長さんがこっちにやってきて、ドズさんの後頭部をスパシーン、と叩いた。

「テメ、余計なことを言うんじゃねぇ──」

「ですが姐さん！　……姐さん、もうあのポーション無しじゃ、生きていけない体じゃないですか！」

　え……。ポーション無しでは……？　徐々に体力が減る呪いか何かを受けて、ポーション飲みながら誤魔化してきたってこと？　団長さんは困ったように頬をかいた。

「そ、そんなこと、ねえよ……」

「あります！　オレ、知ってんですから。いや、オレだけじゃねえ。みんな知ってる」

　……その病気のことを隠してたのか、団長さん。みんなに心配させまいと……。

「夜、常備しているポーションをこっそり飲んでいるでしょう？　いつも二本、酷いときには五本全部なくなってる──毎朝、オレ、数えてんですから──！」

　チ、と団長さんは舌打ちして顔をそむけた。

「……飯食ってる最中にする話じゃねえよ。こういうことは、帰って……」

「いいえ！　今させてもらいます。……姐さん、もうやめましょう、そういうの」

　何やら妙にシリアスなので、おれも看板娘ちゃんも心配しながら見守っている。

「酒も呑まない博打もしない姐さんが、唯一ハマッたモンなんでしょう。それに、あの革命ポーションは悪魔的な美味さがある。オレもそれは知ってます。けど、あれはお薬なんです──！　そう毎晩こっそりゴクゴク飲まれちゃ、金がかかって仕方ない。あまり安いもんじゃなんだ。この際、ハッキリ言わせてもらいます。常備している革命ポーション、勝手に飲むのをやめてください！　あれは、怪我人用に置いてるモンなんで！」

　あれぇー。思っていた話と違う。団長さんはバツ悪そうな顔で、ポニーテールをくるりんくるりん、と指で弄んでいる。もにょもにょ、と口を動かして言った。

「アタシ、飲んでねえし……」

　声ちっちゃ。悪さがバレた子供みたいだ。

「隠すの、もうやめましょう。オレら、みんな知ってんですから。それで、こうして今薬屋に安く買えないか交渉してるんじゃないですか。姐さん用ポーション」

「傭兵団の物は、団長であるアタシの物。アタシの物はアタシの物だ。文句言うな」

　出たー！　ジャ○アニズム！　この世界にもあった！　ただ、言い草がすごく子供みたいだった。

「資金難っていうのは知っているでしょう？　誰のせいだと思います？」

「決まってンだろ。報酬がしょぼいからだ」

「「「「あんたのせいだよ!!」」」」
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　団員全員からツッコミが入って、う、とひるむ団長さん。こうして外食するのもずいぶん久しぶりなんだとか。田舎だから、警備料もあまり高くないんだろう。それでもどうにかやりくり出来ていたのに、ここにきて、団長さんの安くないポーションの暴飲がはじまって困っているそうだ。

　見かねておれは口を出すことにした。

「わかりました。毎日五本、別に作ってお届けします。それに関して、料金はいただきません」

「薬屋……」

「え。この人神様……？」

「薬屋は神なのか……？」

「ここに神がおわすぞ……」

「ま、別にアタシは要らないんだが。それでいいってんなら、もらってやんよ」

「やんよ、じゃねぇんですよ、団長！　薬くすり神がみがヘソ曲げたらどうするんですか」

「フ、そんときはそんときさ」

　シニカルに笑ってみせる団長さん。

「薬神、すんません、団長が素直じゃなくて。こう見えて実は喜んでいるんです」

「…………す、素直だし、別に喜んでないし」

　声ちっちゃ。にしても、また変なアダ名がついたな……なんだよ、薬神って。

「あ。でもひとつだけお願いがあります」

　この傭兵団のみんなは、町の警備兵だ。てことは、それなりに町のみんなに信頼されていると思っていい。

「新しい薬を作ったとき、試供品をお渡しするので、使ってみた感想を町の人に宣伝して欲しいんです」

「なんだい、どんなお願いかと思えば、そんなことでいいのかい？」

　団長が拍子抜けした顔をする。

「はい。見慣れない薬だとみんな警戒して買ってくれないんです。効果を言ってもなかなか信じてくれないことも多いですし。だから、使った感想を町の人たちに伝えて欲しいんです」

　ポーション五本で傭兵団のみんなは団長の暴飲を止められるし、おれは新薬の宣伝をしなくてすむ。宣伝の手間を考えれば、ポーション五本をタダで渡すなんて安いもんだろう。うん。誰も損していない。団長以外が片膝をついて顔を伏せた。

「薬神の仰せのままに──」

「「「「仰せのままに──」」」」

　変な宗教みたいに見えるからやめて欲しい。

「ええっと……じゃ、さっそくなんですけど──」

　おれは試薬品の食器用洗剤の効果を実感してもらうため、厨房へ移動した。

　食事が載っていただろう皿が、今は油の浮いた桶の中に何枚も浸かっている。

「じゃあ、団長さん、この液体を一滴、食器洗い用の布巾に垂らして洗ってみてください」

「お。おう……」

　隣では、看板娘ちゃんにいつも通り皿を洗ってもらっている。団長さんが布巾をニギニギすると、フワワワワワワ、と泡立った。

「っ!?　な、ななななん、なんだよ、これぇ──!?」

「大丈夫です、そういうモンなんで、続けてください」

「おっ、おう……」

　目を白黒させながら、団長さんは皿を洗う。団員たちも固唾を呑んで見守っている。

「だ、団長に洗い物をさせるなんて……背徳感があって、ちょっと興奮すんなあ……」

　変態も混じっていたが、おおむねみんな見守っていた。

「あのー、団長。皿、もうキレイになってませんか」

　ハン、と団長さんは鼻で笑う。

「はっ。笑わせんよ。こんな短時間で皿がキレイになるわけ──あるぅうううううう!?　キレイになってるぅうううううう!?」

　目ん玉飛び出さんばかりに驚く団長さん。良いリアクションするなあー。

「えぇぇぇぇっ。こっちはまだ全然キレイになってないのに……すごい……」

　隣の看板娘ちゃんも驚いていた。団長さんが水で洗い流すと、キラリーン、と輝く皿が出てきた。

　おぉ～～！　と、団員たち。

「団長が、魔法を使わずして魔法を使った……？」

「いいや。団長は何もしてないはずだぜ……」

「となれば──薬神か！　薬神の御業かっ!?」

　ばっとおれに視線が集まる。

「はは……。そういう薬なんで。御業がどうとかじゃなくって。この洗剤を使えば、ずいぶんと洗い物が楽になるでしょ？」

　ふんふん、と看板娘ちゃんが大きくうなずく。

「これで、手がふやけることもなくなるねっ！」

「……これなら……アタシにも、出来っかも……」と団長さんがちっちゃい声で言う。

　ヤンキー娘はじめての家事、みたいな感じで、ちょっと微笑ましい。

「団長が、家事に目覚めた、だと……？」

「いいや。団長は、あのおかしな薬に皿洗いを『させられた』に過ぎない……！」

「おそるべし……薬神の新薬……」

「となれば──薬神の御業かっ!?」

「というわけで、この薬の効果を町の人たちに広めてくださいね？」

「薬神の仰せのままに──」

「「「「仰せのままに──」」」」

「だから、それやめろってば」

　その日、おれは他にいくつか店を回って試薬品を渡して効果を説明した。

　みんなの驚く顔とお礼でお腹いっぱいだ。

　翌日、約束した通り、ポーションを配達するため店を出ようとすると、店先に団長さんがいた。

「おはようございます。ちょうど、今むかうところだったんです」

「お、おう……ちょうど、通りがかったんでな……」

　にしては、朝早いような。そんなに待ち遠しかったのか。

　おれがポーションを五本渡すと、うん、と団長さんはうなずいた。

「団長さん、好きなんですね、ポーション。ウチにも好きな子がいて、よく飲ませろってせがむんです。けど薬なんで、あまり飲みすぎないでくださいね？」

「お……おう……。アナベル……て言うんだ、アタシ……」

「あ。おれ、レイジって言います」

「そ、そうか。これから、アタシが毎朝取りにくるから。……じゃあな」

　それだけ言って、アナベル団長は逃げるように去っていった。

「？　配達するって言ったのにわざわざ来てくれるなんて、良い人だな」

　なんとなくガサツそうな印象だったけど、そうじゃないらしい。

　感心しながら、おれは今日もキリオドラッグを開店させた。










10　クラスチェンジ、オネエちゃん。




「──なんだい、キミは」

「な、なんだい、と言われましても……わたしは、この家に住みついている者です。奥はお店じゃなくてお家ですので──」

　店のほうから会話が聞こえてきて、おれは耳を澄ましてみた。

「どうしても通さないと言うんだね!?」

「うぅ……すごい剣幕です……」

　会話の内容からして、クレーマーかな？　店長を出せ的な。

　涙目でおろおろするミナが思い浮かんだので、おれは慌てて創薬室を出て店へ続く扉を開ける。

「すみません、うちの者が何かしましたか──？」

　そこには、やっぱり涙目だったミナと、男好きエルフのクルルさんがいた。

「レイジさぁん……ふぇぇ……」

「──レイジちゃんっ」

　キィ、パタン……。すぐ扉を閉めた。ドンドンドン──！　外から激しく扉を叩いている。

「どうして──どうして閉めるんだい、レイジちゃん──僕がせっかく会いに来たって言うのに！　この前もこの前も、その前もその前だってそうだ──！　──恥ずかしがらなくてもいいじゃないか！」

「恥ずかしがってねえよ。店に用がないんなら帰ってください。他のお客さんの迷惑ですから」

「何を言ってるんだい、お客さんがいないときを見計らって来てるんだよ!?」

　意外と迷惑かどうかを考えられる人らしい。

「キミと二人きりになれるように！」

「ついでにおれの迷惑も考えてもらえないですかね？」

「最近、若い男が出入りしているみたいじゃないか。彼は何なんだい!?」

　ジラルさんのこと言ってるのかな？　あれ以来、ときどき店にやってきて雑談することが増えた。

「うーん、一応友達？　……という繋がりです」

「じゃあもう凸と凹の仲に──!?」

「物理的には繋がってねえよ。あんたの考える友達って何なんだよ」

「仕方ない。今日は帰るよ。またね、レイジちゃん」

　静かになったので店をのぞくと、ミナが花束を抱えていた。

「ごめんな、ミナ。変な客の相手させちまって。今度からはおかしなやつが来たら、おれを呼んでくれていいから」

「はい。ありがとうございます。……これ、たぶんレイジさんに渡すつもりだったんだと思うんですけど……どうしましょう……」

　その花束、クルルさんが持ってきたのか。薬の素材として使える花ならありがたく使わせてもらうんだけど、扱いに困るなあ……。良い香りがする。色合いもキレイで、女の子にあげると喜ばれそうだ。出入り口に何気なく目をやると、今度は違う女の子のエルフが後ろを気にしながらやってきた。とびっきり美人のエルフだ。

「「いらっしゃいませ」」

　おれとミナの声が揃う。

「私リリカと言うんだけど──兄が最近変なの」

　おれとミナは顔を見合わせて、兄って誰？　って目だけで会話する。ミナが首をかしげる。おれも首をかしげた。

「あのー、お兄さんは、誰なんでしょう……？　ここ、相談所じゃなくて薬屋なんだけど……」

「兄の名前はクルル。──兄さんが最近、変なの」

「…………最近？」

　最初から変だったよ？

「いつも町に出かけるときは、ソワソワしているし、今日なんて花束を持って──。私、それで後をつけたの。そしたらこの店に」

　またややこしそうな人が来た……。リリカというエルフは花束を一瞥して、ミナを指差した。

「アナタね、デイジーって人は！」

「「デイジー？？」」

　おれとミナは目を点にして顔を見合わせる。誰、デイジーって？　さあ？　と、また目で会話する。指差しているから、たぶんミナのことを言ってるんだろう。

「兄さん、いつもデイジーデイジーって言って、ニヤけるんだもの！　ちょっと可愛いからって調子に乗らないでよねっ」

　すごく怒っているけど、ミナは全然気にしてないみたいで、おれの袖を何度も引っ張った。

「レイジさんレイジさんっ、わたし、可愛いって言われちゃいました～っ！」

「そうだな。ミナはウチ自慢の二枚看板の一枚だからな」

　ぽこぽこ、とミナはおれを叩く。

「もぉーっ！　もぉーっ！　褒めたって何も出ませんからね！　もぉーっ！　お夕飯、レイジさんの好きな物作っちゃうんですからぁ──っ！」

　花が咲きそうな足取りでミナは奥へと引っ込んだ。

「あ、ちょっと待ちなさいよ！」

「待ちなさいは、君のほうだ。……『デイジー』に何の用？」

　たぶん、『レイジ』を『デイジー』と聞き違えたんじゃないだろうか。

「大した用じゃないわよ……ただ、兄さんが浮かれているのが気に入らなかっただけ……だから、どんな相手なのか……ちょっと気になっただけよ」

　……お兄さんは男にしか興味がないって、カミングアウトしてもいいんだろうか。

「さっきのやりとりでわかったわ。……店主さんがデイジーの恋人ね？　なのに、あのデイジーって女、兄さんに気を持たせるようなことをして……許せない……兄さんが可哀想よ！」

　クルルさんは家庭内では、ノーマルな人種として見られているみたいだ。にしても、このリリカちゃん、さっきから兄さん兄さん、兄さんって、口を開けば「兄さん」だ。さては、お兄ちゃんが大好きだけど素直になれない妹……？　ツンデレ妹か……ほうほう……ふうーん。

　そう思えば、このトゲトゲした態度も微笑ましく見えてくるから不思議だ。

「な、何よ、ニヤニヤしちゃって……」

「いやいや、いいんだいいんだ。続けて？　お兄ちゃんをデイジーに取られて、嫉妬しちゃったんだ？」

　ボ、とリリカの顔が真っ赤になる。

「ち──違うわよ──っ！　お兄ちゃ──兄さんの好きな人がどんな人か見に来ただけよ！」

　……だが、『デイジー』は男だ。

「すごく有能で、可愛い人だって言うから……」

　だが『デイジー』は男だ。

「お尻と声が特に魅力的だ、なんて言うし……」

　だが『デイジー』は男だ。

「わ、私が口を出すことじゃないっていうのは、わかってるのよ？　け、けどね？　もし将来的に家族になるなら、見ておきたいじゃない。妹としては」

　そして──君のお兄ちゃんはただの男好きだ。この妹をそっと見守りたい気持ちはあるけど、誤解させっぱなしも良くないだろう。おれは迷った末、本当のことを教えることにした。

「聞いて欲しい。君が『デイジー』って聞いたのは、『レイジ』の聞き違いなんだ」

「え？」

　リリカは細い眉を寄せた。

「その『レイジ』はクルルさんが店に来るたび困っていて、いつも追い返しているんだ。で、さっきここにいた女の子はミナっていうんだ。それで、その『レイジ』はおれの名前なんだ」

「え……？　……ということは」

「うん、そうなんだ」

　リリカは驚きを隠せないらしく、唖然と口を開ける。

「店主さん、男の人が好きなの──？」

「違ぇよ！　……それは、君のお兄さんのほうだ。おれは女の子が好き」

「う。ウソよ。だって兄さんは、森で一番カッコよくて人気者で……自慢の兄なのに──」

「おれも嘘だと思いたいけど事実だ」

　リリカは今にも泣きそうな顔で茫然としている。そりゃそうだ、大好きなお兄ちゃんが男好きだっただなんて……。妹としては、当然嫌だろう。

　けど、クルルさんがこのままじゃ、おれも困るし、リリカだって嫌だろう。どうにかなんないかな。あのポップな男好きエルフ。たぶん、男好きは性欲などの欲望から来ているのもあるだろう。

「う、ウソよ……兄さんが……」

「君のお兄さん、おれと会ったとき、お尻の話しかしないからね」

「男好きだったなんて……」

「変えることは出来ないだろうけど、男好きを抑えることは出来るかもしれない」

「ほんと!?」

「うん。まずは徐々に性欲を減退させるんだ。精神的にはともかく、肉体的にはアレに繋がっているだろうから」

「アレ？　……それで……兄さんはどうなるの？」

　勃たなくなる──。なんて女の子にストレートに言えないので、

「男好きが、しばらく落ち着くヨ」

　とだけ言っておいた。

「私は、どうしたらいいのかしら……」

「ちょっと待ってて。今それ用の薬を調合するから──」

　おれはお店の棚に並んでいる『ランデンフラワー茶』をひとつ手にとる。以前、ジラルさんの彼女に飲んでもらったお茶だ。これは、神経を鎮めたり、リラックスさせたりする効果がある。要するに興奮しにくくなる。その効果をもう少し強めにすれば、狙った通りの薬が出来る。店を離れ、創薬室にむかうとおれを見つけたノエラが近寄ってきた。

「あるじ、あるじ。ノエラ、看板？　看板？」

「ノエラ、看板……？　あぁ、看板娘かってこと？」

　コクコク、と一生懸命ノエラはうなずく。ミナとの会話が聞こえていたみたいだ。

「うん、ノエラもウチの可愛い看板娘だぞ？」

「るーっ♪」

　ノエラがわっさわっさと尻尾を振っておれの腰に抱きついた。

「ちょ、離れ……ま、いいか」

　なかなかノエラが離れてくれないので、そのまま創薬室にこもり、作業を開始する。退屈だったのか、いつの間にかノエラが尻尾を抱いてすうすうと寝息を立てて眠っていた。見ているだけで癒される……。尻尾って、あそこまで伸ばせるんだ。ノエラと戯れたい気持ちを抑えつつ、作業を続けて薬を完成させた。ランデンフラワー茶を作る要領で、花の成分を濃く抽出するだけだったから、それほど時間もかからなかった。




【強ランデンエキス：精神を鎮めることにより、性欲を減退させる薬】




　この薬で、おれへの執着がちょっとでもなくなればいいんだけど。小瓶に少量入れて、おれは店に戻った。

「香りも強くないから、食事に混ぜても大丈夫。ただ、効果が強いから、ちょっとずつ使わないとダメだよ？」

「わかったわ、ありがとう、レイジ！」

　リリカは薬を手にして足早に去っていった。大丈夫かな……。クルルさんと喧嘩になったりしなけりゃいいけど。

　翌日、おれの不安は的中した。店を開けると同時に、リリカが飛び込んできた。

「レイジ！　ちょっと──助けてっ」

「助けてって、何を……？」

　息を切らすリリカが後ろを指差す。おれが怪訝に首をかしげていると、クルルさんがやってきた。

「あ、おはようございます。今日は二人でいらしたんですね」

「──そうなのよぅ。この子ったら、朝起きるなりあたしのことを変だ変だって言うのよぉ？　それで、レイジちゃんのお店に行きましょうって言って、連れて来られちゃったのよぅ」

　それはそれはもう、ふっとい男の声で──クルルさんは女の子みたいなしゃべり方をした。

「…………」

「ね、レイジ。説明要る？」

　ううん、要らない。

「どうしよう、どうしよう、レイジ──」

　リリカはおれの肩を掴んで、ぐわんぐわんと揺らした。

「お、お兄ちゃんが──オネエちゃんにっ！」

「ちゃんと少しずつ飲ませた？　食事に混ぜてもいいって言ったでしょ？」

「兄さんの男好きを抑制しようと思って、夕食のとき一気に全部使ったの」

「それだ！　だから、昨日ちょっとずつって言っただろう？」

「ちょっとぉ、なによぅリリカ。レイジちゃんとどうしてそんなに親しげなのよぅ。これだから女は。もう！　帰ったら踏んづけてやるんだからっ」

　なぜか……クルルさんの顎が割れている。

　見事なケツ顎だった。

　ごしごし、と目をこすってもう一度見る。うん、ケツ顎。立派なやつ。お、おかしいな……そんな効果はなかったのに。

　慌てるリリカを落ち着かせるため、おれは一度深呼吸させた。

「性欲減退は一時的な物だから、しばらくすれば元に戻ると思うよ。割れた顎も」

　ほ、とリリカは胸を撫でおろした。

「よ、よかった……元に戻るのね……この変なしゃべり方と、割れた顎」

　薬じゃ性別は超越出来ないし、性癖も変えることは出来なかった。

「どことなく、顔が濃くなっているように思うの。これも治るのかしら。割れた顎も」

「ほんとだ……確かに濃いような……。でも大丈夫、元に戻るよ。割れた顎も」




　三日後には、いつものクルルさんが爽やかな笑顔をぶらさげて店にやってきた。ちゃんと、割れた顎も元に戻っていた。そんなこともあったので、強リンデンエキスは非売品ってことにした。

　それでも誰に聞いたのか、浮気している旦那を持つ奥さまが、噂を聞きつけやってくることが増えた。強リンデンエキスを所望する奥さまに、おれは毎回強く注意した。

「気をつけてくださいね。使い方を間違えると、旦那さんがオネエになりますから。あと、顎も割れますよ」










11　老いに抗え！




　売上も上々、創薬にかける時間もずいぶんと増え、店のラインナップが充実しはじめた。

　自由に出来る時間も増えて、ぼーっとしながら店番をする日が多くなってきた。

「てんちょ、ぼんやりし過ぎだよ？」

　村から薬を買いに来たミコットが、だらぁっとしているおれを見て言う。年はたぶん一五、六の年頃の元気系女子。髪はゆるくウェーブしている黒髪だ。

「てんちょ、じゃなくて店長だ」

「ポーションとエナポを三つずつちょーだい」

「目上の人間には敬語使えって言われなかったかー？」

「いいじゃんいいじゃん、てんちょとウチの仲なんだからさぁ」

「どんな仲だよ」と言いつつ、おれは棚から言われた通りの品を紙袋に詰めてお代をもらう。

　ミコットと暇つぶしに雑談していると「てんちょ、お客さんだよ？」とミコットが店の入口を指差す。そこには、一人の老執事がいた。

「いらっしゃいませ」

「レイジ様というのは、あなた様のことでございましょうか」

「はい、おれのことですけど……？」

「わたくし、レーンと申しまして、カスティ・フェーン・ドラン・バルガス様にお仕えしている執事にございます。このたび、バルガス家当主の奥様──フラム様より、あなた様を屋敷にご招待さしあげるようにと、仰せつかっております」

「はぁ……えっと、どなた様で……？」

「てんちょ、カスティ・フェーン・ドラン・バルガス伯爵は、カルタの町やウチの村とかを治めている領主サマだよ！」

　てことは、貴族サマってこと？　何でおれがお呼ばれされるんだろう。しかも奥さんのほうに。

「用件につきましては、直接お会いしてからお話すると、フラム様は仰せにございます。急ぎ、共に屋敷へとご同行願いたいのですが……」

　ほぼ強制イベントじゃねえか。まあ、暇だったからいいか。

「ってわけだから、ミコット、店番よろしくな」

「ウチ店員じゃないんだけどー！」

「どうせ暇だろ？　なんか困ったことがあったらミナに言えば、なんとかなるから」

　手をひらひら振って、おれは老執事レーンさんと一緒に馬車へ乗り込む。

　ガタゴト、と馬車で揺られながら一五分ほどで屋敷に到着した。

　中に入り、レーンさんに案内され、おれは絨毯が敷き詰められた廊下を歩く。ひと際豪勢な扉をレーンさんがノックする。

「奥様、レイジ様をお連れ致しました」

「入りなさい」

　扉を開けてもらい、部屋へ入る。

「あなたが、噂の天才錬金術師ですね？　そこにお掛けなさい」

「ええっと、違いますけど、たぶんおれのことだと思います」

　おれは勧められた椅子に座る。フラム夫人は、貴族然としたお金のかかってそうな服を着ている。

　雰囲気だけの話をするなら、ちょっとエラそうなオバサンだった。ファーのついた、これまた高そうな扇子を持って、ぺしぺしと手のひらを叩いている。語尾に『ざます』をつけても違和感ゼロ。

「どのような用件なんでしょう？　直接聞かせていただける、とレーンさんが」

「では、単刀直入に申しあげましょう。──若返りの秘薬を調合して欲しいのです」

　若返りの薬。一応素材は思い浮かんでいる。けど、これがすぐ揃うとは思えない。

　それさえ揃えば作れるんだから、創薬スキルは恐ろしくもある。

「開発時間はどれくらいいただけますか……？」

「五日です──いえ、晩餐会が五日後ですので、五日後のお昼までに持って来ていただけるかしら」

　ほうほう、なんとなく裏が読めた。晩餐会に若返った姿でむかって、他の貴族たちからチヤホヤされたいわけだな？

「五日では無理です。急にそんなことを言われては、作れる物も作れません」

　おれがきっぱり言うと、気落ちしたように少し肩を落とした。

「では、わたくしは、また老け顔老け顔と、諸侯に陰口を叩かれることになるのですね……」

「そんなことないですよ！　フラム様、お若くてお美しいじゃないですか！」

　社畜生活で学んだことのひとつ。女性は褒めておけ。鉄則なのである。ばさり、と扇子を開いた夫人は口元を隠しながら、「そ、そうかしら」とまんざらでもない様子だった。

「でも、駄目よ。……あなたがそう思っても、彼らはそうは思わないのだから」

　ごもっともで。この奥様、ちょっと可哀想だ。顔のことで悪口を言われるって、ほぼイジメみたいなもんだ。自分じゃどうしようも出来ないし。力になってあげたいけど、さすがに五日で若返り薬は作れないからなぁ……。

「ん？　それじゃあ、老け顔をどうにかすればいいのか……？」

「誰が老け顔よっ」

　すぐ噛みついてきた。反応早ぇな……。

「ああ、すみません、そういう意味じゃなくて……ハハ……」

「錬金術師殿、どうにかならないかしら。お金ならいくらでもあるから」

「それは品物が出来たときに、適正額をいただければそれでいいんで」

　肌が若返ればそれなりに若く見られるだろう。という安直な考えだけど、あながち見当違いでもなさそうだ。男のおれでも見ればわかるくらいのお肌だった。

　おれがわかるほどってことは、意識の高い貴婦人たちは、もっと目についたことだろう。

「わかりました、善処させていただきます。……若返ることは無理でも、奥様が若く見られるような品を作ってみます」

「おぉ。おぉぉ……！　そうですかそうですか。老いに抗ってみせると……！」

「そんな大層なもんじゃないんですけどね」

「神の定めし摂せつ理りに逆らう天才錬金術師──」

「厨二乙」

　フラム夫人はおれの決意にいたく感動したようで、涙ながらに聞いて辛かった陰口ベストテンをおれに教えてくれながら、奮起を促した。やる気出ねえよ、そんなんじゃ。出るもんも出ねえ……。

「じゃあ創薬してみますので、店に戻ります」

　ずうっとグチを聞かされそうだったので、おれは逃げるように屋敷をあとにした。

　馬車で店まで送ってもらい、キッチンに置いてある素材をいくつか取って、創薬室にさっそくこもった。ヤギのミルク、梨に似た果実、あとは、その他薬としても使える花びらなどなどを掛け合わせ──。




【美容ジェル：肌の保湿、美白成分が入り、水分の発散を防いで肌をしなやかにする】




「──出来た！」

　液体というよりは、クリームのような仕上がりになった。ミナに領主の屋敷の場所を聞いて、おれは出来たての化粧品を持って店を出る。教わった通り歩き、ひと際大きな屋敷にやってくると、門番に用件を伝えた。さっきの老執事が出てくると、奥様の部屋へ再び案内された。

「錬金術師殿、いかがなされた？　何か聞きたいことでも？」

「いえ。出来たので、お届けにあがりました」

「はぁ……？　……出来たとは？」

　さっぱりわかってなさそうだったので、おれは出来たてホヤホヤの化粧品美容ジェルを渡した。

「これをお風呂あがりのあと、顔に塗ってください。毎日」

「こ、このようなものを顔に──!?　しかも、毎日!?　…………錬金術師殿、わたくしを騙そうというつもりではないでしょうね？」

　疑いの眼差しをおれに投げかけるフラム夫人。

「じゃあ、騙されたと思って使ってみてください。効果が何も出ないのなら、お金はいただきません」

　ふむ、とフラム夫人は瓶の蓋ふたを開けてにおいをかいだ。ぴくり、と眉が動いた。

「良い香り……」

「花や果実の成分が入っているので」

「しかし、塗る、というのはどうにも……」

　おれは試しに夫人の手の甲にクリームを塗った。幸いなことに、夫人の肌によく馴染んだらしく、肌が荒れることはなかった。けど、顔に塗るという点が夫人は引っかかるようだった。

「晩餐会で悔しい思いや悲しい思いをするのは、おれじゃない。夫人でしょう？　……あなたが使わないと言うのであれば、それまでです」

「むう。……そこまで言うのであれば、試してみましょう。わたくしとて、嘲りの対象になるのはもうこりごりですもの」

「夫人をバカにしたやつらを見返してやりましょう！」

　おれの言葉に、夫人はキリッと表情を引き締めて大きくうなずいた。それから、夫人の脱老け顔の一週間がはじまった。と言っても、おれはその様子を店で老執事のレーンさんが報告してくれるのを聞いているだけだったけど。おれが教えた通りの使い方で毎晩きちんと塗っているそうだ。

　五日目。

　レーンさんが来ないことを不思議に思っていると、店先に馬車が止まり、夫人が降りてきた。

　あ──。なんかちょっと違うかも。顔の感じというか、肌の感じが。オバサンみたいだったのに、今日見る限りじゃ、お姉さんと呼べる。それに、表情も明るくてキラキラしている。

「錬金術師殿、どうだろう」

「いいじゃないですか！　頑張ったんですね」

「あなたには何とお礼を言っていいのやら──」

「それはまだですよ。これから出かけるんでしょう？　お礼は、見返したあとで結構ですから」

　財布を出そうとした執事をさがらせる夫人は、また馬車に乗ってどこかの晩餐会場へむかっていった。おれの化粧品の効果もあるだろうけど、それで、自分に自信がついたからでもあるんじゃないだろうか。そう思うと、作ったかいがあったってもんだ。

　それから数日後、夫人から薬の代金と大量の高級お菓子が届いた。御礼状もくっついていた。

　読むと、フラム夫人大勝利な様子がしたためられていた。何度もありがとうと書いてあった。

「はぁ～。レイジさんレイジさん。とってもお高くてあま～い焼き菓子じゃないですか～！　どうしたんですか、これ！」

　ミナとノエラが山のように積まれたお菓子の箱をうっとりと見つめている。

「ちょっとした貴婦人のお役に立ったから、そのお礼の品ってところかな？」

　箱を乱暴に破いたノエラが、はむはむ、と座り込んでお菓子を夢中になって食べはじめた。とろけそうな満足顔でつぶやく。

「美味の味……」

　右に左に動く尻尾が、ぺったんぺったんと床を叩いている。おれもひとつもらうことにした。現代日本人の味覚からすると、ちょっと甘過ぎる気がしないでもないけど、美味しかった。

「ノエラさん、あまり食べ過ぎると、お夕飯が食べられなくなってしまいますよ～？」

　ミナもノエラと同じくらいお菓子を食っていた。

「ミナ、美味いのはわかるけど…………太るぞ？」

「っ！　……どうして──どうしてそういうことを言うんですか～！　レイジさんのばかばか！　美味しく食べられなくなるじゃないですか！」

　と言いながらもお菓子を頬張るんだから、甘い物を収める別腹ってやつは、理性とはリンクが切れているみたいだ。夫人も大満足、お菓子をもらったノエラもミナも大満足。

　みんなの満足に囲まれたおれも大満足な一日だった。










12　扱いには気をつけよう




　カンカンカン──。

　鐘を叩く音が聞こえた。おれが店を開けると、町が少し騒々しい。何の騒ぎだろう。それからしばらくして、町の警備を担当している傭兵団、赤猫団の団長のアナベルさんがやってきた。猛もう禽きん類るいみたいなちょっと怖い目なのに、今日はそのキレがない。

「……おはよう」

　いつもは刺しそうな視線なのに、力がない。

「おはようございます。騒がしいですけど、何かあったんですか？」

　世間話程度に訊きながら、いつものポーション五本を用意していると、

「……済まないが、今日は一〇本にしてくれないか？」

「いいですけど、追加分の料金はもらいますよ？」

「ああ、もちろんだ」

　さらに五本入れて、おれはアナベルさんから代金を受け取る。

「けど、本当に好きなんですね、ポーション」

「……最近は、アタシが飲んでるわけじゃねえんだ。……ま、とにかく、いつもありがとな」

　と言って、店から出ようとすると、団員の大男、ドズさんがどすどす走りながらやってきた。

「あ、姐さん──」

「──ドズ、ここに何の用だ」

「さっき兵舎に戻るって……」

　アナベルさんに見つかったドズさんはバツ悪そうにうつむいた。

「…………レイジに、おかしな話をする気じゃないだろうね？」

「ですが姐さん」

「ですがもクソもねえよ。……薬屋は関係ねえだろう。お前はそんなに赤猫団の恥を晒したいのか」

「そういうワケじゃねえんです……でもこのままじゃ……」

　シリアスな会話が聞こえてくる。何か困ってそうだ。

「どうかしたんですか？　おれでいいなら、手、貸しますけど」

「ありがとうございます、レイジの兄さん──。最近、盗賊どもが町に来ることは知ってますか」

　ああもう、とアナベルさんはうんざりするように赤髪をかいた。

「アタシが説明する。お前はすっこんでな」

　うなずいたドズさんはアナベルさんの後ろに控えた。立ち話で済む話じゃなさそうなので『奥にいます』の札をカウンターの上において、おれは家の中へと二人を招いた。応接室なんて上等なものはないので、二人をリビングへ案内する。ソファをすすめて、二人に座ってもらった。

「それで……どうかしたんですか？　何やら真剣そうな雰囲気でしたけど」

「ああ……。さっきドズが言ったが、盗賊の野郎どもが近頃カルタの町で盗みを働くんだ。その被害が多くてね……赤猫団は、ほら、警備のために領主サマから雇われてるだろう？　それで……領主サマから、こういうことが続くようじゃ、警備料は払えないって言われててね」

　ドズさんが沈痛にうなずいた。

「オレらも、出来る限りのことはしてるんです、レイジの兄さん。けど、どうにも手強いやつらで……。今日も朝方……警備中、盗賊と戦闘があったみたいで」

　それでちょっと騒がしかったのか。もしかして、ポーションを多めに買ったのは、怪我した人が傭兵団の中にいたからかな？　最近『アタシは』飲んでないって言っていたから、きっと備蓄分じゃ足りなくなってきてるんだ。おれは戦闘素人だから、盗賊が来たら真っ先にお金を渡してしまうだろう。普通に怖いし。それでも今まで平和にこの町でお店をやってこられたのは、陰ながら町を守っていた赤猫団のお陰でもある。

「このままじゃあ、オレたちは領主サマから報酬がもらえなくなって、別で仕事を探さなきゃならない。背に腹を抱えられないから、今回、レイジの兄さんに何か知恵を借りられないかと思ってやってきたら」

「アタシと鉢合わせちまった、ってことだ」

　アナベルさんが、この件をおれに相談させまいとしたのは、自分たちの仕事の領分で起きたことからだろう。傭兵は戦うプロ。素人に助けを求めるなんて、アナベルさんのプライドが許さなかったんだ。

「赤猫団だけなんですか？　警備って」

「領主の私兵もいるが……使える奴は最前線で魔王軍と戦ってる。……残っているのはもうろくした老騎士くらいのもんさ」

「レイジの兄さん、見損なわないで欲しいんですが、これでも、いつもは撃退したり捕えたりしてるんです」

「そういえば、さっき手強いって言ってましたね。違う盗賊なんですか？」

「ああ。どこかから流れてきた奴らだろう。ずいぶんと手慣れているようだったが」

　ふむ。それでおれに知恵を貸して欲しい、と。おれは頭脳労働派でも肉体労働派でもない。

　おれに出来ることって言えば、薬を作ることくらいだ。

「レイジの兄さんなら、助けてくれるんじゃねえか、と思って……」

「アタシは、他人任せが嫌いだからさ、やめろって何度も言ってたんだ。レイジは、どっちかっていうとアタシらが守らなきゃならない側の人間だ」

「アナベルさん、そんなこと気にしないでください。こうやっておれたちがのんびり暮らしていられるのも、赤猫団のお陰なんですから。ちょっとくらい、首突っ込ませてください」

「──薬神が、降臨なされた……！」

　はは、とおれは苦笑する。

「まったく歯が立たないほど強いんですか？」

「歯が立たないってほどじゃないが……隙をつけば追い返すくらい余裕なんだ」

　自分たちが劣っているのを認めるのが悔しいのか、アナベルさんの歯切れは悪い。

　石積みの城壁に守られているわけでも、濠があるわけでもない。丸太を組み合わせた柵がある程度の防備だ。これを強化するには、時間も手間もかかってしまう。

「となると、設備を整えるんじゃなくて、撃退に繋がる何かが必要ってわけか……」

　おれが考えていると、キッチンからノエラとミナの声が聞こえてきた。

「……ミナ、涙、いっぱい……止まらない」

「ノエラさん大丈夫ですか？　タマネギを切ると出ちゃいますよね～」

「るぅ……くすんっ」

　昼ごはんの準備でもしてるのか？　会話だけ聞くと、仲の良い姉妹みたいで微笑ましい。

　あ──。あれなら、作れる。

「ドズさん、アルコールが一番きっついお酒、すぐに買ってきてもらえますか？」

「はあ。いいですけど飲むんですか？」

「薬の材料として使うんです。お願いします」

　不思議そうにドズさんは腰をあげて、おつかいに行ってくれた。

「アタシも出来ることがあれば手伝うよ」

「ありがとうございます。じゃ行きましょうか」

　おれとアナベルさんは立ちあがり、キッチンにむかう。

「あ。レイジさん。今ノエラさんとお昼ご飯を作っているんですよ」

「あるじ、ノエラも、作ってる」

　目元を腫らすノエラの頭をぐりぐりと撫でる。ノエラはくすぐったそうに目を細めた。

「なんか、ほのぼのしてんなあ……」

　面食らったアナベルさんがぽつりとつぶやく。ミナが笑顔でアナベルさんに会釈した。

「そっか、楽しみにしとくよ。……ところでミナ、あれなかったっけ？　あれ」

「え、何ですか、あれって」

「あれだよ、あれ。……辛いやつ。確か、この前買ってきたと思うんだけど」

「あ～それなら……」

　とミナが箱の中に入れている緑色の野菜を三つほど取り出した。

「あ。それそれ。サンキュー。同じの、あとで市場から買ってくるから、ちょっと貸して」

「カプシンガラシは……お薬に？」

　おれはうなずいて、創薬室に入った。アナベルさんが「へー」とか「ほー」とか声を漏らすなか、手際よく作業を進めていく。手伝える作業が特になかったので、興味深そうにアナベルさんはおれの手元を見つめている。

「薬はそうやって出来てんのなあ。ふう～ん」

　ノーリアクションもやりにくいけど、見守られるのもやりにくいな。

　すぐに息を切らしたドズさんが戻ってきて、おれは頼んでいた酒を受け取った。

「レイジの兄さん、こいつが一等キツイ酒です。さみぃ日に、こいつを一杯やって夜眠るのが──」

「うん、飲むわけじゃないからエピソードは大丈夫です」

　ちょっとだけしゅん、としたドズさんは、アナベルさんと一緒に創薬見学をする。

「姐さん、オレたちのポーションは、こんなふうに作られてんですねえ」

「それさっきアタシが言ったから」

「えぇ～何すかそれ」

　何だかんだで仲の良い二人だった。おれが仕上げに瓶に入れて振ると、中の液体が薄く光った。




【カプシン液（強）：人体には無害の刺激物。空気に触れると瞬時に気化し、目の激しい痛み、呼吸困難、鼻水などの症状を一気に引き起こす】




「よし、出来た」

　おれは瓶の蓋ふたをおそるおそるゆるめていく。小瓶に移さないと……。

「レイジの兄さん──いや、薬神様──何か出来たんですかい？」

「あ、今近づくと」

「これ、何です──？」

　ぱかっと蓋ふたを開けたタイミングとドズさんが顔を寄せたタイミングはドンピシャだった。

「──うぎゃぁあああああああああああああああ!?　目が、目が、目が目が目が──ゲホゲホ──ッ、はぁあ、ひい、ひい……目がぁあ……はっ、ひいい」

　顔を両手で覆って、床をごろごろ転がるドズさん。涙やら鼻水やらよだれやらで顔をぐしゃぐしゃにしている。……効果抜群だった。そんな部下を見てアナベルさんは、

「アハハハハハ、馬鹿だねえ、アンタ、アハハハハハ！」

　大爆笑していた。

「ああ、おかしい。こんな水が何だってのさ。酒とカプシンガラシを混ぜただけじゃないか」

「あ。今近づかないほうが」

「赤猫団の団員ともあろう男が情けな、──ひやぁあああああああああああああんっ!?　なになに、目、目、目目目、目が、ああぁあああああ、痛い痛い痛い、ゲホッゲホッ、ゲフンゲフンッ、は、は、ああ、はあっ、ひぃいいいいん」

　二人して床をごろごろとのたうち回った。何してんだよ……。おれは呆れ混じりにため息をこぼしながら、大瓶のカプシン液を小瓶に分けていく。投げれば割れて敵を撃退出来る催さい涙るい弾だんみたいなもんだ。

「アナベルさんも何してるんですか。ドズさんがどうなったのか見てわかるでしょう？　傭兵団の団長ともあろう人が……」

　つるん、と手が滑った。床に小瓶が倒れ中身がこぼれ出した。

「あ」ブワァッとカプシン液の効果がおれを襲う。

「──ぬぁああああああああああああああああああああ!?　目が目が、目が目が目ぇええ、いだだだだだだだ、痛い痛い、なにこれなにこれ、ヤバイヤバイヤバイ、まじでヤバイ、死ぬ死ぬ、げふ、げふん、げほげほ、はぁ、はぁ、ごほごほッ！　目がぁああ……は──はぁああああっ、ひっひい」

　おれも顔を手で覆ってごろごろと床をのたうち回った。

　出入り口あたりからノエラの声がする。

「ミナ。あるじ、ごろごろ。みんな、ごろごろ」

「ノエラさん、あれがレイジさんのお仕事ですからねー。さあ、お料理をよそっていきましょう」

「る」

　違う、違うぞ……ミナ、ノエラ。けど、今は何を言われてもしゃべれない……。それから二〇分後、ようやくおれたちはダメージから立ち直った。人体に無害なのは一応説明しておいた。

「それはわかりましたが……レイジの兄貴、とんでもねえもん作りましたね……」

「ま、まあね……」

「けどよ、これがありゃ、盗賊どもを余裕で追っ払うことも出来るし、捕まえることも出来る」

　おれが六本の小瓶を渡そうとすると、アナベルさんがドズさんにむけて顎をしゃくる。

「ドズ、お前が持て」

「え。……あ、姐さん、お願い出来ないですか」

「……い、いや、あ、アタシ団長だし……持つ必要、ないし」

　声ちっちゃ。

「あのぅ……レイジの兄さん、兵舎まで運んでもらえますか」

「え。……い、いや、おれも、ちょっとまだ、し、仕事あるし、い、忙しいし……無理」

　カプシン液は、おれたち三人にトラウマを植えつけるほど十分な破壊力があった。結局ドズさんが持つことになって、六本をお持ち帰りした。一本だけ、おれも防犯用に持っておくことにした。







　その日の深夜。

　カンカンカン──。と、鐘を打ち鳴らされる音でおれは目が覚めた。

　火事かと思って外に出てみると町を囲う柵のすぐ外で、月明かりの下、傭兵団の警備兵三人が、ヒャッハーな感じの盗賊六人ほどと対峙していた。警備兵が例の小瓶を手にしているのが見えた。

　ぽいぽい、と投げると盗賊たちに当たって割れていく。

「「「──うぎゃぁあああああああああああああああああああああああああああ!?」」」

　手にした剣やら槍やらを放り投げて、盗賊六人は地面をごろごろ転がった。うんうん、わかるよ、その気持ち。おれも経験者だもの。悪いことをしてるやつらだから気にしないでいいのに、昼間の出来ごとのせいで、妙に同情してしまう。あれ、本っっ当に苦しかったから。

　誰かが大立ち回りを見せるわけでもなく、町を守る熱い戦いがあるわけでもなく、あっさり盗賊六人は捕まった。

　次の日、アナベルさんがお礼に現れ、町に再び町が平和になったことを教えてくれた。防犯として最強の威力を誇ったけど、進んで作ろうとは思わなかった。流通させてしまえば、悪用する人がきっと出てくるだろうし。本当に必要なとき、必要な数だけまた作ればいい。

　強すぎる薬も考え物なのだった。










13　縦ロール、襲来




「あるじ、あるじ。マキマキ、来た」

　おれが創薬室にこもっていると、中に入ってくるなりノエラがそう言った。マキマキ？　なんじゃそりゃ。今は店番をノエラがしているはずだ。だから、お客さんのことなんだろう。

「あるじ、呼んでる。マキマキ」

「え。おれ？」

　何の用だろう。てか、マキマキって何だ。おれが店にむかうと、カウンターの前に一人の少女が立っていた。ああ、マキマキってそういうことか。

　ノエラが言った通りだ。長い髪の毛を縦に巻いている。顔立ちはどことなく品があって、少しだけそわそわしている。ひざ丈のゴシック調のドレスを着ていた。

「いらっしゃいませ。何かご用ですか？」

「あなたがこの薬屋の店主ね？」

　ぱっと見は、中学生くらい。ずいぶんと高慢ちきなしゃべり方をする女の子だった。

　最近、似たような態度をとる人と出会った気がする……。

「はい、桐尾礼治と言います」

「わたくし、エレイン・フェーン・ドラン・バルガスと申しますの」
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「はあ、そうですか」

　おれの、『だから何？』ていう態度が気に入らなかったのか、エレインはカウンターをぺしぺし叩きはじめた。

「『そうですか』ではありませんっ！　もっと敬う態度を見せて下さらないかしら？」

「……あのなあ、お嬢ちゃん。リスペクトして欲しいんなら、まず自分が周囲に敬意を払うことだ。それが大人の第一歩。オーケー？」

　おれも人のことを言えた義理じゃないけど、少なくともこの子よりはマシだ。

「こ、子供扱いしないで下さい！」

　だって、ガキじゃん。

「わたくし、明後日お父様と一緒に晩餐会に参りますのよ。立派な淑女ですの」

「へー。そう。……で、何か買いに来たの？　お小遣い足りる？　駄菓子は置いてないからね？」

　またエレインは、ぺしぺしとカウンターを叩く。

「『へー。そう』ではありませんっ。ここは、もっと驚くところなのですけれど！　……もういいですわ。わたくし、商品を買いにきたわけではありませんの」

「……じゃ何しに来たんだよ」

　こほん、とエレインは咳払いをする。

「お母様から、あなたのことを聞きましたの」

「お母さんって誰？」

「名前はフラムと申します」

「あー。フラム夫人ね。……てことはフラム夫人の娘さんなのか」

「ですわよっ」と、エレインは威張りんぼのポーズで両手を腰に当てている。

　てことは、貴族なわけだ。だから、こんな高慢ちきになったり威張りんぼのポーズを取ったりするのか。

「お母様からあなたのことを聞いています。神に逆らいし天才だと」

「何を聞いてたんだよ」

「あなたが錬成した若返りの秘薬で、お母様は若返ったのでしょう？」

「何を聞いてたんだよ」

　今のところひとつも当たっていない。

「そのようなことが出来るのならば、きっとわたくしが所望する品だって作れるはずです」

「作れるかどうかは、時間と内容によるけどね？」

「では、お願いしたいのですけれど、モテ薬を──」

「作れるかぁーい！」

　おれが欲しいわ。

「どうしてですか！　お母様のお願いは聞けても、わたくしのお願いは聞けないということかしら？　お客様によって態度を変えるなんて、あまり褒められたことではないと思うのですけれど？」

　エレインは機嫌悪そうに唇を尖らせている。モテ薬。……ああ、創薬スキルでイメージ出来るから、無理というわけじゃないのか。でも素材がなぁ……。

「ちなみに、いつまで？」

「明後日です！」

「悪いけどそれは無理だ。あのねえ、お母さんにも言ったけど急にそんなこと言われても出来るものも出来ないの」

「……ですけれど、お母様にはお薬を作ったそうではないですか……」

「あれは、要望に添った別の薬が作れただけだから。実態は若返り薬なんかじゃなかった」

　おれに頼めば万事オーケーとでも思っていたのか、エレインは黙ってしまった。

「……他に用件はない？　それじゃあ、おれはノエラと店番代わるから」

「ノエラ？」

「さっきこのカウンターにいた獣人……じゃなくて、人狼の女の子」

　ノエラ、獣人って言うと怒るからなぁ。

『あるじ、間違うダメ！　ノエラ、獣人、違う！　ノエラ、人狼！』

　って言いながら、ぷーってほっぺ膨らます。それが可愛くてついつい言ってしまう。

　人狼にせよ獣人にせよ、おれはノエラ以外にまだ見たことがないから、獣人と人狼の何が違うのかさっぱりわからない。

「代わらなくてもいいです。どうして出来ないのですか。あなたは天才錬金術師なのでしょう？」

「そもそもそこから違うんだって。おれは薬師。わかる？　お薬作る人なの」

「……？　ですから、錬金術師なのでしょう？？　お母様が仰っていました。『お薬は簡単に言うと錬金術のようなもので出来る』と」

「おかぁーさぁーんっ！　簡単に言い過ぎー！　モテ薬なんて使わなくても、エレインは十分可愛いし魅力的なレディだと思うぞ？」

「それはそうですけれど」

「否定しろよ」

　照れたりしないのな。貴族だから言われ慣れている、とか？　ありそうだ。

「申しました通り、晩餐会では高貴な方々がお集まりになられます」

「ふむ？」

「他家へご挨拶をしたり、曲に合わせてダンスしたり、お食事をしたりしますの。庶民のあなたが卒倒するような、美味しいお料理が並べられるの」

　おれはそんな大層なもんよりも、ミナの手料理のほうがいい。

「はいはい。で？」

「……ガラルド家の、ラース様もいらっしゃるそうなのですが……わたくし、その……」

　頬を染めながらモジモジしはじめたエレイン。ふうん、そのラースさんとやらが好きなのか。

「それで、モテ薬が欲しいの？」

「ええ……。あ、あの、違いますのよ!?　ラース様は、伯爵家の次男ですし、バルガス家とも釣り合いが取れていますし、その、わたくしからすれば？　もっと良い殿方を射止めることも叶うと思うのですけれど──」

「あーはいはい。そうですねー。おじょーさまは、魅力的なレディですからねー」

「あなた、今馬鹿にしたでしょう？」

「うん。よくわかったな」

「否定なさいよっ。やはり馬鹿にしてますのね！」

　ハハハ、とおれは笑って流す。

「普通に考えてみよう？　モテ薬を使わないと、そのラースさんはエレインのことを好きになってくれないんだぞ？　薬を使い続けないと好きで居続けてくれないんだ。どうよ、これ。悲しいと思わない？」

「うぐぐ……！　庶民のくせに生意気ですわっ」

「モテ薬の前に、もっと努力しなくちゃいけないんじゃないの？　モテるってそう簡単なことじゃないでしょう？　好きってそういうことじゃないでしょう？」

「うぐぅ……っ！　何も知らない庶民のくせにっ」

「こういうのに、庶民とか貴族とか、身分関係あんの？」

「うぐぐぐぐぐぐ……悔しいですわ……言い返せません……」

「ふん」

　中学生くらいの女子に正論を突きつけて、勝ち誇っている大人がここにいた。偉そうに言ったものの、おれもさっぱりわからない。おれはモテる努力すらしたこともないのである。

「では、ラース様にモテるには、わたくしどうしたらいいのでしょう……？」

　なんて言われた日にゃ、今度はこっちが黙る番なのだった。

「…………」

　何か言わねば、とおれは言葉を絞り出す。

「あーええっとーそうだな……あれだ。うん。モテ薬は無理だけど、モテ女にしてくれそうな薬は作れる、かも……」

　苦し紛れに言うと、エレインがばっとカウンターから乗り出した。

「それは本当ですの!?　作れますの!?」

「確実にモテるってわけじゃないけど……エレインの魅力を引き出す、薬？　そういうのなら、出来る、かも」

「お金──お金ならわたくしいくらでもありますの！　あとでお屋敷に戻れば──」

「ばかちん」

　おれはエレインの頭にむかってチョップする。

「きゃん!?　わ、わたくしの頭をぶちましたわね!?」

「大人をナメんな、縦ロール。これだから金持ちは。何でも金、金、金、金。子供から金なんてとりゃしねえよ。……ちょっと待ってて」

　おれはエレインを店に待たせて、創薬室に入って作業を開始する。

　ひょっこりミナが顔をのぞかせた。

「あのーレイジさん？　お茶、お出ししたほうがよろしいんでしょうか？」

「あんな世間知らずの縦ロールに出してやるお茶はない」

　縦ロールだから世間知らずなのか、世間知らずだから縦ロールなのか。それは誰にもわからない。

「うふふ、楽しそうでしたよ、あの子。レイジさんとのおしゃべり。今は、ノエラさんがお相手差しあげているようですけど」

　ん？　ノエラが？

「あなたがノエラ？　わたくし、獣人を見るのはあなたがはじめてで、ぜひ仲良くしてくださ──」

「ノエラ獣人、違うっ！」

　あ。さっそく地雷踏んだ。足音をドシドシ鳴らしながらノエラが創薬室にやってきた。

「あるじ。マキマキ、ノエラ、嫌いっ」

　ぷーっとほっぺを膨らまして、ぷんすこ怒っているノエラ。

　ほっぺをふにふにとイジりながらおれはノエラをなだめる。

「ノエラさん、わたしは？　わたしは？」

「ミナは、好き」

「わぁーいっ」

　ハッピーな声をあげたミナは、ノエラをむぎゅっと抱きしめた。そんな微笑ましいやりとりが行われる中、おれは手を黙々と動かし、創薬を続ける。仕上げにいつものように瓶を振ると、中身が淡く光った。




【チャームフレグランス：果実の爽やかな香りが特徴の香水】




「よし、完成」

　気に入ってくれるかどうかはわからないけど──ミナもノエラもこっちを見ていた。

「どした？」

「何やら良い香りがするので」

「……付けると良い香りがするんだ」

「レイジさん、わたしも付けてみたいのですけれど……」

「うん、いいよ」

「あ～、ですがよいのでしょうか、わたしのようなものが……」

「じゃ、やめておこう」

「あぁ～っ、意地悪しないでくださいー！」

「はは。あとでな？　これ、エレインに渡す用だから」

　おれはそう言って店に戻った。

「で、出来たんですの!?　モテ薬！」

　おれを見るなりガッツいてくるエレインをひとまず落ち着かせる。

「先に言うけど、モテ薬じゃないから。……良い香りがする、香水ってやつだ。おれが今から使い方を教えるから、その通りに使うこと。──それだけでおまえは、ワンランク上の女だ」

　ごくり、とエレインは細い喉を鳴らす。

「わ、ワンランク、上の女……！　わたくし、モテそうな気がしてきましたわっ」

「これは、良い香りをさせるだけだからな？　エレインの態度や表情、行動で台無しにする可能性がある」

　また息を呑んだエレイン。

「こ、心得ていますわ……っ」

　こういうところは素直で可愛いんだけどなあ。

　おれは小瓶の液体をエレインの手首に二滴ほど垂らして、手首同士をこすらせる。

「あ。良い香り……。これでは少ししかにおいがしないと思うのだけれど、いいのかしら？」

「付け過ぎると、逆に不快になるんだよ」

「そうでしたの……。あなた、物知りですのね？」

「おまえが知らないだけだ」

「む。言い方というものが、もっとあるのではなくって？　わたくし、この町を治めるバルガス家の娘なのですけれど？」

「あ、そう。それで、次は首」

「身分をどうこう言っても、あなたには通じないのですのね」

　変な人。と、エレインがくすりと笑った。

「あまり量がなさそうですので、大切なときにだけ、少量つけるようにいたします」

「うん。それがいい」

　簡単なレクチャーが終わると、バタバタといつぞやの老執事が息を切らして店にやってきた。

「お──お嬢様、捜しましたぞ──」

「あら。見つかってしまいましたわ。……レイジ様、このお薬、ありがとうございました。それではご機嫌よう」

　スカートの端を持ち優雅にエレインは頭をさげる。エレインはどうやら勝手に出歩いていたみたいだ。

「……晩餐会、頑張れよ？」

　おれが言うと、ぱっとエレインの顔色が赤になった。

「──っ、なっ、なんですの、き、急に……。あ、あなたに言われなくても、わたくしは、魅力あふれる淑女なのですから、し、心配には及びませんわ」

　ぷい、とそっぽをむいて、エレインは老執事と一緒に帰っていった。恋に恋するお年頃だから、上手くいかないことも多いんだろうけど、あの香水が助けになればいいな、と思った。







　その二日後のことだった。エレインがまた一人でやってきた。

「……何しに来たの？　晩餐会、今日じゃなかったっけ？」

「あれは～そのぉ、行くのをやめましたの」

「何でまた」

「よ、よく考えれば、わたくしには、明け透けな物言いをされる殿方のほうが……合っているような気が……しましたの……。わ、わたくし、家柄や出自は気にしませんもの……」

　声ちっちゃ。しゃべるにつれて、エレインがどんどん縮んでいく。

「……才能あふれる方のほうが、わたくし、好みですのよ……？」

「はあ……そう」

「偉そうで態度も悪くて、身分を鼻にかける方が貴族には多いので」

「それブーメラン！　でっかいブーメラン！」

　自分のことを棚にあげて、このお嬢様は……。

「そういう方は、わたくしに相応しくないと思いましたの。それに、よくよく考えれば、ラース様のお顔は、あまりわたくし好みではありませんの」

「ああ、そう。……ま、いいけど。それで、今日は何の用？」

「特に何かがあったわけではないのですけれど、わたくしも、何かお手伝い出来ることはありませんか？」

「手伝いって言ってもな──、……あれ？　……あの香水、付けてる？」

　ぴょん、とエレインが小さく飛び跳ねた。

「はっ、はいっ！　今日、その、付けてきましたのっ！　ご、御不快だったかしら……？」

「いや、そんなことないよ。いいにおい。けど、何でわざわざ……？」

　ちらっと奥に目をやると、ノエラが腕を交差させていた。

「あるじ、マキマキ、ダメ」

　……さっぱり意味がわからなかった。それから、また老執事がやってくるまで、エレインは店内でああだこうだ、とよくしゃべった。エレインが帰ると、ノエラが店にやってきた。

　残った香水のにおいをかきけそうと、わたわた手を振ってにおいを散らしている。

　……何でそんなことしてんだ？　ミナがくすくす笑っている。

「ノエラさんにライバル出現です」

「なんじゃそれ」

　ふんす、と鼻息を荒くしたノエラが戻ってきた。

「あるじ、マキマキ、ダメ」

「？　ああ、うん」

　適当に相槌を打つと、ノエラは満足そうにうなずいた。










14　友情プライスレス




「ノエラ、どう思う、この状況」

「よくない」

「だよなあ……」

　いつもの森の中。薬の素材になる植物が少なくなったのを見て、おれは小さくため息をつく。

　ここらへんは危ない獣も魔物も出ないから採取ポイントとして重宝していた。でも最近採り過ぎたようで、以前に比べて薬草が減ってしまっていた。創薬室に少しはストックがあるので、今すぐ必要というわけでもないんだけど。

「ノエラ、どうしたらいいと思う？」「わからない」

　気持ちいいくらいの即答だった。減ったら増やせばいい、か。それこそ錬金術ならあっという間に出来るんだろう。でも、どうやって増やそう。困ってうつむくと、つま先のあたりにゴマのような物が見えた。




【トオリギソウの種：育てれば黄色い花を咲かし、葉や茎は薬にもなる】




　ふむふむ。じゃ、育ててみるか。あたりを見回すと、同じ種がいくつも落ちていた。

「ノエラ、これと同じのを拾って？」

「種？　わかった、ノエラ、拾う」

　おれたちはそれから一時間ほど種を集め続け、店に戻った。

「あれー？　どうされたんですか。今日は何も採ってこなかったんですか？」

　帰ってくるなり、店番をしていたミナが不思議そうに首をかしげた。

「うん。ちょっと最近採り過ぎたせいで、薬草の数が減っているんだ。それで、今度は栽培してみようと思って。これ、種ね」

「あ～それで……。けど、レイジさん、エライです。採れるだけ採ってしまう野蛮人みたいな人もいる中、こうしてちゃんと考えて、しかもご自分で育てようだなんて」

「そんなに褒めるなよ。元はと言えばこっちの都合で採ってたんだから」

「森にも優しいなんて、ステキです」

「あるじ、ステキ。エライ」

　ノエラが背伸びしておれの頭を撫でた。いつも撫でる側だから、ちょっと恥ずかしい。

「その種は、鉢植えか何かで育てるんですか？　にしては、数が多いですよね」

「それなんだけど、畑を誰かに借りられないかなと思って。ちまちま育ててたんじゃ、全然追いつかないから」

「なるほど。それでしたら、アロンゾさんという方が大きな畑を持ってらっしゃるそうなので、その方にご相談するのがいいかもしれませんね」

　ミナはノエラと同じで、うちの看板娘だ。可愛い獣娘と癒し系の可愛いミナのツートップ。近所の主婦たちとミナが店内でよく世間話をしているのは、おれも知っている。だから色々と町の事情に詳しい。

「レイジくーん！　ちょっと、レイジくん！　助けてくれよぉ」

　この声は……。おれはうんざりしながら振り返る。そこには案の定、ジラルさんがいた。

　あれ以来、ジラルさんは恋人のフェリスさんと何かあるたびにここに来ていた。

「また喧嘩ですか？　ここは避難所じゃないんですけどね」

「そんなことを言わないでくれよ、レイジくん……」

「あ、ちょうどいい」

　ジラル・アロンゾ。アロンゾさんってのは、ジラルさんのことだ。

　おれは薬草の採取と栽培について説明すると、ジラルさんは快諾してくれた。

「うん、いいよ！　レイジくんには普段から良くしてもらっているから」

「ジラルさんが勝手に決めていいんですか？　家の人に確認しないと……」

「あははは、いいんだよ、心配しなくても。一応、俺がアロンゾ家の主人なんだから」

　どうやらジラルさんのアロンゾ家は、いわゆる地主で、結構裕福なんだそうだ。だから平日なのに彼女とイチャコラしてたのか……。彼女がいて、働かなくても金がある──。典型的な勝ち組だ。異世界に来ても、現実ってやつはツライ……。

「あ、あれ……。レイジくん、どうしてヘコんでるんだい？」

「いや、ちょっとね……」

「？　それで、余っている畑のひとつやふたつ、貸してあげられるんだ」

「でも、お高いんでしょう？　地主ってだって、農夫をこき使って利益を吸いあげる人でしょ？」

　これもジラルさんは笑い飛ばした。

「あはは、そういう人もいるけど、俺はそんな酷いことしないよ。それに、レイジくんからお金は取れない。自由に使っていい」

「ジラルさん、ナヨナヨしているけど良い人」

「何を言ってるんだ、友達なんだから当たり前だろう？」

　友達……。どストレートに生まれてはじめて言われた。思ってても、そういうのってあまり口にするものじゃなかったし。ちょっと戸惑ったけど、ちょっとだけ嬉しかった。

　パチパチパチパチ──！　ミナが全力で拍手している。

「よかったです～っ！　レイジさんにお友達が出来て……。レイジさん、お薬を作るかお店にいるか、森にしか行かないので、わたし、心配していたんです」

「あるじ、よかったな」

「今日はお祝いです！　美味しいものを作ってお帰りを待っていますからっ！」

「やめろ、祝うなっ！　恥ずかしいから！　頼むから祝うのをやめてくれ……っ」

　そうですか？　とミナはちょっと残念そうだ。くつくつ、忍び笑いをもらしていたジラルさんが、真顔になっておれの肩を叩く。

「その代わり、今後も何かあったら、相談とか、俺の代わりに盾になるとか、色々よろしくね……」

「盾は無理だけど、まあ相談くらいなら」

　交渉成立ってことで、おれたちは握手を交わす。ノエラを連れて、町の外にある畑へとむかった。

　あまり行かない森とは真逆の方向へ歩いていくと、麦畑と野菜を栽培している畑があった。おれが思っていたよりは大きくて、ちょっと驚いた。端にある少し前に使われていた畑が空いているそうなので、そこを使わせてもらうことになった。

「よし、そんじゃさっそく種を植えていこう」

「植える、植える」

　ジラルは他を見て回るようで、スタスタと歩き去った。




【豊かな土：作物を栽培するのに最適な土】




　鑑定スキルで見るとそうあるから、そのまま植えてしまってもいいだろう。おれが種を植えると、ピュィン！　と聞き慣れない電子音がした。この世界で聞こえる音っぽくない。まさか……。




【スキル：鑑定・創薬

　　　　　栽培エース《ＮＥＷ》（植えた作物を枯らしにくくするスキル）】




　おー!?　新しいスキルを覚えた！　しかもかなり便利そうなやつだ！　となれば、どんどん植えていこう。絶対に収穫出来る、って書いてないからサポートスキル程度に思っておいたほうがいいだろう。種を全部植え終えると、ジラルが戻ってきた。

「レイジくん、終わった？」

「うん、また明日様子を見にくるよ。……なんか浮かない顔してるけど？」

「実は、最近多いんだけど、作物が荒らされてたんだ……野犬か狼かはわからないけど」

　狼？　ああ、たしかに柵に爪痕らしきものがある。

「あるじ、なぜノエラ見た」

「そうなると、おれの育てた薬草も被害に遭うかもしれないのか……」

「ノエラ、勝手に食べない。あるじ、ノエラ食べないっ」

　ぷるぷる、とノエラは首を振っている。荒らした犯人が食べるかどうかはわからないけど。

　畑の周りを細い丸太の柵で囲っているけど、それでも、どうにかして入ってくるようだ。

「──あ。そうだ、アレを使って薬を作ろう」

「何か作ってくれるんだ？」

「うん。また明日作った物を持って来るから」

　おれはジラルにそう言い残して足早に店へと戻った。

「あるじ、何作る、何作る？」

「……ノエラは、創薬室から出ていったほうがいいと思うぞ？」

「るう？」

　この前採取したウツボフラワーの花びらを入れた瓶を開ける。

「る──ッ!?」

　ノエラは毛を逆立てると、ギャンと勢いよく創薬室から出ていった。うん、相変わらず効果は抜群だ。扉越しに声が聞こえる。

「あるじ、それダメ。くさい、ダメ」

「だからいいんだよ」

　人間にとっては無臭のウツボフラワーのにおいは、獣や魔物にとっては悪臭となる。テキパキと作業していると、外から声が聞こえてきた。

「あら。ノエラさん、どうしたんですか」

「るう……あるじ。くさい、ダメ」

「えぇ～。…………レイジさーん！　ちゃんとお風呂は入らないとダメですよー？　ノエラさん、鼻がきくんですから～」

「ノエラ、もうちょっと説明して──！」

　おれがくさいみたいになってる。

　あとでミナの誤解を解いておこう。いつものように瓶を仕上げに振って、薬が完成した。




【忌き避ひ剤ざい：獣や魔物が嫌がるにおいを発する】







　数日後。

「おぉ～！　おおお！　よく効くなあ……」

　手でひさしを作って、おれは三〇メートルほど先を見る。

　そこでは、畑荒らしの犯人らしき黒い犬がぱたりと倒れたところだった。悪臭にひっくり返って前足をぴくぴくさせている。

　おれと一緒に様子を見守っていたジラルが不思議そうに尋ねた。

「……レイジくん、何をしたの？　遠くで犬が倒れているみたいだけど」

「ああ、これを柵に塗ったんだよ」

　おれは昨日作ったばかりの忌き避ひ剤ざいをジラルに見せる。

「これを塗るとどうなるの？」

「これは、獣や魔物の嫌がるにおいを出す液体なんだ」

「あ、昨日言っていた薬？　レイジくん、作るの早いんだね」

「まあな。これで、しばらくは畑に獣や魔物が寄ってこなくなるだろう」

　おれが忌き避ひ剤ざいの入った瓶を渡すと、ジラルは喜んで柵に塗っていった。効果は見ての通り抜群。ただ、ノエラには『あるじ、イヤッ』と、嫌われてしまったけど。かなりショックだった。

　製作過程でちょっとは成分が薄くなったけど、それでもノエラが嫌がるんだから、効果は十分あるだろう。今度は別の野犬が一頭やってきた。

「おい、ジラル、お客さんだぞ？」

「あ、ほんとだ。キミの薬がどれだけ効果があるか、もう一度確認させてもらうよ」

　野犬はてくてく、と呑気に歩いてくるが、柵まで三〇メートルほどのところでやはり足を止めた。

「グルゥゥゥ……ッ」

　柵を睨んで唸ると、野犬たちに風が吹きつけた。たぶん、あのにおいを運んだんだろう。

「キャゥゥン……」

　こてん、と横に倒れて失神してしまった。

「よしよし、ちゃんと効いたな」

「レ──レイジくん、これは──結界だよ！　簡易結界！　魔法使いだけが使える、あのっ簡易結界!!　キミは、結界を作ってしまったんだよ！」

「いや、作ったの薬だから」

「同じだよ！　俺からすればね！　これは……俺たち友情の勝利だ」

「恥ずかしいから友情って言うな」

「──何でだよ!?」

「何でだよって何でだよ！」

「またレイジくんに借りが出来ちゃったよ……。薬のお代はいくら？」

「要らね。特別料金ってことで」

「レイジくん……照れなくてもいいのに……。──友情料金ってことだね！」

「違ぇよ！　畑貸してくれただろう？　そのお返し」

　なーんだ、とジラルはつまらなさそうで、おれはその顔を見てちょっと笑った。ちなみに、倒れた犬たちはちゃんと生きていた。目を覚ますと、そのまま逃げるように去っていった。

　価格も割安に設定したおかげか、この忌き避ひ剤ざいは、害獣に悩む農作業をするみなさんに大好評だった。嬉しい悲鳴ではあるのだけど、忌き避ひ剤ざいを創薬していると、ノエラがおれに近づこうとしない。

「ノエラ？　ノエラさーん。これ、お仕事だから。おれも好きでやっているわけじゃ」

「……るっ──」

　おれが近づけば近づくほどぴゅーん、とノエラは逃げていった。ショック……。

「レイジさん？　またお風呂入らなかったんですか？」

「入ってるって！　ノエラが嫌いなにおいがする薬作ってるんだよ」

「もしかすると、きちんと洗えていないところがあるのでしょうか……？　レイジさん、わたしでよければ、いつでもお背中流しますからね！」

「いいって、恥ずかしいし」

　はっと何かに気づいたミナが、ふわーとまた天井に貼りついた。

「はぅ～、レイジさんが男性だというのを忘れていました……」

「ちょっと待て！　男だってのを忘れてたって！　それはそれで色々と問題あるぞ、ミナ！」

「はぅ～～」

　顔を赤くしたままミナは手で顔を覆っている。

　友達感覚でいたから性別意識してなかったってことなのか？

「ま、まあいい。おれはちゃんと風呂入ってるからな！　背中も流さなくていいからな！　あと、男だからな！」

　そんなこんなで、楽しい（？）日常は過ぎていった。
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「マキマキ、なぜ来た」

「あら、ノエラさん、御機嫌よう。レイジ様はいらっしゃいます？」

「あるじ、いない」

　ノエラー。おれは創薬室にいるぞー？　とか思いながら、仕事の手を進めていく。領主の娘エレインが店に遊びに来たらしい。にしても、ノエラのエレイン嫌いは相変わらずだな。

「今日は、レイジ様に大切なご用があって参ったのですけれど、お戻りはいつですか？」

「……あさって」

　おいおい。てか知ってるだろう、創薬室にいるって。

「明後日のいつごろでしょう？」

「わからない」

　さすがに聞きかねて、おれは店に顔を出した。

「ノエラ。おれはいるぞー？」

「レイジ様、いらっしゃいましたのね。ご機嫌よう」

「はい、御機嫌よう」

　おれが適当に挨拶を返すと、こちらへやってきたノエラはきゅっとおれの手を握った。

　それを見たエレインが目を丸くする。

「……仲がよろしいのですね」

「まあな。それで、今日は何？　おしゃべりしに来た？」

　いいえ、とエレインは首を振る。

「お父様から、許可をいただきましたのっ！」

　嬉しそうに目を輝かせるけど、何のことかさっぱりだ。

「許可って、何の？」

　ふふん、とエレインは威張りんぼのポーズで手を腰にやった。

「このお店で働く許可ですわ！」

「まず、おれが働くことを許可してないんだが」

　うんうん、とノエラが隣で激しくうなずいている。

「領主のお父様が『キリオドラッグ』で二日働いてもよい、とおっしゃったの。世間のことを知るよい機会だから、と」

「いや、何で店主のおれを通さないんだよ」

「？　お父様がおっしゃったのよ？」

　ズビシ、とおれはエレインの頭にチョップする。

「あいたっ!?　な、なんですの！　どうしてぶったのですか!?」

「おまえんちのお父さんは何モンだよ、神様か何かか？」

「さっきも申しあげました。お父様は領主です」

「そうじゃねえよ。領主サマが言ったら何でもその通りになるのかって言ってんだ」

「それはそうでしょう。何を今さら」

　これだから縦ロールは！　何でこう、貴族至上主義みたいな考えなんだろうなあ……。

「マキマキ、なぜこの店」

「へ──？　そ、それは、レイジ様とわたくしが、顔見知りだからですわ」

「世間を知るためだけなら、違う店でいい」

「どきっ」

　口で『どき』って言う人、本当にいるんだ。ノエラ探偵の推理は止まらない。

　ふんふん、とノエラは鼻をひくつかせる。

「香水。マキマキ、つけている」

「あ、本当だ。この前の香水のいいかおりが……」

「だ、だからどうしたんですの？」

「働くのに、不要。きっと、あるじに会うから、つけた」

「どきっ」

「動機。不純」

　ビシッ、とノエラはエレインを指差した。

「レイジ様……ダメかしら……？」

「まあまあ、いいじゃねえか。ウチの仕事を手伝ってもらいながら、この縦ロールお嬢様に世間を知ってもらおう？」

「わかた。ノエラ、マキマキに教える」

　ウチで働くって言っても、そんなに決まった仕事ってあったっけ？

「あら。ノエラさんが教えてくれるんですの？」

「ノエラさん、違う。ノエラ教官」

　ノエラ教官は意外とスパルタでいくつもりらしい。やっぱノエラはエレイン相手だとツンツンするんだよなあ。

「まずはじめに」

　ノエラ教官の指導がさっそくはじまった。

「人狼は、獣人、違う」

　そこかよ。

「あのぅ、わたくし、お仕事を教えていただくのは、レイジ様がよかったのですけれど」

「あるじ、忙しい。おまえに構う暇、ない」

　ズビシ、とノエラはど直球にエレインに言った。大丈夫かな、この二人。

　おれが心配しながら戻ると、ミナがニコニコして店内を見守っていた。

「機嫌良さそうだな？」

「ええ。ノエラさん、あんなに嫌がっていた縦ロールさんと自分から仲良くしているじゃないですか」

　仲良く、なのか、あれは……？　店内では、ノエラがエレインに各商品の説明をしているところだった。獣娘と縦ロールお嬢様の二人は、こうして見れば友達のように見えなくもない。

「これをきっかけに友達になったらいいんだけどな」

「そうですねえ。ノエラさんは、あまり周りの人と関わろうとしないですから、お友達はいたほうがいいです」

　すると、村娘のミコットがやってきた。さっそくぺこん、とノエラがお辞儀する。

「らっしゃい」

　おれの目の届かないところで、『いらっしゃいませ』を『らっしゃい』って略してるんだ……。

「ノエラちゃん、ちーす。来たよー」

　ふふん、とエレインは得意の威張りんぼのポーズをする。

「よくぞ参りましたわねっ！」

　ぷるぷる、とノエラは首を振る。

「マキマキ。あいさつ、違う。お客さん来たら『らっしゃい』」

　それも違うからな。なに威勢のいい挨拶教えてんだ。こほん、とエレインは咳払いをする。

「らっしゃい」

　言っちゃったよ。何でそういうところは素直なんだよ。

「さあ、今日は何が欲しいのかしら？　このわたくしが、特別にお相手してさしあげますわ」

　ミコットが店員二人とおれを交互に見て察してくれた。

「ええっと、エナジーポーションを三つください」

「まあ。貴族であるこのわたくしに、小市民が商品を用意させようだなんて！　不敬ですわっ」

　そりゃおまえのほうだ。今すぐ店に出ていって頭をさげさせたい。けど、態度を改めるように注意するのはノエラ教官の仕事……。今は我慢、我慢……。ノエラはというと、目を輝かせながらポーションの蓋ふたを開けて飲んでいた。おれが一日一本あげているやつだ。それはもう美味そうにごきゅごきゅと飲んでいる。

　接客そっちのけの様子をミコットはクスクス笑っていた。

「……ほんとごめんな」

　我慢ならず店に出たおれは、二人に思いっきり頭をさげさせた。

「あるじ、どした」

「な、な、なんですのー？」

「うちの店員が失礼を」

「ううん、面白いからオッケー」

　ミコットが相手だったからよかったものの……。

　おれ監視のもと、きちんと接客業務をしてもらい、ミコットには帰ってもらった。

「エレイン、いいか？　お客さんはお客さん。小市民かどうかなんて関係ないの」

「ですけれど、わたくしは貴族で、あの方は一般市民。生まれた瞬間から決まっている事実ですのよ？　それを今さらどうこうだなんて」

「喝ッッ！」

　ビシッ、とおれはエレインの頭にチョップする。

「あいたっ!?　ま、またぶちましたわねっ！　どうしてそう、乱暴なことをするのですか」

「お客さんを舐めるな、縦ロール。いいか？　エレインがパンを買いに行ったとする」

「わたくし、パンなんて買いませんわ。使用人のすることですから」

「たとえ話だから。実際行くかどうかはこの際置いといて」

「それで、パンがどうしたんですの？」

「店員が、何しに来た、用があるなら聞いてやる、ってな態度だったらどうする？　どう思う？」

　ふん、とエレインは、「何を言っているんですの？」と、さも当たり前のように言う。

「お父様にお伝えして、即その店を潰していただきます」

「もう七光りおバカさんっ。おまえのしたことがそれだって言ってるんだよ」

　少し考えてエレインは真面目な顔で言う。

「レイジ様。あの小市民は権力を持っていませんから、お店を潰されることはありませんのよ？」

「心配してんのはそこじゃねえ！　貴族の権力バカ……人を計るモノサシ、権力の有無でしか計らないのかよ……。そういうことをすると、お客さんが来なくなるの。感じ悪いから。オーケー？　エレインお嬢様」

　薬屋だから本当に必要なときはやってくるんだろうけど、おれは他人の足元見て商品を売るつもりはさっぱりない。

「あ、あの。もう一度、『エレインお嬢様』と言ってくださるかしら……？　こ、心を込めてっ」

　エレインは少し恥ずかしそうにおれをチラチラ見ている。

「……エレインお嬢様」

「っ──。夜こっそり屋敷を抜けだして逢瀬を重ねるわたくしたちが想像出来ます──。け、けれどわたくしとレイジ様は貴族と小市民で身分に差が──」

　うん、よくわからんが、今度はノエラ。

「で。ノエラは、縦ロールのお手本なんだからちゃんとしないと。あと、お客さんの前でポーション飲んじゃダメ」

「るぅ……」

　へにょん。ノエラの耳が垂れる。わしわし、とおれはノエラとエレインの頭を撫でた。

「失敗は誰でもあるから、次から気をつけよう？」

「あるじ。ノエラ、がんばる」

　目がやる気に燃えていた。獣耳もしゃきーんと立っている。

「わっ、わたくしも……庶民相手ですけれど、がんばりますわっ」

　可愛く拳を握って、エレインはうなずく。『庶民相手』は余計だけどな？

　やっぱり心配だから、おれは扉からこっそり店内を観察することにした。エレインの態度はでかいし、商品を強引に買わそうとしたりするし、家柄を鼻にかけたりするし、安定して縦ロールだし、見ていてひやひやした。ノエラはしゃきしゃき動くけど、一生懸命過ぎて、エレインのフォローまで出来ていないようだった。

「マキマキ、ちゃんとやる」

「わたくしはちゃんとやっていますわ」

「やってない」

「やっています。やっていると言ったら、やっているのです」

　なんて会話もしている。良くいえば激しめの意見交換をする二人だった。ケンカするほど仲が良いっていうけど、本当にそうなんだろうか。貴族のお嬢様に世間を教えるのはなかなか難しいみたいだ。

　二日目は、お店じゃなくて創薬の手伝いをしてもらうことにした。

「れ、レイジ様と、個室で二人きり、ですのね……」

　なんか赤い顔をしてぎこちないエレインを、おれは容赦なく顎で使った。

「あれ取って。今度はそれ──、違う！　話を聞け、縦ロール。そう、それで今度はこの道具ですり潰すから──」

「お、思っていた『個室二人きり』と違いますわぁ～っ」

　ひーん、と泣きごとを言いながら、おれの言った通りあれこれ創薬室を動きまわるエレイン。

「わたくし、レイジ様が二人きりになれるようにお気遣いくださったものだとばかり……」

「仕事を舐めるな、脳内お花畑」

　一日分の創薬が終わって、ミナが入れてくれたお茶を二人で飲んでいると、エレインがあたりを見回してからこっそり言った。

「……あの、レイジ様。わたくしも、アレを作りたいのですけれど……出来るかしら……？」

　アレが何なのか聞いていくと、なるほど妙案だな、と賛成した。エレインにアドバイスしながら、創薬準備をしていく。切ったり、潰したり、こねたり、絞ったり、それらの作業はエレインに任せ、最終段階の瓶に詰め込んで振るのはおれがやった。そうしないと創薬スキルが発動しないから。

　そうしてお仕事体験二日目も終わり、エレインを迎えに馬車がやってきた。エレインはスカートの端を摘まんでおれたちに小さく頭をさげる。

「皆さま、二日ではありましたが、お世話になりました。……ええと、ノエラさんに、お渡ししたいモノがあります」

　こっそり隠していた瓶をエレインは取り出して、ノエラの手に握らす。

「る？　マキマキ、これ何。ポーション？」

「あー……あはは、ポーションではありません。蓋ふたを開けてみてください」

　ぱか、とノエラが蓋ふたを開けると、いい香りが漂ってきた。

「これは、香水、ですね」

　ミナが言うとエレインがはにかんだように笑う。

「ええ。その……ノエラさんに合う香水を、レイジ様にお手伝いいただきながら作りましたの。気に入っていただけるとよいのだけれど」

　ふんふん、とノエラは鼻を動かした。

「いいにおい。マキマキ、ありがと」

　ぱあ、とエレインの不安そうだった表情が晴れた。作ってる最中、ずうっと気にしてたもんな、ノエラが気に入ってくれるかどうか。

「わたくし、また来てもいいかしら……？」

「いい」

「ありがとうございます、ノエラさん」

　笑顔のエレインは、簡単にノエラにハグをして、おれたちに手を振って馬車で去っていった。

「よかったな、ノエラ」

「るっ」

　尻尾をふりんふりん、と振りながら奥へいってしまったノエラ。おれとミナがこっそりのぞくと、蓋ふたを開けてはにおいをかいで、飽きたら閉めて。また開けてはにおいをかいで。

　それを何度も繰り返していた。おれとミナはその様子を見て笑い合った。










16　哀・冒険者




　店が暇でおれがうとうとしていると、ドタバタと足音が聞こえてきた。あくびをかみ殺して一度うんと伸びをする。

「店主はいるか！」

　よく通る大声をあげて無精ひげの男が入ってきた。使い古した胸当てや籠こ手てを装備していて、腰には使い込まれた剣を佩いている。兵士というよりは、ベテラン冒険者みたいな風貌だった。店の外には、お仲間らしき人たちが二人いる。みんな四〇歳を過ぎたくらいの歳だった。

「はい、おれです。どうかされましたか？」

「店主に、協力していただきたいことがある」

　なんか、嫌な予感。最近、ここが相談所みたいになっていて、「なんとかしてください」って来る人が多い。おじさん冒険者は、ヒーズと名乗った。

「それで、協力っていうのは……？」

「──先日、手て練だれの盗賊を追い払ったという話を聞いた。彼らは不思議な液体を投げつけ盗賊を全員捕縛したという。お主の薬だろう」

　あのカプシン液の噂を聞きつけてこのヒーズさんはやってきたみたいだ。あまりたくさん作りたくないんだよな……。作業中『事故』が起きないとも限らないし、悪用されてしまう可能性もある。

「確かにおれが作りましたけど、あれはもう滅多なことがないと作りません。あれが目当てだって言うなら、お引き取りください」

「それが欲しいというわけではない。そこの森の奥に、最近タチの悪いコドラが現れるなのだ。それで、討伐クエストを請け負ったのだ」

　コドラって何？　魔物？　察したヒーズさんが小馬鹿にしたように説明してくれた。

「フン。お主、コドラも知らんのか。小型の竜種のことだ。馬のふた回りほど大きな体格をしている」

「ちっちゃいドラゴンのことだったのか……」

　森っていうのは、おれとノエラがいつも採取に行っている森のことだった。

「だから、協力を頼んでいる」

　頼んでいるふうにはさっぱり見えないオッサン冒険者。協力なんて当たり前だろう、という態度が丸見えだった。面倒くさー。何でおれが……。でも、あの森にそんな魔物が出るってなると、おれも安心して素材採取が出来なくなる。ノエラが索敵してくれるお陰で、エンカウントは今までなかった。けど、もし運悪く遭遇してしまったら……。

「炎を吐き散らして近づくに近づけないという話でな」

　そんな魔物と戦うんだぞ、ワシ。とでも言いたげだ。何でドヤしてるのかさっぱりわからん。

　おれはまず引き受けたクエストの話を聞くことにした。

「コドラは倒さなくちゃいけないんですか？」

「討伐クエストだからな。キコリや猟師が森に入れず仕事が出来ないと困っているのだ。見かけるなり、炎を吐くという狂暴なヤツだ」

　ジラルの畑を守ったときのように、忌き避ひ剤ざいを使えばいいと思ったけど森全域となるとさすがに難しい。そんなことをすれば、猟師なんて今以上に仕事にならないだろうし。

　とはいえ、おれも狂暴な魔物がいれば薬草採取が出来なくなってしまう。

「……わかりました。手伝うんでちょっと待っててください」

「ん。手短にな」

　へいへい。ヒーズさんに待ってもらって、おれは家に戻る。ソファで丸まっているノエラの肩を叩いた。

「ノエラ？　おーい。今、話してもいいか？」

「……どした、あるじ」

　眠そうな目をこすりながらノエラが体を起こした。

「いつもの森にコドラっていうドラゴンが出るらしいんだ」

「出る」

「え。前からなの？」

「前からいた。森、守る。コドラ」

「へ？　森を守ってんの？」

　コクコク、とノエラはうなずく。森を崩壊させるような何かがない限りは、基本的には静観しているそうだ。だから、キコリや猟師の存在も許容しているんだとか。

「でも、その人たちが困ってるみたいなんだ。炎を吐くって……」

「コドラ、炎吐かない。滅多に吐かない。コドラ、人間見る、逃げる」

　平和主義なコドラは、人間だからと言って無暗に攻撃しないらしく、それは自分を倒しにきた人間も同じみたいだ。気配を感じると見られる前に隠れてしまうから、そもそも人間が目にすることはないという。

「なんか、話が変だな？」

「へん？」

「うん。キコリや猟師さんたちがコドラ討伐の依頼をしたんだけど──っていうのも、コドラがいて危険だから仕事が出来ないからなんだ」

「へん。コドラ、隠れる」

「そう、ノエラの話だとそうなんだよ。人間が知らなかっただけで、前々からコドラは森にいた。でも今になって姿が目撃されるようになっている」

「コドラ、やっつける、ダメ。森、大変」

「うん、ノエラの話を聞く限りじゃ、討伐しちゃダメみたいだな……」

「ノエラ、コドラ、様子見る」

　ノエラがやる気になり、ソファから立ちあがった。ノエラの索敵能力があれば、コドラの居場所を察知することも簡単だろう。ガチャリ、と扉が開いて、ミナがキリリと表情を引き締めている。

「お話は聞かせていただきました。──お弁当を、すぐに作ります」

「ミナ、早く、早くっ」

「待っててくださいね～ノエラさん。レイジさんも、美味しいお弁当作りますからね」

　コドラ調査が、一瞬にしてピクニックに変わった瞬間だった。

　店に戻って、おれはノエラの話をヒーズさんにした。

「その獣っ娘の言う通りであれば、コドラはどうしたのだろう」

「ええ。ですからそれを調べに森へ行こうと思います。この子も連れて」

　むふん、とノエラは得意げな顔をしている。

「すみません、お待たせしましたー」

　ミナがバスケットを手に店にやってきた。おれたちの分だけじゃなく、冒険者たちの分もミナは作っていたみたいだ。

「ついでですので、よかったらどうぞ」

「わざわざ済まない。しばし、店主殿をお借りいたします。なに、店主殿に危険がないよう我らが守りますのでご安心ください、奥様」

「わ、わたしは、お、奥様じゃないですっ、た、ただ、ここに住みついているだけですので、そのーあのー、い、居候みたいなものですのでー！」

　ぴゅん、と風のようにミナは家に戻っていった。

「はっはっは、うらやましいな、店主」

　バシッ、バシッ、とヒーズさんはおれの背中を叩く。重い。ひと叩きが重いんだよ、ヒーズさん。

「では行こうか、店主」

　機嫌が良くなったのか、意気揚々と歩き出した。ミナの弁当ひとつでガラッと態度が変わった。

　チョロいなーオッサン冒険者。そうして、おれたちは問題の森へとむかった。

　最後に来たのは三日前。今日も、これと言って何かがおかしいとは思わなかった。

　狼モードになったノエラが気配を探りながら先頭を歩く。ぴくぴくと耳が動き、鼻をひくひくさせるとノエラは足を止めた。

「ギャルル……ギルルルル──」

　視線の先にいるのは、巨大なトカゲ──あれがコドラなんだろう──が、ボホォ、と所構わず炎を吐いていた。体格に相応しい翼も背中についていた。

「見ただろう、店主。ああして、我らを近寄せないのだ。ワシらは、あ奴を討伐するのだ」

　えらそーだなー。




【コドラ：小型のドラゴン。知能が高く臆病。身を守るために炎を吐くこともある】




「うーん、おれたちに吐いているふうには見えないけど……近づけないのは確かか……」

　人間が近づけば気配を察知して隠れてしまうってノエラは言っていたけど、こっちに気づいた様子はない。

「様子見る。あるじ、お弁当」

　いつの間にか人間モードに戻っているノエラは、バスケットの中に入っているレジャーシートをばさっと広げて、そこにちょこんと座る。バスケットからサンドイッチを取り出すと、モシャモシャと食べはじめた。

「るーっ♪」

　幸せそうな声を出したノエラ。んな呑気な……。と思いつつ、やっぱりコドラはおれたちに気づかないので、十分な距離をとって観察しながらお弁当を食べることにした。冒険者一行も腰を落ち着けてミナの弁当を食っている。オッサン三人からは、闇色のオーラが吹き出ている。

「妬ましい妬ましい……あのような可愛らしい少女とひとつ屋根の下で暮らす若店主……」

「料理も上手い……おまけに獣娘にあるじと呼ばれ……」

「創薬の才能にも溢れ、ああ……妬ましい妬ましい……」

　ぼそぼそ、と聞こえる中年冒険者たちの真っ黒なモノローグをおれはスルーした。

「ノエラはどう思う？」

「コドラ、へん。この距離、気づく、絶対」

　じゃ、どうしてだろう。コドラは、無暗やたらに炎を吐いている。幸いなことに、草木は燃えてもそこから燃え広がることはなかった。けど、このままじゃいずれ火事になる。となると、薬草採取がますます出来なくなってしまう。退治も出来ないし……。

　ひとしきり吐きまくって落ち着いたのか、コドラは草を食はみはじめた。

　くしゃくしゃ、と大きな顎を動かし、「ヴォオ」と吠えた。

「あるじ、あるじ。コドラ、草食べない。生き物の死骸と木の実、食べる」

「え？　そうなの？」

　にしても、あまり見慣れない草だな。




【アリマナ草：解熱作用、腹痛に効果のある薬草。その一方で軽度の依存性があり、多量に摂取すると幻覚を見ることがある】




　草を食べないはずなのに、この草は食べている……。説明では、『多量に摂取すると幻覚を見る』ってある。なるほどね。

「要は、ちょっと現実世界と脳内世界でズレが出ているってことだな？」

　見えない敵とでも戦ってるんだろう。

「あるじ、何かわかった？」

「ああ。たぶん、ちょっと混乱してるんだ。それさえ治れば元のコドラに戻るはずだ」

　となれば、おれは解毒剤を作ればいい。おれはヒーズさんたち冒険者一行に理由を説明した。

「では、店主の作る解毒剤があればコドラは元に戻るのだな」

「ええ。素材となる薬草を集めるんですけど、手伝っていただけますか？」

「…………手伝ったら、またミナ殿に会いに行ってもよいか」

「やめてください。ウチ、そういうお店じゃないんで」

「で、では、弁当を──もう一度、ミナ殿の弁当を……」

「そういうお店でもないんで……ちょっと、そういうのは困ります」

「……な──ならば手伝わぬっ」

　子供かよ!?　元々あんたが請け負ったクエストだろうに。

「ふんわり系美少女の癒し成分──ちょっとくらいわけてくれたっていいではないか……嫁でないなら、会いに行くくらいいいではないか……お弁当作ってくれたっていいではないか」

　orzの体勢でいい歳したオッサンがしくしく泣きはじめた。仕方ないな、とおれはヒーズさんの肩を優しく叩いた。

「お客さんとして来るんだったら、構わないですよ？」

「て──店主ぅううううううううううううううう」

　神を見るに等しい眼差しをヒーズさんはおれに送ってくる。しょーがないオッサンだった。

　店番はおれがしている可能性が高いことを伝え忘れたけど、まあいいや。

「じゃ、手伝ってくださいね？」「うんっ」

　素直でとてもいい子になったオッサン冒険者であった。それからしばらくして素材が揃うと、おれは狼ノエラに乗って町に戻って創薬スキルでちゃちゃっと薬を作った。




【解毒剤：鎮静作用の他、有害物質の除去し排出を促す】







　新薬を作って森に戻ると、満面の笑みでヒーズさんが迎えてくれた。

「店主殿。今度、お店に焼き菓子を持って行くが、何か希望はあるか？」

「え。何ですか急に……」

「いやいや、手土産なしでお店にむかうのも失礼であろう？」

　ニコニコ、とオッサン冒険者は手を揉んでいる。今度はおれのご機嫌取りだ！

「ミナ殿……いや、ミナちゃんも焼き菓子は好きなのであろうか」

「はい、好きですよ」

「ふむふむ。ふむふむふむ……ムフッ……」

　何か悟ったような笑顔でヒーズさんはうなずいている。お仲間さんたちはやれやれだぜ、みたいに呆れていた。この様子だと、ヒーズさんがこうなるのはいつものことなんだろう。

「この小瓶にはさっき説明した解毒剤が入っています。これをコドラの口の中に入れてください」

　おれが冒険者の誰かに渡そうとすると、みんなおれから目をそらした。

　授業中先生にあてられるのを嫌がる小学生みたいだった。

「あの、これ──」

「「「「…………」」」」

　おれと全然目を合わそうとしない。手をポケットに入れたり、後ろで組んだり、受けとろうっていう意思すら見せない。こいつら……！　おいおい、元々は討伐クエストだったんだろ？　何で近づくのを拒否るんだよ。討伐するんだぜ？　どや！　どやどやぁあ！　な感じ出しまくっていたくせに。

　肝心のコドラはというと、今は大人しく地面に伏せている。ヒーズさんがぼそぼそと言った。

「店主殿が……行けばいい…………薬の使い方とか、一番知っているだろうし……」

　うんうん、と同調したお仲間たち。このオッサン冒険者どもは……！

「あーもう、わかった、わかった！　おれがやる。薬草が採れなくなると困るから！　キコリさんや猟師さんたちも困ってるから！」

　感心したようにオッサン冒険者たちはパチパチと拍手した。

「若いうちの苦労は買ってでもすべきだからな」

「あったわぁー、俺もそんな時期あったわぁー、なっつかしぃー。俺何でもヤっちゃいますよ、寝てなくてマジヤベエけど、ヤっちゃうんで！　的な」

「よっ、店主殿、男前っ！」

「やかましいわっ」

　ちょんちょん、とノエラが服の裾を引っ張った。

「あるじ。ノエラに乗る。ビュン、パカ、ゴクゴク」

　……ノエラさん、意味がさっぱりわかりません。とりあえず、ノエラに乗ればいいんだな？

　ノエラが狼になっておれはその背中に乗った。パカは、たぶんコドラが口を開ける音で、ゴクゴクは飲ませるって意味だろう……たぶん。ノエラが走りはじめると、伏せていたコドラがこちらをギョロリと睨む。うわ……こわ。

「ヴォォオ！　オオウ……！」

　唸っているコドラには構わずノエラは走る。コドラが口を開くと、そこからは赤い炎がみるみるうちに溜まりはじめた。今だ！　おれは小瓶をコドラの口めがけて投げる。回転しながら小瓶は口の中に吸い込まれていった。

　ゴキュンッ。コドラが驚いたように目を見開いて喉を鳴らした。よし、飲ませた！

　少し離れたところで止まり、おれはノエラからおりた。ノエラはすぐ獣娘モードに戻った。

「様子、変わった」

「変わったのか……？」

　おれには、飲ませる前後で何かが変わったようには思えなかった。人狼のノエラには、その機微がわかるらしい。コドラがまた伏せをした。

「ヴォルゥウゥウ……」

　どことなく苦しそう。大丈夫かな。鑑定スキル上、あのアイテムには何の問題もないはずなんだけど。

「店主殿──ＧＪ！」

　ヒーズさんがぐっと親指を立てた瞬間だった。

　ビジャァアアアアアアア──ッ！

　生々しい音とともに、コドラが水っぽい何かを出した。というか、どう考えてもオシッコだった。

　勢いよく出たオシッコの量ももちろんドラゴン級で、三分くらいオッサン冒険者たちはそのシャワーを浴びる結果になった。

「「「「…………」」」」

　思ってもみなかった事態に、みんなフリーズしている。

「ヴォフゥウ……」

　コドラはすっきりした晴れやかな顔をしている。

「あるじ、コドラ、すっきり」

「うん、おれでもわかったよ」

　排泄を促進って……効果出過ぎのような気もする。デトックス効果ってやつがあったんだろう。

　けど、おかしな様子も治ったし、コドラもすっきりしたし、みんな幸せ大勝利だ。おれたちに気づいたコドラはすたすたと歩き去った。今回みたいなことがないように、アリマナ草は見かけたら全部摘んでおこう。

「……だから俺は嫌だっつったんだよ！　魔物ナメんなよ、おいこら」

「お前だって乗り気だったけど!?　こんなんまじボロいわー、パねえわーっつってただろう？」

「ま、ワシはミナちゃんに会えたから、むしろプラスだが。ムフ」

「キモいんだよ、いい歳したオッサンが。なーにが、ミナちゃんだ」

「ハァアあああああああッ!?　オッサンはお前もだろう──っ!!」

　シャワーを浴びたオッサン同士、もみくちゃになって喧嘩していた。

　あーあ……あーあ……。いいぞ、もっとやれ。

「何でコドラはアリマナ草を食べちゃったんだろうな」

「わからない。コドラ、死骸、あと木の実食べる」

　おれはノエラに教えてもらった木の実を探すが、全然見つからなかった。

「コドラが食べ尽くしちゃったのか？」

「木の実、ぶわあ、てついてる。でも今、全部地面」

　ノエラが言うには、よく食べる木の実はブドウみたいに房に沢山ついているみたいだ。

　房ごとまとめて食べるそうだけど、付近の物はほとんど地面に落ちていてバラバラになっていた。

「他に食べる物がなくなって仕方なく食べたのか」

　さもありなん、と言ったところか。

　オッサン冒険者たちは全員顔を腫らしながら三人大の字になって地面に寝転がっていた。

「……お前、やるじゃん」

「ハ、おめーよりは強ぇから。当たり前」

「ワシら、何してんだろう……」

　そりゃこっちのセリフだよ。三人のオッサンは、クエストをおれに丸投げして青春していた。

「ノエラ、帰ろう。──また何かあったらキリオドラッグをご贔屓ひいきにー！」

　おれが大声で言うと「うーい」と低い声が返ってきた。態度はアレだけど、悪い人ってわけじゃないんだよなー。森を出て家に帰ってくると、ぱたぱたと奥からミナが出てくる。

「レイジさん、ノエラさん、お帰りなさい」

「ミナ。あるじ、大活躍」

「あら～そうだったんですか」

　一部始終をノエラが拙つたないながらもミナに教えると、不意にミナが泣きそうな顔になった。

　じ、とおれを見てくる。

「あれ……ミナ？　どうした？」

「……レイジさんは、冒険者じゃないじゃないですか。心配になるじゃないですかっ。どうしてそんな危ないことするんですかっ。レイジさんに、もしものことがあったら──わたし……」

　コドラに近づいていったときのことか。今にして思えば、無茶したなと思う。

「ごめん、気をつけるよ」

『もしも』を想像したミナが喉をしゃくらせながら、ぽろぽろと泣き出してしまった。

「な、ななな、泣くなよ！　ちゃんと帰ってきただろう？」

「レイジさんはっ……薬屋さんなんですっ……危ないことしちゃいけないんですっ」

「あるじに、もしも…………ノエラ、悲しい…………」

　想像しただけでノエラはぶわあ、と涙を溜める。おれにしがみついて泣きはじめた。

「あるじ、いっちゃダメ……死ぬ、ダメ……」

「何でノエラも──!?　落ち着けノエラ、おれはここにいるぞー？　まだ死んでないぞー？」

　頭を撫でて背をさすっていると、ミナもおれの胸に頭を預けてしくしく泣いた。

「ふわぁぁぁ～ん、レイジさぁぁぁん……っ」

　おれはそのまま二人を抱きしめて頭を撫でた。

「今度から、二人を心配させるようなことはしない」

「はい、お願いします……」

「あるじ。ノエラ、守る……」

　意外とおれは二人に想われているらしかった。説教されるよりも、これは何倍も効いた。
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　翌朝。

　焼き菓子を大量に買い込んだヒーズさんがやってきた。

「店主殿、店主殿ー！　昨日はずいぶんと世話になったな、ハッハッハ」

　さっそく来ちゃったよ。この世界には、社交辞令って言葉はないんだろうか。

　冒険者スタイルじゃなく、この世界の礼服らしき、スーツで正装をして、もう片手に花束を持っていた。

「ああ、どうも。……今日は何の用ですか？」

「──ミナちゃん、いる……？」

　さっきまで店番はミナがしていたけど、ノエラが気配を察知しておれを呼びにきた。それでちょうど店番を代わったところだった。今は扉からノエラとミナがこっちを覗いている。

　昨日、『わたしのことを、変な目で見ていたので嫌いです』とミナは言っていた。

「今は家事してるんじゃないですかね」

「そうか……ではこれを渡しておいてくれるか」

　ばさっと花束とお菓子をヒーズさんはカウンターに載せる。

「また、何かあったら店主殿に相談することにしよう。──ではな！」

「相談所じゃないんで、もう相談はやめてくださいー」

　聞いてるのか聞いてないのか「ハッハッハ」と陽気に笑いながら去っていった。昨日ドラゴンのオシッコシャワーを浴びたとは思えないほど元気だった。おれならヘコんで三日くらいは外を歩けなかったと思う。扉が開いて、ミナとノエラが出てきた。

「わぁーっ！　また焼き菓子じゃないですかーっ！　嬉しいですーっ」

「ミナってもしかするとチョロいんじゃ……？」

「え？　何ですか？」

「いや、何でもない。やっぱり相手が嫌いでもお菓子や花はもらうと嬉しいんだ？」

　ノエラは箱を投げ捨てて中身をモシャモシャ食べはじめていた。

「だって、お花とお菓子に罪はないじゃないですか。……あ。レイジさんがもし何か買ってきてくれるのなら、わたしは何だって嬉しいですよ？」

　にこっとミナは笑う。今度何か買ってきてあげようなんて思ったおれは、ミナのことを言えないくらいチョロいのかもしれない。おれが苦笑して何気なく外を見ると、店先に黒い陰がフッと落ちた。

　バッサ──バッサ──バッサ──。

　空気を裂く音が遠ざかって店を出ると、空のむこうに昨日のコドラが飛んでいた。

「あるじ、あるじ、これ」

　ノエラの声に振り返ると、葉の上に載せられた大量の赤い実があった。




【ロクショウの実：非常に香り高い木の実。高級食材のひとつ】




　これを届けに来てくれたのか……？

　お詫びかお礼かはわからないけど、おれはどんどん小さくなっていくコドラにむかって、ありがとうと叫んだ。










17　魔法のソース




　食材がないからってことで、今日のお昼ご飯は外食することにして、おれとノエラはこの前洗剤の試供品を渡した酒場兼食堂のうさぎ亭へやってきた。中に入ると、看板娘のレナが迎えてくれた。

「いらっしゃい、薬屋さん。それと、狼ちゃん」

　ノエラが満足げにうなずいている。狼って呼ばれたのが嬉しかったみたいだ。

　お店に来る人たちは「ワンちゃん」って言うから。ん……？　お昼時なのに、客がおれたち以外いない。大繁盛ってことはそう多くはないけど、誰もいないっていうのは珍しい。

　注文を取りにきたレナに、おれはいくつか料理を頼んだ。

「今日、お客さんいないんだね」

「あー……あはは……、今日っていうより、最近、かなぁ……」

「最近？　ずっとこうなの？」

　苦笑しながらレナはうなずく。

「あっちの通りに、お肉料理の美味しいコムデールってお店が出来たの知ってる？」

　来るときに、肉と脂のいいにおいがどこからか漂ってきたけど、その新しい店から漂ってきたみたいだ。美味なにおいを思い出したのか、ノエラの口からよだれがこぼれている。

　仕方ないな、とおれはハンカチで口元をぬぐった。

「ああ……その影響で、こっちがこんな感じに？」

「そういうこと……。夜もね、むこうでお酒飲む人が増えちゃって……」

　ってことは、単なる食堂じゃなくって、うさぎ亭とやることが丸被りしてるってことか……。

「お父さんもため息ばっかりついててね……」

　言われてカウンターのむこうを見ると、店主も元気がなさそうだった。

「ノエラ、うさぎご飯、好き」

　ノエラと一緒で、おれもここの料理は好きだ。むこうの肉を派手に焼いたりした油のにおいなんかに比べると、少し地味かもしれないけど、どのメニューも安定して美味しい。

「ありがとう、狼ちゃん。……お客さんがまったく来ないってわけでもないから……大丈夫だよ、きっと」

　口ではそう言っているけど、レナも元気がない。

「……コムデールのオーナーが前に一度ウチに来たの。店舗を買い取らせて欲しいって話をしにきたみたいで、もちろん断ったんだけど、そしたら帰り際に後悔させてやる、なんてことを言われたらしいの」

　我慢出来なくなったのか、ぽろぽろとレナは涙をこぼしはじめた。

「だって、だって……そんなこと、言われたって、仕方ないじゃない……ここはずっと前からやっていたお店で、はいわかりましたって、売ることなんて、出来ないよぉ……。売ったとして、私たち、そのあと、どうしたらいいの……」

「……レナ、元気だす。──る!?」

　ノエラがレナの頭を撫でるとむぎゅうと抱きしめられた。

「ありがとう、狼ちゃん」

　娘の異変を察知したのか、奥から店主がやってきた。

　三〇代後半くらいの歳で、クマみたいな大きな体格をしている。

「薬屋さん、娘が余計なことを言ったみたいで、すまない」

「いえいえ。大変みたいですね……」

　ははは、と店主は苦しそうに笑った。

「コムデールは、王都に本店があって、それで徐々に各町に店舗を出しては儲けをあげている店らしい」

「それで、今回ここにもやってきた、と……」

「そう。ただ、酒は出さないはずなんだけどなあ……」

　だから、店主も強気で追い返したらしい。

　この町の店舗だけ酒を出すってことは、あからさまにうさぎ亭を潰しにきているのがわかる。

　商売だから仕方ないと言えばそうかもしれないけど、やり方に少し悪意を感じる。

　カランカラン、と扉の鐘が鳴って、お客さんが入ってきた。

「いらっしゃ……」

「おやおや、相変わらず汚いお店ですねえ」

　やってきたのは、口元にひげを生やした男だった。ひげの先がくるりん、とカールしている。

　あだ名をつけるなら確実にピエールだった。

「客が入らないのも道理です」

　と、ピエール（仮）が嫌みたらしく言うと、店主がピエールを睨んだ。

「何しにきた。また店を買い取るって話か？」

「いえいえ、そんな話、今さらしませんよ。今回は、ビジネスのお話です。私、これでもあなたの料理の腕だけは買っているんです。どうでしょう、ウチで働きませんか？」

　うさぎ亭の店主をむこうで働かすってことになれば、当然店は潰れる。ピエールは、結構陰湿なやつらしい。真剣な顔をしているのならわかるけど、こいつ、半笑いなんだよなあ。

「いずれ潰れる店をやっていても仕方ないでしょう？」

　これは、第三者のおれでもイラッとした。

「利益だけの問題じゃない。この店は、俺たちの想い出がつまった店だ。そう簡単に潰させやしない。帰ってくれ」

　ふふん、と鼻で機嫌よさそうに笑うピエール。

「あのとき店を売っておけば、とか思うでしょうね、きっと。あなたが泣きながら働かせて欲しいと頭をさげる日は、そう遠くないでしょう。では、頑張ってください」

　手をひらひら振りながらピエールは店を出ていった。

「お父さん……何か手はあるの？」

　店主は深く息をついて、うなだれた。店主の気持ちは痛いほどわかる。

　おれだって一応は『キリオドラッグ』の店主なんだ。

　あの店を売ってくれって言われても、絶対に手放さないと思う。あそこは、ノエラがいて、ミナがいて、町のみんなとの思い出のある場所だ。お金の問題じゃないんだ。

「薬屋さん、なんとか、ならないかな……？」

「るう……あるじ、ノエラもお願い……」

　レナとノエラがおれを見つめている。

「おれもこの店は好きだ。潰れて欲しくない」

　とは言ったものの、料理は専門外だし……。むこうは肉のいいにおいを漂わすからな……。

　ガッツリ食いたいときはむこうに行ってしまう気持ちもわかる。

「ん？　におい？」

　人間の味覚ってのは、触覚よりも嗅覚によるところが大きいって話だ。

　肉や脂のにおいは確かに良い。でも、ずうっと嗅いでいたいわけじゃない。

　みんな、毎日食べようとは思わないだろう。

「アレ、使えないかな……」

「薬屋さん、何か思いついたの？」

「うん。ちょうどこの前、ロクショウの実ってやつが大量に手に入ったんだ。──おじさん、それ、使えませんか？」

「そんな高級食材、一体どこから……。ロクショウの実は……ソースの材料として使われることの多い食材。作るまでに相当な時間もかかるし、食材があっても、作り方がわからないんじゃあ……」

　作り方がわからない──？　小さくおじさんはため息をつく。

「レシピがわかっても、香りを損なわないよう調理するのは相当難しいという話だ」

　そういうものなのか。あれから三日に一回くらいの割合でコドラがロクショウの実を届けてくれる。高級食材だろうが何だろうが、多少失敗しても問題はない。

　それにおれには、創薬スキルがある。レシピだの調理だのはまったく関係ない。

「そういうことでしたら、任せてください。それよりも、あちらさんに勝てるレシピを考えていてください」

　おれが店から出ると、レナの声が後ろでする。

「薬屋さん、ご飯食べに来たんじゃなかったのー？」

「そんなの、あと、あと！　じゃ、すぐ戻ってくるから！」

　振り返ると、ノエラはレナと一緒に手を振っている。おれについてくる気はないみたいだ。

　……ノエラは、ご飯、食べたかったんだろうな。

　すぐ店に戻って創薬室へこもると、ロクショウの実を使って創薬をはじめた。

　チートな創薬スキルは、扱いが難しいと言われたロクショウの実を、完璧なソースに仕上げた。

「よし、これでピエールに勝つぞ！」




【ロクショウのソース：ロクショウの実で作られたソース。上品でいて濃厚な香りが特徴。酸味もあり、後味がさわやか。王ですら口にすることは少ない】




◆Ｓｉｄｅ　Ａｎｏｔｈｅｒ◆




　新店舗の売上は上々。ピエール（仮）ことフェルナンドは、コムデール・カルタ店の本日の売上を数えていた。くるりん、とカールしているヒゲを触りながら、口元をゆるめる。

「この売上をあと数日も続ければ、あの小汚い店も潰れるでしょうねえ……ククク」

　そうなれば、この町の食堂兼酒場はコムデール・カナタ店のみ。田舎はライバル店が少ないので、それさえ潰してしまえばあとは独占状態。勝利宣言も、先ほどうさぎ亭の店主に済ましてきた。

　この店で働かないかと訊いたが、むこうが必ず断るだろうと知っての提案だった。

「路頭に迷ったあげく、私に頭をさげる姿が想像出来ますねえ。一度断っておきながら頭をさげるというのは、一体どういう気分なんでしょうね、クククク……！」

　──そう、勝利は目前に迫りつつあった。

　だが翌日は様子が変わっていた。

　新店舗の様子がまだ気になるため、フェルナンドは今日もカナタ店へとやってきた。

「おや……今日は、客足があまり伸びないですね。何かあったのですか」

　店長に尋ねるが、首をひねるだけだった。宣伝は近隣の町にもしているため、まだまだ集客は見込めるはずだ。昼を過ぎても列をなした客が今日はいない。

　五〇席ほどある店内も空席のほうが目立つ。毎日外食することはないだろうから、そんな日もあるのだろう。フェルナンドはそう思っていたが、翌日も、その翌日も、さらに翌日も、客足は戻るどころか、次第に減っていった。昼に限らず夜も同じく減っている。もちろん、売上も減っていた。

　一体何が起きている──？

　フェルナンドはうさぎ亭への勝利宣言以来、はじめて町を歩いてみた。

　何の変哲もない田舎町に、かすかに上質な香りが漂っていることに気づく。

「っ、このにおいは──!?」

　知っている。知っている香りだ。

　豊潤な香りが記憶を呼び覚ます。

　大貴族との晩餐会で出された、あのソースだ。

　間違いない。

　そのソースを作ったのは、王宮御用達のとある名料理人。

　レシピは残しておらず、誰にも伝えないまま他界してしまった伝説のソースだ。

　国王すら、備蓄してあるソースを極々少量、大切なときにのみかけるという話。

　ロクショウの実は扱いが非常に難しく、名のある料理人でも、香りを殺さずに作るということが出来ない素材。

　作ったとしても、凡庸以下のソースに成りさがっている。

　だが、今感じているこの香りは、あの日のあのソースのもの。

「誰だ、誰が作った──!?」

　においを頼りに歩を進めると、町民たちが列を作っていた。

　その先には、あの小汚い店、うさぎ亭があった。

「ば、バカな──ッ！」

　何度目をこすっても、現実は変わらない。フェルナンドは並ぶ町民たちを無視して店へ入った。

　三〇席ほどの店内は満席。店主の娘、獣人の娘、あと、先日ここにいた青年が忙しそうにばたばたと店の中を動きまわっている。

「あ、ピエールのおっさん。食いたいんなら、ちゃんと並べよなー？　順番抜かして入ってきたろ？」

　青年が空いた皿をさげながら言った。

「くッ」

　唇を曲げ、フェルナンドは列の最後尾に並んだ。

　虫の息だったうさぎ亭が、息を吹き返すどころか大繁盛している。

　ライバル店に、何が起きたのか知っておかなければならないだろう。

　長時間並び、ようやく順番がまわってくると店主の娘がやってきて席に案内してくれた。

「もうあんな酷いこと、言わせないんだから。ご注文をどうぞ、ピエールさん」

「誰だ、ピエールとは。……あるのだろう、ロクショウのソースが。それがかかった料理を」

　こくんとうなずいた娘は踵を返しカウンターのむこうにいる店主に注文を告げる。

　しばらくすると、黒髪の青年が料理を運んできた。

「お待たせしました、ピエールさん」

「だから、誰だピエールとは」

　置かれた皿には蒸し鶏が載っている。それに、青年が薄赤いソースをひとかけ。

　すると鼻先で香りが弾け飛んだ。我知らず、ゴクリ、と喉が鳴った。

　店内からも漂っていたが、これはその比ではない。

　芳香の爆発。そう表現するに相応しい現象だった。

　蒸し鶏をフォークで刺し口へ運ぶと、鼻の奥にしっかり濃厚な香りが残った。

　だがその反面、清流のような清涼感を感じられる。

　舌の奥で十全に堪能した酸味がその原因と思われる。

「──、─っ」

　ただの蒸し鶏が、こんなに美味いと思ったのははじめてだった。

　フォークが止まらない。

「ピエールさん、あんま急いで食べると喉に詰まらせますよ？」

　ロクショウのソースは異名がある。どんな料理にも必ず合うため魔法のソースとも言われていた。気づけば、フェルナンドが注文した皿に料理はなくなっていた。周りの客を見て、そうか、と思い至る。

　コムデールの客層は基本的に男が多く、もっと言うなら若い世代が多数を占めた。

　肉とそれに合うソースを使っているせいか、脂が重く感じられたくさん食べようとは思えない。だが、うさぎ亭の客層は、老若男女の客が席について食事をしている。

　濃厚な味と、さわやかな酸味のおかげでいつまでも食べていたくなるような味に仕上がっている。しかも、値段がこのひと皿でたった五〇〇リン。酒のつまみにしてもよし、パンとの相性も抜群。

　ロクショウのソースでこの価格設定は、革命的な値段だ。

「誰だ、ロクショウのソース──いや、革命ソースを作ったのは。あれはもう誰にも作れないはず──。店主か……？」

　青年に訊いてすぐ違うということがわかった。作れるのなら、とっくにそうしている。

　同じ理由で娘も違うだろう。だとすれば、先日店にいたこの青年か──。

「さあ、誰でしょう」

　青年は肩をすくめてとぼける。

「ロクショウの実を揃えて調理しソースに仕上げたのは君か！　ならば取引をしよう、革命ソース一本五〇万リンで買い取ろう、どうだ、なかなかの値段だろう？　ん？　良い話だと思わないか？」

「何でみんな革命ってつけたがるんだろう……」

　ボソボソと青年はつぶやく。

「ピエールさん、おれは、うさぎ亭のおじさんやレナに使ってもらうためだけにソースを作った。現物が欲しいんなら、おじさんに言うんだな。泣きながら欲しいって頭をさげれば、もらえるかもな？」

　ニヤリと青年は笑う。

「世の中、みんな金だけで動くわけじゃないんだぜ？」

「くっそぉおおおおおおおおおおお──」

　ダンッ！

　テーブルを勢いよく叩きつけ、皿の残りを無理やり口に詰め込んだ。

「おいしいでしょ？」

　会計のとき、うさぎ亭の娘が、やはりニヤニヤしながらフェルナンドに尋ねた。

「～～ッ」

　金をぞんざいに放って、店を出ていく。そういえば、とフェルナンドはバッグを店に忘れたことに気づいた。

「ピエール、待つ。忘れ物」

　てけてけ、と走ってきた獣娘がフェルナンドのバッグを持ってきてくれた。

「おぉ……わざわざ持ってきてくれたのですか」

　愛らしい獣娘の頭を撫でてあげようとすると、ぺしん、と伸ばした手が弾かれた。

「勝手に触る、ダメ。ピエール、それセクハラ」

「獣人のクセに──」

　ぼそり、と言うと聞こえたらしく、少女が目を吊り上げた。

「ノエラ、獣人、違う！」

　ゲシッ！

　強烈なローキックがフェルナンドのすねに炸裂した。

「ほぅっ!?」

　思わず屈んで悶絶していると、獣娘はさっさと走り去ってしまった。

「……どうして私が、こんな目に……！」

　原因は、確実にあの青年が作ったらしいロクショウのソース。

　あの場では金じゃない、なんて恰好をつけたことを言っていたが、そんなわけはない。

　みんな金が大好きなのは、当たり前のこと。フェルナンドは、善は急げと慌てて現金を用意した。

　口で言う五〇万リンと現物の五〇万リンがあるのとでは、与える印象もまったく違う。

　さらに積めるように、さらに三〇万リンを多めに持ってきた。

　閉店後に交渉するべく、フェルナンドは物陰に隠れて青年が出てくるのを待った。

「フフン、あのソースさえ手に入れば、今度こそうさぎ亭を叩き潰せます……！」

　今回は他にも大人の切り札を用意している。

　これで落ちないワケがない。それからしばらくして。

　黒髪の青年が店から出てきた。

「やあ。昼間はどうもー」

「うげ。出たな、ピエール。……何か用ですか？」

「さっきの話ですが……どうでしょう、五〇万リン。現金でここにあります。ソースを売っていただけないでしょうか……？」

　チラチラ、とバッグにつめた五〇万リンを見せるが、青年は興味なさそうにあくびをしている。

「だから、売らないって言ったじゃないですか」

「六〇万でどうでしょう……あ、いや、七〇万！　いいや、八〇万！」

　反応が変わらない。切り札を切るタイミングはここ以外にないだろう。

　フェルナンドはバッグを放り出し、しゅばっと慣れた動作で土下座した。

「売ってください──どうか、この通り……」

「あ。ちょうどよかった」

　何がちょうどいいのか、と思っていると、青年がフェルナンドの背に座った。

「疲れてたんですよ。いい感じに座れるイスがなかったから」

「……この私を、イス扱い……ッ！」

「何か言いました？」

「あぁ、いいえ、何も。……では、いくらなら売ってくださるんです？」

　イスの言葉にレイジはうんと伸びをする。

「一兆リンならいいですよー」

「い、いっちょう……」

　要するに、売らないという比ひ喩ゆと受け取っていいだろう。

「で、では、あの実、ロクショウの実はどこで手に入れて……」

「ああ、あれは『知り合い』に良い奴がいて、毎朝置いてくれるんです。こっちもお返しにポーションやら何やらをそこに置いておくんです。そしたらまたロクショウの実が置いてあって……その繰り返しです」

「ではその知り合いを教えてください──っ！」

　地面に額をこすりつけると、困ったような声が降ってきた。

「いいですけど、魔物ですよ？　滅多に遭遇出来ないタイプの。下手すりゃ食われるかも」

　そのまま丸くなって地面を叩くフェルナンド。

「くっそぉおおおおおおおおおお──」

　うさぎ亭にソースがある以上、フェルナンドの完全なる敗北であった。

　立ちあがった青年が、おいおい泣いているイスを見おろす。

「いい歳して泣かなくってもいいじゃないですか。……これ、あげますから元気出して下さい」

　包みを差し出され、フェルナンドは受け取る。

　何が中にあるのかなんて、見なくてもにおいでわかる。

　思った通り、中にあったのはソースのかかった蒸し鶏だった。

　じゃあ、と青年は立ち去っていく。

　フェルナンドはひときれ摘まんで口に放り込んだ。

「くそぅ…………美味い……」

　うさぎ亭──もとい、青年の作ったソースに完全敗北を喫したコムデール・カナタ店。

　徐々に売上がさがっていったため、うさぎ亭を潰すことは出来ず、利益独占に失敗。

　開店後三日はナンバーワンの店だったが、早々にうさぎ亭に王座を返還することとなり、以降は、潰れない程度にぼちぼち営業していくのであった。










18　ノンストップ・リビドー




　ジラルの彼女──フェリスさんから創薬の依頼があり、おれは少し悩んでいた。

　ヤンデレ彼女のフェリスさんは、人目を気にしながらお店に一人でやってくると、おれにこんなことを言った。

『ジラルの子供が欲しい』

　……うん。

　一日中ずっとヤってればいいんじゃね？　リア充爆発すればいいんじゃね？

　って思ったんだけど、事はそう単純じゃないらしかった。

『最近、ジラルが……あまりその……』

　ごにょごにょ、とフェリスさんは言いにくそうに、してくれなくなった、と言った。

　ジラルに問題があるのか、それとも他にオンナがいるからなのか。

　不安で不安で不安で不安で不安で、夜も眠れないらしい。

　このパターン、前回と一緒。

　やばいパターンだってすぐにわかった。

　簡単に言えば、ジラルがヤル気になる薬を作って欲しいそうだ。

　媚薬的なやつ。

　先日、大振りのナイフを突きつけられた恐怖が脳裏をよぎり、おれは出来るかどうか考えることを伝えて、一旦帰ってもらった。

　フェリスさん以外に彼女がいるなんて話、おれはジラルから聞いたことがない。

　のほほんとした顔をぶらさげたジラルが今日もやってくると、おれはさっそく事情聴取することにした。

「最近、フェリスさんとの仲はどう？　仲良い？　ケンカとかしてる？」

「え？　ううん、してないけど。どうかした？」

　うーむ。

　フェリスさんがやってきてヤル気の出る薬を作って欲しいって言ったのは、教えていいんだろうか。

　けど、プライバシーに関わる部分だからなあ……あれこれペラペラしゃべるのはよそう。

「いや。それならいいんだ。将来的には、結婚とか考えてるの？」

「結婚……そうだね、一応は考えてるよ？　フェリスは隣町の豪商の娘だし、お互いの親もそれに関しては了承してくれている状態なんだ」

　ってなると、いずれは結婚する感じなのかな。

　最初、創薬依頼の話を聞いたとき、既成事実を作ってしまえっていう女の陰謀的な何かを警戒したんだけど、単純にセックスレスが続いているってだけのようだ。

　ほぼ婚約状態なのに、そんな状況に不安を覚えたのかもしれない。

　割と真面目に訊いたところ、ジラルは浮気もしてないみたいだ。

「レイジ君、そんなことを訊いてどうするんだよ？」

「一般論を言うと、順序は守って欲しいところだけど、好き同士で将来をちゃんと考えているならオッケー、なのかな……？　ジラルんちは金持ちだしな」

「え？　何の話？」

「いやいや、何でもないんだ」

「？」

　不思議そうにジラルは首をかしげる。

　疲れていたりその気じゃなかったりすれば、そりゃ元気も出ない。

　たまたまそういう日が続いただけなのかもしれない。

　おれは濁しながら話題を雑談にシフトしていき、ジラルはやがて帰っていった。

　またナイフを振り回しながら町中を走られちゃ困るから、おれは依頼通り、その気になる薬──いわゆる精力剤を作ることにした。

　いつものようにノエラと一緒に森を歩き、素材となるムクという植物の根と他数種類を採取。

　あとは、飲みやすくするための果実を市場で買って店に戻った。

「お帰りなさい、レイジさん。今回はどういうお薬を作るんですか？」

　店番をしていたミナには、さっきの会話が少し聞こえていたみたいだ。

　どういうお薬って……。

　こういうのは、女の子には言いにくい部分があるな……。

「ええっと、元気になる薬、かな」

「元気、ですか……エナジーポーションとは違うんです？」

「美味の味？　元気の味？」

　ノエラも興味津々らしい。

「あれより、もうちょっとピンポイント……かな？　美味になるように頑張るよ」

　おれはその場をやり過ごして創薬室に入る。

　スキル通り手順に従って薬を作ると、すぐに出来た。




【エモーショナル・ドライブ：エモーションがドライブする精力増強剤】




　頭文字をとるとアレだけど、大丈夫、なんだよな……？

　精力増強剤って書いてあるから創薬は成功しているんだろうけど、説明がどことなくうさんくさい。

　おれが飲んで試してもいいけど、相手がいないのに悶々とするのは悲しい。

　…………とても悲しいです、はい。

　どうせまた明日ジラルが来るだろうから、渡して効果があったのかどうかあとで訊けばいいや。

「うん。これでたぶん、明日の夜には一件落着だ」

　トイレに行って創薬室へ戻ってくると、作ったはずの新薬がなくなっていた。

「あれ──？　ない！　どこいった……？　ＥＤ剤がない！」

　おかしいな、さっき、床に置いておいたはずなのに……。

　おれが創薬室を探していると、リビングからミナとノエラの声がする。

「家事疲れと言うんでしょうか、ノエラさん……。最近、わたし、何をするにしても体が重いんです……」

「あるじ、作った。これ。元気の味」

　──!?

　ちょ、待て。元気の味ってまさか──？

　おれが急いでリビングに行くと、思った通り、ノエラがおれの作った新薬をミナに飲ませているところだった。

　名前を略したらＥＤだからって、効果は男限定ってわけじゃないだろう。

「ミナ！　それ、飲んじゃダメなやつ！」

　ときすでに遅く、ミナはコクコクと細い喉を鳴らしていた。

「あ、ごめんなさい、わたしったら。元気の出るお薬だと聞いたもので……」

　言っている間に、ミナの頬が赤く染まって目がとろん、としていった。

　ふらり、と倒れそうなところをおれは慌てて抱きとめた。

「れ、レイジさん……、ど、どうしましょう……わ、わたし……」

　瞳をうるませたミナは膝をすりあわせ、恥ずかしそうにおれから目をそらした。

「…………とっても、えっちな気分になってしまいました……っ」

　正直だな！

　そんな顔で、そういうことを言うのはずるい。

　ベッドまでお姫様抱っこし、めちゃくちゃした──なんて展開にはもちろんならない。

　あ、そうだ。

　この前、コドラに使った解毒剤。

　あれには鎮静作用もある。

　在庫がまだいくつか店にあったはず。

　おれがミナをソファに寝かせると、首に腕を回され、ぎゅっと抱き寄せられた。

「わっ」

「うふふ～レイジさん、どこに行くんですかー？」

「どこって、店だよ、店」

「わたしをこんなことにしたのに？」

「したのは薬であって、おれじゃないだろ」

「どっちでもいーんですっ」

　ちゅ、とミナがおれの頬にキスをした。

「あ、こら。やめろ。あとから死ぬほど恥ずかしくなっても知らないからな？」

「もう死んでまーす」

　か、絡みにくい。幽霊の自虐ネタ。

「めちゃくちゃにしてもだいじょーぶでーすっ」

　いえーいっ☆　な感じだった。

「そんなこと言って、あとから我に返って後悔するぞ？」

「…………死んでから、もう何十年もずっと色んなことを後悔し続けているんです……今さらひとつ増えたところで──」

「話が重いわっ」

　ミナに絡みつかれているおれを見て、ノエラがうんうんとうなずく。

「ミナ、元気出た。元気、大事。とても大事」

　ノエラはまだ液体の残る瓶を持ってリビングを出ようとする。

「おおおおおおおおい！　ちょ、待って、ノエラ！　ノエラさぁああああん──!?」

　ぱたり、と扉を閉めて店へ行ってしまった。

「また『ノエラ』さん。ノエラノエラノエラ、レイジさんはいつもノエラさん。わたしも、少しは見てください……」

　うる目でそんなことを言うなんてずるい。

「でないと、わたし、憑ついちゃうぞっ☆」
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　ポップに呪うと宣言された。

「わかった、わかった、あとで何でもしてあげるから」

　と言って店に行こうとすると、ミナは腕を組んでおれについてきた。

「レイジさん、レイジさぁ～ん……うふふ」

　とにかく、解毒剤を欲情しているミナに飲ませないと。

　おれが店に戻ると、傭兵団団長のアナベルさんとノエラがいた。

　すでにアナベルさんの手には精力剤入りの瓶が握られている。

「元気の味。元気、大事」

「おう、サンキューな。最近ちっと疲れてたからな……」

　ぐいっとアナベルさんは瓶の中身を飲み干す。

「あー！　それ飲んだら──」

　カラン、と空の瓶を落としたアナベルさん。

　キツい顔つきが次第にゆるんでいき、鋭い目つきがどこやぼんやりとしていった。

「薬屋……アタシ、どうしちまったんだろう……なんか、変な気分に……」

「やっぱり！」

　いつの間にか傭兵団のみなさんが店の外から様子を見ていた。

「だ、団長、ど、どうしちまったんだ……？」

　困惑したような普段見せない表情で、アナベルさんはおれを上目づかいで見る。

「アタシじゃ、やっぱダメか……？　筋肉ばっかで……その、ちょっとゴツゴツしてるかも、しんねえけど……あ、アタシっ、が、頑張っから……！」

　ズキューン。

　見ていた傭兵団のみんなが胸を押さえて苦しみはじめた。

「口が悪くてガサツな団長の、乙女な一面……ぐはっ……かわいい……」

「あんたらは仕事しろよ」

　警備サボって何してんだ。

「いつも朝にポーションを受け取りにくる方ですね？　レイジさんの顔が見たいがために、わざわざ」

「ち、違う……もん。朝は、暇だから……アタシが、たまたま、偶然……」

　声ちっちゃ。

　アナベルさんに自慢するように、ミナは胸を張って言う。

「レイジさんはわたしとこのあと、えっちなことするんですから」

「しねえって」

「アタシも混ぜて三人でいいよな──？」

「よくねえよ」

「あ、それいいですね～」

「乗っかるな！」

　おれはハレンチ娘二人に抱きつかれながら棚に目をやった。

　──よかった、解毒剤の在庫が二個ある。

　これを二人に飲ませれば。

「ノエラ、そこの棚にある解毒剤！　取ってくれ！」

「わかた。あるじ、任せろ」

　おれが指差した棚の前で、ノエラは背伸びして瓶に手を伸ばす。

　二本を両手に掴んだ瞬間のことだった。

「るっ？」




　つるりんこ。




　ノエラが持った解毒剤が両手から滑り落ちる。

　バリン、と二本の瓶は割れて液体が床に飛び散った。

　やべえ、どうしようこれ、とか思ってそうなノエラと目が合う。

「ノエラ」

「………………あるじ、ノエラ、用事思い出した」

「嘘つけぇえええええええええ！」

　ギャン、とノエラは獣の敏捷性を発揮し、走って逃げた。

「うぉおおおおおおおおおおおおい！　ノエラぁああああああああああああああああ！　カムバァアアアアアック!!」

　もちろん、ノエラは戻ってこない。

　しん、とした店内。

「さーてと……おれもちょっと用事思い出したから外に──」

　ぎゅ、と両腕をがっちりホールドされる。

「レイジさんっ」

「薬屋」

　このあと、二人に抱きつかれたまま解毒剤を創薬して、どうにかして飲ませることに成功した。

　精神的に相当疲れた、ということだけ、ここに記しておこうと思う……。







　翌日。

「はぅ～～～～～～どうしてわたし、あんなことを……っ」

　両手で顔を覆うミナが、天井を右に左にゴロゴロ転がっている。

「わたし、恥ずかしくて死んでしまいそうです……じ、じぶんから、ちゅ、ちゅーをしてしまうなんて……っ。はぅ～です……」

　だから言っただろうって言っても、ぼんやりしていておれの発言はよく覚えてないそうだ。

　アナベルさんはポーションの受け取りには現れず、見知った傭兵団の団員が代わりに受け取りに来た。

　その団員いわく、しばらく顔を合わせられないそうだ。

　だから当分は、団長以外の誰かが来るらしい。

「何があったか知りませんが、昨日のことを言うと問答無用で殴られるんで、薬神も気をつけてください」

　そう言い残して帰っていった。

　ノエラはあれからしばらくして帰ってきて、瓶を割ってごめんなさいと謝ったのですぐ許した。

　店番をしていると、情けない声とともにジラルが入ってくる。

「レイジ君、聞いてくれよぉー！」

　来たな、勝ち組リア充。

「愚痴の前に一個だけ、ジラルに渡す薬がある」

「え？　なに？　危ない薬？」

「何でだよ」

　おれはフェリスさんと一緒のときに飲むように、と説明して、創薬し直した精力剤を渡した。

「これは元気が出る薬であるからして……」

　くんくん、とにおいをかいだジラル。

「元気が出るだけなら、別にフェリスと一緒じゃなくてもいいじゃん」

　ごくん、と精力剤を全部飲んだ。

「あれ……体が、あつい……っ」

「だ──か─ら──！　人の話を聞けよっ！」

　このあと、解毒剤を即飲ませた。

　作り直してジラルに薬を持って帰らすと、それから、フェリスさんは相談に来なくなった。

　問題はこれで解決したってことでいいだろう。

　もう結婚しちゃえよ、と仲良さそうな二人を見る度に、おれはそう思うのであった。










19　チート薬師は結果にコミットする




　閉店後、おれがリビングでのんびりしていると、浴室のほうからノエラとミナの声が聞こえてきた。

「ノエラさん……わたしのコレが、少々まずいことになってきました……」

「前、なかった。ミナ、むにむに」

「やっ、ちょっと触らないでください～」

　何してるんだろ？

「あるじ」

　まだ髪の毛が乾き切っていないノエラがおれに飛びついてきた。石鹸のいい香りがする。

「ん？　どした？」

「ミナ、太った」

「え？」

　ノエラの次に出てきたミナを見るけど、別に太っているようには見えない。じいっと凝視してもまったくそうは思えなかった。髪の毛をタオルで拭いているミナが首をかしげた。

「どうかしましたか、レイジさん」

「ノエラ、何を根拠にそう言ったんだ？」

「あるじ、これ、見る」

　近づいていくと、ノエラはミナのワンピースの裾をがばっと上のほうまでめくった。

　当然パンツは丸見え。バスッ、とめくられた裾をミナが慌てて押さえつけた。

「──ななななな、何でめくったんですか、ノエラさんっ」

「あるじに、見せようと思った」

「見せちゃダメですっ」

「ミナ、ぱんつ、違う。見せるの、ミナのむにむにのお腹」

「そっちも見せたくないです！」

　それでおれにお腹を見せようとノエラはめくったわけか。

「ノエラが、ミナが太ったっていうけど、全然そんなことないぞ？」

「ほんとですか～っ？」

　ほわわぁ～ん、とのほほん顔でミナが微笑む。

「あるじ。違う。ミナ、いっぱい隠している」

　ノエラがミナのお腹をつつくと、しょぼん、とミナが肩を落とす。

「……はい。悲しいことに、わたし、いっぱい隠してしまっているんです、レイジさん……」

　幽霊でも太ることあるんだ。ミナは実体をもつことが出来るから、体重の増減はあるのか。

「霊体でいるうちは太ることはないの？」

「そうですね。おそらく、実体でいる時間がここ最近ほとんどでしたので、そのせいかと……」

「ミナはここから出られないし、運動しないから仕方ないって言えば仕方ないのか」

　ノエラはおれと薬草採取で森を歩くことが多いから、運動不足ってことはまずないだろう。

「レイジさん」

　珍しくシリアスな顔でミナはおれを見る。

「わたし、痩せたいです」

「そっか、ダイエットするのか……がんば！」

　親指を立てて励ましてやると、言いにくそうに人差し指同士をちょんちょんと、合わせるミナ。

「あのう、レイジさん。もしよろしければ……お薬をですね？　作っていただければ、わたし、とっても嬉しいなー、なんて……？」

　ミナはおれの顔色をうかがうように上目づかいで見てくる。

　痩せ薬か。痩せやすくする程度の物なら創薬スキルで作れるみたいだ。でもなあ……。

「なんです、レイジさん？」

「ダイエットに近道はないと思うぞ？　地道な努力。これありきだと思う」

「わ、わかっています……ですけど、『楽して痩せる』これは、全乙女の永遠のテーマなんです！」

　拳を握ってミナは熱弁する。

「ねえ!?　ノエラさん！」

「ノエラ、太らないタイプ」

「ノエラさんの裏切り者っ」

　ふりんっ、ふりんっ。

　ミナの前で尻尾を振りながら、ノエラはドヤ顔をしている。こほんとミナはひとつ咳払いをした。

「ノエラさんのような例外もいますが……大抵みなさんお悩みなんです！　なので、作れば女性にバカ売れ間違いなしですっ！　それで、そのお試し役として、まずはわたしがですね？　お薬を飲んで痩せます。絶対に。痩せてみせます、必ず」

　もう、最後のほう意気込みになってるじゃねえか。

「わかった、わかった、そこまで言うんなら、作るよ」

「わぁーいっ！　レイジさんありがとうございますー！」

　喜びを爆発させたミナがおれに抱きついてくる。うずうずしたノエラもついでに抱きついてきた。

「わたし、寝ないで待っています！」

「期待し過ぎ」

　ビシッ、とミナの頭にチョップする。結局本人が頑張らないとダメなんだけど、そこんとこわかってんのかな？　二人を剥がして創薬室に行こうとするとミナもついてきた。

「お手伝いします」

「ミナには、ミナの仕事があるだろ？　残った家事とか、そういうの。そっちを頼むよ」

　代わりにノエラが創薬室についてきて、作業をはじめると、おれの膝の上でこてん、と横になってすぐに眠ってしまった。

　風呂上がりのふさふさの尻尾を抱いて、くうくう、と寝息を立てている。

「手伝うつもりは、あんまなかったんだ……」

　おれは苦笑しながら手を動かしていく。備蓄してある乾燥させた薬草を煮詰め、クチクンという成分を抽出する。あとは、飲みやすいように花や果実の香りをつけて、例のごとく瓶を振って創薬完了。

「よし、出来た」




【クチクンジュース：クチクン成分が代謝を促進。脂肪を燃焼しやすくする】




　継続して飲む必要があるため、おれはひとまず一週間分作り置きしておいた。

　一口舐めてみたけど、香りもよくて飲むのも苦にならないジュースに仕上がっている。

「上出来だな」

「──出来たんですか!?　出来たんですね！　わぁーいっ」

　ばたばた、と走ってきたミナが瓶を一本手にした。すげーナイスなタイミングで入ってきたな、ミナのやつ。ずっと外から見守ってたんじゃないだろうか。

「これを飲んだだけで痩せるわけじゃないからな？」

　おれがあーだこーだ説明するけど、ミナに耳にはあまり入ってないみたいだった。

「わかってます、わかってます、地道な努力が必要なんですよね。……これでもうノエラさんにむにむにさせないんですから」

　ぐびり、と今日分のジュースを飲みほし、むふーと満足そうにミナは鼻息を吐く。そんなに痩せなきゃって思うほど太っているようには見えない。つんつん、とお腹を触ってみる。

　ぷにん、とした感触があった。

「ひやあんっ!?　な、なに触ってるんですかっ」

「悪い悪い。ダイエットするほどなのか？　別にちょっとくらいぷにぷにしててもいいと思うけど」

「ダメです。そのぷにぷにが、もうアウト。放っておけば、進化してぶにぶにになってしまうんですから」

　そういうもんなのか。ガリガリよりはちょっとぷにっとしたほうが好きなんだけど、それは、たぶんミナの理想とは違うんだろう。

　その日から、おれが説明した通りミナは毎日一本ずつクチクンジュースを飲んだ。今回は薬というよりは、健康食品的な扱いだ。だから、効果は多少個人差が出るだろう。

　実は、おれもこっそりクチクンジュースを飲んでいる。これくらいならおれでも簡単に試すことが出来るし、モニターは多いほうがいいだろうと思って。いつも通りの一週間を過ごしていくと、おれの体に少しだけ変化があった。多少ぷにっていたお腹回りのぜい肉がちょっとなくなっているような気がした。体重計がないから、わかりにくいけど、どうなんだろう。

「ノエラ、どう思う？」

　上のシャツを脱いでノエラに見てもらうと、コクコクとうなずいた。

「変わった。あるじ、ちょっと痩せた」

「そ、そうか？　やっぱり？」

「ジュース、すごい。あるじ、がんばった」

　なでなで、とノエラがおれの頭を撫でて労ってくれた。別に痩せたいって思ってたわけじゃないけど、成果が出るとそれなりに嬉しい。こういう、『○○するだけで痩せる』っていうやつ、おれは信じない派だった。でも、今回からはちょっとくらい信じてもいいかもしれない。

　肝心のミナはどうなんだろう。

「ミナ。ジュースの効果どうだー？　おれはちょっと効果あったぞ？」

「ほんとですかー！　おめでとうございます！　それならきっと、わたしにも効果はあるはずです！」

　ほくほく顔のミナ。ノエラ調査員が人差し指を立てて、それをミナのお腹にぶすっと刺した。

「どうです、どうです、ノエラさん？」

「…………」

「わたし、あまり意識しないように今日まで過ごしてきたので、どれだけ痩せたのかが全然わからなくてですね──」

　ノエラは静かに首を振った。

「変わってない」

　ミナの顔色が真っ白になる。余命三カ月って宣告されたみたいに、無表情のまま硬直した。

　ノエラがミナのお腹を触る。

「むにむに」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁああああ！　どうしてですか、どうしてですか──レイジさんは痩せたのに、どうしてわたしだけっ」

　ミナが涙目でおれを見る。おいおい、泣くようなことじゃないだろ……？

「痩せるジュースのはずなのに……」

「いやいや、何回も言ったけど、そういうジュースじゃないから。痩せるのを手助けするだけだから。あ……もしかして──」

　ミナのやつ、痩せるからって安心して間食してたんじゃ──。

　流し台の下に棚があって、そこにお客さんからお礼や何やらでいただいたお菓子を入れている。小さな扉を開けると、一〇箱くらいあったお菓子が半分に減っていた。

「おい、ミナ。おまえ、お菓子食いまくっただろ？」

「わ、わたしだけじゃないですよ！　の、ノエラさんも、ノエラさんも一緒に食べました！」

　ぴゅーん、とノエラが逃げ出した。怒るつもりはなかったけど、怒られると思ったらしい。

「あのな、お菓子が減ったことを怒ってるんじゃない。……ダイエット中に間食したことを怒ってるんだ」

　そりゃ痩せねえよ。家にずっといる上に、安心してお菓子食ってるようじゃ。

「わ、わたし、楽して痩せたいんです……っ」

「ダイエットを舐めるな」て言っても、おれも言うほど大してダイエットのことは知らない。

「ミナ、本気で痩せたいか？」

「はい、痩せたいです！」

「よし。ミナは外に出られないから……筋トレしよう。あと、間食禁止な？」

「ふぇぇぇぇぇ……」

「本気なんだろ──!?　おまえの痩せたいっていう情熱はそんなもんかッ！」

「が、頑張りますぅぅっ」

　そんなこんなで、無理のない軽めの筋トレメニューを組んで、ジュースを飲みながらの一週間がまたはじまった。当然、間食はなし。ノエラにも筋トレを手伝ってもらい、ストイック（と本人は言っていた）な一週間が終わった。ノエラ調査官が人差し指をミナのお腹にぶすっと刺す。

「……むにむに、なくなった」

「──やったぁああああああああ！　やりました、やりましたよ、レイジさんっ、ノエラさんっ」

　おれとノエラの手を握って、るんるん、とミナは輪になって回りはじめた。

　本人はすごく喜んでるけど、おれが普段運動している分を筋トレに置き換えて、おれがしない間食をやめさせただけなんだ。てことは、やっぱりそれなりにジュースの効果はあったんだ。

「ありがとうございます！　あのジュースと、それを作ったレイジさんのお陰です！」

　そんなふうに喜んでくれるなら、おれも作ったかいがあったってもんだ。

　──けど、二週間後に悲劇は起きる。

「ミナ、むにむに」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?　またですかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　……リバウンドしたらしい。

　やっぱ、大事なのは地道な努力の連続なんだね。










20　狩猟祭と薬師




　店の奥からは夕食のいいにおいが漂っていた。

　外を見ると、もう夕方というよりは夜に近い時間となっていた。

　今日の晩飯、何だろう。そんなことを考えながら店じまいをしていると、彼女がやってきた。

「レイジー？」

　凄まじい美貌を誇るエルフの女の子──クルルさんの妹リリカだ。

「何だよ、閉店間際に」

　おれが面倒くさそうに言うと、カウンターのむかいにやってきた。

「そんな邪険にすることないじゃない」

「来るなら来るで、もうちょっと早く来て欲しいんだけど」

「お昼は……色々とやることがあるからダメよ」

　最近、クルルさんは忙しいらしく、ほとんど店に来ない。

　その代わり、妹のリリカがやってくるようになった。

「で、今日は何？　手短に頼む」

「今度、森で狩猟祭があるのよ」

「狩猟祭？」

「ええ。簡単に言うと、森にいる魔物や動物をどれだけ狩れるかっていう毎年の行事なんだけど、魔法は使っちゃダメだから、弓の技量がモノを言うわけ」

　ふんふん、と聞きながら、ほんのり赤くなったリリカの顔を見る。

「兄さんって弓が上手でしょう？　それで毎年優勝していたんだけど、今年は運営側だから出場はしないの。それで今年は私が出ることになったんだけど……私、弓が得意じゃなくて」

「先に言うけど、弓が上手くなる薬なんて作れないからな？」

「そ──そんなこと頼みに来たんじゃないわよ！　見くびらないでちょうだい」

「じゃなんだよ？」

　心外だったのか、フン、とリリカは顔をそむけて、ぼそっと言った。

「…………弓が下手っぴな私でも優勝出来る薬を……」

「出来るかぁーい！」

　丸投げもいいところだ。むしろ『弓が上手くなる薬』よりも難易度が高いような気がする。

「ど、どうしてよ！　矢が的に必ず当たる薬を兄さんには作ったじゃない！　私、知ってるんだからね？」

「そんな薬作った覚えはねえよ。あれ、ただの目薬だから。視界がちょっとクリアになってピント調整が楽になるだけだから」

　毎回そうだけど、おれの作った薬をみんな勘違いして、効果に尾ひれがついているな……。

「親愛なるお兄ちゃんに弓の稽古してもらえばいいだろう？　薬になんて頼らなくても」

「兄さんは、いつも私を子供扱いするの。『リリカに弓はちょっと難しいから』なんて言って……。だから、兄さんには頼りたくないの」

「それで、薬でどうにかしてくれるからおれのところに来たの？」

　無言で棚を見つめるリリカは、おれのほうは見ずに、こくんとうなずいた。

「ちなみに、リリカは優勝してどうしたいの？　弓が上手くなるように努力して、それでもダメだったら、おれはそれでもいいと思うんだ」

「私は……兄さんを見返したい。子供扱いしている私が、狩猟祭で優勝すれば兄さんは私のことを認めてくれると思う」

　ふむ、とおれは腕を組む。意地っ張りだからそんな素振りは全然見せないけど、ほんの少し見えた手には、痛々しいマメがいくつも出来ていた。

　自分なりに努力してもうどうにもならなくなったから、おれを頼ってきたってところか……。

　他の出場者からすればズルなのかもしれないけど、でもやっぱりおれは、この子の力になってあげたいな、と思ってしまった。優勝の副賞は特になく、賞金がもらえたりすることはないらしい。

　強いて言えば優勝という名誉がもらえるくらいのものだそうだ。

「よし、わかった。手助けするよ」

「ほんと？」

「うん。ただ、リリカがどれくらいの腕前なのかがわからないと、薬の作りようがない。あと、優勝させる薬だとか、弓が上手くなる薬だとか、そんなのは作れないからな？　あくまでも、サポートするだけの薬だから」

「わかったわ」

　こうして、おれはリリカの狩猟祭優勝のため、手を貸すことになった。







　翌朝。いつも稽古をしているという森の一画へ索敵要員のノエラと一緒にやってきた。

「レイジ、ノエラ、おはよう」

「おはよう」

「はよ」

　おれとノエラが挨拶を返すと、リリカが弓を構えて矢をつがえた。

　ヒョン。

　放った矢は、二〇メートルほど先の的をかすめていき、後ろの大きな砂山に刺さった。

　二射、三射。どれも的に命中することはなかった。

「な……何よ、い、言いたいことがあるんなら、言いなさいよ！　ど、どうせ下手っぴよ……」

「そんなこと言ってないだろう？　手、見せてみろ」

「や、ちょ、やめ──」

　隠そうとした手を掴んで、見ると相変わらずマメが痛々しく残っていた。

　こんなんじゃ、集中しにくいだろう。

「痛いなら痛いって言えよな？」

「……言って弓が上手くなるのなら、そうするわよ……」

　ったく、この意地っ張りめ。

　こんなときのために、ポーションとエナジーポーションを数本持ってきているのである。

「ノエラー？　ポーション取って──」

「る？」

　レジャーシートの上でいい子にしているノエラが、瓶を持ってコクコク、とポーションを飲んでいた。毎朝一本、ノエラにはポーションをあげている。

　それをちまちま飲むのが、ここ最近のノエラの楽しみになっていた。

　鞄から瓶をひとつ取り出したノエラは、一本をおれに渡した。それをリリカに飲ませた。

「血止め効果や外傷に効くんだけど、マメにも多少効果はあるはずだ」

「痛いなんて、私言ってないのに」

「人の厚意は素直に受け取るもんだ」

　少し離れると、リリカが練習を再開する。

　するとやっぱりマメの痛みが和らいだおかげか、五射に一射は当たるようになった。

「当たるようになったじゃん」

「元からこんなものよ。まったく当たらないってわけじゃないもの」

　だとしても、動かない的に五分の一じゃ、足場の悪いだろう森で、しかも動く的には当然当たらないだろう。

　退屈したのか、ノエラはリリカが持ってきていた予備の弓を掴んで、一本だけ矢をもらう。

「ノエラ、弓なんて出来るの？」

「わからない」

　そう言うと、見よう見まねで構えて矢を放つ。

　凄まじい速度で飛んでいった矢が、的のど真ん中を射抜いた。

「る──っ♪　あるじ、あたった！　あたった♪」

「おお、すげーな、ノエラ！」

　ふりりんっ、ふりりんっ。目いっぱい尻尾を振るノエラの頭を撫でてあげる。

「な、何であんなに簡単に……しかも真ん中……」

「るっ」

　どやぁ。音が出そうなほどのどや顔でノエラは胸を張る。

　ノエラがまた矢を射ると、またしても見事に命中させた。次もその次も、きちんと命中させる。それを見せつけられたリリカの目から、どんどん生気が失せていった。

「るーるーるー♪　あるじ、弓、楽しい」

「ノエラさん。そばにいるエルフの心が折れそう……ていうか、もう折れてるからやめたげて」

「いいのよ、私なんて……どうせ下手っぴのゴミエルフなんだから……」

　わかりやすく病みはじめた！

　へこんで膝を抱えるリリカをめちゃくちゃ励まし、どうにかやる気にさせたおれは、とにかく確実に当たる距離を測らせた。

「え……ここ？　この距離？」

「そ……そうよ、文句ある？」

　その距離、なんと五メートル。学校でいうと、三つ前の席くらいの距離だった。

　文句あるっていうか……これで優勝する気だったんですか……。

　いや、落ち着け、おれ。この子に手を貸すって決めたんだ。どうにかしてあげないと。

　野生の獣がわざわざ当たる距離に来てくれるってことはないだろうし……。

　しかも大人しくじっとするなんてまずないだろう。

「あ──！　それなら……ああしたらいいんじゃないか……？」

「何？　何かわかったの？」

　リリカが持っているのは普通の弓。

　五メートルでようやく確実性が出てくるレベルなら、飛距離は必要ない。

「リリカには、短弓の練習をしてもらう」

「嫌よ。短弓なんて、子供しか使わないのよ？」

「下手っぴがカッコつける余裕あるのかー？」

「う……」

　おれは嫌そうな顔をしているリリカに渋々ではあるけど、どうにか了承させ、作戦を説明した。

「──というワケで、リリカが短弓の精度をあげて、数メートルの距離を必中にすれば」

「優勝、間違いなし……！」

　おれたちはうなずき合って、すぐさま行動に移す。

　リリカは短弓を用意するため一度里へ戻り、おれとノエラは新薬に必要な素材を集める。

　ノエラアドバイザーに色々と意見を聞いて、材料となる果実、花の蜜、樹液を採集していった。

　店に戻って創薬すると、狙った通りの薬が出来た。ノエラアドバイザーが太鼓判を押すくらいだ。

　これを使えば、間違いないだろう。




【誘ゆう引いん剤ざい：魔物や獣が好むニオイを発する薬。超強力】




◆Ｓｉｄｅ　リリカ◆




　狩猟祭当日。周りには見知ったエルフが何人もいる。全員で五〇人ほど。

　まだ若手のエルフから老年のベテランまでいる。毎年の行事にそんなにやる気を出すことはないのに、と内心リリカは思った。子供でもないのに短弓を使うのが余程滑稽なのか、ときどき、周囲からクスクスと笑い声が聞こえる。

　腰には、レイジからもらった薬をぶらさげていた。

『周囲が見通しのいい場所で瓶を開けて？　そうしたら──』

　なんてことを言っていたが、試したことがないので、半信半疑だった。

　ただ、ノエラが間違いないと言っていたので、効果は抜群なのだろう。

　離れた場所で兄のクルルが手を振っているのが見えた。

「絶対に見返してやるんだからっ」

　開始の合図が聞こえると、参加者が一斉にスタートを切って森を駆ける。

　制限時間は日没まで。何頭狩れるかの勝負だ。去年優勝した兄クルルは、一六頭を仕留めた。

　目安はそれくらい。リリカは走って想定したポイントへ着くと、瓶の蓋ふたを開ける。

「ガルゥッ！」

　すぐさま現れた小型の野犬がこちらへ猛進してくる。

「──わ。ほ、ほんとにきたっ!?」

　殺気すらする獣の突進ぶりにちょっとだけリリカはひるむ。

　そんなとき、レイジの声が脳裏をよぎった。

『落ち着いて。引きつけて。練習通りの距離で矢を撃つんだ』

　──今。

　ヒン。

　短い音を立てた矢は野犬に命中。

「やった！」

　まずは一頭──と安心していると、

「「「「ガルゥウッ──！」」」」

　ズダダダダダ、という擬音が相応しいほど、野犬たちがまっしぐらに走ってくる。

「っ。……落ち着いて──引きつけて──練習通りの距離！」

　想定したポイントは、リリカから見通しがよく周囲には岩や大木があった。

　獲物がこちらにやってくるとすれば、その間を縫った細い道を使うことになる。

　むかってくるとすれば、どうしても一列になってしまう。

　ヒュン、とまた短い矢を放った。

　先頭の野犬が倒れ、すぐさま撃った矢が、その後ろにいた野犬にも当たる。

『リリカは、【誘ゆう引いん剤ざい】で獣を引き寄せて、当たる距離になれば矢を撃つ。それだけでいい』

　レイジは作戦を説明したときそう言った。

『狩りにいくんじゃなくて、むこうから来てもらうんだ。探す手間が省けていいだろう？　誘ゆう引いん剤ざいがあれば、まっしぐらにむかってくる。動きも読みやすいし、当てやすい』

「キャウン……」

　集団でやってきた最後の四頭目に矢を命中させて、リリカはひと息つく。

「レイジが言った通りになってる……レイジ、すごい……」

『ビビんなよ？』

　からかい混じりに言われた言葉が蘇り、すぐさま反論する。

「ビビらないわよ──獣相手に！」

　ドドドドドド、とちょっとした地鳴りのような音が聞こえて、リリカは眉を寄せた。

「何の音……？」

　遠目に、野犬やら小型の魔物やら何やらが、こちらへ殺到してきているのが見えた。

「──え？　……ふぇええええええええええ!?　い、いっぱい来たぁあああ!?　この薬、効きすぎぃいいいい！」

　大群が来ても、やっぱり一列にならざるを得ないため、リリカは「落ち着いて。引きつけて。練習通りの距離」とぶつぶつつぶやきながら、一定の距離になったら先頭の獲物に矢を放ち続けた。







　結果。

　狩猟祭はじまって以来の獲物を狩ったリリカ。その数、八九頭。

　矢もすべて命中させた。優勝の栄誉を手にしたリリカは、真っ先に町へと走り『キリオドラッグ』までやってきた。リリカは首をひねる。

　兄を見返すための狩猟祭。けど、この結果を誰よりも早く伝えたい相手は、いつの間にか兄ではなくなっていた。狩猟祭中、いつだってレイジの声が頭の中で聞こえた。励ましてくれた。

　薬とあなたのお陰よ、と一言言いたい。

　意地を張ってしまって、そこまで素直に言えないかもしれないけれど。そうしたら、レイジが呆れて笑いながら、でも、良かったな、なんて、きっと言ってくれるはずで……。

「……レイジ、いるかしら？」

　心躍らせながら店内をそっとのぞくと、客はおらず、カウンターにはレイジが座っていて、すぐそばにミナという少女がいた。

「レイジさん、このお薬はどの棚に」

「ああ、それは──」

「そういえば、ノエラさんが──」

「ハハハ、なんだよ、それ」

　仲良さげに会話しながら働いている二人。

　ズキン──。

　それを見ていたら、急にどこかから鋭い痛みが走った。

　ズキンズキンズキン。痛いのに、もやもやする。よくわからない気持ち。

　なぜか、見てはいけないものを見てしまったような気がした。何度か見たことのある光景なのに。

　考えてもわからなくて、しばらく足が固まってしまったように、そこから動けなかった。

「リリカ。どした」

　外から店に戻ってきたノエラが尋ねた。

「あ。えと……あの。レイジに、お礼を、言いたくて……」

「──あるじ、リリカ、来た」

　ノエラが中にむかって言うと、おう、と店内から声がする。

　ぱっと魔法が解けたようにリリカの足が動いた。会うためにここまで来たのに、今は会いたくなかった。気づいたら、胸の痛みを抱えたまま町を走っていた。

「どうしよう、どうしよう……私、私……」

　──好きになっちゃったかも。










21　フリューレ家




　結局、狩猟祭はどうなったんだろう。

　ノエラいわく、お礼を言いに店までリリカが来ていたらしいけど、おれが顔を出した頃にはもういなくなっていた。お礼を言いに来たってことは、首尾は上々だったんだろう。

　でなければ、おれの作戦が悪かっただの何だのと言いそうだ。

　創薬室で薬を作っていると、ミナが顔を出した。

「レイジさん、今お忙しいですか？」

「ううん、そんなことないよ。どうかした？」

　また太ったのか……？

「あっ。今失礼なことを考えましたね？」

「考えてない、考えてない」

　するすると近づいてきて、ミナはむかいに座った。

「レイジさん。わたし……やっぱり、レイジさんやノエラさんとお出かけしたいです……」

「いつも留守番頼んでるもんな」

　おれなりにどうにか出来ないか考えた。何だかんだ本人は言うけど、ミナの実態は幽霊だし、薬ひとつでどうにかなるものなのかイマイチわからない。

「外に出ようとしたことはあるの？」

「もちろんあります。ずいぶん前ですけれど。一歩出ると、すぐ家の中に戻ってきてしまうんです。気づいたらもうリビングにいて……」

　家の敷地から出ようとすると体が動かなくなるとか、見えないバリアみたいなものがあってそれが邪魔しているとか、そういうことではないらしい。

　すごろくで言うところの『振り出しに戻る』っていう状況らしい。

　出会ったときに訊いたけど、この家にいる人が幸せに暮らせばミナは満足する不思議な幽霊。

　おれは少なくとも今の生活に不満はないし楽しくやっている。それはノエラもそうだろう。

「なのに、いなくならないんだよなぁ……」

「どうかしました？」

　そもそもミナが思う自分の消える条件が、勘違いだったっていうこともある。

「ううん。パンツのメモを渡すくらいだからあり得ない話じゃないのか……」

「もっ、もうその話はいいじゃないですか～！　間違いは誰だってありますっ。──もう、レイジさんなんて知りませんっ」

　プイッとそっぽをむいてしまった。癒し系のミナでも怒ることはあるんだなぁー。

　なんかしみじみ。

「一回見せてもらってもいい？」

　ちらっとおれを見たミナは先を促す。

「家から出ようとしてダメだったってやつ。見てみたい」

「わかりました。ほんとに一瞬なんですから」

　立ちあがって、おれたちは勝手口から外に出る。庭を通り過ぎて小さな門を開けた。

　目配せしておれがうなずくと、大きく深呼吸したミナが一歩敷地の外に踏み出す。

　するとシュ、と、ミナの姿が消えた。

　家に戻ってリビングに入ると、ソファの上にミナがいた。

「ああいう感じになってしまうんです」

「実体でも霊体でもそうなの？」

「はい……。やっぱり、わたし、外に出られないんでしょうか……」

　何が原因でこうなってしまうのかがわからないと、対処の仕様もないからな……。

　それから、何度試しても結果は同じ。

「どうせわたしは……死んでますから……この家から出られることは今後二度とないんでしょうね……。あはは……はは……はぁ……」

　ミナがソファの上で膝を抱えて、わかりやすくヘコんでいる。……おれの位置からはスカートの中が丸見えだった。なんというか、いまいちシリアスになりきれないな。

　それがミナのいいところでもあるんだけど。

「元気出せって。ある日突然外に出られるようになるかもしれないし。このままじゃ、ミナは寂しいだろう？　おれだって、三人でどこか旅行とかしてみたい。社員旅行。貯まった売り上げでぱーっとやるんだ。楽しそうだろ？」

　しし、と笑うと、ミナがぽろぽろ、と泣きはじめた。

「レイジしゃぁあん……っ。わたしは、いい家主さんに、巡り合えましたぁあっ……ふぇえ」

　よしよし、と頭を撫でてあげる。とは言ったものの、現状何ひとつわからないのでお手あげ状態。

　もしかすると、そういう存在なのかもしれないし。無理に連れ出すと消えてしまう、なんてこともあるかもしれない。おれたちの声を聞きつけたノエラがリビングにやってきた。

「ミナ、どした？」

「ノエラさぁぁぁぁん……」

　むぎゅうとミナがノエラを抱きしめる。ノエラのモフモフ効果で、ふへへ、とミナの顔がゆるんでいった。正義はモフモフにありってことらしい。

「どしてソファ？」

　不思議そうにノエラは首をかしげる。ミナがソファに座っているってのは割と珍しい。

　いつもキッチンで料理や片付けをしたり、掃除をしたりと動き回っているから。

　そう言えば……色んなところから出ようとしたけど、必ずソファの上にミナは戻ってきた。

　何度繰り返しても戻ってくる場所は絶対に同じだった。

「ソファに何かあるのか……？」

　いや、ソファはここを家にするって決めたときに買ったものだから……。

「ソファじゃなくて、その下？」

　下を覗いてみても何もなく、普通のフローリングだった。

　だとすればフローリングの下か？　ミナを見ると、ノエラをもふもふして和んでいる。

「なあ、ミナ。この部屋って、昔、改装とかしたことある？」

「はい。ありますよ。わたしが守り神になってからはじめてのご家族が一度だけ」

　あくまでも幽霊じゃなくて守り神だっていうスタンスは崩さないんだな。

　おれにフローリングの下を検める技術はないし、道具もない。

「──ノエラ、あの方を呼んでくれ」

「あの方……！　わかた、呼んでくる」

　びゅーん、と飛び出していったノエラが、一〇分後、よぼよぼのおじいちゃんをおんぶして戻ってきた。

　玄関を店舗用に改装してくれた大工さんのガストンさんだ。九〇度近く曲がった腰でむにゃむにゃと口を動かしている。いまにもまぶたを閉じてしまいそうだった。

「このソファの下、フローリングじゃないですか。そのフローリングの下を見たいんですけど出来ますか？」

「はぁ～？　何だってぇぇ？」

　耳が前と一緒で遠くなってやがる。

「フローリング！　下！　見たいんですけど！　出来ますか！」

「あぁ、あぁ、ばあさんとはなぁ、昔なぁ～」

　聞いてねえよ。

「そうそう、結局寝取っちまったんだなあ」

　またこれか。…………続き、気になるから訊いてみよう。

「誰から！　おばあさんを！　寝取ったんですか！」

「フローリングの下？　ああ、出来るよぉ～」

　話戻すのかよ！　クソ、余計気になる。

　まったく関係ないので、今日はそれ以上掘りさげず、おれとノエラでソファをどかした。

「ここねぇ、ほいほい、やるよぉ～」

　カチャカチャ、と工具箱から道具を取り出して作業にかかるガストンさん。

　のろーり、のろーり。前みたいにかなりマイペースに仕事をするようだ。

「あのー！　どれくらい！　時間、かかりますか！」

「そうだなぁ～、三日くれえかなぁ～」

「そんなにかかるのか……。──よし、アレを使おう。ノエラ、持ってきて？」

　アレで伝わったらしく、ノエラは店に戻って瓶をひとつ取ってきた。

「ガストンさん、これどうぞ。元気の出る飲み物です。もしかすると、手際がよくなるかも」

「なんだいこりゃ～。ヘンテコな飲みモンだなぁ？」

　目を細めながら瓶を見るガストンさん。前飲んだこと、すっかり忘れてるっぽい。

　首をかしげながら、ひと口、ふた口、と飲んでいく。

　食らえ。ウチの売れ筋ナンバー２。エナジーポーション。

　ビュン、と瓶がおれのほうへ飛んできて、それをキャッチする。

「小僧、持っておれ。力が溢れてくるわい……ッ！　フハハハハ！」

　おお、思った通り！　キャラ変わった！　レジェンドバージョンだ。

　曲がった腰はみるみるうちに伸びていき、背後からは謎のオーラが轟々と燃え盛っている。

「これしきの仕事ぉぉぉぉぉ！　一〇秒あればぁああ！　出来るわいッ！　レジェンドを舐めるでないわッ。ハッハッハ！」

　あの、そのセリフでもう一〇秒過ぎてるんですけど。バカ笑いはいいから手を動かせと言いたい。

「ワシを目覚めさせたこと……後悔するでないぞ？」

「何で戦う五秒前みたいになってんだ。むしろ満足させてくれよ」

　フハハハハハ、と哄こう笑しょうをあげながら、ガストンさんはレジェンド級の仕事ぶりを発揮。

　すぐに床に穴が開いて、下が覗けるようになった。

「ついでじゃぁああ！　持っていくがいいわッ！」

　とかデカイ声で言いながら、ガストンさんは開閉可能なちっちゃい扉をつけてくれた。

　仕事が丁寧で早い。うん、これがプロってやつですね。でも依頼料は高くない、義理と人情のお方でした。

「また呼ぶがいい！」

「はい！　機会があれば、おなしゃす！」

　ばしっとお辞儀をすると、うむ、とうなずいたガストンさんは去っていった。

「すごい人でしたね……二重人格なのでしょうか……？」

「狂気……ただ、狂気……」

　そっか、二人ははじめて見るんだっけ。キャラ濃いからなあ……特にエナポを飲んだあと。

「レイジさん。この下に何かあるんですか？」

「おれの予想だと、ミナにまつわる何かが出てくると思うんだ」

　はあ、とあまりピンときていないミナ。

「まつわる、ですか……？」

　おれはさっそく、床に取りつけられた小さな扉を開ける。

　そこは小さな空洞になっていて、下に続くボロボロの梯子があった。おれは梯子で下へとくだっていく。それほど深くはなく、すぐに地面に着いた。古びた扉を開けたそこは小部屋だった。本棚と机とイスがひとつずつ。どれにも埃が厚く積もっている。

　うーん。アテが外れたかな？　おれの予想だと、何かがミナを引っ張っていると思ったんだけど──、机の引き出しをひとつ開けてみると、花びらの形に似たブローチを見つけた。




【フリューレ家のブローチ：翡翠石グリーンガーネットを散りばめた高価な装飾品】




　フリューレ……？　そういえば、おれはミナのファミリーネームを聞いたことがない。

「レイジさーん、大丈夫ですかー？」

「今戻るよ」

　おれはまた梯子で上へと戻り、ブローチをミナに見せる。

「これ、見覚えない？」

「あっ──。これ、お母さんに預けていた物ですー！　懐かしいです……これが、地下室？　にあったんですか？」

「うん。お母さんに預けてたんだ？」

「はい。大切な日にだけ身につけなさいと、お母さんから譲ってもらった物なんです。当時のわたしは…………ええっと、そういう機会がなかったので、お母さんに預かってもらっていたんです。結局つけることがないままでしたけれど……あはは……」

　ミナを引っ張ってる物ってこれなんじゃないのか……？

　試してみよう。おれはブローチを預かって創薬室に行く。

「ミナー！　いいぞー！」

　大声で言うと、ミナが空中に現れそのまま降ってきた。

「うぉわぁああ!?」

「きゃぁあああ!?」

　どしん、とおれはミナの下敷きになった。

「だ、大丈夫か、ミナ」

「は、はい、なんとか……あ、すみません、レイジさん。下敷きにしてしまって」

　ミナが離れて、おれは体を起こした。

「やっぱこれだ。ミナが一定の距離を離れたらこのブローチの場所に戻るんだ」

　その仮説を証明するため、ミナにブローチをつけて一緒に外に出た。

　ミナが振り出しに戻ることはなく、ずっとそのまま敷地外にいられた。

「やっぱりだ！　これを持ち歩けば、ミナは家に縛られない」

　わぁーい、とミナは両手をあげた。

「お外ですよ、お外っ！　わたし、一人でお買い物でも何でも出来るんですよーっ！　レイジさーん！」

「うん、これで一緒に三人で色んなところに行けるな？」

　ひしっとミナがおれに抱きつく。

「ちょ、離れろ。ここ、外だから──」

「どこにでも、行け、るん、です……ぅぅうううう、ふぇぇぇぇぇぇ～」

「何で泣くんだよ」

「うれしいからですよぉ～」

　声を聞きつけたノエラもやってきて、ついでと言わんばかりにおれにしがみついてきた。

「ノエラも」

「ノエラ、ミナがお出かけ出来るようになったから、今度三人でどっか行こうな？」

「るーっ♪　あるじ、ノエラ、ミナ。三人、お出かけっ」

　わさわさっ。わさわさっ。

　ノエラの尻尾は絶好調で振られ続けた。

「社員旅行。どこ行くか考えような？」

　目元を腫らしたミナが涙をぬぐって微笑んだ。

「レイジさん、わたしとても幸せです」

「ノエラも、ノエラも」

「うん、おれもだ」

　キリオドラッグのメンバーは一層絆が深まったのであった。

《了》










あとがき




　本作品は、小説家になろうで連載されている同名の書籍化作品となっております。以前は大判（大きいやつ）で刊行されたのですが、本書はその文庫版です。

　イラストレーターさんも松うに先生になりまして、ちょっとした新装版という形になっております。

　前回と今回で、同じ作品を違うイラストレーターさんに描いていただくというのははじめてなので、ちょっと不思議な気分でもあります。




　本作とはテイストは大きく変わりますが、四月十五日にＧＡ文庫様から「高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果」という作品の２巻が刊行されます。

　アラサー男子が高校時代に戻って、好きだった先生と付き合いイチャつく日常ラブコメ作品です。

「からかい上手の高木さん」などの日常ラブコメが好きな方なら楽しめると思います！

　こちらも面白いので、１巻からぜひ読んでみてください。




　個人的な宣伝も終わりましたのでお世話になった方に謝辞を。

　担当編集様。本作をまた新装版という形で刊行できるのは、担当様のおかげです。しかも創刊ラインナップという、プロ野球で言うなら開幕投手みたいな大役をいただき光栄です。ありがとうございます。

　イラストを担当してくださった松うに先生は、カツカツのキツいスケジュールだったかと思いますが、可愛いヒロインのキャラデザや、良い感じの表紙を描いていただきありがとうございました！

　そのほか、本書を刊行するにあたり、携わってくださった関係者のみなさま、ありがとうございます。

　そして、買ってくださった読者様。（あとがきを先に立ち読みしている方はそのままレジでどうぞ！）

　これからも頑張りますので、応援のほどよろしくお願いします！

ケンノジ
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１　扱い注意




　ジラルから借りた畑で、栽培する薬草を数種類増やした。

　栽培エースという便利スキルのおかげか、どれも多年草ということもあって植えた薬草たちはすくすく成長していき──ついに本日収穫するに至った。

　ふいー、と汗をぬぐって摘んだ薬草を入れたカゴを見る。

　この調子でいけば、危ない魔物や獣が出る森に入らなくても自給することが出来る。

　もちろん、栽培していない薬草が必要ならその限りではないんだけど。

　薬草自体を余所の薬屋に売ることだって出来る。

　おれがどれだけ誘っても、忌避剤のせいでノエラはここに断固として来ようとしない。

　仕方ないっちゃ仕方ないんだけど、一人で黙々作業するっていうのも、ほんの少し寂しい。

　少し離れた所で畑仕事に汗を流すおじさんやおばさんが、とんとんと腰を叩いている。

「やっぱり、いつもの道具じゃないとダメだねえ」

「修理に出してからもう二週間にもなるのに……まだ直んないのかね」

　どうかしたのかな。

「こんにちはー」

「あぁ、薬屋さん、こんにちは」

　おじさんが帽子を少し脱いで会釈する。

「どうかしたんですか？」

「ああ。クワをね、道具屋に修理に出したんだけどそれがまだ戻ってこないんだよ。コイツも使えないってわけじゃあないんだけどね」

　道具屋さんは雑貨と少し違って、ちょっとした刃物や防具を扱っている。

　おじさんが言ったように、道具の修理も請け負っている。

　大きな町に行けば、武器屋や防具屋ってわかれるんだろうけど、田舎町ではそれが一緒くたになっていた。

　おれにクワの良し悪しなんてわからないけど、長年やっているとすぐに違いがわかるそうだ。

「いつものヤツのほうが使いやすいし、土をサクッと掘り返せるから、こっちもそれほど力を入れなくていいから助かっていたんだけど……」

　うーん、そいつは困るな。

　畑仕事は結構……というか相当疲れるし、早く修理から道具が戻ってくりゃいいんだけど。

　それから簡単に世間話をして、店に戻った。

　ダンッ、と発砲音にも似た凄い音がキッチンのほうからする。

　な、何の音だ？　音の聞こえたキッチンをのぞくと、ミナとノエラが料理をしていた。

「ノエラさん！　そんなにいっぱい力入れたら危ないですよー！」

「ミナ、いっぱい、違う。これ、一割の力」

　包丁を持っているノエラが誇らしげに言う。

「何でドヤ顔なんですか」

「人狼、力、すごい」

　キメ顔でそう言うと、まな板に包丁をもう一度振りおろす。

　ダン──パキンッ！

　包丁が中ほどから真っ二つに折れた。

「あー！　だから言ったじゃないですか、ノエラさん。また包丁折って。レイジさんが知ったら怒りますよ？」

「…………ミナ、内緒。これ、内緒。あるじには、内緒。よ、予備。予備の包丁、ある。あるじ、折れた、わからない」

「その予備が、この今折ってしまった包丁です」

「る──!?」

「どうするんですか？　今日、お料理出来ないですよ？」

「るぅ……」

　しょんぼりしているノエラが可哀想なので、声をかけることにした。

「ただいま。どうかした？」

　二人がこっちを振り返る。

「レイジさん、お帰りなさい。聞いてくださいよ、ノエラさんが──」

「あるじ──」

　てててて、と涙をいっぱい溜めたノエラがおれに抱きついてくる。

「ミナ、怒る……」

「違うんです、ノエラさんが包丁を」

「わかってる。わかってる。見てたから。ノエラが包丁折っちまったんだろ？」

　びくり、とノエラの肩が震える。

「あるじ、怒る……？」

「包丁の一本や二本じゃ怒らないから」

「るーっ♪」

　ふりんっ、ふりんっ、ふりんっ。ふりふりふり。ふりふりふり。

　高速でノエラは尻尾を振った。

　もう、とミナは呆れたようにため息をつく。

「レイジさん、お料理がこのままでは出来ませんので、包丁を買ってきていただけますか？」

　料理を作るのがミナの仕事ってところもあるから、それが出来ないと困るんだろう。

　それに、ご飯が食べられないとおれも困る。

「じゃ、ちょっと行ってくるよ」

　そう言って店を再び出ると、ノエラもついてきた。

　何だかんだで、ノエラも責任を感じているらしい。

　雑貨屋にも包丁はあるけど、しっかりした物を買うならやっぱり道具屋のほうがいいだろう。

　道具屋にやってくると、手狭な店内には誰もいなかった。

　種類は少ないけど、刀剣や槍が壁に並んでいて、違う棚には籠手や胸当て、ヘルムなどが置いてある。

「あるじ、これがいいっ」

　ノエラが目をキラキラさせながら、店で一番高価な長剣を持ってくる。

「何で剣なんだよ。冒険に行くわけじゃないから。包丁、もしくは手頃なナイフがあれば……」

　おれは適当な値段でいて扱いやすそうな包丁を見つけ、それを二本買うことにした。

　にしても、全然店主が顔を出さないな。

「あのー！　こんにちはー？　包丁買いたいんですけどー？」

　ぺた。手が現れ、カウンターの上にのせられた。

　ひっ!?　ほ、ホラーッ!?

「う、うるさいなあ……大声、出さないでよう……」

　のそっと顔を出したのは、青い髪の眼鏡少女だった。

　すごく眠そうに、ズレた眼鏡の下にある目をこすっている。

「修理の作業が立て込んでて……気がついたら床で寝てたよ……」

　ふぁあ、と伸びをする眼鏡っ子。畑でおじさんが言っていたのはこのことか。

「あ。キミが、噂の錬金術師だね？　ウチはポーラ。見ての通り、この店の主だよ」

「錬金術師じゃなくて薬師だけどね」

　おれたちは軽く握手する。包丁二本のお代を渡した。

「今は修理で忙しいの？」

「忙しいよ、もうほんとに。あ。キミの作ったエナポ、夜にいつも飲んでる。助かってるよ、ありがとー」

　エナポ？　ああ、エナジーポーションのことか。

　徹夜で作業をして店番ってなれば、そりゃ床の上で気絶することだってあるだろう。

「赤猫団の防具の修理が入って、それから町の人から色々と細かな依頼があってね……ふぁあ……眠っ……」

　アナベルさんたちは、町の警備兵でもあるから、そっちを優先するのは仕方ないのかな。

「どうやって直してるの？」

「そりゃ、革を接いだり、鉄で補修したりだよ。一番やっかいなのは、鉄がパキンと折れて補修しようとしても、どうにもならないやつね？　買い直してくれるとありがたいんだけど、修理してくれって言うんだよ。こいつに一番時間がかかってる」

「赤猫団は、貧乏傭兵団だからなあ……」

　修理の量が多いからポーラ一人で捌ききれず、どうしても他に手が回らず滞ってしまうようだ。

「レーくん、なんかさ、ちょっと液に浸けたらぱっと直るスゴい物って作れないの？」

　レーくんって。そんな呼び方されるの、子供のとき以来だわ。

「そんな魔法の道具みたいなもんは出来ないって。……ん？　『つける』……？」

　つける。つける……。……あ。作れる！

「ちょっと待ってて！　出来るかもしれない！」

「え？　ほんと！　待ってる待ってる！」

　ノエラは……防具を試着して冒険者ごっこして遊んでる。

　……まいいや。放っておこう。

　おれは道具屋を飛びだし、創薬室にこもり、とある液体を創薬した。

　新薬の入った小瓶を抱えて道具屋へ戻ると、カウンターの上でポーラが突っ伏していた。

「おい、ポーラ。起きろ。出来たぞ。これでサクサク直るはずだ」

　体を揺らすとポーラが顔をあげてズレた眼鏡を直した。

「んえ……？　なに、もう出来たの？　ええっと、修理はあっちでやってて……」

　案内されて、奥の小部屋へ行く。

　そこには大小様々な道具があって、修理中の籠手や修理予定の防具が置いてあった。

　ノエラを呼ぼうと店を見ると……。今は勇者ＶＳ魔王を一人二役でやっていて忙しそうだった。うん、放っておこう。

「この籠手に手こずっててねえ……あのキレイカッコイイ団長さんのなんだけど」

　アナベルさんの籠手は元々赤かったんだろうけど、たくさん傷がついていて、少し色も薄くなっていた。けど、新品よりもこっちのほうが、味があってカッコイイ。

　何が壊れたのかは、すぐにわかった。赤い鉄板のひとつがキレイに折れていた。

　破片も揃っているから、すぐに直るだろう。

「サクサクって直るの？」

「うん。見てて」

　おれは新薬の瓶の蓋をあけて、絵筆を突っ込み、ペトペトと折れた個所に塗って、破片をくっつける。

「く──くっついたぁあああああああああああああっ!?　うぇええええええええ!?　なんで、なんでなんで？　一瞬じゃんっ！　すごぉおおおおおおおおおおおおおおおいっ！」




【超強力接着剤：凄まじい粘着力で物体同士をくっつけ、凝固する液体】




　瞬間接着……とまでは言わないけど、少しの時間放置すれば取れなくなる。

「……は!?　でも、待って待って。すぐ取れたら意味ないんだよ？」

「こっちを持って？」

　おれはポーラに籠手を持たして、おれは破片側を持つ。

　お互い、全力で引っ張った。

「ふぬぅううううううぁああああ、ふうぅううううう、にゃぁあああああ！」

「──らぁああああああああああああああ！」

　はぁはぁ、とおれたちは肩で息をする。

「ぜ、全然取れないよ……なにこれ、すごい……」

「だ、だろ……？」

「これで作業スピードがグンとあがるよ、ありがとう、レーくん！」

　おうよ、とおれが息を整えながら言っていると、置いていた接着剤がなくなっている。

　瓶を見つけると、冒険者風の装備をしているノエラが手でぺちょぺちょ、と人差し指と親指をつけたり離したりして遊んでいた。

　おい。その動き、まさか……。

　ぺちょぺちょ。ぺちょ……ぺ……。かちん。

「る？　…………～～ッ！　……？　～～ッッ!!」

　真っ赤な顔をして力を入れるノエラ。

　何度か繰り返して、助けを求めるようにこっちを見た。

　指は輪を作っていてＯＫマークの状態だった。

「あるじ……大変」

「でしょうね」

　作業に入っているポーラの邪魔になるから、おれたちは小部屋を出ていく。

「レーくん！　あとでお礼しに行くからね！」

「了解！」

「あるじ、あるじ。指、指が」

　ぺちょ、ぺちょ、とノエラがおれを触る。

「よく知らないまま薬を触るからそんなことになるんだろ？　……ん？　ぺちょぺちょ？」

　なんかあったかいな、と思ったら、ＯＫのほうの手が、おれの手をぎゅっと握っていた。

「あれ……離れない。…………ノエラ、まさか」

「とれない。……あるじ、ノエラとくっついた！」

　まさかの二次被害!!　なんか嬉しそうだな！

「おおおおおい!?　どうすんだ！　風呂もトイレもベッドもずっと一緒じゃねえか！」

「るーっ♪　あるじ、一緒。ずっと一緒」

　嬉しそうに尻尾を振って目を輝かせているノエラ。

「風呂もだぞ？　トイレもだぞ？　全部見ちゃうんだぞ？」

　ノエラはちょっとだけ考えると、ＯＫの手をおれの前にあげた。

　あ。オッケーってこと？

「なに便利に使ってんだ」

　もうこりゃ剥離剤作るしかないな。店に戻ると、ミナがご飯を作って待っていてくれた。

　一旦帰ってきたときに包丁を渡しておいたから、それで調理が進んだみたいだ。

「お二人ともお帰りさないー。ずっと手を繋いじゃって、どうしたんです？」

「ノエラ、薬であるじとくっついた。お風呂、トイレ、ベッド、一緒」

「えぇぇぇぇ～っ!?　だ、ダメですよ、そんなのっ！　えっちです！　べ、べ、ベッドも一緒だなんて……えっちなことはダメですっ！」

「えっち、違う。それ、考えるほうが、えっち。……ミナ、一番えっち」

　びし、とノエラが直球で言うと、「はぅ～～」とミナが顔を手で覆った。

「ミナ、一体何を想像したんだ？」

「あるじ、えっちなこと。ミナ、えっちなこと、想像した」

「ああ、だからか。ダメって言っているのに、一番えっちなのはミナなのか」

「ふわぁああああああああん。二人がいじめますぅ～！」

　涙をちょちょ切らせて、えっちなミナは部屋から出ていった。

　ちょっとからかい過ぎたかな。

　もちろんそのままでいるのはおれとしても嫌なので、剥離剤を創薬して、無事におれとノエラは離れることが出来た。







　翌日。

　青い髪の知的そうな女の人が店にやってきた。

　眼鏡をかけていて、清楚なロングスカートをはいている。

「レーくんのおかげで今日はたっぷり眠ることが出来たよ、ありがとー！」

　誰だ、このお姉さん。眼鏡……青い髪……？

「あれ、もしかしてポーラ……？」

「うん、そうだよー？　なになに、忘れちゃったのー？　昨日会ったばっかじゃーん」

　ポーラは屈託のない笑顔をのぞかせる。ちゃんとしたら、こんな感じになるんだ。

「いやーあれからさ。あと二か月くらいかかりそうかなーって思ってた仕事がね？　ちゃちゃっと終わっちゃったんだよ！　すごいよねっ！　あの薬！　それとそれとすぐに作ちゃったレーくんも！」

　お代を多めに置いていったポーラは店を出る間際、

「暇なときはまた来るからっ。にしし、じゃーね！」

　ぱちん、と可愛らしくウィンクしてポーラは去っていった。

　あっちの店で見かけたのと全然印象が違う。元気なお姉さんって感じの人だ。

　赤猫団の防具も直ったみたいだし、きっとおじさんのクワも直っただろう。

　というか、ウチの店を暇つぶしに使わないで欲しい。

　いつもよりも何倍も良いことをしたような気がするから、気分もちょっと良い。

　簡単な仕事を済ましてカウンターの席につく。

　お客さんがやってきて、おれは挨拶した。
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「いらっしゃいませ！」

　キリオドラッグは、今日ものんびり営業中なのである。










２　田舎に彼らはやってこない




「一応さ、来ないってわけじゃないんだよ。ああいう手の人たち」

「そうなの？」

　自分の店が暇なのか、ポーラがこっちの店にやってきて、なんだかんだ愚痴をこぼしはじめた。

　眼鏡をくいっとあげて、ため息をひとつこぼす。

　ああいう手の人たちっていうのは、冒険者のことだ。

「来るのは来るんだけどね、店の中を見て、商品を見て、すぐに出ていっちゃうんだよねー。田舎の道具屋ショボーって思ってるのが顔に出てんだよー」

　そりゃ、武器屋と防具屋を兼ねているんだから仕方ないだろう。

　栄えている町の店に比べられちゃ、どうしたって見劣りする。

「あ。ポーラさん、いらっしゃいませ」

　ミナが顔を出すとポーラは手を振った。

「いらっしゃったよー。ミナちゃんは今日も可愛いねえー」

「ポーラ、なんかおっさんみたいだな」

　あはは、とミナは両手を振る。

「そんなことないですよ～」

「どう？　このあと私と遊ばない？」

「ウチの店員ナンパするのはやめろ」

　反応に困ったミナは苦笑する。

「あのぅ、レイジさん、お茶をお出ししたほうがよろしいですよね？」

「いいって、すぐに帰るんだから」

「レーくん、そんなこと言うなよぉー」

　唇を尖らせてポーラが抗議する。

「お店を持っている者同士さー。積もる話もあるじゃんか？」

「もうないって。毎日毎日、来たらそりゃ尽きもするわ」

　小さく会釈してミナが奥へさがった。

「ウチだってね、イイ品揃えてるんだよ、レーくん。それをさー」

「話続けるのかよ。自由だな……」

　おれが呆れていると、ポーラは気にせず話をする。

「ちゃんと見たら、それなりの装備ではあるんだよ？　よく見ずに出ていっちゃうんだもんなー」

「ポーラの店って、手狭だし全体的に物を置き過ぎて暗いんだよ。道具屋っていうよりは骨董品店みたいな雰囲気出てる」

「うぇええ？　そんなことないよ。お店の商品、ちゃんと磨いたりしてるんだよー？」

「それであのレベルなのか」

　磨いていたとしても、あまり見栄えがよくない印象だった。

　一回しか見たことがないからもしかすると違うのかもしれないけど。

「ウチ、来る？　来ちゃう？　見てみる？」

　そこまで言われると、なんか気になる。おれはぽりぽりと頭をかいて立ちあがった。

「ミナー、ノエラー？　ちょっとポーラの店行ってくるから店番よろしくー」

「るー」と「はーい」の声を確認して、おれとポーラはキリオドラッグをあとにして、道具屋へむかった。

「てか、店あけてていいのかよ？　お客さん来たらどうするんだよ」

「いーの、いーの。どうせ誰も来やしないんだから」

　店の商品盗られたらどうすんだ、って思ったけど、この田舎町の治安はかなり良い。

　以前の盗賊事件以降、町では事件らしい事件はひとつとして起きていない。

　呑気なポーラを先頭に店に入る。

　うん。思った通り、物が置かれ過ぎていて、窓からの光を遮っていた。

「やっぱ店暗いって」

「そーかなー？　こんなもんだと思うんだけど」

「常にここにいるからもう麻痺してるんだって。だから、所用があって町に立ち寄った冒険者が店に入ってすぐ出ていくんだよ」

　そーかなー、そーかなーって、ずっとポーラは言っている。

　納得いっていないみたいだ。仕方ないな。

　おれは窓の前に置いてある防具やら何やらをどかして、光が入るようにしてやった。

「──うほぉおおお？　ちょっとだけ明るくなったよ、レーくん！」

「だろ？」

　ほら、言った通り。やっぱり店が暗かったんだ。

「その調子で全部お願いね！」

「ちょと待て」

　逃げようとしたおとぼけお姉さんの襟首を掴む。

「あんたもやるんだよ。この調子じゃ、在庫整理とかもちゃんとしてねえだろ？」

「『あんたも』ってことは、レーくんも手伝ってくれるんだねー？」

「くっ。余計なこと言っちまった」

　ため息をついて、作業を開始する。別の場所をポーラも片付けはじめた。

「やっぱさー。店員ちゃん要るよね？　可愛い子。ミナちゃんがいいんだけどなー？」

「ミナはダメだ」

「じゃ、ノエラちゃんは？　カッケー剣あげるって言ったら、オーケーしてくれそう」

「物で釣るのはやめろよ。マジで釣れるだろうから」

　けど、あのフリーダムノエラが、こんな宝箱みたいな店でちゃんと店員が出来るのか？

　いや、無理だな。前に来たときは、ずっと一人で遊んでたし。

「ていうか、ノエラもダメだ。森に行くとき頼りになる。あと、おれの『癒し』でもある」

「そんじゃあ、最悪レーくんでいいよ」

『仕方ねえな感』を何であんたが出してんだ。

「〝レーくん〟は店主なの。ドラッグストアの屋台骨を引き抜こうとすんな。てか、よそからスカウトしろよ」

「いないんだよねー。──可愛い子」

「基準それなのに、何でおれスカウトしたんだ」

　こんな感じで店主トーク（？）を交わしながらおれたちは商品を整理していった。

　最低限の物だけ店内に残して、あとは倉庫に置いてく。

「ほら。ちょっとだけ店が広くなったような気しない？」

「するするー！　なんか明るいかも！　よーし、この調子で掃除していくぞー！　おー！」

「おー」

　適当に合わせると、ポーラがニマニマしながらおれを見てくる。

　はっ。また乗せられた。

「ぷふふ。掃除、頑張ろうね？」

　はあ、とため息をついて、おれはさっさと済ませるべくホウキで床をはいていく。

　ふと顔をあげると、ディスプレイ用に残している鉄製の胴当てが目に入った。それが少しだけ黒ずんでいるように見える。長い間売れ残っているせいだろう。元の色よりくすんでしまっていた。

「これ、ちゃんと磨いている？」

「失敬な。埃は被ってないでしょー？　週一くらいでちゃんと油つけて磨いてるんだから」

「週一かよ」

「あははは……さっきまでいっぱいあったでしょ？　それを全部磨いていくと、なかなか手が回らなくってさ」

　この胴当て、埃がどうのって問題でもなさそうだ。目を細めてよーく見ると、うっすらと細かい傷があるのもわかる。もっとキレイになれば売れ残ったりしないのに。

「売れ残り続ければ、どうしたって入荷当初の状態を維持するのは難しいからねー」

「キレイに……すれば……？」

「どした、どした？」

　創薬スキルで思い浮かんだ薬がある。これなら、キレイになるかもしれない。

「一旦店に戻ってくる」

「え？　なんで？」

「薬──その防具をキレイにする薬、作ってくる」

「えぇえええええ!?　ほんとに!?　そんなの作れるの!?　錬金術師すごいじゃーん！」

　感心しっぱなしのポーラに「錬金術師じゃねえから」と言い残して道具屋を出て、ドラッグストアへ戻った。怪訝な顔をするミナやノエラをよそに創薬室にこもる。

　普段あまり使わない草や木の根、樹液を元に創薬していった。




【研磨液：小さな傷を削り研ぐ効果がある液体】




　よし、思った通りの物が出来た。おれは瓶を手に走って道具屋に戻る。

「あれ、もう出来たのー？」

　きょとんとしているポーラに布巾を持たせて、研磨液を数滴垂らす。

「なに、なになになにー？　これで拭けばいいの？」

「うん。やってみ」

「お、おーけー」

　ひと拭き。ふた拭き。きゅ、きゅ──。

　胸当てが独特な音を立てる。

「あ。──ぉおおおおおおおおおおお!?　すごぉおおおおおおおおおおお!?　キレイになってりゅぅうううううう!?　ちょ、見て。レーくん、見てってば！」

　ポーラが指差した先には一部だけライトグレーに輝く胸当てがあった。

　他は少しだけ黒ずんでいてダークグレーのまま。

「ほんとだ。全然違う」

「ねー？　げろやばい。これ、発明だよ。凄まじい発明だよ、レーくん！　胸当て、チョーキレイになるじゃん！」

　よーく見てみると、細かい傷はほとんど確認出来ない。

　ポーラが拭き終わると、キラリーン、と生まれ変わった胸当てが現れた。

「レーくん、売れそうだよ！　これなら、田舎の道具屋まじショボいってディスられることもないよ！」

「ラインナップがアレだからショボいのは仕方ないんじゃ……」

「なんか言ったー!?」

「おれも研磨液で磨こーっと」

　聞こえなかったフリをして、おれもディスプレイ用の鉄製の籠手を磨いていく。

　拭くとどんどんキレイになるから、やってて結構楽しい。

　この調子で、店に置いてある商品全部に研磨液を使って磨いていった。

「ま──まぶしいよ！　レーくん。商品がげろまぶしいよ！」

「女の子が『げろ』って言うのはどうなんだろう……さっきは聞き逃したけど」

「いーんだよ、そんな細かいことは！」

　少し離れて見てみると、さっきと店内がまるで違う。劇的なアフター感がすごい。

　頭の中で一瞬、あの曲が流れるレベル。

　窓を遮った在庫はなくて日の光がたくさん入っている。

　ディスプレイされている商品はピッカピカ。見違えるほど変わった。

「るーるーる。あるじ。あるじー、じーるあー、じーるあーあるじー、あるじのうたー」

　窓から見ると、ノエラが変な歌を歌いながらこちらに歩いてきていた。

　たぶん、あっちも暇だったんだろう。入ってくると店内を見回し、首をかしげた。

「？　……店間違えた」

　ぱたん、と閉めて出ていった。

　ノエラも普通に間違えるくらい、この道具屋は変貌を遂げたらしい。

「よぅーっし！　これで、店は大繁盛間違いなしだねー！」

　テンションＭＡＸのポーラの相手をどうにかこなして、おれは自分の店へと帰った。







　それから一週間後。

「もっとこうさ、冒険者たちがこの町に来るようにしないとねー？」

「はあ、そっすか……」

　結局、ポーラはキリオドラッグにやってきて愚痴っていた。

「やっぱさー。ダンジョン作るのがいいと思うんだよね。レーくん、それくらい出来るでしょー？」

「出来ねえよ。薬屋を何だと思ってんだ」

「元々冒険者が来ないんだよねー！　そりゃ、防具も武器も売れないよ！」

　たはーとポーラは自分のおでこをぺしんと叩く。やれやれ、とおれはため息をつく。

「あー。今こいつ面倒くさいやつだなってレーくん思ったでしょー？」

「んー。今っていうか前から？」

「あはは──えっ……？」

　ポーラの真顔。ガラス玉みたいな生気のない瞳。口も力が抜けて半開き。

　ぷくく。ちょっとウケる。

「冗談、冗談だから。面倒くさいって思ってたっていうやつ。ま、冒険者が来たらきっと売れるから」

「…………うん…………。そだね…………」

　吹けば飛んでしまいそうな眼鏡レディを今度は励ました。

　本来のテンションに戻るまで結構な時間がかかったので、今後はあの手のからかい方は控えようと思った。










３　恋の行方




　店番をしていると、久しぶりにリリカがやってきた。

「よお。久しぶり。狩猟祭、どうだった？」

「お陰さまで、優勝することが出来たわ」

「そりゃよかったな。おめでとう。いやー。あれからお礼を言いにきたって聞いたけど、結果は聞いてなかったから、どうなったんだろうって、気になってたんだ」

「そ。そう……。き。気になってたのね……」

　髪の毛を指先でいじりながら、リリカは目をそらす。

　またクルルさんのことを愚痴りにきたか、相談か何かだろう。

　今日ポーラは来なさそうだから、とおれはポーラが勝手に持ち込んだイスをすすめた。

「あ。ありがと、う……」

　なーんかぎこちないな……。具合でも悪いのか？

　カウンターのむかいにすわったリリカはずーっとおれに横顔を見せている。

「ミナさん……いないのよね？」

　……よね？

「ああ。ノエラと買い物に行っている」

　ミナはブローチを持っていれば、家から出られるので、最近は家事を済ませると散歩したり、買い物したりすることが多くなった。外に出られるのが楽しいんだろう。

「そうよね……いないの、確認してから、店に入ったから……」

　ぼそぼそ、と小声で言うリリカ。ミナと何かあったのか？　おれの知らないところでケンカした、とか。ミナが相手なら、そんなこともなさそうなもんだけど。

「なあ、リリカ。今日は何しに来たんだ？」

「……ミナさんのことを……知りたいの……」

　リリカは恥ずかしそうに、そう言った。

「ミナのこと？　何で？　…………あ」

　察してしまった。……そういうことか。

　兄妹揃って、そういうアレに目覚めてしまったワケですか？

　ミナ本人に直接訊きにくいから、仲が良いおれに訊こうって魂胆か。

「そういうことなら、ドンとこいだ。ミナの何が知りたいの？」

　ポーラもミナのことを可愛いって言うし（性的な意味はなさそうだけど）、いつぞやのオッサン冒険者も虜にしていたし、ミナは結構モテるんだな。

　こうなってくると、リリカもクルルさんのことは言えなくなってくる。

　ほんわか可愛いミナと綺麗系のリリカか……。妄想が色々と膨らんで仕方ない。

「私、家事はあまり得意ではないのだけれど……ミナさんは……？」

「あー。ミナはすごいぞ？　家事全般は何でも出来るし、料理も上手い」

「料理上手……そうなの……」

　なぜかリリカのテンションがさがった。手づくりのお菓子でもあげて親密度をあげようって思ってたのか……？　自分が下手で、相手が上手っていうのを知っていれば、そういうアピールはむしろ逆効果になりそうだからなー。

「けど、大丈夫だぞ、リリカ。心を込めて作れば、上手い下手は関係ない！」

「そ、そうかしら」

　リリカの表情が明るくなった。よし、ちょっと励ますことに成功した。

「大事なことを、訊きそびれたのだけど……レイジは……ミナさんと……どういう、関係なの？」

　そろーり、とリリカはこっそり見つめてくる。確かにこれは、最初に確認しておかないといけないことだ。おれは知ったような顔で親指をぐっと立てる。

「リリカ、安心しろ。そういう仲じゃないから」

「──そうなのね！」

　また少しリリカの表情が明るくなった。

「わ、私が、見た限りでは、そういう関係ではない、と思っていたのだけれど。い、一応ね、と、遠目で、見たことが、何度かあって……。べ──別に、たまたま、たまたまよ？　見ていたワケじゃなくて、見かけたの！」

　うんうん、ツンデレらしいフォローの入れ方ですなあ。

「確認は大事だよな、自分の思い込みって怖いし」

「なによ、ニヤニヤしちゃって……」

　ふん、とリリカは顔を背ける。

「他に訊きたいことは？」

「いいの、今日はもう。それが確認出来ただけで、十分だから。けど……」

　言葉を切って、リリカはうつむいた。

「他の誰かに、負けたくないの、私──」

　ミナを狙うとなると、ライバルは多そうだからな。ミナは相手が女の子って場合はどうなんだろう。あっさりオーケーするんだろうか？

　けどそれは、ミナの問題であっておれが気にすることじゃない。

　前の狩猟祭もそうだったけど、リリカは一生懸命だから応援したくなるんだよなあ。

　負けたくない、か……。

「よし、任せろ。おれがリリカを、最強最高の美少女エルフにプロデュースしてやる！」

「ほんと!?　ありがとう、レイジ！　…………あれ？　何か違うような気がするのだけど……？　い、いいのかしら、これで……？」

　リリカはそのままでも十分キレイだけど、本人がもっとって言ってるんだから、それをサポートしてあげよう。

「弱点を補うことよりも、長所を伸ばす方針で行こうと思う」

「ああ、そう……それで、いいと思うわ」

　フラム夫人に渡したパーフェクト・ジェルは、肌をキレイにする物だけど、リリカにそれが必要かと言われれば……。おれは近くでまじまじとリリカを見つめる。

「リリカは……肌、白いしキレイだもんな……」

「な!?　やっ。何よ、いきなり」

　ばっとリリカはのけぞるように顔を離した。ずいっとおれが近寄る。

「まつ毛も長いし、目も二重でぱっちりしているし……眉も細い……」

「近い、レイジ、近いわよっ」

　エレインに渡した香水と、エレインがノエラに渡した香水。

　この二種類のどちらも香りは違っていて、それがリリカに合うとも思えない。

　好きじゃない香りの香水作ってもアレだからな。

「リリカは、好きなにおいってある？」

「え……？　ええっと……」

　ちらり、とおれを見て、目をそらした。

「く、薬のにおい……」

「へえ、変わってんな」

「う……。別に、そのにおいが好きというよりは……」
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　最後のほうは、もにょもにょと言うから全然聞こえなかった。好きというよりは……その先何て言ったんだろう。じゃあそれほど好きじゃないってことなのか……？

　あと他は……。そうだ、女の子と言えば髪の毛。リリカの髪は結構長い。長ければ長いほど、ケアは大変なはず。普通にキレイだけど、その分時間もかかってるんじゃないか？

「髪の毛洗ったり、何だかんだするでしょ？　そのときに、どれくらい時間かかってる？」

「そんなことを訊いてどうするのよ……二時間だけれど」

「長っ!?」

「別に、私だけがそうなんじゃなくて、他の人もそれくらいだと思うわよ？」

　あ、そっか。シャンプー的な洗剤は一応この世界にも存在していて、おれも使っている。

　洗えたら何でもいいと思っているおれに、髪の毛に対して関心があるわけもない。

　みんなもそれが当たり前で普通だと思っているから、誰も文句なんて言わないんだ。

「よし、今から創薬してくる。リリカをワンランクもツーランクも上の女にしてみせる！」

「ああ、うん……」

　どことなく歯切れの悪い返事をするリリカを残して、おれは創薬室にこもる。

　思い返してみれば、おれが興味ないだけで色々とあるんだよな、あの手の薬。

　果実のエキスを抽出したり植物性の油を取ったりと、おれは作業をどんどん進めていく。




【シャンプー：髪の毛の汚れを取り除く効果がある】

【トリートメント：髪の毛内部に浸透し補修。髪の毛にハリやうるおいをもたらす効果がある】

【コンディショナー：髪にツヤを与え、毛先まで潤いをキープする効果がある】




　よし、一式が出来あがった。おれは瓶を持ってリリカのところへと戻る。簡単に使い方をレクチャーすると、

「これで、私、ミナさんには負けなくなるのかしら……」

　何でミナなんだろう？　けど、ミナも他の子の髪の毛触るの好きだったりする。

『ノエラさんの髪の毛、さらさらでいいにおいしますぅ……（す～は～）』

『においかぐ、ダメッ。へんたい。嫌っ』

『あう、ノエラさーん、待ってください～』

　って、ノエラに逃げられているシーンを何度か見たことがある。

　リリカはそういうアプローチしていくワケだな？　髪の毛で会話の糸口を掴む、と……。

「まあ、少なくとも今よりもずっと髪の毛にかける時間は減るはずだ」

「ふうん。……せ、せっかくだから、使ってあげる」

「おう。使ったあとの感想教えてくれよ？　改良するかもしれないし、そのまま商品に出来るかもしれないから」

　くるくる、と指に髪の毛を絡ませるリリカ。やっぱりおれと目を合わそうとしない。

「ね、ねえ……？　れ、レイジは……私が、キレイになると、うれしい……？」

　そりゃーおれが作った薬でキレイになってくれるんなら、やってよかったと思う。

　喜ぶ顔が見られるのが、薬屋をやっていて何よりのやりがいだったりする。

「当たり前だろ」

「っ。…………そう」

「うん、応援してる」

　ぼ、とリリカの顔が真っ赤になった。

「もぅ────！　ど、ど、ど、どういうい意味よそれぇ──っ！」

　新薬三点セットを胸に抱いたリリカは、ばひゅーん、と店を飛び出していった。




◆Ｓｉｄｅ　リリカ◆




　町を出て森へとリリカは走る。

「どういう意味よ、応援って。なになになに？　ももも、もうもう、私の気持ち、バレバレだったってこと!?　そそそそそ、それで、応援するって？　え、え、え。でもでも、それって、知っている上で応援するって、それってそれって。もしかしてレイジも、私のこと？　す、す……。……わぁあああああああああああん──どういう意味だったのよぉ──!?」

　わめきながら家に帰り、早速レイジからもらった三つの液体を試すことにした。

「……あ。すごい……これ、すごいわ！　さらさらでつやつや！」

　初日で既に効果を感じていたが、まだ顔を見るのは恥ずかしいから、しばらくドラッグストアから足が遠ざかるリリカだった。




◆Ｓｉｄｅ　レイジ◆




　一〇日後、リリカがやってきた。

「……こ、こんにちは」

「ミナならいないぞ？　買い物に行ってる」

「し、知ってるわよ。そ、それを見計らって来てるんだから……」

　店には入らず、軽く腕を抱いておれのほうをチラリ。

　なんだ？　言いたいことがあるのなら……。ん？　おお？

　元々キレイだった髪の毛に、さらに磨きがかかっている。髪の毛は、つやっっつやで光沢があって、しっとりしていた。さらさら過ぎたせいか、ほんのちょっとの風で一本一本がなびいているようにさえ見えた。

　その風で、甘い香りがふわりと漂ってきた。

　トリートメントに香りづけしたのはおれで、そういう香りがするって知っているのに、美貌と相まって、思わずくらりとしてしまう。破壊力がすごい……。

「その……髪のケアをする時間も半分以下になったし……あなたが言った通り……仕上がりもすごくよくて……」

「そいつはよかった。作ったかいがあったよ」

「……」

「……？」

　なんだ？　リリカは髪の毛を少しかきあげて、耳にかける。

「ど、どう……かしら…………？」

「あ、髪の毛？　すごくキレイになってて良いと思うぞ？」

　これなら、ミナも無視は出来まい。くんかくんかしたくなる髪の毛のはずだ。

「ふ、ふうん…………そう…………ふうん……」

　それだけ言って、ずっとつま先を見つめるリリカ。

　立ち話もアレだから、とおれがイスをすすめても、

「い、いいの……こ、ここで」

「え？　そう？」

　特に何かしゃべりもせず、ただ店先に立っているリリカ。むしろ気になる。

　おれが困っていると、ミナがぱたぱた走ってきた。

「あ。リリカさん。こんにちはー」

「こっ……こん……にちは……。そ、それじゃあ、私帰るから」

　やっぱり直に話をするのは恥ずかしいのか、リリカは足早に去ってしまった。

　一度リリカを振り返ったミナは、少し荒くなった息を整えている。

「ミナ、どうした？」

「お財布を忘れてしまいまして……」

　もう一度、ミナはさっきまでリリカのいた場所を振り返った。

「リリカさんは、どういったご用だったんです？」

　お。反応アリ……？

「新薬の感想と……あとは……色々」

「レイジさんが怪しいです……何か隠し事してませんか？」

　じろーとミナが見てくる。

　おれは慌てて誤魔化しながら、奥に逃げる。

　ミナの財布をとってきて渡した。

「あ。ありがとうございます」

　ぺこっと頭をさげたミナは、また店から出ていった。

　リリカ、上手くいくといいな。

　おれは、うんうんとうなずき、遠ざかるミナの背中を見送った。










４　社員旅行に行こう




　一週間ほど前から、社員旅行はどこに行って何をしようか、という話で、ウチの店は持ち切りだった。ミナは百年近く前から家を出てないし、ノエラはノエラだし、おれはもちろんこの町以外を知らない。要するに、おれたちは外の情報を全然知らなかった。

　ジラルに相談したところ、サン・ログロという港町をオススメされた。さすが、金持ちは色々と遊ぶ場所に詳しい。

　というわけで。

　お店は三日ほど閉めることにして、おれたちはカルタの町を後にした。

　馬車での移動中、隣に座るミナが目元を押さえて、ぐすぐす鼻をすすっている。

「どうした、ミナ？　気分悪い？」

「わたし、わたし……こんな日が来るなんて……うれしくて……」

「今まで色々と頑張ってくれたし、それ全部ひっくるめて、おれからのお礼だから。泣くなって」

「はい……っ。わたし、生きていてよかったです……」

　いや、死んでますよ？　これ、空気読むと突っ込まないほうがいいよな……？

　窓から頭を出して尻尾を振っているノエラが、話が聞こえたらしく振り返った。

「ミナ、死んでる。生きてない」

　ノエラは直球だなー。

「そうでした、わたし、死んでるんでした……。死んでてよかったです」

　いいのかよ、それ!?　訂正すると余計ややこしいな。

　そんなこんなで、楽しい馬車の旅が数時間ほどで終わり、おれたちは港町サン・ログロに到着した。

「あるじ、あるじ。海のにおい！　海のにおいする！」

　ちっちゃなリュックを背負うノエラが、ふりふりと尻尾を振っている。

　町から少し離れた場所はもう地面じゃなくて、海になっていた。

「うん、そうだな。磯の香りがする」

　町に入ると、さすがは港町と言ったところか、活気に溢れていて市場には珍しい魚介類や、見慣れない道具が並べられていた。

「なかなか賑やかなところですねえ～」

　ミナはつばの広い帽子をかぶっている。

　着ている白いワンピースと相まって、避暑地にやってきたお嬢様みたいだった。

　それから、港に行って船を見たり、巨大魚解体ショーを見たり、その刺身を食ったり、と港町を満喫していた。

「レイジさん、少し町から離れた場所に、砂浜もあるようですよ？」

「そういえば、ジラルもそんなこと言ってたな……。明日、行ってみるか」

　到着が昼過ぎだったということもあって、日が暮れるのも早く感じた。酒場で夕食をとることにして、特産品の海鮮料理を中心にいくつか注文する。出てきた料理をノエラはガツガツと一生懸命食べている。うん、ノエラさんは通常営業ですね。ミナも「お魚が美味しいです～」と満足げだった。ちょうど、真後ろの席の人の話声が耳に入った。

「バードラ様の薬の効果はホントすげぇらしいぞ」

「誰だよ、それ」

「知らねえのか、今この町に来ている聖地巡礼中のシスター様だ」

「ああ、聞いたことあるよ。その人が調合した薬は何でも治るって話だろ？」

「まあ、ちょっと高価だが、万能薬だってんだから、むしろ安いほうさ」

　万能薬……。へえ……そんな物があるのか。

「二つか三つほど常備しておいたほうがいいぜ、あれは」

「そうか……なら、俺も買っておこうかな……」

「ああ、それがいい。まだここに滞在されるらしい。行くなら早いほうがいいぜ？」

　そういう話なら、おれも参考にひとつ買っておこうかな。おれの創薬スキルでも作れる薬かもしれないし。そのバードラ様はこの町の教会に滞在しているらしい。

　それからおれたちは、日が暮れたこともあり、ちょっとだけ豪華な宿に泊まった。







　翌日。

　おれは聞いていた場所へと足をむけていた。仕事に関係することだから、ノエラやミナは別行動。今は渡したお小遣いで色々と買い食いしている頃だろう。

　万能薬っていうと、ドラゴンの爪から取れた粉でどうのこうの、とか、エルフの森に伝わる秘薬だとか、そういったものを想像してしまう。

「というか……シスターなのに薬って……どういうことなんだろう？」

　創薬スキルがほとんどファンタジーだから、聖属性の力を込めた薬ってことも考えられる。教会へとむかっていると、聞き慣れた声がした。

「ノエラさん、何を占ってもらいましょうか？」

「あるじとの、相性。ノエラ、気になる」

「あ～、それはわたしも気になりますね。バードラさんって方はよくあたるそうですよー？」

　ちょうど少し前をノエラとミナが歩いている。何してるんだ、あの二人。こっちは教会だぞ？　それに今、バードラってミナ……。しかも占い？

　尾行しているわけじゃないけど、何となくおれは二人に気取られないように距離を取って歩く。到着すると、教会の中に入る二人。

　おれもこっそりあとに続いて、二人の動向を離れた場所で見守った。

　祭壇から少し離れた場所に机とイスがあって、バードラらしきシスターがそこにいる。

　むかいのイスをすすめられたミナが席に着いた。教会は最近使われていないのか、ところどころに埃が積もっていた。遠目で見る限りじゃ、シスターは若い女の子。

　薬を作るシスターは、占いも出来るらしい。

「貴方の身近に……運命の人がいるわ」

「えっ。え、えぇぇ！」

「いるのね？」

「ええっと、ええっと、わ、わたしにはわかりません……」

「それから、貴方、気をつけて？　命に関わる大きな病気にかかるかもしれないわ」

「えぇぇぇぇ……どうしましょう……」

　いや、おまえ死んでんだろ。なに心配してんだ。なんか若干ヘコんでるし。

　それから、ああだこうだ、と言われたミナは、紙袋を手にして席を立った。

「これを飲めば大丈夫なんですね？」

「もちろんよ。頑張ってね？」

「何をどう頑張れば…………？」

「はい、次は貴方ね？」

　さらっと無視されたミナに代わって、ノエラが席に着く。

「あるじとの相性、占い」

「そぉ。アルジさんは優しい人ね」

「る！」

　コクコクとノエラはうなずく。なぜわかるのか、とノエラは興味津々な様子だった。

「アルジさんとの相性は……そうね、かなり良いわよ？」

「かなり、いい……っ！」

　シスターの説明をほうほう、とあまりわかってなさそうだけどノエラはうなずいている。

「アルジさん、大きな病気をするかもしれないわね」

　マジかよ……。

「けど安心なさい。この万能薬を少しずつ飲ませれば、そんなことにならないから」

　お金を払うと、ノエラも紙袋を持って席を立った。占いってのはこんなもんなんだろう。

　誰にでも当てはまるようなことを言って、それなりに納得させている。

「帰ったら、わたし、ちょっとずつお薬、飲まないとです……」

「ノエラも、あるじに、お薬飲ます」

　慌てて隠れたおれのそばを通るとき、二人はそう言って歩いていった。

　ってことは、あの紙袋の中身は万能薬なのか……？　なんだろうな、この感じ。

　信心深くないおれだから、そんなふうに思ってしまうんだろうか。

　そもそもおれは、この世界に何神がいるのかさえ知らない。

　シスターは占いを終えると、何とか神のお導きがどうのこうのって言っていたし。

　というか、そもそも二人は占いに来たはず。なのに万能薬を買って帰っている。

　それはそうと、万能薬だ。おれはそっと教会をあとにして、ノエラとミナを追いかけ声をかけた。

「おーい、ミナ、ノエラ。何買ったんだ？」

「あ、レイジさん。お仕事のほうはもういいんですか？」

「それなんだけど、おれも万能薬のことを調べようと思ってて、ちょうどミナたちが買っているのが見えたから」

　ずいっとノエラが紙袋を差し出してくる。

「あるじ、これ、飲む。ちょっとずつ、ちょっとずつ」

　めちゃくちゃさっきの占いを気にしているな、ノエラ。おれのことを気遣ってくれるのがわかって、素直にうれしい。よしよし、とノエラの頭を撫でた。

　いい機会だから、薬がどんなものなのか確認しよう。

　紙袋の中を見ると、別の袋があり白い粉薬が中に入っていた。

「あるじ、病気する。飲む、病気しない」

「ええっと、先ほど教会でよく占いが当たるといわれているシスターさんにわたしとノエラさん、占ってもらったんです。命に関わる大きな病気をするから、と言われて、わたしも万能薬を買ったんです」

「そもそもの話をするけど、ミナが死ぬことってあるの？　生物的に」

「……そうでした！　うっかりです！　わたし、死んでるんでした！」

　どうも引っかかってたんだ。あのシスター、誰にでも当てはまることをただ言ってるだけなんじゃないかって。死なない限り、いつか大きな病気をする確率は高いだろう。

　ミナにもノエラにも似たようなことを告げていた。その説明をしてから、万能薬を買わせている。

「ちなみにいくらしたんだ？　この万能薬」

「ええっと、占いが二〇〇〇リンで、お薬が一万リンです」

　万能薬なら、そう高い値段じゃないのかもしれない。……本物の万能薬ならな？

　さっそくスキルで万能薬を鑑定する。




【小麦粉：小麦を挽いて作られた物】




「おいおいおい。……全部これかよ」

　ミナのほうも見せてもらったけど、同じく小麦粉が入っていた。

　胡散臭いと思ったらそういうことかよ。

「レイジさん？」

「あるじ、どした？」

「これな、薬じゃなくて小麦粉だ」

「シスター、間違えた」

「それなら、取り替えてもらわないとです」

　良心の塊みたいな二人には言いにくいけど、説明しないと。

「たぶん、あのシスターはああして、小麦粉を万能薬と偽って売ってるんだ。もっと端的に言うと、騙してるんだ」

　いつも料理をしているミナならわかるだろう。袋をあけて、ミナに粉を舐めてもらう。

「確かに……小麦粉です……。でもでも、レイジさん。占いがよく当たると噂で聞いたとき、万能薬もよく効くと聞きました。これはどうしてなんでしょう？」

「占いについては、バーナム効果って言って、誰にでも当たるような曖昧なことを言うから、言われた側は当たってると思ってしまうんだ」

「言われてみれば、ふわっとしたことしか言ってくれませんでした……」

「ノエラも」

　で、肝心の薬のほうだ。

「『万能薬』がどうして効くのか。……これは、偽薬プラシーボ効果って言って、飲む人が薬だと思い込むことで、症状が改善したり良い影響が出たりする現象なんだ。実際、有効成分が何も入ってなくてもな？」

　占いが当たるっていう話だから、相乗効果があったんだろう。

　しかも相手はシスターだ。それに、みんなが効くと言っている。信じ込むには十分だ。

「そ、そんな……では、町のみなさんは、小麦粉を万能薬だと思い込んでいたから、効いているってことなんですか……？」

「うん。そういう効果を利用して、みんなを騙してるんだ」

　医療は現代と比べればずいぶんとお粗末なものだ。

　医者に診てもらったのに治らないって話は、キリオドラッグに来たお客さんから聞くことがある。だから、この町の人たちも『万能薬』を求めたくなるんじゃないだろうか。

　むう、とノエラはしかめ面をしている。

「お薬で、人、騙す。よくない」

「はい、わたしもノエラさんと同意見ですっ」

　小麦粉を万能薬と偽ってぼったくっているんだ。薬師としておれもこれを見逃すわけにはいかない。

「おれたちキリオドラッグで、あのシスターにお仕置きしようぜ？」




◆Ｓｉｄｅ　Ａｎｏｔｈｅｒ◆




「みなさーん、注目してくださ～い！」

　サン・ログロの港町で、空き箱の上でシスターが両手を振って町ゆく人たちに呼び掛けている。

　みなの視線が集まったところで、もう一度そのシスターは、ふわりとした声を張りあげた。

「これから、教会でシスター・バードルから、大事なお知らせがありますー！　あまりお時間は取らせません。ですので、是非みなさんお越しくださーい！」

　足を止めた人々は結構な数がいた。関わり合いのない人が、興味を示すことはまずない。

　シスター・バードルに占ってもらったり、薬を買ったりした人たちだろう。

「では、こちらです～。どうぞ一緒に参りましょー」

　シスターはぴょん、と空き箱から降りて引率役として教会へ歩き出した。

　後に続く人たちは五〇人を超している。

　彼らを一度確認するようにシスターは振り返った。

　最後尾についてきている黒髪の青年と目が合うとシスターはうなずいた。

（──よし、ここまでは作戦通りです……）




◆Ｓｉｄｅ　Ａｎｏｔｈｅｒ◆




　ゴン、ゴン、ゴン──！　ゴン、ゴン、ゴン──！

　シスター・バードラが昨日の売上を数えていると、教会の扉が何度も叩かれた。

「なんだい、なんだい、騒騒しい……」

　この町で荒稼ぎした金の詰まった鞄に売上を入れ、一度舌打ちして席を立った。

「廃教会なんだから勝手に入ってくればいいだろうに」

　愚痴っぽい独り言は、空っぽの教会によく響いた。この町では十分稼いだ。

　今日中には、また別の町へ行こう。

『万能薬』のことがバレてからでは遅いのだ。

　だから今日だけは、厄介事は勘弁して欲しいのだが、そうはいかないらしい。

　扉を開けると、そこには黒髪の青年が立っていた。獣人の少女を腕に抱いている。

「貴女がシスター・バードラですか!?　助けてください！　この子が今朝からずっと目を覚まさなくて──」

　そう言って青年はぐったりしている少女に目を落とす。

「町医者は評判が悪いみたいですし、もう、貴女しか頼れなくて……」

「わかりました。では、こちらへどうぞ」

　深刻そうな顔をしてみせると、バードラは中へ青年を招いた。

　とは言え、やることはひとつきり。

　バードラは、荷物の中から『万能薬』を取り出し微笑の仮面をつけて振りかえった。

「これがかの万能薬です。これをお求めなのでしょう？」

「はい！　これがあれば、この子は治るんですよね!?」

　すがるように青年が見つめると、バードラは慈悲深い笑みをたたえうなずいた。

「はい。ただ……数量が限られて非常に貴重な代物となります……お譲りするというわけにはいかないのです」

「もっ、もちろんです！　おいくらですか？」

　今にも泣き出しそうな男の顔が、バードラの嗜虐心をくすぐった。

　町を離れるのなら、道中の護衛を数名雇わなければならない。

　面倒くさそうな訪問者だ。ふっかけてもいいだろう。

　彼に護衛料を工面してもらうことにした。

「三〇万リンです」

「さ、三〇万、ですか……。あの、一万とお聞きしたのですが──」

「まだ数が豊富でしたから」

　ニコリ、と笑って男の言葉を遮った。とっとと帰れ、という遠回しの意思表示だった。

「一万ならあるんです！」

　内心舌打ちしながらも、バードラは済まなさそうに目を伏せた。

「申し訳ありません、三〇万でないと……それに、次の町でわたくしの到着を待っている方たちがいらっしゃいますし……」

「で、では──買える分だけでいいんです！　売っていただけませんか!?」

　同じ物が市場で沢山売られているだろうに。口元に嘲笑が思わず浮いてしまう。

「わかりました。では、一万リンで買える分だけ……」

「ありがとうございます！」

　滑稽だな、と思いながら、男から一万リンを受け取る。

　スプーンひとすくいの『万能薬』を男に渡した。

　コン、コンコンッ。

　祭壇の裏から物音がした。そちらへ目をやった男の視線が鋭くなる。

　怪訝に首をかしげていると、男が少女に『万能薬』を飲まそうとしていた。

　バードラは、この男の対応に思ったよりも時間がかかっていることに苛立っていた。

「この子は、これで治るんですよね!?」

「もちろんです。神を信じるお心があれば、必ず治ります」

　フン、と今、男が鼻で笑ったような気がした。

「すぐに目が覚めるんでしょうか？　それとも、ある程度薬を与え続けないとダメなんでしょうか？」

　そう思ったが、男の表情は真剣そのもの。今笑うワケがない。気のせいだろう。

　次々に飛んでくる男の質問に、バードラのイライラが募っていく。

　はぁと長い溜息をついたバードラは、被っていたベールをぞんざいに脱いで頭をかいた。

　しばらく遊んで暮らせる程度の金が出来た。

　多少バレたとしても、遠くの町まで移動すれば、噂は聞こえてこない。

「鬱陶しいなあ……。もういいか、次の町に行くし。……アンタが効くと信じ込んでんのは、ただの小麦粉だよッ！　アハハハハ！　バッカじゃねえの。どう？　驚いた？」

　貞淑そうなシスターが一変し、口汚い粗野な女が現れた。廃教会に声が反響する。

　バードラの予想に反して驚かなかった男ではあったが、疑問を口にした。

「こ、小麦粉……？　じゃあ、今まで町の人たちに渡していたのも……」

「ああ、そうさ。別の町で格安で買った、ただの小麦粉さ。それをありがたがって買いに来るんだもんなあ。ボロい商売だよ。あたしがシスターっていうだけで効くって信じ込んでさ」

「じゃ、じゃあ……何も効果がないってことですか……？」

「あるんじゃねえの？　効果がなかったら、それこそ『信じる気持ち』が足りなかったんだろ？」

「そ、そんな…………じゃあ、町の人たちを騙してたってことですか──？」

　ひと際大きな声の問いかけに、バードラは面白がって大声で応じた。

「騙されるヤツが悪いんだよ！」

　キャハハハハ、と黄色い笑い声をあげたときだった。

　祭壇裏の扉が開く──。金髪のシスターがこちらを指差した。

「はーい。以上が、シスター・バードラのお言葉でした～」

「え──っ？」

　そのシスターの奥には、殺気立った住人が何人も何人もいた。黒髪の青年がケタケタ笑う。

「いやー。ハハハ、早くて助かるよ。『万能薬』の正体が小麦粉なんて、こっちは最初っから知ってんだよ。けど、それをおれがみんなに教えたところで、信じてくれないだろ？　みんなは効くって信じてるんだから。じゃ、アンタの口からホントのことを教えてもらおうって思ってさ」

　青年が獣娘の肩を叩くと、パチッと目を覚ました。

「あるじ、もういい？」

「おう、名演だったぞ、ノエラ」

　バードラは奥歯を噛みしめた。

「おまえ……！　最初からあたしを騙すつもりで──ッ！」

「なに言ってんだよ」

　ふん、と青年が鼻で笑った。




「『騙されるヤツが悪い』って言ったのはアンタだろ？」




　ぞろぞろ、と奥のほうから市民が険しい顔でやってきた。

「どういうことか説明してもらおうか」

「内容によっちゃあ、アンタを騎士団に突き出すことになるがな？」

「お金を返しなさい！　売りつけた人たち全員に、お金を返しなさいよ！」

　取り囲まれたバードラは肩をすくめた。

「お金、なんですけど、もう全部使ってしまってもうここには──」

「あ、売上は、あそこに置いてある鞄の中にしまってましたよ？」

　青年が指差した革袋へと全員の視線が集まり、殺到した。

「やめてぇええええええええええ！　売上！　お金！　それ、他の町で稼いだ分もあるんだからぁああああ、みんなの分はきちんと返すからぁああああ──！　やめてぇぇ……」

　へにゃへにゃになって座り込んだバードラの肩を、ポンと青年が叩いた。

　自分が支払った一万リン札をひらひら振る。

「ウソはよくないよ、ウソは」

　獣娘と修道女と一緒に青年は去っていこうとすると、一度足を止めてバードラを振り返った。

「万能薬ってはじめて聞いたときから、おかしいって思ってたんだ。おれ以外に作れるやつなんていないだろうから。──薬、あんま舐めないほうがいいぜ？」




◆Ｓｉｄｅ　レイジ◆




　結局、バードラは騎士団に突き出されることとなり、牢屋送りとなった。

「バードラさん、シスターでも何でもなかったんですねえ」

「ズル賢いというか、何と言うか。そのほうが薬の信憑性は増すだろうし」

「あ～。言われてみれば、そうですね」

　というのは、騎士団の人たちが取り調べた結果、わかったことらしい。

　教会とは何も関係ない部外者が、シスターを騙って詐欺を働いていた、というだけの話。

　夕食をとるころにはそれが判明していて、町中その話題で持ち切りだった。

　で、今は宿屋に戻っておれたちはだらだら過ごしている。

「何にせよ、上手いこと悪事を暴けてよかった」

「レイジさんの名演があってこその結果です」

「そんなことねえよ」

　おれのベッドでさっきまでばた足をしていたノエラは、今は寝ている。

「帰るのは、もう明日なんですよね……」

「余計なことに一日使っちまったな。……もう一日、延ばそうか？」

　ふるふる、とミナは首を振って微笑んだ。

「もう十分です、レイジさん。それに、また、今度。です」

「今度……。そうだな、また三人で来よう」

　そう言って、おれも笑顔を返すのだった。










５　サマー・フード・ファイト




「あっついよねえ、最近……。体がさー、ダルくて仕方ないんだよー。病気かなー？　いやさ、毎年のことなんだけどねえ、この時期。もう、ご飯食べるのも億劫でさー」

　てなことを、道具屋のポーラがこの前やってきて言っていた。カウンターにべちゃって突っ伏して。

　もちろん、病気にかかっているようには全然見えないし普通に元気そうだったから、おれはエナポを渡しておいた。

「食欲が出ねぇんだよ、最近……。いつもの量を食おうとすると、気持ち悪くなっちまって……まあ毎年のことだから、あんま気にしてねえんだけどよ」

　その次の日、朝やってきた傭兵団団長のアナベルさんがそんなことを言う。

　食欲増進剤、なんてものはないから、無理しない範囲で栄養のつくものを食べるよう伝えて、いつものポーションを渡した。

　町医者がいればいいんだけど、診療所はいつも不在。噂だと、旅先の町で困った患者を助けてるんだとか。別の日にエレインがやってきたときも、変調を訴えていた。

「わたくし……レイジ様といますと、どうも体温が高くなってしまって……ま、参ってしまっていますの……っ」

　て、顔を赤くしながら言っていたし、リリカも似たようなことを言っていた。

「リリカは体調が変なんてことはない？」

「わ、私？　……もしかするとおかしいかも、しれないわ……い、一種の病のようなもので……」

「あー。やっぱり？　みんな最近言うんだよ。食欲がないだの、体がダルいだの、熱があるだの」

「私のとそれは、違うような……」

「え、何？」

「な、何でもないの、何でも……」

　ジラルや雑貨屋のおっちゃん、あと農夫の皆さんに訊いても、別段おかしいなんてことはないらしい。女の子ばかり……？　夕飯のとき、ミナとノエラにも訊いてみた。

「体調は大丈夫？　ポーラやリリカやアナベルさんたちが最近しんどいって言うんだよ」

「ノエラ、問題ない」

　ノエラは、病と無縁そうだもんな。今だって、ガツガツご飯を食べている。

　健康の化身、ノエラ。

「最近、特に暑いですからねぇ～。仕方ないことかと思いますよー？」

「え？　何で？」

「どうしてかはわかりませんけれど、わたしも夏になると食欲がなくなります。ダイエットになっていいんですけど、やっぱり力が出ないですからね……」

　えへへ、とミナが苦笑する。見ると、ミナのご飯の量がずいぶんと減っていた。

　女の子に多い……夏……食欲不振……。

「あ。これ、夏バテだ！」

　ノエラもミナもはじめて聞く単語のようで、おれを見てきょとんとしている。

「何ですか、それ」

「夏になると、気温のせいで水分不足になりがちになったり、胃腸が弱ったりすることが多いんだ。それが原因で食欲不振になったり、ぼーっとしたり、体がだるくなったりする」

　特に女性は、女子の日の影響があるから、体調を崩しやすいとも聞く。

「……ていうか、何でそんなことになるの？」

「どうして、わたしに訊くんです？」

　ミナが小首をかしげる。どうして訊くかって？　決まってんだろ。

「おれ、なったことないもん」

「え？　そうなんです？　誰でもなるものかと思っていました。けど、わたしに訊かれても困りますよ？」

「あるじ、あるじ！　ノエラも、知らない」

「でしょうね」

　今はよくても、放っておけば風邪をひくこともあるだろう。

　ご飯があまり食べられないとなると、体力が落ちて免疫も低下してしまう。

　夏風邪はツライからなー。ポーラは、いつもダラダラしているからあれだけど、アナベルさんは警備の仕事をしている。力が出ないと、いざというとき困るだろう。

　翌日、おれは素材を採集するため、ノエラを連れて森を歩き回った。

　木陰がたくさんある森でも気温は高く、冷たい小川のほとりで休憩をしながら材料を集めていく。完成イメージは、薬というよりはどちらかというと漢方のようなものだった。

　汗だくになって店に戻って、おれはさっそく創薬を開始した。

「るーるーるー」

　ノエラがくっついてくるから、毛が暑苦しい。こんなときに限って昼寝しないんですね……。

　それとなく距離を取って作業を続け、新薬が完成した。




【リックントウシ：胃腸の働きを正常にする。食欲を高める効果もあり食欲不振を改善する効果がある】




　これを夏バテに悩んでいるみんなに使ってもらおう。

「まずは……。ミナー？　食欲が出る薬を作ったから使ってみてくれよ」

　小分けにした瓶を持ってキッチンに顔を出すと、ミナは困ったように眉を寄せた。

「食欲が、出る……ですか……。わたし、あまり、使いたくない、ような……？」

　珍しいな。作った薬を試してもらうときに、拒否されたことは今までなかったのに。

「なんで？」

「食欲が出るんですよね……？　あ。もしかして、わたしに対する意地悪ですか？　レイジさんのお薬、効き過ぎるから少し心配なんです」

「意地悪じゃないって。そんなこと言って病気したらどうするんだよ？　今朝だって、ご飯まともに食べてなかったろ？」

　幽霊が病気にかかるかどうかはわからないけど、実体があるんだから風邪をひくこともあるだろう。

「それは、そうですが……」

　何かを察したノエラがミナに近づいていき、お腹に指を差す。

「ミナ……」

「はい……っ！」

「……セーフ！」

　ほう、とミナは胸をなでおろす。

「病気をしてレイジさんたちにご迷惑をお掛けするわけにもいきませんから、いただきます」

「うん、それがいい」

　リックントウシの入った瓶をひとつミナに渡すと、店からポーラの声が聞こえた。

「レーくーん？　おねーさんが来ましたよー？　この暑い暑いなか、歩いてきましたよー？」

「何のアピールだよ」

　ちょうどいいから、新薬をポーラにも渡そう。

　店に行くと、ポーラの他にアナベルさん、クルルさんが来ていた。

「みなさん、お揃いで。ポーラ、アナベルさん。これ、食欲不振に効く薬です。さっき作ったんです。体がダルいのも、そこからきてるんじゃないかと思って」

「おー！　レーくん、ウチのために……！」

「おぉ、わりぃな、依頼してもないのにわざわざ」

「似たような症状の人が結構いたんで、それでちょっと」

　ニシシ、とポーラが笑う。

「そういうときはさ、『キミのために作ったんだぜ？』って言っておくほうが、ポイントたけーんだぞ？」

「何のポイントだよ」

　おれが渡すと、さっそくポーラとアナベルさんは小瓶を飲み干した。

「──僕にはないのかい、レイジちゃん。久しぶりに遊びにきたっていうのに……」

「クルルさんは夏バテ関係ないでしょう。……まあいいや、予防に繋がるし」

　最後のひとつをクルルさんに渡すと、ぐいっとひと飲みした。

「「「…………」」」

　三人ともお腹をさすっている。

　どうしたんだ？　薬が合わなくてお腹痛くなった、とか……？

「薬屋さーん、こんにちはー」

「よぉ」

　うさぎ亭のレナがやってきて、一枚紙をくれた。

　超超特盛りパスタのイラストが上手に描かれてあって、その下に『特盛りチャレンジ　完食賞金一〇万リン』と書いてある。

「これは？」

「書いてある通り。お父さんがね、こういうのがあったほうが面白いだろうって。その宣伝に来たの」

「へえ。大食いチャレンジか……完食出来たら一〇万……」

　ていっても、二〇人前はさすがに無理だ。

　三〇分以内に完食出来なければ、罰金五〇〇〇リン。

「薬屋さん、どう？　やってみない？」

「いやー、おれは自信ないから遠慮しておく」

　しゃ、とビラがアナベルさんに奪われた。それを、ポーラとクルルさんが覗きこむ。

　話を聞きつけたミナもやってきて、ビラを見つめている。

　おふざけ感ゼロのポーラは、シリアス一〇〇％の顔をしている。

　アナベルさんに至っては、殺気が滲んでいた。ミナは、ごくりと喉を鳴らしている。

　クルルさんは……顎が割れていた。立派なケツ顎。何でだよ。またかよ。

　劇画みたいな濃い顔つきになったみんなが、顔をあげた。

「「「「これ、やります」」」」

「ほんと？」

　え──まじで？　この四人、食いしん坊でも大食いでも何でもないけど、大丈夫か？

　もしかして、リックントウシを飲んだせい……？

「じゃ、私先に言って、お父さんに伝えてくるからー！」

　レナはそう言い残して走って出ていった。

「ミナ、食べれるのか？　二〇人前三〇分だぞ？」

「愚問です」

　自信満々だな……。みんな、さも当然のようにうなずいて、店を出ていく。

　……なんか心配だからおれもついて行こう。

　うさぎ亭に着くと、すでに山のように盛られたパスタが四つ用意されていた。場所によって、様々な味になっている。ペペロンチーノ、ミートソース、カルボナーラなどなど。

　普通に美味しそう。濃い顔つきになってしまった四人が席に着く。

　熊みたいな店主のおじさんが、三〇分を計る砂時計を持ってきた。

「制限時間は三〇分──」

　ごくり。なんか、おれのほうが緊張してきた。

「スタート！」

　砂時計を逆さにすると、みんな一斉にフォークをパスタの山にぶっ刺した。

　ガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツ。

　一心不乱に山に挑み続ける四人。……この光景、テレビで見たことある！

　フードファイトってやつだ!!

　ざわざわ、と周りが騒がしいと思ったら、周囲は見物客でいっぱいだった。

「姐さん──！　そ、そんな乱暴な食い方してちゃ……余計に嫁の貰い手がっ」

「っるせぇ！　黙ってろ！」

　傭兵たちも来ていた。姐さんの心配はいいから仕事に戻れよ。

「そうか……賞金……。それでオレたちに美味いモン食わせるために……！」

「「「「姐さん、がんばれッ!!」」」」

　野太い傭兵たちの声援に混じって、子供の声も聞こえた。

「「「ポーラおねーちゃん、がんばれーっ」」」

　近所でよく見かける子が四人いた。いつも遊び相手をしてるんだろう。

　ポーラは小さく手を振って声援に応えた。

「ミナちゃん、がんばれー！」

　がんばれ、がんばれ、と中年のおじさんたちがミナを応援している。

　……ミナはおっさんたちのアイドルなんだなー。

「ミナちゃん？　お金に困ってるの？　それともご飯？　お、お、お、おじさん、ミナちゃんのためなら、何でもするからね？　な、何でも言ってね？（ハァハァ）」

　危なそうなおっさんがいる!?　ミナはご飯にももちろんお金にも困ってないはずだけどな……。ここまでなりふり構わないミナを見るのははじめてだった。

　クルルさんへの声援は、残念ながら誰も送らない。あ、やべ。目が合った。

　両手を自分のほうへ折って、パチンパチンとウィンクしてくる。

　別に応援なんてしねえから。それから、顎を触ってはしきりに首をかしげている。

　──今日の顎の割れ方、おかしいな、コンディションいつもと違うな。

　とでも言いたげだった。

　……夏バテ予防の薬なのに、何でフードファイトはじまったし。みんな、賞金がどうこうとは言ってなかった。飢えた獣みたいに、ビラに食いついて……。今はパスタ頬張っているけど。そうか──食欲という魔物に取り憑かれているんだ……！

　食べて賞金や名誉を得ることが目的じゃないんだ。

　食べること、それこそが目的なんだ。

　──と、おれの中でキレイにまとまったあたりで、ポーラがイスごとぶっ倒れた。

「もう無理だぁぁぁ……」

　他の三人もかなり苦しそう。クルルさん……手が全然動いていない……。

　チーン。

　よく見れば、白目むいて失神していた。進捗から察するに、ポーラがぶっ倒れる前だと予想される。ガツガツ、ガツ、ガツ……。残りは、アナベルさんとミナだ。

「アンタ、ずっと前から、思ってけど、何でレイジのとこに居候してんだい？」

「アナベルさんには関係、ありませんから。それよりも、毎朝レイジさんに会うために早起きごくろーさまですっ」

「別に、違うもん……会うためじゃないし……」

　二人ともハムスターみたいにほっぺをぱんぱんに膨らませて、パスタを食っていく。

　がんばるなー。

「アンタ、ずいぶんと苦しそうじゃないか。アタシは、まだ半分くらい余裕があんだ」

「へー。わたしは七割くらいですかねー」

「あ、間違えた、八割だった」

「わたし、九割でした、すみません」

　変な意地の張り合いしてる!?

　二人ともいっぱいいっぱいの顔してる。どう見ても余裕ゼロだから。

「「──う…………っ」」

　ぱたり、と二人同時に机に突っ伏した。

　山ほどあったパスタは残り四割くらいにまで減っていたけど、まあ、そうなりますよね。




　※残りはスタッフが美味しくいただきました。




「チャレンジ、終──了─！」

　結局誰も食べきることは出来ず、罰金を支払うことになった。

　動けないミナにおっさん連中がたかりそうだったので、おんぶして連れて帰ることにした。

「レイジさん……お腹、痛いです……。食欲は怖いです……わたし、自分を見失っていました……」

「キャラ変わってたからな……」

「レイジさんにおんぶしていただくの、わたし、楽しいです」

「楽しがるな」

「いつもノエラさんばかりなので、たまには、わたしも甘えさせてください♪」

　仕方ないな、とおれはのんびりキリオドラッグへと歩いた。

　試薬じゃ効果が出過ぎるので、薄めたものを創薬し直し、商品化した。

　食べ過ぎ注意、と但し書きしておいたのは言うまでもないだろう。










６　トマト無双




　うんしょ、と珍しくズボンをはいているミナが立ちあがって伸びをする。

「疲れますねー、畑仕事」

「そうだなー」

　適当に相槌を打ちながら、隣でしゃがむおれは雑草をひょいひょい、と抜いては放っていく。

『郷に入れば郷に従え、です』

　薬草を栽培している畑にむかう前、ミナはそう言って、麦わら帽子をかぶって、ズボンをはいてきた。農家に嫁いだたくましい嫁みたいだった。麦わら帽子をかぶり直して、ミナがまたしゃがみこんだ。

「ノエラさん、一人でお店、大丈夫でしょうか？」

「甘やかし続けてもノエラのためになんないからなー」

　ミナがお店で、ノエラが畑。こっちのほうが自然だけど、ノエラが忌避剤を凄まじく嫌がるので、こうなっていた。雑草を抜いたあと、汲んできた水を薬草にまく。

「良いお薬になってくださいね～」

「楽しそうだな、ミナは」

「あはは。わたし、お外で何かをやるという経験がほとんどないので。生前は病弱で、元気な娘とは言い難い子供でしたし」

　ぱしゃり、とひしゃくで水をやった。

「そっか」

　病弱なミナ。全然想像がつかない。

　栽培エースのスキルのお陰で、おれが植える薬草は、きちんと世話をすれば枯れることはなかった。ミナが水をやる近くでおれは薬草を採っていく。

　今では種類も増えて、ポーション、エナジーポーション、消臭液、食器用洗剤の素材は、この畑から採取出来るようになった。森に行かないで済むってのは結構ありがたい。

　このあたりは、畑をタダで貸してくれるジラルに感謝しなくちゃな。

　ある程度収穫すると、農夫のおじさんたちが数人集まってため息をついていた。

「こいつは、マズイかもしんねえなあ……」

「弱ったな……」

「どうかしたんですか？」

　みんな顔見知りのおじさんたちだ。おれを見ると、やあ、と挨拶した。

「いやねぇ、肥料はちゃんとやってるんだけど、上手く育たなくて。何がマズかったんだろうなあ……」

　おじさんが目をやった先には、青々と茂る植物が同じ畑に植えられていた。

　まだ実はなってなくて、花が咲いている状態だ。順調にいけば、トマトがなるらしい。

「すみません、正直、おれには何がマズイのかさっぱりわからないんですけど……」

「長年見てりゃわかるんだけども、今回は実が少ないかもしんねえんだ……」

　実が少ないってことは、売りに出せる量が減るってことだ。おじさんたちには、文字通り死活問題。作物を育てていれば、天候状況で不作のときだってあるだろう。でも、「仕方ないよね」なんて言えない。ずっとずっと、おじさんたちが苦労して世話していたのを、おれは知っている。

「んー。天気はさすがにどうこう出来ないし……実が多くなればいいのか……？」

「薬屋さん、どうかしたかい？」

「……もしかすると、それ、どうにかなるかもしれません！」

「「「本当か!?」」」

　神様を畑で見つけた、と言わんばかりにおじさんたちは食いついてきた。

「あー……はは、おれも素人なんで、わからないところを少々教えてください」

　おれは、おじさんたちに注意することや、通常の栽培の流れや植物の状況を教わった。

　──うん、思った通り、なんとかなるぞ。材料も創薬室にあるもので賄える。

「レイジさん、また何かお薬を作るんですか？」

「え？　何でミナにわかるの？」

　うふふ、と嬉しそうにミナは笑う。

「顔を見ればわかります。楽しそうですから」

「そうかな？　……ちょっと店に戻って作ってくるよ」

「はい。行ってらっしゃい」

　ミナに手を軽く手を振っておれは町に戻り、店に帰ってきた。

　カウンターのむこうにいるノエラが退屈そうにしている。

「あるじ。どした？　畑、終わった？」

「店番、お疲れ。まだ終わってないかな？　ちょっと薬を作りに戻ってきたんだ」

　創薬室に行くとノエラもついてきた。まあ、店が暇そうだしいいか。

「何の薬？」

　あ。そういえば……ノエラって……。おれはニヤリと笑う。

「トマトの収穫を安定させるための薬だ」

「るっ!?　……あ、あるじ、ダメ。トマト、ダメ！」

　ぶんぶん、とノエラは首を振る。

　ノエラはトマトが苦手で、ミナやおれが言っても全然食おうとしないのだ。

「ノエラの敵……！　トマト、滅んでいい」

「こら。農家のみなさんに謝れ」

　ビシッと頭にチョップする。おれがトマト栽培に手を貸す悪の科学者に思えたんだろう。

　ノエラはじいっとおれの創薬作業を警戒するように見つめていた。

　よーし、出来た！　これで美味いトマトが食えるはず。




【トマトックス：着果を安定させる。栽培促進と熟成促進や育ち過ぎを抑制する効果のある農薬。人体に害はない】




　トマト以外にも使えるらしい。これで、農夫のおじさんたちを助けられる！

「あるじ──っ！　それ、ダメ！　どうしてもと言うなら、ノエラを倒して行く！」

　ノエラが創薬室の出入り口で両手を広げてとおせんぼをしている。

「……そうか、ノエラ。……残念だ」

「るぅぅ……！　あるじには、ノエラ、負けない」

「余分に作り続けたポーション、あれは、今後無しだ。自分のお小遣いで買うんだな。ノエラのお小遣いは、一週間三〇〇リンだから……一か月で一本買える計算になるな？」

「…………」

　だらだら汗を流すノエラが、すぅ、とどいた。

　毎日飲めるポーション〉〉〉越えられない壁〉〉〉流通されるトマト。

　こんなところだろう。ふん。ノエラ、恐れるに足らず。

　おれは新薬の瓶をいくつか持って、畑へと戻った。

「すみません、お待たせしましたー」

「いや、むしろ早すぎると思うんだが……」

　うんうん、とおじさんたちはうなずいている。

「この薬があれば、トマトはちゃんといつも通り収穫出来るはずです！」

「これを、まくだけで……？」

　使い過ぎは逆効果になるため、少量与えるだけでいいとおれは伝えた。

　けど、これだけってのが半信半疑らしく、おじさんたちは眉をひそめている。

「もちろん、使うかどうかの判断はお任せします」

「…………いや、使おう。使わせてもらうよ、薬屋さん。どの道、このままじゃまともな収穫なんて出来ないんだから。それに、薬屋さんが、俺たちのためにわざわざ作ってくれたんだ」

「ありがとうございます。トマト、食べるのを楽しみにしています」

「おう」

　おじさんたちとトマト同盟を結び、さっそくトマトックスを少量まいた。作物ってのはそうそう目に見えて成長するわけじゃない。気長に待とう。







　翌日、おれがミナに薬草摘みをお願いしていると、ミナが畑から帰ってきた。

「レイジさん、畑がもじゃもじゃになっていましたよ？」

「……そんな、一日でジャングルとかあるわけないだろ」

　一応、状況を視察するためおれは、ノエラとミナに店を任せて畑にむかった。

　畑の近くに冒険者らしき男が三人いて、何か話し合っていた。

「田舎に突如出来たダンジョンだ。どんな危険があるかわからない。気を引き締めていこう」

　そりゃ、田舎にダンジョンがないってわけじゃないからね？　冒険者もそりゃ、挑みにくるよ。

「まっ……まさかな……？」

　冷や汗を止められない。……だって、いつも効き過ぎるから薄めに作ったんだぞ？

　そんな、一日で急にジャングルになるわけが──。

「ないない」

　ＨＡＨＡＨＡ、と笑い飛ばしながら歩く。

　ここどこだろう、森？　けど、忌避剤を塗った柵がここに……ってことは、ここ……？

「は、畑がジャングルになっとるぅうううううううううう!?　自然溢れ過ぎぃいいいいいい!?」

　さっきの冒険者が畑に踏み込んだ。

「行くぞ──」

「「オウ！」」

　調査に乗り出してるぅうううううううう!?

「あのー！　ここ、畑！　畑なんで！　お宝もレアモンスターもいないですよ！」

　それから、三〇分待っても冒険者は出てこない。

「…………よ、よし、おれも行こう。畑だもの、ここ。魔物とか出ないからね？　だ、だって、お、おれの忌避剤は最強だし……ま、魔物なんか来ないし、来てもイチコロだし……」

　ぶつぶつ言いながら、おれはへっぴり腰で前へと進む。すると、バヅン、バヅン、という音が聞こえる。な、なんだ……!?　バヅン、バヅン。

　音のするほうへ近づくと、農夫のおじさんやその奥さんたちがいた。

「こんにちはー。すごいことになってますね……」

「ああ、薬屋さん。本当に、こんなに効くとは驚きだよ」

　ははは、とおじさんは大声で笑った。

　みんな、大きいハサミを持って、もじゃもじゃになっている緑の物体を切っている。

「みなさん、何しているんです……？」

「ああ、こうして茎を切ってやらないと、他の野菜に陽が当たらないだろう？」

「てことは、トマトの茎なんですね……。ああ、すみません……！　薄めたはずなんですけど！」

　おれが慌てて謝るとおじさんは、ポンとおれの肩を叩いた。

「薬屋さん、これ」

　指差した先には、土の上に真っ赤なカボチャがあった。

「？　これは……」

「トマトだよ」

「──トメィトゥ!?」

　テンパってネイティブ発音になった。

「え、これ、カボチャじゃあ……？」

「食べてみるとわかるよ、どうぞ」

　奥さんの一人がビッグトメィトゥを切って、おれに渡してくれた。口にひょいと入れる。

「あ。トマト……ていうか、甘っ！　美味し！」

　すごい。果物みたいに甘い。

「薬屋さん、これはすごいよ！　甘いトマト。しかも見たことないくらい大きい。良い値段で売れるよ、これは！」

　農夫のおじさんやおばさんも全員嬉しそうにうなずいている。みんな、ジラルに借金しながらここの畑を借りていたそうだ。だから、その借金を返して余りある収入になるって、大喜びだった。おれも不要な茎を切るのを手伝い、ジャングルだった畑は元の姿に戻った。

　冒険者の人たちは、無事に帰れたかな？

　もらったビッグトマトを持ち帰ると、さっそくミナが試食した。

「あまぁ～い。美味しいですね～。──あ、これならもしかすると……」

「うん、おれも同意見だ」

　おれとミナはうなずき合った。

　夕食にそれを出すと、確認したノエラが無表情になる。

「ノエラ、ひと口でいいから食べてみ？　……美味の味だから」

「美味の味……？」

　おれが『美味の味』と言ったのが、ポーションを思い浮かばせたみたいで、ノエラは目をつむってひと口食べた。

「る？　トマト？」

「トマト、トマト」

「これ、トマト違う」

　ガツガツとノエラは気にせず食べはじめた。反対に座ったミナはニコニコ微笑んでいる。

「ノエラさんがトマト食べられるようになってよかったですー。ノエラさん、偉いです」

　わしわし、とおれもノエラの頭を撫でた。







　この後。

　カルタ産ビッグトマトは、周囲の町でそのサイズが話題になり、甘い味ということも相まって、飛ぶように売れた。新薬は改良し、相当薄めたものを商品化。ビッグトマトを作った農薬ということもあって、新薬の知名度もあがり、こちらも農家の方たちに大人気となった。










７　哀・お父さん




　社員旅行から帰ってきて数日、ジラルやポーラが相変わらずしゃべりにやってきたり、クルルさんやリリカがやってきたりと、いつもの日常を過ごした。

　今日は執事付きのエレインがやってきた。

「レイジ様、ご機嫌よう」

「はい、御機嫌よう。ノエラは、今は昼寝してるぞ？」

　お昼ご飯を食べてから二時間くらい、ノエラはお昼寝をしている。おれのベッドで。

　くすり、とエレインは品よく笑う。

「いえいえ。今日はノエラさんではなく、レイジ様に……」

「え？　あ、おれ？」

　何か相談事だろうか。おれがイスをすすめると、優雅にエレインは腰掛けた。

「何か用？　お仕事体験や創薬体験したいってわけじゃないんだろう？」

　ちょっと雑に言ったせいか、エレインがむうっと頬を膨らませる。

「今日はお父様のことで、レイジ様にお伝えしたいことがあるのです」

「おとーさまって、領主の？」

「ええ。領主のお父様ですわ。最近……お父様の近くに行くと、イヤなにおいがしますの……」

「イヤなにおいって？　お風呂入ってないとか、そういうこと？」

「それはないと思いますわ。そういうものとは少し違うような気がして……何なのでしょうか……」

　エレインは小難しそうに眉を寄せる。それって、あれじゃないのか。

　思春期女子が総じて言う「お父さんと洗濯物一緒にしないで」現象。

　はにかんだような表情をするエレインがおれのほうへやってくる。

「し、し、失礼しますわね……」

　おれのほうをむいて、おれの膝の上に座った。

　う、近い……。こいつ、また香水つけてきてるな。おませさんめ。

「お、幼い頃は、お父様にこうして、抱っこしていただくことがあったのですけれど、先日近づいたときに、例のよくわからないけれど不快なニオイがしましたの……」

　すん、すん。エレインがおれのほうへ鼻を寄せてにおいをかぐ。

「レイジ様は……むしろ、好ましいニオイですわ。殿方全員がそういうニオイではないのですね……。あっ──。わ、わたくしったら、は、はしたないことを……っ」

「気にしてないから、大丈夫だよ」

　頭を撫でると、ぷしゅん、と変な音がして頭から湯気が出た。

「もっ、もう、レイジ様ったら。わたくしを子供扱いして……。こ、困った方ですわ」

　とは言うものの、エレインはその困った方の膝の上からどこうとしない。

　くるりん、くるりん。自慢の縦ロールに指を絡ませてそっぽをむいている。

　お父さんのニオイを年頃の娘が嫌がるってのは、どちらかに問題があるんじゃなくて、生物として当たり前の反応なんだよな。まとめると、そのにおいを感じないよう出来るか、というエレインの相談だった。けどこれは、娘としては当然の反応だから、無くしたりにおわないようにしたりするのは難しいかもしれない。

　おれは一度考えてみるとエレインに伝えて、その日は帰ってもらった。







　その翌日のことだった。いつぞやの老執事がおれを迎えにきた。

「レイジ様。我が主がお呼びでございます。お屋敷までお越しいただけますでしょうか」

　大忙し、というわけでもなかったから、おれは二つ返事を返して、老執事と一緒に馬車で屋敷までむかった。

　フラム夫人に呼び出されて以来だけど、中は相変わらず豪勢な貴族然とした屋敷だった。

　応接室らしき一室に案内されると、中に一人の紳士がいた。

「君が、あの薬屋の錬金術師かな。カスティ・フェーン・ドラン・バルガスという」

「レイジと申します、薬屋の店主です」

　もう面倒だからいちいち訂正しない。

　ソファから立ちあがった紳士と握手をかわし、すすめられたむかいのソファに座った。

「先日は、妻のフラウが君の作ってくれた薬でずいぶんと若返ってね。晩餐会では、話題の中心だったよ。フラウも喜んでいた」

「あはは、そりゃよかったです」

「エレインも、店にお邪魔させてもらったとき、色々と貴重な体験が出来たようで、本当に感謝しているよ」

「いえいえ」

　だがな、とカスティ領主はおれのほうへ顔をズイッと寄せた。

「エレインやフラウの評価が、私と一緒だと思わないことだ。私は……自分で目にしたもの以外、信じない男だ」

　そりゃ当然だ。領主はさらに声を低くしてささやくように言う。

「エレインは、よい娘に育った。器量もよい。有象無象の男どもを魅了するのも、わかる話だ。錬金術師殿……欲しいのであれば、私を倒してからにするのだな──ッ！」

　クワッ！　領主様は目力を発揮しておれを睨む。

　えええ……。元々欲しくないんですけど。欲しくないって言うと、我が娘を弄んでいるのかってなる。欲しいって言うと、貴様のような男にやらぬわってなるだろうし……。

　何だよ、このデッドオアデッドの選択肢。

「あー、ええっとー。今日、おれに何かご用があったんですよね？」

「うむ。そのことである。…………近頃、エレインが私を嫌がるようになったのだ。──貴様の差し金であろうッッ！」

「何でおれなんですか!?」

「愛娘を使って最大の難敵である私に、精神的に攻撃してくるとは……なんと姑息な男ッ！」

　クワッ！　また目力満点で領主様はおれをねめつける。おれは両手をあげて降参のポーズをした。

「おれは何もしてないですよ、本当に」

「では、エレインに近づいたとき『クサ……ッ』と、私に聞こえるようボソりと言うのも、服を洗う際、極めて厳重に私の洗濯物と分けるよう、メイドに徹底させていているのも、すべて自身の意思というのか──!?」

「ええ。残念ですが、そうじゃないかと……」

　思春期の女子あるあるだ。どんまい、お父さん。

「あんなに父である私のことを好いていた娘なのだぞ……？」

「そういう時期に差しかかっているだけかと思います」

　領主は手を組み合わせてうなだれる。

「私のことを、ゴミを見るような目で見てくるのも、そのせいなのか……？」

「程度によるかと思いますが、概ね、そんなものかと」

「エレインの干してあるパンティをじいっと眺めていたのがバレたのがマズかったか」

「そりゃそうなるわ」

「その後、薬屋の錬金術師の話をよくするようになったのだ。すべてそれが原因なのでは、と……」

「人のせいにすんな。現実から目を背けるな」

　けど、家族にクサイなんて言われるのは相当傷つくだろう。

　領主様はエレインを溺愛しているみたいだし。だから余計に辛いんだ。

　おれという人物の登場でエレインが変わってしまい、自分を嫌うようになった、と。

　そういうふうに解釈していた──というより、そう解釈したかったみたい。

「思春期──あの年頃の女の子は、父親の性的な一面を嫌う傾向があります」

「だ、だが──確認する必要がある。どれほど成長したのか」

「確認しないでください。余計に嫌われますよ」

「だがあの手のパンティはエレインには早いと思うのだ」

「そういう話をすんなって言ってんでしょうが」

「だ、誰に見せるつもりなのか。……け、けしからん……けしからんパンティだった」

「嫌われて当然です。自重しろ、変態」

　当たり前の流れだった。

「あ。もしかして、そのことで本人に言ったり……？」

「もちろん。けしからんパンティだ、と領主らしくズバンと言ってやった」

「けしからんのはあんたのほうだ」

「そうか…………」

　しょぼーん、と領主様はソファの上で膝を抱えてしまった。へこんでる……。

　ばたん、と扉が勢いよく開いて、エレインが入ってきた。

「レイジ様がここにいらっしゃっていると聞いて来てみれば──！　わたくしが何をはこうとお父様には関係ありませんっ。あれほど言ったのに、まだ覚えているなんて不潔です。軽蔑しますわっ」

　しょぼーん、と領主様はさらに小さくなっていく。会話が外にも聞こえていたらしい。

　フン、とエレインは鼻を鳴らして、おれの腕をとった。

「レイジ様。不潔なお父様とではなく、わたくしのお部屋でわたくしとお話をしましょう」

　ぐいぐい、と引っ張られておれは無理やり席を立たされた。

「おい、エレイン、待てってば」

「いいえ。待ちません」

　この世の終わりを目の当たりにしたような、絶望顔で領主様はおれたちを見つめる。

　部屋を出ていき、そのまま屋敷を歩かされた。はあ、とおれは大きくため息をついた。

　領主様は、おれという悪役が欲しかったんだろう。

　昨日エレインが店に来たときは、お父様がパンツをどうのって話はしていなかった。

　嫌なのは嫌だろうけど、それが一番の原因ではないんだろう。

「あんな言い方、しなくてもいいだろう？　領主様、たぶん部屋で泣いてるぞ？」

「ですけれど……」

　ばつ悪そうにエレインは唇を尖らせる。

「領主様にも悪いところはあるんだけど……嫌いってわけじゃないんだろう？」

「それは、もちろんですわ……」

「あとで、謝りに行こうな？　おれもついていってあげるから」

「はい……」

　エレインも酷いことを言った自覚はあるみたいで、部屋でしゃべっていてもどこか元気がなかった。この父娘を元の仲に戻してあげよう。

「エレイン、あとはおれに任せろ。お父さんを嫌わなくても済むような薬作ってくるから」

　おれはそう言い残して屋敷を飛びだした。消臭液があるけど、あれを使えってのも失礼な話だ。今はもうトイレ用と化しているし。もっと根本的なところを解決しないと。

　それに、あのにおいにはもっと直接的な原因がある。それをどうにかすれば……。

　創薬室にこもって新薬を開発した。

「よし、これなら──！」




【ボディソープ for men：汗のにおいを抑え、発生した菌を殺菌する効果がある】




　対エレイン用秘密兵器をボディソープの中に入れている。これなら、ぼそっとクサイなんて言わなくなるだろう！

　おれは新薬を持って屋敷へと走った。これならみんな幸せになれるはず。

　門を顔パスで通り（というか、門番に頭さげられて挨拶された。シャースつって）、屋敷の中へ入って、さっきの応接室へ入った。

「エレイン…………」

　領主様は、ソファの上でまだ膝を抱えていた。エレインの一言一言が相当効いているみたいだ。こんな様子を見ると、可哀想。

　って思うけど、娘の干してあるパンツをガン見するのはどう考えてもアウトだ。

　しょんぼりしているところに、おれはローテーブルにボディソープの入った瓶をどんと載せる。

「領主様、この薬を使えば、エレインにクサイだなの何だのと言われなくなりますよ！」

「……？　これは何だ？」

「ボディソープと言いまして、体を洗うとき、これをつけて洗っていただきます。それだけで、カスティ様、あなたが発している加齢臭という悪しきにおいがなくなります。それが、エレインが嫌うにおいの大元なんです」

　ふん、と領主は小馬鹿にする。

「洗うだけでエレインが私のことを大好きになる？　ハン、あり得ん」

「そんなことは言ってねえ」

　おれは瓶の蓋を取って、手でぱたぱたと領主にむけて扇ぐ。

「どうです？　いい香り、しませんか？」

「うむ。さっぱりとしたよい香りだ」

「騙されたと思って、使ってみてください。エレインとの間に出来た溝もこれで埋まるはずです」

「私はな、錬金術師レイジ、騙されるのが嫌いなんだよ！」

　え～～。知らんがな。別に本気で騙すワケじゃなんだけどな。

「じゃ、どうしましょう。このまま嫌われたままでいいんですか？」

「っ……」

　やっぱり、エレインを溺愛しているカスティ領主の泣き所は『エレインに嫌われる』だ。

　実際のところ、エレインも心底嫌っているってわけじゃない。

　ちょっとした気持ちの問題なんだ。

「残念ですが、エレインが今のカスティ様を嫌がっているのが現実です。放っておけば、溝はどんどん広がり深まっていきます」

「溝が、広がって、深まる……」

　絶望顔で領主はぷるぷる震える。

「そしてやがて、会話を二度と交わさない冷え切った関係になってしまいます……」

「冷え切った、関係……っ」

　ちょっと脅し過ぎたかな？　領主様、半泣きになっている。

「ですが！　今ならまだ間に合います……！　カスティ様、この薬で体を洗いましょう？　エレインとの溝を埋めるチャンスは今しかないんです────ッ！」

「や、やりゅぅうううううううううううう、洗うぅうううううううううううう！」

　ぼろぼろと本気泣きをはじめた領主様。オッサンのガチの嗚咽はちょっと見るに堪えない……。ぐい、と涙をぬぐった領主は、ぱんぱんと手を鳴らす。

　するとすぐにメイドが二人やってきた。

「湯浴みをする。準備せよ」

　は、と頭をさげたメイドさんたちが部屋を出ていくと、タオルやら何やらを抱えて戻ってきた。

「カスティ様、用意整いましてございます」

　腰をあげた領主が振り返る。

「レイジ錬金術師も、どうだ」

「遠慮しておきます」

　誰も得しない展開になりそうなので、即断った。

　最後に、特に重点的に洗う箇所を伝えて、領主を見送った。

　一時間くらいしてから、領主が応接室に戻ってきた。ずいぶんと長い風呂だったなあ。

　それだけ入念に洗ったってことだろう。

「レイジ錬金術師──」

　おれが声に顔をあげると、バスローブを着ている領主がむかいに座ったところだった。

　シャキン、という効果音が相応しいほど、キリリとした顔つきになっている。

　あれ……おかしいな……イケメンになっている……？

　ごしごし、と目をこすっても、それは変わらない。

　シャキン。顔を斜めにしておれを見てくる。シャキン。足を組んだ。シャキィイイン。

　流し目をしながらちょっと目を細めた。あれ……おかしい。

　キャラが変わっている。

「どうだい？　生まれ変わった、このボクは」

　口調も変わってるぅうううううううううう!?　もう、誰だよってレベルだ！

「これなら、エレインにも──、…………嫌われ、ない……、──かな」

　シャキン。涼しげな眼差しでおれを見る。

　とりあえず、言葉の合間に入れてくるタメがうざい。

　花を持ってキスしそうな勘違いイケメンキャラになってる。

「ええっと、まあ、嫌われないんじゃないですか……？　あ、いや、どうだろう」

「キミの薬は完璧だった……」

　懐から一輪のバラを取り出しキスをする。

「ほんとに持ってた!?」

　なんだろう、この残念感。一〇代や、せめて二〇代前半なら、いいんだよ？

　勘違いしてても、ドンマイで済むから。この人、アラフォーだよ？

　むしろ、今まで以上にエレインに嫌われそうな……。

　イケメンじゃなくて、ダンディーな仕上がりならいいと思うんだ、おれ。

　どうでもいいけど、動くたびにカッコつけながらおれのほうを見るのをやめてほしい。

　ぱんぱん、と手を鳴らすと、メイドさんが一人やってきた。

「エレインをここに呼んでくれるかい？」

　ぺこり、とお辞儀して、メイドさんが去っていく。領主は立ちあがって何やらポージングしている。あー。ボディソープの効果早く切れねえかなー。

「っていうか、そういう効果のある薬じゃないんだけどなあ……」

　おれがぶつくさ言っていると、コンコンとノックの音がした。

「お父様、エレインです」

「入りたまえ」

「はい……」

　たぶん、エレインと領主はあれっきりだったんだろう。

　入ってきたエレインは、少し顔が緊張で強張っている。

「エレイン──」

　舞うように優雅にエレインに近寄っていく領主。いいからさっさと歩け。

　がばり、といきなり抱きしめた。

「ふえ……？」

「エレイン、ボクだよ、カスティだよ──」

「────きゃぁあああああああ!?　誰ですの、何ですのこの殿方はぁあああ!?」

　じたばたしながら、領主の胸をエレインは叩いている。超嫌がってる……。

　二人に近づいていき領主を引きはがすと、領主はよろついて床に尻もちをついた。

「あぅち。──何をする、錬金術師」

　あーあ、エレイン泣いてる……。

　面識のないどこかの男に無理やり抱きつかれたって思ってるんだろう。

「大丈夫か、エレイン」

「──レイジ様」

　ひし、と抱きついてきたので、頭を撫でて落ち着かせてあげる。

「は、話が違うじゃないか、レイジ錬金術師！」

「変態行為が許容される薬じゃねえんだよ。何でいきなり抱きついたし」

「娘から離れろ、レイジ錬金術師──！」

　ん、とエレインが尻もちをついている残念領主を見つめる。

「その声……お父様……？」

「そうさ、エレイン、ボクさ！」

　セリフがなんかデ○ズニー作品でありそう。ちょうどいい。

　この状況を利用させてもらおう。

「フフフフ、では、娘はもらうぞ、カスティ！」

　とびっきり悪い顔でおれはニヤリと笑う。

「貴様──まさか……薬を使わせたのはそのためだったのか……！」

「ハハハハハハ、気づいてももう遅い！　長かった……。この娘を籠絡し一緒になれば、おれは貴族の仲間入りってワケだ」

「い、一緒になる……？　と、ということは、わたくし、れ、レイジ様とっ……!?」

「そう。おれが婿に入ることで、このバルガス家はじきにおれのモノとなり、町の支配者に──」

「わたくし、うれしいですわっ」

　ちょ、そこトキメクとこじゃない！　家が悪いやつに乗っ取られるんだぞ！　嫌がれよ！　おれ悪役やってんだから！　こら、抱きついてくるな！

　ぎゅにぃ、とエレインの顔を手で遠ざける。

「むぎゅぅぅ、な、なにをするんですの、レイジ様」

「レイジ錬金術師、許さん……！　娘を弄んだ罪、万死に値する！」

「レイジ様に危害を加えることは、このわたくしが許しませんわっ！」

　おれの味方すんな！　もうエレインがこんな感じだから、プランがめちゃくちゃだ……。

「わたくし、もう覚悟は決まっていますのよ。お父様がお認めにならないのであれば、レイジ様と駆け落──もが」

　おれはエレインの口を手で塞いだ。

「おまえがしゃべるとややこしくなるんだよ。ちょっと黙ってろ」

　話が進みやしない。

「カスティ、ならどうする。娘には嫌われていたんだろう？　クサイだの、キモイだの、変態ジジイだの、クソムシだのと言われ」

「いや──そこまでは言われてない」

「ですわ」

　こほん、とおれは咳払いする。

「こんな娘、いないほうがいいんじゃないのか？　それを、このおれがもらってやろうと言ってるんだ」

「……私は、いないほうがいいなんて思ったことはない！　断じてだ！」

　お。口調が戻った。

「お父様……」

「大切な大切な愛娘だ。生まれたときから、ずっとずっと、愛している、私の子だ。何かを言われて傷つくことがないわけではない。だが、それが何だというのだ。私のことを嫌がるというのは、一時的なことだと信じている」

　領主が、悲しそうにニコリと微笑んだ。

「……私は、エレインが何をしようとも、一生キミの味方だ。エレイン、愛しているよ」

　そのときだった。ぱっとエレインがおれから離れた。

「──お父様ぁあああああああああ！　ごめんなさい、ごめんなさい、わたくしお父様に、酷いことばかり言って…………」

　エレインは領主の胸でわんわん泣きはじめた。何度も何度も謝ると、背をさすりながら領主は優しく笑った。よし、おれの仕事はここまで。

「あれ──お父様、このかおり……」

「ああ、レイジ錬金術師がくれた体を洗う薬の香りだ。……おかしいかい？」

「いいえ。そんなことありませんわ。わたくしが使っている香水と同じかおりですので」

　他人のおれがここにいるのは無粋だろう。

　おれはそっと応接室をあとにして、屋敷から出ていった。







　二日後、キリオドラッグに領主から手紙が届いた。

　感謝の言葉と、娘はやらんっていう内容。

　ボディソープは瓶一本じゃ足りないというので、使いを寄越すと書いてあった。

「──レイジ様、ぼでーそうぷ、買いに参りましたわ！」

　縦ロール、襲来なのである。

　返事には、先日のあれは芝居であって、もらうつもりはないから安心して欲しいとだけ書いた。

　このあと、ボディソープは領主公認の商品となり、大ヒットを記録することになった。










８　キリオドラッグの定休日




　ウチの店にも定休日が週一度あって、大抵その休日は、ダラダラ過ごして終わることが多い。けど、今日は違った。

「あるじ、こっち、あるじ、こっち！」

　いつもの森の中。ぐいぐい、とノエラがおれの手を引っ張る。

「待て待て、そう急ぐなって」

　となりではミナが楽しそうにふんわりと微笑んでいる。

　手には、朝から作っていた昼ごはんを詰めたバスケット。

　ノエラが言うには、森の少し奥に湖があるらしく、そこまで行ってのんびりしようというのが今回の企画。

　そんな場所があるなんて今まで知らなかったんだけど、ノエラがこの前、おれが薬草採取に夢中になっているとき、見つけたみたい。

「レイジさん、釣り竿なんて持っていたんですね」

「ああ、これは、今日買おうとしたら持ってけって、雑貨屋のおじさんが」

　相変わらず、あの人はおれに金を払わせないんだよな。

　毎回毎回こうだと、ちょっとした罪悪感があるけど、何か釣れたらお礼として持っていこう。

　ノエラが葉っぱにくっついているイモムシやら何やらを集めて瓶に入れている。

「そ、それ……餌になるの？　集めてって頼んだの、おれだけど……」

「なる！　食いつく！　ミナも集める！」

　ずいっと瓶を突き出すと、ミナがガクブルしている。

「わ、わ、わ、わたしは……え、遠慮、しておきます……。うねうね……怖いですから」

　うん、ミナ。わかるよ、その気持ち。

　単体ならどうにか堪え得るけど、一〇匹も二〇匹も瓶の中でうじゃうじゃしているのを見れば、おれでもげんなりする。

　それから少し歩いていると森が途切れて、静かな湖に出た。

「あるじ、ミナ、ここ」

　適当な場所でミナがレジャーシートを広げた。

「へぇ～、すごく爽やかなところですね」

「うん、風も気持ちいいし、なかなかの穴場スポットだ」

　湖も澄んでいてかなりキレイだ。

「周り、獣、魔物、たくさん。気をつける」

　うげ。マジかよ。そりゃ、穴場になるわけだ。

　魔物や獣が水を飲みに来たりすることもあるんだろう。

　バトルが発生するのなら、ノエラ先生にお願いするしかなくなる。

　腰を落ち着けてミナが入れてくれたお茶で一服すると、さっそく釣りの準備をする。

「ノエラさん、わたしたちも準備しましょう」

「るー」

　準備？　ノエラがちっちゃなリュックを背負って、ミナと一緒に木陰に隠れた。

　どうしたんだ？　あ、わかった……あれだな、トイレだな。

　紳士なおれは、当然木陰を覗こうともしないし大自然の音に耳を傾けようともしないのである。

　ノエラが頑張って集めてくれたイモムシちゃん一号を釣り針に通して、仕掛けを投げる。

　……。…………。………………。

　うんともすんとも言わない。ま、釣りなんてこんなもんか。

　ピュィン！　ん？　この音って確か……？　自分を鑑定スキルで見てみる。




【スキル：鑑定・創薬・栽培エース

　　　　　魚影視認ソナー《ＮＥＷ》（魚の所在を確認出来るスキル）】




　おお！　これは、釣りするときにかなり役立ちそうだ！

　鑑定スキルと同じく、意識して湖を見ると全然見えなかった魚の影がたくさん見えた。

　ふふん、これがあれば、無駄な場所に仕掛けを投げずに済むな。

　ちょうどいいポイントに移動して、魚がかかるのを待った。

「レイジさーん」

「あるじー」

　看板娘二人の声に振り返ると、水着を着た二人がいた。

　ノエラはワンピースの水着。

　ミナは、ビキニにパレオを巻いてちょっと大人な感じだった。

「あるじ、あるじ！　似合うか、似合うか！」

　尻尾を振りながらこっちに駆け寄ってくると、ノエラはくるくる回って見せる。

「うん、似合ってる。いつ買ったんだよ？」

「ええとですね、以前、サン・ログロに行ったときです。……わたしは、どうですか、レイジさん？」

「うん、ミナも良いと思う」

　えへへ、と照れくさそうにミナが笑う。サン・ログロは近くに砂浜もあったっけ。

　もしかすると、二人は海水浴したかったのかも。

　パシャ、パシャ、とミナとノエラが浅瀬で水の掛け合いをはじめた。

「ノエラさん、冷たいですよ～。んんん、えいっ」

「はびゅ!?　……ノエラ、許さない……」

「ひや!?　何で本気になってるんですか～っ」

　水着姿で楽しそうに遊ぶ二人を眺めるのもいいもんだ。

　竿を引くと、何もついていない釣り針が目の前にぶらさがった。

　おれが二人を見ている間に餌だけ食われていたらしい。

　それから何度繰り返しても餌だけ食われることが続いた。

　雑貨屋のおじさんや、酒場のレナたちに魚を持っていってあげたいんだけど……。

　釣り素人のおれには、そう簡単には釣れないってことか？

「……おもしれぇ。よぉし、薬師の本気ってやつ、見せてやる」

　おれは竿を放り出し、森に入る。

　鞄に創薬道具一式を持ってきているので、それを使って魚類まっしぐらな餌を作る。

　創薬イメージに従って、以前リリカに作った誘引剤をアレンジしていった。




【爆釣れ君：魚類の嗅覚に強烈に働きかけるフェロモンを含んだジェル状の薬品】




　説明にあるように、瓶の中はどろりとした物体が入っている。これを元々の餌に付けて、

「よっと──」

　湖に投下。すると、すぐに黒い魚の影がいくつも仕掛けに近づいてきた。

　けど、くるりと逃げていく。

　おかしいな、と首をかしげていると、どでかい影がぬっと現れた。

　お。これはこの湖の主なんじゃないか！

　おれがワクワクしていると、グンッと竿に強烈な手応えが走る。

　来た来た来た──！

「レイジさん、お魚釣れそうです？」

「今──！　今釣れそう！」

　引きつ引かれつを繰り返していると、徐々に主の引く力が弱まってきた。

「どっ──りゃぁあああ！」

　思いきり引きあげると、主が水面から飛び出し、べちゃーん、と地面に転がった。

「いったぁ～～。針がついてるなんて、ヒドイよぉ……」

　何か釣れた。具体的に言うと、女の子が釣れた。湖から。

　イタタタタ、とその女の子は口の端に引っ掛かった針を抜いてポイッと投げ捨てる。

「レレレ、レイジさんが、女の子を釣りましたぁあああああ──っ!?」

「あるじ、どっから連れてきた」

「ミナもノエラも落ち着け。おれだってわけがわからないんだ。あれが主……なわけないか。けど、湖からざばって出てきたんだよ」

　きゅう、と変な音がすると、その子がお腹を押さえた。

「久しぶりのご飯だと思って食べたら……針が入っているなんて……コレ、何てイジメ……？」

「あのー、もしもーし？」

「あっ！　キミだね、ボクを針で釣ったヒドイ人間は！」

「釣ったっていうか、勝手に釣れたというか……。おれは、魚を釣りたかったんだよ」

　悪い悪い、と平謝りするけど、女の子座りしているその子は、むぅとおれをにらむ。

「おれは、薬師のレイジっていうんだ。君は？」

「ボクはビビ。この湖の精霊さ。人間と会話するなんて、ずいぶんと久しぶりだ」

　ビビと名乗った少女は、空色のキレイな髪を結っていた。

　精霊ね……。けど、湖にずっと潜っているなんて人間には真似出来ないから、本物かも。

　ミナが不思議そうに首をかしげた。

「精霊なんてそんなファンタジーみたいな存在、本当にいるんでしょうか」

「幽霊が何言ってんだ」

　きゅう、とまたお腹が鳴ってビビが「お腹空いた……」とぼそっとつぶやいた。

　おれたちは顔を見合わせた。

「ちょうど弁当持ってきてるし、一緒に食べる？」

「いいのかい？　ボクみたいな精霊が、キミたちのご飯をご馳走になっても……？」

「うん、大丈夫大丈夫」

「けど、見ず知らずのボクが混じってしまえば、楽しいランチタイムが、気まずい時間にならないかな……」
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「ならない、ならない！」

「あ。わかった……。仲間に入れてあげたフリをしてあとでボクの悪口をいっぱい言って──」

「言わねえから！」

　この精霊、クソネガティブだ。

「大丈夫、来る」

　ノエラが手をとって、レジャーシートまで連れていく。

　おれとミナも後に続いて、ミナが朝から作ってくれた弁当に手をつけていく。

　作ってくれていたのは、色んな種類のサンドイッチだった。

　ガツガツ、とノエラはいつも通りガッツいていく。

　はぐはぐ、と精霊のビビも無言で小さな口を動かして食べていった。

「精霊って、何食って生活してんの？」

「……今までは、人間たちがボクにお供え物をくれていたんだけど、最近、それもなくなってしまって、ボクは腹ペコだったってワケさ」

　詳しく事情を聞くと、結構な昔、大層な精霊としてビビは祀られていたらしい。

　それで、供え物を食って生活していたみたいだ。

　今じゃそれがめっきり減ってしまったらしい。

　魔物や獣が多いんだから、わざわざ危険を冒してまでお供え物を持って来ようって人はいないだろう。

「はしたない精霊だって、どうせあとで笑うんだ……」

「笑わねえから。魚は食べないのか？」

「捕まえられない……間違えた。ボクは、トモダチを食べたりなんてしない」

　本音が聞こえたぞ。

「じゃあ、おれと一緒に釣りしてみるか？　ちょうど【爆釣れ君】もあるし」

　丈夫そうな枝を一本切って、竿にする。

　あとは、おれが持って来ていた予備の糸や仕掛けを作って完成。

「はぁぁぁぁ……」

　精霊が変な声を出す。

　瓶の中をうねうねしているイモムシたちを見てときめいていた。

　そういや、この精霊、このイモムシで釣れたんだよな……。

「レイジくん、ひ、ひとつだけつまんでもいいかい？」

「おまえはどこの辺境部族だ。ダメダメ。これで魚を釣るんだから」

　餌にジェル状の爆釣れ君を付けて、仕掛けを湖に投げる。

「ほら。これ。かかったら引きあげるんだぞ？」

「どうして、そんなに親切なんだい？」

「どうしてだろうな」

「こうして恩を売っておけば、ボクを後々利用しやすくなるだろうって魂胆なんだ、きっと……」

　どよーん、とビビがまた落ち込む。

　恩に着せるつもりなんてこれっぽちもないんだけどな……。

　ぐぐっとビビの竿が大きくしなった。

「ふわわわわわわ、れれれ、レイジくん、何か凄い手応えだよ！」

「お友達の全身全霊の抵抗だ」

「ははっ、は、は…………ボクに、そんな存在はいないよ……」

「ヘコんでる場合か！　魚がかかったんだよ、釣りあげろ！」

　その場で踏ん張るので精いっぱいっぽかったので、ビビの背中に回って後ろから竿を握った。

「せーので引くぞ！」

「え？　え？　なに、なに!?」

「せーのッ！」

　おれの声に合わせてビビも竿を思いっきり引いた。

　バシャン、と水面から魚が飛び出し、釣りあげた勢いでこっちに飛んできた。

　ひぅぅぅぅぅううん──ビターンッ！

　ビビの顔面に四〇センチほどの魚が直撃した。

「ふべっ──!?」

　……ど、どんまい。

「レイジくん、釣れたよ」

　魚がぶつかったあとの残る顔でビビは笑う。

「もう一匹釣ろう」

　近くでは、ノエラ＆ミナ組がおれの竿を使って投げては釣って、釣っては投げてを繰り返していた。ミナが釣る。ノエラが針をはずし、餌をつけ爆釣れ君を付ける。ミナがまた仕掛けを投げる。

　わんこそばのノリで、そりゃもう見事な連携を見せていた。

　足元には、二〇匹くらいの魚がびっちびっちと跳ねまわっている。

　め、めっちゃ釣ってるぅううううう!?

「レイジさんたちには、負けませんから！」

　ミナが楽しそうに言うと、こくこく、とノエラもうなずく。

「おれたちも負けてられないぞ、ビビ」

「う──うん！」

「湖の精霊パワーで釣りやすくなったりしないの？」

「はは……ボクに、そんな力があるとでも思っているのかい……？」

「じゃ、いい。となれば、おれのスキルで……」

「あ、あ、あ、レイジくん、見捨てないで……。お願い……」

　幸薄そうな精霊とおれのペアは、結局追撃及ばず、二三匹で終了。

　看板娘ペアは、二六匹を釣った。

「わたしたちの勝ちですよー、ノエラさんっ」

「るーるー♪」

　雑貨屋とうさぎ亭へのお土産としては十分だ。

　ちょっとした生け簀を作って、必要な分だけ持ち帰ることにした。

「ビビ、この生け簀の残りはあげるよ」

「え──どうして？」

　なぜかビビは不安そうな顔をしてうつむいた。

「どうしてって……要らないから。おまえも腹減ってたんだろ？　お腹すいたら食べたらいいよ」

「…………そうやって、人間は見返りを求めていくんだ。お供え物を置いていって、みんなボクに出来もしないお願いをしていったよ……雨を降らせろとか、日照りをなくせとか……ボクは、神様じゃないのに……出来ないものは、出来ないんだよ……。来ないで、来ないで、もう湖には来ないで。ごめんなさい、ごめんなさい、もう湖を汚さないで……。ボクのせいじゃないんだよ……」

　ああ……それでやたらとネガティブなのか。

「おれは、おまえに見返りを求めない」

「……」

「友達なら、与えっぱなしも、もらいっぱなしもあっていいだろう？　打算だけの付き合いなんて、おれも嫌だから」

　おれはビビの手を握った。

「友達……レイジくんとボクが……？」

「ノエラも」

　たし、とノエラが手をのせると、ミナも手をのせた。

「わたしもよかったらお友達にしてください。今日一緒に遊べて、楽しかったです」

「だってよ？」

　ぽろぽろ、とビビが泣きはじめた。

「あじがどう……また、来てね……ボク、待っているから……」

　こうして、おれたちは薄幸そうな湖の精霊・ビビと友達になったのであった。










９　カッコよくなるお薬




「最近、フェリスが何かに悩んでいるみたいなんだ」

　穏やかな昼下がり。ジラルがまた店に来て、三日ぶり七八回目の愚痴をこぼしはじめた。

「それでね、レイジくん──」

「……。ん？」

　ジラルのとある部分に目がいった。あれ。ジラルって歳いくつだっけ。

　おれと似たような歳だったような……。

「どうしたんだよ、ぼーっとしちゃって」

「あ、いや。何でもない。……ときに、友よ。君の歳はいくつだったか」

「なんだよ、友よ。急にそんなことを……二六だけど？」

「あ、おれの二個上だったんですね」

「急に敬語!?　や、やめてくれよ、距離感が出るだろ！」

「まあまあ、オフザケはさておいて。……二六か、そうか。やっぱり、アロンゾ家の当主って気苦労絶えない？　精神的にツラかったりすることない？」

「んー、特にそんなことはないよ？　それなりに毎日楽しいし、嫌なことがあったら君に聞いてもらっているし」

「フェリスさんとは？　順調？」

「うん、愛を育んでいるところ」

「はいはい、リア充リア充。……おれ、たぶん、フェリスさんが何に悩んでいるのか、わかったかもしれない」

「え──!?　さ、さすが錬金術師！　ちなみに何？　どんなこと？　あ、赤ちゃんが出来ない、とか、そういうアレ……？」

「いや、そういう、ハッピーな悩みじゃない。おまえに関すること、かな……。うん、間違いなくそうだと思う」

「え、俺に関すること？　何だろう……」

　うーん、とジラルは腕を組んで首をひねっている。

　その後ろで、フェリスさんが店に入ろうとするのが見えた。

　ジラルがいることに気づいて、さささ、と店を出てこっちの様子を窺う。

　フェリスさんと目が合った。これ？　この件で相談？

　おれは口をパクパクさせながらジラルを指差すと、伝わったようで、フェリスさんは何度もうなずいた。あー。やっぱそうか。まあ、そうだよな……。

「ジラル、それが何なのかわかったらここに来い。おれは忙しいんだ。今日はこの辺で帰ってくれ」

　何だよそれー、と不満げに声をあげてジラルは帰っていった。

　こっそり隠れていたフェリスさんが遠ざかっていくジラルを確認し、店に入ってくる。

「いらっしゃい、フェリスさん」

「ああ、うん……見たでしょう、レイジさん、アレ」

「残念、だよな……」

「それは、私のセリフなんだから……何かおかしいなと思っていて、違和感を放置していたら、ある日気づいてしまったの」

　……二六歳だもんな。どうしてだろう、おれも切ない気持ちになった。

「フェリスさん、ジラルを不必要に束縛したり、メンタルに負荷を与えるようなこと、してないでしょうね？」

「縄で縛ってあげることはあるけれど」

「プレイの話はしてねえよ」

　そういう性癖なのかよ。次顔を合わせたとき気まずいわ。

「じゃなくて、精神的な話。ストレスの話。キツいと原因になるから」

「レイジさんがくれたお茶を毎晩眠る前に飲んでいるから、私が不安定になることはなくなったわ」

「そりゃどうも。けど、いいんじゃない？　アレがどうであれ、ジラルはジラルなんだし」

　フェリスさんは悲しそうに首を振った。

「私の家にジラルを連れていったとき、メイドたちが……『あれがお嬢様のカレシ？　プークスクス。おいくつでしたかしら……クスクス』って、陰口を叩いているのを聞いたの。お父様も『ジラル君ってあんなだったか？』って、ちょっと気の毒そうに言うんだもの……」

「男は、みんな気の毒に思うんじゃないかな」

「私、そのときにメイドたちを叱ればよかったんだけれど、そうよね、って共感してしまって……けど、それだけで別れるなんてイヤだし……ジラルのこと、愛しているから」

「はいはい、リア充リア充。ラブラブちゅっちゅですね、はいはいわかります」

　愛があればもう、それでいいんじゃね？　っておれは思うんだけど、豪商の娘って話だし、お嬢様としてのメンツもあるんだろう。

　まあ、好きだからこそカッコいい人でいて欲しいっていう気持ちもわからんでもない。

「ジラルは別にイケメンでも何でもないフツメンだけどな。おれと一緒だけどな」

「何を張り合おうとしているのよ」

「それで、おれに新薬を作って欲しい、と」

「ええ。出来るかしら……？　ジラルを百倍カッコよくする魔法の薬」

「出来るかぁーい！」

　魔法の薬じゃなくて、そりゃもう魔法だ。

「直接的な原因を治せば、元通りになるんだし、そういう方針でいくよ」

「カッコよくなるのかしら」

「うーん。そうだな、今までよりはオシャレが出来るようになるかな？」

　それなら、とフェリスさんは同意してくれた。

　おれが創薬室へむかう途中、ミナとノエラが二人で洗い物をしていた。

「なあ、ミナ、ノエラ。おれがもし、明日起きると超絶ブサイクな顔になってたら、今まで通りに接してくれる？」

　ぷふふ、とミナが吹き出した。

「何ですか、急に。変な質問ですね」

「あるじ、安心しろ。ブサイクならない」

「もしなったらの話だから」

　確かにいるけど、こういう人。ｉｆの話をしてるのに、ないないって速攻否定する人。

　カチャカチャ、と皿を洗いながらミナは言う。

「何がどうなろうとも、レイジさんはレイジさんですから、わたしはどうもしませんよ？」

「あるじは、ノエラのあるじ。変わらない。ノエラも変わらない」

　おれはガバッと二人を後ろから抱きしめた。

「ありがとう」

　ウチの子たちはとてもいい子です。

「変なレイジさんですね～」

「あるじ、寂しくなったか」

「なってない。……っと、フェリスさん待たせてるんだった」

　創薬室に入り、おれはテキパキと新薬を作っていく。

　フェリスさんも気の毒だし、おれも友達として見過ごせないところがある。

　仕上げに瓶を振って、新薬が完成。




【育毛用シャンプー：育毛成分を配合。頭皮環境を整え血行を促進する効果がある】




「若ハゲは、見ているこっちもツライからな……」

　けど、これがあればもう大丈夫だ。脱若ハゲ。おれは新薬の入った瓶を持って店へ戻る。

「フェリスさん、これで頭を洗えばジラルは……！」

「カッコよくなるのね」

「ならねえから。髪の毛が育ちやすくなるシャンプーだからね、これ」

「さっそく試してみるわ！」

　おれから瓶をひったくるように奪うと、フェリスさんは走っていってしまった。

　ハゲの原因は、遺伝か何かなのかな。

　遺伝ってなればもうストレス関係なさそうな気もする。







　数日後。

　見かけない人がやってきた。

　肌は浅黒く焼けていて、髪の毛には金のメッシュが入っている。

「よぉ～、レェくん！　うぇーい！」

　へいへい、とハイタッチをギャル男が求めてくる。

「あ、あはは……ど、ども……」

　ぺちん、とタッチ。誰だ、こいつ、慣れ慣れしいな。

「フェリスからぁ～、これ使ってみ？　って言われて試したらさー、パねえレベルで？　髪の毛伸びるんだわぁ。そんで、俺、キュピンと来ちまったんだ。これ、レェくんの作った新しい薬じゃね？　ってな。あったりっしょー？」

　フェリスから……？　髪の毛が伸びる……。え。これ、ジラル？　このギャル男、ジラルなの？

　いや、確かに、オシャレ出来るかもって言ったけど、それはオシャレな髪形出来るって意味で……。

「あ。はい……そうなんです、おれが作った薬なんです。あはは…………。髪の毛、いっぱい生えたみたいでよかったです」

「ウェイウェイウェイ、ちょい待ち。何で敬語？　俺らさ、マブじゃん？　壁作んの、マジ無しにしよーぜ？」

「前のキャラに戻ったらそうします」

「えぇー？　これ、まじキテんだけど。イカしてね？　俺だけ時代の先端突っ走っちゃってます的な？　キテるべ」

「色んな意味でな？」

「いやぁー、もしかすっと、抜け毛の量がまじパねえからさー、いよいよヤベエなって思ってたんだわ」

　もしかしなくても、この前の時点でもう手遅れだったけどな。

「それが、レェくんの作ったシャンプー使って寝て起きたら、わさっと髪の毛生えてんの。レェくんの薬、マジでやべえな、て思ってたんだ。レェくん……俺のために薬作ってくれたんだよな？」

「まあ、そうだな」

「マジさんくすー！」

　うぇーい、と手をあげてまたハイタッチをせがむギャル男ジラル。

　仕方ねえな、とおれはまたジラルとハイタッチした。その手をグッと握られた。

「俺らの友情に乾杯」

「友情言うな、恥ずかしいから」

「レェくん照れてるし！　フゥゥゥゥ──ッ」

「うぜぇ……」

　遊びに来たギャル男を帰らせ、おれは仕事に戻った。

　後日話を聞いたところ、あの『オシャレ』を提案したのはフェリスさんらしい。

　オシャレの方向性！　何を手本にしたんだよ。髪形に合わせて色々と服やら何やらを揃えたところ、ああなったみたい。髪形変わると気分も変わるからなあ。

「……けど、あれは変わり過ぎだろ」

　さらに数日後。

　やってきたジラルは、いつものジラルだった。

　何の特徴もない普通のキャラが一番しっくりくるなあ、と若ハゲでもギャル男でもないジラルを見て思うのであった。










10　好奇心の代償




　朝の畑仕事や、減ってきた薬の創薬など一通りを済ませると、もうお昼前だった。

　何だかんだで、色々と仕事してるんだな、おれ……。

「まあ、楽しいからいいんだけどな」

　創薬室にごろんと横になって伸びをしていると、ノエラが転がりながらやってきた。

「どうした、ローリングノエラ」

　おれの真横でぴたりと止まった。

「あるじ……お腹痛い……」

「腹痛い？　何か変なモンでも食ったのか？」

　ノエラはぷるぷる、と首を振る。

「変なモン食ってない。道に木の実落ちてた。それは食った」

「そういうのを『変なモン』って言うんだよ」

　ポーションは外傷だから違うし……。あ、そういや腹痛止めってまだ作ってないのか。

　創薬室にミナが顔を出した。

「レイジさん、ノエラさん、お昼ご飯出来ましたよー？」

「ノエラ、今、いい……」

「あれ、どうしたんです、珍しい」

「いや、今、腹が痛いらしい」

　おれが教えると、心配するかと思いきやミナは少し怒った顔をする。

「あーッ！　道端に落ちている物を食べたんでしょー？　もう、だから言ったじゃないですか、ノエラさん！」

「よくわかったな？」

「だって、ノエラさん、お買い物に一緒に行くとき、食べられそうな物が落ちていたら食べちゃうんですもん」

　まったく、とミナはため息をつく。

「わたし、何回も『お腹痛くなりますよ？　知りませんからね？』って言ったのに、全然聞いてないですし……」

「ノエラの自業自得だな」

　ころり、とおれのほうへ転がってくるノエラ。

「あるじ……見捨てる、いや……あるじぃ……」

　目をウルウルさせるなんてズルイだろう、このモフモフ娘。

　けど、この拾い食いのクセを直さなきゃ、おれが腹痛止めを作ったところで同じことを繰り返すだろう。

「わかった、わかった。腹痛止めは後で作ってやるから。……ちょっとミナ」

　おれはノエラを置いて、ミナと一緒にリビングに行く。

「何かいい手はないかな。ノエラの拾い食いをやめさせる方法」

「うーん。レイジさんがビシッ、と言えば、やめると……」

「……思う？」

「うう……わかりません。お腹が空いたから食べているというよりは、『どんな味がするんだろう』という好奇心で口にしているような気がします」

「猫も殺すって言うからな、好奇心は。……今回の場合は人狼だけど」

「最近は、コドラさんが置いていってくれるロクショウの実をガリガリと噛むのが好きみたいで……それが癖になっているのかもしれません」

　味への好奇心……。ロクショウの実……。そういや、今日も木の実を拾い食いしたって言ってたな。……もしかすると、アレをするとその癖がなくなるかもしれない。

「ちょっと、対策用の薬を作ってみるよ」

「え？　そんな物が出来るんですか？」

「試す価値はあると思う」

　おれが創薬室に戻ると、床をのたうちまわっているノエラがいた。

「あるじぃ～。あるじぃ～……」

　そういや、腹痛止め作るって言ってそのままだった。

「もう拾い食いしないって約束出来る？」

「出来る……！　ノエラ、もう、しない……」

　これに懲りてやめてくれるのが一番なんだけど、もしやめなかったときのために、まずこっちの薬から先に作ろう。

　題して、オブラート作戦。ぐぎゅぅぅ～、とノエラの腹が鳴る。

「あるじ、お腹鳴った」

「うん、鳴ったな」

「お昼、食べてくる」

　飯を食う元気はあるんだな……。ここらへんはさすがノエラと言ったところか。

　起きあがったノエラは、てくてくと創薬室を後にする。

　ちょうどいい。これで作戦がバレる心配もなくなった。

　おれはシシシと笑いながら創薬作業を進めていく。

「ノエラめ、おれとの約束を破ったらエライ目に遭うんだぜ……！」

　出来あがった新薬とノエラが拾い食いしそうなものを使って、オブラート作戦を展開するため一度外へ出て戻ってきた。

　さて。腹痛止めを作ってノエラに持っていってやるとしよう。




【腹痛薬：主成分オクレゾールが腸の機能を正常化させ、働きを整える効果がある】




　おれの腹痛薬は結構な効き目があったみたいで、ノエラの腹痛はすぐに治まった。







　翌日。おれの目論見通り、ミナがノエラと一緒に買い物に出かけた。

　店番をしながら、おれは二人の後ろ姿を見守った。

「ノエラがおれとの約束を守れば、何にも起きないんだけどなー」

　おれの予想では、たぶん約束を破る。どうなるかなーなんて思っていると、口をへの字に曲げたノエラがすぐに戻ってきた。こいつ、さっそく破りやがったな。

「ノエラ、どうした、もう帰ってきたのか？」

　ニヤニヤしながら訊くと、ぶわぁ、と目に涙を溜めた。

「あるじ、ノエラ、約束破った……もう、拾って、食べない。……口、苦い……落ちているの、苦い……」

　可哀想だから、口直しにポーションをあげると、グビグビ勢いよく飲みはじめるノエラ。

　ミナがノエラを追いかけて戻ってきた。

「レイジさん、ノエラさんが落ちている木の実を食べたら苦いって泣き出して……。あれって全然苦くない木の実だったと思うんですけど……。普通に食べられるものですし」

「これが、オブラート作戦のために作った新薬だ」

　おれはカウンターの上に新薬をドンと載せる。




【苦衣α：強い苦みを発する液体。浸けると薄い膜が出来、物体を覆う。人体に害はない】




　ミナがノエラに聞こえないように、口をおれの耳元へ寄せた。

「ということは、食べたときのための罠を作っていたんですね？」

「ま、そういうことだ。おれとの約束を守るならそれでよし。守らなかったら、新薬が効果を発揮する二段構えの作戦」

　はぁ～、とミナが感心したように声をあげる。

「レイジさんさすがです～。わたし、強く言い聞かせればそれで大丈夫だと思っていました。色んなものを口にしてましたし、確かにこれなら『落ちている物は食べると苦い』と、認識させられますね」

　薬のタイプで言うなら、忌避剤に近いけど、これは少し趣が違う。

　食べると苦い、と学習させることで、それに関して食欲を奪うというものだ。

「苦い、キライ……落ちているモノ、キライ、ノエラ、苦いキライ……」

　新薬は相当な効果をあげ、拾い食いトラウマをノエラに植えつけることに成功した。

　今回は、ちょっとだけ可哀想だけど、おかしなものを食べて薬で治らないような事態になるよりはマシだろう。新薬・苦衣αは、ゴミを漁りにやってくる対動物用として使われることとなり、町の美化清掃にひと役買うことになるのであった。










11　魔王




◆Ｓｉｄｅ　Ａｎｏｔｈｅｒ◆




　魔王の居城で、副官の悪魔ベリアルが玉座の前でひざまずき、とある薬品を献上した。

「魔王様、人間の町で入手した新種の薬でございます。ポーションという名ですが、従来の物とは比べ物になりませぬ」

　ほう、と魔王は腰をあげ、ベリアルが差し出す瓶を手に取った。

「これが新薬か……」

　魔王ガロウ・エジルは、半透明の液体を月光に透かして見つめる。

「相当効く傷薬のようなもので、以前はくさい、汚い、不味いの三拍子そろったものでした。が、これは違います。新薬が前線の人間軍の薬として正式に採用されれば──」

　なんだかんだ悪魔ベリアルは説明するが、その言葉の数々を魔王は右から左に聞き流す。

　前々から、やれ魔族のためダーとか魔王様の威厳ガーとか、クソ真面目なベリアル。

　そういう話が退屈でしかない魔王は、真顔で聞いているフリをする。

　関心は手元の薬にしかなかった。蓋を開けて、においを嗅ぐ。においはほとんどない。

　人間が薬として飲んでいるポーションとやらを以前一度飲んでみたが、飲めるものではなかった。だが、これはどうだろう。

「魔王様、別件でございます。今後の方針ですが……」

　魔王は、舌先に液体を流し口の中で転がす。

「！」

　さっぱりした果実のような香りが鼻から抜けていく。ほんのりと甘い不思議な味だ。

　残りを全部呷った。

「部隊の編成を──」

「…………」

　まじまじと瓶を見つめる魔王の口から、ぽろりとこぼれた。

「なにこれ。おいしい……」

「はい？」

「他にこれと同じ物はないのか？」

「たまたま入手出来た新薬にございます。他は、もう……」

「そうか。なら、もっともらってくるとするか……」

　バサリ、とマントを翻しベリアルに背をむける。

「……はい？？　あの、魔王様。部隊編成の件でご相談が──」

「ベリアルがしっかりと考えたのであればそれでよい。何かあっても余は、叱ることはせぬ。あと、机の書類に余の名前でサインしておいて。数、結構あるけど」

　適当に言って、魔王はひらひら手を振る。

　このままここにいてはベリアルに仕事の話をされてなかなか抜け出せなくなってしまう。

　魔王の単独行動──しかも人間の町に行くなんて言えば、確実に止められてコンコンと説教されそうだ。

　魔王としての自覚がどーのこーの。部下に対して威厳がどーのこーの。

　想像するだけでうんざりする。なので、強行突破することにした。

　魔王は転移魔法を発動させる。世界で唯一、現魔王だけが使える特殊魔法だ。

　魔力の九割近くを消費してしまうが、やむを得ない。

「ベリアル、では、後を頼む」

「ちょ、魔王様──」

　カッ、と光が閃くと、魔王は城から姿を消した。




◆Ｓｉｄｅ　レイジ◆




「キッ、キリオドラッグ、とは、ここでいいのか……？」

　おれが店番をしていると、へろへろに疲れている少年のような何かがやってきた。

　ご大層なマントを羽織っている。

　見た目は中学生くらいの男の子なんだけど、人間とは雰囲気が違う気がした。

「そうですけど……大丈夫ですか？」

「ああ……。問題ない。余は……遠くはるばる新しいポーションを求めやってきた者。ひとつ、いただけないだろうか？」

「そうだったんですか。わざわざありがとうございます。では、一個一二〇〇リンです」

　おれが袋に入れながらお金を出すのを待っていると、少年は怪訝な顔をする。

「カネを出せ、というのか。この余に？」

「どの余かは知らないですけど、フツーそうです」

　人間っぽくないから、人間じゃない何かの種族なのか……？　鑑定スキルで覗いてみる。




【ガロウ・エジル：魔族の頂点に君臨する悪逆非道な暴君。魔王と呼称される個体】




「………………」

「カネを出せ、というのか。この余に？」

　何でもう一回言ったんだよ、ＮＰＣか何かかよ。魔王がおれを睨んでスゴんでる。普通に怖い。けど、ここで屈してタダで渡すわけにはいかない。お客様は平等なのである。

「欲しいんなら、金、出せよ」

　毅然と言い返すと、う、と魔王が一歩あとずさった。ひるんじゃったよ。

「あ。もしかして、ないの？」

　こりゃ持ってなさそうだな。おれは用意したポーションを元の棚に戻す。

「余がニンゲンの金などもっているはずもないだろう。おい、男。なぜ今ポーションを戻した。余が受け取るはずの品であろう」

「タダでポーションもらおうなんて、ムシがよすぎると思わないか？　悪いけど、帰ってくれ」

「フフ。ならば、余の力でこの店を吹き飛ばしてやろう。造作もなく、跡形もなく、何も残らないぞ？　ククク……！」

　不敵に笑う魔王の鼻先に、おれは人差し指を突きつけた。

「そうなったら、おれは、もう二度とポーションは作らない。────覚えておけ」

「ウソですすみません。一本欲しいだけなんです。あの、余は魔王と呼ばれていまして……結構強くてですね……」

「だから？」

「……」

「じゃあさ、自分が作ったそれを売って飯食っていこうっていうのに、それを力がどうの、地位がどうのとか言って脅して、タダでもらおうとするやつ、どう思う？」

「よくない、と思います……」

「だろ？」

　縦ロール以上に人間の世界や世間を知らないであろう魔王は、しょぼんと肩を落とした。

　ちょっと言い過ぎたかもしれないけど、客である以上は金を払って商品を買ってもらう必要がある。切羽詰まっている事情があるんなら、譲ってもいいんだけど。

　他に、何かしら見合うリターンがあれば話は別だ。にしても、魔王のクセにちゃんと倫理感あるんだ……。家に続く扉が開いて、ノエラが顔を出した。

「あるじ。ご飯出来た」

「うん、ありがとう。すぐ行くよ」

　ズキューン、という変な擬音が聞こえてそっちを見ると、魔王がノエラを見つめていた。

「る？　……らっしゃい」

「ら、らっしゃい……。あ、あの……お名前を聞かせてもらえないだろうか。余はガロウ・エジルと言う」

　不思議そうにノエラは首をかしげる。

「……ノエラは、ノエラ」

「あぁ、ノエラ、ノエラ、なんて素晴らしい名なのだ。凛とした耳、艶のある銀の髪、数多のオスを惑わすキレイな瞳……ノエラ、君を余の妻として迎え入れよう」

「イヤ」

　一〇秒も持たずにフラれてる……魔王のくせに。

　ててて、とおれのところにやってきて、ノエラがきゅっとおれに抱きついた。

「ノエラ、あるじ好き。おまえ嫌い」
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　ド直球に言うと、「クッ……」と魔王はジリジリ、とあとずさった。

「またしても余の前に立ち塞がるか、男！」

「おれはレイジっていうんだ。……立ち塞がるっていうか、単におまえが嫌われただけだろ」

　ノエラが可愛いのは認めるけど、急に妻だなんて言われても、普通嫌がるだろう。

　もふもふと頭をなでると、「あるじ、ご飯。すぐ来る」と言い残して奥に行ってしまった。

「じゃ、おれ、お昼ご飯食べるから。そろそろ帰ってくんない？」

「ま、待て。レイジ。──クク、ではこうしよう。今ノエラさんとポーションをくれるのであれば、世界を制したとき、その半分をくれてやろう。どうだ？」

　フッフッフ、と不敵な笑みをのぞかせる魔王。こいつは、何もわかってないな。

「あのな。もしそうなったとして、半分をおれになんて、おまえバカだろ。それまで頑張ったのは部下だろ。そいつらに報いてやろうって、思わないの？　他人にあげていいの？　何もしてないおれに、半分も。──部下は大切にしろ」

「はい……おっしゃる通りで……」

　またしょぼーんと魔王は肩を落とす。思い出したように顔をあげた。

「いや、しかし！　それだけの価値がノエラさんに」

「即答しないってことは、今そう思いついたってことだよな？」

「う……な、なぜバレた……」

「あと、ノエラはやらん。そもそも嫌われてんじゃん」

　それに、世界の半分なんて要らないし。

「ポーションも欲しい。ノエラさんも欲しい。余は一体どうすれば……」

「ノエラもポーション好きだからなあ」

「それは本当か。では、ポーションを二つもらおう」

「その金がないから困ってたんだろう？」

　はっ、と魔王は思い出したような顔をする。

「そうだった」

「忘れてたのかよ」

「くそう、くそう……ニンゲンめ……ニンゲンめぇえええええええ、余は魔王だぞぉおおおおおおおお──」

　半泣きになった魔王はばたばたと店を出ていった。こうしておれは魔王を撃退した。

　と、思ったら三日後、また店にやってきた。

「何しに来たんだよ？」

　半目で頬づえつきながら訊くと、魔王はドヤ顔で革袋をどちゃっとカウンターに載せた。

「これでどうだ」

「お？　お金集めてきたんだ？」

　まあな、と魔王は得意げ。

「余が魔王だ、と言うと恐れをなしたニンゲンは、余が言ったとおり、この袋に金を入れてくれた。下等民族も、なかなかわかる者が多いようだな」

　って、それカツアゲみたいなもんじゃねえか。革袋の中を確認していくと、妙に小銭が多い。魔王が本気で脅せば、一万どころか一〇〇万だってすぐに集まるだろう。

「……なあ、みんなおまえが魔王だって、信じたの？　何かおまえが魔王だってわかる超強力な魔法を使った、とか……」

「そのようなこと、するわけがないだろう。そのようなことをしてしまえば、居場所がバレて迎えがきてしまう。余の溢れ出る王たる気品を、皆が信じたのだろう」

　自分が魔王だと言いふらしながら歩き回る少年がいたとしよう。彼を見つけた人たちは、欲しがっていたお金小銭を袋に入れた。恐れをなしたって言うけど……魔王っていう根拠は何も示していない。となると、このお金って……。

　おれは魔王の肩をぽんと叩く。

「お疲れさん。可哀想なモノを見る目で見られただろう？」

「いや、そんなことはないが？」

　おれは、うんうんとうなずきながら、生温かい視線を送った。

　絶対、そうだから。可哀想な子供にみんなが募金しただけだから。

　で、お金数えてみたけど、全然足りないから。

「な、なんだ、その目は……」

「全っっ然、お金足りてないけど、一本だけ売ってあげるよ。可哀想だから」

「や、やめろ。余は可哀想ではない！　クッ、いくらだ！　いくら足りない!?　フフフ、すぐに用意してくれるわッ」

「いやいや、いいって。いいって。可哀想だから。もう、同情を止めることが出来ない」

「おかしな同情をするのをやめろッ！」

　そっとポーションを一本差し出す。

「くそう……これを受け取ってしまえば、余が可哀想な者だと自ら認めてしまうことに……！　だが、欲しい……くう……」

　大声をあげると、聞きつけたノエラがポーションの瓶を手に奥から出てきた。

　今日もノエラ用に作ってあげたポーションをちびちび飲んでいる。

　もう最近はラムネ感覚だな。

「あるじ、どした」

　魔王はおれが用意した瓶を掴んで、ノエラの前で片膝をついて瓶を差し出す。

「──ノエラさん！　余のこのポーションを受け取ってくれまいだろうか！」

「いらん。あるじにもらった分ある」

　あぁ……可哀想……。魔王なのに。人間に同情され、募金してもらった金でポーションは買えなくて、さらにお情けでもらったポーションをせっかくノエラにあげたのに、拒否られている……。

　わなわな、震えながら魔王はおれを見る。

「また、貴様か……レイジ！」

「ノエラにも拒否られて…………可哀想だから、もう一本、お土産に持って帰る？」

　ぴたぴた、と涙で床が濡れていく。

「バカにして……余は魔王なのだぞ……なぜこのような仕打ちを……！」

「仕打ちじゃないだろう？　ありがたくもらっておけよ。欲しかったんだろ？　この同情ポーション」

「同情ポーションは要らぬッ！　欲しいのはポーションだ！」

　ぐぬぬ、と魔王。そして、ハッと何かに気づいた顔をした。

「そうか……余がこのポーションを作れるようになれば、ノエラさんの身も心も余の物……！」

「どした、急にニヤニヤして？」

　魔王はバサリ、とマントを鳴らす。

「……クク、クク……フハハハ、フゥーハッハッハッハァァッ！　レェェエエイジよ！」

「何だよ、うるせえな」

「レイジ。いや……レイジ先生──弟子にしてください」

　ぺこり、と頭をさげる魔王。他の魔物とか四天王が見たら（いるかどうかは知らないけど）、やめてください、魔王様ってなりそうな光景だった。

「ごめん、無理」

「……カカカ、そう来るだろうと思った。レイジ先生、余を弟子にしてくれるのであれば世界の半分を先生に」

「要らねえから。てか、世界征服してから言えよ、それ。それに、教えられるような技術じゃないから」

　魔王ならもしかすると創薬スキルを再現出来るのかもしれないけど。

「なるほど、職人気質というわけだな……？　教わるのではなく、盗め、と」

「んなこと言ってねえよ。……忙しくないの？」

「愚問を。……ええと、週四日、五時間ほどなら来れます」

「おれは何も教えないからな？　……あ、ウチ土日が忙しいんだけど、週末来てくれると助かるんだ」

「あ、はい、大丈夫です。週末は、どうにか都合つけてきますので」

「ウチ、厳しいからね？」

「はいッ！　ドンとこいっす。よろしくお願いします！」

　というわけで、魔王がキリオドラッグの店員になった。










12　本音と建前




「先生、今日は何の薬を作るんですか！」

　店番をノエラに任せておれが創薬室に入ると、店員の魔王、エジルがついてきた。

「ポーションの在庫が減ってたから、それをちょっと作って……あとは……何かあったっけ……」

「自分、見てきます──」

　ぴゅーん、とエジルは出ていく。何気に使える……。

「エジルさん、今日も絶好調ですね～」

　入れ替わりでお茶を持ってきたミナがくすくす笑う。

　エジルがキリオドラッグで働きはじめて、今日が三日目。

　商品の薬や効果はすぐに覚えたし、会計もすぐに出来るようになった。

　もう一人で店番をさせても問題ないくらいだ。

　けど、一般人──先生であるおれと片想いの相手であるノエラ以外への態度は魔王のままだった。

「こっちは助かっていいんだけど」

「これはやっぱり、恋のパワーというやつですね。ノエラさんは可愛いですから」

　ミナのやつ、楽しそうだな。エジルが何を言っても、何をしても、気持ちいいくらいノエラは相手にしない。噂しているそばからエジルが戻ってきた。

「先生、エナジーポーションがポーションと同じくらい減っています。あとは消臭液、他は──」

「あ。エジルさん。お茶入れたので、よかったら飲んでくださいね？」

「──女ぁああ！　今は、余と先生が仕事の話をしているッ！　話の腰を折るなぁあッ！」

　ゴスッ。軽くエジルの頭に拳を落とす。

「女、じゃねえだろ『ミナさん』だ。ありがとう、ミナ。もらうよ」

「──いただきましょう、すぐいただきましょう。先生、お砂糖は……？　あ、入れないですか、失礼しました」

　とまあ、おれに対しては超腰が低い魔王。

　こんな調子だから、エレインのときみたく、接客にはかなり難がある。

　店員というよりは、ポーションが作りたくてここに来てるんだから、仕方ないといえば、仕方ないのか……？

「それじゃあ、お仕事頑張ってくださいね？」

「貴様に励まされる筋合いはない」

　ゴス、とまたおれはエジルの頭にゲンコツを落とす。

　うふふ、と微笑を残してミナは創薬室を出ていった。

「先生。店にやってくる者たちから聞いたのですが、先生は困った者がいれば術を使って薬を作り、みなを助けるという話を聞きました」

「うん、そうだけど？」

「今、自分、困っています」

　創薬室にある世界地図を引っ張り出してきたエジル。何やら指差していく。

「東部第三師団が、現在人間どもにずいぶん押し込まれていまして、これでは重要拠点のひとつが陥落してしまいます。──これを先生の術でどうにか」

「スケールがデカいわッ！　おれは軍師じゃなくて薬師だから。お薬作る人。わかる？」

　ていうか、おれが人間ってのを忘れてないか、こいつ。

「お薬……。でしたら、蘇生薬を作って、歴代魔王の八人をすべて蘇らせましょう。そしたら、自分、世界獲れると思います。第三師団の件で困ることもなくなります」

「そんなモン作らないから。作ったとしてもそんなヤツ蘇らせないから」

　そんなに魔王がいたら、むしろ戦国時代に突入しそう。

　────、創薬スキルが反応した。蘇生薬、作れないわけじゃないのか。効果はかなり限定的だけど。素材は聞いたこともないようなものばかりだ。

　もしかしたら、エジルにお願いすれば、集められるのかも……？

　けど、作らないって決めたし、無駄なトラブルになるからこのことは内緒にしておこう。

「では……人間を死滅させるお薬を」

「それ兵器だから。そんな物騒なモン作らないから」

　──、うげ。こっちも創薬スキルが反応した。

　もちろん、エジルには何も言わない。

「先生……余は、ノエラさんの本音が知りたい。──余のことを、どう思っているのか！」

「常に口にしていると思うが」

「先生、彼女は──ツンデレという属性の女の子です」

　ノエラが……？　ツンデレ？　ないない。

「余は知りたい。ウソや建て前、脚色抜きの生の言葉を。なので、本音が聞ける薬を作っていただきたいです」

　エジルは、ノエラが普段口にしている言葉は、照れや羞恥心の裏返しだと思っているのか。

　真面目な顔でそんなことを言われると、協力してあげたくなる。

　けど、知らないほうがいいってこともあるからな……。

　……創薬スキルは反応している。本音を吐かせる薬は作れるようだ。

「何を言われたとしても、ヘコまない、泣かない、暴れない。これが約束出来るんなら、作ろう」

「もちろんです！」

　おれに頼んでくるってことは、そういった類の魔法はないんだろう。

「その薬なんだけど、素材がちょっと特殊で……」

　おれは必要な素材で、しかも、周囲では聞いたことのない薬草や大樹の根、魔物の体液などをメモしていく。

「これ、集められる？」

「集めます。いや、集めさせます。魔王軍の総力を結集して──！」

　立ちあがったエジルが、何かの魔法を発動させる。

　足元に魔法陣が出来、強く発光するともうエジルの姿はなくなっていた。

　好きな子の本音を聞きたいってだけのために……。

　魔王軍、大変だな……。

　おれが仕事の創薬を済ませてしばらく待つと。

　──フィイン。

　空中にさっきの魔法陣が出来た。

　そこからエジルが降ってきて、べちゃりと倒れる。

「──ハァ、ハァ……ゼェ、ゼェ……、せ、先生、集めてきました」

「おーい、大丈夫か？」

「あの空間転移魔法……自分しか、使えなくて……魔力の消費量もかなり大きくて……」

　ああ、それで今へばってるのか。おれはエジルが握りしめた二つの革袋を預かって中を確認する。うん、ちゃんと揃ってる。

　息を切らしていたエジルは、今は冷凍マグロみたいに大人しくなっていた。

　おれは手早く創薬作業を進めていく。材料をすべて使い切り仕上げに瓶を振った。




【本音ストレート：飲んだ者の本音が聞ける。効果は半日】




　エジルのやつはまだ床の上でへばっている。

「どうするー？　エジルが飲ませる？　それともおれがノエラに飲まそうか？」

「…………」

　へんじがない　ただの　冷凍マグロ　のようだ

「まあ、誰が飲ませてもいいか」

　独りごちて、おれは店番をしているノエラのところへむかう。

　ピクピク、と耳を動かしたノエラがおれの気配を察知して振り返った。

「あるじ。どした？」

「よお、お疲れ様。新しい薬作ってみたんだけど……美味の味、飲んでみる？」

「飲む、飲む」

　おれが瓶を渡すと、ひと口飲んだ。効果があるか、さっそく試してみよう。

「ノエラ、おれのことどう思う？」

「る？　（あるじ、急にどした？）」

「おぉおおおおおおおお！　本当だ、聞こえる！　すげー!!」

「？？」

　不思議そうにノエラが首をかしげているところを見るに、本人に自分の心の声は聞こえないみたいだ。

「ええっと、それで、どう思う？」

「あるじ、好き。（大好き大好き大好き大好き大好き大好き）」

　尻尾をふりふりしながらノエラはおれに抱きついてくる。

　そうかそうか、愛いやつよのぉ。

　肝心のエジルのことを尋ねようとすると、扉が開いて本人がやってきた。

「エジル、準備はいいぞ」

「……わかりました」

　なんかニヤニヤしている。

　ああ、ノエラがツンデレって思っているから、デレの本音が聞こえると思ってんのか。

「ノエラさん」

「る？」

「余は、ガロウ・エジル……いずれ世界を手にする男……。余のことをどう思っているだろうかっ」

　カッコつけて髪をふぁさぁ、とするエジル。

　ぱちくり瞬きをするノエラは、フツーに言った。

「別に。（別に）」

　まさかの無関心！　好きでも嫌いでもない。

　要するに、どうでもいいってことだろ？　なんか、一番残念な結果だな……。

「ほらみろ、言っただろ、普段口にしてるって」

「ま、まだです、先生……、こ、これからです……！　ど、どうしたら、ノエラさんは余のことを好いてくれるだろうか」

「わからん。（あるじになったらいい）」

　小難しそうな顔をして、エジルがうつむく。

「そうか……これはノエラさんなりの励まし……」

「……（違う）」

「先生のように、ポーションが作れるようになったら余を好いてくれるというワケだな！」

「……（違う）」

「だから、ガンバレ、と……！」

「……（違う）」

　ノエラ、ずっと違うって思っているけど、エジルは全然聞いてない。

「ノエラさんんんんんんんん──っ」

「るっ!?　（寄るな）」

　ノエラを抱きしめようとエジルが飛びつくと、ノエラが尻尾でカキーン、と弾き返した。

「ぶは!?」

　扉を吹き飛ばして廊下の奥で着地したエジル。

「余は……いずれ、世界を手に……する、男……」

　ていうか、【本音ストレート】を使っても、ノエラもエジルも意味がない。

　ノエラは思ったことしか口にしないし、エジルは聞いたことをすべてポジティブ変換。

「あれ。レイジさん、これは新しい味のポーションですか？」

　そう、こういうのは、ミナが飲むと一番聞きたくないことを言ってくれ──、

「え？」

「ひと口いただきますねー？」

　おれが振り返ると、もうミナが新薬に口をつけていた。

「あ。ちょっと甘いですね（おいしいです～）」

「お、おう……」

　何を言われるんだろうとおれがビクビクしていると、エジルを視界に捉えた。

「エジルさーん？　そんなところで寝てたら風邪ひいてしまいますよ～？　（オイ、仕事中だろ、なんで寝てんだ、コイツ）」

　ひぃいいいいいいいいいいい!?　本音こわい!!

（ミナ、怖い……）

　そう思ったのが聞こえると、ノエラがおれの後ろに隠れた。

「ノエラさん、今怖いって言いました……？　（聞こえてんだぞ）」

　ぷるぷる、とノエラは全力で首を振る。

（言った。ミナ怖い）

「ええ～、わたしの何が怖いんです……？（またレイジさんに隠れて。レイジさんも甘やかして……ホントにこいつらはいつもいつも……）」

　ビシッ、とおれは直立した。

「すみませんでした、もう甘やかしません！」

「え？　え？　どういうことですか、レイジさん？（もうワケわかんない。こっちはお昼ご飯の用意してお洗濯して干さないといけないのに）」

　ブラックミナ、怖ぇぇぇぇえ！

　普段ニコニコしているぶん、こういうことを言われると余計怖く感じる。

「ミナは……あ、間違えた。ミナ様はお休みください、我らが家事の一切をこなしますゆえ」

「ミナ様……？　けどレイジさん、それがわたしのお仕事ですし……（あ～肩凝った）」

「ノエラ！　揉んでさしあげろ」

「る！　（任せろ）」

　しゅばっとミナの後ろに回り込んだノエラは、イスにミナを座らせ肩揉みをはじめた。

「どうしたんですか、ノエラさん？（ちょ、痛い。もうちょっと左）」

「ノエラ！」

「る！　（ゆるく、左、ゆるく、左）」

　いつの間にか起きていたエジルがそろーりそろーり、と隅を歩いて出ていこうとする。

　その肩をぐっと掴んだ。

「おい、待て。なに逃げようとしてんだ」

「せ、先生。余は時間が来たので今日はあがらせていただこうとかと……」

「時間、まだだから。この難局、みんなで乗り切ろうぜ。……配置につけ」

「……はい」

　きょとん、とするミナには構わず、おれたちは家事をこなしていく。

　店？　もちろん臨時休業だ。これ以上のピンチなんて他にない。

　ミナの本音という名の刃に晒されながら、おれ、ノエラ、エジル三人で拙いながらもお昼ご飯を完成させる。皿には、おれが唯一作れる料理、焼き飯が盛ってあった。

　みんなが食卓について、お昼ご飯を前にしたミナがじいっと皿を見る。

　もう、生きた心地がしない。

（……ふぅ～ん）

　三人とも冷や汗を流しながら、ミナがひと口食べる。

「あ。美味しいです～。（結構イケるかも）」

「よかった……」

「先生、やりましたね！」

　右に座るエジルと握手し、左に座るノエラとも握手する。

（みんなどうしたんだろう？　変なの）

　パクパクご飯を食べるミナは漏れた本音にも気づかず、ニコニコこっちを見ている。

　さすがにこれは商品には出来ない。夫婦や恋人が使うと喧嘩になること必至だ。

　常に本音のやりとりって疲れるね。……建て前最高。










13　対Ｇ戦




　今日は、魔王がバイトに来る日だったな。

　店番をしながらそんなことを考えていると、奥からドタバタと足音が聞こえてきた。

「あるじ、あるじ！」

「どした、ノエラ。そんな血相変えて」

　あうあう、と涙目になっているノエラが、おれの背中に隠れた。

　尻尾を抱いてぷるぷる震えている。

「ん？　どうしたんだよ。ミナに怒られたのか？」

「ちがう。あれ」

　ノエラが指差した先には、ヤツがいた。

「──！　つ、ついに、ウチにも出やがったか……！」

　床を機敏な動きで這いまわる、黒光りするアイツ。

　これ以上は見たくも呼びたくもないので、便宜上、ヤツをＧと呼称したいと思う。

「あ、あるじ、助けて……」

「の、ノエラ……実はな、あるじも、Ｇは嫌いなんだ……」

　だが、ここはおれやミナやノエラの家でもあって、おれの店だ。店主のおれが守らなければ……！　ゴクリ、と唾を飲み込んで、ホウキを手にとってジリジリ、と迫る。

「あるじ、がんばって」

「お、おう……」

　ヤツは動かない。なぜだ。おれの動きを凝視しているとでも言うのか……!?

　フイン、フイン、と頭についた触覚が動く。

　────!?　お、お、お、おれの殺気を気取られた！

　だが、それだけ。山のようにＧは動かない。おれは、ホウキの間合いまで、ミリ単位で距離を詰めていく。

　くそ……ッ！　な、なんてプレッシャーだ……！

　近づけば近づくほど凄まじい重圧がかかっていく。そんなおれとは対照的に、Ｇは沈黙を守ったまま。この余裕はなんだ──？

　……まさか。もうすでに、おれはＧの間合いに入ってしまっているというのか……？

　おれをいつでも仕留められる──。おれからはいつでも逃げられる──。

　この戦況は、彼我の戦力差を冷静に分析した結果なんじゃないのか。

　だから、Ｇは沈黙を守っているんじゃないのか。そしてその分析は正しい。

　ぶっちゃけ、おれの運動能力なんて一〇段階評価で二くらいだし、帰宅部だったし、体育は隙があればサボっていたし。Ｇに敵うとは到底思えない。

　フイン、フイン、フィイイイン──ッ！

　触覚を上下左右、自在に動かすＧ。

　くッ！　おれへの牽制か？　でなければ、戦闘態勢なのか？

　それとも、第三の選択肢──翔ぶのか!?

「あるじ……あるじ……がんばって」

　一度ノエラを振り返り、うなずいた。おれには守るべき人たちがいる。

　戦力は圧倒的にこちらが不利。

　だが。

　──男には、負けるとわかっていても退いてはいけない戦いがある！

　地道に迫ったことが奏功する。彼我の距離──二メートル。

　ついにホウキの間合いに捉えた──。おれは構えたホウキを雄叫びとともに振りおろす。

「チェェェェェストォオオオオオオ──ッッ！」

　ザァ────ンッ……。

　床を掃く音が店に反響する。だが、ダメ。

　カサ、サササササササササ──。

　会心の一振りは、空振り。

「!?」

　不吉な音に足元を見ると、つま先のあたりで触覚を元気に動かすＧの姿があった。

「ふぎゃぁああああああああああああ!?　近っ！　キモッ！　もう無理もう無理もう無理っ！」

　ぽいっとホウキを捨てて敵前逃亡。怖いもんは怖いんだから仕方ない。

「あるじ……」

「ノエラ……」

　おれたちが隅で震えあがっていると、

「おはようっすー。あれ、先生、ノエラさん、どうしたんです？」

　エジルがやってきた。そうか、そんな時間だったな。

「エジル、今日最初の仕事は、Ｇを倒すことだ。出来るだろ？」

「……え」

　おれが指差した先のＧを見ると、エジルは青い顔をしてくるりと回れ右をした。

「そういや、自分、今日シフト入ってなかったです」

「いや、間違ってないよ？」

「お疲れさまでした」

「待て待て待て！」

　転移魔法の陣が出来あがり、シュン、とエジルは帰っていった。

　あいつ……逃げやがった……。

　おれが愕然としていると、今度は奥からミナがやってきた。

「レイジさん、ノエラさん、どうしたんです？　さっき悲鳴が聞こえたんですけど」

「ミナ──気をつけろ！　そこに……そこにＧがいる……慌てず騒がず、退避を……」

　うん？　と首をかしげたミナは、Ｇを確認するとおもむろにスリッパを脱いだ。

「えいっ」

　スパシィーンッ！

　おれが視認出来たのは、スリッパを振りかぶったところまで。

　次の瞬間、音が聞こえて、気づけばミナはもうスリッパをはき直しているところだった。

「い、今……何が起きた……!?」

　Ｇはというと、床の上で息絶えていた。

「ノエラは見えたか……？」

「……ノエラ、知っている。あれは、残像。ミナ、ああして、アレ倒してる」

「？　どうしたんです、お二人とも」

　不思議そうにミナはまた首をかしげた。ウチの看板娘は、Ｇスレイヤーだったのか。

「最近、この虫をよく見るんです。それで、見かけたそばから駆除していっているんです」

　そう言って、ミナはおれがさっきまで握っていたホウキを拾って、パッパとＧの骸を外まで掃いていった。

「え、ウチってそんなにＧ出るの？」

「あれはＧという虫なんですね～。よく出ますよー？」

「一匹いれば、一〇〇匹いると言われる、やつが……？」

　想像するだけで嫌になる……。それを聞いたノエラなんて、丸くなってぷるぷる震えているし。

「いいか、ミナ。ヤツを侮るな。生命力が人間以上にハンパなくて、人類が死滅してもＧだけは生き残るだろうって言われているんだ」

「そ、そんなにスゴいんですね……」

　圧倒されかけたＧスレイヤーだったが、ふるふる、と頭を振って拳を握った。

「で、でも、大丈夫ですっ！　レイジさんとノエラさんは、わたしが守ります！」

　ゆ、勇者がおる……ここに勇者がおるぞ……。

「だがＧをなめるな。むこうの世界では、火星で繁殖したＧが人間以上の個体になってとんでもないことになってるんだぞ！」

「むこうの世界って何です？」

「とにかく、とんでもない可能性を秘めた化け物だと思っていればいい」

　ゴクリ、と事の重大さがわかったミナは喉を鳴らした。

「ど、どうしましょう、レイジさん。ここがＧの家になってしまいます……」

「心配するな、ミナ。……作るぞ、対Ｇ用殺虫剤──！」

　ぴく、と耳を動かしたノエラが立ちあがった。

「ノエラ、手伝う」

　店番をミナに任せて、おれとノエラは創薬室にこもる。

　いつも以上にやる気なノエラ助手の手助けもあって、新薬の開発は滞りなく進んだ。




【Ｇデストロイヤ：人間や家畜に危害を加える昆虫類を死滅させる煙タイプの殺虫剤】




　瓶の中には液体が入っているけど、空気に触れると煙になるらしい。

　Ｇだけじゃなく、ムカデやダニにも効果があるようだ。

「よし、ノエラ。出来たぞ！」

「これで、やっつける」

　うん、とおれは深くうなずいた。これでＧともおさらばだ。

　少し早めに店を閉めて、三人で外へ通じる扉や窓をすべて閉め切った。

　家の中央に位置するリビングで瓶の蓋を開けると、もくもく、と煙が立ちのぼる。

　時間が少しかかるから、その間、おれたちは夕飯をうさぎ亭で済ませ、のんびりしてから家に帰ってきた。

　効き目は間違いないはずだけど、相手が相手だけに今回はちょっと心配だ。

　対象の害虫たちは、逃げ出すか、逃げ遅れて死んでいるかのどちらかだろう。

「わたしがひと通りお掃除しちゃいますね？　そのあとお二人は入ってきてください」

　Ｇスレイヤー・ミナが天使みたいな微笑を残して家へ入っていった。

「ミナ、頼りになるな？」

「る」

　ミナが窓を次々に開けていき、サッサとホウキで掃く音が聞こえる。

　それからすぐに、何も聞こえなくなった。……どうしたんだろう。

　不思議に思って耳を澄ますと、何やら小さく話し声が聞こえた。

　おれとノエラは顔を見合わせ家の中に入る。

「ミナ？　大丈夫か？」

　まだ手つかずの店の掃除をノエラに任せて、おれはリビングへ顔を出した。

「あ、レイジさん」

　ソファに座っているミナが声をあげた。むかいには、五〇絡みの変なオッサンが座っていた。何がどう変なのかと言うと、頭からは二本の長い髪の毛らしきものが出ている。

　背中には赤茶けたヒラヒラした物を背負っていた。何かのコスプレ？

　着ぐるみを着ているのかと思ったけど、そうじゃないらしい。

　継ぎ目らしき部分や着脱するためのファスナーが見当たらない。手には葉巻が握られている。鑑定スキルで何者なのか確認してみた。




【ＧジャイアントＧオヤブン：Ｇファミリーを率いる頭領の一体】




「…………」

「こちら、オヤブンさんです。……で、オヤブンさん。こちらがこの家の主、レイジさんです」

　ミナに紹介されて、おれは一応「ど、どうも……」と会釈をしておいた。

　え、この人、Ｇなの……？　人型サイズなんですけど。

　渋い顔つきのまま、ぱぁ、と煙を吐いた。

「兄さんが、主かい」

　ずいぶん渋いハスキーボイスだった。

「はい。そうですが」

「イイ感じの家だと思って住みついてみりゃあ、急によからぬ煙がモクモクと……。おかげでワシらファミリーは散り散りになっちまった……」

　オヤブンは悲しそうに目を細めた。

「すんません、ちょっとタイム。──ミナ、いい？」

「はい、何でしょう」

　こそこそ、とむかいの謎生物に聞こえないようにしゃべる。

「……アレ、何？」

「Ｇのオヤブンさんです。さっき、自分でそう言っていました。レイジさんの煙で大変な目に遭ったそうで……」

「大変な目に遭わせるための薬だからね」

「ここに住めなくなってしまったから、困っているそうです」

「うん、そのための薬だからね」

　大人しく出ていけよと思わずにはいられない。

　だいたい、何アレ。何で渋いの？　何で葉巻吸ってんの？

「火事が起きたときぃ……」

　渋い声で何かしゃべりはじめたオヤブン。

「煙を吸っちまったことによる、一酸化炭素中毒が原因で死亡するケースが多い……。要は、ワシらもニンゲンも、煙は、毒に違いねえんだ……」

　今煙吸ってるヤツに言われたかねえよ。

「ここ、おれんちなんで、出ていってくれませんか？　衛生上よろしくないんで」

「兄さん、そう、結論を急ぐな……。ワシを、ペットとして飼ってみねえか？」

「飼いません」

「フフン、ところで兄さん、薬を作っているそうだな……。ワシの生命力の秘密……解き明かせれば素材としてかなり貴重──」

「要りませんから。もっかい煙焚きますよ？」

「もし飼うとなれば、ファミリーを立て直すことなど容易……フフン」

「目論見全部聞こえているんですけど。どうしてウチなんですか？」

「ここでなくちゃならない理由は……そうだな………………アレ……ねえや」

「ねえのかよ！　──ミナ、やっちゃって」

　はーい、とミナがスリッパを脱いだ。

「えいっ」

　スパシィーンッ！　ミナのスリッパがオヤブンの頭に一閃。

　見事なツッコミ……じゃなくて、一撃だった。

　オヤブンはというと、驚愕に目を見開いている。

「雷に打たれたかのような衝撃、そして、スリッパ……。お嬢ちゃんが、あの『閃光のスリッパ』か……？」

「え、何それ」

「はい。おそらくわたしのことです」

「そ、そうなんだ」

　オヤブンは目を細めてクック、と喉の奥で笑った。

「ファミリーのやつらぁ、みんな閃光にやられていったもんさ……」

「わたしも、お仕事がありましたから」

　嘆くようにオヤブンは首をゆっくりと振る。

「それが、あの伝説のスリッパってわけかい……なるほど、なるほど。……ワシはどうやら、とんでもない大物を相手に、してたらしいな……」

　雑貨屋のセールで買ったスリッパなんですけど。

　伝説の剣みたいなノリされても困るんですけど。

「引き際が考えらんねえほど、ワシも、若くはない……。ここいらでぇ、お暇、させてもらおうかい……」

　立ちあがると、肩で風を切りながらリビングを出ていく。

「る!?」

　オヤブンを見たノエラが飛びあがらんばかりに驚いていた。そりゃ、そうだ。ガニ股であるく謎生物なオッサンが急におれんちから出て来たんだ。

「おうおう、獣のお嬢ちゃんも、邪魔したなぁ。安心しておくんなせぇ。ファミリーは、金輪際ここには近寄らせねぇからよぉ」

　しゃがれた声で言って、背中をむけたままこっちに手を振った。

　おれとノエラはぽかんと遠ざかる赤茶けた背を見送った。

「ミナ……」

「はい、どうしましたか？」

「あれ、Ｇでいいんだよな？　Ｇのコスプレした渋カッコいいオッサンじゃねえよな？」

「ご自分でそう言っていたので、間違いないかと……」

　だよなあ。おれの鑑定スキルでもＧって書いてあったし。

「Ｇ、色んな種類いる……」

　勉強になったなあ、うんうん、とでも言いたげに、ノエラは何度も深くうなずいている。

　オヤブンだからデカイし渋いのは仕方ないな……。

　仕方ないのか？

　ていうか、あんなデカイのが今まで家にいたのかと思うとゾッとしないではいられない。

　オヤブンが近寄らせないって言っていたからか、単純に殺虫剤の威力のおかげなのか。

　それ以降、Ｇの姿は見なくなった。

　なにはともあれ。

　キリオドラッグからＧを排除することに成功したのである。










14　モフモフがお好き




　店番をミナとノエラに任せて、雑貨屋で道具を調達しているときのことだった。

　雑貨屋の店主アルフさんに無茶なお願いをされた。

「なあ、レイジくん。そこを、なんとかなんねぇかなぁ」

「さすがに、おれでもどうにもならないですよ。そういうのは、やっぱりアルフさんが協力しなくちゃいけないんじゃないですか？」

「わかった、わかった！　今持っている瓶もすり鉢も釣り竿も、全部あげる！　だから──」

「そういう問題じゃなくって、作れないんですよ、そういう魔法みたいな薬。家事が一瞬で全部出来るなんて、もうそれ、薬じゃないですからね？」

　聞かせるようにおれが言うと、

「そうかぁ……」

　アルフさんはちょっとがっかり気味にため息をついた。

　この話は、アルフさんが家事をまったく手伝わないから、奥さんがブチ切れたことに端を発する。けど、手伝おうにもその経験がさっぱりないせいで、アルフさんは逆に足を引っ張るばかり。

　奥さんは、五人目を妊娠中で、小さな子供たちが四人もいる。

　わんぱくっ子四人の面倒見ながら、身重の奥さんが家事もするってなると、負担は相当なものだ。

「アルフさん。もう旦那は稼いでくればいいって時代じゃないんですよ。協力し合いましょう」

　家事の一切をミナに丸投げしている男が言うセリフとは思えない。

　いいんだ、いいんだ。

　ミナ、家事するのが好きみたいだし、妊娠もしてないし子供がたくさんいるわけでもないから。

「つってもなぁ、オレじゃあ足手まといだからなぁ」

「お手伝いさんを雇えばいいじゃないですか」

「かーちゃんがダメだって言うんだ。ガキのために金は残しておきたいから、自分らで出来ることはやるって言って」

　立派な奥さんだ。

「出来ねえもんは出来ねえんだから、仕方ないと思わないか、レイジ君」

「最初はみんな出来ないんですから、頑張りましょう？」

　旦那さんを励ますと、奥さんが店に顔を出した。

「レイジ君、久しぶり」

「どうも、こんにちは」

「お昼作ったから食べていきなよ。日頃、ウチはレイジ君にお世話になりっぱなしだから」

「いえいえ、そんな。こちらこそお世話になっています」

　昼飯はミナが作っているかもしれないけど、ここで断るのもちょっと愛想がない気がする。

　こっちはこっちで食べて、むこうはむこうで食べればいいか。

　アルフさんが立ちあがってのびをした。

「よぉーし、昼飯か。何かなー、昼飯」

「店番があるでしょう。アンタはあとだよ、あと」

　家庭内ヒエラルキーでは、主人が下のほうにくるのは、どこでも似たようなものらしい。

「へーい」

　と、やる気なさそうにアルフさんは応えて大人しく座った。

「じゃあ、お言葉に甘えてご馳走になります」

　おれはアルフさんに一度会釈して、奥さんに連れられてダイニングへとやってきた。

　テーブルには大皿がいくつかあり、一般的な家庭料理が盛られている。

「レイジ君の薬のおかげで、洗い物がすごくはかどるようになってねえ」

「あ。洗剤使ってくれてるんですか。ありがとうございます」

　なんて話をしていると、ぞろぞろとおちびちゃんたちがやってきた。

　料理に洗濯に掃除に子供の世話……。

　そりゃ、旦那に協力を頼みたくもなるだろう。

　ちょんちょん、と四歳くらいのまだちっちゃな女の子に裾を引っ張られた。

「モフモフのおねーちゃんは？」

　一番年上の男の子──ていっても小学校一年生くらいだ──が、三歳くらいの女の子の手を引いてやってきた。

「獣のおねーちゃんはいないの？」

　ノエラ、子供に大人気だな。

　遠慮なしにモフモフ触ったり引っ張られたりするから、ノエラは苦手みたいだけど。

「うん。今はウチの店で店番してるよ」

　なあーんだ、と子供たちはつまらなさそうに口を尖らせる。

　一歳半になる一番下の子は、今は眠っているそうだ。

　みんなが席に着いて食事をはじめる。

　子供らしくわんぱくな食べ方で、みるみるうちに服が汚れていく。

　奥さんも食べ方を注意しているけど、そうそう簡単には直らないみたいで、なかなか苦戦していた。

　人様の家庭料理ってちょっと新鮮で、いつも食べている物なのに全然違う気がする。

　最近、ミナの料理が「お袋の味」化していているせいかもしれない。

「たぶん、モフモフのおねーちゃん、店で暇してるだろうから、ご飯食べたら遊びにくる？」

「「「いくーっ」」」

「いいのかい、レイジ君？　すっごく騒がしくなるけど……」

「いいんですよ。ノエラも暇なときは昼寝してるくらいなんで」

　ノエラは、おれが構わないとだいたいソファやおれのベッドで昼寝しているからな。

　このちっちゃい怪獣たちを連れていってもいいだろう。

　昼飯を食べ終えると、上の服だけ着替えた三兄妹がやってきた。

　洗い物を済ませた奥さんのところへ顔を出すと、汚した服を洗濯しようとしていた。

「それじゃあ、あの子たち預からせてもらいますねー？　夕方には戻るようにしますので」

「よろしくねー」

　この世界に洗濯機なんてものはなく、水を張った桶で手揉み洗いが基本だ。

　一応洗剤はあって、奥さんもそれを使うみたいだけど、結構力を入れてこする必要がある。

　家族全員分をそうやって洗うとなれば、家事っていうよりも労働って言えそうだ。

「奥さん、それ洗うのって、時間どれくらいかかります？」

「そうだね……今は三着だから……ま、だいたい三〇分くらいだよ。こうして汚すことなんて茶飯事だから、もう慣れてるんだけどね」

　そう言って奥さんは明るく笑う。

　朝一の洗濯は、だいたい一時間半くらいこうしてゴシゴシ手揉み洗いをしているそうだ。

「奥さん、もっと洗濯が楽になる薬、ちょっと作ってきますね」

「あら、そんなものが出来るのかい？」

「任せてください。じゃ、行ってきます」

　おれはノエラ殺しの三兄妹を率いて雑貨屋をあとにして、店へと戻る。

　昼飯を食べたせいか、店番をしているにも関わらず、ノエラがカウンターに突っ伏して気持ちよさそうに眠っていた。

　ノエラを見つけた三兄妹の目の輝きが半端ない。めちゃくちゃウズウズしている。

　ふふふ、ノエラ。すぐに地獄を見ることになるぞ。

　店番中に寝ている罰だ。

「よーし、モフモフのおねーちゃんを起こしてあげようー」

「「「わぁーいっ」」」

　三兄妹を解き放つと、ダダダダダダ、とノエラへ一直線に走っていく。

　ピクピク──。

　気配を感じ取ったノエラの耳が動き、がばっと起きあがった。

「る!?」

「おねーちゃん、モフモフさせてーっ」

「尻尾抱っこ、尻尾抱っこするー」

「ぴくぴくの耳、さわるー」

「触るダメ！　引っ張るダメ！」

　ガタッ。

　イスを倒しながら立ちあがったノエラが危機を察知しひゅーんと奥へと逃げる。

　速ぇぇ……。

　その程度で諦めるちびっ子たちではなく、ドタバタとノエラを追いかけた。

　ノエラＶＳ三兄妹のモフモフを懸けた鬼ごっこがはじまった。

　家中がかなり騒がしくなったけど、まあ、たまにはいいか。

「お帰りなさい、レイジさん。あの子たちは……？」

　顔を出したミナは、不思議そうに物音が聞こえるほうを振り返った。

「あの子たちは、雑貨屋さんちの子で、ノエラと遊びに来たんだ。……いや、正しくはノエラで遊ぶ、かな」

「ふふ、楽しそうでいいですねぇ～」

「昼飯ご馳走になったんだけど、料理したり洗濯したり、わんぱくの世話をしたりで、奥さんはホント大変そうだったよ」

「お昼……食べてきたんですね。わたし、用意しちゃってて……、す、すぐに片付けますね」

　ぎこちなくミナは笑ってキッチンのほうへ行ってしまった。

　あ……悪いことしちゃったな。

　がしがし、と頭をかいて、フォローをしようと思ってキッチンに行くと、ミナの姿がなかった。

　天井に貼りついているのかと思ったけどそうじゃないらしい。

　買い物、かな……？

　いつも持っていくバッグがないので、たぶんそうだろう。

　苦い気分が頭の中に残った。

「……お仕事、しますか」

　言い聞かせるようにつぶやいて、おれは創薬室にこもる。

　いつも通り、素材を掛け合わせ、洗剤が出来あがった。




【洗濯用洗剤：揉み洗いしなくても汚れが落とせる。ハイパワーな洗剤】




「よーし、これで奥さんの負担減。家庭も円満」

　瓶を光にかざしておれがうなずいていると、

「やぁああああ、めええええええ、るぅううううう」

　ノエラの悲鳴が聞こえてきた。とうとう捕まったか、ノエラ。

　きゃっきゃと楽しげな声が聞こえるリビングを見ると、案の定ノエラがおもちゃにされていた。

　やってるやってる。

「髪、引っ張るダメ、あ、尻尾──毛、いっぱい抜けてるっ、あああああああ」

　半泣きになっているノエラがおれを見つけた。

「あるじぃ～。助けて」

「居眠りしてた罰だよ」

　おれも子供たちに混ざってノエラのほっぺをにゅーん、と伸ばす。

「じゃ、おれ、雑貨屋さんに行ってくるから、留守番よろしく」

「あるじぃいいいいいいいいいい、助け」

　──パタン、と扉を閉めて、おれは店をあとにする。

「こんにちはー」

　また顔を出すと、主人のアルフさんがカウンターで遅めの昼飯を食べているところだった。

　……仕事しながらご飯食べさせられているのか。

　これはこれで大変だな……。

「どした、レイジ君。あ、ウチのチビたちの相手がしんどくなって逃げてきたんだろ？」

　ししし、と笑う主人に「違いますよ」と返し、キッチンへとむかう。

　奥さんはちょうど夕飯の支度をしているところだった。

「あら、レイジ君。もうお薬作ったのかい？」

「はい。奥さん、これで洗濯がずっと楽になるはずです！」

　ほうほう、と興味津々の奥さん。

　実践して見せたほうが早いだろう。

　お風呂脇に置いてある水場には、さっきの洗濯物が桶に浸けてあった。

「揉まなくても、汚れが落ちるんです」

　おれが洗剤をつけて子供たちの服を再び水に浸ける。

「さすがに揉まなくてもいいなんて……」

　奥さんが疑っている間に、どんどん服の汚れが落ちていく。

　結構効くもんだなあ。

　作ったおれですら感心するほどだ。

「お、落ちてる──っ。汚れがっ、落ちてる──っ！」

　奥さんが現実を直視できず、わなわなと震えだした。

　ガクガク、とおれの肩を掴んで揺すりはじめた。

「そういう魔法なんだろう、これは!?　汚れが落ちる魔法っ！　使ったんだろう!?」

「使ったのは、この洗剤で……あの、目いっぱい揺するの、やめてください……ま、魔法じゃなくて、誰でも出来る……お薬で……」

　どうにかこうにか落ち着かせて、奥さんにもその効果を試してもらった。

　一枚、二枚と、子供たちが汚した服が見る見るうちにキレイになった。

「夢でも見ているみたいだよ、アタシは……」

　はぁぁぁ、と感心しっぱなしだった。

「これで洗濯が楽になるよ、ありがとう、レイジ君」

「いえいえ。どういたしまして」

「あの使えない旦那も、これくらいなら出来るだろう。レイジ君も、ちゃーんと家事をしてあげるんだよ？」

「や、やっぱり……手伝ったほうが、いいんですかね……？　ミナ、家事が好きだから」

　なに言ってんのさ、と奥さんは息を吐いた。

「好きだったとしても、だよ。愛想尽かされて逃げられても知らないよ？」

　冗談めかして奥さんは言うけど、おれにはクリティカルヒットした。

　愛想……尽かされて……逃げられる……？

　み、ミナに限って……、そんなことは……。

　──もしかして、さっき何も告げずにいなくなったのは、もう嫌になったから……？

　ご飯作っておいたのに余所で食べてきたのが引き金になって……。

『わたし、もう耐えられません！　わたしは、レイジさんの召使いじゃないのに──』

　…………ありうる。

　おれは雑貨屋を慌てて飛び出した。

　奥さんとの話し声が聞こえていたのか、アルフさんがニッと笑った。

「レイジ君！　オレからのアドバイスだ。──何かあったら、謝って謝って、謝り倒すことだ」

　白い歯を見せて親指を立てているけど、全然カッコよく見えない。

　ダッシュで店に戻ると、妙に静かなことに気づいた。

　リビングやキッチンには誰もいなくて、そっと創薬室を覗くと、子供たちとノエラがお昼寝しているところだった。

「あれ、レイジさん、どこ行っていたんですか？」

　後ろからの声におれは飛びあがった。

「わぁ!?　み、ミナ！」

「はい？　どうかしました？　幽霊に会ったような顔をして」

「ややこしいボケはやめろ。……あ～よかった、戻ってきてくれて……奥さんが脅かすから……」

「わたし、子供たちにクッキーを焼いてあげようと思って材料を買いに行っていたんです」

「そ、そっか……なら、いいんだ……」

　なんか、力が抜けた。

　へなへな、とおれはその場に座り込んだ。

「ミナ……家事、おれ何か手伝うよ？　皿洗いとか掃除とか……」

「わたし一人で大丈夫ですよ？　レイジさん、お仕事で忙しいじゃないですか。──あ。さてはレイジさん、お小遣いが欲しいんでしょう？」

「おれは夏休み中の小学生か。そうじゃなくって……」

　おれは奥さんに言われたことをそのままミナに伝えた。

「わたしが、愛想を尽かしてここを出ていく、ですか？　それでお手伝いを」

「ミナ、愛想尽かさない……？」

　ふふ、とミナは笑った。

　膝立ちになると、ミナがおれの頭を優しく抱いた。

「尽かさないですよ。この家もレイジさんも大好きなので。……もお、そんな心配をしてたんですか？　うふふ、レイジさんもなかなか可愛いところがありますね～」

　よしよし、と頭を撫でられる。

　いつもと逆だから少し恥ずかしい。

「では、クッキーを作るので、お手伝いをお願いしてもいいですか？」

「よし、任せろ」

　そうして作ったクッキーは、ノエラと子供たちには評判で、夕方前には三兄妹を雑貨屋へ送り届けた。







　以来、ミナは簡単な家事をちょっとだけ任せてくれるようになった。

　自分でやればすぐ出来るんだろうってのは、おれでもわかる。

『家事を任せっきりにしているせいで、ミナが愛想を尽かして出ていくかもしれない』

　……きっと、こんなふうにおれが心配しないように。

　まったく、よく出来た女の子である。










15　猛暑の極寒




「[image: ]～暑い……何で今日はこんなにクソ暑いんだよ……」

　店のカウンターに頭をのせて、おれは恨むようにギンギンに晴れている外を眺める。

　もう、じっとしているだけで汗が滲んでくる。

　畑仕事は朝早かったおかげで、そう暑く感じなかったんだけど。

　おれのぼやきに応える声があった。

「あるじ。暑いのは、ノエラが、くっついているから」

　振り返れば、いつの間にかノエラがおれの背中に抱きついていた。

　嬉しそ～に、尻尾をフリフリしている。

　妙に暑いと思ったら……。このモフモフめ……。

「離れんかいっ」

　首元を掴んでひょい、と投げると、一〇点満点の着地を決めたノエラ。

　けど、ノエラがくっつく以前に十分暑い。

　ガラゴロ、ガラゴロ──。

　おなじみの馬車の車輪の音が店の外から聞こえてくると、店の前で止まった。

　執事の手を借りてお嬢様が降りてくる。

「レイジ様──！　わたくしが来ましたわよっ」

　嬉しそ～に、肩にのった縦ロールを手でふぁっと払う。

「ご機嫌よう、エレイン」

「ご機嫌よう、レイジ様。聞いてください、レイジ様──」

　カウンターの前でエレインは小さく跳ねる。

　高めなテンションで、やっぱり今日も香水をつけている。

　暑いのに、何でこう元気なんだ……。

「マキマキ、何しに来た」

「あら、ノエラさん、ご機嫌よう。今日はノエラさんと遊びに来たわけではありませんの」

　ノエラが顔の前でバツマークを作った。

「あるじと遊ぶ、ダメ。あるじ、ノエラと遊ぶ」

「どっちとも遊ばねーから」

　ふふん、とエレインは威張りんぼのポーズをする。

「わたくし、ノエラさんのようにいつも遊んでいるわけではございませんのよ？　領主の娘として、わたくし、とても忙しいんですの」

　とか言って、どうせおつかいを仕事扱いしてるんだろう。

「レイジ様。今日ここへやってきたのは他でもありません。お父様が『冬になる薬』が欲しいそうなのです」

「冬になる薬？　なんじゃそら。ああ、最近暑いから、もう季節を冬にしてしまえーって？」

　コクコク、とエレインはうなずく。

「出来るかぁーい！」

　この町の人たちは、魔法と薬の区別をもうちょっとつけて欲しい……。

「『出来るかぁーい、と言ってから、錬金術師殿は本気を出すんだよ、エレイン』と、お父様が」

「先読みされている!?」

　季節を夏から冬に変えるって、それ、魔法でもかなり上級魔法になりそうだ。

　魔法っていうよりは、神様の領域に近いのかもしれない。

「冬に……冬に……季節を……」

「あるじ、困らす、ダメ。マキマキ、ダメ」

　モフモフ、とノエラがエレインを尻尾で叩く。

「あはは、ちょっとノエラさん、尻尾がくすぐったいですわ。あとそれとモフモフが暑苦しいですわよ？」

　きゃっきゃとじゃれるお子様二人。仲良いなぁ。

「あ──っ！」

「なんですの、なんですの、レイジ様！　なにか思いつきましたの!?」

「さすがに季節を冬には出来ないけど……ピンポイントになら冬に出来るぞ？」

「す────すごいですわ、レイジ様っ！」

「長時間は無理だけどな？」

　さてと。

　領主のためにピンポイントに冬になる薬を作ろうか。

　おれもこれがあれば、すぐにでも使いたいアイテムだ。

　それにこの暑さだ。商品化すればバカ売れ間違いなし。

　店番をノエラに任せて、創薬室にこもる。

　窓を開けても入ってくる風はぬるくて、余計げんなりしてしまう。

「レイジさん、大変そうですねー？」

「まあな」

　入口から聞こえたミナの声に背中で応えて作業を続ける。

　そよそよ、と風が送られることに気づいて後ろをむくと、ミナが団扇でおれを扇いでくれていた。

「どうですか？　涼しいですか？」

「うん、涼しいよ。ありがとう」

　扇ぐミナは当然暑いだろう。

　よし、待ってろ、ミナ。新薬でひんやりさせてやるからな。

　どろり、とした液体が瓶の中で出来あがった。




【冷却ジェル：ジェルが蒸発することによって周囲の熱を吸収し、皮膚の熱を奪う効果がある】




　まずは自分で試してみよう。

　大きめのハケをジェルに浸け、腕に塗ってみる。

「お？　ぉおおお。おおおおお！　ひやっこい」

　ピンポイントで冬が来た！

　すんげー涼しい！

　頭の上に「？」を浮かべているミナの後ろに回り込む。

「一体、何を作ったんですか、レイジさん？」

「やってみればわかるよ。ミナ、髪の毛をちょっとどかして、首を見せてくれない？」

　確か、首を冷やすといいって聞いたことがある。

「首、ですか……？　い、いいですけど……その……え、えっちなことはダメですよ？」

「どうして首でエッチなことに繋がるんだよ」

　よいしょ、とミナが髪を簡単にまとめて体の前へ下ろす。

　すぐに真っ白な首とうなじがあらわになった。

　……。

　うなじ……。

　色気が、なんか、すごいな……。

　いかんいかん。

　おれは頭を振って、ハケを使ってミナの首にジェルを塗る。

「ちょ、くすぐったいですよ、レイジさ…………？　あ。──ひゃあんっ!?」

　ぞくぞく、とミナが体を震わせる。

「つつつ、冷たいですっ！　な、何をしたんですか!?」

「ピンポイントで冷たくなるお薬。これを塗ると、しばらくの間、暑さを遠ざけられるって寸法だ」

「なるほど……けど、これはなかなか冷たいです」

　首をさわったミナは、少しのジェルを腕につける。

「つ、冷たいですっ。けど、量が少しなら、すごく快適ですねー」

「だろ？」

　ガサゴソ、と扉のむこうで物音がする。

「ちょっとノエラさん。今開けてはいけませんわ」

「ミナ、あるじ。きっと、えっちなこと、してる」

「なおさら開けてはいけませんわっ」

　さっきのミナの悲鳴のせいだ。

　おれは誤解を解くべく、扉をあけた。

　そこには聞き耳を立てているエレインと、隙間から中を覗こうとしているノエラがいた。

　お嬢様もちょっとくらい興味があったんだ。

「こら。店番をお願いしただろう、ノエラ」

「あるじ。えっちなこと、ダメ」

「してないから。さっきのは、これを塗ったミナの悲鳴だ」

　おれが瓶を見せるとエレインが食いついてきた。

「完成したんですの!?　冬になるお薬」

「わたし、さっきつけたんですけど、涼しくなってすごく快適ですよー？」

　ミナの感想を聞いて、おれはドヤ顔で二人を見おろす。

「だそうだ。……つけてみたい人！　挙手！」

「「はいっ、はいはいはい、はい！　はい！」」

　二人とも両手をあげて小さくジャンプしている。

　元気だな、お子様は……。

　一人限定ってわけでもないので、エレインとノエラの二人の首に冷却ジェルを塗った。

「る──!?」

「……、これは……」

「冷たいっ！」

「ひやっこいですわっ！」

　ぶるり、と体を震わせて、首をすくめる二人。

「あるじ、もっと。ノエラ、もっと」

「わたくしもですわっ」

　そんなにいっぱいつけてどうする気なんだよ。

　仕方ないな、とおれはノエラの腕とお腹、太ももにジェルを塗る。

「スースーする！　暑くないっ！　あるじ、すごい！」

　創薬室を駆けまわりはじめたノエラ。

　スースーして気持ちいいから、スターとったマ〇オみたいな気分なんだろうなあー。

「レイジ様、わたくしも、早く早く」

「そう急かすなよ」

　ノエラと同じように塗ってあげると、ぶるりと体をまた震わせた。

「冷たいですわっ！　あ。確かにスースーします……！　これは……走らずにはいられませんわ！」

「こら。暴れるんなら外に行きなさい、外に」

　二人を摘まみだして戻ると、ミナが膝を抱えていた。

「どうした、ミナ？」

「れ、レイジさん……さ、寒いです……」

「寒いって……こんなに暑いのに？」

　ガタガタ震えてんぞ、おい……。

　ミナが、くちゅん、とくしゃみをした。

　もしかして……効き過ぎた？

　熱、奪い過ぎたっぽい？

　こいつは、ちょっとやばい。

　おれはすぐにタオルで冷却ジェルをふき取った。

「はぁぁぁぁぁぁ～」

　ほっこり顔をしたミナが、温泉に浸かったような声をだす。

「わたし、冬の国から夏の国へやってきたような気分です～」

「放っておいたら、風邪ひいてたな……危ない危ない」

　ふいーとおれは手の甲で汗をぬぐう。

　ん？　ミナ以上にジェルを塗った子たちがいるんですが。

　おれが心配になって外へ見に行くと、あっつい真夏の太陽の下で、少女二人が肩を寄せ合って震えていた。

「「さ、さむい……」」

　やっぱりか！

「ノエラ……眠い……」

「ダメですよ、ノエラさん……眠っては、いけませんわよ……」

「あるじ、ノエラを、迎えに来た……」

「ノエラさん、しっかり。それは幻覚です……こんなところにレイジ様がいるわけが……」

　真夏の太陽の下で、二人は遭難していた。

　おれはミナに大急ぎでお風呂を沸かしてもらい、ノエラを抱っこして、エレインをおぶった。

「あるじ…………ノエラ、もう……ダメ……」

「このままじゃ風邪ひいちまうからな。エレインも」

「レイジ様…………わたくし、お慕いしておりました……」

「はいはい、大丈夫。死なねえから」

　脱衣所に二人を連れて行って、あとはミナにお任せ。

　幸い風邪をひくこともなく、二人はホカホカになって風呂から出てきた。

　それから、エレインによーく注意するように言い聞かせて、新薬を領主に持っていくようにお願いした。

「絶対に、絶対に、ぜーったいに、つけすぎたらダメだからな？　絶対だぞ？」

「わ、わかりましたわっ！　お父様にはそうお伝えします」

　冷え過ぎってのはよくない。

　過ぎたるは及ばざるがごとしってやつだ。







　後日。

　領主が冷え過ぎて風邪をひいたらしく、風邪薬を買いに執事がやってきた。

　おれは、注意したからね。ちゃんと。

　つけすぎ、よくないって。

　絶対にやるなって、あれほど言ったのに。

　……あ。

　だからだ──！

　お笑いがわかる、しょうがない領主様なのであった。
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　魔王エジルを伴い、畑で栽培している薬草の世話と、必要な分だけ摘んで店へと戻った。

「先生っ！　自ら素材の薬草を栽培することで、あのポーションの味を出しているんですね！」

　ペンとメモ用紙を構えてそんなことを訊いてくる。

「ああ、自分でこだわった薬草でないと、あんな爽やかな味にならないんだ」

　……適当に言い過ぎた。

　森の自生している薬草でも全然変わりないのに。

　ほうほう、とメモするエジルにちょっと罪悪感を覚えないでもない。

　夏に比べて涼しくなってきたとはいえ、まだまだ日中は暑い日が多い。

　汗だくになりながらそんな会話をしていると、店番をしているノエラがタオルを持ってきてくれた。

「あるじ、お帰り。これ、汗、ふく」

「ああ、ありがとう」

　汗をふいているおれを見ながら、ノエラがしみじみうなずく。

「労働の、汗。男らしい」

「そうか？」

　おれが首をかしげていると、汗をだらだら流すエジルが右手で顔を覆う。

　精いっぱいカッコつけていた。

「ノエラさんんんんんんんん──！　余の、汗は、どうだろう……男の中の男──魔王の、汗は……どうだろう……？」

「？　……うん」

　ノエラの、『だから何？』感がすごい。

　特に興味はないらしい。

　さりげなくエジルが差しだしている左手に、タオルが載せられることは永遠になさそうだった。

「ミナは、今掃除中？　それともご飯の準備？」

「わからない」

　わからない？

　買い物に行くならノエラに一言告げるだろうし、家事をしているんなら、すぐにそれとわかるはず。

　どういうことだろう。

　ずっと同じポーズで固まっているエジルに、おれはタオルを投げ渡した。

「半分も使ってないから、よかったら使うか？　──それ、ノエラが頑張って洗濯したやつなんだ」

「──っ!?　ノエラさんの愛がこもった……タオル……」

　あれ？　ノエラの洗濯当番は一昨日だから……。あ、昨日洗濯をしたの、おれだ。

　エジルは、タオルを頬ずりしている。

「フワフワのタオル……清潔感ある香り……これを、ノエラさんが。余は、余は……幸せである……」

　うん、その……ごめん。

　心の中で軽く謝って、おれはミナを探すため家に入る。

　明日はミナだけで畑仕事なので、その件で業務連絡があった。

　ノエラにわからないってことは、実体じゃなくて霊体でいる可能性が高い。

　……キッチンにもリビングにもいないとなると……。

　ノエラとミナ、二人の部屋の扉をノックする。

　反応がないから中に入ると、並んだ二つのベッドの片方にミナが眠っていた。

「珍しいな、ミナが寝坊なんて」

　寝返りを打ってこちらに顔がむくと、妙に顔が赤いことに気づく。

　呼吸は浅く、間隔も短い。

「……ミナ？」

　おれの声が聞こえたミナが、うっすらと目を開いた。

「あ…………レイジさん……、おはよう、ございます……」

　体を起こそうとするところを止めて、おれはミナのおでこに手を当てた。

　あつ!?

　人間ってこんなに熱くなるもんなの？

　いや、正確には幽霊だけど。

「ミナ、具合悪いんじゃないのか？」

「そんなこと、ありませんよ……」

　ミナは力なく笑ってまた体を起こそうとする。

　おれはもう一度ミナをベッドに倒した。

「今日は……いや、三日。三日休め。たぶん、夏の疲れが出たんだろう。家事も仕事も、おれとノエラと意外と使えるバイトで何とかするから」

　家事全般をこなしながら、おれの畑仕事も手伝ってくれている。

　ちょっとだけ、ミナは頑張り過ぎたんだ。

「そんなぁ……わたし、家事をするのが生きがいなのに……」

「いや、もう死んでっから」

「ひどいですぅ……」

　クスン、と鼻を鳴らすミナ。

　風邪なら風邪薬を作ればいいんだろうけど、おれは医者じゃない。

　あと、幽霊が風邪をひくのかどうかもわからない。

　だから、ひとまず三日は安静させることにした。

　この前作った【冷却ジェル】をごく少量、おでこに塗る。

　楽になったのか、目をつむったミナの表情が少しやわらいだ。

　店番はノエラとエジルで出来るし……おれは、今日は創薬をやめて家事に専念するか。

　昼飯の準備をして、ミナ用に病人食の玉子粥を作る。

　一応味見はしたけど、料理上手なミナのお眼鏡に適うかはわからない。

　ノエラとエジルに昼飯の用意が出来たことを伝えて、おれは玉子粥を部屋へと持っていった。

　サイドボードの上にトレイをのせて、イスをベッドの隣まで持ってきて座る。

「レイジさん？」

「あ。ごめん、起こしちゃったな。昼飯作ったんだけど、食べられそう？　食欲ある？」

　はい、と小さな声で返事をするミナの、体を起こすのを手伝った。

　トレイをミナの膝の上に置こうとすると、ずるずる、とミナが毛布を顔まで引っ張り上げる。

「…………食べさせてください」

　恥ずかしそうにこっちを見るミナ。

「え？　自分じゃ無理っぽい？」

「そういうわけではないですけど……。……こういうときは、甘えたく、なるんです……」

　す、とまた毛布で顔を覆って隠れるミナ。

「……だから、食べさせて、ください……」

「仕方ねーな。ほら、顔出せ」

　玉子粥をひとすくいすると、ミナが顔を出した。

　目をつむって口を開ける。

　スプーンを運ぶと、はむっと食べた。

「どう？　あんま、味に自信ないんだけど」

「美味しいですよ？　お塩の加減もちょうどいいです」

　ほっと胸をなでおろして、おれはそれから三度ミナにご飯を食べさせた。

　こうしていると、雛に餌を与える親鳥の気分になるな……。

「……この部屋は……ずっと昔、わたしが使っていたんです」

　横になったミナが天井を見あげながら言う。

「ずっとずっと見続けて、見飽きてしまった天井……全然変わっていないです」

　そっか、とおれは相槌を打った。

　生前は病弱だったって、前に言ってたっけ。

「いつも、お母さんがわたしの看病をしてくれて……いっぱい、迷惑をかけてしまって……。わたしのせいで、みんな、どこにも行けなくて……お父さんも、幼い弟も……」

　たぶん、体調を崩したせいで、当時の状況がフラッシュバックしたんだろう。

「結局、わたしは誰よりも早く……病気で死んでしまって……」

　ぽろぽろと泣きはじめてしまったミナを抱き起こして、おれは優しく背をさすってやった。

「大丈夫。大丈夫。誰も迷惑だったなんて思ってないよ、きっと。今は、ほら、具合が悪いから気弱になってるんだ」

「わたしは邪魔者で……わたしのせいで、家族みんなを不幸にしてしまったんです……」

　はじめて会ったとき、言ってたっけ。

『わたしの望み、ですか……。やっぱり、ここに住んだ皆さんが、幸せな生活を送ることでしょうか』

　自分の家族に対して、そう願っていたから──？

『おれやノエラが幸せな生活を送ればいいのか？』

『わたしは、それで満足です』

　なんで──。

『この家にやってきた方が幸せになれるよう、こうして天井から見守っているんです』

　なんで自分を勘定に入れねえんだよ。

　だからなのか──家事や薬屋の仕事を懸命にやっているのは。

　自分は邪魔者じゃないんだよ、役に立てるんだよ──そう聞こえてきそうだった。

　その献身性は、不幸にしてしまった家族への想いがあるからじゃないのか。

　当時を知らないおれには、ミナの家族が不幸に思ったりミナを邪魔に思っていたりしたかどうかはわからない。

　ひたひた、とおれの肩がミナの涙で濡れていく。

　小さな迷子みたいに、手は震えていた。

　おれは金色の頭を優しくなでた。

「なあ、ミナ。……おれは、ミナが幸せじゃないと、イヤだぞ？　ミナが辛いとおれも辛い。ノエラもそうだ」

　ひっくひっく、と喉をしゃくらせながらミナは嗚咽を押し殺す。

　何か、ないかな。

　ミナの罪悪感を払拭出来る何か──。

　何をどう考えても、おれに出来ることって言えば、結局薬を作ることだけだった。

　ミナが眠ったのを確認して部屋を出ると、おれはエジルを呼んだ。

「なあ、エジル。ちょっと頼まれてくれないか？」

「先生、どうしたんです。珍しくシリアスですね」

「今から言う素材をどうにかして集めて欲しい。集めたら……」

「あ、集めたら……？」

「ノエラの尻尾をモフモフしていい」

「っ……」

「鼻血出てるけど、大丈夫か？」

「だ、大丈夫です──。余にもようやく光が当たるときが──！　どれほどの犠牲を払ったとしても、集めて見せましょう！」

　魔王軍、大変だなあ……。

「そう……魔王軍とは、この日のために作ったのです」

　バカでもわかるウソをつかれた。

　まあいいや。

　おれは必要な素材をエジルに伝えた。

「では、行ってきます」

　転移魔法でエジルはどこかへ行ってしまった。

　おれはおれでやることがある。

　ソファをどかしていつぞやの地下室へ降りた。

　ブローチをお母さんに預けていたって、以前ミナが言っていたから、ここをミナママが使っていた可能性は高い。

　使えそうなもの、何かないかな……。

　本棚や机を色々と探っていると、手記らしきものが出てきた。

　ずいぶん古いせいで、インクがかすれていたり虫に紙を食われていたりしていてほとんど読めないけど、ほんの一部だけ読むことが出来る。

　内容からして、どうやら、ミナのお母さんの物のようだ。

　これなら十分だろう。

　おれが地下室からリビングに戻ると、すでにエジルが素材を集めて帰ってきていた。

「先生──！　これをどうぞ！」

「おお、早かったな。ありがとう」

　おれは受け取った袋の中身を確認する。

　うん、間違いなく揃っている。

　魔王軍はまた魔王の我がままに振り回されたんだろう。

　ノエラへの下心のパワーはすごいんだな。

　在庫のポーションを一本持ってきてエジルに渡した。

　もう缶コーヒー的扱いのポーションだった。

「お疲れさん」

「あざますっ！　……あの、それで、先生……。ノエラさんの尻尾をモフっていいと……おっしゃいましたよね？」

「うん。いいぞー」

　クツクツ、とエジルが右手で顔を覆いながら笑いはじめた。

「ククク……フフフ、フーハッハッハッハッハァアアア──！　ノエラさんんんんんんんんん、そのいやらしい尻尾を、モフモフさせてくださいいいいいいい」

　エジルはニヤけ面をぶらさげて店番をしているノエラの下へ駆けだした。

　あ、ノエラが許すかどうかは知らん、って言い忘れた。

　尻尾に何であんなに興奮してんだ、あいつは。

　尻尾フェチ？

　まあいいか。頑張れ、エジル。

　おれが創薬室に入って新薬を作っていると、店のほうからかすかに声が聞こえてきた。

「……尻尾？　あるじが？　ノエラ、イヤ」

「あの、いや、でも。あなたのあるじ様が、あなたの尻尾をモフモフしていいと……」

「ノエラは、知らん」

「クックック、こうなれば力づくでモフモフさせていただくぞ──！」

「変態、嫌いッ！」

　ドゴン──ッ。

「ぴぎゃ!?」

　鈍器のような硬い何かで殴った鈍い音と、カエルが潰れたような変な悲鳴が聞こえた。

「……る？　……死んだ？」

　ノエラ、そういうときは手当てしてあげような？

　多少の外傷なら、ポーションいっぱいあるし、大丈夫だろう。

　こっちの作業も大詰めを迎え、新薬をどうにか完成させた。




【三分蘇生薬：対象に液体をかけることで、三分間だけ残留思念を具現化出来る】




　材料の都合上、一本きりの薬だ。

　ミナの体調が回復するのを待って使うことにした。

　翌朝、幸いミナの熱はさがり、顔色もずいぶんとよくなった。

　それでも、ご飯は「……食べさせてください」と、毛布に隠れながら言うから、おれとミナはまた親鳥と雛ごっこをした。

　食事を終えて少し雑談したあと、おれは本題を切りだした。

　作った新薬で、ミナのお母さんを限定的に具現化出来ること。

「……使うかどうかは、ミナの気持ち次第だ。嫌なら使わなくていいし、気になるんなら使ってみればいい」

　昨日見つけた手記にミナは目を通している。

「お母さんの字です……けど、もうほとんど読めないですね……」

　少し迷ってから、覚悟を決めたようにうなずいた。

「お薬、使います」

　内容が読めないってことは、何が書いてあるかわからないってことだ。

　もしかすると、愚痴や苦労したことばかり書き綴っているのかもしれない。

　最悪、ミナを傷つける場合だってある。

　いいのか、と目で訊くと、

「お母さんが本当は何を思っていたのか、知りたいんです。どんなことでも、わたしは、受け止めなくちゃいけないんだと、思うんです」

　使い方を説明して部屋を出ていこうとすると、小指を掴まれた。

「レイジさん……手、握っててください……」

「わかった」

　やっぱり、一人じゃ怖いんだろう。

　乞われるままにおれはミナの手を握って、ベッド脇のイスに座る。

　意を決して、ミナが小さな冊子に小瓶の液体を振りまいた。

　手記が淡く光り、空気が人の姿を象る。

　すぐにそれは色づき、長い金髪の女性が淡い光の中、浮かびあがった。

　ミナをあと二〇歳、年を取らせたらきっとこんな人になるんだろう。

　困ったように彼女は目を伏せた。

『……どうして？　治ったと思えば、今度はまた違う病……。薬を買い続けるお金なんてウチにはもう残っていないのに』

　ごめんなさい。

　隣から聞こえた小さな声。

　おれは励ますように、握った手に力を込めた。

『もっと丈夫な子ならよかったのに』

　息を呑む音が聞こえた。

　それでも、ミナはまっすぐ具現化された母親を見つめた。

『貯めたお金だって、全部あの子の薬代だし……モーリスが風邪ひとつせず育っていることが幸いだわ』

「モーリスは、いい子だよね、お母さん。いつもわたしのこと、気にかけてくれて、たまに部屋に遊びに来てくれて……」

　口ぶりからして、たぶん年の離れた弟だろう。

　お母さんは、嘆くように首を振る。

『主人も看病は私に任せっぱなしだし……どうして私ばかり』

「そう、だよね……、わたし、いつもベッドにいた。いつも、隣にはお母さんがいた。看病、大変だったよね……？」

　ごめんね。

　堪え切れなくなったミナが、涙をこぼしはじめた。

　どうしてミナなんだろう、とおれは彼女の不幸を呪いたくなった。

　お母さんの話から想像するに、生活が苦にならない程度にはお金があったんだろう。

　ミナはそれを知っていたんだ。

　そして、そのお金が自分の薬代や治療費に充てられたせいで、家族が貧しい思いをしていることも知っていた。

　だから、それが罪悪感や後悔に繋がっているんだ。

「……やっぱり、わたし、家族みんなの邪魔ばかりして、迷惑ばかりかけて……」

『どうしてよくならないの？』

「わたしに言わないでッ！　好きでそうなったんじゃないのに──」

『薬はどうして効かないの──？』

「知らないッ」

『お医者様もわからないっておっしゃるの。もう、どうしたらいいのか……』

「だからわたしは、みんなより早く死んじゃったんじゃないッ！　お母さんもそのほうがよかったでしょ！　もうみんなの邪魔は誰もしないし、迷惑かけることもないんだからッ」

　ミナが泣きながら叫ぶと、ぱっとお母さんが両手で顔を覆った。

『あぁ、ミナ……あぁ、どうして？　どうして私より早く亡くなるの？』

　肩を小刻みに震わせるお母さん。

　覆った手の隙間から涙が流れるのが見えた。

『病気が治って、これからたくさん幸せなことが待っているはずなのに──どうして、ミナ……？　結局、結局私は……、──あなたを幸せにしてあげられなかった』

　ミナの顔がくしゃっとなる。

『一番辛かったのは、ミナ……あなたよね──？』

　映るわけもない母親の瞳は、確かに娘を見ているようだった。

　唇を噛みしめたミナの目から、また涙が流れた。

『──私は、きっとミナがいて幸せだったんだと思う』

「ウソ……ばっかり……」

『だって私、あなたがいなくなって、今、とても寂しいんですもの……』

「────」

　か細く震えるミナの唇から、かすかに嗚咽がこぼれる。

『友達みたいに、好きな男の子の話をすることもなかった。その子のために、クッキーを作りたいって言い出したあなたを手伝うこともなかった。紹介してくれたその子が少しだけ気に入らなくて、あなたとケンカをすることもなかった。……結婚して幸せになる姿を見届けることも、出来なかった』

　時間が近づいてきたのか、お母さんの姿がかすんできた。

『ああ……ついに、教えてあげられなかったわね……。ブローチ。あれは、私が私の母からもらったものなの。母は、私の祖母からもらったみたい。私は、結婚するときにもらったのだけど、しばらくして母が、「あなたに子供が出来たら、同じようにして渡してあげなさい」そう言ってブローチの意味を教えてくれたわ。その意味は──』

　薄くなっていく母親は、確かにミナを見つめながら笑顔で言った。




『「幸せになってね」』




　──大切な日にだけ身につけなさいと、お母さんから譲ってもらった物なんです──




　ミナが子供みたいに泣きじゃくりはじめた。

　おれも涙で視界がくもった。

　ほんの少し、ミナのことを邪魔に思うこともあったんだろう。

　けどそれがお母さんの思っていることの全部じゃなかった。




　想っていたんだ。

　心配していたんだ。

　願っていたんだ。




　ずっとずっと。




　……ミナの幸せを。




　やがて、お母さんは消えていき、手記から光が漏れることもなくなった。

　落ち着くまで、おれはミナを優しく抱きしめていた。
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「レイジさん……ありがとう、ございました……」

　涙声のままお礼を言うミナを離すと、指先で涙をぬぐった。

「ミナのお母さんは、やっぱり、ミナのお母さんなんだよ」

　うん、とミナはうなずいた。

　おれの手を握ったまま、お母さんがいた場所をぼんやりと見つめる。

　ミナはそれから、涙の痕が残る顔で微笑んだ。




　お母さん、わたし、幸せだよ










17　防犯合戦




　ウチも店である限り、万引きや強盗に遭うリスクがある。

「防犯対策、必要じゃね？」

　ミナは家事が終わって暇になったのか、店にやってきて、おれの隣で一緒に店番をしている。

　ノエラはおれの膝の上に頭をのせてくーくー眠っていた。

「ノエラ……あるじ……守る……」

　むにゃむにゃ、とノエラが寝言を言った。

　ノエラが常に店番ならいいんだけど、暇なときはだいたい昼寝をしているから、おれやミナが店番中に強盗がやってくることを想定した場合、やっぱり必要だと思う。

「そうですね～。わたしは、すぐに霊体になれば身の危険はないのですけど、レイジさんが心配です」

「そっか……物理攻撃無効のミナがこの三人の中では最強なのか」

「か弱い女の子に、最強だなんて言わないでください。強盗さんがやってくれば、怖い思いをするんですから」

　むう、とミナは不満そうに唇を尖らせた。

「いや、むしろ、強盗が怖い思いをしそうだな……。急に店員が消えたと思ったら、棚がガタガタ揺れたり商品が飛んできたり……」

　ポルターガイスト。

「防犯対策が必要なのは、おれだけか……」

「わたしも要りますっ」

　意地になっているのか、ミナは両手を小さく振っている。

　銀行とかじゃ、防犯訓練をするっていうのをニュースで見たことがある。

　けどなー。

　防犯カメラなんてこの世界には存在しないし、自分の身は自分で守るしかないんだよなー。

　警備の赤猫団の人たちが何かあれば即駆けつけるっていうセ○ム的なサービスしてくれればいいんだけど。

　一応、盗賊相手に赤猫団が使った薬品【（強）カプシン液】を一本だけ持っている。

　……でも、あれは風下で使うと自爆するっていう諸刃の剣。

　もっと手軽で使いやすい防犯グッズってないかな……。

　あ。

　あっちの世界じゃ、割とどこにでも置いてあったっけ。

「ミナ？　雑貨屋から水風船買ってきてくれない？」

　いつぞやお祭りがあったとき、売れなくて余ったってアルフさんが言っていた。

「はい。防犯対策に必要なんですか？」

「うん」

「なるほど～、それならわたしも必要ですので、早く作っていただかないと。うんうん。もしものときがあると危ないですからね～うんうん」

　やたら必要アピールをしてくるミナ。

　財布を取りにいき、すぐに雑貨屋へ出かけていった。

　ウチに限らずお店にはいくつかあったほうが、もしものときは便利だ。

　雑貨屋、道具屋、料理屋……思いつくだけであと他にいくつかある。

　そのお店のためにも作っておこう。

　ノエラを起こして、店番を任せておれは創薬室にこもった。

　直接撃退できる類の物じゃないけど、店から逃げる犯人相手にはかなり有効な道具だ。

　創薬スキルに従って、特殊な薬品を完成させる。




【特殊塗料ＥＸ：付着すると落ちにくい黄色の塗料。暗闇でも見える】




　よし、これを水風船の中に入れれば完成だ。

　ちょうど、ミナが帰ってきたので、創薬室に呼んで薬の説明をした。

　作ったばかりの塗料の入った瓶を見つめるミナ。

「へー。これが犯人にかかると、目印になるということですね」

「そういうこと」

　おれとミナで、気をつけながら塗料を水風船に入れていく。

　その間、ノエラにポーラとアナベルさんを店に呼んでくるようにお願いした。

　ポーラは、一応あれでも道具屋の店主だし、アナベルさんは町を警備する傭兵団の団長だ。

　新しい道具の有用性を説明しておいたほうがいいだろう。

「出来ました！」

　せっせと塗料を詰めた水風船。

　その数、約一〇〇個。

　それらを持って店に行くと、ポーラとアナベルさんが店に来ていた。

「レーくん、なんだいなんだい。改まって。お姉さんに何か用かい？　愛の告白なら、後で二人きりのときにねっ！」

　ノエラ、ミナ、アナベルさんがおれを見る。

「そういうんじゃねえから。おいポーラ。あんたも適当なことを言うのをやめろよ」

「それで、どうしたんだよ、珍しいじゃねえか。わざわざ呼び出すなんてよ」

　アナベルさんが近くにあったイスに座って、長い脚を組んだ。

　脚や腕を組む仕草が様になる人だな、と思った。

「えーと、今回二人を呼んだのは、この防犯ボールの説明をしようと思って」

　おれが塗料を詰めた水風船──防犯ボールの説明をすると、ふんふん、と二人は聞いてくれた。

「これがねぇー？　ふうーん？」

　と、ポーラは水風船を手にとってしげしげと見つめている。

「まあ、確かに便利かもしんねえな。……けどよ？　この町に強盗なんて出たためしがないんだが」

「うふふ、アナベルさん。防犯というのは、そもそも、もしものときを想定したものなんですよ？」

　ミナがそう言うと、ピクリとアナベルさんの眉が動く。

「そのもしもはねぇんだよ。アタシらが町を警備してっからな！」

「だから、その『もしも』や『万が一』に備えるための道具なんです！」

　ミナとアナベルさんが睨み合うと、ビシッ、と空気にヒビが入ったような気がした。

　この二人……前のフードファイトのときもそうだったけど、やたらと衝突するんだよなぁ。

「レイジさんやか弱いわたしに、何かあったらどうするんです」

「アンタがか弱い？　そんなワケねえだろ、アタシにこんなに突っかかってくるんだから。大した肝だよ」

「し、し、失礼ですっ！　わたし、女の子です、そんなもの、ついてませんからっ！」

　肝のことをち○こだと思ってるな、この幽霊。

　ミナは手元にあった防犯ボールをしゅん、と投げつける。

　アナベルさんが手で弾こうとしたら、バシャン、と水風船が割れて塗料が飛び散った。

「レイジさん、便利ですねーこれ。なかなか落ちないみたいですし、この塗料」

　ニコニコしているミナとは対照的に、水風船を握りこんでいるアナベルさん。

　ビキビキ、とこめかみに青筋が浮いている。

「表に出な……居候」

「ふん、望むことろです」

　望むな、望むな！

　二人はひとつずつ防犯ボールを手にして外へ出た。

「二人とも……ちょっと聞いてもらっていいかな？　それ、そういう使い方をするものじゃあ……」

　くわっと二人がおれを睨む。

「レイジさんは黙っていてください」

「薬屋はすっこんでな」

「あ…………はい」

　ああ、もうこれダメだ。手がつけられない。

「背中合わせにして、五歩。歩き終えたら投げていい。そうしよう」

「わかりました。わたしが勝ったら、レイジさんにつきまとうソフトストーカー、やめてくださいね？」

「つ……つきまとってねえし…………。あ──アタシが勝ったら、アンタは薬屋での居候をやめろよな？」

「いいですよ、どうせ負けませんし」

「言ったね。吠え面が楽しみだ」

　あーあ……。

　決闘がはじまっちまった。

　もうこうなったら、見守るしかない。

　意地と名誉をかけた決闘だから、おれに出来ることはもう何もない。

　おれが遠い目をしていると、わさわさ、とノエラが尻尾を振っていた。

　うずうずしている。

　目がやたら輝いている。

「ノエラも──」

　ててててて、と店に戻ったノエラ。

　……嫌な予感がする。

　て、思っていたら防犯ボールを全部持ってきやがった。

　厳かに歩数を数えている二人めがけて躊躇なく防犯ボールを投げつけた。

　ビシャン、ビシャン。

　直撃を受けた二人の服や顔が黄色に染まった。

「るっ♪」

　わさわさ。わさわさ。わさわさ。

　高速で尻尾を振るノエラ。

「ノエラの勝ち！　ノエラの勝ち！」

　お願いノエラ、空気を読んで……。

「何するんですか、ノエラさんっ！」

「獣娘、こらぁああああああ！」

　ギロッとノエラを睨んだ二人が一斉に防犯ボールを投げつける。

「遅い──」

　すいすい、とノエラは攻撃を回避。

　わー、運動性高いー。と思ったら、ビシャン、とノエラの後ろにいたポーラに当たる。

　真っ黄色になった眼鏡のまま、ポーラがわなわな震えはじめた。

「ポーラ？　大丈夫か……？　あの、わざとじゃないから、みんな。ポーラ、お姉さんだもんな？　こういうのは、笑って許してあげような？」

「い────っ」

「い……？」

「戦じゃぁああああああああ！」

　そう叫ぶと野ざらしの弾薬庫に飛びついて、ぽいぽい、と防犯ボールを投げる。
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「ポーラさん、こんなんじゃ当たりません──」

「造作もないね、こんなの」

「遅い──」

　全員が回避した直後、ふたつの防犯ボールが地面で割れた。

　四方八方に塗料が激しく飛び散り、おれを含めみんなにかかった。

「……塗料は掛ければいい……無理に当てる必要は……ない」

　くいっと塗料がべったりついた眼鏡をあげるポーラ。

　意外と頭脳派。眼鏡は伊達じゃなかった。その眼鏡、絶対前見えてないだろう。

　さっきのポーラの攻撃におれも巻き込まれて、服やら顔やらに塗料がべったりついている。

　実は、おれもちょっとやってみたかったり。

「おれも、一回くらい試さないとな……」

　もっともらしい言いわけを口にしながら防犯ボールを掴むと、ノエラと目が合う。

　ノエラは人差し指を振った。

「あるじ。あるじに、ノエラは、無理。やれない」

「──日本男児の本気ぃいいいいいいい見せてやらぁああああああああああ！」




　それからは、塗料で塗料を洗うバトルロワイヤル。




　同盟、裏切り、結託、共闘、内通、反ノエラ連合──。

　おれたちは疑心暗鬼になりながらも、組んだ相手を信頼し背中を預け、やがて裏切られ、復讐し、また新たな仲間と結託するのであった。

　弾薬が尽きるころには、全員ヘトヘトで道の真ん中でぶっ倒れていた。

　昼過ぎだったのに、いつの間にかもう夕方だった。

　あれ……？

「おれ、何してんだろう」

「わたしも、それ思いました」

「ノエラは、何も考えていない」

　でしょうね。

「明日、筋肉痛だよぉ……もうー、レーくん」

「時間、無駄にしちまったじゃねえか。おまけに塗料まみれだしよ……」

　やれやれ、とアナベルさんが頭を振った。

「けどまあ……」

「「「「楽しかった」」」」

　満場一致の感想だった。

　それから、周囲に飛び散った塗料をおれたち全員で掃除する。

　けど、全然手が足りなくて、傭兵団の手を借りた。

　水風船を何に使ったのか気になった雑貨屋のアルフさんがやってくると、

「仕方ねーな、レイジくんは」

　笑いながら、掃除を手伝ってくれた。

　いつものように遊びにきたジラルが店周囲の惨状に目を丸くしながらも、何だかんだで手伝ってくれる。

　今日、畑で野菜をもらう予定だったけど、おれが全然こないから農夫のおじさんや奥さんがやってきて、笑いながら掃除をやっぱり手伝ってくれた。

　ミナが奥さん連中と一緒に店から出てきた。

「みなさーん。お夕飯を作ったので、食べてくださーい！」

　テーブルの上にずらーっと並べられたパンやスープは、夕飯っていうよりは炊き出しみたいだった。

　ふと気づくと、さらに人数は増えていて、かなりの大人数になっていた。

　みんな、おれが掃除で困っているから、手を貸しに来てくれたそうだ。

　申し訳なさが少しあるけど、感謝の気持ちが大半だった。

　胸が少し温かくなる。

「あるじ、人望すごい」

「そうか？」

　ノエラがおれの隣で、誇らしそうにうなずいている。

　おれがどうこうっていうより、町のみんなが良い人なだけだと思うぞ？

　みんなのお陰で、想像以上に早く掃除は終わった。

　持ちつ持たれつのスローライフは、今日も楽しい。










18　キリオドラッグと町おこし




「ねぇ、レーくん。わかるっしょー？　私ってば楽したいんだよねー？」

　ノエラがおれに客が来たことを告げて店に顔を出してみれば、ポーラがやってきていた。

　相変わらずウチを暇潰しの場所だと思っている眼鏡のお姉さんは、今日もうだうだ無駄話をしている。

「わかんねえよ。何の話？」

「防具磨くのがダルいんだよー」

「知るか。それが仕事だろう？」

　Ｂｏｏ！　Ｂｏｏ！　とブーイングしてくるポーラ。

「そういうマジメだけが取り柄だなんて思っている男子は、モテないんだからねー？」

「え、そうなの……？　……で、おれにどうしろって？」

「私が寝ている間に、防具を磨いてくれる妖精を捕まえてきて欲しい」

「捕まえて欲しいって……そんな妖精いるの？」

「知らない」

　こいつ……！　無茶ぶり兼丸投げかよ。

「ウチは妖精を捕獲するお店じゃないの。オーケー？　そういうのは冒険者ギルドに依頼することだな」

「やってくれたら、キスしてあげる」

　カウンターに頬づえをついて、いたずらっぽくおれを見つめるポーラ。

　おれが何か言う前に、絶妙なタイミングでミナがお茶を運んできた。

「レイジさん」

「は、はい」

　ニコニコしているけど、目が笑ってない。

「わたしは、レイジさんがえっちな人ではないと、信じていますから」

　どでかい釘を刺された。

「あ。ミナちゃんがお手伝いに来てくれてもいいよー？　一人は退屈だからさー」

「わたしは、ここでのお仕事や家事がありますから」

　笑顔を見せて、ミナは奥へさがっていった。

　ふう、とおれはひと息つく。

「だいたい、キリオドラッグは、何でも屋じゃなくて薬を作ったり売ったりするところだから」

　えぇぇ～、とポーラはカウンターに顎をのせた。

「細かいところが大変なんだよ～。あそこ、ちゃんとやんないとギスギスになって、壊れる原因になったりするからさー」

　よくよく話を聞くと、キレイに見せるためなら油で磨く。

　傷を目立たなくするのなら、いつぞやの【研磨剤】、修理のときは【接着剤】。

　と、まあ、色々と使い分けているらしい。

　よくよく考えれば、ポーラってウチの商品結構使ってくれてるんだよな……。

「鉄製の防具とか、時間が経つとギスギスになっちゃって稼働域が狭くなるんだよ」

　当たり前だけど、鉄一枚で防具は作られているわけじゃない。

　すね当てや籠手、胴当ても、装備した人間が多少は動きやすいように出来ている。

　そいつは確かに困りものだ。

　仕方ないな、とおれは立ちあがる。

「お得意さんの要望だから、ちょっと頑張ってみるよ」

「妖精なんだけど、ちょっと意地悪したくなる系の可愛い女の子をよろしく」

「妖精は作らねぇよ。ポーラの悩みが解決出来そうなやつ、作るから」

「なんだよ～レーくんツンデレかよー。何だかんだ言ってやってくれるんだもんなぁーもぉー！」

　このこの、とポーラが肘でつついてくる。

「ちょっと待ってて」

　おれはそう言い残して、店番という名のポーラの遊び相手をノエラと交代した。

　創薬室に入って作業をしていると、じいっと誰かに見つめられている気がする。

　振り返ると、ミナがこっちを覗いていた。

「どうかした？」

「レイジさん。報酬はお金で受け取るべきだと、わたし、思うんです。ポーラさんとレイジさんは薬屋さんとお客さんなんですから」

「え？　ああ、そうだな」

　なんだ、そんなことか。おれは視線を手元に戻して、作業を再開する。

　ギスギスを解消するってなると──、こんな感じかな？




【グリス・ニュルリン：触るとニュルっとする液体。潤滑油の一種】




　瓶の中にはドロリとした液体が出来あがった。

「うん。これならギスギスも解消できるはずだ」

「レイジさん、何作ったんですか？」

「触ってみる？」

「触る、ですか？　あ、はい」

　少しだけ、不思議そうにしているミナの手のひらに、とろ～りとした透明な液体を流す。

　指でつんつんとつついて、眉をひそめた。

「──これは……」

「まあ一種の潤滑油だ。これならポーラも」

「レイジさんっ！　な、ななななな、何でえっちな薬作ってるんですかっ。これでナニする気なんですか────」

　顔を赤くしながらミナが叫ぶ。

　何って、防具の手入れだが。

「レイジさんは、ポーションを作る方ですっ。──ろ…………違う『ション』を作っちゃダメです」

　あ。何と勘違いしてるかわかった。

「そういうことを真っ先に連想するミナのほうがエロいと思うんだけど」

「そんなことないです」

　どっちがどうなんて、どうでもいい会話の応酬をしていると、いつの間にか潤滑油が消えていた。あれ……？　どこいった……？

「うはっ!?　これすげぇええ！　ニュルニュルするー！」

「ノエラも、ノエラも！」

　店のほうから聞こえる二人の声。きっとノエラが回収してきてポーラに渡したんだろう。

　店に戻ると、案の定潤滑油を手につけて遊んでいる二人がいた。

「店で遊ぶなよ。遊ぶんなら外に行きなさい、外に」

「レーくん、これ完璧！」

「あ、うん。ありがとう」

　依頼主にそんなことを言われると素直に嬉しい。

「けど、これだけじゃ、ちょっと足りないかなぁ……。あと一〇本、すぐに作れる？」

「防具の手入れに使うんだろ？　そんないっぺんになくならないと思うんだけど」

　ポーラは両手を肩の高さまであげて首を振る。

「マジメ過ぎなんだよ、レーくんは。仕事にそんな量使わないよ」

「仕事に使え！」

「こうなったら、善は急げだ！」

　何やら確信めいた顔でうなずいたポーラはおれに背をむける。

「どういうことだよ？　一〇本作ればいいのか？　だいたい、何に使うんだよ？」

　説明プリーズ。

　ポーラは首だけでおれを振り返る。

「何って、町おこしだよ」

「は？」

「明日の朝、広場にこれと同じの一〇本持ってきてね！　じゃ！」

　ぴゅーん、とポーラは【グリス・ニュルリン】を持って元気よく走り出した。

　……さっぱりわからん。

　ローショ……じゃなくて、潤滑油で町おこしってどういうことだ？

　翌朝。

　おれが目を覚ますと、ノエラもミナも誰もいなかった。

　それどころか、妙に町が静かで、毎朝ポーションを受け取りにくるアナベルさんもやってこない。

　今日、シフトが入っているエジルも来ない。エジルのやつサボりか……？

　開店準備を済ませ、おれはポーラに言われた通り、作っておいた一〇本の【グリス・ニュルリン】を持って、町の広場へむかう。

　どんどん、人けがしていき、賑やかになっていく。

　お祭りみたいに屋台が並び、そこには色んな町の人たちがいる。みんな楽しそうだ。

　な、なんだ……？　何かあるのか？

　おれが首をかしげながら歩いていると、ポーラが手を振っているのが見えた。

「レーくん、遅いよー！」

「遅い？　てか、おれ、何も聞いてないんだけど。……これ、何？」

　広場の中央には、見慣れない物があった。

　五メートル四方ほどの鉄板があり、四隅には杭が立てられている。

　リングと言えば、リングっぽい。

「今日のメインイベントだよ。これ、徹夜して作ったんだから」

「はぁ……」

　何が起こるのか、さっぱり見えない。

　ポーラはおれが持ってきた一〇本の【グリス・ニュルン】を鉄板の上にまきはじめた。

「ふにゃんっ!?」

　猫みたいな悲鳴をあげて、ときどき滑ってこけるポーラ。

　そりゃそうだ。潤滑油なんだから。

　あんな鉄板の上じゃあ、摩擦なんてほとんどないだろう。

　いつの間にかギャラリーが増えはじめ、そこを割って、正装をしている傭兵団のドズさんが現れた。場がシンとして、ドズさんがよく通る太い大声を出す。

「……己が主張は、己が鍛え抜いた身体でしろッッ！　……ここに、第一回──カルタ町、グリスレスリング大会を開催いたします！」

　グリスレスリング──？

「ま、まさか……」

　ぴんときたおれは、リングをもう一度見る。

【グリス・ニュルリン】が豊富にまかれた鉄板の上で、レスリングってことは……。




　────ローション相撲のことか！




「司会兼実況はわたくし、赤猫団副団長のドズが務めさせていただきます。皆さま、どうぞよろしく」

　それから、ギャラリーのみんなに、特別審判長（らしい）ポーラが説明する。

　三分一本勝負。あのリングの外に出したやつの勝ち。出されたら負け。

　ただそれだけの超単純なルール。

「何でローション相撲なんだよ……」

　おれがぼそっとつぶやくと、ポーラが親指を立ててドヤ顔をする。

「町おこしと言えば、変な祭り──この一択っしょ！」

「いや、もうちょい他にあったろ！」

　ラウンドガールとしてエルフのリリカがツーピースの水着で現れた。

　協賛店の名前が書かれた札を恥ずかしそうに掲げている。

「ど、どうして私が、こんなことを……」

　男性の観衆から歓声が上がった。

「リリカちゃん可愛い！」

「可愛い可愛い、超可愛い！」

「付き合ってください！」

「愛してる！　結婚して！　結婚！」

「も、もう……見ないで……っ！」

　困ったようにうつむき顔を赤くしていると、ドズさんが現れリリカは逃げるように去った。
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「では、第一試合を行います──青コーナー。孤高の中二病……エェェジィイイイイイイイイイイルゥウウ──」

　ばさり、とマントをはためかせる魔王様が人垣から現れる。

　得意の右手で顔を覆うポーズをしていた。

「フフ、余の恐ろしさを、ニンゲンどもに知らしめるいい機会だ。余の魔力……よぉく見ておくがいい」

　中二病っていうか、あの人ガチの人だからね。

　中二病の具現化系みたいな存在だからね。

　いないと思ったら……。仕事サボって何してんだ、あいつは。

「赤コーナー。天真爛漫キュートな人狼、ノッェエエエエエエエエエラァアアアア」

　ノエラもかよ。

　エジルが出てきたほうの反対側から、優雅に尻尾を振りながらノエラが出てくる。

　エジルの前にやってくると、ぐいっと立てた親指を下にむけた。

「変態。公然の場で、始末」

　出来たらおまえは人類の救世主だ。がんばれ、ノエラ。

「クックック、ノエラさん。負けたら尻尾、一晩中モフモフさせてもらいますからね。寝かせませんよ」

「変態、シスベシ。モフモフしていいの、あるじだけ」

　ヤル気満々の視線をお互いかわしてリングイン。

「ノエラさんの馬鹿力も、この戦場では発揮出来な──」




　ニュルンンンンンッ──




「ほぅん!?」

　片足をリングにつけた瞬間、エジルがずっこける。

　摩擦ゼロのリングを滑っていき自動的にリングアウト。

「話にならない」

　勝ち誇ったような顔のノエラがリングイン。

　シュルン──

「るっ!?」




　ツルツルツルツルツルツルツルツルツルツルツルツル。




　手足をじたばたさせながら、どうにか柱に掴まった。

　ぜえはあ、と肩で息をしている。

　あり得ないくらい滑るリングを一瞥して、絶望感たっぷりの表情をするノエラ。

　あんな顔、はじめて見た。あ。目が合った。

「あるじ、あるじ……。──ここ滑る」

　でしょうね。

　柱に抱きついて両足をプルプルさせている。

　生まれたての小鹿みたい。

「フゥウウウウウ、ハッハッハッハァアア──！　ノエラさん、そんな状態で余に勝つつもりですか──!?」

　高笑いしながら、エジルがリングに戻ってきて、再度リングイン。

　シュルン──

「ほぅん!?」

　ゴチン、と後頭部を打ったエジルが、全然身動きしない。

　ドズさんが外からエジルの顔をのぞいた。

「これは──エジル選手──気絶！　気絶しています！」

　魔王、弱っ。

　ぷるぷるする足のまま、どうにかエジルを押し出そうとあれこれ試した結果、ノエラは尻尾を活用する。

　もふっ。

　エジルの顔に尻尾があたり、優しい擬音がした。

　す────ん……。

　エジルが魚市場の冷凍マグロのように滑っていきリングアウト。

「勝者──ッ、ノェエエエエラァアアアアアア！」

　勝ち名乗りを受けたノエラが両手でガッツポーズをすると、観客から大きな拍手が湧いた。

　またひと苦労しながらノエラがリングから這い出てきた。

「あるじ、勝った。変態、成敗した」

「うん、よく頑張ったな」

　よしよし、と撫でてあげる。

　けど、第一試合ってことは第二試合もあるんだろう。

　再びラウンドガールが現れる。今度はバニーの衣装だった。

　リリカは協賛店の書かれたカードを掲げながら、もじもじと膝をすり合わせている。

「ね、ねえ……？　これ、必要？　私、必要？　この格好する意味ある？」

　奥にいるポーラに確認すると、激しく首を縦に振っている。

「えぇ～。も、もう……み、見ないでちょうだい……っ」

　やっぱり男性客からのウケは抜群。

「リリカたん、激ヤバ」

「愛してる！　愛してる！」

「リリカたん超可愛い！」

「……誠、見目麗しい女おな子ごにござる」

　サムライがこの中に一人いる!?

　時間がくると、バニーのリリカは顔を両手で覆って走り去った。

　現れたドズさんがイベントを進行させる。

「では、引き続き第二試合を行います──青コーナー。薬屋の癒し系おっとり姫、ミィイイイイイイナァアアアアアアアア──」

　おまえもかよ！

　人垣を割って、ミナが現れる。

「ひ、姫だなんて、そんな……。け、けど、わたし、がんばりますっ！」

　何してんだ、ウチの店員どもは。

　しかし、ミナは主旨を理解してるのか？　スカートであれをやるつもりだぞ。

　自殺行為だろ──。

　パンツ丸出しになって「はぅ～～」て言ってる姿が目に浮かぶ。

「ミ、ミナちゃん、頑張って！」

「おじさん応援してるからね！」

「今日も可愛いよミナちゃん！」

　おっさんたちの高い支持は今日も健在だ。

「赤コーナー。鉄血の傭兵団『赤猫団』団長……アナァァァベェルゥウウウウウ！」

　厳つい団員を引き連れたアナベルさんが登場。

　戦闘モードに入っているためか、顔がいつもより険しい。

「あいつにだけは負けねぇ……！」

　刺すような鋭い目つきでアナベルさんが睨むと、ミナも負けじと睨み返す。

「それはこちらのセリフです。ちょっとキレイだからって、レイジさんを誘惑するの、やめてください。しつこいと嫌われますよ」

「べ、別に、キレイなんて言われても、う、嬉しくねえし…………」

　赤髪をくるくる指でいじりながらアナベルさんは目をそらす。

「まあ、家庭的アピールをしまくるオンナよりはマシさ」

「む」

　バチッと火花を散らす二人がそれぞれリングに入ろうとする。

　アナベルさんが恐る恐る片足を伸ばす。

「…………い、いきなり行くと、危ねぇからな……慎重に、慎重に」

「姐さん、早く！　先に態勢を整えておくほうが有利ですぜ！」

「わ、わーってる！　で、でも、こけると危ねぇから。──押すなよ、自分のペースで行くから、絶対に押すなよ？　──いいな、絶対だぞ？　押すなよ……」

　びくびくしながら動くアナベルさん。

　その背中を、部下がちょんと押す。

「ひゃぁ──っ!?」

　ツルルルルルルルル──ッ。

　べしゃん、とつるつるのリングにアナベルさんは尻もちをついた。

「誰だよ、今押したやつ！　何で押したんだよ！　あれほど絶対に押すなって言ったのに！」

「え──っ？　……だから押すんでしょ？」

〝わかっている〟団員だった。

　ずっこけているアナベルさんをミナが睥睨する。

「わかっていないですね、あなたは。──これは、こけるのを前提とした戦いなんです」

　おぉ……、と観衆がどよめく。

　けどミナ、大丈夫か。スカートはいてるのに。澄まし顔でミナはリングに入る。

「わっ、すべる、危な──きゃっ──」

　すてーん、と顔面からリングに落ちたミナ。

　スカートはめくれ、観衆に中身が丸見えの状態となった。

　ギンギンに目を見開く紳士諸君。ほら見ろ、言わんこっちゃない……。

　あちゃー、とおれが顔を覆っていると、

　──ざわ……ざわざわっ。

　どよめきが聞こえた。

　観衆──とくに紳士諸君が嘆くように首を振っている。

「なんんんんんということでしょうッ──、ミナ選手──スパッツ！　スパッツをはいていますッ！」

　どや。とスカートがめくれたままのミナが得意げに胸を張る。

「見えても、恥ずかしくないんですっ」

　困惑に眉を寄せる紳士諸君だったが、互いにうなずき合った。




「「「「……だがしかし、それもまた──良しッ!!」」」」




　紳士の総意であった。

「もう……何も、怖くない──」

　凛々しい顔つきのミナが、アナベルさんに正面から挑む。

　スパッツとは、人にここまで勇気を与えるものなのか……。

　思わず目頭が熱くなる。




　やってるの、ローション相撲だけど。




「来やがれ、居候──！」

「ストーカーに言われたくありません──！」

　それからは、押しつ押されつの白熱した試合となった。

「はァアアアアアア──ッ、これで決める！」

　アナベルさんの神速の突きを放つ。

　ちゅるん、とこけることで回避するミナが足をかけにいく。

　見事に滑って転ぶアナベルさん。

　隙をついてミナが、両手で押し出そうとする。

「終わりですッ！」

「ぬるいッ」

　ミナの攻撃をアナベルさんが紙一重のところで回避。

　ぬるぬる、と滑って互いに、間合いをはかる。

　カッ、と目を見開いた二人が、にゅるーん、と一気に動いた。

「「この一撃に──すべてを懸ける────ッ!!」」

　好敵手同士の、激戦が繰り広げられる。

　見る者の心を打つ、素晴らしい試合となった。




　……やってるの、ローション相撲だけど。




　カンカンカン、とポーラが鐘を鳴らした。

　ドズさんがしゅるーん、と滑って二人の間に割って入る。

「規定により、第二試合は、引き分けとさせていだきます──ッ！　両者に、温かい拍手をお願いします──ッ！」

　ブラボーブラボー、と興奮に立ちあがった観衆たちが喝采を叫ぶ。

　ミナとアナベルさんはがっちり握手して、健闘を讃えあった。

　……なんだこれ。

　まだ試合はあるようで、三度ラウンドガールのリリカが現れる。

　今度はメイドの衣装だった。

　協賛店の書かれたカードを掲げながら、機嫌悪そうなしかめ面をしている。

「私、要らないわよね？　絶対要らないわよね……？　意味あるの、これ」

　ため息をついて、仕方なしにラウンドガールを務めていると、

「リリカたん、清楚系のメイドも似合うよ！」

「メイドエルフ、超可愛い、愛してる！」

「……誠、けしからんでござる。少しだけ、スカートをめくってみては下さらぬか」

　けしからんのはおまえだ、サムライ。

「見るな、変態ども！」

　リリカが一喝すると、とても喜んだ一部の紳士たち。

　ドズさんが現れると、リリカはカードを観衆にぶん投げて去っていった。

「──では。本日のメインイベント、第三試合を行います！　青コーナー。狙った獲物は逃さない当代きっての名射手、クルゥ──ルゥウウウウウウウウウウウウウウ！」

　キャー、と黄色い悲鳴があがったと思うと、人垣を割ってエルフのクルルさんが現れた。

　赤いブーメランパンツ一丁で。

　さっきの悲鳴、突如現れた変態に対する純粋な悲鳴だったんだね。

　対戦相手は誰なんだろう。

「赤コーナー。カルタ町に彗星のごとく現れた心優しき天才錬金術師、レェイィイイイイイジィイイイイイイイイイ──！」

　おれかよッ!!




　……い──嫌だ！




　やばい、目が合った。ウィンクを繰り返し、カモン、と両手でこまねいている。

　絶対に、嫌だ!!

　変態とローション相撲だなんて、絶対に嫌だ!!

　おれがこっそり会場を後にしようとすると、ガシッ、と屈強な傭兵たちに両腕を取られ脇を固められた。

「薬神様、リングはそっちじゃなくてこっちです」

「やだ──！　嫌だぁああああああああああああ！」

　なすすべなく、えっほえっほ、と神輿みたいに担がれ運ばれていく。

　そうだ、ノエラはどこだ!?

　いつも「あるじ、守る」みたいなことを言ってくれる、頼もしいモフモフ娘。

　いた。ちょっと離れた屋台の前でこっちを見ている。

　おれが助けを求めようと全力で手を振った。

「ノエラ──！」

「あるじ、負ける、ダメ！」

　ノエラは手の代わりに尻尾を振った。

　ソースで口の周りを汚し、むちゃむちゃと何かを食べている。

　両手には、焼きそば、たこ焼き、イカ焼き、リンゴ飴が握りしめられていた。

　満喫してる!?

　こうなりゃ、自力でどうにかするしかない──。

「嫌だ！　やめろ！　離せ！　おろせ！　滑って転ぶのにあのパンツなんだよ!?　ポロリするぞッ！　誰も得しないポロリすんぞ!!　むしろ、していくスタイルだぞ!?　公然わいせつ罪だぞ！　おまわりさんあいつです!!」

　じたばたするけど、全然どうにもならずリング前まで連れてこられた。

　逃げ出そうと周囲をそれとなく見てみると、屈強な傭兵たちが所々に配置されていて隙がない。

　く──！　強制イベント発動中ってわけか……。もう、泣きそう……。

　クルルさんは白い肌にほどよく鍛えられた細マッチョな体だった。

　穏やかな温かい眼差しでおれを見ている。ぞわぞわ、と悪寒。

　三分一本勝負……だから、三分だけ我慢すれば……。

　いや……。開始の合図やそういったものはないんだから、リングに入ると同時に一気に攻勢に出て押し出せば三分も要らない。

「五秒だ──！　それだけあれば充分」

　おれの啖呵に観衆からどよめきと歓声があがった。

　あの変態を、五秒で片づけてやる──！

「先に行きます」

「ああ。待っていておくれ」

　その余裕ぶった態度を豹変させてやる。

「レイジさーん、がんばってくださーい！」

「あるじ、がんばれー！」

「先生、ファイトです！」

　ウチの店員たちみんなが応援している。おれは自信満々の笑みを返す。

　……勝機は我にあり。この撒かれている薬は、元々おれが作った物。

　何がどうなってこうなっているのかなんて百も承知だ。

　あえて滑りながらバランスを取る──。

　そう、アイススケーターのように──！




　理解すれば……この戦場を戦うことなど容易ッ！




　したり顔のままおれはリングイン。

　つるりーんっ

「ふぎゃんっ!?」

　そりゃもう見事にこけた。




　こいつ、滑るぞ……!?




　滑りながらバランス取るなんて、運動神経がほぼゼロのおれには無理だ──!!

　リングには絶望しかなかった。鉄板超硬い……お尻痛い……打った腰も痛い……。

　もうやだ。帰りたい。

「それでは、失礼するよ」

　クルルさんの声と同時に、歓声があがった。

　どうしたんだろう。

　おれが振り返ってみると、赤パン一丁の変態が腕組みをして仁王立ちしていた。

　──バ……バカな。

　摩擦ゼロの鉄板の上で……直立不動、だと……!?

　顔はいつの間にか劇画みたいに濃くなっている。

　立派に割れた顎をさすっては、ちょいちょい、と手で「かかってこい」をしてくる。

　なんなんだよ、あのケツ顎にはバランサーでもついてんのか。

　さっきまでは割れてなかったのに。

　それとも……赤パンか？　赤パンでケツ顎だから薬が効かないのか……？

「来ないのなら、こちらから行くよ」

　こっちにむかってキビキビと走ってきた。

【グリス・ニュルリン】の効果がない!?

　物理現象を無視する何かが、あのケツ顎にあるんだ！

「三分間、存分に楽しませてもらうよ！」

　五メートル四方の戦場からは逃げられない。

　おれは、死を覚悟した。

「ミナ、ノエラ。……おれの店を、頼んだぞ──」

　涙目になったノエラがぶんぶんと首を振った。

「あるじ、死ぬ、だめぇえええええっ！」




　※行われているのはローション相撲です。




　ノエラがこっちへやってこようとする。

「ノエラさん！　レイジさんのお覚悟を……最後のそのときまで、見守ってあげましょう……」

　後ろからノエラを抱きしめたミナが、ハンカチで目元をぬぐった。




　※行われているのはローション相撲です。




　赤パンの変態が迫ってくる。

　おれは雄叫びをあげた。

「かかって来いやぁああああああああああッ！　大和魂見せてやらぁああああああああああ!!」

「あはははは、二人きりは久しぶりだね！　何をする？　ねえ、何をする!?」

　手をワキワキさせているクルルさん。

　クソ、楽しそうだな。なんか、狂気すら感じる。

　絶対に触れられたくない。というわけでおれは逃げまくった。

　口だけの大和魂だった。逃げ回りながら、名案を思いつく。

　名付けて、立ち位置入れ替わり作戦。リングの柱同士を繋いでいるロープはない。

　これなら──。

　ウキウキしながらおれを追い回すクルルさん。

　限界まで引きつけて、おれはクルルさんの股めがけてスライディングをする。

「な──!?」

　股を抜けると、クルルさんのガラ空きの背中が目に飛び込む。

　滑りながらもどうにか立ち上がって、背中めがけて両足を揃えてドロップキック。

「あはぁっ──」

　変な声を出したクルルさんがリングアウト。

「勝者──ッ、レィイイイイイイジィイイイイイ！」

　な、何とか勝った……。

「レイジちゃん、また来年、このリングで会おう」

　フラグめいたセリフを吐いたクルルさんは、キラリと白い歯を見せつけ去っていった。

　グリスレスリングならぬ、ローション相撲のお陰もあってか、突如開催された町おこしイベントは盛況のまま幕を閉じた。

　後日やってきたポーラがもっとアレを盛大な物にしたいと言いだした。

「レーくん、あれ本当によかったよ！　面白かった……うん、面白かった」

「あーそーかよ。もう二度と出ないからな！」

「来年はさー。何個もリングを作って、ヌチャヌチャしたあれをもっとたくさん撒いて──」

「あれ、そういう薬じゃねぇから──！」

　Ｂｏｏ！　Ｂｏｏ！　とブーイングするポーラを追い出しおれはいつもの薬屋ライフを過ごす。

　薬は用法容量を守って、正しく使いましょう。










19　アクア・キャンセラー




　一昨日は雨。昨日も雨。そして今日も雨。

　ここ最近、妙に雨が多い。

　雨季がこの地域にあるのかどうかはわからないけど、梅雨か雨季かというくらい、ずっと天気が悪い。

　畑仕事もないし、お客さんも来ないし、キリオドラッグは暇だった。

　こんなふうに、まったりしながら店内から雨を眺めるのも悪くはない──。

　って、思っていた時期がおれにもありました。

　何日も見てりゃ、さすがに飽きる。

「レイジの兄さん──」

　声に顔をあげると、傭兵団の団員、ドズさんがいた。

　でっかい体についた雨粒を分厚い手で払っている。

　後ろには、棚に背を預ける団長のアナベルさんがいた。

「どうしたんです、こんな雨の日に」

　ミナがタオルを持ってきて二人に渡す。

「わざわざありがとうございます、奥さん」

「お──奥さんじゃありませんからぁ──っ」

　ぴゅーん、とミナは逃げるように走り去った。

「……アイツは居候だ。奥さんじゃねえ」

　げしっとアナベルさんがドズさんに軽く蹴りを入れる。

　いつものことなのか、ドズさんは全然動じてない。

　それどころか、ちょっとニヤニヤしている。

「姐さん、どうしたんです、そんなムキになってぇ」

「っるせぇよ……」

　機嫌悪そうに唇を歪めたアナベルさんは、遠慮なくイスにどかっと座った。

「えっと、どうしたんですか、今日は？」

「聞いてください、兄さん。最近この雨でしょう？　オレらぁ、傘なんて差して警備するわけじゃねぇから、防具が濡れちまって……乾かそうにも間に合わねえし……」

　そりゃそうか……。警備の仕事も楽じゃないな。

　鉄製と革製、どっちが多数派かと言えば断然革製らしく、常時濡れているから、カビが生えることもよくあるからみんな困っているそうだ。

「アタシのは鉄だからって、油断してっとサビの原因になるからよ……一日の終わりにゃ、下っ端に手入れさせてんだ」

「……姐さんの防具を誰が手入れするかで、殴り合いのケンカにまで発展します」

「何してんだ、傭兵団」

「防具というよりは、そこに残ったぬくもりとにおいを巡っての争いです」

「自重しろ、変態傭兵団」

　がっつき過ぎだろう。

　男所帯にアナベルさんみたいなキレイな人が一人いれば、そうなるのかもしれないけど。

　それを知っているのか、アナベルさんはツンとしたすまし顔のままだった。

「防具の手入れなら、ここじゃなくて、道具屋のポーラのところに行ったほうがいいですよ？」

「そうじゃないんです、兄さん。オレが頼みてぇのは、雨を止めてくださいってことです」

　出来るわけねーっ！

「出来るのなら……」

　がさごそ、とドズさんは背負ってきていたズタ袋の中から見覚えのある籠手を取り出した。

　これは……いつぞやポーラの店で見たアナベルさんの赤い籠手。

「今日の姐さんのぬくもりとにおいを、兄さんに」

　報酬になってねえ……。

「や──やめろっ、このボケ！　そんなの迷惑だろ……」

　アナベルさんが籠手に飛びついて、後ろに隠した。

「オレらには手入れさせているのに……レイジの兄さんにはクンクンされるのは、ダメなんですか？」

　いや、しねえから。

「嫌に決まってんだろ！　アホ、バカ、ハゲ！　………………アタシが、恥ずかしいだろ、そんなの……」

　声ちっちゃ。

「雨を止めろって言われてもなあ……すげー無茶ぶり」

　おれが困っていると、またドズさんはズタ袋を漁って、見覚えのある瓶を取り出した。

「姐さんが飲み終えたポーションの瓶……これもつけます」

「え……要らない……」

　はぁぁぁぁ!?　て顔をされた。

「洗ってないんですよ──ッ!?　ウチの団員たちの間じゃあ、高値で取引されるのに──！」

「自重しろ、変態傭兵団」

　なんなら、洗って返してくれるほうがリサイクル出来るから助かる。

　アナベルさんが立ちあがった。

「ドズ、帰るぞ。薬屋でも無理なもんは無理なんだ」

「そうですよね……兄さん、失礼しました……」

　ガックリしたドズさんが荷物をまとめて、立てかけてあるビショ濡れの傘を手にとった。

　……傘？

「あ──！　ちょっと待ってください。どうにか出来るかもしれません！」

　目をキラキラ輝かせるドズさんがおれを振り返った。

「薬神が、降臨なさった──！」

「薬屋、無理しなくてもいいんだぜ？　無理言ってんのはこっちなんだし」

「無理じゃないんです。待ってて下さい」

　無茶ぶりだから、出来ないことは出来ないって言っていいんだけど、ああしてガッカリされると、どうにかしてあげたくなる。

　さすがに天気をどうこうは出来ないけど、おれの出来る範囲内で、困り事を解消出来る。

　おれが創薬室に入ると、待ち構えていたノエラがごろごろと転がってきた。

「あるじ。ノエラ、退屈」

「薬、新しいの作るから手伝って」

「任せろ」

　創薬スキルのナビに従って、素材を用意して手順通り作業をこなしていく。

　やっぱり何度も手伝っているだけあって、ノエラの手際はいい。

　そのおかげもあって、思ったより早く新薬が完成した。




【撥水剤：水分を弾く高い効果がある。カビ等の劣化から守る】




　雨は止められない。

　要望は『雨を止めて欲しい』だけど、どうしてそうして欲しいのかっていうと、防具にカビが生えて手入れが大変だからだ。

　じゃあ、濡れないようにしてやればいい。

　おれは瓶とハケを持って店に戻った。

「この液体を塗ると、その物体は水分を弾きます」

「「水を弾く……!?」」

　二人して目を丸くした。

「これなら濡れませんし、カビが生えることもありません」

　やって見せたほうが早いだろう。

　おれはドズさんが持ってきていた傘を広げて、【撥水剤】をハケで塗っていく。

「しかし薬神様。こんなんで、本当に水を弾くんですかい？」

　半信半疑のドズさん。

　大掛かりな儀式か何かをすれば、すんなり信じてくれるんだろうか。

　ふふふ。驚いてひっくり返ればいい。

「まあ、見ててください」

　比較しやすいように、半分は【撥水剤】を塗らないでおいた。

　傘を差して、おれはまだ雨の降る外へ出る。

　ボンッ──ボボンッ。

　傘の上で雨が勢いよく砕けていく音がする。

　塗っていない場所からは、雨が染み出して持ち手が濡れたり、そのまま水滴となって落ちている。

　傘を差してきたのに、どうして濡れていたのかわかった。

　この程度の傘じゃ、ちょっと雨に打たれればすぐに雨に負けてしまうんだ。

　おれがドヤ顔をすると、あんぐり口を開けるドズさんと、目を見開くアナベルさんがいた。

「「す──すげぇえええええええええええええ！」」

　傘を軒先に置いて、おれも店内に戻る。

「姐さん、見てください！　魔法をかけた場所は、雨が粒になって流れてますぜ！」

「ホントだ……。玉みたいになって、どんどん下に落ちている……」

「これが、薬神の耐水魔法アクア・キャンセラー……。恐るべし……」

　ドズさんはこっちを見て、親指を立てた。

「あの……これ、魔法じゃないからね？　魔法で水を弾いているわけじゃないから」

「ってことはだ……。アタシらがあの液体を被れば、水をすべて弾く……。水属性無効になるってことだよな……!?」

　うん、全然話を聞いてない。

「姐さん、頭いい！」

「だろ？」

「雨の中じゃ無敵の傭兵団……」

「うぉ……ちょっとそれカッケー」

「でしょ？」

　めちゃくちゃ盛り上がっている二人。

　水は弾くけど、攻撃魔法を無効にするほどの効果があるのかは正直わからない。

　魔法使い、ここらへんにいないし、試しようもないから。

「魔法を防げるかどうかはさておいて。これを塗っておけば、防具はほとんど濡れませんし、カビが生えることもなくなります。あと、薬であって、魔法じゃないですからね？」

　またまた～、とドズさんが肘で小突いてくる。

「薬神が、耐水魔法の何かスゲーことをした液体なんでしょ、これ？　わかってますわかってます」

「あんたたちがそう言うふうに考えているから……無茶ぶりが減らないんですよ……」

　おれが嘆いていると、アナベルさんは自分の籠手に【撥水剤】をつけて外に出している。

「おぉ、マジですげえ」

　効果を目の当たりにして感嘆をあげていた。

　ドズさんがでっかい体をビシッと折る。

「薬神、今回もあざっした！　これで、防具を濡らすことを気にせず仕事が出来ます」

　アナベルさんがもごもごしながらお礼を言う。

「……薬屋、助かるよ」

「いえいえ。よかったです」

【撥水剤】を渡しておれは帰っていく二人を見送った。

　この雨の中、わざわざおれを頼ってきてくれたんだ。

　どうにか、期待に応えられたようでよかった。







　翌日。

　この薬は、雨の中暇つぶしにやってきたポーラに見つかって、道具屋の常備品となった。

　店にも商品として置くし、手入れするときにも使うんだとか。

　今度は、それを聞きつけた大工さんたちから大量に作って欲しいと依頼があった。

　考えてみれば当たり前のことで、どこに使うのかなんてすぐにわかった。

　屋根や外壁の木材だ。

　雨漏りに困る家が一軒でも減ればいいなーと、おれは今日も降り続く雨を見ながら思った。










20　湖の精霊と魔王




「……」

「なあ？」

「…………」

「なあ、まだ怒ってんの？　ごめんって」

　森の奥にある湖でのんびり釣りをしながら、隣で水をパシャパシャ蹴っている妖精に尋ねる。

　湖の妖精ビビは、ぷーっとほっぺたを膨らませたまま、おれをちらっと見ては、バタ足をした。

「……怒ってるよ。トモダチだなんて言っておいて、ひと月も遊びに来てくれないなんて……ボクのことなんて、忘れていたんだろう。わかってるんだ。トモダチだなんてそのときの方便だって」

「妖精のくせに、そうプリプリ怒るなよー」

「妖精じゃないよ！　精霊だよ！」

　あ。やべ、間違えた。

「やっぱり、ボクのこと忘れてたんじゃないか」

「さて。今日は新鮮な魚が欲しいと『うさぎ亭』のレナに頼まれて釣りに来たわけだけど、ビビもやろうぜ？　ちゃんとした竿、持って来たんだぞ？」

　竿を持たせて餌をつけて、前作った【爆釣れくん】を餌につけてあげる。

「あ、うん。ありがとう。ボクがんばるね！　──あ。……そうやって無理やり話を変えようとしたってダメなんだからね」

「いいか、ビビ。精霊のおまえだけが頼りだ。……わかるな？」

　おれが肩をつかんでシリアス顔をすると、ごくり、とビビは息を飲んだ。

「ボク、だけが、頼り……。わ、わかった。ボクがんばるね！」

　キラキラ輝く顔でビビはそう意気込む。精霊、ちょろい。

　ちょっと罪悪感はあるけど、無理やり話を変えることに成功した。

「そもそもさ、遠いんだよ、ここ。だから来る機会が少ないのはわかるだろう？」

「うん……無茶言って、ごめんね……？」

　釣りをしながら、ミナが作ってくれた弁当をビビと分けあって食べる。

「ミナさんのお弁当は、美味しいね」

「だろ？」

　釣った魚は、以前ビビが作ってくれた活け洲で泳がせている。

　うさぎ亭の看板娘レナの話じゃあ、魚料理が食いたいってリクエストしてきた団体さんがいたらしい。

　それでキリオドラッグに相談に来たんだけど……。

「これじゃあ、何でも屋だよなあ……」

　まあ、暇だったし、こうしてビビに会いに来る機会が出来たからいいんだけど。

　おれが苦笑すると、ビビが真顔で首を振った。

「いいじゃないか。何でも屋でも。ボクの『トモダチ』もやってくれる」

「いや……トモダチ役をやってるわけじゃなくてだな、おれはトモダチになったつもりだったんだけど」

　ちょっと嬉しそうにパシャパシャと水を蹴ったビビ。

「そ、そうやってまたボクを喜ばせて、あとで放置して『信じてやんの、うけるんですけど。プークスクス』って──」

「おまえの脳内のおれ最低かよ」

　人間不信は相当のようだ。

「そんなに寂しいんなら、ウチ来るか？　バイトしに。行き帰りの面倒は見ないけど」

　おれがここに頻繁に来れないのなら、来てもらおうという発想。

　ビビはまたぷーっとほっぺたを膨らませた。

　まあ、昔は人間に崇められていた精霊サマなんだから、人間と一緒に働くのはプライドが許さないのかもしれない。

「なんだよ、バイトって……嫌だよ、そんなの」

「ハハ……悪い悪い、嫌だよな、バイトなんて」

「そうだよ。雇うんならちゃんと社員で雇ってよ」

「不満なのそこかよ」

「バイトだなんて、要らなくなればポイじゃないか……。ボク、そんなの嫌なんだよ」

　やっぱり見捨てられることがトラウマになっているみたいだ。

　とはいえ、社員だってポイされるときはされるんだぞ？

　ビビの性格上、それは黙っておいた。

　ていうか精霊のくせに、バイトとか社員とか、そういうシステムがあるのは知ってるんだな。

「でもね、ル〇ージくん」

「誰が緑のほうだ」

「えっ」

「え？　今のボケじゃないの？」

「あれ。だって、〇イージ……くん……？」

「誰が『じゃないほう』だ」

　こいつ……！　まさか……！

　おれは立ちあがって「あれ、あれれ？」と焦っているビビを睥睨する。

　そして、一回言ってみたかったセリフをビビに叩きつけた。

「おい、おまえ。おれの名を言ってみろ」

「る、ル〇ージ……」

「誰が弟のほうだ。──おれはレイジだ！　おまえも忘れてんじゃねぇか──ッ！」

　竿をを放り出して、二つの拳でビビのこめかみをグリグリする。

「あ──あぁあああああああああああああ──っ!?　ごめんなさいいいいいいいいい」

　人のことを棚にあげて、まったく。

　涙目で頭をさするビビを見てため息をついた。

「それで、さっき何を言おうとしたんだ？」

「うん。ボクはこれでも湖の精霊だからね。体温を低く保っていないとダメなんだ。でないと、実体を保てないんだよ。レイジくんのところには、小さくてもいいから湖はあるかい？」

　それで足を浸けてたのか。

　風呂があるけど、ずっと浸かってたんじゃ、仕事にならない。

　ここにいたんじゃ、人間不信も直らないだろうと思って提案したんだけど、無理っぽいかな。

「だよね……。ないよね、そんなの。それに……あったとしても働くなんて、無理だよね……誘いは、嬉しいよ、ありがとう……」

　悲しそうにそんなことを言われると、なんとかしてあげたくなる。

「………………あ。アレを使えば、なんとかなるかも？」

「またそんなことを言って、ボクを期待させるつもりなんだろう？　わかってるんだ、キミのやり方は」

　ビシッ、とネガティブ娘の頭にチョップする。

「いたっ!?　何するんだよ……」

「明日、その薬を持ってくるから。それが使えたら来いよ、ウチの店。ミナとノエラと、あともう一人バイトいるけど、すぐに馴染むよ、きっと」

　まだおれのことを少し疑っている様子だけど、これに関しちゃ百聞は一見に如かずってところだから無理もないだろう。

　おれは釣った魚を数匹、レナの依頼通りうさぎ亭に持っていき、次の日、例の薬を湖まで持っていった。

　ビビは、おれの姿を見るなりすぐに湖から這いあがってきた。

　精霊だからか、一瞬で水分を吹き飛ばした。

「ほら。これが昨日言ってたやつ」

　おれが鞄から取り出したのは、【冷却ジェル】だ。

　塗れば、超絶ひんやりすること請け合い。さっそくビビに塗ってやった。

「どうだ？　ひんやりしない？」

「こ、これなら──！　ずっと冷たいままだ！　すごいよ、レイジくんっ！」

　ぱあ、と花が咲いたような明るい笑顔でおれを振り返ったビビ。

　よかった、よかった。

　これなら仕事しても問題ないと言うので、おれはビビを連れて町まで戻ってきた。

　嬉しそうにビビがつぶやく。

「ボク、今日からレイジくんのお店の社員さんなんだ……」

「何言ってんだ。最初はみんなバイトからスタートだ」

「え──」

　絶望顔がちょっと面白いから、からかいたくなる。

「社員登用制度。使えないヤツを雇う理由はないからな。まあ、ガンバレ」

「だ──騙されたぁああああ……」

「騙してない」

「トモダチなのに……」

「これからは、雇用主と雇用者だからな」

「えぇぇ～騙されたぁ……」

「騙してない」

　店に着くと、軒先を掃除していたエジルがびしっと頭をさげた。

「先生！　お帰りなさい！」

「おう。こいつ、新人な。ああ、そうだ。エジル、面倒見てやってくれよ」

「わかりました！」

　隣にさっきまでいたビビがいなくなっている。

　気づくと遠く離れた路地の角からこっちを見ていた。

「な、なんで、そんな人がここに……」

　青い顔のまま、ぷるぷる震えている。

「そんな人……？　エジル、おまえ何だっけ」

「はい、余は魔王であります、先生！」

　そうだった、こいつ魔王だった。

　得意の顔を覆う中二病ポーズでビシッとビビを指差した魔王。

「ククク。余が、貴様の先輩である……！」

　自己紹介、魔王じゃなくて先輩でいいんだ。

「はひぃぃ！　と、とんでもないところにきちゃったよ……」

「いいか、後輩。余が貴様に仕事を教える。貴様が仕事を覚える──そうすればッ、どうなるかわかるか──!?」

「え、ええっと……先輩の……負担が減る……？」

「違うッッ！　後輩の面倒を見られるエジルすごい、とノエラさんが思ってくださる」

「ノエラちゃんが……？　そんなこと、思うかな……？」

「『ノエラちゃん』だと──!?　貴様、後輩の分際でノエラさんに、そのように慣れ慣れしい態度を──！」

「だってボク、ノエラちゃんとトモダチだから」

　えへん、とビビはちょっと胸を張って、エジルはフリーズする。

「トモダチ、だと……!?　ノエラさんと──？」

　うん……何となくエジルが考えていることはわかる。

　大好きなノエラとそのノエラの友達。

　──自分の評価を上げておけば、ノエラはビビからその情報を共有することとなる──。

　共通の知り合いというのは、話題になりやすいから。

　エジルがビビに良くすれば、ノエラの中でエジルの好感度に繋がりやすい。

　将を射んと欲すれば、まずは馬から──。

　ザッとエジルは片膝をついた。

「ビビさん──わからないことがあれば、何でも余に聞いてください！　この余が、全力で貴女をサポートいたします」

　魔王、それでいいのか。

「あ。……はい」

　手段を選ばないってあたりは魔王らしくてとても良いと思いました。

　ビビがやってきたことを聞きつけたノエラが店から飛び出してくる。

「ビビ！」

「ノエラちゃん、久しぶりー」

「ノエラ、退屈だった。ビビ、ノエラと遊ぶ」

「え。けど、お仕事は……」

「今日、エジルいる。エジル、全部してくれる」

「い、いいのかな……？」

　心配そうにビビが見ると、エジルがこれ以上ないくらい爽やかな笑顔で親指を立てていた。

　おれにはわかる。エジルは心の中で泣いている。

　ノエラとビビがどこかへ行ってしまうと、今にも灰になりそうなエジルとおれが残った。

「……エジル」

「先生……。余は、余は……！　悔しい……ッ」

　あぁ……可哀想。魔王なのに。

　このあと、おれはヘコみっぱなしだったエジルをめちゃくちゃ慰めた。

　というわけで、湖の精霊ビビがキリオドラッグでときどきバイトすることになった。










21　注意力はあるか




　店をこっそりのぞくと、仕事を教えているエジルと教わるビビの姿があった。

　魔物の頂点に立つ存在だからか、意外と教え方も丁寧。

　こそっとエジルが言う。

「誰に教わったのか、きちんとノエラさんにも……」

「あ、うん。わかった」

　そうか、すべては下心のなせる業だったか。

　ノエラに小細工しても通用しないと思うけど、頑張れエジル。

「ビビ、どう？　順調？」

　中へ入ると、ビビが笑顔で大きくうなずいた。

「うん。お薬のことも、たくさん覚えたよ」

「なんか困ったことがあったら言うんだぞ？」

「ありがとう、レイジくん」

　うんうん、とおれは安心し、創薬室へ行くと聞き覚えのある声が店からした。

「なんだよ、ガキ二人かよ。薬屋は？」

「クックック……よくぞここまで来たな！　褒美として余が相手をしてやろう、赤髪の女よ！　光栄に思うことだな、フゥウウウウウハッハッハァアア！」

　さすが魔王。接客態度はゼロ点。

「いや、別に褒美とかどうでもいいんだが。……オイおまえ、薬屋……レイジはいねえの？」

「あう…………ええっと、さ、さっき、までここに……でも今は、いなくって…………れ、れ、レイージくん」

　ル〇ージと混ざっちゃったよ。

　来たのはアナベルさんだろう。

　人間不信だったせいか、ビビはちょっとだけ人見知りをする。

　ここらへんは数をこなして慣れていくしかないなあ。

　会話を聞く限り、ビビがポーションを用意して、エジルがそれを渡し、アナベルさんは帰っていったようだ。

　バタン、といきなり創薬室の扉が開いたと思えば、真顔のエジルが入ってきた。

「先生。余は困っています」

「どうした、急に」

「ビビさんには、『困ったら何でも言え』とおっしゃっていたのに……余には、そんなこと一言も言ってくれないじゃないですか！」

「魔王がなに女々しいこと言ってんだ」

　腹をくくったような険しい顔をして、エジルはおれの目の前で正座する。

「余は、先生になりたいです」

「どういうこと？」

　おれは不思議に首をかしげた。

「ノエラさんは、先日のお祭りのとき『モフモフしていいのはあるじだけ』とおっしゃいました」

　ああ。何が言いたいかわかった。

『おれみたいになりたい』ってわけじゃなく、おれと瓜二つの容姿を持ちたいってことか。

「で、『あるじ』になれば、ノエラを好きなだけモフれる、と？」

「その通りです」

「……鼻血出てるけど、大丈夫か？」

　ぐい、と手で鼻血をぬぐったエジル。

　ＡＬＬ　ＦＯＲ　下心。──すべてはエロのために。

　いっそ清々しいくらいの行動理念だ。

　対象と瓜二つの容姿になれる薬を作って、『あるじ』が二人になったら、ノエラは本物を見破ることが出来るのか──それはちょっとだけ興味がある。

　創薬スキルで、その類の薬は作れるらしい。

「わかった。作ってみるよ。素材は」

「すぐ余が用意します」

　目が本気だった。

　おれも男だ。エジルの下心は十分理解してやれる。

　よし、わかった。その願い、おれが叶えてやろう。

　必要な素材を伝えると、エジルは転移魔法によって一瞬にしていなくなった。

　ビビを創薬室に呼んで準備をしながらエジルを待つ。

　今、店番はミナとノエラがしている。

「レイジくん。エジルくんはどこへ行ったのかな？　まだお仕事が少しだけ残っていたんだけど」

「エジルは一世一代の勝負をするための材料を探しに行った。すぐ戻ってくるだろう」

　そんなふうに雑談していると、空中が光ってスタッとエジルが降ってきた。

　片膝をついて、集めた素材を掲げている。

「先生、どうぞ、これを……！　我が軍の総力をあげて探させた物にございます。各部隊から死者が数十出たとか……」

「え、こんなことのためにっ!?　申し訳なさすぎる！」

「命を落とした者のためにも……お願いします、先生ッ」

　もう、乗りかかった船だ。

　おれは鷹揚にうなずいた。

「みんなの想いは無駄にしない。……あとは任せろ」

　は、と一礼してエジルは創薬室を出ていった。

　おれはあれこれビビに指示を出しながら、新薬を作っていく。

　ビビは細かい作業が得意なのか、ノエラよりも飲み込みが早く手際がいい。なかなか役に立ってくれた。

「よし、出来た！　エジルの欲望を叶えてくれる薬！」

　創薬は成功。瓶には透明な液体が入っていた。




【なりきりフェイス：なりたい相手を念じながら飲むと、顔がそっくりになる】




「出来ましたか、先生！」

　何も言ってないのにエジルが入ってきた。

　聞き耳立ててたな、こいつ。

　だだっと駆けこんでくると、新薬の入った瓶をまじまじと見つめる。

「これが、ノエラさんを我が物に出来る薬……ッ！」

「そんなおっかねえ薬じゃねえよ。……おれのことを念じて薬を飲むと、おれになれるぞ？」

「では、さっそく！」

「うむ。健闘を祈る」

　目をつむって、エジルは瓶を傾けてひと口飲む。

　ピカッとエジルの体が光ると、おれと瓜二つの誰かがそこにいた。

　……自分が鏡から出てきたみたいで、なんか気持ち悪いな。

「どうですか、先生！」

「うん。なれてるぞ？」

「え──あの……でも……レイジくん、これって……」

　おれとエジルを何度も見比べるビビ。

『おれ』が右手で顔を掴み、クツクツ笑いはじめた。

「フゥウウウ──ハッハッハァアア！　ノエラさんんんんんんん──！」

「そんな呼び方も笑い方もしねえよ」

『おれ』になっているエジルにツッコミを入れる。

「この薬のことは二人には言ってないから、すぐにはバレないと思うけど注意しろ。相手はあのノエラだ」

「そ、そうでした。細心の注意を払います。余は、先生になりきりってノエラさんの尻尾をモフモフしてきます……！」

　たらーっと垂れてきた鼻血をぐいっとぬぐって、エジルは創薬室を出ていった。

　大丈夫かな、あいつ。口調はそのままだし……服装もそのまま。

　だって、あれ、顔を変えるだけの薬──……。

「レイジくん。エジルくん、背が本物よりもちっちゃいけど、大丈夫かな……？」

「あ」

　やべ。すぐバレるぞ。

「それ、早く言えよ。今気づいたよ」

「だ、だって。二人が盛りあがっているから……」

　おれとビビは、エジルが吸い込まれていった店内をこっそりのぞく。

　ちょうど、小型スモールレイジが話かけているところだった。

「ノエラさ──ノエラ。尻尾をモフモフさせてくれないだろうか」

「る？　あるじ、どした急に」

　きょとんと首をかしげたノエラ。

　けど、ミナは怪訝に眉を寄せている。

「レイジさん……？　サイズが、いつもと違うような……？」

　作戦名オペレーション：性欲リビドー。想定外の存在──ミナがいるのを忘れていた。

「女ッ！　余の何が変なのか、言ってみるがよい……！」

「レイジさん？」

　やりやがったあのバカ。ミナって言えよ！　一人称が余のままじゃねえか！

「あるじ？　あるじのにおい、しない」

　すんすん、とノエラが遠慮なく小型スモールレイジに近づいて鼻を鳴らしている。

　顔がニヤけてんぞ、エジル。

「よ、よく気づいたな、ノエラ。香りを変えてみたのだ」

「るっ♪　納得」

　おお……なんとか堪えた……。

　だが、怪しげな目をミナがしている。

「レイジさん、普段香水なんてつけてませんよね……？　『香りを変えてみた』って……」

　もう限界だ。

　おれは伝令兵ビビを派遣し事の次第をこっそり耳打ちさせる。

　それからミナをこっち側へ連れて来させた。

「そういうことでしたか。レイジさん。おかしな薬を作っちゃダメですよー？」

「エジルがここ最近、不憫な思いをしてたから、そのご褒美のつもりだったんだ」

　まったく、とミナは小さく息をつく。

「…………。まだ、残っているんですか？」

「え？　ああ。エジルが飲んだのはひと口だけだし、残ってるよ」

　小型スモールレイジは、ノエラの肩に手を置いて、これでもかっていうくらい唇を突き出している。

「あるじ、口、どした？」

「さ、最初は、誓いのキスから……そのあと、尻尾をモフっとさせてください……」

　尻尾をモフモフってキス以上の行為なんだ。

「わかた。まず、あるじ。ノエラ、ポーション飲みたい。作りたて。ノエラ、まだ飲んでない」

「へ──？　つ、作りたて……？」

　ノエラは、作りたてが一番美味いっていつも言ってるから。

　そういや……今日は、まだポーションをあげてなかった。

「こ、ここにある在庫でよいではないか……つ、作りたてでなくても」

「あるじ、いつも作ってくれる」

「うげ」

　エジルには創薬は出来ないからどうにか逃れようとしているけど、それが仇になったらしい。

「今日のあるじ──へんっ！　ノエラと身長同じ、へん。におい、違う。エジルのにおい、する」

「うげっ」

　や、やばい、正体がエジルだって、ほとんどバレてる……。

「──まさか……」

　深刻な顔をしてノエラがエジルから距離を取る。

「クックック──さすが、余が愛した女……！　よくぞ見破った。そう、余は先生ではなく、魔王エジルである！」

「る──!?　そうだったのか」

　ギリギリ見破ってなかったパターンッ!!

　あいつ、もう無理だと思って自分からバラしちゃったよ！

　……もう、登場人物バカばっかり。

「この顔であれば、ノエラさんは殴れまい。抵抗できまい？　──フゥゥウウウウハッハッハァアア！　そのモフっとした尻尾、好きにさせてもらうぞ！」

　エジルが悪い顔で笑うと、ノエラが拳を握った。

「エジル──嫌いッ！」

　めきょっ。

「──ふげっ!?」

　ノエラのグーパンが、おれと同じ顔面にめり込んだ。

　吹っ飛んだエジルは棚に激突し気絶した。

　薬の効果が切れたのか、顔は元に戻っていた。

　商品である薬の入った瓶が床で多数割れている。

「ノエラ……よ、用事を思い出した」

　ギュン、とカタパルトがついているのか、凄まじい勢いでノエラは出ていってしまった。

　まあ、今回の件は、エジルをけしかけたおれも悪いから何も言わないでおこう。

　店の片付けをしていると、ビビが顔を出した。

「レイジくーん、ちょっと今いいかな？」

「どした、ビビ。てか、どこ行ってたんだ？　さっきまで一緒にいたのに。まあいいや。掃除手伝ってくれよ」

「あ、うん。ええっと、ボクのことなんていいんだよ。……ノエラちゃんが創薬室で待ってるよ？」

「え？　ノエラが？」

　どうしたんだろう。

　店がぐちゃぐちゃになったのを謝るつもりなんだろうか。

　店の掃除をビビに任せて、おれは創薬室へ行く。

「あるじっ」

　扉を開けるなり、ノエラが飛びついてきた。

「なんだ、どうしたどうした？」

　頭を撫でていると、ひしっとおれに抱きついて「るーるー」と変な歌を歌う。

　ひとまず座ると、

「あるじ、膝。ノエラ、膝借りる」

　へいへい、とあぐらをかくと、すぐさまノエラがおれの膝に頭を置いた。

「…………」

「あるじー、あるじー」

　ノエラがやたらと甘えてくる。

　膝の上が飽きたのか、こっちをむいておれの太ももの上に座る。

「……………………なあ。どうした？」

「あるじ。ノエラ、あるじ好きにゃ」

　おれの背に腕を回してまたきゅっと抱きついた。

「あ。うん…………ありがとう」

　よしよし、と頭を撫でてあげる。

　いつになったら収まるんだろう。

「あるじ、ミナのこと、どう思う？」

「え──そんな急に……。えっと、そうだな……家事もテキパキこなしてくれるし、作ってくれるご飯も美味しいし、仕事もミス全然しないし、助かってるよ。いつもありがとう」

「……ど、どうしてノエラにお礼言うにゃ？　ノエラ、ミナじゃない、にゃ」

「なあ、ミナ？　ノエラごっこ、そろそろやめない？」

「え──っ!?　わ、わたし──じゃなくて。ノエラはミナじゃない、にゃ」

「ノエラは語尾に『にゃ』なんてつけねえよ！」

『ノエラ』が誰かなんて、扉を開けた三秒後、すぐわかった。

　抱きついてきたときのサイズ感。

　ノエラは小柄だけど、ミナはちょっと身長が高い。

「髪の毛もそうだ。ミナ、金髪だろ。ノエラ、銀だから。鏡見た？」

「……こ、これはたまたま、金になった……にゃ」

　だから『にゃ』って言わないんだって。

　恥ずかしそうに言わないで欲しい。

　ミナ、なりきるならキチンとなりきらないと、余計恥ずかしいぞ！

「ノエラは、獣耳が頭の上についてんだよ。ミナは顔の横だろ？　それに尻尾もないし。どー見てもニセノエラ」

「い、いつから……わたし、だとわかって……」

「やっと観念したか。いつからって、そんなの最初からだよ」

　ぱっとライトが灯るみたいにミナの顔が真っ赤になり、おれをぽこぽこ叩き出した。

「わぁああああん！　レイジさんのバカバカ！　どうして言ってくれないんですかっ」

「だって、すごい勢いで甘えてくるから」

「いやぁああああああああ！　言わないでくださいぃいいいい！」

「あ、そっか。ノエラの姿なら存分に甘えられると思ったんだ？」

「やめてぇええええええ！」

「『ノエラはミナじゃないにゃ』」

「いやぁあああああああああ」

　顔だけ見るとノエラだから、確かに勘違いしそう。

「もお、レイジさんのバカぁあああああああ──！」

　涙をちょちょ切らせて、ニセノエラは創薬室を出ていってしまった。







　今回の新薬は、もちろん商品化はしなかった。

　ウチの店員たちはおバカだからよかったけど、流通してしまえばややこしいことになるから。

　普段聞きにくいことが聞けたり、思っていることを伝えられたりしたんだから、今回は良しとしようと思う。

《了》










あとがき




　こんにちは。ケンノジです。

　１巻が出てから７か月ぶりとなります２巻です。お待たせいたしました！　あ、待ってないですかそうですか。

　相変わらず、のんびりしたドラ〇もんみたいな作品で、ずーっとこんな感じでシリアスゼロで、レイジのストロングな感じもゼロで進んでいきます。

　次巻が出るとしても、この方針は変わりませんのでご安心ください。

　あと、帯にもありますが、本作が漫画になります！

「このモフモフがすごい！」１位（ケンノジ調べ）のノエラが漫画でも読めるようになります。

　漫画版の詳細は帯に書いてある通りです。漫画版も是非ご期待ください。




　さて、漫画版といえば、ケンノジはもう一作漫画化している作品があります。

　ＧＡ文庫様から刊行されている「高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果」というシリーズも漫画で読むことができます。

　イチャイチャラブコメです。お好きな方は是非こちらもよろしくお願いいたします。




　個人的な宣伝も終わりましたのでお世話になった方に謝辞を。

　担当編集様、創刊タイトルに選んでいただいた次はコミカライズ……！　感謝してもしきれません。ありがとうございます。

　松うに先生、私の要望を上手く汲み取って非常に良い表紙を描いていただきありがとうございます。今後もよろしくお願いいたします。

　そのほか、本書を刊行するにあたり、携わってくださった関係者のみなさま、ありがとうございます。

　そして、買ってくださった読者様。（あとがきを先に立ち読みしている方はそのままレジでどうぞ！）

　これからも頑張りますので、応援のほどよろしくお願いします！

ケンノジ
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ＣＯＮＴＥＮＴＳ




１　ツルツルなお姉さんは好きですか？

２　モフモフはあったかいですか？

３　大掃除は戦である

４　プレゼント

５　ゴブリンは友達、怖くない

６　お子様は容赦ない

７　チョコレート・デイ

８　風邪はむしろ、ひくよりもうつされるタイプ

９　お風呂パニック

10　トレーニングをしよう！

11　レイジ・キリオのすべらない薬

12　飲み会はやっぱり苦手

13　蔓延する例のアレ

14　仲良くなりたい

15　睡眠と永眠の狭間

16　もち肌

17　猫まっしぐら

18　モテ期到来！

19　雷は止められますか？

20　ふわふわvsモフモフ

21　激剃王












１　ツルツルなお姉さんは好きですか？




　諸々の日常業務が終了し、ぼんやり店番をしていると周囲にノエラやエジルがいないのを確認したミナがやってきた。

「レイジさん、あのー。ご相談があるんですけど、いいですか？」

「うん？　どうかした？」

　また太ったのか。

「今、レイジさん失礼なこと考えたでしょう？」

「おまえ、エスパーかよ……」

「太ったから、わたしが相談しに来たとでも思ったんでしょーっ？」

「おまえ、エスパーかよ……」

　何でこうも言い当てられるんだ。

　エスパーっていうか探偵？

「まあ、別に太ってないからいいんですけどっ」

　さりげなく自慢を混ぜるミナ。

「美に関することで違いはないと言えばそうなんですけど……あのですね、レイジさん……」

　また周囲に目をやってから、ミナはこそっとおれにとあることを耳打ちした。

「はあー？　そんなこと気にしてんの？」

「そんなことじゃないです！　乙女心が少しでもあれば、看過できない問題なんです！　大変なんですからー」

　ふうーん。

　そんなことをミナは気にしてるのか。

「じゃ、ノエラも気にしてるのかな？」

「ノエラさんは、どうでしょう……。ちょっとノエラさんは特殊ですし」

　まあ、モフモフだから気にしないのかもな。

　両手の指先をつんつんさせて、口ごもりつつミナは言う。

「い、今まではですね？　その……ちょっとずつ目についたところから……」

「あぁ、それが面倒だからぱっとさっと出来る薬が欲しい、と」

　こくこく、とミナはうなずいた。

「好きな女の子がそういうのをちゃんとしてなかったら、確かにガッカリすることもあるか……」

「ですです。雑然としているより、キチンとしているほうが良いと感じるのは、男女問わないと思います。わたしは、レイジさんのスネも気になっています」

「おれの？　あー。けど、男がそういうのって、なんか違うじゃん？　らしくないというか」

　ミナ以外にもそういう要望ってあるんだろうか。

　あれば商品化もしやすいし、乙女の役に立つこともやぶさかじゃない。

「はろーはろー。相変わらず暇そうだねー、レーくん」

　よっす、と手をあげたポーラが店にやってきた。

「暇って、ポーラんとこに言われたくねぇよ」

「こんにちは、ポーラさん」

　ぺこり、とミナがお辞儀する。

「あ。そうだ。ポーラもやっぱりそういうのしてんの？」

「そういうの？」

　怪訝そうにするポーラにミナが小声で説明すると、

「そりゃねえ。嫁入り前の乙女だもの。たいていの人はしているはずだよ？　ねえ、あーちゃん」

　ポーラが振り返った先には、いつの間にか、アナベルさんの姿があった。

　ポーラとはウチに来る途中で合流したそうだ。

　……ていうか、「あーちゃん」って呼ばれてるんだ。

「んーまあ、そう、だな……」

　気恥ずかしそうにアナベルさんは目をそらす。

「団長さんもしているんですか？　意外です。そういうの、興味がないかとばかり」

「悪かったな。い、一応、あるんだよ。て、薬屋がいるところでする話じゃねぇだろ」

　おれを気まずそうに一瞥したアナベルさん。

　そうか、こういうのは、ガールズトークに分類される話なのか。

「いえいえ。ぱっとさっと片付けられる薬をレイジさんに作ってもらおうと相談していたんです」

「「ああ。それで」」

　納得したように声を合わせたお客さん二人。

「欲しい人がミナ以外にもいるんなら、作って商品化しますけど、どうでし──」

「「「是非！」」」

　食い気味に返答があった。

　そんなに欲しいんだ。

　おれは三人を待たせて創薬室に入る。

　こうして考えると、化粧品だの何だのとあるから、ドラッグストアってのは女の人のほうが足を運ぶ機会が多い。

　いつでも、いつまでもキレイでいたい、というのは全女性の願いみたいなもんなのだろう。

　作業を進めて新薬が出来あがったころに、ひょこっとノエラが顔を出した。

「あーるーじ！　ノエラ、暇」

「じゃあ、ミナのお手伝いしてあげて。家事は残っているだろうから」

「任せろ。……あるじ、それ、何？」

　新薬をノエラが指差すので、マッドサイエンティストっぽくおれはにやりと笑う。

「こいつは、女の人がキレイになる薬だ。使い方を間違ったらエライことになるけどな？」




【除毛クリーム：毛を溶かす成分が入ったクリーム。抑毛効果もある】




　三人の言い草からして、あの三人が特別気にしているってわけでもないみたい。

　だから、商品化すれば女子には人気になるだろう。

　数本作ったうちの三本を持って、おれは店に戻り三人を浴室へ連れてくる。

　瓶を見せると、三人とも固唾を飲んで注目した。

「これが、みんなの希望したぱっとさっと面倒を済ませる薬だ。その名も【除毛クリーム】」

「「「──じょ、【除毛クリーム】……」」」

　試したほうが早いだろう。

　おれは説明しながら、自分の腕にちょっとだけクリームを塗る。

「五分放置したあと、軽くこすりながら洗い流す──すると？」

「「「すると……？」」」

　真剣におれの腕を見つめる三人。

　水滴を払うと、つるりんとしたおれの腕が現れた。

　クリームを塗ったところだけ、キレイに毛が消えてなくなっている。

　わぁ、と小さな歓声があがった。

　パチパチパチパチパチパチ──ッ！

　拍手喝采がはじまった。

「わぁーっ！　レイジさん、すごいです！　ありがとうございますっ！　これで、お風呂で長時間格闘することもなくなります！」

「レーくん、まじ天才！　げろヤバだよ、これ！」

「ホントすげーな、これ。手間がほとんどかからない……」

　うんうん、とアナベルさんは満足げにうなずく。

　念のため、手の甲にクリームを一度塗って肌に合うかどうかを試してもらう。

　かぶれたりひりひりしたりすることもないようで、三人とも問題なかった。

「アナベルさんも、ムダ毛って気にするんですね」

「るせーよ。悪いかよ……」

「いえいえ。女の子なんだなあって思って」

　アナベルさんの顔色が赤に染まる。

　こっちにアナベルさんが財布を投げつけると、ペシーンとおれの顔面に直撃した。

「いでっ」

「──す、好きなだけ持ってけバカヤロー！」

　瓶を一本引っ掴んで、アナベルさんは赤い顔のまま逃げるように去っていった。

　な、何なんだ、あれは……。

　ていうか、いくら入っているのか知らないけど、テスターなんだからそもそもお金もらうつもりなかったんだけどなあ。

　明日、ポーション取りに来るだろうから、そのときに返そう。

「あーちゃん、可愛い……」

「はい……ちょっとだけ」

　ポーラとミナがアナベルさんのいた場所にむかってつぶやいた。

　ポーラに代金は要らないことを告げると、さっそく試すらしく、おれは浴室から叩きだされた。

　浴室で何が行われているのか興味がないこともないけど、バレたらたぶん怒られるので、大人しくその場を去った。

　創薬室に置いていた試作品の残り数本を持って店に戻る。

　……あれ、一本足りない？

　おれが作った本数を勘違いしてんのかな。

　しばらくすると、ミナとポーラがやってきた。

「レイジさん、ほらっ！　見てください～。ツルツルになりましたよ？」

「レーくん、お姉さんをキレイにして、どうする気なんだよー！」

　ほくほく顔で、二人とも上機嫌だった。

　想定通りの成果に、おれも大満足だ。

　だが、今このとき何が起きているなんて、おれには知るよしもなかったのである。







　それは、翌日のこと。

　騒がしい物音を無視して眠り続け、いつも通りの時間に目を覚ます。

「おはようございます、レイジさん」

「おはよ。特にあれから薬の悪い影響とか出てない？」

　ダイニングで席に着いて、朝ごはんの準備をしているミナに何気なく尋ねる。

「はい。何も問題ないですよ！　あ。ええと……わたしは大丈夫なんですけど……」

　ちらっとミナがノエラに目をやる。

　ノエラ？　薬使ったのか？

　おれの隣に座るノエラに変わった様子はない。

　けど、尻尾にスカーフが巻かれていた。

「今日は、なんかオシャレしてるけど、どうかした？」

「る──!?　な、なんでもない」

　自慢の尻尾なのに、どうしてスカーフなんて……？

　気になって、ぴらっとめくってみた。

「あるじ、触るだめっ！　あるじ、えっち！」

　と言われてももう遅い。

　ばっとおれから距離をとった。でもおれにはしっかりと見えた。

「ノエラ──あの薬、勝手に使っただろ？」

　スカーフは、別にオシャレでもなんでもなかった。

　大事な大事な尻尾の毛が、ところどころなくなっていたのだ。

【除毛クリーム】が一本なくなっていたのは、ノエラがこっそり持っていったからだったんだ。

「ノエラさん、だから言ったじゃないですか。すぐにバレちゃいますよって。よく説明を聞かずにお薬を勝手に使うから……」

　しゅん、とノエラは耳を倒す。

「るう……」

　ミナに事情を聞くと、勝手に薬を使ったノエラは、明け方自分の尻尾を見てびっくり。

　キレイになるはずが、ツヤツヤの毛がなくなっている。

　薬を勝手に使ったことがバレれば怒られるから、こっそりミナに相談したんだとか。

「騒がしかったのは、そのせいか」

「し……心配、ない。すぐ、生える」

「抑毛効果もあってな、ノエラ。毛を成長させないようにする効果もあるんだぞ？」

「……る!?」

　てててて、近づいてきて、おれの裾を目いっぱい引っ張りはじめた。

「あるじぃいい～ごめんなさい～。もう、ノエラ、勝手にお薬、使わない……！」

「わ、わかった、わかったから！　引っ張り回すのはヤメロ！」

　ふぃいいいん、と泣きついてくるので、仕方ないな、とおれはノエラの頭を撫でる。

　店からいつぞやジラルに使った【育毛用シャンプー】を持ってきて説明した。

「あの薬は生えないようにする薬じゃないから、これを使えばすぐに生えてくると思うぞ？」

「あるじ……ありがと……ノエラ、一生ついていく……」

　くすん、とノエラは涙をぬぐった。

　おれが怒らなかったのは、やっぱりノエラも女の子なんだなと思ったからだ。

　男がエロに興味を示してしまうように、女子はキレイや可愛いに興味がある。

　それはもう本能レベルの話なのだ。

　翌日、ノエラの尻尾は元のモフモフな尻尾に戻った。

　新薬をこっそり試すことも持ち出すことも、それ以来なくなったのである。










２　モフモフはあったかいですか？




「ふえっっくしょん」

　自分でもビビるくらいのでかいくしゃみが出た。

　最近、やけに冷える。

　日が落ちるのも早くなってきたし、気温からして、秋よりは冬に近いのかもしれない。

　ノエラが店番をしているおれのところまでやってきた。

「あるじ、大丈夫か」

「ああ。ありがとう。大丈夫」

　ノエラはモフモフしているせいか、全然寒そうに見えない。

「ノエラは寒くないの？」

「他の人間より、寒くない」

　やっぱそうなのか。モフっとしているせいなのか？

　おれが膝を叩くと、ノエラは嬉しそうにこっちにやってきて膝の上に座る。

「あるじ、どした。どした、あるじ」

　わさわさと振っている尻尾ごと、抱きしめてみる。

　ほふっ。

　あったか。なにこれ。

　ノエラの体温もあるし、毛が保温性能に優れているのか、モフっとしている上にツヤツヤで肌触り抜群。

　でっかいぬいぐるみ感覚でしばらくノエラを抱きしめておく。

　ノエラがいれば、冬も安心して越せそうだ。

　ベッドの中に入れておけば、寝る前にひんやりする思いもしなくて済みそう。

「ただいま帰りましたー。って、レイジさん、何してるんです？　ノエラさんをぎゅっとして」

　買い物から帰ってきたミナが不思議そうに首をかしげている。

「誤解するなよ、変な意味は全然なくて」

「当たり前ですっ。そうだったら怒ってます」

「ノエラが、あったかいからこうして暖をとってるんだ」

　おれの顎の下にある獣耳がぴくぴくと小さく動いている。

　きゅっとつまんでみると、これもなかなか温かい。

「ノエラ、暖をとられてた!?」

「ほらー。レイジさん、ノエラさんがびっくりしてますよ？　寒いなら、上着をとってきましょうか？」

「ノエラのお陰でそれには及ばない」

　ノエラがこっちを振り返った。
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「ノエラ、あるじの役に立ってる」

「立ってる、立ってる」

「るーっ♪」

　モフモフモフモフ。

　ノエラはおれの胸の中で尻尾をわさわさっと振りはじめた。

　あったかい特大ねこじゃらしみたいで、超きもちいい。

　エジルがされたら昇天しそうだ。

「ノエラさんとたまに一緒に寝ることがあるんですけど、確かに、あったかいです」

　うんうん、とミナはうなずく。

「今度おれのベッドで寝てみるか、ノエラ？」

「わかた」

「ダメです！　ノエラさんは女の子なんですから。そういうはしたないことは」

「あるじのベッドで寝る。ノエラ、役立つ」

「って、本人は言っているが」

「ダメなものはダメです」

　ミナは口をへの字にして頑として聞き入れようとしない。

　一晩中モフるのはミナの目が黒いうちは叶いそうにないな。

　つっても、もうミナ死んでるけど。

「逆に、ミナは寒くないの？」

「うぅぅ……そうなんです、寒いんです……特に手と足の先が……」

　買い物の荷物を置いてきたミナが、おれの頬に指先で触れる。

「冷たっ」

「えへへ。冷たいでしょー」

　なんか嬉しそうだった。

「ノエラさん、ほらほら、わたしの手、冷たいですよー」

　ミナが伸ばした手をノエラが必死にかわしている。

「冷たい、イヤ」

「レイジさんの膝の上にいると、わたしに捕まってしまいますよー？　ほらほら」

「ここ、ノエラの特等席。誰にも譲らない」

「そんなことを言っていると──捕まえた」

　むにゅ、とミナがノエラのほっぺを軽くつまんだ。

　わたわた暴れるノエラを見てミナは楽しそうに笑っている。

「膝の上で暴れんなって」

　この仲良しさんたちめ。

　ミナは女性に多い冷え症ってやつだな。

　むしろ、おれよりもノエラを必要としていそう。

「けど、ノエラは一人しかいないし……」

　おれは、冬は毎年どうしてたっけ。

　ストーブ出したり、こたつ出したり……。

　あ。そうだ。冬の必需品──。

「アレ作るか、アレ」

　おれの膝からおりて、本格的にじゃれはじめたノエラとミナが手をとめてこっちをむく。

「アレって何ですか、レイジさん？」

「出来てからのお楽しみ」

　おれが席を立つとミナも、

「じゃあ、楽しみに待っている間、わたしはお夕飯を作っておきます」

「じゃあ、ノエラ、あるじを手伝う」

「ノエラは店番」

「客来ない」

「そういうこと言わないの」

　おれとミナのあとについてきたモフモフ娘を店内に追い返す。

　もう薄暗くなってきたし、今日はもう誰も来ないかもしれないけど、暇なやつは店番だ。

　創薬室に入ったおれは、スキルに従い、必要な材料を集めていく。

　幸い、ストックしている薬草がそれにあたり、外に行く必要はなかった。

　手順通り新薬を作っていく。

　瓶を軽く振ると、中の液体が淡く光った。




【即席あんか：数回振ると発熱し、四〇度ほどの温度を数時間保ち続ける】




「よし、出来た」

　これを、小型の瓶と大型の瓶に分ける。

　小型のほうは携帯用で大型のほうはベッド用だ。

　試しに小型の瓶をシャバシャバと振ってみる。

　しばらくすると、じんわりと瓶が温かくなってきた。

「良い感じの温かさ……」

　熱くもなくぬるくもない、ベストな温度だった。

　これを持ってキッチンにむかうと、ミナが洗い物をしているところだった。

　あ、そっか。

　現代と違ってお湯なんか出ないし、冷たい水で洗ってるんだ。

「ミナ、出来たぞ！」

「あ。もう出来たんですかー？」

「これだ」

　おれが差し出した手のひらサイズの瓶を見て、不思議そうに瞬きをするミナ。

「この小さい瓶は、一体……？」

　エプロンで手を拭いたところに、おれは新薬を渡す。

「あっ。あったかいです……。お湯が入っているんですか？」

　ふふん、とおれは得意げに訊いた。

「ミナ。お湯を沸かすときは、どうやって沸かす？」

「それは、薪に火をつけて……」

「これは、薪も火も使わずに温かくなる特殊な水が入ってるんだ」

　未使用品をミナに渡して、振るように言うと、力いっぱいミナは瓶を振った。

「たったこれだけで温かくなるんですか？　加熱も何もしてないんですよ？」

「まあまあ、見てろって」

「レイジさん、わたしを騙そうとして……。あれ？　あ。わぁああああああっ!?　えええええええ!?」

　手のひらに載せた卵から雛が孵ったような大騒ぎだった。

　ミナは手の中にある瓶とおれを何度も目で往復した。

「レイジさんレイジさんっ。すごいです！　あったかいですよ！」

「だろ？」

　おれは今日イチのドヤ顔をお届けする。

「数時間はあったかいから、ポケットに入れておくといいよ。それで、手が冷たくなったときに触れば──？」

　ごくり、とミナは真顔で喉を鳴らす。

「いつでも、あったかい……！」

「そう、その通り。ベッド用に大きめの物もあるから、今夜さっそく使うといいよ」

「わぁーい！　レイジさん、ありがとうございますー！」

　おれの手を握ってぶんぶんミナは振る。

「レイジさんは、救世主です。指先の」

「ニッチな救世主もいたもんだな」

「これは、女性にウケますよ、きっと。だいたいの女性は、この季節になると指先が冷たくて参ってしまいますので。一般的であるところのわたしが言うんですから、間違いありません！」

　相当この薬を気に入ったらしい。

　自称一般的な女性のミナの言うことを信じて、明日から店に並べるべく創薬に勤しむことにした。

　夕飯に呼ばれて、店を閉めてきたノエラと食卓につく。

「薬、出来た？」

「おう。これ、あったかいぞ？　これなら、寒くてもそんなに困らない」

　携帯用【即席あんか】を渡してみると、珍しくノエラが深刻そうな顔をしている。

「ノエラさん、これすごいんですよ？　これがあれば、ノエラさんと一緒のベッドでなくてもやっていけそうです」

「るぅ……あったかいは、困る」

　そんなことをぼそっとつぶやいた。

　……なんで困るんだろう？







　この疑問が解けるのは、翌朝のことだった。

　おれも試しに大瓶の【即席あんか】を使ってみたのだけど、これがなかなか快適だった。

　布団の中に春がやってきたかのような心地よさがある。

　あったかいのに、フニフニと出来たり、モフモフの感触があって、スベスベで肌触りも抜群。

　こりゃ、バカ売れ間違いなしだ、と半分寝ている状態でそんなことを思った。

「レイジさーん。朝ですよー？　あったかいから、寝過ごしそうになる気持ちはわかりますけど──お仕事はじめないと、ん……？　毛布の膨らみ方に違和感が……？　あ！」

　バサッ。

　毛布を剥ぎ取られたおれは、モフっとする【即席あんか】を抱きしめた。

「何すんだよ……寒いだろ……」

「ノエラさんがいないと思ったら──！」

　ミナがやたらと騒ぐからおれは目を開けた。

　モフモフの巨大ねこじゃらしのような白い尻尾が目の前にあって、

「あるじ起きたっ！」

　ノエラが隣にいて、嬉しそうに耳をぴこぴこと動かしている。

「ん？　なんでノエラが？」

　寒っ。

　ぶるりと体を震わせて、ベッドに入れておいたはずの【即席あんか】を探す。

　けど、ない。

　あれ？　どこいった？

「レイジさんのベッドにいたんですね、ノエラさん。どうりで姿を見ないわけです」

　ミナが持っている毛布を奪い返そうと手を伸ばすけど、あっさりかわされた。

　仕方ないから起きることにして、ベッドにあぐらをかいたまま、大きなあくびをひとつする。

「で。なんでノエラはおれのベッドにいたわけ？　【即席あんか】もどっかいってるし……」

　ほんと、どこ行ったんだろう。

　寝る前に確かに入れておいたし、寝入るまで足の指先をあっためていたのに。

「ノエラがポイした」

「何ポイしてくれてんだよ」

「あるじの『あったかい』は、ノエラの役」

　ベッドを転がってこっちにやってくると、ノエラはあぐらの中に腰をおろした。

　うん、確かにノエラのほうがあったかい。

「なるほど、そういうことですか」

「どういうこと？」

「たぶん、ノエラさんは『あったかい』の役割をレイジさんの薬に取られるのが嫌だったんじゃないかと」

「ああ、それでポイしたのか。……そういうこと？」

　目の前にいるノエラに訊いてみると「……内緒」とだけ言った。

　愛うい奴め。

　おれはわしわしとノエラの頭を撫でた。

　そういうわけで【即席あんか】をおれが使うのはやめることにした。

　ノエラが薬に焼きもちをやいてしまうから。

「布団の中は寒くないから」

　そう言うと、なら良し、と言わんばかりにノエラは大きくうなずいた。

　これで、もうベッドに潜り込んでくることはないだろう。

　新薬の【即席あんか】は、すぐに温かくなる点や、ポケットに入れられる点、一晩中温かいという持続性がかなりお客さんたちには好評だった。

　男性にも需要はあったけど、ミナの言った通り女性にかなりの需要があり、最近では一番売れたヒット商品になった。










３　大掃除は戦である




　ノエラとミナが買い物に出かけたのを見送って、おれとエジルはのんびりと店番をすることにした。

　今朝の冷え込みは相当なもので、吐く息は真っ白で、店の中も結構寒い。

「先生。この季節になると、魔王城を隅々まで大掃除するのですが」

「魔王城、大掃除なんてするの？」

「はい。当たり前です。クリーンな城でなければ、良い侵略など出来ませんから」

「ピカピカで綺麗な魔王城とか、なんか見たくねえな……」

　床はぬちょっとしてたり、コケが生えていたり、蜘蛛の巣とか張ってて欲しい。

　綺麗な魔王城なんて、イメージ台無しだ。

「それで。部下たちの手際が悪くて、余はいつもイライラするんです」

「じゃおまえがやれよ。それ系のクリーンな魔法使ってさ。なんでも部下のせいにすんじゃねーよ」

「た。確かに……その通りかもしれません」

　懐から取り出した冊子にさらさら、と何か書いていくエジル。




『なんでも部下のせいにするな。何かするときは、まず、上司の自分から動け』




　魔王が、すごくまともなことを真面目な顔でメモしている。

　冊子を閉じると、表紙には『レイジ先生名言録』と書かれていた。

「メモんな！　やめろって、恥ずかしいから！」

「どうしてですか！　先生が、弟子の余のことを想って説いてくださった教えなのに。余の心に響いた先生の言葉は、すべてここに記してあります」

「おれ、そういう先生じゃないし、というか、先生のつもりもさっぱりないし。弟子に説いた教えって、おれは孔子かっての」

　冊子を取りあげようとしたけど、相手は魔王。おれの攻撃を軽々回避する。

　三分で体力が尽きたおれは、早々に冊子を諦めた。

「先生が先ほどおっしゃった、クリーンなお掃除魔法なのですが、そういった魔法を少なくとも余は知りません。ニンゲンの魔法には、そういったものがあるのでしょうか？」

「おれに訊くなって。おれは魔法使いじゃなくて薬屋なんだし」

「では、先生。作っていただけませんか？」

「へ？　何を？」

「お掃除魔法です」

「出来るかーいっ！　おまえ、今までこの店でなに見てたんだよ？」

　おれは、薬しか作らなかったのに。魔法なんて一回だって作った試しはない。

「何を見てたですって？　──先生が不可能を可能にするところですよっ！」

　何を言ってるんですか、本人が、まったく！　みたいな勢いで見つめられた。

「それ胡散臭い奴じゃねえか！　熱狂的な信者と教祖の図になってる……」

　物は言いようだな。

　作った薬でみんなの困り事を解決していたから、そんなふうに見えたんだろう。

「なるほど、今まで余は、薬を作っていただいたにもかかわらず、お礼というお礼をしてきませんでした」

「いやいや。見返りがないから『新魔法は作れない』って拒否ってるわけじゃないんだぞ？」

　そもそも、そんなの出来ないからね？

「今回は、お礼を用意いたしております。ちゃちゃっと、お掃除が終わるお掃除魔法を開発してくだされば」

「されば？」

「スタイル抜群な上に淫乱な魔王軍えりすぐりのサキュバスを数体、余が転移魔法でここまでデリバリーします」

「デリバリー言うな」

「お気に召しませんでしたか……？」

　ああ。このお礼は、エジルなりに、おれのことを考えてのものだったのか。

「そうじゃなくって。お礼は要らないってこと」

　お掃除魔法なんて作れないから。

「先生……」

　熱い眼差しで見つめられた。

「いやいや、無理だからね？　お掃除魔法とか、無理……ん？　スキルが反応してる。出来なくもない、のか？」

「先生ぇ～っ！」

　飛びついてきたエジルの顔面を掴んで、一定の距離を堅守する。

「ちょっと作ってくっから、おまえは店番してろ」

「了解です！」

　創薬スキルだから、新魔法が作れるわけじゃない。

　作るのはあくまで薬だ。

　創薬室にこもって、今まで作った【ボディソープfor men】と【食器用洗剤】を掛け合わせ、洗浄要素を強くする。




【強力激落ちジェル：拭くだけでピカピカになる万能型の掃除用洗剤。カビの予防も出来る】




　さっそく出来あがった新薬を試してみることにして、おれは雑巾を手にとってジェルを少量つける。

　最近気になっていた創薬室の汚れを見つけ、軽～く、床をふきふき。

　キラリーン、と拭いた一部分が輝いていた。

「す、すげぇえええええええええええええ!?　超キレイになってるぅううううううううう!?」

　散らかっていた創薬室を片付けて、床を雑巾がけする。

　おれが通ったところだけ、どんどんキレイになっていく。

　なにこれ、超楽しい。

「先生！　どうしましたか！」

　おれの声を聞きつけたエジルがやってくる。

「見てみ、これ」

「創薬室が──!?　生まれ変わった!?」

　そうだろう、そうだろう。

「雑然としていて、汚れは汚れたままだったのに。どうにもならなそうな液染みが多数存在して、余も掃除を諦めていた、この床がっ！」

　この魔王、結構キレイ好きなんだな。

「おい、エジル。ミナとノエラが帰ってくるまでに、店と家、全部キレイにしてビビらせてやろうぜ？」

「お好きですね、先生も……。ククク。もちろん余も好きですよ、掃除」

「まずはリビングだ、行くぞぉおおおおおおおおおお！」

「おぉおおおおおおおおおおおおお！」

　雑巾と新薬の瓶を持ったおれたちは、手始めにリビングを攻める。

「おれは壁を攻める」

「では、余は床を──」

「バカヤロウ！　掃除は上から攻めるのがセオリーだ！　おまえも王なら、王道を往け」

「はい、先生っ！　……王なら、王道を、往くべし……っと」

「メモんなメモんな！　おまえは窓だ」

「了解ですッ」

「雑巾は戦友！　繰り返せ」

「雑巾は戦友！　雑巾は戦友！」

「力が入り過ぎだ、エジル！　雑巾は戦友。もっと優しく扱え！　左手は添えるだけだと言っただろう!?」

「すみませんでしたッ」

「ノエラが驚く顔が見たいか!?」

「見たいです、先生！　なるほど、そのときに余の想いを伝えればきっとノエラさんも余のことを好きに──」

「それは無理だと思う」

「あ…………はい……」

　ネジがどっかにぶっ飛んだおれたちは、ハイテンションを維持しリビングを攻略。勢いそのままにダイニング、キッチン、おれの部屋、浴室、トイレ、店舗と続けて攻略した。

　よし……あとは、ミナとノエラの部屋だ。

　入ることを禁止されているわけではないけど、妙に緊張する。

　それはエジルも同じらしく、さっきまでと違い、ぎこちなく掃除をしていた。

「先生、ここらへんは掃除しなくてもいいんでしょうか？」

　指差した先には、衣類やら何やらがまとめて入っている棚があった。

「エジル、やめとけ。…………死ぬぞ？」

　おれが一回不用意に近づこうとしたら、結構な勢いで怒られたことがあった。

　だから、まあ、何が入っているのかすぐに察せられた。

「せ、先生をもってしても危険な場所ということですか……。ならば……なおのこと、この余が……」

　深刻な顔でぶつくさ言っているエジル。

　粗方終わったあたりで、店のほうからミナとノエラの声がした。

　買い物から帰ってきたらしい。

「あれ？　すごいですー！　お店がピッカピカになっています！」

「店きれい！　きれい！」

　店にむかうと、案の定いた二人が、驚いた表情であちこちを見ている。

「店だけじゃないんだ。家の中も同じくらいにキレイにしたんだ」

「そんなの、言ってくれればわたしがやったんですよ？　レイジさん、お仕事お忙しいのに……」

「いいんだって。二人の驚く顔が見たかったんだから」

　ぽこぽことミナがおれを叩く。

「もぉー！　もぉー！　レイジさん素敵です……！　お夕飯、レイジさんの好きな物作っちゃうんですからーっ」

　ノエラは隅々を見ては、ほぉーと感嘆の声を漏らしている。

「あるじ、頑張った。あるじ、すごい」

　おれに飛びついて来ると、ノエラが頭を撫でてくれた。

「そういえば、エジルさんの姿が見えませんけど、おつかいですか？」

「ああ。エジルは、まだ二人の部屋、かな？　さっきまで掃除してたんだ」

「えぇぇ……わたしたちのお部屋、ですか？」

「掃除するだけだから、余計なことはしてないよ」

　様子を見るため三人で部屋へとむかう。

「おーい、エジル？　掃除終わったかー？」

　訊いてみても、返事がない。

　いないのか、とおれは扉を開けた。

　壁や床もピカピカにきちんと掃除されているミナとノエラの部屋。

　例の棚の前で、エジルが鼻血を流してぶっ倒れていた。

　エジルの手には、ミナの下着が握られていた。

　志半ばで果てたらしい。

「「……」」

　ミナとノエラがゴミを見る目で魔王を見ていた。

　好奇心と性欲のダブルアタックに、エジルは敗北したんだ。

　あのブラックボックスは、おれでも近寄ろうとすると怒られるかていら。

　二人の下着が入ってるんだろうなーってのは予想がついた。

　二人が助走をつけてエジルに蹴りをお見舞いする。

　めきょっ、ていう音と一緒に、ボキッって音も聞こえた。

　ツインシュートが決まり、凄まじい勢いでエジルは窓からぶっ飛んでいった。

「まあ、そうなりますよね」

　おれはポーションを持って外に出る。

　ボロ雑巾のように道端に転がるエジルを抱え起こした。

「せ、先生……」

「負けたみたいだな、エジル」
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「余は、余は……ダメ、でした……」

　エジルは、息をするのもツラそうだ。

「エジル、いいんだ。もうしゃべるな」

「二人の、反応は、どう、でしたか。キレイになったって、喜んで、ましたか……？」

　エジルは虚ろな目でどこかに手を伸ばす。

　おれはその手を握り、うんうん、と何度もうなずいた。

「そのことだけど、キレイになったとか関係なくて。シンプルに嫌がってた。シリアスな嫌悪感丸出しだったぞ」

「そう、ですか……」

　ふっとエジルの手から力が抜けた。

「エジル？　おい、エジル。……エジィイイイイイイイイイイル──ッ！」

　ポーションを無理やり飲ませて、頬を遠慮なく叩くと目を覚ました。

　普通に生きてた。

　エジルの帰り際に、おれは作ったありったけの【強力激落ちジェル】をエジルに渡してやった。







　後日やってきたエジルに、魔王城大掃除が通常一か月かかるところを、たった二日で終わったと感謝された。

「余は、これなくては生きていけませんッ」

　と、熱っぽくどれだけ威力を発揮したのかを語られた。

　魔王のお墨付きの【強力激落ちジェル】は、店の主力ラインナップのひとつとなり、町のみんなの掃除に大いに役立つのだった。










４　プレゼント




　うさぎ亭で久しぶりに外食をしていると、頼んでいない料理をレナが出してくれた。

「この前は、お魚ありがとう、薬屋さん。これ、お礼ね」

「そんな、わざわざ」

　おれが遠慮する間もなく、ノエラが出されたばかりの貝の酒蒸しを手でつまみはじめた。

　ノエラの食欲にブレーキはないんだろう。

　ミナはちまちまと女の子らしく食事をしている。

　よく噛んで食べたほうがいい、とかなんとか、おばあちゃんみたいなことをさっき言っていた。

「それで、魚はどうだった？　お客さん、喜んでくれた？」

「うん！　それはもちろん！　使いきれなかった魚は干物にしたり、燻製にしたりして長持ちするようにしてるの」

　あ。そっか。

　現代みたいに冷蔵庫も冷凍庫もないから、加工処理しないとダメになるのか。

「けど……痛みやすい野菜もあるから……新鮮なモノってなるとお金もかかるし、難しいんだよねえ」

「あー、それわかりますー！　そうなっちゃいますよねー」

　ミナも会話に参加する。

　一方でノエラは、貝を使って皿に残っている汁をすくって飲んでいる。

　お行儀悪いからやめなさい。

「そういや、買い物したその日しかサラダ出さないよな？」

　他の日の野菜は、大抵火が通っているものばかりだ。

「あ。気づきました？　そうなんですよー。ノエラさんは傷んでても気にせず食べそうですけど、調理を任される者としては、お腹壊されるのは嫌ですし」

「大変だよねぇ」

「ですねぇ」

　ふうーん、と鼻を鳴らしておれはパスタをつつく。

　そういや、刺身とかこっちの世界来てから食ってないな……。

　保存が効かないことや、海や川から遠いことが要因なんだろう。

　そもそも魚をナマで食べるっていう文化すらないようだし。

　……作ってみるか、冷蔵庫。

　おれは主婦トークに花を咲かせているミナに、

「支払いはこれで頼むよ」

　そう言って財布を預けて席を立った。

「レイジさん、どこか行くんですか？　今日は定休日ですよ？」

「ああ、うん。ちょっとな」

　ノエラは……まあいいか。

　あの汁が相当気に入ったみたいで、皿をぺろぺろ一生懸命舐めている。

　お行儀悪いからやめなさい。

　うさぎ亭を後にしたおれは、ポーラの道具屋へむかった。

　今日はウチが定休日だって知っているから、大人しく店番でもしているだろう。

「こんにちはー」

　店内へ入ると、カウンターの上に突っ伏してポーラが寝ていた。

「おーい、客だぞー。起きろー」

　ゆさゆさ肩を揺らすと、顔をあげた。

　けど、眼鏡はズレたままぐちゃっとなっている。

「え……なに……？　客？　いないじゃん……」

「おれおれ。おれだよ、おれ」

「お金は貸さないよ？」

「詐欺やってるわけじゃねえんだよ！」

　このおとぼけお姉さんときたら……！

　おれを暇つぶし先の店主くらいにしか思ってないんだ。

　目をごしごしこすって眼鏡をかけ直して仕切り直す。

「えっと、いらっしゃい、でいいのかな？」

「そう、それが正しい」

「何、どうしたのー？　あ。わかった」

　頬づえをついてポーラはニヤニヤ笑う。

　絶対わかってないな、これ。

「おねーさんが店に来ないから、寂しくなってウチに来」

「違う」

「食い気味で否定することないじゃーん」

　ぶー、とポーラは唇を尖らせる。

「ポーラ、鉄の箱作れる？　結構大きめで……」

　おれは冷蔵庫のことを思い出しながらサイズを注文する。

　最悪、家庭用みたいに大きくなくても、ワンドアタイプみたいに小さくてもいいと伝えた。

「職人に頼めば作れなくもないけどさー。どうすんの、そんな鉄の箱」

「おれは、この町の食生活に革命を起こす」

「なにそれ、面白そうじゃん！　ウチも一枚噛むーっ」

　詳しいことは何も言ってないのに、興味を示したことにまっしぐらなのは相変わらずだ。

「いいか、ポーラ。詳細はこうだ……」

　冷蔵庫の特徴を書き記し、おれはポーラと意見をやりとりしながら細部を詰めていく。

「職人さんと相談しなきゃダメな部分もあるけど、これなら問題ないはずだよ。すごいね、これ。実現したら本当に革命だよ！」

「よし。それじゃ頼む！」

　ポーラとがっちり握手して、おれは道具屋を後にし店へ戻った。

　やることと言えば、新薬の創薬と【冷却ジェル】の量産だ。

　まずは簡単に試作品を作ることになっているから、それが出来あがるのがだいたい二日ほど。

　そんなに早く作れるのか心配していたら、

『ウチの仕事を最優先させるようにアイツらには言っておくから！　おねーさんに任せなさい！』

　と、頼もしげなことをポーラは言った。

「よし、これなら──」




【防腐剤：空気に触れることで付近の物を腐りにくくする効果がある】




　瓶の中は液体だけど、栓を抜いておいておけば効果がある置き型タイプの薬だ。

　帰ってきたノエラとミナに怪訝な顔をされながら、おれは創薬にいそしむ。

「レイジさん。お休みなんですから、お仕事はやめておいたほうが……」

「あ。うん、ありがとう。でも、あとちょっとだから」

「はい、わかりました。頑張ってくださいね？」

　ミナが笑顔を残してそっと創薬室の扉を閉めた。

　完成したらきっと驚くだろう。

　そして二日後。

　試作品が道具屋に届き、おれは薬を二種類持ってポーラのところへむかった。

「レーくん、どうよこれ」

　店の真ん中にひと抱えほどの大きさの鉄箱が置いてあり、その上にポーラが座っていた。

　鉄箱の高さはおれの膝丈くらい。奥行きも十分。

　接いである鉄板は、耐久性を残したままギリギリまで薄くしてあった。

「お。これなら、中がちゃんと冷えるかも」

「リクエスト通りっしょー？」

　さっそく、おれたちは箱の周囲に【冷却ジェル】をぺとぺと塗った。

　しばらくして。

　おれは木の持ち手を握って鉄箱の扉を開ける。

　すーっと冷気が漂ってきた。

　ポーラが腕を突っ込んだ。

「うほぉおおおおお!?　すげー！　キンキンに冷えてやがる!!」

「そこまで冷えてねえよ」

　けど気持ちはわかる。

　何度くらいかはわからないけど、冬の水みたいな冷たさがある。

「つってもさー。これ、ずっと続かないと意味ないんだよ？」

「わかってるよ」

　だから今回、大量に【冷却ジェル】を作ったんだし。

「ウチ、ちょっと入ってみるねー」

　いっぱい塗っておけばそれなりに持続するだろうって思って──、

「へ？　入る？　って、もう入ってるし！」

　気づいたときには、扉はぱたん、と閉じられたところだった。

　一〇分経っても、うんともすんとも言わない。

　……大丈夫か、ポーラ。

　扉を開けてみると、ころん、とポーラが出てきた。

　真っ青な顔でガクブル震えている。

「しゅごい、冷えてりゅ……」

【冷却ジェル】って、かなり冷えるんだった。思い出した。

　ポーラを毛布でつつんで、一旦おれは店に戻って仕事をこなす。

　夜に道具屋へ行って鉄箱を確認したら、まだ冷えていた。

　これなら十分冷蔵庫として使える。

　おれは台車に絶賛冷え冷え中の冷蔵庫を載せて、店まで運んだ。

　洗い物をしているミナを見つけて声をかけた。

「ミナ、今ちょっといいか？」

「はい。あ、お帰りになっていたんですね。どこ行っていたんです？」

「まあ、ちょっとポーラのところに」

　それはいいから、とおれはミナを冷蔵庫の前まで連れていく。

「レイジさん。これは、一体……？」

「ええっとな、冷蔵庫って言って、中がキンキンに冷えてやがる不思議な箱だ」

「はあ……」

　全然ピンときてないらしい。

　まあ、仕方ないか。この世界に冷蔵庫なんてないんだし。

「魚、肉、野菜、飲み物、その他諸々を、ずーっと冷やし続けてくれるんだ」

「ずっと、ですか？　お魚もお肉もお野菜も……？　ずっと……？」

「ということは、どういうことだ？」

「腐りにくいし、傷みにくい……？」

「そう！　その通り！」

「えええええええええええええええ！　すごいですぅうううううううううう──！」

　ぱかっと中を開けて、「へえええ」とか「ほおおお」とか感心しまくりのミナ。

「これ、ミナにあげる。プレゼント」

「い、いいんでしょうか……いただいてしまっても。これ、とととと、とてつもなくすごいものですよ？」

「需要がありゃまた作るからいいんだよ、そんなの気にしなくて。使い物になりそうかどうか一旦試してみたいのもあるし」

　おれが苦笑すると、ふんす、とミナが意気込んだ。

「わたし、これからもレイジさんのために、美味しいものをいーっぱい作ります！」

「うん。よろしく。楽しみにしてる」

「はいっ」

　ミナは花が咲いたようなとびっきりの笑顔を見せた。

　あ。そうか。

　おれはたぶん、こうやって喜んでくれるところが見たかったのか。

　これはこれで、おれにとってもプレゼントなんだ。

　そんなことをなんとなーく思った。







　後日。

　このシーンは、こっそりあとをつけてきていたポーラに見られていたらしく……。

「いやぁー。レーくんも憎い演出してくれるじゃーん。サプライズプレゼントってやつ？　『楽しみにしてる』『はいっ』ひゅーひゅーだよ、ひゅーひゅー！　もう、おねーさん、体がかゆくなっちゃったよー砂糖吐いちゃうかと思ったよー」

　一人二役でそのときの再現をされまくり、散々ネタにされるのであった。










５　ゴブリンは友達、怖くない




　ここ最近の朝は、少し冷えるけどその分空気が美味いような気がする。

　店で開店準備をしていると、奥では朝食を作る物音が聞こえる。

「うん……平和」

　爽やかな朝日を浴びているとビビがやってきた。

「レイジくん、おはよう」

　そういや、今日はビビとエジルがバイトにやってくる日だったな。

「おう、おはよ」

「ゲギャギャ」

　なんだ、今の鳴き声……？

「ふわぁああ!?　ついてきちゃったよっ!?　ダメだって言ったじゃないか！」

「ギャギャ？」

　ビビがこっちに背をむけてしゃがみこんだ。

「おい、ビビ。どうかしたか？　今の鳴き声……」

　覗きこむと、薄い緑色の生物がいた。人型で、くしゃくしゃの顔に、黄色い目がふたつ。




【ゴブリン：平原、森林に生息する小型の魔物】




「どわぁあああああああああ!?　ゴゴゴゴ、ゴブリン!?　なんで魔物連れてきてんだよ!?」

　おれだってこの世界に来てそれなりに経つから、森や山の中で遠目に魔物を見かけたことくらいある。

　けど、こんな近くで見るのははじめてだ。

「あ、あ、あ、アナベルさんに連絡しないと！」

「あー！　待って待って！　ボクについてきちゃっただけだから、ボクが町の外までつれていくよ！　悪さはさせないから！」

「って言ってもな……。むしろ、ビビは大丈夫なのか？　危なくないの？」

　じりじりとおれはビビとゴブリンから距離を取る。

　自慢じゃないけど、おれがガチで戦えるのは小型犬くらいだ。それ以上のサイズだったり狂暴性をもっていると、相手にならない。おれが。

　ゴブリンと目が合う。

「ギャッ！」

　お、おうふ……び、びっくりした……。

　魔物怖い。射程圏内に入ると噛んできそう。

「ボクは精霊だからね。人間にとっての精霊は、魔物にとっても精霊なんだ」

　魔物にも、精霊は崇める対象という認識があるらしい。

「……この子、この前からずっとボクの湖のところでポツンと一人でいたんだ。群れからはぐれちゃったんだと思う。湖が気に入ったみたいで、ボクの後をついてくるようになっちゃったんだよ。湖で待っててって言ったんだけど……」

　町に入るときまでは、ゴブリンの姿はなかったそうだ。

　猫や犬が使いそうな穴を見つけて入り込んだんだろう。

　まだ朝も早いから通りに人はいない。

　そのおかげで、騒ぎにならずにここまでついて来られたようだ。

「町の外に連れ出すって言ってもな……門兵に捕まれば、ちょっとした騒ぎになるぞ？　連れ込んだビビも処罰の対象になる」

「えぇぇぇぇ……どうしよう……。ボク、精霊なのにぃ……」

　ビビの不幸体質は、一回死なないと治らないのかもしれない。

「外に連れ出せたとしても、結局また町に入ってきちまうんじゃないのか？　門を使わずに中に入って来たんだし。今日は、ビビ、帰ってもいいよ？　忙しくないだろうし、そいつをまずどうにかしてあげよう」

　すると何が悲しかったのか、うるうるとビビは目に涙を溜めた。

「そ、そうやって、ボクを体よく追い払うつもりなんだ……。週三日、ボクはレイジくんのお店で働くのを楽しみにしているのに……」

　楽しみだったんだ。

　引きこもりニートに聞かせてあげたいセリフナンバーワン。

　そうは言っても、誰かに目撃されれば大騒ぎになる。

　どうしたもんか、とおれが首をひねっていると、

　フイン、と空中に魔法陣が現れ、マントをはためかせるエジルがやってきた。

「おはようございます、先生ッ！　わざわざ店先までお出迎えしていただき、恐縮です!!」

　舎弟みたいにビシッと頭をさげる。

「うん、おはよ。あ、ちょうどよかった。エジル、そいつをどうにかしてやってくれないか？」

「そいつ……？」

　おれが指差した先を辿ったエジルは、ビビとゴブリンを見つけたようだ。

「ビビさん、おはよう。そやつは、貴女のペットか何かですか」

「おはよう。エジルくん。ううん、この子、勝手にここまでついて来ちゃって……」

「ギャギャ!?」

　お。ゴブリンがエジルを見てビビった。さすが魔王。

「ギャギャン」

「なあ、エジル、今何て言った？」

「さあ。何と言ったのでしょう」

「あれ。魔王なら言葉わかるんじゃないの？」

「ゴブリンは低能な種族ですので、他種族が理解できる言語というものを持っていないんです。同じゴブリンでなければ、魔王エジルと言えども、意思疎通は出来ないんです」

「なんだ、そうなのか……」

　高位の魔族同士なら、多少言語が違っても意思疎通は出来るけど、知能のレベルが違うから低能なゴブリンとは出来ないらしい。

　人間と犬が意思疎通出来ないのと同じものだとエジルは教えてくれた。

　このゴブリンが、単なる犬や猫やその他の動物ならキリオドラッグで飼ってもいいんだけど、さすがに魔物は厳しい。なんだかんだで、ウチは客商売なわけだし。

「先生。余がこやつを一瞬で塵に変えて御覧に入れましょう。魔王は伊達ではないというのを示すよい機会です」

　ククク、と中二笑いをするエジル。

「だ、ダメだよ！　可哀想じゃないか。群れとはぐれちゃっただけなのに……」

「ギャガギャギャ」

　ゴブリンは何を言っているのかさっぱりわからないけど、おれもビビに同意だ。

「うん、エジルの案は却下。無用な殺生は禁止」

「では、転移魔法で、適当な山の中に連れて行きましょうか」

　それが一番手っ取り早いのかな。

「しかし先生。どの道、群れと合流出来なければこやつはその森でもボッチです。意外かもしれませんが、ゴブリンは仲間意識の強い連中なので、よそ者はいつまでたってもよそ者扱いです」

　転校生はずっと転校生扱いで、一生クラスには馴染めない、ってことらしい。

　それはそれで可哀想だな……。

　そこまで心配してやる義理はないのかもしれないけど。

　はい、とビビが挙手する。

「レイジくん。この子は、本当に群れを探したいのかな？　湖から全然離れようとしないし、そのつもりならすぐに離れると思うんだ」

　うん、一理ある。

　そのとき、創薬スキルが反応し、新薬の材料と手順が思い浮かんだ。

「あぁ、そういうのも作れるんだ」

　思わずこぼれた独りごとに、エジルとビビがこっちを見た。

「エジル、創薬を手伝ってほしい。ちょっと来てくれ」

「──わっかりました！」

　元気よく返事をして、創薬室にむかうおれについてくる。

「え、え。レイジくん、ボクはどうしたら……お仕事は？」

「おまえの今の仕事は、おれが新薬を作るまで、そいつを誰にもバレないようにしておくことだ」

「わ、わかったよ、ボク頑張るっ」

　よろしくーと適当に言って、おれとエジルは創薬室に入った。

　おれたちを見かけたらしいミナが顔を出す。

「レイジさん、朝食が出来ましたよ？」

「朝餉は後ほどにせよッ、女ぁあああ！　今、先生は新薬を作る準備に入られた。……この余を助手に選んでな？」

　おれは、誇らしげにドヤ顔をする魔王の頭をチョップする。

「いた!?」

「『女』じゃねえだろ。なんでミナには超強気なんだよ」

　うふふ、とミナは微笑んでいる。

「いいんですよ、レイジさん。エジルさん、魔王業で色々とストレス溜まってるんですよきっと」

　ミナはそう言い残して戻っていく。

　なんだ、魔王業って。魔王って業種のひとつだったのか。

「フン。女め、知ったふうな口を」と偉そうに言うエジルにもう一回チョップしておく。

　それから、助手の手伝いを得たおれは、テキパキと創薬作業をこなす。




【トランスレイターＤＸレモン味：他種族の言語を理解し話せるようになる液体。レモン味で飲みやすい】




「先生、出来たんですね！」

　光の収まった瓶を見て、エジルが目を輝かせる。

「うん。これを飲めば、あのゴブリンの言葉も理解できるはずだ」

　さっそく、ひと口飲んでみる。

　ほとんどレモンジュースと同じ味で美味しい。

　体に異変は何もない。

　店にお客さんが数人いたので、ノエラとエジルに対応を任せて、ゴブリンとビビを探した。

「あ。レイジくん」

　二人はリビングにいた。

「なんでここに？」

「お客さんが来ちゃったから、それで。何のお薬を作ったの？」

　おれは作ったばかりの新薬を説明し、ビビにも飲ませた。

「あ。美味し」

「ビビ様の口に合ったようで幸いにございます」

「あれ？　レイジくん、今何か言った？」

「おれじゃないって。ビビ様なんて言わないし」

「だよね……」

　まさか、と思いおれたちはゴブリンに目をやる。

「ようやく我の声が届きましたか」

「「きっ、聞こえるぅうううううううううううううううううううう!?」」

　ギャギャって言うのと同時に、副音声みたいな感じで理解できる言葉が聞こえた。

　しかも、かっこいい渋めの武将ボイス。

「び、ビビ。落ち着こう。意思疎通できる薬を飲んだんだ、おれたち」

「そ、そうだったね」

　こほん、と気を取り直して簡単な自己紹介をしてから、ゴブリンに経緯を尋ねてみた。

「なあ、群れはどうしたんだ？　はぐれちまったのか？」

「レイジ殿と申したか。我に名はない。好きに呼ぶとよい」

　ギャって鳴くし、オスっぽいからギャオでいいか。

　ぺたん、とゴブリン──ギャオはあぐらをかいた。

「はぐれたのではありませぬ。群れとは別れたのです」

「なんで、そんなことしちゃったの？　寂しくない？」

　心配そうにビビが言うと、ギャオは「ハッハッハ」と低い声で笑って首を振った。

　声のせいかな。

　どことなく精悍な顔つきにみえてくるから不思議だ。

「仕えるべき主を見つけたが故にございます。身命を賭す覚悟の前に、寂しいなどという感情を我は持ち合わせておりませぬ故」

「へえ、それはすごいね」

　呑気に言っているけど、ビビ、それおまえのことだぞ。

「わ、わかるよ、ボクもその気持ち。ボクもレイジくんを主としてお仕えしている身だからね。週三だけど」

　ズレたことを話すビビは置いといて、話を進める。

「人間のルールで、町にゴブリンや魔物が来ちゃうと討伐されちまうんだ」

「それはしかと承知しております。しかし、精霊の主が人の町にむかうとなれば、警護は必須でしょう」

「なるほど。護衛として、ここまでビビについてきたってことか」

「然様」と、我が意を得たとばかりに、ギャオは深くうなずいた。

「って、わけらしいぞ、ビビ」

「ううん……とっても困るかも。まず、護衛も部下も要らないから」

「なんとっ！」

　遠まわしに遠慮するかと思ったら、不要ってどストレートに言いやがった。

「しかしビビ様。本来なら、精霊神殿を築きそこで住まわれるのが当たり前のこと。我は、ポツンとあそこで暮らすお姿を目の当たりにし、この不憫なお方をお守りせねばと使命感に駆られ──」

「レイジくん、レイジくん。ゴブリンさんの気持ちが重いよぅ」

「目の前で言うなって。聞こえて……」

　おれは小声で言って、そろーりとギャオを見ると死んだ目をしていた。

　主認定されて、勝手に護衛としてつきまとわれちゃ迷惑なのはわかるけど、直球に言い過ぎ。

　群れとも別れてるから、ギャオは後戻りできない。

「あ。じゃあ、こうしよう！　ビビが町にいるときはおれが代わりにビビを守る。それ以外はよろしく、ってな具合でどうだ？　部下を守るのは、主の役目だ」

　危険なことは何もないし、町にいるときに守るってのは単なる方便だ。

　要はギャオが町に来なければ騒ぎにはならないんだし。

　悪意があって付きまとっているなら追い払ってしまえばいいんだけど、ギャオは善意と忠誠心一〇〇％だから余計に扱いづらい。

　ふむ、と納得してくれたのか、ギャオは頭を深くさげた。

「レイジ殿、我が主をお頼み申す」

「うん、任せろ。というわけで、ビビ、町以外はギャオがお供するってよ。よかったな、これでもう寂しい思いをしなくても済むぞ？」

「う、うん……」

　ビビは微妙な顔をしている。

　あんまり嬉しくないらしい。

「では、我はこれで。主、お帰りをお待ち申しております」

　一礼したギャオを裏口に案内して、見送った。

「レイジくん、ボク、今日は帰りたくない……」

　半泣きのビビの肩を叩いて、おれは最高の笑顔で言ってやった。

「ドンマイ！」

「あ～っ！　絶対面白がってるー！　その顔は、なんか面白いこと起きたらいいなって顔だよ！　ゴブリンさんの気持ちが重いんだよぅ……」

「友達が出来たと思えばいいだろ？」

「うん……そういうことにするよ……」

　というわけで、ビビにゴブリンのお供が出来た。

　種族によるのかもしれないけど、魔物も話せばわかってくれるらしい。

　今度機会があれば、別の魔物や犬や猫としゃべってみよう。







　こうして、日常のちょっとした楽しみが増えたのだった。










６　お子様は容赦ない




「やっぱり、威厳が足りないんじゃないかなぁ……」

　おれがビビと一緒に店番をしていると、悩ましげに言った。

「威厳つったって、そんなもん要る？」

「要るよ、要るに決まってるよ！　だってボクは精霊なんだよ？　もう少しそれっぽいオーラがあれば、みんなボクのことをナメないと思うんだ」

　真顔でそんなこと言われてもなぁ。

　こんなことをビビが言いだしたのは、たぶん、あの出来事がきっかけだろう。

　三日前。

　近所のガキんちょどもが店にやってきたときのことだ。

　店番をしていたビビは、ネガティブだし内気だし弱っちい感じ丸出しだから、ガキんちょどもの格好の獲物となった。からかわれて、イジられ、いいように遊ばれた。

　おれがガキでもビビは標的にしただろう。

　どうにかこうにか追い返したものの、すでにビビは半泣きの状態だった。

　それで、威厳がどうこうと言い出したんだろう。

「精霊なんだから、なんか高位魔法的なやつ使えばいいじゃん」

「それは湖にいないと使えないんだよ……」

「へえ。けど、使えるのは使えるんだ。どんな魔法使うの？」

「えへへ……すごいやつ使えるんだ。人間の魔法使いには絶対に無理なやつ」

「おぉ……マジでそれっぽいな」

「湖をキレイに保つ魔法なんだよ！」

「客来ねえな……」

「なんでスルーしたの？　すごいでしょ？　ねえ？　ねえってば」

　なおも魔法に触れないのが不満なのか、ねえねえ、と袖を何回も引っ張る。

「湖の水は、動物や魔物、人間が飲んでも安全な水！　お魚も毎日イキイキ！　こんな湖、この世界のどこにもないんじゃないかな！」

「あのさ、ひんやりしてちょっと寒いから、離れてくんない？」

「あ。ごめんね？　……って、違うよ！　そうじゃないよ！」

「何が違うんだよ。合ってるだろ？　湖の精霊で、低温を保っておかないと人型を維持出来ないんだろう？」

「じゃなくて。魔法のこと、もっとちょうだい！　リアクションや質問！　大絶賛受付中なんだよ？　あ。さては内心すっごく驚いてるんでしょー？」

　ニコニコ、とビビはしょぼい魔法の自慢を続ける。

　そんな魔法使ってんじゃ、威厳なんて一生でねえよ。

「ビビ、なんか必死だな？」

「冷めた目でそういうこと言わないでよっ。そうだよ、必死だよ！　ボク、もうイジメられたくないんだよ！」

「そんじゃあ、魔法はこの際、置いといて」

「え？　なんで!?」

「………………えーと。なんかあったときの切り札」

　切り札という考えが盲点だったらしく、残念な精霊サマはおれに尊敬の眼差しをむけてきている。

　そりゃあもう、キラキラとした純粋な瞳で。

　何の役にも立たなさそうな魔法だから、切り札ってのはもちろん方便だ。

「威厳の出し方で、違うアプローチを考えてみよう。たとえば、ちょっと近寄りがたい雰囲気を出してみるとか」

「近寄りがたいってどういうこと？」

　ピンと来ないのか。

　そうだな、とおれは『近寄りがたい』の例をあげてみた。

「こいつ今機嫌悪いなって思ったときって、声かけにくいだろ？」

　うん、とビビはうなずく。

「じゃあ、ボクは機嫌悪そうにしていたら威厳が出るんだね？」

　威厳とはちょっと違うけど、ガキんちょ対策にはなるかもしれない。

「言い聞かせろ、おまえは超最強の精霊だ。ニンゲンなんて鼻息で吹き飛ばせるくらい強い。おまえの湖が何者かに汚された！」

「うぅぅぅ～～っ！　嫌な気分になってきたぞぉぉぉぉ……」

　奥からミナが顔を出した。

「ビビさん、今からお昼作るんですけど、一緒にお料理しませんか？　この前、やってみたいって言ってたじゃないですか」

「どうして湖を汚すんだよ！　なんでだっ！　ボクは今、機嫌が悪いんだよっ！　料理なんてしないよ！」

「じゃあ、お料理はするつもりがないってことでいいですね」

　ぎこちなく笑って、ミナは引っ込んでしまった。

　ミナの去ったほうを見つめたビビがこっちを見る。

「…………レイジくん」

「どうした」

「ボク、今大切な何かを失ったような気がしたよ」

「奇遇だな。おれもそう思ったところだ」

「奇遇だな、じゃないよ～！　きっと今、ミナちゃんの気分を悪くさせちゃったよ！」

　ぽこぽこ、とビビはおれを叩く。触られた箇所がひんやりする。

「じゃ、見た目を変えてみるってのはどうだ？」

「髭！　髭を生やしたらいいんだね!?」

　ビビが髭を生やしたところを想像してみる。

「なんかのコントか、仮装にしか見えないな……」

「じゃあ、背！　背を高くする。これなら出来るんじゃないかな」

「あ。案外いいかもしれない。威厳というよりは、威圧感出るっぽいし」

　そうとなれば、ビビを立たせて、おれは彼女の後ろに立つ。

「？」

　ビビの股に頭を突っ込んだ。

「わぁああ!?　なに、なになに、なんで!?」

　足を押さえて一気に持ち上げると、肩車の完成。

「どうだ？　高くなったろ？」

「ほんとだ！　高い高い！　あはははは♪　──て、違うよッ！　これじゃ楽しいだけだよ！」

「じゃいいじゃねえか」

「威厳で、威圧感なんだよ、レイジくん。肩車してもらっただけで背は高くなってないよ。作ってよ、レイジくん。お薬。おっきくなるお薬」

「めんどい」

「そんなぁ……。ボクはレイジくんのお店の店員さんなのに。ボクがお子様たちにイジメられててもいいの？　それに、守るってこの前、ギャオに言ったじゃないか」

　ギュイギュイ、とビビが髪の毛を引っ張る。

「いててててて、わかった、わかったから！　作るから髪の毛引っ張るのをヤメロ」

　おれはビビをおろす。あの様子じゃ作らない限りずっと駄々こねそうだ。

「お願いします」

　と、ぺこりとビビは頭をさげた。

「しゃーねーな」とおれはボヤいて創薬室にむかう。

　途中、ミナを見かけたので、さっきのことをおれから説明しておいた。

　創薬室に入って、作業を開始する。

　イメージ的には、身長を三〇センチほど伸びる薬……。

　それほど難しい調合でもないため、手早く作業を終えた。




【ビッガービッゲスト：飲めば体が大きくなる薬。拡大率は飲んだ量に比例する】




「これなら、あのへなちょこ精霊もガキんちょにナメられなくなるだろう」

　ドーピングみたいなもんだけど、ガキなんてもんは一回ビビらせておけばこっちのもんだ。

「おーい、ビビ。出来たぞー？」

　店に戻ってくると、ビビは接客中だった。ガキんちょ五人の。

「うわー男オンナ今日もいるー」

「ねえねえ何してんの？」

「暇そうだなー」

「なんで女なのにボクって言ってんの？」

「そんなん流行んねえよ、ダッセー」

　来たばっかりだろうに、すでにビビは目に大粒の涙を溜めていた。

「い、今は、お仕事中だから。か、帰りなさーい」

　泣くの早ぇよ。

　そりゃナメられても仕方ないか。

「オラァ！　クソガキども！　これはな、とある世界じゃボクっ娘って言って、それなりに市民権得てるキャラなんだよ！　駄菓子は置いてねえんだよ、ハナタレが。とっとと帰れ」

「「「うっせーな、オッサン！」」」

　ピキ、っときた。

　おれは手をゴキゴキと鳴らしてスゴんで見せる。

「見せてやんよぉぉぉぉぉ大人おっさんのガチってやつをなぁあああああああああ！」

　ひゃーと楽しそうな悲鳴をあげてガキんちょどもは店から飛び出していった。

　やれやれ、と息をついてカウンターの席に戻る。

「ったく、クソガキめ」

「レイジくん。助けてくれて、ありがとう」

「いいって。弱いところを見せるからつけあがるんだぞ？　まあいいや。これ、作りたての大きくなる薬」

「これを飲めば、もうあんなふうにナメられることもないんだね？」

　おれが渡すと、嬉しそうに薬を見つめた。

　デカくなったところで、態度がナヨナヨしていたら、結局一緒なのかもしれない。

　でも、ガタイが大きくなれば、もしかするとビビの態度も変わるのかもしれない。

　ぽん、と栓を抜いて、一気に中身を呷った。

「あ。ビビ、それ──」

「ぷはー。おいしっ」

　説明する前に全部飲みやがった！

　じいっと見ていると、どんどんビビの体が大きくなっていく。

「え？　うわわわわわわわ。体が、おっきくなってくー!?」

　ゴンッ。

「あいたっ」

　ビビが、三メートルはある店の天井に頭をぶつけた。

　成長はそこで止まったらしく、ビビが縦と横に倍大きくなった。

　で、でけー。精霊から巨人にビビがクラスチェンジした。

　見あげないと顔が見えない。

「気分はどうだ？」

「視界が広いから、すっごく新鮮だよー」

「あのな、ビビ。ちょっと言いにくいことがある」

「何？」とビビはおれを見おろす。

　服もそのまま大きくなっているので、着ているものが破れることは幸いにしてなかった。

　けど。

「座ってるおれの角度からだと、おまえのパンツ、ずっと丸見えだぞ」

「やぁああああああああああ!?　見ないでよ！」

　ばっとしゃがみこむと、手や足が商品の棚に触れて、瓶が倒れて床に次々に落ちていった。

「うわっ!?　ちょ、まじか！　おまえ、店から一旦出ろって。そのサイズじゃ、店が小さすぎるんだよ」

「あう。ごめんなさい」

　巨人がのそのそとスカートの裾を押さえる。

　おれのほうを見ては「見ちゃダメだからね！」と牽制して、ゆっくり動いて店から出ていった。

　お尻をこっちにむけていたから、フツーにスカートの中は見えた。

　ていうか、パンツの面積も相当でかいから、シーツか何かの布にしか見えない。

　ありがたみに欠けると言うかなんというか……。

「「「うわぁああああああああ!?　デカ女ぁああああああああ！」」」

　幼い悲鳴が聞こえておれも外に出た。

　さっきのガキんちょどもが、ビビを見て指差しているところだった。

　うん。やっぱでかい。二階建ての家と同じくらいの身長がある。

「へへん。どうだい？　君たちが悪さしようものなら、ボクのデコピン一発で空の彼方だよ？」

　ちょっと強気発言をするあたり、やっぱり態度も変わるもんなんだ。

　ビビ、成長したなあ……物理的に。

　イジメられっ子の逆襲が始まる。

　……と、思いきや。

「オレたちが町を守る！　行くぞ！」

「「「おぉぉ！」」」

「散開！」

「「「了解」」」

　ザザザザザ、とビビの周囲をガキんちょたちが包囲する。

「え、え、え、なに、どうしたの？」

　ちょこまか動くガキんちょにビビは戸惑っている。

「攻撃開始！」

「「「うぉおおおお」」」

　小さな木剣を取り出して、ビシビシ、とビビの足に攻撃していく。

「わ。ちょっとやめて！　チクチクするから！」

「「「この町は、オレたちが守るッ」」」

　こんなでっかいやつにむかっていく、勇敢な町の子供たちに、おれは心打たれていた。

　ああ、この町の将来は大丈夫だ、と。

　ガキんちょの一人が上を見あげ、『見える』ことに気づいた。

「うわ、パンツ見える！」

「あ。ちょ、もう、見ないでって！」

　スカートを押さえてももう遅かった。アマゾン川のピラニアのごとく一斉に食いついた。

「パンツも超デカい！」

「デカパン女だ！」

「ねえ、何でパンツ黒色なの？」

「あ、漏らしたんだ！」

「いい歳して漏らすなよなー」

　悲報。精霊、黒色のパンツをはいていたせいで漏らしたと勘違いされる。

「「「漏ぉーらしたっ、漏ぉーらしたっ、漏ぉーらしたっ」」」

　手拍子付きで漏らしたコールがはじまった。

　精神攻撃がハンパない！　子供ってえげつない！

「も、漏らしてないからぁああああああああああああああああああ」

　キーン、と耳鳴りがして、おれは思わず耳を塞いだ。

　声でけー、ギャハハハハハ、とガキんちょたちは大爆笑。

「も、漏らして、ないもん……っ」

　しゃがみこんで、ビビが本格的に泣きはじめた。

　おっきな目から、桶一杯分くらいの涙が次々にこぼれ出す。

　すぐに涙で川ができた。

　なんだろう。似たような光景を、幼稚園とか小学校で見たような気がする。

「いい歳してガチ泣きかよー、男オンナ」

「おいデカパン、これくらいで泣くなよなー」

「ねえ、なんで黒色なのー？」

「もうツマンネ。帰ろうぜー」

「また来るからなー」

　と、泣きやまないビビに飽きたのか、ガキんちょどもは帰っていった。

　ひっくひっく、と喉をしゃくらせながら、まだ赤い目をしているビビ。

「あのガキんちょたちは、遊んで欲しかっただけなんだと思うぞ？」

　好きな子に意地悪をする法則じゃないけど、やっぱり関心のないものを構ったりしないから。

「それでも、ボクは嫌だよぅ……」

　薬の効果が切れて、ビビの体は元に戻った。

　よしよし、とおれは頭を撫でる。

「だからさ、今度は、遊んでみようぜ。追い返すような真似をするから、ムキになってこっちの気を引こうとしてるんだと思うし」

　ビビらせて追い返せばいいんだけど、ビビには難しそうだ。

「友達になっちまおう作戦だ。押してダメなら引いてみろってやつ。案外、仲良くなったりしてな」

「……ちょっと楽しそうかも……」

　えへへ、とビビは笑って、おれも笑みを返した。

　後日、またビビのいる日にやってきたガキんちょ五人組と遊んでみたところ、結構楽しく遊べたらしい。

　よくよく思い返してみれば、ガキんちょが来る日は、ビビが店にいる日だった。

　子供たちにすれば、ビビは近所で見かける年上お姉さんのようなポジションなんだろう。

　気を引こうとしたりからかったりするのも、なんとなくわかるような気がした。

　それでも、ナメられるのが嫌らしいビビは、

「レイジくん、ボクね、強くなるよ」

　と、弱っちいヤンキーみたいなことを口にするのだった。










７　チョコレート・デイ




「レイジ君。そろそろチョコの日じゃん？」

「チョコの日？　なんじゃそれ」

「知らないの、チョコの日。毎年この時期は、日頃言えない気持ちをプレゼントと一緒に渡して伝える日なんだよ」

　遊びにやってきたジラルが、カウンターのむこうで憂鬱そうに頬づえをついた。

　チョコの日で、日頃言えないことを伝える日ってなると、まあバレンタインデーみたいなもんなんだろう。

　この地主の青年当主サマには、ヤンデレ気味な彼女のフェリスさんがいるから、彼女から本命チョコをもらうんだろう。

　げし、とおれはジラルの足を蹴る。

　おれの嫉妬と羨望を込めた蹴りを無視して、ジラルは小さくため息をついた。

「聞いてよ、レイジ君。フェリスが、はりきってチョコを作ってくれるらしいんだけど……」

「へぇ、あ、そう」

　自慢か、自慢なのか。

「フェリスは隣町の良家の娘だし、ろくに料理をしたことがないんだよ。……僕が何を言いたいか、わかるだろう？」

「胃薬渡しておくので、食後に飲んでくださいね？」

「そういうことなんだけど、そうじゃないんだよぉ～」

　おれが棚から出した胃薬を置くと、情けない声を出してジラルはカウンターにぺちゃんと突っ伏す。

「何が違うんだよ？　彼女のクソマズ料理を食ったあとのことを心配してるんじゃないの？」

「それも心配。あ、胃薬は前にもらったのが残ってるから、大丈夫」

　瓶をすいっとおれのほうへ差し戻すジラル。

「美味しく食べてあげたいんだ」

「無理な相談だな。なんでプレゼントもらう側が気を使わなきゃいけないんだよ」

　そうなんだけどさぁ～、と頬をカウンターにくっつけたままジラルがうじうじしている。

「僕は隠すのが下手だから、すぐ顔に出ちゃうんだ。口では『美味しいよ』って言ってあげられるけど、顔を見ればそれがお世辞や嘘だってことがすぐバレる」

「バレれば、『え、私のチョコってもしかしてクソマズ？　ジラルのためにもこれからお料理頑張ろう！』ってなるんじゃないの？」

　そんな展開なら料理は下手だけど健気な彼女に思えなくもない。

　けど、そうじゃないらしい。

「そうだったらどれだけ良かったか。……一度、手料理を振る舞ってもらったことがあって、僕が真っ青な顔で『美味しいよ』ってお世辞を言ったんだ。そしたら、お世辞だってすぐバレて『何がそんなに気に入らないの』って、ガチシリアスな感じで怒るんだよぉ……」

「彼女のいない奴の前でそんな愚痴をこぼしたら、おまえ、『贅沢言うな』って切り捨てられて相談終了だぞ」

　相変わらずジラルとフェリスさんのカップルは面倒くさい。

　まあ、その面倒さが第三者のおれからすると面白くもあるのだけど。

「そんなこと言わないでよぉ……『他の女の手料理食べてるから私の料理が不味く感じるんでしょッ!?　そうなんでしょッ!?　ねえッ!?』って」

「ヒスるのか」

「ヒスるんだよ。それだけならいいけど、ナイフ振り回すんだよ……格段に扱い上手くなってきてるんだよ……」

　ああ、身の危険を感じているから、美味しく食べてあげたいのか。

「つってもなあ……。それだったら、ウチのミナを派遣してお料理教室開くとか」

「教えてもらうのはいいけど、ちゃんと覚えられるかなぁ……」

　美人は美人だけど、どこか陰のあるフェリスさんの姿をおれは思い浮かべた。

　事件のにおいしかしない人だからな……傷害とか、殺人未遂とか、そっち系の。

「レイジ君、このままじゃ僕、そう遠くないうちに死ぬよ」

「誰だってそうだよ」

「友達じゃないか、助けてよぉ……」

　半泣きの状態で、うねうねとナメクジみたいに動くジラルを見て、おれは降参したようにため息をついた。

「仕方ねーな。今からどうにか出来そうな薬作ってやるから」

「イエッ、マイフレンッ」

「イエー、マイフレンド」

　バシン、とおれたちはハイタッチした。

　なんだ、このノリ。

「その代わり、ちょっと店番頼む。お客さん来たら奥の創薬室まで呼びに来てくれればいいから」

「了解。……あれ？　ミナさんやノエラちゃんは、今日はいないの？」

「昼前くらいに、うさぎ亭に用があるからって出かけて、夜にならないと帰ってこないらしい」

　うさぎ亭の手伝いか何かを頼まれたんだろうか。

　確か、今日は定休日だって話だけど。

　エレインもウチに来て三人で一緒に出かけていった。

　けど、エレインがいるとなると、手伝いをするってわけじゃないだろう。

「そういえば来る途中、ポーラさんや傭兵のお姉さんと、あとはエルフの娘も見かけたっけ……。──あ、なるほどなるほど。そりゃ、ウチでは出来ないか」

「女子会だろ、たぶん。……何ニヤニヤしてるんだよ」

「いやいや。良かったね、レイジ君」

　話がさっぱり見えない。頭にいっぱいの『？』をつけたおれは、

「ああ、うん、良かった」

　と、何もわからないけど適当に返事をしておいた。

　ポーラとアナベルさん、あとはリリカもいるらしい。

　定休日のうさぎ亭を貸し切って、女子だけのホームパーティ的な何かでもやってるんだろうか。

　疑問はさておき、おれは店から創薬室へ移動する。

「美味しく食べられる薬、か……」

　あぐらをかいて、腕組みをして考えるポーズ。

　美味しく食べられるって言っても、味の好みは人それぞれだし、もしかするとジラルの口に合わないってだけで、フェリスさんの料理はそれほどマズイものじゃないのかもしれない。

　じゃあ食べてみろって言われれば全力で遠慮するけど。

「あ。そうか。顔に出てすぐバレるって言ってたな……？」

　ピキーンと閃くと同時に、創薬スキルが反応した。

　うん。これなら、ナイフを振り回されなくなるかもしれない。

　創薬を終えて、店番をしてくれているジラルの元に新薬を持っていった。

「よく聞け、ジラル。こいつは美味しくなる薬じゃないからな？」

　そうひと言前置きをして、薬の説明をすると「なるほどなるほど」と納得いった顔をした。

「ありがとう、レイジ君！　これなら刺される心配はなくなるね！」

　刺される心配は常にしておいたほうがよさそうだけどな。

　おれは手を振って去っていくジラルの背を見送った。

　在庫のポーション一個あげればよかった。

　あたりがすっかり暗くなった頃、閉店の作業をしているとミナとノエラが帰ってきた。

「あるじ、ただいま」

「ただいま戻りましたー。レイジさん、今日は一日空けてしまってすみません」

「ううん。お帰り。どうだった、女子会は？」

　よく見れば、二人は手に紙袋をさげていた。

　うさぎ亭でもらったお土産……？

「あるじっ、あるじ──」

「ノエラさん、ちょっとストップ──」

　何か言いたそうなノエラの口をミナが慌てて塞いだ。

「今日は内緒ってさんざん言ったじゃないですか。言っていいのは明日ですよ、明日」

「る!?　ノエラ、忘れてた」

「あー。えと、その……女子会は楽しかったですよー？」

　何か隠してるな、この二人。

　明日になったら教えてくれるらしいので、おれは深く訊かないでおくことにした。

　てか、もうノエラが言いたそうにウズウズしている。

　言いそうになって、我に帰って首をぶんぶん振るのを繰り返していた。







　翌朝、凄まじい力で体が揺れていることに気づいておれはバッと体を起こした。

「な、なんだ、地震か!?」

「あるじ、おはよう」

　布団の上でノエラがおれにまたがっていて、手にはリボンのついた箱を持っていた。

　地震の犯人はノエラだったらしい。

「ノエラの感謝！」

「は？　なに？　え。どういうこと？」

　ぽい、と包装紙をはがしたノエラは、箱を開けてチョコを取り出した。

「あるじ、これ食う！」

　ずもっ。

　チョコが口に押し込まれた。

「美味の味？　ノエラ、作った。美味の味？」

　口の中がチョコだらけだったけど、溶けてしまってすぐになくなった。

「あ──。うん。結構美味い」

「るーっ♪」

　ノエラがおれにしがみついてきて、わさわさと尻尾を振った。

　ああ、昨日ジラルが言っていたチョコの日ってのは今日のことなのか。

　ノエラと一緒に開店準備をしていると、ガラガラガラ、と音を立てて馬車がやってくる。

　ドアが開くと、思った通りエレインが降りてきた。

「レイジ様、ノエラさん、御機嫌よう。わたくしが参りましたわ」

　肩に載った縦ロールを指先で弾いたエレイン。

「はい、ご機嫌よう」

「ご機嫌よう」

「えと、その……、れ、レイジ様は、こちらにどうぞお越しください……」

　馬車に戻ったエレインが手招きをする。

　何だろう、と馬車に乗ろうとすると、

「ノエラさんはダメですわっ」

「る」

　あとをついてきたノエラが不満そうに店に戻っていった。

　誘われるままに、おれはエレインのむかいに座る。

「朝イチで店に来てどうかした？」

「お。お父様以外の、殿方に、何かを差し上げるのがはじめてですので、何か無作法があったらお許しください。あのあの、あの、ここ、これっ」

　差し出されたのは手のひらに載せられるくらいの箱だった。

「じょ、上手に出来たかどうかはわからないのですけれど、わたくし、作りましたのっ！　お。おおお、お慕い申し上げるレイジ様のためにっ」

「お、おお。あ、ありがとう」

　何やらやけに意気込んでいるから、どうしたのかと思えばチョコを作ってくれたらしい。

「お、お口に合うと、いいのですけれど……」

「ありがとう。大丈夫だよ、きっと美味いから」

「あぁ、レイジ様……っ。はしたないエレインをお許しください、お父様お母様……」

　目をつむったエレインが、少しだけ唇を突き出した。

「？」

　あ、ノエラのやつ仕事サボってどっか行きやがったな。開店準備が全然進んでねえ。

　おれは馬車を降りて、御者のおじさんに「もういいみたいですよ？」と告げた。

　ピシン、と鞭を振るうと、パカパパカと二頭の馬が走り出した。

　……エレインのやつ、まだ目ぇつむってる。

　馬車が遠くに行ってしまったあたりで、

「思っていたチョコの日とは違いましたわぁ～っ！」

　というエレインの声が聞こえてきた。

　それから立て続けに、ポーラとアナベルさん、リリカにうさぎ亭のレナからもチョコをもらった。

　バレンタインデーには、母からしかチョコをもらったことのないおれにしてみれば大戦果である。

　そして。

　夕方に差しかかろうかという時間に、ジラルがやってきた。

「レイジ君──！」

「へいへい、どうしたよ、マイフレン」

「ヘーイ」とジラルが手をあげると、おれも「ヘイ」と手をあげて、バシンとハイタッチ。

　これが最近、おれとジラルの間だけで流行ってる挨拶だ。

「使ったんだろ？　【クルーム】。どうだった？　少なくとも、マズイ思いはしなかったはずだ」

「完璧！　本当に君が言った通りだったよ！」

　ジラルは興奮気味におれの手を握ってぶんぶんと振る。

　それから、中の液体が残った瓶を見せてくれた。

　おれが昨日、ジラルに作ってやった新薬だ。




【クルーム：飲むと嗅覚や触覚に作用し、味覚を鈍らせる効果がある】




　別に、美味しく食べられなくたっていいんだ。

　どうしてジラルが「美味しく食べたい」なんて言い出したのかというと、マズイって思ったらそれが顔に出てフェリスさんに怒られるから。

「美味しい」って感覚は人それぞれだし、食べ物を美味しくする薬ってのは難しい。

　それなら、マズイと感じないようにしてやればいい。

　美味しいとも感じないのが欠点だけど。

「まあ、よかったよ。ジラルが刺されなくて」

「ほんとに冗談じゃないからね……刺されるかもってのは。フェリスも、不慣れなことは自覚していたみたいで、もっと上手になるからって言ってたよ」

「その実験台がおまえってわけか」

「ははは。まあね。けど、今度は、薬なしで食べてみようと思う。ほんとに美味しくてもわからないんじゃ、フェリスに失礼だから」

「おまえみたいなやつから、戦場では命を落としていくんだろうな」

「不吉なこと言うなよ。ま、けど、レイジ君のおかげで」

「イチャイチャちゅっちゅだったわけですね、わかりますわかります」

「あ、やっぱりわかる？」

「──帰れ！　リア充は帰れ！」

　あはは、と笑うジラルは、最後にもう一度おれにお礼を言って帰っていった。

　まったく。リア充という人種はナチュラルに他人を攻撃してくるから困る。

　もらったチョコをおやつにして食べながら、ぼんやり店番をしていると、ミナが奥から顔を出した。

「レイジさん、レイジさん。今お時間いいですか？」

「え？　ああ。いいよ」

「レイジさんには日ごろとってもお世話になっていますし、その、感謝の気持ちを込めて作ってきました。チョコの日ではありますけど、わたしからは、これです」

　ミナがおれに差し出したのはロールケーキだった。二切れが皿の上に載っている。

「甘い物ばかりで恐縮ですけど、どうぞ召し上がってください。あ、まだ残っていますので、気に入ったら食べてくださいね。ノエラさんに見つかると全部食べられてしまうと思うので」

「うん、ありがとう」

　フォークでひと口食べてみる。

　ふわふわで、クリームは甘さ控えめで、これならいくらでも食べられそうだ。

「さすがミナ。美味い。うさぎ亭にみんなが集まったのは今日のためか」

「バレちゃいましたか」

「どうりで、みんなのチョコが美味いわけだ」

　ミナ監修のもと、みんなでチョコ作りをしたんだろう。

　ぱくぱく、と食べるおれを見るのがそんなに楽しいのか、ミナが微笑んでいる。

「お茶入れてきますね？」

　ひと言告げてミナはキッチンのほうへ行ってしまった。

　あ。ロールケーキのおかわり頼んでおけばよかった。

「あーっ！　ノエラさんが全部食べてますー!?　どうして全部食べたんですか！　あれは、レイジさんのために作ったケーキなのに！」

「ち、ち、違う。ノエラ、食べてない」

「口の横にクリームついてますっ」

「るっ!?」

　奥から聞こえる会話におれは思わず笑った。

　みんなからもらったチョコを、またひとつつまんで口に放る。

　お返し、ちゃんとしなくちゃいけないなぁ。

　甘い物を食ってると、それだけでなんだか幸せな気分になるから不思議だ。

　本命・義理関係なく、もらうとやっぱ嬉しい。

「しかし、チョコうめぇな」

　モリモリ食べすぎて、夕飯があまり食べられなくなってミナに不満そうにされたのは言うまでもないだろう。







　新薬の【クルーム】は、お子様には苦いと噂の風邪薬と一緒に売ることにした。

　子供が薬を飲まない、と悩んでいるお母さんには、大層評判の商品となった。










８　風邪はむしろ、ひくよりもうつされるタイプ




　やたらとエジルが、ケホケホと咳をしている。

　……風邪か？

　おれは店のカウンターに頬づえをつきながら、はたきで棚の掃除をしているエジルに訊いた。

「エジル。おまえ、魔王なのに風邪ひくことってあるの？」

「カゼとは、なんですか、先生」

「ちょっとした病の一種だ」

　やはり、とエジルは深刻な顔をする。

「寒い季節になると、毎年、このようにゴホンゴホンと咳をしてしまうんです。ニンゲンが送りつけたタチの悪い細菌兵器の類でしょう。まったく、嫌らしい手を使うものです」

「いや、風邪だろそれ」

「体がダルくなったり、熱が出ることもありますが、心配は要りません。二日ほど養生すれば、この魔王エジル、全快いたしますので」

「いや、だから風邪だって、それ」

　ズビビ、とエジルは鼻水をすする。

　どことなく目もぼんやりしていて、顔も少し赤くなっている。

　体温計はこの世界にはないし……。というか、魔王の体温って人間と同じでいいのか？

「エジル、今日は帰っていいよ？　しんどいんだろう？」

　無理して来なくていいのに。

「い、嫌です。余は、ノエラさんとの触れ合いを楽しみにここに来ているというのに」

「今まで触れあえた試しないだろうが」

「週四日ほどのシフトを、余がどれだけ楽しみにしているか、先生におわかりですか!?」

　ゲホン、ゲホゲホッ──。

　ぜえはあ、と咳をするだけで息切れをエジルは起こしている。

　……この魔王、今ならおれでも倒せるんじゃないか？

　赤らんでいた顔色が、今度はどんどん白くなっていっている。

　カチカチ、と奥歯を鳴らしはじめた。

「せ。先生……この店、寒くないですか……」

「だから、それ、風邪の症状だから。今日は早退していいから帰れよ」

「で、では……ノエラさんに『お疲れさまでした』と、挨拶をば……」

　よろよろと奥へむかおうとするエジルの肩を掴んだ。

「いいって。いいって。おれがよろしく伝えておくから。ノエラやミナにうつったら大変だし」

「ニンゲンの細菌兵器ごときに、屈するとは、余は、情けない…………っ。うっ、うぅ……」

　病気のせいで弱気になっているのか、エジルはしくしく泣き出した。

「なんで泣いてんだよ」

　おれは苦笑して、棚から風邪薬と【エナジーポーション】をエジルに持たせた。

「帰って、ちゃんと養生するんだぞ？」

「先生の薬があれば、一〇〇万の軍を得たのと同じことです。すぐに治るはずです。それに、王が病に伏したとなれば全軍の士気に影響が出ます」

　バサリ、といつもなら景気よく鳴らすマントも、今日はふぁさぁ、としか鳴らない。

　ペコリと頭をさげて、エジルは帰っていった。

　やれやれ、とおれは魔王の背を見送った。

　そういえば、風邪薬はあるけど予防するための薬がない。

「みんなが風邪ひいたら大変だし、作っておくか」

　……というか、ウチにいるまともな人間って、おれだけじゃん。

　人狼、幽霊、魔王、精霊。……なんというバラエティ感。

　いつぞやミナが寝込んだし、エジルもあんなだったし、人間でなくても病気はするんだろう。

　店番をノエラに任せて、創薬室で新薬を作った。




【ガラッペ：うがい薬。高い殺菌、消毒効果があり、口臭の予防にもなる】




「これでうがいすりゃ、十分な予防になるな」

　よしよし、と満足したおれは、洗面所に新薬を持っていきノエラとミナを呼んだ。

「あるじ、どした」

「ここで何かするんですか？」

「これを作った。うがい薬」

　じゃーん、と新薬を見せても、二人はきょとんとしたままノーリアクション。

「うがい薬だよ、うがい薬。わかるだろ？」

「「うがい？」」

　二人にそろって首をかしげられた。

「レイジさんが薬とおっしゃるなら、そうなんでしょうけれど……」

「あるじ、ノエラ、『うがい』知らない」

　ミナもうなずいている。

「え。マジで？　うがいだよ、うがい。あのガラガラ」

　パチパチと瞬きだけする二人は、お互い顔を見合わせて首を振った。

　全然ピンときていないな。

「まあいいや。この薬を使うと、風邪を予防することが出来ます」

　やってみせたほうが早いだろう、とおれは新薬をコップに数滴垂らして、水で薄める。

　ひと口含んでガラガラガラと喉を鳴らして、ぺっと吐き出す。

「あのぅ、レイジさん。飲み物をそうやってガラガラして吐き出すのは、お行儀が悪いんじゃないでしょうか……？」

「うがいはこういうもんなの。行儀悪いもんなの。元気に音を出しながら吐き出すもんなの」

　はいはい、とノエラが手をあげてジャンプする。

「ノエラ、そもそも風邪ひかない」

「っぽいけどな！　けど、これからひくかもしれないだろ？　辛いぞー？　風邪は」

「る……!?　風邪、怖い……」

「うがい、という行為をこのお薬を使ってすれば、風邪の予防になるんですね」

　どうにか理解を得られたので、今度はガラガラレッスン。

　おれに合わせて、みんなでガラガラガラ～、とやる。

　おれとミナが吐き出す。ノエラは、と見ると、口の中は何もなくなっていた。

「あれ？　ノエラ、ぺってした？」

「飲んだ」

「飲むなぁああ！」

　ノエラとミナにうがいの重要性を伝え、外出して帰ったらするように、と教えた。

　この世界の人は、うがいを知らないんだろうか。

　売るときは、きちんと説明書をつけたほうがいいのかもしれない。

　そんなことを考えていると、

「ゲホン、ゲホッ」

　咳が出た。

　そういえば、創薬室にいるときから体が重い、というかダルいというか……。

「ゲホ」

　…………あれ、もしかして……？

　頭がぼんやりしてきた。

　ま、魔王の風邪がうつっちまった！

　うがい薬は、あくまでも予防。

　……店にいるとき、すでにうつってたんだ。

「レイジさん？　顔が赤いですけど大丈夫ですか？　レイジさん」

　目の前にいるのに、ミナの声が遠くに聞こえる。

　ひんやりするミナの手がおれのおでこに触れた。

　それからのことは、曖昧でさっぱり覚えていない。

　とにかく、おれはベッドで寝かされて、目が覚めたら夜だった。

　体だるっ……頭痛っ……喉痛っ……なにこれ最悪……。

　ちょっとした風邪じゃなくって、本格的なヤツだ。

　エジルめ、風邪も魔王級かよ。

「あるじ起きた！」

　なんかあったかいな、と思ったら、ノエラが同じベッドに入っていた。

「ノエラ……風邪うつるから……寝るんなら別の部屋で……」

「あるじ、寒そうだった。ノエラ、あっためた」

　しゃべるのも億劫で、おれはモフモフ、とノエラの頭を撫でた。

　しゅるり、とベッドから出ると部屋から出ていってしまう。

　いなくなれば、それはそれで寂しいような……。

「ノエラ、あるじにあげる！」

「ダメです、ノエラさんは『あったかい』役でしょー？　お食事を作って、食べさせてあげるのはわたしなんですから」

　部屋の外で声が聞こえると、今度はミナが食事を運んできた。

「どうですか、お気分は？」

「最悪……」

「食べられそうですか？」

　いいにおいが漂ってきて、空腹に気づく。

　体を起こすのを手伝ってもらい、スプーンであーんをされる。

　断る元気もなくて、おれはぱくりと食べた。

「急にふらりとその場に崩れたんですよ？　覚えています？　びっくりしたんですから」

「悪い」

「いいんです。いつもレイジさんには、とっっても良くしてもらっているんですから。こういうときくらい、わたしに迷惑かけちゃってくださいね？　わたしは大歓迎です」

　なんだかミナは嬉しそうだった。

　食べ終えてから、「お薬飲みましょーねー」とミナは子供にそうするみたいに言った。

「あ。困ったときに、ご自分で作ったお薬のお世話になるのは、これがはじめてなんじゃないですか？　レイジさんのお薬すごいんですから。すぐに風邪なんて治っちゃいますよ」

　店に並んでいる、おれがエジルに渡したのと同じ風邪薬をもらい飲み干す。

　風邪の特効薬というわけではなくて、人が本来持っている自然治癒力を高めるためのものだ。

　病原菌を見つけてそれに作用する、という類の薬じゃない。

　寝かしつけられて、ぐっすりと眠った。




「あるじ、死ぬ、ダメぇええ」

「レイジくん、死んじゃだめぇ～」

「レイジ様っ、目を覚ましてくださいましぃ～っ」

　う、うるさい……。大声におれはうっすら目をあけた。

　どうやら朝になったらしく、ベッドの脇にはノエラとビビ、エレインのお子様女子の姿があった。

「もうー、ノエラちゃんが、レイジくんが目を覚まさないなんて言うから……びっくりしたよぅ」
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「そうですわよ、ノエラさん。けど、よかったですわぁ……」

「ノエラ、あるじ、もう目を覚まさないかも、と心配した」

　ビビはバイトの日で、エレインはたまたま遊びに来たんだろう。

「エレイン、うつったら大変だから……」

「構いませんわっ。わたくしも、たまにはレイジ様の心配がしたいのです」

　エレインは、幼さの残る顔を笑顔に変えた。

「レイジくん、レイジくん。ボクは心配じゃない？　風邪、うつっちゃうかもしれないよね？　ね？」

「おまえは仕事しろ」

「えぇぇ～。扱いの差がすごいよぅ……」

　とは言いつつ、心の中でおれはビビにお礼を言っておいた。

　たぶん、ミナが作ったんだろう朝食をエレインに食べさせてもらう。

　熱を計ろうとしたのか、ビビがおれのおでこに手を置いた。

　冷たくて気持ちいい。

「ボクは常にひんやりしてるからね。冷やして欲しいところがあれば言ってね？」

「ビビ、違う、あるじ寒い。冷やすダメ。ミナ、あったかくするって言ってた」

「違うよ、熱があったら冷やすんだって！」

「ビビ、違う！」

「違わなくないよ！」

「レイジ様の隣で騒がしくしてはいけませんわー！」

　賑やかだなぁと微笑ましく思っていると、いつの間にか眠っていた。

　カツカツ、カツカツ、という物音で目が覚める。

　メガネの奥の瞳と目が合った。

　三人はもういなくて、その代わりポーラがいた。

　ベッド脇にイスを持ってきていて、皿を持ちあげて何か食べている。

「よっす、レーくん。気分どーよ？」

「あんま良くないかな……」

「レーくんでも風邪ひくことあるんだねえ。しっかし、ミナちゃんは病人食ですら美味しく作るんだねえ。お姉さんビックリだ」

「うん、美味いよな、それ……」

「ここ、ツッコむとこじゃーん。『おれの食ってんじゃねえよ、クソメガネ！』とかさ、普段ならピンポイントなのに」

　つまらなさそうに、ポーラは唇を尖らせている。

　悪かったな。てか、クソメガネなんてツッコんだ覚えはないぞ。

「早く良くなってね？　レーくんじゃないとさー、ボケても張り合いないんだよ。ノエラちゃんは『？』って感じだし、ミナちゃんは『うふふ』だしさ」

　あ、そうそう、とポーラは風邪薬を取り出す。

「寝るんならこれ飲まなきゃだよー？　朝飲まなかったんでしょ？　しんどいなら、お姉さんが口うつしで飲ませたげる」

「一人で、飲める……」

「ツッコミにキレがないなあ。やっぱ風邪のせいか」

　そんなことを言いつつ、おれが薬を飲むのをポーラは穏やかな顔で見守っていた。

「店まで一緒だったんだけど、あーちゃんがね、『これ、薬屋に』って。お見舞いの定番、フルーツ盛り合わせ！　来ればいいのに。恥ずかしがり屋なんだから」

　じゃん、とベッドの下に置いていたバスケットを見せてくれた。

　あーちゃん……。ああ、アナベルさんのことか。

「早く良くなるんだよー？」と、おれの頭を優しく撫でたポーラは帰っていった。

　薬が効きだして、またひと眠りすると、夕方に目を覚ました。

　寝すぎたせいか体が痛い。薬のおかげか、頭はすっきりとしていてもう熱はないようだった。

　風邪特有のだるさも消えている。

　薬のおかげもあるんだろうけど、みんなが看病してくれたおかげでもあるんだろう。

　ベッドの脇では、看病に疲れたのか、それとも起きないおれを見ているのに飽きたのか、ノエラとミナが眠っていた。

　おれは苦笑して、近くにあった毛布を二人にかけた。

　風邪はしんどいけど、たまにこうして心配してもらうのも、悪くないなと思った。










９　お風呂パニック




「わたくし、最近怖い夢を見るんですの……」

　いつものように、「御機嫌よう」と挨拶するなり店に入ってきたエレインは、カウンターの前でそんなことを言った。

「ああ、そう。ふうん」

　そんなこと相談されても、おれとしては「ふうん」以外の何物でもない。

　エレインは、今日も健在の縦ロールを指でくるくる絡ませながら、深刻そうな顔をしている。

　この縦ロールってどうやってんだろう。コテがあるわけでもなし。

　余計なことを考えていると、エレインがジト目でおれを見ている。

「レイジ様、最近冷たくありませんこと？　わたくし、真剣に悩んでいるというのに……」

「そりゃ、毎日やってきて同じ内容の相談されりゃ、多少そっけなくなるだろう」

　やれやれ、とおれは息をつく。

　これでもう四日連続。

　怖い夢を見たと言って店にやってきては、こうして夜眠れないだのなんだのと言うのだ。

「でっかくなったノエラにぷちんと潰される夢だろ？」

「はい。そうです。今日もまた同じ夢を見ましたの」

「あのね。ここ、お薬売るところだから。わかる？」

「レイジ様、毎日同じことをおっしゃらなくても、わたくし存じております」

「おまえが毎日同じ内容の相談してくるからだろうが」

　なんでおれが『融通の利かない店主』みたいな扱い受けなくちゃいけないんだ。

「なので。今日はここにお泊りさせていただくことにいたしましたわ」

「何勝手にいたしてんだ。ダメダメ、そんなの。どーせ、お父さんやお母さんの了承もらってねえんだろ？　この不良娘め」

「すでに──了承済みですわっ」

　どやぁあっ。

　そんな音が聞こえそうなドヤ顔で胸を張ったエレイン。

「お父様もお母様も、レイジ様のところなら安心して預けてもいいと。ひと晩と言わず、二日三日と、好きなだけお泊りさせてもらいなさい、と」

　どんだけおれのこと信頼してんだよ、領主夫妻は。

「だが、残念だったな。家主のおれがそれを許可してない。大人しく帰れ、縦ロール」

「領主のお父様の言うことは、この町では絶対なんですのよ？」

「だが、ここはおれの家で、おれがルールだ」

「レイジ様、強情ですのね……！」

　むむむむむ、とエレインがほっぺを膨らませていると、

「いいじゃないですか、レイジさん。一日二日くらいお泊りしても」

　話を聞いていたらしいミナが、奥から顔を出した。

「騒がしいのは、わたし、歓迎ですよ？」

　ノエラはもちろんエレインがお泊りするのは大歓迎だろう。

　ってなると、二対一か。

　はあ、とおれは大きなため息をついた。

「わーったよ。一日だけだぞ？　怖い夢見なかったらちゃんと次の日帰れよ？」

「ありがとうございます、レイジ様っ」

　ぴょん、と小さくその場でジャンプしたエレイン。

「レイジ様のお部屋はどちらです？」

「あっちだけど……え、何？」

「わたくし、レイジ様と同じベッドで寝ることにいたしました」

「何勝手にいたしてんだ。ミナかノエラと一緒に寝ろよ」

　ぶんぶんとミナも全力でおれの意見を援護している。

「ミナさんやノエラさんでは、怖い夢に太刀打ちできませんわ」

「なんでそんなことわかるんだよ？」

「お父様やお母様と一緒に寝ても、全然ダメでしたの。レイジ様は……お、お、お慕い申し上げておりますのでっ、同じベッドならきっと怖い夢も見ないと思いますの！」

　きゃぁ、とミナは黄色い声をあげて両手で顔を隠した。

　なんでおまえが恥ずかしがってるんだ。

「れ、レイジさんが、お慕い申し上げられてますっ」

「申し上げられてるってなんだよ」

　夢は精神的な部分に左右されているような気がする。

　だから、エレインのそれは、ちょっとした自己暗示みたいなものかもしれない。

　怖い夢を見るって思って眠れば本当にそうなって、大丈夫だと信じていれば問題ない。

　ミナやエルフのリリカあたりが同じベッドならドギマギするかもしれない。

　けど、エレインはノエラとほとんど一緒でチンチクリンだ。何かしたいとも思わない。

「一日だけだぞ？」

　エレインは、旅の行商人かっていうくらいの荷物をおれの部屋へ運ばせる。それからは、ノエラと一緒に店番をしてもらうことにした。

　夢ってのは、眠りが浅いときに見るもの。

　だから、心地良く眠れるようにしてやれば見ないはず。

『おれと同じベッドだから安心出来る』ってのは、保険みたいなもんだ。

　気分を落ち着かせるハーブティーと他に……。

　新薬をひとつ作って、それを『気持ち良く眠れる薬』って教えれば、さらに効果はあがるかもしれない。

「お仕事しますか」

　創薬室にこもってスキルに従って作業をしていると、夕食の準備を終えたミナがやってきた。

「どうした、ミナ？」

「エレインさんに変なことしちゃいけませんよ、レイジさん」

　寝付いたのを確認したら、ソファかどこかで寝るつもりだった。

「おれはもっと理性的な人間だって」

　と言いながら肩をすくめ瓶を振る。

「──よし、出来た！」




【ぽかぽかバブル　オレンジの香り：お湯に溶かすと気泡が溢れ体を芯まで温める】




「レイジさん、今日は何を作ったんです？　いい香りがします……」

「ああ。こいつは、風呂に入るときに入れる薬なんだ。ぽっかぽかになる薬っていったらいいかな」

　あったまったところでベッドに寝かせれば、夢なんて見ないくらいぐっすりのはずだ。

　店を閉めてきたエレインとノエラ、おれとミナの四人で夕飯を食べる。

　いつもいないエレインがいたせいか、騒がしくて妙に楽しかった。

　お風呂を沸かし、おれ以外の三人がまず入ることになった。

　新薬の説明はミナにしてあるから、言わなくても大丈夫だろう。

　風呂場からきゃっきゃと楽しげな声が聞こえて、具合を尋ねるため、おれは脱衣所までむかう。

「いいにおい、いいにおいする！」

　ノエラの声だ。

「おい、ノエラ。飲むなよ！　香りがするだけだからな！」

「なぜバレた。あるじも来る！」

「行かねえよ」

「レイジさーん、今からお薬入れますねー？」

　扉越しだったけど、かすかにトポトポという音が聞こえる。

　様子を確認したいけど、今やれば警備の方たちの御用になってしまう。

「な。なんですの、これは！　ぶくぶく泡が出ていますわよ!?」

「エレイン、それは悪夢を見なくなる薬を入れたお湯だから、ゆっくり浸かるんだぞー？」

「は、はい！」

「いいにおい、いいにおいする！」

「飲むなよーっ!?」

「なぜバレた。あるじも来る！」

「だから、行かねえって」

　ぱしゃーん、と静かな水音がすると、

「「「はふぅぅぅ……」」」

　浴槽に浸かったらしい気の抜けた三人の声がする。

「ミナ、どうだー？」

「はい～。しゅわしゅわが、体にくっついて……あったかくて、わたし、天にも昇ってしまいそうです……」

　ミナの場合、シャレにならない。

　風呂からあがったらミナがいなくなってた、なんてホラーになりそうだ。

　昇天は我慢してもらおう。

「よくないものが溶け出していくようですわぁ～ぽかぽかですわ……」

「あるじ、あるじ！」

「ポーション今冷やしてるから！　飲むなよー!?」

「るっ!?　それならノエラ、これ飲まないっ！」

　やっぱ飲む気だったんかい！

　よかった、あらかじめ冷やしてて。

「ごゆっくりー」と言い残して、おれはリビングに戻る。

　…………出てくるのを待ってはみたものの、全然出てくる気配がない。

　ポーションはキンキンに冷えたのに。

　もう三〇分くらい経ってんぞ……？

　ミナもノエラも長風呂はしない派なんだけど……。

「──あ！　まさか……」

　おれは、ひとつの可能性に気がついた。

　……ミスった。

　三人一緒に風呂に入れるべきじゃなかったんだ。

　だって……もし三人が風呂で気持ちよーく寝てたら、誰が起こしに行くんだよ!?

　おれの脳内にいるポーラがささやく。

『こういうのはさー、事故なんだからさ、仕方ないじゃん？　見ちゃっても。触っちゃっても。オッケーっしょ？　だって、お風呂で寝ちゃうって結構危ないんだよー？　助けにいくんだよぉ？　じゃあセーフっしょ？　余裕でセーフっしょ？』

　そうか、セーフなのか。

「……レーくん、何がセーフなのさ？」

「どわぁああああああ!?」

　三〇センチくらいその場で跳ねたおれは、声がしたほうを振り返る。

　そこには、リアルポーラがいた。こいつ、さては晩飯食いに来たな。

　店閉めてから来るときは、だいたいミナの作った飯目当てだ。

　けど、助かった。

「ポーラ、ちょっとひとつ頼まれてくれ」

　きょとんとするポーラを風呂まで連れて行って、寝てたら救助するようにお願いした。

「レーくんってば、紳士だねえ。お姉さん驚きだよ」

　ちょっと背伸びしておれの頭を撫でる。

　いいから風呂の中入れよ。

「ウチが男だったら、もう、鼻血出るくらい色んなところを触りまくってから救助したよ」

「おまえが男じゃなくてよかったよ」

　ばっと扉を開けて、ドンと突き飛ばす。すぐに扉を閉めた。

「そういうことするのは、紳士じゃないよー、レーくん」

「いいから。みんなの様子は？」

「あー。こりゃもう手遅れだ」

「……手遅れって何が!?」

「ぐっすり夢の中」

「のぼせちまうから、運び出してくれー」

「何言ってんだよ、レーくん。か弱いウチが人一人を運べるわけないじゃーん」

「…………」

　桐尾礼治。覚悟を決めた瞬間だった。

「なにビビってんだよ、レーくん。ひゅーひゅー」

「タダ飯食いに来たやつはシャラップ！」

　目をつむったまま、ポーラのナビに従って三人を浴槽から引っ張り出して風呂から連れ出す。

　服はポーラに着せてもらい、ぐっすりスヤァな三人をそれぞれのベッドへ運ぶ。

　ちょっとくらい目を覚ますかと思ったけど、全然そんなことなかった。

　ソファで眠って起きると、三人はもうすでに起きていて、朝食の準備をしているところだった。

「あ。レイジさん、おはようございます」

「うん、おはよ。三人とも、風呂で寝てたんだけど、覚えてる？」

　狐につままれたような、不思議な顔をみんなしている。そりゃそうか。

　気持ち良さそうに寝てたんだもの。

「わたくし、お風呂に入る手前くらいまで覚えているのですけれど……それから、朝起きるまで記憶がさっぱりないんですの」

　ミナもノエラも同じらしくうなずいている。

「そりゃそうだ。寝てたんだから。悪夢はどうだった？　見なかった？」

　はっ!?　と今気づいたように目を見開くエレイン。

「みっ、見ませんでしたわぁ～！　レイジ様のベッドで眠ったおかげです～！　きっと、他のベッドとは安心感が段違いなのですわっ」

「いや、風呂に入れた薬のお陰だと思うぞ？」

「今日もわたくし、お泊りを──」

「薬やるから帰れ」

「やはり、レイジ様、最近冷たいですわ……」

「風呂はあったかいからプラマイゼロな？」

　ぷーと不満そうにエレインは頬を膨らませた。

　風呂で寝てしまったのは、薬を全部使ったからだろう。

　あとで見たら中身が空っぽだった。




　この新薬は、何もかも忘れて気持ちよ～く眠れるお風呂の薬として、ごく少量を小分けにして売ることにした。

　評判は良かったんだけど、どちらかと言えば、『嫌なことがあった日に使う薬』として有名になったのだった。










10　トレーニングをしよう！




「いいか！　テメェらはクソ以下のゴミムシだ！　わかったか！」

「「「はーい」」」

「はーい、じゃねえ！　アタシは遠足の引率してる先生かッ！」

　がなるアナベルさんと、彼女の前で良い子に体育座りをしているキリオドラッグ女子メンバー。

　町を出てすぐの平原で、おれはみんなの様子を少し離れた場所から見守っていた。

「返事はイエスかノーだ！　最後にマムをつけろ」

　ミナがはいと挙手する。

「アナベルさん。女の子が、人のことをクソとかゴミとか言うのは、あまりよくないと思いますよ？」

　アナベルさんに言うと、またこめかみに青筋が一本増えた。

　さっきからずっと、こめかみをビキビキさせているのがここからでもよくわかる。

　手に持っている木の棒でベシンと地面を叩くアナベルさん。

「上官に口答えすんなァ！　まずは町の外周一〇周だ。アタシが後から追いかけっから、追いつかれたやつは、これでケツをシバいていく。わかったかー!?」

「あうぅ……叩かれたら痛いよぅ……どうしてそんなことするんだよ……」

　ビビが肩をすくめながら言うと、アナベルさんがバシンと棒で地面を叩く。

「テメェみてえなゴミムシがちんたら走んねえようにだ！」

「えぇぇぇ……」

　ノエラに不満は全然ないらしく、何一つ文句を言わない。

　この訓練は余裕なんだろうな。

　さっと立ちあがって、ててててて、と駆けていく。

「貴様ァ！　誰が今走れと言ったぁああああ！」

「る？　町の外、走る。おまえ言った」

「アタシが指示を出す、走るのはそれからだ！　規律は乱すな！　足並みを揃えろ！」

　団体行動とか、規律とか、フリーダムノエラには守れないからなあ……。

　どうしてこんな軍隊の訓練めいたことをしているのかっていうと、昨日ビビが、以前言っていたように強くなりたいと言い出したのがきっかけだった。

『レイジくん、強くなるお薬を作って欲しい』

『なんでもかんでも薬頼みってのは感心しねえな。女子力物理の高いアナベルさんがいるから、鍛えてもらえよ。プロの傭兵だから、きっと強くなれるぞ？』

　おれたちの話を聞いていたミナもこの提案に乗ることになった。

『いいですねぇ～。わたしも最近色々と気になるので、参加したいです。体を引き締めたいです』

『じゃあ、ミナもか。……おーい、ノエラ。ノエラはどうする？』

『ノエラ、やる！　ノエラ、あるじの護衛。強くなる、興味ある』

　ってなわけで、定休日を利用してアナベルさんに訓練を依頼し、今に至る。

　四人が外周を走りはじめた。

　後ろにはおっかない鬼軍曹が、棒を持って三人を追いかけている。

「みんな、がんばれよー」

　適当に声援を送ると、ミナが満面の笑みで手を振った。

　ビビはいっぱいいっぱいの顔で応えた。

「レイジくーん、ボク、がんばるよーっ」

　おれに気づいたノエラが、こっちにむかって走ってきた。

「コラァアア！　貴様ァ！　列を乱すなァアアア！」

　アナベルさんが叫んでるけど、ノエラはお構いなしだ。

　おれの腕を取って強引に走り出す。

「あるじも走る」

「いや、おれはいいって。別に強くなりたくないし」

「見てるだけ、退屈。一緒走る！」

「おれはのんびり昼寝するつもりだったんだけど──」

　みんなのところへ連れていかれて、

「わぁ、レイジさんも走るんですね～」

「レイジくん、頑張ろうねっ！」

　すごく歓迎されて、嫌とは言いだしづらくなり、

「コラァア！　貴様だけペースが落ちてんぞ！」

「す、すんませんっした！」

　結局走らされることとなった。

　しかもなかなかハイペースで、おれの体力はすぐに底を突きはじめた。

　ペシン、と遅れると尻をアナベルさんに叩かれる。

「いってぇええ!!」

「あれ？　ウチの男どもは喜ぶのに……」

　変態と一緒にすんな！

　もう超しんどい。

　帰りたい。

　見学なんてせずにジラルあたりと遊べばよかった。

　誰だよ、鍛えろって言ったやつ……。

　ひいひい言いながら、どうにか一〇周が終わった。

　もうおれのＨＰはゼロの状態。

「立てェエエ！　腕立て腹筋背筋、それぞれ千回やんぞ！」

　無理無理無理！

　ずるずるとナメクジみたいにおれはその場から離れようとすると、きゅっと足首を掴まれた。

「レイジくん、どこ行くんだよ？　ボクたち、強くなろうって誓ったじゃないか！」

「誓ってねえし、おれはどっかのサ〇ヤ人みたいにストイックに強さとか求めてねえんだよ！」

「ゴラァアア！　ゴミムシＢ！　何サボってやがる！」

　ゴミムシＢってのはビビのことだ。ミナはＭ。ノエラはＮ。おれはＲ。

　バシン、と威嚇するようにアナベルさんは棒を鳴らす。

「あぅぅ……怖いよう……だって、だって、レイジくんが逃げ出そうとするんだよぅ……」

　あ。こいつ、チクりやがった！

　ツカツカ、とアナベルさんがやってきて、おれを睥へい睨げいする。

「誰がこの戦場から去ることを許可したァアアア！」

「マム！　高度な戦略的撤退であります、マム！」

「それを判断するのは貴様じゃなぁああああいッ！」

　アナベルさんが棒を振りあげた。おれがびびって肩をすくめると、太もものあたりを叩かれた。

　ぺちん。

　あれ。全然痛くない。

　なんか、すごく優しくやってくれた。アナベルさん、良い人……。

「効率よく、筋肉を成長させる新薬を開発にむかうところであります」

「え──そんなん出来んの？」

「イエス、マムッ！」

「なら良し！　ゴミムシＲ、貴様は新薬の開発に取り掛かれ！」

「イエス、マムッ！」

　よし、どうにか訓練から抜けだせそうだ。

「さっきからアナベルさん、レイジさんにだけ優しくないですか？」

「ノエラも思った」

「教官なのに、個人を特別扱いするのは、わたし、良くないと思います。そういう個人的な感情を部隊に持ち込むのは、規律の乱れやひいては仲違いに繋がると思うのですが、教官はどのようにお考えなのでしょうか？」

「黙れぇえ！　誰が意見を許可したァア！」

「そうやって、何でも上から抑圧すればいいというものでもないと思います。理屈の通らない感情論だけの指導をされているとなれば、傭兵団の品格もたかが知れるというものです」

　うぅぅぅ……。とアナベルさんが反論出来ずに沈黙してしまった。

「おーい、ミナ！　アナベルさんはわざわざ付き合ってくれてるんだ。困らせるのはやめろ」

　はーい、とミナの朗らかな声が返ってきた。

「ゴミムシＭ！　貴様はそれぞれ五〇〇回追加だ！」

「え～」

　ミナが文句をぶつぶつ言いながら筋トレをはじめた。

「薬作ってくっから、ちょっと待ってろー」

　おれはみんなにそう言い残して町に戻る。

　傭兵団のみんなは、あのメニューをこなすそうだ。

　警備や戦うことが仕事なんだから鍛えるのは当然なんだろうけど、あんなのをこなすなんて、頭のさがる思いだ。

　もっと楽に効率よく筋力量をあげられれば、大量のメニューをこなさなくても済むはずだ。

　店に帰ってくると、おれは創薬室に入る。

　以前作った【エナジーポーション】をベースに様々な素材を掛け合わせ、新薬を開発した。




【パワーポーション：筋肉の疲労回復に効果があり、トレーニング後に飲めば効率よく筋力を増強させられる】




「これなら、ゴリゴリにトレーニングしなくても筋肉がつきやすくなるはずだ」

　ひと口飲んでみると、バニラっぽい味でなかなか飲みやすい。

　四人分作って、おれはみんなのいる平原に戻った。

　ビビは死体みたいにごろんと横たわっていて、ミナも髪を乱して息を荒くしている。

　トレーニングがどれだけ辛かったのかは、推して知るべしってところか。

　よかった、抜け出せて。

「あるじっ！　あるじ帰ってきた！」

　ノエラだけはいつも通りだった。やっぱ人狼にこのトレーニングは余裕だったのかもしれない。

「トレーニング、ノエラはもう終わったの？」

「余裕」

　ノエラはわっさわっさ、と尻尾を振る。

「なあ、おまえ。ウチの傭兵団入んない？」

　アナベルさん、勧誘はいいけど、フリーダムノエラが集団生活を出来るなんて思わないでほしい。

「嫌。ノエラ、あるじと一緒がいい」

　愛い奴め。

　おれはわしわし、とノエラの頭を撫でた。

「あ。そうだ、これ。さっき作ってきた薬です」

　おれはノエラとアナベルさんに薬を渡して効果を説明した。

　アナベルさんは瓶の中身をしげしげと見つめる。

「ふうん。こんなんで、筋肉がつきやすくなるもんかねえ……」

「元々筋肉がある人は、効果薄いですよ？　もう筋肉があるんで。だから筋トレ初心者のほうが効果は表れやすいはずです。これを使っていれば、同じトレーニングでも成果は違ってきます」

　すんすん、と栓を抜いてにおいをかいでいるノエラが、きゅっと瓶を呷った。

「甘い味！　これで、ムキムキっ！」

「そんな簡単にムキムキにはなんねえよ」

　はは、とおれは笑って力こぶを作るノエラを見る。

「ふんっ」

　ノエラが気合いとともに力を入れると、みるみるうちに腕が筋肉質になっていく。

　思わず二度見した。

　ノエラの両腕が、こんがり小麦色に変わっている。

　ぼこん、と上腕二頭筋が盛りあがっていた。

「「ええええええええええええええええ!?　効果出るの早っっっっ!?」」

　おれとアナベルさんが、腰が抜けるくらい驚いていると、ノエラは茶に変色したガチムチの腕を愛おしげに頬ずりしている。

「だ、大丈夫か、ノエラ……？　どうした？」

「あるじ……」

　心なしか、声が太くなっている。

「ノエラ、上腕二頭筋の声が聞こえる……」

「聞こえないから！　それ、一流のボディビルダーの人がよく言うやつだから！」

「聞こえる……聞こえる……『もっとパンプアップしろ。もっと負荷をかけろ』」

　おれの知らないノエラだ……。

「の、ノエラぁああああああああ──ッ！　帰ってこぉおおおい！　おれのノエラぁあああああ」

　全然かわいくない！

　ムキムキのノエラじゃなくて、おれはモフモフのノエラが好きなのに!!

　仕上がった上腕二頭筋にちゅ、とキスなんてしちゃってる。

「ノエラさん、どうかしたんですか……？」

　ミナの声におれは振り返る。

「ああ、ちょっと新薬が効きすぎたせいか、上腕二頭筋の声なんて幻聴が聞こえるらしく──」

　妙に声が渋いな、と思ったんだ。

　いつの間にかタンクトップと短パン姿になったミナが「ぬぇいっ」と漢おとこらしい気合いを入れた。

　足元には、空になった新薬の瓶が転がっていた。

　ふんわり癒し系のミナの腹筋が、小麦色になってバッキバキに割れていた。

「ミナも飲んだのかよ！」

「ええ。喉が渇いていたので、レイジさんの差し入れ、ありがたくいただきました」

　おれはひと口だったし、そもそも大して筋トレしてないからほとんど効果がないんだ。

「うふふふ。上腕二頭筋の声が聞こえるなんて、ノエラさん、どうしてしまったんでしょう」

　妊婦がそうするように、愛おしげにミナはお腹をさすっている。

　ただ妊婦とは真逆のひっこんだお腹。

　さすっているのは彫刻のように彫りの深い、黒焦げのバッキバキのお腹だ。

「わたしは腹筋の声が聞こえるんですけれど」

「『どうした』はおまえもだよ!?　自覚ねえの!?　聞こえねえから、それ幻聴だから！」

「見事に育ったこの腹筋、うっとりです……。『努力の結晶であるこの肉体美、存分に披露してやろうではないか、ガハハハ』と、おっしゃっています──シックスパック様が」

「誰だよ!!」

　はぁ、ステキです……。と吐息混じりにつぶやいている。

　おれの知らないミナだ……。

「み、ミナぁあああああああ──ッ！　帰ってこぉおおおい！　おれの知ってるミナぁあああああ」

　全然かわいくない……。

　いつも優しくうふふって微笑するミナが好きだったのに。

　ノエラとミナの目が合い、ガシンッと力強く握手する。

　互いに育てた筋肉について褒め合いはじめた。

　入れない……。

　あの二人の中には、入れない。

　ビビはというと、ずっと死んだように動かない。

　このままそっとしておこう。

　ミナとノエラは、今度はトレーニング方法について熱く意見交換をはじめだした。

　おれは唖然としているアナベルさんに、【パワーポーション】を数滴、水で薄めて飲むように伝えた。

　筋肉ハイの状態は、一時間ほど続いてそのあと二人の体は元に戻った。

　動けないビビを背負って、おれたちは町へと帰る。

「レイジくん、二人が聞いた声は、きっと筋肉精霊の声だね」

　もう何でもよかったので、へえ、あ、そう、とだけビビに返した。

「引き締めなくても、強くならなくてもいいよ。ウチは薬屋なんだしさ」

　右と左を歩くミナとノエラに言うと、両方から腕をからめられた。

「レイジさんがそう言うのなら、そうします」

「ノエラも！」

　おれたちは笑みをむけあった。

　筋肉も血も戦いもない異世界生活は、今日も楽しい。










11　レイジ・キリオのすべらない薬




　昼食時、ミナが思い出したように言った。

「そう言えば、最近ポーラさんがお店に来なくなりましたね？」

「言われてもみればそうだな。ノエラ、何か知ってる？」

　ガツガツガツ、と皿にがっつくノエラが、一度顔をあげて首を振る。

　すぐに昼食に戻った。

「ポーラさん、確か、お店にお一人で暮らしているんですよね？」

「そういう話だったな。急にパタリと来なくなると……」

「心配になりますよねぇ……」

　最後に会ったのは、もう一〇日も前のことだ。

　普通の客なら一〇日顔を合わせないなんて当たり前だけど、ポーラは暇つぶしだったり、タダ飯を食いにきたり、二日に一回必ずと言っていいほどウチへやってきた。

　ただ、この一〇日間それがない。

　一応、一人暮らしの妙齢の女性だし、怪我や病気をしたんじゃないかと心配になる。

「ちょっと昼から道具屋のほうに顔を出してみるよ」

「そうしてあげてください。何かおかしなことになっていなければいいんですけれど」

　まったくもって同感だ。

　おれは昼食を食べ終えると、さっそくポーラの店へむかった。

　店を外から見る限りじゃ、特に変わった様子はない。

「営業中」の看板がさげられていて、店自体はやっているようだ。

「ポーラ、いるかー？」

　店内に入ると、いつも奥のカウンターで寝こけているポーラが、カウンターの上で羽根ペンを使って何かを書いていた。

「なんだ、いるじゃん。返事しろよ」

「も、なに、レーくん。お姉さん、君と違って暇じゃないんだよ」

　ちょっと忙しいからって、おれを暇人扱いして。

　いつもと立場が逆なのがちょっと悔しい。

「悪い悪い。ちょっとした生存確認ってやつだから」

　にしても、何してるんだろう。

　おれのほうに目もくれず、右に置いた冊子を見たり、メモ用紙にペンを走らせたりしている。

　……勉強？　ポーラが？

「もしかして、勉強してる？」

「もしかしなくてもそうだよー。見りゃわかるっしょー」

「何の勉強？」

「二年に一回、免許の更新があるんだよ」

　何の免許だろう、とおれが疑問に思うと、ポーラが親指で後ろの壁をクイクイと差した。

　そこには、正式文書らしいご大層な羊皮紙が貼られていて、ポーラの名前が書いてあった。

　内容を要約すると、この文書は、物品鑑定の資格の証書らしい。

　こんなんあったっけ？　今まで全然気づかなかった。

「この資格を持っている道具屋や装備屋は、国が公に認めた鑑定人ってことだから、お客さんは安心して取引出来るわけ。クソ高い値段でぼったくられたり、安く買い叩かれないっていう保証みたいなもんなんだよ」

　なるほど。この免許を更新するために、試験か何かがあるんだろう。

「だから勉強か」

「資格自体を売ったり買ったりするバカがいるけど、そういうヤツはすぐに失敗するんだよ。信用第一だからね、こっちはさ」

　少しズレたメガネを押しあげるポーラ。

　勉強をしているせいか、妙に知的に見える。

「あーもーッ！　この勉強がダルいのなんのって──ん？　レーくんいるじゃん！　なんだよ、早く言ってよー！」

「ここまでのくだり、あんたの中じゃ妄想だったのかよ」

　カウンターから身を乗り出しおれの腕を取って、猫撫で声を出した。

「れえくん、れえくうん。お願いだよぅー。試験失敗しない薬作ってよぅー！　絶対に滑らないやつぅー」

　滑らないって、物理的に滑らないって意味じゃないだろう。

　今はそんなトンチを効かせている場合でもなさそうだ。

「失敗すると、この店畳まないといけなくなるんだ。免許の有無って、道具屋や装備屋にとっては生命線みたいなもんだからさ。他人からするとそれくらい信頼度高いんだよ」

「薬が作れるかどうかは製作期間があるからなあ。絶対に間に合うとは言えないし……ちなみに、試験っていつ？」

「明日だよ☆」

「……」

「ヤバイんだよぉおおおお、一〇〇点中八五点取らないといけないのに、さっき模試したら、なんとびっくり！　二〇点だったよ！　…………ごめん、今ちょっと盛った。ホントは一〇点」

「二〇も一〇も変わんねえよ。今日まで何してたんだよ……」

「何言ってんのさ。勉強に決まってんじゃん」

「それがこれかよ」

「レーくん、意地悪」

　ぶーとポーラは唇を尖らせた。

「明日っておまえ、試験会場どこなんだよ？」

「隣町。だから、朝イチでここを発てば時間には間に合う。頑張ってるんだけど、範囲も広くって……」

　つってもなあ。

　絶対に試験を失敗しない薬ってなんだよ。

「あ──。そういうことなら、出来なくもないのか……？　けど、やっぱりそれなりに勉強は必要なのか……」

「なになになに！　なんか思いついたの？」

　一応、創薬スキルは反応している。

　けど、これは飲んだからって、絶対に成功するとは限らない。

「いいか、ポーラ。今からおれは新薬を作って戻ってくる。試験のそのときまで、時間との戦いになる」

「レーくん、愛してる……」

「茶化すな。すぐ作って、すぐ戻ってくるから勉強してろ」

　言うなり、おれはポーラの店から飛び出し、息を切らし自分の店に戻った。

「あるじ、急いでどした」

「ちょっとな！　あぁ、ノエラも創薬手伝ってくれ」

「わかた。任せろ」

　店番をしているノエラを連れて、創薬室に入った。

　創薬の助手としては完璧な働きをみせてくれるノエラのおかげもあって、おれが思った以上に早く薬が出来た。

　おれが届けるよりも、人狼カタパルトを持っているノエラのほうが早く届けられる。

「準備できた！」

　ノエラが背負ったリュックの中に、一〇本の【エナジーポーション】と新薬を詰め込む。

　他に、使い方と注意点をわかりやすく書いた紙も入れた。

「よし！　ノエラ、ＧＯ」

「るぅ──ッ！」

　ギャン、と凄まじい勢いで創薬室を出ていったノエラ。後を追ってみると、店を出たところで獣化し、白い狼となっていた。

　四本の足で砂煙を巻きあげ、最高速度のまま走っていった。

　多少通りがざわざわしていたり、悲鳴があがったりしているけど、緊急事態につき今回は許して欲しい。

　帰りは人型だろうし。

　さて。おれが出来ることはもうない。

　あとは、ポーラがどれだけ頑張れるかだ。

　作った薬は、あくまでもポーラの勉強をサポートする薬でしかないんだし。

　しばらくして、ノエラがてくてく、と人型の姿で帰ってきた。

　リュックを背負っているせいで、遠足帰りの小学生みたいだ。

「ポーラ、どんな様子だった？」

「真剣だった。あるじに、ありがとう、て」

　ありがとう、はまだちょっと早いような気もするけど、感謝は素直に受け取っておいた。







　翌日は、そわそわしてしまって何も手につかなかった。

　ちゃんと眠れただろうか、とか。起きられただろうか、とか。会場にはちゃんと間に合っただろうか、とか。受験票忘れてないか、とか。

　……いや、そもそも受験票なんてものがあるのかどうかは知らんが。

　とにかく、一日中落ち着かなかった。

　ポーラがウチにやってきたのは、さらに三日後のことだった。

「どおおおおおおおよ、これぇえええええええええっ！」

　おれを店内で見かけるなり、でかい声で新しい証書を見せつけてきた。

「おお！　おめでとう！　無事に更新出来たんだ。よかった、よかった」

「レーくんとあの薬のおかげだよぅ。アレ、まじでゲロやば！　また次回もヨロシクね！」

「いやいや。最終的に頑張ったのは、ポーラだから。説明書にも書いただろ？」

「あー、やっぱり？　ウチってば、頑張っちゃったからなぁ～」

「調子に乗んな」

　ぺちん、とデコピンすると、えへへとポーラは笑った。

　試験に失敗しないようにする、ていう依頼だとあやふやで困るけど、要は勉強がきちんと出来ていればいいだけの話。

　どうして、何度も似たような問題を解いたり、何度も暗記し直したりする必要があるのかっていうと、人間は忘れてしまうからだ。

　だから、それを阻止すれば、効率よく知識を吸収出来る。最短時間の勉強で合格が見えてくる。

　そういう観点で、おれは新薬を作った。

　けど、【ウ・カール：二四時間以内に覚えたことを忘れない薬】は、あくまでもサポート用。

　忘れない薬っていうと、すごい薬のような気がするけど、一旦『覚える』必要がある。

　だから、ポーラがどれだけ知識を詰め込めるかが、合否の分かれ目だった。

「マジ寝てねーわー、一夜漬けだわーって感じだったよ」

　その光景が目に浮かぶようで、おれは思わず苦笑した。

　たったった、とポーラがリズミカルに近寄ってくると、

「今回のはマジ助かったよ。これは、お礼ね」

　ちゅ、と頬にキスされた。
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　にしし、と笑って「あんがとねー！」とポーラは手を振って帰っていった。

　今、キス、されたよな……？

　ぼんやり頬をさすっていると、後ろからの視線に気づいて振り返る。

　不機嫌そうなミナがいた。

「レイジさんは、今日晩ご飯抜きです」

「は!?　なんでだよ」

「知りませんっ」

　ぷい、と顔をそむけると、奥へ行ってしまった。

「何なんだよ、もう……」

　どうやったら機嫌が直るのやら。

　後で、結構高めのお菓子を買ってきてあげようか。

　おれはそうして、どうやってミナのご機嫌を取るかを考えるのだった。










12　飲み会はやっぱり苦手




「薬神様、薬神様」

　店番をしていると、ひそひそ、と声がする。

　不思議に思ってあたりを見回すと、店の入り口に傭兵団副団長のドズさんがいた。

　いかついガタイを縮ませて、あちこちに目をやってどこかそわそわしている。

「いらっしゃいませ。どうしたんです？　アナベルさんは一緒じゃないんですか？」

「はい、姐さんはいません」

　珍しいな。どうしたんだろう。

　来るときは、必ずと言っていいほどアナベルさんと一緒だったのに。

　すすす、と中に入ってきて、カウンターのむかいに座った。

「薬神様、助けてください」

「なんだか穏やかじゃないですね」

「はい。まったくその通りで、赤猫団は毎年この時期になると、うさぎ亭を貸し切って大宴会をやるんでさぁ」

　そんなのやってるんだ。

　そういえば、うさぎ亭の看板娘のレナが、

「最近宴会シーズンで忙しいんだよ。ま、書き入れ時どきってやつなんだけどねー」

　って言ってたっけ。

　そんなシーズンあるんだ、とおれは思ったけど、その宴会のひとつが赤猫団のものだったみたいだ。忘新年会的な感じなのかな？

「ていうか、宴会でどうして『助けて』なんですか？　楽しくみんなで飯食ったり酒飲んだりするだけでしょう？」

「それなんでさぁ、薬神様。姐さんはからっきし飲めないんですが、他の連中はみんな酒豪で、文字通り浴びるほど飲むんです。オレはそこまで強くもねえし、たいして飲めねえし……」

「あー。宴会が苦手ってことですか？　わかります、わかります。大人数の飲み会って、おれもあんまり好きじゃなくて」

　仲間を見つけた気分だったけど、どうやらそうじゃないらしく、ドズさんは首を振った。

「いえ、それも少しあるんですが……他の奴らがガブガブ飲むのに、副団長がチマチマ飲んでたんじゃあ、姐さんに示しがつかねえというか、なんというか……」

　他の団員じゃなくてどうしてアナベルさんなんだろう。

　あっ。

　わかった。

　ちょっと言いにくそうにモジモジしている態度からして……。

「なるほど、アナベルさんの前でイイトコ見せたい、と」

「そういうわけじゃ……、いや、まあ、簡単に言うとそういうことです」

　照れくさそうにドズさんは後頭部をガシガシかく。

　アナベルさんは確かにキレイだから、イイトコ見せたいってのもわかる気がする。

「去年はどうだったんです？」

「去年は、二、三杯ほど飲んだあたりから記憶がなくて。気づいたら朝で、樽の中にいました。頭もずっと痛くて。そのことをさんざん姐さんに笑われてしまって……。だから今年は、お開きになったら姐さんを屯所まで紳士的に送り届けてぇんです」

　だから今年はどうにか、男としても副団長としても、汚名返上したいってことか……。

「だから、薬神様に助けて欲しいんです。酒が水になる薬みてぇなやつを作ってくれれば、と……」

「わかりました！　おれも男です。ドズさんの気持ちは十分にわかります。なんとか、やってみますね！」

「ありがとうございます、ありがとうございます！」

　分厚い両手でおれの手を握ったドズさんは、何度も何度もありがとうと言った。

　アナベルさんはもちろん、団員にもバレたくないからあんなにこそこそしていたんだろう。

　おれはドズさんに少し待ってもらい、奥の創薬室へ入った。

　男が、上司とは言え女の人の前で見栄を張りたい理由なんてただひとつだ。

　だから、どうにかしてあげたい。

　素材となる薬草が入った瓶を棚から取り出し集めていく。

　宴会、か。

　キリオドラッグもやったほうがいいのかな？

　甘いにおいがキッチンから漂ってくると、創薬室の扉が開いてノエラとミナがやってきた。

「あるじ、クッキー作った！　これ、食べる！」

　星型のそれを一枚手に持ってノエラが差し出してくるので、おれはそのまま口で受け取った。

　作りたてらしく、温かくてサクサクで甘くて美味しい。

「美味い」

「るーっ♪」

　わさわさわさわさ。

　ノエラが尻尾を高速で左右に振った。

　バスケットに入れたクッキーをミナが持ってきていた。

「わたしとノエラさんがさっき焼いたものです。置いておくのでよろしければ食べてくださいね？　お茶、入れましょうか？」

「ありがとう。それは後でいいよ」

　おれの手が薬草で汚れているのに気づいたノエラが、また一枚取って食べさせてくれた。

「なあ。ミナとノエラはメンバー全員でどこかでご飯食べたり、酒飲んだりしたい？　宴会というか、親睦会というか、そういうやつ」

　手を動かしながら尋ねてみると「そうですねぇ」とミナが人差し指を顎にやる。

「レイジさんがやりたいのなら、それでいいんじゃないかと思いますよ？　……ただ、わたしの意見を言わせていただければ、やりたい、です。エジルさんとビビさんが増えましたし」

「ビビの歓迎会、ノエラしたい」

「エジルは？」

「エジルはいい」

　即答だった。嫌われたなあ、エジル。

「そう言ってやるなよ」と、おれは苦笑しながら言う。

　前は三人で旅行に行ったし、機会があれば今度は五人で出かけてもいいかもしれない。

「よし、こんなもんかな」




【肝臓の味方ＥＸ：肝臓の機能を飛躍的に上昇させ、アルコールの分解速度を上げる。悪酔い、二日酔いを予防する効果がある】




　出来あがった新薬をドズさんに渡す。

　薬の効果と食前に飲むことを説明しておいた。




◆Ｓｉｄｅ　Ａｎｏｔｈｅｒ◆




　薬神こと店主レイジに言われた通り、ドズは渡された酔いに強くなる薬をぐいっと一気に飲んだ。

　空き瓶は、誰にもバレないようにこっそり捨てておく。

　正直、効果は半信半疑だったが、今まで彼が作ってくれた薬にハズレはなかった。

　今回もまず間違いはないだろう。

『飲んだ酒が水になる薬じゃないですからね？』

　あくまでも耐性をあげるものだと、彼は説明してくれた。

　レイジから受け取った薬を飲んだドズは、うさぎ亭の前でぱちん、ぱちん、と両頬を叩く。

　中にはもうすでに団員が集まり、乾杯を今か今かと待っている。

「何してんだい、そんなところで」

「うわぁああ!?　あ、姐さん、いつからそこに!?」

　飛びあがって振り返れば、アナベルの姿があった。いつもはポニーテールにしている髪を解いており、妙な色気がある。

「でかい図体してんだからさっさと入んな。アタシが入れないじゃないか」

　ゲシ、と尻を蹴られて「ほぅ」と変な声が口から漏れた。

　アナベルとともに店内に入ると、客席を占める団員から太い歓声があがる。

　円卓にはすでに料理が並べられており、団員たちも木のジョッキを構えていた。

「はい。団長さんはこれね」

　看板娘のレナがアナベル用にジュースの入ったジョッキを渡す。毎年のことだから、彼女もかなり手慣れている。

　こちらにも渡してくれたが、麦酒がなみなみと入っていて、白い泡が立っていた。

「酒の入ったジョッキが手にあるんだ。しち面倒な挨拶は要らねぇだろ？」

「「「要らない！　要らない！」」」

「よーし！　乾杯！」

「「「乾杯──ッ!!」」」

　全員が一気に中身を飲み干す。ドズも皆に合わせて喉を鳴らした。

　コン、と卓にジョッキを置く。

「……あれ。全然こない」

　酒を飲むと、頭を内側から軽く殴られたような衝撃があったのに、今日はそれがない。

「薬神すげぇえええええええええええええええ!!　マジ半端ない!!」

　あの人、マジで神様だ。と口の中で繰り返す。

　アナベルがそれぞれの卓にむかうと、そこだけ一気にテンションがあがっている。

　傭兵として良い腕をしているし、華もある。何より、団員想いなのである。

「薬神、イエスッ！」

　全力でガッツポーズしていると、こちらにやってきたアナベルが不思議な顔をしていた。

「アンタ、なんか今日おかしくないかい？」

「姐さん、今日のオレは、一味違いますからね？」

「頼もしいじゃないか」

　コン、とジョッキを軽くぶつけ、二杯目も飲み干した。

　やはり去年のような嫌な感じはまったくない。

「レナちゃん！　酒を、このオレに、酒を！」

「えぇぇ……ドズさん大丈夫なの？　去年は……」

　苦笑しながらアナベルはこちらを親指で差した。

「こいつ、今日は一味違うらしいんだ。持ってきてやってくんないか？」

「はーい」

　と、レナは返事をして奥へと戻っていった。

　他の団員たちのところへ行き、新しく渡されたジョッキを軽くぶつけ、気分よく話をする。

　酒がすすみ、話がどんどん弾む。

　料理をつまみ、酒を飲み、馬鹿話に機嫌よく大声で笑う。

　宴会というのはこんなに楽しいものなのか、とドズは感動すら覚えた。

　アナベルはどうなのだろう。全員が飲んでいる中でたった一人シラフというのは、寂しくはないのだろうか。

　彼女が店を出ていくのが見えると、ドズは後を追った。

「なんでついてきたんだい。居ればいいのに」

「いえ、オレは姐さんの副官なんで」

　そうかい、と言って原っぱに腰をおろす。ドズも隣に座った。

「ちっちぇー田舎の傭兵団だけどさ、どうにかやってこられて、こうして毎年楽しく宴会出来てんだもんなあ」

「姐さんの人望ありきでしょう。オレだけじゃ、こうはなりませんぜ？」

　最初はたった二人だったことをドズは思い出した。

「何言ってんだい。アンタのお陰でもあるよ、きっとね？」

　こちらには目もやらずに、まっすぐアナベルは前を見つめている。

　月明かりに照らされた横顔はとても大人びていて、頬はほんのり赤らんでいる。

　店にいたときの熱気にあてられたせいだけではないのがわかった。

　パチン、とドズの頭の中で何かが爆ぜた。

　今日は、一味違うのだ。

「あっあっ、姐さんんんんんんんんんんんんんんんんんんん──」

「ん？」

　ドズは唇を突き出して肩を掴んだ。

「──なに顔寄せてんだッ！　気持ち悪ぃんだよ、ボケッッ！」

　股を蹴りあげられ悶絶していると、顔面に四、五発、アナベルの鉄拳が叩きこまれる。

　ガゴンッ、という骨を叩く音が、その日最後に残った記憶だった。




◆Ｓｉｄｅ　レイジ◆




「…………それで。今年は物理的に気を失った、と？」

「ええ、まあ」

「何してんですか！　もぉー！　すげー良い感じだったじゃないですか！　途中まで！　台無し、もう、全部台無し！」

　まったく、とおれは大きなため息をつく。

　一昨日行われたらしい宴会の報告を、またこっそりやってきたドズさんから聞いているところだった。

　ドズさんの顔は、左右両方殴られたのがすぐにわかるほど、パンダみたいにくっきりと青あざが残っている。

「いえいえ、レイジの兄さん。今年は、姐さんの照れ顔が見られたんで、もうそれを思い出すだけで、ご飯食べられるっていうか……」

「何デレデレしてんだ、オッサン！　思い出でご飯食べるなよ！」

　途中まで青春感バッチリで、話聞いているだけでそわそわしたのに。

「レイジの兄さん──いえ、薬神様。もらった薬のおかげで、楽しい宴会になりました。ありがとうございました！」

「いえいえ。お役に立てて良かったです。楽しいってのが一番ですから」

「それに、姐さんとの仲も深まりましたし」

「深まったの溝じゃないの!?」

　ドズさん的には距離は縮まったらしい。

　では、とドズさんは店を出ていく。

　いかついガタイに人懐っこい笑顔を浮かべ、一礼して帰っていった。

　アナベルさんとの仲はどうなっていくのか、個人的にスゴク気になる。

　それに、あのポンコツ副団長さん、なんか放っておけない。

　また何かあったら、全力でドズさんを応援してあげようとおれは思った。










13　蔓延する例のアレ




「くちんっ」

　ビビがくしゃみをして、それから鼻をズビーっと鳴らした。

　おれとビビの他に、ノエラとミナもいて、店でそれぞれ仕事をしていた。

「へぷしんっ」

　ノエラもつられたようにくしゃみをして、同じように鼻をズズと鳴らす。

「へぇぇぇぇっ、くしょんんんんッ」

　オッサンみたいなでかいくしゃみをミナがすると、みんなが一斉にミナを見た。

「あっ。い、今のは無しです、今のは。くしゅんっ……。こっちです、こっち。ほんとのくしゃみ」

　くしゃみに嘘も本当もないだろうけど、慌てているあたり恥ずかしかったらしい。

　最近、みんながやたらとくしゃみをしたり、鼻をかんだりしている。

　昨日バイトに来ていたエジルも同じだった。

『今年も、ニンゲンどもの卑劣な細菌攻撃がはじまりましたよ、先生』

　とかなんとか言っていた。

　みんなに症状を聞いたけど、風邪ではないみたいだ。

　一緒に暮らしていてもうつることもなく、おれは何ともない。

　こしこし、とノエラが目をこすっている。

「あるじ、目薬欲しい。目がスッてする薬」

「レイジくん、ボクもあるんなら目薬を貸して欲しい」

「わたしも、実は……目がかゆくって……」

「なんだよ、みんなして。……そういや、最近目薬がよく売れるけど、町の人も目がかゆいのか……？」

「人によるみたいだけど、毎年この季節になると目がかゆくなったり、鼻水が止まらなくなったりするんだよ」

　人じゃないビビにそんな説明されても説得力はあまりない。

　これって、症状からしてアレじゃないのか？

「もしかして、花粉症じゃないの、みんな」

「「「花粉症？」」」

　みんなそろって首をかしげた。言葉自体も聞いたことがないんだろう。

「風で運ばれてきた特定の植物の花粉が原因で、鼻や目がちょっとしたアレルギー反応を起こすんだ。鼻がむずむずしたり、目がかゆかったりするのは、そのせいっていわれている」

　通院して治してもらったりする人もいるくらいだから、本当にツライらしい。

　むこうの世界にいたときもおれは全然花粉症にならなかったけど。

　へえ、とみんな感心している。

「けど、スギの木とかこの世界にあるのか……？」

「そのスギはわからないけど、ボク、心当たりがあるよ。毎年、この季節になるとぶわぁって花粉を飛ばす大樹が森の中にあるんだ。原因は、その樹じゃないかな？　もうほんと、カフンショーの人は、近寄れないくらいなんだよ」

　森の湖の精霊であるところのビビが言うんだから、原因かどうかはさておいて、そういう樹があるんだろう。

　おれ自身、困ったことは何もないし季節的なものだし、目薬の売れ行きにも繋がるから放っておけばいいのかもしれない。

　けど、ウチのメンバーも町のみんなも困っている。

「森に行って、その樹をきちんと調査したほうがいいかもな。何が原因なのかきっちりさせておかないと、対策も薬も作れないし。ノエラとビビ、ついてきて？」

　ぷるぷる、と二人は首を振った。

「ノエラ、カフンショー怖い」

「もうなってるだろ」

「レイジくん、カフンショーはあの樹には近づけないんだよ」

「道案内だけでも」

　くしんっ、と二人揃ってくしゃみをした。

　それが返事らしい。

　ミナは、「お弁当作りますねー」とキッチンに逃げていった。

　なんか疎外感。ちょっと悲しい。

「しゃーないな……」

　おれ一人で行くことにして、魔物避けとなる【忌避剤】と魔物や動物と意思疎通が出来るようになる【トランスレイターＤＸレモン味】を鞄に詰める。

　あとは、ミナが作ってくれた弁当とビビが書いてくれた地図を持って店を後にした。

　おれ一人での単独行動はずいぶん久しぶりだ。

　町を出て街道を歩き、素材や薬草を集める森の入口にやってきた。

　ビビが書いた地図を広げ、一瞬で閉じた。

「無理。さっぱりわからん」

　伝えるつもりあんのか、っていう下手なイラスト付きのステキ地図だった。

「やあ、レイジちゃんじゃないか」

「あ。レイジ！」

　困ってるおれの前に現れたのは、エルフのクルルさんとリリカの兄妹だった。

「ども。お揃いでお出かけですか？」

「ポーションが切れてしまったから、レイジちゃんの店に買いに行こうとしていたんだ」

「そういうあなたは、これから森に？　一人？」

　と、リリカ。

　二人揃うと人間にはないその美貌がなんだか眩しく見える。

　おれは、二人に大樹のことを説明した。花粉症の原因となっている花粉を飛ばしているんじゃないかと。

「それって、ゼグの樹のことじゃないかしら？」

「うん、ゼグの樹で違いないだろうね」

「よかった。わかるんだったら、道を教えて欲しいんだ」

　書いてもらったんだけど、これで、とおれは地図を開いて見せて苦笑する。

　コホン、とクルルさんが大きく咳払いをした。

「では、この僕が道案内してあげよう」

「あ、大丈夫です。クルルさんには頼んでないんで」

「!?」

「えっ、わ、私!?　私に？」

「リリカ、ここはひとつ、空気を読んでみたらどうだろう。僕をレイジちゃんと二人きりに……」

「一応、魔物避けの薬はあるんだけど、森に一人って心細いし、道に迷ったら大変だから」

「ふ、二人きり……」

　リリカが髪を触ったり、おれをちらっと見ては目をそらしたりしていると、後ろからクルルさんがぼそっと言った。

「妹よ、空気を読──オフッ!?」

　リリカの肘が鳩尾にクリティカルヒットしたらしく、四つん這いになって悶絶している。

「わ。私で、いいなら、案内してあげるわよ……？」

「じゃあ、よろしく頼むよ」

　すっくと立ちあがったクルルさんが、ふぁさぁ、と髪をかきあげた。

「二人が心配だからね。僕もついて行くことにしよう」

「案内は私一人で十分だから、ついてこないで」

「レイジちゃんのお尻を僕が守らないで誰が守る」

「あんた以外狙ってねえよ」

　キリっとした顔でそんなことを言いだした。

　守ろうとしている奴が一番危ない件。

「兄さんは薬屋さんにおつかいに行っててちょうだい」

「おっと。そうだ。僕もその樹に用があるんだった。ハハハ」

　どうあってもついてくる気らしい。

　おれとリリカは同時にため息をついた。

　ついてきて、とリリカが先導する。

　おれの後ろにはクルルさんがぴったりとついてくる。

　なんか嫌だったから強引に前を歩かせた。

　忌避剤を使っているおかげもあって、エルフ二人と薬屋のパーティは、何の苦もなく森を進む。

「そのゼグの樹ってやつは、どういう樹なんだ？」

　おれが二人に問いかけると、クルルさんが答えてくれた。

「ゼグの樹は、木材に使われるありふれた樹木だよ。ただ、その花粉の原因となっているここのゼグの樹は妙に大きくてね、ぼくたち一族では、霊樹のひとつとして扱ってるんだ」

「この森で仕事をするキコリにもそれを伝えているから、誰も伐きろうとしないのよ。ほら。あれよ」

　リリカが指差した先には、聞いた通りの大樹があった。

　何十年、いや、何百年も前からそこにあったような、この森そのものと言っても過言でないほどの威容を誇っている。

「すげ……」

　世界遺産のお寺とかを見物しているような、荘厳な気持ちになる。

　人が一人で伐れるような大きさじゃない。

　十数人が輪になってようやく囲えるくらいに幹は太い。

　こんな樹が森の中にあったのか。

　……ん？　鼻がむずむずする。

　花粉症じゃないおれがむずむずするくらいなんだから、花粉症の人ではここに辿り着けなかっただろう。

「二人は、鼻がむずむずしたりしない？」

「いいえ。私は特に何も」

「僕もだね。エルフは人間と違って森で生まれて森で育つ種族だから耐性がついているのかもしれない。花粉がどうこうなんて思ったこともないから」

　クルルさんの意見にはリリカも同意らしくコクコクとうなずいている。

「しっかし、でっけえなー」

　おれはあんぐりと口をあけて大樹を見あげる。

　最初は、邪魔なら伐ってしまえばいいと思ったけど、エルフが霊樹としているから伐るのはＮＧだし、さすがにこの樹を伐るなんて、不敬というか、不謹慎な気分になる。

　これ一本が原因ってわけでもないだろうけど、このでかさなら、この樹をどうにかすれば被害は半減しそうだ。

　根の出っ張りに腰掛けて、ミナが作ってくれた弁当を食べる。

　今日はサンドイッチの詰め合わせだった。

　花粉をどうにかするっていっても、植物の生殖活動みたいなもんだし……。

　ちらちら、とリリカがおれのほうを見てくる。

「それ……ミナさんが作ったの？」

「うん。リリカも食う？」

「いい。遠慮しておく。あなたのために作ったものだろうし」

　おほん、とクルルさんが咳払いする。

「レイジちゃん、食後のデザートにピーチなんかいかがだろう」

「まさか、ズボン脱いで尻出して『はい、どうぞ』なんてしないですよね？」

「え。……そんなはずないじゃないか」

　ズボンに手をかけたクルルさんが何事もなかったかのように、両手を後ろで組んだ。

　薄く目を開けたリリカが侮蔑の視線をやった。

「最低。変態兄さん」

　うんうん、とおれも同意。

「今のは、ギャグとしても最低最悪です。小学生じゃないんですから。もっと意外性のある発想でないと、ツッコミこっちも処理に困りますし」

「テクニカルなダメ出しはやめたまえっ！」

　弁当を食べ終えて、少し気づいたことがあった。

　ゼグの樹が、風がないのに何度も花粉を放出している。

　目に見えるレベルの大量の花粉だ。

　バサッ、とまた花粉が樹から出てきた。

　間隔はまちまちで、長いときもあればすぐのときもある。

　何か会話が出来るかもしれない。

　淡い期待を込めておれは、鞄から【トランスレイターＤＸレモン味】を取り出してひと口飲んだ。

　近づいていき、声をかける。

「もしもーし、聞こえますかー？」

『人の子が、ワシに話しかけている……？』

　やった。成功した。

　意識して見てみると、目と鼻と口が大樹の中からくっきりと見えた。

「おれ、桐尾礼治って言います。あなたの花粉で、町のみんながくしゃみやら鼻水が止まらないみたいなんです。それで、どうにか出来ないか今日ここまでやってきました」

『この花粉は、ワシにもどうにも出来ぬ。種を残すため生物としての……せいぶつ、として……ぶぁああああくしょぉおおおおんっ！』

「うわ!?　びっくりした……」

　なに今の？　くしゃみ!?　くしゃみしたよな？

　バサッ、と花粉が大樹から噴き出てきた。

「あの、具合悪いんですか？」

『毎年、この季節になると必ずこうなるのだ。鼻がむずむずして、目がかゆくて、くしゃみが、くしゃ、み、が……ぶぁああああくしょぉおおおおんっ！』

　バササッと大量の花粉が出てきた。

「それ、巷では花粉症と呼んでるんです。植物の花粉でアレルギー反応が出ちゃう的な」

『ムハハハハ！　樹であるワシが植物の花粉でアレルギー反応？　笑わしよるわ。ムハハハハハっくしょぉおおおおおおん！』

「笑うついでにくしゃみすんなよ！」

　クルルさんとリリカは不思議そうな顔をしておれを見ている。

　後で色々と説明する必要がありそうだ。

　やっぱり、くしゃみをすると大量の花粉が出ている。

　このくしゃみが止まれば、どっさり花粉が飛ぶこともないんじゃないだろうか。

　風で飛ぶのは当たり前としても、こんなにたくさん一度に飛ぶことはなくなるはずだ。

「植物の花粉っていっても、自分に抗体のない種類の花粉だったりすると、炎症を起こすこともあるんですよー？」

『……であるか。昔と違い、元々この森にない外来種がずいぶん増えたと聞く。貴公の言う通り、ワシが抗体を持たぬ種類の花粉の仕業やもしれぬ』

　結局、みんな花粉症で困ってるんだ。

　となれば、あとはおれの出番だ。

「ちょっと待っててくださいね！　おれが、その鼻のむずむずやくしゃみを止める薬を作ってくるんで！」

　大樹に背をむけて、おれは歩き出した。

「ねえ、レイジ。どういうことなの？　何を一人でしゃべっていたの？」

「あの樹、花粉症で困ってるみたいなんだ。それで、薬を作ってあげようと思って」

　リリカに答えると、今度はクルルさんが訊いた。

「樹なのに、花粉症になるのかい？」

「みたいです」

　二人を伴って森を抜けて、店に帰ってくる。

　さっそく創薬室に入って、手際良く作業を進め、新薬を完成させた。




【特効・花粉アレルギー薬：花粉によって引き起こされる、くしゃみ、目のかゆみ、鼻水、鼻づまりに即効性がありよく効く】




　よし。

　これなら、ゼグの樹の花粉症も治してやれる！

　どれくらいの量が必要になるのかわからないから、おれは特効薬を大量に作り大瓶に入れておいた。

　クルルさんとリリカ兄妹は、今はリビングでのんびりしているみたいだ。

　洗面所で手を洗い、創薬室へ戻ると、坊主頭の見知らぬ青年男子が正座していた。

　黒い髪の毛で、一見すると日本人のようにも見える。

　ずずず、と見慣れたカップを手にお茶をすすっていた。

　誰……？

「レイジさん。お客さんがいるのならそうおっしゃってくださいね？」

「ああ、ミナか、お茶出したの」

「はい。クルルさんやリリカさんだけではなかったんですね、お客さん。どなたですか？」

「いや、こっちが訊きたい。ミナの知り合い……なわけないか。ノエラでもないだろうし……」

　誰だ……？

　ふ、不審人物……？

　けど、それならすぐに誰かしらが対処しそうなものだけど……。

　そういや、大瓶に入れた薬も消えている。

　カップを置いた青年男子は悲痛な面持ちで、床に置いてあるハチマキを頭にぎゅっと巻いた。

『特効』

　消えた薬──。

　特効の文字──。

　まさかとは思うけど……。

　おれが作った特効薬が人になった……？

　んなバカな。

「あのぅ……」

　おれは恐る恐る話しかけてみた。

　くるり、と正座したままのハチマキ青年がこっちをむく。

「これは。お店の店主殿でしょうか」

「はい、そうです。ええっと、どなた様です？」

「私は、先ほどここで作られた『特効薬』にございます」

　精せい悍かんな顔つきのハチマキは、はきはきとそう言った。

　特効薬って言ったよな、今。

　作る最中は、何もおかしなことはしてないし、何かを間違えたとも思えない。

　作り過ぎたから？

　あれか。スライムが集まりまくって、キング○ライムになる的な。

「なんで、人になったの？　ですか」

　ハチマキは苦笑して首を振った。

「それは、私にもわかりません。事情は存じております。樹の花粉症を治すため、私が必要だと……」

「まあ、そうなんだけど」

　ゼグの樹に飲ませるつもりだったんだけど……人の形してるけど、いいの??

　鑑定スキルで見ても、【特効・花粉アレルギー薬】としか表示されない。

　あれか、擬人化とかいうあれか。

「少しだけ、時間をいただけませんか」

「いいけど……。薬のくせにバカ丁寧なんだな。事情を知っているんなら話は早い。おれは、さっさとゼグの樹に戻って花粉の大元を防ぎたいんだ。ちなみに、何がしたいの？」

　ハチマキは、悟ったような穏やかな顔で床をじっと見つめる。

「……故郷の母へ遺書をしたためさせていただきます」

「したためんな！　薬使いにくいわっ！」

「それが叶わないのであれば、妹へ……」

「そこじゃねえ！」

　おれが作ったんだから、どっちかって言うと『父へ』だろ。

「町民の皆さまのため、我が身を投げうち必ずや大戦果を挙げてご覧に入れましょう」

「やめろぉおおおおおお！　話を重くすんな！」

　やれやれ、とおれはため息をつく。

　もう仕方ないから、この薬を使うことにしてハチマキと一緒に店を出た。

「奥様もお優しそうな方で、私のような若輩からすれば誠にうらやましい限りです」

「奥さんじゃねえから。居候だから」

「……私の母も、ミナさんのように優しくて温かい人でした」

「死亡フラグ立てんのやめろ」

　そのフラグで間違いないんだけど。

　さくさくと歩いて、おれとハチマキは森へ入る。

「足元、気ぃつけろよ」

「なに。私の田舎の山道に比べれば可愛いものです」

「戦争映画でよくある、小隊行軍中のシーンみたいなセリフ言うなって」

「レイジさんの田舎はどちらです？」

「戦争映画でよくある、ちょっと仲良くなった兵士みたいなセリフ言うなって」

「あそこは良い所ですよね、海がとてもキレイで」

「まだなんも言ってねえよ」

　ぶつくさおれたちがしゃべりながら歩いていると、目的地へとたどり着いた。

　まだ薬の効果は切れていないみたいで、ゼグの樹と会話することが出来た。

『おぉ、レイジ殿、待ちわびたぞ』

「すみません、お待たせして。これが、試作した特効薬です」

　おれはハチマキをゼグの樹の前まで連れて行く。

　ハチマキはというと、シリアス一〇〇％の顔をしていた。

「レイジさん。任せてください。こんなやつ、私一人で十分です。私に……私に行かせてくださいッ！」

「そう言ってくれると助かるよ。よろしく頼む」

　ハチマキは、離れたあたりでくるっとこっちをむいて、力のこもった顔で敬礼をする。

　おれも適当に返礼した。

　ガポッ、とゼグの樹が洞のような口を開けてくれた。

『ここに、ここに頼む、レイジ殿』

「わかりましたー！　おいハチマキ、早く行けって」

「──レイジさん、この私が必ずや、戦果を挙げてご覧に」

「わかった、わかったって」

「この特効が、平和の礎にならんことを……」

「花粉症治るだけだから。元から平和だから」

「私の家族には、立派だったと、お伝えいただければ──」

「いいから早く行け」

　つん、と肩を押す。

「ちょ、ちょ、わぁああああ!?　お、押さないでください！　何を考えているんですか！」

「そういうお約束のリアクションとかいいから」

「わ、私のタイミングで。私のタイミングで行かせてください」

「へいへい」

「絶対に押さないでくださいね？」

「わかったって。おまえのタイミングで行け」

「絶対ですよ？　私のタイミングがあるんですから。絶対に押さないでください。絶対ですよ？」

「だから、お約束はいらねえって言ってんだろ」

　どん、と思いきり背中を押した。




「へぁ──!?」




　ゼグの樹の口の中へずぷずぷとハチマキが埋まっていく。

　大樹の中って沼みたいになってんの？

　へえ、と思いながら口の中を観察していると、勇ましい顔つきのハチマキはどんどん沈んでいく。

　伸ばしている右腕以外見えなくなると、掲げていた右手が握られてぐっと親指を立てた。

「アイルビーバックしてんじゃねえか！　戻ってくる気満々かよ」

　この口ん中、溶鉱炉だったの？

　ガポ、と口は閉じられた。

「どうですか？　薬の効き目」

『うん？　……んんんんんんんん!?　鼻が、むずむずしない！　目もかゆくない！　レイジ殿!!』

「おれの薬、すごいっしょ？」

　最っ高のどや顔でおれも右手の親指を立てた。

　イレギュラー過ぎだったから心配だったけど、ハチマキ、ちゃんと効いたみたいでよかった。

　しばらく待ってみても、くしゃみはしないし、鼻もすすらない。花粉が大量に飛ばされるということもなくなった。

「また、エルフに同じ薬届けさせるんで、一日一回飲んでくださいねー？」

『ありがとう、レイジ殿──！』

　野太い声を背に受けたおれは、ゼグの樹にむけて手を振って、店へと戻った。

　同じ特効薬を何度作っても、やっぱりハチマキみたいに擬人化しない。

　あれは一体何だったんだろう？

　今日あった出来事を三人に話をして薬を渡した。

「それは、キリオドラッグ七不思議のひとつにしよう」

　と、難しい顔をしてビビが言う。

「なんじゃそれ」とおれは笑った。

「あ。レイジさん！　鼻水が止まりましたぁあ！　むずむずしないです！」

　新薬の効き目を実感したミナはおれの手を握ってぶんぶん振り、ノエラは腰に抱きついてくる。

「あるじ、あるじー」

「はいはい、通常営業ね」

　おれは、まだ店にいたエルフの兄妹に、特効薬を一日一回ゼグの大樹に飲ませるように伝えて、薬を持たせた。

　やっぱり町のみんなは花粉症に悩んでいたらしく、特効薬はバカ売れするのだった。










14　仲良くなりたい




「先生……余とノエラさんのことなのですが」

　神妙な顔をしたエジルが、暇になった店内で話しかけてきた。

　ノエラ絡みだとロクなことがないからな、エジルは。

「うん、何？」

「もしかすると、余は、ノエラさんに見向きもされていないんじゃないでしょうか」

「今さら気づいたのかよ」

「一個人としては認めてもらっているはずなんです。余はこれでも魔王ですし」

「それすら認めてない気がするけど」

「何が言いたいかと言いますと、余は、ノエラさんと友達関係のまま仲が進展していないのでは、と危惧しているのです」

「いや、何それっぽいリアルな恋バナしてんだ」

　そもそも、おまえの中ではすでに友達なのかよ。ノエラはそんなこと、欠片も思っちゃいないぞ。

「で、エジルは関係を進展させたいと」

「ええ。さすが先生。一を言えば一〇を理解していただける優秀な方ですね」

　この前、おれに化けてノエラに変なことしようとしたり、部屋に勝手に入ったり、その他余罪多数のせいで、仲良し数値はマイナスだ。

　けど、マイナスってのは考え物だ。ノエラは、エジルがバイトに来る日は、家でミナの手伝いをするし、エジルと接触するのを避けている節さえある。

「職場の人間関係ってのは、どの世界も大変だなあ」

「ですので、先生。この友達関係を進展させる薬をひとつ、お願いしたいのです」

「薬でどうこうするもんじゃないだろう、こういうのは」

「恋人とは言いません！　友達以上恋人未満くらいまで進展させられる物を……」

「つってもなあ」

「それが難しいのなら、体だけの関係でも」

「最低か」

　ビシ、とエジルの頭にチョップする。

　そんなもん作ったら、エライことになるわ。

　しかしまあ、エジルが改めてこういうことを言いはじめたってことは、やっぱり仲良し数値がマイナスってのをどこかで理解しているからなんだろう。

「オッケー、わかった。仲を進展させるっていうとアレだけど、同僚として会話できるくらいにはしてやる」

「先生……先生ぇえええええええええっ！　何だかんだ言って、いつも余を助けてくれる……」

　うるうる、と感激して涙目でエジルがこっちを見てくる。

　とは言ったものの、ノープランだったりする。

　ちょっと待ってろ、と言い残して、おれは家に入り、リビングにいるノエラを見つけた。

「なあ、ノエラ。エジルが店に来る日は、いつも家にいるだろ？」

「る？　それがどした」

「エジルのこと嫌い？」

　んー、と珍しく何かを考え込むノエラ。

「エジル、嫌い違う」

「お？　意外だな」

「ノエラ、エジルは生理的に無理」

　一番アカンやつや。

　無理と嫌いは違うもんな。そうだよな……。

　話しかけられたらちゃんとノエラはエジルとしゃべるもんな。

　嫌いだったり無関心だったりすれば、無視することもあるだろうけど、そういうことだったのか。

　生理的に無理ってのは、何なんだろう。

　現代でもよく耳にするけど。

　外見が気に入らない、仕草、表情、におい、清潔感の有無、しゃべり方、そういうのを丸ごと苦手だというのを、おれは生理的に無理だって思っている。

「何が無理なの？　具体的には？」

　ソファの隣に座ると、ノエラは当たり前のようにおれの膝の上に座った。

　ふりふり、と尻尾を振るから、モフモフってして気持ちいい。

「笑い方と自信満々なところ」

　魔物や魔族の頂点に立つ男だからなぁ。

　態度が偉そうだったり、馬鹿笑いしたりするのも、なんとなくわかる。

「ノエラに、媚を売る。あれ、嫌」

「あー……はは……おまえが釣れない態度を取るからだろう」

「あとは、におい。あるじのにおいと違う」

「魔族だからかな？　おれは全然わからないけど、ノエラにはわかるんだ？」

「あるじのにおい、好き。エジルのにおい、嫌」

　フェロモンの関係で、娘が父を毛嫌いするのと今回のこれは、もしかすると同じなのかもしれない。

「よし、わかった。ありがとう」

　不思議そうな顔をするノエラに、膝の上からどいてもらう。

　おれは創薬室に入って、さっそく新薬を作ることにした。

　遺伝子レベルで、においに好こう悪おの相性ってのがあったりするくらいだ。

　だからノエラにとって好ましいにおいの遺伝子──要は、おれの遺伝子を組み込んだ物質を作ればオーケー。

　瓶を振って、特殊な液体ができあがった。




【ＲＫの遺伝子液：ＲＫの遺伝子を抜き出した食用の液体】




　よし。こいつをご飯にかけて食えば、体内におれの遺伝子を取り込めるって寸法だ。

　遺伝子もそうだけど、体臭の元になるのは食い物も関係しているから、ちょうどいい。

　おれは店に戻って、店番をしているエジルに新薬を渡し、効果を説明した。

「いいか？　いっぺんにやっても効果はゼロだ。これをかけた物を食べて、じわじわと体内の細胞を入れ替える──一週間もすれば、ノエラにとって好ましい体臭になっているはずだ」

「さ、さすが先生──っ！　余は、余は、どうお礼をすれば……」

「いいんだよ、そんなの。職場環境を整えてやるのも店主の務めだ」

「一生、ついてきます、先生！」

「わかった、わかったから」

　感激しっぱなしのエジルをおれはなだめた。

　その日から、エジルは薬を言った通り用法容量を守って使いだした。

　おれにはさっぱり変化はわからなかったけど、ノエラが混乱したように、おれとエジルを何度か見比べることが多くなっていった。

　そして一週間後、エジルは薬を使いきった。

　ミナにも協力してもらい、エジルの体臭がおれに近くなったのか、試すことにした。

「『第一回　レイジさんはどれだ？　においで当てちゃえ！　大会』をはじめま～す！」

　いっえーいっ！　なノリでミナが司会をはじめた。

「……ミナ、どした」

「……女、何があった」

「……なあ、ミナ、普通のテンションでいいよ？」

　おたまをマイクに見立てたミナの顔が、どんどん赤くなっていく。

「そ、そういうことなら、最初から言ってくださいっ。わ、わたし、張り切りすぎてテンションがおかしくなった人みたいじゃないですか！」

「いや、その通りだったよ。ブチアゲ☆な状態だったよ」

「えぇぇぇ……もう……やだぁ……」

　赤面したミナが恥ずかしさのあまり、しゃがみこんでしまった。

　ミナがああなので、おれがエジルとノエラに実験の説明をした。

「おれとエジル、それと、新薬をまるごとぶっかけたトマト。それらをにおいだけで、ノエラにおれがどれか当ててもらおうっていう趣旨」
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「る！　あるじのにおい、ノエラ、間違えない！」

　おれを見て、おれのにおいは当然わかる。でもこれは、視覚情報によるところもある。

　だから、嗅覚のみで当ててもらうのだ。

「じゃあノエラは目隠しして」

　おれとエジルは箱の中に頭を突っ込む。皿にのせてあるトマトも同じく。で、箱の中のにおいをノエラに嗅いでもらおうっていう実験だ。

　ミナが目隠しを手伝っている。

「ミナ、おたま、何に使うの？」

「…………っ」

「第一回……第二回もある？」

「…………っ」

　ノエラ！　もうやめたげて！

　見えないのかもしれないけど、ミナが恥ずかしくて半泣きになってる！

「もう、見えないはずです」

　まったく前が見えないことを確認したミナ。

　おれとエジルは適当にシャッフルして、場所を変わる。それから、テーブルの上に箱ごと頭を乗せた。

　Ａは、新薬がかかったノエラが苦手なトマト。Ｂがエジル。Ｃがおれ。

　ミナに誘導されたノエラが、順番に箱に鼻を突っ込んでくる。

　エジルが何も言わない。今日のこの日に懸けたアスリート並みにストイックな姿勢だった。

「る？」

　首をかしげたノエラが、おれの箱に再び鼻を入れる。

「……る??」

　おお。自信満々だったノエラが迷っている。

　においだけなら、エジルとおれは大差ないレベルなんだ。

　これだけで、新薬の効果は十分あったといえる。

「ノエラさん、レイジさんはどれかわかりましたか？」

「Ｃ？　Ｂ……？　るぅううう……」

　もう一度、ノエラが順番ににおいをかいだ。

「わかた！」

「では、発表をお願いします」

「あるじ、Ｃ！」

　ミナが目隠しをほどくと、正解を見たノエラがぴょん、とその場ではねた。

　けど、薬は十分な効果があった。

「ノエラ、当てた！　あるじ、ノエラを褒める。いっぱい褒める」

「はいはい」

　よしよし、とおれはノエラの頭を撫でた。

　いつもならうるさく騒ぐエジルは、箱を静かにテーブルに置き、無念そうに目をつむって、天を仰いだ。

　やっぱり懸けてたんだ、これに。

「迷ってましたね、ノエラさん」

「最後の最後でよくわかったな？」

「ＢとＣで迷った。けど、最後、Ｂ、はあはあ、言っていた。すぐ、エジルとわかった」

　はあはあ……？

「一生懸命、余のにおいを嗅ぐノエラさんの姿を見て……余は耐えられなかった……」

「ただの変態じゃねえか」

　序盤のストイックさどこにいった。

「が、しかしッ！　先生の作った新薬は本物！　あれを全身に毎日かければ、ノエラさんは余のにおいを毎回嗅いでしまう……ククク、フーワッハッハッハァア！」

　ノエラが、ゴミを見るような目をしている。

「エジル、そういうところだ。おまえ、そういうところあるぞ」

「フ、ククク……さあ、ノエラさん。余は、今なら先生と同じにおいがします」

　両腕を広げてカモン、と手をくいくいと折るエジルに、ノエラがベシコンッ！　と尻尾ビンタした。

「エジル嫌い」

「ふべらっ!?」

　ダメだこりゃ。においでどうこうできるもんじゃねえや。

　においは生理的に無理な原因のひとつで、他にもいっぱいあったんだ。

「あのな、ノエラ。実はエジルはノエラと仲良くしたいんだって」

　つーわけで、動機を説明した。

　同じ店で働く仲間なんだから、仲良くしようぜってことを簡単に伝えた。

「そういうことなら、わかた」

　と、一応ノエラも了承して、エジルと握手した。

「ノエラさん……」

　気恥ずかしそうだったノエラは無言で、エジルは泣きそうだった。

「これが、あのツンデレ……」

「いや、だからエジル。嫌われるのは、そういうところだって」

　こうして、ちょっとだけノエラとエジルが仲良くなった。










15　睡眠と永眠の狭間




　や、やっちまった……。

　おれのベッドには、ミナが眠っている。

　おいいいい、これ、どうすんだ。

「ミ、ミナ……？」

　声をかけても起きる気配がまるでない。

　おれがテンパっていると、扉の開く音がした。

「あるじ、ミナは？」

　ばっと、焦ってミナに毛布を被せた。

「み、ミミミミ、ミナは、か、買い物に行った、ぞ……？」

「わかた」

　てててて、とノエラは去っていった。

　あぶねえ。

　別にバレても問題ははいんだろうけど……。いや、あるのか？

　もうまともな判断能力がない。

　焦りすぎて無駄な嘘をついてしまった。

「お、おーい、ミナ？　ミナちゃーん？」

　応答なし、と……。

「起きないとスカートめくるぞー？」

　これも応答なし、と……熟睡のご様子。

「あああああ！　いつまで寝るんだよ、ミナぁああああああ！」







　──事の起こりは、昨日の夜のこと。

　ミナがおれにとある悩みを相談してきたのだ。

「最近寝つきが悪くて困っているんです……それで、日中が眠いせいで、お仕事や家事にも集中できなくて……」

「寝つきが悪い？　そりゃ大変だな」

　体がぽかぽかになる入浴剤を使っても、効果はないそうだ。

　確かに体が温まるおかげで眠くなりやすいけど、あくまで入浴剤であって、睡眠を促す類いの薬じゃないからなぁ。

「枕かベッドが悪いんでしょうか？」

「じゃ、変えてみるか？　ミナのベッドをおれが借りるから、ミナはおれのベッド使ってみる？」

　そんな感じで、一旦試してみたものの、ミナは眠れなかったらしい。

　深夜にゆさゆさ、とミナに揺らされて、おれは目が覚めた。

「起こしてしまってすみません、レイジさん……」

「何、眠れなかったの……？」

　こくん、とミナは申し訳なさそうにうなずいた。

　ミナには、仕事を頑張ってもらっているし、家事も毎日手を抜くことなくやってもらっている。

　睡眠不足は体調を崩す原因にもなるし、そうなれば、おれとノエラは相当困ることになる。

　何とかしてミナにはぐっすり眠ってもらいたいもんだ。

「んじゃ、ちょっと優しめの薬作ってくるよ」

「ありがとうございます。でも遅いですし、明日でいいですよ？」

「いいのいいの、もう目が冴えちゃったから」

　そう言って、おれは創薬室にこもった。

　大して難しい薬でも珍しい材料が必要ってわけでもなかったため、すぐ薬はできあがった。




【ネムール・ネムーレ：飲むと眠くなる薬。副作用等はなく、小さな子供にも使える】




　これなら、ミナもぐっすり寝つけるはずだ。

　おれの部屋に行き、ベッドに入っているミナを見つけた。

　薬を作っている間に寝てくれればそれでオッケーだったんだけど、そうはいかないみたいだ。

「レイジさんのにおいです……すんすん」

　なんでベッドのにおい嗅いでるんだ……。

「なんだか、いけないことをしているみたいで、ドキドキします……」

「んなことしてるから寝れねえんだろ」

「ひゃぁ!?　れ、レイジさん!?　ど、どうしたんですか」

「作ってきたんだよ。薬。ほれ」

「わ、わたし、ずっとレイジさんのベッドのにおいを嗅いでいたわけじゃないんですよ？　ね、眠れないから、つい気になってしまって」

「わかった。わかったから」

　おれはできたばかりの新薬をミナに渡した。

　寝つけないのは本当だろう。ここ数日、目元にクマを作っていたし。

「子供にも使えるように調整してあるから、大人だと効果は薄いかもしれない」

　っていっても、毎回おれの薬が効きすぎてエライことになるのは、経験済みだ。

「瓶に入っている薬をひと口だけ飲むんだぞ？」

「はい、わかりました」

　ぐいっとミナが瓶を呷って、五分の一ほど中身が減った。

　本当にひと口だった。

「これで大丈夫。また寝つけなかったら教えて」

「はい。レイジさん、ありがとうございます」

　おやすみー、と挨拶をして、おれは再びミナのベッドに戻った。ミナと部屋が同じノエラは、すでにぐっすり寝ていた。

　そして。

　朝になっても、ミナは目を覚まさずぐっすり眠っていた。

　寝不足だったんだから、昼くらいまで寝てもらおうと思って放っておいたら、本っっっ当に目を覚まさない。

　夕方に近い時間になっても、起きる気配がない。

　おいいいいい、これ、どうすんだ。

　ミナが、一生起きねえかもしれねええええええええ！

「待てよ、ってなると、おれのせい？　おれの薬のせい??　……ミナぁああああああああああ、起きてくれぇえええええええええい！」

　ゆっさゆっさ、と全力で肩を揺すってもスヤァなミナ。

　夜になっても起きないので、おれとノエラは外食して夕飯を済ませた。

　もちろん、帰ってきてもミナは眠ったまま。

　惨状……スヤァなミナを目の当たりにしたノエラは、自信を持ってうなずいた。

「お腹痛くなる、ミナ、起きる。絶対」

「え、マジで？　かもしれないけど、腹痛なんて起こせるもんじゃ……」

「お尻に入れる。お薬。お腹痛くなる」

「座薬のことかよ！　の、ノエラがやってくれるんだろ？」

「ノエラ、無理」

「おいいいいいいいい、ミナぁあああああ！　起きろぉおおおおおおおおお！」

　ゆさゆさゆさ、と肩を激しく揺さぶって、ほっぺをぐにーんと伸ばす。

「でないと、おまえの大事な穴に薬をぶち込まなくちゃならないんだぞぉおおおおお！　起きろぉおおおおおお！」

　全然ダメ。起きる気配ゼロ。

　そんなことをしている間に、ノエラが店から座薬を取ってきた。

「待て待て、ノエラ。一旦、水を大量に飲ませて、それでトイレに行かせるって作戦をとるぞ。おまえの作戦は、確かに強力で間違いない作戦だろうけど、ミナがおれと口を利いてくれなくなる可能性がある」

　おれだってミナの大事な部分なんて見たかない。

　これが一番の安全策で、誰も傷つかずに済む方法だ。

　水差しに入れてきた水を、こぼれないように、ひと口ひと口飲ませる。

　一リットルくらい飲ませた。もう、オネショ待ったなし。

　明日の朝にはスッキリ目覚めてくれることを願って、おれとノエラは部屋に戻って眠った。

　翌朝もやっぱりミナは起きなかったけど、昼を過ぎてからようやく目を覚まし、店にやってきた。

「よく眠りましたぁぁぁ。レイジさん、ありがとうございます！」

　ツヤツヤで血色のいいすっきりした顔をミナはしている。

「お、おう……本当によかった。色んな意味で起きてくれて本当によかった。でないと今晩、座薬投入ラストミッションを遂行するところだった」

「？　けど、ちょっと眠りすぎてしまったみたいですね。もうお昼も過ぎていますし」

「ミナ、今日は四日だ」

「え？　三日ですよね？」

「薬を飲んだ深夜から今日の今まで、三〇時間以上寝てたんだよ」

「えっ……えぇええええええええええ!?　あ、でも……」

「うん？　どうかした？」

「あ……っ。い、いえ……何でもないです。あはは……」

　明らかに何か隠したよな、今……。

　不思議に思いつつも気にしないでいると、それが何なのかわかったのは、深夜のことだった。

　ゆさゆさ、とおれはミナに揺らされて目が覚めた。

「んん……何？　どったの」

「あのう、レイジさん。目が冴えてしまって寝つけなくて……」

「またかよ……今度は数滴を水で割ればちょうどよくなると思う」

　あのう、そのう、とミナは言いにくそうにしている。

「実は、わたし、昨日の夜に一度おトイレに行って目は覚めたんです」

　水攻めが効果を表していたらしい。

「ん？　てことは……」

「今日の朝も一度、目が覚めて……レイジさんのベッドでごろごろしていたら……」

「寝たのか……二度寝、三度寝と、惰眠を心ゆくまで楽しんだのか」

　てへ、とミナは笑った。

「てへ、じゃねえええええ！　もう、心配させやがって……」

「ごめんなさい……それで、今日もあのお薬が欲しくって……」

「懲りてないようだな、ミナ──」

　おれはミナに人差し指を突きつけた。

「おれは！　おまえに！　座薬を！　ぶち込む！」

「な──、何でですか!?　お、お尻に入れるんですよ、あれ！　大事なところが丸見えになってしまいますっ」

「医療行為だ。諦めろ」

「嫌ですっ！」

「二度寝、三度寝するお寝坊さんには、あの薬と座薬はワンセットだ、覚えておけ。嫌なら自力で寝るんだな」

　要は、寝すぎたせいでなかなか寝つけないというだけのこと。







　この日、ミナは朝まで寝つけなかったらしいけど、寝溜めができているおかげか、全然眠くならなかったようだった。

【ネムール・ネムーレ】は、それ以降、さらに成分を薄くして販売した。

　不眠に悩む人や夜泣きする子供には効果抜群で、主婦を中心に売れまくったのだった。










16　もち肌




　じりじり、と最近日増しに暑くなっている気がする。

　日本みたいな湿気の多い暑さじゃないから耐えられないってわけじゃないけど、それでも太陽の日差しは強い。

「レイジくん、レイジくん」

　おれがカウンターにぺちゃん、と頬をつけてダレていると、ビビが服を引っ張った。

「よお、湖の妖精。近くにいると相変わらずひんやりして涼しいな」

「えへへ。ボクは冷たいのを維持しないといけないから──って、ボクは精霊だよ、妖精と間違えないでよ！」

　へなへなのパンチを繰り出してくるビビ。全然痛くない。

「で、何だよ、その精霊様が」

「えっとね。ボク、湖の中や森の木陰にずっといたから、基本的に日光には弱いんだ」

「へえ、そう」

「うぅぅ……もうちょっとボクに興味を持ってほしいんだけど……。まあいいよ。だからね、わかるでしょ？」

「あ、早退？　別にいいよ、今日暇だし」

「帰らせようとしないでっ！　そうじゃないから！」

「じゃあ何だよ？　用件を述べよ」

「肌の関係かもしれないけど、強い日光を浴びると……」

「溶けてなくなるのか？」

「それじゃあ、ボクはここにいられないよ！」

　両手を振り回してビビはおれを叩いてくる。全然痛くない。

　相変わらず、イジりがいのあるやつだった。

「強い日光を浴びると、肌がヒリヒリするんだ……」

　露出している手の甲がうっすら赤くなっているし、顔を見れば、確かにいつもよりも赤い。

「じゃあ、今日はもう早退していいよ」

「だから帰らせようとしないでっ！　レイジくん、ボクは週四日、ここでみんなとお仕事するのを楽しみにしてるんだから。簡単に帰らないよ」

「帰ってもペットのゴブリンがいるだけだもんな」

「ペットじゃないから。修行してくるとかでしばらく戻ってこないもん。──って、また話がそれた……」

「日光に弱い肌をどうにかしてほしいってことでいいの？」

「わかってるんだったら、話そらさないでよぅ……」

　悪い悪い、と頭を撫でながら謝っておいた。

　イジりがいがあるから、ついからかいたくなってしまう。

「けど、ヒリヒリがなくなるのはいいと思うけど、肌を焼くのも悪いもんじゃないと思うぞ？」

　ビビの肌は真っ白。少なくとも人間基準では、健康的な白さとはいえない。

「ボクは、ミナちゃんみたいな白さが理想なんだけど……」

　忘れかけているけど、あの子は幽霊だから、そりゃ白いよ。

「つーことは、紫外線対策ができる薬が要るわけか……」

「作ってくれるの……？」

「客も来ないし、暇だからいいよ」

「わーい！　ありがとう、レイジくんっ」

　店番をビビとノエラの仲良しコンビに任せて、おれは創薬室に入る。

　作業をはじめてしばらくすると、ミナがお茶を淹れてきてくれた。

「今回は何を作ってるんですか？」

「ああ、日焼け対策の薬を、ビビに頼まれて」

「日焼け対策……ということは、日焼けをしない、ということですか？」

「絶対しないってわけじゃないけど、するのとしないのとじゃ大違いってところかな」

「頑張ってください、レイジさん！　世の女性たちは白くありたいのです……バカ売れ間違いなしですよ！」

　興奮気味に言ったミナは、応援のつもりなのかお菓子を運んできてくれた。

　ありがたくいただきながら、のんびり作業をして新薬ができあがった。




【日焼け防止ジェル：紫外線をカットしてくれるジェル。透明感のある素肌を維持することができ、水で洗い流すことができる】




　よーし、でき──

「できたんですね、レイジさん！」

「レイジくん、できたの!?」

　凄まじくナイスなタイミングで、ミナとビビが駆け込んできた。

　扉からこっそり見てたんだろう。なんか気配は感じたから。

「お嬢さん方、落ち着きなさいな」

　とろーり、とした液体を、口の広い瓶に移し替えた。

「これを最初に試すのは……」

　ピシーッ、と二人が正座してきれいに挙手していた。

　そんなに使いてえのかよ。

　瓶を二人の間に置くと、宝物をもらった子供のように二人が表情を輝かせた。

　こんな顔をしてもらうと、作ったかいもあったってもんだ。

　簡単に使い方を説明する。

「指にちょっとつけて、日焼けする場所に塗って伸ばすんだ」

　ふんふん、と説明を聞いたミナ＆ビビが指でジェルをすくって、腕や手の甲、顔に塗りはじめた。

「ひんやりしてて、気持ちいいね」

「はい。心なしか、肌がもちもちしている気がしますぅ」

　塗り終わると、二人は日光降り注ぐ外に出た。

「あああああ、すごいいいいいいいい！　全然大丈夫だよ、レイジくん！　日差しも平気！」

「そりゃよかったな」

　ビビの様子を不思議に思ったノエラが、おれの服を引っ張った。

「あるじ、ビビ、どした？」

「ああ、日焼け止め兼肌にいい薬を作ってあげたんだ。それで、テンションマックスらしい」

「ノエラも使う」

「え。ノエラも？　いや、いいけど……意外だな」

　ふんす、と鼻息を荒くしたノエラが奥へいき、ジェルを入れた瓶を持ってきた。

　心配なのか、ミナも一緒にやってきて、レクチャーをはじめた。

「意外ですね、ノエラさんがこういうものに興味を示すのは」

「あ、やっぱミナもそう思う？　ノエラは、基本的に食う物にしか興味ないと思ってた」

「お年頃なんですね、ノエラさんも」

　妹の成長を見守るようなおれとミナ。

「レイジくん、ほらほら、触ってみて！　肌がちゅるちゅる！」

　なんじゃその表現。

　ぺちぺち、と自分のほっぺを叩くので、同じようにほっぺを触った。

「ち、ちゅるちゅるだ!?　なんか気持ちいいぞ……！」

　この感触ハマりそうだ。

「てか、ビビは朝来て夜に帰るだろ？　日中を店内ですごせば、強い日差しに晒されなくて済むんじゃないのか？」

「あ……」

「気づいてなかったのかよ」

　ビビのほっぺをむにむにと触っていると、ノエラに手を掴まれた。

「あるじ。ノエラのも」

「？　お、おう」

　ノエラのほっぺもビビと同じくちゅるちゅるだった。

　ミナがおれたちを見ながら、うんうん、とうなずいている。

「なるほどなるほど、わかりました」

　うふふ、と笑って、家の中に帰っていった。

　何がわかったのか、おれにはさっぱりだ。

　この日、晩飯も一緒に食べたビビをおれは町の出入口まで送っていった。

「レイジくん、この薬、ありがとうね！　これで日差しが強い日でも安心して外に出られるよ」

「ていっても、ビビは湖と店の往復くらいしかしないだろ？」

「どうしてそういうこと言うんだよぅ……本当のこと言わないでよっ」

「ま、とにかく日差しを理由に休むことがなくなりそうでよかった」

　じゃあねー、とビビは手を振って去っていった。

　家に帰ると、またノエラがやってきて、ほっぺを差し出してくる。

「あるじ。触る。もちもちする」

「おう。もちもちして気持ちいい」

「るー♪」

　てててて、とノエラは嬉しそうに走って、ソファにダイブした。尻尾を楽しそうにふりんふりんと振っている。

　その様子を見たミナがくすくす、と笑っていた。

「なあ、結局、ノエラの何がわかったんだよ？」

「簡単ですよ。ノエラさんとビビさんはお友達で仲良しじゃないですか」

「うん。そうだな。それが？」

「ビビさんばかりレイジさんが褒めるから、仲良しなだけに、余計それがノエラさんは面白くなかったんですよ」

「だから、同じようにジェルを塗ったってことか……」

「ヤキモチを焼いてしまったんです」

「なるほど」

　とは、口にしたものの、気持ちの半分もおれはわかってなかった。

　女心ってやつですよー、とミナが教えてくれたけど、それがさっぱりわからないのである。




　後日販売を開始した【日焼け防止ジェル】は、年頃の少女や婦人たちに広まり、爆発的に売れて、町に美白ブームを巻き起こすまでの商品となったのだった。










17　猫まっしぐら




「あるじ、困らすダメ、こっち、こっち来る」

　ノエラが手招きしても、つーん、とした態度のまま猫はとことこ、と店の前でくるんと丸くなってしまう。

「うぅぅぅ……あるじ、言うこと聞かない……」

「だから何回も言っただろ？」

「こうなれば、人狼の力で強引に──」

　何する気だ？

　がばっと飛びつくと、「フギャア！」と毛を逆立てて猫はノエラに噛みついた。

「あるじ……いたい……」

「よしよし、ポーション飲もうな」

「るっ♪」

　頭を撫でると、耳がミコーンッ、と立って、ノエラは店の棚にあるポーションを一本開けた。

　こいつ、それ目当てだったんじゃないか？

「まだやってるんですか？」

　と、奥からミナが出てくる。

「レイジさん、いいじゃないですかー、ネコちゃんくらい」

「よくねえの」

　おれもネコは好きか嫌いかでいうと、好きなほうだ。

　けど、こうして店の近くをうろうろされると、お客さんの迷惑にもなっちまう。

　それがいいって言ってくれる人もいるが、それはちょっと、って眉をひそめる人もいる。

　とくに、扱っている商品が薬だから衛生的なあれこれで、あんまりイメージはよろしくない。

「こっち、こっち来る……あるじ、困らすダメ」

　頑張ってノエラが店の近くから猫を移動させようとしても、全然ダメ。

　それどころか、二匹、三匹、と数が増えてきた。

　事の発端は、一週間前。

　ノエラがうちの近くをウロついている野良猫にこっそりご飯をあげていたのだ。

「あんまりあげすぎるなよ？」

「あるじ、冷たいっ。猫はお腹を空かせている。ノエラがなんとかする」

　とまあ、鼻息荒くしていたわけだけど、そいつらがノエラに懐いてしまって、今では店の前でたむろするようになってしまったのだ。

　懐いているなら言うことを聞いてくれてもいいと思うが、そこは気分屋の猫様。

　ノエラのことを餌運びマンとしてしか認識してないみたいだった。

　にしても、数が多い。すでに集まった猫は五匹いた。

　おれが知っている限りじゃ二匹だったんだけどな……。

「わぁい、ネコちゃんいっぱい来ましたねー」

　ニッコニコで、花満開の笑顔をしているミナ。

　その他の犯人はミナだな？

　ノエラに便乗して餌をあげまくったに違いない。

「このニャンコたちをうちで飼うとしよう──」

　唐突なおれの切り出しに、ノエラとミナがこっちを見た。

「とすると、おれはノエラの『あるじ』ではなくニャンコたちの主人となる」

「る──!?　それダメ！　あるじ、ノエラそれ困る」

「おれの『主人』枠は一種族に限る」

　ノエラがよく可愛がっていた黒猫を捕まえようとする。

「ブラックタイガー！」

　エビ……。

　なんでよりによってその名前なんだ。

　いや、色は黒だし、虎も一応猫だから……まあわからないでもないが。

　ミナは協力する気はないだろうし、ノエラはおれの『主人』枠を猫に取られないようにしようとしているけど、ここで捕まえて遠くに連れていってもまた戻ってくるだろう。

　薬屋が猫屋敷になってしまう。

　撃退するのも可哀想だし、どうしたもんか……。

「あ。そういえば、ああいう系のアレってうちに置いてなかったな」

　ちょっと作ってみるか。

　薬かどうかは怪しいが、創薬スキルが反応している。

「ミナ、ちょっと店番頼む」

「はあーい、了解です」

　とくにお客さんも来そうにないし、おれがいなくても大丈夫だろう。

　ちらっと店先を見ると、追い払うことをやめたノエラが、猫と遊んでいた。

　諦めんなよ。

　まったく、しょうがないな。

　おれは店舗から奥へいき、いつもの創薬室にこもる。

　ここは、現代の日本みたいに、海産物がいつでもどこでも食べられるってわけじゃない。

　そこを上手いこと、いい意味で騙してあげられれば──。

　簡単調合を済ませ、瓶の中でシェイク。

　うっすらと瓶が光って、薬が完成した。




【激ラブフレーバー　マグロ味】




　ようし。こいつを餌にかけてやれば……。

　外からどたばた、と物音がする。

「あー、中に入ったらダメですよ」

「ブラックタイガぁぁぁ」

　何を騒いでるんだ？

　カリカリカリ、と扉を引っかく音がした。

「??」

　こそっと扉を開けた瞬間だった。

「ニャァアオ」

　びょん、と黒猫がおれの顔面めがけて飛びついてきた。

「うわああ!?」

　びっくりして尻もちをつくと、他にもいたらしい猫が、どんどんおれに吸い寄せられるように飛びついてくる。

「ミャオ」「ウニャア」「ウアアオ」

　なんだ、なんだ!?

　あ、新薬のにおいか！

　瓶には蓋をしているのに、かすかなにおいでこんなに……。

　ぺろぺろ、とおれの指を舐めはじめた猫たち。

「れ、レイジさんがネコちゃんまみれにっ!?」

　中に入ってきたミナが、猫を捕まえていく。

「「「「フギャアアア!?」」」」

　めっちゃ嫌がってる……。ミナ、猫に嫌われるタイプの人？

「あるじ、大丈夫か」

「ああ、うん。けど、破壊力は確認できた」

「「「「フミャアアアア！」」」」

　離しやがれ、とでも言いたげな猫たちが、ミナの胸の中で大暴れしている。

「ううう……わたしも、レイジさんみたいにネコちゃんにモテたいです……なんでこんなに嫌がるんでしょう……」

　ミナがすげー悲しそうだ。どんまい。

「餌をあげるときは大人しいんですが……」

　いや、それはもう、ただの餌運びマンとしか見られてないからだろ。

　やっぱりミナも餌あげてたんだな。

　くん、くんくん、とノエラも鼻をひくつかせて、おれのことを嗅ぎまわっている。

「あるじから、いいにおい」

「いつもあげてる餌を用意してくれ。それにこいつをちょっとだけかけるんだ」

「わかた」

　てててて、とノエラがキッチンに行く。

　まあ、残っているササミとかを餌にするんだろう。

「あるじ、これダメっ」

　すぐにノエラが戻ってきて首を振った。

「え、何で？」

「味ない！　塩、いる！　いいのは、においだけっ！」

　深刻そうな顔でそう言った。

「……おい、ノエラ……おまえ、食っただろ」

「………………食ってない」

「なんで味がないってわかるんだ」

「……………………」

　たらたらたら、とノエラが無言で汗を垂らした。

「これ、ドレッシングとかそういうのとはちょっと違うからな？」

　あくまでも、猫にとって超いいにおいがするだけのフレーバーだから。

　ノエラにとっても超いいにおいと感じるらしく、我慢できずに食ったらしい。

　そんで、味がなくていいんだよ。人間と同じ塩分は猫にとってはよくないから。

　盗み食いしないように、今度はおれもキッチンについていき、【激ラブフレーバー　マグロ味】を用意した餌にちょろちょろ、とかける。

「きゃあ!?　暴れないでくださいーっ」

　創薬室からミナの声がする。

「空き地に行こう」

　うちの前じゃなくて、よそでたむろしてもらえばいい。

　と、おれは考えたのである。

　フレーバーをかけた餌をおれとノエラがそれぞれ持って、店を出ていくと。

「「「「フニャァァァアオオ！」」」」

　うわあ!?

　すげえ勢いで店から猫が飛び出してきた。

「ノエラ、空き地まで急ぐぞ！」

「……もぐ、任せろ、あるじ……もぐ。やっぱり味ない」

「食うな！」

　ノエラが持っていた餌を取りあげて、空き地まで走る。

　ドドドドドド、という地響きにも似た大きな音がしていた。

「あるじ、後ろ！」

　振り返ると、猫の大群が、目を輝かせておれのほうへ走ってくる。

　二、三匹ならいいけど、数十匹が一団となるとなかなか迫力がある。

　なんかもう、ちょっと怖い。

　ようやく空き地に着いたおれは、二皿のフレーバー付きの餌を空き地の中心に置いてそばを離れる。




「「「「ウニャァァァァアアオオオ！」」」」




　二皿の餌めがけて大殺到の猫たち。

　てこてこ、とその輪の中から一匹の黒猫が出てきた。

「ブラックタイガー！」

　ノエラが叫ぶと、こっちにむかって走ってきた。

「ミャァオ、ミャァ」とすりすりとノエラの足に体をこすりつける。

　おれもブラックタイガーののどをくすぐってやり、空き地をあとにした。

　幸い、おれについてくる猫はおらず、今後は、餌をあげたいならあの空き地で、というルールを作った。

　こうすりゃ、餌目当てでおれの店の周りをうろつくこともなくなるだろう。




　その日の夕飯。

「あれがあれば、わたしもネコちゃんにモテモテです～」

「ノエラ、あそこでブラックタイガーと遊ぶっ」

　ふんすふんす、とノエラは興奮気味に語った。

　ブラックタイガーとは、餌で繋がる以上の関係になっていたらしい。




　後日。

　この【激ラブフレーバー　マグロ味】を販売したところ、愛猫家たちの間でかなり評判になり、この町だけじゃなくて、よその町から大勢の愛猫家が買い求めてきた。

　……それどころか。

　あまり食べられない新鮮な魚のいい香りがする、と評判になり、料理屋をはじめとした一般家庭にまで広く売れるヒット商品になった。










18　モテ期到来！




「えぇ……おれ？　なんでまた……」

　カウンターのむこうにいるエレインの要望に、おれは弱っていた。

「レイジ様がいい、と父上も母上もおっしゃっているの」

　へん、と平らな胸を逸らして威張ってみせるエレイン。

「お貴族のおパーティなんて、何してればいいかわかんねえし……おれじゃなくてもいいだろ？」

「ダメなんですの」

　ああいう、不特定多数がいるパーティって好きじゃないんだよなぁ……。

　知らない人としゃべるのが嫌いってわけじゃないけど、気を使うし。

　しかも相手はお貴族様だ。

　何か知らないうちに失礼があっちゃ大変だ。

「父上が治めている町のいくつかの中で、一番レイジ様が著名なんですの」

「バルガス伯爵の町の中で？」

　カスティなんとかバルガスさん。エレインのお父さんだ。長いからフルネームはよく忘れる。

　ああ、なるほど……。わかったぞ。

　バルガス伯爵は、キリオドラッグの店主であるおれをおパーティに連れていって自慢したいわけだ。

　自慢の道具にされるのはちょっとなぁ……。

　渋るおれに、エレインがあれこれ言う。

「レイジ様が来れば、お店の宣伝にもなりますわよっ」

「別に商売したいわけじゃないからなあ」

「美味しいお食事が食べられますわっ」

「美味しいご飯なら間に合ってるんだけどなぁ」

「んもおおおおお！　レイジ様の強情っぱりっ！」

　まったく乗り気じゃないおれに、エレインがキレた。

「強情っぱりって……強引なのはそっちのほうで──」

「皆様、キリオドラッグのお薬を使ったことのある方ばかりなんですの。だから、レイジ様のお顔を拝見したときに、お礼を申し上げたいのです」

　んむむむ……。

　そう言われると弱い。

　お貴族の皆さんが、どんな薬を買って使っているのかは気になる。

　それに、感謝されるのは素直に嬉しいし。

「わかったよ、行く行く。行けばいいんだろ？」

　ぱああ、とエレインは表情を輝かせた。

「レイジ様、ご心配なさらないでください。このエレインがおそばについて、周囲の皆さまに失礼がないようにご指導さしあげますわ！」

「へいへい、よろしく頼むよ」

　ぱんぱん、とエレインが手を鳴らすと、老紳士が店内に入ってきた。

「キリオ様用のお洋服をお持ちいたしました」

　準備万端だったわけね。

　貴族のパーティ会場に馴染めるような正装──シャツにネクタイにスーツだった。

「三日後、お迎えに参りますので、これを着ておいてください」

「了解」

　大役を果たしたエレインは、意気揚々と老紳士と一緒に馬車で帰っていった。

「エレインがそばであれこれ言ってくれるんなら、失礼しないで済みそうだけど……」

　どうにも心配だ。

　しかも渡された服がスーツ。

　この気分は……入社前の憂鬱に似ている気がする。

「レイジくん、どうしたの？」

　休憩を終えたビビが店内に戻ってきた。

「困ったことがあるのなら、ボクに相談してよ。なんたって、ボクは湖の精霊だからねっ」

　どこにそんな自信があるのか、ビビは自信満々に言う。

「心配してくれてありがとう。けど、大丈夫だから」

「んーそう？」

　ぽんぽん、と頭を撫でて、おれは入れ替わりに奥へ行く。

　部屋で着替えてみると、サイズはぴったり。

　どう考えても誰かが使い古したものじゃなくて新品。

　おれのために仕立てたっぽい。

　何が何でもおれを晩餐会に連れていく気だったな？

　姿見の鏡で様子を見る。

　服は別におかしくはない。

「きゃっ」

　短い悲鳴がすると、ミナが両手で顔を覆っていた。

「ご、ごめんなさい、お着換え中とも知らず、わたし……逆ラッキースケベをしてしまいましたっ」

「ラッキーだったの？」

「言葉のあやですっ」

　顔を赤くするミナが、おれの服を見てきょとんとした。

「レイジさん、どうしたんです、そのお洋服。よくお似合いです」

「ああ、うん、ありがとう」

　おれは事の次第をミナに教えた。

「なるほど。たしかに、レイジさんは有名人と言っても過言ではありません。そんな方をパーティに呼べれば、伯爵様も鼻が高いでしょうね」

　楽しんでくださいね、とミナはそそくさと部屋をあとにした。

　おれはもう一度鏡とむきあう。

　服はいいとして、なんか違和感がある。

　久しぶりだからそう思うのか……。

　現代での朝の行動を思い返す。

「あ、そっか！」

　謎が解けた。

　そういや、あれ系の商品ってなかったな。

「特殊な材料が必要ってわけじゃないから、さくっと作っちまおうか」

　というわけで、おれは店番をみんなに任せて新薬を作ることにした。

　身だしなみとくりゃ、これは必要だろう。







　──三日後。

「ど、ドキドキしますわ……っ」

　馬車でガタゴト揺られている中、エレインがおれをちらっと見て、ポ、と頬を染めた。

　何が、「ポ」だ。

「お洋服もよくお似合いで、その、お顔も精悍になったような気がしますの……」

「さすがに顔は変わってないぞ？」

　変えたのは髪型。

　このエレインの反応だと、とりあえず今のおれは決まっているらしい。

　おれが三日前作った新薬、【がっちりホールドワックス】で多少髪型をいじった。

　懐かしい社畜時代のおれが、こんにちはしてるわけだ。

　いつも寝癖がついたような頭で店番してたからなぁ。

　こうやってワックスつけてきちんと整えるのは、こっちの世界に来てからはじめてだ。

「こ、これはマズイですわ……っ」

「何が？」

「わたくしをはじめ、晩餐会にはお年頃の子女も多数おいでになりますので……」

「へえ、あ、そう？」

「こ、このお顔は、わかってないお顔ですわーっ！」

　何騒いでんだ、この縦ロールは。

　けど、エレインが何のことを言っているのか、おれは会場で思い知ることになる──。







「やあやあ、レイジ殿。久しぶりだな」

　会場にいたバルガス伯爵と握手をして、フラム夫人にも挨拶をする。

「どうも。この度はお招きいただきありがとうございます」

　ほほほ、とフラム夫人は上品に笑う。

「身なりを整えると、器量の良さが際立ちますわね、錬金術師殿は」

　いい加減、錬金術師呼ばわりをやめてほしいんだけど。

　ざわざわ、と会場がざわついているのがわかる。

　変に視線を集めているらしい。

「あのっ、キリオドラッグのキリオ様でいらっしゃいますか……？」

　綺麗なドレスを着たお嬢様が、おれに声をかけてきてくれた。

「あ、はい、そうですが」

　お嬢様は、もじもじしながら、【シャンプー】【リンス】【トリートメント】を愛用していることを教えてくれた。

「あのお薬を使うようになってから、髪もツヤサラになりましたの」

「そうでしたか。それは、よかったです」

　にこやかに談笑しようかというとき、ざわめきが一層大きくなった。

　お嬢様方の熱い視線を感じる。

　見事に全員縦ロールだった。

「やはりあのお方が、キリオ様──？」

「あの【美容ジェル】を発明した天才錬金術師の、あの──？」

「ああ、なんて素敵な殿方なのでしょう……わたくし、ひと言ご挨拶を……」

「わたくし、今日【チャームフレグランス】をつけて参りましたの。ひと言でいいから、わたくしとお話させていただけないかしら」

　そういや……年頃の女子が気にしそうな……というか喜びそうなアイテムは、全部おれが作ったんだっけ。

【シャンプー】【リンス】【トリートメント】、香水の【チャームフレグランス】に肌をモチプルにする【美容ジェル】。

　髪の毛三点セットのお嬢様が全然どっかに行ってくれないのを見て、他のお嬢様が割って入ってきた。

「ちょっと、今はわたくしとキリオ様がお話を──」

「キリオ様、わたくし、ニエスタ家の次女で──」

　スカートを広げて優雅に挨拶をしようかというとき、別のお嬢様がまた割って入った。

「貴女、何を勝手に抜け駆けを──」

「わたくしもご挨拶よろしいかしら？」

　と、また別のお嬢様もやってきた。

「でしたら、わたくしもよろしいかしら」

「わたくしも」

「わたくしも」

　お嬢様が押し寄せてきた。

　おれのいる一か所だけが、異常な縦ロール率を示した。

「うわあ、あの、ちょっと」

　別の縦ロール──エレインがおれとお嬢様方の間にズバババッ、と割って入った。

「お、思った通りですわっ。れ、レイジ様、ここはわたくしが」

「よし、任せた！」

　目には目を、縦ロールには縦ロールだ。

「ちょっと、貴女なんですのっ！」

「邪魔しないでくださるかしら！」

「これ以上はダメですの───っ！」

　口調全部一緒だから、声と内容でしか判断できないけど、エレインがどうにか防波堤になって、進撃してくるお嬢様を食い止めてくれている。

「創薬の力とその容姿があれば、どの家の娘も大喜びで嫁ぐでしょうな、レイジ殿」

　がっはっは、とバルガス伯爵は大笑いした。

　あの騒ぎまでにやっていた挨拶周りでおれのお役目は終わっていたらしく、フラム夫人が手を叩いて、馬車を呼んでくれた。

　おれが会場を出てそれに乗り込むと、

「「「「キリオ様ぁぁぁぁぁあああ」」」」

　黄色い悲鳴にも似た叫び声が会場から聞こえて来た。

　あれが、都市伝説のモテ期とかいうやつか……？







　数日後。

　おれ宛てにたくさん手紙が届いた。

　いわゆるラブレターってやつだ。

　その返事をそれぞれ書いていると、ノエラとミナがやってきた。

「あるじ、ダメっ」

「そうですよ、レイジさん。そ、そういうのは、困りますっ」

　何がダメでどうして困るのかは、全然教えてくれない二人。

　けど、切なそうな顔をする。

　お嬢様とどうこうなりたいわけでもないので……というか誰が誰かさっぱり覚えていない。

　申し訳ないけども、お断りのテンプレート文章をおれは手紙に書いていった。

　ちなみに、おれの正装＋【がっちりホールドワックス】を使った姿は、ミナにもノエラにも大好評だった。










19　雷は止められますか？




「はぎゃうう!?」

　創薬室で在庫の減った薬を作っていると、店のほうから悲鳴が聞こえてきた。

　あの声は、ビビか？

　湖の精霊サマが何叫んでるんだか。

　ま、どうせ店番やってるノエラと暇潰しで何かやってるんだろ。

「ノエラちゃん、何するんだよぉ！」

「る？　ノエラ、何もしてない。ほんと」

「さっき、手がバチーンてして、痛かったんだ」

「る??　ノエラ、しらない」

　じゃれ合っているだけだと思ったけど、なんか様子がおかしいな。

　気になったので、おれは店のほうへ顔を出した。

「何騒いでるんだ？」

「あ、レイジくん、聞いてよ！」

「違う、ノエラ、しらない。ほんと、あるじ、ほんと！」

　涙目ウルウルのビビと、焦るノエラがおれのほうへ詰め寄ってきた。

　ヘイヘイ、どうしたんだ、ガールたち。

「ノエラちゃんが、ボクに酷いことするんだ……トモダチだと思ってたのに……」

「ビビ、違う、ノエラ、しらない。ほんと。ほんとのほんと。あるじ、信じて……」

　ノエラまで涙目になっていた。

　おれはよしよし、と二人の頭を撫でてやる。

　ノエラが意味もなく知り合いを傷つけるなんて、おれも信じられない。

「話がまったく見えん。ビビ、酷いことって？」

「ボクも、詳しくはよくわからないんだ……ノエラちゃんに近づこうとしたときに、手がバチーンって叩かれた？　んだと思う……」

「だと思うって……じゃあ、ノエラが犯人かどうかもわからないだろ？」

「ううう……そうだけど……でも、確かに、ノエラちゃんのほうからバチーンって叩かれたような気がしたんだ……」

　気がした、か。

　けど、これじゃあ何が何なのかさっぱりわからん。

　無意識にノエラが何かをやったのか……？

「ノエラ、ビビ、叩いてない。ほんと」

「大丈夫だぞ、ノエラ。おれはおまえがそんなことしてないって信じてるから」

「あるじ……。あるじ、さすが、ノエラのあるじ。すきっ……」

　だきっ、とおれに抱きつこうとするノエラ。

　そのときだった。

　バヂィィィィイイン！

「うぎゃああああ!?　いでえええええ!?」

　謎の痛み？　衝撃みたいなもんを手に受けた。

　何!?　何今の!?

「あるじ、どした？」

「いや、今ノエラが……」

「レイジくん、いい大人なんだから奇声を上げるのは感心しないよ？」

「うるせえよ。大人でも奇声を上げちゃう瞬間くらいあるんだよ」

　けど、なんだ、今の。

　何かはわからないけど、確実にノエラから放たれた……ような気がする。

「あ。ビビが言っているのってこれのことか」

「ようやくわかってくれたみたいだね」

「もしかして、これって……」

　すすすす、とおれはノエラから距離を取る。

　同じように、ビビも少しノエラから離れた。

「る？　どした、二人とも」

「わかったでしょ、レイジくん。ノエラちゃんは、その身体能力を活かして、超高速のパンチを放ったんだ」

「いや、待てビビ。超高速のパンチならノエラに悪意があって当然。けど、このモフ子、自分が何をしたのか、まるでわかってなさそうだ」

　る？　とノエラは遠巻きにするおれたちに首をかしげる。

　目に見えないほどの、超高速の攻撃……。

　本人の意思は関係ない……。

　そういや、乾燥している時期に入った。

「あ。わかった。静電気か」

「この攻撃が、あの、静電気……」

　神妙な顔でビビがうなずく。聞いたことくらいはあるらしい。

「セーデンキ？　あるじ、何それ」

「ドアノブとか触ろうとしたら、バチってなることあるだろ？　それだ」

「ノエラ、ある……！　いっぱい、それある！」

　冬場に服を脱ごうとしたとき、パチパチ鳴るあれだ。

　それが今回、ちょうどビビとノエラの間で起きてしまったんだろう。

　ついでにおれも。

「ノエラは特に、毛がモフモフしているから帯電しやすいのかもしれん」

「あるじ……ノエラ、セーデンキ攻撃したくない……」

「わかってる。ちょっと待ってろ」

　創薬スキルが反応している。

　静電気用の薬が作れるようだ。

　創薬室にやってきて材料を選んでいると、ノエラが入ってきた。

「ノエラも手伝う」

「お、おう」

　一発静電気を食らうと、なんか警戒しちまうな。

　ある程度放電したら大丈夫なんだろうけど。

　ビビに店番を任せたまま、おれとノエラが作業に入った。

　新薬は二時間ほどで完成した。




【液状耐電薬：ふりかけるだけで静電気等の放電から身を守る】




　よおおおし、これならもうバチバチにならないはずだ。

「とりあえず、このモフ子に……」

　霧吹きで、しゅ、しゅ、とノエラに【液状耐電薬】をかける。

「これで、バチバチしない？」

「うん。もう大丈夫だぞ」

　ノエラも嫌だろうし、周囲のおれたちだって嫌だからなー。

　静電気は無差別に色んなタイミングで起きるし。

　とことこ、と歩み寄ってきたきたノエラが、おぶさるようにおれの背に飛び乗った。

「ノエラ、もうバチバチしない」

「よかった、よかった」

　季節柄、静電気に悩む人もいるだろうから、在庫を少し増やしておくか。

　このあと、ビビにもかけてやり、無差別放電事件は一件落着となった。







　数日後。

　この町の警備を担当している傭兵団の副団長のドズさんが、【液状耐電薬】を手に取りしげしげと見つめていた。

「ドズさんも静電気でお悩みですか？」

「いやあ、それもありますが、これって……かなりすげーんじゃ……？」

「いえいえ、全然スゴくないですよ。静電気を予防するだけなんで」

「うちの傭兵団に、雷系の魔法を使える奴がいるんですよ。まあ、そんなご大層な威力じゃねえんですが。……これをかけて、攻撃されたら、どうなります？　防げたりして……？」

「攻撃を想定してないですから……難しいんじゃないですか？」

「防げたら……マジでやべぇ薬ですよ、こりゃ」

「かもしれないですね。でも、さすがに誰かを使って実験するのも気が引けますし……」

　ドズさんの顔がマジだった。

　や、やる気か……実験……？

「ひとつ、下さい」

　そう言って、ドズさんは一個買って帰っていった。

　それからしばらく、ドズさんは店にやってこなかった。

　どうせ、実験してみてプスプスの黒焦げになったんだろうな。







　──なーんて思っていると、珍客がやってきた。

　珍しいというか、なんでこんなところまで来たのか──って感じの人だった。

「グラナド王国軍、騎士団長のザインと申す。【液状耐電薬】とやらがあると聞き、ここまで参った」

　甲冑を身にまとった渋めのおじ様だった。

　呆気に取られて、おれはしばしの間、ぽかんとしていた。

「ええっと……あ、あります……ありますよ」

「その薬には、雷撃魔法を一蹴してしまうほどの効力があると聞いたのだ」

　そ、そんな効力が……!?

「聞いた、というのは誰から……？」

「主人、業界では、すでに有名な話であるぞ」

　マジかよ。

　てことは、ドズさんの体を張った実験は成功した……？

「そもそも、この薬なんですけど──」

　当然のごとく、おれはザインさんに本来の用途を説明した。

「ふむ。なるほど。静電気を除去するのが目的の代物であったか」

「ええ。なので、そういった使われ方でお怪我をされても、こちらとしては……」

「うははは。気遣いは無用。何の対策もないまま戦場で攻撃を受けるよりはマシであろう」

　攻撃？

　おれが内心首をかしげていると、ザインさんは至急五〇〇個を作って欲しいと依頼をした。

　他の商品も作るので、一か月かかると言うと、了承してくれた。

　そして一か月後、やってきた部下の騎士におれは薬を渡した。







　その翌日だった。

　エジルが、出勤してきた。

「先生……聞いてください……ニンゲンどもが、知恵を付けたのです……！」

　ぐぬぬ、と口をへの字に曲げて魔王エジルは言う。

　いつもだけど、こいつ、おれがその人間だってことを忘れてるよな？

「雷撃魔法が、効かなくなったのです……！」

　こ、心当たりがありすぎる！

「なかなかどうして、知恵と技術を持った存在というのは、侮れないものです……！」

　エジル、それ、おれだわ。










20　ふわふわvsモフモフ




「このタオルもそろそろ替えどきですね～」

　干していた洗濯物を畳みながら、ミナが言う。

　一応畳んだタオルを隅に置いて、テキパキと他の洗濯物を畳んでいく。

　ミナがおれのパンツを手に取ろうとした瞬間、ちょっとだけ躊躇する。

　恥ずかしそうに、慣れた手つきでおれのパンツを畳んだ。

　今思ったけど、おれ、ミナにパンツ洗ってもらって畳んでもらってるんだよな……？

　本当に今さらなんだけど。

「お、お母さん……」

「え。なんですか、レイジさん？」

「あ、いや、何でもない」

　これ言うと、怒りそうだし。

　端に置かれたタオルは、洗面台あたりでよく見かけたものだ。

　古くなって、もう乾かしたあとはカサカサだもんなぁ。

「ん？　そういや、アレって作ってなかったよな……？」

「どうかしました？」

「うん。洗濯用の洗剤と対になっていいはずのアレを、作ってなかったな、と思って」

「対になる、アレ、ですか？」

　ピンと来ないらしく、ミナが首をかしげた。

　てか、この世界で使っているっていうのを聞いたことないし、見たこともない。

　そりゃ、ミナだって首をかしげるだろう。

　今度はノエラのパンツを畳むミナ。

「……レイジさん、何じっと見てるんですか」

　ミナが半目で睨んできた。

「いや、何でもない」

　慌てておれは目をそらした。

　獣人の……じゃなくて、人狼のパンツに興味がないわけじゃない。

　尻尾のあたりとか、どうなってるんだろうっていう意味で。

　どこで覚えたのか、ノエラはおれにパンツを見せることに積極的だった。

『あるじ、見るか』

『見ねえよ』

『パンツは、男が、喜ぶ』

『誰だ、ノエラにそんなこと吹きこんだのは』

『ノエラのパンツ、あるじ喜ぶ？』

『喜ばねえ』

『るぅ……』

　へにょん、と耳を垂らしてちょっぴりヘコんだが、今後同じことをされても困るからな。

　さてと。忘れないうちに作っておこうかな。

　正直、どれだけ需要があるかはわからん。

　作れないからないのか、それとも不要だからないのか、それはわからないから。

　ま、試作したら、うちだけで使ってミナやノエラの反応をみよう。

　創薬室に入り、作業を開始する。

　特別な素材を使うこともなく、組み合わせを変えるだけでそれはできあがった。




【柔軟剤バラの香り：衣類をふんわりやわらかく仕上げる。バラのいい香りがする】




　よーし。できた。

「ミナー？」

「どうかしましたか？」

　呼ぶと、創薬室にミナが顔を出した。

「これなんだけど、今度洗濯するときに洗剤と一緒に入れてみてくれないか？」

「何ですか、これ？」

「ふふふ。それは仕上がってからのお楽しみってことで」

「……変なお薬じゃないですよね？」

「大丈夫。それは保証する。あ、これも入れてやってくれないか？」

　おれはミナが端においたタオルを渡した。

「これ……。捨てようかと思っていたんですが、レイジさんがそう言うなら」

　おれが効果を言わないから、まったく話が見えないミナは、不思議そうに首を捻る。

　新薬が入った瓶を渡すと、眉を持ち上げた。

「あ。いい香りです……」

「バラの香りがするんだ」

「わかりました～！　お洗濯物に、その香りをつけるお薬ですね！」

　謎はすべて解けたと言わんばかりのミナだった。

「だけじゃないんだな～」

「き、気になります……。今度と言わず、今試したいです……！」

　どうやら、主婦心を強くくすぐってしまったらしい。

　様子が気になるので、おれもあとをついていく。

　洗濯物を洗う桶の中に水、タオル、洗剤、柔軟剤を適量入れる。

「これで普通に洗うんですよね？」

「そういうこと」

　じゃぶじゃぶと洗うと、バラのいい香りが漂ってきた。

「ああ、いい香りです～。お洋服洗うときに使うといい香りがしそうでいいですね」

　それだけじゃないんだなー。

　洗い終えて水を絞ったミナが、物干しにタオルをかける。

「いい香りがするだけで、普段とあまりかわらないような？」

「乾くのを待つといい」

　そうですか？　とミナはまだ不思議そうに首をかしげた。







　三時間後。

　日当たりがいいこともあり、タオルはすぐに乾いた。

「ミナー。そろそろいいと思うぞ？」

「では、取り込みますね」

　つっかけをはいて、物干しのところまで出ていって、タオルを掴んだ。

「？　……？？？　あれ……？　な、なんでしょう、この感触……！」

　タオルを手にしたミナは、頬ずりをした。

「あのガサガサだったタオルが、ふわっとしています～。それといい香り……」

「そうだろう」

「レイジさん、これすごいですー。もう、衣類はすべてこれを使って今すぐ洗いたいくらいですぅ……このお薬を知らなかった頃には、戻れません～」

　大満足そうなミナは、[image: ]←こんな顔でタオルをすりすりしている。

　おれもミナにタオルを借りた。

「おおう……ふわっふわや、今世紀最高の、ふわっふわや……なんちゅーもん作ってもうたんや……」

　思わずエセ関西弁になるくらいのふわふわ具合だった。

　そういや、おれ、実家でも一人暮らしの家でも、柔軟剤ろくに使ったことなかった。

　柔軟剤、しゅごい……。

「ノエラ要らずかもしれん……」

「はいぃぃ……モフモフに匹敵する、ふわふわです……」

　おれとミナが交互にタオルでふわふわを味わっていると、ノエラが窓越しにそれをじいっと見ていた。

「……あるじ、だめ！　それ、よくない」

　モフ子が、タオルに我がポジションを奪われると危機感を覚えたらしい。

　大急ぎでノエラもこっちへやってくる。

　ふりん、ふりん、と尻尾を振ってこっちに差し出してきた。

「あるじ、これ。ノエラの尻尾。ぞんぶんに、触る」
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「いや、今はこっちなんだ。人工ふわふわの威力……」

　るうう、と唸ったノエラが、きょろきょろとあたりを見回して、柔軟剤が入った瓶を見つけた。

　手に取り、すんすん、と鼻をひくつかせる。

「る……っ！」

　わかったようだな、モフ子。

「いい、におい、する……!?」

「だろ？」

　きゅぽん、と蓋を取ったノエラ。

「おい、飲むなよ？」

「るっ!?」

　毛を逆立ててノエラが驚く。

　なぜわかる、と言いたげにおれを振り返った。

「レイジさん、これ商品にしましょうよぅ。絶対売れますよー？」

「待て待て。おれたちの主観だろ、このふわふわ体験は。もしかすると、他の人からすると大したことないふわふわかもしれない」

「そんなことないと思いますけどね？」

　売れ残ったら悲しいからな！

　もっと、一気にモニターを増やせる場所で使ってもらうほうが感想が多くていい。

　ノエラにタオルを渡しても、尻尾でぺしっと弾かれた。

　意地でも敵対するタオルの効果は実感したくないらしい。

「赤猫団の屯所ならいいかもしれないな」

「それがいいです」

　手始めに、ミナが三人のシーツを洗いはじめた。

「だめ！　ノエラのは、洗う、だめ！」

　と、ノエラは抵抗していた。







　余った材料でサクっと作った柔軟剤を手に、町の中心にある赤猫団の屯所へとやってきた。

「こんにちはー、キリオ・ドラッグのレイジですー」

　どたばた、と玄関の内側で騒がしい足音が鳴ると、アナベルさんが出てきた。

「なんだ、薬屋。珍しいじゃねえか。あんたがここを訪ねるなんて」

　非番らしき団員たちは、窓や扉からおれたちの様子を見守っては、なぜかニヤニヤしていた。

「あ、上がるか？　茶でも、出すけど……」

　くりん、くりん、と赤いポニーテールをいじりながら、アナベルさんは目をそらしながら言う。

「いえ、今日はちょっとしたお願いがあって来たんです。これ、使ってみて欲しいんです」

　おれは柔軟剤が入った瓶を渡した。

「これは……？　あ。いいにおい……」

「姐さんのために薬屋の兄さんが作った香り水ですよ、きっと。それをプレゼントしに──おぶっ!?」

　窓から顔を出した団員の一人が言うと、アナベルさんがそっちにむかってスリッパを投げた。

「そ、そんなわけねえだろ。が、ガキか、てめえらは……」

　頬を染めながら言うアナベルさんを、素直になれないヤンキー娘を見るような眼差しでみんなが見守っていた。

　まあ、プレゼントと言ってもあながち間違いじゃないけど、使い方を説明しておいた。

「ふうん。洗濯物に、ねえ……ふわふわになって、このにおいがするのか？」

「ええ。試してみてください」

「……ま、そんなこったろうと思ったよ」

　傭兵団のみんながぶつぶつ言い合っている。

「姐さんが……残念がってる……」

「てめえがプレゼントなんて言って期待させっから」

「るせえよ、どう考えてもそんな雰囲気だったろうが」

　ぷるぷる震えたアナベルさん。

「るせえええええええええ！　すっこんでろ、てめえらはあああああああああああ！」

「「「「さーせんっした！」」」」

　ざざざ、と様子を見守っていた男どもが顔を引っ込めた。

「おほん。とりあえず、まあ……使ってみっから」

「はい。お願いします」







　数日後、アナベルさんが店にやってきた。

「あ、この前の薬、どうでした？」

「どうしたもこうしたも……いや、薬の効果はすげーよ。服もタオルも、何でもだ。信じられるか？　ふわふわになって、いい香りがしやがる……！」

「それはよかったです」

「えっと、それでだ。……うちのマザコン団員どもが、故郷の母ちゃんを思い出したらしくてな。休暇が欲しいって立て続けに五人もだ」

　ああー。なんかわかるような。

　あの柔らかさに、ほんの少し母性を感じる、というか。思い出すというか。

　困ったもんだぜ、とアナベルさんは愚痴っぽく言って笑った。

　一緒に店番をしているノエラが、アナベルさんを呼んだ。

「赤いの」

「ん、どうした狼娘」

「ノエラの尻尾と、薬を使ったタオル、どっちが気持ちいい？」

　ノエラのやつまだ根に持っていたのか。

「んー。おまえのほうじゃねえの？」

「るーっ♪　赤いの、話がわかる」

　ドヤ顔でノエラはおれに視線を寄越した。

　商品にできそうなので、これから店のラインナップに加えるとしよう。

「あるじ、ノエラの尻尾、触る。ノエラが、一番」

　すっかり自信を取り戻したノエラだった。










21　激剃王




　ある日の昼下がり、店の前でコソコソしている人物を見つけた。

　エルフのリリカだ。

　何しに来たんだろう。

　買い物ならさっさと入ってくればいいのに。

「おい、リリカ」

「ひゃあ!?」

「ミナならいないぞ？　今買い物に行ってる」

「別に、ミナさんに会いに来たというわけじゃないから……」

「てっきり様子を窺ってコソコソしてるのかと」

「違うから」

　仕切り直すように一度咳ばらいをしたリリカ。

「今日来たのは、ちょっと言いづらいのだけれど……相談があって」

「ん？　おれでいい？」

　少し迷ったリリカはうなずいた。

　ときどき、おれに言いにくいからミナに言う女性客がたまにいる。

　女の人ってのはデリケートで、男のおれには言いにくいことが、いーーーーっぱいある。

　って、ミナが言っていた。

「その……毛をなくす薬があるって聞いて……」

「ああ、【除毛クリーム】？　それでいいならあるぞ」

「ううん。そうじゃなくて……んもう、どうして私がこんなことを頼まないと──」

　恥ずかしそうにうつむいたリリカは、頭を抱えた。

「そのクリームはもう使ったわ。それよりも、もっと強いものをお願いしたいのだけれど……」

「あれより強いもの？」

【除毛クリーム】は、ムダ毛処理を楽にする薬で、あれより強いってなると……。

　聞きにくそうにリリカが尋ねた。

「れ、レイジは、どうしているの……？　あなたも、男の人でしょ……？」

「どうしているって、何が？」

「だから、その…………髭……生えてくるでしょ……？」

「あー。おれは薄いから、三日に一回カミソリで剃れば十分だな」

　こっちの世界に来て、カミソリに慣れてない頃は何回かミスって肌を切ったことがある。

　でも、今やもう慣れたもんで、ささっと剃れる。

　ん？　どうして髭事情をリリカは気になるんだ……？

「リリカ……おまえ、まさか──」

「ち、ちちちち、ち、違うわよ！　私は、ひ、髭なんて生えないわよっ！」

　あれ。違う？

「意外そうな顔をするのはやめてちょうだい」

「ああ、ごめん。ってなると……髭に匹敵する固い毛……？」

　で、【除毛クリーム】と用途は同じ。

「………………あ。わかった。ま、待っててくれ、み、ミナがもうちょっとしたら戻って来るから！」

「何をそんなにテンパってるのよ」

「だって、そんなデリケートゾーンのムダ毛処理の話になるとは──」

「違うわよっ！　バカ──っ！」

　顔を赤くしたリリカが思いきり怒鳴ったので、耳がキーンとした。

「兄さんよ。兄さんの髭よ」

「あ、あー。そういうこと！　クルルさんの。なんだよ、早く言えよ。びっくりした」

「びっくりしたはこっちのセリフよ」

　他に客もいなかったので、椅子を勧めて座ってもらい、改めて話を聞いた。

「最近、兄さんの髭が濃くなって、上手に剃れないからあなたの薬を使ってみたのだけど、一時的な効果はあるのだけれど、それよりさらに濃くなっちゃって……」

「マジか。抑毛効果あるんだぞ……」

　どんだけ強い生命力なんだよ。

「……てか、自分で店に来いよ……」

「『こんな顔じゃレイジちゃんに会えないだろ!?』って逆ギレされたわ」

「乙女かよ」

「変なところで純情なのよ」

　あの兄の妹は、結構苦労するらしい。

　言いにくそうにリリカがもじもじしてたのは、そのせいか。

　はぁ、とリリカはため息をついた。

「剃っても、剃っても、青い髭」

　種たね田だ山さん頭とう火かの俳句かな？

　髭の色が青いんじゃなくて、剃ったあとすぐ伸びるから青く見えるってことなんだろうけど。

「だから、どうにかならないかと思って、相談に来たの」

「ふんふん、なるほどなるほど。おれが気にしないタチだからそういう薬は作らなかったけど、悩んでる人もいるのか」

　こっちの世界は、髭の有無なんて気にしない人ばかりだ。

　農家のおっちゃんたちもそうだし、宿屋も道具屋の主人たちもみんな髭を蓄えている。

　顎髭も口髭もなくてツルツルって男の人のほうが珍しい。

　例外的に、乙女なエルフ男もいるみたいだけど。

　まあ、出勤するから髭を剃るっていう現代とは身だしなみの価値観が違うんだろう。

「強い薬は、作れそうかしら……？」

「できるよ。あっちの世界でもそういうのあるし」

「あっちの世界？」

　きょとん、とリリカが首をかしげるので、おれは「何でもない」と言って、少々待ってもらうことにした。

　今はおれ一人しかいないけど、お客さんも来そうにないし、ちょっとくらい離席しても問題ないだろう。

　創薬室に入って、作業をはじめた。

　しかし、ときどきケツアゴになったクルルさんが、今や青髭か……。

　髭だけじゃなくて、キャラもさらに濃くなったな……。

　身だしなみの価値観が現代とは違うから、商品にできるかはわからないけど、作っておくに越したことはない。

「まあ、こんな感じかな」




【シェービングジェル激剃王：深剃り派の貴男に、スムーズな髭剃りライフを。肌と刃の間に保護膜を作り、切り傷を減らす。保湿効果もある】




　完成したと同時に、ミナが帰ってきた。

　店に戻ると、ミナがリリカと世間話をしているところだった。

「ちょうどよかった。ミナ、店番頼めるか？」

「はい。いいですよ。お出かけですか？」

「ああ……まあ、ちょっと気乗りはあんましないんだけどな……クルルさんのところに……」

「そうでしたか。お気をつけていってらっしゃいませ～」

　新薬を入れた瓶を見せて、おれはリリカと店をあとにする。

「これ、本当に新しい薬？　作るのがすごく早かったけれど」

「似たようなもんを前作ってたから。それで手際もよかったんだよ」

　なるほど、と納得するリリカについて行き、エルフの森へとむかう。







　町からほどよく離れたエルフの森にやってきた。

　話には聞いていたけど、実際この森に入るのははじめてだ。

　けど、他の森と違って手入れの行き届いた森で、どこか爽やかな印象を受けた。

　奥へと歩くと、町ではあまり見かけないエルフたちがたくさんいる。

　なんか、ちょっと新鮮。

　エルフっていったら、クルル、リリカの兄妹しか知らなかったし。

「ここよ」

　二人で暮らしているという家に到着した。

　扉を開けて、リリカが中を覗く。

「兄さん？　新しい薬をレイジが作ってくれたわ」

「本当かい!?　レイジちゃんが僕のために……」

　入って、とリリカが言うので、お邪魔することにした。

「こんにちはー」

「ひああああああああ!?」

　女の子みたいな悲鳴を上げたクルルさんが奥へ隠れた。

「どどどどど、どうしてここに──」

「いやあ、試してないので、その成果を自分の目で見ようと思って」

「愛する僕の窮状を心配してくれたのは、嬉しい。だが、僕にもコンディションというものがある──」

　どこをどうツッコんでいいのかわからないから、無視することにした。

「リリカ、クルルさんを押さえて」

「オッケー」

「な、何を──!?　やめるんだ、リリカ！　僕は、レイジちゃんに今の素顔を晒すわけには──！」

「あーもう、うるさいっ」

　ドフンッ。

　……今、すげー鈍い音がしたけど、大丈夫か？

「レイジ、兄さんが静かにしてくれるみたいだから、今の内よ」

「静かにしてくれるって……強硬手段使ってんじゃねえか」

　うつ伏せになっていたクルルさんを、リリカが仰向けにする。

　クルルさんは、リリカの一撃を食らって完全にのびていた。

「うっわー。見事な青髭だ。もう、色んな意味で真っ青になるくらいに青い」

「剃った直後はまだキレイなの。けど、剃り終えたあたりから、もう青いのよ」

「早っ」

　なんちゅー髭なんだ。キャラに比例して濃くなるのか？

　おれはリリカが持って来てくれたハケを使って、ぺとぺと、と口と顎周辺に【シェービングジェル激剃王】を塗っていく。

　それから、いつも使っているというカミソリを持ってきてくれた。

「こういうのは、理容師さんとかの仕事なんだけど……」

「何でもいいわよ。やっちゃって」

「手袋を。素手だと、おれも髭が濃くなる」

「えっ、えっ!?　伝染うつるの!?」

　いや、伝染うつらないだろうけど、素手はなんか抵抗あるから。

　リリカに手袋を持ってきてもらい、カミソリを手に持ち作業開始。

　じょり、じょり、じょり……。

「あ、すごいっ！　真っ白！　兄さん本来の白さ！」

「これ結構楽しいかも」

　リリカが涙ぐんでいた。そんなに嬉しいのか。

「兄さん、よかったわね……もう三〇分に一回剃る必要はないわよ……」

「インターバル短っ」

「これで兄さんも、キレイな顔で旅立てるわ……」

「まだ死んでねえから」

　どうでもいい会話をしながら約一〇分。

　おれがよく知るクルルさんに戻った。

　他人の髭なんて剃ったことないから心配だったけど、保護してくれるお陰で、肌を切ることなく剃れた。

　仕上げに、抑毛効果のある【除毛クリーム】を塗って完了。

「兄さん、起きて」

「いや、起こすなって。面倒くさいから」

　こうしておれは、髭濃い系エルフの青髭除去に成功した。







　後日、作った【シェービングジェル激剃王】を店に置き、男性客にそれとなく紹介していくと、思ったより売れた。

　みんな、楽に剃りたかったらしく、かなりの評判となった。

《了》










あとがき




　どうも、こんにちは。ケンノジです。

　買い支えて下さった皆さんのおかげで、三巻を刊行することができました。ありがとうございます。

　本作の漫画版も「ｗｅｂコミックガンマぷらす」にて絶賛連載中です！

　そして、今巻と同時にコミックス一巻が発売となりました！

　春乃えり先生が描かれる漫画版のノエラが、本当にもう可愛くて……。どれくらい可愛いのかは、コミックスでご確認ください！




　ケンノジの別作品「外れスキル「影が薄い」を持つギルド職員が、実は伝説の暗殺者」も絶賛発売中です。ＣｏｍｉｃＷａｌｌｋｅｒ（異世界コミック）ほかにて漫画版が連載スタートします。こちらも是非ご注目ください。




　個人的な宣伝も終わりましたのでお世話になった方に謝辞を。

　担当編集様、私の意見を汲んだ上で上手くパッケージングしていただきありがとうございます。今後もブレイブ文庫を盛り上げるべく尽力いたしますので、引き続きよろしくお願いいたします。

　松うに先生、今巻もハイクオリティなイラストをありがとうございます。癒し系のキャラデザなのでイラストをいただくたびに、ほんわか癒されてしてます。

　そのほか、本書を刊行するにあたり、携わってくださった関係者のみなさま、ありがとうございます。

　そして、買ってくださった読者様。（あとがきを先に立ち読みしている方はそのままレジへどうぞ！）

　これからも頑張りますので、応援のほどよろしくお願いします！

ケンノジ
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１　労働の対価

２　素人冒険者と薬屋

３　ＢＢＱとカルチャーショック

４　キリオドラッグの職場環境

５　訛りはキツいと聞きとれない

６　珍しいお客さんの依頼はだいたい厄介

７　演武大会

８　ブラックな大人の嗜み

９　ボタンちゃん

10　水神の真珠

11　グリフォンを育てよう












１　労働の対価




　テキパキ、テキパキ。

　ノエラが、珍しく仕事に精を出している。

　どうしたんだ？

「あるじ、次、お仕事」

「え？　ああ、うん、じゃあ次は──」

　おれが創薬の準備を指示すると、ノエラがギャンと高速で創薬室のほうへ行った。

「……？」

　間違いなく何かあったんだろうけど、仕事を頑張ってくれるのはいいことだから、聞かないでおこう。

　思えば、店での接客もおざなりで、ときどきポーション飲んだりしてることもあったからな。

　お客さんが寛容だったからいいものの。てか、まともな接客を期待してなかったんだと思うけど。

　まあ、半分ペットみたいなもんだと思われているんだろう。

「あるじっ！　おわた」

　ひょこっと創薬室から顔を出したノエラが報告してくれた。

「うん。ありがとう」

　店番をミナに任せて、創薬室にこもる。足りなくなった商品作らないと。

　作業をはじめると、ノエラはそばでおれのことをじっと見つめては、尻尾を右に左にゆらゆらと振っている。

「……どうかした？」

「あるじ、ノエラ、今日頑張った」

「ああ、そうだな」

「ノエラ、そろそろお年頃」

　ノエラが目を輝かせて両手をおれに差し出した。

　デジャブみたいなもんを感じる。

　おれもちっちゃい頃、家の手伝いを進んで頑張ったときって、大抵──。

「ノエラ、お小遣いほしい」

「……だよな、そうなるよな」

　うん、納得いった。だから頑張ってたんだな。

「ミナに言えよ。お金の管理をしてるのはおれじゃないんだ。知ってるだろ？」

「るぅ……」

　へにょん、と耳が垂れる。頭をもふもふと撫でた。

「その反応からすると、すでに玉砕済みだったか……」

「そう。ミナ、ケチ。三〇〇リンぽっちもくれない」

　お小遣いお小遣いって言いだしたのは、あれが原因だな？

　近所のガキんちょたちとノエラが遊んでいるのを、たまたま見かけた。

『えー？　おまえんち、お小遣いもくれねえの？』

『めっちゃビンボーじゃん！』

　やんちゃ盛りの子たちに、資金力ゼロのノエラがマウントを取られていたのだ。

『ノエラ、もらう、お小遣い。おまえもおまえも、今度、札束で頬を叩く』

　って、堂々と宣言していた。

　ノエラのお小遣いのイメージって札束なんだな──って思ったのがつい先日。

「ミナには何て言われたんだ？」

「『ノエラさんは、無駄遣いするからダメです』って言ってた」

　……これ以上ない正論過ぎる。

「あるじぃぃ～。ノエラ、札束で頬を叩きたい……」

　うるうると涙目でおれにすがってくるノエラ。

　まず、お小遣いは札束じゃないってところから教えてやる必要がありそうだな。

「ビビも、エジルも、お金もらってる。ノエラだけ、なぜ……」

「……」

　言われてみれば。

「今までは、ほら、ポーション払いだっただろ。毎朝おまえが好きで飲んでるポーション、店頭価格はいくらだ」

「一二〇〇リン……。の、ノエラ、一二〇〇リンを毎日……!?」

　自分がしてきたことに今さら気づいて、ノエラが戦慄している。

　お小遣い希望額の四倍を毎日消費していたわけだからな。

「お小遣いとポーションだったらどっちが」

「ポーション」

　早ぇな、返答。どんだけ好きなんだよ。

「あるじ、ノエラは、ロウドウの、タイカを要求する！」

「どこで覚えた、そんな言葉！」

　まあ、それがポーションなんだけどな。

　ミナが言うように、無駄遣いをするっていうのは想像に難くない。

　持たせ過ぎもよくないだろうし……。でも、仕事をしているノエラが、何もしてないガキんちょたちにそのことでマウントを取られるのも可哀想だしなぁ。

「じゃあ、こういうのはどうだ？　一日頑張ったら、翌日払いで三〇〇リン。ポーションは今までの四分の三ってことで」

　飲む分を制限して、その分を現金化するって方針だ。

「三〇〇リン、お小遣いくれる？」

「ポーションの量は減るけど、今日頑張ったら明日支払うぞ」

「るっ♪」

　わっさわっさ、とノエラが尻尾を揺らす。

「よし。それじゃ、チェックシート作るか」

　今までどうして作ってなかったんだろう。

　紙を取り出して、いつもしている仕事を箇条書きにしていく。

「あるじ、何それ」

「ノエラの仕事ぶりの良し悪しをチェックするんだ」

「あるじが？」

「ミナが」

「っ────!?」

「これで全部よかったら、お小遣いとポーションを翌日渡すってことで。いいだろ？」

「よくない！　ミナ、厳しい！　よくない！」

　ブンブンブンとノエラが首を全力で横に振る。

「ミナは真面目だからなぁ。厳しいのも納得だ」

　……だからミナに任せるんだけどな。

「ノエラ、知ってる。あるじ、ノエラをもふもふさせる、優しくなる」

「くっ、そうだよ、わかっちゃいるけど、つい甘くなっちゃうんだよ」

「けど、ミナ、効かない……！　手強い……！」

　なんだ、ノエラの中では、おれのほうがチョロいってことか？

「ま、ともかく、このチェックシートを持って、出来たらミナに見てもらうように。いいかい、モフ子くん。その頑張りがお小遣いに繋がるからな」

　今まで飲んでいたポーションを一部現金化するってだけだからあんまり変わってないけど、一か月でもきちんと頑張れたら、ボーナスでも支給してあげるとしよう。

　それでさらにやる気を出してもらえば、こっちも願ったり叶ったりだ。

「わかた……！　ノエラ、頑張る」

　そう意気込んだノエラの頑張りは目を見張るものがあった。

　これが続くのであれば、ボーナス支給も夢じゃない。







　翌朝。

　昨日頑張ったので、おれはノエラに初お小遣いを渡した。

「これが、お小遣い！　札束じゃない」

「ああ。そういうもんだ。お小遣いってやつは。で、これがポーションな」

　いつもより容量の少ないポーションの瓶をノエラに渡す。

「す、す……少ないっ！」

　ガガーン、とノエラがショックを受けていた。

「その分をお小遣いにしているからな」

「……」

　黙り込んだノエラだったが、こっちを見上げた。

「あるじ、ノエラ、いつも通りのポーションがいい。お小遣い、いらない」

「結局そうなるのかよ」

　三日坊主どころか、一日も持たないノエラだった。










２　素人冒険者と薬屋




　どよよ～ん、と店のカウンターの向こう側で肩を落とす青年がいた。

「はぁ……」

　この町出身の青年で、ホーストって名前だったはず。

　おれは元々親しくなかったけど、つい先日、冒険者になるためこの町を出ていった。

　歳はおれと同じか少し下くらい。

「……あの、店の中の雰囲気が暗～くなるので、ため息やめてもらえます？」

　けど、このホースト君、なぜかこの町に帰ってきていた。

「薬屋さん、僕、チャラくなりたいんです」

「はあ……？」

「王都や他の大きな町で冒険者として活躍して、チャラくなって、女の子をとっかえひっかえして遊びたいんです」

　もう、呆れるくらい正直な願望だな。

　わかるよ、うん、わかる。おれも、モテたい。

「ああ、それで、モテたいから、惚れ薬を作ってほしいとか？」

　前に一回作ったときは、散々な結果だったからもう作らないけど。

　ホースト君はうなだれながら首を振った。

「いえ、そうじゃないんです。これは、年頃男子の薬屋さんならわかってもらえると思うんですけど……。とっかえひっかえとまでは言えないけど、それなりに女の子と夜の交流ができたんです」

「へえ、ふうん、あそ」

　何だよ、結局自慢かよ。

　おれが鼻白んだと同時に、ホースト君が真顔になった。

「でも僕、早いんです……すごく……とても、すごく……」

「…………あ、そういう相談……」

　性のお悩みでございましたか。

　言いにくいよな。

　てか、他人に言う機会もないし、知り合いだったとしてもそんなの知りたくないし。

「噂によると、早い男は嫌われるそうだけど」

　こくこく、と深刻そうにホースト君はうなずく。

「だから、当世最高の錬金術師とも呼び声高い薬屋さんに、何とかしてほしくて……」

「どうもできねえよ」

　早いのを何とかできる錬金術師ってなんだ。性の神様か。

　これって体質とか、そういうのの問題だし。

　おれ？　おれは……普通、だと思います。

「ちなみにどれくらいもつの？」

　ホースト君は、目をそらしながら指を三本立てた。

「え。さ、三分……!?」

　おいおい、そりゃ、夜の交流を持った女の子も「あれっ？」ってなるわ。

「いえ……三往復です」

「単位がショボくなった!?　ま、マジで？」

「す、すみません！　見栄を張って嘘つきました……本当は二往復です」

「三の時点で見栄張れてねえんだよ」

「僕、このままじゃ、『早撃ちジョニー』なんて二つ名がついてしまいます……」

　誰が上手いこと言えと言った。

　けど、ちょっとカッコよく聞こえるな。真相を知らなかったら。

「つってもなぁ……治すなんてできるのか……？」

　てか、そもそもおれが経験したことないあれだから、アドバイスもできないし……。

「あ。こっちの世界って、アレがあるって聞いたことないよな……？」

「な、何か策があるんですか!?　僕、そのためなら、冒険で稼いだお金をいっぱい使ってもいいです！」

　身を乗り出してきたので、おれは待て待て、と手で制する。

「落ち着きたまえ、ジョニー君」

「僕、ホーストです」

「ちなみになんだけど、ジョニーに何かを着せたり被せたりする？　行為の前」

「いえ。裸一貫で勝負してます」

　二往復ジョニーのくせに、なんで顔キリッとさせてんだ。

「というか、そんな物はそもそもありませんよ」

「やっぱりそうか」

　創薬スキルによると、アレそのものでなくても類似品が作れるらしい。

　おれは、奥にいるミナとノエラを店に呼んだ。

「悪いけど、どっちか店番を頼めるか？」

「じゃあ、ノエラさん、一緒に店番しましょうか」

「るっ。あるじ、任せろ」

「じゃ、ちょっと頼む」

　そう言い残して、おれは創薬室にこもる。

「丈夫で、質感も大事なんだよな……」

　むうん。アレがない世界なら、女の子に変な薬を塗ってるって思われないか？

　いや、そもそも薄暗い場所だから大丈夫なのか。

　あれ？　でも薄暗かったら手元が見えないんじゃ……。

「あああああ、もう！　おれがここまで心配してやる義理はねえ」

　作れるものを作って、用途を説明して渡す。それがおれの仕事だ。

　さっそく創薬をはじめる。

　ここ最近は、畑で栽培している薬草が一〇種類近くあるから、採取に出かけることがめっきり減った。畑、超便利。

「まあ、こんなもんかな？」

　瓶に入った試作品を光に透かして見る。

　半透明のジェル状の液体だ。




【素肌ガーディアン：即席の薄膜を作り、塗った箇所の外界からの刺激を鈍らせる】




　よし、試しに腕に塗ってみよう。

　ちょっとひんやりする。すぐに体温でジェルが変質していった。

「お。おおお？」

　ツヤが出てきて、触るとムニムニする。素肌に触られている感触はあまりない。

　その上、カサブタみたいにぺりっと剥がせる。

　あとは耐水性だ。

　今度は人差し指全体に塗って、変質後、水にさらす。

「……余裕だな。崩れたり取れたりする気配がねえ」

　めちゃくちゃこすっても以下同文。結構な耐久力だ。

　そして、ペリっと剥がせる。

　用途はかなり限定的だけど、物質としては、かなりの優れ物なんじゃないか？

　おれは店に戻って、ホースト君に瓶を渡す。

　ノエラとミナもいる手前、直接的な言葉は控えて効果を説明した。

「す、すげえええええええ！　さすが、薬屋さん！」

「実戦にも耐えうるよ、きっと」

「リクエストしたら何でも作ってくれる秘密組織の博士みたいだ……！」

　ぎゅっと両手で握手したホースト君は、手持ちのお金、ありったけを置いて店から飛び出していった。

　きっと、変な二つ名がつくことはないと思う。

　でも、どうなんだろう。和らぐってだけだからなぁ……。

　元々が超高速だから高速くらいになりそうだ。

「レイジさん、あのお薬は、何のお薬だったんです？」

　ミナが不思議そうに首をかしげた。

「え──？　あ、あれは……ええっと……」

　まずい。用途をきっちり説明すれば、

『エッチなお薬作っちゃダメです～～～～ッ！』

　って言うに決まっている。

　でも、悩んでる側からすると、切実なんだよなぁ。誰にも相談できないし。

　検索して対策がネットで読めるわけでもないし。

「あっ、わかりました！　あの方は、冒険者さんでしたね」

　名探偵ミナが、ぴ、と人差し指を立てて得意げに説明をはじめた。

「うん。まだルーキーみたいだけどな」

「ふふふ。塗ったら保護膜になる……。ルーキーさんなら、生傷も絶えないでしょう。なので──あのお薬は！　──非常時の血止め薬ですっっっ！」

　ババーン！　という効果音が出そうなくらいのドヤ顔をしたミナが、おれを指差した。

　間髪入れず、おれもミナを指差した。

「正解ッ！！！！」

　ポーションがあるんですけどね……。

「そうです、ポーションがあるのに、レイジさんがそれを作った理由はただひとつっ！　あのお薬を最初に使って、血を止めつつ傷口からばい菌が入らないようにするためです！　わたしの推理、どこか違いますか！！！！！」

「またまた正解ッ！！！！」

　それでお願いします。

「やりましたよ、ノエラさーん」

「るーっ♪　ミナ、当たった、スゴイ！」

　ぱちん、と二人は楽しそうにハイタッチした。

　本当の用途を知ったら、誤魔化したせいでさらに怒りそうだな……。




　いくつか【素肌ガーディアン】の在庫を作って店に置いておくと、ミナが真っ先にそんなふうに説明するので、傷口の雑菌ガードとして知られるようになった。

「出血したあとは、これを塗っていただいて──そうです、そのあとポーションを飲んでいただけると、治りも早いんです～」

　こんなふうに、ポーションとセットで売られることとなった。

　おれが【素肌ガーディアン】に別用途があることを、パートナーがいる奥さんや女の子にこっそり説明すると、そっと買っていった。

　相手に使わせる気らしい。

　言えなかったり言わなかったりするだけで、意外とみんな不満があるらしい。










３　ＢＢＱとカルチャーショック




　暑くもなく、寒くもないそんな日が続いた。

　日向ぼっこするのにはちょうどいい気候で、こう、お客さんも来ないとなると、昼寝したくなるなぁ。

　ノエラは、おれの膝の上に座って、カウンターに突っ伏して寝てる。

　気持ちはよくわかる。

　後ろからぎゅっとしてモフモフを味わう。

「体温でちょっと暑いけど、モフモフは正義……」

　今まで使ってなかった【シャンプー】【リンス】を使うようになってからというもの、ノエラの毛並みが抜群によくなった。

　もう、それだけで【シャンプー】【リンス】を作ったかいがあった。

「鬼に金棒、モフモフにシャンプー＆リンス……」

　艶のある毛を頬ずり。

「レーくん、ノエラちゃんに何してんの？」

「うわぁあ!?」

　び、びっくりした。何だよ。ポーラか。

「来たんなら声かけろよ」

「さっきかけたじゃん。モフモフをすりすりするのがそんなに楽しいの？」

「知らないやつは人生損している。……で、暇だから遊びに来たのか？」

　おれが半目をすると、ポーラも同じ目をした。

「見くびらないでよ、レーくん。今回ウチがここに来たのは、バーベキューしたいからだよ！」

「遊びに来てんじゃねえか」

「いいじゃーん。固いこと言わないでさー。ウチんとこもお客さん来ないし、どうせレーくんとこもそうなんでしょ？　じゃ閉めてバーベしようよぅ。そこの河原がイイ感じなんだよぅ」

「キューをつけろ、キューを。なんだバーベって」

　しかもさらっと失礼なこと言いやがったな。

　からりとしてて、外はいい天気。暑くも寒くもない。

　絶好の天気と言えなくもない。

　そういや、知り合いとバーベキューするのって、おれ、何年ぶりだ……？

　あれ？　家族以外とじゃ、はじめてなんじゃ……？

　ぴくぴく、と耳を動かしたノエラが、がばっと起き上がった。

「ノエラ、バーベしたい。お腹減った」

　くう、とノエラの腹が鳴った。

「ノエラちゃんもしたいってさ、レーくん。もうちょっとでお昼でしょ」

　もうちょっととは言うけど、あと二時間くらい。

　今から準備して食べはじめたら、ちょうどいい時間……。

　このすっとぼけおねーさん、この天気とこの時間帯を狙って来たな？

「何やら楽しそうな企画ですねっ」

　店の会話が聞こえていたらしいミナが顔を出した。

「でっしょぉー？　けど、レーくんが全然乗り気じゃなくってさぁー」

　不貞腐れたように唇を尖らせて、ちらっとミナを見るポーラ。

「レイジさん、いい機会ですしやりませんか？　わたし、実は、やったことなくて……」

　ミナを煽りやがった、こいつ……。外堀を埋める気だ。

　おれが目線を向けると、しししとポーラが笑う。

「わかった、わかった。やろう。店は一旦閉めて、夕方頃にまた開けよう」

　来てくれたお客さんは、貼り紙でも貼って対処しよう。

「真面目だねえ、レーくんってば。じゃ、道具はウチが用意するから、チームキリオドラッグは、食材を集めてね！　一時間後に河原に集合ってことで！」

　やる気満々のポーラが、ばひゅーんと店を飛び出していった。

「お肉は、買い足したほうがいいかもしれませんね」

「ミナ、肉は、ノエラに任せる」

　ふんす、と鼻息を荒くしたノエラが、キリリとした顔つきになった。

　のんびりモードじゃないぞ。珍しい……。

「ノエラ、肉のあてがあるのか？」

「ノエラに任せる」

　だだだだ、とノエラも走って店を出ていってしまった。

　おれとミナは、わけがわからず顔を見合わせた。

「わたしたちは、お野菜を用意しましょうか」

　そのとき、アナベルさんがやってきた。

「よお、薬屋。今日もポーション、頼むよ」

「ああ、はい。いつものですね。タイミングよかったです。ちょうど今店を閉めるつもりだったんで」

「んあ？　なんで？」

「バーベキューをそこの河原ですることになったんです。うちの店員たちとポーラとで」

「ふうん。……こほん……アタシ、今日非番……なんだけどなぁ……」

　声ちっちゃ。じゃあ一緒にどうですか、って言おうとした瞬間だった。

「へえ、それはよかったですねー。では、いつものポーションもお渡ししたので、今日はお引き取りください」

　ニコニコと笑うミナが、アナベルさんを帰そうとする。

　キッ、とアナベルさんがミナをねめつけると、ミナも対抗した。

　バチッと目線がぶつかって火花が散った。……ように見えた。

　不思議とこの二人って、仲悪いんだよな。

「アナベルさんもどうですか、バーベキュー。こういうのは、大勢のほうが楽しいと思うんで」

「そ、そうか？　じゃあ、アタシもお邪魔させてもらうことにするよ。あ、ありがとうな……誘ってくれて……じゃあ、あとで」

　赤いポニテを翻して、店から去っていった。

　ぷん、と怒ったようにミナは頬を膨らませている。

　この二人は『混ぜるなキケン』なんだな。覚えておこう。




　それから、おれとミナは、バーベキューに使えそうな野菜を二人で下処理していく。

「でも、楽しいですね、こういうの。皆さんと一緒に、いいお天気の下でお肉焼いて食べたりするなんて」

　その意見にはおれも同意だった。

　ちなみに、店はもう閉めて貼り紙も貼っておいた。

「あの川って魚釣れたっけ？」

「たしか釣れるはずですよ」

「じゃあ、竿と餌と【爆釣れ君】持っていこう。釣った魚も捌いて焼いちまおうぜ」

「あーっ。それとってもいいですねぇ～」

　家でやる準備が整って、るんるん気分のミナと一緒に、町のすぐそばにある河原へ出かける。

　そこには、道具の準備をしているポーラがいた。

「やあやあ、もう準備できたの？　早いね」

「レイジさんが手伝ってくれたので」

「じゃ、おれ釣りしてるから、火は任せていい？」

「うん。オッケー。こんくらいはウチがやるよ」

　じゃ頼んだー、と言って、おれは魚影視認ソナーのスキルを使って魚がいそうな場所へと歩いていく。

　──思えば、これがバーベキュー史上最悪の悲劇のはじまりだった。




　魚影視認ソナーと【爆釣れ君】のコンボは最強で、三〇分ほどで一〇匹が釣れた。

　ま、こんなもんでいいだろう。

　肉を任せろと言ったノエラは、大丈夫なのか……？

　ちょっと寂しいけど、なかったらなかったで、魚焼いて食えばいいか。

　釣果報告を兼ねて戻ると、ミナがきょろきょろしていた。

「ノエラさん、どこへ行ったんでしょう？　お肉は任せろって言ってましたけど」

　のっし、のっし、と足音がすると、一頭の獣が現れた。

　狼モードのノエラだった。口には雌鹿をくわえていた。

「し、仕留めてきとるぅううううううううう!?」

「ノエラさん、す、すごいです……」

「おおお!?　鹿？　狼娘、やるじゃねえか！　おーし、アタシが捌いてやんよ」

「いいじゃぁーん。豚や鶏じゃフツーすぎてつまんないもんね」

　ノエラは、ぴょんとこっちへとジャンプして、雌鹿を置いた。

　体が光ると、獣娘モードのノエラに戻った。

「あるじ、獲ってきた！」

　得意げな顔をするノエラは目を輝かせて、尻尾をフリフリしている。

　いい子いい子、とおれは頭を撫でてやった。

　むこうでは、アナベルさんが鹿を捌いて肉にする作業をしている。

「ちゃーんと血抜きしてんのな。狼娘、気が利くな」

　怖いので、おれはそっちは見ないようにした。魚と動物はちょっと違うんだよなぁ。

　とにかく、材料はこれで出揃った。

「ポーラ、火はどんな感じ？」

「どんな感じって、こんな感じだよー」

　でん、と置かれているのは、家庭用の鉄板器具。

　こっちの世界は、生活石と呼ばれる少しの魔力で水が出たり火が出る魔石が使われる。

　魔力が電力みたいなノリだ。

　ミナが、鉄板器具の前で火力を調整している。

「温かくなってきました。そろそろいいかもです」

「……」

「あるじ、無言。どした？」

「レーくん、どしたの？」

「ち、違う……。お、思ってたバーべじゃねえ──！」

「結局自分もバーベって言うんかーい。──って、何が不満なのさ」

「不満に決まってんだろ！　これ、焼肉を外でしてるだけじゃねえか────！」

「それがバーベでしょ？」

　精肉作業中のアナベルさんも手を止めてうなずいている。

「炭火は……？」

「ないよそんなの。なんで？」

　おれは、愕然とした、こっちのバーベってこういう感じなのか!?

「火力調整ができなくて肉が焦げたりとか──」

「しないよ、そんなの。焦がしちゃダメじゃん」

　今さらカルチャーショック！

「ちっがぁぁああああああう！　一見正論！　だけど、それは醍醐味とは違うんだよ──！　炭火の香りがついた、やや焦げた肉をみんなで食うんだよ……！　野菜とか人気なさ過ぎて焦がしまくって最終的に網の端に寄せられるんだよ……！」

　みんな目を丸くしている。

「レイジさんが、いつになくアツくなってます」

「生活石で、いつも通り焼く肉、野菜……当然便利。だけど、味気ねえだろ……そんなバーベ……」

　おれは嘆いて首を振った。

「塩コショウは、ウチが持ってきてるから大丈夫だよ？」

「そういう意味じゃねええええええええええええええええええええ！」

　おれだけが喚き散らしているこの状況下。

　もちろん、みんなはポカンとしている。

「あるじ、落ち着く。大丈夫」

　モフモフ純度一〇〇％の尻尾でノエラがおれを撫でる。

「オーライ、ノエラ、おれは至って冷静だ」

　生活石を使って肉を焼くということは、誰か一人は常に火力担当……。

　バーベは料理とは違う。交代でやればいいかもしれないけど、結構な時間になる。

　こういう担当は、肉を焼く係以外は要らねえんだ。

　おれはノエラを連れて「ちょっと行ってくる」とみんなに言って、河原を離脱。

「あるじ、どうする？」

「ノエラは、箱いっぱいに炭を集めてくれ」

「わかた」

　おれは、店に戻り創薬室にこもった。

「おれがマジモンのバーベをみんなに教えてやる……！　大してやったことないけど」

　こうしておれは、怒りと嘆きの結晶である新薬を作った。




【着火剤ヘルフレイム：ジェル状の液体。塗った対象を長時間燃やす効果がある】




　おれが新薬を作っている間に、ノエラが箱いっぱいに木炭を集めてきた。

「あるじ、これでいいか」

「おう、十分だ。ありがとう、ノエラ」

「るーっ♪」

　よし。これで火力に関しては問題ない。

　あとは、網。

　うちで使っているものがあるので、それを持っていこう。

　魚を焼くときに使っているやつで、これが意外と大きく、おれの肩幅に近い大きさがある。

　それと、着火用の生活石も持っていこう。

「あるじ、何作った？」

「燃やす、薬だ……！」

「る……！　燃やす、薬……！」

　ノエラが目をキラキラと輝かせている。

　……きっと、こういうやつに使わせたら一番ダメな薬なんだろうな。

　道具をそろえたおれたちが再び河原へと戻ると、ミナが荷物を見て怪訝そうに首をかしげた。

「レイジさん、どこ行ってたんですか？」

「モノホンのバーベをするために、準備を整えてきた。な、ノエラ」

　ふんふん、とノエラが首を縦に振っている。もちろん、ノエラがモノホンのバーベを知るわけもない。

「つってもよ、薬屋。別に焼けりゃ、それでいいじゃねえか」

「風情がないと言っているんですよ、おれは」

「レーくん、風情なんて、腹の足しにもなんないよー？」

「それは、その風情を味わってから言ってくれ」

　河原なので、窯を作るのにそれほど苦労しなかった。

　簡単に大きな石で枠を作って、真ん中に生活石を置く。そこに【着火剤ヘルフレイム】を塗った木炭を投入。

「レーくん、こんなんじゃ、お昼のバーベが夕飯になっちゃうよ？」

「まあ、見とけって」

「薬屋、こんなに周りに石を置いたら、風が通んねえぞ？」

「まあ、見ててくださいよ」

　そんな細かいことなんて、おれの【着火剤ヘルフレイム】がねじ伏せる。

「ノエラ、着火用意」

「よーい」

　繰り返したノエラが、木炭にむけて手をかざす。その下に生活石があった。

「着火！」

「ちゃっか！」

　ノエラが魔力をちょびっと飛ばすと、生活石が反応し、赤く光った。

　それからすぐに、そばにある【着火剤ヘルフレイム】に引火。

　ボッ。ボボ、ボッ。

「「「おおおお～！」」」

　黒い木炭をオレンジ色と青色のグラデーションの炎が包み、石で囲った部分に炎が広がっていく。

「すごいです～！　一気に大火力ですよ、これ！」

「これなら、ずっと誰かが魔力を注いでなくても、肉が焼けるな」

「もーなんだよ、レーくん。こんな便利なもんがあるんなら、先言ってよー」

「さっき作ってきたんだよ」

　おれたちは、そばにあった大きな石を椅子にして座りながら、炎をぼーんやりと眺めていた。

　何でだろう……。炎ってずっと見ていられる……。

　ノエラは、そんなものにまったく興味はなかったようで、アナベルさんが捌き終えたばかりの肉を見て、たらーん、とヨダレをたらしていた。

　興奮したように、尻尾をばしんばしん、と地面に叩きつけている。

「あるじ、これ、早く。ノエラ、このままでもいい」

「焼くからちょっと待ってろ」

　そっか。ノエラは生でも大丈夫なのか。けど、何だかんだで腹壊しそうだな。

　火を熾した木炭の上に網を渡し、準備完了。

「これと生活石を使った鉄板と何が違うの、レーくん。魔力を消費し続けないでいいっていうのはわかるけどさ」

「ま、食ってみたらわかるよ」

「わたし、鹿を食べるのってはじめてです～」

「ウチも」

　アナベルさんが、部位の説明をしてくれる。

　背ロース、ヒレ肉、モモ肉、首肉、スペアリブなどなど。内臓ホルモンも綺麗に切り分けてくれていた。

　説明が増えれば増えるほど、ノエラのヨダレの量が増していってた。

「味はそうだな、牛に近いかもしれないな。モノによっちゃ、もっと赤身がかってるんだが、それだとニオイがキツいが、これはピンクで状態がかなりいい。牛よりも野性味が感じられて──」

「アナベルさん、そろそろノエラの限界が近いです」

「赤いの、早く……ノエラが獲った鹿……」

「ははは。悪いな、狼娘。焼いていこうか」

　おほん、とミナが咳払いをした。

「では僭越ながら、わたしが焼かせていただきます」

　準備していたトングでつかんで、まずは背ロースから一切れずつ焼いていく。

　じゅっ。じ、じじ……。

　静かに肉が焼けていく音がして、薄っすらと白い煙が上がる。

　木炭の煙で少しいぶされて、香りは抜群だった。

　アナベルさんが肉を薄切りと厚切りで分けてくれていた。

「厚切りはほぼステーキだ。焼きやすいように切れ目も少し入れておいたぞ」

　あーーーー。めっちゃいいにおいーーーーー。

　みんな、無言で肉を見つめる。

　たぶん、みんな同じことを考えてそうだ。

　ミナが様子を見て、塩コショウをしっかりと振りかけた。

　ある程度焼けると、もう反面を焼く。

　ノエラはフォークをグーで握りしめて、待ちきれない様子だった。

　肉汁が滴り木炭に垂れて、じゅあと音を上げた。

「最初は……」

　ミナがこっちを見たけど、ノエラを顎で差した。

「ノエラさん、もう焼けましたよ。どうぞ」

　別のトングでミナがノエラの皿に出来上がった肉汁ダラダラの背ロースを載せた。

　わざわざ持ち替えるあたりがミナらしいな。

　ってか……鹿肉ってどんなのかと思ったら、焼けたらほぼ牛肉と遜色がないな。

　厚切りステーキを、ガツッとノエラがひと口で食った。

「手品みたいになくなったな」

　口をパンパンに膨らませながら、もちゃもちゃと咀嚼するノエラ。

　美味いかどうかなんて、今は言えないだろうな。

　ハンターのノエラがいたら、肉には困らないんじゃ……？

「レイジさん、どうぞ」

「うん。ありがとう」

　皿に載せてくれたのは、ひと口大の薄切りロース。

　よく利かせたコショウと脂の香りがふわりと漂ってくる。

　生唾を呑む。

　永遠に垂れ流されるんじゃないかってくらい、肉汁が次から次へと溢れていく。

「いただきます」

　フォークで口に運んだ。

　最初のひと噛みで、牛肉とは違った生き物の味がした。でもクセって言うほどじゃない。

　これがアナベルさんが言っていた野性味ってやつか。

　肉は思った以上に柔らかい。それに、見た目ほど脂っこくはないぞ。

　う、美味い……。何これ……。

　燻された煙の香りが、口から鼻へと抜けていった。

「美味っ！　ナニコレ！　めちゃうまなんだけど！」

　同じように食べていたポーラが声を上げた。

「うん……これは、想像以上だ……柔らかいし、クセもほとんどない。やっぱり、コレの影響もあるのか……？」

　アナベルさんが、炭火に目を向ける。

　炭火は依然として火力を保ったままで、ミナが次から次に肉を焼いていた。

　それを、焼けたそばからノエラが網の上にフォークを突き刺して食っていた。

「この【着火剤ヘルフレイム】？　すごく便利ですね～。ずっと高火力を保ってくれます」

「火力調整は出来ないけど、一気に何かを焼きたいときとかは、いいかもな」

　しかし、あっさりしているから、結構量が食える。

　口の周りを脂で汚しまくったノエラがこっちを向いた。

「あるじ、美味の味っ」

「ポーションとどっちが美味の味？」

　むう？　とちょっと考えると、すぐに答えた。

「両方、美味の味」

　大満足らしく、ずっとノエラはふりんふりん、と尻尾を振っていた。

「では、わたしもいただきます」

　ミナもひと切れ口にして、「お肉～アイラブカロリーですぅ～」とホクホク顔だった。

　おれたち全員が食べきれないほど多い。

「食べきれない分は、持って帰ってお料理で使いましょう」

　ミナがそう言うと、アナベルさんが端にあった肉を指差した。

「こっちのはスネ肉で、焼いて食うより、シチューやカレーに入れて煮込んだほうが美味い」

「アナベルさん、物知りなんですねぇ」

「傭兵やってりゃ、自然と詳しくなるもんなんだよ」

　何でもなさそうに、アナベルさんは肩をすくめた。

　さすが、傭兵団の団長さん。仕草が様になる。

　それからは、肉、野菜、肉肉、野菜、魚、こんな具合に用意していた食材を焼いて食べていく。

　味付けは塩コショウだけだったけど、飽きることはなかった。

「タレとか作ってもいいかもな……」

「いいですね、それ～。わたし、何か考えておきます！」

「ノエラ……もう、何も、食べられない」

　ころん、とノエラが横になった。

　風船みたいに膨らんでるけど、あとで腹が痛いとか言うんじゃないだろうな？

「食った。食いまくった。レーくん、このバーベ、いいね」

「だろ」

「炭火のバチパチって鳴っている音や、煙や香りも……グッジョブだよ」

　ポーラがぐっと親指を立てた。

　わかってくれたようで何よりだ。

「さて。片付けして帰るか」

　腹ごなしの運動に、バーベで出たゴミを集めて、ポーラとアナベルさんとは解散することになった。

「またやろーねー！」

「今度は、アタシんとこの部下も連れて来る！」

　そう言い残して二人は去っていった。

　おれたちも撤収しようかと思ったけど、ノエラは苦しそうにまだ横になっている。

「あるじ……」

「なんだ、モフ子」

「おなか、いたい……」

「やっぱりか!?」

「るぅぅ～」

　悲しそうな声を出すんじゃねえ。







　このあと、ミナに薬を取ってきてもらい、ノエラの腹痛はしばらくするとよくなった。

「あるじ、治った！　帰るっ！」

「わかった、わかった」

　楽しいし、美味いのはわかるけど、食い過ぎには注意だな。










４　キリオドラッグの職場環境




「先生」

「何だ、エジル」

　穏やかな昼下がり。

　俺は魔王でこの店のバイトでもあるエジルと二人で店番をしていた。

「先生、余は……ロマンに気づきました」

「何それ」

　カウンターでぼんやり外を眺めながら、腕組みをして同じように外を眺めるエジルに尋ねる。

　今日はお客さんの入りは少なく、開店早々、こんな具合に雑談くらいしかやることがなくなってしまった。

「余は、女風呂を覗いてみたいです」

　遠い目をしながら言うエジル。

「ロマンってそれかよ」

　中学生の修学旅行じゃねえんだぞ。

　また頭の悪いことを考えて……。

「女風呂が丸見えになる薬を、先生にひとつ創薬していただきたいです」

「エジル……」

　俺も遠い目をしながら言う。

「見えねえから、ロマンなんだろ？」

「────ッ！？！？」

　衝撃的なセリフだったらしく、エジルから熱い視線を感じる。

「先生ぇぇ……余は……余は、せっかく見つけたロマンをこの手で握りつぶそうとしていたんですね!?」

　なんか、めちゃくちゃ感激してる。

　そもそも女風呂が丸見えになる薬ってなんだよ。

　……そうじゃないけど、覗くことができる薬なら創れるらしい。

　覗きがバレない薬というか。

　そんなもん作ったら絶対悪用するだろうしなぁ……。

　ちら、とエジルを見ると、まだ暑苦しい感激顔でおれを見つめている。

　おれも気になることがあるから、そうとは言わずに素材を集めてもらおう。

「……エジル、ちょっと頼まれてくれないか？」

「余にできることなら、何なりと！」

　魔王ってよりも、どっちかっていうと家来のほうがこいつにはぴったりに見えた。







　魔法陣が空中に浮かび上がると、光ったそこからエジルが現れた。

　普段なかなか手に入らない素材のいくつかを集めてもらったのだ。

「こちらでよろしいですか」

「うん。さんきゅー。お礼に、しばらくノエラと店番させるから」

「先生ぇぇぇぇぇぇぇぇええ！」

　熱い抱擁をしようとするエジルを回避して、創薬室に向かった。

「おーい、ノエラー？」

　呼ぶと、扉を開けて中に入ってきた。

「どした、あるじ。薬、作る？」

「いや、手伝いは大丈夫だから、その間、おれのかわりに店番やっててくれない？」

「今日は、エジルいる日」

「まあまあ、そう言うなって。作りたてのポーションあとであげるから」

「るっ！」

　みょん、と耳が立った。

「ノエラ、やる。我慢する」

　我慢するってどんだけ嫌いなんだよ。

　エジルは欲望丸出しのあの性格だし、ノエラにかかわらず女子ウケは悪いんだよなぁ。

　とことこ、と部屋を出て行くノエラを見送って、おれは作業に入ることにした。

　店主としては、どうしても気になることのひとつ。

　あれをこの薬なら解決してくれるはず。

　エジルが集めてくれた素材と元々ストックしている素材を、創薬スキルに従って作っていく。

　エキスだの何だのを混ぜ合わせたものを瓶に入れて振ると、淡く中身が輝いた。

「よし、成功だな」




【スケスケスケール：しばらくの間、姿が消え他人には見えなくなる】




　作ったこれで、女風呂や更衣室を覗こうってわけじゃない。そんなピンポイントじゃなく、見るのは日常風景だ。

　ま、試しに飲んでみるか。

　ひと口飲んで、少し時間を置く。

　自分の手足を見てみるけど、透明になっているようには見えない。

「普通だ。……本当に効果あるのか、これ？」

　首をかしげながら、ミナのいるキッチンへとむかう。

「お夕飯は何にしましょー？」

　と、悩んでいるミナが、おれのほうをむいた。

　なんだ、やっぱり見えてるんじゃ──。

「い、今、か、勝手に扉が、あ、開きましたぁぁぁ!?」

　青い顔でガクガクブルブルしているミナ。

　勝手にって。開けたのはおれだ。

　てことは、おれは見えてない？

「お化けです……！　お化けがいます、この家に……！」

　おまえが言うなよ。

　手をミナの顔の前で振ってみる。

「ミナー？」

「？　今、レイジさんの声が」

　姿は見えなくても、声は聞こえる、と。

　でも、おれが振った手は見えてない。

　よしよし。きちんと透明になってるらしいな。

　効果を確認したおれは、店のほうに行ってみることにした。

「ノエラさんは、好きな男性のタイプは、何かありますか」

「……」

「余は、可憐で、もふもふで、ときどき冷たい態度をとる方が……」

　照れながら、ちらちらとノエラを窺うエジル。

「……」

　でも、ガン無視するノエラだった。

　エジルの『あなたのことを言ってるんですよ』アピールはまったく効果がなさそうだった。

　こんな様子なのか、普段。

　すんすん、とノエラが鼻をひくひくさせている。

「……あるじ？　あるじの、においする」

「ノエラさん、先生は今創薬室にいて──」

　ノエラは目こそ合わないけど、くんくんと鼻をひくひくさせまくって、首をかしげている。

　姿は見えないけど、においはわかるんだな。っていっても、それで個人を特定できるのはノエラだけだと思うけど。

「余も……余も……」

　ハァ、ハァ、とエジルの呼吸が乱れはじめた。

「ノエラさんをくんくんしたい──」

「……」

　嫌悪感丸出しのノエラの目だった。

　この手の表情が好きなやつには、たまらないんだろうな。

「ノエラすわぁぁぁぁぁぁぁぁああんっ」

　ノエラに急接近しようとしたエジルが、おれの足につまづいてこけた。

「すべらばべら!?」

　大クラッシュしたエジルが、棚にぶつかっていくつかの商品を落として割った。

　自業自得だ。

「あるじの頼み……作り立てのポーション……。でも、もう無理──」

　尻尾をふりんと翻して、踵を返したノエラは、店からリビングのほうへとむかっていった。

「ノエラさぁぁぁぁあん!?」

「ノエラに嫌われるのは、全部おまえが悪いんじゃねえのか」

「せ、先生っ!?　余の脳内に直接語りかけて……？」

　きょろきょろ、とエジルはあちこちを見回している。

　いや、違うんだけど、まあいいや。

　あんなことを普段してるなら、嫌われるのも当然だ。

「セクハラ厳禁。ノエラにはもちろん、ミナやビビにも。セクハラ認定したら即解雇な」

「フッ……。においを嗅がせてもらう程度でセクハラとは笑止」

　笑止じゃねえよ。におい嗅ごうとすんな。

「ともかく、うちではそれはセクハラになる。以後、注意してくれ」

「せ、先生がそうおっしゃるのであれば……」

　とんだセクハラ魔王だった。

「できることなら辞めさせたくないから、自重するように」

「はいっ」

　やれやれ。

　散らかしたところ、片付けておけよー？　と言うと、「先生は透視の力でもあるのか……？」とエジルは首をかしげていた。

「あるじのにおい。こっち」

　鼻をひくつかせるノエラが、家の中をうろついていた。

「におい、こっち。たしか」

　ノエラと鉢合わせないように、遠回りしながら創薬室に戻ってきた。

　効果がいつ切れるのかわからないし、その間在庫作りにでも励もう。

「ここ」

　ばーん、とノエラが扉を開けてやってきた。

　よくわかるなー。

　てててて、と近寄ってきては、すんすんすんすんすんすん、とおれの周辺のにおいを嗅ぎまくる。

「……」

　あぐらをかいたおれの足の上にちょこん、とノエラが座った。

「る？　この座り心地……」

　首をかしげて、こっちを振り返る。

「やっぱり、あるじ！」

　あれ、目が合った。

「おれのこと見えてる？」

「？　ノエラ、見える。でも、さっきまで、あるじ、いない」

「なるほど……だいたい一〇分くらいなのか、この薬の効果は」

　ふうむ。

　冒険者あたりは、この手の薬はほしいだろう。ピンチのときの逃走用に。

　けど、エジルみたいなセクハラマンの手に渡れば、やりたい放題だもんなぁ……。

「商品化はやめとくか」

「るう？」

　話が見えず首を捻るノエラの頭をなでなでしておく。

　ガチャガチャと店のほうから片づけの音が聞こえてきたので、様子を見にいった。

「あ、先生！　先ほど、先生の声が頭に響いてきて……今後セクハラは厳禁だと言われたのですが」

「今後っていうか、そもそも許した覚えねえから！」

　キリオドラッグの職場環境を向上させるために、やっぱり【スケスケスケール】は要るかもな。










５　訛りはキツいと聞きとれない




　おれが唯一この世界での友達と言って差し支えないジラルが、店にやってくるなりこう言った。

「レイジくん、今晩飲みに行こうよ」

　飲みに行こう──。こんなふうに誘われるの、久しぶりだ。

　飲めないわけでもないので、おれはふたつ返事を返しておいた。

「うん。いいぞ」

「じゃあ夕方頃にここに来るからー」

　そう言ってジラルは去っていった。

　となると、夕飯が要らなくなる。準備する前にミナに言っておこう。

　いるであろうダイニングに顔を出すと、ふしゅー、とミナがテーブルに突っ伏していた。

「どうした、ミナ。霊力が下がってきたのか？」

「そんな力ありませんし……霊力とか言わないでください……霊じゃないので」

　いや、幽霊だろ。

　けど、ミナがまだこんな昼間に体力？　霊力？　を使い果たしているのは珍しい。

「体調でも悪い？」

　幽霊にその良し悪しがあるのかはわからないけど。

「お庭の草抜きに疲れてしまって……」

「草抜き？」

「そうなんです……最近、抜いても抜いてもキリがなくて」

　我が家にも、庭が一応あるにはある。

　主に洗濯物を干す場所として活用されているけど、それ以外だと、家庭菜園用の小さな畑があるくらいで、さほど大したスペースはない。

「ラクになる薬、作るか」

「そんなのできるんですかー？」

　くりん、と顔をこっちにむけて、ミナが目を輝かせている。

「まあな」

　ちょっと待ってろ、と言って、おれは創薬室にこもる。

「その手のことをまるでしたことがないから、発想がそもそもおれになかったんだよな」

　創薬室にあるいくつかの素材を集め、薬を作っていく。

「ま、こんなもんかな」




【雑草魂ＥＸ：植物を枯らす効果がある。除草作業がらくちん】




　さっそくできた新薬を持って、ミナのところへ戻る。

「ミナ、これ」

「これが新しい薬ですか？　一体何の効果が……」

「ま、それは見てのお楽しみってことで」

　庭に出てみると、たしかにミナが草抜きをした形跡があり、その他はボーボー。

　放っておいたら鬱蒼と茂りそうなくらいだった。

　一部だけぽっかりと空いたように見える場所は、ミナの家庭菜園で、そこにも雑草がない。

「ミナが草抜きして、庭を綺麗にしてくれてるなんて、おれ全然知らなかった」

「いいんですよ、レイジさん。家事全般はわたしのお仕事ですし」

　うふふ、と微笑むけど、雑草の処理なんて手作業じゃ大変に決まってる。

　おれはミナに瓶を渡した。

「これを、雑草に撒いてくれ」

　うなずいたミナが、瓶の中身を生い茂る雑草へかける。

　すると、青々とした雑草の一部が、しおしおと元気をなくしていった。

「れ、レイジさん、枯れてますっ！」

「そういう薬だから」

　にしても、効果がこんなに早く表れるとは。

　量が全然足りないので、おれは追加でいくつも作り、撒きやすくするため、それらをジョウロに入れた。

「これで、にっくき雑草を……！」

　ジョウロを手にしたミナが歓喜に震えている。

「レイジさん」

「どうぞ」

　はぁーい、と嬉しそうな声を上げたミナが、庭一帯に【雑草魂ＥＸ】を撒きはじめた。

　最初に使った箇所は、すでに草が枯れていて、あとは引っ張るだけで簡単に抜けそうだった。

「これで……わたしの優雅な時間が帰ってきますー♪」

　雑草だらけの庭が花畑に見えるくらい、るんるんなミナが新薬を撒きまくる。

　草抜きの徒労感ってやっぱり半端ないんだな。抜いても抜いても生えてくるし。

　一〇分もしないうちに、緑で溢れ過ぎていた我が家の庭は、不毛の大地かのようにあらゆる雑草が枯れ果てていた。

「レイジさん、これすごいですー！」

　よかった、よかった。こんなに喜んでくれるなら、作ったかいもあるってもんだ。

「あとは、枯れ切ったところから抜いていけば……」

　ん？

　畑以外のすべてに新薬を撒いたはずなのに、一か所だけ青々と茂る雑草がある。

　おれの膝くらいには伸びていた。

「ミナー、ここ撒き忘れてないか？」

「そこはしっかりと撒いたはずですけど」

　不思議そうに首をかしげたミナが、もう一度新薬を撒く。

「「……」」

　待っても待っても枯れる気配がない。

　何だこれ。

　ぎゅい、と引っ張ってみてもなかなか根が深そうで抜けそうにない。

「「ふんんんんんんん────ッ！」」

　二人で思いきり力を入れて抜こうとしたけど、ビクともしなかった。

「あるじ、どした」

　おやつのクッキーを口に放り投げながら、さくさくと食べるノエラがやってきた。

「店番は？」

「お客、全然来ない」

　……まあ、たしかに今日は来そうにないな。

　人狼ノエラのフルパワーなら、この謎の雑草が抜けるかも。

「ノエラ、これ抜いてみてくれ」

「わかた」

　クッキーを触った手をぺろぺろと舐めたあと、こっちへやってきたノエラが、雑草を掴む。

「るっ！」

　腰を落として、ぐいと引っ張ると、メギッ、と地面に少しだけ亀裂が入った。

「お、おおお。ノエラすげー！」

　むふーと、とドヤ顔を披露するノエラ。でも、まだ抜けそうにない。

「全力でやってみてくれ」

　こくん、とうなずくと、ノエラの目つきが変わった。

　コォォォ、とカンフーの達人みたいな呼吸音を出すと、雑草をガシッと掴んで、目いっぱい引っ張りはじめた。

「るんんんんんんぐぐぐぐぐ──るるるるるる、るぅぅぅぅうううッ！」

　お、おおお？　あとちょっとで抜けるかも！

「ミナ、おれたちも手伝おう」

「はい！」

　ノエラの腰をおれが引っ張り、おれの腰をミナが引っ張った。

「「「ふぬううううううう」」」

　ずもっっっ！

　勢い余っておれたちは悲鳴とともに後ろに倒れ込んだ。

「ミナ、大丈夫か」

「は、はぃぃ……」

「ノエラは」

「ノエラ、フルパワー……久しぶり、ちかれた」

　そうか、疲れたか、よしよし。

　まったく、どんな根っこしてたんだよ……。薬でも枯れないし……。

「自分らホンマにアカンで」

　注意する声にあたりをきょろきょろすると、また声が聞こえた。

「兄ちゃん、ちょいちょい、こっちや」

　声を辿っていくと、黒ずんだ筋骨隆々の体を持った人型の何かがそこにいた。

　顔らしき場所もほぼ真っ黒。でも目と鼻と口がある。

　人間……？

　いや……誰。

　ささ、とノエラとミナが、おれの背中に隠れた。

「いや、ホンマに。何でそんなことしよう思たん？」

　どっしりと腰を落ち着けて、すげー迷惑そうな顔でおれたちを睨んでくる。

　頭には、例の雑草が生えていた。

　あれ、雑草じゃなくて髪の毛的なやつだったんだ……。

　道理で枯れねえわけだ。

「もうええって、ええって。そんな、言い訳とか聞きたないし」

　理由訊きはじめたのそっちだろ。

　で、何で関西弁？

「あの、すみません。どちら様ですか？　ここは、薬屋を開いているぼくの家の庭でして……」

「どちら様って、見たらわかるやろ」

　……土に植わってた、変態？

　くわっと目を見開いた。

「地底人やろがい！」

「わかるか、そんなもん！」

　今はじめて見たわ！

　思ったより浅いところに地底人っているんだな。

　めちゃくちゃ機嫌悪い大阪のおっさんみたいに、はぁーとデカいため息をついた。

「こっちは冬眠中やー言ゆうてるのに。なんべんも、なんべんも」

　何回もは言ってねえだろ。今はじめてだよ、それ言ったの。

　地底人って冬眠するの……？

「ボケでもやっていいこととアカンことってあんねんで？」

「いや、ボケっていうか、草っていうか……」

　ノエラもミナも謎の地底人との思わぬ遭遇に、ぷるぷると怯えている。
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「しゃーなしやで。おっちゃん気ぃええから許すけど、今度からほんまに気ぃつけや？」

　やっぱおっさんだったのか。

　それだけ言うと、筋骨隆々の地底人のおっさんはのっしのっしと去っていった。

「何を言っているのかよくわかりませんでしたけど、レイジさん地底人語わかるんです？」

「え？　地底人語……？　まあ、多少はわかるけど」

「あるじ……ノエラ、怖かった。地底人、怖い」

　ああ、そうか。

　おれからすると関西弁にしか聞こえないけど、初耳で耐性がゼロのミナやノエラからすると、何かの言語でがなり立てる怖ぇおっさんに映るのか。

「最初は、魔法の詠唱をしているのかと思うくらい早口でした……」

「地底人、怒ってた。引っこ抜いたこと、怒ってた」

　初耳の二人には、そんなふうに聞こえていたらしい。

「あれはああいう訛りで……そこまで怒ってないよ？　許すって言ってたし」

　おっさんをずもっと抜いたところは、ぽっかりと穴が空いてしまったので、枯れた雑草で埋めることにした。

「ノエラ……草抜き……もう、しない……」

　膝を抱えるノエラが無表情につぶやいた。

　地底人のおっさんがよっぽどトラウマになったらしい。







　閉店の準備をしていると、ジラルがおれを迎えにやってきた。

「なあ、地底人って本当にいるんだな？」

「レイジくん……どうしたの」

「いや、今日土に埋まってたから」

「埋まってるとかじゃなくて、そもそもそんなのいないから」

　そんなバカな、とジラルに爆笑された。

「いたんだって。マジで」

　あのおっさん連れてきて会わせてやりてぇぇぇ……。

「レイジくん、もう、いいから。わかった、わかったから」

　ひいひい、言いながら、ジラルは笑い転げていた。










６　珍しいお客さんの依頼はだいたい厄介




　珍しいお客さんがやってきた。

「魔物がよりつかなくなる薬があるって本当？」

　年季の入った剣を腰に提げ、革の胸当てをして、使い込まれた鞄を背負っていた。

　久しぶりの冒険者のお客さんだった。

　年はおれと同じくらいの男性で、二〇代半ばあたりだろう。

「ああ、はい。ありますよ」

　棚から【忌避剤】の瓶をいくつか持ってカウンターに戻る。

「動物や魔物が嫌がるにおいを発します。効果は半日ほどです」

「えっ、長っ!?」

　そうなの？

「こ、これなら、本当に……あのダンジョンを踏破できるかも──」

　冒険者からすれば、戦う必要はないし、命の危険もなくなるので、重宝してくれる人が多いのだ。

「頑張ってください」

　いくつ買いますかー？　と紙袋を用意していると、

「あの、薬屋さん」

「はい？」

　真面目な顔で冒険者がこっちを見つめていた。

「一緒についてきてください」

「嫌です」

「そんなこと言わないで……」

【忌避剤】があるとはいえ、ダンジョンって危ないじゃん。

　こちとらスローな暮らししかしてないのに、そんなとこに素人を連れて行こうとしないでほしい。

「話を、僕の話を聞いてください……」

　聞く気はなかったけど、勝手に話しはじめた。

「僕は、スタンリー。二六歳だ。隣町やその一帯で活動している冒険者で……」

　スタンリーさんは、どうやら一人で冒険活動をしているわけじゃないらしい。

　全員で五人のパーティを組み、ダンジョンで貴重なものを見つけたり、魔物と戦ったりしていたようだ。

「でも……最近、ついにバレてしまったんだ」

「ついにバレた？」

「うん。僕が、パーティでほぼ役に立ってないってことが」

　バレたって……薄々自分でも気づいてたのかよ。

「ミーシャちゃん目当てであのパーティに入ったものの、全然仲良くなれないし……なんかノリも違ってたっていうか」

　下心ありきでサークルに入った大学生かよ。

　そしてスタンリーさんは、会議で辞めたほうがお互いのためになるとして、とリーダーに脱退するように言われてしまったらしい。

「それで……どうしてダンジョンなんですか？」

「そう決まってしまったことは仕方ないとして、僕はミーシャちゃんに告白をしようと思って」

「あ、はぁ……」

「あのダンジョンから帰ってきたら、話したいことがあるって、言って……」

　照れてるところ悪いけど、これアカンやつや。帰ってこれないやつだ。

「ダンジョンの最深部にあるとされるアイテムを取って戻れば、みんなが僕を見直してくれるかもしれない。ミーシャちゃんが僕を好きになるかもしれない」

　前者は同意するけど、後者はまずないだろうな。

　そういうとき、そのミーシャちゃんは、すでにリーダーとお熱い仲になってるってのがお約束だからね。

「そうでなくても、冒険者としてやっていけるっていう自信にはなるから」

　動機はペラペラな下心だったけど、そんなふうに言われると、断りにくい……。

　ノエラがいれば心強いんだけど【忌避剤】を使うとなれば、ノエラは嫌がってついてこないだろうし……。

　しゅこー、すー。しゅこー、すー。という変な音がして振り返ると、ガスマスクらしき何かをしているノエラがいた。

「あるじ、ノエラ、任せる」

「どこで買ったんだよ」

「ポーラのとこ」

　何でそんなもん置いてるんだ。

「薬屋さん、僕と冒険、しませんか。──お礼に、これを……」

　腰につけていた麻袋から、枯れかけたとある植物を取り出した。

「あ、これ──」




【オロナームソウ：希少価値が高い薬草。あらゆる薬品の素材として使える】




「薬屋さん、お願い！」

　これがあれば、今まで作れそうで作れなかった薬が作れる。

「ノエラ、それしてると【忌避剤】は平気？」

　こくん、とガスマスク娘がうなずいた。

「わかりました。この子も一緒なら」

「ありがとう！　もちろん、それでいいよ」

　さっそく、おれとノエラは準備をすることにして、家の奥にいるであろうミナを呼んだ。

「ミナー？　ちょっと出かけてくるー」

「はーい」

　以前、危険なことを禁止されたけど、【忌避剤】と囮効果が見込める【誘引剤】があれば、魔物に遭遇することはないだろう。

　たしか今日は、ビビがシフトに入ってて昼から出勤。二人いれば問題なく店を回せるはずだ。

　あれとこれとそれと、と鞄に薬品を入れていく。

　自分のリュックを持ってきたノエラが、たんまりとポーションを詰め込もうとしていた。

「おい、モフ子。そんなに要らないだろ」

「るっ!?」

「ポーションをおやつ感覚で持っていくの、やめなさい」

「るう……」

　ガスマスクのせいで、緊張感に欠けるな。

　ポーラのやつ、面白半分で売りつけたな？

　準備が整い、スタンリーさんと店をあとにする。

　狼バージョンに変身したノエラに乗って、スタンリーさんの案内通りに道を進む。

　ノエラはおれ以外を乗せることを嫌がったけど、ポーション二本で交渉は成立した。

　森に入り、奥へ奥へと進んでいく。

　まだ昼間だっていうのに、ずいぶんと暗く感じる。

　岩肌の中にぽっかりと開いた洞穴を見つけた。

「あそこだよ」

　あれが入口らしく、腰を下ろして休憩している冒険者が何人かいた。

　到着してしばらく休憩。ノエラがポーションを一気に飲み干した。

「最深部には、何があるんですか？」

「正確には、あるらしいって言われているんだけど、誰も見たことはないんだ」

「……誰も、見たことはない？」

　なんか、不穏な気配が──。

「そう。もっと深くに行けるっていう情報があるだけの、未踏破ダンジョンだから」

「思ったより難易度高ぇな！」

　お気楽ダンジョンじゃないの？

　カポ、とノエラがガスマスクを装備する。

「おれの【忌避剤】があれば、まあ大丈夫かな」

　瓶の口を開けたままにして、においを漂わせる。

「ある程度のところまではわかるんだ」

　ランタンに火を灯したスタンリーさんを先頭に、洞窟の中を下へ下へとくだっていった。

「ノエラ、暇」

「そう言うなって。暇なほうがいいだろ？」

　魔物やその他生物の気配をまるで感じなかった。

　出たら出たで、ノエラは一目散に逃げそうな気がする。

「……薬屋さんの【忌避剤】すごいなぁ……魔物と遭遇しない」

「あるじの薬、天下最強」

　ガスマス子は語る。

「ポーション、美味の味」

　おれはおれで、珍しい薬草やキノコを見つけては採取をしていく。

【忌避剤】のおかげで、超安全な素材集めのピクニックになっていた。

「ここらへんなんだ。今のところ最深部と呼ばれているのは」

　ただの行き止まり。最深部らしさはまるでなかった。

「隠し通路があったり、隠し扉があったり、そういうギミックがあったりして」

「それはないはずだよ」

「じゃあ何で最深部がここじゃないってわかるんです？」

「書物によると、もっと深くに行けるらしい」

　……てことは、その書物を書いたやつは、最深部に行ったことがあるってことだよな。

　ちゃぽちゃぽ、と水音がしてそっちを見ると、ガスマス子が水路に足をつけてバタ足をしていた。

「冷たい」

「そこに足入れて大丈夫なのか？」

「綺麗」

　そうなのか？　と思ってじいっと見ると、たしかに透明度が高い。

「この水路の水を抜いたら階段が出てきたりして」

「ある。あそこ」

　ノエラが指さした先に、薄暗いけど、たしかに数段の階段が見えた。

　つーことは、あそこは本当は水に浸かる予定じゃなかったってことで……。

「水を抜くの大当たりじゃねえか」

「全部！　全部！　抜く！」

　わさり、わさり、と尻尾を振るノエラのテンションが上がっていた。

「どうかした？」

「この水路、元々通路みたいで、階段があそこに……」

「あ。ほんとだ」

「何かが原因で水が氾濫して水路になってしまったみたいですね」

　じゃぼん、とノエラが水路に入った。

「おい、ノエラー？」

　潜っているらしく、しばらくしてガスマスクが水面から顔を出した。

「あるじ、ここ。穴。ある」

「穴？」

「詰まってる」

「ははーん。そういうことか」

　となりゃ、おれの出番だ。

　創薬道具一式持ってきててよかった。

　おれはあらかじめ持ってきていた素材と、道すがら手に入れた素材を組み合わせて、創薬をはじめる。

「薬屋さん、一体何を……？」

「水路を通路に戻します」

　瓶が光り、薬が完成した。




【排水溝クリーナー：排水溝の詰まりを解消する強力なジェル】




　ぶるぶるぶる、とノエラが体を震わせると、水しぶきが飛んだ。

「排水溝ってどれくらい？」

「これくらい」

　指で輪を作ったノエラ。

　案外小さいんだな。

　その排水溝の詰まりを元通りにしても、また何かの弾みで水が溜まっていってしまうんだろうけど、それをどうにかするのはおれの仕事じゃないし、気にしないでおこう。

「……その程度で水がなくなるのか？」

「奥に、魔法の何か、あった」

　詰まりのせいで、排水能力を持っているそれが上手く機能してないってことかな。

　その排水溝は瓶の口と同じくらいらしい。水中で瓶の蓋を取って排水溝に突っ込めば、効果は出るだろう。

「そんな感じでノエラ、よろしく」

「任せる」

　瓶を渡すと、ノエラは水路に潜った。

　しばらくすると、ガスマスクが水面から顔を出した。

　まじまじと水路を見つめていると、さっきまでなかったはずの水流ができている。

　排水溝があるらしい場所がぼんやりと光っていた。

　ノエラが言っていた魔法の何かが作動してるんだ。

　ノエラが犬かきでバシャバシャとこっちへ泳いでくるけど、全然進んでない。

「るーっ！」

　目いっぱい頑張ってるけど、まるでダメだ。

　その間に、どんどん水流が強くなっていき、シュゴゴゴゴゴゴと渦を巻きはじめた。

　やばいぞ、このままじゃノエラが排水溝に吸い込まれる。

「獣人くん、これを──」

　スタンリーさんが縄を投げると、ノエラがそれに掴まった。

　おれも手伝いを、どうにかノエラを陸にあげることができた。

　しゅこーしゅこーしゅこー、とノエラが激しく呼吸をしている。

「ノエラ、獣人、違う。人狼……」

　否定を忘れないノエラだった。




　ノエラの休憩を兼ねて待っていると、水路の水がどんどん抜けていき、あっというまに藻がびっしり生えた通路が現れた。

「変な魚、いる！」

　しゅばっと通路に降りたノエラが、棒でつんつん、とビチビチ跳ねる魚を突いている。

「なるほど……」

　排水溝を覗き込んだスタンリーさん。

「これは、魔法陣……。どうやら転移魔法の一種みたいだ」

「じゃあ、ここを通ってどこかに水が流れていったんじゃなくて……」

「そう。別の場所へ転移させてしまう代物らしい」

　通路に転がる見慣れない生物に、ノエラが目を輝かせていた。

　おれはノエラに行くぞ、と声をかけて、階段をくだっていった。

　さっきの排水溝と他のものが連動する仕掛けになっていたのか、その魔法陣と同じ光がところどころある。

　それが少しだけ幻想的な雰囲気を作り出していた。

　気に入ったらしい棒であたりをぺしぺし叩きながらノエラが言った。

「ノエラ、心躍る。地下ダンジョン」

「【忌避剤】様様だな」

「本来なら、素人二人を連れて来るような場所じゃないんだけど、さすがの薬だ。マズい魔物が出たらすぐに逃げ帰るつもりだったけど、まるで出ない」

　すごいな、これ、とスタンリーさんは改めて【忌避剤】の効果を実感していた。

「あるじの薬、すごい」

「そうだね、人狼くん」

「るっ」

　階段を降り切ると、開けた場所にやってきた。

　そこには、厳かな雰囲気の台座に水晶が載せられている。

　手の平サイズのそれは、薄らと水色に光っていた。




【水神の真珠：世界で数種類しかない神器の一種】




「なんか、超超超レアなアイテムが……」

　嫌な予感しかしない。

　あれを台座から外したら……。

「るー!?　きれい！　ノエラ、取る！」

　走り出そうとしたノエラの肩を掴んだ。

「ノエラ、ステイ！　ステイ、ステイ！」

「あるじ、どした？」

　不思議そうに首をかしげた。

「そうそう、これがほしくてここまでやってきたんだ」

　あ。いつの間に！

　台座からスタンリーさんが水晶を持ち上げた。

「これで……ミーシャちゃんに告白して……」

　なんて言っていると、ゴゴゴゴゴゴ、と地鳴りのような音が洞窟全体から聞こえはじめた。

「言わんこっちゃねえ！」

「な、何!?　一体何が──」

「あるじ、あっち。水の音！」

　指さしたほうから、ちょろちょろ、と水が流れてきている。

　今はいいけど……これって──。

「スタンリーさん、逃げますよ！」

「う、うん！」

「ノエラも！」

「わかた！」

　おれたちは大急ぎで来た道を引き返す。

　どぱぁあん、と鉄砲水が台座のあった場所を一瞬にして水中に沈めた。

　水嵩はどんどん増していくのに、階段はのぼりで、なかなかスピードが上がらない。

　このままじゃ追いつかれる──。

「スタンリーさん、【忌避剤】を捨ててください」

「え、けど、これがないと」

「ノエラが本気を出せないんで。──ノエラ、変身よろしく」

「任せろ！」

　スタンリーさんが【忌避剤】の瓶を投げ捨てる。ノエラのガスマスクを預かると、体が光って狼に変身した。

　おれとスタンリーさんが背中に乗ると同時に、一気にノエラが階段を駆け上っていく。

　すぐ真後ろには流れの速い水流が迫ってきていた。

「頑張れ、ノエラ。帰ったら作り立てポーション、たくさん飲ませてあげるから！」

「るうう！」

　また速度が上がったノエラが、どうにか逃げ切ってくれて元の通路まで戻ってこられた。

　それからは、バテバテのノエラに人型に戻ってもらい、ガスマスクを再度装備。おれが持ってきていた予備の【忌避剤】を使い、安全にダンジョンから抜け出すことができた。







　数日後、

　スタンリーさんが店にやってきた。

「薬屋さん……」

「どうしたんですか。どんより顔で」

　フラれたな、こりゃ。

　あの日。

　スタンリーさんとその仲間が拠点としている町まで彼を送って、おれたちは解散した。

　大活躍してくれたノエラには、ポーション配給強化週間として、朝昼晩それぞれ一本を渡している。

「これを、もらってほしい」

　鞄から出したのは、あの日台座から取った水晶だった。

「えっ。なんでまた……」

　これが、あのダンジョンの最深部まで行った証だって話だったのに。

「ダンジョン最深部まで行ったことは、パーティ連中も認めてくれたんだ。その勇気と行動力に、またパーティに入れてあげるって言って」

「おお、よかったじゃないですか」

「それはいいんだけど……宣言通り、ミーシャちゃんに水晶を渡して告白したんだ」

　ダメだった、と。

「『水晶とかプレゼントされても、困るんだけどｗｗｗ』って爆笑されて……『物理的にも精神的にもなんか重いから、要らない』って……」

　ドンマイ。

　そのミーシャちゃんとやらが、これがほしかったって情報、今までなかったもんね……。

「もう、あのパーティ、ちょっと気まずいから抜けたいわぁ……」

　女の子目当てでサークル入って撃沈した大学生かよ。

「売ることも考えたけど、迷惑をかけてしまった薬屋さんにもらってほしいと思って」

「ああ、それでここまでわざわざ……」

　こんなレア中のレアアイテム、おれが持ってていいのかどうかわからないけど、そこまで言うのなら。

　渡された水晶を手に持つ。

　ひんやりとしていて硬質な肌触り。柔らかな水色の光りが微かに出ている。

「これ、持ってるとミーシャちゃんの爆笑顔と迷惑顔を思い出すから……」

　なんか、聞いてるこっちがツラくなるから、この話はもうやめてほしい。

「やっぱりあのパーティ抜けて、違うパーティ探すよ」

「それがいいんじゃないですか」

　違うパーティっていうか、違う女の子って聞こえるんだけど。

　じゃあ、とスタンリーさんは店をあとにした。

「レイジさん、それどうしたんですか？」

「ああ、この前の……迷惑料？」

「綺麗です～。磨いてどこかに置いておきますね」

　使い道がさっぱりわからないので、わかる人が現れるまで、しばらく預かるとしよう。

　ノエラが奥から顔を出した。

「あるじ、昼ポーション、ノエラまだ」

「はいはい」

　ほんの少し刺激的な冒険を終えたおれは、こうして今日ものんびり暮らすのだった。










７　演武大会




　最近、町の近くの平原で警備を任されている赤猫団の人たちが、訓練に勤しんでいるのを見かける。

「みんな頑張ってるんだなー」

「そういえば、明日でしたね」

　なるほどぉ、とミナが一人で納得したように言った。

　ミナの買い物に付き添った帰り道のことだった。

「明日って、何が？」

「傭兵団の皆さんが、日頃の鍛錬の成果を見せる大会があるんです」

「へえ、そんな催しが」

　町の人からすると、どんな人が守ってくれているのか知れるいい機会だ。

　それに、田舎町だとこういうイベントって滅多にないから、いい見世物にもなる。

「これは、ポーションが、売れるな？」

「今、レイジさんの目が光りました！」

　傭兵団のみんなが怪我しても大丈夫なように、たんまりとポーション作っておくか。

「キリオドラッグの出張店舗をしようか」

「それはいいですね～。普段店まで来られない方にも色んな薬を見てもらえますし」

　出張店舗にも限界はあるだろうから、持っていく薬をリストアップしないと。

「……」

　オォッとか、ヤァッとか、かけ声が聞こえてくる。訓練用の木剣や棒を振っていたり、実際に立ち合ったりしていた。

「どうしたんですか、レイジさん？」

「男子なら、ちょっとくらい強さに憧れるもんなんだよ」

「そうなんですか？　でも、わたしは、強いレイジさんより、優しいレイジさんのほうが好きですよ？」

　ちらっとミナを見ると、はっと何かに気づいたミナは顔を赤くして、慌てて両手を振った。

「い、今のは、そういう変な意味ではなくて……」

「わかってる、わかってる」

　強くなりてぇぇぇ……！　なんて中学生みたいなことを思うことは滅多になくなったんだけどな。

　あの一団の中に、ひときわ目立つ赤い人がいた。アナベルさんだ。

　真剣な眼差しと剣捌き。ときどき発するハァッ！　という気合い。

　あれが本業なんだよな。はじめて見るけど、ちょっとカッコいい。

「むう。レイジさん、早く帰りますよ」

　おれはミナにぎゅっと腕を掴まれて、急かされながら店へ帰っていった。







　その日の夕方。閉店の時間になろうかというとき、赤猫団の副団長、ドズさんがやってきた。

「薬神様っ」

　どたばた、と店内に入ってくると、カウンターにしがみつくようにして膝をついた。

「どうしたんですか、そんなに慌てて」

　ドズさんが顔を上げると、厳つい顔をくしゃくしゃにして、今にも泣きそうになっていた。

「明日、演武大会があるんですが」

　ミナが言っていたあれだな。

「みたいですね。楽しみにしてますよ」

「ああ、ありがとうございます。……それはいいんですが、オレに、一時的に強くなる薬を作ってください──っ！」

「そんなまた無茶ぶり……」

　呆れるおれにドズさんは続けた。

「姐さんが昨日料理をしたんですが」

「はあ」

「それが当たっちまって……。全部きちんと食べたオレだけ……」

　ドンマイ。

　手料理なんてするキャラじゃないし、その頑張りに応えてあげようとドズさんは思ったわけだな？

　ドズさんはアナベルさんに好意を寄せている節がある。

　そりゃ、無理して食べちゃうよなぁ。うんうん。

「ドズさん、カッコいいですよ」

「へへへ。そんな、褒めねえでください」

「あ、そっか、下痢止めっていう定番の薬ってなかったような……？」

「下やら上からの猛攻はもう終わったんです」

「そりゃよかった」

「ですが……そのせいで筋力がごっそり落ちちまったようなんです」

　その根拠として、今日の剣や槍の振りがかなり鈍くなっていたらしい。

　本来なら栄養として脂肪や筋肉になるはずのそれらが、全部体外に出ているってことになるもんな。

　それじゃ力は出ない。

「これじゃ……下のやつらにも示しがつかねえ結果に……」

「アナベルさんにもいいところを見せられないし？」

「そ、そういうことです」

「ちょっと待っててください」

　おれはドズさんを待たせて、棚にある【パワーポーション】を手に取った。

　今の悩みを聞くだけだと、これが最適に思う。

「でもこれは……」

　体を鍛えようとしたノエラやミナが飲んだことがあった。

　そのとき筋力が相当強化されたように見えたけど（なぜか日サロ帰りみたいに黒くもなったけど）本当に一時的なもので、三〇分ほどで元に戻った。

　用途としては、継続的にトレーニングをして効率よく筋力をつけるための、いわば健康食品。

　でも、たぶんドズさんが言っているのって……。

「バフってことなんだよな」

　求めているのは、一時的に戦闘能力を上げる類いの効果だ。

　ちらっと振り返ると、いつもより、体が小さく見える。筋肉が落ちたせいか？

　開催日は明日で、筋肉をつけている時間なんてない。

「筋肉をつけるんじゃなくて、ステータス的な意味合いの、物理攻撃力に直結する『筋力』を強化したいってことなんだよなぁ……」

　この前のスタンリーさんとの一件で、冒険者のお客さんが増えたし、この手の薬はあったら冒険者の役にも立つ、か……。

「わかりました。当日、どうにか間に合わせます」

「薬神様ぁぁぁぁぁああ」

　ぶわぁっと泣き出したドズさんは、鼻水も垂れ流したままおれの手をがっしり握った。

　鼻水、鼻水！　それをまずどうにかしてくれ！

「ありがとうございます。オレ、やります……！」

「頑張ってください」

　そう言って、おれは帰っていくドズさんを見送った。

　さっそく作っておくか。

「ミナー？　店番頼めるかー？」

「はーい」

　ミナと入れ替わりに、おれは創薬室に入った。

「あ────！　……何をしに来たんですか」

「何をしにって、ご挨拶だな」

　素材を選んでいると、店のほうからミナともう一人の話し声が聞こえてきた。

「明日のことを……ちょっと伝えに来ただけだ」

　声からして、やってきたのはどうやらアナベルさんのようだ。

「そうでしたか。お伝えしますから、メッセージをどうぞ」

　ミナの声音に険が混じっている。

　どうしてか、ミナとアナベルさんはウマが合わないらしい。

「直に言うから、呼んでくれよ」

「レイジさんは忙しいんですぅー」

　ミナは意地でもおれを店に出さないつもりらしい。

　仕方ないので、おれは創薬を中断して、店に顔を出した。

「こんにちは」

「ああ、薬屋」

　ミナはぷう、と膨れている。

「どうかしましたか」

「いや……あの、明日なんだけど……演武大会、町でやるから、見に来いよ」

「はい。そのつもりです」

　ポニーテールの赤い髪を、くるりん、くるりんと弄びながら、目をそらして言う。

「いつも世話になってっから……昼飯も、持ってく。た、食べてけよ……」

　声ちっちゃ。

　対照的に、どどんとミナが胸を張った。

「わたしも持っていきますので」

　何で張り合ってんだ？

「レイジさんは、出張店舗の切り盛りでお忙しいので、演武の試合を見る余裕はないかもしれませんね」

　ニコニコとミナは言う。

　けど──。

「明日は、エジルとビビがいるし、ミナはビビと店のほうを頼む。おれとエジル、ノエラで出張するから」

「えぇぇぇぇぇ！　わたしも……っ、出張店舗のほうが……っ」

「おれ以外だと、ミナが一番頼りになるんだよ。だから、頼む」

「仕方ないですね……」

　ミナが不承不承といった様子でうなずいた。

　ニヤニヤ、とアナベルさんが頬をゆるめた。

「お留守番、ご苦労様」

「ぐぬぬぬ」

　こんなふうに、事あるごとにお互いを煽るんだよな、この二人。

「そ、それじゃあ……また明日」

　ちっちゃな声で別れを告げたアナベルさんは、店をあとにした。

「レイジさん、お腹壊すから、あまりアナベルさんのご飯は食べないほうが……」

「心配ありがとう。まあ、そのへんは上手くやるよ」

　不服そうなミナに言い残し、おれは創薬室に戻る。

　途中でやめていた作業を再開すると、そう時間はかからずに新薬が完成した。




【ストレンスアップ：一時的に腕力・脚力等の筋力を上げることで物理攻撃力を上昇させる】




　よし。これならドズさんの悩みは解決できるはず。

　……でも、ドズさんだけこれを使っちゃズル以外の何物でもない。

　使うなら、参加者みんなに。それで多少公平になるだろう。







　仕事がはじまる三〇分前にやってきたエジルに今日のことを説明して、出張店舗の薬品を選んでいた。

「まだ時間じゃないのに手伝ってもらって悪いな」

「いえ、いいんです」

　魔王のくせに、時間通りにちゃんと来るどころか、仕事の前はだいたい二、三〇分前には絶対来てるんだよなぁ。

「先生とノエラさんと余。いい組み合わせです」

　ノエラがいれば他は何でもいいくせによく言うよ。

　苦笑しながらおれは作業を続ける。

　ノエラはまだ朝食をのんびり食べていた。その不良もふもふ店員がやってきたころには、大方の準備が整い、ミナが作ってくれた弁当を持たせてくれた。

「出張店舗、頑張ってくださいね」

　手を振るミナに応えて、おれたちは店をあとにした。







　町で一番大きな広場が演武大会の会場らしく、すでに柵が立てられ学校の教室ほどある即席のリングが出来ていた。

　持ってきた薬は、基本売れ筋の商品を中心に一〇種類ほど。

　会場の隅に陣取ったおれたちは、それを露天商のように並べはじめた。

　やってきていたポーラがこっちに気づいた。

「やあやあ、レーくん、今日はどうしたの？」

「ここで演武大会が開かれるだろ。それで、ちょっと店の宣伝も兼ねて」

「ほほぅ。商売上手だねえ」

「そっちは何もしないの？」

「うん、面倒くさいから」

　面倒って。相変わらずだな。

　こういうとき、出店に兜や剣を並べたら売れそうなのに。

「ノエラさん、余がこの演武なんとかに出場してニンゲンを倒せば、余のことを好きになりますか？」

「ならない」

　つん、と相変わらず素っ気ないノエラ。

「先生……余は、最近ノエラさんの塩対応も好きになってきました」

「おまえ……訓練されてきたな」

　いつでもポジティブだった。

「エジル、今回のこれは、あくまでも傭兵団の鍛錬を見せる場所で、部外者は参加できないんだよ」

　そうでしたか、とエジルは集まりだした人たちを眺めながら、お釣りの用意をしていく。

　エジルは、おれの目が行き届かないところまできちんとフォローしてくれるんだよな……。さすがは魔王……というか、側近になったほうがより能力を発揮しそうだ。

　ぞろぞろ、と町の人たちが集まりはじめ、うち以外にも出店が増えてきた。

「あ──あるじっ、あるじっ、リンゴ飴！　リンゴ飴！」

　はうはう、と興奮したノエラが、ぎゅいいいいいいいいい、と凄まじいパワーでおれを引っ張っていく。

「こら、待て待て待て」

「店、エジルに任す。大丈夫」

「ノエラさん、余のことを信頼して──！」

　いや、なまじ優秀だからいいように使われてるだけだと思うぞ？

「おお、薬屋さんと薬屋さんとこの狼ちゃん」

　狼ちゃんことノエラが、店主に指を二本立てた。

「ふたつ」

「毎度」

　おれは要らないんだけどなぁ。美味いけどすぐ腹いっぱいになるから。

　と、思いつつもお代を支払う。

　ノエラにふたつ渡すと、

　高速でリンゴ飴をペロペロしはじめたノエラは一瞬にして飴の部分を舐め取った。シャクシャクとふた口くらいでリンゴ本体を食べきると、ふたつ目も食べはじめた。

「どっちもかよ」

「る？」

　首をかしげると、今度は鼻をすんすんとひくつかせ、また別の方角を指差した。

「あるじ、あっち、肉のにおい！」

「ああ、もう、お小遣いやるから、これでどうにかしてくれ」

「わかた！」

　財布から一〇〇〇リン札を抜いてノエラに渡す。

　ぱああ、と目を輝かせると、ビュウン、と人波の中にモフ子は姿を消した。

「フーワッハッハッハッハ！　いいか、ニンゲンども！　この薬は──」

　あっちはあっちで、ずいぶんな接客をしているらしかった。

「ああ、キリオドラッグの。今日はここで売ってるんだ？」

「う、うむ。そうだ！　先生のご厚意に甘えるがよい！」

　何でおまえが威張ってるんだよ。

　そういうヤツだってことをお客さんも知っているらしく、これといって問題は起きてなさそうだ。

　今のうちに、【ストレンスアップ】を赤猫団のみんなに配っておこう。

「く、薬神様ぁぁぁ……」

　のっしのっしとドズさんが駆け寄ってきた。

「で、できましたか……？　例の、ブツは」

「……できましたよ」

　ニヤリ、と笑うおれ。

　ニヤリ、と笑い返したドズさん。

「さすがです」

「いえ、それほどでも」

「これで、後輩や部下にナメられない戦いができるし、姐さんにもいいとこ見せられる……！」

　どうぞ、と一本手渡すと、ぐびぐびと一気飲みした。

「お。おぉぉ……！　これはッ」

　ドズさんがぐっと拳を握ると、昨日とはまるで違う力強い筋肉が腕や肩に隆起した。

「おぉぉ……効果抜群だ」

「見ててください、薬神様。今日はオレが主役の日です」

「頑張ってください」

　そうなると、いいですね。

　おれは遠い目をしながら、穏やかに微笑んだ。

　さて。

　おれは顔見知りの赤猫団のみんなに、薬の試供品として【ストレンスアップ】を渡していった。一時的に戦闘能力を上げられるという説明に、みんな食いつき、出番直前に飲むと言ってくれた。

　演武大会は、トーナメント形式で戦っていき一番を決めるものだった。

　組み合わせは抽選。それが終わると、トーナメントに名前がどんどん書き込まれていく。

　アナベルさんは、出ないのか……？

　と思ってトーナメントの上を見ると、優勝者は、アナベルさんへの挑戦権が与えられるらしい。

　明らかにチャンピオン扱い……！

　そのアナベルさんをようやく見つけた。

「アナベルさん」

「お、おう……薬屋。来てくれたんだ」

「ええ。あ、これ試供品です。よかったら使ってください」

　効果を説明すると、片眉を上げながら胡散臭そうに瓶を見つめるアナベルさん。

「一応、みんなに渡しているので……」

「ふうん。ありがとよ。使ってみるよ」

　と、ポケットに瓶を突っ込んだ。

　第一試合がはじまり、柵の周りにいる観客たちが声援を送りはじめ、広場は大盛り上がりとなっていた。

「昼飯……弁当、作ってきたんだけど……食う……？」

「昨日言ってたやつですね。じゃあ、是非」

「お、おう……」

　出張店舗の場所を教えると、アナベルさんは逃げるようにその場を去っていった。

　ミナのもあるけど、大食いノエラがいるからどちらもきっと完食できるはず。

「フゴラァァァァアアア！」

　太い雄叫びが聞こえた。あ。ドズさんが試合してる。

　丸太みたいな棒を頭上でぶんぶん振り回し、激しく相手を威嚇していた。

　リング上がる前のプロレスラーかよ。

　どうだ、と言わんばかりに、ニヤッとドズさんが笑う。

　対戦相手も、「ヌゥゥゥゥゥン」と唸り、用意していた重そうな二本の鉄の棒をブンブンと両手で振り回しはじめた。

　ドズさんが思わぬ展開に目を丸くしている。

「あ、あれ……何そのパワー!?　ズルくね!?」

「薬神様から試供品をもらったんでさぁ、副団長……！　姐さんにシバいてもらう権利は、オレがもらうッ！」

　シバかれるの前提なんだ。

「あ、あの薬は、オレだけじゃ──」

　じゃないんですよ、ドズさん。

　そもそも、この大会で勝ちたいっていう話じゃなくて、強くしてくれってだけの依頼だったから、グレーゾーンだけど変なことはしてない。

「だ、だからといって、ここで負けて、姐さんにシバかれる権利を奪われるわけにはッ──」

　やっぱりシバかれるの前提なんだ。

「「ウォォォォオオアアアアアアア！」」

　男と男のパワーバトルがはじまり、ほどなくしてボロボロになったドズさんが勝利した。

　対戦後は、どちらにも無料でポーションを渡した。

「二人とも、このキリオドラッグのポーションを」

「おぉ、このキリオドラッグのポーションは、飲んだそばから傷が一瞬で癒えるぞ！」

「本当だ！　しかも飲みやすい！」

「爽やかな味！」

「もう従来のポーションなんて、飲めねえよ」

「これが一本一二〇〇リン。安すぎないか？」

「──えっ、今日に限り、一〇〇〇リンに割引？」

「「あそこの店舗で、買うっきゃねえ」」

　ご覧の試合は、キリオドラッグの提供でお送りしました（適当）。

　色んな意味で会場がざわついたけど、試しに飲んでみようというお客さんが、エジルの高笑いが聞こえるほうへと続々と足を運んでいった。







「先生！　そろそろポーションの在庫がなくなりそうです」

　出張店舗のエジルがおれを見つけて声をかけた。

「やっぱりかー」

　どんな商品がうちに置いてあるのか、っていうのもみんなに知ってほしかったから、ここに持ってくる種類を増やした。その反面、量を多く持って来られなかったのだ。

「ノエラー？」

　しゃしゃしゃ、と黒い影が人込みを縫ってこっちに近づいてくる。

「あるじ、呼んだ」

　現れたノエラの手にはイカ焼き。もう片方の手には肉の串焼き。口の周りはソースかタレか何かで汚れていて、もちゃもちゃ、と口を動かしている。

　こいつ、存分に楽しんでやがる。

「呼んだ、呼んだ。ポーションの在庫がなくなるから、店に行って追加で二〇〇本ほどこっちに持ってきてほしいんだ。なるべく急ぎで」

「わかた。任せる」

　イカと肉串を食べ終えたノエラは、狼バージョンに変身し、猛スピードで広場をあとにした。

　たぶん、往復で二〇分もかからないだろう。

　ノエラはノエラで得難い人材なんだよなぁ。

　エジルが在庫がわずかとなったポーションの大切さをお客さんに語っている。

「余が世界の半分と交換しようとしても尚、先生は断固としてこれを譲らなかった……貴様らニンゲンにこのポーションの尊さがわかるか!?」

　そんなこともあったっけ。

「その『尊さ』とやらを知ってもらうために売ってるんだろ？　演説はいいから売ってくれ」

　そうでした、すみません、とエジルが小声で謝った。

　リングのほうでは、予定されていた試合がどんどん消化されていっていた。

　組み合わせを見ると、ドズさんがあと一勝でトーナメントを制覇するところだった。

　どでかい丸太で無双している様子からすると、きっと決勝も勝つだろう。

　昼どきになり客足が遠ざかったころを見計らって、エジルと一緒に、ミナが作ってくれた弁当を食べる。

「あの女……先生の胃袋を掴むとは……姑息な」

「おまえは何視点でおれを見てるんだよ」

「しかし美味いです……。魔王の料理番をさせたいくらいです」

「魔王城って変な食い物出てきそうだもんな」

「ええ……」

　諦念混じりの悲しい笑顔をした。

　おほん、おほん、とアナベルさんが店先で咳をしていた。片手にはバスケットが握られていた。

「約束でしたね。行きましょうか」

「ああ……うん。その……腹いっぱいなら、無理しなくても」

「ノエラの分も残してあるんで、そこまで満腹じゃないですよ」

　そ、そっか、といつにも増してアナベルさんは小声だった。

　そんなアナベルさんをじいと見たエジルが、ずばっと指差した。

「き、貴様、先生のことが好きなのか────!?」

「～っ!?」

　驚いて口をＶの字にしているアナベルさんに、エジルは目を細める。

「怪しい……わざわざ己の手で料理を作り、わざわざここまで先生を呼びに来るなど……」

「やめろ」

　ごちん、と拳を落とした。

「いだっ!?」

「アナベルさん、すみません。うちの店員がいきなり変なこと言い出して」

「いや……いいんだ……」

　アナベルさんのうつむきがちな顔は赤く、小声にも拍車がかかった。

　こっちだ、と言われるがままついていく。

　広場の外れにあるベンチは、見物に集まったカップルが占領していた。

「くぅ……ここがベストだったのに」

　あっち、こっち、それならこっちだ、と思い当たる場所を回ってみたけど、さすがイベントごとが少ない田舎町。

　こういう日はどこも人でごった返していて、町中の人がここにいるんじゃないかってくらいの人出だった。

「食べる場所が……ない……」

　アナベルさん、戦う前にすでに灰になってた。

　トーナメントで敗れた団員たちが、こそこそと様子を見に来ている。

「団長大丈夫か」

「大丈夫なわけねえだろ」

「そうだぞ。姐さんは今、色んな意味でドッキドキなんだから」

　外野、うるさいぞ。

　おれはあたりを見回して、人がいない木陰があったので、そこに腰を下ろすことにした。

　ぱっとハンカチを広げて、「ここどうぞ」とすすめる。

「え。でも……」

「ああ、いいんですよ。おれは。ぱっぱって払うだけだし」

「あ、ありがとう」

　敷いたハンカチに控えめに腰かけたアナベルさん。

　その隣におれも座った。

「あの表情──マズいぞ」

「ああ、ありゃヤバい」

「何がヤバイんすか」

「「姐さん。キュンキュンして死にそうになってる」」

　ああだこうだ言われているけど、当人に声は届いていないらしい。

　でも、こんなふうに心配してもらってるのは、アナベルさんが団長として慕われているってことなんだろう。

　作ってくれたのはサンドイッチで、おれはそれをいくつか食べた。

「わ、悪いな。……あんたんとこの子みたいに、上手じゃなくて……」

　ミナのことかな？

「十分美味しいですよ」

「そ、そうか？　それならよかった。……本当はもっと量があるはずだったんだが……はは……下手っぴでまともなの、予定の半分以下になっちまって」

　ぽりぽり、とおれのほうは見ないまま、アナベルさんは頬をかいた。

「アナベルさん、傭兵団の団長だからもっと怖い人だと思ってたんですけど」

「わ、悪かったな。愛想もアタシはねえし……」

「でも、可愛らしいところもあるんですね」

「っっっ!?」

　ぼふん、とアナベルさんがまた顔を赤くした。

「薬神様、姐さんを殺す気か」

「あれは口説いてるってことすか」

「薬神様なら、姐さんを任せられる……」

　外野が口々にこぼした。
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　それと対照的に、アナベルさんの口数がゼロになった。

　あれ……おれ、なんかマズイこと言った？

「姐さんんんんんんんんんん！　ウォォォォオオオオ！」

　決勝戦に勝利したドズさんが、雄叫びを上げていた。

【ストレンスアップ】の効果はまだ持続中らしく、パワーアップした状態で挑むつもりのようだ。

「ドズの兄貴……雰囲気ぶち壊し」

「だからモテねえんだよ、兄貴は」

「姐さんとのスペシャルマッチ……うらやましいっすね……」

　ぺしぺし、と両手でアナベルさんが頬を叩いた。

「薬屋、ありがとう。ちょっと行ってくる」

「頑張ってくださいね」

「誰に言ってんだよ」

　皮肉そうな笑みを口元に浮かべたアナベルさんは、リングのほうへと行ってしまった。

「あるじ、疲れた……」

　へばったノエラが、おれの足にしがみついた。

　出張店舗までポーションを届けて、ようやく一息つけたみたいだ。

「お疲れ様。アナベルさんの試合、見るか？」

「見る」

　人だかりが多くなりはじめ、ノエラの身長じゃ見えないので、肩車をしてあげた。

「るー♪　見える、見える、あるじ！」

「よかったな」

　掴まる場所がないからって、ときどき目隠し状態になるの、なんとかして。前見えないから。

　ぎゅううう、と頭にしがみついておれに目隠しをするその手をどけて、ようやく前が見えた。

「ドズ」

「姐さん……！」

　リング内で睨み合った二人。

　アナベルさんの手には、木剣。ドズさんの手にはこれまで通り丸太。

　あれ──アナベルさん、もしかして──？

　二人が構えると、観客から歓声が上がった。

「あ、姐さんんんんんんんん」

　ぶおん、と丸太を振り、アナベルさんはそれをひらりとかわす。それを三度繰り返したところで、目にも止まらぬ速さでザザザザン、とアナベルさんが斬撃を放った。

「今、何回攻撃した？　三回くらい？」

「あるじ、違う。七回」

　マジかよ。

　アナベルさんって滅茶苦茶強いんじゃ……。

「おい、ドズ、薬屋に変な薬作らせて、それ使ってこの程度か？」

「ど、どうしてそれを──」

「男どもは、筋肉があれば強くなったって勘違いするバカばっかだな」

　……違うの？　筋肉って正義なんじゃないの？

　ドズさんが振りかざした丸太を意に介さず、アナベルさんが一撃を放つ。

「どんなにパワーアップしようとも、当たらなきゃ意味ねえだろうが」

「ぐふっ……いい、お仕置き、でした……」

　ドズさんが倒れ、どしん、と丸太が地に落ちた。

「やっぱり、使わなかったんだ」

　おれの頭にしがみつくノエラを、地面に下ろしてあげた。

「る？」

「アナベルさんにも、強くなる薬……【ストレンスアップ】を渡してたんだけど──」

　説明しようとしていると、アナベルさんがやってきた。

「薬屋……今回は手間かけさせたみたいで悪かったな」

「いえ。こちらとしても、やってみたい試みではあったので」

　ドズさんが一回戦のあと宣伝をしてくれたおかげで、出張店舗は大盛況だった。

「使わなかったんですね」

「あー……嫌だったわけじゃない。使わなくても十分だと思ったからさ」

　アナベルさんは、それだけ自分の腕に自信があったんだろう。

「でも……本気の本気でヤバイ何かが町を襲ってきたときは、きっとあんたの薬が、アタシらを守ってくれるんだろうなって思ったよ」

「はじめて見ましたけど、カッコよかったです」

「だろ？」

　にかっとアナベルさんは笑みをこぼした。

「そんなふうに町人に思ってもらうための演武大会だからな。ただ飯食らってるだけじゃねえんだぞっていう、いいアピールになるんだ」

　団員たちに呼ばれていることに気づいたアナベルさんは、踵を返し去っていった。

「赤いの、カッコよかった」

「そうだな」

　それから、ノエラのマイブームが剣術となり、お気に入りの棒を持ち歩く日がしばらく続いたのは言うまでもないだろう。










８　ブラックな大人の嗜み




「よし、こんなもんか」

　様々なにおいの香水を五種類作った。

　今まで一種類しかなかった香水だけど、その類いのことに敏感な女性からすると、全然足りないらしく、急遽作ることになったのだ。

　そうなったのも、最近店内に設置したリクエスト箱にその要望が入っていたからだった。

　このリクエスト箱はミナが発案した。

『人に言いにくい相談や、男性のレイジさんに言いにくいけど作ってほしいお薬って、たぶんあると思うんです』

　とのことで、設置して三日。さっそく匿名の誰かからの要望があったわけだ。

「おーい、ミナー？　作ってみたんだけど、嗅いでみてくれ」

　呼ぶと、ミナが創薬室に顔を出した。

「あ。ここにいるだけですでに色んな香りが……」

　やってきたミナに作った香水を披露した。

「いつものやつの他に五種類」

　試しに作った小瓶の五つを、ミナはワクワクした表情で見つめていた。

　小瓶のひとつを手にとり、手で仰いでにおいを嗅ぐ。

「あ、これはちょっと甘くてさっぱりしたにおいです」

「それは柑橘類の皮をベースに作ったやつ」

　ふむふむ、と今度は別の小瓶を手にする。

「これは……ええっと、お花に近い感じがします」

「正解。それは、果樹に生る花や他の数種類の花の香をかけ合わせたやつだよ」

　なるほどですー。とミナ。

　三本目の小瓶のにおいを嗅いで、首を傾げた。

「ええっと………………？　すみません、レイジさん、よくわかりません」

「え、嘘」

　においがしてない、とか？

　ミナに小瓶を渡してもらい、同じように嗅いでみる。

「あれ……？　全然においしない」

　何でだ？

　正確には何かのにおいはしているはずだけど、よくわからない。

　試しに、店番をしているノエラに嗅いでもらおう。

「ノエラ？」

　店をのぞくと、すぴぴぴ、とカウンターで寝てた。

　この不良店員……。

　しかもお客さんいるじゃねえか。

　誰かと思ったら、近所の村のミコットだった。

　年はたぶん一五、六の年頃の元気系女子。髪はゆるくウェーブしている黒髪だ。ときどきやってきて、ノエラと遊んだり、薬を買ったりしている。

「ミコットだからいいけど……」

「何何、てんちょ、どうしたの？」

　首をかしげるミコット。

「てんちょ、じゃなくて店長な。うちのモフ子が悪いな。ロクに接客もせずに」

「ううん。寝ている間に、こっそりと頭をよくもふもふしてるから、全然おっけー！」

　寝てないと、嫌がりそうだもんな。

「『よく』……てことは、こいつ、これが初犯じゃねえな？」

「あっ」

　やべ、みたいな顔をミコットがする。

「いつも起きたときに、『あるじには、内緒、内緒』って言われてて……あはは」

　おれにチクらない代わりに、寝ているのを見かけたら、もふもふしていい権利を得たらしい。

　はあ、とため息をついて、ちょうどよかったのでミコットに訊いてみた。

「このにおい、何のにおいかわかる？」

　小瓶をミコットにむけた。

「におい？」

　鼻を近づけてすんすん、とやると、目を輝かせて言った。

「あ～。何のにおいかって言われるとわかんないけど、ともかくさわやかぁ～。森林浴してるみたいな、そんな感じの～」

　すんすん、すんす、すんすん。すんす、すんす、と鼻をひくつかせている。

　どうやら、ミコット的にはどストライクの香りだったようだ。

「だよな……。そうなんだよな……」

　ミコットが言ったように、この小瓶は、植物や木々の葉をベースに作ったさわやか系香水。

　けど、全然おれはわからなかった。作っている最中は、きちんとわかってたんだけど。

「何でだろう」

「てんちょ、どしたの。難しい顔して」

　おれが、さっきあったことを説明すると、ふむふむ、とミコットがうなずいた。

「それはさ、あれだよ。あれ。濃い味のおかず食べたあと、薄味のおかず食べたら味しないみたいなやつじゃないの？」

「……かもしれねえ」

　鼻がその強いにおいに慣れてしまったのが原因らしい。

　そうなると、今回の五種類を含め全六種類。選ぶってことが難しくなってしまう。

　せっかくバリエーション増やしたのに、これじゃ意味がない。

　そういや……現代の香水コーナーって、あれがあるよな。

　疎いからさっぱり思いつかなかったけど、香りをリセットさせるあれが。

「けど……コーヒー豆なんてこの世界にあったっけ？」

「コーヒーマメ？？　何それ」

　やっぱり知らないのか。それとも、コーヒーって名前で呼ばれてないとか？

　けど、ここで暮らしはじめてから、一度もそれを目にしたことも、あのにおいを嗅いだこともない。てことは、少なくとも庶民は誰も知らないと思っていいだろう。

「ミコット、【消臭液】取ってもらっていい？」

　りょー、とミコットが迷わず棚にある【消臭液】の瓶を持ってきてくれた。

　たまにノエラと店番するだけあって、商品配置に詳しいな。

　ありがとう、とおれは受け取って、瓶の香りを嗅ぐ。

　これ自体に何も香りはしない。

「そのあとに、この小瓶を嗅ぐと……。嗅ぐと…………」

　ダメだ、やっぱり香りがわからねえ！

　用途として、においを消すっていうのが主な使い方だ。現に買う人のほとんどがトイレに置いているし。だから嗅覚を元に戻すっていうのとは、また別なんだな。

「作るしかないな。コーヒーのにおいに似た液体Ｘ」

「何かやる気だねぇ」

　もふもふっ、もふもふっ、と熟睡ノエラをもふり中のミコットがのん気に言う。

「店番頼む」

「いや、うちってば別に店員さんじゃないからね？」

　とか言いつつやってくれるらしく、ノエラの隣に座った。

　時間帯的にもお客さんは少ないから、たぶん大丈夫だろう。

　創薬室に戻って、ミナが泣きそうな顔ですんすん、と残りの四種類のにおいを嗅いでいた。

「レイジさぁ～ん、においが、においが、さっぱりわからなくなりました～！」

「大丈夫、気にするな。おれもだから」

「大丈夫じゃないですよぅ。せっかくレイジさんがわたしの要望に応えて香水を作ってくれたのにぃー！」

　リクエストしたのミナだったのかよ。

　……あ。そういや、前に一度そんな要望を言われたっけ。

　でも、「それそんなに種類必要？」って疎いおれは首をかしげた。

　ミナもおれに無理強いする気はなかったらしく、そのとき話はそこで終わったけど、やっぱりバリエーションがほしかったんだろう。で、リクエスト箱を設置したのもあって、要望を書いた、と。

「香りがちゃんと判別できるようになるものを今作るから」

「レイジさん……天才……！　わたしもお手伝いします！」

　今回はノエラじゃなくミナを助手にして、コーヒー豆の香りに近づけるべく、草花や樹皮、果実、その皮などを配合を変えて、それこそコーヒーのようにブレンドしていった。

「できた！」




【フレグランス・リセッター：香ばしく、少し酸味や苦味を感じさせる液体】




　液体は、様々なものをかけ合わせたので、黒に近い茶色をしていた。

　コーヒー感は抜群にある。

　ためしに瓶の新薬を嗅いでみた。

「おお……本当にコーヒーみたい！」

　ミナも同じようにするけど、嗅いだことのないにおいに首をかしげた。

「レイジさん……これで大丈夫なんです？　香ばしいといえばそうですけど……」

「ふっ。お子ちゃまめ」

　コーヒーの香りのよさがわからない娘っ子に、マウントを取っておいた。

　もう一度【フレグランス・リセッター】を嗅いで、再び一種類を香って、別の種類を香る。

　香りに対して鈍くなってきたところで、もう一度【フレグランス・リセッター】を嗅ぐ。

　三種類目。

　きちんといい香りの香水だとわかった。

　ミナもおれと同じことをする。

「あ──、レイジさん！　香りがきちんとわかりますぅぅ！」

「においに慣れたり、わからなくなったときは、これを嗅げば一発解決」

「すごいですぅぅ！」

　ミナからは拍手喝采だった。

　よっぽど香水に興味津々だったんだろう。

　さっそく店頭に並べることにした。一種類だった香水が全部で六種類になった。

　他の商品のにおいと混ざらないように、ケースに入れて、蓋をする。

　もちろん、【フレグランス・リセッター】をそばにおいて、使い方を説明するのも忘れない。

　ミコットはおらず、『帰るねー』と書き置きがあった。誰も来ないし、暇だったんだろう。てか、いつ帰ったんだよ。







　数日後、マキマキことエレインがやってきた。

「エレインさん、香水の種類が増えたんですよー」

「本当ですのー？」

　ミナとエレインが目を輝かせながら、ああだこうだと、ケースの前で香水の瓶を手に会話をしている。

「わからなくなってきたら、これを嗅いでください」

「すんすん。……あ。においが復活しましたわぁぁぁぁぁぁあ!?　レイジ様すごいですわ！」

　と、女子たちには大好評だった。

　エレインが大騒ぎするので、いつもお供をしている執事の爺やも香水と【フレグランス・リセッター】を試す。

「これは、これは」と、驚いていた。

　しばらくおれを見つめて、こそっとひと言、訊いてきた。

「この【フレグランス・リセッター】は、いくらなんでしょう？」

「……わかりますか、これの良さが」

　女子たちがきゃいきゃい黄色い声を上げて騒ぐ中、老執事は口元で微笑しながらゆっくりとうなずいた。

「ええ」

「いいですよね」

　試作段階で、まだ非売品であることを告げたら、爺やがリクエスト箱に何かを書いて入れた。

　おれと目が合うと、また静かにうなずいた。

　大人の嗜みってやつは、どの世界でも同じらしい。







　思った通り、リクエスト箱には【フレグランス・リセッター】の商品化の要望が届いていた。

「あの爺やはわかってくれるみたいだけど、他の紳士淑女はわかってくれるんだろうか」

　あくまでも薬であることと、香りを楽しむものとしてなら、今すぐにでも商品化できる。

「……でも、これ、コーヒーになるんじゃね？」

　受け入れられるかどうかは別として。

　そういうポーションとして、やってみるか。

　営業中に、あれこれメモをしていく。

「ポーションっていう体を崩さずにして……」

「レイジくん、どうしたの？」

　湖の精霊であるビビが、首をかしげた。

　今日は店番は、おれとビビの日だ。

「この前作った【フレグランス・リセッター】の飲料版を作ろうと思って」

「レイジくん、あんなの飲み物にしても売れないよ？」

「どうして？」

「黒っぽくて苦い水なんだよ？　誰も買わないよ、きっと」

「ふっ。お子ちゃまめ」

　きちんとマウントを取ることを忘れない。

「あんなの、何がいいんだよぅ。ボクは、ポーションみたいに美味しいジュースを作ってほしいな？」

「うちは薬屋で、ジュース屋じゃねえんだよ」

「ケチぃ」

　唇を尖らせたビビに、ぶーぶー、とブーイングされた。

「試作してくる。店を任せた」

「はぁーい」

　創薬室で素材選びから調合法など、あれこれ試したりメモを取ったりしていると、店のほうから声が聞こえてきた。

「ミナちゃん、レイジくんがヤバイよ」

「どうかしましたか？」

「今、苦い水を作ろうとしてるんだよ。飲めるやつ」

「あぁ……あれ、わたしもよくわからないんですよね。あれが飲みたいってどうして思うんでしょう」

「だよねぇ。わかるぅー」

　ガールズにはわかるまい。大人の嗜みってやつは。

「優雅なひとときを演出するには、不可欠なんだよ、コーヒーはな」

　さっきまでリビングにいたノエラが、暇を持て余して創薬室にやってきた。

　今日は休みなのに、どこにも出かけないらしい。

「どうかしたか？」

「あるじ、何作ってる？」

「この前作った薬の飲料版」

　興味津々に目を輝かせ、みょん、と耳を立てた。

「るっ!?　美味の味!?」

「ノエラには、この『美味』は、きっとまだ早い……」

　絶対に苦いって言うだろうな。

「るぅ……！」

　おれの子供扱いが癪だったのか、「ノエラ、美味には、厳しい」と好事家ぶったコメントをする。

「ほぉ。飲んだらびっくりすると思うぞ」

「あるじ、ノエラ楽しみにしてる」

　一端のレビュアー顔をするノエラは、おれの新薬を評価する気でいるようだ。

　くんくん、と創薬室のにおいを嗅いで、ノエラが眉根を寄せた。

「あるじ、これ、何。変なにおい」

「やっぱり、ノエラにはまだ早いらしいな」

「るー？」

　ビビは苦い水って言ってたけど、はじめてブラックコーヒーを飲んだときは、まさしくその通りの飲み物だった。

「年を取るとよさがわかるようになるんだよ、モフ子よ」

　ありもしない顎鬚を触ってみせる。

　おれの言うことがよくわからないらしいノエラは、また首をかしげて、創薬室から出ていった。

　創薬に集中し、試行錯誤を繰り返し『新薬』はようやく完成した。いつの間にか、もう窓の外はとっぷりと暮れていた。




【ブラックポーション：香ばしい芳醇な香りがするポーション。ホットでもアイスでも美味】




　説明、まんまコーヒーだな。

　香水がいくつか種類があるように、ポーションも効果が同じでも飲み味が違うものがあってもいいだろう。

　おれはできたての【ブラックポーション】をキッチンであたため、カップに注ぐ。

　湯気が立ち上る。

　コーヒーが好きなおれにとって、その湯気がすでに美味しかった。

　誰かに見つかれば、変なにおいだの何だのとケチをつけられるので、きょろきょろ、と誰もいないことを確認し、カップを持ち、傾ける。

　香り高い熱された【ブラックポーション】が、唇に触れる。

　熱さを伴い、口の中に入った。

　鼻から抜けるいい香り。ほどよい苦味。あと酸味もすこし感じられるように調整してあるためか、後味もスッキリしている。

「ああ……これこれ……」

　なかなか手に入らないケレンビアという木の実が主原料なので、あまり量産は出来ないのが残念……。

「久しぶりだけど、やっぱいいなぁ……」

　またひと口飲んで、ほう、と一息つく。

「ほら、絶対ヤバイよ。レイジくんのあの表情は」

「レイジさん……マズいお薬を作ったんでしょうか」

　キッチンをミナとビビが覗いていた。

　おれがやべー薬を調合して、自分で試してハイになってるって思っているらしい。

　まあ、飲みすぎは中毒になるって言われるもんな。カフェインは入ってないはずだけど。

　おれは飲ませてあげようと思って、ちょいちょい、と手招きすると、ビビもミナもさっとその場を離れた。

「あるじ！　美味の味、できた!?」

　来たな、大本命。

「できたぞ。これだ」

　カップをノエラに見せる。

「……これ？　が、美味の、味……？」

　ノエラは疑心暗鬼に黒くて温かそうなそれを見つめて、確認するように顔を上げた。

「ひと口飲んでみ」

　そこで、ノエラが大人かどうか、すぐにわかる。

「わかた」

　カップを持ち、湯気のにおいを嗅いで、慣れない香りに首をかしげる。

　そして、ちびりと飲んだ。

「るっ……!?」

　ぼんっ、と毛が逆立った。

　びっくりしてる、びっくりしてる。

　見てて微笑ましい。

　はじめてコーラを飲んだ人みたいな表情してる。

『苦い！　マズい！　美味の味、違う！』とか言いそう。

「どうだ、ノエラ？」

　そっとノエラはカップをテーブルに置いた。

　微妙そうだったり、小難しそうだったり、困ったような百面相を披露して、ぽつりと感想をこぼした。

「び、美味の、味……」

　絶対思ってねえだろ。

　やせ我慢してるって丸わかりだった。

　子供っていうより、『ブラックで飲めるやつカッコいい』って思いがちな中学生並みのメンタリティだった。

「名を【ブラックポーション】と呼ぶ」

「る!?　ブラック……!?　悪そう！　カッコいい！　でも……」

　黒に食いつくあたり、やっぱり中学生並みのメンタリティだった。

「でも……どうした？」

「な、何でもない」

　でもマズいとか言いかけたんだろうな。

「ノエラも、この味がわかるらしいな」

「る！　ノエラ、あるじと一緒！　味、わかる！」

　おれにどうにかして子供扱いさせまいと頑張るノエラだった。







「薬屋さん……【フレグランス・リセッター】の商品化の件は……」

　エレイン付きの老執事がやってきて、小声で尋ねた。

　おれも小声で返す。

「……できましたよ」

「なんと……！」

　これです、とおれは黒いポーションをそっとカウンターの内側から取り出す。

「お、おぉぉ……！　まさか、香るだけではなく、飲める、というのですか」

「そのまさかです」

　がしっと両手で握手をされた。

「お代はいくらでも支払いますので」

「いえ。まだ試作段階。お味をたしかめていただければ」

「薬屋さん、あなたって人は……」

　遊びに来ていたエレイン、バイトのシフトに入っていたビビ、それとノエラは、おれたち大人の会話を耳にして、ポカンとしていた。

「何のお話をしてるんですの？」

「お嬢様には、まだ少々お早いかと存じます」

　うんうん、とおれも激しく同意した。

「ビビにもエレインにも早い」

　このセリフに、いち早くノエラが反応した。

「ノエラ、わかる。美味の味。エレイン、ビビ、わからない」

　マウントが取れるのが嬉しくて仕方ないらしく、むふふ、と笑っていた。

　おまえだってやせ我慢してるだけだろう。

「【フレグランス・リセッター】のことを我が主に話したところ、非常に興味を持っておいででして……」

「バルガス伯爵もですか。……困った人です。では、もう一本、試供品を」

「薬屋さん……」




「疲れたとき、誰もいないところで飲んでみてください。間違いなくハマります」




「あなたも悪い人ですね」

　おれは、怪しい取引をするかのように、声をさらに潜めた。

「これは、独り言ですが」

「……」

「あまり採れないケレンビアの木の実が主原料で、これが一キロもあれば、十分な量がご提供できるんです」

「ケレンビアの木の実、一キロ……」

　さっそくメモを取る老執事。

「必ず、お届けにあがります」

「お待ちしております」

　渋い顔でお互い笑みを交わすと、エレインが割って入った。

「何のお話をしてるんですのー!?　わたくしも教えてくださいまし！」

　合言葉のように、おれは「まだ早い」とエレインに告げた。

　現代でも、好き嫌いが分かれたり、飲めなかったりする人がいるので、バルガス伯爵は気に入るだろうかと気を揉んだけど、それは杞憂に終わり、ケレンビアの木の実一キロを老執事とともに自らが運んできた。

「レイジ殿……なんてものを作るのだ……。あれがなくては……！　仕事が、捗らない！」

「伯爵、さっそくですか」

　おれは皮肉そうな笑みをうかべながら、やれやれと首を振った。

　早急に作った一〇本をとりあえず渡すと、また後日現れたバルガス伯爵は、これを他の貴族にも勧めたらしい。

　けど、わかる人とわからない人が出てきたようだった。

　そりゃそうだよな。

　普通ならそれで終わりだけど、ここからが貴族らしいというか……。

「この良さがわからないとは、まったく」とバルガス伯爵他数人がマウントを取り放題なので、みんなやせ我慢をしてわかっているフリをするようだった。

「この味がわかる、というのが、一種のステータスのようになっているのだ」

　と、伯爵は教えてくれた。

　我慢してでも見栄を張らなくちゃいけない貴族は大変だなぁ、とおれは改めて思った。










９　ボタンちゃん




　ミナが、カップに注いだ熱々のコーヒー……もとい、【ブラックポーション】をノエラはすすった。

　朝の優雅なティータイムに見えるけど、ミナは首をかしげている。

「ノエラさん、それ本当に美味しいんですか？」

「び、美味の味……」

　依然としてノエラのやせ我慢は継続中。

「ミナには、よさがわからない」

　渋い顔でノエラは首を振った。

　こんなふうにして、マウントを取る楽しさを覚えてしまったようだ。

　ミナに淹れてもらった【ブラックポーション】を楽しむ。

「レイジさんを見ていると、好きなんだなぁっていうのがわかるんですが」

　ちらりとノエラを見ると、ちびりと飲んでは苦そうに口をへの字に曲げている。

　どう見ても美味しそうに飲んでないよな。

　首をかしげて、ミナがキッチンに戻っていった。洗い物の水音がしていると、ノエラがおれのところまでやってきた。

「あるじ」

「どした」

「あるじの『美味の味』……苦い……」

　ようやく本音をこぼしやがった。

「無理しなくていいんだぞ？」

　お子ちゃまノエラにこの味はわかるまい。

「ノエラ、美味しく飲みたい」

　現状、その名の通りブラックだもんな。

「てなると……」

　砂糖があればいいけど、どうやら砂糖はこの世界では結構貴重らしい。

　代用品としてハチミツがそれにあたり、ミナがお菓子を作るときは、大抵ハチミツが必須アイテムとなっているようだ。

「けど、ハチミツを入れると本来の風味や味の邪魔をしちゃうからな」

　となると、もうガムシロップを作るしかない。

　牛乳やシロップを入れれば、子供だって楽しめるのがいいところでもある。

「よし、わかった。美味の味を美味しく飲めるようにしてあげる」

「できる？」

　うなずくと、「るっ」と声を上げてノエラが尻尾を振った。

　成分を抽出してそれ自体を飲みやすいようにするっていうのは、創薬スキルの得意分野だ。

「ノエラ、手伝う」

「頼む」

「る！」

　さっそく創薬室に行き、おれは必要な素材をメモした紙を渡して、器具の準備をする。

　シュババババ、とやる気満点のノエラは無駄にキビキビと動いていた。

　そんなふうに店番もしてくれりゃいいんだけどな。

　と、おれは苦笑いでやる気満々のノエラを見守った。

「あるじ、これ。間違いない」

　持ってきてくれた素材はメモの通りで、全部正解。

　それらを元に、甘味の元となる成分を抽出していき、何度か濃度を変化させて理想の物ができた。




【シロップ：果汁、蜂蜜等の成分を抽出した甘い液体】




　瓶に入っている透明でいてとろみがある液体を、指ですくって舐めてみる。

「甘っ」

「ノエラも、ノエラも」

　ほら、とおれはノエラに瓶を差し出す。同じようにして、ノエラも【シロップ】を舐めた。

「るーっ!?」

　瞳に星をいくつも瞬かせるほど、ノエラが感動している。

　その指をノエラがずーっとなめている。

「あるじ、新しい美味の味……」

「これ単体で食うもんじゃないからな？」

「る？」

　やっぱわかってなかったか。

　ダイニングに戻って、ノエラのカップに入れてある【ブラックポーション】に少量混ぜる。

「これで、多少飲みやすくなるはずだ」

　牛乳もあればなおいいけど、あいにく今日はない。

　差し出したカップを受け取ったノエラは、すんすん、とにおいをたしかめる。

「におい、一緒」

「だろ？　そういうふうに作ってるからな」

　これで別のにおいがしたら、それはそれで困るんだ。

　本当に飲みやすいのかと半信半疑のノエラが、ちびりと飲んだ。

「苦味の奥に、ほのかな甘さ……。果物やハチミツとは違った、控えめな甘さが苦味と合わさり──」

　片言じゃなくなった!?

　まともに食レポしてる!?

　じゃあ、おれも。

　同じようにして、カップの【ブラックポーション】を飲んでみる。

「うん。まあ、こんなもんかな」

「やや美味の味！」

　ややかぁー。やっぱり苦味があるってだけで、ノエラ的にもう美味の味じゃないんだろうな。

「けど、クセになる……」

「お好みでどうぞ」

【シロップ】の瓶をテーブルの中央に置く。

　ちびちび、とノエラが飲みながら首をかしげ、【シロップ】を入れる。首をかしげて、【シロップ】を入れる。それを何度か繰り返した。

　やっぱ【ブラックポーション】の良さを全部消そうとしてるな、これ。

　ノエラアレンジバージョンを飲ませてもらった。

「んんんんんんんん甘っっっっ!?」

　甘すぎて脳みそ溶けるかと思ったわ。

【ブラックポーション】の欠片もないただの甘くて黒い汁だった。

　おれはカブトムシじゃねえんだぞ。

「あるじ、これが、美味の味」

「ノエラ的にはな？」

　おれは、やっぱそのままが一番だ。

　満足そうな顔で、ずずず、と飲むノエラ。

　味の好みだから、これ以上はもう何も言うまい。

　そう思っていた。

　けど。

　明らかに、【シロップ】の減りがおかしい。

　日を追うごとに、激減していく。

　作っても作ってもすぐになくなる。

「なあ、ミナ、おれが作った【シロップ】、お菓子作りの材料にしてる？」

「いえ、最近はお菓子作りはしてないので……」

「だよなぁ」

　ミナは、お菓子を作ったら食べさせてくれるし……。

　となると、あのモフ子か。

　真っ先に疑うべき犯人をおれは見落としていた。

　店番をしているノエラのところに行く。

「なあ、ノエラ。【シロップ】使いすぎじゃないか」

「るう？」

　……心なしか、声が太くなった。

　わっさり、わっさり、と尻尾の振りにキレがなく、重そうに振っている。

「あるじ、ノエラ、ちょっとだけ。使ったの、ちょっとだけ」

　毎日顔を合わせているとわかりにくいけど……。

　疑いを持って見ると、ノエラがなんとなく、丸くなってるような？

　全体的なフォルムが、シャープだったのに、丸っこくなっている。

「ノエラおまえ……。太った？」

「ノエラ、太らない体質」

「丸くなってるぞ、体が」

　違う、違う、と太い声で否定するノエラ。

　小脇に抱えた瓶に手を突っ込んで出すと、とろーんと落ちてくる【シロップ】を口で受け取った。

「ど、どっかで見たことある────!?」

　いずれ黄色いクマみたいになるんじゃないだろうな!?

　ぽにょん、ぽにょん、と動くたびに腹が揺れている。

　これはこれで可愛さがあるけど、ノエラの可愛いところはここじゃない。

　というか、全体的にコレジャナイ感がすごい。
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　尻尾の振りにキレがないし。

「【シロップ】は直食いするもんじゃねえんだよ」

「ノエラの、美味の味、没収する、ダメ！」

「こんなもん食ってるから太っちょになるんだろ？」

　首と手をノエラは振った。

「ノエラ、太っちょ違う。まだまだの部類」

「どこにストイックになってんだ」

　こんにちはー？　と年配の女性客がやってきた。

　いらっしゃいませ、と挨拶を二人ですると、お客さんがまあまあ、と微笑んだ。

「可愛いイノシシちゃんねぇ」

「──るっっっっっっっっっっ！？！？！？！？！？」

「ぶふっ。イノシシ……」

「ノエラ、イノシシ違う！　人狼！　狼！」

　バシン、バシン、と尻尾であちこちを叩きながらノエラが抗議をする。

　叩くそのパワーがすごいんだよなぁ。

　一発一発が重いんだよ。前はもっと軽くて素早かったのに。

　お客さんは、「そうだったの、ごめんなさいねぇ」と謝った。

「るぅぅぅ……！」

　まだけらけら笑っているおれを、ノエラが睨んでくる。

「そう睨むなよ、ボタンちゃん」

「る？　ボタン？」

「イノシシの肉をそう呼ぶんだ」

「ノエラ──食べる──ダメッ!!」

　食べる気なんてないけど、猛抗議された。

　お客さんが帰ったあと、やりとりを聞いていたミナが店に顔を出した。

「ノエラさん……可哀想……こんなに丸々と太ってしまって……」

　あらあら、とミナも同情気味。

「『ノエラ、太らない体質』ってドヤ顔していたのに……。わたしが体重で悩んでいたとき」

　ミナの復讐がはじまった。

「このままノエラさんは、看板イノシシ娘として頑張ってください」

　語感が全然可愛くねえ。

　ミナに煽られまくったノエラが、ぶるぶる、と震える。

「もう、あるじの美味の味、飲まない！」

　知らないお客さんにイノシシ呼ばわりされたことが、よっぽどショックだったようだ。

　加えて、おれとミナのイノシシイジりが業腹だったらしい。

　ノエラの意志は非常に固く、この宣言以降【シロップ】を直食いはしないのは当然として、【ブラックポーション】を飲むこともなくなった。

　痩せ我慢と【シロップ】直食いをやめたおかげか、ノエラの体型はすぐ元通りに戻った。

「るーるる、るー」

　今では尻尾も軽そうに振っている。










10　水神の真珠




「ねーねー、レイジくん？　リビングのあれどうしたの？」

　ビビはこの前、お泊りしたときに水晶を見かけたらしい。

「ああ、あれな。ダンジョンの最深部で見つけたもので、冒険者からお礼としてもらったんだよ」

「へぇー」

　超レアアイテムらしき『水神の真珠』は、今やリビングの立派なインテリアとなっていた。

「湖の精霊さんは、用途が何かわかったりするの？」

「ううーん？　ボクもわかんない。でもあれって──」

　ん？　何か知ってるふうだな？

　おれはインテリア化している水晶をカウンターまで持ってくる。

「これだろ」

「うん。これこれ。これってさぁー」

　つんつん、とビビが触ると、ビカ──────ッと水晶が激しく光り輝いた。

「うわぁあああ!?　眩しい!?　何したんだビビ!?」

「ぼ、ボクは何もしてないよぅー！」

　目蓋を閉じていてもそれを貫くくらいの強い光は、しばらくしてようやく収まった。

「精霊のビビに、水晶が反応したのか……？」

　おれが触っても何ともなかったのに。

「大丈夫か？」

「何ともないよ。大丈夫」

　ビビは突いた指先をじいっと見つめている。

　周囲に異変は何もなく、ただ単純に水晶が光っただけのようだ。

　よかった。現代に戻ってるとかそんな展開じゃなくて。

　何の光かとノエラとミナが顔を出したけど、説明をするとすぐに戻っていった。

　何だったんだろうな、とおれは首をかしげた。

「で、これのこと、何か知ってるのか？」

　おれがビビに尋ねたとき、一人の村人がやってきた。

　鍬を担いだかなりのじいさんだ。

「ここから出た、さっきの光りは……」

「ああ、それなら、たぶんこれの光だと思います」

　おれが水晶を指すと、くわっとじいさんは目を剥いた。

「こ、こ、こ、これは──水神様の水晶じゃぁぁぁああ!?」

　まあ、水神の真珠ってスキルで出てたしな。

「えぇぇぇ────!?　や、やっぱりぃぃぃぃぃいい!?」

　ビビも同じように驚いていた。

「やっぱりって、何だよ、ビビ。どういうこと？」

「うんと……この水晶は、水神様の化身として雨乞いの儀式とかに昔使われていたんだよ」

　んだんだ、とじいさんもうなずく。

「娘っ子、よく知っておるの。さっきの光りは、まごうことなき、水神の巫女の反応……」

　強張った顔に笑みを作ったビビ。

「おじいちゃん、たぶん、それは勘違いで──」

「誰じゃ、水晶を光らせた者は」

「……」

　じいさんが、ちらとビビを見ると、そっと目をそらす。

　おれはビビを指差した。

「おじいさん、こいつです」

「レイジく────ん！」

　ぽこぽこ、とおれを叩いてくるビビ。

「娘っ子、おまえさんじゃったかぁ……」

　はぁぁぁぁぁ、とじいさんは感心したように、ビビを見ては上から下まで視線を往復させた。

「水神様の巫女って、何なんですか？」

「その名の通り、我々の願いを水神様に届ける、それはそれは重要な役割じゃ。逆に、水神様のご意思を我々に伝える役目もある」

　要は、その水神様ってやつと意思疎通を図れる通訳みたいなことか。

　……てか、水神様っているのか？

「レイジくん、何でボクを売るんだよお！」

「売るって、そんな人聞きの悪い」

「こうしちゃおれん──！」

　喜び勇んでじいさんは店を出ていった。

「よかったじゃん。ボクは湖の精霊ですって言えば、また供物を届けに来てくれるかもしれないぞ？」

「ううん……」

　おれの提案にも、ビビは微妙な表情をしている。

「水神様って何？」

「文字通り、水の神様。精霊や妖精に実体があるのとは違って、神様は目には見えないんだ」

　信心深くともなんともないおれには、神様っていう概念がまだ理解できない。

「ニンゲンたちが悪いことをしたら、大雨が降り続いたり、川を氾濫させたり、逆に全然降らなかったり、そうやって罰を与えるとされているんだ」

「ふうん。罰ねぇ……」

　大雨による水害ってやつは怖いからなぁ。

　天災だと信じられていても不思議じゃない。

「巫女ってやつが、その水晶を触るとあんなふうになる、と」

「そういうこと。巫女っていうより、巫女の素質がある者、かな」

　やけに詳しいな、と思ったけど、ビビはこれでも精霊。

　おれなんかよりもずっとずっと長い間、この世界で色んなことを目にしてきたんだろう。

「昔はそういう儀式があったんだけど……。巫女は大変なんだよぅ……拘束時間長いし、お給料出ないし、交通費も自腹で、ずっと祈りっぱなしで残業なんて概念もないし」

「巫女をブラック企業みたいに言うのやめろ」

　巫女装束とかあるんだろうか。

「レイジくん、今日は早退させて！　あのおじいさんが、またここに来ちゃう」

「そんなにやりたくないのか」

「当たり前だよぅ。面倒じゃん！」

　やりたくない理由が軽いのなんのって。

　生活石があるから、水不足を感じることは少ないけど、農家の人の実感はまた別なんだろう。

　日照りが続いたり、逆に長雨が続けば作物の生長に影響が出る。

「さすがに天気をどうこうする薬は作れ……」

　──るのかよ。

　創薬スキルが、あれこれ素材を教えてくれている。

　でも、それこそ神の領域で、本格的に薬神になっちまうから、作るのはやめておこう。

　素材も希少価値が高いレアなものばかりだし。

　身支度を終えたビビが、「じゃあね！」と店をあとにした。

「あのボクっ子、おれはまだ許可してないのに」

　やれやれ、とおれが頭を振っていると、外から騒ぎ声が聞こえてきた。

「わぁぁぁぁああ!?　ボク、ボクは違っ、精霊でっ、巫女じゃなくて────」

　嫌な予感。

　店の外を見てみると、ビビが村人らしき人たちに捕まって、わっせわっせ、と運ばれているところだった。

「あちゃぁ……」

　こいつです、って言ってしまったことの、責任を感じなくもない……。

　でも、言わなかったらあのじいさん、家中を探し回りそうな勢いだったしなぁ……。

　ううん、どうしたもんか。

「あるじ、ビビどした？」

「ああ、ビビはこれからブラック企業戦士になるんだ」

「る？」

　さっぱりわからないノエラは、首をかしげている。

　すると、さっきのじいさんがやってきた。

「薬屋さん、水神様の水晶をお譲りしてもらいたい」

　持っててもインテリアになるだけだし、これで雨が降るんならそのほうがいいか。

　売り払ったあと、誰かが悪用したりするのも困るし。

「いいですよ」

「あぁぁぁ……ありがとう。ありがとう」

　おれの手を両手で握り、それを上下に振った。

　儀式の都合上、どうしても不可欠なアイテムだったらしい。

「雨、降るといいですね」

「どうにかして、水神様に我々の願いを聞き届けてもらわねば……」

「リビング、あった、水晶」

　つん、とノエラが触ると、ビカ──────ッとまた光った。

「るぅ────!?」

「おいおい、ノエラもかよ」

　水神の巫女とやらはビビにお任せして、うちのモフ子は見逃してほしい。

　そうお願いしよう。

　じいさんは、小難しそうな顔で水晶を見つめていた。

「な、なぜじゃ……」

「どうかしました？」

「水神様の巫女が決まったら、その者が死ぬまで次の巫女が決まることはない……」

「でも、今」

「るー♪　ビカってなった！」

　つん。

　ビカ──────ッ。

「またなった！」

「眩しいから遊ぶのやめなさい」

　おれはノエラから水晶を遠ざけた。

「これ、もしかして違うんじゃないですか？　正式名称は、水神の真珠ですし」

　神器がどうのって鑑定スキルの説明にある。

　がっくしとじいさんは膝をついた。

「違うやつじゃぁぁぁぁ。水神様の水晶じゃないやつぅぅぅぅ」

　る？　る？　と、話がさっぱり見えないノエラは、おれとじいさんを交互に見ている。

「だ、だが、言ってしもうたぁぁぁぁぁ……。村人みんなにぃぃぃぃ……。儀式で、雨が降るとぉぉぉぉ」

　お。じゃあ、ビビはお役御免か？

　じいさんは気まずそうに目をそらして、ぼそっと言った。

「じゃ、じゃが……言ってしまった手前……あ、雨が降るまで、祈祷してもらう……」

　強引に推し進める気だ！

「薬屋さん……この窮地を打開する薬を、何かひとつあったり……」

「ねえよ」

　ばっさりと切った。

　けど、うちの店員は雨が降るまでは囚われの身になるらしい。

　寮ありの住み込みで働けるブラック企業みたいだった。

「仕方ねえな。どうにかするか……」

　頭をかくと、じいさんから尊敬の眼差しを送られた。

「薬屋しゃん……」

「こっちはこっちで何とかするんで、うちの子……ビビの待遇をよくしてあげてください。最低でも三食のご飯と七時間の睡眠つきで」

「わ、わかった！　手を尽くそう……！」

　じいさんが店を出ていくと、おれはノエラに指示を出した。

「ノエラ、ビビの状況を見てきてくれるか？」

「わかた！」

　店を飛び出したノエラが、しばらく走ったあと、狼モードになって去っていった。

「あの状況を打開……」

　雨が降ったら解放されるらしいけど、雨が降らなくなったら、また拘束される。

　てことは、そんなものがなくても雨が降るってことをみんながわかってくれればいいのか。

　その日は終日、新薬作りに励むこととなった。







　雨を降らす薬──ってのは素材の関係上、すぐには無理だけど、ビビを助け出すことができる薬は作れそうだった。

　とはいえ、制作期間に三日を要した。

　素材班のエジルの協力がなかったら難しかっただろう。

「先生、ビビさん救出のあかつきには、余が尽力したことを忘れずに……」

「わかってる、わかってる。エジルのおかげでもあるってステマしとけばいいんだろ？」

「さすが先生……よくわかってらっしゃる」

　ビビはノエラの友達でもあるため、ビビの好感度を上げておくと、ノエラにもそれが伝わるという、打算満々の言動なのだった。

「一個しか作れなかったけど、まあ、商品化するつもりはないし、これでいいか」

　おれは作った新薬を鞄に入れて、ノエラを呼んだ。

「おーい、ノエラー？　ビビんとこ行くぞー？」

「る！」

　ふしー、と鼻息を荒くするノエラはやる気十分だった。

　例の村は、うちからずいぶん離れている。じいさんは、町への用事があったので、たまたま通りがかったという。

　ノエラのリュックを預かり、狼モードになったノエラの背に乗る。

「レイジさん、ノエラさん、お気をつけてー」

「先生！　ノエラさん！　行ってらっしゃいませ！」

　ミナとエジルに見送られて、おれとノエラは店をあとにした。

「るー、るー、るるるるー♪」

　草原を走るノエラは上機嫌で、どこか楽しそうだった。

　ドッグランに連れて来てもらったワンコみたいだな。

　やっぱり定期的に狼モードで走り回りたいんだろうか。

　原付バイクか、それ以上のスピードが出ている。事故ったら死にそう。

「これだけ速く走れたら気分いいだろうな」

「るぅ」

　と、ノエラは肯定したような返事をした。

　ノエラのリュック、何が入ってるんだ？

　中を見てみると、ポーションが二つ。あとおにぎり弁当が二つ。

「ピクニックかよ」

「る？」

　道理で瓶のガチャガチャする音が聞こえるわけだ。

　たぶん、弁当のひとつはおれのなんだろう。

「ピクニックみたいに楽しくさっさと解決しよう」

「る！」

　ノエラは村へむかって一直線に駆け続けた。







　ノエラのポーション休憩を入れて、約二時間。

　その村へとやってきた。

　山の麓に村はあり、大きな畑や川もそばにある。

　比較的裕福な村のようだった。

　ノエラに元の姿に戻ってもらい、村を見て回ることにした。

　馬車だと半日くらいはかかっただろう距離をこの時間で……。

　おそるべき体力と筋力だ。

「さすが人狼」

「ノエラ、速い！」

　気を良くしたノエラが胸を張った。

　入口あたりであのじいさんを見つけた。

　道行く人が挨拶をしている。聞こえる会話からして、どうやら村長らしい。

「ああ、薬屋さん！　お待ちしておりましたぞ」

「どうも」

　村長のじいさんは、周囲に目をやって、声を潜めた。

「それで……この『村長早とちり事件』を解決する薬は……」

「直接解決する薬とは違いますが、結果的に終息する薬はできました」

「おぉぉ……さすがは、希代の錬金術師と名高いお方……」

　どこで聞いたんだよ、その二つ名。

「錬金術師じゃなくて、薬屋ですよ」

　お決まりの否定をしておく。

「ワシのメンツもある……どうにか穏便に事を進めてもらえると……」

「大丈夫です」

　おれも大したことにはならないと思って、「こいつです」って言って、ビビを売っちまったしな。

「あれから数日経ちましたけど、ビビの様子はどうですか？」

「巫女様は、丁重におもてなししておる。こっちじゃ」

　先を行く村長に、気になっていたことを訊いた。

「今まで雨はどうしてたんですか？　干ばつしているようにも見えないですし、川が雨続きだと必ず氾濫してしまうとか？」

「そうではない。干ばつは、まあ、他の村と同程度で、この村だけがその被害に遭うわけではない。氾濫は、領主様が工事をしてくれたおかげで、ずいぶんと減った」

　川がすぐそばじゃから何なら日照り続きでもさほど困らないんじゃ、と付け加えた。

「あれ。じゃあ水神の巫女って意味あります？」

　ううーん、と考えて、てへっと笑った。

「いないよりいた方がいいかなって」

　理由、軽っ。

　ビビ……おまえってやつは、なんて不憫な……。

「だが、みな、今の生活があるのは水神様のおかげだと思っている村人が多い。そういう水神様信仰が残っておってのぅ。その水神様と意思疎通ができるであろう巫女様がおると、村人の安心感が違うんじゃ」

　たしかにそりゃ、いないよりいたほうがいいってなるか。

　ビビは普通の女の子じゃなくて湖の精霊だから、巫女って役割も近からず遠からずってところだ。

　村長が案内してくれたのは、村の寄り合い所として使われている建物だった。

　現代風にいうと公民館みたいな？

　ここで、村の主だった人たちが集まって、何かあるときは話し合うらしい。

「ここじゃ」

　中に入ると、板の間の奥には祭壇があり、上にあの水晶がご大層な座布団の上に置かれていた。

　この前で一日三度、祈りを奉げるのが巫女様のお役目らしい。

「巫女様ー？」

　村長が呼ぶと、祭壇の裏のほうから声がした。

「村長さーん。パリパリポテトは、水じゃちょっと合わないんだよぅ……。ジュースがないとさぁ……。これにはこれ、っていう組み合わせってあるでしょー？」

　ぱり。ぱり。ぐびぐび。

「では、誰かにブドウジュースを持ってこさせましょう」

「よろしくお願いしますー」

　……。

「あ、あと！　お昼ご飯は、お肉がいいです！」

「承知しました」

　…………。

　ぱりぱり。ぱり。ぐび。……げふっ。

「うぅ～ん。退屈だけど、適当にお祈りしてればゴロゴロしていいし、ご飯もお菓子も食べ放題……幸せ」

　祭壇の裏を覗くと、巫女装束のビビが布団の上で横になっていた。

　パリパリポテト（って呼ばれているお菓子）を食べ、布団の上にこぼしたカスも気にせず、汚れた指を適当に服で拭っていた。

　……こいつ、自分の家だとこんな感じなんだろうな。

　心配して損した。

「おい、コラ」

「うひゃあ!?」

「ニート生活楽しそうだな？」

「れ、レイジくん!?」

　しゅばっと起きて、その場に座った。

「ど、どうしてここに」

「おまえを売ったことに、責任を感じてここまで助けにきたんだよ。……と思ったらこれだし」

「…………ぱ、パリパリポテト、食べる？」

「いらねえから。このままがいいならおれたちは帰るし、嫌ならどうにかするつもりだ。どうする、ニートの妖精」

「ボクは湖の精霊だよっ」

　やる気十分だったノエラも、肩透かしを食らったようで、小さくため息をついていた。
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「あるじ、ビビ、楽しそう」

「そうだな。帰るか」

「ちょ、ちょっと待って────。ひ、暇なんだよぅ。ご飯や睡眠時間がたっぷりなのはいいけど」

「薬屋さん、ワシからも、どうかお願いします」

「村長が勘違いでしたってひと言言えば、それで全部終わるんですけどねぇぇぇぇぇえ？」

　村長がいきなり、劇画風なハードボイルド顔になった。

「ミスは、誰にでも、ある」

　名言っぽく言ってもダメだぞ。

「ったくもう」

　おれはため息をひとつついた。

「ビビ、これを飲め」

　鞄から出した新薬の瓶をビビに渡す。

「これは？」

「あとで説明する。──村長さん、水晶は回収してもいいですよね？」

「ああ、構わんとも」

　鞄の中からダミーの水晶を取り出す。

　作ノエラ。

　あらかじめ作ってもらっていたのだ。

「の、ノエラの！　作った玉！」

　丸く削った石に、青い絵具が塗ってある。けど、雑い……。

　まあいいだろう。

　透明になれる薬、【スケスケスケール】でもよかったけど、それじゃ突然姿を消したことになる。

　それでもいいけど、村人は大騒ぎだ。水神様信仰があるならなおのこと。

「村長さん、あとはこういう感じで……」

　新薬の効果を説明して、おれは村長と軽く打ち合わせをする。

「ふむふむ。それなら、みなも納得してくれるだろう。ありがとう。薬屋さん」

「いえ。お互い様ですから」

　苦笑して、おれはビビに改めて効果を説明する。

「それなら、大丈夫かな」

　打ち合わせを済ませたおれとノエラは、寄り合い所を出ていき、村長さんちでしばらく待つことにした。

「あるじ、新しい薬、どういう効果？」

「ああ、あれな。簡単に言うと、脱皮するんだ」

「だっぴ？」

　そう、脱皮。

　鑑定スキルの説明は、雑誌の広告みたいな説明しかなかったから、どのレベルの脱皮なのかはわからないけど。




【ズル剥け君：過去を忘れ新たな自分を手に入れる。ひとつ上の者になる】




　村長さんちで、昼ごはんを食べてくつろぐこと一時間。

「ふぎゃぁぁぁぁぁぁあああ!?」

　寄り合い所のほうから、ビビらしき悲鳴が聞こえてきた。

「よし、ノエラ、行こうか」

　こくん、とうなずくノエラと一緒に、寄り合い所へとむかう。

　悲鳴のせいで人だかりができていて、正面からは到底入れそうにない。

　こうなるだろうな、と思ったので、ビビには裏口から出るように言ってあった。

　ざわざわしている村人たちの中に村長を見つけた。

「村長、お願いします」

「うむ。わかった。何のお礼もできず、本当に申し訳ない」

「いえいえ」

　おれたちがその場を離れると、「みなの者、静まれい！　静まれい！」と村長が大声を上げた。

　おれと繋いでいた手をくいっとノエラが引っ張った。

「あるじ何おきた」

「まあ、脱皮したそれが奥にあるんだろう」

「？？」

　祭壇の裏。ビビが寝起きしていた布団があるあたりで、大人数人が凍りついていた。

　このままビビと合流すればそれでいいけど、どういう結果になったのか、おれも気になる。

「薬屋です、道を開けてくださーい」と、言うと、人垣が割れて、奥へ進むことができた。

「あぁ、旅の薬屋さん……」

　っていう設定で村長が話してくれていたようだ。

　それなら話は早い。

「どうかしたんですか？」

「こ、これを──」

　指さしたそこには、ビビの抜け殻があった。

「し、死んでる────!?」

　と、知らなかったていで演技しておく。

　けど抜け殻なんだよな。

　巫女装束も口にくわえていたパリパリポテトすらも脱皮させている。

　パリパリポテトを二枚くわえているせいで、アヒルの口みたいになっていた。

　タイミング悪っ。

　なんつー間抜け面……。

　けど、すげーよくできてるわ……。

　つんつん、と触ってみると、中身がないことがよくわかる。へにょ、という変な感触があった。

「び……ビビ、死んだぁ────!?」

　ノエラが目を白黒させながら、「あるじ、大変、あるじ、大変！」と大パニックだった。

「大丈夫、大丈夫だから」

「薬屋さん、巫女様は……」

「残念ですが……」

　おれはクソ真面目な顔で首を振った。

「あるじぃぃぃぃ！　ビビがぁぁぁぁぁ！」

「いや、だから、ノエラさん、ちょっと静かにしてて」

　ちゃんと説明しとけばよかった。

　ノエラの口を塞いでいると、村長がやってきた。

「これは……！　巫女様……！　水神様の水晶も……ああ、なんという……」

　村長の茶番もなかなか堂に入ってて上手い。

「本当だ。水晶が、子供がイタズラで作ったかのようなものに変わって……」

　製作時間、約三〇分だからね。

　聞き捨てならなかったノエラが、おれの手をどかした。

「ノエラの水晶、イタズラ違う！　力作！」

「ちょっと」

　もう一度物理的にお口にチャック。

「もごご、もごぉ！」

　じたばた暴れるノエラをがしっと抱きしめて捕まえておく。

「村長、これは一体どういう……」

「これは、巫女様が水神様の怒りを一身に受けたのじゃ……」

「なんと……」

　村人たちが、ざわつきどよめきがあがった。

「どうして水神様はお怒りに……」

「ええっとそれは……」

　想定外の質問に、村長の目が泳ぎっぱなしだった。

　アドリブ弱すぎだろ。

「ねーねー、なんかすごい騒ぎだけど」

　裏口のほうから、巫女様が顔を出した。

　何出て来てんだ！

「ノエラ、ゴー！」

　じたばたするノエラをビビに投げつける。

　ふにゃ!?　と二人が悲鳴を上げて倒れた。

　よ、よし、まだ誰もさっきの声には気づいてないな？

「水神様がお怒りになられた理由はわからぬ。だが、巫女様は我々の身代わりに──」

　考えた末に結局同じ説明かよ。

　まあ、巫女しか意思がわからないっていう話らしいから、それでいいのか？

　ちら、と村長に目をやると、二度小さくうなずいた。

　おれは目立たないように、その場を離れ、寄り合い所の裏口にやってきた。

「もう、ひどいよ、レイジくん……ノエラちゃんを投げるなんて」

　ぶーぶー、と不満そうにビビが唇を尖らせていた。

「すまん、つい」

「あるじ！」

　ノエラも怒っていた。

「水晶、ノエラ、力作！　イタズラ、違う！」

　そこかよ。

　創作者のプライドが傷つけられたんだな？

「まあまあ、話はあとで聞くから、さっさと帰るぞ」

　ノエラに狼モードになってもらい、おれとビビがその背に乗って、目立たないように村を去った。







「皆さん、おかえりなさーい」

　帰ってきたおれたちを見つけたミナが、ほんわかした声で迎えてくれた。

　ノエラが元の姿に戻り、やれやれ、とおれたちは一息ついた。

「今、お茶淹れてきますねー」とミナは奥のキッチンへ行ってしまった。

「レイジくん、あれは何のお薬だったの？　ボク、使ってしばらくしたら、ぬるんって感じがして……」

「脱皮する薬なんだよ、あれ」

「でも、ボク、どこかを破って抜け出たわけじゃないよ？」

「あれ？　そうなの？」

　こくこく、とビビはうなずく。

　もしかすると、脱皮させる薬のはずが、効果が強すぎてちょっとした分身を作ったんじゃ……？

「まんまビビだったもんな……すげー間抜け面の」

「それは言わないでよぅ！　ボクだって心の準備が必要なのに、いきなりだったんだから。村は大丈夫なのかな？」

「あー。それなんだけど……」

　おれは、気の毒な説明をしなくてはいけなかった。

「……てわけで、巫女は、どっちかといえばいたほうがいいかなーってくらいだったらしい」

「なんだよそれぇぇぇぇぇぇ！　捕まって損したよ！」

「おれも心配して助けに行って損したけどな」

　あんなにニート生活を楽しんでるものとは思わなかった。

「……けど元々は、レイジくんがあの村長さんに『こいつです』って言ったせいじゃ」

「ビビ、なんかほしいもんあるか？」

「えー!?　あるある！　何、何？　どうしたの!?」

　ふん。お子ちゃまめ。

「先生のその話ですと、勘違いをしてそれを改めようとしなかった村長にも責任があるのでは」

　と、エジルが援護してくれた。

　できるやつだよ、こいつ。

「そっか、たしかに」とビビが納得してくれた。

　チラチラ、とエジルが視線を寄こす。

　わかってる、わかってる。

「今回作った薬は、エジルの協力がなしじゃ作れなかったんだ」

「へー」

　全然好感度上がってねえな。

　エジルはなんか満足そうな顔をしてるけど。







　それから数日後。

　村長が店を訪ねてきた。

　改めての謝罪とお礼がしたかったらしく、お土産として、ビビが食べていたパリパリポテトをどっさり持ってきてくれた。

　ミナが出してくれたお茶とそのお茶請けとしてパリパリポテトを食べる。

　うーん。たしかに、これに合うのはお茶じゃなくてジュースだわ。

　おれは、村長からその後のことを教えてもらった。

「あれから、巫女様を祀ろうということになって……」

「へー。そうなんですか」

　あの脱皮……もとい分身体をそのまま祀っているらしい。

　祀るっていうか、晒してるっていうか……。

　パリパリポテトを二枚くわえたままだけど、いいのか、あれで。

　村長さんが帰ると、そのことをビビに教えた。

「えー!?　ボクのことを崇め奉ってくれてるのー？」

「そこまでじゃないと思うぞ」

　巫女として村を守った少女……的な扱いらしい。

「そっか、そっかぁ」

　と、ビビは嬉しそうだった。

「ボクは湖の精霊なんだから、崇め奉られて当然の存在なんだよ、レイジくん？」

　いっつもボクをイジって遊んでるけどさー、と続けた。

「ビビ。残念だけど、水神の巫女としてだから、湖の精霊として祀ってるってわけじゃないぞ」

「はっ──ほんとうだ！」

　がっくりと肩を落とすビビだった。

　ノエラは、あれから創作者として燃えているらしい。

　水晶とフォルムが似ていることもあり、泥団子作りを教えると一生懸命になっていた。

「あるじ、ノエラの傑作、見る！」

　ほらほら、と店番をしているおれに泥団子を突きつけてくるノエラ。

「よくできました」

「るー♪」

　今日もいつも通り平和な一日だった。










11　グリフォンを育てよう




「あるじ、落ちてた」

　薬草畑からの帰り道、後ろを歩くノエラが言った。

「落ちてた？　何が？」

　振り返ると、ノエラの手には卵があった。

　何の卵だろう。

【グリフォンの卵：魔物グリフォンの有精卵】

「──す、す、捨てよう。うん。今すぐ元の場所に置いてきて！」

「あるじ、ノエラ決めた……！」

「おい、まさか……」

　嫌な予感に、おれはごくりと喉を鳴らす。

「ノエラ、育てる」

「やめとけって。絶対面倒なことになるから」

「ノエラ、餌あげる。散歩させる」

「って言って、結局お母さんミナ任せになるんだから」

　ぶんぶん、とノエラは首を振った。

「ならない。固い、固い、決意」

「ほんとかよ……」

　人狼なのにグリフォン育てる気なの？

　大丈夫なの？　途中で美味しそうに見えたりしない？

「何食うかもわかんねえし、育てるって簡単に言うけど、生き物の命を預かるって大変なんだぞ？」

　おれが否定的な意見を連射したせいで、ノエラがぷーと膨れてしまった。

　あれ飼いたい、これ飼いたい、っていうのは今にはじまったことじゃない。

　ネコも犬も何度かあった。

　けど、今回はハードルがめちゃくちゃ高い。

　成長して暴れたら、傭兵団の手にかかることになるだろうし、討伐隊が編成されて……。

　ノエラ＆グリフォンＶＳ治安維持部隊のみなさん、なんて構図になりゃしないだろうか。

「魔物は怖いモノなんだよ。ノエラ。そりゃ、ノエラみたいにパワーやスピードがあれば、そこまで脅威に思わないかもしれないけど」

「るう……」

　口をへの字に曲げて、ぷい、と顔を背けた。

　ご機嫌を損ねちまったらしいけど、これは仕方ないだろう。

「ならない！　ノエラ、育てたら、ならない！」

「そんな自信、どこから出てくるんだよ」

　まったく、とおれはため息をひとつつく。

　……でも、きちんと産まれるかもまだわからないし、人に慣れさせておけば、安全な魔物になったりして──。

　おれじゃ魔物知識に限界がある。こうなりゃ……魔物の有識者にちょっと訊いてみるか。

　大事そうに卵を抱いたままのノエラと店へと戻ってきた。

「先生、ノエラさん、お帰りなさい！　薬草採取、お疲れ様です！」

　ズバッとエジルが敬礼をする。

「ただいま。エジルも店番お疲れ」

「いえ！　世界を滅ぼすことに比べれば、なんてことありませんから！」

　でしょうね。比較対象デカすぎだろ。

　ノエラもエジルに挨拶を返した。

「……ただいま」

「の、ノエラさんが、挨拶を──」

　うん。おれがめちゃくちゃ言って聞かせたからね。

　挨拶は返すのが礼儀だって。

「なあ、エジル。ちょっと教えてほしいんだけど」

「はい？　なんでしょう」

「グリフォンって育てられるもんなの？」

「どうしたんです、藪から棒に」

「それが……」

　ちら、とノエラを見ると、エジルが卵を見て、「ははーん。なるほど……」と何度かうなずいた。

「美味いですよ、卵」

　ノエラの眉間がピキって音を立てたのが見ていてわかった。

「いや、そうじゃなくて。育てることはできるのかなって」

「あまり育てすぎないほうが、美味いです。とくに雛は、柔らかくて──」

　ピキピキとさらにノエラの怒りゲージが溜まるのがわかった。

　卵を持っているから、手を出せないらしい。

　ナイス卵。

　でも、尻尾を鞭みたいにしてぺしーんぺしーん、と床を叩いている。

「エジル、使役、使役は？　魔王のおまえなら、そういうの、詳しいんじゃないのか？」

　あー。と、合点がいったような声を上げて、ハハハハと爽やかに笑った。

「無理ですよ、無理無理。先生。さすがにそれは無理です。本当に懐かないんですから」

　マジかよ。

　しゅーん、とノエラの怒りゲージどころかテンションも目に見えて下がっていった。

　ここまで深刻な顔を見たのははじめてだった。

「でも魔族とか悪魔とかが使役して背中に乗ってそうなんだけど」

「それなら、小型の飛竜……ドラコというんですが、そいつらのほうが気性は荒いところがありますが、基本的に従順で扱いやすいです」

　エジルから教えてもらった生態だと、育てるのはいいけど、飼い続けるのは難しそうだった。

「懐かないのは、ほとんどのグリフォンが生まれた卵を放置することが多いせいです。どの個体も、親の保護下にないため、生まれながらにして孤独に成長していきます」

「周り全部が敵だと認識するからってことか」

「はい。その通りです。翼で空を飛べたり、四足で地上を走れたりするのは、餌を確保しやすくするためだと言われています」

　でないと、生き残れないもんな。

「雑食で、雛のうちは虫が主食です。成長は早くて、二か月ほどで大人のそれとそん色のない大きさになります。知能が高いというのも、使役しにくい理由のひとつですね。懐かないし、自分のほうが上だと認識すると、本当に言うことを聞きません」

「……魔物博士」

「博士ではなく、余は魔王です、先生」

　どっちが先生かわかんねえな。

「だってさ、ノエラ」

「るぅ……」

　唇を尖らせるノエラの頭をもふもふ、と撫でた。

「魔王軍では卵から育てたことってないの？」

「まず、生まれるかどうかわからないですし、生まれたとして使役しにくい魔物ですから……さすがにそれは、やったことがないですね」

　魔物博士の話じゃ、ネガティブな判断材料しか出てこなかった。

　サイズとしては、馬サイズの虎。その巨体で空を飛ぶための力強い翼があるという。顔はほとんど鷹で、視野は広く顔通り鷹の目並みの視力があるという。

　虎と鷹のいいとこどりをしたでっかい魔物ってところだ。

「強そう」

「ええ。なかなか強いです。陸でも空でも、スペシャリストの魔物には敵いませんが、高い索敵能力と陸空での戦闘力と移動力を備えていますので、器用な魔物といったところでしょうか」

　使役できたらカッコいいな……便利そうだし。

　それに、おれには【トランスレイターＤＸ】という、魔物と意思疎通するための薬がある。

　……在庫ゼロだからまた作らないとだけど。

「この卵だと、あとどれくらいで生まれそう？」

　おれがエジルに訊くと、ノエラが顔を上げた。

「さすがに、卵の状態までは……」

「なんだよ、魔物博士じゃねえのかよ」

「ですから先生、余は魔王だと何度言えば……」

　店番をそのままエジルに任せて、採取してきた薬草を創薬室に補充していく。

「あるじ」

「ああ……エジルの話を踏まえた上で、ミナにも聞いてみよう」

「あるじ！」

　キラキラとノエラの目が輝いた。

「ノエラ、お世話する。間違いない！」

「わかった。わかった。その熱意、ミナにも通じるといいな？」

　庭では飼えないし、外で放し飼いにするわけにもいかない。知らない人から見れば、飼いグリフォンじゃなくて野生のグリフォンにしか見えないだろう。

　そこはミナが了承して、きちんと生まれたあとに考えることにするか。育つかどうかもわからないし。

　ネガティブ要素満点なんだよなぁ。

　唯一ポジティブな材料があるとすれば、雛から育てた結果どうなるか誰も知らないってことだ。

「ミナ、呼んできてもらっていい？」

「わかた」

　卵を大事に抱えたまま、ノエラは創薬室を出ていくと、すぐにミナを伴って戻ってきた。

「レイジさん、どうかしました？」

「ミナもなんとなくわかると思うけど」

　ちら、とノエラが抱えている卵に目をやると、ミナもそれで察したのか、苦笑した。

「ええっと、なんとなく、はい……」

「今回ちょっとやる気が違うっぽくて」

　きちんとノエラは正座して、凛々しい顔つきをしている。

「こいつにならチームを任せられる」っていう頼もしいキャプテン顔だった。

　エジルに訊いた話と、この卵がグリフォンの有精卵であることを伝えた。

「育てたとして、問題しかないんだけど」

「……」

　しばらく考えて、ミナは口を開いた。

「わたしも、こんな体で……。普通なら嫌がって逃げるところです。でも、レイジさんはこうしてこの家にわたしを置いてくださっています」

　悪霊ってわけじゃないからな。話せばわかるし。家事してくれるし。

　ああ、でも『話せばわかる』っていうのであれば、【トランスレイターＤＸ】でそこらへんの問題は解消されるのか。

　意思疎通がきちんとできてれば、役に立つ──。

　それは、グリフォンも同じなのかもしれない。

「ミナは、賛成？」

「ノエラさんのやる気が半端じゃないってことは伝わっています」

　ちらっとキャプテン顔のノエラを見て、ミナがくすくすと笑う。

「……わかった。じゃちょっとやってみるか」

「よかったですね、ノエラさん」

　ノエラはこくこく、とうなずいて、ミナに卵を渡す。

　ててててて、と走って飛びついてきた。

「あるじ！」

　抱き止めたついでにもふもふする。

「頑張って育ててみような」

「る！」

　こうして、グリフォンの卵をまずは温めてみることにした。







　おれの飼育経験はほぼないに等しい。

　強いていうなら、小学校のときクラスで飼っていたミドリガメの世話を週一でしたくらいで、家で犬や猫を飼ったこともない。

　ノエラはソフトボール大の卵をずーっと観察している。

「温める……で、いいのか？」

　ミナに聞いてみると、わからないらしく困ったように笑った。

「と、ともかく、やってみましょう」

「そうだな。ミナは、何か飼った経験ってある？」

「わたしも、ノエラさんみたいに猫ちゃんを飼いたいって言ったことがありますけど、全部却下されてしまいまして」

　やっぱり、それは誰もが通る道なんだな。

　はっ、とノエラが何かに気づいて、床にタオルを敷き、その上に卵を載せる。そして、そっと自分の尻尾を掛布団のように載せた。

「あるじ、これであったまる」

「そうだな」

「いつ生まれる？」

「いつだろうな。早いといいな」

「る！」

　エジルの話だと、グリフォンは群れないし生まれたときから親が世話をしてくれない。

　もし、卵を産んで放置するのが習性なら、何もしなくても生まれるんじゃ……。

　何が正解かわからない手探りの状態なので、あれこれ試してみる日々が続いた。

　日中は、日当たりのいい場所に置き、夜になると、ノエラが尻尾に包んで温めた。

　寝るときも一緒で、仕事中以外は片時も離れなかった。







「あるじ、あるじ！」

「うう……何……」

　ゆさゆさと揺らされるので、目が覚めた。

　おれの寝室にノエラが卵を持ってきていた。

「中、音、した！」

「おお……そっか……」

「生まれる！」

「音した程度じゃ生まれないってば……たぶん」

　まだ外真っ暗じゃねえか……。

　目をこすっていると、こつん、と音がした。

「る！　今、今、今！　あるじ！」

「き、聞こえた……こつんって音、殻を叩いたような音が」

「した！　生まれる！」

「だから、まだだって、たぶん」

　もう一寝入りしようとすると、こん、こん、と硬質な音が聞こえる。

　そのたびにノエラがおれの体を叩いたり引っ張ったりするので、全然寝付けない。

「ノエラ、明日朝から店番だろ？　今寝てないと眠くなっちゃうぞ？」

「いい。眠くても」

「いや、おれが困るんだけど」

　ノエラが騒ぐたびに起こされるので、おれの目もいつしか冴えてしまった。

「る……るふぅん……」

　うとうと、とノエラが舟を漕ぎはじめた朝方。

　こつん。こつ。こつ──がつん。

　あれ。殻からの音が、一番大きいような。

　う、生まれるのか？

「おい、ノエラ、おい」

　体を揺すったけど、全然反応がない。すやぁ、と熟睡中だった。

「一番いいときに寝てやがる!?」

　がつん、ごつん、と音が殻から繰り返され、そして──。

　ピシッ────。

　ひ、ひびが入った！

「マジで？」

　ひびが入ったそこから、黄色いクチバシがちょろっとのぞいた。

「う──生ま……？」

　こつこつ、と殻を崩していき、ひょこっと顔を出した。

　グレーのふわふわした毛に、まん丸な黒い瞳。

「きよぅ」

「う────生まれたぁぁぁぁぁぁぁああ!?」

　邪魔だった殻をクチバシで割って、ついに全身が見えた。

「きゅお」

　手のひらサイズのグリフォンの雛には、まだまだ小さな翼があった。

　足に蹄はなく、猫の足に鳥類の爪が生えたような感じ。

　短い四本足で立とうとして、尻もちをついた。

「か、可愛い……」

「きゅおう……」

　手伝っちゃダメなんだよな、これは。

　雛は尻もちをついたり、こけたりを繰り返し、二〇分ほどで四本足で立ち上がった。

「現代だったら絶対スマホで動画撮ってるわ……」

　まだ足がプルプルしている。
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　頑張ってる。めっちゃ頑張ってるぞ。

　誰も守ってくれないらしいから、草食動物と一緒で、すぐに立って動けるようになるのかもしれない。

「おい、ノエラ。起きろって」

「る……？」

　激しく体を揺らして、どうにかノエラを起こした。

「見ろ、生まれたぞ」

「う、生まれた！　生まれた！　…………生まれている？」

　何で首かしげてんだ。

　いつの間にって気分なのか。

「あるじ、いつ？　いつ!?」

「ほんのさっき。何回も起こしたのに」

　まじまじとノエラがベッドから獲物を窺う猫みたいに見つめている。

　そして、雛はゆっくりと歩き出した。

　まだ覚束ない足取りは頼りない。

　てく、てく…………てく、てく……こてん。

「る!?　こけた！　起こす！」

「待ちなさい」

　すぐに手助けしようと手を伸ばすノエラを羽交い絞めにしておく。

「自分の足で頑張って歩こうとしてるんだ」

「グリ子、何飲む？」

「え、グリ子？」

　ああ、グリフォンだからか。

「魔物の雛が何飲むかは知らないけど……やっぱり水かな？」

「とってくる」

「まあまあ落ち着けよ」

　雛はきゅ、きゅおう、と鳴きながら、おれの寝室を歩いてはこけて、歩いてはこけてを繰り返した。

　ずっと見ていても、全然飽きない。

「可愛いな」

「る。可愛い……」

　ノエラがそっと近づいていき、尻尾で包んだ。

　雛は驚いた様子だったけど、すぐにそのもふもふ具合と温かさに目蓋が重くなり、瞬きするのがどんどんゆっくりになっていった。

　そして、すやぁ、と寝てしまった。

「ノエラの尻尾、恐るべし」

「あるじ、ご飯」

「ミナがあと少しくらいしたら作ってくれるだろう」

「違う。グリ子の」

「ああ、そっち」

　……雛のうちは虫を食うって話だったな。

「バッタとかコオロギとかでいいのか？　ノエラ、イケるか」

「……」

　じっとおれを見て、キャプテン顔をした。さっそく頼もしいぞ。

「ノエラ、実は虫、嫌い」

　意外とシティ派！

　頼りにならねえな！

「網でシャッってやるだけだから」

「るぅぅ……」

　うげえって言いたそうな顔だった。

「雛のために」

「ノエラ、グリ子見てる。虫、あるじに任す！」

　こいつ……！

「虫捕りしたことないのかよ」

「捕っても、ノエラ、食べない」

「それ目的じゃなくて……」

　虫捕りって結構楽しいんだけどなぁ。

　虫嫌いなノエラからすると、楽しくともなんともないんだろうけど。

「網にカゴ、麦わら帽子の三種の神器があって……」

「る！　起きた！」

「聞けよ！」

　仕方ねえな。

　部屋を出ていき、小さな庭にやってくる。

　先日撒いた除草剤のお陰で、雑草はまったくなく、すっきりとした庭に戻っていた。

「それのせいで……虫もいねえ……」

　一〇分ほど探してみても、姿が見えない。

　困ったな。

　毎日虫を捕るために店を空けるわけにいかないし……。

　とぼとぼ、とノエラがやってきた。

「手伝ってくれるのか？」

「ミナ、怒った」

「何で？」

「『さっそくレイジさん任せですか』って。顔、怖かった」

　あー……。そりゃ、たぶん相当怖いパターンだ。

「虫捕り一緒にやるか」

「……わかた。ノエラ、頑張る」

　よしよし、いい子だ。

「つっても、おれたちは店の仕事があって、その合間にグリ子の面倒を見ないといけない。ずっと虫を捕ってるわけにもいかない」

「どする？」

「ここじゃなくても、近くに虫が来るようにすりゃ、面倒はないわけだ」

「る？」

　夜明け前、朝イチで創薬やりますか。

「ノエラ、手伝いよろしく。虫が来る薬作るぞ」

「ま、任せろ……」

　嫌そうだなー。

　おれが創薬室に入ると、少し遅れてノエラがグリ子を連れてきた。

　まだ歩行が十分じゃないグリ子を眺めながら、作業を開始した。

　この手の薬に【誘引剤】があるけど、あれだと魔物や獣が寄ってきちまう。それこそ大パニックだ。

「もっと昆虫に特化した方向で……」

　ノエラに手伝ってもらいながら、グリ子の様子をときどき見ながら、夜明け頃に新薬が完成した。




【昆虫ジェル：インセクトもバグもビートルもトゥギャザーなオールインワンのトラップ】




　よし、これで楽してグリ子の餌を集めるぞ。







　ノエラがグリ子を観察していると、声を聞いたミナが創薬室に顔を出した。

「おはようございます。この子がグリ子ちゃんですね！」

「生まれた！　グリ子！」

　ノエラがグリ子を手の平にのせて、ミナに見せる。

「四足歩行の鳥……みたいな感じなんですね？」

「魔物博士の話じゃ、二か月くらいで大人と同じくらいになるらしい」

「じゃあ、あっという間ですねぇ～」

　そうなんだよなぁ。

　こうして雛のうちは、ちょこちょこと歩き回るだけでいいけど、大きくなりはじめたら家の中では飼えないし、外で飼えばそれはそれで問題大ありだ。

　ミナもノエラもグリ子に夢中の様子だった。

　それを見ていると、どうにかしてあげたくなる。

「何かいい手はないもんか……」

　二か月で大人並みってことは、生後一か月くらいで、大型犬かそれくらいのサイズになるはず。

「一か月の間に何か考えておかないと」

　ミナが朝食の準備で創薬室から出ていくと、おれはノエラに声をかけて【昆虫ジェル】を仕掛けるため外へ出た。

　きゅー、きゅぉー、と鳴くグリ子もノエラが連れて来ていた。

　片時も離れないつもりだな。

　適当な場所数か所にジェルを塗っておく。

「これで、グリ子の餌はむこうからここにやって来てくれるはずだ」

　夜か明日の朝にでもまた来てみよう。

「あるじ、グリ子空腹」

「え、わかるの？」

「ノエラも、空腹だから」

「一緒かどうかはわからねえだろ」

　仕掛け終わったので、店に戻り、ノエラ曰く空腹らしいグリ子に水を上げることにした。

　創薬室にあるスポイトを使って、上手い具合に水滴の粒を作り、口元に持っていく。

　グリ子が顔を傾けると、開けたクチバシの隙間から短い舌がのぞいた。

　ちろちろ、と水滴を舐めた。

「おぉ……飲んだ！」

「あるじ！　ノエラも、ノエラも！」

　水滴を作るコツを教えて、ノエラに給水係を交代する。

　おれと同じようにやると、ノエラの水もグリ子は飲んだ。

「次、次！」

　喜んだノエラが、どんどん水をあげようとするが、二回目あたりでもう十分潤ったのか、グリ子は水滴に見向きもしなくなった。

「ぐ、グリ子、飲まない……」

　しょぼん、とノエラがへこんでた。

「あるじ、ノエラ、グリ子に嫌われた……」

　うるるる、と半泣きだった。

　それほど切なかったんだな？

「あげすぎただけだろ。時間を置いたらまた飲んでくれるさ」

「るぅ……わかた」

　こうして、ノエラの育成奮闘記がはじまった。

　ミナが作ってくれた朝食を食べ、スクランブルエッグの欠片をあげようとノエラがクチバシ付近にもっていくけど、見向きもしない。

「やっぱり虫なんだな」

「ミナのスクランブルエッグ、美味の味。食べる」

　つーん、とグリ子は嫌がるようにそっぽをむいた。

「あるじ、ノエラ……嫌われた……」

「だから、虫を食うって何度言えば」

　それを微笑ましくミナが見守っていた。

「おはよー」

　今日シフトが入っているビビがやってきた。

　声が聞こえるや否や、ノエラがグリ子を両手ですくうようにして手にのせ、どたばたと走って店のほうへ行った。

「ビビ、これ、見る！」

「あーーーー！　生まれてるーーーー！」

　卵のときからノエラが後生大事にずーっと持ってたから、常連客や店員はみんな知っているのだ。

　きゅぉう、きゅぉ、とグリ子が鳴いている。

「きゅーちゃん……」

「ビビ、違う。グリ子」

「えー？　可愛くないよう。きゅーちゃんのほうが可愛い」

「ビビ、ネーミング、安易」

「それはノエラちゃんのほうじゃないか」

　どっちもどっちだよ。

「しばらくは賑やかになりそうですね」とミナが店から聞こえる会話を聞きながらにこにこしていた。

「幼年期が終わったあと、どうしたらいいのか、魔物博士に相談してみるかー」

「本当は役に立つのに、なんというか、もったいないですよね、エジルさんは」

「スペックは高いんだよ、スペックは」

　初対面のときから変わらず残念魔王だからなぁ。

　そういう意味では、ビビもエジルもブレがない。

「あれで下心の半分でも言動を隠せたら、ノエラも見直すかもなのに」

「今はもうグリ子さん一筋になりますから、きっと視界に入らないですよ」

「それもそうだな」

　食後の【ブラックポーション】を飲みながら、店内でのノエラとビビの騒がしい会話に耳を傾ける。

　それはいいけど、ちゃんと仕事してるんだろうな？

　店に顔を出すと、案の定、グリ子を巡って何か揉めてた。

「おーい、何騒いでんだ？　開店準備終わってるんだろうな？」

「あー、レイジくーん！　ノエラちゃんが」

「何だよ、もう」

「あるじ、違う、ビビが」

　保育士ってこんな気分なんだろうか。

「落ち着け、まずは開店準備終わったかどうか──」

「ノエラちゃんがきゅーちゃん触らせてくれないんだ」

「ビビ、きゅーちゃん違う。グリ子」

「グリ子は可愛くないって何度言えば──」

「どっちでもいいわ！」

　渦中のグリ子は、店内を不思議そうな顔をして、とことこと歩き回っている。

　和むわぁ……。

「そもそも、あんまり触るなよ。放っておいてあげよう」

「どして？」

「何で？」

　はっ、とノエラもビビも何か思い当たったらしい。

「あるじ、グリ子独り占めする気！」

「ボクがニンゲンじゃないから、レイジくんは触らせたくないんだ……」

「どっちも違うわ！　もう面倒くせえな、おまえらは！」

「グリ子、お世話、ノエラする」

「ちょっと触るくらいいいじゃないか」

　またぎゃーぎゃーと騒ぎはじめた。

　創薬室からの商品の補充もまだ。

　閉店時に閉めるシャッターが半分しか開いてない。

「レイジくんー！」

「あるじ！」

　騒ぎを見かねたミナが出てきた。

　にこにこしているけど、黒い笑顔だった。

「ノエラさん、お世話はいいですけど、その前にすること、ありませんか？」

「るっ!?」

　びくん、と蛇に睨まれたカエルみたいに、ノエラが固まった。

「ビビさんも、何しにここに来たんですか？　遊びに来たんですか？」

「ち、違う……よ……。お、お仕事を、しに……」

　ビビもノエラ同様に硬直していた。

「じゃあ、先にやることをやりましょうね」

「わ、わかた」

「そ、そうだね」

　二人がキビキビと仕事をしはじめた。

　おれは目でミナに謝っておいた。

　主人としておれが言わないといけないことなのに。

　小さく笑って、ミナは戻っていった。







　つつがなく一日が終わり店を閉め、いよいよ仕掛けを見に行くことになった。

　店では、ミナが晩飯を作りながら、ビビと待っている。

　グリ子の食事シーンをなんとしてでも見たいらしかった。

「ノエラ、網とカゴは？」

「ある！」

　麦わら帽子と虫捕り網、虫かごの三種の神器を装備したノエラは、やる気十分だった。

　虫は嫌いって言ってたのに。

　何かのためなら成長できるんだなぁ、とおれは娘を見守る父親のようにうんうんとうなずいた。

　仕掛けた場所は、一瞬でわかった。

　ウゾウゾウゾ……。と虫が群がっていた。

　インセクトもバグもビートルも、トゥギャザーしていた。

「「…………」」

　バスっとノエラが麦わら帽子を深く被って視界を閉ざした。

「の、ノエラ、何も見てない……」

　虫が苦手じゃないおれでも、さすがにこの量はちょっと引いた。

　でも、餌がどうしても必要だ。

　やるっきゃねえ。

「の、ノエラ、網」

「る」

　執刀医と看護師よろしく、ノールックで手を出すとそこに虫捕り網を握らせてくれた。

「せいッ」

　気合いを発して、群がる虫にむけて網を振るう。

　網を手繰るように手前に引いてくると、網の中にカブトムシがいた。

「ノエラ、カブトムシ、これこれ！」

「かぶとむし？」

　ノエラは麦わら帽子を持ち上げてちらっと窺うように見る。

「知らねえのかよ」

　これだよ、これと網の中から取り出してみせる。

「る!?　…………か、カッコイイ……」

　途端にノエラが目を輝かせた。

「だろ」

　餌用とお持ち帰り用に、カブトムシのオス二匹とコオロギを三匹捕獲。

　家に帰ると、さっそくグリ子に食べさせることになった。

　人間の手から与えたほうが、野性味は減るのかもしれない。

　そう思って、おれは捕まえた手にのせてグリ子の前に差し出す。

　不思議そうな顔をしたグリ子が、餌だと認識したらしく、クチバシで突きはじめた。

　つん。つつつつつん、つんつん。

「いてて」

　クチバシがときどき手のひらに刺さる。

「み、見たらダメです！」

　ミナが、ノエラとビビに目隠しをしていた。

「ミナ、見えない！」

「そうだよう、何で隠すんだよ」

　ま、たしかに、お子様たちには、ショッキングな映像だったかもな……。

　突いては口元を動かし、きちんとコオロギ一匹を平らげたグリ子。

　クチバシの端からコオロギの足が覗いているけど、それもごくんと飲んだ。

「ミナ、どして隠す！」

「そうだよ！　見たかったのに！」

　と、二人からミナは大ブーイングを受けていた。

「グリ子さん、こんなに可愛いのに、ちっちゃくてもちゃんと魔物なんだなって思って……」

「あぁ……わかる……」

　容赦なかったもんな。

　今度からは食べやすい大きさにして、ショッキングなことにならないように餌やりをしよう。







　ノエラと一緒に捕まえた虫をそのまま餌にするのはやめて、小麦粉の団子の中にそれを入れることにした。

　考案したのは、ミナで、そのアイディアにノーベル賞をあげたいくらいだった。

「虫だんご！」

　皿にふたつのせたそれを、グリ子の前に置くノエラ。

　それだとグロいイメージ図が浮かぶので、おれは別の呼び方をしている。

「グリー。今日のつくねだぞー」

　見た目は月見団子みたいに丸くて白い。タレを塗って焼けば、みたらし団子かつくねに見えそうだった。

　でも中は虫が七割くらい。

　小腹が空いたノエラがそれと知らずに食おうとしたことがあったけど、全力で止めた。

　少し大きくなったグリ子は、こん、こん、と皿のつくねをつつく。

　卵から孵って一週間が経とうとしていた。

　ノエラの監視つきで店の外をうろつかせていると、やってきたお客さんにノエラが熱くグリ子の良さを説明をするので、常連さんはみんなグリ子に慣れたようだった。

「レーくんさ、あれ大丈夫なわけ？」

　やってきたポーラと世間話をしていると、改まったように訊いてきた。

「大丈夫かどうかはわからないけど、何かしらの対策を考えているところ」

　アナベルさんには、まだ隠したままだ。

　町の治安を乱す種になると判断されるだろうから、きっと追い出そうとするはずだ。

「最初はノエラさんがつきっきりでお世話していたんですけど、もう今はみんなでお世話してて」

　おれたちのお茶を運んできたミナが苦笑した。

「たしかにね。可愛いもんねぇ、雛は」

「そうですね。まだ飛べなくても、羽をぱたぱたするときがあるんですよ？」

「えぇぇ……見たいぃぃ……」

　でしょー？　とご機嫌なミナだった。

「あの子が、馬とかそれくらいの大きさになるんだよねぇ。そうなったら、ちょっと怖いかなぁ」

「猛禽類と同じ系統の目だから、どうしてもな」

「今のくりってした黒目のままだといいんですけど……」

　またさらに成長したグリ子は、今やニワトリほどの体型にまで育った。

　サイズは雛とは呼べないかもしれないけど、生まれたときと変わらず毛はふわふわのままだ。

「ちっちゃいままならいいんだけどねぇ」

「いえいえ、あのくりくりしたお目目ですよ、ポーラさん」

　……ちっちゃいまま……黒目……。

「……」

「レイジさん、どうかしました？」

「ああ、いや……」

　現代では、交配して飼いやすくなった愛玩用のペットっていうのは多い。

　プードルとトイプードルみたいな。

　じゃないほうは、かなりのサイズがある。

　トイグリフォン？

　ていっても、もう生まれてるしな……。

「ずっと疑問だったけど、グリ子って、女の子？」

「さあ？」

「レーくん、それ重要？　可愛けりゃ、どっちだっていいんだよ」

「まあ、それもそうか。可愛いは正義なわけか」

　きゅお、きゅぉう、と外でグリ子が鳴いている。

　ノエラの楽しそうな声も聞こえてきた。

　バサバサ、と翼を動かす音がして、「あとちょっと！」とノエラが応援していた。

　魔物博士の話だと、生後二か月で、空を飛べるようになるらしい。

「ううん……」

　作れるには、作れる──そういう……生物が人間にとって飼いやすく都合がよくなる……そんな薬。

　……けど、それはいいことなのか？

　もうちょっと考えをまとめた上で、みんなの意見を聞いてみよう。

　昨日【トランスレイターＤＸ】を飲んでみたけど、グリ子からは鳴き声しか聞こえない。

　意思疎通できるほどの知能が、まだ育ってないってことなんだろう。

「懐かないっていう話だったけど、ちゃんとおれたちに懐いてるよな？」

　懐いていないとしても、少なくとも警戒心はなさそうだ。

「そうですね。やっぱりご飯をくれる存在だからでしょうか？」

　動物園の動物みたいに、飼い慣らすと、野生を忘れたままにしておけるってことか。

　魔物博士曰く、生まれてから周りに味方がいないため、自分一人で餌を確保しないといけなくなる。すると、自立心が自然と強くなり、一匹オオカミな性格になりがちだとか。

　敵だらけでもないし、餌はおれやミナ、ノエラ、出勤したときはビビが用意している。

　きっと、懐かない理由の前提が崩れているからこの状況なんだろう。

「ウチも戯れてこよーっと。──ノエラちゃーん、ウチも混ぜてー」

「今、飛行訓練中」

「そんなんしてんだ？」

「る！」

　ポーラに限らず、店にやってきたお客さんが、ノエラと遊んでいるところを見たり、ときどき触らせてもらったりしているのは、ここ最近じゃ珍しくもない光景だった。

「人慣れしはじめた可能性も……」

「なるほど。それもありそうです」

「人を襲ったりしないんじゃないか？」

　どうなんでしょう、とミナも首をかしげる。

　近隣の人たちやアナベルさんがそれを理解してくれていればいいけど。

「グリ子用の厩舎、建てる必要がありそうだな」

「あ。必須ですね、それ」

　大工のガストンさんたちに依頼をしておかないとな。

「色々と準備が大変ですね」

「うん」

「でも、わたし、グリ子さんが来てからもっと楽しくなりました」

「おれもだよ」

　えへへ、とミナが笑うので、おれも笑みを返した。

　ガラガラ、と店の前に馬車が到着する。扉を開けて出てきたのはエレインだった。

「来ましたわぁぁあ！」

　自慢の縦ロールをふぁさあ、とやって、老執事の手を借りて降りてくる。

「マキマキ」

「ノエラさん、ご機嫌よう。グリ子さん、ずいぶんと大きくなりましたのね？」

　外で女子三人がきゃっきゃしていると、やがてエレインが店内にやってきた。

「いらっしゃい、エレイン。グリ子、結構育っただろ？」

「レイジ様、ミナさん、ご機嫌よう」

「ご、ご機嫌よう……」

　照れくさそうにミナが同じように挨拶を返す。

　恥ずかしいなら、こんにちはでいいんだぞ？

「グリフォンの成長は早いんですのね」

　エレインがおれの隣の椅子に座ろうとカウンターの内側へ移動すると、さささ、とミナが間に入った。

「な、なんですの、ミナさん」

「隣じゃなくてもいいじゃないですか」

　ささ、ささささ。オフェンスとディフェンスの攻防が激しくなりはじめていた。

　この二人、何してんだ？

「伯爵公認になったらいいんだけどなぁ……。実際、みんなで成長を見守っているくらいだから、愛着だって湧いてくると思うんだよな」

「レイジ様、はじめて見たときにお父様にはご報告差し上げてますのよ？」

「え、そうなの？　何か言ってた？」

「いえ、これといって何も。『レイジ殿は、また不思議なことを。はっはっは』程度でしたわ」

「そっか」

　けど、成体を見ると、また少し違ってくるかもしれない。

　猛獣と猛獣使いみたいなことができれば……。

「待てよ、できるな？　たぶん」

　おれには【トランスレイターＤＸ】がある。

　グリ子がおれやノエラの言うことを聞いてくれる安全な魔物で、持ち前の飛行能力や戦闘力は、町を守ることにだって一役買う──そんなアピールができたら完璧だ。

「イケるな、これ？」

「レイジ様、何か思いつきましたの？」

　ディフェンスのミナを押しのけて、エレインが顔を出した。

「ああ。いいアイディアだと思──」

「あるじ、大変！」

　ノエラが店に駆け込んできた。

「どうかしたか？」

「グリ子、虫だんご食べない」

「つくねな、つくね。──食べない？　まじか」

「まじ。大まじ」

　エジルが虫を食うのは小さいときだけって言ってたっけ。

　成長の証だと思えば嬉しくもある。

　けど、馬並みの体格になるのなら、何を食べるにせよ、餌代は相当な額になるだろう。

「あ──【激ラブフレーバー　まぐろ味】と、【誘引剤】を掛け合わせたら──」

　善は急げだ。

　何が好物か知らないけど、好き嫌い言わせない体にしてやる……！

「あるじ、悪い顔」

「ええ、レイジ様、悪役みたいな顔ですわ」

「レイジさん、悪だくみですか？」

　三人の質問には答えず、おれは創薬室に入った。

【誘引剤】は、異性のフェロモンや魔物にとって好ましいにおいを発するだけで、食欲を増進させるものじゃない。

【激ラブフレーバー】は完全に猫用。

　この二種類の薬をいい塩梅に配合していき、新薬を完成させた。

「ふふふ。これで、好き嫌いは言わせねえ」




【魔物ごはんの友達：魔物にとって魅力満点の風味を醸し出す。かけると否応なく食が進む】




　ノエラが食べないと言った虫だんごことつくねに、作った新薬をかける。

　それを店まで持っていくと、る？　とノエラがまず反応した。

　くんす、くんす、とにおいの元を探すように、鼻をひくひくさせた。

「【誘引剤】と【激ラブフレーバー】のいいとこどりをした、魔物が好きそうな香りを放つ薬をかけたもので──」

　ノエラがぴょん、とジャンプしてつくねを奪おうとする。

「うおわぁ!?　こら！」

　腰をひねってノエラの手をかわす。

「おまえんじゃねえんだよ」

「いいにおいする……」

　じい、とおれの手元を見つめるノエラ。

【忌避剤】をノエラが苦手とするように、【誘引剤】も似たような効果があるのか。

「中に虫入ってるから」

「……そんなはずない。あるじ、ノエラ騙す。よくない」

　苦手な上に虫のにおいにも敏感なノエラにここまで言わせるとは。

　さっきまでグリ子に出そうとしてた物なのに、それをさっぱり忘れている。

「においってすげーな……」

　おれも、カレーのにおいとかすれば、めっちゃくちゃ食いたくなるもんなぁ。

　それと似たような感覚なんだろうか。

　なるほどなぁ、とが考えていると、隙を突いたノエラが、しゅばっとつくねを奪った。

「あ、こら！」

　おれの制止も聞かず、手にしたつくねを口に入れようとする。

「……る？」

　つくねから、コオロギらしき物体の足がほんの少し出ていた。

　それに気づいたノエラが、ゾゾゾゾゾ、と毛を逆立てた。

　おれから見た角度だと、赤茶けた触覚らしきものが飛び出しているのも見える。

「虫が中に入ってるんだって」

「るーーーー!?　あるじ、騙した！」

「騙してねえよ。割って中見てみ」

　そーっと、おそるおそる、ノエラがつくねをふたつに割る。

　やっぱり中にはコオロギが入っていた。

「………………」

　ノエラが無表情のまま固まっている。

「美味の味？　虫の味……？　美味は、虫……？」

　いいにおいがするのに虫が入っているせいで、ノエラがパニクりはじめた。

　見ていたミナとポーラがくすくす笑っていた。

「じゃあ、これはわたしがグリ子さんにあげてきますね？」

　皿をミナに渡すと、外に出ていった。

　フリーズしたまま、うわ言のように繰り返すノエラに、ポーラがささやく。

「そーだよぉ～？　ノエラちゃんが、美味の味って言って食べてたものは、全部、ぜぇ～んぶ、虫さんの味だったんだよぉ～」

「やめろ」

　べし、とポーラの頭にチョップする。

　ポーラの嘘を真に受けたらしいノエラは、よっぽどショックだったのか、いよいよ何も言わなくなった。

「じゃあねー」と無責任なポーラは、用事を思い出したとか何とか言って帰っていった。

「ノエラ、おまえは悪い夢を見ている」

　おれはフリーズしたノエラを抱きかかえて、リビングに行きソファに寝かせる。

　外からエレインとミナの歓声が聞こえてきた。

「す、すごい勢いですー！」

「さっきは、見向きもしませんでしたのに！」

　お？　抜群の効果だったらしい。

　まあ、虫嫌いで虫だんごって言っているノエラが、においに釣られて奪うくらいだからな。

「ノエラ、これがおまえの美味の味だ。思い出せ」

　取ってきたポーションの瓶をくわえさせると、ぐびぐびと飲んだノエラは、「るぅ……」と安らかな顔で眠りについた。

　毛布をかけて、おれも外に出る。

　そこでは、つつつつつつつつん！　とグリ子がクチバシでつくねを目いっぱい突いているところだった。

「レイジさん、グリ子さん、いっぱい食べてます！」

「グリ子にも効果てきめんでよかったよ」

　うちの人狼にだけ効果があっても意味ないし。

「レイジ様、わたくし、これを見ていい考えを思いつきましたの」

「いい考え？」

「はい。さっき作られたという新薬と嫌がる薬を使い分けしますの」

「うん？」

「虫さんは、いいにおいがする。逆に、特定の食べてはいけない物には、嫌がるにおいをさせておけば、そう学習すると思うんですの」

　最終的に雑食になるといわれるグリフォンに、幼いうちから、これは食べたら美味しいもの、これは食べたくないもの──それをにおいで覚えさせるってことか。

「ナイス、縦ロール！」

「やりましたわぁ！　レイジ様に褒められましたぁ！」

　頭を撫でると、エレインは嬉しそうに目を細めた。

「おほん。レイジさん？　つくねシステムを考案したのは、わたしですよ？」

「え？　ああ、うん。そうだな」

「いい考え……ですよね？」

　ニコニコと笑っているミナだけど、なんか圧力のある笑顔だった。

「そう……ですね」

　思わず敬語になった。

　てくてく、とこっちに近づいたミナが、金色の頭をこっちにむけた。

　あー……。ええっと、こういうことか？

　エレインにしたように、頭を撫でる。

　無言のままミナは満足そうに頬をゆるめた。

　正解らしくてよかった。

　エレインの案は、グリフォンが人間と共生していく上で、かなり必須なことのような気がする。

　人間の……おれやノエラの言うことを聞いてくれて大人しい。その上、家畜や人間を食べない──そんな魔物に成長してくれるなら、成長を抑制するような薬は作らなくてもよくなる。

　きっとそれは、おれたち次第なのだ。

　つくねを持っているミナに、きゅぉ、きゅぉー、とグリ子が鳴いている。たぶん、おかわりを要求しているっぽい。

「はい、どうぞ」

　皿ごと置いた瞬間、待ちに待っていたらしいグリ子は、つくねを食べはじめた。

「きゅお、きゅ……」

　一生懸命食べるその姿に癒されるなぁ。







　その翌日、エジルがシフトに入っていたので、食べさせないでも大丈夫な物を聞いてみた。

「魔物博士ー？　グリフォンが食べなくてもいいものってある？」

「先生、余は魔王で……。食べなくてもいいものとは、何でしょう？」

　おれは、人間と共生させる上で大事なことをエジルに説明した。

「なるほど……食べてはいけないものを学習させる、ですか。なかなかいいアイディアだと思います。それでもきちんと成長するのか、ということですか」

「そういうこと。いやぁ、でも博士でもわからないことはわからないよなぁ？」

　ちらちら、とエジルを見ると、待ってましたと言わんばかりのドヤ顔をされた。

「先生……余は、魔王。不可能を、可能にする存在です」

　なんかカッコいいこと言ってる。

「魔王軍にドラコの調教師がいまして、その者が魔物の育成に精通しているので、話を訊いてきました」

　受け売りの知識でドヤ顔してたのかよ。まあ、助かるんだけど。

「雑食というのは、余も知っていましたが、どうやら肉ではなく魚でも問題ないそうです。とはいえ、魚を毎回用意するのは至難でしょう。港が近いわけでもないですし」

　そうなんだよな。冷凍技術があるわけでもないし、町で売られている魚はほとんどが干物で、港町からの運送費もかかるので肉より値段が高い場合がある。

　うんうん、とおれがうなずくと、エジルは続けた。

「幼少期は虫を食べる……その話は、どうやら正確ではないようです。雑食という性質は生まれてからずっとのようで、虫を食べるのは、飛べない上に素早い移動がまだできないから、仕方なくそれを餌としているだけみたいです」

「じゃあ……大人になっても虫は食べるってこと？」

「はい。大人になれば、もっといい餌を自力で確保できるため、虫を食べる必要がない……そういうことのようです」

　空も飛べて陸も走れるんなら、わざわざ虫を餌にする必要がないってことか。

　実際、つくねは食べた。ノエラの話だと最初は嫌がったらしいけど。

　グリ子的には、成長してもっといい餌を食べられるようになったのに、まだ虫を食べなくちゃいけないの？

　っていう、一種の我がままだったのかもしれない。

　大人になってもあの量じゃ、全然足りないだろう。

「虫だけ食べさせていてもいいようですが、栄養不足になりがちで、野生のそれよりは、体格は貧弱になる可能性があるそうです」

「こっちの都合で、本来大きくなるものを小さいままに留めるのは避けたいんだ」

「となると、やはり肉が……」

　食べてもいい肉っていや……魔物か。

「魔物肉、食わせてみるか」

　それと同時に、牛、馬や豚、鶏に山羊、それらの家畜の肉に【忌避剤】を使って並べておけば、食べていい肉とそうじゃない肉を覚えてくれるんじゃないだろうか。

　じっとおれはエジルに目をやる。

「先生、なぜ余を見つめるのです？」

「魔物肉、魔王軍っていっぱいありそうだから」

「当然。あります」

　やっぱりか。

　エジルは調達。ミナは餌の処理、調理。ノエラは運動能力の強化係。

　全般の監督責任者はおれ。

　それを話し合い今後の方針を固めた。

　魔物肉とその他の食べてはいけない肉を覚えさせる日々が続き、グリ子は、すくすくと成長していった。







　どたばた、どたばた。

　きゅ、きゅおー！

　鳴きながらグリ子がノエラを追いかけている。

「ノエラ、グリ子には、負けない」

　追いつかれそうになったら、ノエラが本気のダッシュを見せて引き離す。それを平原で何度も繰り返していた。

「楽しそうですね、ノエラさんもグリ子さんも」

　定休日の今日。

　おれたち三人とグリ子は、そばの平原までピクニックに来ていた。

　シートを敷いたそこで、おれとミナはノエラとグリ子の鬼ごっこを眺めている。

「兄弟みだいだな」

　ですね～、とお茶を淹れながらミナが相槌を打った。

　ほんの二週間ほど前までは、鶏サイズだったのに、今や子熊かそれ以上のサイズにまでグリ子は成長していた。

　狼化したノエラよりも大きいかもしれない。

　グレーだった産毛が大人のそれに生え代わりはじめ、茶色や白が混ざる羽根が増えてきていた。

「きゅおー！」

　グリ子が走りながら、ばさばさばさと翼を動かす。

　すると、ふわっと浮いて、地面をまた蹴って走る。

　もうちょっとで飛べるかもしれない。

「エジルさんが調達してきた魔物肉って何のお肉なんでしょう……？」

「たしか、殺処分せざるを得なくなった使役している魔物だって聞いたぞ」

「それならよかったです」

　足りなくなったら、殺してでも連れてきそうだもんな、あいつ。

　とくに、グリ子の件は、ノエラが絡んでるから。

　何かあったら、手段は選ばなさそうだ。

　ノエラがグリ子の背に乗って、「もっと速く！　高く！」と首筋をべしべし叩いている。

「きゅきゅー」

　ばさ、ばさ。

　やっぱり多少浮く程度で、飛ぶまでには至らない。

　それでもノエラは楽しいらしく、

「あるじー！　今飛んだ！」

　と、遠くから手を振っている。

「大して飛んでないぞー！」

　おれも大声で手を振り返した。

　今も虫入りのつくねは食べさせているけど、魔物肉を食べさせるようになってからは、成長速度が上がったような気がする。

　弱い魔物を自分で狩って食べる年頃に入ったからだろう。

「魔物肉って、滋養強壮にいいのかな」

「どうでしょう？　グリ子さんの成長を見ていると、そんなふうに思えますね」

　グリフォン自体、成長速度が速い。そのせいもあるんだろう。

「グリ子、あっち！　あっち早く！」

「きゅぉぉ」

　グリ子はばさばさ、どたばた、とノエラが指差した方角へと走っていく。

　日ごとにグリ子は賢くなっていっている。

　……そろそろ【トランスレイターＤＸ】を使ってもいいだろう。

　あらかじめ持ってきていたそれを、ひと口飲む。

「レイジさん、わたしもいいですか？」

「これしかないけど、それでいいなら」

「……は、はい。それで大丈夫です」

　ミナはじいっと渡した瓶の口を見つめて、恥ずかしそうにおれを見たあと、少し飲んだ。

「間接キスだな」

「い、言わないでください～」

　顔を赤くしたミナをからかっていると、声が聞こえてきた。

「今度あっち！　早く！」

　きゅぉぉ……と鳴くグリ子。副音声みたいにその声が聞こえた。

『教官、もう走れない。あっちに何があるの？』

「あっち！　あっち！」

　またがるノエラは、興奮気味に踵でグリ子の腹を叩いている。

『休みたいよぅ……』

「るぅ？　スピード落ちた？　飛ぶ、諦める、ダメ！」

『諦めるとかじゃなくてぇ……』

　きゅぉぉ……と切なげにグリ子が鳴いた。

「……なんか、大変そうだな」

「ええ……わたし、グリ子さんの立場なら逃げ出しているかもです……」

　教官って呼ばれてるのかよ。

　きゅ、きゅぅぅー！　と大声で鳴いた。

『もうやだよぅー。ご主人様ー』

　今、目が合った気がした。

　ご主人様ってのは、おれか？

「レイジさんをちゃんと主人扱いしてるんですね」

「おれが司令官なら、ノエラは無邪気な鬼軍曹ってところか」

「なんだかわたし、グリ子さんに同情します……」

　ミナ、おれもだ。

　けど、何でおれなんだろう？

　餌をあげることが多いのはミナだし、ノエラは運動能力強化係で、教官とも呼んでいる。

　本人に訊いてみるか。

「おーい、ノエラー？　昼休憩しよー？」

「わかた！」




　こっちに戻ってきたノエラがグリ子から下りて、シートに座る。

　そのそばで、グリ子も両足をたたんで休憩の体勢になった。

　用意していた水を、グリ子に飲ませてあげる。

「グリ、これ」

　クチバシを開けたそこに、ゆっくりと流し込んでいく。

　舌を小さく動かしながら、グリ子は水を飲んだ。

『お水、おいしいです……』

「なあ、何でおれが主人なんだ？」

『あれ？　ご主人様がこっちを見ている？　グリに話しかけている？』

「あるじ、どした？」

「【トランスレイターＤＸ】使ったら、グリ子の声がきちんと聞こえるんだ」

「る!?　ノエラも、ノエラも飲む！」

　がさがさ、と荷物をノエラが漁りはじめた。

「グリ、おまえの声はきちんと聞こえてるぞ」

『おお、すごい！　ご主人様と話ができる！』

「で、何でおれが主人なんだ？」

『グリもよく覚えていないのです。気がついたら、そういうものだと自然と覚えてしまい……』

　ミナやノエラ、他の店員たちの態度を見て、グリ子もそういうものだと認識したってことか。

　店主であり家の主だもんな。

　孵ったとき、俺を最初に認識した刷り込みもあるのかもしれない。グリフォンにそんな習性があるかはわからないけど。

「グリ子さん用のお肉ですよー」

『ありがとうございます』

　ミナが用意した魔物肉をグリ子がついばみはじめた。

　いつの間にか【トランスレイターＤＸ】を空にしたノエラが、不思議そうにおれとグリ子のやりとりを聞いていた。

「グリ子、空、いつ飛べる？」

『わかりません……グリも経験がないので……』

　まあ、そりゃそうだよな。

　よしよし、とグリ子の頭を撫でると、きゅぅ、と小さく鳴いた。

　うんうん。愛いヤツめ。

「ノエラさんの分はこれですよ」

　ミナがバスケットの中から弁当を取り出す。ノエラがそれを開けると、サンドイッチが詰まっていた。

『お肉美味しいです』

　野生に生息しているグリフォンなら、人や牛や馬や山羊なんかより、魔物を食べるほうが多いから、やっぱりそっちのほうが美味く感じるんだろうか。

　最近は、【魔物ごはんの友達】と【忌避剤】を使わずとも、魔物肉を選んで食べるようになった。

　知能が高くなったこともあってか、家畜などの食べてはいけない、襲ってはいけない動物というのも、きちんと理解しているようだった。

「つくねと肉ならどっちが好き？」

『難しいです……。つくねは、もちっとした食感の中に、餌が隠してあるので食べる楽しさがあります。お肉は、お肉なので美味しいです』

　エジルの話通り、成体のグリフォンは虫を食べなくなるんじゃなくて、食べる機会が減るってだけらしい。

　懐かないって話も、野生の成体相手だとそうなるってことみたいだ。

　でも、それだと走る必要も空を飛ぶ必要もない。餌は一日三食出すし、天敵はいない。

　動物園育ちの動物が、野生を知らないように、人間に育てられたグリ子も能力やせいが退化するんじゃないだろうか。

「ノエラ、グリ子を飛ばす。絶対」

　鬼教官の存在を忘れていた。

　ノエラは狼化がきちんとできる。そういう種族だからだ。

　それがたぶん獣人との一番の違いで、アイデンティティをそこに感じているから、人狼と獣人の混同を嫌っている節がある。

　自分が半分獣だからか、意外とノエラは甘やかさないんだなぁ。

「翼ある。空。飛ぶ。当然！」

　本来できるはずのことが、まだできないから、グリ子にも厳しいようだ。

『も……もちろんです。ぐ、グリ、お空、飛びたい……です……』

　慌てたように、グリ子がばさばさと翼を動かした。

　でも、目が死んでる。ハイライトが消えている。

　よくぞ言った、とノエラがふすーと鼻息を荒くした。

「グリ子さん、頑張ってください……」

　同情したようにミナが翼を撫でると、きゅぅ、と悲しそうにグリ子が鳴いた。







　ピクニックからの帰り道。

「きゅぉー！　きゅぉー！」

　とグリ子が鳴きはじめた。

「どうかしたか？」

『ご主人様、餌場に魔物がいます』

「へっ？　マジで？」

　餌場っていうのは、虫捕り場のことでいいだろう。

　何日かに一回、【昆虫ジェル】を置いて虫を集めていた。

　そのせいか？

「もしかすると……それを餌にしようと思った動物が寄ってきて、その動物を餌にしている魔物が来たんじゃないですか……？」

「ありえる。数はどれくらい？」

「あるじ。ボアタイタン、一体」

「何それ」

「おっきいイノシシの魔物」

「まじかよ」

　恐る恐る近づいていくと、ノエラが言っていた魔物はすぐにわかった。

　鼻を地面につけて、群がる虫をパクパク食べている。

「ギュヒィィィィィイイ！」

　鳴き声を上げると、そばにいた虫を餌にしようとしている小動物たちが一斉に逃げ出した。

　半月状の吊り上がった目は赤く、すえた体臭が風に乗ってこちらにまで漂ってきた。

　あのサイズだと、熊よりも大きいぞ……？

「こんなときにエジルがいれば、一瞬で片がつきそうなのにな」

「レイジさん、どうしましょう。アナベルさんに連絡をしたほうが──」

「……そうだな。ミナは連絡を頼む。おれはここで、【誘引剤】と【忌避剤】を使って森のほうへ誘導できないか試してみる」

「危険じゃあ……」

「大丈夫、大丈夫。一定の距離は絶対に保つから」

　薬を撒きながら森へ誘導。何かあったらグリ子で現場を一時離脱。

「ノエラはミナを乗せて町へ」

「わかた」

　ノエラがすぐに狼化してミナをのせると、町のほうへと駆けていった。

「さて、こっちはこっちで頑張ろうか」

『ご主人様、グリ、お腹空きました』

「……え？」

『食べていいですか？』

「いいけど……。虫のほう？」

『両方です』

　グリ子が獲物を見つめる鋭い目つきをしている──かと思ったら、目の前にステーキを出された子供みたいなクリクリの目をしていた。

「……いいけど、勝てる？　結構デカいぞ？」

『グリはこれでも獰猛なグリフォンです』

　獰猛かどうかは置いといて、食欲旺盛ってことだけはわかるぞ。

「仕方ねえな。おまえにこれを授けよう」

　傭兵団の演武大会のときに作った【ストレンスアップ】を鞄から出した。

　何かあったときのために、持ってきておいてよかった。

『ご主人様、これは？』

「腕力や脚力などの筋力を一時的に増強させるヤベー薬だ」

『や、ヤベー薬……』

「攻撃力が上がると思ってくれ」

『こ、攻撃力が、上がる……っ!?』

　グリ子が目を輝かせながら、翼をばさばさと動かした。

　まだまだ子供だな。こいつ。

　あーん、とクチバシを開いたグリ子の口に、【ストンレスアップ】を流し込んでいく。

『きゅ……？　きゅぅぅ!?　ご主人様、筋肉は正義なのだと、グリは理解しました！』

「覚えておけ、グリ子。──力こそが、パゥワーだ」

『力こそが、パゥワー……！　なんだか強そうです！』

「よし、行ってこい」

『はーい』

　返事がのん気だな。

　あのご飯食べていいよって言われているのと同じ感覚なんだろう。

　グリ子はばさばさと翼を動かしながら、ノエラとの鬼ごっこで鍛えられた脚力で、力強く走る。

　ばさばさばさ。ふわ。どたばた。

　ばさばさばさ。ふわっ。どたばた。

　ばさばさばさ。ふわ──────。どたばた。

　走っては浮いてを繰り返すうちに……浮いている時間が長くなりはじめた。

　おい。まさか……。

　ばさばさばさ。ふわ──────。……ばっさばっさばっさ──。

　と、飛んだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああ!?

『ご、ご主人様ぁぁぁぁぁぁあ！　グリ飛んでますー！』

「すげええええええええええ！」

　背中乗せてもらえばよかった!!

【ストレンスアップ】で筋力を一時的に増強したからだろう。

　脚力で十分なスピードを出して得た速力を、腕力？　翼力？　が増した翼で揚力に変えた。

『グリ、お空飛んでますー！』

　相変わらずのん気だな！

　わーい、とグリ子は空中を蹴るように足を動かしながら、嬉しそうに空を飛んでいる。

『ぐ、グリフォン──!?　い、一体どこから!?』

　あ、ボアタイタンがグリ子に気づいた。

【トランスレイターＤＸ】使用中だから、ボアタイタンの声もわかるな。

　自分で作っておいてあれだけど、めっちゃ便利だな、これ。

『おまえはグリが食べてやります！』

　頭上を旋回しながら、グリ子が脅すとボアタイタンがじりじりと餌場を離れはじめた。

　体格でいうなら、ボアタイタンのほうが一回りは大きい。

　でも、敵に見下ろされているっていうのは、野生の魔物からすると危険を感じるようだ。

『きゅぉぉぉぉぉぉ！』

　大きく叫んでグリ子が急降下をはじめた。

　ぎゅひぃぃぃ──!?

　くるっと背中を向けたボアタイタンが、森のほうへ一直線へと駆けだした。

『あはははは！　待て待てー！　グリのお肉ぅ』

『やめてぇぇぇぇっ』

　陸と空。移動速度は段違いだった。

　ボアタイタンの体にグリがじゃれつくように突進すると、その衝撃で足をもつれさせてボアタイタンが派手に転んだ。

『ご主人様ー？　食べていいですかー？』

「待てぇぇぇぇぇ！　逃げ帰ろうとしてたんだから、もう十分だ。放っておきなさい」

『はーい』

　ぶるぶる、と頭を振ってボアタイタンが体を起こした。

『……ありがとう。ニンゲン……』

　どすどす、と巨体を揺らして、ボアタイタンは森へと姿を消した。

『お肉……』

「うちにまだいっぱいあるだろ？　今日は追い払ったご褒美に肉三倍」

『三倍……！』

　餌場に【忌避剤】を撒いておき、【昆虫ジェル】も撤去しておいた。

　これでもう魔物がここまで出てくるなんてこともないだろう。

　馬蹄の音が聞こえると、颯爽とアナベルさんが到着した。そのすぐあとに狼化したノエラとミナがやってきた。

　そのはるか後ろには、傭兵団と思しき一〇人ほどがこちらへ走ってきていた。

「アナベルさん、これはその……」

「事情は聞いた。……で、こっちに来る途中で、何がどうなって今こうなのか、一部始終も見てたよ」

　機会がなくて、まだちゃんとグリ子のことを言ってはなかったっけ……。

「町のみんなが噂するから、直接は知らなくとも、だいたいのことはアタシも知ってんだ。これが、あんたんとこのペットか」

　きゅぉ、とグリ子が小さく鳴いた。

「誰かを襲うことも、大切にしてる家畜を襲うこともありません。そういうふうに育ててきたんで」

「ボアタイタンを追い払うなんてねぇ。大仕事だと思ったのに、とんだ拍子抜けだよ」

　そう言ってアナベルさんは苦笑した。

「赤いの。あるじの薬、グリ子の声、聞こえる。話せる」

　ノエラも援護してくれた。

「そうなんです。意思疎通ができるので安全ですし、さっきみたいに手強い魔物も追い払ってくれます」

『皆さん、グリのために……』

　うるるる、とグリ子が目を潤ませていた。

　はぁ、とアナベルさんが息をついた。

「別に、禁止だなんて言ってねえだろ？　町の中だとそりゃ困るけどよ。離れてる分には、問題ねえよ。懐いているみたいだし……それに、町のみんなも、成長を楽しみにしてんだ」

　常連さんの他にも、普段来ないお客さんがグリ子目当てでたくさん来た。

　おれたちのグリ子でもあるけど、いつの間にか町のグリフォンにもなっていたらしい。

「だからって、今後は魔物が現れても自分たちで対処しようなんて思うんじゃねえぞ？　そういうのが一番危ねぇんだからな？」

　やれやれ、とアナベルさんはまだ走っている途中の団員たちのもとにむかい、町のほうへ帰っていった。

「よかったですね、グリ子さん、空飛べて」

　グリ子はきゅぉ、きゅぉお、と喜びの声を上げた。

「ノエラ、鍛えた通り」

　うむうむ、と鬼教官も満足そうだった。

　まあ、ドーピングのお陰だけどな。

　それを言うと、また鬼教官による特訓がはじまりそうだったので、今日のところは黙っておこう。







「薬師殿、出来たぞぅ」

　大工のガストンさんにグリ子の小屋を作ってもらい、一週間少々でそれはできあがった。

「きゅ、きゅぉぉ！」

　嬉しそうに翼をばさばささせて、その場でグリ子がくるくると回っている。

　生後そろそろ二か月になろうかというグリ子の体は、ほとんど成体のグリフォンとそん色がない（らしい）サイズに成長していた。

　羽根ももう大人のそれに生え変わっており、グレーだった毛は今や小麦色の綺麗な羽根になっている。

「ガストンさん、ありがとうございます」

「いやいやぁ、いつも薬師殿の薬には助けられておるからのぅ～」

　むにゃむにゃとした口調で言うと、腰をとんとん、と叩いた。

「これ、いつもの……」

「悪いのぅ、薬師殿」

「いえいえ」

　おれは店から持ってきていた薬──エナジーポーションを四本渡した。

　部下である大工さんたち数人にもエナジーポーションをプレゼントする。

　建築費をかなり安くまけてもらったお礼だ。

　家のすぐ裏に小屋は建てられており、その小屋を眺めていると、

「グリ子の家、できてる！」

　ノエラが小屋の完成に気づき、真っ先にやってきた。

「ジジが、トンテンカンってやってた！」

「あれでプロだからな。もっと時間がかかると思ったけど、案外早かった」

「る」

　今では、見上げる位置に顔があるグリ子の胸の毛を撫でた。

「今日からここで暮らすからな？」

「きゅー」

　中は見た目に反してかなり広く、グリ子の他にも馬が二頭は入るだろうとガストンさんは言っていた。

　厩舎とほとんど同じつくりで、柵の上から首を出せば、餌をもらえるようになっている。

「グリ子、こっち」

　ノエラが先導し、グリ子を中に連れていく。

「おぉぉ……」

　やっぱり、馬に近い体格だから、中に入ると収まりがいい。

「きゅぉぉ！」

　グリ子がばっさばっさ、と翼を二度動かすと、敷いてある藁がふわっと舞った。

「翼のことも計算に入れてこの広さなのか」

　さすが、レジェンド大工。

「窮屈じゃなさそうでよかった」

「レイジくーん」

　店番をしているビビがやってきた。

「きゅーちゃんの家できたんだね。ボクもほしいなぁ……通ってばっかりじゃ、遠いもん」

「湖の妖精だろ。ちゃんと森の湖に帰れよ」

「妖精じゃなくて精霊だよ！」

　んもー！　とビビが膨れた。

「違いがわかんねえんだよ」

　今日はエジルもシフトに入っており、キリオドラッグメンバーは勢ぞろいだった。

　というのも、今日は月に一度の在庫整理＆在庫処分の日。

　古くなりはじめた薬を割り引いて販売するため、それを告知したお客さんたちで小さな店の中は賑わっている。

「店はどんな感じ？」

「今は、ミナちゃんとエジルくんがいるから」

　おれを除いた店員で一番安心できるコンビだ。

「きゅーちゃん、お家できてよかったねー！」

「……」

　ぷい、とグリ子はそっぽをむいた。

「あ……また……」

　グリ子の脳内ヒエラルキーでは、ビビを自分よりも下にランク付けしたらしく、おれやノエラ、ミナとは態度がまるで違う。

「きょ、今日は虫さん捕ってきたんだ。食べる？」

　ビビが手の平に載せてそっとグリ子の口元まで持っていく。

「あ。そのやり方だと──」

　グリ子は固く尖ったクチバシで、餌の虫ごとビビの手の平を突いた。

　づんッ！

「痛いぃぃぃ!?」

　おれやノエラが手の平であげるときは、クチバシで拾ってくれるんだけど慣れない相手だとだいたいこうなる。

　先月の鶏サイズのときは、まだマシだったけど、あのクチバシに突かれるとかなり痛いはずだ。

　半泣きになったビビがおれを振り返った。

「……ポーション、レイジくん……」

「割引中のやつなら買っていいぞ」

「しゃ、社員割引とかは……」

「そんなもんねえよ。社員とかじゃなくてバイトだろ」

「そんなぁ……。ボク、無遅刻無欠勤なのにぃ」

「それ関係ねえから」

「きっとボクが精霊だからだ……。もしニンゲンだったら社員割引を使ってあげて、ウチの店はみんな仲が良くてファミリーみたいです、みたいな雰囲気出すんでしょ……？」

　いや、たしかにそういう個人経営の店あるけど。

　こいつの愛読書、バイトの情報誌か何かか？

　やけに具体的だな。

　ネガティブ精霊に、仕方なくおれはポーションを一本あげることにした。

「社割とかないからな。あと、バイトはバイトのままで、社員にはならないから」

「そんなぁ……」

　この話、前もしたぞ。

　ほらほら、と背を押して、おれはビビを店に戻した。

　すると、今度はエジルがやってきた。

　ポーションの瓶をふたつ持っている。

　割引の値札が貼ってあるものだ。

「どうかしたか？」

「先生……余は、ついに手にしました……！」

「何を」

　ずいっと割引ポーションを突き出した。

「お給料を貯めて、ついに……！　余は世界ノエラさんを手中に収める──！」

「給料貯めてって……。おまえが給料日に町であれこれ買い食いして散財するせいだろ？」

　給料日のその日にポーションを買えば、ひと月で手に入れられただろうに。

　何でそれに気づかないんだろう。

「そ、それはその……そうですが」

「る？　ポーション……？」

　あ、ノエラが気づいた。

「ノエラさんんんんんんんんんんん！」

　エジルのテンションが一気に上がった。

　対して、ノエラはひいている。

「余が、お給料で買ったポーションッ！　どうか、受け取ってください……！」

　片膝をついて、そっと二本の瓶を差し出すエジル。

　ちらっとそのポーションを見て、ノエラは渋い顔をした。

「割引ポーション。古い。美味の味……落ちる」

「な、に……!?」

　愕然とエジルがポーションを見つめる。

　おれからすると、それほど大差はないように思う。味が落ちたり効力が落ちたりするわけでもない。

　だがポーション愛好家のノエラには、毎日おれが作り立てのポーションをあげているからか、その新古の差がはっきりとわかるようだ。

「かくなる上は……実力行使で──」

　エジルが近づこうとすると、ノエラがその倍の距離を取る。

「きゅぉぉぉぉ！　きゅぉぉぉ！」

　エジルにグリ子が吠えた。

　序列では、エジルもグリ子の下にいるらしい。

　猛禽類らしい獰猛な目でエジルを睨んだ。

「む。何だグリフォン。この余に歯向かう気か！」

　さすがは魔王。一喝すると、グリ子が首をすくめた。

「きゅ……きゅぉ……」

「グリ子、イジめる、ダメ！」

　その前に立ちふさがるノエラ。

「なぜ余は、嫌われるのか……」

　エジルはがっくし肩を落とし、割引ポーションをその場で呷って、「ぶはーぁ……」と息をついた。

　ポーションなのに、酒みたいに見えるのは気のせいか？

「出直してきます。ノエラさん」

「もう来るな」

　相変わらずストレートなノエラだった。

「グリ子、今日、テスト」

「きゅ、きゅぉ……！」

「テスト？」

「そう。飛ぶテスト」

【ストレンスアップ】の効果が切れたグリ子は、さっぱり飛べなくなってしまい、また特訓の日々が続いていた。

「テストって言うくらいなんだから、飛べるには飛べるのか？」

「そう。でも、ときどき、バランス崩す。地面にドーン。落ちる」

　……まだまだ下手っぴってことか。

【ストレンスアップ】なしだとそんな状態らしい。

　でもノエラが言うには、それを使ったおかげで、グリ子の中で飛ぶっていうイメージが湧いたらしく、ボアタイタンを追い払う前と後では飛行の上達具合が違うのだとか。

　おれは小屋からグリ子を連れ出したノエラについていき、様子を見守ることにした。

　店はすぐそばにあるし、何かあればミナが呼びに来てくれるだろう。

「グリ子、ゴー」

「きゅ！」

　どどっ、どどっ、と足音を鳴らし、巨体を加速させていくグリ子。

　翼を広げて、いよいよ離陸体勢に入った。

　足音が聞こえなくなっても、足を懸命に動かしながら、空中を走った。

　ばさり、ばさり、と翼をはためかせて、どんどん高度を上げていく。

「きゅぉぉぉぉ」

　前に一度見たけど、あれは非常時で仕方なくドーピング……ズルした結果だった。

　二か月ほど前は、生まれたばかりで、よちよち歩きしてときどきこけてたのに。

　……こんなに成長したんだ。

　青空を駆ける姿に、ちょっとだけ感動した。

「るぅぅ……」

　同じ気持ちだったらしいノエラが、隣で目をうるうるさせていた。

「よかったな」

　頭を撫でると、グリ子がおれたちに『グリ、上手に飛んでますー！』とでも言いたげに、何度か短く鳴いた。

「一発で、ちゃんと飛んだ。はじめて」

　ちょっと前は、離陸に失敗したり、飛べても高度が上がらず着地してしまったり、そんな状況が続いていたらしい。

　空を飛ぶグリフォンは、見ていて全然飽きなかった。

「言った通り、ちゃんとお世話したんだな？」

「る」

　グリ子が疲れて着陸するまで、おれたちはずっと気持ちよさそうに飛ぶグリフォンをずっと眺めていた。

《了》










あとがき




　どうも、こんにちは。ケンノジです。




　みなさまのおかげで、ついに４巻目を刊行することができました。ありがとうございます。

　なろう書籍化作品でも、１巻や２巻で終わる作品が増えていく中、４巻目というのは、非常にありがたい限りです。




　しかも本作に至っては、別レーベルで出したあとに、ブレイブ文庫様に拾っていただき、文庫版として再出版。からのコミカライズ。からのアニメ化決定。

　なかなか稀有な作品です。

　あ、今しれっと言いましたが、アニメ化が決定しました。帯にも書いてある通りです。




　アニメ化が、決定、しました。この作品のです。




　買い支えてくださった読者のみなさま、関係者の方々には感謝しきれないほどです。

　アニメ化という大看板を背負って、今後も物語は続いていきますが、今まで通り日常系のゆる～いスローライフをお送りする予定です。




　漫画版３巻も好評発売中です。

　こちらも面白いので、未読の方は是非この機会に読んでみてください！




　ここまで読んで下さりありがとうございました。

　また次巻も是非ご期待ください。




　ケンノジ
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１　ボヤ騒ぎ

２　道具屋とコラボ

３　激闘！　町おこしイベント

４　まろみ

５　キリオドラッグの定休日

６　書き損じの書き直しって面倒

７　駆け出しテイマー

８　そういう用途じゃねえ

９　魚が苦手

10　ちっちゃくなったらやってみたい

11　魔物だって怪我をする

12　リサイクル

13　美味の味を作りたい

14　リクエスト箱と謎の手紙

15　レア素材採取

16　万能薬とお礼












１　ボヤ騒ぎ




「うきゃあ!?」

「るーっ!?」

　店番をしていると、家の中から悲鳴にも似たミナとノエラの声が聞こえた。

　何騒いでんだ、あの二人。

　どたばた、どたばた、と慌ただしく廊下を走る音が聞こえる。

　何かあったのか？

　お客さんは来そうにないし、ちょっと席を外そう。

「おーい、どうした？」

　バケツにいっぱいの水を汲んだノエラに尋ねると、

「ボン。ゴォ！　るー!?　てなった」

　ノエラは擬音とジェスチャーで説明してくれるけど、さっぱり意味がわからん。

　ん？　なんか焦げ臭い？

「の、ノエラさんまだですかー!?」

　珍しくミナも切羽詰まった声を上げていた。

「い、今、行く！」

　バタバタと足音を鳴らすノエラのあとにおれもついていくと、やってきたキッチンで、ミナが右往左往していた。

　フライパンが、轟々と燃え盛っていた。

「うぎゃああああ!?　か、火事だ──ッ!?」

　こんなときはたしか──。

「ミナ、蓋、蓋を！」

「は、はいいいい！」

　テンパりながらもミナが、えい、とフライパンに蓋をする。炎をフライパンの中に閉じ込めた。

　おそるおそるフライパンを見ると、中の炎はいつの間にか鎮火していた。

「はぁぁ。びっくりした。もう大丈夫みたいだ」

「び、びっくりしました……」

　へなへな、とミナが座り込んだ。

「な、なんで？　何があって、ああなったの？」

「ノエラさんがお昼ご飯を作ろうとはりきってくれたんですけど……」

　なるほどな。ミナが火の扱いを間違えるとは思えないから、原因はノエラだったか。

「油少々って言ったんですけど」

　目を離したすきに、ノエラはマシマシの油を投入し最大火力でイグニッション。油が何かの弾みで火の生活石に跳ねてああなったらしい。

「ノエラ、ビビった」

「おれもだよ」

　けど、大事がなくてよかった。

「ミナの言うことちゃんと聞かないから」

「るう……あるじ、ミナ、ごめんなさい」

　悪気があったわけじゃないのはわかってるけど、きちんと言っておかないといけないだろう。

「ノエラ、もしあれが鎮火できてなかったら、店も何もかも全部燃えたんだぞ？」

「るっ……!?」

「今度は気をつけるように」

「わかた……ノエラ、もうイグニらない」

　しょぼん、と本格的にヘコんでしまった。

　怒られたり注意されたりしたからじゃなく、店が燃えたかもってあたりが、かなり効いたらしい。

「わたしもノエラさんから少し目を離してしまったので、悪いのはノエラさんだけじゃないですよ」

　と、ミナが優しくフォローする。

　とぼとぼ、と肩を落としたノエラがリビングのほうへ去っていく。

　ううん……わざとじゃないのは知ってるから、なんとも言えなくなるな……。でも、もしものことがあったらいけないから、多少大げさでもきちんと教えておく必要がある。

　コンロ──っておれが勝手に呼んでいるこの世界の調理器具は、現代のものと違って、安全性はさほど配慮されていない。

　コンロと火の生活石があるおかげで簡単に火をつけられるのはありがたいけど、火力調整は慣れてないと難しい。

　町の警備を担当している赤猫団も、時期によっては消防活動のほうが多いこともあるくらいだ。

「今日は、うさぎ亭のお弁当を買ってきましょうか」

　重くなった空気を払拭するようにミナが明るく言うと、財布と買い物かごを手にしてキッチンをあとにした。

「火事にさせない、か……」

　あ。そうか。作れるぞ、薬。

　ノエラに、イグニらない、なんてもう言わせない新薬を作ろう。

　リビングに顔を出すと、ノエラはソファの上で尻尾を抱いて丸くなっていた。

「ノエラ、店番ちょっと頼んでいいか」

「ノエラ、店、黒焦げにするところだった……ノエラは、もう、ダメ……」

　いつも根拠のない自信に満ちているノエラが、半泣きですさまじくネガティブになってる。

「店番は燃える要素ないから安心しろ」

「わかた」

　立ち上がったノエラの頭を撫でて、店のカウンターまで送り出す。ついでにポーション一本作ってやろう。

　創薬室に入ると、『創薬スキル』に従い素材を揃えていく。うちにある材料だけで創薬は可能らしい。揃った材料と手順を踏んで、成分を抽出した容器を振る。

　ホワン、と淡く容器が光って、新薬ができた。




【ノットファイア：塗るだけで防炎加工！　物を燃えにくくし火災を未然に防ぐ】




　よし、これを火元になりそうなところに塗っておけば、火事は起こりにくくなるはずだ。

　容器と塗るためのハケを持ってキッチンへむかい、さっきの現場であるコンロの周囲に塗っておく。

　とぺとぺ、とぺとぺ。

「うん。これなら予想外の出火があっても火事にはならないぞ」

　じーと視線を感じて振り向くと、ノエラがいた。

「あるじ、何してる」

「ああ、これを塗っておけば、燃えないんだ」

「る！　あるじ、すごい！」

　だろ？　とドヤ顔をすると、試しに紙に塗ってコンロにのせた。

「普通、これでイグニるとどうなると思う？」

「ゲットファイア」

「そう。──でも【ノットファイア】を塗っていると……？」

　つまみを回し、火をつける。生活石が赤く光り、吹き出し口から円状に小さな炎がいくつも飛び出た。

「る──!?　燃え……燃え……る？」

　目をそらしたノエラが、視線を戻す。

　コンロの上においた紙は、炙られているにもかかわらず燃えることはなかった。さすがに変色はしているけど。

「るー!?　燃えてない！　あるじ、それ、いっぱい作る！」

「え？　ああ、まあそのつもりだったけど」

　ノエラに急かされ、大量に作ると、容器とハケを持ったノエラが、家や店のそこらじゅうに【ノットファイア】を塗りはじめた。

「愛いヤツめ」

　ここが燃えるっていうのが想像でも怖かったらしい。

　さて。町の警備担当兼消防活動もする傭兵団に新薬を届けることにしよう。

　傭兵団の屯所にいき、団長のアナベルさんを呼び出した。

「な、なんだよ、薬屋……なんの用だよ」

　ポニーテールの赤い髪の毛を、指でくるりん、といじるアナベルさん。

「これ、使ってみてください」

　怪訝そうにするアナベルさんに、使い方を説明し、団員たちも揃った中で試してみせると──。

「「「「おぉぉぉぉ──っ!?」」」」

　と、野太い歓声が上がった。

「こ、これなら、火事も減る」

「もしそうなっても、消火活動は怖くねえ！」

「……これ、火炎魔法も効かないんじゃ」

　魔法はさすがにどうだろう。攻撃は想定してないからなぁ。

「火事から町民を守るヒーローになれる！」

　うぉぉ！　と団員たちのテンションは最高潮に達し、【ノットファイア】を防具にさっそく塗りはじめた。







　店を閉めると、今日の夕食はノエラが作っていた。もちろんミナ監修のもと。失敗を教訓にして注意しているのと、俺の【ノットファイア】を塗った安心感があったようで、いつもの調子を取り戻した。

「ノエラ、これでたくさんイグニれる」

「たくさんはやめておこうな？　ほどほどに」

「る。任せろ」

　ふんす、とノエラは鼻息を荒くした。







【ノットファイア】は、防火用品として飛ぶように売れた。赤猫団の噂を聞いた他の傭兵、兵士、冒険者たちも買い求め、店の常備商品となった。

　こうして、様々な人に用いられるようになったのだった。

　その結果──。

「先生、最近前線の士官たちからニンゲンどもが知恵をつけ、火炎魔法の効きが非常に悪くなったと報告があったのです。先生のような傑物が、他にいるのですね」

　侮りがたし、と小難しい顔でエジルは言っていた。

　……こ、心あたりめっちゃある！










２　道具屋とコラボ




　金の亡者こと、ポーラが今日も「やあやあ、いらっしゃったよー」と店へやってきた。

「お待たせレーくん、打ち合わせしようー」

「へいへい。ポーラんとこは暇だからいいかもだけど、こっちは結構やることあるんだからな？」

「何をー！　レーくん、本当のことを言っちゃいけないって教わらなかったのー？」

　ブーブー、とポーラは不満げに唇を尖らせた。

　暇っていう自覚あったのかよ。

「ポーラさん、いらっしゃいませ」

　ニコニコとミナがポーラに茶菓子とお茶を出そうとする。

「いいよ、出さなくても。ポーラのせいでお菓子がなくなったって、ノエラが不満タラタラなんだから」

　ノエラが柱の陰から、ミナが運んできたお菓子をうらやましそうにじっと見ている。

「ノエラちゃん、ごめんね。お姉さん、糖分を摂取しないと力が出ないタチでさ」

　運ばれたクッキーをぱくりと食べる。

　ノエラが食べたくて震えていた。

　おれの分、あとでわけてあげよう。

「最近よくいらっしゃいますけど、なんのお話をされているんですか？　打ち合わせっておっしゃいましたけど」

【ノットファイア】を作ったあと、ふと、用途は違うけど同系統の新薬が作れることを思いついた。現代でも必ずあるアレだ。

「レーくんと内緒話。いいっしょ？」

　ニコっとミナは笑うけど、どこか影のある笑顔だった。

　おい、ポーラ、変な煽り方するのやめろ。

「悪いな、ミナ。形になるまで、もうちょっと待ってくれ」

「この前のように、何かを作るんですね！」

「ま、そういうことだ」

　以前、回転式冷却器をポーラと一緒に作ったことを思い出したおれは、さっそく相談してみたところ……。

『うはっ。それやばいって。絶対売れるよ！　アイディアの鬼かよ！』

　と、まあ絶賛されたわけだ。

　そうして、打ち合わせ兼暇つぶしとして、ポーラはほぼ毎日店へとやってくるようになったのだ。

　メモ用紙を前に、おれとポーラは額を突き合わせて話をする。

「だから、シコシコしてビュッとやるわけでしょ？」

「語弊しか生まない言い方ヤメロ。でも、ビュッ、じゃなくてブシャー！　って感じで──」

「ああ、ふむふむ……。職人さんに訊いてみないとだけど、難しそうだなぁ……」

　眉根を寄せたポーラは、羽根ペンの羽根で鼻をくすぐる。

　学校やビル、商業施設には必ず置いてあるアレは、この世界で完全に再現するのは難しいようだ。

　一家にひとつあれば、万が一火事が起きても燃え広がりを防ぐことができるはず。……なんだけど、同じようにするには一筋縄じゃいかないらしい。

「風の生活石も余りまくりだし、でも古くなったら効果が薄れるし、困っててさ。レーくん、買わない？　定価で」

「友達価格で安くしようって配慮はねえのかよ」

　あるわけないじゃーん、とポーラは楽しげにけらけらと笑った。

　風の生活石、か……。

「なあポーラ。それってもしかして、こうできるんじゃ──」

　アレがああなって、コレがこうなって──と、おれはメモ用紙にさらさら、と書いてみる。

「で、できそう！　ちょ、ちょっと訊いてくる！」

　目がコインになった金の亡者は、席を立って走って店から出ていった。

　お金のにおいがすると、ポーラの推進力は何倍にもなるようだ。

　手をつけなかったクッキーをノエラにあげる。サクサクと食べはじめた。

「あるじ、何作る？」

　クッキーのカスを口の横につけたノエラが訊いてきた。

「火事になっても、被害を抑える薬と道具をちょっとな」

「る？　この前の【ノットファイア】、火事ならない」

「そうなんだけど、万が一に備えるものなんだ」

「るるる？」

　と、ノエラは首をかしげた。

　ポーラは手応えがあったようなので、おれも中身を作るとしよう。

　創薬室に入ると、興味津々の様子でノエラもやってきた。

　クッキーのお礼か、手伝ってくれるノエラと一緒に、新薬を開発する。

　あれがあれば、もう火事に神経質にならなくていい……。

　仕上げに瓶を振って、出来上がり。




【消火液：火災時、水以上の消化力を発揮する液体】




「あるじ、これ何」

「これは、火を消すための薬だ」

「水？」

　興味津々の様子で、瓶の中に入っている白く濁った液体を見つめるノエラ。

「ううん。水よりその効果が高いんだよ」

「る。水より、強い」

　でも、これだけじゃ、実際火事が起きたら大して役に立てない。というわけで、これを噴射するものがどうしても必要だったのだ。

　好奇心たっぷりのノエラは、瓶の蓋を開けてにおいを嗅いでいる。

　いいにおいはしないと思うぞ？

「る？　いいにおい？」

「あ。ほんとだ。キッチンのほうから、甘い香りが」

　と、思っていると、創薬室の扉が開いた。

「ノエラさーん、レイジさーん、クッキーを焼きました！」

　ミナがクッキーを入れたバスケットを手にやってきた。

【消火液】を手に出していたノエラが、つんつん、と触っている。

「れ、れ、レイジさんっ！　のののののの、ノエラさんになんてものを触らせてるんですかっ！」

「なんてものって……新薬の【消火液】だけど」

「さてはエッチなお汁を──、へ……？」

　きょとんとしたミナに、ノエラが説明してくれた。

「ミナ、これ、水より強い」

「おいミナ、とんでもない勘違いしてくれたな？」

「ち、違いますー！　してないです！　わ、わかってましたよ、わたしは。ええ、わかってましたとも」

　慌てて誤魔化すミナだった。

「ミナ、クッキー」

　焼き立てクッキーのカツアゲをノエラがはじめた。

「手を洗ってください。でないと、あげませんから」

「る！　わかた。すぐ洗ってくる──」

　ビュン、とノエラが出ていった。

「【消火液】ですか、そうですか、なるほど～」

　とか言いながらミナが逃げようとする。

「ミナって結構むっつりだよな？」

「ち、違いますー！」

　はぅぅ、とミナも創薬室を出ていった。

　やれやれ、とため息をついたおれは、焼き立てクッキーを食べるべく、手を洗うことにした。







　──この数日後、しばらくぶりにポーラが顔を出した。

「レーくん、試作一号ができたよ！」

　軽くて丈夫な材質でできたそれは、液を貯めるタンクがあり、発射させるための引き鉄があり、発射口が先端にある銃身らしきものがついていた。

　簡単にいうと、ほとんど水鉄砲だった。

「シコシコ、ビュってできるから！」

「その言い方やめろ！」







　ポーラが職人に作らせた水鉄砲に、おれが作った【消火液】を入れる。

「相談した結果、パターン２なら大丈夫そうってことで作ってもらったよ」

　と、タンクに液を注ぐおれにポーラは説明してくれた。

　おれが提案したのはふたつ。

　現代にある消火器そのままの機能を備えた噴射ノズルつきのタンク。もう一個が水鉄砲式の噴射機だ。後者がパターン２。

「レイジさん、また不思議なものを作ってもらったんですね？」

「うん。これを一家にひとつ置いておけば、万が一【ノットファイア】で防げなかった火事も早々に鎮火することができるんだ」

　はえ～、と口を半開きにしているミナのそばで、水鉄砲のフォルムがノエラの好奇心をくすぐりまくったらしく、準備をしているおれを、ノエラはそわそわしたように尻尾を振っている。

「あるじ、う、撃つ……？　それ、撃つ？」

　ノエラはキラッッキラに目を光らせていた。

「撃つんだけど……遊びでやるもんじゃないからな？」

　星が飛びそうなほど爛々に目を輝かせたノエラに、おれの言葉はまるで届いていなかった。

　わっさわっさ、と尻尾を振って、おれの手元だけを見つめている。

　液を注入し、タンク内の空気圧を高めるために、銃身下の持ち手をシャコシャコと何度も動かす。引き鉄に指をかけると、さっきよりもずいぶん硬くなった。

　発射口に小さな風の生活石が散りばめられている。

「これって」

「レーくん、気づいた？　魔力をほんの少し流すと、銃身から魔力が流れるようになってて、それが生活石に反応。それにより、弾速がかなり速くなったんだ」

「おぉ……！」

　弾速がかなり速くなった──この言葉だけでおれもわくわくしてきた。

　それはノエラも同じらしく……。わさわさわさわさ──と、尻尾の振りがさらに速くなっている。

「ちょっと実演してみるか」

　まだ【消火液】の効力を試してないしな。

　それに、早く一発撃ってみたい……！

　小さな庭に【ノットファイア】を塗った木箱を用意し、その中に燃えるゴミを入れる。

「ノエラ、いいぞ」

「ファイア」

　ノエラが火の生活石で火の粉を飛ばすと、ゴミが木箱の中で燃えはじめた。

「じゃあ、僭越ながら、試射を」

　見守る三人に一礼すると、しかつめらしい表情で三人も返礼する。

　銃身を左手で支えて魔力を流し、木箱の中の炎に狙いを定める。

「ターゲット、ロック」

　硬くなったトリガーを思いきり引いた。

「いっけえええええええ！」

　ビシュン！

　発射口から放たれた【消火液】は、生活石の追い風を受けて真っ直ぐに木箱の中へ飛び込んだ。

　ボフォォォォウ……。

　木箱からチロチロと覗いた炎は、すぐに見えなくなった。

「や、やったか……!?」

　言いたかったセリフを言いまくったおれは、すでに満足感しかなかった。

「レイジさん、楽しそうですね」

「る。あるじ、楽しそう……っ」

「レーくん、テンション高いね」

　木箱の中を見てみると、発射した指先ほどの【消火液】は、着弾部分から広がって出火箇所の八割を消火していた。

「す、すげぇぇぇぇぇえ！」

　みんなもどれどれ、と木箱を覗く。

「本当に一瞬で消えちゃってます！」

「あるじ、あるじ、次ノエラ、次ノエラ！」

「一号機は成功だね」

　驚くミナに、発射機を奪おうとするノエラに、満足げにうなずくポーラ。

　三者三様のリアクションだった。

「レーくん、名前、何にしよっか？」

　ニヤリとポーラが笑う。

　ううん、と考えている隙に、シュバッとノエラが発射機をひったくって、シャコシャコしはじめた。

　そうだ、名前は大事だ。こんな兵器（違う）には、それなりの名前がないと。

「消火器じゃダメなんですか？」

　と、ミナが直球の名前をつける。

「これは消火器じゃないんだよ。ミナ」

　その名前だと、現代の赤いあれが真っ先に浮かんでくるからなしだ。

「だよねぇ。わかるわぁ」

　ポーラもおれに同意する。

　このロマンがミナにはさっぱりわからないらしく首をかしげていた。

「ねね、レーくん。イレイザー、なんてどう？」

「うぉぉ……い、いい……っ！」

「決まりだ。イレイザー……イレイザー……」

　噛みしめるように繰り返すポーラに、おれもあとを続けた。

「イレイザー、試作一号機……」

　口にするだけでどうしてこんなに胸躍るんだろう。

　目が合ったおれとポーラはハイタッチした。よくわからないノリだった。

　少し離れたところでは、ノエラが木箱に照準を合わせていた。

「撃つ！」

　ノエラが声と同時にトリガーを引き絞る。

　ビシュン！　と【消火液】が木箱に放たれ、側面に直撃した。

「るー！」

　的に当たったのが嬉しかったのか、またシャコシャコと次弾の装填をはじめた。

「ノエラさん、わたしもいいですか？」

「ダメ。まだ、ノエラの番」

　あいつ、撃ち尽くすまで遊ぶつもりだ。

「これは、これはイケる……！」

　ぐふふ、と笑ったポーラは、「じゃあね」と去っていった。

　おれがアイディアを出したとはいえ、よくあんなものを作ってくれたな。職人さんに感謝しなくちゃ。

　タンクが空になるまで撃ったノエラのあとに、ミナが使ったけど、困ることや不便なことは何もないようだった。

　あれなら使い方は簡単だし、よっぽどテンパらない限りはすぐに撃てるはずだ。

「あ。ポーラにイレイザーをもっと増やすように言っておかないと……」

　急ぐものでもないし、また今度来たときでいいか。

　消防活動もする赤猫団のところに、イレイザーと残りの【消火液】を持っていくとしよう。

「おーい、グリ子ー？」

　そばに立っている厩舎の魔物を呼ぶと、座っていたグリ子が立ち上がった。

「出かけるから乗せてくれ」

「きゅお！　きゅぉぉ！」

【トランスレイターＤＸ】を使ってないので、何をしゃべっているかわからないけど、嬉しそうな雰囲気だった。

　厩舎から出して背に乗って、今日は巡回警備中らしいアナベルさんを捜すことにした。

　町のそばにやってくると、ちびっ子たちが集まってきた。

「グリちゃん！」

「グリちゃんだ」

「きゅぉう？」

　最近立派になった体毛をちびっ子たちがモフモフと触る。ノエラには負けるけど、なかなかのモフモフ具合だから気持ちはよくわかる。

「おい、薬屋。魔物を散歩か？」

　捜す手間が省けた。

　アナベルさんは、部下の団員三人を連れていて、四人で巡回中だったらしい。

　グリ子は目立つから、こっちの居場所はすぐにわかったんだろう。

「はい。散歩はついでで、これをアナベルさんに」

　おれはグリ子から下りて、イレイザーと【消火液】を手渡した。

「ん？　なんだこれ」

「前回のは火事にさせない薬でしたけど、今回のこれは火事になったときに使うもので──」

　効果と発射機のイレイザーと一緒に使うことを説明した。

　イレイザーの話を聞いてアナベルさん以外がときめいていた。

「ふうん。この発射機がねえとダメなんだな」

「なくても、液体自体の効果は変わらないですよ」

「……じゃあ、これを瓶ごと火元に投げればいいのか」

　……。

「へえ、便利だな。投げるだけで火が消えるなんて」

「アナベルさん、違わないんですけど違うんですよ」

「あん？」

「投げるにしても、外しちゃうとそれっきりになるじゃないですか」

　と、おれは正論を装った反論を言ってみる。

「姐さんは、わかってませんぜ」

「ああ、その通りだ。姐さん、それじゃあ情緒がねえんでさぁ」

　団員たちの援護射撃があった。

「消火活動に情緒なんて要らねえよ。遊びじゃねえんだから」

　その通りすぎて、誰も何も言えなくなった。

「けどまあ、薬屋にも一理ある。焦って投げて火元を外しちまうとオシマイってのも困るし、老人やチビどもみたいに、上手く投げられないってやつもいるだろうしな。アタシらがこのナンタラに使い慣れてりゃ、それでいいってことか……」

　ふむふむ、とイレイザーをためつすがめつ見つめるアナベルさん。

「こいつを使う練習もやっておくよ」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

「そんじゃ、アタシらは仕事に戻るよ。じゃあな」

　アナベルさんは、指をかけたままのイレイザーをくるりと回してベルトに差した。

　え、何あれ。カッコよ。おれもあれの練習しよ。

　店に帰ると、ノエラにイレイザーを求められた。

「あるじ、イレイザーどこ」

「アナベルさんに渡したよ。消火活動で使うし」

「るー!?」

　おれが戻ってきたらまた遊べると思っていたノエラが、すさまじくショックを受けていた。










３　激闘！　町おこしイベント




　ポーラが、「グリちゃんと一緒に店まで来てね」と言うので、言われた通りグリ子に乗ってポーラの道具屋までやってくると、店先にはシートをかけられた荷車が置いてあった。

　何を積んでるのか、山みたいにこんもりしている。

「おーい、ポーラ？　来たぞー？」

　中を覗くと、ポーラが外に出てくるところだった。

「おっそいよ、レーくん。お姉さん待ちくたびれて餓死するかと思ったよ」

「そんな待ってないだろうが」

　呆れたようにおれは半目になると、気になったことを尋ねた。

「グリ子を連れてこさせて、なんの用？」

　きゅぉ？　とグリ子も首をかしげる。

　質問には答えず、むふふふ、と笑うポーラは怪しく眼鏡を光らせた。

「これを見よ！」

　シートに手をかけたポーラが、景気よくバサッと取り払う。

　そこには、見上げるほどたくさんのイレイザーがあった。

「い、いっぱいあるー!?」

「きゅ、きゅ、きゅぉー!?」

　おれたちが仰天していると、ポーラが高笑いをはじめた。

「ナハハハハ！　このイレイザーを町のみんなに売るんだ。そしたら、どうなると思う？」

「火事の被害が減る」

　消火器だからな、イレイザーは。

「ちっがう！」

「何がだよ。合ってるだろ」

「一家に一丁これがあれば──町をあげての町おこしイベントができるっっっ！」

　めちゃくちゃ力強く言われた。

　そんなことかよ。

　タンクの中身を【消火液】からただの水に代えても使用できるだろうけど、それじゃまんま水鉄砲だ。

「……」

　けど、面白そうだな、それ。

「ねー、ねー、レーくんレーくん、いいでしょぉ？」

　媚びるような猫なで声でポーラは言う。

「一丁一万リンでさぁ～。売ろうよぉ～」

　高っ。

「さすがにそれはちょっと……」

　おれが難色を示すと、今度はうつむいて震え出した。

「こ、これをきちんと売り切らないと、ゲロヤバイんだよ……。職人さんにボロ儲けできるからって焚きつけてたくさん作らせて……そもそもこの材料費はウチが方々から借りてるんだ。やらないなんて選択肢はないよ。そう、破滅するんだ。もうあとには引けない……！」

　目が血走ってて怖ぇ。

　消火器だと思えば、一万リンは安い？　ような気もする。ただオモチャの水鉄砲だと考えるなら、もちろん高い。

「レーくん、人助けだと思って！　ね？」

「……しょうがねえな」

「イッエーイ！　レーくん愛してるぜ！」

　はいはい、とおれはポーラの軽口を流す。

「使い方の説明や、実際試しに使って練習する必要はあるだろうし、サバゲーのイベントみたいにしても面白いかもな」

　サバゲ？　と首をかしげるポーラに、おれはなんでもないと言った。

「そうとなれば、領主サマを抱きこんでイベントのお金を出させよう」

「もうちょい言い方ねえのかよ」

　その通りなんだろうけど。

「細かい準備はしておくからさ、領主サマにイベントのプレゼン、よろしくね！」

　おれに丸投げしたポーラは、中に入りバタン、と店の扉を閉めてしまった。

「それでグリ子を連れてこいって言ったのか」

「きゅきゅ」

　おれが手を上げると、その手の平を迎えに行くようにグリ子が下げた頭をくっつけて動かす。セルフなでなでだ。

　専用の馬具が用意されていたので、それをグリ子に装備させて荷車を領主の屋敷まで運ぶことにした。







「レイジ様ですわぁ！　どうしたんですの？」

　屋敷からおれとグリ子が見えたエレインは、真っ先に屋敷の門から飛び出してきた。

「ちょうどいい。お父さんのバルガス伯爵に話があって」

　そこまで言うと、ズキュウン、と胸を何かに射抜かれたように、エレインは胸を押さえた。

「つ、ついに……お父様にわたくしとの婚姻の申し出を……!?　これは、その持参金……！」

　違うぞ、エレイン。これはただの消火道具兼遊び道具だ。お金にしちゃあ山盛り過ぎるだろう。

「だ、誰か」

　パンパン、とエレインが手を鳴らすと、メイドさんが駆けつけた。モジモジしながらエレインは事の次第をメイドに伝える。

「まあ。お嬢様、おめでとうございます」

「どうしましょう……本当に……嘘みたいですわぁぁぁぁ！」

　頬を染めるエレイン。どうしよう。勘違いなのに。

　おれに一礼したメイドさんは、屋敷へ小走りで戻っていった。

「あ、あの、ちょっと──！」

「レイジ様、応接室までわたくしがご案内いたしますわ」

　山盛りの持参金ことイレイザーの荷車とグリ子は、中庭で一旦ステイ。

　大仰な扉から中に入り、こちらですわ、と先を進むエレインに従い、応接室にやってくる。

　顔を火照らせたエレインが、おれの隣に座った。

　しばらく待っていると、カツカツ、という足音とともにバルガス夫妻がやってきた。

「ついに……ついにこの日が来てしまったか……」

　バルガス伯爵は血涙を流していた。

「あなた。エレインの幸せを祈ってあげるのが親でしょう？」

「う、うむ。そうだな」

　ズビビビ、と鼻をすすったバルガス伯爵。

　向かいに夫妻が座ると、おれは用件を切り出した。

「……うん？　婚姻の申し出ではないのかね」

「エレイン……さんの早とちりでして」

　おれが苦笑すると、エレインは恥ずかしそうに顔を赤くした。

「れ……れ、レイジ様のいけず────！」

　叫んだエレインは応接室を飛び出していった。

　いや、いけずとかじゃなくてだな。

　ぶはぁ、とバルガス伯爵は大きく息を吐き出した。

「びっくりしたぁ……寿命がなくなったと思ったぞ」

　エレイン結婚したら死んじゃうのかよ。

　誤解を解いたので、改めておれはイレイザーと町おこしイベントについてのプレゼンをはじめた。

「それが、そのブツかね」

「はい」

　おれは持ってきていた一丁をローテーブルに置いて、すっと押し出す。バルガス伯爵はそれを手にすると、宝石商のようにためつすがめつ見つめた。

「引き金を引くだけで【消火液】が射出され、火を消せます。万が一に備えるために、消火訓練といいますか、町のみんなで一度練習も兼ねて大会をしてしまおうという考えです」

「災難に備えるというのは、素晴らしいことだわ」

　ぱちん、とフラム夫人が手を合わせ、バルガス伯爵は、うむとうなずいた。

「領地の他の町でも、それを広めたほうがいいだろう」

　聞いた話では、バルガス家の領地は田舎町や村がほとんど。

　火事が起きたときは、水の生活石じゃ水量が足りないので、井戸や川から汲んだ水を住民たちがバケツリレー。水属性が得意な魔法使いがいれば被害は抑えられるけど、田舎に常駐することはないし、田舎町には余程のことがないかぎりやってこない。

　誰がどのように作っているのか、おれがイチから説明すると、

「火事を未然に防いだり、被害を抑えられるのであれば、バルガス家が先頭に立ち支援すべきであろう」

　火事に対する備えなんて誰もしてこなかったわけだから、この案にはかなり乗り気だった。

「住民の防災意識を高め、その訓練をし、それを祭りのように扱う、か……いい考えではないか」

　かなり好意的に受け取ってくれた。

「予算を出そうではないか」

「ありがとうございます！」

　がっちりとおれとバルガス伯爵は握手をした。

「……レイジ殿……私も、ちょびっと参加したいのだが」

「そういうことでしたか」

　合点がいった。

「仕方なく、そう、仕方なぁ～く参加する、という体で……どうかひとつ」

　領主だから大手を振って参加するのは、体裁がよろしくないらしい。

　ニヤリ、とおれは笑う。

「わかりました。伯爵は、イヤイヤ参加する、ということで」

　バルガス伯爵も、ニヤリと笑い返した。

「ああ。その通り。……面白くなりそうではないか」

「ええ。まったくです」

　少年の心を持つ者が、心躍らないはずがないのだった。







　バルガス伯爵がイレイザーを使った町おこしイベントに好意的だったので、イベントの打ち合わせはスムーズに進んでいった。

　場所はおれの家。

　メンバーは、おれとポーラ、あと警備指揮のアナベルさん、雑貨屋のアルフさん、うさぎ亭のレナが中心となった。加えて、バルガス家執事のレーンさん。この老紳士が話し合った結果を報告するようだ。

「いやしかし、レーくん、領主サマ、めちゃくちゃはりきってんね。予算出しすぎじゃね？」

　シシシ、とポーラが笑う。

「ポーラちゃん、運営費に警備費用、そういうのを考えたら、意外とちょうどいいかもしれないぞ？」

　アルフさんがうむむ、と唸ると、老紳士のレーンさんが言う。

「足りなければ、主に申告いたしましょうか」

「いやいや、多すぎてもあれなんで、とりあえずは大丈夫ですよ」

　多すぎても困る。悪だくみしたり変なところにお金をかけそうな眼鏡のお姉さんがいるし。

「そんなことよりも。名前どうするの？」

　レナが言うと、それもそうか、とみんなが黙る。

「なもん、決まってんだろ。カルタ・バトルロワイヤル祭り──これで決まりだろ」

　アナベルさんが言う。

　バトルロワイヤルで祭りってハチャメチャなネーミングだな。

　かといって、他に代案が出せるのかといえば、おれはそうじゃなかった。

　それはみんな同じだったみたいで、アナベルさんの案で決まりとなった。

「バトルロワイヤル……祭り……」

　盗み聞きしていたノエラがときめいている。

「一旦、これで話を進めましょうか」

　と、おれが話をまとめ、打ち合わせは解散となった。

　名前も決まったし、内容もほぼ決まり。あとは順次進めていくだけでよさそうだ。

　いよいよ商店街の商工会じみてきたな……。

　商工会のおっちゃんたちなら、このあと飲みに行ったりその場で酒盛りしたりするんだろうな。

　祭りのあとは【消火液】が売れるだろうから、在庫ストックを作っておくか。

　こうして、各々準備を進めることになった。







　二週間後。

　町の広場に運営本部を設置すると、参加者が続々と集まってきた。

「では、チーム名をお願いします。もしイレイザーがないようでしたら、隣の道具屋さんのブースで買うことができますので──」

　ミナがテキパキと参加希望者に案内をしていく。

　いや、ほんと、連れてきてよかった。

「二丁ですね～。毎度ありッ！」

　ポーラがほくほく顔で接客とイレイザーの説明をして、またさらに売りさばいている。

「ノエラが、こう！　あるじは、こう！」

　後ろで、ノエラがシミュレーションを忙しくしている。

　おれたちは、『キリオドラッグ』として参加登録をしていた。

　メンバーは、おれ、ノエラ、ビビの三人。マックスで四人までメンバーに入れることができ、ソロでの参加も可能だ。

「ノエラちゃん、ボク怖いよ。どうしてこんなことするのさ」

　心配そうなビビが手にしたイレイザーを見つめている。

「ヒトには、戦わなければならないときがある」

　遠くを見ながら、名言っぽく言うノエラ。ノエラもビビも、種族でいうと人間じゃないけどな。

　本当は、おれも出るつもりはなかったけど、ノエラが一緒にと駄々をこねたのだ。

「なあ。やっぱ、ビビと出たほうが楽しいんじゃないか？」

　プルプル、とノエラは首を振った。

「あるじ、ノエラと出る！　ノエラ、あるじを男にする！」

　変な意味に聞こえるからやめてほしい。優勝するって意味なんだろうけど、そんな言い回しどこで覚えた。

「女ッ、余もエントリーだ」

　聞き慣れた声に受付を振り返ると、イレイザーを手にしたエジルがいた。

　今日は休みって言ったのに……ん？　今、エントリーって。

「チーム名はどうします？」

「決まっている。『チーム魔王』だ！」

　まんまかよ。

「登録メンバーをこちらに書いてください」

「魔王は、世界でただ一人、余だけだ！」

「はい、ソロで参加っと」

　一人かよ。

　ミナも適当に流すのが上手くなったな。全然ツッコまねえ。

「先生、余も参加します。何卒お手柔らかに」

「こっちこそよろしくな。あ、魔法禁止だからな？」

「わかっています。──ノエラさんんんんんんんんん！」

「る？」

「余はソロでの参加……他の参加者に比べ圧倒的不利！　だが、魔王に不可能はないということを、証明してみせましょう！」

　ばさっとマントを広げてみせ、キメ顔をするエジル。

「余が優勝したら……いや、ラスト一〇組に残ったら──」

　いきなり自分からハードル下げるなよ。不可能はないんだろ？　おれは苦笑しながらエジルが何を言い出すのかを待つと、

「余とデートしてくださいいいいいいいいいいい！」

　まあなんとなく想像ついたけど。

「嫌」

「ラスト一〇組です！　余、ソロ参加で圧倒的不利なのでそのへんを考慮いただけると」

「無理」

　つーん、とノエラは取り付く島もない。

「それでこそ余が見初めたノエラさん……これがデレる前触れか……!?」

　ノエラに対しては相変わらずポジティブだな、この魔王。

「ノエラさん、次に会うときは戦場です」

「望むところ」

　ノエラも受けて立った。

「覚悟をしておいてください。──ふーはっはっはっは！」

　ばさりとマントを翻し、エジルは去っていった。

　入れ替わりに、領主親子がやってきた。

「エレイン……私は暇ではないというのに……どうして市井のイベントごとに参加せねばならないのだ。いやぁ、困った困った、いやー、エレインがそこまで言うのなら仕方があるまいなー？」

　予防戦張りまくりのバルガス伯爵に対して、エレインは不満げだった。

「わたくし、お父様と出たいと言った覚えはないのですけれど？　本当は、わたくしノエラさんやレイジさんと……」

　ミナと挨拶をして登録を進めていく。

「レイジ殿」

「ここまでよくお越しくださいました」

「なに。エレインがどぉーーーしてもと言うのでな」

　バルガス伯爵は事情を知っているおれにもその体で行くつもりらしい。

「レイジ様。御機嫌よう」

「はい、御機嫌よう。……うちも出るんだ。『キリオドラッグ』として。空きが一人あるから、エレインも入るか？」

「よ、よろしいんですの？」

　バルガス伯爵が出たいだけなのに、エレインが嫌々付き合わされるっていうのは可哀想だ。

「るー♪　エレイン、仲間！　入る！」

「エレインちゃん、ボクも大歓迎だよっ」

「入りますわー！」

　ミナに目配せすると、笑顔でうなずいて、『キリオドラッグ』の登録者名にエレインを加えてくれた。

「だが、れ、レイジ殿、そうなると私は一人きりで参加という……」

「伯爵。ここでエレインにいい所を見せるチャンスです。二人で組んでいては効果は望めないでしょう」

「た、たしかに……！　だ、だが領主である私がみっともない姿を晒すわけには──」

　ううん。プライドとか意地があるんだろう。大人ってやつは面倒くさい。

「領主サマ、こういうのありますよ？」

　話を聞いていたポーラが、横から会話に入ると、すっと仮面を差し出した。

　目元だけを隠すものだ。

　それをバルガス伯爵は受け取った。

「舞踏会の……これなら私だと気づかれまい。私は単独でバトルロワイヤルを生き抜いてみせよう！」

「お父様、頑張ってくださいまし」

「うむ。エレインも健闘を祈る」

「はい」

　こんな具合に、色んな参加者が登録をしていった。

　領地全域にバルガス伯爵がこのイベントの宣伝をしたせいか、見慣れない人たちも大勢やってきていた。

　雑貨屋も定食屋も、ここぞとばかりに通りに店を出し、町全体がお祭りムードに包まれていた。

　うちの薬もポーラの売店にあるので、ついでに買っていくお客さんもちらほらいる。

　そして、参加登録が五〇組に達したところで受付を締め切り、広場には参加者数十人が集まった。

　雑貨屋のアルフさんが前に出てルール説明をする。

「えー。参加者のみなさんは、この水入りイレイザーを持って、他チームの相手を撃ちます。ルールや判定の都合で、ヒットすれば、その場で脱落とします」

　フィールドはこの町全域。それより外に出れば失格。公正を期すためのルールも、おれたち運営が頭を悩ませて作ったものだ。

　運営側のおれが参加していいのかとちょっと思ったけど、運動能力は大してないので許してほしい。

　受付登録順に広場を出て行き、やがて全組が終わると、鐘が鳴りそれがはじまりの合図となる。

「では、次。『キリオドラッグ』、行動を開始してください」

　呼ばれたので、おれとノエラ、ビビとエレインは広場を出ていく。

「あるじ、ノエラに任せる！」

　頼もしいモフ子の頭を撫でる。

「ど、ドキドキするね……っ」

「レイジ様やノエラさんたちと一緒ですと、わたくし、なんだかワクワクします」

　ノエラは例外だから置いとくとして、女子たちの集まりだから、そこまで長く生き残らないだろう。

　誰も来そうにない町外れの民家の陰におれたちは移動した。

　しばらくすると、大きな鐘の音が聞こえてきた。

「頑張りますわよー！」

　というエレインのかけ声に、おれたちは「おー！」と応えた。







　イレイザーを使ってのバトルロワイヤルがスタート。

　四人で一か所に隠れているけど、参加者がやってくれば一瞬でバレるだろう。

　かくれんぼしているみたいで、子供の頃を思い出してドキドキする。

「ノエラ、方針は？」

「る？　優勝」

「いや、それは目標で……。方針ってのは、敵を見つけたら、逃げるのか倒しに行くのか、どうするのかってことだ。それをあらかじめ決めておかないと」

「もちろん逃げるよね。生き残る戦いなんだもん」

　ビビの意見におれは賛成だ。無駄なリスクを負う必要はない。けど、残り二人は首を振った。

「倒す。華麗に」

「ぴゅっぴゅっと、わたくしも戦いますわよ！」

　イレイザーの中にある水は、井戸でのみ補給可能というルールだった。

　井戸は町に何か所かあるけど、空になれば汲みに行く必要があるので、そこを狙うやつもいそうだ。

　町外れなので、人通りはほとんどなく、祭りの喧騒が遠くから聞こえてくる。

「る!?」

　すんすん、と鼻をひくつかせたノエラが、シュバッと物陰から飛び出した。

「お、おい、ノエラ──」

　通りにはイレイザーを持った参加者が一人でこちらへ走ってきているところだった。

「さ、参加者！　キミは薬屋さんとこの──！」

　敵が構えた瞬間、俊敏な動きで的を絞らせないノエラは一気に接近する。

　ビシュン、と放った弾はノエラにかすりもしない。

「く！　当たらない！」

「るッ！」

　至近距離でノエラが一発を放ち、命中した。

「くそ……俺は、ここまでか……」

　膝から崩れた参加者は、ごろんと倒れた。

　ノリいいなー。

　当たったの、水だぞ水。

「るー！」

　ふりんふりん、と一人を倒したノエラは大興奮だった。

　他に仲間はいないのか……？

　周囲を見回しても、それらしき人影はない。囮作戦ってわけでもなさそうだ。

「ノエラさん、あちらにたくさんの方が──」

　エレインが指さした先では、数人が物陰に隠れながら徐々に近づいてきていた。

　さっきの人、あの人たちから逃げてきたんじゃ……。仲間がいないのは、あの人たちにやられたから──？

「ノエラのイレイザー、また火を吹く……」

　水だけどな、出すのは。

「なんだ!?」

「うぎゃ！　そんなところから!?」

　おれたちと戦おうとしていた人たちの叫び声が聞こえる。

「ルール上なしではないけど、いただけないな。大勢で少数を追い詰めるなんて」

「クリア！　兄さん、三人をやったわ」

　あの口調と声は……。

「リリカ、こっちもクリア。五人を撃破したよ」

　クルルさんとリリカのエルフ兄妹だった。

「あれは、『美男美女』チーム！」

　ビビがそう教えてくれた。

　なんじゃそれ。いや、間違いではないけど、自分でつけるなよ。

「レイジちゃん、そこにいるんだろう？　出ておいで」

　そっと顔を出すと、クルルさんはウィンクをバチンバチンと送ってきた。

　えぇぇぇ……。色んな意味でヤバい人に狙われてるぅぅぅ……。

　エルフだから狙う、撃つっていう行動は得意なんだろう。

「ビビ！」

「どうしたの、レイジくん。あ、わかった！　逃げるんだね！」

「そうだ。あの二人だと、勝ち目は薄いからな。おまえが二人を引きつける間、おれたちは戦場を一時離脱する」

「完全に囮だよねそれ!?」

　ねーねえってば！　と涙目でビビがおれの袖を引っ張る。

「兄さんはレイジを。私はノエラとその他を抑えるわ」

「よし、いいだろう。任せたよ、リリカ」

「ええ」

　クルルさんがふっと姿を消した。

　え、え、来るの？　おれんところに来るの？

　めっちゃ嫌なんだけど。

「リリカ勝負！」

　ノエラも受けて立った。

「わたくしもお相手致しますわ！　ノエラさんとのコンビネーションを見せるときがついに──」

　慌てて飛び出そうとした結果、自分のスカートを踏みつけて、ベチャとエレインがこけた。

「おい、エレイン、大丈夫か？」

「痛いですわ……」

　でしょうね。

　こんなこともあろうかと……。

　ごそごそと鞄を漁って、ポーションを一本取り出しエレインにあげる。

　そんなことをしているうちに、モフモフのモフ子ＶＳエルフのエル子の戦いがはじまっていた。

「狩猟祭のとき、弓では後れを取ったけれど今度こそは！」

「るー！　ノエラ、あるじを男にする。誓った。リリカ、負けない！」

「な、何をするつもりなのよ、あなたー!?」

　やっぱり誤解されてた。

　ビシュン、ビシュン、と二人の壮絶な撃ち合いがはじまった。
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「レイジに変なことはさせないわ！」

「ノエラたち、優勝する。邪魔は許さない」

　さらに二人のバトルは激しさを増していった。

　屋根の上に、ぬっとクルルさんが現れた。

「レイジちゃん──僕の熱い気持ちを受け取ってくれたまえ！」

　ビシュン！　とクルルさんがイレイザーを撃つ。

　うわ、セリフが普通に気持ち悪い！

　そんなこと考えてる場合じゃない。まずい。当たる──……。

「レイジくんっ」

　どん、と誰かに突き飛ばされた。

　路地を転がると、おれがいた場所にはビビがいた。

「び、ビビー!?　おれの身代わりに!?」

「……ボク、役に、立てた、よね？」

　倒れたビビが、虚ろな目で言う。

「なんでかばったんだよ」

「だって……トモダチ、だから……」

　がく、とビビが脱力した。

「び、ビビぃぃぃぃぃ!?　おれとおまえは友達じゃなくて雇用主とバイトだからそのへんきちんと弁えろぉぉぉ！」

　むくっとビビが起き上がって、むぅとむくれた。

「どうしてそういうこと言うんだよぅ！　トモダチだよね！　え、違うの……？」

　不安になるなよ。

「身代わりを使うなんてレイジちゃんも酷いオトコだ。ゾクゾクするよ」

　クルルさんが身震いをしていると、ビビが撃たれたあとから、こそこそとクルルさんの死角にエレインが移動をしていた。屋根から見えない位置にしゃがんで隠れている。

「ふふふ。誰かの手で落とされるのなら、いっそ僕がレイジちゃんに引導を渡して──」

「エレイン！」

　おれが合図をすると、エレインが立ち上がった。

「狙いよし、撃ちますわっ」

　エレインが引き金を引くと、放った水はクルルさんの脇腹あたりに命中した。

「な、なんで……僕が……嘘、嘘だぁぁぁ──！」

　濡れたところを触った手を見ると、屋根の上にどさりと倒れた。

　よし、色々とヤバい人撃破！

「やりましたわぁ！」

「ナイスショット」

　イエーイ、とおれはエレインとハイタッチをする。

　ノエラが引き金を引いているけど、カスカス、と弾がないようだった。

「るっ……!?」

「え、兄さん!?　嘘!?」

　リリカがクルルさんのことで気を取られている。

　今がチャンスだ。

「ノエラ、使え！　今は亡きビビの銃だ！」

　おれはビビのイレイザーをノエラに投げ渡す。あれならまだ満タンだ。

「ビビ……」

　ノエラはイレイザーを見つめてじいん、とする。

「え、死んでないよ？　脱落はしたけど死んでないよ!?」

「ビビの仇！」

「兄さんの仇！」

　わずかにノエラの反応速度が上回った。

「きゃ、冷たっ!?」

　ピシャっとリリカの顔にノエラの水がかかった。

「るー♪」

「ノエラさんがやりましたわぁ！」

　よし、どうにかしのいだな。

　エレインとノエラがハイタッチ。おれもノエラとハイタッチ。頭を撫でてご褒美ポーションをあげた。

　ごきゅごきゅ、とノエラが喉を潤す。

　適当に脱落するつもりだったけど、こうなったら、倒した人たちの分まで頑張るか。

「ビビが脱落して三人か……。よし。予定通りだ」

「何、予定通りって!?　元々ボクを囮にするつもりだったから!?」

　次はどうしよう。

「レイジちゃん。これは、独り言だから聞き流してほしい……」

　屋根の上からぼそっと声が聞こえる。

「西の井戸では、自称魔王と仮面の紳士が同盟を結んで、付近のプレイヤーを倒しているらしい。行かないほうがいい」

　おれたち三人は、誰のことなのかすぐにピンときた。

「エジル……ノエラが倒す」

「お父様は、わたくしがこの手で……」

　行き先が決まった。







　西の井戸へおれとノエラ、エレインの三人は向かう。

　ビビは脱落したので、本部へと帰っていった。

　カラン、カラン──。

　また鐘の音が聞こえてくる。

　ちょいちょい、と服を引っ張られた。

「あるじ、音」

「ああ。あの音は、チームが残り半分になったことを知らせる鐘だ」

　この手のゲームをプレイした経験があるから、ルールの設定は難しくなかった。

「ということは、もう二五組しかいないんですの？」

「そういうこと」

　まあ、おれたちが倒したり、目の前で倒されたりしたパーティの数を考えれば、ありえなくもない展開だった。

「ふーっはっはっはっはぁぁぁ！」

　エジルの高笑いが聞こえてくる。

「余にこの武器を持たせたが最後！　一気に殲滅してくれるわッ！」

　久しぶりに魔王っぽい発言だった。ただ、手にしているのは水鉄砲だけど。

　おれたちは足音を忍ばせて、物陰から井戸の様子を見守る。

　足下に置いた桶で弾薬（水）を補給したエジルは、獲物を探してきょろきょろとしている。

「少年よ、参加チームは半数になった。そろそろ私どもも積極的に攻めていこうではないか」

　イレイザーを手にした仮面の紳士……バルガス伯爵が言った。

「まあそう急くな、仮面の。これより先は補給ができなくなる。脱落者のイレイザーを回収し、いくつかを予備としよう」

「それはいい」

　二人はまったくこっちに気づく様子がない。

　これは隙を狙って奇襲を一気にしかければ──。

　……そんな細かい作戦を立てられると思っていたなんて、おれもまだまだノエラをわかっていなかったらしい。

　ノエラは低い姿勢のまま素早くエジルに向かっていった。

「エジ───ル！」

「ノエラさん!?」

　エジルが驚いていた。敵を、しかも個人的に倒したいであろうエジルを前に、ノエラが隙を見計らうなんてできるはずもなかった。

「エジル、これ以上、やらせない！」

「フハハハハハ！　余を止めてみるがいいッ！」

　戦場で好敵手を見かけたロボットのパイロット同士みたいだった。

　弾幕を張るエジルと、天性の運動能力を誇るノエラの一騎打ちがはじまった。

　セリフだけ聞くとアツい展開なんだけど、シャコシャコして水鉄砲撃ってるだけだからなぁ。

「むっ！　そこにいるのは、レイジ殿……エレインも！」

　やっぱりバレたか。

　仮面の紳士は、イレイザーを二丁構え、おれたちを迎え撃つつもりのようだ。

「横暴はわたくしが許しませんわ！」

「……だそうですよ、伯爵」

「私は！　伯爵ではない……。故あって仮面で正体を隠している、ただの名もなきガンスリンガー……」

　きちんと設定作ってんじゃねえよ。

　仮面つけたのって、ただみっともない姿を見せたくないってだけだったろ。

　他の戦闘が終わりはじめ、ここだけになったのか、徐々に観衆が増えはじめていた。

「かかってくるがいい！　レイジ殿、エレインよ！」

「行きますわよ、レイジ様！」

「はいはい、行きますよ」

　真っ直ぐ突っ走るエレインの援護をする。ちょこまか動くので、背中を撃たないように注意する。

「小癪！　二人程度で私をどうにかできるなどと思わないことだ！」

　自信満々なくせに、ばっちり大樽の後ろに隠れて撃ち返してくるバルガス伯爵。

「──レイジ様、盾にしている大樽が邪魔で攻撃が効きませんわ！」

「イロモノキャラのくせに基本に忠実なんですね、伯爵」

「誰がイロモノキャラか！」

　そんな仮面つけてたら、そりゃもうイロモノキャラですよ、伯爵。

「エレイン。いいか。おれが飛び出して注意を引く。その隙にエレインが仮面ガンスリンガーを撃つんだ」

「それでは、レイジ様が」

「いいんだよ、おれは」

　ふっと皮肉そうに笑ってみせる。

　こういうシチュエーションで一回言ってみたかった。

「るー！　るるるっるぅ！」

「むぉぉぉ！」

　魔王ＶＳモフ子は激戦だった。弾丸という弾丸が飛び交い、周囲を濡らしている。

　……もう、ノエラが勇者になればいいんじゃないかな。

「わかりましたわ。レイジ様のお覚悟、わたくし無駄には致しません！」

「よし、いい子だ。仮面ガンスリンガーを倒したら、ノエラを援護してやるんだぞ」

「わかりましたわ」

　ハハハ、どうした怖気づいたか！　と、バルガス伯爵はおれたちを煽ってくる。

　鐘が鳴って、また参加チームが減ったことがわかった。さっきよりも観衆が増えている。

　もしかすると、おれたちが最後に残っている二組なんじゃ……。

　そうなると、俄然負けたくなくなった。

「行くぞ、エレイン」

「はいですわ！　行きますわよ！」

　おれが飛び出すと、その後ろをエレインが盾にするようについてくる。

「仲間を盾に使ったところでッ！」

　シャコシャコ、とやって弾を撃ってくる。

　さっきからずっと思ってたんだけどリロードにずいぶん時間がかかっている。

「くう……このシャコシャコが思いのほか疲れる……」

　思った通り、運動不足のバルガス伯爵には終盤のスタミナが残っていないらしい。

　チャンスだ。

　樽に右からおれが回り込もうとすると、左からはエレインが回り込む。

「さ、左右から!?　ええい、小癪小癪ゥ！」

　二丁のイレイザーでそれぞれを撃とうとしたけど、補充不足でちょろっとしか弾は出なかった。

「これで終わりだ！」

「ですわ！」

　左右からの弾が直撃したバルガス伯爵は、ばたりと倒れた。仮面が少しだけズレている。

「そのお顔は──まさか、お、お父様……？」

　いや、わかってただろ。何驚いた顔してんだ。

「エレインよ……ずいぶんと、強くなったな……」

「やはり、お父様でしたの!?」

　倒れているバルガス伯爵を起こすエレイン。

　いや、だからさ。

「私だとわかっては、本気が出せぬであろうと思って、この仮面を……」

「そうでしたのね……」

　あの仮面、みっともない所を晒したくないからって話でしたよね？

「もう、おまえは一人前のレディだ……」

　ごふっ、と咳き込んだバルガス伯爵は、ゆっくりと目蓋を閉じた。

「お、お父様？　──お父様ぁぁぁぁぁぁぁぁあああ！」

　エレインが亡骸（？）に抱き着いた。

　くすん、ぐすん、と周囲から聞こえる。観衆が、ハンカチ不可避で全員泣いていた。

　この寸劇、そんな刺さったの!?

「るーっ！　ヘンタイ魔王、討ち取ったり──！　るるる♪」

　うつ伏せになってケツだけを突き出しているエジルを前にして、ノエラが勝利の雄叫びを上げていた。

「く……なぜだ……余が負ける、だと……!?」

　屈辱の表情をするエジルはノエラを見上げる。

「憎しみや怒りで争う人々は愚か。だけどそんな喜びや楽しさや希望を力に変えるのもまた人の力。それを侮ったおまえの負けだ」

　ノエラが流暢に勇者みたいなことを言っている。

　さてはノエラ。おまえこのセリフ言いたかっただけだろ。

　カラン、カラン、と何度も鐘の音が響く。終了の合図だった。







「優勝は、『キリオドラッグ』──！」

　参加者や観衆が集まった広場で、おれたちは表彰をされた。

　といっても、何か景品があるわけでもなく、ただ第一回の優勝者という肩書がもらえるだけのことだ。

「ボク、最後は手に汗握ったよぉ。ノエラちゃんカッコよかったよ」

「るっ」

　興奮気味に語るビビに、ノエラはドヤ顔だった。

「みなさん、お疲れ様でした」

　本部の撤収作業を終えたミナがやってきた。

「どうでしたか、レイジさん？」

「出たら出たで、結構楽しかったよ」

「あるじ、また今度、出る」

「わたくし、また出たいですわー」

　うんうん、とおれはうなずく。

「そうだな、また三人で出ような」

「ボクを忘れてるよ、レイジくんっ！　ボクを入れて四人だからね！　ボクが身を挺して守らなかったら、レイジくん、やられちゃってたんだから！」

「冗談だよ、冗談」

　そう言っておれはビビを宥めた。

　イレイザーは、このカルタ・バトルロワイヤル祭りのおかげで認知度を一気に高め、ポーラの道具屋で売ることになった。そうなることを見越しての祭りだったんだろうけど、しばらく道具屋はめちゃくちゃ繁盛した。

　消化液とセットでキリオドラッグでも販売しているけど、祭りのイメージのせいで「武器」という認識になってしまったようだった。

　本来は消火グッズなんだけどなぁー。

　今じゃ、消火もできる遊び道具として町に広まっていったのだった。










４　まろみ




　がらり、とノエラが創薬室に入ってきた。

「どうかしたか？　ポーションはさっきあげただろ？」

「あるじ、違う。おなか、いたい」

　またなんか変なモンでも食ったのか？

「腹痛止めあるから。それは飲んだ？」

「まだ」

「じゃあ、とりあえずそれ飲んでみたら」

「わかた……」

　いつもはピンとしている耳が、へにょん、と垂れさがっている。

　うん。元気がない証だ。わかりやすいな、ノエラは。

「他に在庫が減ってきている薬は──」

　はう……!?　は、腹が痛い!?

　あれ。おれ、なんか変なモン食ったっけ？

　今日は、ミナが出してくれたご飯しか食べてないぞ。あとは食事のときに水を飲んだくらいで……。

「先生ー！　腹痛薬の在庫がもうないので……って、どうしたのですか、先生」

　生まれたてのヤギのような姿を見られてしまった。

　エジルが目を丸くしている。

　いや、言いわけをさせてほしい。この体勢、なんか楽なんだ。

「い、今ちょっと腹が痛くて……」

「大丈夫ですか？」

「ああ、うん。エジル、おれにも腹痛止めを……」

「ですから、その在庫が……。ノエラさんが持っていったもので最後でした」

「お、おい、待て……昨日の時点でまだ二〇個くらいあったろ？」

「浅ましいニンゲンどもが、我先にと買い求めてきまして」

　ん？　ということは、おれやノエラ限定の症状じゃない……？

「原因を調べないと」

　その前にトイレ──。







　腹痛薬の在庫を復活させると、やっぱりおれたちだけじゃなくて住民たちも腹痛に悩まされているらしい。

　となると、水……。

　それしか考えられなかった。

　翌日やってきたビビに事情を説明すると、水の生活石を調べはじめた。おれたちが飲み水にしたり、料理するときに使ったりする、この世界の便利道具のひとつだ。

　ビビは流れでた水を触ったり、においを嗅いだり、ぺろっと舐めたり、色々と調べてくれた。

「どうだ、ビビ。なんかわかったか？」

「どうやら、毒素のようなものが含まれているかも」

　そんなことがわかるのか。

「さすが、水の妖精！　すげーな！」

「違うよっ。ボクは湖の精霊だよ！　何度間違えるんだよぅ。そんなんじゃ、褒められたのに素直に喜べないじゃないか」

　むう、とビビは頬を膨らませた。

「けど、毒素って……」

「安心して。毒素自体は弱いから。吸収できないから、それを体が外に出そうとするのかも」

「なるほどな」

　水あたり、ってところか。

　けど、我が家だけでなく他の人もそうなっているってことは……。

　火や風、水の生活石をこの町で売っているのは、あそこしかない。







「うーす。ポーラいるかー？」

　一人で道具屋へやってきたものの、カウンターにポーラの姿はない。

「今ムリー！」

　と、こもった声が奥から聞こえてきた。トイレかな。タイミングが悪かったらしい。

「お花を摘み摘みしてるから！　摘むどころか、伐採しているから！　波状攻撃を受けてて」

「言わんでいい！」

　待つこと一〇分ほどでポーラはげっそりとした顔で奥から出てきた。

「腹痛？」

「そうだよ。レディにそんなこと訊いて、もう。レーくんったら」

　いたずらっぽく笑うけど、どこか覇気がない。

　おれはビビが調査してくれたことをポーラに伝えた。

「じゃあ、あの波状攻撃の正体は生活石のせいだっていうの？」

「そういうことらしい。何か変わったことはあった？」

「ううん。なんにも」

　あれはあれで、魔石の一種らしく、行商人たちや冒険者が売りに来るという。ほとんど前者らしい。行商人は何人かいるけど、誰がどの生活石を持ってきたのかは、区別がつかないそうだ。

「じゃあ、質の悪い生活石をウチが買い取って売っちゃったってことかぁ……ううん、こりゃ申し訳ない」

「今度は何かしら対策立てるとして。今どうするかだなぁ」

「このままレーくんは、腹痛薬を量産すると、飛ぶように売れる……。ウチらがグルだって後ろ指さされるのも癪だしねぇ」

　そうだなぁ、と相槌を打つ。

　ポーラは儲け話は好きだけど、他人に迷惑をかけてまで儲けようってやつではない。

「煮沸消毒がとりあえずいいのかな」

「そんなの面倒じゃん」

「仕方ないだろう？」

　まーそうだけどさー、と渋面のポーラ。

　わかるぞ、わかる。今までそのまま飲めていたのに、沸かさないといけなくなったっていうひと手間が面倒って気持ちは。

「作るっきゃねえな」

「レーくん、ガンバ！」

　手伝う気はまったくない、というポーラの強い意思を感じた。

「もしさ、作れたらウチが全部買い取るから、お客さんにはタダで配ってあげてよ」

「了解」

　どうやら、ポーラなりに責任を感じているらしい。

　道具屋をあとにし、店に戻って創薬室に入る。

　現代の日本や先進国では当たり前のように安全な水が飲めるけど、国によってはそうじゃない。

　そんなときに、この薬が役立つという。




【浄水薬：バクテリア、水生ウイルスなどの人体に害のある雑菌を除去する】




　できた。

　これを試すため、キッチンへ行って生活石から水を出す。

　桶に貯めていると、後ろから声をかけられた。

「レイジさん、今度は何を作ったんですか？」

「水がどうも体に悪いみたいで。その雑菌を取り除く薬を作ったんだ」

　あ～、と合点がいったようにミナは手を合わせた。

「ノエラさんがお腹痛いって言っていたのはもしかして？」

「そ。そのもしかして。おれも痛かったんだ」

「わたし、ノエラさんがまた変なものを食べたんだろうって思ってました」

　前科あるからな、ノエラは。そう思われても仕方ない。

「ビビに調べてもらったら、水が悪いってわかったんだ」

　水が桶に貯まったところに、【浄水薬】を一滴垂らす。

　ぴちょん。

　水面に波紋が広がり、すぐになくなった。

　念のため混ぜてから、コップですくって飲んでみた。

「ん？　あ、おいしいかも」

　水の美味いマズいはわからないけど、以前よりよくなっている気がする。舌触りというか、まろやかさというか。

「本当ですか？　わたしもいいですか？」

　ミナにコップを渡すと、ひと口飲んだ。

「あ。本当です～～！　すごくよくなりました！」

　話し声が聞こえたのか、ノエラが顔を出した。

「あるじ、どした」

「ノエラも、飲んでみ」

　水だとわかると、一瞬嫌そうな顔をしたノエラだったけど、コップを受け取った。

　すんすん、と警戒する犬みたいに鼻を鳴らして、ちろっと舐める。

「る？」

　ちろちろ。ぐいっ。ごきゅごきゅ。

「まろみ。うまみ」

　ノエラは空になったコップを見て目を輝かせている。

「あるじ、ポーションの美味、追究！」

「え？　あー。そっか。この水を使えば……」

「る？　ポーションのため、違う？」

　今のところ、商品による腹痛は起きてないけど、これを機に一旦全部破棄して、「まろみ水」で作り直すとするか。

　それから、腹痛薬を求めてやってきた人たちに【浄水薬】をすすめて使ってもらったところ、口コミで一気に町中に広まった。

　水をきれいにする薬というより、おいしい水が飲める薬として【浄水薬】は有名になった。

　ちなみに。

【浄水薬】を使ったポーションを作ってみた。

　ポーションソムリエ・モフ子がテイスティングしたところ。

「美味の味！」

　感想はいつも通りで、飲み比べても違いがわからないらしかった。










５　キリオドラッグの定休日




「明日の定休日、みんなでどこか行こうか」

　閉店作業を終えたあたりで、おれは誰にともなく提案してみた。

　今日はちょうど、ビビもエジルもいる日だったので、相談しやすかったのだ。

「いいですね～！　是非行きましょう」

　ニコニコとミナが言うと、おそるおそるビビが挙手した。

「ボ、ボクもいいのかな？」

「うん。みんなだからな」

「せ、先生。余も、余も行ってもいいのですか!?」

「みんなだからな」

　先生ぇぇぇぇぇぇえええ！　と飛びついてくるエジルの顔を掴んで接近を拒否した。

「で……どこ行きたい？　次の日は営業だから日帰りにしたいと思ってるんだけど」

「レイジくん、はい、はい！」

「バイトＡ、発言を許可する」

「湖……！　湖畔でピクニック……！」

　それって、前に一回やったんだよなぁ。ビビと知り合ったあの日がまさにそうだ。

「先生！　余は……余は……どこでもついて行きます！」

　とくに希望はないらしい。ま、エジルはノエラがいたらどこでもいいんだろう。

　話を聞きつけたノエラが、奥から出てきた。

「ノエラ、森でサバイバル、したい」

「却下」

　サバイバル道具じゃないのに、ノエラはイレイザーを手に持ってやる気十分だった。

「なんでせっかくの休みにハードなことしないといけないんだよ。そういうのはナシで」

「るぅ」

　不満げだった。

「レイジさん、ハイキングはどうでしょう。山とはいわず、ちょっとした丘にみんなでのぼって……」

「女ぁ！　先生にご苦労をかけるとは何ごとだ！」

　エジルはミナにだけ超強気なんだよなぁ。

　ハイキングか。

「いいんじゃないか、それで」

　エジルがくるりと手の平を返した。

「そうしましょう、是非そうしましょう！」

「荷物はグリ子の背中にのせて移動すれば、そこまでキツくないだろう」

　採用されたミナは嬉しそうにパチンと手を合わせた。

「丘にのぼったあとは、見晴らしのいいところでお弁当を食べるんです」

　素敵アウトドアイベントになりそうだ。

「虫、いっぱい？」

　ノエラが心配そうに表情を曇らせる。

　そういや、実は虫が苦手なんだっけ。

「そりゃ、多少は出るだろう」

「る……!?　虫、いや。嫌い」

　アウトドアで必須のあれがあれば、ノエラも大丈夫なはずだ。

　店に類似品はあるけど、それじゃ範囲が広すぎて、ノエラにも効いちゃうんだよな。

「便利アイテム作るから、それならノエラも心配いらないぞ」

「る！　さすがあるじ。持つべきは、あるじ」

　腰に抱き着くノエラの頭をモフモフと撫でる。エジルがうらやましそうな目でこっちを見つめていた。

　エジルがカウンターにどこからか取り出した地図を広げた。

「ハイキング……手頃で日帰りできるとすれば、このビゼフ山がよろしいかと。先生」

　さすが魔王。こっちの地形にも詳しいらしい。

　エジル曰く、ビゼフ山は標高四〇〇メートルほどで、かなり背の低い山のようだ。

「付近にそれ以上に高い山がないため、見晴らしが良いと思われます」

　エジルって、魔王よりも主人の右腕のほうが適役なんじゃないのか。

「ぼ、ボクでも大丈夫かな……」

「ビビさんでも問題ないでしょう。ビゼフ山は湧き水が豊富とのことですし」

「なら安心だね」

　他に候補地はないらしく、ビゼフ山で決まりとなった。

　ビビとエジルのバイトコンビが帰っていき、ミナとノエラが夕飯の準備にとりかかった。

　明日のために新薬を作っておくか。

「【忌避剤】をベースにして……」

　在庫を一本拝借し、色んな材料を加えてアレンジしていく。

「よし、できた」




【虫無視クイーン：虫を無視できるほど、虫がよりつかなくなる防虫薬】




　これがあれば、虫がよりつかなくなって快適に過ごせるはずだ。

「あるじ、ご飯、できる」

　ノエラがひょこっと顔をのぞかせた。

「ノエラ。虫はもう気にしなくてもよくなるぞ」

「る？」

　おれは新薬を試すため、以前グリ子の餌を集めるために使った【昆虫ジェル】を持って、外にやってきた。

「あるじ、それ何？」

「虫がよりつかなくなる薬だ」

「る！　ノエラ用？」

「そう。ノエラ用だ」

【昆虫ジェル】を適当な石に塗ると、ブワァァァァァ、とひくほどの数が一瞬で集まった。

「るーっ!?」

　ビュン、とノエラが物陰に隠れた。

「新薬の瓶の栓を抜いておくと──」

　ふわわわあ、と特徴のある香りが漂いはじめ、虫の大軍にむかって一歩を踏み出すと、ブワァァァァア、と同じ勢いで去っていった。

「あるじ、虫、追い払った！」

　興味津々だったので瓶を渡すと、ノエラがスンスンとにおいを嗅ぐ。

「ニオイ、ヘン。でもツラくない」

「忌避剤だとノエラや魔物たちがよりつかないけど、これは虫に狙いを絞ったものだから、ノエラやグリ子でも大丈夫だ。この【虫無視クイーン】があれば、ノエラも安心してハイキングできるぞ」

「あるじ、ありがとう」

　ふりんふりん、とノエラは尻尾を振った。

「あるじ、尻尾触る。ノエラ、許す」

　許しが出たので、尻尾を思いきりモフモフさせてもらった。







「先生、おはようございます」

　眠っていると、耳元でぼそっと声がした。

「うわぁあ!?　だ、誰!?」

「余です。先生。先生の一番弟子の」

　弟子にした覚えはねえ。

「今何時……」

　ベッドの上から窓の外を眺めると、まだ明け方。ようやく太陽が顔を出そうかという時間だった。

「何しに来たの」

「そんなご無体な！　余も連れて行っていただけるという話です」

「ハイキング？　こんな時間に来なくても……」

　目をこすって、あくびをひとつする。

「余は、病気なのでしょうか、先生……」

「え。なんの？　頭が悪いから？」

「先生、寝起きだとすさまじい毒を吐くんですね」

　おれは頭をがしがしとかいて、またあくびをした。

「なぜか、今日のことを考えると、眠れなくて」

　遠足前の小学生かよ。

　おれもわくわくは多少したけど、寝つきが悪くなるってほどじゃなかったぞ。

　あー。そっか。魔王は、遠足なんてしたことがないんだ。

　おれみたいに遠足慣れしている現代っ子とは経験値が違うんだ。

「気にすんな。病気じゃないから。上限三〇〇円で買うおやつのラインナップ考えてたら眠れなくもなるんだから、いよいよ前日ってなれば、そりゃ目も冴えちゃうよ」

「おやつ？　三〇〇エン？」

　この世界の人にはわかんないよな、このあるある話は。

　エジルのせいでおれも目が覚めてしまった。

　水でも飲もうとキッチンへ向かうと、カチャカチャ、と物音がする。

「あ、レイジさん、エジルさん、おはようございます」

　ミナが今日の準備をしていた。

「早いな、ミナ。早いっていうか、早すぎな気もするけど」

　えへへ、とミナがいたずらっぽく笑う。

「なかなか眠れなくて」

　学校がないんなら、遠足なんてイベントはない。

　ミナも今回が初経験だろう。

　てことは、モフ子＆精霊も、初だよな……？

「ティーセットに、他にはお皿を──」

　どでかいバッグに、ミナは丁寧に食器をしまっている。

　……グリ子に荷物を載せるからって、めちゃくちゃはりきってるな。

「エジルさん、お湯を沸かすのは難しいでしょうか」

「問題ないと思うが、果たして道具はすべて入るのか？」

「ううん……それでは諦めましょう。冷めてしまいますが、紅茶はポットに入れて持っていきます」

　熱々の紅茶を見晴らしのいいところで飲むってのもなかなか優雅だ。

　ふむ。熱々の紅茶か……。

　おほん、と咳払いをしたエジル。

「女、余も何か手伝ってやろう」

「ありがとうございます。それじゃあ──」

　ミナの指示に従って、エジルが準備を手伝いはじめた。

　エジルは、王様気質なのにできるヤツだから使い勝手がいいんだよな。何させても役に立つし。

　出発にはまだ時間が十分ある。思いついた新薬でも試しに作って持っていくことにしよう。

　創薬室への途中、話し声が聞こえてきた。

「ノエラちゃん、どうしよう。ボク、全然眠れなかったよぅ」

「ビビ、うるさい……ノエラも、眠れない……」

　昨日、ビビは帰らず、ノエラの部屋に泊まっていた。

　二人も眠れなかったらしい。

　今日はイレギュラーな休日だと勘づいたのか、外からは、グリ子の鳴き声が聞こえる。

　まだ朝も明けてないのに、全員起きていた。

「これなら、出発時間を早めてもいいかもな」

　創薬室の扉を閉めて、今日必要な薬の準備をはじめた。

　昨日作ったばかりの【虫無視クイーン】に、グリ子と意思疎通させるための【トランスレイターＤＸ】。他には【忌避剤】──。いや、魔王がいるんだから【忌避剤】は要らないかな。

　他は、ポーションに腹痛薬など常備薬を用意。

　それから、サクっと新薬を作って、準備完了。

「これがあれば、色々美味しくできるはずだ」

　みんなの驚く顔が目に浮かぶ……。

　準備を整えると、グリ子を厩舎から出してあげる。

「きゅきゅお！　きゅお！」

　ばさばさ、と翼を動かして興奮している様子だった。

【トランスレイターＤＸ】を飲んで、何を話しているのか聞いてみた。

『どこ行くんです？　みなさんそろって。グリも、グリも連れていってもらえるんですか!?』

「大丈夫。おまえにしかできないことも頼むつもりだから」

『わーい。お役に立てるの、グリ嬉しいですー』

　愛いやつよのぅ。

　好々爺のようにおれは目を細めて、グリ子の胸あたりの羽毛をわしゃわしゃとしてやる。

　グリフォンのグリ子は空が飛べるから、みんなで乗れるんじゃないか？

「なあグリ子。おまえの背中に五人乗せられそう？」

『五人ですか？　マッチョじゃなかったら大丈夫だと思いますよ？』

　それなら大丈夫そうだな。

　これで山の麓までの移動時間を一気に時短できる。

　じー、とノエラが窓からこっちを見ていた。

「あるじ、モフモフする、ノエラだけ」

『……』

　汗をたらたら流したグリ子がおれから距離を取った。

『ご主人様、ダメです、教官のモフモフがありながらグリをモフってしまうなんて！』

　まだ教官って呼んでるのね。

　ミナがどでかいリュックを背負って外に出てくると、ビビもノエラもエジルも出てきた。

「あら～。みなさん揃ってしまいましたね」

「ちょうどいいし、このまま出発しようか」

　作ってくれていた朝食のサンドイッチは、道中で食べることにした。

　おれがグリ子の背にのると、その前にノエラが乗る。おれの後ろには、エジル、ビビ、ミナが続いた。

「グリ子、いいぞー。出発だ」

『わっかりましたー！』

　たたっ、たたっ、と軽快に走り出すと、翼を動かし、地面から両足が離れた。

　エジルは慣れた様子だったけど、おれも含め、みんな歓声をあげていた。

「エジル、山の麓まではどれくらいかかりそう？」

「本来なら一時間ほどでしたが、この様子だと一〇分ほどかと」

「ねえねえ、レイジくん。このままキューちゃんで山の頂上に行っちゃおうよ」

　それは、おれもちょっと思った。けど──。

「ビビさん、それはダメですよー。自分の足で登るからこその達成感があるんです」

「そっかぁ」

　やがて山が見え、麓まではすぐだった。







　天気は快晴。ハイキング日和。

　大木の陰を見つけて、ミナがシートを敷き、おれたちはそこで持ってきていた朝食を食べはじめた。

　レタスにチーズにカリカリのベーコン。美味い。

　ノエラも満足しているのが、ゆらゆらさせている尻尾でよくわかる。

「ミナ、紅茶ある？」

「はい。今淹れますので」

「あ、ポットごともらっていい？」

　怪訝な顔をするミナに、ポットを渡してもらう。

　おれは荷物に入れていた瓶を取り出し、その中に紅茶を注ぐ。

　この時点でかなり冷めてしまっていた。

「先生、その紅茶はどうするのですか」

「紅茶を、あっためる」

　紅茶を注いだ瓶を、革袋に入れその中に新薬と水を入れる。

　シュー……。

　音とともに、白い蒸気が縛った口から薄っすらとでてきた。

「あるじ、白いの出てきた」

「蒸気だよ」

　察したビビが、驚いたようにおれと革袋を交互に見る。

「レイジくん、まさか、これ……」

「ああ、そのまさかだ」

「煙を出して、燻製」

「違う」

　全然わかってなかった。




【ヒートヒーターヒーテスト：瞬間加熱剤。水と反応することで高熱を発し蒸気で物体を温める】




　蒸気がでなくなると、用意していた鍋掴みで瓶を取り出す。

　ホカホカの紅茶になった。

「す、すごいです～～～～！　あったかい紅茶に！」

「先生のこれがあれば、従軍中冷めた飯を食う必要はないかもしれませんね」

　つん、とノエラが革袋を触ると、熱かったらしく「るっ!?」とすぐに手を引っ込めた。

　ミナに渡してもらったカップに全員分の紅茶を注ぐ。

　サンドイッチと合わせて飲むと、ほっと一息、安らぎの瞬間だった。







　ミナが作ってくれた朝食と【ヒートヒーターヒーテスト】で温めた紅茶を飲み終え、いよいよハイキング開始。

　狼モードになったノエラがすんすん、と鼻を鳴らし、道に魔物や獣がいないかを確認してくれる。

【虫無視クイーン】を使っているおかげで、虫を一匹として目にすることがなかった。

『こっち。問題ない！　こっちこっち』

【トランスレイターＤＸ】を使っているおかげで、狼ノエラの声もきちんと聞こえた。

　山道を行くには、こっちのほうが都合がいいんだとか。

　人間みたいな二足歩行は、山歩きに適してないんだろう。

『教官の毛はツヤツヤで、グリうらやましいです』

『ノエラ、毎日、お風呂入る。当然』

　ふすん、と得意げに狼ノエラは鼻を鳴らした。

「ノエラさん……なんて神々しいお姿……」

　エジルが感動していた。

「まさに山の神」

「そういや、エジルは見るのははじめてだったんだな」

　ふりふり、とノエラが振っている尻尾に見とれているエジルが、わなわな、と震えだした。

「どうした、エジル」

「そんな……余の目の前で尻尾を振るなんて！　なんてイヤらしいっ！」

　そう感じてるの、おまえだけだよ。

「ノエラさぁぁぁん────ッ！」

　辛抱たまらんとでも言いたげにエジルが飛びつこうとすると、くるりと後ろ向きになったノエラ。

「るゥッ！」

　飛びついてきたエジルの頭を口でくわえた。

「あ、あぁぁぁ～」

　悲鳴というより、マッサージでも受けているかのような気持ちよさそうなエジルの声だった。

『あるじ、こいつ、もうダメ。ノエラ、噛み砕く』

「やめなさい」

『ハレンチです、エジルさんハレンチです』

　グリ子がノエラの口から出ている体をゲシゲシと蹴っている。

「やめろ。ケンカするなよ」

　魔王だけど、キリオドラッグにおいては、ミナと同じくらい有能で優秀なエジルだ。

　ここで死んでもらうわけにはいかない。

　ノエラがぺっ、と吐き出すと、にやけ面のエジルが道端に転がった。

「放っておくか。なんか、楽しそうだし」

「そうですね～」

　ミナがニコニコと笑顔でなんのフォローもなく言った。

　まあ、魔王だし、襲われることもないだろう。

　おれはおれで、やりたいことがあるので、小競り合いに構っている暇はないのだ。

　ぷちん、ぷちん、と普段採れない薬草や木の実や花などを採取していく。

　それを見たビビが不思議そうに言った。

「レイジくん。何してるの？　図鑑作るの？」

「違うよ。新薬を作るときの材料にしようと思って」

「ボクも手伝うよ」

「ありがとう。じゃあ、おれが採ったのと同じやつを頼むよ」

「うん、了解！」

　これでまた作れる薬の幅が広がる。

　グリ子に乗って一〇分程度なら、この山も素材採取ポイントにできる。畑で栽培できそうな品種ならそうすればいいし。

　ビビが嬉しそうに革袋に入れたものをおれに見せてくれる。

　ずいぶん早いな。

「レイジくん、レイジくん。いっぱい採れたよ！」

　カラフルなキノコがたくさん入っていた。

　……某キャラが一瞬で成長しそうな、そんなキノコ。




【アミューダケ：見たら一発でわかるヤバイキノコ。下痢や嘔吐、幻覚、幻聴などを引き起こす】




「……ビビさんや。どうしてこれを採ろうと思ったんじゃ？」

　好々爺のようにおれは目を細めて尋ねてみる。頭ごなしに怒るのはよくない。

「キレイだから！　レイジくんのお薬も、カラフルになって──」

「カラフルな毒薬が作れますねありがとうございます！」

　くわっと目を見開いたおれは、革袋ごと遠くに思いっきり投げた。

「あ──！　何するんだよぅ！」

「何するんだよぅ、はこっちのセリフだ。ばかちん」

　ゴス、とビビの頭にチョップする。

「いたっ!?」

「おれが採ったやつと同じのを探せって言っただろう」

「ボクはね、これでもレイじくんの役に立つものだと信じて──」

「時給減らすぞ」

「ごめんなさい」

　言いわけを一瞬にしてシャットアウトした。

　薬は薬でも、人体に害を与える目的の薬は作らないのがおれの信条だ。

　もし害があったとしても、一時的なものがほとんどだ。

　そりゃ、間違った使い方をすれば害になってしまうモノもあるけど。

　ふふふ、とミナは楽しそうに笑いながら、おれたちのやりとりを聞いている。

　ビビの代わりのつもりなのか、ミナもおれの採取を手伝ってくれて、数はかなり増えた。

「助かるよ、ミナ」

「いえいえ。わたし、こういう採取ではあまりお供しないので、楽しいです」

　……そういや、そうだな。

　ミナは店の仕事や家事ができるから、そっちで手一杯。

　薬草菜園の作業を手伝ってもらうことはあるけど、野山に連れ出して素材採取活動をさせるのは、なんかもったいない気がするのだ。

　こういうときの適役は、索敵レーダー代わりのノエラが一番だ。

　歩き疲れたので、休憩をいくつか挟む。

「レイジくん、ボクもう歩けないよぅ……」

　ビビがグズりはじめたので、グリ子に乗ってもらうことにした。

「精霊サマは、体力ねえな」

「精霊じゃなくて妖精──あれ？　……精霊で合ってるよ！」

　おれのフェイントにあっさり引っかかっていた。

　登りはじめて二時間ほどで、山頂に到着した。

　さすがに慣れないのもあって疲れた……。

　ミナもビビも同じくそうで、腰かけるのにちょうどいい岩に座り込んでいた。

「るっ！　絶景！」

　人型モードに戻ったノエラが、おれの服を引っ張りながら指をさす。

　その先には、開けた大地が広がっていた。指先ほどの小さな畑や糸みたいに細い川。アリのように見える人が、街道を進んでいるのがわかる。

「おぉ……いい景色」

　ビビもミナもおれと似たような感嘆の声を上げていた。

　火照った顔に吹きつける冷たい風が心地いい。

　足下を見下ろすと、さっきまでひいこら言って登ってきた道が見える。

　しばらく無言で景色を堪能すると、ぎゅぎゅーん、とノエラの腹が鳴った。

　レーザー銃みたいな音だな。

「あるじ、お腹すいた」

「昼食の準備にとりかかろうか」

　みんなで座れそうなところにシートを敷いて、ミナがどでかいリュックから道具を取り出す。

「薪とフライパン。卵にベーコン──あ。生活石だけで燃えるでしょうか……？」

「そんなこともあろうかと思って──」

　おれはごそごそ、と自分の鞄を漁った。

「【着火剤ヘルフレイム】を持ってきてる」

　これこそ、ザ・アウトドア用品って感じだ。

「これなら、長い間燃え続けてくれるから火力に心配はないですね！」

　その通りだけど、ミナの解説が完璧すぎて通販番組みたいだ。

「レイジくーん。水筒の水が濁ってて……」

　ビビが半泣きだった。

「上流のを汲んだんじゃないの？　おいしかっただろ？」

　登っている途中、湧き水が流れているところを見つけたので、休憩しながら給水も行った。

　はずだった。

「色々あってね。うん」

　給水担当の湖の精霊は目を逸らす。

　こいつ、入れ忘れてたな？

「紅茶もあと残り少しですし、どうしましょう」

　さすがのミナも困ったようだった。

「【浄水液】持ってきてるから、これを使おう」

「うまみ、まろみ！」

　ノエラがすぐに反応した。

「これがあれば、少々傷んでても飲めるはずだ」

「ありがとう、レイジくん！」

　ミナが料理をはじめ、ノエラが待ち遠しそうに尻尾でぺたん、ぺたん、と右に左にと地面を叩いていた。

　即席の窯を作って、その上でミナは料理をしている。ベーコンを焼きソースらしきものを作りながら、別に持ってきた鍋でパスタを茹でる。仕上げに卵黄を落としてチーズの塊をすりがねでおろして振りかけた。

「できました！　お手軽山頂カルボナーラです」

　手軽って言っているけど、普通に家で食べるようなクオリティのパスタだった。

　そりゃ荷物も多くなるよ。

　おれが苦笑していると、フォークを持ったノエラががっつきはじめた。おれたちもそれに続く。
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「おいしい。外で食べると、四割増しくらいでおいしい」

「よかったです！」

「ミナ、おかわり」

「ノエラさん、今日はありませんよ」

「るー!?」

　パンも持ってきていたようで、パスタと合わせて千切って食べ、パスタのあとはソースをつけて食べていく。すぐにパスタもパンもなくなると、【ヒートヒーターヒーテスト】を使ってミナが温めた紅茶を入れてくれる。

　お茶請けとして、クッキーを持ってきていた。

「完璧かよ……」

「えへへ。おいしいだろうなって思って」

　ノエラは無言でリスみたいにサクサクサク、とクッキーを食べている。

　どう考えても花より団子派だな、このモフ子。

「ボク、こんなに楽しいの、生まれてはじめて……」

「雰囲気重くなるだろ」

「レイジくん、ボクをもうちょっと憐れんでよ！」

　憐れんでほしいのかよ。

　こんな他愛もない会話をしばらく繰り返し、遅くならないうちに下山した。

「レイジさん、またみなさんで行きましょうね」

「うん。行こう」

「ミナ、今度はおかわり、用意」

　はいはい、とミナが笑った。

「レイジくん、ボク、今度はもっとたくさんのキノコ採るよ！」

「ビビは、もういいよ、何もしなくて」

「やめて！　見放さないで！」

　楽しい定休日はこうして過ぎていった。










６　書き損じの書き直しって面倒




　どんよりした顔で、ジラルが店へやってきた。

　町おこしイベントで忙しかったり、ハイキングしたり、と公私ともに忙しかったので、顔を見るのは久しぶりだった。

「よ。どうした、死にそうな顔をして」

「レイジくん。最後の挨拶に、と思って」

　最後の挨拶？

「え、何？　転校するの？」

「テンコー？」

　そういや通じないんだった。

「あ、いや。……最後の挨拶ってどういうこと？　遠くに行くとか？」

「遠くに？　うん、そうかもね。きっと、イイトコロに行けるはずだよ。俺はいい行いをしてきたと思うから」

　いつものように、常連客用に置いてある椅子を引きずっておれの前に座る。

「レイジくんの言った『死にそうな顔』っていうのは、比喩じゃなくて、その通りで……」

「不治の病を治せとか、そんな無茶言わないでくれよ？　準備が必要だから」

「準備が必要って、頼んだら作ってくれるの？」

「いや……そりゃ……まあ、トモダチだし……」

「レイジく──ん！」

　がばっと抱き着こうとするジラルの顔面を手で押し戻す。

「ヤメロ、気持ち悪い」

「そんなツレない態度とって……俺がいなくなったら後悔することになるよ。『あのとき、もっと優しくしてあげればよかった』って」

　……なんだ、なんだ。穏やかじゃないな。

　適当なノリなのかと思えば、やけにシリアスだ。

　ああ、もうダメだ、とおれの目の前でジラルはこぼす。

　もう、『何があったの？』待ちの態度だった。

　仕方ないから訊いてあげよう。

「何があったんだよ？　できるなら力になるよ」

「レイジく──ん！」

「だから、近寄んなって！」

　ぎゅにぃぃぃ、とおれはジラルの顔を力いっぱい遠ざけた。

「そう、あれは三日前のこと……」

　いきなり語りだしたぞ。

「俺は、誓約書を書いてたんだ。……もうわかるでしょ？」

　わかんねえよ。

「そう、恋人のフェリスに書かされていたんだ。『家族以外の他の女性とは永遠に口をききません』って誓約書をね」

　わぁー。相変わらずの縛りっぷりだー。

　恋人がいること自体をうらやましいと思ったことはあるけど、ジラル＆フェリスのカップルはうらやましいと思ったことはない。

「あー、わかった。その誓約を破った？」

「そんなことするわけないじゃないか。俺はね、レイジくん。約束は違えない男だよ」

「へいへい、そうですか。つっても、誓約自体が無茶苦茶なんだけどな……」

　話を戻そう、と、ジラルは続けた。

「他の女性とは会話しないっていう内容の誓約書を書いたんだ。俺は愛しいフェリスに誓うってね。……フェリスに誓うって」

「あ、そう」

　なんで二回言ったんだ。

「これを、見て」

　懐から丸められた羊皮紙を取り出したジラル。

　広げてみると、まさしくその通りの束縛彼女の要望丸呑みなもので、フィリスさんに誓うと書いてある。

「何かおかしい？」

「レイジくん、見落としてない？」

「何が？」

　つんつん、とジラルは一か所を指差す。

『フィリスに誓う』

　……『フィ』リス？

　フェリスだよな。

「名前、違う」

「そう……」

　このまま渡したら、『フィリスって誰よ！』てな具合に怒られて、ジラルは無事死亡し遠くへ行ってしまうだろう。

「うっかり、やらかしてしまったんだ……」

「書き直せば？」

「手元のラスイチ、これが」

「金持ちなんだからいっぱい買えば」

「今日取りに来るんだよぉぉぉぉぉ！　そんな時間ないんだよぉぉぉ！」

　叫ぶと同時にジラルが泣き出した。感情がごちゃごちゃになっているらしい。

　羊皮紙っていや、バルガス伯爵が使っているのを見るくらいで、雑貨屋さんにも置いておらず、おれたち庶民に馴染みはない。

　メモをもらったりするけど、布の切れ端だったりする。

　手紙ならまだしも、契約とかそういう取り決めごとには必須アイテムになるらしい。

「元々五枚あったんだけど、全部書き損じ」

「そんなにミスったのか」

　見ればわかるけど、文章が長い。長文でフェリスさんへの愛を交え（そんなこと書いてるから長くなるんだろ）他の女性と口をきかないことを綴っている。

　長くなればなるほど、書き損じる可能性は高まる。しかもこれに関しては、名前ミス。決定的過ぎる。

「というわけだよ。レイジくん……今まで、ありがとう」

　肩を落としてジラルが立ち上がる。

　おれはそれに待ったをかけた。

「ちょっと待て。座って待ってろ」

「？」

「いいから」

　針やナイフで削って書き直せば……と思ったけど、正式な誓約書にするのなら、あまりよろしくないだろう。

　でもアレなら、この世界の人は知らないし、使ったこともない。使ったあとどうなるのかわからないから、誤魔化せる可能性大。

　創薬室に入ると、事情をこっそりと聞いていたノエラとミナが顔を出した。

「あるじ。ノエラ手伝う」

「わたしも手伝います。レイジさんのせっかくのお友達を亡き者にはさせません……！」

　ミナ、そう言われると恥ずかしいからやめて。

「二人ともありがとう。じゃあちょっとだけお願いしようかな」

「る！」

「はい！」

　おれは手伝ってくれる二人に指示を出しながら、新薬を作っていく。

　瓶の内容物を混ぜ合わせると、完成を示すように瓶が光った。




【デリート液：塗った箇所のインクを消すことができる。文字通り白紙に戻す液体。速乾性抜群】




　これなら、ジラルの書き損じた誓約書を部分的に直すことができる。

「あるじ、これ何？」

「これは──」

　周囲を見渡し、棚に貼ってあるメモを見つけたおれは、そこに【デリート液】をちょびっと塗った。

　すると、みるみるうちに、一文字目が消えていく。

「る……？　消えた？」

「消えました、よね？」

「そういう薬だ」

　ノエラもミナも、何にどう使うのか見当がつかないようで、首をかしげていた。

「おい、ジラル。これを塗ればきっと大丈夫だ！」

　おれは店内に戻り、さっそくジラルの書き損じ誓約書に【デリート液】を塗った。

　液体が透明なので羊皮紙の色がそのまま透けて見える。そうと知っていても見つけるのが難しく、知らないのならまず見破れない。

「き……消えた！　文字が、一文字だけ」

「うん。これで、間違えたところを上書きすればいい」

「ありがとうレイジく──ん！」

「だから、近寄んなって！」

　さっとおれは距離をとって、ジラルから離れた。

　羽根ペンとインクを用意し、誤字の修正はすぐに終わった。

「やったぁぁぁぁ！　死亡イベント回避だぁぁぁ！」

　おめでとう。おめでとう、ジラル。

　気になって見に来ていたノエラとミナが様子を見守っていた。

「ジラルさん、お茶、いかがですか？」

　あ。ミナ、今はちょっと──。

　店の入口に、不穏な影が見えてミナとノエラの口を手で封じる。

「れ、レイジさん？」

「る？　るる？」

「ありがとう、ミナさん。じゃあ、お言葉に甘えて──」

　えへへ、と気のゆるんだジラルの表情。その後ろに、黒いオーラを出しているフェリスさんがいた。

「薬屋さんのところだって聞いたから来てみれば……」

　ゆら、ゆらり……、とジラルの背後にフェリスさんが立つ。血走った目で肩口からジラルの顔を覗き込んだ。

「何をしているのかしら、ジラル」

「ひいっ」

　ミナとノエラの口を押さえていた手を目元にズラし、二人に目隠しをする。

「ずいぶん、楽しそうね、ジラル……」

「ひぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁあああ」

　Ｒ指定のショッキング映像を二人に見せるわけにはいかなかった。

　死亡イベントは不可避だったか……。

　笑顔でフェリスさんは優雅にお辞儀をして去っていった。口から魂が出たジラルの襟首をつかんで、ズリズリズリ、と引きずりながら。

　ふう、とおれは額の汗を袖でぬぐった。

　うちの子たちが巻き添えにならなくてよかった。

　目隠しをやめると、二人が尋ねた。

「レイジさん、どうしたんですか？」

「あるじ、何があった」

「悲しい、事件があったんだ……」

　そう、とても悲しい事件がね。

　過去を振り返る名探偵よろしく、おれは遠い目をした。

　ジラル、向こうでも達者にな。

　──なんて思っていると、翌日、両頬に手形のついたジラルが店に現れ、何も言わずポーションを一〇本買っていった。

　……死ぬな。強く生きてくれ、ジラル。










７　駆け出しテイマー




　グリ子に朝食を持って行こうと外へ出ると、少女が一人で厩舎の中にいるグリ子を撫でていた。

　近所ではあまり見ない子だ。

　ベレー帽をかぶり、ショートパンツを穿いている。年の頃は、ミナと同じくらいの一〇代半ばってところだろう。

「きゅお」

「いい子だね～」

　グリ子も嫌がっている素振りはなく、どこかリラックスした表情だ。

　おれに気づいて少女はペコリと頭を下げた。

「この子のご主人さんですか」

「はい。人懐っこい子でしょ」

「グリフォンがこんなに懐くなんて珍しいです。こうして触ったのも、私はじめてで」

　ミナが作ってくれたグリ子用ご飯を足下におくと、ガツガツと食べはじめた。

「おれは、このグリフォンの飼い主で、そこで薬屋をやっているレイジって言います」

「私は冒険者で、魔物使いのエヴァといいます」

　魔物使い……。

　へえ、道理で慣れた手つきだと思った。

　きょろきょろ、と周囲を見渡しても、エヴァの使い魔らしき魔物は見えない。

「薬屋さん」

「はい？」

「このグリちゃん、私にください！」

　えらいお願いをいきなりしてきた!?

「……嫌です」

「そうですか」

　しょぼん、と肩を落としたエヴァ。

　そりゃ、誰だって嫌だろうに。

「エヴァさんの魔物は、いずこに」

「先日……冒険の途中で……」

　くすん、とエヴァは鼻を鳴らした。

　冒険の途中で、お別れしちゃったのか。

「目を離した隙に逃げちゃって」

「逃げられただけかよ」

　攻撃から私をかばって──てなドラマを想像したおれがバカだった。

「なので、今は魔物のいない魔物使いです」

　剣を失くした剣士みたいなもんか。

「グリフォンは、人がなかなか使役できない魔物ですし、陸空が移動できて、戦闘能力も高いです」

「きゅー！　きゅきゅ！」

　褒められているのがわかったのか、グリ子が目をキラキラと輝かせている。翼をばっさばっさと動かしたせいで、下に敷いている藁がぶわっと舞った。

「こんなに懐いているなんて、奇跡に近いと思います」

　卵から育てたらこうなったんだけど、その卵がなかなか見つからないんだろう。

「使役できたら便利だし強いってのはわかりました」

「それに！　『あの魔物使い、グリフォンを使役してる、だと!?』ってみんなに思われて、優越感がすごいというか、他の魔物使いに対してもマウントが取れて気分がいいんです」

　気持ちいいくらい不純な動機だった。

「うちのグリ子はあげられないけど、新しい使い魔を見つける手伝いくらいならできますよ」

「本当ですか!?」

　うん、とおれはうなずいて、彼女を店へと案内する。

「うわぁ。色んなお薬がいっぱい……」

「これと、これかな、とりあえず」

　カウンターに二つの商品を並べる。

「薬屋さん、これは？」

「ひとつは【トランスレイターＤＸ】っていう、知性が高い魔物と意思疎通できるようになる薬です。しゃべっていることや、こっちの言葉が通じるようになります」

「すごー！　こっちは？　こっちは？」

「こっちは【魔物ごはんの友達】。魔物にとって魅力満点の風味が香る、餌とかにかけると食が進む薬です」

「そんな──テイマー御用達みたいな超便利なチート薬が──!?」

　驚愕で腰を抜かしそうなほどのエヴァだった。

「あるじ、客？」

　ひょこっとノエラが顔を出した。

「く、薬屋さん、この子は──」

「ああ。人狼のノエラです」

「ノエラ……は、ノエラ」

　警戒しつつノエラが小さくお辞儀する。

「んはぁぁぁぁ～～～っ！　もう無理！　可愛い無理、尊い！　無理ぃぃぃ！」

　エヴァが手を差し出しながら、息を荒くしてノエラに近づく。

「る!?」

　しゅばっとノエラがおれの背中に隠れた。

「エヴァさん、尊いのはわかりますけど、怖がらせないでください」

「あ。ごめんなさい、つい」

　てへ、とエヴァはいたずらっぽく笑う。

「──で。この二種類の薬があれば、新しく相棒となる魔物も見つけやすくなると思うんです」

「大丈夫……でしょうか。意思疎通できるのは、とても嬉しいんですけど、嫌われてたら、罵詈雑言を浴びせられるんですよね？」

　魔物ってそんなネット民みたいなことする？

　けど、テイマーならキツいときでも指示を出して鞭を打たないといけない状況だってあるだろう。

　嫌われることもあるかもしれない。

「でも、その子に対して愛があれば……」

「愛があるから、嫌われるのがツラいんです……」

　しみじみと実感を込めて言われた。

　……逃げられたんだもんな。使い魔に。

　そりゃ、たしかにツラい。

「だから、グリちゃんかノエラちゃんか、そのどっちかを私にください！」

「やらねえよ」

　ノエラは、おれの後ろに隠れながら、うんうん、とうなずいている。

「ですよねぇ……」

　ため息をついたエヴァは、おれがすすめた薬の両方を買って店を出た。

「あるじ。可哀想」

「そう言うなって」

　時間的に、そろそろエジルが出勤するころだ。それまではミナに任せて、エヴァの新使い魔探しを手伝うことにしよう。

「──というわけでミナ。エジルが来るまで、店を頼む」

「はーい。いってらっしゃい～」

　笑顔でおれたちを送り出してくれた。

　ノエラとともに、肩を落としたエヴァを追いかける。

「おーい、エヴァさん。待ってくださーい」

「薬屋さん？　と、ノエラちゃん？」

　追いつくと、おれが息を切らせている間に、ノエラが説明をしてくれた。

「あるじ、ノエラ、手伝う。おまえの使い魔探し」

「いいんですか？」

「ちょっと心配だったから」

「何から何まで、すみません……それと、ありがとうございます」

　いえいえ、とおれたちは、エヴァから新使い魔の要望を訊いていく。

「そうですねぇ。強くて可愛い魔物なら嬉しいです」

　おれはちらり、とノエラに目をやった。

　強くて可愛い、か。

　それって相反する気がするんだけど、両立するものなのか？

　ノエラは、可愛いに全振りしている感じがする。狼モードなら戦闘能力はありそうだけど、戦っているところを見たことはない。

「ちなみに、以前は何を使役してたんですか？」

「以前は、岩巨人ゴーレムを、少々」

　全然可愛くねえ。

　見たことないけど、可愛くないってことだけはわかるぞ。

　どうやら、ゴーレムは魔物使いの間ではポピュラーな使い魔らしい。あまり我が強くなく、従順な性格をしている個体が多く、そこそこ強いので初心者が使役するとすればこの一択、というくらいの人気具合らしい。

　……従順なはずのゴーレム、なんで逃げたんだよ。

「まず、仲よくなって、心を通わせます。そうすると使役契約の魔法が使えるようになり、気に入った魔物に対してそれを行い、使い魔となります」

　……なんでゴーレム、逃げたん。

　エヴァの魔物使いという職種の話を聞きながら、採取によくやってくる森へとやってきた。

「たくさんいても困るので、強つよカワな個体を一体、どうにかほしいです」

　強くて可愛い……。強カワな魔物って、この森にいたっけ。

　すんすん、とノエラが鼻を鳴らし、索敵をしてくれる。あっちにはあれがいて、こっちにはこれがいる、と教えてくれた。

　ごきゅごきゅ、と【トランスレイターＤＸ】を飲んだエヴァは、意気込むように息を吐いた。

「あっちに行きましょう」

　そうエヴァが言うと、ノエラの表情が強張った。

　……ノエラの索敵では、大まかなことがわかる。小型なのか中型なのか。それ以上なのか。

「あっち、大きい。珍しいニオイ。あるじ」

　珍しいニオイ？

　エヴァは意気揚々と、おれとノエラはおそるおそる、歩を進めていく。

「あ、あるじ。あ、あそこ……」

　木陰にささっと隠れたノエラが指をさす。

「ブルワァァ……ブルワァァァ！」

　そこには、上半身裸のオッサンがいた。

　弓を手にしていて、ただの狩人かと思ったけど、違った。ロン毛にもじゃもじゃした髭、わさっと生えた胸毛。

　腰から下が、馬のそれ。

　あ、あれって……まさか。

「ケンタウロス──。や、やだぁぁぁぁ！　無理ぃぃぃ！　好きぃぃぃ！」

　無理って言葉の意味を、おれは小一時間考えてみた。

　エヴァが声を上げたせいで、ケンタウロスに気づかれた。

「ブルワァァ！」

　上半身が人だからって、人語を使うってわけじゃないらしい。矢をつがえて、放ってきた。

「う、うわぁぁあ!?」

「あるじ、こっち」

　ノエラに服を引っ張られ、木陰に引きずり込まれた。そのおかげで、矢を回避できた。

「ノエラ、サンキュー」

「る！」

　よし、と言ったエヴァが拳を握った。

「あの子にします。私、決めました」

　えぇぇぇぇ……。

「あれこそ、私が求めた強カワです」

　強いのはわかるけど、あんな男くさい風貌のどこが可愛いんだよ。

　ケンタウロスが何を言っているのかまったくわからないので、持参してきた【トランスレイターＤＸ】を飲んでみた。

『ここを我が森としてくれよう！　ブワッハッハッハ！』

　や、やべーやつだ!!

『そこに隠れているニンゲンに告げる。とっとと我が森から立ち去るがよい。そして、二度と踏み入ることを許さぬ』

　げ。バレてる。

「あるじとノエラ、出会った森……変なオッサン住みつく、ノエラ、嫌」

「だよなぁ」

　ここには、ときどき採取に来る。それを禁止されるのも困る。

「あのー！　私、エヴァ。諸事情により、あなたをゲットします」

　その言い方だとまた別のアレに聞こえるからやめてほしい。

『乳くさいニンゲンの娘よ。失せろ。二度は言わぬぞ』

　オッサンもオッサンで、取り付く島もない様子だ。

　エヴァと契約させれば、少なくともこの森からは出ていくし、支配者を気取ることもないだろう。

　なんとしても、エヴァの契約を援護しないと。

【魔物ごはんの友達】をエヴァが持っているけど、いいニオイがするだけで従わせられるというわけじゃない。

　ん？　……掛け合わせればできるぞ？

「あのー。お名前を教えてくださーい！」

『半人半獣の妖魔、ケンタウロスである。名などない』

　エヴァがどうにか仲良くなろうとしている。

「あるじ、何か作る？」

「うん。ノエラはここに残って、何かあったらエヴァを連れて脱出してほしい」

「わかた」

　おれはノエラとエヴァを残し、急いで森を出ていった。







　息を切らせ、店に戻る。

「おや。先生、大急ぎでどうしたんです？　出かけられたのでは……」

　店番のエジルが怪訝そうに尋ねてくる。

「ケンタウロスがな、支配者気取りで困ってるんだ」

「はぁ」

　伝わらないだろうなと思いつつ、説明する時間が惜しいので、おれは創薬室にこもった。

【魔物ごはんの友達】、【誘引剤】と……あと商品化をやめた薬【エモーショナル・ドライブ】を準備した。

　これらのいい所を抽出して、効果が強くなりすぎないように調整、中和していき、できあがった。




【キビダンゴローション：対魔物専用液。これを使い食べさせた者の好感度が大幅上昇。ツンツンしてるあの子も、大きなお友達も、内気なあの子も、誰とでも仲良くできる】




　これなら、あの髭面ケンタウロスとエヴァが仲良くできるはず。

　走って創薬室を出ていき、厩舎にいるグリ子に乗ってさっきの森まで戻る。

『ご主人様とお散歩、グリ楽しいです～』

　と、まあグリ子はのん気だった。

　エジルを連れてくればいいのかもしれないけど、それだと魔王に従ったってだけで、エジルがいなくなれば、元に戻るだろう。

　グリ子を連れて森へ入り、さっきの場所へ向かっていると、話し声が聞こえる。

「だからさぁ。そういう迷惑をかけちゃダメなんだよぅ」

『迷惑をかけたつもりは……』

　なんだなんだ？

「言いわけは聞きたくないよ。キミが来なければ、ここは平和でいい森なんだ。支配するだのしないだのは、よそでやりなよ」

　聞き慣れた声に、おれは首をかしげた。

「あるじ」

「ノエラ、どうなってる？」

「ビビ来た」

「ビビが？」

　覗いてみると、よく知っているバイト精霊がケンタウロスを前に、毅然とした態度で説教をしている。

　頭が上がらないのか、ケンタウロスのオッサンは、ずっと顔を伏せている。

「おい、ビビ、何やってるんだ？」

「あ、レイジくん。マナーのなってないよそ者に色々と教えてあげていたところだよ」

『ビビ様、このニンゲンは』

　ビビ様？

「ボクのトモダチで雇い主だよ」

『ビビ様の、ご友人……!?』

　オッサンが目を剥いて驚いていた。

「ビビ、おまえってそんなに偉かったの？」

　おれが尋ねると、えへんと胸を張った。

「ボクはこれでも湖の精霊だからね。森やその土地に祀られたり信仰される、いわば神様に近い存在なんだよ、レイジくん」

　湖の精霊って肩書きは、伊達じゃないらしい。

「今やずいぶん廃れているけどね……」

　自嘲の笑みを覗かせた。

　騒がしいのを不思議に思ってここに来たビビは、ノエラから状況を聞いたそうだ。

　知能が高い魔物や魔獣になると、ビビとは意思疎通ができるらしく【トランスレイターＤＸ】なしで会話ができるという。

「ビビ、おまえ……暇なんだな」

「そ、そうだけど！　まずは感謝してほしいかな！」

　冗談、冗談、とおれは笑う。

「ありがとう。助かるよ」

　そうだ。本題。本題。

　ぽかーん、と湖の精霊とケンタウロスのやりとりを聞いていたエヴァに、おれは【キビダンゴローション】を渡した。

「エヴァさん、これを使えば、あのケンタウロスと仲良くできるはずです」

「ほ、本当ですか？」

　ごそごそ、とバッグを漁って、カビかけのパンを取り出した。

　……【誘引剤】の効果もあるから、大丈夫だろう。

　パンに瓶に入った液体をかけて、ケンタロスへ持っていく。

『小娘。何やら美味なる香りを放つ食べ物を持っておるな？』

「食べたい？　それなら少しわけてあげる」

　パンをちぎってケンタロスへ渡すと、ぱくりとそれを食べた。

『むお!?　このような食べ物は、はじめて食べた……！』

　ケンタウロスが、仲間になりたそうにエヴァに熱い視線を送っている。

　す、とエヴァが手の平を差し出す。

「お手」

　い、いきなり上から目線だ──!?

『……』

　嫌そうな顔を一度したケンタウロスは、仕方なさそうにエヴァの手に自分の手を重ねた。

「私と契約すれば、たくさん食べられるよ。だから、私と契約して使い魔になってよ！」

『面白い小娘だ。我も退屈をしていたところ。……いいだろう。その話、乗った』

　重なった手は握手へと変わった。

「ありがとう、薬屋さん！　これで強カワな魔物を使役することができそう！」

【トランスレイターＤＸ】もあるし、ケンタウロスのほうが意外と常識ありそうだし、このコンビは案外上手くいくのかもしれない。

　そのまま契約魔法を発動させたエヴァは、魔法を成功させ、強カワなケンタウロスを使い魔とした。強いはいいけど、可愛いは納得いかねえ。

　一件落着となり、おれたちは森を出たところで解散した。

　エヴァは再度お礼の言葉を言って、ケンタウロスの背中に乗って去っていった。

「テイマーって、すげーな」

「あるじ。あるじ、ノエラの、あるじ。テイマー」

『グリもです。ご主人様は、グリのご主人様です』

　人狼とグリフォンの主人だとすれば、おれもテイマーなのかもしれない。







　店に帰ると、【キビダンゴローション】を手にしたエジルが不敵な笑みを浮かべていた。

「先生……とんでもないものを開発されましたね」

「まさかおまえ、それで──」

　魔王軍の統率力を上げる気か──!?

　ばさっとマントをなびかせたエジル。

「これを使ってノエラさんを余のモノにッッッ！」

　……おまえはそういうやつだったな、エジル。安定安心の思考回路だ。

「抗えまい、ノエラさん！」

　ポーションをとくとくとく、とコップに入れて、【キビダンゴローション】を混ぜた。

「るっ!?」

　抗う様子は何も見せず、ノエラはしゅばっとコップを奪い一気に飲んだ。

「ノエラさん、どうですか。余と仲良く……」

「エジルは無理。無理なもの、無理」

「な……に……!?」

　玉砕していた。

　そうか。好感度を大幅上昇ってことは、好感度がマイナス一億だとすると、焼け石に水状態なのか。なるほどな。

「何故だ!?　謀ったな、先生！」

「全部おまえの行いの積み重ねだろ。勝手に新薬を使うなよ。今開けたポーション代、給料から引いておくからな？」

「……はい。……すみません」

　あれを使っても無理ってことは、ノエラはエジルには、永遠にツンなんだろうな。










８　そういう用途じゃねえ




　冒険者のエヴァを手助けしたおかげか、その口コミで冒険者のお客さんが遠方から来ることが多くなった。

　定番のポーションや腹痛薬、魔物や動物と会話ができる【トランスレイターＤＸ】などがたくさん売れ、店はより繁盛していた。

　町に滞在する冒険者も多く、宿屋やレナのうさぎ亭も繁盛しているようだ。

　こんちはー、と最近よく現れるようになったトールズがやってきた。

　ガタイがよくて、頬に傷がある二〇代半ば冒険者で、口調は荒っぽいけど、悪い人じゃない。

「いらっしゃい、トールズ。今日はなんの用？」

「レイジ。アレじゃちょっと違うんだわ」

「え、違った？　それは申し訳ない」

「いやいや、十分役立つんだけどもさ、使い勝手が悪いんだ」

　そうか……。

　前回トールズがやってきた二週間ほど前。

　そのとき要望があったのが、『洞窟の中を照らしてくれる薬』で、おれは【特殊塗料ＥＸ】をすすめたのだ。

「あの薬、役には立つんだぜ。つけてれば、暗がりでも光ってるように見えて、仲間がどこいるのかすぐにわかるしよ。全然落ちないっていうのもいい。濡れたり擦れたりして落ちるんじゃ、塗り直すのも手間だからな」

　おおう、めっちゃ褒めてくれるぞ。

「じゃあ、何が問題だったの？」

「あれで見えるのは味方だけで、洞窟内が見えるわけじゃない。足下が悪かったり、罠があったりすると、事前に察知するのは難しいんだ」

　なるほど。そういうことなら、【特殊塗料ＥＸ】は用途が少し違うかもしれない。

「俺の仲間に、細かい魔法が得意な野郎がいりゃ、周囲を照らすくらい朝飯前だろうけどよ。攻撃防御の戦闘用の魔法しか使えねえんだ」

　だから、わざわざ他人を連れていくよりも、お金で便利アイテムを買ったほうがいいのだという。

「信用できるやつなら構わないけどよ。足引っ張ったり、途中で逃げたり、強欲だったり、変なやつのが多いのが現実だ」

　わざわざ他人と冒険するっていうのは、死活問題になるようだ。

　ハズレを引くくらいなら、アイテムで済ませようと思うのもうなずける。

「トールズさん、いらっしゃいませ～」

　奥からやってきたミナが、お茶を出してくれた。

「やあ、ミナちゃん。相変わらず忙しそうで」

「いえいえ～。ゆっくりしていってくださいね」

　ニコリとミナが微笑むと、ふやけたような顔をしたトールズは去っていくミナに手を振っていた。

　……ふむふむ。だから最近トールズは足しげく通ってくれているのか。

「ニヤニヤしてんじゃねえよ」

　目をそらしながら、トールズは頬をかいた。

「ミナは、料理も上手だし店のことも完璧でいい子だけど、他の町にはいないの？」

「癒し力が違ぇんだよ。ママ感がすごいんだ」

　ママ感……。

「荒んだ冒険者の心を癒してくれるオアシスなんだよ、ミナちゃんは」

　たしかに、ミナとノエラを見ていると、姉妹ではなく、母娘って言ったほうがしっくりくるときがある。

「俺ぁな……ミナちゃんをどうこうしたいわけじゃねえんだ。ただ、見守らせてほしいだけなんだ」

　そういうときって遠くから見守る、じゃないのか。

「目を見て、言葉を交わせるだけで、嬉しいんだ……」

　イカついナリをして、一途な中学生男子みたいなことを言い出した。

　トールズに限らず、やってくる男性客はノエラのモフモフかミナ目当てみたいなところがあるので、こういった話はよく聞く。

　おれとどういう関係なのか、っていうのを真っ先に確認する人はガチだ。

「そういや、赤猫団が団員を募集しているんだ。トールズなら、受かるんじゃないの？」

「そうなのか。ちょっと考えとくよ」

　にかっとトールズは笑う。

　アナベルさんがこの前来て愚痴ってたのだ。ロクなやつが来ねえ、って。

　だから、冒険者が最近よく訪ねてくるウチに、目ぼしい人がいたら声をかけてくれって言われていたのだ。

　トールズの表情を窺うと、割と真剣に入団については考えているようだった。

「冒険とは真逆で、平和な田舎町だから刺激はないかもしれないけど」

　だろうな、とトールズは目を細めた。

「そんで。改良版みたいなヤツは作れるのか？　【特殊塗料ＥＸ】のさ」

「松明じゃダメなの？」

「それでもいいんだが、おそらく松明が原因で爆発したことがあったって噂で聞いてな」

　松明が何かに引火した……とすれば、使えないよなぁ。

「【特殊塗料ＥＸ】は、照らすっていう用途じゃないから、改良版っていうより新薬開発になるかもしれない」

「おっと。俺たちのためにそこまでやってくれるのは申し訳ねえ。アレで我慢するっきゃねえな」

　イイ人なんだよなぁ。トールズ。

　ウチに来る大抵の客は、無茶ぶり、丸投げ、なんでもあり。

　どうにかして薬を作ってくれって人ばかり。

　おれの手間や迷惑を考えてくれる人はなかなかいない。

　まあ、さほど迷惑でもないんだけど。

「トールズ、新薬、できるから安心して。冒険中に何かあったら、おれも嫌だし」

「レイジ……ありがとうな」

　照れくさくなって、おれはシシシと笑う。

「ちょっと作ってくるから、待ってて」

　ノエラを呼んで、店番を代わった。

「よ。ゴッツイの」

「よぉ。モフモフ」

　ノエラはノエラで、トールズとは気が合うらしい。

　店番兼接客をノエラに任せ、おれは創薬室に入った。

【特殊塗料ＥＸ】は、付けた物体を暗がりでも見やすくする効果はあるけど、発光させるわけじゃない。

　洞窟内のどこらじゅうに塗るわけにもいかないし、そうなれば手間だ。

　発光、か……。

　ずっと光り続けるのも、使い勝手が悪くなる。火を使わない松明ってイメージで調整しよう。

「うん。こんなもんかな」




【ワンタイム・ライト：物体に塗ると、数時間発光し周囲を照らす】




　赤、青、黄、緑の四色を作ってみた。

　創薬用のすりこぎ棒に赤の【ワンタイム・ライト】を塗ってみた。

　すると、ぼんやりと赤く光りはじめた。

　よし。成功だ。

「こんな感じでどう？」

　すりこぎ棒と新薬を持って店内に戻ると、

「る。るぅ……！」

「こんの……！　やるな、モフモフ」

　暇だったのか、ノエラと指相撲で白熱していた。

　何してんだ。

「トールズ」

「おう、レイジ。もうできたのか」

　おれに気を取られた隙に、ノエラがキラリと目を光らせ一気に抑え込んだ。

「む!?」

「ノエラ、勝った」

「また今度やろうぜ」

「わかた。返り討ち」

「こっちのセリフだ」

　ノエラのいい遊び相手になってくれたようだ。

「で、それがブツか」

「うん。こんな感じでどうだろう」

　すりこぎ棒を見て、トールズは首をかしげる。

「あんま光ってないな……」

　そうか。ここじゃわかりにくいんだ。

　一旦扉や窓を閉め、カーテンも閉める。

　ふわっと赤い光がすりこぎ棒を中心に広がった。

「赤！　光った！」

　ノエラが目を丸くした。

「おぉぉぉぉ！　これこれ！　こういうの、こういうの！」

　トールズの要望にもばっちりだったらしい。

　どたばた、とノエラがどこかに行くと、手頃な棒を持ってきてくれた。

「ノエラの、武器」

　遊びのときに使う武器ね。

「あるじ。塗る。光る。強い！」

　まあ、強そうには見えるかもだけど、振るたびにヴィン、ヴィンなんて音は出ないぞ。

　ノエラが急かすので、三本あったそれらに赤以外の色を塗っていった。

　四色の光がぼんやりと店内を照らす。

「るー！」

　感激するノエラの声に、ミナが奥から顔を出した。

「あ、なんですかそれー？　とってもキレイですー！」

　効果を説明すると、ミナが目を輝かせた。

「夜をこんな色で照らすなんて、レイジさんロマンチックですね♪」

　いや、そういう用途じゃないんだけど。

　何かにピンときたらしいトールズ。

「レイジ、売ってくれ」

「いいよ。元々そのつもりだったし」

　四色分の【ワンタイム・ライト】を売ると、何か確信めいた表情をしたトールズは、店をあとにした。

　ともかく、役に立ちそうでよかった。







　数日後。

　トールズが閉店間際に仲間の四人と一緒にやってきた。

「ミナちゃんを出してくれ」

「うん、いいけど」

　……緊張した面持ち。そう、まるではじめての発表会に挑む子供のような……。

　不思議に思ったおれは、ミナを呼んだ。

　トールズたちの案内に従い、外に出ると、五人が横に並んだ。

「ミナちゃん、見てくれ」

　きょとんとするおれとミナ。

　トールズたちは、背中に隠していた二〇センチほどの棒……どれもおれが先日作った【ワンタイム・ライト】の四色を両手の指に一本ずつ挟んだ。

　あれ。これどっかで見たことある。

　シュバ、シュバババババ！　とキレのある動きで五人が踊りはじめた。

　暗くなったおかげで、【ワンタイム・ライト】の四色の光がとても綺麗に見える。

　これ、完全にオタ芸とかいうやつでは。

　現代のそれを知っているとは思えないけど、明らかにそれと同じでは！

　バババ、シュバッ──動くたびに【ワンタイム・ライト】……いやサイリウムの蛍光色が躍動した。

　やがて、トールズたちは息を切らせながら、オタ芸をやめた。

「俺たちのダンス、どうだった？」

「みなさんすごいです～！　とてもきれいですね～」

　ミナは拍手をしながら喜んでいた。

　照れくさそうなトールズたちは、やりきった青春顔で仲間同士でハイタッチしていた。

　そういう使い方するために作ったんじゃねえ！

　用法容量を守って正しく使ってくれよ！










９　魚が苦手




　この世界で魚料理っていえば、煮込んだり焼いたりが主流で、ナマで食べるっていう文化がない。

　こっちに来てからずーっとそんな様子なので、いい加減食べたくなってくる。

　干物を焼いたものじゃなくて、刺身……。寿司なんて贅沢は言わないから。

　昼ごはんを食べたあと、以前ポーラの協力を得て作った冷蔵庫を覗いたミナが尋ねてきた。

「レイジさん、今日はお夕飯何が食べたいですか？」

「刺身」

「サシミ？　なんですか、それ」

　だよなぁ。

「刺身っていうのは、獲れたての魚をひと口大に切った切り身のことだ」

「それを焼くんですか？」

「いや、そのまま食べるんだ」

「お腹壊しますよ？」

「新鮮だと壊さないんだよ」

　むむう？　とミナは難しい顔をしている。

　食べたことない人にはやっぱりイメージしにくいんだろう。

　うさぎ亭で見かける料理も、焼く、煮るの調理を施してあるものばかりだ。

「では、干物を焼くことにしましょうか」

　そうじゃないんだよなぁ……。違うんだよ……。

　とは思いつつ、実際料理するのはミナなので、おれは口には出さないでおいた。

　我がままを言って困らせたくはない。

　そんなふうに、つつがなく営業を終え、夕方になると魚を焼くいいニオイが漂ってきた。

「る……？　今日、魚？」

　店内でおれが片づけをするのを見守るノエラが、首をかしげた。

「らしいな」

「ノエラ、魚、嫌。肉がいい」

「そう言うなよ」

　そういえば、ノエラは魚はあまり食べるイメージがない。

　人狼だからか、魚より肉のほうが好きなんだろうけど──。

「どうして嫌なんだ？」

「骨……キライ」

　あー。おれもちっちゃいとき、そうだったような？

　骨の場所を知っていれば取り除くのは簡単なんだけど、肉と同じノリで食べたら、喉に刺さること間違いなし。

　取るのも面倒くさいしな。

「肉、美味の味。魚、違う」

　そんなことないんだけどな。

　……もしかすると、人狼だから肉に関しては生のほうが好みなのかもしれない。

　前、川沿いでバーベキューしたときも、網にのせたあと、すぐ食べてたし。

　ふふふ。いいことを思いついた。

　ノエラも共犯にしてしまおう。

「ノエラ、魚の刺身って食べたことあるか？」

「サシミ？　美味の味？」

「ああ、もう、そりゃ美味の味だ。季節によっちゃ脂がのってて、口に入れるとその脂が溶けて一瞬にしてなくなるんだ。脂の甘みもあって、これもう肉なんじゃないかっていうくらいおいしくて──」

　現代で味わった極上の刺身の説明をしていると、ごくり、とノエラが唾を呑み込んだ。

「あるじ……刺身、くさい？」

「新鮮なものはくさくないよ」

「骨、ある？」

「刺身にするとないよ」

　興味津々といった様子のノエラだった。

　川魚は骨も多いし、刺身にすると身が小さくなるからできない。

　ビビの湖の魚は、ナマで食べるには臭みがあるから、海の魚が適しているだろう。

「モフ子よ、食べてみたくないか？」

「みたい！」

　よし。ノエラを味方にした。







　翌日。

　おれはグリ子に乗って港町まで行くことをミナに提案した。

「ノエラが珍しく魚に興味を持ってるんだ。これがきっかけになって、『ノエラ魚キライ』なんて言わなくなるかも」

　生魚の味を覚えさせれば、ノエラは元の世界に戻れなくなるだろう。

　提案すると、ノエラをちらりとミナが見る。

　昨日は、身をちょびっとだけ食べて、あとはノータッチ。

　骨がない場所でも、骨があるから、と警戒して手をつけない。

「それなら、いい機会かもしれませんね！　わたしも、興味はありますし」

「決まりだ。次の定休日、前旅行に行った港町、サン・ログロに行こう」

　おれの『刺身が食べたい』ってだけの欲望に、みんなを巻き込むことに成功した。







　そして次の定休日。

　朝から三人でグリ子に乗り、港町サン・ログロを目指した。

　残念だけど、グリ子は町に入れることができないどころか、討伐騒ぎになってしまうので、少し離れたところで待機してもらうことにした。

「きゅおぅ……きゅぅ……」

　離れていくおれたちに、悲しげな鳴き声を上げていた。

「グリ子！　ノエラ、刺身、持って戻る。我慢！」

「きゅぅぅぅ……」

　とぼとぼ、と人けのない森へグリ子は身を隠した。

　お土産はいくつか買って戻るから、我慢してくれ、グリ子。

　街道を歩いて一時間ほどで、サン・ログロの町へ到着。

　磯の香りがし、海鳥の鳴き声がときどき聞こえてくる。

　絵に描いたような栄えている港町で、様々な人が行き交っていた。

　前回は、ロクに観光をしなかったので、ゆっくりと港を見て、湾内にある船に、おれもノエラも興奮気味だった。

「漁船だ」

「ギョセン……!?　強そう」

「戦わないぞ？」

　るー？　とノエラは首をかしげていた。

　つばの広い淑女然とした帽子をかぶるミナは、風で飛ばされないように帽子を押さえながら、ふふふと微笑んでいる。

　漁師と思しきおじさんが船内の掃除をしているのを見つけた。

「あの。ちょっとお話いいですか」

「んあー？　なんだい、兄ちゃん」

　海が遠い町では、ナマで食べる文化はないのは当然だ。

　でも漁師さんなら……。

「どの魚なら刺身にするとおいしいですか？」

「はー？　刺身？　なんだい、そりゃ」

「切り身のことです。ナマで食べるための──」

　ぴく、と漁師のおじさんは手を止めた。

「兄ちゃん、アレのことを言ってんのかい？」

　警戒するような眼差しに、おれはうなずいた。

「ええ、アレです」

　不敵に笑うと、おじさんもニヤリと笑い返してきた。。

　やっぱり、漁師さんは鮮度抜群のものが常に手元にあるから、知ってるんだ。

　刺身の美味さを。

「このことは、他の誰かには？」

「言ってないですよ。ああ、ここにいる二人には説明していますけど」

　まあよし、と漁師さんは小さくうなずく。

「あんまり、他言すんじゃねえぞ。大勢が知れば、アレを巡って戦が起きるからなぁ……」

　扱い厳重過ぎだろ。古代兵器か何かかよ。

「食べられるお店か何かを探しているんです」

「……これは独り言だが……大通りから西へ少し行ったところに、古い飲み屋がある。細ぉい路地にある、地元の漁師しか行かねえような古臭い店だ。……そこで、漁師のヤザンから聞いたって言えば、例のヤツを出してくれるだろうよ」

　このおじさんはヤザンさんというそうだ。

　やべえブツの受け取り方みたいになってるんですけど。

　本当に、出てくるのはおれの知っている刺身なんだよな……？

「ありがとうございます」

　おれはお礼を言って、港を離れた。

「レイジさん、サシミというのは、戦を引き起こすような代物なんですね……！」

　ミナもノエラも、緊張の面持ちだった。

　おれの知っている刺身はそんなことは起きねえよ。

　せいぜい小競り合いくらいだ。

「ノエラ、それでも、サシミ、食べてみたい」

　おれもだ、モフ子。

　人通りの多い通りから、教わった通り、細い路地を選んで西へ進んでみることにした。







「ここかな」

　漁師のヤザンさんに教わった通り進むと、細い路地にあるお店を見つけた。

　聞いていた通りかなり古く、看板に書いてある店名も、霞んでしまって読めない。

　まだ昼前だけど、朝が早かったせいでもう腹ペコだ。

　ぎゅーん、とレーザー銃のような腹の音をノエラが鳴らしていた。

「お腹空きましたね、ノエラさん」

「あるじ、早く。ノエラ、サシミ、食べたい」

　扉が閉まっているので、一見さんは入りにくさがある。そばにあった窓から中を覗いても、お客さんがいる気配はない。

　漁師さんが食べるご飯を出す店なら、もう閉まっているのかもしれない。

　コンコン、とまずノックする。

　反応がないので扉に手をかけて中にそっと入ってみると、ロマンスグレーの紳士がカウンターの内側に立っていた。

　同じ色の口髭は整えられていて、絵に描いたような紳士なおじさんだった。

　ジャズのＢＧＭやコーヒーのニオイがあれば、完璧に純喫茶だ。

「おや。見ない方だ。申し訳ないが、今日の営業はもう……」

「あ、そうでしたか。すみません、勝手に入ってしまって。漁師のヤザンさんからここを教えてもらって」

「……ヤザンの兄さんから？」

　お？　食いついたぞ。

　ええ、とおれはうなずく。

「ヤザンさんから聞いた例のアレを食べたくて、ここまで」

「そうでしたか。そうとは知らず、失礼いたしました」

　いえいえ、とおれは恐縮して手を振った。

　ヤザンさん、何者なんだ。

「まあ、座ってください。兄さんの紹介とあれば、無下に追い返すなんてできませんから」

　おれたちは顔を見合わせて、お言葉に甘えることにした。

　カウンター席に並んで座ると、ミナが丁寧に謝った。

「ご無理を言ってしまって、すみません」

「サシミ、ノエラ、ほしい」

　食欲の怪物となったノエラは、鼻を膨らませて店内のにおいまで食べようとしていた。

「カツギョ……と、私らの間では呼んでいます」

　活魚ってことかな。

「じゃあその活魚のおすすめを三種類ほどお願いします」

「はい」

　一人で切り盛りしているのか、紳士の手際はとてもよく、見たことのない赤い魚や緑色の魚などを三枚におろしていく。

　一皿目がカウンターにおかれる。半透明な白身魚だ。

「あるじ、これ、魚？」

「魚だよ」

「こんなふうになるんですねぇ」

　ノエラとミナは物珍しさにじいっと皿の刺身を見つめていた。

　すんすん、とノエラがにおいをかいで、皿の脇に盛ってある塩をつけてひと口食べる。

「る？　るー！　こりこり。うまみ。骨ない」

「モフモフのお嬢さん、おいしいでしょう」

「る。やるな」

　なんで上から目線なんだよ。

「これでも、ずいぶん長くやっていますから」

　紳士もめちゃめちゃ謙虚だ。

　ミナもひと口食べると、ノエラと同じように感激していた。

「これが、生のお魚……？　こんなにおいしいんですね！」

「ええ。鮮度抜群なんで、こうして食べられるんです」

　ノエラがぱくぱくと食べるので、おれもなくならないうちに一切れを食べた。

　うん。美味い。久しぶりに食べたけど、刺身はいいなぁ。

「お兄さん、呑めるんなら、一杯いかがです」

「あ、じゃあ。ちょっとだけ」

　紳士にすすめてもらった白の葡萄酒をちびりとやりながら、またひと口食べる。

　魚のうま味が舌に残っている間に、葡萄酒を口に入れると、ほどよく絡んで相乗効果でお互いを引き立てている。

「ノエラも、呑む」

「ノエラさんはダメです」

「るう」

　こうやって食べに来てもいいけど、鮮魚をカルタの町まで運べないものだろうか。

　そうすれば、ウサギ亭も他の飲食店も、魚がおいしいという評判が立つ。

　おれも好きなときに刺身が食べられるようになる。

「マスター、ご相談なのですが、ここから北に行ったところにあるカルタという町があるんです」

「カルタの町。懐かしいですねぇ。私、出身がそこなんで」

　そうなんですかぁ～、とほのぼのとした声でミナが言う。

　そういや、忘れがちだけど、ミナも地元民だったな。

「カルタの町が、どうかしましたか」

「そこでも、このカツギョを食べられないかと思って」

「はっはっは。お兄さん、そいつは無理ですよ。鮮度が落ちれば、この食べ方はできないですから」

「では、落ちないとしたら？」

「そんなこと……」

「できないって、思われますか？」

　おれはキラリと目を光らせる。

　がさごそ、と鞄の中を漁って、薬品をふたつ取り出す。

「こっちが防腐剤。食べ物の腐敗を防ぐものです。それでこっちが冷却剤。塗った場所をキンキンに冷やします」

　防腐剤は、冷蔵庫内に設置するための置き方タイプだけど、もし鮮魚を運ぶとなれば箱の中にこれを入れておけばいい。冷却剤もその内側に塗っておけば、即席の冷蔵庫ができあがる。

「どうですか？」

「それが本当なら……サン・ログロからカルタの町まで獲れたての魚の鮮度を落とすことなく届けられますね。本当なら、ですが」

　ううん。疑われるのも仕方ないか。おれが何者なのか、紳士は知らないわけだし。

「では、試してみてください。一日……いや二日、この防腐剤を箱の中に入れて、冷却剤を塗ります」

　魚が入っていた木箱におれは防腐剤を配置。でも木箱なので密閉されていない。困ったけど、魚を包んでいた大きな葉っぱがあったので、それに冷却剤を塗って、魚を包んだ。

　もちろん、魚はおれが買い取った。

「そんな……たったこれだけで？」

　半信半疑といった様子の紳士に、おれは明後日来ることを伝えて、店をあとにした。

「あれで大丈夫なんでしょうか？　お魚、腐らないですか？」

　ミナは心配そうだった。

「カルタの町までは、馬車で一日ほど。行商人の荷馬車だとしても、遅く見積もって二日くらいだ。あの二種類の薬があれば、十分なはずだよ」

　これが成功すれば、カルタの町だけじゃなく、港町に革命を起こすことになる。

　なんせ、遠くに鮮魚を運べるんだから。

「ノエラ、サシミ、もっとほしい」

　モフ子もお気に召したらしい。

「ノエラ、あれが本当の魚の姿なんだぞ」

「魚、美味の味」

　ま、骨を取るのが面倒なだけなんだろうけど。

　この日は、サン・ログロでノエラの要望通り、様々な魚料理を食べた。

　けど、刺身を出してくれるのは、あの紳士の店だけで、よっぽど限られた人しかあの味を知らないようだ。

　日が暮れたので、グリ子に乗っておれたちは帰宅した。







　そして、約束の二日後。

　店番を任せたおれは、グリ子に乗ってサン・ログロまで飛んだ。

　あの店に真っ直ぐやってくると、紳士が手元を見つめている。

「こ、これは……」

　お邪魔します、と中に入ったおれに気づいた。

「マスター、どうですか」

「こ、これを見てください──」

　先日おれが買い取った魚を見せてくれた。

「初日に比べれば、そりゃ多少鮮度は落ちます。でも、多少だ。二日も経っているのに！」

　ありえない、と言いたげに魚とおれを交互に見ている。

「食べてみたいです」

　おれの要望に応えて、サ、サササ、サ、と華麗な包丁さばきで、紳士は魚を三枚におろした。

　刺身にしてもらい、一切れつまむ。

「うん。美味い。モノによるかもしれないですけど、味が熟成されているような気がします」

　おれがすすめると紳士も一切れ食べた。

「おいしい……。たしかに味が濃くなっている気がする。鮮度を極力落とさないまま、日が経つとこうなるのか。それに、傷んでもないし、ましてや腐ってもいない……！　これは──」

「これは？」

「か、革命だ……！　魚市場に、革命が起きる……！」

「マスター。あの二種類の薬があれば、サン・ログロの港はもちろん、その鮮魚が運ばれるカルタの町は、一層活気づきますよ」

　確認して満足したおれは、店を出ていこうとする。

「お、お兄さん、お名前だけでも──！」

「レイジです。カルタの町で、薬屋をやっています」

　また来ます、とおれは言って店を出た。

　これで、家でも刺身が食べられる。ノエラもミナも喜ぶだろうなー。







　創薬室で在庫を作っていると、

「ちゃーっす」

　という、気前のいい声が聞こえてきた。

「るー！　きた、きた！」

　ノエラの声がして、どたばた、と店先のほうへ足音が続く。

　作業を中断して店に顔を出すと、行商人のヴィンさんが木箱をノエラに手渡しているところだった。

　この特有の生臭さ、間違いない。例のブツだ。

　刺身になることを想像しているのか、ノエラはすでにホクホク顔だった。

「ミナ、ミナ！　うまみ、届いた！」

　どたばた、と今度はキッチンのほうへノエラは消えていった。

「ヴィンさん、お疲れ様です」

「いえいえ。ポーラんとこに納品予定の品もあったんで、ついでッスよ」

　爽やか青年のヴィンさんはニカっと笑う。

　おれは防腐剤と冷却剤の魚市場革命セットを渡し、届けてもらった魚との差額を支払った。

　今度は、これらを魚の発送元であるあの紳士のところへ届けてもらうのだ。

　鮮魚ってことで多少値が張るし、ヴィンさんを介しているってところで、手間賃を取られるけど、安定的に新鮮な魚が届けられるようになったのは、まさに革命と言っていいだろう。

「いやあ。サン・ログロの魚が売れるから、あそこを中心に仕事するだけでめっちゃ儲かるんだよ」

　ははは、とヴィンさんは声を上げて笑った。

　魚は他にも宿屋の一階にある飲み屋や、ウサギ亭など、他三軒に配達予定らしい。

　じゃあな、とヴィンさんは荷馬車に乗り、町の中心地のほうへ馬を進めていった。

　うさぎ亭のレナも喜んでいたし、あのとおり、ヴィンさんも喜んでいた。

　色んな人にそう思ってもらえるのなら、魚市場革命セットを提案した甲斐があった。

「今日のお夕飯はお刺身にしましょうか」

「るー♪」

　捌き方を知らなかったミナや他の料理人たちに、それを教えたのはあの紳士だった。帰郷でカルタの町へ戻ってきた際、希望者を募って魚料理教室を開いたのだ。

　焼くか煮るしか選択肢のなかった魚は、今や様々な店で色んな調理法で食べられる。

「魚市場革命セットで、色んな人が刺身の美味さを知ったし、おれも定期的に食べられるし、いいことだらけだ」

　良きかな良きかな、とおれはうなずいた。










10　ちっちゃくなったらやってみたい




「オイ、しっかりしろよ、ドズ」

「姐さん、すんません……」

「邪魔くせえな、ほんと、おまえの図体は」

「すんません」

　そんな会話が店の外から聞こえてくるので、おれは軒先に顔を出した。

　そこには、座り込むドズさんと困ったようにため息をつくアナベルさんがいた。

「こんにちは。どうしたんですか」

「ああ、薬屋。それが、コイツが訓練中に気ぃ抜いてて」

　しょぼん、とヘコむドズさんに構わずアナベルさんは続ける。

「足をやっちまったんだ。ポーションもちょうど今日切らしちまって、買いに行こうと思った矢先のことだ」

「大丈夫ですか、ドズさん」

「ヘマしちまって……すんません、薬神様」

　おれは慌ててポーションをいくつか手に取って、店先へ戻った。

「これ、どうぞ」

「すまねえな、薬屋。ウチのもんが世話をかけちまって」

　いえいえ、とおれは首を振る。

「普段なら困らねえんだが、有事の際は、怪我人を運ぶことだってあるだろ。みんなして一斉退却しないといけねえときもある」

「有事の際……」

　火事で怪我人を運ぶってことだろうか。盗賊団が攻めてきた、とかそういうことも、考慮してそうだ。想像するだけで十分怖いんですけど。

「ポーションが足りりゃ、なんの問題もねえ。けど、それがない場合は、クソ重てぇ荷物を運ぶことになる」

「クソ重てぇ荷物ですんません」

　ドズさんは大柄だし、動けなくなると一人で運ぶのは難しいだろう。

　怪我をしたという左足の具合を確かめて、ドズさんは立ち上がった。

「[image: ]っ……い、いてぇ……けど、無理な痛さじゃねえ」

「座ってろ、アホが。悪化しちまったら元も子もねえだろ」

「そうですよ。無理しないでください」

　おれの肩に捉まらせ、ドズさんをゆっくりと座らせる。

　ポーションである程度怪我を治せても、瞬時に元通りというわけにはいかない。これは、ポーションの量を増やしても変わらなかった。

「ポーションの効果は、申し分ねえよ。最高だ。だからこそ、それ頼みになったときが怖い」

　団員を守るのも団長の務めだと言わんばかりのアナベルさんだった。

　おれはこそっとドズさんに言う。

「男らしいですね、アナベルさん」

「でしょ。姐さんの魅力のひとつです」

　傭兵団の赤猫団には、お世話になっているし、部下思いなアナベルさんの気持ちも理解できる。

「ううん……。ポーションとは別の、もっとこう……」

　創薬スキルが反応した。

　ふむふむ。そういう薬も作れるのか。

「ちょっと、新しい薬を試作してもいいですか？」

「あん？　構わねえが……何するってんだい」

「ドズさんに、ちょっと飲んでもらおうと思って。万が一のとき、怪我人が出て、なおかつ、ポーションもないような状況のときに」

　ピカン、とアナベルさんが何か閃いたような顔をする。

「ははーん。毒薬で楽にしてやろうってつもりか」

「違いますよ！」

　なんちゅー物騒な。

　ケラケラ、とアナベルさんは笑った。

「姐さん、人が悪ぃ」

「冗談だ、冗談。薬屋、何を思いついたか知らねえけど、やってみてくれ」

　アナベルさんがそう言ってくれるので、おれは心置きなく新薬を作ることにした。

　創薬室に入り、素材を適量集めて、調合していく。

「これがあれば、戦いの最中でも、怪我をして動けない同僚を難なく運べる……大勢の怪我人を移動させるときも便利だ」

　瓶の中が柔らかく光り、新薬が完成した。




【小さな巨人：飲んだ人や動物を一定時間手の平サイズにする】




　これなら、運ぶことに苦労はなくなる。人や動物が対象だけど。

　早速試作品をドズさんとアナベルさんのところへ持っていった。

「これを飲むと、小さくなります」

「そんなワケ……あるんだよなぁ、薬屋の薬だから」

　アナベルさんは、不思議そうに瓶の中身を見つめている。それはドズさんも同じだった。

「じゃあ、怪我をして動けなくなったときでも、これがありゃ持ち運びが簡単にできるってことですかい」

「そうです。まあ、これよりもポーションを持っておけ、って感じですけど、それがない場合やポーションを飲んだあと、その場でゆっくり回復させられないとき、これが役に立ちます」

「なるほどね。オイ、ドズ」

　くいっとアナベルさんが顎をしゃくると、ドズさんはうなずいた。

「薬神様、それください」

「その神様呼ばわり、そろそろやめてほしいんですけどね」

　苦笑しながら新薬を渡すと、ドズさんはぐいっと一気に飲んだ。

「どうですか、味は」

「これといって。美味いわけでも、マズいわけでも……」

　ごしごし、とおれが目をこすると、服ごと体が一回り小さくなっている気がする。

　ゴツかった体が縮んでおれと同じくらいになって──あ、またさらに小さくなった。

「あれ。姐さんもレイジの兄貴も、なんか大きくなりました？」

「ドズ、そりゃ逆だ。アンタがちっさくなってんだよ」

　と言っている間にますます小さくなっていくドズさん。

「お？　おぉぉぉ？　縮んでる！」

　ドズさんが一〇分の一スケールになった。

「ちっちゃー」

「マジでちっさいな」

「でっか！　姐さんもレイジの兄貴も、でっか！」

　ちっちゃいおっさんが驚いている。

「へえ。確かにこりゃ便利かもしんねえな。怪我した野郎を運ぶのは骨だからなぁ。ポーションも即全回復ってわけでもねえし」

　創薬スキルによると、あれ以上効き目を強くすると副作用が出てしまうらしい。

　副作用が出ない範囲で、最大効果を認められるのが今のポーションみたいだ。

　ちょん、とアナベルさんがデコピンをする。

「うぎゃぁぁぁ!?」

　中指が直撃したミニドズさんは、三〇センチほど飛んでいった。

「アナベルさん」

　窘めるように言うと、ふふふ、くふふふふ、とアナベルさんがお腹を抱えて目に涙を浮かべていた。よっぽどおかしいらしい。

「そんなことをしていると、マジで死んじゃいますから」

　大丈夫かな、と思ってドズさんを捜すけど、姿が見えない。

　あれ？　どこ行った。

　さっきまでそこにいたのに。

　きょろきょろしていると、ミニドズさんが、アナベルさんの足下にいた。

　いつの間に。

　まだ笑っているアナベルさんを、ドズさんは真下からずーっと真顔で見上げている。

「……ドズさん、そろそろ……」

「レイジの兄貴。速報です」

「いや、マジで殺されるよ」

「姐さんのパンツ──」

　……それが、ドズさんの最後の言葉だった。

　ぷちん、とドズさんをブーツが潰した。

「ど、ドズさぁぁぁぁぁぁぁん!?　言わんこっちゃない！」

「ちっさくなったからって、何してんだ、オメエは！」

　半ギレのアナベルさんがブーツをどかすと、ぴくぴく、とドズさんが痙攣していた。

　あちゃー。

「き、聞いてください、レイジの兄貴……」

　あ、まだ生きてた。

「姐さんは口悪いし男勝りですけど……パンツは清純派でした……」

　がくっ……。

「ドズさぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　なんでそんな安らかな顔を……。

　生涯に一片の悔いなしって感じの顔だ。

　羞恥にアナベルさんが顔を赤くしていると、気絶？　しているドズさんを掴んだ。

「持って帰ってくださいね、それ」

「──ふんッ！」

　思いきり遠投して、ミニドズさんは彼方へと飛んでいった。

　……本格的に死んだかも。

「せ、清純派だのなんだのは、忘れてくれ……」

　目を逸らしながら、アナベルさんは耳まで赤くして言う。

「はい。僕は何も聞いてませんし、見てません」

「ん。ならよし」

　便利なことはたしかなので、在庫ができたらまた買いにくるとアナベルさんは言って去っていった。

　……ドズさん、生きて帰れるかな。

　数日後。こそこそと変装をしたドズさんが店へやってきた。元のサイズに戻っていた。

「レイジの兄貴、あれをひとつくだせぇ」

「ダメですよ。また変な悪さをする気でしょう」

「あれがあれば、風呂だって着替えだって、余裕で──」

「自重しろ、ヘンタイ」

　だからあんな仕打ちを受けるんでしょうが。

　全然懲りてないドズさんだった。

「アレを飲むと見えない景色が見えるんですよ」

　そうなんだろうけど、言い方。

　こういう悪用マンがいるので【小さな巨人】はアナベルさん限定で、いくつか販売するにとどまった。










11　魔物だって怪我をする




　ドン、ドカン、バタン！

　店の外から大きな物音が聞こえてくる。

　……さては、ノエラとグリ子だな？

「レイジくん、何、この音？」

　怯えた顔でビビが尋ねてきた。

「最近、ノエラがグリ子がちょっと激しめに遊んでるらしくて」

「きゅーちゃんとノエラちゃんが？」

　それで納得したビビは、それ以上訊かなかった。

　遊ぶっていっても、白狼ＶＳグリフォンの魔物対決にしか見えないんだけどな。

　お客さんを怖がらせてしまうかもしれないので、そろそろ注意しよう。

「きゅー!?　きゅぉー!?」

　なんだ、なんだ？

「ビビ、ちょっと店頼む」

　おれはそう言い残し、店を出てノエラがいつもグリ子とじゃれている原っぱまでやってきた。

　そこでは、くたびれたのか座り込むグリ子と人型に戻ったノエラがいた。

「おーい、何してんだ？」

「あ、あるじ。ノエラ、違う。ノエラ、違う」

　違う？　なんの話だ。

「きゅぅ……」

　元気のない鳴き声を上げるグリ子を見ると、グリ子の体にひっかき傷があった。結構痛そうだ。

「おい、ノエラ」

　状況がよくわからないけど、じゃれてたら引っかいてしまったんだろう。

　子供同士遊んでたら、手が目に当たってどっちもテンションだだ下がりっていう空気感だ。

「るう……グリ子、大丈夫？」

「きゅお……」

　なでなで、とグリ子の頭を撫でるノエラだったけど、はっと何か思いついた。

「あるじ、ポーション。あるじの美味の味、グリ子に」

「変な遊びしてるからこうなるんだろ？」

　ビシ、とノエラの頭にチョップをする。

「るう……」

　反省しているっぽいので、これ以上は言わないでおくか。

　待ってろ、とひと言言って、おれは棚からポーションを取り、ノエラたちがいる平原に戻った。

「ほら。グリ子。これ飲めばよくなるぞ」

　瓶をクチバシのあたりに持っていくと、ノエラがうんうん、と力強くうなずいている。

　小さく開けたクチバシに、ポーションを注ぐ。

「グリ子、美味の味？　美味の味？」

　美味いかどうか確認しまくっているノエラ。

「きゅお」

　返事は元気がある。けど、傷口はなかなか治癒していかない。

　……効きが悪い？

　はじめて狼ノエラにポーションを飲ませたとき、あっさり治ったんだけどな。

「なあ、ノエラ。出会ったとき、ポーションを飲ませただろ？　すぐによくなった？」

「なった。痛さは少し残った。でも、よくなった」

　この前、足を怪我したドズさんも、痛みは残ったもののポーションを飲んでどうにか立ち上がれるようになった。ノエラも、それは同じ。

「ポーションの用途は、あくまでも人に対してのものだ。魔物を想定して作ってはいない……」

　大人と子供で同じ薬を飲むとしても量が違うのと同じで、体の大きければ、その分効果は薄くなってしまうのかもしれない。

「魔物用ポーション、要るかも」

「ま、魔物用、ポーション」

「新しいポーションってことだ」

「あ、新しい、美味の味……!?」

　ノエラがワクワクしていた。

　魔物だから効きが悪いのか、それとも体の大きさに対して薬の量が少ないからなのか。

「グリ子、あと二本くらい飲んでくれるか？」

「きゅ」

　ぱか、とクチバシを開けたので、おれはノエラが勝手に飲もうとしていた一本を奪い、もう一本と合わせてグリ子の口の中に注いだ。

「きゅー♪」

「グリ子、何本も、ズルい」

「ズルとかじゃなくてだな」

　グリ子自体はとっくの昔に元気を取り戻している。でも、肝心の傷はまだまだ痛そうだ。

　……つんつん。

「きゅぉぉー!?」

　触るとまだ痛そうだった。まあ、そうだよな。

「今のポーションじゃ、魔物……少なくともグリ子サイズの子には効かないんだ」

「ノエラ、魔物違う。ポーション効く。納得」

　ノエラは人狼で、半分くらい人だからだろう。

「新しいポーション、作るか」

「ノエラ、あるじ、手伝う。ポーション、味監査役」

　味見したいんだな。

「グリ子、ノエラ、謝罪」

　ぺこ、と頭を下げた。

「きゅきゅ」

　グリ子は全然気にしてなさそうで、むしろきょとんとしていた。

　怪我させたことを、ノエラなりに責任を感じているのかもしれない。

　グリ子を厩舎に戻し、おれとノエラは創薬室で新しいポーションを作ることにした。

　監査役のノエラは、小難しい顔でおれの作業を見つめていた。

「美味の味、超える、美味の味」

「味はそのままだぞ」

「る!?」

　入れるものが変わってくるから、味は多少変わるだろうけど成分や効果は同じだから大差はないはずだ。

　ノエラに手伝ってもらいながら作業をしていき、新ポーションが完成した。




【モンスターポーション：魔物用のポーション。傷の治りを早くする】




「新・美味の味！」

「味はそこまで変わらないぞ」

　できたものを、早速グリ子に飲んでもらおう。

「ノエラに授ける。グリ子に飲ませてあげてくれ」

「わかた！」

　興味津々といった様子で、ノエラが瓶のにおいをスンスンと嗅いでいる。

　てくてく、と店を出ていく。

　後ろ姿がちょっと怪しい。

「……途中で飲むなよ？」

「るっ!?」

　なぜバレた、と言いたげに、ノエラはおれをこっそり振り返った。

　はぁ、とおれはため息をついて、見張りを派遣することにした。

「ビビ、ノエラがあの薬を勝手に飲まないか見ててくれ」

「りょーかい！　──ノエラちゃん、勝手に飲んだら太るよ！」

　そんな効果はねえよ。

「ノエラ、太らない体質」

　脅しが全然効いてねえ。

　太らない体質って言ってるけど、ノエラこの前、黄色い熊みたいになってただろう。

　その記憶は消し去ったのか？

　ビビとノエラは、何かを話しながら、厩舎のほうへ姿を消した。

　報告はノエラとビビから受ければいい。創薬スキルの通りなら問題ないはずだ。

　農家には農家に役立つ薬があって、仕事や生活スタイルに応じて、薬の用途も多種多様。

　魔物用ポーションが必要になるっていう人間はごく一部。

　だけど、おれには、そんな人に心当たりがある。

「こんにちはー。薬屋さん」

　と思っていると、くだんの人物、魔物使いのエヴァがやってきた。

　魔物使い用の薬を作ってからというもの、たびたびここを訪れるようになっていた。

　顔なじみになったことで、気安い仲にもなった。

「いらっしゃい。今日はどうしたの？」

「……あのクソおやじが、私の戦い方に文句言うんですぅぅぅぅ」

　クソおやじっていうのは、使役しているケンタウロスのことだろう。

【トランスレイターＤＸ】で意思疎通ができるようになったのはいいけど、弊害もあったらしく……。

「それは私も、マズいところはあったな、って反省しているんで許せるんですけど。もっと女の子らしくしろ、とか、パンツ見せろとか、最悪なんですぅぅぅ」

　セクハラ、モラハラ、甚だしい魔物だとわかったらしい。

　意思疎通ができるっていうのも、考えものだ。

　しゃべり口調からして、あのケンタウロス、知能が高そうだったしなぁ。

「もう、何も尊くないし無理オブ無理なので、契約を解除してバイバイしました」

　ぷう、とエヴァが膨れた。

　……とまあ、こんなふうにいつもケンタウロスの愚痴を聞かされていた。

　けど、いなくなったのなら、いよいよその愚痴も今日が最後のようだ。

「『治癒魔法がないのなら覚えろ』とか、『その程度で主人面か？　ブワハハハハ！　片腹痛いわ！』とか、めっちゃバカにしてくるんですもん。ストレスの権化です。あんなやつ」

　上司の愚痴を言うＯＬみたいだった。

　ちょうどいい。予備で作った一本をエヴァに見せる。

「エヴァ、これがなんだかわかる？」

「ポーション？」

「ただのポーションじゃないんだ。これは、魔物用ポーション」

　わぁー、一瞬で治った！　るーるー！　きゅおっ、きゅおう！

　てな声が外から聞こえてくるので、効果抜群だったのがすぐにわかった。

「魔物用ポーション……それじゃあ、治癒魔法を覚えなくてもいい……？」

「そういうこと。まあ、もうバイバイしちゃったらしいけど、今度使い魔に何かあったときに、飲ませてあげるといいよ」

「薬屋さん、ホント神」

　ぎゅっと手を握られた。

「魔物使い業界の革命家……」

　この業界でも革命扱いなのか。

　愚痴を吐き出して、魔物用ポーションやら何やらを買ってくれたエヴァは、また新しい相棒を見つけると意気込んで店を出ていった。

　魔物にもうああだこうだ言われたくなかったのか、トランスレイターＤＸだけは買わなかった。

「コミュニケーションって難しいなぁ」

　おれはそんなことを改めて思った。










12　リサイクル




　店番をしていると、鼻をつまんだノエラがホウキを持って店にやってきた。

　どろんどろんに汚れていて、いつもいいにおいがするノエラなのに、今に限って異臭を漂わせていた。

「あるじ、消臭剤、切れた」

「わぁぁぁ!?　グリ子の部屋掃除の途中で店に入るなって──！」

「切れた。消臭剤」

「わかった、わかった。あとで持っていくから」

　お客さんいなくてよかった……。

　わかた、とノエラは踵を返し、グリの厩舎のほうへ戻っていった。

　はぁ、とおれは安堵のため息を吐く。

　何も店内の掃除が面倒だから言っているわけじゃない。

　前同じ状況になり、ちょうど店内にお客さんがいた。ノエラの姿を見たり嗅いだりしたお客さんに、衛生管理上の話をされて、フツーに怒られた。そう、怒られたのだ……二〇代半ばのイイ歳こいて。

　悲しい事件だった。

「あ。ノエラさん、またお掃除の途中でお店に来ましたね？」

　それを知っているミナも、出入口の汚れとにおいで気づいた。

「消臭剤がなくなったんだって」

「あとで言ってくれればいいんですけどね～」

　グリ子の厩舎は、定期的に掃除をしている。おれやミナがすることもあるけど、大半はノエラがすすんでやってくれた。

「消臭剤……効き目はすごいのにグリ子さんのおトイレに対しては形無しですね」

　ミナが困ったように笑う。

　そうなんだよなぁ。

　消臭剤はにおいのキツい野草に対しても、トイレに置いても、かなりの効果を発揮する。鼻が利くノエラに厩舎の掃除ができるのは、消臭剤のおかげといってもいい。

　ただ多少緩和されているとはいえ、排泄物だからどうしてもにおいが残る。

　いいにおいをさせるものを置くと、混ざって余計嫌なにおいになるだろう。

「お食事を変えてみたらどうでしょう」

「食べ物を？」

「お肉が多いので、それをやめて、果物中心に」

「においがキツいものを食べれば、出すものもそうなるってことか」

「はい」

　食べているのは、馬や羊、牛や豚。人が食べない部位がほとんどで、ミナが町でもらってくることが多い。おれたちにとっては骨でも、グリ子にとっては問題ない小骨に見えるらしく、出したものは全部食べた。さすが雑食。

「試してみようか」

「わかりました。農家さんたちを回って、売り物にならない果物がもしあれば、わけていただきます」

　善は急げ、とミナは店を出ていった。

　客が来る気配もないので、おれはノエラの掃除を手伝おうと厩舎へとむかった。

「きゅお」

「グリ子、そこ、邪魔」

「きゅおう！」

　ホウキを掃く音がする。真面目にやっているようで何よりだ。

「人並み程度のにおいならなぁ」

「きゅ？」

　つぶやくと、グリ子はつぶらな瞳で首をかしげた。

　魔物だもんな。仕方ねえ。

　一か所に集めたフンは、そばの穴に貯められている。掃除後は穴を埋めるのだ。




【グリフォンのフン：グリ子の排泄物】




　まあ、そりゃそうでしょうね。

　ミナが農家さんたちを回ってきた結果、売り物にならなかったり人がもう食べられない状態の果物はかなりあったらしく、たくさん持って帰って来た。

　この日からグリ子の餌は、果物たまに肉。という構成に切り替わった。

　魔物だからと、おれたちはグリ子に肉を与えすぎたのかもしれない。







　次の掃除の日。

　厩舎に行くと、前回ほど嫌なにおいはしなくなっていた。

「あるじ。ノエラ、ツラくない」

「そっか。そりゃよかった」

　食べ物を変えたことで、消臭剤の力が及ぶにおいに変化したんだろう。

　よかった、よかった。

　グリ子にもとくにこれといった変化は見られなかった。

　これで一件落着。

　でも、掘った穴を覗くと変化があった。




【グリフォンのフン：グリ子の排泄物。堆肥のもととなる】




　前はなかった説明が追加されている。

　堆肥っていや、あれか。肥料のこと、だよな……。

　もとになるってことは素材ってことだ。

　上手くいけば、農家の人たちへのお礼になるかもしれない。

　おれは創薬室へむかい、スキルに従い新薬を作った。




【自然食品のもと：家畜などのフンを発酵させ、肥料に変える】




　これを使えば、グリ子のフンが作物を育てる肥料になるはず。

　瓶を持って外に出ると、ノエラが穴を埋めようとしているところだった。

「あー。待って待って」

「る？」

　不思議そうにしているノエラに、説明をすると、

「るるる？」

　さらに首をかしげることになった。

「ま、要は、グリ子のフンが、イイモノに変わるんだよ」

「ノエラ、信じない。フン、クサイ。ノエラ、信じない」

「ノエラにとっては、さほど価値のないものかもだけどな」

　物は試しだ。

　おれはフンが入れられた穴に、新薬を投入。適当な棒を使って混ぜていくと、においがさらに減っていった。

「るー？」

　ノエラが不思議そうに穴を覗き込んでいる。落ちるなよー？




【グリフォンのフンの堆肥：土に混ぜることで根の成長促進に繋がる肥料】




　おー。できた！　グリ子の肥料。これをエサをくれた農家さんたちに使ってもらおう。

「グリ子、これからもいっぱい出すんだぞ？」

「きゅきゅおー？」

　グリ子も不思議そうに目を丸くした。

　ミナを呼んで、グリ子印の肥料について説明した。

「グリ子さんのおトイレが、ですか？」

　さすがのミナも、半信半疑といった様子だった。

「試験的に、うちの薬草畑でやってみるか」

　万が一失敗したら申し訳なさすぎるから。

　できた肥料をバケツに入れて、近くにある薬草畑へむかった。

　ちょうど収穫を終えた畑があるから、そこを使おう。

　肥料を撒いて、土と混ぜる。これだけでいいらしいので、いつものように種を撒いておく。

　上手くいくといいな。







　翌日のことだった。

　エジルとビビに店番を任せ、三人で畑にやってきた。

「あるじ。芽、出てる」

　麦わら帽子をかぶったノエラが、つんつん、と小さな新芽をつついている。

「え。もう？」

「レイジさん、そこってもしかして──」

「うん。肥料を混ぜた場所だよ」

　早くなるだろうとは思ったけど、こんなに早いとは……。

　これなら、十分使えるはずだ。

　おれは、近くの畑で仕事をしている農夫さんたちにこのことを説明していった。

「薬屋さん、そんなものを作ったのかい？」

「ええ。まあ、副産物というか、そんな感じで」

「ちなみに、いくらで……」

「ああ、お代はいただきません。元々、要らないものなので」

　ほしい人は店まで来てください──そんなふうにおれは知り合いの農家の人たちに説明すると、次の日に長蛇の列ができていた。

「不思議。フン、みんなほしい。ノエラ、要らない」

「きゅおう」

　納得いかなさそうにノエラが言うと、当事者のグリ子も、まったく同感です、と言いたげにうなずいていた。

　何はともあれ。これで次の収穫のときは、おいしい野菜や果物が食べられそうだ。










13　美味の味を作りたい




「先生のものと、まるで違う」

　魔王城の私室で、エジルは自作ポーションと店でのポーションを見比べていた。

「何故だ。素材は同じなのに、何が違う……」

　むう、と手で顎をさするエジル。

　魔王軍の軍医にも一度似たような物を作らせたことがあったが、まるで別物。ノエラが言う「美味の味」とは程遠い、酷い味だった。

　自作ポーションもどきのにおいを嗅いでみる。

「……無臭で、味もしない」

　素材も使っている水も同じ。とうてい薬と呼べるようなものではなく、効果も怪しい。

「先生は薬師というよりは、森の魔女の類いでは……」

　男だから魔女はおかしいのか。と首をひねるエジル。

　ポーション作りの工程を何度も見ているが、同じように仕上げに瓶を振っても何も起きない。

　瓶に秘密があるのかと思ったが、どれも市販されているもので、町の雑貨屋から大量に仕入れているものだ。

　特殊な瓶がひとつあり、それを市販の瓶に移し替えているのでは──？
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「クックックック……クハハハハ！　フーワッハッハッハ！　余はついに真理に辿り着いた！　そうか、そういうことか！　チート薬師のその正体、暴いたり！　……今度、使わせてもらえるかお願いしてみよう」

　カレンダーに書いたシフト表を確認すると、ちょうど出勤は明日。

　エジルはベッドに潜ると、ぐふふ、と変な笑いを漏らした。







　翌日。

「おはようございます！」

　キリオドラッグに出勤したエジル。転移魔法を使った直後なので、多少バテているものの、『出勤したら挨拶な。これ絶対』と、雇われた当初レイジに命じられたのだ。

「おう。おはよう、エジル」

　店先を掃除していたレイジが言うと、店の中で商品を補充していたノエラも小声で「おはよ」と返してくれた。

「ノエラさん……」

　レイジにキツく言われて、ようやくノエラは挨拶を返してくれるようになった。主人の言いつけだから仕方なくやってます感が半端ないが、エジルにとっては、ちょっとした反応ひとつひとつが嬉しかった。

　ツヤツヤの銀の髪の毛、ふりん、とことあるごとに揺れ動く魅惑的な尻尾。永遠に眺めていられる。

「エジル、顔ニヤけてんぞ」

「これが通常です」

「それはそれでヤバいだろ」

　レイジのツッコミは、今日も冷静で的確だった。

　商品補充をノエラがやってくれたので、エジルはカウンターにあるお釣りの確認。いちいち確認しなくても、と働きはじめた頃は思ったが、意外となくなることが多い。

「先生、お釣りオッケーです」

「了解ー」

「あるじ。ポーション、おけ。今日もいっぱい」

　キラキラ、とドヤ顔でノエラはうなずいている。

「いやいや、モフ子さん、商品は全部確認して。ポーションだけじゃないんだぞ？」

「る？」

　おほん、とわざとらしくエジルは咳払いをした。

「では、僭越ながら余がお手伝いを……」

　チェックシートを持って、在庫の数を確認していく。

　この店舗在庫の確認は、閉店後にすることもあれば、開店前にすることもあった。

　足りないなら、創薬室にある予備からここへ品出しをする。店舗内に必要な少々の不足分を補って確認作業が終了した。

「先生！　問題ありません！」

「ありがとう、エジル」

「いえ！」

　ぶすっとノエラが恨めしそうな目でこっちを見てくる。

「どうしました、ノエラさん」

　ぷいぷい、と首を振って、鼻を鳴らした。

　不思議に思っているとレイジが苦笑する。

「ノエラは、エジルがおれに褒められているのが癪らしい」

「ノエラさん、余に嫉妬をしてしまったのですね……！」

「あるじ、違う！　ノエラ、そんなこと、思ってない」

　機嫌の悪いノエラも、それはそれでかわいらしさがあった。

　開店作業が終わり、レイジが連絡事項をノエラとエジルに伝える。

「今日は、薬草畑で素材のいくつかを採ってきて、在庫製作をするから、その間、二人は店番をお願いします」

「……あるじ。二人？　ノエラ、エジルの、二人？」

「うん。ミナも畑に行くって言うから」

「るう……」

「ノエラさんと、二人きり……!?」

　自分で口にしておいて、その言葉に胸が高鳴る。

　さささ、とノエラがエジルから距離を取り、レイジの後ろに隠れた。

「仲良くするんだぞ？」

　エジルに、というよりはノエラへ向けられた言葉で、レイジはノエラの頭を撫でた。

　主人の言いつけが不服そうだったノエラも、不承不承といった様子でうなずいた。

「しかし、これは好機……。チート薬師たらしめる魔法の瓶を余がこっそりと使える」

　くくく、と内心ほくそ笑むエジルだった。

「じゃあ、エジル。店番頼んだぞ」

「わかりました！」

「あるじ。ノエラにも、ノエラにも頼むを」

「はいはい。ノエラも店番頼んだ」

「る♪　わかた！」

　エジルがビシっと敬礼をしてレイジを送り出すと、ノエラはその足でグリフォンの厩舎へと向かっていった。

「ノエラさん、先生に先ほど頼まれたばかりでは……」

　わざわざ頼んだと言わせておいて。

「自由過ぎる、ノエラさん」

　しばらくすると、ノエラが店に戻ってきた。何か、大事なことを思い出したかのように、ガガーンとショックを受けていた。

「あるじ。朝のポーション、忘れている！　ノエラの、楽しみ……」

「おほん。ノエラさん。余が、先生のポーションを作って差し上げましょう」

「るーう？」

　嘘つけーとでも言いたげな眼差しだった。

「何、簡単です」

「あるじ、創薬室勝手に入る、怒る」

「余は、怒られたことはありませんよ」

「……」

「ハハハ。さてはノエラさん、使った物をきちんと片付けないからでは？　余はそんなこと、まったくありませんから、先生に全幅の信頼を置かれているのです」

「るぅ～ッ！」

「え？　あれ……何故不機嫌なのか……」

　レイジが畑に出かけると、昼前までは戻らない。時間は十分あった。

　幸い、今のところ来客はない。店番をしていても、暇なだけになりそうだ。

「バレなければよいのです、ノエラさん」

「ノエラ、あるじに言う。バレる」

「何故言うのですか！」

「エジルの信用、ガタ落ち」

「それが狙いでしたか。あなたも中々の悪党だ」

　ハッハッハ、とエジルは笑い飛ばす。

「ですが、ノエラさん」

　にやりと表情を一変させるエジル。

「余がポーションを作れたら、どうします」

「どうもしない」

「……あの、ポーションですよ。あの美味の味のやつ」

「る？　あるじ、ノエラに作ってくれる。困らない」

「ですが、まだ今朝は飲んでない、と」

「問題ない。創薬室の在庫、こっそりと──」

「ノエラさんそれです！　絶対それです！　先生が勝手な出入りを怒るのは！」

　たしかに、とついにノエラが納得した。

「ですが、余なら勝手に創薬室に出入りでき、下手な痕跡は残しません。ということは？」

「あるじ、怒らない。ポーション、勝手に飲んでも」

「ええ、そうです。店舗と創薬室の在庫が減りませんからね」

　ようやく話が見えてきたのか、いよいよ揺れ動きはじめた。

「るぅぅぅ……」

「ククク。ノエラさん。在庫にも売上にも記録されない余のポーションの魅力、わかっていただけましたか」

　悪魔のささやきに、ノエラは陥落寸前だった。

「ど、どうせ、作れない。美味の味。あるじだけ」

「では、試しに作ってみましょうか」

「……ノエラは、何も知らない。聞いてない」

　この件に関しては、何かあってもシラを切ってくれるらしい。

「フッ……悪いヒトだ」

　ばさり、とエジルはマントを翻し、創薬室へと向かった。

「ククク……先生、余があなたを師と慕うのも、今日が最後になるでしょう」

　フーハハハハハ！　と笑い声を響かせた。

「さて。先生の魔法の瓶……略して魔法瓶はどこだ」

　いつも特定の瓶を使っている……ような気がする。

　その魔法瓶が、レイジをチート薬師にしているのだ。

「しかし、先生は一体どこからそんな魔法瓶を手に入れたのだ」

　魔王軍にもひとつほしいくらいだ。

「余は先生の秘密を知ってしまった。これは弱み……先生の言うことならノエラさんは大人しく従う。余が先生を脅し裏で糸を引けば、ノエラさんはたやすく余のモノとなる──！」

　ぐふふ、と笑いが止まらない。

　魔法瓶……おそらくこれだろう、とエジルはひとつ手に取った。

「これが……」

　何の変哲もない瓶。これが、ふわわわわ、と薬を作った瞬間光るのだ。

　ポーションの材料を集めていき、創薬作業に入る。

　この部屋の主は、畑に行っていてしばらく戻らない。口うるさいミナも同じく。

　何度も見てきた手順を踏み、同じようにポーションを作る。

「あとは、この魔法瓶をフリフリして──」

　コンコンコン、と部屋がノックされた。

「むわぁ!?」

　ドキン、と心臓が跳ね、そっと扉のほうを窺った。

「あるじ、遠くいる。こっち、来る」

　ノエラの声だ。

「な、に……!?」

　何か忘れ物か。

　マズい。

　まだ肝心のポーションはできていないのに。

　ちゃんと教えてくれるあたり、ノエラもエジルポーションを期待していたのかもしれない。

「ポーション、まだ？」

「ま、まだです、ノエラさん。もう少し時間が──」

「わ。わかた。ノエラ、時間稼ぐ」

「ノエラさん──？」

　いまだかつてないほど協力的な姿勢に、エジルは感激していた。

　これは、なんとしてでもポーションを完成させねば……！

　ここに出入りすることをレイジに禁じられているわけではないが（ノエラと違って）、見咎められる可能性はある。そして、エジルが魔法瓶の存在に気づいた、とバレてしまう。

「ひ、秘密を知ってしまった余は、バイトをクビになるであろう。何か言いがかりをつけられて」

　それは一番マズい。

　定期的にノエラに会えなくなってしまう。

　店員ではないとなれば、もう挨拶もロクに返してくれなくなるだろう。

「くそッ。まだできないのか……！」

　シャカシャカシャカシャカシャカ。

　いつになったら光ってくれるのか。

　この瓶が魔法瓶ではないのでは──？

　中身を別のそれっぽい瓶に詰め替え、再度振り直す。

「あ、あるじ。創薬室、行く、ダメ」

　ノエラがレイジを止めようと声をかけていた。

　が、下手すぎる。初手からＮＧワードの創薬室。

　そんなことを言えば、どうしてダメなのか気になるだろう。

「ノエラさん、なぜこういうところはポンコツなのか！」

　エジルは思わず天を仰いだ。

「は？　なんで？　採取する数をきちんとメモってなかったんだ。素材のストックを確認しないと」

「の、ノエラ確認する」

「いや、いいって。ノエラ、薬草は全部一緒に見えるって言ってただろ」

「たしかに」

　そこを認めてはダメだろう。

「店番きちんとしててくれ。……あれ、エジルは？」

「え、エジル。創薬室にいない！」

　下手！

　誤魔化すの下手！

　それはもうほとんど言っているようなもの。

　またまたエジルは天を仰いだ。

「怪しすぎるだろ、ノエラ。さっきから。何か隠してんな？」

「る、るーるーるー」

　誤魔化しのテンプレートみたいな鼻唄を歌っている。

「ノエラさんが必死に、下手っぴながらも時間を稼いでいるというのに──」

　魔法瓶がない。

　見つからない。

　三つ目の瓶にポーションの素材を移し替えて振る。

　キラーン、と光った。

　こ、これだ──！

　そーっと創薬室を出ていこうとすると、ノエラが廊下で通せんぼをして、進もうとするレイジを阻んでいた。

「あるじ、創薬室、ダメ」

「なんでだよ──」

　バレないようにそっと身を隠したエジル。そして、魔法瓶をマントの内側に隠し、何食わぬ顔で店内への廊下を進んだ。

「先生、ノエラさん。どうしたのですか」

「エジル、おまえどこ行ってたんだ」

「少々お手洗いに」

「そっか」

　レイジの進路を阻んでいたノエラが、目だけで訊いてくる。

　やったか？　やったのか？　と。

　それに対して、エジルはキメ顔でウィンクした。

「なんの合図送ってんだ、おまえ」

　合図だと一瞬でバレた。

「い、いや、別にそんな大したことは……余、ウィンクの練習にハマってまして」

　ふうん？　と疑わしそうだったレイジだが、それ以上は何も言わなかった。

　レイジは創薬室に入り、しばらくするとメモを手にまた店を出ていった。

　記憶の限り、元通りに道具を戻したので気づかなかっただろう。

「なんとかなりましたね、ノエラさん」

「る。あるじ、手強い」

「おかげで、手に入りましたよ」

　魔法瓶を覗かせると、ノエラの目が輝いた。

「美味の味、できた？」

「ええ。どうにか」

「早く、早く。美味の味」

　すっとエジルは魔法瓶を隠した。

「ノエラさん、余はタダでこれを飲ませるとは、一言も言っていません」

「る？」

「尻尾を余にモフモフさせてくれるか、余と定休日一日デート。このいずれかをお選びください」

「無理。エジル生理的に無理」

「生理的に無理はやめてください。一番傷つきます」

「早く。出す。美味の味」

「やめてください、ノエラさん──」

　力づくでノエラがエジルの魔法瓶を奪おうと手を伸ばしてくる。

「ノエラ、持ってる、知ってる。美味の味。出す。早く──」

「ポーション狩りはやめてください」

　手を伸ばすノエラと、防ごうとするエジルが、ごちゃごちゃ、と小競り合いをはじめた。

「尻尾をモフらせてくれないとこれは渡せないんです」

「卑劣。ポーション、人質」

「そんなつもりは……余にもメリットがないと」

　わちゃわちゃやっているせいで、マントからゴロン、と魔法瓶が落ちた。

「「あ」」

　パリン、という高い嫌な音が聞こえた。

「あぁぁぁぁぁぁ～!?　本当はちょっと借りて返すだけだったのにぃぃぃぃぃ！」

「あ、あるじの瓶、割った。の、ノエラ、知らない──」

　びゅーん、とノエラは疾風のように店から出ていってしまった。

　なんと詫びれば……。いや、謝った程度で許されることではない。

「これは、クビ、確定……」

　鬱陶しがられながらも、楽しかったノエラとのバイト生活も、これでおしまい……。

「ポーションを作って先生を出し抜こうなどと……余が間違っていた……」

　ショックのあまり、ぐるん、と白目を剥いてエジルは失神した。







　ゆさゆさ、と体を揺らされていることに気づき、エジルは目を覚ました。

「エジルさん、大丈夫ですか？」

　起こしたのは、畑から戻ったミナだった。

「女……なんの用だ」

「なんの用だとはご挨拶ですねぇ。エジルさん、廊下で気を失っていたんです」

　はっとそこでエジルは状況を思い出した。

　まだ廊下には、割れた魔法瓶とポーションが残っている。

「こ、これを修復すれば！」

　乾けん坤こん一いっ擲てき。大逆転の一手。

　さすが魔王、と自画自賛のアイディアだった。

「なんだよ、エジル。商品落としたのかー？」

「せ、先生!?」

　ひい、とエジルは肩をすくめた。

「ミナ、悪いけど雑巾を」

「はい。すぐお持ちします」

「せ、先生……。これは、その……魔法瓶で。商品ではないのです」

「マホービン？　なんじゃそれ」

　自分が勝手にそう言っているだけなので、レイジがわからなくとも無理はない。

　レイジは割れた魔法瓶を拾っていく。

「怪我ないか？」

「なんとお優しい……。先生、余は、余は、なんてことを……」

　ぐふぅう、と口をへの字にしたエジルは、罪悪感に泣きそうだった。

「ノエラのやつ……またサボってどっか行ってんな？」

「先生、その瓶を直せばまだ使えるのでは」

「要らないって。まだたくさんあるんだし。直したとしても、商品用にはできないから」

「まだ──たくさん──ある──!?」

　がしゃ、とレイジは拾った魔法瓶をまとめてゴミ箱へ捨てた。

「……しかし、瓶一本割ったくらいで、こんなに反省するとは。ノエラも見習ってほしいもんだ。あいつ、全然悪びれないし。すぐ言いわけするし、謝らないし」

　たくさんある、ということは魔法瓶は、大量生産されている──!?

　仕入れているのは雑貨屋……？　あそこに森の魔女がいるのか──。

　だが、それなら買った人全員がチート薬師になるはず。

「先生。瓶のおかげで薬が作れているんじゃ……」

「なわけねえだろ。瓶は瓶だよ」

「で、ですよね……」

　まだ廊下に残っているポーションを、指ですくってひと舐めしてみた。

「うわ、まずッ」

　草と土のにおいがするだけの水だった。

「光り方も今にして思えば全然違う……太陽の光を反射しただけだったのでは……」

　チート薬師になれる魔法の瓶などどこにもなかったらしい。

　あれをノエラに飲ませないでよかった、とエジルはほっと胸をなでおろした。










14　リクエスト箱と謎の手紙




　最近アレを放置していたことを思い出して、開封してみることにした。

　最後に開けたのは、【ブラックポーション】を作ったときだから、もうずいぶん前になる。

「そんなにリクエストすることもないだろうけど──」

　リクエスト箱。

　男性のおれには言いにくいことや、商品への意見要望などを入れておくためのものだ。

　Ａ４サイズほどの大きさの長方形の箱を振ってみると、カサカサ、と音が鳴る。

「ん？　ちゃんと入ってる？」

　箱を開けてひっくり返すと、ばさっと中身が落ちてきた。

「意外と入ってるもんだな」

「あるじ？」

　店先の掃除を終えたノエラが不思議そうに首をかしげた。

「ああ。これ。みんなが、薬にしてほしいものを書いて入れておくためのものだ」

「薬に、してほしいもの」

　リクエスト箱を置いていたそばにあるメモとペンをとって、ノエラが何かを書きはじめた。

「……ポ……」

「ノエラ、ポーションはもう薬になってるからいいんだよ」

「るう？」

　使い方をあまり理解してないノエラだった。

　で、やっぱりポーションって書こうとしていたんだな。

　ミナ曰く、こういうのあったらいいな、と思う商品は、言いにくい物であることが多いという。

　今思えば、お客さんの半分以上が女性客。

　女性しか使わないだろうっていう商品もあるので、それらを目当てにやってくる人もいる。

「……どんな要望があるのやら」

「あるじ。早く、早く」

　投函されたメモはほとんど畳まれていて、開かないと見えない。

「じゃ、まずは一通目……」

　適当に手に取って、メモを開く。

『好きです！』

　誰だよ。

　使い方の説明は、ちゃんとリクエスト箱のそばに置いてたんだけどな。

　悪いけど、そういうものを入れるところじゃないので、不採用。

「あるじ。『好きです』ある」

「そうだな」

「ノエラも、あるじ、好き」

「ありがとう」

　もふもふ、とノエラの頭を撫でておく。

　愛いヤツよのぅ。

「ノエラ、開ける」

「どうぞ、ノエラ隊員」

「る？」

　ノエラが首をかしげるので、手元を覗いた。

『これを読んでいるということは、その頃にはもう私はこの世にはいないでしょう……』

「重いわ！」

　え、何この人。死んでるの？　もう亡くなってるの？　何があったの。

　送り先間違えてない？

「る……悲しい、物語」

「何を想像したんだ」

　誰が誰に宛てたものかさっぱりわからないので、これもポイ。

　ノエラの手からメモを奪って、不採用のほうへ仕分けする。

「ノエラ、次を」

「る！　……る～ぅぅぅぅ……これ！」

　一通を手にして、ノエラが顔をしかめた。

「どうしたノエラ」

「嫌な気配」

　嫌な気配？　そのメモから？

　どれどれ、とメモを預かり開いてみる。

『ノエラすわぁぁぁぁぁぁぁん！　好きです好きです好きです好きです好きです』

　誰かわかった。

　不採用ではなく、ゴミ箱へ捨てようとすると、察していたノエラがそばで待っていた。

「あるじ、へい！」

「ノエラ、パス！」

「任せる！」

　丸めたメモをノエラへ投げると、それをキャッチして、スパーン、とゴミ箱へダンクシュートを決める。

　ふう、とノエラは手の甲で額の汗をぬぐった。

「悪は、去った」

「悲しい事件だった」

　そばに戻ってきたノエラとハイタッチしておく。

　一方通行をこじらせると、あんなふうになるらしい。

「ノエラ、次」

「わかた」

　気を取り直して、ノエラが次の一通を選んで黙読する。

　るるる？　と首をひねった。

「ノエラ、謎。わからない」

「謎？」

　不思議に思って見せてもらった。

『わたくしは、あの方のことを思い出すだけで胸がキュンとしてしまいますの。どうしたらこのキュンは治まるのでしょう。他の女性と会話をするお姿を目にするだけで、身を焦がすほどの嫉妬を覚えてしまいます』

「誰、書いたか、ノエラ、気になる」

　おまえと仲がいいお嬢様だよ。

「この箱は、ラブレターボックスじゃねえっていうのに」

　まったく。用法はちゃんと守ってくれよ。

　当然不採用。

「あるじ。さっきの、ノエラ、続き読みたい」

「ハマってる!?」

　小説じゃないんだけどなぁ……。

　と、思いながらもノエラに渡した。

　興味津々といった様子でノエラは熟読しはじめた。

「そうか。小説やマンガなんてものがないのか……」

『誰か』が綴った胸の裡を文章で読むってこと自体が珍しいんだろう。

　こんなふうに、おれとノエラは寄せられた意見要望に目を通していった。

『社員募集はされていますか？　交通費は出ますか？』

　してないし出ないよ。

『バイトから社員になるというような、社員登用制度はあるのでしょうか？』

　誰かと思ったらおまえかよ、ビビ。

　変に丁寧だからわからなかったわ。

　問答無用で不採用。

『こんなの読むなんてレーくんも暇だね！　ウケるｗｗｗ』

　てめえ──！

　水鉄砲持ってノエラと一緒に道具屋襲撃すんぞ。

『お夕飯やお昼ご飯、何がいいか尋ねると、決まって「なんでもいいよー」と返ってきます。とても困ります。「なんでもいい」が一番困るので、やめてほしいです』

　おれがよく言うやつ!?

　てことは、ミナだな、これ。

　本当にすみませんでした！　以後気をつけます！

『きゅ、きゅおー！』

　おまえどうやって書いたんだ！

『あるじ。今日も、ポーション、美味の味。ありがとう』

　ノエラ……。

　ほわわん、と思わず癒される。

　このモフ子め、このモフ子め。おれはノエラの尻尾やら頭やらをモフりまくった。

　もふもふもふもふ。

「る？　るるるる？」

　おれのＭＰが大幅に回復したので、残り少なくなってきてメモの開封を続けていく。

　でも、内容はお手紙コーナーと同じで各々が好きなことを書いていた。

「薬の要望全然ねえな！」

　説明書き、ちゃんとあるのに。みんな説明書読まないタイプだな？

　……それに関してはおれも人のことは言えないけど。

　こっちは暇つぶしにもなるし、構わないんだけど──。

「あるじ、これ」

　今回開封した最後の一通を、ノエラが渡してくれる。

「また変なことが書いてある？」

　ふるふる、と真面目な顔でノエラが首を振る。

　怪訝に思ってメモを見てみた。




『おかあさんを　たすけてください』




　……。

「あるじ。どする？」

「どうするって言ってもなぁ……」

　ずいぶんクリティカルでシリアスな内容だ。

　書いてあるのはそれだけで、どこの誰の要望なのかはわからない。

　子供の字……。

　まだ書き慣れていないんだろう。文字としてどうにか成立しているレベルで、いびつな筆跡だった。

　イタズラなのか、そうでないのかは判断できない。

　ノエラやビビと遊ぶために、ここへやってくる子供たちは何人かいる。

　そのうちの誰かだろうか。

「ん──待てよ」

　うちに来るってことは、薬を買い求めてくる人が大半だ。ポーラみたいな一部例外を除いて。

　最初のほうに見たメモ。……あった。

『これを読んでいるということは、その頃にはもう私はこの世にはいないでしょう……』

　柔らかい雰囲気のある女性の字。

　……偶然か？

　店に来た具合が悪そうだった女性客に、思い当たる人はいない。

　具合が悪いお客さんが来たとしても、おれは何も言えない。

　おれは医者じゃないから、診察はできない。何が悪くてどうマズいのか、何も言えない。

　この手の説明は、よくわかっていないお客さんに頻繁にしているから、もしかするとこの女性にもそう言ったかもしれない。いや……たぶん言ったんだ。

　もし亡くなっていたら、逆恨みされているような気がしないでもない。

　リクエスト箱を逆さまにしたので、投函された時系列は読んだメモとは順番が逆になるはず……。となると、先に子供の投函、そのあと、女性の投函。

　子供を伴ってここを訪ねるお母さんは少なくない。

　万が一、まだ間に合って、おれに何かできるのなら──。

「調べるだけ、調べてみよう」

　おれは、子供が書いたと思しきメモを手に、創薬室へ向かった。

「あるじ、何作ってる？」

　背中にくっついて、肩越しにノエラが手元を覗き込んできた。

「これは、探偵グッズみたいなもんだ」

「タンテーぐっず？」

　るう？　と、ノエラが首をかしげた。

　そうか。この世界に探偵って存在はいないのか。

　まあ、いたとしても田舎町に来ることはないんだろう。

「よし。できた！」

　ぽわわわ、と瓶が光って新薬が完成した。




【クッキリン：塗るとかすかな水分、脂肪分に反応し痕跡を浮かび上がらせる】




「これがあれば、誰があのメモを書いたのかわかるぞ」

「る？　あるじ。わからないから、困ってる」

「うん。まあ見てな」

　試しにさっき触った瓶に【クッキリン】を塗る。

　小さな青白い紋様が浮かんだ。太さからして、親指と人差し指。

「る!?　手のあと！」

「な。そういうこと。これが、おれの指紋ってやつだ」

「ノエラもやる、ノエラも！」

　ぺたぺた、と色んなところを触って、トペトペと【クッキリン】を塗っていくノエラ。

　すぐに、ノエラの指紋が浮かび上がった。

「るー♪　ノエラの、指。一緒の迷路！」

　迷路尾じゃなくて、指紋な。

「おれとノエラの指紋がわかった。で、このあとどうすると思う？」

「メモ！　メモ！」

「正解」

　ワクワクするノエラの横で、おれは【クッキリン】をメモの両面に塗った。

「あるじ、光った！」

　光ったのは、三種類の指紋。採取したものと見比べていくと、さっき触ったおれとノエラのものと、別にもう一種類がある。

　指の大きさからして、やっぱり子供のものだ。

「子供の字……」

　待てよ。この異世界には、小学校も幼稚園もない。

　文字を書けるってなると、それなりの教育を受けている子供ってことになるはず。

　ミナやノエラが文字を書くときはあるけど、あまり難しいことは書けない。誤字脱字も多い。

「家柄確かな子供？　最近来た人……」

　全然わからない。親子で来ていたとしても、数が多いから覚えられない。

「レイジ様ー？　ノエラさん？　いらっしゃいましたわ～！」

　お？　家柄確かなお嬢様のご来店だ。

「マキマキ、来た！」

　出迎えにノエラが部屋を出ていくので、おれも店のほうへ戻った。

「御機嫌よう、レイジ様、ノエラさん」

「よ、マキマキ」

「よう、エレイン。ちょうどいいところにきた」

「なんですの？」

　おれは、メモのことをエレインに話すとウルウルと涙目になりはじめた。

「お可哀想……。お母様がご病気で……それを治す薬はないかと、ここへ来たに違いありませんわ」

「エレイン、心当たりある親子っていない？」

　ううん、と考えたエレインだったけど、首を振った。

「わかりません……。ですが、子供ながらに文字がきちんと書けている、となると貴族の子や豪商の子などが当てはまるはずですわ」

「ゴーショー。……強そう」

　確信めいた顔でノエラはうなずく。

「商人のことだよ、ノエラ」

　たしかにそうか。後々商売をしたり、家業を継ぐとなれば必須だろう。

「レイジ様。わたくしからもお願いいたします。もしお母様がご存命でしたら……」

「わかってる。できる限り力を尽くすつもりだから」

「さすが、わたくしのレイジ様ですわ！」

　プイプイ、とノエラが首を振った。

「マキマキのあるじ、違う。ノエラの、あるじ」

　どこで張り合ってんだよ。

　差出人を調べようとすると、エレインも手伝いたいと申し出た。断る理由もないので、エレインも調査に加えることにした。

「商人となれば、町へ行って聞き込みをいたしますわよ！」

「いたす！」

　フンス、とノエラもやる気だった。

　しばらく店を留守にすることをミナに伝え、おれたちはエレインが乗ってきた馬車に乗り込み、町へと向かった。







　この指紋の子供を探しているって言っても、みんなさっぱりだろう。

　ひとまず母親の具合が悪く、文字が書ける子供を探して、確認するときに指紋を照合させてみよう。

　町の広場でおれとノエラ、エレインの三人は色んな人に手がかりを求めて聞き回った。

　けど、なかなか見つからない。

「町の方ではないのでしょうか……」

「なんとも言えないな」

　キリオドラッグにはじめて来る人たちは、おれを医者だと思っている節がある。これに関しては、ずっと不思議に思っていた。

「なあ、エレイン。カルタの町にお医者さんっていないの？」

「今はいませんの。病にかかったときは、隣町まで移動するしか……」

「道理でおれを医者扱いして頼るわけだ」

　病気の何かしらの症状を訴えられても、医者ではないおれに診断はできない。

　せいぜい風邪薬や腹痛止めをすすめたりする程度。これに効くからこれを飲め、ということは何も言えないのだ。

　病人が見つかっても、お手上げです、じゃ話にならない。

　町で行商人のヴィンさんを見つけ、事情を説明したところ、思い当たる節があったらしい。

「要はさ。レイジくんが覚えていない……印象に残っていないってことは、この町の人じゃない可能性があるわけだ。で、普段ここらへんに来ない人で、おそらく商家で幼い子供がいて、母親が病で臥せっているかも──となると、隣町のホボさんのとこじゃないかな」

「ホボさん？」

「うん。ホボさん。奥さんがちょっと前から病気で、どうやら重いって話を聞いた。子供も赤ん坊と、文字が書ける小さな女の子が一人いる」

「その方ですわ！」

「決まり！　決まり！」

　喜ぶ二人をおれは宥めた。

「待て待て、ガールズ。まだそれっぽいってだけで、決まったわけじゃないから」

「うん、俺が聞いたときの話だから、もう具合が良くなってることもあるよ」

　ともかく、はじめての手がかりだ。確かめに行こう。

　おれはヴィンさんにお礼を言って、三人でまた馬車に乗り込み、隣町へと移動した。







　隣町は、おれが住んでいるカルタの町と大差のない規模の田舎町だった。

　まったく人がいないわけでもなく、大勢でにぎわっているってわけでもなさそうだった。

　ヴィンさんが言うには、ホボさんはお店をいくつか営んでいて、食材を扱う店に、雑貨、武器防具を扱う店など、何種類か店舗があるという。現代でいうグループ企業みたいなもんだろう。

　おれたちは教えてもらった豪邸を訪ねた。

　貴族の屋敷というには物足りないけど、庶民が暮らすににしてはかなり大きな家だった。

　門の前で遊んでいる女の子を見つけた。あの子がそうなんじゃ……。

　馬車を降りて、怪訝そうにする少女に声をかけてみた。

「こんにちは。隣町でキリオドラッグっていう薬屋をやってるんだけど」

「キリオ、ドラッグ？」

「これ、書いたのは君かな」

　メモを見せると、かすかに反応があった。一度おれを見て、またメモに目を戻す。

「……」

「お母さん、具合悪い？」

「お医者さんが、悪いって言ってた」

　確認のため、持ってきていた瓶を触ってもらい、【クッキリン】で指紋を浮かび上がらせる。

　いつの間にかいたエレインとノエラも瓶とメモを何度も見比べている。

「迷路が一緒ですわ」

「迷路、一緒」

　指紋な。

　てことは、この子が……。

　豪奢な馬車を見つけたらしく、何事かと三〇代後半の小太りのおじさんが表に出てきた。

「娘に、何かご用でしょうか……？」

　この人が、ご主人のホボさんだろう。

「隣町の薬屋です。この依頼をもらってここまで来たんですが、お話よろしいですか？」

　メモを見て、事情を察したホボさんは、うなずいて屋敷の中へおれたちを案内してくれた。

　応接室に通してもらい、俺たちは沈痛な面持ちのホボさんからメモの話を聞いていた。

「カルタには、娘を伴って何度か仕事で行っていて。そのときでしょう。あなたのお店にも立ち寄らせていただきました」

　噂の薬屋だから何か快方に向かう薬があるはず、と期待したが、目当ての薬は存在しなかった。

「この町の医者にも何度か見てもらいましたが……これ以上手は尽くせない、と」

「そうでしたか」

「妻は、今小康状態が続いていますが、あまり長くはないようです……娘のメモひとつで、わざわざここまで来て下さってありがとうございます」

　辛いはずなのに、おれにもきちんと礼を尽くしてくれるホボさんを見ていて、胸が痛んだ。

　医者がそう診断したんなら、そうなのかもしれない。長くないんだろう。

　そして、それを治す薬は、おれの店にはなかった。

　──その当時は、まだ。

「ホボさん、手はあります。おれが作ります。その病に、効くものを」

「できるんですか？」

　創薬スキルが教えてくれている──素材を、作り方を、用法と用量を。

「やります」







　ホボさんとメモの主である女の子──アイシャちゃんというらしい──と一緒に奥さんをお見舞いした。

　気立てのいい優しそうな人で、長患いのせいか酷く肌が白かった。

　奥さんを見ない状態で、創薬スキルは反応していた。

　……それってどうなんだ？

　て思ったけど、できあがる薬がなんなのか知って納得だった。

　おれは簡単な世間話と具合のことを訊いて、効果も快方に向かうかどうかも確約はできないと前置きした上で創薬の約束をした。










15　レア素材採取




　家族三人にお礼を言われ、おれたちはホボさんの屋敷をあとにする。

「レイジ様、町のお医者様は、これ以上は難しいと診断されたという話ですわ。あのような約束をしてしまってもよろしいのでしょうか？」

　馬車の中で、エレインが心配そうに尋ねた。もっともな意見だ。

　この世界の医学では治せないだけなのか、それとも元々治せない病なのか、それはわからない。

「あるじ、作る、言った！　言ったら作る！　あるじ、そういう男」

　全幅の信頼がノエラにはあるらしい。

「大丈夫。素材さえきちんとそろえば作れるから」

　ほらみろー、と言いたげなノエラは得意そうに胸を張った。

「なんのお薬なんでしょう？」

「万能薬だよ。文字通り、万能の薬」

「万能、薬……」

　エレインがつぶやくと、ノエラも繰り返した。

「バンノウーヤク……強そう」

　うん。これは『強い』と思うよ。

　おれが作った中で、一番の薬になると思う。

「気がかりですわ……絶対、絶対、ぜーったい、どうなったか教えてくださいませ！」

「マキマキ、任せろ。あるじ。やる男。問題、ない」

　ノエラがどんどんハードルを上げていくなぁ。







　馬車で店まで送り届けてもらうと、おれは老執事とエレインにお礼を言って別れた。

「さて。素材の採取が一番問題なんだけど……。エジル。エジーーール？　いるかー？」

「あるじ、エジル呼ぶ。ダメ」

　悪いな、ノエラ。ダメでも今は必要なんだ。

　出てこないな、エジルのやつ。まあ、元々こんなふうに呼びつけて来たことはないんだけど。

　店の外に向かって声を響かせると、空中に転移魔法の魔法陣が浮かび上がった。

「先生！　何かご用ですか!?」

「うわ、本当に来た！」

　呼び出しておいてアレだけど。

「先生とノエラさんが呼んでいる気がして」

「ノエラ、おまえ、呼んでない」

「ノエラさんの危機を、余は察知して──」

「ノエラ、ピンチ、違う」

　一個一個、ノエラは丁寧にツッコんで否定していった。

「エジル。薬の素材で一角獣の角が要る」

「一角獣、ですか」

　いつもふたつ返事をしてくれていたエジル。今回のレア素材ばかりは渋面を作った。

「一角獣……ユニコーンは幻獣の一種です。我々魔王軍が探しても簡単に見つかるようなものでは……」

「そうか……」

　素材になる角がレア素材以上に、ユニコーン自体がレアのようだ。

「おおよその居場所についてはわかるのですが、角の採取は至難かと」

　申し訳なさそうにエジルは言う。

「知能が非常に高い魔獣で、姿を簡単に見せるとは思えません」

「いや、だいたいの居場所がわかれば十分だ」

「え、それだけで？」

「こっちには、魔物使い御用達セットがあるからな。どうにか探してみるよ」

【誘引剤】【キビダンゴローション】【トランスレイターＤＸ】、この薬がきっと役に立つはず。

「わかりました。先生のご意思は固いようなので、余はもう何も言いません。ユニコーンがいるとされる場所ですが──」

　エジルが教えてくれたのは、先日ハイキングに行ったビゼフ山の麓にある森だった。

「あるじ、ノエラお供する。ノエラ、いれば、間違い起きない」

「うん。頼むよ」

　頭を撫でるとノエラは嬉しそうに目を細めた。

「余が行けば、このオーラ故、必ず先生の足を引っ張ります。この魔王の溢れ出る気品と魔力と、カリスマ性のせいで、きっと邪魔に……ですので、どうか幸運を」

　その通りなんだろうけど、自分で言うあたりがエジルらしい。

「ありがとう、エジル。まあ、気をつけて行ってくるよ。ノエラ、準備だ」

「る♪　あるじとお出かけ！　──ミナ！　お弁当。ノエラ、あるじ、出かける！」

　奥にいるであろうミナに、ノエラはさっそく弁当を注文していた。

　ピクニックかよ。

　おれも鞄に、必要な薬ともしものときのポーション、他に色々な物を詰め込んだ。

　ビゼフ山に移動するにはグリ子がいてくれたほうがいい。ちゃちゃっと飛んでくれるし、そのほうが早い。

「おーい、グリ子。散歩の時間だ」

「きゅ、きゅおっ♪」

　厩舎から出すと、バッサバッサと翼を目いっぱい動かした。やる気十分って感じだ。

「あるじ、整った」

　でっかいリュックを背負ったノエラがやってきた。

「ミナ、そんなにたくさん弁当作ったの？」

「……」

「おい、モフ子、おまえまさか──」

　鞄を検めようとすると、ノエラが体を捻って妨害する。

　半開きになっていた口から、ぽろん、と瓶がひとつ落ちた。

　ポーションだった。

「この中のほとんど、ポーションじゃないだろうな？」

「緊急事態。ポーション、要る」

「水分補給にポーション飲もうとするんじゃねえ。万が一のポーションはおれが持ってるから、戻してきなさい」

「るう……」

　不満げなノエラが、どでかいリュックを背負って店に戻り、そしてやってきた。

　かなりしぼんでいる。やっぱりか。

　グリ子に乗ると、ミナが出迎えに出てきてくれた。

「レイジさん、ノエラさん、お気をつけてー！」

「遅くならないうちに戻るよ」

　ミナとエジルに見送られ、おれたちは一路ビゼフ山の麓を目指した。







　前に来たときの反対側にその森はある。濃い緑が多く残るそこは、人や文明を拒んでいるかのように見える。

　上空から眺めているけど、さっぱりわからない。

「どこにいるんだろうな、ユニコーンは」

「ノエラ、におい、わからない」

　頼みのノエラもお手上げ状態。

　動物が多く集まりそうな湖を見つけたので、湖畔に降りるようにグリ子へ指示した。

「こういうときの【誘引剤】」

　魔物や動物がわっと集まる。その中にユニコーンがいればいいんだけど。

　湖畔の何か所かに【誘引剤】を撒いて、離れたところから様子を伺う。

　小動物や小型の魔物、森に住む多くの物が【誘引剤】に釣られて姿を現した。

　念のため、【トランスレイターＤＸ】を飲んでおこう。

『ご主人様、グリ、ユニコーンが見られるなんて、楽しみですー♪』

「鑑賞会に来てるわけじゃねえんだよ」

　ノエラも【トランスレイターＤＸ】を飲んだ。

「グリ子、ユニコーン見つけたら突進。攻撃！」

『教官、了解です！』

「やめなさい。攻撃対象じゃないから」

　あくまでも手懐けて、友好的に素材をもらうのが一番。

　でも、エヴァが使役したケンタウロスみたいに、口賢しい魔物だったらどうしよう。

　物陰に隠れて様子を窺いながら、ミナが作ってくれた弁当を食べる。

　グリ子とノエラが夢中になっていると、【誘引剤】を撒いたはずなのに、すー……と魔物や動物たちが去っていった。

　ノエラの耳がピクりと動いて、弁当の手を止めた。グリ子も何か感じるものがあったのか、息を潜める。二人とも【誘引剤】を撒いたほうをじっと見つめている。

「ブルルルヒィィィン」

　嘶きが聞こえ、ゆっくりと茂みから魔獣が一体姿を現した。

　一見してそれは馬だった。

　神々しさを纏うかのような真っ白の肌に、黄金の鬣たてがみ。青空を思わせる碧眼。

　けど、頭頂部から伸びる黄金の長い角が、ただの馬ではない大きな証拠だった。




【一角獣：ユニコーンと呼称される幻獣の一種。世界に一〇体と存在しない。角は万病に効くとされる】




　で、出た、ユニコーン──。

『何やらよき香りが……』

　周囲を見回しながら、そのにおいの元をユニコーンが探している。

　他の魔物や動物たちは、ヒソヒソと会話をしていた。

『ヌシ様』

『いらっしゃった』

『神々しいお姿』

『ヌシ様、ヌシ様』

　ふむふむ。ヌシ様っていうのは、この森の主って意味かな。

　その風貌は、森の主と呼ばれるのも納得のものだ。

『ユニコーンさん、カッコいいです……！』

「るっ。角、カッコいい！」

　わかる。

　角をくれって言っても、素直に渡してもらえるとは到底思えないなぁ……。

『そこのニンゲン。そなたか。このかぐわしい香りを放ったのは』

　うげ。バレてる。

　隠れても仕方ないので、おれは恐る恐る木陰から出る。ノエラががっちりおれの足にしがみついている。

　ノエラ、あるじ守る、とか言いそうなのに、完全にビビっていた。

「こ、こんにちはヌシ様。ええっと、僕が撒いたものです」

『フン。姑息なニンゲンの考えそうなことよ』

　ずいぶんと年季の入った女性の声だった。

「あるじ。ユニコ、声、おばさん」

「こら。しーっ」

『誰がババアか』

　ほら見ろ、怒られたじゃねえか。

「ご機嫌を損ねるようなことを言うんじゃねえ」

　モフモフ、と頭を乱暴に撫でる。

「すみません、うちの人狼モフ子が失礼を……」

『妾わらわは年を取ったのではない。年を重ねたのだ』

　……ああ、うん。意識が高い美魔女的な人が言いそうなセリフだ。

『森深いこの地までわざわざやってきたニンゲン、目的はなんだ。妾か』

　あー……。やっぱりそう思うよなぁ。隠してもしょうがねえ。

「はい。あなたの角をいただきに参りました」

『戯けたことをぬかす』

『ユニコさん、ご主人様はガチです』

『珍しい。人に懐かぬグリフォンまで従えるというか』

　ちら、とユニコーンが足にしがみつくノエラに目をやると、ノエラがそっとおれの背に隠れた。

　人見知りの子供みたいだ。

『グリフォンに、人狼……。そなた、何者だ』

「レイジと申します。少し離れたカルタの町で薬屋を営んでおります」

『ほう。それで、妾の角がほしいと』

「はい。隣町の女の子の母親が不治の病にかかり、もう長くありません。彼女を治すために、万能薬が必要なんです。その素材になるのが、あなたの角です」

『ニンゲンを救うために妾が角を？　笑止。妾は忘れはせぬぞ。金に目がくらんだニンゲンどもの手にかかった同胞たちのことを』

　まあ、そうだよな……。レア魔獣で、角は万能薬が作れるレア素材。

　人間……冒険者や狩人が目にすれば、まず角を得るために攻撃し捕獲しようとするだろう。

　青い瞳は敵愾心いっぱい。立ち去れと言わんばかりだった。

　こうなったら、ツンツンなあいつをオトす薬を使うしかねえ。

「ノエラ、鞄からつくねと【キビダンゴローション】を頼む」

「わかた」

　木陰に置いている鞄をノエラが漁る。

　グリ子のエサにもなるつくね（虫入り）と好感度を上げる【キビダンゴローション】を手に戻ってきた。

　おれはさっそく、つくねに【キビダンゴローション】をかける。

『ご主人様、それ、グリのお菓子……』

「ちょっとくらいいいだろ。あとで肉あげるから」

『ちょっとだけですよ？』

　つくねに薬を塗って、準備完了。

『何をしておる。この地から早々に立ち去られよ』

「食らえ！」

　ぽい、と特製つくねをユニコーンへ投げつける。二度バウンドしてユニコーンの足下につくねが転がった。

　特製つくねを前に、同じ態度でいられるか見物だ。

『な、なんだ、この丸っこい魅惑的な玉は』

　つんつん、とつくねを蹴るユニコーン。興味津々って感じだった。

『あーん、ご主人様！　グリのつくね……もったいない……』

『このつくねとやら、食い物か』

　……もしかして、地面に転がってたら食べられない？

　あ。角が邪魔で真下をむけないんだ。

「ヌシ様、気になりますか？　このつくね。うちのグリフォンも大好きなんです。一回騙されたと思って食べてみません？」

『……』

　お。揺れている揺れている。

　にっくき人間が差し出した食べ物を、食べていいのかどうか。

『妾を惑わせるおかしな薬でも入っているのであろう。そなたは薬使いであるからな』

　もう一個特製つくねを足下にポイと投げる。

『むう……』

　角が邪魔で下をむけないユニコーン。両足を畳んで、伏せの体勢をとるけど上手く口で拾えない。

　なんだかんだ言って、食べる気満々だった。

「あるじ。ユニコ、食べたくてたまらなさそう」

「みたいだなー」

　ゆっくりと近づいていき、つくねを手にのせて、口元に差し出すとぱくりとくわえて食べた。

『これは、なんと美味なものか……』

【キビダンゴローション】のおかげもあり、急激に敵意がなくなっていくのを感じる。

　もうひとつ、もうひとつ、とつくねを食べさせて、完全にオチた。

『早く次を出さぬか』

「もうないですよ」

『もう、ない……だと……』

　すっげーショックを受けた顔をしている。

　はじめてポーションを飲んだノエラ並みに、特製つくねにハマったようだ。

「こっちの言うことを聞いてくれたら、新しいつくねを持ってくるんですけどねー」

『妾と取引をしようというのか、ニンゲン』

　じいっと見つめられると、このユニコーンに嘘をついてはいけない気がしてくる。

『聞かせてほしい。病を得たそのオンナは、そなたにとって大切なニンゲンなのか』

「いえ。この前はじめて会った、ご主人と娘さんがいる奥さんです」

『では、なぜだ。そなたになんの益があって、このようなことをしておる』

「ありませんよ、益なんて」

『何？』

「いけませんか。益がなくちゃ」

『ニンゲンとは、己の益を追い求め何物も顧みないモノであろう』

「あなたの見たすべてが、人間のすべてではありません」

　むう、と唸ったユニコーンは、おれの意見に一理あると認めたようだ。

「あなたの角で作った万能薬は、善人のために使うと約束します」

『そなたのような若造が、妾の角を扱えるとは到底思えぬが』

「『創薬』というスキルがあります。ご心配なく」

　続きを待つように、ユニコーンはおれを見つめる。

「世界中の人は無理かもしれません。でも、僕の手が届く範囲で助けられる人を、助けたい人を助ける──それが『創薬』スキルを与えられた使命だと思っています」

　ユニコーンは、おれに角を見せるように首を少しひねった。

『……削れ。妾もすべてをくれてやるわけにはいかぬ。数人分の薬の素とするには、それで十分であろう』

「いいんですか？」

『妾の気が変わらぬうちに早ぅせい』

　ありがとうございます、とおれは言って、ノエラに採取用のナイフを持ってきてもらった。

　刃を少し立てて、角を削り取っていく。地面に落とさないように、ノエラが袋で受けてくれた。

『そなたのようなニンゲンもいるのだな』

　角の採取が終わると、ぼそっとつぶやいてユニコーンは馬首を巡らせ、茂みへと帰っていった。







　角の採取を終えたおれたちは、すぐに店へと戻った。

　さっそくレア素材の『ユニコーンの角』を少々と、いつだったか冒険者の青年にもらった『オロナームソウ』を用いて創薬をはじめる。

　素材が揃ってさえいれば、作るのはさほど難しくなかった。




【万能薬：万病に効く薬】




　もらった角で作れたのは、瓶三本分。一人あたり一本が適量のようなので、三人に使えるということのようだ。

「三人か」

　もし、ノエラが大病を患っても、これがあれば大丈夫だ。

「あるじ。もっと角、もらえる」

　そばで創薬を見守っていたノエラが言った。

「え？　なんで？」

「ユニコ、チョロい。言えば、角、全部くれる……かも」

「言うなって」

　おれもちょっと思ったけど、もらい過ぎはよくない。角がなくなれば、ただの白馬になって威厳がなくなるだろう。

　それに、チョロいんじゃなくて【キビダンゴローション】の効果が絶大だった、と言ってほしいところだ。

「もし、ノエラなら、あの程度では屈しない」

「そんなノエラにはポーションをやろう」

「るっ♪」

　うちの子もチョロかった。










16　万能薬とお礼




　完成した新薬を持って、おれとノエラは再びグリ子にまたがり、隣町のホボさんの屋敷へと飛んだ。

「これが、ユニコーンの角や他のレア薬草から作った【万能薬】です。きっと奥さんにも効くはずです」

　出迎えてくれたホボさんに、おれは作り立ての【万能薬】を見せる。

「キリオさん……ありがとうございます、ありがとうございます……」

　ホボさんは何度も頭をさげてお礼を言ってくれた。

「ホボさん、お礼はまだです」

　奥さんにこれが効かなければ、なんの意味もない。

　ていうか効いてくれ。

　奥さんの病床を訪ね、【万能薬】とその効果を伝えた。

「わたしのために……」

「リクエスト箱に依頼がありましたから」

　瓶の蓋を開けて、【万能薬】を奥さんは飲んだ。

　創薬したときのように、ふわっと体内が光ったように見えた。

「どうですか？」

「まだ実感はないですけど、すごく楽になった気がします。それに、おいしいです」

　奥さんが笑うと、ノエラが得意そうに言った。

「あるじの薬、美味の味」

「どうせなら、飲みやすいように作るので」

「お薬って、嫌なものが多いのに、薬屋さんの薬は違うんですね」

　以前に比べてずいぶんと奥さんはしゃべった。

　離れて会話を聞いていたホボさんは泣いていた。

　辞去するときに、ホボさんが教えてくれた。

　あんなに長く会話をしたのは何年ぶりだ、と。

「治る……はずです」

　ていうか治れ。おれの【万能薬】効いてくれ。

「あさって、町医者が容態を診察しにいらっしゃいます。キリオさんも、ご同席願えますか」

「もちろんです」

　おれは二日後また来ることを約束し、店へと帰った。







　二日後。

　おれとノエラは、ホボさんの屋敷へやってくると、奥さんの部屋の中ではすでに町医者のご老体が診察をはじめていた。

「咳は」

「少し出る程度で、以前のように眠れなくなるほどでは」

　ふむ？　と町医者のおじいさんは首をかしげた。

「では、熱っぽいとか、体の倦怠感は？」

「すっかりよくなりました」

「よくなった？　それは、何よりだが……」

　おかしいな、と不思議そうにまた首をひねった。

「ベッドに横になっているのもよくないと思って、最近は屋敷の中を散歩しているんです」

「散歩……!?　体は、辛くない？」

「ええ。運動不足が祟って、少々のことで筋肉痛になってしまって」

　ちょんちょん、とノエラがおれの袖を引っ張った。

「あるじ、あるじ」

「うん？　嬉しそうだな、ノエラ」

「当然。あるじの、薬、大勝利」

　わさり、わさり、とノエラがご機嫌に尻尾を振った。

　ホボさんが、おれたちが来たことを奥さんに告げ、町医者と二人してこっちに気づいた。

「薬屋さん。あの薬、とてもよく効きました。ありがとうございます」

「薬屋……まさか、君はカルタの薬屋か……？」

　はっとしたように町医者がおれに尋ねた。

「はい。キリオドラッグという店をやっています」

「何を……一体何を飲ませた？　起き上がるどころか、咳でロクに眠れず、熱も酷かった。あと半年持てば御の字だと思っておったが──」

「【万能薬】を創薬しまして、そのひとつを飲んでもらいました」

「ばんのぉーやくぅ？」

　胡散臭そうに町医者は目を細めた。

「ユニコーンの角でも買い取ったのかね」

「いえ、買わないですよ。少量を削らせてもらいました」

「バカな。ユニコーンが？　人間嫌いでロクに姿すら見せないというのに……」

　ありえない、と町医者は驚愕していた。

「それで【万能薬】を作った、と……？　医者なら、一度くらいは冒険者に依頼を出しただろう。ユニコーンの角を採取してこい、と。それが叶った話など、ワシは聞いたことがない。失敗に終わるからだ」

「信じてもらえなくても構いません。僕では、経過を診察することはできないので、あとをよろしくお願いします」

　小さく一礼して、部屋をあとにした。

　すると、中から娘ちゃんが出てきた。

「あるじ。ちっこいの、追いかけてきた」

　不思議に思って待ってみると、野花で作った冠を渡してくれた。

「薬屋さん、狼ちゃん、ありがとう……」

「どういたしまして。君から依頼があったからだよ」

「ノエラ、奮闘、激戦、あるじを守った」

　しゅ、しゅしゅ、とパンチをして見せるノエラ。

　人見知りが発動しておれに隠れてただろ。

　おれはもらった花の冠をノエラに被せた。

「お？　似合ってるぞ、ノエラ」

「るー♪」

　ぴこぴこ、とノエラの耳が動いた。

　屋敷の玄関を出たあたりで、ホボさんが息を切らせて追いかけてきた。

「キリオさん、待ってください！　何か、何かお礼を。何でもおっしゃってください！　できる限りのことはさせていただきますから！」

　おれはノエラと顔を見合わせ、ホボさんに言った。

「いえ。もうもらったので、これ以上は結構です。な、ノエラ」

「るう！」

　うむ、とノエラがうなずいた。

　わけがわからなさそうなホボさんに、小さく会釈をしたおれたちは帰路に着いた。







　店に帰ってくると、ミナが心配そうな顔をしていた。

「レイジさん、どうでしたか？」

「うん。ベッドから起きられないくらいだったけど、今は動き回れるくらいにはよくなったみたい」

「よかったです～」

　ほう、とミナは胸をなでおろしていた。

「ミナ、あるじ、疑った！」

　ビシッとノエラが人差し指を突きつけた。

「ち、違いますよ！　疑ってません。ただ、大病を患った方へお薬を作るのがはじめてだったので」

　実は、おれもちょっと心配だった。

【万能薬】の効果では、病気に効くとされているけど、本当にそうなのか、試してみるまでわからない。何せ数も限られている。試すにしても、どのみち病を得ている人に使うしかないのだ。

「レイジくん、最近忙しそうだったけど、どうかしたの？」

　会話を聞いていたビビが尋ねてきた。

「いや、別にどうもしないよ」

「教えてよ……！　そうやって、ボクだけ除け者にして……！　い、いい加減泣くよ!?」

「それ脅しになってないから」

　呆れたような半目をして、ビビの頭を撫でておく。

「先生。お勤めご苦労様でした」

　あ、エジルも今日はシフト入ってたんだっけ。

「そこまで大変じゃなかったよ」

「ユニコーンの角が採取できたというところまでは、ミナさんから聞いたのですが、首尾は……」

「大丈夫そうだった。エジルの情報提供のおかげだ。助かったよ」

「先生……余は、余は感激しています。こんなに、感謝されたことが今まであっただろうか……いや、なかった！」

　そりゃ魔王だからな。ないでしょうね。

「やっぱりボクだけ事情を知らないじゃないか……」

「面倒くせえ妖精だな」

「ついに面と向かって心の声をこぼしてる!?」

「ごめん、ごめん。わざとだから」

「余計悪いよ！　で、ボク精霊だから！」

　いやー、ビビは一個一個拾ってツッコんでくれるから、安心してボケられるなぁ。

　こいつはこいつで得難い店員だ。

「あるじ。今日のポーション、ノエラまだ」

「そうだったな。すぐ在庫のついでに作るよ」

「ノエラ、待つ」

「ん。よろしい」

　不足している商品をチェックして、創薬室へ向かう。

　すると、ぞろぞろとみんながやってきた。

「おいこら。店員たち。店番はどうした」

　ピン、とノエラがきれいな挙手をした。

「ノエラ、あるじのお手伝い」

「んー。ならよし！　百歩譲って！」

「るー♪」

　わさわさ、とノエラが尻尾を揺らす。

　商品名を見て、あれこれ、と棚から素材を集めはじめた。

「それで、バイトのお二人は、何しにここへ？」

「先生。忘れておいででしょうが、余は先生のポーションを作りたいがために、ここへバイトしているのです。ですから、その技を盗み、そしてノエラさんを我が手に収めるまで、ポーション作りを学ぶつもりでいます」

「ですって、モフ子さん」

　しゅばっとノエラが腕を交差させ、バツマークを作った。

「創薬室、エジル、出禁」

「何故余だけ!?」

　こっそり忍び込んで何か作ろうとしていたっていうのは、ノエラからタレコミがあった。

「謎の液体、エジル、作る。素材、無駄遣い」

「くうッ……！　地味に正論……！」

　悔しげにエジルが頬をピクつかせていると、ビビが割って入った。

「で、レイジくんは何をしてたのー？　ユニコーンって、あのユニコーン？」

「どのユニコーンでもいいだろ。あとでちゃんと話してあげるから」

「ほんと？　ほんとにほんと？　嘘つかない？　嘘ついたら、ボク他の人の一〇〇倍傷つくからね！」

　わかったわかった、とおれはビビとエジルを回れ右させて、店へと戻す。

「……ミナは、どうかした？」

　さっきからずっとおれたちの会話をニコニコしながら聞いていた。

「みなさんが揃ったので、今日はお夕飯、ビビさんとエジルさんの分もご用意しようと思って」

「いいんじゃないか。みんな一緒に晩飯」

　しゅばっとノエラがまたしてもバツマークを作る。

「エジルは、用事ある。夜帰る」

「用事？」

　嘘くさいな。この手の誘いにエジルが断るとは思えない。

「ノエラさん、それじゃあエジルさんを誘ってあげてください」

「る!?」

　思わぬ展開に、ノエラが毛を逆立てている。

「ノエラさんが誘えば、何があっても来ますから。両手足なくなっても這いずってくると思います」

　まあその通りなんだろうけど、そんなエグいたとえ、笑顔で言うなよ。

　旗色が悪くなったノエラが目をそらす。

「……用事、ノエラの勘違い」

　やっぱり嘘だったんだな。

　エジルもエジルだけど、ノエラもノエラだから、この二人の距離感は永遠に縮まらなさそうだ。

「では、お夕飯は、みなさんでってことで」

「オッケー。了解」

「レイジさん、何が食べたいですか？」

「なんだろうなー。なんでも、い……」

　リクエスト箱に入れられていたミナからのクレームを思い出して、思わず言葉を止めた。

　にこり、とミナが笑う。

「なんですか、レイジさん？」

「な、なんでもよくないよな。みんなで食べるご飯だ。なんでもいいわけない」

　うんうん、とミナは満足げだった。

　焦った……。いつものクセでなんでもいいって言うところだった。

「お二人にこのことを伝えてきますね～」

　楽しそうな足取りでミナが出ていくと、ノエラが集めた素材を机に置いた。

「あるじ、早く。ポーション。ノエラ、ポーション不足、深刻」

「そりゃ大変だ。急がないと」

　こくこく、とノエラは何度もうなずいた。

　ポーションをはじめとした商品を創薬し、不足分を補えるほどの数を作った。

　作りたてポーションを、ノエラは腰に手をやってぐいっとやる。

「る～」

　この味この味、と言いたそうな、ご満悦の顔だった。

「きゅぉ」

　外からグリ子の声が聞こえる。

　ミナが淹れてくれた【ブラックポーション】が入ったカップを口に運び、こんな毎日が続いていくんだろうと外を眺める。

　今日もキリオドラッグは、のんびり営業していくのだった。

《了》










あとがき




　こんにちは。ケンノジです。

　漫画化にはじまり、ついにはアニメ化まで決定した本作ですが、こんなに長いシリーズになるとはまったく思ってもみませんでした。

　ありがたい限りで、ここまで取り上げてくださった関係者の皆様には感謝しかないです。




　もう取り下げましたが、本作を小説家になろうで連載をはじめたのが二〇一六年夏頃でしたので、思えばもう五年近くこの作品に携わっています。こんなに長い期間にわたって一作を書くのははじめてです。

　二〇一六年の当時は、新作を書いて、上手くいけば書籍になり、ダメだったときのためにまた新作を書く……、というサイクルをはじめていたころでした。なろう初投稿が二〇一五年の一二月だったので、なろう歴は五年ちょっとです。けど、まだそれだけしか経ってないんですよね。もう一〇年くらいやっている気分でした。

　そんな自分でも歴戦のツワモノというふうに見られるあたり、業界の厳しさと入れ替わりの激しさを物語っていますね……。




　当時から環境が少しづつ変わっていき、今では他にも好調なシリーズができ、嬉しい悲鳴といいますか、首がぎりぎり回るかどうかという具合にありがたくお仕事をさせていただいております。

「痴漢されそうになっているＳ級美少女を助けたら隣の席の幼馴染だった」という青春ラブコメ作品も書いているので、気になった方は是非読んでみてください。




　のんびり、ゆるく、スローな本作はまだまだ続いていきます！

　作品雰囲気は今後も変わらない予定ですので、また気が向いたら手に取っていただけると嬉しいです。

ケンノジ
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１　コラボ商品

２　改良されてゼロに

３　シャボン玉、空高くどこまでも

４　シュワシュワ

５　ついに発生した定番イベント

６　秘密基地

７　アウトドア必須アイテム

８　気の置けない人

９　正規品と海賊版

10　アウトドアグッズ

11　余計なことをしゃべってしまう

12　飲んで乗る

13　空前のブーム

14　熱中症

15　風の精霊シルヴィーン












１　コラボ商品




　店番を頼んでいたはずのノエラがいない。

　朝食のときは隣にいたのに。

「ミナー？　ノエラどこ行ったか知らない？」

「ああ、ノエラさんなら冷蔵庫のところに……」

　冷蔵庫とは名ばかりのでかい鉄製の箱だ。

【冷却ジェル】を周囲に塗ることで内部をキンキンに冷やすっていう原始的な道具である。

　その冷蔵庫は、風通しがいいキッチンのそばにある。

「……」

　もふもふな尻尾が冷蔵庫のそばから出ているのが見えた。

「る～っ……」

　冷蔵庫を背にしてノエラが涼んでいた。

　最近、たしかに暑い。たまたまそういう気候なのか、そういう季節なのかはわからないけど。

「おい、ノエラ。店番」

「るっ！　あるじ、いつの間に」

「いつの間にって……」

　レーくーん！　と店のほうから大声がする。道具屋のポーラが来たらしい。

「また暇つぶしに来たな？」

　ノエラにひんやりをもう少し楽しませてあげることにして、おれは店へ戻る。

「何しに来たんだよ？」

「そう邪険にしないでよー。これ」

　どん、と葡萄ジュースの瓶をカウンターにのせた。

「冷やしてほしいなぁ？」

　冷蔵庫は我が家にしかない特別製のもの。冷却するアイディアはおれが出したけど、箱はポーラを通して職人に作ってもらった。

「わかった。でも、すぐには冷えないぞ。何時間か放っておかないと」

「──じゃ意味ないよっ！　……意味ないよっ！」

　カウンターを手で叩き、魂の叫びを二回繰り返した。それほど残念だったらしい。

「ね、レーくん、レーくん。瞬時に冷却されるお薬作ってよぅ」

「おれじゃなくて、魔法使いに頼んだほうが早いぞ、それだと」

　こんな田舎には中々いないみたいだけど。

「人が冷たく美味しく飲めるちょうどいい温度にする薬、ちょうだいよぅ」

「そんな都合のいい薬ねえよ」

　ううん。とはいったものの、最近妙に暑い。

　うちには冷蔵庫があるから、冷たい水や食べ物をすぐに飲み食いできるけど、他の人はそうじゃないんだよなぁ。

「あ。そういや……あっちの世界には、あれがあるな」

　これなら、瞬時にとは言わないけど、比較的に素早く常温の飲み物を冷たくできる。

「なあ、ポーラ。ちょっと相談なんだけど」

「何？　エロい話？」

「違う」

　おれはカウンターにあったメモとペンを持って、あれこれ図を描きながら、ポーラに説明をしていく。

「はぇぇぇ……なるほどぉ……ふううううん？」

「どうよ、これ。その職人さんに言って作ってもらえたら──」

　ポーラの目の中に『儲』って文字が書いてあった。

「いける……！　革命が……起きようとしている」

「んな大げさな」

「おっちゃんに相談してくる」

　おれの描いたメモを掴んで、ばひゅうん、と店からポーラは出ていった。

　あれが上手くいけば、ポーラの要求通りのことができるはずだ。

　冷蔵庫とはまたちょっと用途が違った冷却装置が。

　……葡萄ジュース忘れていきやがった。まあ、冷やしておこうか。







　数日後。

「レーくん、ちゃお」

「ちゃお」

　ポーラが一抱えほどある物体を持ってやってきた。

「試作一号機ができたよん」

　形状はミシンに近い。でも、違うところは取っ手がついていることと、その中心には鉄製らしき容器があることだった。

「おれが言ってた通りのやつ！」

　デザインは何の指示もしてないけど、肝心なところはまさしくそれだ。

「できるかな？」

「まだ試してないの？」

「せっかくだから、レーくんのところでやろうと思って」

「オーケー。【冷却ジェル】を用意する」

「これが成功すれば……この回転式冷却器をうちの商品にして……高値で貴族に売りつけて……億万長者……むふ。むふふ」

　うちの【冷却ジェル】も売れる。ウィンウィンな関係ってわけだ。

　現代風に言うなら薬屋と道具屋のコラボ商品だった。

「けど、本当にこんなので冷えるの？」

　試作費にいくらかかったのかを聞いて、おれは腰を抜かしそうになった。

「そ、そんなに？」

「まあね……破滅か、億万長者かは、これにかかってる──」

「あとに引けないわけだ……」

　そんな額なら、おれにも相談してくれればよかったのに。

「ウチはレーくんのアイディアで億万長者になる！」

　清々しいほどの拝金主義お姉さんだった。

　うちにある常温の水を鉄製の容器に入れる。あまったそれをポーラが飲んだ。

「ぬるっ……」

　と、渋い顔をする。

　作業を進め、おれは【冷却ジェル】を鉄製の容器に塗った。

　この容器の受け皿のような箱があり、そこにも【冷却ジェル】二個分を使い、準備完了。

「この容器の鉄は、薄いんだろうな」

「それはかなり言って聞かせたから、大丈夫なはず」

「行くぞ？」

　ごくり、とさすがのポーラも息を呑んだ。

　ハンドルになっている取っ手を握って、くるくると回す。

　同じように容器がジェルの中をくるくると回りはじめた。

「おぉぉ……こんなので冷えるの？」

「冷える。────はず」

　改めて訊かれると、ちょっと自信が揺らぐ。

　くるくる、としばらく回す。ポーラに代わってもらい、ハンドルを回転させ続ける。

「そろそろかな」

　ジェルの中にある容器を取り出す。

「うわ、冷たっ」

　どれどれ、とポーラも触った。

「うほ～～～～！　冷てぇぇぇ！」

　容器の蓋を取って、コップに水を注ぐ。

　目配せをしてきたポーラに、おれはうなずいた。

　コップを手に持つ。

「しゅごい、冷たい」

　ごくりとひと口飲んだ。

「キンキンに冷えてやがる……！　ほんのちょっとくるくる回しただけなのに！」

　おれもひと口もらった。

　めっちゃ冷たい。雪解け水みたいに。

「「成功だ！」」

　いえーい！　とハイタッチを交わすおれとポーラ。

「……」

　じいっとノエラとミナが、奥からこっちを覗いていた。

　気になるらしい。

「ノエラとミナもやってみ。めっちゃ冷たくなるから」

「の、ノエラ、これ冷やす」

　昨日ミナに買ってもらったオレンジジュースだった。でも冷蔵庫がいっぱいだったので、泣く泣く常温保管していた。

「やってみ」

「る！」

　とくとくとく、と容器に注ぎ、ハンドルを目いっぱい回しはじめた。

　くるくる、とかなんて可愛い擬音じゃなくて、ギュンギュンと凄まじい音を立てはじめた。

「ノエラさん、そんな力いっぱいしなくても──」

「ノエラ、『キンキンに冷えてやがる』したい！」

　そこかよ。

「モフ子、ストーップ！」

　おれの声でようやく手を止めたノエラ。やり方を教えていると、

「あれ？　ジュース出てこねえ」

　逆さにしても、液体は出てこない。

「ジュース、消えた……」

　ガガガーン、とノエラがショックを受けていた。

「もしかして」

　とんとん、と容器を叩くと、さくっとオレンジ色の物体が出てきた。

「しゃ、シャーベットになってる!?」

　無言のままノエラが目をキラキラとさせていた。

「すごいですぅ！　シャーベット製造器だったんですね！」

「いや、違うんだけど……目いっぱいやるとそうなるってことかな」

「レーくん、これはもう、勝ち確ですわ。職人を増やして大量生産……！　そして億万長者……！」

　ふはははは、と大笑いをしながら、ポーラは店を出ていった。

　キリオドラッグにも回転式冷却器を置くことにして、来るお客さんに説明をしていった。

　でも、値段が高くて、「ちょっとこれじゃ買えないな……」と曇り顔をされた。

　お値段、一個三五万リン。

　素材費、職人の人件費、諸々込みだとどうしてもこうなってしまう。

　それはポーラのほうでも同じらしく、値段のせいで売上はほとんどなかったらしい。

　まあ、仕方ねえよなー。って思ったころに、エレインがやってきた。

「レイジ様、これは何ですの？」

　おれが言うよりも先に、ノエラが説明をはじめた。

「マキマキ、見る。くるくる。回す。冷たい」

「？？？」

　まったく説明になってなかったので、試しに作りながら用途を教えると──、

「すごいですわぁー！　冷たいですわぁぁぁぁ！」

「ジュースでも水でも酒でも冷やし放題。──そう、【冷却ジェル】があればな」

　ふんふん、とノエラがうなずいて援護してくれる。

「買いますわっ！　わたくしの屋敷にも是非ほしいですわっ」

　るんるん、とエレインは即金で支払って持ち帰っていった。

　エレインの口コミのおかげもあり、貴族内では冷却器が話題となり、遠方からわざわざ買い求める貴族が増えていった。

　それがキリオドラッグを知るきっかけになって、色んな薬が飛ぶように売れたのだった。










２　改良されてゼロに




　今日もノエラにできたてポーションを渡す。

「るー。るー。るー」

　ご機嫌にそれを飲むノエラを見て、ふと思う。

　今のところ、誰もこのポーションに文句を言うことはない。

　ていうか、元々ゴミの味がしただの、変なにおいがしただのと言われていたくらいだから、おれのポーションは相当ありがたがられた。

「……」

　瓶を逆さにして、瓶底をとんとんと叩いて、最後の一滴まで飲みつくそうというノエラが、おれの視線に気づいた。

「あるじ、どした。あるじも、飲む？」

「ううん。大丈夫」

　首をかしげるノエラに尋ねてみた。

「ノエラ、そのポーションに何か不満とかない？」

「ない」

　ノエラ、これ好きだもんな。

「でも、ある」

「え、何？」

「美味の味が、過ぎる」

　美味すぎるってことね。

　もふもふ、と頭を撫でて、おれは店に顔を出した。

「オイ、女！　今日も貴様、先生のポーションを買いに──」

「んだよ。いいだろ、別に」

　エジルが、目を吊り上げながらアナベルさんの接客をしていた。

「『女』じゃねえだろ」

　ぐいっと耳を引っ張った。

「あでででで!?　せ、先生!?　お、おはようございますッ」

「うん。おはよう。アナベルさんも、おはようございます」

「おう……おはよう」

　ポーション五本を胸に抱くアナベルさんは、それをカウンターに置いた。

　この人もこれなしじゃ生きていけないくらいに大好きだ。

「五本で六〇〇〇リンだ！　貴様にそのような財力があるとは思えないが」

「うるせえな。懐具合を心配される覚えはねえんだよ」

　財布からお札を六枚抜いて、アナベルさんはエジルに渡す。

「ああ、空き瓶、いつもみたく店の外置いてっから」

「助かります。ありがとうございます」

　いいって、いいって、と、店を出ていこうとするアナベルさんに声をかけた。

「あの、アナベルさん？　ひとつ教えてほしいんですけど」

「ん？」

「ポーションに、何か不満とかないですか？」

「あー……不満、ねぇ……そんなもんねえよ」

「……そうですか」

　改良できればいいと思ったけど、今のもので十分満足しているようだ。

　アナベルさんは何か思い出したように、ぱちん、と年頃の女の子みたいに手を合わせた。

「ひとつだけ言っていいなら」

「はい。何ですか？」

「美味いってことくらいかな」

　ノエラと同意見か。

「いいところじゃないですか」

「よくも悪くもあるんだよ」

　じゃあな、とアナベルさんは店をあとにする。

　美味いってのは悪いのか？

　おれが首をかしげていると、エジルがふむふむ、と納得したようにつぶやく。

「たしかに、美味すぎるのは問題かもしれません……」

「どうして？」

「余も、はじめて口にしたときは、腰を抜かしました。このようなものがニンゲンの世界に存在するのかと。ちょっとチビったくらいです」

「最後の情報必要？」

「余は、これでも王です。甘味は望めば食べられますが、下々の者がそうではないことくらい存じています。ノエラさんも、あの赤い女もそうですが、甘いというのは、一種の中毒性があります」

　おれも甘い物……お菓子や果物全般は好きだ。中毒性があるって言われると、言葉が強すぎるので首をかしげてしまうけど、好きで好きでやめられないっていう意味では、そうなのかもしれない。

　お菓子は、都会に行けば売っているらしいけど、田舎町レベルではほとんど売ってない。

　開発した【シロップ】が砂糖代わりに売れまくっているくらいだから、みんな、甘い物に飢えているんだ。

「余が何を言いたいのかと言うと、ポーションがここまで美味しい意味はないのです」

「んー。一理ある」

　外傷に効いたり血止め効果があるのが、うちのポーション。

　飲みやすいに越したことはないけど、あくまでも薬。美味しい必要はない。

　一瓶一二〇〇リン。薬だと思えば妥当な値段だけど、ノエラやアナベルさんみたいにジュースとして飲みたいっていう人にとっては、高い値段だ。

「万が一のとき、ジュースとして飲んでる人の手元にポーションがあっても仕方ないもんな」

「はい。そのせいでポーションが品薄では、本末転倒かと」

「……そうか。そういうことなら……」

　おれが考え込むように黙ると、エジルが尊敬の眼差しをむけてきた。

「先生……何か、思いつかれたのですか！」

「まあ、そんなところ。ちょっと店番頼む」

「任せてください！」

　エジルは、ノエラ関係だとまるでダメだけど、真面目な話の相手や仕事の話だといい相談役になってくれる。

　ぽんぽん、とエジルの肩を叩いて、おれは創薬室に入った。

「現代では、あの手法ってポピュラーになりつつあるんだよなぁ。だから……あれをこうすれば……」

　作ろうとしている方針に従って、創薬スキルが素材と手順を教えてくれる。

　それ通りに作っていくと、すぐに出来上がった。




【ゼロポーション：止血効果があり、外傷によく効く。ゼロカロリー】




　見た目はポーションとほぼ一緒。

　ひと口飲んでみると、全然違った。

「味のある水を飲んでるみたいだ」

　ほのか～に甘さを感じるけど、従来のポーションほど甘くはないし、比べると、こっちのほうが後味がよりスッキリしている。

　一本を作る材料費は、【ゼロポーション】のほうが手頃で安い。

「効果は変わらないダウングレード版ってことにするか」

【ゼロポーション】略してゼロポの値段を、八〇〇リンに設定しておこう。

　すんすん、すんすすすすん、と鼻をひくつかせたノエラがやってきた。

「あるじ、またポーション作った？」

「これ。新作」

「るっ♪　ノエラ、飲む」

　渡してあげると、両手に瓶を持ったノエラがぐいっと呷った。

　どんな反応するんだろう。

「……」

　飲み終わると、何か言いたそうにおれを見つめてくるノエラ。

「あるじ、ドンマイ」

「何でドンマイ？」

「失敗、みんなする。誰にでも、ある」

　それでこっちを見つめてたのか。

「失敗してねえから」

「るう？」

「そういうポーションなんだ」

「味、しない。美味の味、違う」

「そんなふうに、好んで飲む人が買わないようにしたんだ」

「ノエラ、いつものほう、好き」

「てことは、成功だな」

「る？」

　話が見えないノエラが首をかしげた。

『効果は同じ。甘くないゼロポーション　値段八〇〇リン』という説明書きを添えて、おれは数本作ってゼロポを棚に置いた。

「先生……薄味を試作されたのですか。しかもこちらのほうが安い。その着眼点、さすがと言わざるを得ません」

「薄味っていうより、薄々薄味って感じだけどな」







　ゼロポを店頭で販売しはじめて数日。

　効果が同じなら──ということで、値段が安いゼロポ派の人と、やっぱりあの味が好きというノーマルポーション派にわかれることになった。

「なあ、薬屋……このゼロポーションとかいうの、あんま美味くねえんだけど……」

　アナベルさんも、ゼロポの評価は低いものだった。

「けど、傭兵団の買い出しとしちゃ……こっちなんだよなぁ……」

　苦渋の表情で、安いゼロポに手を伸ばしたアナベルさん。

　傭兵団こそ、大量に必要だからな。

　美味いからって飲みまくって団員たちから苦情を寄せられていたし。

「今度から、団の予算からじゃなくてアタシのポケットマネーで買うしかねえ……」

　ノーマルポーションに対する執念が半端じゃないアナベルさんだった。







　それから、ノーマルポーションの売上が少し落ちて、その分ゼロポが売上を伸ばした。

「この値段なら、常備薬として二、三本置いておける」

「あっさりしてて前よりも飲みやすくなった」

　っていう声が届いた。

　甘い味が苦手っていう人が一定数いるんだよな。自分がそうじゃないから忘れがちだけど。

　そんな人には、このゼロポは、飲みやすいとかなり好評だった。

　こうして、うちのラインナップがまた少し強化されたのだった。










３　シャボン玉、空高くどこまでも




　定休日の昼過ぎ。

　おれがリビングでのんびりと日向ぼっこをしていると、キッチンから歓声が聞こえた。

「ノエラさん、ほらほら、虹の玉ですよ！」

「るっ、るっ！」

「あ～。触ったから消えちゃったじゃないですか」

「もうひとつ。ミナ、もうひとつ」

　何を騒いでいるのかとキッチンを覗くと、流しの前でミナと隣にいるノエラが洗剤を泡立てていた。

　虹の玉……。

　触ったから消える……。

　ああ、シャボン玉を洗剤で作ろうとしてるのか。

「シャボン玉って、面白いよな」

　おれが二人に話かけると、不思議そうにこっちを振り返った。

「しゃぼん、だま、ですか？」

「しゃぼぼん？」

　ミナとノエラが順番に首をかしげる。

「あれ、シャボン玉って知らない？」

　そうか。異世界にはないのか。

「あるじ、しゃぼぼん、作れる!?」

　ノエラが目をキラキラに輝かせ、ぐいぐいとズボンを引っ張った。

「しゃぼぼんは、結構簡単に作れるぞ」

「触っても、壊れない？」

「そりゃ壊れるよ。なんつったってシャボン玉だからな」

　儚いんだよ、シャボン玉っつーやつは。

　おれがきっぱりと言ったせいか、ノエラがしゅんとしている。

「しゃぼぼん、あるじでも、難しい……」

　液につけて、ふーってやったこともないんだろうな、ノエラは。

　リビングでだらだらしているくらいだし、いっちょ作ってみるか。

「オーケー、わかった。おれに任せろモフ子」

「さすが！　あるじ、さすが！」

　もふ、もふもふ、と尻尾を振っておれを賞賛するノエラだった。

「レイジさん、虹の玉が作れるんですか？」

　シャボン玉未体験は、ミナも同じだったようで、期待に目を輝かせている。

「ミナにもシャボンさせてあげるから、ちょっと待ってて」

「はーい！」

　二人の期待を一身に背負ったおれは、必要な材料を集めて創薬室へ入る。

　ただのシャボン玉の液ならそこまで難しくないし、触っても割れないシャボン玉の液もそこまで特別な素材を必要とはしなかった。




【しゃぼぼん液：シャボン玉を作るための液体。なかなか割れない】




　よし。できた。

　あとは、ストローの先端に切れ込みをいくつか入れて、途中にも小さな穴を作って……。

「試してみるか」

　くわえたストローを【しゃぼぼん液】につけて、空中めがけてふぅーっと吹く。

　すると──。

　ほわわわ、ほわわわわわわ、と虹色のシャボン玉がいくつも創薬室に浮かんだ。

「成功だ」

　何年ぶりだろう。シャボン玉作るなんて。たぶん子供のときにやった以来かもしれない。

「るー！　しゃぼぼん、できてる！」

　たぶん、ずっと気になっていたんだろう。ノエラがぶんぶんと尻尾を振りながら扉から中に入ってきて、俺が作ったシャボン玉にべし、べし、と触っていく。

「あ。こら。そんな勢いよく触ったら割れるだろ」

　って言ったものの……全然そうはならなかった。

「あるじ、すごいっ。割れない！」

　ノエラが触ったシャボン玉は、宙に浮くボールみたいに、ふよーん、とのんびり飛んでいき、別のシャボン玉にぶつかった。跳ね返ってきたシャボン玉を、今度は尻尾で打ち返す。

「るっ」

　ふよん、ぽよん、とシャボン玉同士がぶつかりあってあちこちに飛んでいく。

　まじかよ。全然割れないんだな。

「あ～！　できたなら教えて下さいよ～！」

　様子を見に来たミナも中に入ってくると、シャボン玉をつついて遊びはじめた。

「シャボン玉の楽しみ方ってそうじゃないんだけどな」

　おれは苦笑しながら、目の前に飛んできたシャボン玉に狙いを定めた。

　こうすればさすがに割れるだろう……と思って蚊を叩く要領でシャボン玉をパチンとやる。

　一瞬、ふよん、と弾力を見せたものの、思った通り割れた。

　これくらい耐久性があるなら、触って割れないのも納得だ。

「外に行こう」

　俺が提案し【しゃぼぼん液】とストローを持って家の外に出る。

「シャボン玉は、こうやって作るんだ」

　ついてきた二人に、俺はさっき自分でやったのと同じやり方をして見せた。

「るっ、るっ！　いっぱい！　しゃぼぼん、いっぱい！」

　ノエラにストローを渡して、同じようにストローを吹くと、ぶくっとでかい球状のシャボン玉ができた。

「でかっ」

「うわぁ～。ノエラさんの、おっきいですね」

　風に乗って空高く舞い上がって流されていくシャボン玉。

　おれたちはそれを見上げていた。

　いやぁ、シャボン玉ってのはいいもんですなぁ……。

　うんうん、と好々爺みたいな顔でしみじみとうなずくと、ノエラがおれの袖を引っ張った。

「あるじ。ノエラ、あれ、入りたい」

「入りたい？」

「そしたら、飛んでいける！」

「そんなバカな……」

　割れにくくしたシャボン玉に入ったりすることはできても、同じように浮いて飛べるなんて、そんなのファンタジーすぎやしないか？

　……異世界に来てしまったおれが言うのもアレだけど。

「できますよ、きっと！」

　ちびっ子の夢を壊さないミナだった。

「じゃあ試してみようか」

　どうしてもとノエラが聞かないので、大きなシャボン玉を作るために、針金を用意して、【しゃぼぼん液】を料理用のバットに注ぐ。

　針金をＵ字にして【しゃぼぼん液】を浸す。

「いいか、ノエラ」

「どんとこい！」

　針金を持ち上げ、ノエラの頭から被せるように動かした。ノエラの頭から足下をシャボン玉が覆う。

　割れるか消えるかするんだろうなーって思っていたら、ノエラが小さくジャンプする。すると、足下もシャボン玉で繋がり楕円形のノエラ入りシャボン玉ができあがった。

「るー♪」

「すごいですー！　ノエラさん浮いてますよ！」

「シャボン玉の中って重力ないの？　し、信じられねえ」

　それともこれが【しゃぼぼん液】の力なのか……？

　中にいるノエラがつんつん、と触っても割れる気配がない。でも思いっきりやれば割れそう。

　風がそよそよ、と吹くと、ノエラ入りシャボン玉が空に浮かんで風で流されていく。

「シャボン玉ってすごいんですね、レイジさん」

　いや、こういうものじゃないんだけどな、シャボン玉は。

「ノエラー？　危ないから戻ってこーい」

　と声をかけたものの、シャボン玉の中にいるせいか、聞こえていないっぽい。

　風がまた吹くと、ノエラ入りシャボン玉はまた空に高く上がっていき、どんどん流されていく。

　おれとミナはそれを微笑ましく眺めていた。

「「…………」」

　……シャボン玉、どこまで行くんだ？

　手を離してしまった風船みたいに、どこまで飛んでいきそうなんですけど。

「れ、レイジさん……の、ノエラさん、大丈夫なんでしょうか……？」

　もし割れてしまえば、さすがのノエラも無事では済まないはずだ。

「だ、大丈夫じゃ、ないかもな……。ぐ、グリ子──！」

　おれは飛ばされていったノエラをレスキューするべく、グリフォンのグリ子がいる厩舎へ急いだ。

　その背に乗り、大慌てでテイクオフ。

　バサバサと翼をはためかせたグリ子の飛行能力の前では、風に流されるだけのシャボン玉なんて勝負にならなかった。
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　シャボン玉の横に並び、「危ないからこっちに移って」とおれはノエラに言う。

　空中遊覧を十分楽しんだらしいノエラが、こちらに手を伸ばす。それを掴んでおれの後ろに乗せた。そのときにようやくシャボン玉が割れた。

　はぁ、びっくりした……。

　耐久力高すぎるだろ、あのシャボン玉。

「あるじ、ノエラ、空飛んだ」

「飛んだっていうか、飛ばされたっていうか」

「もう一回、もう一回」

「危ないから、中に入るのは禁止」

「るっ!?」

「そういう遊び方をするもんじゃないんだよ」

　グリ子が旋回して高度を下げていくと、キリオドラッグが見えてきた。

　そこでは、ミナがストローを使ってたくさんのシャボン玉を作っていた。

「本来はああして遊ぶもんだから」

「るぅ……」

　納得いかなそうなノエラだった。

「あるじ。今度、空を飛べる薬、作って」

　創薬スキルが反応して、素材と製作方法をおれに教えてくれた。

「そんなのでき……なくはないんだよな……」

　作らないけど。

　おれはこうしてノエラを無事に連れ帰ってこられた。







【しゃぼぼん液】はシャボン玉が作れる液体として売り出した。

　まずシャボン玉とは何なのか、というところから説明をしていく必要があったけど、ちびっ子に大人気となった。

　中に入れば空が飛べる……なんてことにならないように、液はかなり薄めて販売をしていったのだった。










４　シュワシュワ




　とある昼下がり。

　そういやこっちに来てからあるものを飲んでないことを思い出した。

　こっちにあるわけもないし、どうしたもんか……。

「レイジくん、どうしたの」

　むむむ、と考えているおれに、バイトのビビが話しかけてきた。

「あ。ビビなら何かわかるかも」

「何？　ボクでいいなら力になるよ！」

　相談に乗れるのが嬉しいらしいビビが鼻息を荒くしている。

「アレなんだけどさ──」

　と、おれは現代で通用する単語で説明すると、ビビにもピンときたようだ。

「ソレは、たしかに、あるにはあるよ」

「おお。さすが、湖の妖精」

「精霊だってば。何回間違えたら気が済むんだよ」

　もぅー、とビビが唇を尖らせる。

　おまえのその反応が面白い間は、おれは何度でも繰り返すぞ？

　と、思っても口にはしないでおいた。

「でもね、レイジくん。ソレがあるのってかなり山奥だから、行くのは大変だと思うよ？」

「ビビの力でなんとかなんないの、そこんところ」

「どうにもできないよ」

　そう言うと、はっとビビが何かに気づいた。

「ど、どうにも、で、できないからって、ボクをクビにしようとしてるんじゃ……」

「ねえよ。そんなの鬼すぎるだろ。横暴上司になった覚えはねえ」

　よかったぁ、とビビは胸を撫でおろす。

　こんなふうに雑談をできるくらい今日は暇だ。ノエラなんてカウンターでがっつり寝てるし。

「ノエラちゃーん。起きてー？　お仕事中だよー？」

「るぅぅぅ……」

　気づいたビビがノエラを揺するけど、すやすやと健やかに眠っているノエラ。

　この店が毎日忙しいかと言われればそうじゃない。

　定期的にポーションを求めてやってくる傭兵団のアナベルさんやあと何人かがいるくらいで、その人たちが帰れば、来客はまばらだったりもする。

　で、今日はとりわけ暇なのだ。

「今日はもう閉めようか」

「えっ。ぼ、ボク、今日のシフトを楽しみにしてたのに……、も、もう終わりなの？」

　山の湖から出勤するビビは、普段人と触れ合わないせいか、ここでの時間を楽しみにしているようだった。

「アレを探しに行こう。グリ子もいるし、移動には時間がかからないだろ」

「い、行くー！」

　おー、とビビが拳を突き上げると、ノエラがようやく目を覚ました。

「るう？　あるじ、どした？」

「アレを探しに行くんだ」

「アレ？」

　首をかしげるノエラ。

　寝てたから話は聞いてなかったんだろう。

　おれは事情をミナに話し、出かける準備をしていった。

「レイジさん、そんなものがあるんですか？」

「飲んだらびっくりするよ。絶対」

「危ない飲み物なんでしょうか……？」

　想像がつかないらしいミナは不思議そうだった。

　おれもはじめて飲んだときの衝撃はすごかったからな。

　そのリアクションを想像するだけで、ちょっとおかしくて笑いそうになる。

「じゃあ、ミナ。留守を頼む」

「はーい。お任せください。て言っても、今日は誰も来そうにないですけどね」

　もし緊急の来客があっても、ミナなら上手く対応してくれるはずだ。

　家事も店番もきちんとこなしてくれるミナは、非常に助かる存在だった。

　鞄に必要なものを入れて、準備完了。

　急いでミナが作ってくれたサンドイッチも持ったので、少々遅くなっても空腹で困ることはないだろう。

　グリ子を厩舎から出して、おれたちはその背中に乗り、ビビの案内に従ってグリ子に飛んでもらった。







　ビビが噂を聞いたとされる山の奥にやってきた。

「こんなところにあるのか」

　現代では自販機に絶対あるんだけどな。

「レイジくん、わざわざこんなところまで汲みにくるようなものじゃないよ？」

　わかってないな、この精霊様は。

　まあ、それだけじゃ味気ないのはたしかだけどな。

「る？　る？」

　話についていけないノエラが、おれとビビを見た。

「あるじ。内緒話、ダメ。ノエラにも、教える」

「美味の味を探しに来たんだよ」

「ならよし」

　終わった。説明、一瞬だった。

　道もないような山を歩き回り、小川を見つけて遡っていくと、目的地へと着いた。

「レイジくん、ここだよ、ここ」

　ビビが湧き水を指差した。

　一見してただの水にしか見えないけど、ビビがそう言うのなら間違いないんだろう。

「あるじ。水。あれ、水」

　おれが美味の味を探しに来たって言ったせいで、ハードルが上がりまくったノエラはかなり不満そうだった。

　さっそく、湧き水を触ってみる。

　うん、間違いない。

「そんなに美味しいものじゃないんだけどね」

「美味の味、違う？」

　話をする二人をよそに、おれは汲んだ湧き水を持ってきていた熟成ブドウジュースに入れて割った。

「レイジくん、そのジュースって濃いから美味しいんじゃないの？」

「そうなんだけど、ここの湧き水で割ると──」

　アレになる……はず！

　湧き水で割ったブドウジュースをひと口飲む。

「あ～。これこれ～」

　ブドウの香りと口の中で弾けるシュワシュワのあいつ。

「うめえ……」

「るっ!?　美味の味？　美味の味？」

　わさわさわさ、とノエラが期待に目を輝かせている。

「飲んでみ」

　容器を渡すと、ノエラもすぐに口をつけた。

「るっ！」

　普段以上に目が開いてる。めっちゃ驚いてるぞこれ。

「るうっ！」

　ごくん、と飲むと心配そうな顔で口を開けた。

「あるじ。口、怪我した。たいへん」

「炭酸飲んだくらいじゃ、怪我しないよ」

「タンサン？」

「そう、炭酸」

　刺激が強いからノエラは口の中で何か起きたって思ったらしい。

「そんなに美味しいの？」

　半信半疑といった様子のビビが、ノエラから炭酸ブドウジュースを渡され、ひと口飲む。

「ふんわっ!?　な、何これ……美味しいのに、シュワシュワして……癖になるかも」

「だろ」

　ここで休憩をすることにして、ミナが作ってくれたサンドイッチを三人で食べる。炭酸ブドウジュースをときどき飲みながら。

「あるじ。ノエラ、この美味の味、すぐ飲みたい」

　ここまで来ないといけないっていうのは、たしかに手間だな。

　あ…………そうだ。

　何で最初から思いつかなかっただろう。

「作れるぞ。これ。創薬室で」

「るー！　すぐ帰る！　すぐ作る！」

「レイジくん、ボクも手伝うよ」

　こうして、おれたちはグリ子に乗って、店へとすぐに戻った。

「おかえりなさい～。早かったんですね」

「うん。自分で作れるみたいだから、ちょっと試してみようと思って」

　出迎えてくれたミナに説明すると、ぞろぞろとモフ子と精霊を引き連れ創薬室に入る。

　手伝いが必要なほどの作業でもないため、ノエラとビビの役割は、味見役となった。

　炭酸ジュースって、どうしても飲みたいときが絶対あるからなぁ。

　創薬スキルに従い作業を進め、完成した。




【シュワシュワジュース　ブドウ味：ブドウ味の炭酸飲料。甘くて美味しい】




「ノエラ、ビビ。味見」

　二つの瓶を渡すと、二人がゴクゴクと飲んだ。

「シュワ美味の味！」

「おいしいよう、おいしいよう……」

　おれもひと口飲んでみた。これ、さっき山で作ったやつよりいいかも。

　ミナのところへ持っていき、飲んでもらった。

「んんんん!?」

　驚いてる、驚いてる。

「れ、レイジさん。何ですかこの飲み物。ブドウのジュースみたいですけど」

「これが炭酸ってやつだ」

「びっくりしましたけど、これはこれで癖になります……」

　ミナも気に入ってくれたらしい。

　おれは【シュワシュワジュース　ブドウ味】を何本か試作し、翌日やってきたお客さんに試飲してもらうことにした。

　試飲して気に入ったら買ってもらうということをはじめると、口コミで【シュワシュワジュース　ブドウ味】はすぐにカルタの町に広まった。

　子供でも買えるように値段を設定したのが結果的によかったみたいで、味を覚えた子供たちがほとんど毎日のように訪れるようになっていき、今じゃポーションよりも人気の商品となった。

　でも、ノエラだけは「何だかんだで、ポーション」と言ってポーションの良さを再認識する結果となっていた。










５　ついに発生した定番イベント




　自分の店が暇らしく、今日もポーラがうちの店へ暇つぶしにやってきていた。

　完全に長居するつもりのポーラは、勝手に椅子を出してカウンターの前に座っている。

「ねー、レーくんレーくん。肩揉んでよぅ」

「断る。ポーラは暇かもしれないけど、こっちは色々とやることがあるんだよ」

「ちぇー」

　とポーラは唇を尖らせる。

「先生。在庫数のチェックが終わりました」

　創薬室からバイトのエジルがチェックシートを持って戻ってきた。

「ありがとう」

「それと、ここ二か月の減少率をまとめたものを用意したので、それも今後創薬する際にご参考いただければ」

「おぉ。マジかよ。助かる」

「いえ」

　魔王のくせに気が利くし、かなり仕事ができるエジル。

　優秀度合いで言うとミナと同レベルくらいで、おれは店員としてのエジルをかなり信用していた。

　ちなみに、ミナとノエラは買い物に出かけている。

「じゃーさ、じゃーさ、エジルくんでいいや。肩揉んで」

「ハッ、笑わせるな。余が尽くすのは先生とノエラさんのみ。思い上がるなッ！　女ッ！」

　とまあ、こんな具合で、一方的に好意を寄せるノエラとおれ以外の言うことを聞くことはほとんどない。

　魔王だからプライドも高いし、高慢ちきな態度を取ることもしばしばあった。

　普通のお客さんにはこんなことはしないけど、ポーラはまあ普通のお客さんじゃないしな。

「へー？　そんなこと言っちゃうんだ？」

　にやり、とポーラが笑う。

　……何か思いついたな？

「とか言ってさ、エジルくんは、肩揉めないんでしょ」

「フン。オレが揉めないだと？　過小評価も甚だしいな」

　あー。なるほど。こうしてデカい態度を逆手に取るわけか。

　悪知恵と金儲けのアイディアだけはすぐ思いつくんだよな、ポーラは。

「じゃやってみてよ。もしかして、女の人の体を触るのは、怖い？　気まずい？　恥ずかしい？」

　煽るのも上手い。

「ぬかせ！　余はやがて世界を手中に収める王……！　そのようなこと、造作もないわ！」

　そして煽り耐性ゼロの魔王、と。

　ええっと、エジルの調査書によるとあれが思ったより減りやすくて、これがあんまりで……。

　おれが目を通していると、エジルがポーラの肩を揉みはじめた。

「え。何？　もしかして緊張してる？　女の人の体触ってるから？」

　んー。煽り能力の高さがうかがえる。言葉のあとに全部草がついているように感じる。

「誰が貴様程度に緊張などするか」

　ぐにぐに。

「あー。エジルくん下手だねぇ」

「くッ。ど、どこだ。貴様のツボは！」

「もうちょい下。──ああ、うん、うん。まあまあだね」

「余をどこまで愚弄すれば気が済むのだ……！」

　まあまあっていう評価が気に入らなかったらしい。

「クソ。この。ここでどうだ」

　ぐにぐに、とエジルがポーラの後ろで肩のツボを懸命に押している。

　もう完全にポーラの術中にハマってしまっているエジルだった。

「ねえねえ、レーくんは、肩はこらないの？」

「おれ？　おれは全然」

　女の人はよく言うよな。肩こり。

　たしか、ミナもそうだって言ってたっけ。

「ないの？　肩こりを治せる薬って」

「あ。この前作ったあれを応用すれば、それに近いものはできるかな」

「え、マジで？　できるの？」

　ガタっと椅子から立ち上がったポーラ。

「この、こら！　勝手に動くな」

　すぐに肩揉み継続中のエジルからクレームが入った。

「でも脱いでもらうことになるよ」

「えっ。ぬ……脱ぐっ？」

「うん」

　ポーラの顔色がどんどん赤くなっていった。

「おい女、貴様……まさか恥ずかしいなどとは言わないだろうな？　先生にあれを作れ、これを作れと言っておいて。貴様の悩みを解決しようとしてくださっているのだぞ」

「う、う、うっさいな！　黙って肩揉んでてよ」

　ハーッハッハッハ、と反撃に成功したエジルが高笑いを響かせた。

「すぐできると思うからちょっと待ってて」

　店から創薬室に入り、おれはこの前作った【シュワシュワジュース　ブドウ味】の製作過程を少し変えて、新薬を作った。




【シュワ風呂のもと：お湯に溶かすことで炭酸を発生させ、体中の血行を促進させる】




　類似商品に【ぽかぽかバブル】があるけど、それよりも炭酸濃度を高めたものだ。




「おーい、できたぞ」

　試作品の瓶を持って店に戻ると、まだ肩揉みは続いていた。

　いつまで揉ませる気なんだよ。

　エジルもエジルで、律儀だよな……。

「うぉ、マジで？　はっや！」

「も、もういいか。余は、余は……握力が……」

　魔王、肩揉みのし過ぎでめちゃめちゃヘバってた。

「やめていいぞ、エジル。お疲れ様」

　ポーラの座っていた椅子にエジルを座らせてあげた。

　お客さんもまだ来そうにないし、店内で休む分には問題ないだろう。

「何、何、どういうアレなの」

「ここじゃ無理だから脱衣所に行こう」

「──レーくんのえっち！」

　きゃ、とわざとらしくポーラは顔を手で覆った。

「っていうノリがやりたかったのか？」

「レーくんは一筋縄ではいかないねー」

　はいはい、とおれは適当に流し、家の風呂場までポーラを案内した。

「これ、タオル」

「う、うん。ま、マジで脱ぐんだ」

「まあそうだな」

　ポーラのことは、異性として全然見ていないので、脱ぐことに対するありがたみみたいなものがあんまりないんだよなぁ。本人は固くなってるみたいだけど。

　湯船にはあらかじめ適温のお湯を張っておいたので、すぐ入れるようになっている。

「これをお湯に入れてほしい」

「たったそれだけ？」

「そう。それだけだから。あとで感想教えてくれよ？　使い心地がよかったらまた作るから」

　ふーん、と渡された新薬をしげしげと見つめるポーラ。

「レーくんは、誰のお風呂を覗いたときが一番興奮した？　ミナちゃん？」

「覗いたことねえよ。何でその経験があることが前提なんだよ」

「だってうちのも覗くじゃん？」

「覗く前提で話すんなよ。心配しなくても覗かないから」

　じゃあな、とおれはポーラを脱衣所に残して店に戻った。

　たぶんああいうところなんだよな。異性として見られないのは。下ネタをさらっと言えちゃうあたりとかが。

　仕事を再開していると、奥のほうから「ふぎゃぁぁぁぁああ!?」と猫の悲鳴みたいな声が聞こえてきた。

「先生、今の声は……」

「化け猫」

「いえいえ。ポーラかと。いきなりすっとぼけないでください、先生」

「炭酸にびっくりしたのかな」

「様子を見にいかれたほうがよろしいのではないですか。仮にも試作したばかりの品です。何かがあってからでは」

「そ、そんな……」

　創薬スキルで作った薬でおれが用法を指導した限り事故なんて今まで一度も……。

　でも、エジルが言うことにも一理ある。

　心配になったおれは、すぐに風呂場へ戻った。

「ポーラどうした？　おーい！」

　扉の外から声をかけるけど応答がない。

　こんなときに限って頼りになるミナはいないし、中では一秒を争う事態になっているかもしれない。

「い、行くしかない──！」

　意を決して中に入ると、湯船にはポーラがちゃんと入っていて、ばっちり目が合った。

「あ、あれ……？」

【シュワ風呂のもと】が効いた湯船の中では、マグマのようにボコボコとお湯が泡立っている。

「や、やっぱ覗きにきた──────!?」

「うわぁあ!?　ち、違う、違うんだ！」

　ばっと背をむけておれは浴室から即座に逃げ出した。

「い、いるんなら返事しろよ！」

「したもーん」

　ほんとかよ。

　クソ。これでポーラに弱みを握られた。ミナやノエラにこのことを言いふらすと脅されれば、おれはポーラの言うことに従わざるを得なくなる。

　終わった。破滅だ。

「レーくん、これすごいあったかいよ！」

「え、ああ……それはよかった」

「肩のあたりとか首筋がズゥーンって重かったのに、それが取れたような」

　凝っている個所には効果てきめんらしかった。

　もっと茶化したりひやかしたりすると思ったけど、思っていた反応と違った。

　何だったんだ、あれは。

　店に戻ってしばらくすると、風呂上がりのポーラが出てきた。

「またあれ作ってくれたら絶対買うから。よろしくー」

　あでゅー、と手を振ったポーラは帰っていった。

　ポーラ用……というより、凝りに悩んでいる人のために、おれは【シュワ風呂のもと】をいくつか製作しておいた。

　これはミナにも好評で【ぽかぽかバブル】に続く商品としてすぐに店頭に並んだ。







　後日、ふわっと噂で聞いた話では、どうやらおれはポーラの罠にかかってしまったらしい。

「なんかさー。『別におまえの裸なんぞなんとも思ってない』って態度がね、アレだったから。ちょっとイタズラしてやろうと思って」

　ってケラケラ笑いながら言っていたという。

　道理で呼びかけても反応しないはずだ。

　幸いだったのは、罠にハメたという罪悪感のせいか、ポーラがおれを覗き魔扱いしなかったことだ。

　下心で覗いたんじゃなくて、心配で安否確認のために突入しただけだからな。

　そのことを思い出すたびにおれは頭の中で言いわけをするのだった。










６　秘密基地




　ノエラが外に柱のようなものを立てている。

　家からも見えるし、グリ子の厩舎からもそれほど離れていない場所に、だ。

　あれは、何なんだろう。

　疑問に思ったので、それとなく注視することにして放っておいたら、次の日には、もう一本似たような場所に柱を立てていた。

　これで二本目。

　満足そうにノエラは柱を眺めている。

　次の日にまた一本、その次の日にもまた一本と柱を立てたノエラ。

　一体何をする気なんだ？

　イタズラや悪いことじゃなさそうなので、見守っておこう。

「ノエラさん、一体何を作っているんでしょう」

　ミナも気になったらしく、ノエラがいなくなったダイニングで【ブラックポーション】を飲みながら尋ねてきた。

「どこかから拾ってきた木材っぽい柱だけど、あんなの、どこから持ってきたんだろうな」

「もうすこし見守ってみましょうか」

　うふふ、とミナは笑う。

「そうだな」

　と、おれは同意した。

　たぶん、ミナはおれと同じで、何ができるのかが楽しみなんだと思う。

　その翌日。レジェンド大工のガストンさんが謎の建築現場にやってきて、工具を置いていった。

　やっぱり、何か作る気らしい。

　おれやミナが注目しているとも知らないノエラは、どこからか引きずってきたシートを広げ、柱に上手く被せていった。

「おぉーい、薬屋さーん」

　店舗のほうでおれを呼ぶ声がするので顔を見せると、ガストンさんがいた。

「いらっしゃいませ。今日は【エナジーポーション】ですか？」

「ああ。三本ほど頼むよ」

「かしこまりました」

　おれが商品の準備をしていると、ミナがお茶を出した。

「ノエラさんが何をしようとしているのか、ガストンさんはご存じですか？」

　ずずずず、とお茶を飲んだガストンさんは、カカカと笑う。

「内緒だってよ。工具を貸してほしいなんて言われてな」

「すみません、ノエラがご迷惑を」

「いやいや、いいんだいいんだ。貸したのは予備だからなーんも迷惑しちゃいねえから。けど、内緒ってんなら、もっと内緒にできそうな場所に作ればいいのになぁ」

　カカカ、とガストンさんはまた笑った。

　たしかにガストンさんの言う通りだ。

　この様子だと、おれやミナが尋ねても、同じように内緒って言われて終わりそうだな。

　ガストンさんが帰ったころに、トンテンカン、と金づちの音が聞こえはじめた。思った通りノエラの作業音みたいで、一心不乱にシートを釘で柱に打ちつけている。

「怪我しないといいですけど……何を作っているんでしょうね」

　なんとなくだけど、おれには予想がついた。もしかすると、ガストンさんも予想できたのかもしれない。

「もしかすると、アレかも。そうだとすれば、まあ、なんとなく気持ちはわかるなぁ」

「え？　レイジさん、わかったんですか？　ノエラさんは何を作っているんです？」

「ただの予想だから、違うかもしれないし」

「えー。そうですか？」

　と、ミナは見当がつかないようだ。

　女の子のミナにはわからないかもしれないけど、男の子なら全員が通る道と言っても過言ではないアレをノエラは作ってるんじゃないかと思うんだけど、どうなんだろう。

　ロマンだよな、アレ。

　……ノエラは女の子だけど、アレのロマンに気づいてしまったのかもしれない。

「るっ、るっ、るっ！」

　せっせと釘を打ちつけ、シートを固定していくノエラ。

　ぼちぼちその全貌が見えはじめてきた。

「やっぱり、おれの予想は当たりみたいだ」

「もぉ、教えてくださいよ、レイジさん」

「たぶん、秘密基地」

「秘密、基地、ですか」

　ナゼそんなものを、とでも言いたげなミナだった。

　わかってないな、ミナは。

「秘密基地のロマンに気づいちゃったら、作らずにはいられないんだよ」

「……家があるのに、基地を作るんですか……？」

　理解はまるで示してくれないミナだった。

　そうこうしているうちに、

「るーっ！」

　という嬉しそうな声が聞こえ、ぱたぱたと足音がすると、庭のほうから家に入るノエラが見える。物音がしばらくすると、お気に入りのクッションとリュックを背負ったノエラが秘密基地のほうへ尻尾を振りながらご機嫌に戻っていった。

「あーっ！　クッションを持ち出して。汚れるのにー！」

　おれは店を出ていこうとするミナを止めた。

「そこはほら。ロマンだから」

「んもう、さっぱりわかりません」

　ノエラに理解を示せば示すほどおれがミナに怒られるこの構図なんなんだろう……。

　秘密基地の中でごそごそと何かしているかと思えば、店のほうにノエラが顔を出した。

「あるじっ。来る！」

「え。何、何」

「いいから。来る！」

　上機嫌におれの腕を引っ張ってノエラは秘密基地のほうへおれを連れていった。

「これ。ノエラの家」

　テッテレー、と効果音でも出そうなほど、誇らしげにノエラが紹介をしてくれた。

　やっぱ作っちゃうよな。秘密基地。

「すげーじゃん、ノエラ」

　ノエラを褒めると、むふーと得意そうに鼻息を吐いた。

「入る。入る」

　がさっとシートをめくって、ノエラが中に招待をしてくれる。

「お邪魔しまーす」

　ノエラの家は背が低かったので中腰で入ることになった。中は一畳くらいしかないけど、この狭さがいいんだよなぁ。秘密基地って感じがする。

　いつの間にか用意していたらしい藁がカーペットの代わりに敷かれていて、お気に入りのクッションとノエラのリュック、隅にはポーションの空き瓶が三本並べられている。

「あるじ。座る」

「え？　ああ、うん」

　藁の上に座っていると、ゴソゴソとリュックをノエラが漁る。

「これ、飲む」

　差し出されたのはポーションだった。

「うん、ありがとう」

「るっ」

　……もしかすると、ノエラなりにおれをもてなしてくれてるのかな。

「ノエラ、今日ここで寝る」

「風邪ひくぞ？」

「大丈夫」

　本当かよ。

　ノエラに自分の部屋はなく、ミナと一緒だ。だから自分の部屋がほしかったのかもしれない。

「るーるーるー」

　すげー機嫌がいいぞ。

　自分の部屋っていうより、自分で作った自分の空間がほしかったのかもな。

「ご飯はどうするの」

「ここで食べる」

「ミナにそれ言わないと」

「る、る……」

　なんとなくどうなるか想像がついたのか、ノエラの表情がちょっと固くなった。

　日が暮れて、外を覗いてみるとミナが閉店の作業をしていた。ミナ一人に任せるわけにもいかず、おれはノエラの秘密基地を出ていった。

「ノエラさん、あそこで何をしてるんですか？」

「何をしてるっていうか……」

　正確には何もしてない。

　あそこに何があるわけでもないし、家じゃできないことなのかって訊かれれば、家でも普通にできることが全部だ。

　でも、自分で作った場所っていう愛着もあるし、あそこがいいんだよなぁ。

「わたし、晩ご飯の準備をしてきますね」

「ああ、うん。ありがとう」

　閉店作業をおれに任せて、ミナはキッチンのほうへ行った。

　ノエラは、商品にもなった【ワンタイム・ライト】……塗った部分を光らせる薬を持っていっているらしく、うっすらとシートの中に明かりがあるのがわかる。

「一晩中あそこにいる気だな？」

　やれやれ。

　閉店作業を終わらせたころには、キッチンからいいにおいが漂ってきて、もうすぐ夕飯ができることを教えてくれている。

　ノエラの秘密基地を見守っていると、においに釣られたのか、ノエラが出てきた。

「ノエラ、あっちで食べる」

「こっちで食べてあっちに戻ればいいだろ？」

　ふるふる、と首を振って、ノエラは聞き入れる気はないようだ。

　ダイニングに行くと、ノエラはミナが用意した夕飯をトレイにのせようとしているところだった。

「ここで食べてください」

「ノエラ、あっちで食べる」

「ダメです」

「るぅぅぅ」

「ご飯はちゃんとここで食べてください」

「……じゃ、ノエラ要らない」

　不貞腐れたノエラは、ぷい、と背をむけて秘密基地のほうへ戻っていってしまった。

「お腹空いても知りませんからねー？」

　ミナが呼びかけたものの、ノエラは何の反応も見せることなく秘密基地にこもってしまった。







　ミナは困ったような顔をしている。

「腹が減ったら、こっちに戻ってくるだろうから大丈夫だと思うよ」

「そうでしょうか……。わたし、強く言い過ぎたかもしれません」

　ノエラは、あれで言いはじめたら聞かないところがある。

　だから今何か言っても聞く耳を持ってくれないだろう。

　秘密基地に一人でひっそりと暮らすっていうのは、ちょっと憧れるところがあるけど、現実的に無理だということはすぐにわかるはずだ。

　いつもより一人少ないテーブルで夕食を食べていると、ビョォ──、といつの間にか風が強く吹きはじめていた。

「ノエラハウス、大丈夫かな」

　もう真っ暗な外を覗くと、ノエラハウスは健在で、中にはうっすらと明かりが灯っている。

「レイジさん、秘密基地っていうのは、そんなに楽しいものなんでしょうか？」

「楽しいっていうか、なんだろう……」

　ううん、とおれは考える。

「上手く伝わるかわからないけど──。……大人になった感じって言ったらいいかな。普段はあれこれミナやおれに言われるけど、あそこにいるときだけは誰も自分に何も言わないから。入れるってわかった屋根裏みたいな感じかな」

「なるほど……屋根裏ですか」

　これにはミナも覚えはあるらしく、ようやく納得してくれた。

「でも、ご飯を拒否することないじゃないですか」

　せっかく作ったのに、とミナも少し拗ねていた。

「あとでノエラに言っておくよ」

　そうしている間に、風はどんどん強さを増していっている。

　そろそろ帰ってくるように言おう。何が飛んでくるかわかったもんじゃないし。

　心配になったおれが外へ向かおうとすると、るー!?　という声がうっすらと聞こえてくる。

「もしや……」

　と思って外を覗くと、ノエラハウスは倒壊寸前。

「ぜ、全然大丈夫じゃねえ!?」

　バサバサバサッ、とシートが風で煽られ、柱の一本は完全に倒れ、ノエラがもう一本をどうにか支えて全壊をまぬがれている状況だった。

「あー!?　大変なことになってますー!?」

　ついてきたミナも驚いていた。

　おれたちは慌てて外に出ると、ノエラのところへ向かった。

「ノエラ」

「あるじっ！　大変！」

「でしょうね」

「ノエラさん、ここを支えておけばいいんですね？」

「る！　そう、ミナ、頼む」

「はい！」

　危ないから家に帰ってこい、とミナは言うかと思ったけど協力的だった。

「あるじ、柱、一緒に」

「おう。任せろ」

　完全に倒れている一本をおれとノエラで直したものの、すぐにまた倒れそうになるので、結局おれが抱き着いて座ることで安定した。

「あぶなかった」

　一難去った、とでも言いたげにノエラが汗をぬぐう。

　いつ飛ばされてもおかしくないノエラハウスを、ミナも一生懸命に支えていた。

　ノエラも残りの二本を支えたり補強したりで大忙しだった。

　中に敷いていた藁も半分近く飛ばされてしまったようだ。

「風、やんできたな」

「そう、ですね」

　気がつけば、強風がそよ風くらいに変わっていた。

　さっきの風は何だったんだ？

「あるじ、ミナ、ありがとう」

　ぺこり、とノエラは頭を下げた。

「お腹空きませんか、ノエラさん」

　ギューン、と変な効果音みたいな音がノエラの腹から聞こえてきた。

　何だその音。

「そ、そこまで……」

　食べないと言った手前、言いにくいんだろう。

　ミナが出ていくと、すぐにパンとスープを持って戻ってきた。

「……ミナ」

「どうぞ。もしお腹が空いてたら、ですけど」

　うふふ、と笑うミナに、ノエラがぴょんと抱き着いた。

「ミナ、ありがとう。ノエラ……ノエラ、悪かった」

「いいえ。わたしもここがそんなに大事なものだと思いませんでしたから」

　よしよし、とミナはノエラの背をさする。

　三人でいるにはめちゃくちゃ狭いけど、これはこれで何だか楽しい。

　がつがつ、とノエラがパンを頬張り、スープを飲む。

「あるじ。あるじも、飲む」

　ずいっとスープを差し出してくるノエラ。

「おれは食べたからいいよ」

「そか」

　ずずず、とまたスープを飲みはじめたノエラ。

　それをミナは微笑ましそうに見つめていた。

「ノエラ、ミナは毎日ご飯作ってくれてるんだ。それはちゃんと食べような」

「る……わかた」

「あと。ここで遊んでもいいけど、夜と仕事中は禁止。夜は周りも暗くて危ないし、仕事中は、ちゃんと仕事をしよう。いい？」

「る」

　こうして、ノエラハウスを使うルールをおれたちは作った。

　ルールにのっとり、その日はいつも通り家に帰り、いつものように朝を迎えた。

　朝食を終えて、さあ開店しようかというとき、キャッキャッ、という子供の楽しげな声が聞こえてくる。

「るーーーー!?」

　続いて、ノエラの声がする。

　気になって様子を見てみると、近所の悪ガキたちによってノエラハウスは壊されていた。

　あらら……。

　ぷるぷる、と復讐に燃えるノエラが、まだかすかに見える悪ガキたちを全速力で追いかけていった。

「ノエラの基地、壊した！　許されない行為！」

「基地ー？　はあ？　ダッセー！」

「あれが基地とかウケる」

「棒立てただけじゃねえか！」

「ノエラ……ゆ、許さない……！　許さない────！」

　そうなんだよな……本人以外からすると、秘密基地ってめちゃめちゃチープなんだよなぁ。

　あと……秘密基地って、何で他人にあっさり壊される運命にあるんだろう。

　この世界でもそれは同じらしい。

　プリプリ怒って悪ガキを追いかけるノエラを見ながら、おれはそんなことを思っていた。










７　アウトドア必須アイテム




　秘密基地騒動があってからというもの、ノエラの創作魂に火がついてしまった。

　今日も新しい基地を作るため、庭で試行錯誤をしている。

「るー……」

　新作の基地……おれには悪ガキたちが壊したものと何が違うのかはさっぱりわからない。

「なあ、ノエラ。それって前のと何が違うの？」

「違う、全然違う。あるじ、わかってない」

　ぷん、と怒ってしまった。

　怒るのもそれはそれで可愛いので、このやりとりをもう何度もしていた。

　技術者ノエラは、小難しい顔をしながら尻尾でぺったんぺったん、と地面を叩いている。

「雨、降る。濡れる。風吹く。飛んでいく……るぅぅぅ……」

　そんな日に基地に行かなくてもいいんじゃね？

「あ。でも基地って結局アレのことだよな」

「る？　あるじ、アレ、何？」

　冒険者たちは、普段どうしてるんだろう。

　あの人たちって、基本野外活動だし、そのときは適当に寝床を作って寝ているんだろうか。

　雨風をどうにかしのげる場所を見つけて？

　うわぁ。想像しただけで大変そうだ。

「やっほー。レーくん、ノエラちゃん。コラボのにおいがしたからやってきたよん」

　店のほうからポーラが廊下を歩いてやってきた。

「ポーラが嗅ぎつけたのは、コラボのにおいじゃなくて、お金のにおいだろ？」

「むふふふ。まあね」

　なんか得意げだけど褒めてないんだよ。

　けど、おれのアレは、ポーラの手を借りなければ作れないものだった。

「冒険者って、キャンプグッズ持ってたりするの？」

「キャンプ？　何それ。拠点のこと？」

　ああ、それをキャンプとも言うか。

「そうじゃなくて──」

　おれは、現代におけるキャンプについてポーラに説明をしていった。

「そういう感じの道具で、あったら冒険者たちにいいんじゃないかなって」

「それイイネ！」

　ポーラ、めちゃくちゃいい笑顔だった。

　どうやらお金のにおいがぷんぷんしていたらしい。

「あるじっ。話は聞かせてもらった」

　どうした、どうした。

「ノエラ、ひとつほしい」

　ポーラと違ってノエラは真剣そのもの。

　早くも試作品を使ってくれる人が見つかった。

「よし、わかった。できたらノエラに真っ先に使ってもらうよ」

「るー♪　キャンプ、キャンプ」

　おれが想像しているそれがちゃんとできあがれば、ノエラがさっき悩んでいたことを解決できるものになる。

　持ち運びもできるし、雨にも濡れない。風に関しては……まあ、ノエラの柱を立てるだけのものよりかはずいぶんマシになるはずだ。

「これはさ、町のみんなでやったらいいと思うんだ。上手くいけば町の特産品になるかもね」

　うんうん、と自分で言ってうなずくポーラ。

　その提案に異論はなかった。

　ポーラは、地元ラブだからな。

　何かあると、町おこしイベントにしようとする。

　地元のためにできることをやっていく姿勢は、素直に偉いな、と思う。

「ポーラ、おれちょっと見直した」

「え？　何、急に」

　そんなつもりはないらしく、きょとんとした。

　店は今日出勤しているビビとノエラに任せ、おれとポーラは町へ出かけた。

「寄り合い所を作ったから、そこに集まってもらおう」

「いつの間にそんなものを」

　空き家になってしまった家を改装して寄り合い所としたらしい。

「へへへ。便利っしょ。この前のイベントをやったときに、集まって相談できる場所がほしいなーって思ってたから」

　そんなお金どこから……。

　この前のイベントは、水鉄砲風消火器──イレイザーで町をあげてのサバイバルゲームイベントだった。

　はっ。

　まさか。イベントのおかげでめちゃくちゃ儲かったのか……？

　バルガス伯爵も消火器として他の町にも広めるって言ってたし。

「うちが空き家を格安で買い取ったんだよ」

　儲かったんだな、そうなんだな？

「カルタの町をあげてその、なんだっけ、テント？　を作りまくって、世界中の冒険者がなくてはならないものにするんだ！」

　金の亡者っていう印象だったけど、ポーラはもしかすると一流の経営者の素質があるんじゃ……。

　おれの中でひそかにポーラの評価がまた上がった。

　教えてもらった寄り合い所で待っていると、ポーラが声をかけた雑貨屋さんや大工さん、鍛冶職人さんたちが集まりはじめ、おれたちを入れて八人が集まった。

　もうこれは商工会って感じだ。

「えー。今日は集まってくれてありがとね。今日は、レーくんが考えたテントってやつをみんなで作ろうと思って」

　ポーラが言うと、あとを継いだおれが、テントとは何なのかからはじまり、必要な素材を話した。

　必要になるのは主にふたつ。骨となるフレームと生地。紙に書きながら、説明をしていく。

「なるほど。冒険者たちは、これがあればどこでも雨風をしのげる、ということか」

「みんなでそれを作って売るんだな」

　無理だのなんだの、と言い訳をすることなく、みんな前向きに話を聞いてくれた。

　商工会メンバーがあれこれ考えている隙に、ポーラがこそっと言う。

「みんなレーくんの道具があったから、イベントがたくさんできている、っていうのを知ってるからね。それで儲かっている人も多いし、絶対イケるよ」

　シシシシ、と笑うポーラ。

「薬屋さん、このフレームっていうのは、鉄の棒でいいのかい？」

「大まかに言えばそうなんですけど、軽くて丈夫なもののほうがいいと思います」

「ってなると、竹しかねえな……」

　竹か……。しなるし丈夫だからいいかもしれない。

「生地はどういうものにするんだい、レイジくん」

　と、雑貨屋さん。

「長持ちさせるためにも、なるべく耐水性の高い生地が理想です」

　ナイロン生地があればいいけど、この世界にそれはないだろう。

「じゃあ革かな。でも、濡れると縮んだりするから……」

「そこは大丈夫です。キリオドラッグの商品に【撥水剤】があるのでそれを塗れば──」

　おれの言葉を遮って、服飾店の主人が言った。

「薬屋さん、それなら糸に染み込ませたものを生地にしちゃどうだ？」

「あっ、それいいと思います。完成したものに、もう一度【撥水剤】を使えば耐水強度も上がるでしょうし」

　こんな具合に、すごく建設的な会議となった。







　カルタ製テントはフレームと生地の試作を繰り返しながら、着々と進んでいった。

「レイジ様、最近町へよく出かけているようですけれど、何かあるのですか？」

　今日も今日とて打ち合わせと試作品の確認をするため、寄り合い所へ出かけようとすると、遊びにきていたエレインが話しかけてきた。

「ああ。今はテントを作ってるんだ」

「テント？」

　首をかしげるエレイン。

「マキマキ、テント、あとちょっと」

「あとちょっと？」

　ノエラの説明を聞いても、エレインはますますわからなさそうにするだけだった。

　たぶん完成を待て、と言いたいんだろうけど、それじゃわからないよな。

「行ってきます」

　おれはノエラたちに言って店をあとにした。

　テントは今のところ持っている冒険者はとくにおらず、それっぽい使い方をする道具というのもないらしい。

　町おこしでときどき外部の人がやってくるけど、基本的には何もない田舎町。

　それがなければ、言っちゃ悪いけど活気はあまりない。

　商工会のみんながやる気なのも納得だ。







「こんにちは。お疲れ様です」

　おれが寄り合い所に入り挨拶をすると、すでに何人かがいて、試作したフレームの強度を確かめているところだった。

「細くすりゃ、モノ自体の耐久性が下がる。太くすりゃ耐久性はいいがしなりにくく折れやすくなる……」

　ぐにぐに、と試作品をしならせると、職人さんが言ったように細いほうは、弧を描くように上手くしなってくれる。

　一方の太いほうはあまり曲がらない。無理にやれば折れてしまいそうだった。

　こうなっているのは、おれがフレームを分解できるようにしてほしい、と言ったのも原因のひとつだった。

　フレームを丸ごと持ってたんじゃ、邪魔になって仕方ないから。

　けど、その分耐久性が下がってしまい困っているようだった。

「こういうのを作ってみたんですけど、どうでしょう」

　おれは懐から新薬を取り出した。




【プロテクトキュア：塗った物の強度を上げられる。ツヤも出る】




「薬屋さん、そりゃ一体どういう……」

「試してみたほうが早いので、ちょっとやってみます」

　おれは注目が集まる中、【プロテクトキュア】を細いほうの試作フレームにハケで塗る。

　ツヤツヤになって、光沢が出た。

「うぉぉぉ！　めちゃくちゃキレイだ！」

「眩しい！」

「なんてツヤだ！」

　と驚く商工会のおっちゃんたち。

「いや、そこじゃないんですよ、効果は」

　しばらく放置して乾かしてから、おれは細いフレームの先端をつまんでぐいっと思いきり曲げた。

　ぐにににににに～。

「ま、曲がりまくってる!?」

「急カーブだ」

「なのに、全然折れない……」

　よかった。

　試そうにも創薬室にフレームがないからできなかったけど、どうやら【プロテクトキュア】の効果は抜群だったみたいだ。

「太いほうはそのままでいいんです。上部だけをしならせればいいので」

　上部に該当する細いフレームをもう一本選んで、【プロテクトキュア】を塗る。

　そして、それらの両端に装着させる太いフレームを四本選んで、組み合わせると……。

「「「「こ、これが──フレーム!?」」」」

　上部がゆるやかに弧を描いたテントのフレームができあがった。

　上部フレームと下部フレームの連結部分もしっかりしている。

　ちなみにおっちゃんたちにはフレームを支えてもらっている。

「く、薬屋さん、これはもうできたって言っていいんじゃないか」

　おれもちょっと感動を覚えるレベルで驚いた。

「試作してもらったフレームが思った以上の完成度だったので、あっさりできましたね！」

　へへ、とおっちゃんたちは、照れくさそうに鼻の下をこすっていた。

　連結部分もおれが頼んだ通り、組み立てやすいように凹凸があり安定感があった。

「っしゃ、今日はもう飲んじまうか！」

「よっしゃ、酒盛りだ、酒盛り！」

　商工会のテンプレートな展開がはじまろうとしていた。

　あとは、【撥水剤】を染み込ませた生地がどうなるかだけど──。

「うはははは！　おっちゃんたち、これ見て、これ見て！」

　どたばた、と駆けこんできたのはポーラだった。

　手にはハンカチほどの生地がある。

「あ、レーくんもいるじゃん。ちょうどよかった」

「生地、できたの？」

「そ。イレイザーでやっちゃってよ」

　ポーラが持ってきていたイレイザーを手にし、シャコシャコシャコと玉（水）を装填していく。

「いくぞ」

「フフフ。やっちゃいなよ」

　おっちゃんたちが固唾をのんで見守る中、生地に向けてイレイザーを撃った。

　ピシュン、と放たれた水が、生地に直撃。

「「「「おぉぉぉ」」」」

　弾いた。

　水を完全に。

　シミひとつ作らない生地を触ると、さらさらだった。

「い、いや。一発だけだし、濡れ続けたらどれだけ染み込むかをやらないと」

　ピチュン、チュン、ビシュン──。

　全弾放っても、生地は健在。全然濡れてない。

　もうちょっと過酷なテストをするため、桶に入れた水に思いきり浸ける。

　ふわっと生地が浮いてくると、耐水性は鉄壁らしく生地の上に水滴を作るほどだった。

「【撥水剤】すげぇ……」

「まるで寄せつけねえんだな……」

　桶を覗くおっちゃんたちが感心していた。

　傘や防具用に作ったものだったけど、こんなところで役に立つとは。

「うはっ。フレームできてんじゃん！」

　ようやくポーラが気づいた。

　おれはぺしぺしとフレームを叩く。

「ポーラ、これ、これ。これに合うように同じ生地を作ってほしい」

「おっけー、任せろじゃん！」

「任したじゃん！」

　おれも調子を合わせて語尾にじゃんをつけた。







　数日後。

　フレームに合う生地が完成した。

　それをキリオドラッグまでポーラが持ってきてくれたので、寄り合い所へ持っていき外で組み立てることにした。

　生地にはきちんとフレームを通すための袖が用意されていて、製作にかかわったポーラをはじめとした商工会メンバーとノエラとエレインが、おれの手元をじいっと見つめていた。

　試作品ができる、とおれが言うと、いてもたってもいられなかったノエラとエレインは、ここまでついてきたのだ。

「あるじ、テント、できる？」

「こ、これが、テント、ですの？」

「うん、ちょっと待ってて」

　フレームを生地に通していき、あっちとこっちで組み合わせ、ほどよい場所に杭を打ち、固定する。

「よし。できた」

　うん。イイ感じ。

　典型的なテントだ。

　おぉぉぉ、と商工会のおっちゃんたちの歓声が聞こえる。

「これが、うちらが努力し合った結晶……！」

　柄にもなくポーラが感動をしている。

「まあ、まだ試作品だから」

　完成したテントを見たノエラが、興奮気味に尻尾をブンブンと振っている。

「るー！　テント、できた！」

「こ、これがテントですの？」

　入口になっているところからノエラが入っていく。

「どうだ、ノエラ」

「これは、基地。間違いなく、基地。揺るがない」

「こんなもの、持っていても仕方ないのではなくて？　いつ使うんですの？」

　疑問に思いつつエレインもあとに続く。

「ひ、広いですわ！　意外と広いですわ！」

「るっ。ここでこっそり、お菓子を食べる」

「き、き────基地ですわ！」

　中をのぞくと、ノエラがごろごろと寝転んでいた。

　おっちゃんたちも入りたがったので、交代で中に入ってもらった。

　みんな似たような反応で、驚いたり感動したりしている。

　最後におれも入ってみた。

　窮屈なく過ごせるっていう条件なら、大人の男性なら定員二人かな。女性なら三人ってところか。

　生地の耐水テストはやったし、あとは強度……。

　風が吹いた程度でフレームが折れるんじゃ、使い物にならない。

「レイジさーん、グリ子さん連れてきましたー」

「きゅきゅぉー！」

　ミナがグリ子をテントのところまで連れてきた。

「じゃ、グリ子。風をぶわっとやってくれ。できるか？」

「きゅ」

　グリ子の後ろにみんなが下がると、グリ子が翼をバサバサと目いっぱい動かす。

　ビュォーと風が巻き起こった。

　強風を受け止めるテントも物音を立てている。

「グリ子、ノエラの基地、壊す、ダメ！」

「きゅぉ……？」

「ノエラさん、今はテストなので……」

　ノエラのクレームで風が弱まったものの、おれが続けてくれと言うと、再びグリ子は風を起こした。

「きゅぉ！　きゅぅぅぅ！」

　バサバサバサ──！

　風にさらされながらも、テントは健在。

　……一〇分後。

「きゅ……きゅぉぉぉ」

　グリ子がバテてしまって風の勢いは落ちたけど、テントは風に負けることはなかった。

「「「「薬屋さん……」」」」

「レーくん」

「あるじ」

「レイジさん」

「レイジ様」

「きゅおきゅお」

　みんながおれの言葉を待つ。

　全員を見回して、おれはうなずいた。

「完成だ！」

　やったぁぁぁぁぁ！　と快哉が響いた。




【カルタテント：組み立て式簡易テント。カーボン製フレームのため軽くて丈夫で持ち運びにも優れる。耐水効果も高く野外で風雨をしのげる】










８　気の置けない人




　こそこそ、とエジルは茂みからノエラを覗いていた。

「これを、こう！」

　レイジや町の職人たちが作った試作品であるテントをノエラは組み立てている。

「ビビ、そっち、固定」

「うん、わかった！」

　一緒に来ている職場の同僚であるビビが杭を打ち、テントを固定する。

「ノエラちゃん、こっちはどうすんのー？」

「そっちも固定」

「ういーす」

　ミコットとかいう村の娘も今日は同行しており、ノエラの指示に従い木槌で杭を打っていた。

　ノエラとビビが今日は休みで、ミコットも加えた三人で日帰りキャンプをこの川べりでするという話になっていた。

　エレインも行きたいと言っていたが、父であり領主のバルガス伯爵からの許可がおりず、泣く泣く不参加ということになった。

「しかし、気になるのであれば、先生も来ればいいものを」

　ぼそり、とエジルはつぶやく。

　このキャンプを許可したレイジは、三人だけでは心配だったらしく、エジルにもこっそりついていくように指示を出した。

『大丈夫だとは思うんだけど、念のために、様子を見ててくれ』

　と、エジルに依頼をした。

『承知しました。事故が起きないように余が密かに覗き……いや、監督させていただきます』

　出勤日なのにノエラが不在なのではやる気が起きないところだったが、これは願ってもない頼みだった。

『ですがこう言ってはなんですが、先生が普通に同行すればいいのでは？』

『それはほら、なんか違うだろ。女の子同士、友達同士っていうのがいいんだよ』

『はぁ……そうでしょうか』

『わかんないかもだけど、そういうもんだから。だから、絶対バレるなよ？』

　と、レイジは言ってエジルにこっそり同行をさせたのだった。

「ククク、バレるなどとは、笑止。余が本気を出せば、小娘三人に存在を悟られるはずがない。ハーッハッハッハ！」

　さっそく茂みから高笑いを響かせるエジル。

「るっ？」

　はっ、とエジルは口を慌てて押さえる。

「どうかした？」

　尋ねるビビに、ノエラはじいっと声がしたほうを見ている。

「さっき、変な声、した」

「ミコちゃんは聞こえた？」

「ウチはなんも」

　ミコットは首を振る。

　おかしいな、と目を細めるノエラ。

「ククク。いつもならニオイでバレそうなものだが、ハイレベルな嗅覚は川べりでは上手く機能しないらしいな」

　ククク、と笑いながらエジルは観察を続ける。

「るるるっ。完成、テント、完成！」

「思ったより簡単なんだねー」

　一〇分もかからず、テントの組み立てが完成し、少女たちはキャッキャと戯れながら、中へ入っていった。

「あれが町を上げて製作したというカルタテントか……。先生はなんというものを考案したのだ。魔王軍でも使わせてもらえないか今度交渉してみるか」

　風雨を遮ることのできる小部屋をどこにでも作れる、というのは、魅力しかない。

　持ち運びやすくするため、軽い素材を使い、雨に濡れても平気なように苦心したという。

「兵に野営をさせる際には必須であろうな……」

　魔王には喉から手がほしい商品となっていた。

　濡れない、というのは非常に重要なこと。それだけで体力の低下を防げる。雨だけでなく風を遮るものがあるというのもありがたい。

「あのガールズは何をしているのだ。中に入ったまま出てこないが……」

　昼寝だろうか？　とエジルが隠れながらテントに近づいていくと、ようやく声が聞こえてきた。

「ノエラちゃんはさー、誰か気になる人とかいないの？」

「るる？　気になる人？」

「そ、それはボクもすごい気になるよ……！」

　気になる人──。

　エジルは聴覚に全神経を集中させた。

「気になる人……何それ」

「いやいや、こういうのはあれじゃん、ね、ビビ」

「そ、そうだよ、ノエラちゃん。す、す、す、好きな人とかそういうあれで……」

　照れながら恥ずかしながらの会話が妙にくすぐったい。

「ま、まさか……よ、余の名が……で、出るのでは──」

「あるじ！　ノエラ、あるじ！」

　……出なかった。

「であろう。先生に敵うはずもない……」

　がっくりと肩を落としていると、ミコットの声が追及をはじめた。

「そういうんじゃなくてさ」

「るー？」

「てんちょは、なんかそういうのじゃないじゃーん」

「そういうの？」

　困っているノエラに、ビビが補足した。

「好きは好きでも、その好きとはちょっと違うっていうか」

「ノエラ、あるじ好き」

　うらやましい。

　うらやましすぎて、エジルの感情がゼロになった。

「ミコット、いる？」

　逆にノエラが訊いた。

「えー？　ウチは、別にそのぉ……い、いないしっ」

「るぅ？」

　疑わしそうなノエラの声だった。

「ミコちゃん、いるんじゃないの。誰かっ。ねえ？　ねえ、ねえ？」

「い、いないってばー！」

　ギャーギャーとテントの中で騒ぐ三人。

　ようやくレイジが言っていることが正しかったのだとエジルは理解した。

「先生……こういうことなのですね。友達同士、女子同士、というのは。余がいたり先生がいたりすれば、あのような会話はまず出てこない。さすがは先生……鋭い洞察力を備えておられる」

　あんな会話が聞けるのであれば、隠れたかいがあるというもの。

　それはいいが、このままあのテントの中で過ごすつもりなのだろうか。

　エジルが不思議に思っていると、一段落したのか三人が外に出てきた。

「焚火、する」

「おっけー」

　三人が散り、薪にできそうな枝を拾いはじめた。

「テント道具と食べ物しかノエラさんは持っていっていなかったが、火起こしはできるのか？」

　心配しながら様子を見守っていると、案の定だった。

「ビビ、火」

「ないよ。そんなの」

「ミコット、火」

「火打ち石も火の生活石も持ってきてないよ」

　自分なら、魔法でぱっとさっとやってしまえるのだが、このガールズに魔法の心得があるとは思えない。

「通りすがりの魔王を演じてノエラさんたちを助けるしか……」

　そのとき、出がけにレイジから持たされた荷物の存在を思い出した。

　鞄の中を漁ってみると、あった。

　こんなときに必須なキリオドラッグの商品【着火剤ヘルフレイム】が。

「先生は千里眼をお持ちなのか……!?」

　レイジの予測に震えるエジル。ちゃんと火の生活石も入っている。

　これは魔力を流すと発熱、発火する安価な魔石だ。

　集めた薪の前で、三人が一気にトーンダウンする。

「持ってきた、干し肉、焼けない」

「どうしたら火って起こせるんだろう……ごめんね、ボク役立たずで」

　勝手に落ち込むビビを、エジルはちょっと面倒くさいなと思っていると、ノエラとミコットがフォローした。

「ノエラの、準備不足」

「そうだよー。ビビは悪くないよ」

「二人とも……」

　だが、このままでは状況が好転しない。

「致し方ない！　これを使うのだ、ノエラさん──！」

　ぽい。ぽい。

　エジルは【着火剤ヘルフレイム】と火の生活石を近くに投げ込んだ。

　こん、ころころ。

　上手くノエラの足下にそれらが転がった。

「る？　こ、これはっ」

【着火剤ヘルフレイム】と火の生活石を拾ったノエラが驚いている。

「落ちてた！」

　伝説の剣でも引き抜いたかのように、ノエラが二人に掲げて見せる。

「うわぁあ！　すげー！　偶然！」

「これで火が起こせるね！」

　元気を取り戻した三人が、火の生活石と【着火剤ヘルフレイム】を使い、薪に火をつける。

【着火剤ヘルフレイム】の効果は抜群で、火の勢いはぐんぐんと増していった。

　焚火の前で、三人が雑談を交わしながら、じいいいいいいいいいっと燃え盛る炎を眺めている。

「余だけではなかったか。焚火を眺めるのはなぜか飽きないのだ……」

　軍での野営を思い出したエジルは、わかる、わかるぞ、と茂みから同意した。







　レイジは他に何を入れたのか、とエジルは鞄を確認する。

【虫無視クイーン】……これは虫よけの薬。

「なるほど。ノエラさんは虫が苦手だからか」

　中には安全に水が飲めるようになる【浄水薬】や、【ヒートヒーターヒーテスト】という蒸気で即座に物体を温めてくれる薬が入っていた。

　他にも、優雅なひと時を味わえる【ブラックポーション】と【シロップ】もあった。

「先生は、もしや過保護なのでは……」

　だが野外で使える薬であることには違いなかった。

　ノエラたちが焚火に気を取られている隙に、エジルはテントに接近する。

【虫無視クイーン】を周囲に使い、虫を寄せつけないようにした。

　エジルがバレないように忍び足で元の茂みに帰ろうとすると、開けっ放しだった鞄から予備の薬が落ちて物音を立てた。

「!?」

「るっ？　今、音が」

　まずい。

　拾うよりも早くこっちに来てしまう。
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　いっそのこと、この鞄をここに置いておけば、薬を有効活用してくれるはず。

　エジルは反対方向に鞄を放り投げる。

　ガサッと茂みが音を立て、ノエラの注意を引くことに成功した。

「る!?　今度はあっち！」

「何？　何かいるの？」

「ぼ、ボク魔物はダメだからね。精霊だからってあんまりあてにしないでよ？」

「ノエラに、任せろ」

　警戒しながら鞄のほうへノエラがじりじりと距離を詰めていった。

「そんなに気にしなくても大丈夫だと思うけどねー？」

　と、ミコットが言う。

　そのすべてわかったような口ぶりは何なのか。

　エジルがそっと振り返ると、目が合った。

　ジェスチャーで早く行けとやるので、こそこそとエジルは音を立てないように別の物陰に隠れた。

「あの娘……タダモノではないな」

　ほっと一息をついていると、鞄をついに見つけたようだ。

「る！　これは、あるじの鞄！」

「レイジくんの？」

「間違いない。あるじのにおい、する」

「じゃあ、レイジくんがさっきここに……」

　それがレイジではなくエジルだと知っているミコットだけ、クスクスと笑っている。

「ノエラちゃん、鞄には何が入ってんの？」

　ミコットが尋ねると、ノエラは鞄の薬を発見した。

「あるじが、これ、届けに来た。間違いない！」

「店で見たことある！　【浄水薬】に【ヒートヒーターヒーテスト】。これがあれば便利だね！」

「本当にてんちょなのかなー？」

　半笑いでミコットが疑問を投げかける。

「るう？　これ、あるじの鞄。ノエラ、間違えない。においも、あるじの」

　クンスカ、クンスカ、と鞄のにおいを嗅ぐノエラ。

　しかし、その表情がどんどん曇っていく。

「違うにおい、する」

　勘づいたノエラの目が鋭くなる。

　エジルはどきりとした。

「つ、ついに余の存在を知られることになってしまったか……！」

　バレるな、と言われていたから、それこそ存在をにおわせることはしなかったエジルだったが、気づいてくれたことが少しだけ嬉しかった。

「エジルのにおい、する」

「エジルくんの？　鞄から……？」

「じゃあ、エジルくんがノエラちゃんのことを心配して持ってきてくれたんじゃないかな」

　ちらちらと、ミコットがこちらに目線を送ってくる。

「見るな、こっちを見るな。居場所がバレるであろうが」

　だが、援護射撃をしてくれるミコットには感謝しているエジルだった。

「あの小娘………………ありがとう。本当にありがとう」

　はじめて味方ができたような気がした。

「けどこれ、あるじの鞄」

「じゃあエジルくんが借りたんだ」

「るううううう……」

　ノエラがすごく複雑そうな顔で唸っている。

「ノエラちゃん、【ブラックポーション】と【シロップ】があるからお茶ができるよ」

「るっ。朗報。焚火を見ながらブラポ飲む！」

「いいねー。飲もう、飲もうー」

　ミコットも賛成し、テントのそばの焚火のほうへ三人は戻っていった。

「てか、ブラポって何。いいねって言ったけど」

「ミコちゃん、知らないの？　オトナの味がする飲み物だよ」

「ノエラ、よく嗜む。ノエラはオトナ」

　と、ノエラは得意げだった。

　三人はお湯を沸かすため、大きな石をいくつか集めコの字の小さな窯を作る。

　ビビが持参した小鍋に川の水と【浄水薬】を入れた。

「これで、お腹は壊さないね」

「まろみの水、沸かしたら、まろみの湯」

「まろやかになるってこと？」

「る」

　窯で薪をまた燃やし、鍋をかけると、すぐに沸騰した。

「ウチ、コップ持ってきてるから、それを使おう」

「るっ。ミコット気が利く」

「でっしょー」

　わいわいやりながら、三人が【ブラックポーション】をコップに入れてお湯で割り、最後に【シロップ】を入れた。

「お湯で割るんだ？」

　ミコットが訊くとビビが答えた。

「レイジくんが、お湯で割ったほうが飲みやすいよって教えてくれたんだ」

「ノエラ、そのままでイケる口」

「ノエラちゃんは、前に苦いって言ってたじゃないか」

　エジルもそれは知っている。

　ノエラは【ブラックポーション】を痩せ我慢して飲んでいたことがあった。

　三人がカップをこつん、と合わせて乾杯をする。

　ず。ず……ずずず……。

「「「ほふぅ……」」」

　三人にスローな時間が流れる。

　ときどき聞こえる鳥のさえずり。

　川のせせらぎ。

　パチッと爆ぜる薪の音。

　揺れる炎と陽炎。

　それらの環境が日常を忘れさせてくれそうだった。

「よ、余もあの輪に入りたい……」

　はたから見ていて、三人はすごく楽しそうだった。

「余も……友達がほしい……」

　切実なつぶやきをこぼす。

「こんなふうに、休日に出かけてアウトドアを楽しめるような、そんな友達が……」

　エジルは物陰でちょっと泣いた。







　日没までには帰ってくるように、とレイジにキツく言われているノエラたちは、日が傾きはじめた頃に撤収準備をはじめ、夕方には店へと帰ってきた。

　もちろん、エジルもそれに合わせ、後ろからこそこそとあとをつけ、少し遅れて店に入った。

「あるじっ。ただいま！　帰った！」

「おかえり、ノエラ。……それと、エジルも」

　くるっとノエラがこちらを振り返る。

「はい。ただいま戻りました」

「今日は悪かったな。色々と」

「いえ。なんてことはありません」

　ぴょん、ぴょん、とノエラが話をしたそうに飛び跳ねている。

「あるじ、あるじ。キャンプ、楽しかった」

「そりゃよかった。テントはどうだった？」

「快適。そのもの。あるじの薬、とても助かった」

「ああ──エジルに持たせたやつな」

「る!?」

　ちらっと真偽を確かめるようにノエラがエジルに目をやった。

「先生が準備してくれたからこそです。余はただ届けただけに過ぎません」

「エジル、ついてきた!?」

　そこで、レイジが意外そうな顔をした。

「あれ。バレなかったの？」

「ええ」

「マジかよ。何だかんだでバレるだろうなって思ったのに」

「先生……バレることを前提にしないでください」

　ミコットには完全にバレてしまったが。

「ノエラ、薬はエジルが届けてくれたんだ。お礼を言っておこう」

「るぅ……」

　不服そうなノエラだったけど、レイジには逆らうことはなく、小さく頭を下げた。

「ありがと。エジル。おかげで、キャンプ、楽しかった」

「の、の、の、の、の……の、ノエラすわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああん！」

　辛抱堪らずにノエラに抱き着こうと接近すると、ベシっと尻尾で叩かれた。

「へぶふっ!?」

「嫌い」

　冷たい目をするノエラ。

「エジルの好感度はなかなか上がらないな」

　と、レイジは苦笑をしていた。










９　正規品と海賊版




　おれは試作したテントを持って、バルガス伯爵家へとお邪魔していた。

　せっかくいい物を作ったのに、このままじゃ目当ての冒険者が誰も使ってくれないからだ。

　とはいうものの、カルタの町は冒険者がよく訪れる町ではない。

　過去には何人かいたものの、定期的に来るということはほとんどない。

　庭でテントを組み立てると、バルガス伯爵が中に入る。

「ほうほう、これが……」

「これが、テントですのよ、お父様！」

　エレインが得意げにテントのどこが便利なのか説明してくれた。

　エレインは何も手伝ってないだろ。

「レイジ様をはじめとした町の方々が精魂込めて作った逸品ですのよ」

「ははぁ……これはたしかに、冒険者にとっては重宝したくなる道具だ。うむ」

　バルガス伯爵は、中から出てくると感心したように唸る。

「よくこんなものを思いついたね、レイジ殿」

「これを誰か有名な冒険者に使ってもらいたいんです」

「高く売りつけるんですのね！」

「いや、何でだよ」

「？」

　エレインにきょとんとされてしまった。

「ん？　違うのかね」

　バルガス伯爵も同様のリアクションだった。

　この親子は……。

「その人には無償で使ってもらいます。影響力があるので、いわば広告塔としてテントを広めてもらおうかと」

　オンラインのゲームとかでもそうだけど、強い人が持ってるアイテムとかって、憧れるんだよな。

　有名な人が持っているアイテムも然り。

　それが便利なものであればなおさらみんなほしがるだろう、というおれの作戦だ。

「テントが広まれば、カルタの町の特産品と言えるものになるでしょう」

「何もなかった片田舎の町が、か……」

　ふむふむ、とバルガス伯爵は顎に手をやる。

「ポーションを作ったレイジ様が作ったテント、と言えば、なお影響を与えると思いますの」

　商工会を巻き込んで作った物を流行らせるっていうことは、領地の税収を上がることに繋がる。

「とてもいい話だ。だが、私に冒険者の知り合いがおらんのだ、レイジ殿……」

　申し訳なさそうにするバルガス伯爵。

「そうですか」

　まあ、有名な冒険者でなくてもいいかな、最初は。

「ふっふっふっふ。それなら、わたくしにお任せあれですわ」

　エレイン、胸に手をおいてドヤ顔である。

「巷で噂の『冒険貴族』ことラース様とは、わたくし面識がありますの」

　その名前、どこかで聞いたことがあるような？

「おお、そういえば彼は今冒険者をしているのだったな。以前エレインが晩餐会で会うのを楽しみにしておったラース殿が」

　あの人だな？　エレインが晩餐会で会うから香水を作ってほしいと言ったときの、あの。

「そ、それはそうなのですけれど」

　わたわた、と慌てて、エレインがこっちを振り返る。

「レイジ様、違いますのよ、違いますの。ラース様に未練があるわけではなく、たまたま、あの方が冒険者をなさっていらして……そ、そ、その、今さら何か繋がりを求めたわけではなく……わわわわ、わたくしは、きちんと純粋に一筋なので、そのぅ……」

　しゃべる度に、エレインはどんどん顔を赤くしていく。

「知り合いならちょうどいいじゃん。そのラースさんって人に使ってもらおう」

「うむ。私も賛成だ」

「それなら、レイジ様と面会できるように間を取り持つ必要がありそうですわ」

　商品説明をラースさんにしてほしいってことなんだろう。

「エレインが説明してくれてもいいんだよ」

「わたくしが……？」

「うん。さっき、バルガス伯爵に教えていたところを見たけど、完璧だったから」

「れ、レイジ様に褒められましたわぁ～！」

　驚きと喜びいっぱいのエレインは、両手で頬を押さえて足をじたばたさせている。

「エレイン、お願いできる？」

「お任せあれ、ですわ！　……レイジ様に頼られてしまいましたわぁ～！」

　これでそのラースさんって人がテントを使っているのを見た冒険者たちは、何だあれは、となる……はず。

「じゃあ、エレイン。お願い」

「わかりましたわ」

　ふん、と気合を入れるエレインは、使命感に漲る表情をしていた。







　テントをエレインに渡してから二週間が経ったある日のこと。

　ドドドドドド、という音が遠くから聞こえ、砂煙をあげて馬車が店へと疾走してきていた。

　店の前で止まると、よく見かける老執事の手を借りてエレインが降りてきた。

　顔面蒼白で、なんか元気がない。

「よ、酔いましたわ……。急いでほしいと頼んだら、お、思いのほか揺れましたわ……」

「マキマキ、来た！」

「ノエラさん、来ましたわよ」

　いつもならふぁさっと縦ロールを払って威勢よく挨拶するところが、今日はグロッキーだった。

　ミナが用意した椅子に座り、カウンターに突っ伏すエレイン。

「ミナ、悪いけど水を持ってきてあげて」

「はい。すぐにお持ちします」

　老執事が申し訳なさそうに眉尻を下げていた。

「お嬢様が、ご迷惑をおかけいたします」

「いえいえ。気にしないでください。全然迷惑だなんて思ってないんで」

　おれは笑って手を振った。

　エレインは、ミナが持ってきた水をちびりちびり、と飲んで少し休憩すると、ようやく元の調子を取り戻した。

「テントの件？」

　単刀直入におれが尋ねると、エレインはうなずいた。

「ですのよ。ラース様にテントをお渡しし、使っていただきましたの。そしたら……」

　エレインが、老執事を振り返りうなずくと、馬車から老執事が一抱えほどある袋を持ってカウンターにそっと置いた。

「これは？」

　ミナもノエラも不思議そうにしている。

「テントに関する問い合わせのお手紙ですの！　こんなに届きましたのよ！」

　手紙？　テントに関する、問い合わせの？

　老執事が袋を逆さにすると、どさどさどさっと封筒や便箋や手紙がたくさん出てきた。

「るっ!?　いっぱい!?」

「ふわぁ～。たくさんお手紙いただいたんですね」

　ノエラとミナが目を丸くしている。

　これにはおれも驚いた。

　何通あるんだ、これ。

「数えましたら一〇〇通はありましたわ。それ以上は数えてません」

　それ以上だと数えるのが面倒くさかったらしい。

「ラースさんの影響力……半端ねえ」

　おれが言うと、エレインが首を振った。

「ラース様も多少はあったと思います。上級ランクの冒険者だそうですし。ですが、本人曰く、一番はレイジ様の代名詞であるポーションの名前が効いたようですわ。どの冒険者にも今やかなり知られているお薬ですし」

　ポーションを作ったやつが作った物、と認識されたようだ。

　ポーションって、結構知られてるんだな。町からほとんど出ないから、全然知らなかった。

「それらの効果があり、ラース様に、どこにこれがあるのか、という問い合わせがたくさんあり、我が家を問い合わせ先に指定したようですの」

　それで、たくさん手紙が届いた、と。

「中を確認しましたけれど、どれもこれもテントについてでしたわ」

「あるじ、テント、たくさん売れる気配」

「かもしれないな」

　そうなってくると【撥水剤】と【プロテクトキュア】はもっとたくさん作らないといけなくなる。

「忙しくなりそうですね、レイジさん」

「うん」

「大切なことを聞きそびれていましたわ。いくらでお譲りいただけるのかしら」

　あ。そういやそうだ。肝心なところを言ってなかった。

　材料費、人件費、その他諸々の諸費用や利益を出すとなると……という話だけはしていたのだ。

「じ、一五万……なんだけど」

　高いかな……。

　おれが恐る恐る様子を窺うと、エレインが目を見開いていた。

「そ──そんなに安くていいんですのっ!?　あの品質の物が、たった一五万リン……!?」

「そんな感じで話をまとめてたから」

「わかりましたわ。お返事は、そのようにいたします」

　現代日本のように明確な納期を設定するわけでもなく、『テントが出来上がったら相応の値段で買わせてほしい』という要望がほとんどだった。

「さっそく、商工会のメンバーにこのことを教えて生産していこう」

　おれはこのことを伝えるべく、町へ大急ぎで向かった。

　こうして、テントは受注生産品として希望する冒険者のために作られるようになった。







　受注生産にしたテントは、おれがエレインに伝えた通り、一五万リンで販売されることになった。

　そのせいか、大忙しというわけでもなく、普段作っている分からいくつか多めに作るという程度だった。

【撥水剤】も【プロテクトキュア】もポーションや他の物に比べて毎日売れる物ではないし、キリオドラッグの負担は大したことはなかった。

　かれこれ、テントは三〇個ほど作って発送したと思う。

　適正価格なので、うちに関してはボロ儲けってほど利益が出てないのが現状だった。

『一五万……!?　たった!?　もっとボれよっっっっ！　ふざけんなよっ』

　価格をあとから聞いたポーラは、めちゃくちゃ怒ってたけど。

　ぼったくる気はないんだよ。うちもだし、他のみんなも。

『上級冒険者くらいになれば買う余裕があって野宿でも安心快適♡──っていうイメージをつけるんだよ！　一〇〇万くらいふっかけても、あいつらは買ったよ！』

　と、まあ、無茶苦茶なことを言い出した。

　たしかにそうかもしれないけど、その値段だと限られた人しか買えないんだよな。

　ポーラはそうしたかったらしいけど、商魂が逞しすぎる。

　冒険者のランクや地位についておれは詳しく知らないけど、上級冒険者とくくられる人たちはかなりお金を持っているらしい。貴族とそん色がないくらい。

　それでもやっぱりおれは、色んな人に幅広く使ってほしい。

　作ったものでボロ儲けしたいなら、おれは商品の値段の桁を増やしていると思う。

　ポーションなんて、ノエラが毎日飲むのを遠慮するような値段になっただろう。

「レイジ様、今月もこんなに依頼がきましたわよ！」

　やってきたエレインが、テントの製作依頼でもある手紙を運んできてくれた。

　あれから、バルガス家は受注の窓口として役割を果たしてくれている。

「おお。ありがとう。何通くらいきてる？」

「今月は三〇通ほどでしょうか」

　いつまでに納めろと誰も言ってこないのが救いだな。

　そこそこの頑張りで、今のところどうにかテント製作は回せるし。

「寄り合い所を製作所にしたのが正解でしたわね」

「ポーラの提案なんだ。手が空いている人や、仕事がほしい人を雇って、部品作りを教えて」

　もうマニュアルみたいなものもあるらしいから驚きだ。

「以前よりも、町が活気づいているような気もしますわ。とてもいいことです」

　それはおれも同感だった。

　仕事が増えてみんなが儲かるっていうのは、こういうことなんだよな。

　なぜかおれも誇らしい。

　テントがもっと広まって、冒険者必須アイテムになってくれればいいのにと思う。







　けど、順風満帆とはいかず、いつの間にか受注数が減っていったのだ。

　先々月が一〇個、先月が六個、今月は一個。

「おかしいですわ。あんなにいい物をほしがらないなんて。信じられません」

　寄り合い所の一室で、エレインは理解できなさそうに首を振った。

「冒険者なら必須でしょう。野外で活動いたしますし」

「んー。考えられるとしたら、もうほしい人は全員持っている、とか」

　おれが言うと、腕組みをするポーラが、眉をひそめた。

「高価なものなら、そういうこともあると思うよ。ハードルが高いんだから、買う人も限られる」

　けど、おれや他の商工会メンバーはそれを嫌い、適正価格で様々な人に買ってもらえるようにしている。

「おねーさんは、とあることを疑っているよ」

「「……とあること？」」

　おれとエレインの声が被った。

「確証がないから言わないけどね。うちが外部の人間なら、こうするかなって」

　何なんだよ、それ。

　けど、ポーラは具体的なことは何も言ってくれなかった。

「予想が当たったらちょっとヤだなぁ……」

　探偵みたいなことを言い出すポーラの表情は曇ったままだ。

「ほしい人が現状いないんだから、しょうがないか」

　受注生産だから在庫はないし、今のところ誰かが損をするというわけでもない。

　そんなときだった。

　車輪の音が鳴り、馬の鳴き声が聞こえた。

「エレイン、エレインはいるか」

　中に入ってきたのはバルガス伯爵だった。

「どうしましたの、お父様」

「ラース殿から手紙とこれが送られてきた」

　バルガス伯爵が手紙と分解されたテントらしきものをエレインに手渡した。

「これ……ここで作ったやつ、じゃないよな……？」

「もちろん」

　ポーラは不愉快そうに顔をしかめた。

　手紙を読んでいるエレインは、「そんなはずは」と声を漏らした。

「エレイン、何って書いてあるの？」

「ラース様からで……テントがすぐ壊れて困る、と苦情をよく聞くと……テントを送るから確認してくれとありますわ」

　不良品ってことか。

　何個も何個も作ってれば、一個くらいそういうテントも出てくるだろう。よくないことだけど。

「苦情は一件ではなく、何件も何件も寄せられていて、大変困っていると仰っていますわ」

「何件も？」

　製作を監督しているのはポーラだ。

　おれはポーラに目をやると、ポーラは送られたテントを確認していた。

「やっぱそうじゃん。絶対こういうヤツが出てくると思ったよ」

　何かを確認すると、忌々しそうにつぶやいた。

「品質管理はウチがやっているし、マズいものを送るわけないんだ」

「ん？　どういうこと？」

「見てよこれ」

　ポーラがフレームを渡してくれた。

　……竹で作られているのは間違いないけど、肝心の【プロテクトキュア】が塗られた形跡はない。

　上手く組み立てられたとしても、これじゃすぐ折れる。

「こっちも」

　と、生地も渡された。

　ポーラの言う意味がわかった。

「【撥水剤】が使われてない」

「そ。こういうやつはどこにでもいるんだね」

　やれやれとポーラはため息をつく。

　ようやくおれはポーラが言っていた予想が何なのかわかった。

「テントを誰かが作って、カルタテントとして売っているってことか」

「そゆこと。バッタもんがあるなんて知らないから、買った人は苦情を言うわけさ。オイオイ聞いてたのと違うぞってね」

　現代日本でも、別に珍しいことではない。

　画期的な商品が出たら、似たようなものが他社から発売される、なんてことがある。

　けど、不良品を販売なんてしない。

「許せませんわ。レイジ様のアイディアを拝借して、適当な物を売りつけるなんて」

「だね。風評被害があるし、これから売れたであろうテントも売れなくなっちゃう。何がいいたいかっていうと、儲けが減るんだよッ」

　バンバンとポーラが机を叩く。

　ポーラ……最後にそれを言っちゃうと、なんか台無しになる気がするぞ。







　閉店後、おれは店に集まったみんなにそのことを話した。

「テント、偽物、作る、ダメ！」

　ぷぅ、とノエラが頬を膨らませる。

「そんな方がいるんですね……困りましたね……」

　と、ミナも困り顔。

「先生。犯人をすぐに特定しましょう。そして、己がしたことを永遠に後悔させる必要があるかと。余の手にかかれば、末代まで後悔させるなど造作もありません」

　さっそく物騒な話をはじめるエジル。

「みんな、テントほしいんだー。ボクはそっちに驚きだよ」

　ビビはのん気なことを言っていた。

　偽物が出回るってことは、それだけ人気があって需要があるってことだもんな。

「おれは懲らしめたいわけじゃないんだ」

　技術っていうのは日進月歩。

　たまたまテントがなかったから作っただけで、おれより早くそこに気づいた人がいれば、すでにテントは存在したかもしれない。

　ただ、ポーラが言ったように風評被害が起きているのも事実だ。

　ラースさんが苦情の窓口になってしまっているのも申し訳ないし。

「テントを真似した別の商品はこれからも出てくると思うよ」

「あるじの、アイディア、盗った！」

　ぷんすか怒るノエラは尻尾をビーンと逆立てている。

　そういうことに免疫がないからなのか？

「盗ったっていうと穏やかじゃないけど、盗った人を懲らしめたとしても、似たようなことをする人はこれからも出てくると思うんだ。だから、いいんだ。そのことは」

「るう……」

　まだノエラは納得いってなさそうだ。

「フフフ……そこで余の出番、というわけですね、先生。犯人を特定して、片っ端から地獄に送っていく、と。……クク、腕が鳴る」

「違うっつーの。何聞いてたんだよ」

　やれやれとおれは呆れてため息をついた。

　エジルはすぐ武力行使に出ようとするなぁ。

「ではレイジさんは、このまま偽物……別のテントが作られ続けてもいいと思っているんですか？」

「カルタテント以外のテントが作られることは黙認するつもり」

「──先生ッ、そんな弱腰では世界を手中に収めるなど到底できませんよッ！」

「そんなつもりないから安心してくれ」

「ノエラ。あのテント好き。悪く言われるの、嫌」

　そうなんだよなぁ。

　おれも悪く言われることは我慢ならない。

【撥水剤】がテントの生地に使われているかどうかなんて、普通の人にはわからないし……何か目印になるようなものがあればいいんだけど。

「わかった！　はいはい！　はぁーい、はいはいはい！」

　ビビが手をシュバっと上げた。

「はい、妖精さん、意見をどうぞ」

「精霊だようっ！　んもうっ」

　お約束のやりとりを済ませると、おほん、とビビが仕切り直す。

「サイン書いたらどうかな。この町で作ったよっていうサイン」

「あー。それいいですね、ビビさん」

「る！　ビビにしては、いい」

「でしょー？　えへへ。もっと褒めてほしいな。ボクもね、これすっごいいいアイディアだと思ってさ」

　るんるんでご機嫌なビビだった。

「ビビさん……サインの真贋がわからなければ、真似し放題なのでは？」

　エジルの正論に、ビビの嬉しそうな表情が無表情になった。

「いい考えだったじゃないか……どうしてそんなこと言うんだよぅ……」

　ロゴというか、カルタ産のテントであることを示す何かを作るっていうのは、おれも考えていた。

　けどこれは買った側に区別がつかないといけない問題だから、製作側がわかっているだけじゃ意味がないんだよな。

　書いたサインやロゴを模写されれば、偽物は作り放題。

　現代みたいに精巧な印刷技術があるわけでもないから。

「サイン……誰でも区別ができる、か……」

　ううん……。

「レイジさん、物はとってもいいんですよ。悩まなくても、続けていけばみなさんわかってくれるんじゃないでしょうか」

　ミナが元気づけようとしてくれている。

「ありがとう。そうだといいんだけどな」

　買ってくれるのは主に冒険者だ。

　命がけの仕事だからなぁ。偽物をつかまされて命に危険が及んだりすることもあるだろう。

　フレームがすぐ折れたり雨で中がびしょ濡れになったり──。

「ん？　あ、そうか」

　ポーションがどうして真似されないのかというと、おれが創薬スキルで作っているからだ。

　今日偽物だとすぐに判別できたのも、【撥水剤】や【プロテクトキュア】が使われているかどうかだった。

　おれの創薬スキルで作ったものであれば、簡単に本物と偽物を区別できる。

「それをわかりやすくすればいいんだ」

「る？　あるじ。どした」

「ちょっと思いついたから、創薬室に行く」

「るっ。ノエラも手伝う」

「それじゃあ、わたしはお夕飯の準備をしますね」

　と、ミナは奥へ行った。

「ボクも手伝うよ、レイジくん！」

「ビビは帰っていいよ。今日もお疲れ様でした」

　おれはビビに小さく頭を下げた。

「わぁ────!?　他人行儀な業務終了のお知らせをされた!?」

「手伝いはノエラ一人で十分なんだよ」

「先生……余は」

「エジルには頼みたいことがある」

「はッ、お任せください！」

「エジルくんだけいいなぁ……」

　うらやましそうなビビだった。

　創薬スキルで示された必要な素材をメモして、手元にない物をエジルに採取してくるように頼んだ。

　しょんぼりしていたビビを仕方なく誘って、おれたちは創薬室で新薬開発の準備を進めた。

「先生！　ただいま戻りました！」

　バーン、と景気よく創薬室の扉をエジルが開けた。

「早かったな。ありがとう」

　移動系の魔法を使ったらしく、ぜえ、はあ、と肩で息をしていた。

「いえ。これしきのこと、何でもありませんから」

　キメ顔でカッコをつけていた。

　たぶん、ノエラのことをバリバリに意識したんだろうな。

「あるじ、これ」

「ありがとう」

　ノエラは全然エジルのほうを見てないけど。

　材料がそろったので、おれはいつものように創薬をしていった。




【ナイトライト：塗った部分を暗がりでうっすらと光らせる塗料】




「できた！」

「あるじ、これ何？」

「塗ったところが、暗い場所で光るんだ」

「ぷぷぷー。レイジくん、光りがないのに光るなんて無理だよ？　お日様が出てないとさー」

　ぷーくすくす、とビビは笑っている。

「まあ見てろよ」

　庭に出ると、そこは真っ暗。

　家からの明かりが少しある程度で周囲は闇に包まれている。

　できたての液体におれは指を入れる。

　ノエラの新しい秘密基地ことテントに、指で簡単に文字を書いた。

「る!?　文字、光ってる」

「何これすごい！　明かりがほとんどないのに！」

「なるほど。先生、考えましたね」

　エジルは、おれがやろうとしていることが何なのかわかったようだ。

「作ったテントに【ナイトライト】でサインか何か目印になるものを書いておけば、暗がりに行くだけで真贋が誰でも判別できます。先生が作られた物であれば、他人が真似できるはずがない。目印のデザインを真似できたても、『目印を暗がりだけで光らせる』ことはできません」

　うんうん。エジルが全部説明してくれた。

「そういうことだ」

「あるじ！　すごい！」

「レイジくん……笑ってごめんね。やっぱすごいね」

　現代では時計の針だったり文字盤に使われていたりする特殊な塗料だ。

　夜に目を覚ましたときとか、便利なんだよな。電気をつけなくても何時かわかるから。

【ワンタイム・ライト】が類似商品としてあるけど、あれは発光したら数時間で効果がなくなってしまうものだから、長く使い続ける商品には不適当だった。







　区別をつけるための対策として【ナイトライト】を使うことを、おれは商工会メンバーに伝えた。

「レーくん、マジ神」

　と、ポーラも絶賛のアイディアだった。

【ナイトライト】は商品化させず、テントにだけ使う薬として【撥水剤】や【プロテクトキュア】とともに作ることになった。

　テントのことを広めてくれた冒険貴族のラースさんには、偽物が存在することと、新しいテントは区別がつくことをエレインから説明してもらった。

　すでに購入済みの希望者には【ナイトライト】を施します、という伝言も頼んだ。

　そんなふうに対策を講じると、風評被害はあっさり払拭され、発注数は以前のように増えていった。

「レイジ様、今月もたくさん依頼が届きましたわ～！」

　今月もエレインが手紙を届けてくれた。

　中には依頼ではなく、丈夫で持ち運びやすく、冒険活動では重宝している、という感謝の手紙もあった。

「あとで、みんなにも読んでもらおう」

　愛用者からのファンレターやお礼の手紙を寄り合い所に置くと、みんな嬉しそうに目を通すのだった。










10　アウトドアグッズ




「よぉ、薬屋」

　ノエラ同様にポーションが好きなアナベルさんが、今日もポーションの受け取りにやってきた。

「おはようございます。今日は早いですね」

　まだ開店前。

　これから準備をしようかなと思っていたところだった。

「最近忙しそうだったから、言うのがあれだったんだけど」

「はい？」

「アタシもテント……ほしい」

　声ちっちゃ。

「お金はちゃんとありますか？」

「あるよ。それくらい」

「失礼しました。じゃ、発注しておきますね。いくつですか？」

　アナベルさんは、カルタの町を警備する傭兵団赤猫団の団長だ。

　もしかすると訓練で使うのかもしれない。

　おれが訊くと、アナベルさんはピンと人差し指を立てた。

「一個」

「……足りますか、それで」

「い、いいんだよ。一個で」

　まさか……個人的に？

　ノエラと一緒で秘密基地がほしいのかも。

　ならばもう何も言うまい。

「大丈夫ですよ。アナベルさん。みんなその気持ちを胸に抱いているものですから」

「え？　ああ、うん……？」

　あれ。なんかあんまり噛み合ってない？

「テントで何をするんですか」

「何をするっつーか……何もしねえんだ。何もしないために、っつーか」

　あぁ……なるほど。

「ほら。アタシらは兵舎で暮らしてるからよ。どこに行くにしても、何するにしても団員の野郎たちの目があって……」

「一人の時間と空間がほしいんですね」

「そ、そうそう！　それだよ、それ。何だよ、話がわかるじゃねえか、薬屋」

　理解者を得たアナベルさんは少し嬉しそうだった。

　アナベルさん……ソロキャンがしたいんだ。

「何ニヤニヤしてんだよ」

「いやいや。気持ちはわかるなーと思って」

「そうかい？　……じゃ、とりあえず一個頼むよ。あ──くれぐれも、うちの団員たちには言わないでくれよ。絶対ついてこようとすっからな」

「了解です」

　こちとら薬屋だ。

　お客さんのプライバシーにかかわる部分は誰にも話さないつもりだ。

　やっぱりテントっていう物が作られれば、キャンプしてみたいって思うようになるのは、なんか不思議だ。

　プライベート空間って、大事だよな。

　こっちに来てからそういうものがほしいと思ったことはないけど、たまーにおれもソロキャンしてみようかな。

「あるじ、さっき赤いのと何話してた」

「……とくにこれといって何も」

「るうう？」

　こんなふうにノエラがおれの行動を見ていることが多いから、なかなか一人にはなれないけど。

　おれが開店作業を進めていると、ミナが町に買い物に行くと言うので、テントをひとつ発注するようにお願いした。

「寄り合い所に行けばいいんですね？」

「うん。そこで言えば作ってくれると思うから」

「はーい。それでは、いってきまーす」

　おれとノエラはミナを見送った。

　店を開店させ、お客さんがまだまだ来そうにないので、おれは店をあとにし創薬室へ入る。

　いつかソロキャンするときに必要な道具を、こっそり作っておこう。

「あるじっ。何作る？」

　ノエラが扉からこっちを覗いていた。

「うわ、びっくりした。……店番しておいてって、さっき頼んだよな」

「る。でも、ノエラ、手伝う」

　暇だから手伝いたいらしい。

「ポーション作ろうと思って」

「──ノエラ、きっと足手まとい。店番に戻る」

　ふりん、と尻尾を翻して店のほうへ戻っていった。

「扱いやすくて助かるよ」

　おれは苦笑して、作業に取りかかった。

　テントがあるんだから、次に必要といえば火起こしの道具だ。

【着火剤】や火の生活石を使って燃やすんじゃなく、ちゃんと火花から着火させたい……！

　あえて不便になるものを作るって、これまでに全然なかった。

　火の生活石があればほんのわずかな魔力で火はつけられるし、普段の生活で不便なことは何もない。

　でも、キャンプって必要最低限の装備を持って、何もないところにあえて行くってのが醍醐味だと思う。

　もちろん【着火剤】があってもいいとは思うけど、なんというか、不便を楽しみたいんだ。




【ファイアスティックジェル：ジェル付着部分を凝固させ、付着箇所同士を勢いよくこすり合わせると火花を発生させられる】




　できた。

「これを枝か何かに塗ってこする……と」

　火花が簡単に出せるっていう寸法だ。

　新薬を持って庭に出ると、ちょうどいい枝を二本見つけて、さっそく塗ってみた。

　すると、すぐに塗った箇所が鉛色に変化する。触ってみると金属みたいに硬い。

　これでいいんだよな……。

　試しに軽くこすってみると──。

　バッッッッ！

　火花が擦った方向に向かっていくつも飛び出した。

「おっ、おぉぉ……！」

　線香花火のチリチリしたあれみたいなものが一瞬出た。

　燃え移らないように気をつけながら、おれは何度か試してみた。

「全然なくならないし、効果も落ちない。もしかして一回塗ると半永久的に使えるんじゃ……」

　これは、火の生活石に変わる新しい着火装置になれるんじゃないのか。

　火の生活石は、ミナ曰く月に二度ほど交換するらしい。

　もし料理中に切れてしまい、予備がない……なんてとき、これがあれば助かるぞ。

　思ってもみなかった形で、便利そうな薬を作ってしまった。

　まあ、火の生活石を切らさなければ、出番はないんだけど。

「赤いの、どした」

「おぉ……、薬屋、いる？」

「あるじ、ポーション作ってる。邪魔、させない……！」

「邪魔しようなんて思ってねえよ」

　そんな会話が店のほうから聞こえてきた。

「どうしたんですか、アナベルさん」

　不思議に思ったおれは創薬室から店に顔を出すと、ノエラがアナベルさんに通せんぼをしていた。

「ノエラ。通せんぼはもう大丈夫だから」

「美味の味、できたっ!?」

　そ、そういえば作ってなかった。

「あー……もうちょっとだけ時間がかかるかな」

「るう……わかた。ノエラ、それまで我慢する」

　ごめんな、ノエラ。あとですぐ作ってあげるから。

「ええと、何か買い忘れですか？」

　尋ねると、ふるふる、とアナベルさんが首を振ると、ポニーテールがゆらゆらと揺れた。

「テント、もうできた？」

「いや、そんなすぐにはできないですよ。あれ、発注してから時間かかるんですから」

「そ、そうなのか……」

　ちょっとがっかりした様子だった。

「ミナに発注をお願いしてて──あ、帰ってきた」

　買い物かごに食材をいくつか入れたミナがこちらへ歩いてきているところだった。

　あれ？　見慣れた棒のようなものを……。

「ミナー？　テントの件、どうだった？」

「それなんですが、キャンセルが一件出てしまったようで、先にどうぞ、とこちらをいただきました」

　ミナは鞄から、テントの生地を取り出した。鞄と一緒に持っていたのはフレームだった。

「よかったですね、レイジさん」

　ミナが微笑むと、アナベルさんが食いついた。

「こ────これが、あのカルタテント……！」

　おぉぉ、と感激した様子だった。

「る？」

「？？」

　ノエラとミナが不思議そうにするので、おれは今朝のことを説明した。

「アナベルさんも、テントがほしかったみたいなんだ」

　ノエラが胸を張って得意げにする。

「赤いの、赤いの。テントは、いいぞ。とてもいいもの」

　最初のモニターであるノエラが、大きくうなずく。

「狼娘、使ったことあるのか」

「ノエラ、最初。テント使ったの、ノエラが最初」

「マジかよ」

　キャンセル分だから、ちょうどよかった。

　買いにきていたので、お金がないなんてことはなく、おれはアナベルさんから代金を受け取る。あとで寄り合い所に持っていこう。

　ミナからテントを渡されたアナベルさんが驚いていた。

「これが、テント……。めちゃくちゃ軽いんだな。すげぇ……」

　こうして目の前でリアクションされるのは、やっぱり嬉しい。

　おれ一人で作ったものじゃなく、みんなで作り上げたものだからなおさらだ。

「組み立て方は、難しくないので」

「わかった。シンプルだからアタシにもわかると思う。……世話んなったね」

　帰ろうとするアナベルさんをおれは呼び止めた。

「あの、ちょっと待っててください」

　おれは急いで創薬室に行き、さっき作ったばかりの【ファイアスティックジェル】を手にすると、戻ってアナベルさんに渡した。

「これがあれば、火の生活石なしで火をおこせます。よかったら試してみてください」

「こんなもん、いつの間に…………あ、ありがとう……」

「いえいえ、おれも興味があったんで。今度行ったら、感想聞かせてください」

　うん、とうなずいたアナベルさんが、テントと【ファイアスティックジェル】を持って去っていった。

「アナベルさんも、冒険するんでしょうか……？」

　と、ミナは首をかしげていた。

「一人で使いたいみたい」

「お一人で……？」

　ますますわからなさそうにミナが首をかしげる。

「あるじ、ポーション、早く作る」

　ノエラがそう急かすので、はいはい、とおれは創薬室に戻っていった。










11　余計なことをしゃべってしまう




　畑で栽培している薬草を摘み終わり、おれは木陰で腰を下ろして休んでいた。

　いい天気……。

　栽培日和だ。

「あるじ。これ」

　一緒に来ていたノエラが、すっと飲み物を差し出してくれた。

「まろみ水。飲む」

「ああ。【浄水薬】を使った水ね。ありがとう」

　家から持ってきたものだから、少しだけぬるくなりかけていたけど、喉が渇いていたから十分うまい。

　店番はエジルとミナの最強コンビだし、もうちょっとゆっくり休んでから帰ろう。

　ノエラも気持ちよさそうに大の字になっている。

　ぴこぴこ、とその耳が動いた。

「る？」

「どうした、ノエラ」

「騒ぎの声」

　そんなの聞こえる？

　耳を澄ましても全然。

「あっち」

　起き上がってすたすたと走っていくノエラ。

　気になったおれもあとを追いかけた。

「姐さん、やめてください！」

「うるせぇ！　非番の日にアタシがどこで何しようが勝手だろうが！」

「だからってそんなたくさん──」

　ノエラが言った通り、アナベルさんと副団長のドズさん、あと数人の傭兵団員が揉めていた。

「あー！　レイジの兄貴！」

　ドズさんがおれに気づくと、他の団員たちが「ちーす」と挨拶をしてくれた。

「こんにちは。どうしたんですか」

「聞いてくだせぇ、兄貴……姐さんが……」

「薬屋にいちいち報告してんじゃねえ」

　反抗期の不良娘みたいに、アナベルさんはツンツンしている。

　何やら大荷物を持ってどこかへ行こうとしているようだった。

「姐さん──家出する気でしょう!?」

　ドズさんが言うと、心配そうにしていた団員たちもうなずく。

「は、はぁぁぁあ!?　しねえよ、んなこと！」

　ゲシ、とドズさんを蹴るアナベルさん。

　アナベルさん、現代では完全に嫌われるタイプの上司だ……。

「へへへ」

　でも、ドズさんが喜んでるから、これはこれでいい、のか……？

「ドズの兄貴ばっかずりーっすよ！」

「姐さん。家出するんなら、まずオレらのケツを一発ずつ蹴ってからにしてくだせぇ！」

　うん。

　家出したくなるのも、わからないでもないぞ。

「家出じゃねえってなんべん言やわかんだ」

　はぁ、とアナベルさんはため息をつく。

　背負っている鞄はパンパンに膨らんでいて、よく見るとテントのフレームらしきものが顔を覗かせている。

「あー。もしかして、キャンプですか？」

「ああ。一人になりたくてさ。こいつらがうるせえから。おちおち休めねえんだ」

　見ての通りアナベルさんは慕われまくり。

　傭兵団の兵舎で一日を過ごすことになれば、入れ替わり立ち代わりで部下がやってくるという。

　そりゃ、一人の時間がほしくなるのもわかる。

「姐さんが一人でキャンプなんかできるはずがねえ」

　ドズさんが首を振った。

「やってみねえとわかんねえだろうが！」

「わかります。ロクに料理もできねえんだ……。腹減らしてトボトボと帰ってくるところが目に浮かびます」

　うんうん、と団員たちも同意する。

「……」

　自分でも想像がついたのか、アナベルさんは全然否定しなかった。

「レイジの兄貴。もしお時間あったら、姐さんについていってやってくれませんか」

「──おまっ、な、何を、頼んでっ……、そ、そんなの迷惑だろうが……っ」

「赤いの、顔赤い」

　ノエラがさらりと指摘する。

「レイジの兄貴がついていてくれるんなら、オレたちは安心して送り出せるんでさぁ」

「だ、ダメだ、そんなの、いきなり……！　こ、心のじゅ、準備ってもんが……おまえ……」

「赤いの、何だかんだ言いながら、嫌がらない」

　またノエラがさらりと指摘する。

「お願いします、レイジの兄貴。お手数だとは思いますが、姐さんの面倒、ちょっとだけ見てやってくれませんか」

「だから、おまえ……そんな、おまえ……」

　ドズさんを止めようとするアナベルさんは、ちらちらとおれの様子を窺っていた。

「いいですよ。今日は営業してますけど、のんびりできそうですし」

　創薬はもう済んでいるし、商品がなくなって困ることもないだろう。

「い、いいのかよ？　アタシ、ポンコツかもしんねえぞ？」

　もじもじしながら自信なさげに言うアナベルさん。

「いつも自信満々の姐さんが、しおらしい」

「可愛い」

「恥ずかしがっているところもまた良き」

　様子を見た団員たちがニマニマしていた。

「いいですよ。気にしません。おれもどれほど役に立つかわからないですし。そのへんは協力していきましょう」

　全面的に承諾すると、ドズさんが笑った。

「レイジの兄貴になら、姐さんを任せられます」

「「「レイジの兄貴、姐さんをお願いします」」」

「はい。こちらこそお世話になります」

　こうして、アナベルさんのキャンプに同行することになった。







「ここらへんにしようか」

「そうですね」

　ドズさんたちとノエラと別れてから三〇分ほど歩き、おれたちは小さな湖のほとりまでやってきた。

　ノエラは、『ノエラ、まだ、今日ポーション飲んでない……！』と深刻な顔で言って店へと戻っていった。摘んだ薬草も運ぶようにお願いしていた。

「ええっと、まず何すんだっけ？」

「テントを立てましょうか」

「そ、そだな」

　困ったときに助言してほしい、とアナベルさんに言われたので、お節介は焼かず、訊かれたことにのみ答えるようにしていた。

　アナベルさんは鞄を漁って、買ったばかりのテント一式を出し、不慣れながらも組み立てていく。

「ここが……あ、こうなってんのか。そしたら……」

　ぶつぶつ言いながら手を動かすと、着実にテントは完成に近づいていった。

「でも、おれがついて来てもよかったんですか？」

「えっ…………あ、ああ……うん。全然……いい」

　声ちっちゃ。

　おれの目線から逃げるように、テントの後ろに回り込んだアナベルさん。

　一人になるためのものだから、お邪魔だったんじゃないかと思って心配だったけど、大丈夫だったようだ。

　組み立てているテントに隠れたままのアナベルさんが、その作業を終えた。

「できた、のか……？」

　首をかしげるので、確認してみると問題なさそうだった。

「はい。できてますよ」

「すげーな。こんなに簡単でしかも軽い」

「冒険者に使ってもらうために作ったので、そのへんはこだわりですね。雨にも負けません」

　そいつぁいいや、と満足げなアナベルさん。

　ごそごそ、と鞄を漁って、この前おれが渡した【ファイアスティックジェル】を取り出した。

「こいつで火がつけれるんだったな」

　訊いているというよりは独り言だったので、おれは心の中でうなずいた。

「おれも薪にできそうなもの集めますよ」

「助かる」

　おれたちは無言で燃えそうなものを探す。乾いた枝があったので、それをいくつか拾ってテントに戻った。

　アナベルさんは枯草を拾ってきていたので、火起こしは問題ないだろう。

　教えた通りに【ファイアスティックジェル】を使うアナベルさん。

　枝の鉛色に変色した部分を勢いよくこする。

　バッ、と火花が散って枯草に飛び、白い煙が立ち上る。

　傭兵稼業をしているだけあってか、このへんは手慣れているアナベルさんは、ふーっと息を送る。すると、すぐに小さな炎が煙とともに顔を出した。

「魔力要らずでこんなに早いんだな」

　アナベルさんは驚いたように火花を作り出した枝を見つめる。

「生活石って、少しだけ魔力を使うだろ？　戦う必要がないやつは生活石で十分だろうけど、そうじゃないやつからすりゃ、余計な消耗って避けたいんだ。その点、これはかなりいいよ。長時間外で活動しなくちゃいけない冒険者にも、ありがたがられるはずだ」

　なるほどな。

　そういう視点であの薬を見たことがなかったから、新しい意見だった。

　おれは、パキ、と枝を折ってまだ小さな焚火の中に入れていった。

「ドズさんたちが心配してましたけど、大丈夫そうですね」

「アタシだって、ガキじゃねえんだよ。こんくらいはできる。あいつらが過保護なんだ」

　苦笑しながら、アナベルさんは持ってきていたポーションをちびりと飲んだ。

　丸太があったので、おれは焚火のそばまでそれを転がして、椅子の代わりにした。

「アナベルさんも、どうぞ。ちょっと窮屈かもですけど」

　隣を叩くと、アナベルさんは首を振った。

「い、いいよ。アタシはここで」

「そうですか？」

　お尻痛くならないのかな。

　本人がいいって言ってるんだから、いいのか。

　アナベルさんが持ってきた鞄の口が開きっぱなしだった。

　……ん？　茶色くて大きな物が入ってる？

　気になったおれは、じーっと見ていると、何なのかわかった。

　……もしかして、あれ、ぬいぐるみなのでは。

　茶色くて丸っこい耳がふたつ……大きめのクマのぬいぐるみでは。

「こうして地べたに座って焚火を見ていると、流浪の日々を思い出すよ」

　懐かしげに炎を見つめているアナベルさん。

　なんか過去のことに触れるタイミングっぽいけど、ぬいぐるみが気になる。

「伯爵に警備として雇われるまでは、赤猫団は、他の町に滞在したり、盗賊からその町を守ったりしながら、その日暮らしで転々としてたんだ」

　焚火の様子を見ながら、枝をまた一本放り込んだ。

　こんな真面目な顔で昔の話をしているのに、この人、ぬいぐるみ持ってきてるんだよなぁ。

　キャンプに一番要らないと思うんだけど。

「野宿なんて当たり前で、水で空腹を満たすこともたくさんあった。風呂なんてロクに入らねえし、水浴びがときどきできりゃ上等ってもんさ」

　そんなワイルドな流浪の生活をしていたのに、ぬいぐるみを持ってきちゃってる──。

　なぜなのか。

　寂しかったのかな。

　一人を望んでいるけど、孤独は嫌い、みたいな。

　アナベルさんがちびりと飲んでいるのはポーション。

　雰囲気的にウイスキーだったら満点だと思った。

「バルガス伯爵とは、顔見知りだったんですか？」

「いや。たまたま今の町に滞在してて、それを知ったあの伯爵から声をかけてもらったんだ。報酬は今までもらった中でも一、二を争うくらい安いし、何で引き受けちまったんだろうって思うときもあったっけな」

　それでも、アナベルさんはカルタの町で警備の仕事を続けている。

　ていうか、アナベルさんっていくつなんだろう。

　ドズさんたちに姐さんって呼ばれているから、もう三〇を超して……。

「……」

　冷たい目をするアナベルさんが、おれをじいっと見つめていた。

「何か変なことを考えてないかい」

「イエ、ナニモ」

「報酬は安いけど居心地は悪くないんだ。あの町は」

「わかります」

　町のみんながいい人で、賑やかな町でもないから足りない物もたくさんあるけど、不思議とそれを不便に思わない。

「それで、居着いちまった。うちの野郎どもも不満はないみたいでね」

「アナベルさんがポーション飲みまくっていなければ、でしょ」

「前の話を持ち出すんじゃねえよ」

　試供品を赤猫団に渡して感想をもらうことを条件に、ポーションを毎日アナベルさんに渡すようになっていった。

　焚火の前でやることがないとこんな話をしてしまうんだなぁ。

　普段店にいたら、しないもんな、こういう話。

　そんな空気にもならないし。

「薬屋は……どうしてこの町に？　あ……話しにくかったらいいんだ。話さなくても」

　無理に踏み込まない気配りをみせるアナベルさん。

「話しにくいことはないですよ」

　と、前置きをしながら、ちょっとだけ考える。

　転移して創薬の能力が身についていた──なんて、信じてもらえるはずもない。

　そのへんは伏せてノエラとの出会いからをおれは話した。

　アナベルさんは、へえ、とか、ふうん、と相槌を打ちながら聞いてくれた。

「じゃ、リンドッグ……王都リンドッグには行ったことないのかい？」

「王都はないですね」

　旅なんてロクにしないから、おれが行ったことのある町はかなり限られる。

「いつか行ってみな。薬のことも、勉強になることがあるかもしれない。アタシだったら王都で店を構えて、バカ貴族どもにめちゃくちゃ高い値段で薬を売りつけるんだがな」

　ククク、とアナベルさんは低い声で笑う。

「そんなこともできるはずなのに、この町にとどまってみんなのために薬を作ってるあんたは、物好きっていうか、偉いんだな」

「褒められるようなことはしてませんよ」

　そんなストレートに言われると、照れる。

　けど、王都か。

　いつか行ってみたいな。

　日本にいるときも、旅行に行く数は少ないほうだったから、行ったことがない国や町だらけだった。

「訊けねえから訊くけど……」

「ああ、はい。何ですか？」

「け。……結婚とか、すんのかい」

「へっ？」

　質問が意外すぎて、すぐに反応できなかった。

　これが、キャンプの魔力か？

　普段、言わないような昔話を語り合って、プライベートな領域に踏み込む……。

　さっきは、言いにくかったら話さなくてもいいって言ってたのに。

「あ、相手がいないですよ」

「そうかい？　選び放題かとアタシは思ってたんだが」

　いやいやいや、とおれは強く否定した。

「そんなわけないでしょ」

　いきなり何を言うんだ、この人は。

「アナベルさんだって、そういうの、ないんですか？」

　お返しに訊いてみた。

「ない」

　早っ。即答だ。

「アナベルさん、いい奥さんになりそうですけどね」

　面倒見はいいし、傭兵団をやっていたこともあって肝も座ってそうだ。

「なっ……は？　な、殴るぞっ！」

　恥ずかしそうに顔を赤くするアナベルさん。

「なんで!?　褒めたのに!?」

「うるせえ」

　焚火をつついた枝で、今度は地面をつついた。

「あいつらが心配するくらい、料理はからっきしだし、買い被りすぎだ」

「覚えたらいいんですよ。最初から得意な人はいませんから」

「そ、そうかい？」

　うん、とおれはうなずく。

　徐々に日が傾きはじめた頃、狼モードのノエラがこっちにむかって走ってきた。

　背中に鞄を背負っている。

「ぐるうー」

　たぶんおれのにおいを辿ってきたんだろう。

　到着すると、人型の姿に戻った。

「あるじ。ご飯の時間」

「呼びにきてくれたのか。ありがとう」

　もふもふ、とノエラの頭を撫でる。

「ミナのご飯、今日も美味しそう」

「そりゃ楽しみだ」

「赤いの。これ」

　鞄の中から、ノエラがパンと笹で包んだ肉料理を渡した。

「これ、食え。ミナから」

「なんだよ……。借りができちまったらしいな」

　食べ物について何かあてがあったわけではないらしく、アナベルさんは素直に受け取った。

　同行してくれ、とドズさんたちに頼まれたけど、アナベルさん一人でも問題があるようには思えなかった。

「じゃあ。アナベルさん。おれはここでお暇します」

「ああ。世話かけたね」

「いえ」

　クマのぬいぐるみを持ってきているし、寂しいってこともないだろう。

　ノエラが手を振った。

「赤いの、またな」

「おう」

　おれは小さく会釈をして歩き出す。

「……結婚しねえよなそりゃ。もうしてるみてぇなもんだし」

　後ろからぼそっとアナベルさんの独り言が聞こえた。

「腹減ったなー。ノエラ、飛ばしてくれるか」

「るっ。任せろ！」

　狼モードになったノエラの背に乗って、おれは夕日に染まる原っぱを町へと帰っていった。










12　飲んで乗る




「ごめんくださいませ～。わたくしが来ましたわよー！」

　少しおれが席を外していると、店のほうから声がした。

「お。なんだ、エレインか。いらっしゃい」

　ふふん、と得意げに肩に乗った髪の毛を払って、おれが椅子を出すのを待っている。

　そこにあるだろ、椅子。

　ポーラやアナベルさんたちは、長居するときは勝手にカウンターの向かいに置いてよく座っている。

　大した用じゃないのかもしれないから、放っておこう。

「ノエラは今日は出かけてるぞ」

　ビビの家こと湖まで遊びに出かけている。

「ノエラさんではなく、レイジ様ですわ」

「え？　おれ？　何か買いにきたの？」

「実はわたくし、馬車で長距離を移動するのが苦手なのです」

「お尻が痛くなるから？」

「それもありますけれど……その……よく気分が悪くなって……」

　いいにくそうに口ごもるエレイン。

　そういや、この前スピードを出した馬車から降りたときに、酔ったって言ってたっけ。

「着いたときにはもうフラフラで、晩餐会に顔を出す余裕なんてありませんの……」

「この前もグロッキーだったもんな」

「はい……。平坦で整備されている道だけを進むのなら、まだいいのですが、場所によってはずっとガタゴト、と飛んだり跳ねたりしますの。そうなったら、もう……」

　想像するだけで嫌なのか、エレインが顔をしかめている。

「一度、ノエラさんに頼んでグリ子さんに乗せてもらって空を飛んだことがありますの。怖い以前に、気分の悪さが勝ってしまって、ノエラさんやグリ子さんを心配させることになってしまいましたの……」

　馬車だけでなく、乗り物全般に弱いのかな。

「もしかして、船もダメ？」

「いっっっっちばんダメですわ！」

　力強い主張だった。

　よっぽど苦い経験があるんだろう。

「実は、来週に港町まで行って、そこの領主が作った大型船の竣工式とパーティがありますの」

　おれはこれまでの話でなんとなく予想ができた。

「まさか、パーティって船上？」

「ええ……」

　エレインが遠くを見るような目をする。

　苦手なエレインには地獄のようなパーティなんだろう。

「レイジ様……わたくし、あの町に行きたくありません……！」

　つっても、この様子じゃ回避はできないイベントなんだろうな。

「お父様もお母様も、いつもよくしてくださる方からのご招待なので、こればかりは欠席するわけにはいかない、と言って聞いてくれませんの」

　やっぱりそうか。

　貴族の繋がりっていうやつは面倒くさいなぁ。

　仮病とか使っちゃえばいいのに、とおれは思ってしまう。

「よし、わかった。エレインの気分が悪くならないような薬を作ればいいんだな？」

「違いますわっ！　一体何を聞いていらしたのですっ」

　ぷんぷん、と怒りはじめてしまった。

　あれ。違うの？

　もじもじしながら、エレインはおれをちらちらと見る。

「れ……レイジ様にも……ついてきてほしいんですの……」

「ごめん。仕事あるから、エレインだけでも楽しんできたらいいよ」

「丁寧にお断りされましたわぁ────！」

　ガガーン、とショックを受けた様子のエレイン。

「あと──一体いつになったら椅子を出してくれますのっっっ!?　わたくし、立ちっぱなしですのよ、ずっと！」

「座りたきゃ、そこに椅子があるんだから座ればいいだろ？」

　頬を膨らませたままのエレインは、頑なにその場を動こうとしない。

　おれは仕方なく椅子を出して、「どうぞお嬢様」と言ってやった。

「おほん。では、失礼いたしますわ」

　ちょこん、と座って満足気にする。

「おれを誘いに来たんなら、もう用事はないんじゃないの？」

「ありますわ。レイジ様にご同行いただけないのなら、気分が悪くならないようにする薬を作っていただかないと」

　結局そうなるのかよ。

「おれがいても、気分は悪くなると思うよ」

　おれにそんな酔い止め効果なんてないし。

「……レイジ様が隣にいらっしゃれば、よ、酔ってなんていられませんもの。気も紛れますし」

　そうかな？　とおれは首をかしげる。

「じゃ、ちょっと作ってみるから、待ってて」

「かしこまりましたわ」

　エレインを店に残し、おれは創薬室へ入った。

　おれは乗り物酔いをするほうじゃなかったからわからなかったけど、やっぱり辛いみたいだ。

　しかも今回の場合だと、馬車移動で酔う、辛い。船上でパーティで揺れる、辛い。

　っていう流れになるだろうから、パーティの参加はとくに気が進まなかったようだ。

「我がままお嬢様のために一肌脱ぎますか」

　この世界だと、庶民は乗り物にほとんど乗らないから要望がなかったのもうなずける。

　ストックしてある素材をいくつか選び、創薬スキルの手順に従い新薬を作った。




【ノンデノル：神経機能を正常に保つ効果と胃粘膜への麻酔作用があり吐き気を抑制する】




　名前、そのままな新薬ができたな。

　おれは苦笑しながら、新薬の入った小瓶を持って、店へ戻る。

「エレイン、できたよ」

「もうできましたの？　相変わらず早いんですのね」

　新薬を作るガイドもそうだけど、創薬の早さもスキルの魅力のひとつだ。

「これを馬車や船に乗る前に飲んでほしい」

「わかりましたわ」

「試しに、グリ子に乗ってみよう」

「わ、わかりましたわ……」

　おれたちは外に出て厩舎までいき、グリ子を外に出した。

「グリ子、飛んでくれるか？　エレインが、酔わないかどうか試したいんだ」

「きゅぉ」

　こくこく、とグリ子はうなずいた。

「ひ、一人は嫌ですわよ。レイジ様も一緒でないと」

「おれも？　まあいいけど」

　了承すると、エレインがくいっと小瓶を傾けて一気に飲む。

　いい飲みっぷりだ。

　おれが最初に跨り、手を取ってエレインをおれの後ろに乗せる。

「れ、レイジ様……わたくし、どこに掴まれば」

「服の裾とか？」

「情緒がありませんわっ！」

　秒で却下された。

　何だよ、情緒って。

　結局、エレインはおれの腰にしがみついた。

「エレイン、いい？」

「はい」

　グリ子のお腹を軽く踵で蹴ると、バサバサと翼を動かし、助走に入り、そして宙に浮いた。

「きゃー！　きゃー！　怖いですわぁぁぁぁぁぁぁああ！」

　おれにぎゅっとしがみつくエレインは、絶叫系マシーンを楽しむ中学生みたいだった。

　怖い……あ。さっき、酔いが勝って怖がるどころじゃなかったって言ってたな。

　てことは、効いてるんだ。

「エレイン、気分はどう？」

「レイジ様をぎゅっとしてしまうなんて、わたくし、ハレンチですわぁぁぁあ！　ドキドキしますの！」

「いや、そういうんじゃなくて……」

　酔っているかどうか訊きたいんだけど。

「グリ子、旋回したり上下に飛んでくれる？」

「きゅー」

　了解ーとでも言ってそうなグリ子が、指示通りに飛ぶ。

「全然気になりませんわ。前は浮遊感のようなものがしただけで気分が悪くなったのに」

「ちゃんと効いているみたいでよかったよ」

　グリ子に着陸してもらい、おれはエレインをグリ子から降ろしてあげた。

「ありがとな、グリ子」

「きゅきゅぉー」

　よしよし、と頭を撫でる。

　降ろすタイミングで握った手を、エレインはずっと握っていた。

「ノエラさんがいない今がチャンスですの……！　レイジ様と何かしているのを見かけたらすぐに怒りますのよ？」

　不満げにエレインは言う。

「そろそろ離してもらわないと──」

「お断りですわっ」

　何でだよ。

「ガルゥゥッ！」

　獣の唸り声が聞こえると、背中にビビを乗せた狼ノエラがこっちに走ってきていた。

「わ、わわわ、ノエラちゃん、そんなスピードを出すと、おっこっちゃ──ふぎゃ!?」

　ビビが振り落とされた。

「ガル、ガウウウ！」

「で、で、出ましたわぁぁぁぁ!?」

　エレインがおれの周りをくるくると逃げるので、怒るノエラもおれの周りをくるくると回ることになった。

「ノエラ、ストップ」

　急ブレーキをかけたノエラが、狼型から人型に戻った。

「あるじっ。マキマキとくっつくダメ！」

　腕でバツマークをするノエラ。

「ちょ、ちょっとくらいいいじゃありませんの！」

「ダメ！　あるじ、ノエラのあるじ」

　と言って、ノエラは一歩も譲らなかった。

「もお、ノエラさんの束縛魔！」

　エレインも応酬をはじめて、キャンキャンと言い合いがはじまった。

　……おれのことはいいから、ちょっとくらいビビの心配しろよ。

「今日のところは、これで帰りますわ。レイジ様、お薬、ありがたく使わせていただきます」

　御機嫌よう、とエレインは馬車に乗って去っていった。

「マキマキ、油断ならない」

　やれやれ、とノエラは首を振った。







　後日。エレインが報告に来てくれた。

【ノンデノル】の効果は抜群で、乗り物酔いに悩まされることはなかったそうだ。エレインが乗り物酔いを克服しているのを見かけた人たちと会話をしていると、意外と同じ悩みを持っている貴族がたくさんいたという。

　それを聞いたおれは、その人たちに向けて【ノンデノル】を開発すると、【ノンデノル】は貴族御用達の薬として、酔いに関する悩みを解決していったという。










13　空前のブーム




　ビビの湖で遊んだことを、晩ご飯を食べながらノエラが教えてくれた。

「泳いだ。湖」

「へえ。やっぱノエラって運動神経いいよな」

「る。ノエラ、褒められた！」

　狼でもあるんだから、教わらなくても泳ぐことはできるのかもしれないけど。

　弓も見様見真似で上手くこなすもんな。

　ノエラは、泳いであっちに行き、こっちに行き、とビビとの水泳を楽しんだという。

「ノエラさん、ビビさんがいるとはいえ、いつか溺れちゃいますよ？」

　ミナは心配そうだった。

「ノエラ、溺れない」

「そうですか？」

「る」

　うむうむ、と自信ありげにうなずく。

「溺れたら、大変なんですよ？」

　……何で溺れるのが前提なんだろう。

「泳いだらいいんじゃないの？」

　おれが疑問を投げかけると、首をかしげられた。

「泳ぐって……そんな動物やお魚みたいにできないですよ」

　さも当たり前かのようにミナは言う。

「え？　ミナって泳げないの？」

「泳げませんけど……？」

　きょとんとした顔をされた。

　何かおかしいの？　とでも言いたそう。

「あ、そっか──」

　学校の授業で習うから泳ぎ方を知っているけど、それがなかったらおれもたぶん泳げてない。

　習わないんだ。

　この世界の人たちは。

　漁師だったり、川や湖や海の近くで育てば、遊びで泳ぎを覚えることもあるんだろう。

　けど、そうでない人は、泳がなくても日々困ることはない。

　実際おれも最後に泳いだのっていつだっけ？　ってレベルで泳いでいない。

「レイジさんも泳げないですよね？」

「いやいや、おれはできるよ」

「え～～～～！　意外です」

　何でだよ。

　あ……海や川の近くで育った人じゃないと泳がないイメージなのか。

「レイジさんって、海の男だったんですね」

「そういうわけじゃないよ。でも、ミナ。もし何かがあって川に落ちちゃったらどうするの」

「溺れます」

　当然かのように言われた。

　もうちょっと抗おうぜ。

「だいたいの人は溺れます」

「ミナ、溺れたら、ノエラ、助ける！」

「ノエラさんありがとうございますー！」

　ぎゅむう、とミナがノエラを抱きしめた。

「おれも助けようとはするけど、何かあったときのために覚えておいたほうがよくない？」

「レイジさん、わたしは、川や海に落ちる予定があるんですか？」

　ドッキリを先回りしたような言い方するなよ。

「ないよ。ないけど、もし周りに誰もいなかったら死んじゃうよ」

「もう死んでますよ？」

「そうだった」

　ミナってそういう意味では無敵だった。

　じゃあ、別に泳げなくたっていいのか？

　おれも泳げたから何か得したり助かったりしたことはないし……。

　でも、もしミナが目の前で溺れたら、死んでるとか死んでないとか関係なく、おれもノエラも助けようと躊躇せずに飛び込むと思う。

「みんなそうなの？　アナベルさんやポーラや、エレインたちも」

「アナベルさんは傭兵さんなのでわかりませんけど、ポーラさんやエレインさんは、間違いなく泳げないと思いますよ」

　どうやら、泳げないのは一般的なものらしい。

　ビビは、湖生まれの精霊育ち、泳げるやつはだいたい友達って感じだもんな。

　そういう感じってだけで、正直ビビの出自は知らないけど。

「やっぱり泳げたほうがいいって」

「そうでしょうか」

　重要性を感じないらしく、ミナは首をかしげる。

　メリット……。

　泳げたほうがいいメリット……。

　何かないか？

「ノエラ、泳ぎまくった。とても疲れた」

　あ。それだ！

「ミナ」

「はい？」

「泳ぐっていうのは、腕も足もたくさん使うんだ。全身運動ってやつで」

「はぁ……？」

「──だから、すごくダイエットにいい」

　コト、と持っていたスプーンを置いて、ミナが黙り込んだ。

　反応を待っていると、真剣な目をして言った。

「やりましょう。泳ぎましょう」

　泳ぎを教えよう、と思ったけど、もっと手っ取り早い方法があった。

「薬、作れるらしい」

「え、そうなんですか!?」

「うん。泳げるようになる薬。作れるみたいだから、今度作っておくよ」

「わかりました。レイジさん、何卒よろしくお願いいたします」

　ダイエット戦士から、やたら丁寧にお願いをされた。







　おれはノエラとミナを連れて、森にあるビビの湖までグリ子に乗ってやってきた。

「レイジさん、これを飲んだら本当に泳げるようになるんですか？」

　おれが渡した新薬【スイット】を手にするミナは不安そうだった。




【スイット：魚類の本能入り。飲むだけで最低限の泳力が身につく】




「そのはずだよ。おれが試してもいいんだけど、元々泳げるから、意味なくて」

　ノエラも同じく。

「る。る。るー」

　ぽいぽい、ぽいっ、とノエラが服を脱いでいく。

　ノエラはあらかじめ水着を着ていたらしく、ぱしゃぱしゃ、と湖の水を手に取って体にかけている。

「……ノエラ、一気にバシャーンって入るんじゃないんだな」

　意外。

　はしゃいでバシャーンって水しぶきを上げそうなのに。

　ノンノン、とノエラは人差し指を振る。

「あるじ。それ、ダメ」

　湖の生物を驚かせるから、とかそういう理由かな？

「ノエラの、体、驚く。心臓、きゅぅってなる」

　泳ぎに関しては慎重派だったらしい。

　水面からビビが顔を出した。

「やっほー。みんないらっしゃい。みんなが今日来てくれるの、ボクすごく楽しみにしてたんだ」

「泳ぐだけだから、遊ぶわけじゃないぞ？」

「どうしてすぐそういうこと言うんだよぉぉう！」

　わぁん、と喚くビビ。

　からかうのはこのへんにしておこう。

「レイジさん、準備万端です」

　物陰で着替えたミナが、水着姿で現れた。

「ミナちゃんって色白なんだね～。ボクといい勝負だ」

　と、ビビが言うけど、なるべく見ないように努力した。

「では、飲みます」

　ぐびり、とミナが【スイット】を飲んだ。

「これで痩せるんですね、レイジさんっ」

「違う違う。泳いだらな？　痩せるのは」

　飲んだだけじゃ痩せねえよ。

　すぐ楽しようとするんだから。

　うんしょ、よいしょ、とミナが準備運動をする。
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「でも、わたし以外で試すことは難しかったでしょう」

　どうして？　って思ったけど、掘り下げるのはやめておいた。

「どうして？」

　と、ビビが訊いた。

「だって、もし溺れてもわたしなら大丈夫ですから」

「どうして大丈夫なの？」

「こら、それ以上訊くんじゃない」

　おれがビビを窘めると、「えー？　どうして？」と首をかしげるビビ。

「だって、わたし……もう死んでますから。それなら、溺れてしまっても大丈夫ですよね♪」

　予想通りの回答を、ミナが明るーく言ったけど……。

「え」

　ビビは真顔。

　知らないんだっけ。

「え。何、何それ。どういうこと!?」

「まあ、細かいことをそんなに気にすんなよ」

「細かいことなのそれっ」

　湖に入っていたノエラが騒ぐビビの肩を叩く。

「細かいこと」

　断言しよった。

　うちの店は、幽霊がいたり魔王がいたり精霊がいたりする不思議なメンバー構成だからなぁ。

　ペットは犬や猫じゃなくてグリフォンだし。

　ミナが実はもう死んでいるなんて、よそなら大ごとだろうけど、うちでは細かいことだ。

「だから肌が白いんですよ、ビビさん」

「……」

　ビビが白目を剥いてブクブクと沈んでいった。

　この話は夢だったってことにしといてやろう。

「では、入ります」

　足をつけているだけだったミナが、座っていた縁から離れた。

　すいー。すいすいー。

　平泳ぎをするミナ。

「あっ！　す、進んでますー!?　これは、泳げていると言っていいんじゃないですかー!?」

「よかった」

　魚類の本能入りってあったから何かと気になったけど、草食動物が生まれてすぐ立ち上がるのと同じように、水泳が当たり前のようにできるっていう意味だったらしい。

「ミナ、競争」

「わたし、まだ慣れてないので」

「あるじ、競争」

「ちょっと待ってて」

　どれくらいの泳力かわからないので、教える必要があるかも、と思ったおれも水着を持ってきていた。

　物陰で着替えていると、じいーっとグリ子がおれを見ていた。

「何？」

「きゅお……っ」

　恥ずかしそうにグリ子は目を背けた。

「泳ぐって、こういうことなんですね、レイジさーん。すごいです。気持ちいいですー」

　湖のほうでミナが感嘆の声を上げている。

　物陰から出ると、ノエラがおれを急かした。

「待てってば。準備するから」

「ノエラ、負けない」

「うん。たぶんおれは負けると思うよ」

　もう何年振りだろう。

「るう……。あるじ、そこ、張り合わないと、ノエラ、やる気出ない」

「いや、知らねえよ」

　ミナはというと、のんびりとした平泳ぎをずっと繰り返している。

「こ、これで痩せるんですね、レイジさんっ！」

　ミナの目的は一貫してそれだな。

　おれは苦笑しながら、ノエラとレースの準備をした。

　軽く泳いだけど、不思議と忘れていないもんなんだな。

「るっ!?　あるじ、もしや速い……!?」

　と、警戒するノエラが、やる気を一層出した。

　縁に集まったおれとノエラはミナの合図で一斉に泳ぎはじめた。

　結果はほぼ同着。

　手足の長さでどうにか勝負になったけど、純粋な泳力はノエラのほうが完全に上だろう。

「あるじ、やるな」

「ありがと。案外泳げた」

　あー。体が早くも重い。

　これは、明日は筋肉痛だな……。










14　熱中症




　おれがカウンターから店の外を眺めていると、ぼんやりと陽炎が揺らいでいた。

「暑いわけだ……」

　そりゃお客さんは来ないよな。

　キリオドラッグは微妙に町外れにあるし、家から出るのも今日は億劫になるのもわかる。

　ノエラはモフモフなのにくっついてこようとする。普段はいいけど夏場は勘弁してくれ。

　汗で肌はベタつくし、飲んでも飲んでも喉が渇く。

　ん？　こんな暑いのに、お客さんだ。

　ふらふら、と歩いてくるのが目に入った。

　わざわざこんなときにやってこなくてもいいのに。

「レイジ……」

　やってきたのは、エルフのリリカだった。今にも干からびそうになっている。

「いらっしゃい。どうしたんだよ。こんな暑いのに」

　リリカは店内を見回してガッカリする。

「ここは……少しも涼しくないのね……」

「悪かったな。古いんだよ。建物自体が」

　涼みに来たのか？

　せっかく来たんだから、ちょっとくらいもてなしてあげよう。

　おれはポーラとのコラボ商品である回転式冷却器を用意した。

　箱に【冷却ジェル】を入れ、その中にある鉄製の容器にぬるくなっているブドウジュースを入れる。

「何をしているの？」

「おれなりのおもてなしだよ」

　回転式冷却器についているハンドルを回すと、箱の中の容器がぐるぐると回りはじめた。

　コップを用意して開けた容器の中に入っているジュースを流し込む。

　容器はかなり冷たく、何秒も触っていられないほどに冷え切っていた。

「どうぞ」

「ブドウ、ジュース？」

　回転式冷却器の力はすさまじく、ジュースが三割ほど凍っていてシャーベットのようになっていた。

「ぬるくならないうちにどうぞ」

「え、ええ」

　コップを持ったリリカの細い眉が動き、コップを傾けてジュースを飲んだ。

「あ、つ、冷たい……冷たくておいしいわ」

「すげーだろ」

　作った職人さんたちに感謝だ。

「これすごいわね」

　干からびた顔をしていたけど、もう元のリリカに戻った。

　ちびちび、と味わうようにリリカはジュースの味と温度を楽しんでいる。

　ちなみに、おれにくっつくことを拒否されたノエラは、リビングの下にある地下室にいた。

　ミナのお母さんが部屋として使っていた地下室だ。

　あそこはかなりひんやりしているので、ちょっとした床下収納扱いをしていた。野菜や果物も日持ちさせるために置いていたりする。

「それで、今日はどうしたの？」

「森のみんなが、この暑さでどんどん倒れていってしまっているの」

「え。それ大丈夫なの？」

「しばらく安静にしていればよくなるみたいだけれど……これは、は、流行り病じゃないかって」

　リリカはすごく心配そうな顔をしている。

　流行り病……。

　そりゃ心配にもなるよな。

　しかも夏だし、食べ物が傷むのも早い。

「レイジのところから買ったポーションを飲ませてみても、改善したようには見えないし……どうしたらいいのかと思って」

　それで、森からわざわざここまで……。

「兄さんもこの暑さでダウンしてしまって、私どうしていいのかわからなくなって」

　今にもリリカが泣き出しそうだった。

　熱中症──。

　話を聞いてそれが思い浮かんだ。

　今年は例年よりも暑さが酷く、森の気温も相当高いらしい。

「森は涼しそうなイメージなんだけどな」

「ええ。ここよりはね。でも、その分みんな慣れないから」

　普段涼しいから気温の上昇率に体がついていけてないってことかな。

「おれの予想が当たっていれば、流行り病じゃない」

「ほ、本当？」

「うん。安心して。でも、実際見たわけじゃないからなんとも言えないけど。たぶん、熱中症……」

　だと思うんだけどなぁ……。

　それなら、ポーションを飲ませても意味がないのは当たり前だ。

　あれは外傷や血止めが主な効果。

　効き目があったとしたら、水分としての効果しかないはずだ。

「えっ。れ、レイジ──？　い、いきなり何を言っているの!?」

　恥ずかしそうにリリカが顔を赤くしている。

「何をって……熱中症だけど」

「ま、また言ったわっ。だ、ダメよ。お店でなんて」

「は？」

「だって、レイジ……まだ昼間で……」

　伏し目がちのリリカは頬を朱に染めて、ちらりとおれを見てくる。

「昼間だから熱中症なんだろ？」

「また言ったわ！」

「何って熱中症──」

「こんなとこでなんて、私は嫌よ。も、もっとムードを大切にしてもらわないと。は、はじめてなんだから」

　ぷい、とリリカはそっぽをむいた。

　何を言っているのかさっぱりわからん。

「──ね、チューしよう、だなんて、あなた意外とプレイボーイなのね」

「熱ッ！　中ッ！　症ッ！　だッッッッ！」

　ね、チューしよう──じゃねえんだよ！

　からかうネタみたいな聞き間違いしやがって……。

　叫んだらまた汗が出てきた。

「何よ。それ。まぎらわしい」

「症状のことを言ってたんだよ。キスをしようという誘いじゃ決してない」

　ほう、とリリカは胸を撫でおろしたようだった。

「言い方を変えてほしいわ。みんな、きっと勘違いすると思う」

「しねえよ」

　やれやれ、とおれは頭を振って、熱中症用の薬を作ることをリリカに伝えて創薬室に入った。

　今回のことを考えると、何かおかしな症状に陥ったらポーションっていうのが常識のようだ。

　何でも治るわけじゃないんだってことを、まず知ってもらう必要がある。

　素材を集めて、創薬をしていった。




【緊急給水エマージェンシードリンク：飲み水以上に体内の水分吸収に優れる。発熱、発汗等が原因による脱水症状に効く】




　もし熱中症ならこれが効いてくれるはず。

　すぐに飲むものだから、今から持っていったところであまり効き目は薄いかもしれないけど、ないよりあったほうがマシだ。

　これからもこの気温が続くかもしれないし。

　一人分しかないから、とりあえず一〇人二日分くらい作っておこう。

　量産作業が終わると、店へと戻った。

「リリカ。できたよ」

　おれは待っていたリリカに新薬を渡す。

「……水？」

「ただの水じゃないんだ。熱中症に効く特別な水だから」

「あ。お代……」

　財布を出そうとしたリリカに待ったをかけた。

「これが本当に役に立つかどうかわからないから、お代はいいよ」

「レイジってお人好しよね。私、いつか悪者に騙されないか心配だわ」

　そうかな。

　そもそもこれは試作品だし、効くかどうかもまだわかってないし、おれが勝手に診断して作ったものだから、料金をもらわないのは当然だろう。

「流行り病でないのなら、レイジも来てくれる？　私じゃわからないことだらけだから」

　うん、とおれはうなずいた。

　ミナにまず声をかけ、そのあとリビングの地下室を覗くと、ひんやりしているからかノエラが体を石の壁にくっつけて涼を取っていた。

「ノエラー？　おれ、ちょっと出かけるから、店を頼む」

「わかた」

　それから、リリカに手伝ってもらって創薬室の【緊急給水エマージェンシードリンク】を荷運び用の台車に載せてもらった。これをグリ子に引いてもらう。

　こうして準備が完了し、おれたちはリリカが住んでいる森へと向かった。







　リリカに案内されてやってきた森は、たしかにおれが知っているものと比べて暑かった。

　からり、とした暑さというよりむしむしとした蒸し暑さがある。

　グリ子は、森の入口で待ってもらうことにした。エルフたちに警戒されても困るから。

【緊急給水エマージェンシードリンク】を載せた台車はさっきまでグリ子が引いていたけど、今はおれが一人で引いている。

「どう……？　暑い、でしょ……？」

　すでにリリカがヘロヘロだった。

　どんだけ暑さに弱いんだよ。

　おれは試作品の一本をリリカに渡す。

「これ飲んで。不調を訴えなくて済むはずだから」

「あ……ありがとう……」

　瓶の蓋を取り、ちびちびとリリカは飲んでいった。

「ポーションよりも美味しくないわ」

「飲めないほどマズいわけじゃないだろ」

　ポーションをかなり薄めたような味だから、ポーションみたいな味を期待していると残念な味に感じるはずだ。

　狩りが終わったらしいエルフが一人、やっぱりヘロヘロになりながら帰ってくるのが見える。

「リリカ、これ渡してあげて」

「ええ」

　近寄ったリリカが、おれを指差して【緊急給水エマージェンシードリンク】の説明をする。

　エルフが小さく会釈をすると、飲みはじめた。

　暑さに弱い種族なんだろうか。

「レイジは、どうして普通でいられるの？」

「どうしてって……」

　暑いよ、そりゃ。おれだって。

　けど、日本の夏はもっと厳しいしもっと蒸し暑い。

　それに比べたら、ここは涼しいくらいだ。

「おれが生まれ育った場所は、ここよりもっともっと蒸し暑かったんだ」

「レイジが生まれた場所……」

　まあ、エアコンがあったから、室内に行けばほとんど暑さは凌げたんだけど。

　ガタゴト、と台車が揺れるたびに、カチャカチャと載せた薬が音を立てる。

　汗をぬぐって、さらにしばらく歩くと、リリカの村にやってきた。

　以前来たときは、もっと外に人がいたのに、今は誰もいない。

「なるべく日光を避けて影にいるようにしているの。そうしたら、自然とみんな家の中に」

　もし症状が熱中症なら、それは正解だ。

　家の中が涼しいっていうのが条件になるけど。

「中は暑くないの？」

「外に比べればマシよ」

　それならよかった。

「こんなにエルフが暑さに弱い種族だなんてな……」

　熱中症になった人に【緊急給水エマージェンシードリンク】を与えればよかった。

　でも、全員簡単になり得る。

「ううん。【緊急給水エマージェンシードリンク】はリリカに預かってもらおうかな。何かあったときは、リリカがその人に【緊急給水エマージェンシードリンク】を飲ませてあげるっていうことで」

「いいわよ、それで」

　じゃあ運ぼう。

　ガラガラ、ガチャガチャ、と音を立てながら、リリカの家へ向かう。

「兄さん？　具合はどう？」

　先に中に入ったリリカが、兄のクルルさんに様子を尋ねた。

「ああ。リリカ。おかえり。レイジちゃんはどうだった──？　僕に会いたがっていたかい!?」

「ええっと……全然。兄さんの名前は、一文字も出なかったわ」

「は────んっ!?　き、傷ついた……」

　やばい。顔を合わせれば絶対に面倒くさそうな展開になる──。

　様子を窺わないと何とも言えない──なんて医者みたいなことを言ってしまったけど、さっき見かけたエルフがそうだったし、たぶん、体調不良の原因は、熱中症だと思うんだよなぁ。

【緊急給水エマージェンシードリンク】はここに置いて、こっそりと帰ろうかな……。

「レイジ、来ているのよ」

「えっ。レイジちゃんがっ!?」

　中からリリカだけが出てくる。

　う。逃げそびれた。

「ごめんなさい、玄関先で待たせてしまって。兄さんが待っているわ。診てあげてくれるかしら」

「う、うん……おじゃまします──」

　家に入って、クルルさんの部屋らしき扉をリリカが開ける。

「……や、やぁ……レイジちゃん……」

　ベッドでげほげほ、と咳き込むクルルさん。

　……おれ、さっきのリリカとの会話聞いてるんだけど。

「……こんなところまで、はるばる、ありがとう……僕なんかのために……」

　オーーーーッホン、とすさまじくわざとらしい咳払いをした。

「に、兄さん!?　さっきまではあんなに元気そうだったのに！」

　元気そうだったっていうか、今もそうだよ。

「レイジ……兄さんは、流行り病だったんじゃ」

　深刻そうな顔をするリリカ。

　我が意を得たり、と思ったのか、クルルさんがおれの表情を窺ったのがわかる。

　おれが心配してるか確認してくるなよ。

「レイジちゃん……どうやら、僕は、もう、ダメらしい……」

「大丈夫ですよ」

「自分の体のことは、自分が……一番わかってる」

「不治の病に侵された患者みたいなセリフ、やめてもらえます？」

　この人は、まったく。

「リリカ。クルルさんが体調を悪くしたのって、いつ？」

「おとといよ」

　もし熱中症ならもう何も問題ない。

「体中の水分が出てしまうかのような、酷い汗が出たんだ」

　と、クルルさん。

　脱水症状の一種だな、たぶんそれ。

「めまいと吐き気がして、もう、フラフラで」

「レイジ……兄さんは……」

　心配そうにリリカが尋ねた。

「もう元気なんじゃないの？」

　おれがさらりと核心を突くと、クルルさんはガバッと起き上がった。

「──そ、そんなバカな話があるかいっ!?」

　いや、何で病人でいたいんだよ。

　病人設定で、おれに心配してほしいっぽいな。

「レイジちゃん……僕からの最期の頼みだ……膝枕を、して、ほしい」

「嫌です。シンプルに嫌です」

「そうかい……。ありがとう、レイジちゃん。最後に会えてうれしかったよ。もし僕が死んでも、『あのとき膝枕くらいしてあげればよかった』って後悔しないようにね」

　今度は罪悪感に訴える作戦かよ。

　この人、本当にあの手この手だな。

「……もしっていうか、死なないですよ。この程度では」

　やれやれ、とおれはため息をつく。

「【緊急給水エマージェンシードリンク】があるので、今度似たような症状が出たらすぐに飲んでください」

「久しぶりに会ったっていうのに、どうしてこんなに冷たいんだい……レイジちゃん」

　遠距離恋愛中の彼女かよ。

「そんなつもりないですよ」

「じゃあ冥途の土産に膝枕を一発やってくれたっていいじゃないか！」

「一回だ、膝枕は！　一発じゃねえ！　膝枕って何かの隠語なのか……？」

「レイジ。兄さんは、元気みたいね」

　ようやくリリカも気づいてくれた。

「うん。家に入る前の二人の話、聞こえてたから。クルルさん、余裕で大丈夫なんだなって」

「失策！　僕としたことがッ!?」

　クルルさんは頭を抱えた。

　やっぱ元気じゃん。

「じゃあ、おれは帰りますから。リリカ、今後、クルルさんみたいに暑くて具合が悪くなった人がいたら、【緊急給水エマージェンシードリンク】を飲ませてあげて」

「ええ」

　これで一件落着。

「けど、どうしてこの森がこんなに暑くなったんだろう。クルルさん、心当たりってありますか？」

　いつの間にかクルルさんは起き上がって、髪の毛も上手くセットしていた。

　もう仮病を使っていたことを隠す気ないんだな。

「普段、森はとっても涼しいんだ。こんなに蒸し暑かったことは今までになくてね。暑くても、冷たい風が吹き抜けるから、熱を感じにくくて」

「風、ですか？」

　おれが訊くと、リリカが答えた。

「こんなに暑いのは、風の精霊のせいなんじゃないかって、ひそかに言われているわ」

「風の精霊……」

　湖の精霊がいるから、いてもおかしくはないのか。

「風の精霊は、僕たちエルフに加護を与えてくださる、とてもありがたい存在なんだ。風属性の魔法が簡単に使えたりするのも、精霊様のおかげでね」

「精霊様が風を吹かせてくださらないから、森がこんなに暑いんじゃないかって」

　クルルさんとリリカが説明をしてくれた。

「じゃ、原因は風の精霊なのかな。どうしたら、元のように風を吹かせてくれるんですか？」

「それが、精霊様は、普段僕たちの目の届かないところにいらっしゃるようで、姿を現すことは滅多にないんだ」

「じゃあ、簡単には頼めないんですね」

「うん。見つけられるとしたら、似たような性質を持つ他の精霊様でないと難しいはずだよ」

　……あ。いる。うちの店員に。

「風の精霊様に頼んで風を吹かせてもらえば」

「そんなことができたら、誰も苦労はしないわよ」

「おれ、ちょっとあてがあるんだ。どうにかしてみるよ」

　そう言って、おれは家を出ていき、グリ子が待つ入口へと急いだ。










15　風の精霊シルヴィーン




「風の精霊？」

　グリ子に飛んでもらったおれは、ビビの湖へとやってきていた。

「エルフの森に風が吹かないから、慣れてないエルフたちが暑さで体調を悪くしてるんだ」

「あぁ、なるほど。シルちゃんにお願いするんだね。それで、ボクが必要だと──!?」

　ビビが目を輝かせている。

　おれが頼ってきたのが、嬉しかったらしい。

「シルちゃんって、風の精霊の名前？」

「そうだよ。シルヴィーンっていうんだ」

　ビビは面識があるらしい。

　これは期待できる。

「じゃあ、ビビならそのシルちゃんに会おうと思ったら会える？」

「まあね」

　ドヤ顔だった。

「ボクしか、いないかな、レイジくんの周りだと。店番や空を飛んだり荷物運びが出来たりする存在はいるけど、精霊に会えるのは、ボクだけ……！」

　引き合いに出されたグリ子が納得いかなさそうに顔をしかめている。

　おれはよしよし、と首筋を撫でてあげた。

「グリ子はグリ子で、得難いんだからな？　めちゃめちゃ助かってるし」

「きゅ、きゅぉぉぉ！」

　ばさばさ、とグリ子は嬉しそうに翼を動かした。

「なんでっ。その言葉をボクにも言ってよっ」

「妖精はどこに行ったら会えるわけ？」

「精霊だからっ！」

「あ。ごめん。今のは普通に間違えた」

「んもー」

　頬を膨らませるビビは、おれに風の精霊シルヴィーンの居場所を教えてくれた。

「ボクみたいに森にいることはたしかなんだけど……移動しながら説明するね」

　そう言うので、おれたちはグリ子に乗り込み、ビビの指示通り空を飛んでもらった。

「加護っていうのは、信仰心と引き換えに得られるものなんだよ」

　と、加護についてビビが教えてくれた。

「じゃ、存在を信じたり祀ったり供え物をすれば得られる？」

「理屈の上ではね。感謝のお祭りとかやったりするのも、信仰心アピールのひとつなんだよ」

「アピールって。嫌な言い方するなよ」

「レイジくんも、湖の精霊感謝祭を開催してくれてもいいんだよ？」

「ええっと、それで風の精霊はどこにいるの？」

「話を変えないでよぅ」

　きちんとツッコむことを忘れないビビだった。

「ボクみたいに湖だったり、火山だったり、それぞれの精霊の居場所は決まってるんだ。精霊の居場所を『寄る辺』って言ったりするんだけど。シルちゃんの『寄る辺』は谷底なんだ。だからきゅーちゃんがいてよかったよ」

　ばっさばっさ、とグリ子は不服そうに空を飛ぶ。

　ビビに指図されるのが気に食わないらしい。

　きゅーちゃんって呼んでるのもビビだけで、グリ子は全然反応しない。

　あとでグリ子にはご褒美の肉をあげよう。

　エルフの森を通りすぎたあたりに、遠目に地面が裂けている場所があった。

「あそこだよ」

　あんなところにいるんだな、風の精霊って。

　姿を現すことは滅多にないって話だったけど、会いに行こうにも、ここじゃ相当難しいはずだ。

　グリ子に高度を下げてもらい、おれたちは裂け目に入っていく。

　底には小さな川が流れ、人けどころか動物の気配もしない。

　静謐な中、小川のせせらぎだけが聞こえていた。

　ほどよい場所に着陸し、ビビがあちこち見回した。

「シルちゃん、どこだろう」

「ここで間違いないの？」

「うん。友達ってわけじゃないから、最後に会ったのは、いつだったか覚えてないくらいなんだけど……」

　てくてく、と谷底を歩き、風の精霊を探すビビ。

「シルちゃーん？　ボクだよ、ビビだよー。久しぶりに会いにきたよー！」

　声を上げると、谷底ではよく響いた。

「精霊って、家とかあったりするの？」

　ビビはいつも湖から出てきているけど、湖の底にあったりするんだろうか。

「なんていうか、概念だからね、ボクたち。『寄る辺』自体が家のようなものなんだ」

「じゃあビビ、おまえ……家、ないのか……」

　可哀想。

「哀れまないでっ！　そういうものなんだよっ」

　すると、一陣の風が吹き抜けた。

「あ。シルちゃん！」

　…………。

「久しぶりだね。何年ぶりだっけ？」

　ってビビは何もないところに話しかけている。

　ビビには、見えてるのか？

「なあ、ビビ、いるのか」

「うん。シルちゃん、いるよ」

　って言われても、やっぱり何も見えない。

「この人は、大丈夫な人だから。ね」

　ビビが言うと、何もなかったところから、ふっと小さな男の子が姿を現した。

「うわ。いきなり……」

「この子がシルちゃん」

　ビビが紹介すると、ぺこり、とシルヴィーンは行儀よく頭を下げた。

「どうも、ご丁寧に」

　おれも同じように頭を下げて挨拶を返す。

「それで、シルちゃん──」

　ビビが事情を説明すると、シルヴィーンは困ったように首を振った。

「え～!?　そんなことになってるんだ。だったら大変じゃないか」

　何、何。何の話をしてるんだ？

「ビビ、何がどうしたって？」

「シルちゃん、精霊風邪をひいてるんだ。だから以前のようなことができなくなってるって」

　精霊風邪……。

　何だそれ。

　精霊って風邪ひくのか？

「精霊風邪はしんどいんだよ、レイジくん……。熱は出るわ、頭は痛くなるわ、寒気はするわで、もう本当に大変なんだ」

　風邪だな、それ。

　間違いなく風邪だ。

「もしかして、最近妙に暑いのは、シルヴィーンが風邪をひいているせい──？」

　むっと暑い空気だったのは、風がほとんど吹いていない影響……？

　加護をもらっているエルフの森ほどではないにせよ、玉突き事故のように小さく悪影響が出はじめてるんじゃ……。

　おれの予想は当たっているらしく、川に足をつけるビビが教えてくれた。

「精霊の加護を受けている地域を庇護地っていうんだけど、その庇護地はシルちゃんの影響を受けまくり。無関係な地域もそのおこぼれを頂戴しているから、多少の影響は出るよ」

　暑いのがダメなのはビビもだったっけ。

　このままじゃ、おれの町でも熱中症患者が出るだろうし、長く続けば、野菜や果物や作物にも影響が出ててしまう。

「レイジくん」

「わかったよ。作ってみるよ。精霊風邪用の薬」

「シルちゃん、もう大丈夫だよ。この人、すごいお薬作る人なんだ」

　説明されたシルヴィーンが、また頭を下げた。

　なんていうか、礼儀正しい。

　ビビみたいに直接しゃべってくれれば楽なんだけど、精霊様に多くは望めない。

　見た目だけだとノエラとそう変わらないから、余計に助けてあげたくなる。

「作ってくるから、ちょっと待ってて」

　看病すると言ったビビを残して、おれはグリ子に再び飛んでもらい、店へ一旦帰ることにした。







　店番をしているノエラにただいま、と言って通り過ぎる。

「る？　あるじ、急いでる？」

「え、ああ、うん。ちょっと至急新薬を作らないといけなくて」

「ノエラ、手伝う」

　店番をしていてほしいけど……客は来そうにないし、いいか。

「サンキュー、助かる」

「るっ。任せろ！」

　おれはノエラの頭をもふりと撫でて、一緒に創薬室へ入った。

　メモをした素材をノエラが集めてくれる。

　けど一種類だけ、この近辺には存在しない素材があった。

「どこにあるんだ、これ」

　マギカモスっていう苔の一種らしい。

「あるじ、こんなときの、エジル」

「そうだ。おれたちにはエジルがいたんだ」

　今日はバイトは休みだけど、来てくれるかな。

「おーい、エジルー？　聞こえてるかー？」

　呼びかけると、転移魔法が空中に浮かび、エジルがそこから飛び出してくると、すたっと着地。

　忠臣よろしく片膝をついて登場した。

「先生。どうされましたか」

「悪いな、今日休みなのに」

「いえ！　ですが、余も今少々立て込んでおりまして、あまり長居ができない状況です」

「素材の採取を頼みたいんだ」

「採取、ですか……」

　エジルが困ったような顔をする。

「マギカモスっていう、苔で」

「すみません、先生。早急に対応したところなのですが、何分今日はアレの日でして」

「アレの日？」

「前世はサラリーマン？　だったと、よくわからないことをほざく頭のおかしなニンゲンが、城に攻め入ってきているのです」

　うわあー!?　おれ以外にもいるんだ!?

　生まれ変わったってことは、転生したのか……？

「エジル、大丈夫か？　結構強いんじゃないの？」

「ククク。先生、余を誰だと思っているのですか」

　ドヤ顔のエジルにおれは言った。

「優秀なバイト」

「優秀だなんて、そんな……身に余るお言葉……ッ！」

　やっぱり魔王よりも忠臣って感じがするエジルだった。

「それはさておき……。マギカモスを手に入れるのは難しい？」

「はい。急ぎでなければ軍を総動員して根こそぎ奪ってくるのですが」

「根こそぐなよ。適量でいいんだよ」

「るッ。生態系、壊す、ダメ！」

　厳しいノエラの表情に、エジルの頬がゆるむ。

「麗しいノエラさん……自然のこともしっかり考えておられるとは」

「あるじ……こいつ、ダメ」

　ノエラが絶望の顔で首を振っていた。

　魔王城に攻め入った前世サラリーマンの話をもうちょっと訊きたいんだけど、それよりも精霊風邪のほうだ。

「ノエラさん、心配してくださるのですね。余はダメではありません。頭のおかしな男をペン、とデコピンで倒しますから」

　そういう意味じゃないんだよ、エジル。

「な、な、なので、ノエラさんっ。この戦いが終わったら、余と結婚してくださいいいいいい！」

　積極的に死亡フラグを立てる魔王だった。

「イヤ。無理。戦い、はじまっても、終わっても、無理」

　ノエラは相変わらず取りつく島もないな。

「それより、素材。採る」

　意気消沈しているエジルが、応じるはずもなかった。

「やる気が出ません……そんなことでは。余は、余は……無理とかイヤとか嫌いとか言われて、部下には舐められないように虚勢を張って、毎日毎日……」

　いよいよエジルがイジけてしまった。

「あるじ……」

「ノエラ。アメとムチだよ。こういうのは」

「るう？」

　ムチばっかじゃやる気も出ないよな。

「エジル。マギカモスを採取してくれたら、作りたてポーションあげるから」

「先生、そんなもので、余が喜ぶはずがないでしょう」

　作りたてポーション、という単語にノエラが反応し、尻尾をわっさわっさと振っていた。

　おれは声を潜めて、エジルに耳打ちをする。

「エジルにとってはそうだろうな。でも、麗しのノエラにとってはどうだろう？」

　ちらり、とエジルがノエラに目をやった。

　それほしい、と言わんばかりの期待の眼差しをしていた。

「──やります。いや、やらせてください！　マギカモスは、余が採取してきましょう！」

　善は急げ、とエジルはさっそく転移魔法で創薬室から姿を消した。

「るぅぅぅ……エジル、ノエラの言うこと、聞かない」

「ノエラ。ちゃんとお願いしないと。命令してちゃ、さすがのエジルだっていい気はしないよ」

　むむむ、と考え込むノエラだった。

　おれはエジルの素材が届くまで、できる範囲で作業を進めていった。

　エジルの城にやってきたサラリーマンは、おれが転移したように、別の世界からやってきたんだろうか。

「あるじ、これ、使う？」

　ノエラが棚の中に厳重に保管してある【万能薬】を指差した。

　これもこれで、なかなか作れる薬じゃない。

　素材のひとつであるユニコーンの角なんて、そう簡単には手に入らないし。

「エジルが採取できなかったら、使おう」

「わかた」

　ずっと大事に保管してても仕方ないし、シルヴィーンをこのままにしておけないから、もしもの場合は今回使ってしまおう。

　そう思ったけど、【万能薬】の出番はなさそうだった。

　またしても転移魔法が発動し、空中からエジルが現れた。

「ゼェ……ハァ……ハァ、ハァ……ゼェ……、せ、先生……採ってきました……！」

　転移魔法は魔王といえども消耗が激しいので、疲れるらしい。

　肩で息をするエジルは、革袋をおれに渡した。




【マギカモス：ごく一部にしか群生しない苔。抽出されたエキスは霊薬の素ともなる稀少な素材】




「おぉ～。これこれ。ありがとう、エジル！」

「はっ。先生、それで……アレのほうは」

「そう急ぐなって。こっちの用事が済んだらすぐにでも」

　おれが言うと、むふっとエジルは笑った。

「先生も、ワルですねぇ」

「魔王に言われたかねえよ。……それで、攻め入ってきたっていう元サラリーマンはどうなった？」

「限界を悟り、すごすごと逃げ去ったようですよ」

「え？」

「余が手を下すまでもありませんでした。クハハハハ！　なので、ご心配には及びません！」

「あ、そう……」

　エジルにとってはそのほうがいいんだろうけど、どんな人なのか話を聞きたかったな。

「あるじ、準備、できた」

「ありがとう」

　助手ノエラの手伝いもあって、新薬はすぐに完成した。




【スピリットキュア：霊的存在の病や傷を癒す】




　よし。

　これを持って、シルヴィーンとビビのところへ戻ろう。







　再びおれはグリ子に飛んでもらい、シルヴィーンとビビが待つ谷底へと戻った。

「おーい、新薬ができたぞ」

　パシャパシャ、と川を蹴って遊んでいるビビに言った。

「相変わらず早いね、レイジくん」

　シルヴィーンはというと、ビビの隣に座って、同じように川を蹴って遊んでいる。

　具合が悪いんだよな……？

「大丈夫なのか、寝てなくて」

「んー。本当はそうしてなきゃいけないんだろうけど、久しぶりの来客が嬉しかったみたいで」

　と、ビビは困ったように笑う。

　気持ちがわかるからだろうな、きっと。

　シルヴィーンの表情を見ていると、たしかに楽しげだ。

「ビビ、これを飲ませてやってほしい」

「了解」

【スピリットキュア】を渡すと、ビビはシルヴィーンに説明をしてくれた。

「これを飲んで大人しくしてれば、すぐに精霊風邪はよくなるからね」

　おれには何を言っているのかわからないシルヴィーンだけど、その表情が少しだけ寂しそうだった。

「風邪ひいているから、心細いのかな」

「どういうこと？」

「弱気になるっていうか、誰かに構ってほしいっていうか、気にしててほしいというか」

　おれも上手く説明ができない。

　ビビが渡そうとしても、シルヴィーンは受け取ろうとしなかった。

「え～。これ、お薬だよ。すぐによくなるんだよ？」

　ビビが改めて説明しても、シルヴィーンはふるふる、と首を振った。

　……おれは、ふとクルルさんの様子を思い出した。

　クルルさんも、あの手この手でおれの注意を引こうとしてたっけ。

　もしかすると、これを飲んでしまえば精霊風邪が治る、治るとみんなどこかへ行ってしまう──って思っていたりして。

「仲いいんだろ、ビビ」

「え？　ああ、うん。そこそこ」

　ビビが言っていることは聞こえるのか、ちょっと悲しそうにするシルヴィーン。

「おい、そこそことか言うなよ。目の前で。可哀想だろ」

「レイジくんだって、人のこと言えないじゃないかっ」

「おれ？　なんかしたっけ」

「友達とか友達じゃないとか、思わせぶりな態度を取って……社員にするする詐欺をしてくるし」

　前半の話は、まあいい。

　あんまり覚えてないけど、おれが言いそうなことだし。

「最後のやつは言った覚えないぞ。ずっとバイトだよ、ビビは。社員登用制度なんて話した記憶もないし、そのシステムを採用してないんだよ」

　この精霊様は、隙あらば正社員になろうとしてくる。

　……何でそんなになりたいんだよ。

　てか、キリオドラッグに社員はいないんだよ。

「話がそれた。だからさ。シルヴィーンは、精霊風邪が治っちゃうとみんながもうここに現れないのが、寂しいんじゃないかってこと」

「そんなの、ボクだってずぅーっと寂しいんだよ、レイジくん！　シルちゃんだけ何で過保護なんだよぅ！」

　プンスコ怒っているビビ。

　同じ精霊同士なのに、おれがシルヴィーンを気遣っていることが不満らしい。

「治ってもらわないと、弊害が出るだろ？　現に、庇護地？　のエルフの森では暑さで体調を悪くする人が増えてきているんだし」

　おれの話が聞こえているシルヴィーンは申し訳なさそうにする。

　そういうつもりはなかったから、おれも何だか申し訳ない気分になった。

「ビビが、たまにここまで遊びに来たらいいんじゃないの？」

　ぱぁぁ、とシルヴィーンが明るい表情をした。

　わかりやすい精霊だな。

「えぇぇ……」

「露骨に嫌そうにすんなって。バイト増やしてあげるから」

「オッケー！」

　早っ。

　前々からそうだったけど、改めてビビは一人でいる時間が苦手なんだろうな。

　昔は人々に持てはやされていた精霊だけあって、人から必要とされるのが嬉しいみたいだ。

「シルちゃん。そういうわけで、ボクもたまに遊びに来るから。ね。お薬飲んで、休もう」

「おれもそのときは顔を出すから。今までみたいに寂しくはならないと思うよ」

　うん、とシルヴィーンが笑顔になり、薬をようやく飲んでくれた。

　ふわぁ、とあくびをして、すっと姿が消えた。

「寝た？」

「たぶんね」

　おほん、とビビが咳払いをした。

「レイジくん、ボクは週七でシフト入れるよ」

「毎日じゃねえか」

　大学生の夏休みみたいなシフトの入り方するなよ。

　そんなに要らないんだよ。

　エジルもいるしビビが毎日いると、ノエラが仕事をしなくなる。

「わかった、わかった。考えとくよ」

「よろしくね！」

　現実的なところでいえば、今週三日勤務のところを一日増やすくらいだな。

　ビビを増やせば、エジルを減らすことになる。

　そうなるとノエラに会えなくなるエジルは不満だろう。

　おれは来月のシフトを頭の中で組み立てながら、ビビと一緒に谷底をあとにした。







「うわ、めっちゃ眠れた……」

　朝、日差しで目が覚めた。

　昨日までは寝苦しい夜だったのに、窓から涼しい風が入りすごく快適だったのだ。途中で目が覚めることもなく、汗びっしょりなんてこともなく、快適そのもの。

「たぶん、薬がシルヴィーンに効いてくれたのかな」

　日差しは強いけど、むあっとするような暑さではなく、からりとした暑さだった。

　たとえるなら、日本の五月くらいの空気感だろうか。

　この調子なら、エルフの森も以前の涼しさを取り戻せただろう。

　気になったので、おれはエルフの森へと向かった。

　村では、狩りに出かけたり、水汲みや洗濯などの家事をこなしたりしているエルフを見かけた。

　昨日のように家にこもって日差しを避けよう、という気配はもうなくなっている。

　何よりも、庇護地らしいここは、風がよく通ってとても涼しい。

「レイジ！」

　リリカが駆け寄ってきた。

「もう大丈夫みたいだな。むあっとする暑さは」

「ええ。風の精霊様には会えた？」

「うん。風邪をひいていたのが原因だったみたい。薬を作って飲んでもらったから、暑さを心配する必要はもうないと思う」

「ありがとう、レイジ。助かったわ。村を代表して、お礼を言わせて」

「いやいや。その異常が早く知ることができてよかったよ。知らないままだったら、作物の生長にも弊害が出ただろうし」

「自分の手柄なのに、謙遜するのね」

「事実だからな。クルルさんは？」

「戦っているわ。己の髭と」

　また薬を買いに行かなくちゃ、とリリカは笑った。

　顎鬚がめちゃめちゃ青いからなぁ、クルルさん。

　エルフの森がいつも通りに戻ったことを確認したおれは、すぐに店へと戻った。

　そこでは、窓から中を覗こうとしているシルヴィーンがいた。

　何度かジャンプしたり、つま先立ちになったりして、どうにか覗こうとしている。

「うちに何か用？」

　びくん、と肩をすくめておそるおそるといった様子でこっちを振り返った。

　おれだとわかると、ぺこぺこ、と頭を下げる。

「元気になったみたいでよかったよ。風も涼しいしやっぱり精霊ってすごいんだな」

　おれが褒めると、照れくさそうにシルヴィーンははにかんだ。

　そして、懐から綺麗な翡翠色の石を取り出し、ずいっとこちらへ差し出した。

「これは……」

　ずいずい。

「え、くれるの？」

　こくこく。

「いいの？　なんか、すごく雰囲気がある重要そうなものだけど」

　こくこく。

「お礼ってことかな」

　こくこく。

「わざわざありがとう。もしよかったら、暇なときは遊びにおいでよ」

　びっくりしたように、目を何度も瞬きさせるシルヴィーン。

「うちは、色んなのがいるから。幽霊に人狼に魔王に精霊に魔物もいる。風の精霊が混ざっても大丈夫だよ。ビビもここに定期的に来るくらいだし」

　シルヴィーンはにこりと笑顔になった。

　それから、手を振り、それこそ風のようにふっと姿を消した。

　……綺麗な石だけど、もらってよかったのかな。




【風の結晶石：風の概念が結晶化したもの】




　おいおい、めちゃめちゃすごそうな石じゃねえか。

　いいのか。薬屋風情がこんなものをもらっちゃって。

　用途が全然わからないぞ……。

　まあ、それだけ感謝したってことなのかな。

　家に入ると、ミナがキッチンで朝食を作ってくれていた。

「レイジさん、おはようございます」

「おはよう、ミナ」

「あれ、どうしたんですか、その石」

「お礼でもらったんだ」

　おれはリリカの依頼からはじまった一連の騒動をミナに聞かせた。

「そうでしたか～。では、シルヴィーンさんはもう治ったんですね。よかったです。だから涼しく感じたんでしょうか」

「たぶん」

「もうすぐできるので、ノエラさんを起こしてもらってもいいですか？」

「了解」

　おれはノエラの部屋へと向かった。

　廊下の窓を開けると、心地よいそよ風が入り込んだ。

　おれもぐっすりだったから、ノエラが眠りこける気持ちはよくわかる。

　一応レディなので、ノックをするけど、全然返事がない。

　仕方なく扉を開けると、案の定ノエラはすやすやと熟睡していた。

「ポーション、作りたて」

「るっ!?」

　秒で目を覚ました。今度からこれを使って起こそう。

「朝ごはんできるってさ」

「るぅ……わかた……」

　眠そうに目元をこすったノエラと一緒にダイニングへと向かう。

　こうして、今日も何気ない一日がはじまるのだった。

〈了〉










あとがき




　こんにちは、ケンノジです。

　本作ももう６巻となりました。

　同じ季節の話がいくつもありますが（とくに夏）、作中の登場人物は年をとりませんし身体的な成長もしません。これはただのサザエさん方式でして、タイムリープしてるわけじゃないのでご安心ください。

　さて、唐突ですが本作のアニメがはじまります！

　７月７日からＴＯＫＹＯ ＭＸ・BS11他にて放送開始です！

　動いてしゃべるノエラが本当に可愛いので、気になる方は是非ご覧ください！

　アニメのＰＶもＹｏｕ Ｔｕｂｅにありますので、どんな雰囲気なのかだけでも見ていってください。

　自分でもいまだに信じられないのが正直なところでして、色々とチェックしたり、収録現場などにお邪魔させていただいたりしたのですが、まだ実感がないですね……。あと三週間ほどで放送ははじまるんですが（６月中旬にこれを書いています）。いつになったら実感湧くんですかね。




　アニメだけでなく、漫画版もこれまで通りキャラたちを可愛く仕上げていただいてます。未読の方は是非読んでみてください！

　本作がこうなっているのは、一二三書房様、担当編集者様、営業様など様々な方々のご支援をいただいたからに他なりません。

　改めて考えると作者の力というのは微々たるものなんだなと思うばかりです。

　携わってくださったアニメ、原作、漫画の関係者様には感謝を申し上げます。




　そして読者の皆さま。

　ここまでついて来てくださってありがとうございます。

　応援いただいた結果、アニメになります。

　これからも変わらず、スローな薬屋ライフを主人公には送ってもらいますので、今後もついてきていただけると嬉しいです。




　今後ともチート薬師のスローライフをよろしくお願いいたします。

　ケンノジ
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１　滑らなくなっただけで

２　強くなりたい

３　市場調査と凝り

４　ビリビリ大掃除

５　規格外のあのお方

６　万能調味料

７　日々の悩み

８　王都観光

９　いなくなった珍獣

10　仮面の下は

11　お土産と彼女のこと

12　赤猫団の筋トレブーム

13　日焼けといえば

14　見た目が変わっても












１　滑らなくなっただけで




　いつものようにのんびりと営業をしていると、見るからに冒険者らしき男の人がやってきた。

「こんにちは。錬金術で作る薬というのはここで買えるのかな」

「ええっと……」

　あまり見ない人だ。

　たぶん、どこからかキリオドラッグの噂を聞きつけてやってきたんだろう。

　冒険者の強さみたいなものはわからないけど、かなり使い込まれている剣が腰にあり、防具も同じく使い込まれている。

　でも手入れがよくされているのか、ボロボロっていうふうには見えない。

　やり手の四〇代って感じの精せい悍かんな冒険者だった。

「錬金術ではないんですけどね」

　苦笑しながら応えると、話し声でカウンターで居眠りをしていたノエラが目を覚ました。

「あるじ、お客、来た？」

「今接客中」

　もふりもふり、と頭を撫でているとまたノエラが目をつむった。

「獣人の娘……」

「人狼らしいです。一応」

　ノエラからすると大違いらしいので、訂正をしておいた。

　正直おれからすると、大差がないように思うけど、ここらへんはちょっとしたプライドがあるらしいので、間違うとうるさい。

「今日は何をお求めですか？」

「ああ。いつもポーションを使わせてもらっててね。アレはすごい。非常に助かっている」

「ありがとうございます」

「そんな錬金術師殿に、折り入って相談があるのだが……」

　改まった様子で話しはじめるので、おれは冒険者のおじさんに椅子をすすめた。

「あの、錬金術師じゃなくて薬師ですからね」

　よく間違えられるので訂正をしておく。

　おじさんが席に着くと、話し声で来客がわかったミナがお茶を運んできてくれた。

「ありがとう、ミナ」

「いえいえ。ごゆっくりどうぞ」

　笑顔で会釈をしたミナが店から去っていく。

「それで、相談というのは」

「実は、この剣……」

　おじさんはペシペシ、と愛剣の鞘を叩く。

「最近、手に馴染まなくて困っている」

　……それ、相談するのここでいい？

「錬金術師殿に、どうにかしてもらいたいのだ」

「ここじゃなくて、武器屋さんに行ったほうがいいと思いますよ？」

　渋面になったおじさんは首を振る。

「ダメだ。やつらは武器を売ることしか考えておらん。私は、この剣を使いたいのだ」

　あー……なるほど。

　愛用しているから武器を変えたいわけじゃない、と。

「見せていただけますか？」

「うむ」

　鞘ごと剣を引き抜くと、カウンターに置いた。

　鞘には細かい意匠が施されていて、素人のおれにもいい剣なんだとわかる。

「抜いてもいいですか？」

「構わん」

　柄を手に取って剣を引き抜く。

　ぎらりと輝く刀身は、よく手入れされているようだ。

　たしかに、ぱっと見は全然使える。

　愛着があるのなら、買い替える必要もないように見える。

「手に馴染まないんでしたっけ？」

「ああ。以前はそんなことはなかったのだが」

　剣は長年使われていて、柄を握った限り滑りやすい印象もない。

　もう一度ぎゅっと握ってみるけど、やっぱり馴染まないという意味がおれにはわからなかった。

「どう違うんですか？」

「細かいかもしれないが、上手く力が伝わらないのだ。以前は一刀両断できた木が、今はできない」

「へぇ」

　って、すげーな！　軽く流しちゃったけど。

　腕が鈍ったんじゃ、なんて言えないし……。

　おじさんの雰囲気からしてそういう気配も感じない。

「刀身はそのままで柄を変えたこともあったが……」

　状況は改善しないらしく、おじさんは首を振る。

「あ。もしかして──」

　ひとつ閃いた。

「ちょっとだけ、手を見せてもらえますか？」

「？　ああ」

　おじさんの両手を見せてもらい、少し触る。

　ゴツっとした手で、長年剣を振り続けていたせいか、タコがいくつもあった。

「やっぱりアレかも」

「アレ……？」

「ちょっと待っててください」

　おれはそう言い残して、店をあとにした。

　手を触った感じ、たぶん原因はアレだと思う。

　創薬室に入り、スキルに従って素材を揃え、創薬を開始する。

　おれの予想が正しければ、これで解決するはずだ。




【ノンスリッパー：摩擦効果のあるジェル。速乾性が高くベタつかない】




　新薬完成だ。

　試しに自分の手に塗ってみると、ジェルはすぐに乾いた。

　何かないかな。

　あたりを見回すと、手元にあったすりこぎ棒とすり鉢が目に入る。

　すりこぎ棒を持ち、すり鉢を手で固定してごりごり、と動かしてみた。

「あ」

　全然違う。

　使っている力がきちんとすりこぎ棒に伝わっているのがわかる。

　それくらい手が滑らない。

　よし。これならあのおじさんの悩みも解決するはずだ。

　おれは新薬を手に、店へと戻った。

「これ、試しに作ってみたんですが、どうでしょう」

「これは？」

「いわゆる滑り止めです」

「滑り止め……」

「はい。手が乾燥しているので、以前に比べて柄が手に馴染まないと感じるようになったのかもしれません」

　乾燥だから湿気が多少あれば解決するんだろうけど、冒険の最中に手を頻繁に濡らすなんて面倒だろうし、いざ戦うときに乾いてしまっていれば意味がない。

「乾燥……そうなのか」

「手の潤いは、加齢によって減っていきますから、もしかするとそれが原因なんじゃないかと思ったんです」

　おれは【ノンスリッパー】をおじさんの手に垂らす。

　手を洗うように液体を馴染ませると、すぐに乾いた。

「これでいいのか？」

「はい」

　半信半疑といった様子のおじさんを外に連れていき、試しに素振りをしてもらうことにした。

「振らずともわかるぞ、錬金術師殿」

「え？」

「柄を握ったときのこのフィット感……ここ最近にはなかったものだ」

　よかった。効果は十分あったみたいだ。

「ゆくぞ……」

　うん。風貌からして「いくぞ」じゃなくて「ゆくぞ」だもんな。うんうん。

　すう、と息を吸い込んだおじさん。

「チェリャ──ッ！」

　気合いを発すると同時に一歩踏み出し剣を鋭く振り抜いた。

　ズバン、と空間が割けたような凄まじい音がすると、剣を振った方向に半円状の空気の塊みたいなものが出た。




　なんか出た。

　なんか出たんですけど!?







[image: ]







　それは数メートル進みながら周囲の草を切り刻んで消えていった。

　な……何あれ。

　おじさんは、嬉しそうな懐かしそうな目で手元の剣を見つめている。

「風烈斬スラッシュ……これができたのは数年ぶりだな」

　す、スラッシュ……!?

　わ、技だったのか。

「ヌェイッ」

　返す刀で切り上げると、また空気の塊のようなものが飛んでいき、ザザザザザン、と周囲の草木を切り刻んだ。

「え。カッコよ……」

「錬金術師殿のおかげで、もうできないと思った風烈斬スラッシュがまたできるようになった。ありがとう」

　がしっと握手をしてくるおじさん。

「あれ、何なんですか。風烈斬スラッシュって……」

「私が極めた剣技の一種だ。凝縮した剣圧を前方に放つのだ」

「それが、風烈斬スラッシュ……」

　かっけー……。やっぱこのおじさん、ただ者じゃなかった。

「感謝の印として、これを受け取ってほしい」

　革袋をずいっとおれに押しつけてくるおじさん。

「いやいや、試作品なんでお代は大丈夫ですから」

　珍しい剣技を見せてもらえたから、お代はそれで十分だ。

「私が冒険の先で見つけた珍品だ。薬作りの素材になるかもしれん。私が持っていても正直使い道がないのだ。錬金術師殿に持っていてほしい」

「じゃあ……それなら」

　そこまで言うのなら、とおれは革袋を受け取った。

　おじさんが言ったように、中には乾燥した花びら、草、木の根などここらへんではまず見つからないような素材だった。

「また何かあったらいらしてください」

「うむ。そうさせてもらおう。錬金術師殿も、困ったときは私を頼ってほしい。できることがあれば手を貸そう」

　おじさんは、指笛を鳴らす。

　すると、乗ってきていたらしい馬がパカパカと走ってやってくる。

　立派な体格のなかなか見ない黒馬だった。

「薬師のレイジと言います」

「私はフィオラ・ガロン。巷では、剣聖のガロンとも呼ばれている。──ではな」

　おじさん……もといガロンさんは馬にひらりと乗って去っていった。

「剣聖……。え、カッコよ……」

　マジでただ者じゃなかったらしい。

　店に戻ると、一部始終を見ていたノエラが、棒きれを持って「フッ。ハッ」と素振りをしていた。

　わかる。わかるぞ、ノエラ。

　おれも、風烈斬スラッシュができるような男になりたかった。

　ガロンさん、また来ないかな。










２　強くなりたい




　借り物の畑に植えた薬草の世話をして、一段落したのでおれはひと息ついた。

　一緒に来たノエラがどこにいるのかあたりを見回すと、離れた場所にいるノエラはダンゴムシで遊んでいた。

　おれも昔ダンゴムシで遊んだような気がする。

　ノエラは虫が苦手だったはずだけど、ダンゴムシは大丈夫らしい。

「エイ、オウ、エイ、オウ」

　かけ声がする原っぱのほうを見てみると、赤猫団の団員たちがランニングをしていた。

　町の警備を任されている傭兵団だけあって、ああして日々鍛えているようだ。

　団長のアナベルさんを先頭にむさ苦しい……じゃなくて、屈強な男たちがあとに続く。

　その最後尾。

　見かけない男の子がいた。

「遅れてんぞ！」

　アナベルさんが声を上げると、その男子は「ひゃい」と変な返事をして、ひいこら言いながらどうにかついていっている。

「あるじ、ピール。傭兵団入った」

「ピール？」

「そ。ピール。靴屋の息子」

　ああ……どうりで傭兵団では見かけなかったわけだ。

　薬草に水をやり、草抜きをして、不足分をいくつか摘んで、おれたちは畑をあとにする。

　訓練中の傭兵団たちは、今は筋トレ中。

　大変だなぁ。

　あれも仕事のうちなんだもんな。

「それに比べて、おれはなんてスローな毎日を送ってるんだ」

「あるじ。スロー違う。あるじ、偉い。ポーション作る。あるじだけ」

　卑屈になったと思ったのか、ノエラがおれを褒めてくれる。

「ありがとう、ノエラ」

「るっ♪」

　そばを通りがかったときに、傭兵団の団員たちが挨拶をしてくる。

「「「「薬神様、チィス！」」」」

「いや、薬神じゃないんで。その呼び方やめてください」

　困っていると、アナベルさんも声をかけてきた。

「今日は畑かい？」

「はい。店は今ミナに任せているんで」

　ちらりとそのピールを見ると、ぐったりしている。

「ピール、まだまだメニュー残ってるぞ」

　先輩団員たちに追い立てられるようにして、ピールは筋トレを再開した。

「あいつ、何を思ったか、ウチに入りてえってこの前から来てんだ」

　アナベルさんが教えてくれた。

「立派ですね。こんなキツい思いをしても頑張るなんて」

「あいつの気持ちはわかるが、ひょろっちいから現場に立たせるのはまだまだ無理だろうな」

　ううん、と困ったように頭をかくアナベルさん。

「靴屋の息子なら、家を継げばそれでいいじゃねえか。わざわざこんなことしなくったってよ」

「ピール、靴作る、嫌、言ってた」

　顔見知りらしいノエラが言った。

「はぁー。贅沢なガキだね、ほんとに」

　傭兵団には身よりのない人が多いんだろう。

「レイジの兄貴！」

　副団長のドズさんが手を振っていたので、おれも振り返す。

「兄貴も筋トレしましょうぜ！」

　めちゃくちゃいい笑顔だったので、おれもいい笑顔を返した。

「やめておきまーす」

　おれも絶対ピールみたいになる自信がある。

　その彼は、メニューをどうにかこなしたらしく、大の字になっていた。

「終わったみてえだし、アタシらはこのへんで帰るよ」

「はい」

　撤収する傭兵団だけど、ピールだけは寝そべったまま、ぜえはあ、と息を整えている。

　てくてく、とノエラが近づき、持ってきていた水筒を差し出した。

「やる。飲め」

「あ。君は……薬屋のところの狼ちゃん」

　ありがとう、と水筒を手にしてグビグビと水を飲んだ。

「大変だね。傭兵団は」

　おれが声をかけると、

「薬屋さん、こんにちは」

　と、挨拶をしてくれた。

「ちょっと前から入れさせてもらったんですけど、体が全然ついていかなくて」

　あはは、とピールは苦笑いをする。

　アナベルさんが言ったように、ピールは細身の体型をしている。

　お世辞にも戦いに適正があるようには思えない。

「どうして傭兵団に入ろうって思ったの？」

「それは……強くなりたいから、ですかね」

　フッ、と憂ゆう鬱うつげな眼差しをして顔をそらした。

　こ、この反応は……もしや……。

　あの病気にかかってるんじゃ……？

「そ、そうなんだ」

「ええ。傭兵団の誰もが対処できないような魔物が町を襲ってくるとき、オレが守るんです、町を」

　……ああ……これは……。

　察してしまった。

　男子の誰もが通る道というか、なんというか……。

　おれも妄想した経験がゼロってわけじゃない。

　普段冴えない自分が非常時に大活躍しちゃうっていう妄想。

　中学生の頃はよくやりましたとも。ええ……。

　おれが遠い目をしていると、

「でも、ほぼ毎日だから、体の疲れもなかなか取れなくて……筋肉痛もひどくて……」

　ため息交じりにピールは嘆く。

　現実と理想の違いってやつだな。

　つん、とノエラがピールの肩のあたりを突いた。

「あででで!?」

　それだけで激痛が走るほどの筋肉痛だったらしい。

「ピール、弱っちい。ノエラのほうが、強い」

「そうかもだけど、煽らないの」

　ノエラにチョップをしておく。

「薬屋さん……オレ……」

　唇を噛みしめて、深刻そうな顔をするピール。

「オレ、強くなりたいです」

「言う相手間違ってるよ？」

　ぶんぶん、とピールくんは首を振った。

「間違ってません！　強くなる薬、あったんですよね!?」

　あー【ストレンスアップ】のことだな？

「あれは一時的なものだから、ずっと強くなれるってわけじゃないよ」

　ゲームっぽく言うと、物理攻撃力を上げることができる、いわばドーピングみたいな薬だった。

「それに、元が大したことないんなら、飲んだとしても、大して強くなれないと思うし」

「えぇ～。じゃあ、オレはどうやったら楽して強くなれるって言うんですかぁ～」

　めちゃくちゃ不服そうだった。

　それが本音だな？

　地道な筋トレとか、嫌だったんだろうなぁ。

「我がまま、言うな。あるじ困らせる、ダメ！」

　ブッブーとノエラが両腕でバツマークを作る。

「このままじゃ、オレ、ただのお荷物小僧です……」

「しょうがないな」

「強くなる薬、作ってくれるんですね!?」

　ぐいっと顔を寄せてくるので、おれはそれを手でガードして押し戻した。

「強くなれるかどうかはピール次第だよ。でも、まあ、その手助けくらいはできるかもしれない」

「ありがとうございます、薬屋さん！」

　新薬を作ることを約束すると、ピールは筋肉痛に呻きながら、重そうな体を引きずるように去っていった。

　強くなるためとはいえ、本当にキツいんだろうな。訓練。

「帰ろうか」

「るっ」

　こうして、おれとノエラは店に帰った。

「おかえりなさい～」

　ミナが店で出迎えてくれると、おれはすぐに創薬室に入った。

　思春期男子なら誰もが考える、「もしオレが強ければ」っていう妄想。

　おれもそんな時期がなかったわけじゃないから、ちょっと助けてあげたいなと思った。

　ていっても、すぐに強くなるような薬は作れ……るみたいだ。創薬スキルによると。

　けど、ちょっとヤバそうな薬なのでこれは作らないでおこう。

　おれの考えたことに対してすぐに創薬スキルは反応してくれる。

　材料や作り方を教えてくれるけど、たまに色んな意味でヤバい薬の作り方も教えてくるので、ときどき困る。

　……おれが悪人だったら作りまくってボロ儲けしてるだろうな。

　今回の薬は、この前ガロンさんにもらった素材が役立つので、それを使いながら【冷却ジェル】をかけ合わせて作った。




【マッスルアイシング：患部を急激に冷やすことで筋肉の痛みや疲労感を軽減する効果がある】




「これなら、手助けにはなるかな」

　瓶の中にある新薬が独特なにおいを放っている。

　ツンとするような、くさくはないけど癖があるって感じだった。

　ああ、これ、何かと思ったら湿布か！

　なるほど、そりゃたしかに独特なにおいがするわ。

　指先に【マッスルアイシング】をつけて腕に塗ってみる。

「お、おぉぉ。めちゃくちゃ冷える！」

　氷よりも冷たく感じるのは気のせいか？

　スーっとした感じもあるせいか余計に冷たい。

　ノエラがこっそりこっちを覗いている。

「あるじ。くさい、作るダメ」

　ノエラは鼻をつまんでいた。

「今度は無臭タイプ作るから今日は勘弁してくれ」

　るう、と複雑そうな顔をするノエラは、それならいいかとでも言いたそうにうなずいて去っていった。

「さて。これを筋肉痛に苦しむピールのところに持っていこう」

　再び店を出ていき、ピールがいるであろう傭兵団の兵舎へと向かう。

　こちらもうちほどではないにせよ町外れにあり、今は格闘術の訓練中だった。

　二人一組になって屈強な団員たちが組み合って、投げ飛ばしたり投げ飛ばされたりしている。

　ピールは大丈夫なのか……？

　心配になってその姿を探してみると、隅で体育座りをしていた。

　……もう、体育を見学している生徒にしか見えない。

「薬屋、また来たのかい」

　アナベルさんは監督役なのか、剣に見立てた竹の棒を持っている。

　竹刀みたいにしてバシバシ地面を叩いているのを何回か見たことがあった。

「ピールに、ちょっと」

「声かけてやってくれよ。あいつ、この何日かでもう心が折れそうになってっから」

　あぁ……。

　そりゃそうか。でないとあんなふうに体育座りなんてしないだろうし。

「アナベルさんは、きちんと見てますね」

「あぁ？　そりゃ、新入りだろうが何だろうが部下だからな」

　アナベルさんが団員たちに慕われる理由がわかった気がした。

　おれはヘコんでいるピールのところに行き、後ろから声をかけた。

「お待たせ。できたよ」

「あ、薬屋さん！　もうできたんですか！」

「うん。これを使えば、多少楽になるはずだから」

「これが……？　オレを、強くする……!?」

　手に取った【マッスルアイシング】をしげしげと見つめた。

「いや、何回も言うけど塗った程度じゃ強くならないから」

　楽して強くなることに関しては貪欲だな、本当に。

「じゃあ、どんな薬なんです？」

「今、筋肉痛がやばいでしょ」

「はい……連日のトレーニングで、もうバキバキで……」

　やっぱりそうか。

「本当は立ち上がるのも無理なんです……」

「筋肉痛はそんな難病じゃないから」

　今日実際立って歩いていたし。自分に大して過保護というか、過剰というか……過大評価しているというか……。

「塗ると、患部が冷え冷えになって筋肉の疲労感が和らぐよ」

「えぇ～。それだけぇ～？」

　めちゃくちゃ不満そうだった。

「使わないでも問題ないなら、これは返してもらおうかな」

　ぱっとおれは瓶を奪った。

「そ、そんなこと言ってないじゃないですかっ。使います。使わせてください！」

　うむ。とおれは大きくうなずいて、必殺技を伝授する老師のような顔で【マッスルアイシング】を渡した。

「おぬしが強くなるという気持ちがなければ、薬もただの痛みを和らげるものでしかない」

「はい」

「人とは、気持ちひとつで強くもなり、弱くもなる」

「はい、先生」

　師匠と弟子ごっこをしていると、団員の一人がピールを呼んだ。

「おーい、ピール。そろそろどうだ？　投げられっぱなしじゃ悔しいだろ？」

「ちょっと待ってください。すぐ行きます！」

　そう返事をして、ピールは瓶の【マッスルアイシング】を体中に塗りたくった。

「こ、これは──!?　体が、冷たい……!?」

「めちゃくちゃ冷たいでしょ」

「はい。背中をお願いします」

　しょうがないな、とおれは指先に【マッスルアイシング】をつけて背中に塗ってあげた。

「さっきと全然違います！　疲れて動かしにくかった筋肉がシャープに動いてくれているような……そんな気が！」

　新しい力を入れた能力者のように、ピールは両手を開いたり握ったりしている。

　なんら強くなってないっていうのは、最後に念を押しておく必要がありそうだ。

「気をつけてね。マジで一ミリも強くなってないから」

「フ……。じゃあ、行ってきます」

　大丈夫かな……。あんなカッコつけたスカした笑い方してると心配しかない。

　立ち上がったピールは「お願いしますっ！」と声を上げて先輩団員と組み手をはじめる。

「これが──風になるということ──ッ！」

　めちゃくちゃ恥ずかしいセリフを吐いていた。

　うわぁ。見てられない。おれのほうが体がむずがゆくなる。

「先輩、あなたが見ているのは、オレの残像──！」

　中二病大爆発だ！

　新しい力を手に入れたと勘違いしまくってる！

「そこぉぉぉぉ！」

　隙？　を突いたピールが先輩団員を投げ飛ばそうと掴みかかる。

「おおぉぉぉぉおぉおおお！」

　ロボットアニメでしか聞かないような雄叫びを上げた。

　……そう。

　人は、気持ちひとつで強くもなるし弱くもなる。

　行け、ピール！

　おれも応援をしていると、ガシっと組み合った。

　ポイ。

　ドシンッ。

「ぐはっ……」

　ピール、秒で投げ飛ばされていた。

　背中から落ちたせいで、ひいひい言いながら空を見つめている。

「これが、敗北……か……」

　ずっとそうだったろ。

　はじめて負けた、みたいな清々しい顔がなんでできるんだよ。

「おい、ピール。ちゃんと受け身取らねえと危ねえぞ」

「名前を、聞かせてください……オレに敗北を教えた、あなたの名前を」

　主人公に負けた強キャラムーブ今すぐやめろ。

　中二病がしたいのか強キャラがしたいのかブレてるんだよ。

「ほら。しょーもないこと言ってねえで立て。団長が見てんぞ？」

「うっ……アナベル団長」

　シャン、とピールが背を正した。

　なるほど……。

　アナベルさんにはいいところを見せたい、と。でもみっともないところばっかり見せているから、これ以上そんな姿を見せたくないってところか。

　それがあの体育座りに繋がったようだ。

「オラ、行くぞピール」

「は、はいぃぃぃ」

　強くなる薬じゃないって、何度も言ったのに。

「ぐへっ」

　また投げられたピールは、もう泣きそうだった。

　体を張る仕事っていうのは、こういう訓練が自分を守ることに繋がる。先輩も決して意地悪でやっているわけじゃない。

「さっきはヘコんでて心折れそうだったけど、あれであいつ、結構根性あんだよ」

　見守っていたアナベルさんがぼそっと言った。

「そうなんですか？」

「弱っちいけどな」

　シシシ、と笑うアナベルさん。

「よそもんのアタシらじゃなくてさ。町出身の団員がいてもいいんじゃねえかと思うんだ。そんなやつがいたほうが、町の連中だって安心できるだろうし」

　カルタの町出身のピールを入団させたのは、そういう部分もあったらしい。

「そんなことないですよ」

　と、おれは否定する。

「赤猫団の活動は、町の人みんなが知ってます。不安に思う人はいませんよ」

「だといいけどな」

　皮肉そうにアナベルさんは笑う。

「オッラァ！」

「ひぎゃ!?」

　ピールがまた先輩団員に投げ飛ばされた。

　アナベルさんが言ったように、逃げ出すような素振りは見せないピールは、根性があるのかもしれない。

　真剣なピールの横顔を見ていると、どれだけダメでも応援したくなってしまう。

　また明日にでも【マッスルアイシング】を届けてあげよう。










３　市場調査と凝り




「レーくん、もうちょっと下……」

「注文が多いな」

「だって、他に頼める人いないんだからいいじゃん、そんくらいさ。ウチとレーくんの仲じゃん」

　どんな仲だよ。

　ぐにぐに、とポーラの肩を揉みながら、おれはため息をつく。

「あぁ～。いい～っ」

　クリティカルヒットしたらしいツボを重点的に押していった。

「変な声出すなよ」

　視線を感じて後ろを振り向くと、ミナとノエラがこっちを不審そうにじっと見つめていた。

「レーくん、手が止まってるよ」

「はいはい。わかったよ」

　ツボをぐいっと押し込んでやる。

「んんんんんふぅ～っ」

　気持ちよさそうに悶絶するポーラ。
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　こいつ、わざとやってるな？

　また視線を感じたので振り返った。

「ノエラさん、これ以上はダメです」

「る？」

　さっとミナがノエラに目隠しをした。

　いやらしいことをしているみたいな反応だった。

「そっちからは見えないかもだけど、肩揉んでるだけだからな？」

「あ。そうだったんですか。わたしてっきり、ポーラさんのおかしなところを触っているのかと……」

　あはは、とミナは誤魔化すように笑う。

　やっぱ変な勘違いしてたな。

「レーくん、やめないでぇ～」

「そうやって誤解させるようなことを言うから」

　恥ずかしそうにミナが叫んだ。

「い、いやらしいことはダメですよ、レイジさんっ」

「だから違うって！」

　ミナの目隠しを外したノエラが、こっちへやってきた。

「あるじ。ノエラも肩揉む」

「え？　いいの？」

　凝ってるわけじゃないんだけど、そう言ってくれるならお言葉に甘えよう。

「ノエラ、あるじ、いたわる」

　マジかよ。成長に涙が出そうだ。

「じゃ、頼む」

「る。任せろ」

　ここらへんな、ここらへん、とだいたいの場所を触ってノエラに教えてあげる。

「るっ！」

　グリッ──！

　グリグリグリグリグリグリグリグリグリ。

「いででででで!?　力強っ!?」

「人狼、力強い。あるじ、忘れる、ダメ」

　声しか聞こえないけどドヤ顔をしてるのが目に浮かぶ。

「痛い、痛い。ノエラ、ストーップ」

　手を離してくれなさそうなので、おれは手をつかんで強制終了させた。

「気持ちいい、違う？」

　ポーラと違って、わざとやってるわけじゃないから余計に困る。

「肩揉みってやつは、力加減も大事なんだよ」

「るう……難しい……」

　へにょん、とノエラの耳が垂れた。可愛いのでとりあえず撫でておく。

「ノエラちゃん、気持ちよぉ～くしてあげるには、優しく、ときには激しくしてあげるのがいいんだよ」

　ポーラがそれっぽいことを教えている。

　けど、ポーラが肩揉んでるところを見たことないんだよなぁ。

「お、おほん……。レイジさん、わたしもお願いしちゃってもいいですか？」

　肩が凝っているのか、ミナもこっちへやってきてポーラと席を代わった。

「しょうがないな」

「じゃ、レーくんにはウチがやったげる」

「ポーラには、ノエラ、やる」

　ふんす、と再チャレンジしようとするノエラに、ポーラが笑顔で首を振った。

「ノエラちゃんは大丈夫。しなくても」

「るう？」

　きょとんとするノエラが首をかしげた。

　ポーラめ、人狼パワーから逃げたな？

　ミナの肩を揉みはじめると、肩や首の根本や肩甲骨のあたりが鉄板でも入ってるのかってくらい硬い。

「ミナ、めちゃくちゃ凝ってるな」

「はい。お恥ずかしながら……」

　何が恥ずかしいんだ？

　ミナは店の手伝いをしてくれるし、家事全般も任せっぱなしだ。

　幽霊とはいえ実体化している時間が長いので、凝るものは凝るらしい。

　ゴリゴリ、とおれは硬くなったミナの凝りを揉み解していく。

「～～～～」

「どう、ミナ？」

「ええっと…………気持ちいい、です……」

　何がそんなに恥ずかしいのか、ミナは顔を赤くしている。

「ミナ、気持ちいい？」

　ノエラがなぜか確認をしている。

「はい……」

「あるじっ。ミナ、気持ちいいっ」

「さっき訊いたから確認しなくていいよ」

　ミナの肩を揉むおれを、ポーラが肩揉みしている。

「レーくんは全然凝ってないね？」

「凝りってやつを感じることが少ないからなぁ」

「何それ。うらやま」

　べしべし、と背中を叩かれる。

　何で叩くんだよ。

「ひどいときには、頭痛とかするんだよ、レーくん」

　ポーラが言うとミナも声を上げた。

「あ。あります、わたしも」

　マジかよ。

　肩凝りあるあるなのか……？　頭痛までしてくるって相当なんじゃ。

　そういや、肩凝りは女性の悩みでよく聞く。現代にいたときから。

「……一応訊くけど、ノエラは？」

「ノエラ、凝り知らず」

　ででん、とドヤ顔だった。

　やっぱそうか。

　実際、どれくらいの人が困ってるんだろう。

　体質とかにもよるんだろうけど、たまたまミナとポーラが悩まされているってだけの可能性もなくはない。

　ひとまず知り合いだけでも訊いてみよう。

　ミナに店番を任せ、おれはノエラを連れて町へ繰り出すことにした。







　町へやってくると、さっそくジラルとフェリスさんのカップルを発見。

　デートの最中らしい。

　おれが声をかけると、気軽に応じてくれた。

「二人は肩って凝ることはある？」

「俺は全然だけど」

　と、言ってジラルはフェリスさんに水を向ける。

「ときどきかしら。困るってほどではないわよ」

　んー？　さっそく目論みが外れた。

　……待てよ。ミナとポーラは普段から家事や仕事をしている。

　けど、この二人は地主とお金持ちのお嬢様。

　仕事をする必要がないから、長時間同じ体勢で何かをし続けるってことがない。はず。

「ありがとう」

　おれは二人にお礼を言って別の知り合いをあたることにした。

　次に見かけたのはエレインだった。

　この町を治める領主の一人娘で、今日は老執事のレーンさんと買い物に来ているようだ。

　自慢の縦ロールをふぁさぁっと手で払い、お馴染みの挨拶をしてくる。

「ご機嫌よう、レイジ様、ノエラさん」

「はいご機嫌よう」

「ごきげんよー」

　慣れているのでおれとノエラも軽く挨拶を返した。執事のレーンさんもぺこりと小さくお辞儀をしてくれた。

「エレインって……」

　凝らないだろうな。フェリスさん以上のお嬢様だし貴族だし縦ロールだし。

「何ですの？」

「いや、何でもない」

「そんな言い方されると気になりますわー！　おっしゃってください！」

　わかった、わかった、とおれはエレインをなだめて尋ねた。

「エレインって肩凝る？」

「凝りませんわ」

「だろうな。訊く相手を間違えた」

「ぞんざいに扱い過ぎですわー！」

　じたばた地団駄を踏むエレイン。脇に控えていたレーンさんが小さく挙手した。

「私は、少々凝りますぞ。レイジ殿」

「あ。そうなんですか」

　やっぱり、仕事をしているっていうのが関係しているのかもしれない。

　お礼を言っておれたちはその場を去った。

　働く女性の代表格的なアナベルさんを訪ねて訊いてみると、凝りっていうよりは筋疲労っぽい症状だったので、先日作った【マッスルアイシング】を渡しておく。

　今度は定食屋の看板娘のレナにも訊いてみた。まだ一五、六歳くらいでまだ若いのに凝りを感じるという。

　体を動かしたり鍛練をしているアナベルさんは例外として、家事を含め働いている人は凝りを感じることが多いことがわかった。

　訊いた中でこれだけ困っている人がいれば、作りがいもあるってものだ。

「よし。ノエラ、帰ろうか」

　聞き込みを終え、おれはノエラと店へと帰っていった。







【冷却ジェル】がそうであるみたいに、逆に温めるものだってできるはず。

　創薬室に入り、ノエラを助手に新薬を開発した。




【ほぐしウォーマー：患部を温め血行を促進させることで硬くなった筋肉をほぐす】




「よし、これなら肩凝りにも効くはずだ」

「どんな薬？」

　説明するより、使ってみたほうが早いだろう。

　不思議そうにしているノエラの手に【ほぐしウォーマー】を塗ってみる。

「る？」

「じきにわかるよ」

「る！」

　ノエラが目を見開いた。

　じわじわときているらしい。

「あるじ、あったかい！」

「うん。そういう薬。これを凝ったところに塗ると、そこを温めて凝りをほぐしてくれるんだ」

　おれが塗った【ほぐしウォーマー】をふーふー、と吹くノエラ。

「あるじ。熱い」

「まあ、そういうもんだから」

「火が出そう」

「つかないから大丈夫」

　気になってノエラの塗った箇所を触ってみると、たしかに火が出ると勘違いしてしまいそうなほど熱い。

　うっすらと白い煙が出て、ぼふっと炎のようなものが一瞬見えた。

「うぎゃぁぁぁぁあ!?」

「る───っ!?」

　おれは大慌てでばしばし、とノエラの手を叩いてすぐさま消火する。水で【ほぐしウォーマー】を洗い流しておいた。

「び、びっくりした」

「ノエラ、もう、ダメかと思った」

　ノエラもビビったらしい。

　効果が強すぎたんだな、たぶん。

　にしても着火するとは……。

　どんな威力だよ。

　塗り過ぎただけかもしれないけど、念のためおれは【ほぐしウォーマー】を水で薄めて効果を軽減させることにした。

「ノエラ、改良版塗ってみる？」

　ぶんぶんぶん、と激しく首を振った。

　だよな。

　ちょっとしたトラウマになったらしい。ごめんな、ノエラ。

「レイジさーん？　何をそんなに騒いでるんです？」

　騒ぎ声を聞きつけたミナが創薬室にやってきた。

「凝りをほぐす薬を開発したんだ。けど、効果が強すぎたから調整を今してて」

「肩凝りを治すお薬ということですか!?」

　ミナが目を輝かせている。

　そんな待望の薬だったのか。

　悩んでいたんなら言ってくれればいいものを。

「試してみる……？」

「是非っ」

　前科があるからちょっと心配だな。

　でも、ミナは凝っているところを指差して、「ここです、ここに」と指示を出した。

「ミナ、気をつける。イグニッションする」

「いぐにっしょん？　ですか？」

　わけがわからなさそうにミナが首をかしげた。

　黙ったままはよくないだろう、と一応さっきの惨劇を知らせることにした。

「さっき無調整版をノエラに使ったら煙が出て……」

「イグニッション」

　とノエラが続く。

「まあ、その、一瞬だけ火が出たんだ」

「ということは……」

　深刻そうな顔をするミナ。

「それだけ効果が高いということですね!?」

　全然ビビらねえな。

　多少火が出ても凝りをどうにかしたいっていうほうが強いのか。

　ミナにとって肩凝りは、相当根深い問題だったらしい。

「水で薄めて調整したから今回はもう大丈夫なはず」

「何でもいいので、ここにください、レイジさん」

　なりふり構っていられないようだ。

「よし。わかった。その覚悟、たしかに受け取った」

　とんとん、と自分で叩いているミナの肩に、おれは調整した【ほぐしウォーマー】を少しだけ塗った。

「……どう？」

「…………いえ、これと言って今は何も……あ、あああ。あったかくなってきましたぁ～」

「そ、そっか」

　問題はピークにどうなるかだ。

　待っていると、ミナの顔がどんどんふやけたように緩んでいく。

「何て言うんでしょう……血液が順調に巡っているようなそんな感じがします」

「イグニらない？」

　ノエラが心配そうに尋ねる。

「はい。あったかいですよ。塗ったところだけお風呂に浸かっているような温かさがあります」

　塗った箇所を触ってみると、さっきのノエラのときよりも温度は低い。

　ミナが言った通り、風呂のお湯みたいな温かさがある。

「凝ったところはどんな感じ？」

「今はよくわかりませんけど、肩が軽くなっているような気がします。温かいのはそこだけなのに、全身がポカポカしているような感じがあります」

　ミナが温泉に浸かっているみたいなふやけた顔をしている。

「よかった。これで完成だな」

　ほう、とひと息をつく。

「あるじ。ノエラ、ポカポカしたい」

「どうぞ」

　瓶を渡して少量指につけたノエラがミナと似たような場所に塗った。

「…………る？　るるるるる？　あるじ、あったかい！」

　ポカポカがきたらしい。

「そいつはよかった」

「……ノエラ、眠い……」

　目をしぱしぱさせたノエラが、ころんと横になる。

「わたしも、眠くなってきました……」

　小さくあくびをしたミナもノエラの隣に寝転んだ。

「そんな効果はないんだけどな」

　首をかしげている間に、二人は眠ってしまった。起こすのも可哀想なので、毛布を二枚持ってきて二人にかけておく。

　気持ちよくなって眠ったんだから、薬としてはよしとしよう。

「レーくんー？　ミナちゃーん？　ウチ帰るよー？」

　ミナがこっちに来たことでほったらかしだったポーラが店のほうで声を上げた。

「あ、そうだ」

　そもそもポーラが事の発端。

　まずポーラに試してもらえばよかったな。

【ほぐしウォーマー】の瓶を持って、おれは店のほうへ戻った。

「あ、それ新しい薬？」

「そ。肩凝りに効くんだ」

「ウチのために……レーくん……」

　ポーラが感激している。

「町で訊いたら、案外困っている人が多かったんだ。それでちょっと試しに作ってみようと思って」

「マジナイス」

　ぐっと親指を立ててポーラは白い歯を覗かせる。

「これを凝ってる場所に塗るんだ」

「ふむふむ」

　指を浸けて、とぺとぺ、とポーラは肩に塗った。見ている限り、液体部分が残り続けることはなく、乾燥するのも早いみたいだから不快に思うこともないだろう。

「おほ。おぉぉぉぉぉおおお……。あったけぇ～。何これぇ～。やだぁ～」

　効いてる。効いてる。

「凝ったところが優しくほぐされていくような……。……温泉入っているみたいにあったかいんだけど。レーくん、これ売ってよ。買うからさ」

　ぺたり、とカウンターに突っ伏して寝落ち寸前って感じのポーラだった。

「試作品だからお代は要らない。持って帰っていいよ」

「うひょー。レーくんサンキュ！　いやあ、これ気持ちいい薬だぁ～」

「おい。やべえ薬作ったみたいな言い方は……」

　ポーラを見ると、目蓋を閉じていた。

「……」

　ね、寝てる。

　早っ。

　肩凝りのせいで頭痛がするって言っていたし、もしかするとそのせいでよく眠れなかったのかもしれない。

　やれやれ、とおれはまた毛布を一枚持ってきて、ポーラの背中にかけておいた。

　ノエラの手が一瞬火を吹いたときはどうなるかと思ったけど、どうにか完成した。







　この【ほぐしウォーマー】は商品化すると、ミナの口コミによって町の主婦を中心にどんどん広まっていった。

　みんな肩凝りで悩んでいたらしい。

　若かったり定期的に体を動かしている人は、凝ることは少ないみたいだった。

　運動をしてない、似たような体勢を続ける、年を重ねている……これらの共通点を明確にしてしまうとミナに何を言われるかわからないので、凝るのは体質ってことにして濁しておいた。










４　ビリビリ大掃除




　キリオドラッグ定休日の今日。

　店員総出で普段商品を載せている棚やなかなか手が行き届かない店の隅々を綺麗に掃除しようということになった。

　発案者はミナで、おれは全然気にならなかったけど、細かい汚れやほこりがずっと気になっていたそうだ。

「ノエラさんは、次は雑巾であちらの棚をお願いします」

「る」

　ミナが指示すると、ビシッと敬礼をしたノエラが雑巾を持って所定の場所へ向かう。

　最初サボろうとしていたけど、ミナがすごんだら一瞬で言うことを聞くようになった。

「ミナちゃん、ボクは何をしたらいい？」

　湖の精霊のビビが自分の持ち場が終わったらしくミナに訊いていた。

　精霊だの妖精だの、正直おれには違いがわからないけど、本人曰く違うらしいので、おれが素で間違えたりわざと間違えると、必ず訂正ツッコミを入れてくる。

　その精霊サマは店のバイト店員でもあるので、山奥の湖から毎回通勤していた。

「ビビさんは…………ええっと、休憩していてください」

　指示を出すのも結構大変なんだよな。おれ以外にもノエラ、ビビ、エジルの三人がいる。

「ボク……やっぱり足手まといなの……？」

　すぐネガティブになるので、ビビは面倒くさいところもある。

「え。いや、そういうわけではなく……」

「次に備えて待機してろってことだよ」

　困っていたミナのフォローに入る。

「そ、そっか。じゃ、また言ってね。ボク、がんばるから！」

　えへへ、と純粋そうな笑顔で奥へ行ったビビ。

「店自体、そんなに大きくないから、割り振る仕事ってそんなにないんだろ？」

「あはは……実は、はい……」

　正解だったようで、ミナが困ったように笑う。

「先生ッ！　創薬室は、余にお掃除させていただきたいですッ！」

　持ち場の掃除が済んだのか、エジルが綺麗な挙手をしていた。

　一応魔王らしい。現在も人間たちと覇権を争い日夜戦っている。その魔王。

　ポーションをきっかけにこの店を知り、そこで出会ったノエラを好きになりバイトの店員としてここで働いている。

「創薬室か。そういえば、簡単にしか掃除してなかったな。悪いけど頼める？」

「任せてください！」

　エジルは、魔王だからというべきか、かなり使える。頭もいいし察しもいい。

　創薬に必要な素材も転移魔法を使って採ってきてくれる。

　他の人間に不遜な態度を取ることもあるけど、店での仕事はミナに次いでよくできた。

　ふりふり、とノエラが無意識で振っている尻尾を見つめるエジルは、ぐへへへ、と変な笑い方をしている。

　ぞわり、としたのか、ノエラが振り返るとエジルの目線に気づいた。

「嫌い。ヘンタイ。死すべし」

「フフフ。ノエラさん、まだ気づきませんか？　そんな蔑む言葉も冷たい目も、余にとってはただのご褒美だということに……」

　したり顔で言うことじゃねえだろ。

　そんなんだからノエラに嫌われるんだよ。

　デキる男なのに、ノエラに関することとなると欲望一直線なのは相変わらずだ。

　おれがエジルを促すと、創薬室のほうへ向かっていった。

「困った人ですね、エジルさんは」

　もう、とミナは小さくため息をつく。

　毎度のことなのでもう慣れたのか、ノエラもさほど気にした様子はなく、棚をふきふき、と雑巾で一生懸命拭いている。

　おれは棚から下ろされた商品の瓶を布巾で拭いていた。

　おれが新薬を作ると、一種のブームのように売れることがある。でもそのあとは販売数は落ち着いてくるので、売れたり売れなかったりした。

　そのため、どうしても棚に置きっぱなしになり、埃を被ってしまうのだ。

　よく売れるポーションの在庫には埃ひとつないので、その差がよくわかる。

　正直、一個一個こうしていくのは面倒くさい。

「レイジさん？」

　後ろからミナに声をかけられた。

「うわあ!?」

　適当にやってるのがバレたんだ。

「おほん。今日はきちんとお掃除をする日ですから」

「すみませんッ、軍曹！」

「だ、誰が軍曹ですか」

「あるじ、気をつける。軍曹、怒る、怖い」

　実感がこもりまくったノエラの忠告だった。

「だから軍曹って呼ばないでくださいっ」

　けど、面倒なのは事実だ。

　埃をもっと簡単に取る何かがあれば、今度こうやって店の大掃除をすることになっても、楽ちん。

　普段の掃除もさほど手間がかからないし、こうやって大掃除をする回数も減っていくはず。

「あ。そういや……」

　アレなら作れるかもしれない。

「ミナ、ちょっとごめん。掃除が楽になる薬作ってきてもいい？」

「【強力激落ちジェル】のことですか？」

　きょとんとミナが首をかしげる。

【強力激落ちジェル】は、そのジェルをつけて拭いたところがピカピカになるという薬だ。

「それはもう使ってるだろ？　別のやつだよ」

「それなら問題なしです。お願いします」

　軍曹の了承を得ると、おれは創薬室へ入った。

　そこではエジルがせっせと掃除をしている。

　魔王らしからぬ勤勉さと真面目さだった。

「あ。先生。どうされましたか？」

「ちょっと楽ができる薬を作ろうと思って」

「見学させていただいても……？」

「いいよ。別に大したことはしないけど」

「ありがとうございます」

　そういや、作っているところを見せるのってはじめてだっけ……？

　ポーション作りを学ぶっていう目的もエジルにはあったはず。

　それで先生って呼ばれているわけだけど……。

　じいっと手元を見つめられるのはやりにくいな。

「あの。エジル。もうちょっとなんとなく見られない？」

「どうしてですか。余は先生の一挙手一投足をこの目に焼きつけようと──」

　熱い志を持った弟子だった。

「わかった、わかったから」

　一人で作業をすると、じいっと見つめてくるので、ノエラがやっているような助手の仕事をさせよう。

「エジル。あそこの棚にある素材取ってもらっていい？」

　必要な素材を指示して、集めてもらう。

「え。えぇぇぇぇぇぇぇっ!?　せ、せ、先生っ、ここ、これはっ!?」

　あまり物事に動じないエジルが腰を抜かしそうになっていた。

　指を差しているのは、素材のひとつ、以前風の精霊にもらった風の結晶石だった。

　鑑定スキルで見たところ、風の概念を結晶化したものらしい。

「ああ、それな。もらったんだよ、この前」

「これはヤバいですよ、先生。超レア……一〇〇年にひとつ見つかるかどうかという代物です」

「そんなに!?」

　その結晶石、適当に置いているだけだったわ。

　割れないようにあとで厳重に保管しよう。

「それって何なの？　レアだろうなって思いはしたけど」

「風そのものをここに閉じ込めている、と言えばご理解いただけるでしょうか。欠片ほどのものを目にすることはありますが、ここまで大きいものははじめて見ました」

　手の平に収まるほどの大きさをしている結晶石。

　そこで創薬スキルが反応をした。

　兵器レベルのヤバい薬が作れるらしい。やめよ、やめよ。

　そういう危ないモンを作りたいわけじゃないんだ。

　ためつすがめつ結晶石を見るエジル。

「不純物もほぼありません。純度が非常に高いですね……」

　その純度とやらが高いと、概念としてのレベルも高次元だという。

「それでか……」

　さっきの作れるらしい兵器を思い出してぽつりとつぶやく。

　どうやら結晶石を素材にしたその薬は、瓶を開けると液体が瞬時に気化して台風を発生させられるらしい。

　意図的に自然現象を作れるっていう時点でもうヤバい。

　誰でもわかる、作っちゃいけない薬の一種だ。

　けど今からおれが作ろうとしている薬は、この結晶石を少しだけ削る程度で、すべてを利用するわけじゃない。

　エジルに素材を揃えてもらい、作業を開始する。

　食い入るようにエジルがガン見してくるけど、なるべく気にしないようにした。

　例の結晶石を削り、他の素材と合わせていく。




【ダスターＸ：小さな静電気を発生させることでホコリの吸着力を増加させる。ハタキにつける】




「できた」

「風の結晶石を削ってまで作った薬……さぞかし凄いものなのでしょうね」

　エジルが真顔で瓶の中の液体を見つめている。

「そんな大げさなものじゃなくて、ただホコリが取りやすくなる薬だぞ」

「な、な、な、な、なんて便利な！　いい意味で予想を裏切ってきましたね、先生！」

　こっちのほうがエジルにとってはよっぽどな薬だったらしい。

　そういや、エジルって掃除好きだよな。

　綺麗好きというか、几帳面というか。

　この手の大掃除イベントはもちろん、普段仕事としてやっている掃除も細かく行き届いている。

　エジルが腰に差していたハタキを片膝をついて献上してきた。

「先生、これを」

「ん」

　宝剣を受け取るように、ハタキを掴み【ダスターＸ】を振りかける。

　ヂッ、ヂヂヂ、と一瞬青白い稲妻がハタキを包んだ。

「これで使えるはずだ。これをエジルに託そうと思う」

「謹んで、お受けいたします」

　やっぱり宝剣を扱うように、エジルは恭しく頭を下げて受け取った。

　ハタキを持ったエジルは、まだ掃除が終わっていない場所へ行き、ぽふぽふ、とハタキを振る。

　叩かれた勢いでホコリが舞う。

　でも次の瞬間、ハタキに吸い寄せられていった。

　掃除機ほどではないにせよ、ホコリを引き寄せる磁石みたいな効果だ。

「せ、先生……！　これは革命です……！　掃除に、今、革命が起きました……！」

　興奮にエジルの手が震えている。

　そんなに嬉しかったのか。

「余が、何度もぽふぽふ、とやってもホコリは常に舞ってしまい、『これではもう掃除しているのか汚しているのかわからないではないか！』と、イライラすることもなくなるでしょう」

　綺麗好きなエジルには、舞うホコリすらストレスだったらしい。

「素晴らしい薬です、先生」

「風の結晶石のおかげだな」

　代用品となると、もっと別の素材が必要になってくる。

　……こんな薬の素材にしてよかったのかと思うけど、あのままだとそれこそ宝の持ち腐れ。

　使える機会があるなら使っておいたほうがいいのかもしれない。

　ハタキを借りて、おれもぽふぽふ、とやってみる。

　エジルが感激した気持ちがよくわかる。

　振った箇所だけではなく、付近のホコリもぐんと引き寄せてハタキに吸着させていた。

「一〇回ハタキを振っていたところが、半分くらいで済みそうだな」

「先生、これはもはや、広範囲雷撃……！」

「いやいや、大げさすぎるだろ」

　カッコ良すぎかよ。

　ホコリ取ってるだけだぞ？

　発明に打ち震えるエジルを放っておいて、おれは店に戻った。

「レイジさん、どこに行っていたんです？」

　ミナが不思議そうにした。

「ちょっと便利な薬を作ってきた」

「それですか？」

　さっきは持っていなかったから、バレるのも早かった。

　それとなくノエラも注目していた。

「あるじ、便利の薬、作った？」

「うん。それを使ったこのハタキの威力を見てほしい」

　二人が注目する中、おれはそのままになっているホコリがついた瓶にハタキを振る。

　ぐん、と振った場所とその近辺のホコリを一気に吸い取り、空中に舞ったホコリも逆再生かのようにハタキへと吸い込まれていく。

「すごいです～～～～！」

「る。ホコリ、なくなった」

　エジルが大げさだったわけじゃないらしい。

　おれは【ダスターＸ】の説明を二人にした。

「あるじ、それ、ノエラもやる」

　わくわくしているノエラが目を輝かせている。

　これでノエラも掃除が好きになってくれればいいんだけどな。

　ハタキを渡すと、自分の持ち場でぽふぽふとやりはじめた。

「るーっ！　いっぱい取れる。ごっそり！」

　感激してか、激しくノエラは尻尾を振った。棚の近くでそうするからか、ホコリが舞う。

　けど、ハタキが一瞬にして吸い取った。

　くすん、すん、ぐす、と鼻をすする音がするので見てみると、ミナが涙をちょちょぎらせていた。

「泣いてる!?　何で!?」

「レイジさん……とんでもないお薬を作られましたね。それがあれば、『これじゃあもう掃除しているのか汚しているのかわかりません！』なんてイライラすることもなくなります。嬉しいです……」

　エジルと同じことを言っている。

　綺麗好きには、ハタキで綺麗にするよりもハタキのせいでホコリが舞う嫌な気持ちのほうが勝っていたらしい。

　様子を窺っていたエジルが店に入ってきた。

「先生、商品名を考えました。名付けて『広範囲雷撃エリアライトニングダスター』です。いかがですか」

　これまた中二くさい呼び方をしてきたなぁ。

「エリア……ライトニング……」

　まずい。

　モフ子がときめいている。

「【ダスターＸ】でいいよ。何の薬かわからなくなるだろ？」

　わかりやすさは重要。

　お客さんに説明をする手間が省けるから、忙しさを軽減することができる。

【ダスターＸ】がそうなのかは置いておいて、エリアライトニングなんて勘違いさせてしまうような商品名は避けたい。

「そうですか。いい名だと思ったのですが」

　がっかりしたようなエジルだったけど、ハタキを持つノエラが掃除を再開すると、

「エリア──ライトニングッ！」

　技名を叫ぶようにして、ハタキを使いはじめた。

「ノエラは気に入ったらしいぞ、エジル」

「では、余の勝ちですね、先生」

　勝ち誇った顔すんな。

　ノエラに気に入られる選手権はしてねえんだよ。

「ノエラさん、ノエラさん、余のネーミングです！　いやぁ、それが気に入るなんて、余とノエラさんは気が合うのでは？」

　嬉しそうに話しかけていくエジルだったけど、ノエラが振りかぶったハタキがぶつかった。




　ヂッ──！




「はぎゃっ!?」




　ビクン、とエジルが一瞬痙攣した。

　静電気をまとっている状態だから、ぶつかるとこうなるのか。

「る……？」

　何があったのかわかっていないノエラだった。

　けど、接触するとビリビリ痛い、なんてのはよくない。

　これは微調整が必要みたいだな。







　こうして、【ダスターＸ】はビリビリしないように微調整をしていき、商品化することになった。

　当初は怪訝そうにしていたお客さんに、ノエラが実演販売をすると、かなり好評で、【ダスターＸ】はホコリに悩んでいた主婦を中心にかなりヒットした。

「エリア──ライトニング！」

　そのかけ声が気に入り過ぎたノエラがそう言いながら実演販売をしたので、そう言わないと効果を発揮しない、という勘違いが広まってしまった。

　気持ちの問題だから、言ったほうが楽しく掃除ができるんなら言ったほうがいいんだろう。

　一応、商品の説明欄に「使用時に何か言う必要はなく、言わなくても効果は十分あります」と追加で記載することになった。




　けど、このかけ声が伝言ゲームで方々に伝わってしまったらしく、あの人がやってくることになるとは、このときはまだ思いもよらなかった。










５　規格外のあのお方




「錬金術師殿、錬金術師殿はおらぬかー！」

　創薬室で不足分の商品を作っていると、大きな声が聞こえた。

　どたばた、と創薬室にノエラが駆け込んでくる。

「あるじ、あるじ、ケンセー来た！」

「ケンセー？」

　なんじゃそれ。

　早く、とノエラが急かして腕を引っ張るのでついていくと、店先にガロンさんがいた。

「ああ、ケンセーって剣聖のことか」

「おお、錬金術師殿」

　どうも、とおれは簡単に挨拶をする。

「いらっしゃいませ。今日は何かご入用ですか？」

　うむ、とガロンさんは深くうなずいた。

　ポーションとかエナポ、あとは欲しがりそうな商品は……、とおれは頭の中で考えていると、ガロンさんは言った。

「雷撃を付与できる薬を開発したと、秘密裏に耳にしてな」

「ライゲキを、フヨ……？」

　何の薬の話をしてるんだ。

　さっぱりわからず首をかしげていると、「ほれ、あれだ、あれ」とガロンさんは商品名がわからないらしく、効果を教えてくれる。

「簡易魔法剣薬」

「簡易、魔法剣、の、薬ですか……？」

　どれのことだ。

　直接ダメージを与えるような薬を作った覚えはないんだけどなぁ。

　困るおれをそっちのけのノエラは、ガロンさんが佩はいた剣に興味津々だった。

「それを付ければ雷撃を放てるのだろう？　雷を刀身に纏うとかなんとか」

　付けると、雷撃を放つ……。

　あー。もしかすると【ダスターＸ】のことか？

「ええっと、たぶん、ガロンさんが仰っているのは、これのことかもしれません」

　おれは棚にある【ダスターＸ】を手に取りガロンさんのところへ持っていく。

　雷撃を放つなんて噂が一人歩きし過ぎだ。

　たぶん、ノエラがエリアライトニングなんて声に出してハタキを振るからだな？

　それを聞いた人たちが、口頭で効果を伝えていった結果、『静電気を纏ってホコリを取る薬』が『雷を纏い雷撃を放てる薬』ってなったらしい。

　なるほど、簡易魔法剣薬って勘違いするのも無理はない。

「【ダスターＸ】……？」

「はい。言いにくいんですけど、雷撃を付与するような効果ではなく、あくまでも静電気で……ホコリを上手く取れるようになるだけのものなんです」

　申し訳なさそうに言うと、

「そうなのか」

　気落ちしたように小さく肩を落とした。

　どこからやってきたのかわからないけど、ここまで結構な道のりだったんだろう。

　わざわざ来てもらったのに、手ぶらで帰らせるのも何だか申し訳ない。

「けど、ホコリを取ることはできるので、剣のお手入れで役に立つかも……」

「いや、手入れに関しては間に合っている」

「そ、そうですか」

「では、雷撃を放てるようになる薬というのはないのだな」

「はい。すみません」

　作ろうと思えば作れるらしいけど、キリオドラッグは兵器工場じゃないので、そういったものは作らない。

「その薬、見せてもらえるか」

「どうぞ」

　おれが瓶を渡すと、ガロンさんは中身をじいっと見つめる。

「ハタキに振りかけてもらうと、ホコリが吸着して掃除が楽になるんです」

　綺麗好きかもしれないので、詳しく商品を説明した。

「お代はあとで払う。試させてもらってもいいか？」

「はい。もちろん」

　ハタキ、ハタキ……、とおれが探していると、ガロンさんは剣を引き抜き、【ダスターＸ】をすべて振りかけた。

　ヂッ、ヂヂヂ、と稲妻が舞い、ガロンさんが声を上げる。

「おお、これは……」

「ちょっとした静電気なので、戦闘用に使えるような電撃じゃないですよ」

　ふむふむ、と何か考え事をするガロンさん。

　抜き身のまま外に行くので、何をするのか気になり、おれとノエラはあとをついていった。

「錬金術師殿。私は、魔法の才能がまるでなく、戦う術といえば、この剣を振ることのみだった」

　……その設定だけで十分カッケーんですけど。

「魔法に憧れたことは多々あった。難敵を前にしたとき、私にも魔法が使えたらと思ったことは幾度もある。そして『つけるだけで雷撃を放つ薬がある』と耳にしたのだ」

　魔法への思いが大きすぎて、申し訳なくなる。

「試して思ったが、これはまさしく魔法の一種」

「あ、いや、ホコリを吸い寄せるだけの薬ですよ」

「この小さな息吹を、魔法剣に昇華させられるか否かは、私の腕ひとつにかかっている」

　ザッ、と肩幅に足を開いたガロンさん。

「昇華させるって……そんなこと、できるんですか……？」

　できたら、すごいことなんじゃ……。

「鍛練が足りているのか、いないのか。試してみようと思う」

　鍛練の問題なのか……？

「るう？」

　ノエラも合点がいかないようで、首をひねっている。

　商品化する際に、たくさん塗っても人に害が出ないように調整をした。

　鍛練したからって、それが強化されるもんなのか？

　半信半疑で様子を見守っていると、ガロンさんはすうはあ、と深呼吸を繰り返す。

「いざ」

　剣を体の中央で構えると、目を見開き一気に振りかぶった。

　いつもはすぐに消えるはずの静電気が、ヂ、ヂヂヂヂ、と目に見えるほど強くなっているのがわかる。

「ま、まさか」

　マジなのか。鍛練が足りているからって、静電気が雷撃に──!?

「ンンンン──ヌァアッ！」

　気合いとともに振り下ろした剣は、ズガァン、と落雷にも似た爆音が響かせる。そして、力強い紫電が放射状に伸びた。

「マジかよ──!?」

「るぅ──!?」

　はぁ、と息をつくと、ガロンさんは剣を納めた。

「この【ダスターＸ】とやら、あるだけもらおう」

「あ、ありがとう、ございます……」

　す、すげぇ。

　どれだけ振りかけたり塗ったりしても、人を害する静電気にならないようにしたのに。

「剣の道に通じている人なら、【ダスターＸ】があればできるもんなんですか？」

「それはわからぬ。鍛練次第だ」

　やっぱそれなのか。

「しかし、剣聖と呼ばれる私がようやくこれだ。他の者に真似ができるとは思わぬ。戦闘で使い物になるかどうかは、試行錯誤も必要であろう」

　剣がすごいのか……？

　同じことを思ったのか、ノエラがそっと突いているけど、おかしな様子はとくになさそうだった。

「ありがとう、錬金術師殿。実戦でモノになるよう、これからも鍛練に励もうと思う」

　求道者だ……。

　常識では測ることができない人をはじめて目の当たりにした。

　この人しかできない芸当で、悪用する人でもないだろう、と思ったおれは、【ダスターＸ】の在庫をあるだけ持ってきてガロンさんに売ることにした。

　まあ、あの放った電撃が見かけ倒しってこともなくはないだろうし。

　前回のように指笛を鳴らすと、黒馬がやってくる。革袋に【ダスターＸ】を詰め込むと、馬にまたがった。

「錬金術師殿」

「レイジと言います」

　前言わなかったっけ。

「すまない。レイジ殿、また何か作ったときは、足を運ばせてもらう」

「ポーションとか、他にもいい薬があるんで、次来たら是非見ていってください」

「うむ。では──」

　はぁッと馬腹を踵で蹴ると、風のように去っていった。

「すごかったな、ノエラ」

「るう……ノエラ、まだまだ」

　ガロンさんに触発されてストイックモードに入っているらしい。

　さすがにあれは真似できないと思ったのか、ノエラは店に戻ると指笛の練習をしていた。

「グリ子、これで呼ぶ」

　そこなら真似できると思ったらしい。

　指笛を鳴らしたらグリフォンが飛んでくるなんて、もしできたらたしかにカッコいいかもしれない。

　憧れるノエラは、ふすー、という空気音をずっと鳴らしていた。










６　万能調味料




　不足している素材を薬草畑で採取していると、近くの農家のおじさんに声をかけられた。

「薬屋さーん、これ、余ったからもらってくれるかい？」

　カゴをおれに渡してくれる。

「あ。いいんですか？　ありがとうございます」

　中には、色とりどりの野菜が数種類。これはミナが喜ぶだろうな。

「いいの、いいの。こっちは、薬屋さんの薬ですごい助かってるんだから」

　それじゃあ、と農家のおじさんは立ち去っていく。

　こんなふうにして物をもらうっていうことは珍しくない。

　大きな町ではないから、薬屋はキリオドラッグしかないし、他にも靴屋もパン屋も一軒しかなかったりする。

　そのせいか、住民のみんなはいつもおれや薬に感謝をしてくれる。

　あんなふうに言ってくれると、薬屋冥利に尽きるってものだ。

　薬草を採り終えると、もらったカゴを持って店へと戻った。

　おれが出かけている間に、エレインが遊びに来たようで、店番を一人でしているノエラと話をしていた。

「ノエラさん、ちゃんとお仕事しないとミナさんに怒られますわよ？」

「だいじょぶ。ミナ、見てない。あるじも、いない」

「わたくしが言いつけますわよっ」

「裏切る、ダメ」

　まったく、モフ子は目を離すとこれだ。

「ただいま」

「レイジ様、お帰りなさいまし。お戻りになられましたのね」

　ちら、とカウンターの席にいるノエラを見ると、しゃん、と背筋を正した。

「畑に行くとノエラさんにお聞きしましたけれど……これは何ですの？」

　薬草以外の物をおれが持っているからか、エレインが興味を示した。

「農家のおじさんが余ったからって野菜をいくつかくれたんだ」

　ほえー、と珍しそうにエレインは話を聞いている。

　お嬢様にはそんな経験がないんだろう。

「お、お金は払わなくてもよろしいんですの？」

「うん。余り物だから」

　気になったノエラもこちらへやってきてカゴの中を覗くと、微妙そうな顔をして席に戻っていった。

「野菜……」

　ノエラはつまらなさそうに首を振っていた。

　ノエラは以前、トマト嫌いだった。

　今では克服したけど、実は野菜全般が苦手だったりする。

　狼だから仕方ないなー、と目をつむっていたけど、ミナの話によると、最近とくに野菜の食べ残しが多いらしい。

　別にミナの野菜料理が下手ってわけじゃない。むしろかなり美味いほうだけど、お子ちゃまモフ子にその良さはいまいち伝わっていないようだ。

「エレインは野菜食べられる？」

　目をすっとそらした。

「も、もちろんですわ……」

　このお嬢様は……。

　我がまま言えば言うだけ受け入れてくれそうだもんな。お貴族サマはこれだから……。

「だってよ。ノエラ。エレインはちゃんと食べるんだとさ」

「マキマキ、嘘ついてる」

　ビシっと指を差して指摘するとびくんと肩をすくめた。

「どきっ」

　嘘がバレたのがこんなわかりやすいやついる？

「ノエラも、エレインも、野菜はちゃんと食わないとダメなんだぞ？」

「わかっていますけれど、美味しくないんですの……」

　エレインは、バレたとわかると素直なんだな。

　対照的にノエラは──。

「ノエラ、食べてる。問題ない」

　おれが相手なら誤魔化せると思ってるな……？

「ミナから聞いてるぞ、ノエラ。全然食べないって。ミナ、悲しそうだぞ。せっかく作ったのに食べてくれないって」

「るぅ……」

　へにょん、とノエラは耳を垂らした。

　悪いとは思っているらしい。

「あるじ、野菜よくない。ノエラの体、よくない」

「なわけないだろ」

「狼、野菜食べない」

「おまえは人狼だろ」

　都合いいときだけ狼面はやめてもらおうか。

「る……っ」

　図星を指されたのか、ノエラは何も言わない。

　やれやれ、とおれは店を出て奥に行く。掃除をしていたミナを捉まえて、野菜をもらったことを報告した。

「あ～。美味しそうなお野菜です。今日はこれを使った料理にしましょうか」

「うん。けど、ノエラが食べないんだろ？」

「そうなんです……。調理方法を色々と試しているんですけど、理由をつけてお皿の端によけちゃって……わたしのお料理が下手なせいなんでしょうか……」

　改めて話を聞いてみると、めちゃくちゃ悩んでいた。

「そんなことないよ。美味しいよ、ミナの料理。全部」

「えへへ。ありがとうございます、レイジさん」

　ミナが料理に自信を失くして料理をしなくなるっていうのが一番困る。

　ノエラの野菜嫌いをどうにかしないと。あとついでにエレインも。

　ノエラが敬愛してやまないガロンさんに、「野菜を食べないのはカッコ悪い」みたいなことを吹き込んでもらうか……？

　けど、あの人はここらへんの住民じゃないからいつ来てくれるかわからないんだよなぁ。

　ノエラに関して言うと、種族的なものがもしかするとあるのかもしれない。

　おれたちが感じる以上に風味には敏感だろうし、ピーマンとか苦味があるものはおれたち以上に苦く感じているのかもしれない。

「ううん……」

　おれも子供のころは、嫌いな野菜が多かった。

　ピーマンもナスもホウレンソウも苦手で、大人になるにつれて食べられるようになっていった。

　ただノエラの場合、大人になるのを待っても野菜を食べるようになるとは思えない。

「何かいい手は……」

　あ。

　そういや、アレなら食べるんじゃないか？

　おれも現代で野菜を食べるときはよくお世話になっていたし。

　野菜以外にも何をつけても美味い、万能なアレ。

「レイジさん、何か思いついたんですか？」

「うん。もしかすると、上手くいくかもしれない」

　おれは創薬室に向かい、新薬の製作に取りかかった。

　アレがあれば、ノエラの野菜嫌いは克服できるかもしれない。

　ノエラだけじゃなくて、おれも食卓にあれば嬉しい。

　ただ薬って感じじゃないけど。

　まあ、ノエラが野菜を食べられるようになることが優先だろう。そうすればミナの悩みも解決されるだろうし。

　善は急げだ。

　おれはさっそく創薬室に入り、創薬スキルに従い素材を揃えて作業を開始した。

　現代人のおれからすると、知っている味だから戸惑うことはないけど、異世界の人たちに受け入れてもらえるんだろうか。

「全然考えてなかったけど、そもそもそれ自体が苦手ってパターンもあるもんな……」

　けど、対策らしいものはこれしかない。




【マヨマヨマックス：薄黄色をした調味料の一種】




「うわ。めっちゃマヨ」

　瓶の中に入った【マヨマヨマックス】を眺めてつぶやく。

　見た目そのまんまだ。

　指で少しだけすくって舐めてみた。

　お酢っぽいほんのりとした酸味と卵のまろやかな味がする。

「うわ。めっちゃマヨ」

　同じセリフをまた言った。

「これなら、ノエラも野菜を食べられるようになる……はず」

　まず、【マヨマヨマックス】が口に合うかどうかだな。

　おれは瓶を手に店へ入る。

「あるじ、新しい薬？」

　見慣れないからすぐにノエラが気づいた。

　エレインも興味深そうに瓶を見つめている。

「うん。新しい薬だ」

　現代でマヨを知っているおれからすると、厳密には薬じゃないけど、野菜が食べやすくなる薬と言うこともできるので、薬ってことにしておこう。

　ふがふが、と鼻をひくつかせるノエラが瓶に顔を寄せる。

「……る？　におい、不思議」

「嫌じゃない？」

　ふるふる、とノエラは首を振った。

「じゃない」

「どんなにおいですの？」

　気になったエレインも【マヨマヨマックス】のにおいを嗅いだ。

「……嫌ではないですわ。何なのでしょう、これは。……卵？」

「正解。エレイン、いい鼻をしてる」

「レイジ様に褒められましたわぁー！」

　わぁーい、と喜ぶエレインとは対照的に、ノエラがむすっとした。

「あるじ。ノエラも、卵使う、わかった」

　自分もわかったアピールをしてくるノエラだった。

　なんか拗ねているので、もふもふ、と頭を撫でておいた。

「これがあれば、色んなものが美味しく食べられるんだ」

「「色んなもの……？」」

　ノエラとエレインがそれぞれ自由に何か想像をしはじめた。

　……ノエラは、なんとなくわかる。

「ノエラ、ポーションと混ぜても美味しくはならないぞ？」

　おれの予想は当たったらしく驚いている。

「るっ!?　あるじ、どしてわかった」

　考えそうなことだからだよ。

「となると……わたくしの失敗したお料理でも、美味しくいただける、ということなのでしょうか？」

「ん～～」

　失敗の程度によるけど、どうなんだろう。

「美味しくいただけるかはわからないけど、マイナスの数を減らせることはできるかな。飲み物や甘いお菓子とは相性が悪いよ」

　料理の味がマイナス一〇〇とかならもうお手上げだけど。

「すごいですわ！　わたくしが、お砂糖とお塩を間違えた数々の失敗作もどうにかなりますのね!?」

　同じミス何回してるんだよ。

　呆れながら、おれは「多少はな」と応じた。

「舐めてみる？」

　瓶を差し出すと、ノエラとエレインは順番に指ですくって口に運ぶ。

「る……？　塩味系」

　ノエラは思っていた味じゃなかったらしい。けど、拒否反応は示さなかった。

「これは…………何とも言えないまろやかな味ですのね」

　舌が明らかにノエラより肥えているエレインは、グルメコメントもばっちりだった。

「あるじ。まろやかな味」

　対してコメント泥棒をするノエラだった。

「これを野菜につけて食べるんだ。これがあれば生でも美味しいんだぞ」

　おれがそう言うと、さっきまで興味があった二人の目がすっと輝きを失った。

「……あるじ、その手に、ノエラ引っかからない」

　ぶんぶん、と険しい顔で首を振るノエラ。

「そうですわよ、レイジ様。わたくしも、その程度でお野菜が食べられるのであれば、家の者は苦労しませんのよ？」

　誰目線なんだよ。

　苦労かけてるのは自分だろうに。

「野菜、美味しいよマジで」

「「…………」」

　二人は疑いの目をしていた。

　仕方ないな。

　おれは「ちょっと待ってて」と言い残し、キッチンにいたミナにさっきの野菜で野菜スティックを少しだけ作ってもらった。

　それを持って店へ戻ると、置いていた【マヨマヨマックス】を二人が舐めていた。

　よかった。味自体は気に入ったっぽいな。

「ミナに食べやすく切ってもらった野菜を【マヨマヨマックス】につける」

　細長く切られたキュウリのスティックをつける。先端にとろりとした【マヨマヨマックス】がつく。

　待て待て、とノエラはおれがわかってないみたいに首を振った。

「あるじ。そのまま、十分、美味の味」

「気に入り過ぎても困るんだよな」

「レイジ様、お野菜にわざわざつけるなんて、そんな無粋な真似をなさらなくてもよろしくてよ？」

「野菜につけるために作ったんだよ、これは」

　本末転倒な二人に、おれは見せつけるように野菜スティックをかじる。

「あー。うめぇー」

　シャクシャク、とキュウリを食べていく。

　やっぱ野菜につけると食べやすくていいな。

「「…………」」

　二人は疑いの目をしていた。

　野菜どんだけ嫌いなんだよ。

「ほら。美味しいよ」

【マヨマヨマックス】をつけたニンジンスティックをノエラに差し出してあげる。

「るう……」

　困ったようにノエラは眉根を寄せている。

　けど、根負けしたのか、ぱくりと先端だけを食べた。

　ぽりぽり、と音を立てて食べるノエラ。

「……るう？　嫌じゃない……」

　自分でも何を言っているかわからないが、とでも言いたそうに、不思議な表情をするノエラだった。

「の、ノエラさんがあっち側に行ってしまいましたわ!?」

　あっち側ってどっち側だよ。

「ほら。エレインも。美味しいから」

　別の野菜スティックを選んで【マヨマヨマックス】をつけて差し出す。

「こ、こ、これは、『あーん』ですわ……!?　レイジ様、そんな、いきなり……」

　顔を真っ赤にしたエレインはモジモジと躊躇っている。

「食べないなら、ノエラ、食べる」

　口を開けて食べようとするノエラを、エレインが押しのけた。

「食べないとは言ってませんわ！」

「食べづらいなら自分で野菜スティック持つ？」

「れ、レイジ様が持っててくださいまし……」

　両手で顔を覆ったり、膝をすり合わせていたエレインだったけど、ようやく覚悟が決まったらしく、ぱくっと食べた。

「レイジ様に『あーん』してもらいましたわ～！」

　エレインは嬉しそうに頬を手で押さえていた。

　エレインは、野菜の味とか、もう正直どうでもよくなってないか？

「この【マヨマヨマックス】があれば、野菜は食べられるな？」

　念のため訊いてみる。

　気持ちのいい返事をしてくれると思ったら、ノエラはノンノンと指を振っていた。

「あるじ」

「ん？」

「食べられる、好き、違う」

　小賢しい理論武装してきやがった。

　けど、食べられるようになったのは揺るがない事実。

　あとは、気持ちの問題だと思うんだよな。

　どうしたら進んで食べてくれるようになるんだろう。

　あ。

　このお子ちゃま二人は……。

「これつけて食べる野菜って、大人の味だよな。大人にだけ許されるっていうか」

　大人ならつけなくても食べられるんだけど──、さて効果のほどは。

　おれがちらっと二人を見ると、すでに野菜スティックの残りを手にして【マヨマヨマックス】をつけて食べようとしていた。

「ノエラ、大人の味、わかる人狼」

「晩餐会に何度も行っているわたくしですわ。大人の味がわからないはずがありませんの」

　二人とも決め顔で野菜スティックを食べはじめた。

　おれの発言は、背伸びしたがるおませさんたちには効果抜群だった。

　おれは内心ほくそ笑んだ。

　ふふふ。もうああだこうだ理由をつけて野菜を食べないなんてことにはならないだろう。

「みなさーん、お昼ご飯ができましたよ。エレインさんも、よければ召し上がってください」

「ノエラ、もう何も怖くない」

　一端の戦士ぶった顔つきだった。

「わたくしも、右に同じ、ですわ」

　エレインもたくましくなった顔つきで、自慢の縦ロールをふぁさっと手で払った。

　二人とも、この短期間でずいぶん成長したなぁ。

　うんうん、とおれは【マヨマヨマックス】を持って二人のあとを追う。

　テーブルには、ミナが恐る恐る出したサラダがすでにあり、ノエラとエレインは【マヨマヨマックス】をかけてそれを食べきった。

「大人の味。一味違う」

「ですわ」

　どうやらこのお嬢さん方には、『大人の味』っていうフレーズがクリティカルヒットしたらしい。

「すごいです……。あんなに嫌がっていたのに」

　ミナがめちゃくちゃ驚いていた。

「レイジさん、売りましょう。この新しいお薬。困っているご家庭はたくさんあるはずです」

　マヨは正義。

　辞書にもそう書いてあるくらいだからな。

　ミナの後押しもあり、おれは【マヨマヨマックス】を商品化することにした。

　ノエラが書いた商品説明に「大人の味」と書いたおかげか、大人も子供も興味を持ち、【マヨマヨマックス】は人気商品のひとつとなった。










７　日々の悩み




　最近、ミナが食器の洗い物をサボっている。

　キッチンの流しには使い終わった皿やコップがぱんぱんに入っていることもしばしばあった。

　普段から常にしてくれているから、サボる程度全然構わない。

　任せっきりは悪いなと思っていたから、これを機におれも洗い物をしていこう。

　おれが作った食器用洗剤の効果は高く、ごしごし擦らないと汚れが落ちない、なんてことはまずない。

　溜まった分を片付けるのに、一〇分もかからなかった。

「レイジさん、洗い物ありがとうございます」

「いやいや、こちらこそいつもありがとう」

　けど、何も言わずミナがこんなふうに家事をしなくなるのは珍しい。

　ノエラじゃあるまいし……。

「あるじ、何」

「いや、何でもない」

　サボり魔のノエラを見ているのがバレてしまい、おれは首を振っておいた。

　ミナが皿洗いをしなくなった理由……。

　何があるんだろう。

　考えてみたけど全然思いつかない。

「なあ、ミナ。困ったことない？」

「え？　困ったことですか……？」

　ううん、と考えるけど、ふるふると首を振った。

「ありませんよ。毎日毎日楽しいです」

　聖母のような微笑みを返してくるミナ。

　じゃ、一体どうして……？

「ミナ。最近、洗い物をしなくなっただろ？」

「あ、はい。もうちょっとで良くなると思うので、ごめんなさい、レイジさん……」

　申し訳なさそうにミナは頭を下げた。

「いや。いいよいいよ。やってないことを責めているんじゃなくて、単純にどうしてしなくなったんだろうって思ってさ」

　ん？　良くなる……？

「実は、こういうことでして……」

　さっとミナは手の甲をこちらへ向ける。

「んー？」

　しげしげと観察すると、どうして皿を洗うのをやめているのかわかった。

「手が荒れている……？」

「はい……」

　ノエラもじいっとミナの手を見つめて、自分の手と比べている。

「カサカサ」

「もうカサカサで。食器を洗うのが原因なのかもと思って、今はお休みをいただいているんです」

「なるほど。手荒れがその理由だったのか」

　ミナがやらなくなってから食器洗いをはじめたから、おれに今のところ大した変化はないけど、ミナは今まで毎日そうやってきたんだ。

　ミナには乾燥したり荒れたりするってことは日常茶飯事だったのかもしれない。

「ノエラは？」

「る」

　ノエラの手を見せてもらうと、潤いたっぷり。

　ふにふにで触っていても気持ちいい。

「あるじ、くすぐったい」

「ごめんごめん」

　肌質のおかげか、おれは手荒れや乾燥を今まで気にしたことはなかった。

　けど、困っている人はたしかにいるんだな。

　思い返せば、肌がカサカサでかゆいって人は元の世界にもいたっけ。

「女性は結構悩んでいる方は多いと思いますよ、レイジさん」

「よし。ミナがそう言うのなら間違いないだろう」

　主婦代表みたいなところがあるし。

　もしかすると、あの食器用洗剤の影響が多少あったのかもしれない。

　洗い物を終えたあとは、肌が突っ張ったような感覚がある。

　これを繰り返していくと、手荒れにも繋がるんだろう。

「ちょっと試しに作ってみるよ」

「レイジさん、ありがとうございます」

　ダイニングをあとにして、創薬室に入る。

　やってきたノエラを助手に、さっそく新薬の開発に取りかかった。

　この手の薬は、現代では女性が使う薬のイメージがあるけど、男も使わないわけじゃないんだよな。

「る？　いいにおい」

　さっそくノエラが香りに反応した。

「女の人がつけるものだから、花の香りがするものにしようと思って」

　無香タイプも別で作っておこう。




【テウルオーウ：クリーム状の液体。塗ると保湿効果があり肌荒れを予防する】




「できた。ミナに試してもらおう」

「るー！」

　ぱたぱた、とノエラが尻尾を振って同意してくれる。

　創薬室を出ると、ミナに瓶を渡した。

「ミナ。これ、新しい薬」

「わ。すごいいい香り……お花や果物とか、そういう香りがします」

　よかった。不快なにおいじゃなくて。

　おれがいいと思っていても他の人もそう思うとは限らないのが、香りの難しいところ。

「クリームには保湿成分が入っているから、塗ると乾燥を防いでくれるんだ」

「へえええええ。そんな効果が」

　通販番組の出演者並みに大げさに驚いてくれるミナだった。

「試してみて」

「はい」

　ミナは指でひとすくいすると、手の甲に塗る。

　それを全体に伸ばしていき、両手に塗り終えた。

　すんすん、とノエラが鼻をひくつかせている。

「いいにおい！」

「えへへ。ずっとこうしていられますね」

　手を鼻の近くへ持っていくミナは手の香りをずっと嗅いでいる。

「ノエラも塗る」

　ミナの真似をして同じようにノエラも手に塗った。

　すんすすん。すんすん。とにおいを嗅ぎまくっている。

「香り以外はどう？」

「これが潤いというやつなんでしょうか。お肌がもっちりとした感じがします」

　すぐに効果を発揮するような薬じゃないので、一日ほど様子を見てもらうことにしよう。

　すんすすん、とにおいを嗅ぎまくっているノエラは、瓶からまた指先にクリームをつける。

　それを口に運ぼうとしていた。

「ちょっと待て」

「るっ!?」

「いいにおいがするだけだから、食っても美味くないぞ？　ていうか食べ物じゃないから」

「るう。残念」

　ノエラの中では、いいにおいがするものは食べると美味しいって公式でもあるのか？

　無香タイプもあとで作って、もしこの香りが気に入らない人にはそっちをお勧めしよう。

「薬屋さーん？　こんにちはー？」

　店のほうから声がするので出てみると、ウサギ亭のレナがいた。

「いらっしゃい。今日は何の用？」

「マヨちょうだい。お父さんがあれを使ったレシピを研究しててね」

「はいはい」

　と、おれはレナに言われた通りの数の【マヨマヨマックス】を準備する。

　マヨは色んな料理に使えるからな。食堂のおっちゃんが研究したくなる気持ちはわからないでもない。

　あ、そういえば、洗い物といえばレナもそうだ。

「なあ。レナは手が荒れて困ったりすることはない？」

「手が荒れる……？」

「手、見せてもらえる？」

　はい、と差し出してくるので、観察させてもらう。

　ミナほどではないけど、荒れている。

　手が荒れるっていうのが、どういう状態なのかよくわかってなかったらしい。

　モニターは多いほうがいいから、レナにも渡しておこう。

「ノエラ、ブツを」

「る！　任せる」

　ノエラが回れ右をして【テウルオーウ】を取ってくる。

「うわ。いいにおい！」

「花と果物の成分、入ってる」

　ノエラが先に説明をしてくれた。おれも後に続き効果を説明する。

「手に塗ると保湿してくれるから手荒れの予防になるんだ」

「へえ。そんな薬があるんだね」

　ぬりぬり、とさっそく手に塗ったレナは、ミナと同じようににおいを嗅いでいる。

「今度感想聞かせてほしい」

「うん。もちろん」

　会計を済ませ、レナは帰っていった。

　しばらくすると、主婦らしき二人がやってきて【テウルオーウ】がどこにあるのか尋ねてきた。

「ウサギ亭のレナちゃんに聞いたのよ」

「あるんでしょ。潤いを与えるブツが」

　潤いを求める圧がすごかった。

「あ、まだ商品になってない試供品ですけど、大丈夫ですか？」

　ある程度の仲だとお試しでお願いしやすいけど、完全にお客さんとして来られるとこう対応せざるを得ない。

「いいのよ。試しに使わせてちょうだい」

「それね！　いいにおいがする保湿クリームは！」

　ノエラが持っている瓶に目をつけたお姉さま方は、我先にと指先につけて手にまんべんなく塗った。

「「すごい……潤う……」」

　手に頬ずりをしていた。

　どんだけ潤いたかったんだよ。

「また来るわ」

「ええ。商品になったら、買うわ」

　主婦二人はそう言い残して店を出ていった。

　慌ただしい人たちだったけど、商品価値があることはわかった。

「レイジさーん。やっぱりこのクリームとってもいいですよ！」

　ミナがそう言ってくれるのも後押しとなり、【テウルオーウ】はその日に商品化が決まった。

　販売をはじめるとあの主婦二人がやってきて、ひとつずつ買っていった。

　ノエラは、圧が強めな二人がどうやら苦手らしく、来店中はずっとおれの後ろに隠れていた。

「また来るわ」

「【テウルオーウ】が切れた頃にね」

　そう言い残して去っていった。

　いや、他の商品買いに来てくれてもいいんですよ？

　こうして、あの人たちも含め【テウルオーウ】は女性を中心に人気となったのだった。










８　王都観光




　遊びに来いとうるさいので、ポーラの店へノエラと一緒に遊びに行ったときのことだった。

　こうしてたまにやってくると、お茶を出して一応もてなしてくれるポーラ。

　相変わらず店は暇で、生活できる稼ぎがあるのか心配になるくらいだった。

「レーくんさ、この町にずっといるじゃん？」

　コップに入れた【ブラックポーション】を啜りながらポーラは言う。

「まあ、そうだな」

「王都は行ったことある？」

「ないよ。どうしたんだよ、珍しい」

　おれも出してもらった【ブラックポーション】をひと口飲む。

　ノエラはというと、おれたちの話が退屈だったのか、売れそうにない剣を鞘から抜いては刀身を見つめて納めるということを繰り返していた。

「ウチ、ここに来る前は王都にいたんだよ」

「そりゃ初耳だな」

　王都か。あんまり興味はなかったな。

　畑イジりをして薬草を育てて、みんなに薬を売るっていうだけで十分楽しいし。

　そりゃ、多少の興味はあるけど。

「物品鑑定士の勉強でね、四年くらいいたんだ」

　そういや、前にその免許の更新で勉強してたっけ。

「あのときは楽しかったなーって思って」

「へえー」

「反応薄っ」

　けらけら、とポーラは笑い出した。

「悪かったな。元々そういうタチなんだよ」

「レーくんも機会があったら行ってみることをお勧めするよ」

　ふうん、とおれはそのとき聞き流していた。

　帰り道、ノエラにも同じ質問をしてみた。

「ノエラって、王都に行ったことある？」

　ぷるぷる、と首を振った。

「ノエラ、田舎の人狼。王都、行ってない」

「そっか」

　この世界の王都って、どんな場所なんだろう。

　王都でなくても、他の大都市すら行ったことがない。

　っていうのも、必要を感じなかったからっていうのが大きい。

　行かなくても、ここで楽しく生活はできるし、不便を感じることもない。

　冒険者になって出世してやろうって思っているんなら行くべき場所なのかもしれないけど。

　けど、ポーラが言っていたその機会ってやつは、唐突にやってきた──。







　翌日。

　馬車が店の前に到着すると、エレインが降りてくる。

「わたくしが来ましたわぁー！」

「言わなくてもわかるよ」

　だいたい、うちに馬車でやってくるなんてエレインしかいないんだから。

「マキマキ、らっしゃい」

「いらっしゃいましたわ、ノエラさん」

「エレインさん、いらっしゃいませ。すぐにお茶を出しますね」

　声を聞いたミナも奥から顔を出した。

「いいんだよ、ミナ。どうせノエラと遊びに来たんだから」

　いつものようにおれがミナを制していると、エレインがぷくっと膨れた。

「どうしてそのような塩対応なのですか、レイジ様はっ」

「エレインがいると、ノエラが仕事をサボるんだよ」

　で、エレインはエレインで何か買うのかと思いきや、とくに何も買わず、ノエラと雑談したり、一緒にグリ子と遊んだりするだけ。

　ノエラの仕事を立派に妨害している。

　怒ったようにノエラが顔をしかめた。

「ノエラ、サボったことない」

「すぐバレる嘘はやめような、ノエラ」

　おほん、とエレインはわざとらしい咳払いをした。

「いつもはそうかもしれませんけれど、今日は違いますの」

　えへん、と胸を張る。

「ん？　何か用事？」

「実は、来週王都で晩餐会がありますの。もしよければ、レイジ様も一緒にいかがか、とお父様が申しておりますわ」

「前もあったな。そういや」

　エレインの父親であるバルガス伯爵の招待で貴族のパーティに参加したことがあった。

「今回は王都ですのよ。カルタの町や我が領地は比較的僻地にありますから、あまり行く機会もないのですけれど、今回はオフィシャルな晩餐会ですわ」

「オフィシャル？」

「ええ。陛下もお顔を出してくださるとか」

「うわぁ。行きたくねぇ」

「どうしてですのっ！　普通、そこは行きたがるところですのよっ！」

「何か粗相を仕出かさないかと思って」

「晩餐会にはお出にならなくても大丈夫、とお父様が申しておりましたから、嫌なら大丈夫ですわ！」

　それならそうと早く言ってくれよ。

「じゃ、どうしておれを王都に？」

「気晴らしに、と」

　なるほど。

　遊びに誘われているってことか。

　鬱憤が溜まっているわけじゃないけど、王都がどんな場所なのか興味はあった。

「あるじ、行く？　行くなら、ノエラ、行く」

　ノエラもおれが行くならついて行きたいらしい。

「ミナはどうする？　もし行くなら店をしばらく閉めようと思うんだけど」

「ううん。お店が閉まると困る人も出てきてしまいますから、わたしはまた次の機会にしておきます」

　それもそうか。

「わかった。──じゃあエレイン、おれとノエラの二人が行くよ」

「わかりましたわ。お父様に伝えておきます」

　執事のレーンさんに話を訊くと、馬車で四日ほどかけて王都へ向かうらしい。

　その道のりなら、グリ子に飛んでもらえば半日もかからない。

　おれとノエラだけは現地集合としてもらい、グリ子で行くことに決めた。

　向こうで合流後は、バルガス伯爵とエレインが王都を案内してくれるという。

　ガイドがあるんなら、トラブルも避けやすくていい。

　こうして、おれとノエラはバルガス伯爵の誘いに乗って、王都へ行くことにした。

「ノエラさん、レイジさんの言うことをちゃんと聞かないとダメですよ？」

「る。わかた」

　ミナが一番心配しているのは、ノエラらしい。

　エレインたちが出発するその日、通行手形がうちに届いた。これがないと王都の門をくぐれず中に入れないという。

　そして出発の日。

　ミナとビビ、エジルが見送りに来てくれた。

「じゃあ、行ってくる」

「レイジくん……ちゃんと帰ってきてね。ボク、レイジくんがちゃんと雇ってくれないと勝手に来てる迷惑なやつになっちゃうから」

　そんなふうには誰も思わねえよ。

　あと、そこまで危なくないだろ。危なくないよな……？

　ビビはノエラとハグをして別れを惜しんだ。

「先生。ニンゲンどもの中枢に乗り込むのですね」

「おまえだけ物騒だな？」

　おれも人間なんだよ。忘れているかもしれないけど。

「どこにあるか、帰ってきたら教えていただけますか」

「絶対言わねえ」

　ミナには、耳にタコができるくらいあれこれ注意を聞かされたので、ここではもう何も言うことはないようだった。

　グリ子を厩舎から出して跨り、ノエラに手を貸して後ろに乗せた。

「そんなに長く滞在するつもりはないから、三日か四日くらいで帰ってくる」

「る！」

　手を振るみんなに手を振り返し、グリ子に乗ったおれたちは一路王都を目指した。







　グリ子に乗っていくつか山を越え、途中で見かけた町で少し休憩をし、もらった地図に従い再び王都を目指す。

　大きな城が遠くに見え、外壁で覆われた町が見えたころには、もう夕方だった。

　近くに着陸すると門兵にグリ子のことがバレて大騒ぎになるので、物陰に降りてもらうことにした。

「あるじ、グリ子どうする」

「きゅぉ……」

　ついていきたそうに、グリ子はおれをじいっと見つめてくる。頭をぐりぐりとこすりつけてくるので、よしよし、と撫でておいた。

「いきなり大声出さない？」

「きゅ！」

「翼、バサバサしない？」

「きゅお」

　うんうん、とグリ子はうなずく。

「よし。それが約束できるんなら、これをグリ子に使おう」

　ここまで一緒に来たのに帰ってよし、っていうのはなんか可哀想だな、とおれも実は思っていた。

　明日の朝に帰るのならここらへんで時間を潰してもらってもいいんだけど、しばらく滞在予定だからグリ子はどこかにいてもらいたい。

　おれは鞄の中から以前作った薬をひとつ取り出した。

「【小さな巨人】を飲んでもらう」

「きゅう？」

　きょとんとした顔で、グリ子もノエラも首をかしげた。

　そういや、この薬は一般発売してない、いわば業務用みたいなところがある。ノエラたちが知らないのも無理はない。

　以前、アナベルさんたち傭兵団用に作った薬だ。

「これを飲むと、一定時間小さくなれる」

　ドズさんに飲んでもらったときは、手の平サイズにまでなった。

「グリ子、一緒に中、入れる」

「きゅ、きゅ！」

　ノエラもグリ子も嬉しそうだった。

　念のため【スケスケスケール】という透明になれる薬も用意してある。

　万が一薬が切れて元のサイズに戻ったときは、即座にこれを飲んでもらうという作戦だ。

「あー、して」

　おれが言うと、グリ子はクチバシをぱかっと開けた。

　そこに【小さな巨人】を流し込んでいく。

　ごくん、とグリ子が飲み込むと、すすすすすす、とみるみるうちに体が小さくなっていった。

「ちっちゃ！」

　ノエラが指でつまんで手に載せた。

　このサイズだと普段以上に可愛いな。

　きゅー、きゅー、と鳴き声を上げているけど、サイズがここまでになると、鳴き声は耳を澄まさないと聞こえない。

　指先でノエラがよしよし、とグリ子を撫でていた。

「グリ子、ノエラのここ、入る」

「きゅ」

　ノエラは鞄の外ポケットにグリ子を押し込んだ。

【小さな巨人】はいくつかあるし、これでしばらくは大丈夫だろう。

　準備が整ったおれたちは、いよいよ王都の城門を目指して茜色に染まる街道を歩く。

　城門前で門兵に通行手形を見せると、あっさりと通してもらい、門をくぐり城下町へやってきた。

　右を見ても左を見ても建物ばかり。

　商店がずらりと並んでいて、様々な物を売っていた。

「おっきい……！　いっぱいある！」

　走り出そうとしたノエラに待ったをかけた。

「ちょい待ち。迷子になるから」

「ノエラ、迷子ならない」

「すげー自信だな」

「あるじのにおい、すぐわかる」

　人狼様のスペック舐めてたわ。

「お金は？」

「るっ……」

　一応ノエラも財布は持ってきていて、中を覗いて確認をしていた。

　ミナが作ったお手製の財布には、三〇〇リンと少し入っているのがこちらから見えた。

「あるじ、お小遣い……」

　両手を受け皿のようにして、ちょうだいのポーズをするノエラ。

　ひょこっと顔を出したグリ子がじっと様子を見守っている。

「ちょっとだけだぞ」

「るーっ！　あるじ、話がわかる男」

「はいはい。ありがと」

　一千リンの紙幣を一枚渡すと、飛び跳ねるようにしてノエラは商店をあれこれ見はじめた。

　念のため、ノエラが視界に入るようにおれも移動をする。

　向こうの世界の都会で生活していたことがあるおれにとっては、こういった人の多い場所には慣れている。もしかすると、ミナは苦手だったのかもしれない。

　バルガス伯爵との待ち合わせもあるから、ノエラをある程度のところで連れて行かないと。

　日本とはまた違う繁華街って感じで、見ているだけでも楽しい。

　国の様々なところから仕入れて来たであろう工芸品や服。見慣れない形をした武器や防具。ちょっと効果の怪しい薬屋なんてのもあった。

　ノエラの様子をちらちらと窺っているけど、でっかい肉の塊をいくつか串刺しにした肉串を片手に持って、もちゃもちゃと食べながら、同じものを追加で買おうとしている。

「全部一緒かよ」

　ノエラは、色んなものを食べたいんじゃないんだ。

　それだけ気に入ったってことかな。

　二本の肉串を持って、ノエラは移動をはじめる。城内の簡単な地図を執事のレーンさんにもらっているので、おおよその現在地はわかった。

　ちょうどノエラが向かっている方角が、待ち合わせ場所に指定された噴水のある中央広場のほうだ。

　都合がいいので、おれもあとをついていく。

　武器屋さんの前で、剣に目移りをし、槍を握り、隣の防具屋さんでヘルメットを被るノエラ。

　人種や種族は様々なので、店主のおっちゃんたちもノエラを奇異の目で見ることはなく、微笑ましそうに見守っていた。

　やがて、商店が並んだ通りを抜け、待ち合わせ場所の中央広場へやってきた。

　目印となる噴水のそばに、馬車とバルガス伯爵とエレインを見かけた。

　他のことに気が散っているノエラが気づくはずもなく、またどこかへ行こうとするところを捕まえて、エレインたちのところへ歩み寄った。
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「レイジ殿、長旅ご苦労であったな」

「いえいえ。伯爵も道中お疲れ様でした。今回はお誘いいただきありがとうございます」

　もちゃもちゃ、とノエラは肉串を食べることに集中していた。

「ノエラさん、何ですのそれ」

「肉。柔らかい。ノエラ、好き」

「わたくしもひと口食べたいですわ」

「ノエラ、お小遣いで買った。マキマキも自分で買う」

　何で厳しいんだよ。

　まあ、貴族なんだからそれくらい買えるんだろうけど。

「いいですわ。あとで爺に買ってきてもらいます」

　後ろに控えていたレーンさんに、エレインはさっそく肉串を買ってくるように申しつけていた。

「今日は疲れたであろう。町を見て回るのは明日にして、宿で休むといい」

　宿ってさっきの通りにはなかったよな。

　じゃ、どこに……。

　地図を開いて確認しようとすると、バルガス伯爵が笑った。

「ハハハ。レイジ殿。宿はすでに手配してある。安心してほしい」

「ありがとうございます。助かります」

　レーンさんが肉串を手に帰ってくると、その宿の場所を教えてもらう。

　エレインとノエラが肉串に夢中になっているのを確認したバルガス伯爵は、こそっと口を寄せてささやいた。

「ちゃんねえのいるムフフな店も手配できるが……？」

　キャバクラ的な……？

　レーンさんを見ると、うなずいてこう言う。

「紳士の嗜みかと」

「んー、ノエラもいますし、今回は遠慮させてください」

　そう言って断っておいた。

　手持ちがなくなりそうだし、苦手なんだよな、ああいうところって。

　エレインたちは晩餐会に招かれた賓客という扱いになるので、王城内にある離宮で寝泊りできるらしい。

　城の中ってどんな感じなんだろう。

　明日話を訊いてみよう。そっちのほうが、ちゃんねえより興味がある。







　レーンさんに場所を教えてもらい、おれとノエラは宿へやってきた。

　この一帯が宿になっているようで、通りにある宿屋の大半は一階が飲み屋となっていた。

　見た感じ、手配してもらった宿はここらへんでも一番いい宿のようで、受付もおっちゃん店主ではなく壮年の紳士で、話が通っていたおかげでテキパキと受付を済ませられた。

　案内をされたのは三階の一室。

　ベッドがふたつあり、窓の外に王城が見えるいい感じの部屋だった。

　清潔感ばっちりで、二人で泊まるには少し広いんじゃないかってくらいの大きさがある。

「城、見える」

　さっそく窓の外にノエラがかじりついていた。

　ベッドに座ってみると、ふわっとしていておれを優しく受け止めてくれる。

　あ。そうだ。グリ子に【小さな巨人】を飲ませておかないと。

　気づいたときには元に戻ってるってことがないようにしないと大騒ぎになる。

「グリ子ー？」

　呼ぶと、ノエラの鞄からひょこっと顔を出した。

「お薬の時間」

「きゅお」

　飛んだり走ったりしながら、ミニグリ子はおれのほうへとやってくる。

　ううん。このサイズ感……やっぱり可愛いな。

　よしよし、と撫でて小さくなったクチバシに【小さな巨人】を流し込んでおく。

　これでまたしばらくはこのサイズのままだ。

　体が小さいおかげか、【小さな巨人】を全部飲む必要はなさそうだった。

　窓の外を見ながら、尻尾をフリフリしているノエラ。

　よっぽど飽きないらしい。

「ミナも来ればよかったのにな」

「る」

　たしかに、と相槌を打つようにノエラはうなずく。

「エジルいれば、店、大丈夫」

「お？　ノエラ、エジルのことを認めてるんだ？」

「る……」

　痛いところを突かれたらしく、ノエラは微妙そうな顔をする。

「ミナ以外だと、あるじ、一番頼ってる」

　まあ、そうだな。

　ミナは家事や店のことなら何でもできるし、エジルはやや癖があるけど、店のことに関しては優秀な店員だ。魔王だけど。

「あるじ、ノエラをもっと頼る」

「もっと真面目に働いてくれたらいいんだけどなー？」

「ノエラ、精一杯やってる」

　ときどき寝てるのは精一杯なのか？

　のんびり話をしていると、日が暮れてどんどん暗くなっていった。

　ギューン、と変な音がする。

　ノエラの腹の音だ。

　もう慣れてしまって全然驚かなくなった。

「あるじ、ご飯」

「そうだな。ここだとちょっと高そうだから、開いている店でお手頃なところに入ろうか」

「るっ」

　さっき肉串食べたのに、もう腹が減ったのか。

　けど全然太らないのは、以前ノエラが言ったみたいに体質なんだろうな。

　グリ子を連れていくかどうか迷ったけど、万が一元に戻ってはいけないので、連れていくことにして、おれたちは宿屋をあとにした。










９　いなくなった珍獣




　夕方から夜になると、通りはさっきよりも騒がしくなり、どの店も笑い声や話し声がよく聞こえてくる。

「ノエラ、何食べたい？」

「全部」

「そうなるとおれの財布がもたないから」

「何でもいい」

　数日の滞在ってことを考えると、初日の夜はなるべく安めのところにしたほうがいいだろう。

　覗いた店のひとつに決めて、中に入る。

　大衆向けのお店は旅人らしき人や近所のおっちゃんや冒険者風の人たちで溢れていた。

　案内されたテーブル席に着き、いくつか注文をしていった。

　料理が運ばれ、それを食べていると、店の端に小さなステージのようなものがあるのがわかった。

「あれは……」

　ステージって言っても、段差ほどの高さしかない。

「兄ちゃん、旅の人か」

　そばの席にいたおっちゃんが声をかけてきた。

　かなり酒が入っているらしく頬が赤い。

「はい。今日この町についたばかりで」

「運がいいな。たしか今日だったはずだ」

「今日？」

　おれが首をかしげていると、おっちゃんが指差した。

「ほれ。お出ましだ」

　派手な衣装に身を包んだ女の人が、脇から出てくるとステージに立った。

　髪飾りに派手な化粧をしていた。スカートのスリットが腰のあたりまで入っており、白い足ががっつり見えている。くびれとへそも露わになっており、全体的に布面積はかなり小さい。

　ギターのような弦楽器を持った男の人が隣にやってくると、楽器の演奏をはじめた。それに合わせ、女の人が踊りはじめた。

　店の中では指笛が鳴り、みんなが手拍子で打っている。

　一種のショーみたいなものらしい。

　おれもみんなに合わせて手を鳴らした。

「あるじ。いやらしい目、してる」

「してねえよ」

　田舎のカルタの町でそんな見世物はないから、珍しくてついまじまじと見てしまう。

　はぐ、あぐ、と皿の肉にフォークを突き刺すノエラは、ハムスターみたいには口をパンパンにしていた。

　踊り子はステージを降りて、店の客を誘って踊ったり、ときには煽ったりして場を盛り上げている。

　客が踊り子にチップを払っていく。

　胸や腰のあたりにお札を差し込んでいる。

　日本にはないだけで、海外とかだと当たり前なんだよな。

　じゃ、おれもちょっと払おう。

　踊り子が近づいてくると、財布から紙幣を一枚抜き取って準備をしておく。

　おれが渡そうとすると、胸と腰をやたらと強調してきた。

　ああ、そこに入れろってこと……？

　たぶんおれがわかったことが伝わったらしく、ぱちんとウインクをされた。

　みんなやってたことだけど、いざ自分がとなるとなんか恥ずかしいな……。

　ちゃんねえの店に行かなくて正解だったな、とつくづく思う。

「るう……！」

　おれが持っているお金をノエラが奪うと、おれの代わりにチップを踊り子の胸に押し込んだ。

　一瞬驚くような顔をした彼女だったけど、微笑して別のテーブルのほうへ行ってしまった。

「あるじ。鼻伸ばす、ダメ！」

　ぷーっとノエラはめちゃくちゃ膨れていた。

「伸ばしてないよ」

「伸びた。いっぱい」

　そうかな……？

　それからしばらくするとショーが終わり、目が合った踊り子にまたウインクをされた。

「るッ」

　キッとノエラがすぐに睨み返した。

　やめなさい。

「グリ子用にご飯をいくつか持って帰ってあげよう」

　テーブルの上で食べさせるとミニグリフォンがいることがバレてしまう。

「グリー」

　ノエラが鞄を漁る。

「る？」

　首をかしげて、またがさごそとやる。

「…………あるじ、グリ子、いない」

「え？」

　おれもノエラの鞄を見てみるけど、さっきまでいたはずのグリ子はいない。

「グリ子が迷子に……？」

　いい子だから勝手にどこかに行くとは考えづらい。

「さっ、さささ、さらわれたのでは!?」

　口調が変わるほどノエラが焦っていた。

「さらわれたってそんな大げさな……」

　テーブルの下を覗いても、ミニグリフォンは見当たらない。ついでに周囲の床を見回すけど、そんな珍獣を見つけることはできなかった。

　隠れるわけもないし……逃げることも考えにくい……。

「さささ、さ、ま、マジでさらわれたのでは!?」

「ノエラ、それ、さっきから言ってる」

　ビシビシ、とノエラが人差し指をつきつけてくる。

　隣のテーブルにいたおっちゃんに訊こうにももう店を出てしまっているし……。

「あ、あるじが、鼻の下伸ばしている間に、グリ子が……！」

「おれのそれとは関係ないだろ。で、伸ばしてねえんだよ」

　お互いパニックだった。

　参ったな……。

　おれが鳴き声を出すなとか翼をバタバタさせるなって言いつけたせいだ。

　普通なら、もし誰かに連れていかれそうになったら、鳴いたり翼を使って抵抗しただろうに……。

「グリ子、どこに……」

「るう、グリ子……」

　あんな珍獣、売り飛ばせば高値がつくに決まっている。

　じきに薬が切れて元に戻るんだろうけど、売れると踏んでグリ子をさらう悪党がいないとも限らない。

「こういうのは、だいたいノエラのはずなのに」

　ぷく、っとノエラが怒った。

「あるじ、ノエラ、さらわれない」

　そうなんだけど、トラブルメーカーって意味だとノエラなんだよなぁ。

　膨れているほっぺたをぷにぷにと触っていると、ガタ、と隣の席の椅子が引かれ、綺麗な女の人が座った。

　おれと同じ年くらいにも見えるし、もっと若くも見える。

「どうかしたの？」

「あ、いや……ちょっと失くしものを探していて。鞄に入っていたんですけど」

「やだ。もしかしてさっきのアレかしら……」

「アレ？」

　この子、何かを見ているのか。

　手がかりゼロなので、ちょっとしたことでもありがたい。

「そう。さっきこのテーブルに来たときに、ここに座っていたおじさんがいたでしょ」

「来たとき……？」

　あ。この人、さっきの踊り子さんだ。

　服装も化粧も違うから全然わからなかった。

「そのおじさん、こっちを全然見てないからおかしいなって思って。こっちのほうを見ていたから、もしかすると鞄を見ていたのかも」

　こっち、と指を差したのは、まさしくさっきまでノエラが鞄を置いていた場所だった。

「ノエラ」

「る。任せる」

　ふがふが、とノエラはグリ子がいた場所のにおいを確認し、鼻を使って周囲のにおいを嗅ぎはじめた。

「あのおっちゃんかグリ子のにおいのどっちかがわかれば──」

「る……、──るるる！　わかた！」

　マジかよ。早っ。

「たぶん、一緒」

「あのおっちゃんめ……！」

　うちの子をどうしようっていうんだ。

　会計を大急ぎで済ませると、踊り子さんが手を振った。

「見つかるといいわね」

「ありがとうございます！　また会ったらそのときにでもお礼させてください」

「ええ。待っているわ」

「あるじ、早く」

　ぐいぐい、とノエラに腕を引っ張られ先を急かされた。

「お礼、要らない」

「何でノエラが決めるんだよ。お礼はちゃんとしないと」

　むううう、とノエラはむくれている。

　もしや、このモフ子、やきもち焼いているのか……？

　愛いやつめ。

　もふもふもふ、とおれは頭を撫でまわした。

「まず、グリ子、見つける、先」

　もっともなことを言われ、おれはにおいに集中するノエラのあとをついていった。

　宿屋が軒を連ねた騒がしい通りを抜け、商店通りを脇道に入り……どんどん人けのないほうへとノエラは歩いていく。

「あるじ。におい、濃くなってる」

「近いんだな」

「る」

　けど、どうしよう。危ないやつらの取引現場だったら。

「あるじ、ここでにおい、途切れている」

　つーことは、この近くで何かあったな？

　周囲に人けはない。

　ところどころに家の明かりが漏れているだけで、周辺はかなり薄暗い。この近辺だけ、家がかなり粗末だというのがわかる。

「グリ子ー？　出ておいで」

　呼んでも出てくる気配はない。

　やっぱりおっちゃんに捕まったって考えたほうがいいだろう。

　珍獣を見つけたから外に逃がそう──なんて思っているなら、こんなところに来ないだろうし。

「あるじ」

　服をぐいっとノエラが引っ張る。

　耳元に手を添えて、ノエラは目をつむっていた。

　何か聞こえるのか……？

　おれも音に集中してみる。

　すると、低い男の話し声らしきものが聞こえてきた。

　すぐ隣の建物からだ。

　足音を殺しながら窓を探し、そっと中を覗いてみる。

　男が四人いるのがわかった。

「こりゃ、いい値がつくな」

　はっきりとそう聞こえた。

　もぞもぞ、と革袋の中で何かが暴れている。

　あれだ。

　たぶん、グリ子が暴れているんだ。

「いいモン見つけただろ？　五〇〇万でどうだ」

「バカ言え。高すぎる──」

　ヤバい。本当に売り飛ばされる瞬間じゃねえか。

「あるじ……！」

「ステイだ、ノエラ。やみくもに突っ込んで取り返せるとは限らない」

　おれの力が【創薬】じゃなかったら。

　言ってもはじまらない。おれにはこれしかないんだから。

　なんかなかったっけ。

　こういうときに使えそうな薬……。

　おれは、自分の鞄をあれこれ漁って使えそうな薬を探す。




【モンスターポーション】──グリ子に何かあったとき用のポーション……今は要らない。

【スケスケスケール】──グリ子を隠すために持ってきたものだから今は要らない。

【トランスレイターＤＸ】──グリ子と意思疎通をさせるための薬だ。

【浄水薬】──ミナが王都の水が合わないかもしれないからと持たせてくれたものだ。

【腹痛薬】──ミナが心配して持たせてくれたものだ。

【超強力接着剤】──ああ、何かが壊れたときの応急処置のためにミナが入れたんだっけ。




　多すぎる！

　あと数種類持ってきたけど、いくつか宿に置いてきちゃったな……。

　どれも使えなさそ……あ、これならいけるかも。




「あるじ、早く。グリ子、連れていかれる」

「ノエラ、作戦を思いついた」

「る!?　作戦……!?　悪いヤツ、やっつける？」

「ううん、やっつけはしないかな。これならグリ子を安全に助けられるはずだ」

　おれは声を潜めながらノエラに作戦を伝えた。

「る。わかた。任せる」

　ノエラの体が光り、狼バージョンに変身した。

　おれも準備のために持ってきた薬を二種類飲んでおく。

「ワォォォ！」

　ノエラが遠吠えをすると、助走をつけて窓を突き破って中に入った。

「な、な、何だ!?」

「犬!?」

　突然現れた犬……もとい狼に室内はパニックだった。

「ガウッ！　ワウッ！　グウウウウウウ……！」

　と吠えているノエラ。

『ノエラ、人狼！　犬、違う！』

　めちゃくちゃ怒っていた。

【トランスレイターＤＸ】を飲んだおかげで、狼バージョンになっても何を言っているのかがわかる。

　ノエラ的に獣人って言われるのと同じくらい嫌なことらしい。

　ぱっと見、デカい犬って言われれば、まあ納得しちゃうもんな。

「ガウウウウウウウウ！　ワォウ！」

　牙を見せて唸るノエラを見て、みんな腰が引けていた。

　シッシ、と手であっちいけとやっている。

　二人がナイフを構えているけど、俊敏な狼にそれがどこまで通じるかは怪しい。

「お、追い払うんだ！」

　室内はパニック状態。

　男の一人が、ノエラを外に逃がそうと正面の扉を開けた。

　よし。予想通り。

　おれは普通に歩いて正面から中に入る。

「──うわぁああ!?」

「か、噛まれるっ!?」

「あっちいけ、あっちに！」

　もうおれどころの騒ぎじゃないな。

　つっても、【スケスケスケール】を飲んでいるから、おれが変に声を上げたりしない限りバレないはず──。

　肝心のグリ子が入っている革袋を探すと、棚の上に置いてあった。

　さっきまで例のおっちゃんが持っていたけど、ノエラを追い払うために、モップを掴んで振り回しはじめた。そのときに一旦棚に置いたようだ。

　おれの言いつけを守って、まだ鳴き声ひとつ上げないグリ子は、もぞもぞと革袋の中で動いている。

　よしよし。男たちは誰もこっちを気にしてないな。

　革袋の口を縛っていたひもを解き中を確認すると、思った通りミニグリ子が入っていた。

「グリ子、助けにきたぞ」

　こそっと声をかける。

『ご主人様の声……？』

　くりくり、と小鳥のようにグリ子は首をかしげている。

「あいつらにバレないように姿を消してるんだ。逃げるぞ。大人しくしてろよ」

『わかりました！』

　革袋からグリ子を出し、見つからないように足をしのばせ、出口へと向かう。

　ノエラは絶好調。

　お尻に噛みついたり、引っかいたり、大立ち回りだった。

　……ううん。おれがグリ子を助けるまで気を引けって言ったんだけど、もうあれは犬って呼ばれてシンプルに怒ってるな？

　作戦とか完全に忘れてそう。

「なんてことしやがる、この犬公！」

『ノエラ、犬、違うッ！』

　ナイフをかいくぐり、ノエラが腕に噛みついた。

「うぎゃぁあああ!?」

「ガウウ、ウウウウウウ！」

　作戦ちゃんと覚えてるかな。

　めちゃくちゃ心配なんだけど。

　足止め用に【超強力接着剤】を扉のノブにたっぷり塗る。ついでに扉の枠にも。

　ドアノブを触った瞬間、手が離れなくなるはずだ。そのあともしばらく扉はくっついてビクともしないだろう。

「グリ子、ぱたぱたしてくれ」

『了解しました……！』

　ぱたぱた、とグリ子が翼を動かす。

　このにおいで出入口にグリ子がいることにノエラは気づいてくれるはず。

　はず。

　なんだけど。

『犬、違う！　ノエラ、人狼！』

　あ。これダメなパターンだ。

　一回だけ名前を呼ぼう。

「ノエラ」

「ガルルルルルル……！　……るっ？」

　あ。気づいた。

　もう一度グリ子にぱたぱたしてもらうと、ノエラは鼻をすんすんと鳴らした。

　作戦を思い出したノエラは出口のあるこっちへ駆けてくる。外へ飛び出したのを確認して、おれも外に出て扉を閉めた。

『あるじ、どこ』

「ここにいるよ。見えないだろうけど」

『ノエラ、においでわかる』

　ノエラは顔を上に向ける。ちゃんと目が合った。

『教官、グリはここです』

　きゅお、きゅきゅ、と飛んでいったグリ子は、ノエラの背に乗った。

　おお。いつもと逆パターンだ。

『グリ子、無事。よかった』

『どうなるかと思いましたぁ……』

「さっさと逃げよう」

　二頭を促していると、あの建物の中から話し声が聞こえてきた。

「さっきのミニグリフォンがいねえ!?」

「探せ！」

「さっきのドタバタで外に逃げたんじゃ──」

「あれ、扉が開かねえぞ？　う、うわぁあ!?　手が離れねぇ!?」

「何やってんだ、どけよ！」

「無理だ！　全然とれねえ！」

「くッ、開かねえ！　どうなってんだ！」

　よし、上手く足止めできているみたいだな。

　これでしばらくあの建物からは出てこられないだろう。

　悠々とおれたちはその場を立ち去ることができ、グリ子を取り返すことに成功した。

『グリ、怖かったです……』

　うるうる、とグリ子が目をうるませ泣いている。小さな頭をよしよしと撫でてあげる。

「ごめんな。おれたちが不注意だったばっかりに」

　ノエラが狼モードから人型に戻った。おれの姿も元に戻った。

「ノエラ、ご飯に夢中。グリのこと、忘れてた」

　反省はしているらしいノエラ。

『教官、グリのこと、忘れてたんですね……それが一番傷つきます……』

　グリ子の体を見せてもらったけど、幸いどこも怪我はないようだった。

　これからどこかへ売り飛ばそうとしていたおかげで、乱暴に扱われずに済んだんだろう。

　念のため【モンスターポーション】を飲ませておいた。

「王都は危険がいっぱいだな」

「るう……」

　神妙な顔でノエラも同意している。

『ご主人様が助けてくれると、グリ信じていました』

　おれへの信頼度がやけに高いグリ子だった。

「ノエラもグリを助けるために頑張ったもんな」

「そう。ノエラ、あの男たち、嫌い。ヒドいこと、言われた」

　犬発言ね。

　グリ子をさらったとかよりも、そっちのほうがよっぽど業腹だったらしい。

　あいつらを成敗してやりたいところだけど、おれには難しい。

　ノエラが噛みついたり引っかいたりしたから、それでもう十分だろう。

　扉を開けようとしたやつも、しばらく手がノブから離れないだろうし。







　無事に宿へ戻ったおれたちは、一階の食堂でグリ子用に肉料理を買い、部屋で食べさせることにした。

　バルガス伯爵が手配してくれた宿の一階なので、おれたちが飲み食いした額とほぼ同じくらいの値段だった。怖い思いをしたんだから、これくらいの食事はさせてあげよう。

『お肉、美味しいです……』

　ガツガツ、とグリ子がクチバシで肉をつつく隣で、ノエラがじゅるり、とよだれを垂らしながらうらやましそうに食事を見守っていた。










10　仮面の下は




　翌朝、おれとノエラはバルガス伯爵とエレインの二人と待ち合わせの場所へ向かう。

　昨日の夜はグリ子が誘拐されて大変だったせいか、寝そうになかったノエラがあっさりと眠った。

　そのおかげで、おれも十分な睡眠が取れて、気分は爽快だ。

　グリ子は留守番。

【小さな巨人】も飲ませてある。

　また誘拐する輩が出てこないとも限らないので、部屋で待機してもらうことになったのだ。

　異常が起きたときは、鳴き声を上げてもいいし、ばさばさと翼を動かして逃げてもいいと言いつけておいた。

　すでに待っていたエレインたちに朝の挨拶を済ませ、用意してくれている馬車へ乗り込んだ。

「レイジ殿、昨晩はよく眠れたかい？」

「はい。すごくいいベッドで、宿泊費もありがとうございます」

「いやいや、日頃世話になっているのはこちらのほう。その感謝の印だと思ってほしい」

「ありがとうございます」

　ノエラとエレインは、馬車から見える外の景色に夢中だった。

「あそこが、お洋服屋さんですのよ」

「る」

「あちらへいけば、国一番と呼ばれる靴屋さんがありますの」

「る」

　洋服や靴には全然興味がなさそうなノエラだけど、今日ばかりは相槌代わりに尻尾を振っていた。

　おほん、とバルガス伯爵が咳払いをする。

「今晩、仮面舞踏会がある。レイジ殿もいかがだろう」

「仮面舞踏会？」

「うむ。昨晩、晩餐会で集まった貴族たちとそれぞれが招待した者に限るのだが」

　誰かわからないようにしてパーティを楽しむってことか。

　粗相がないように努力するけど、もしそうなっても、おれがどこの誰かわからないしバルガス伯爵にも迷惑がかからない……。

　それなら、行ってもいいかな。

　どんな雰囲気なのか、観光がてら覗いてみたい。

「それじゃあ、お願いします」

「うむ。仮面はいくつかこちらで用意しよう。好きなものを選んでくれたまえ、何の心配も要らん。レイジ殿はただ楽しんでくれればいいのだ」

　向こうからのお誘いを断り続けるのもなんか気が引けるし、ちょっと気になるからちょうどよかった。

　ギューン、とノエラの腹が鳴る。エレインがくすくすと笑った。

「もうすぐしたら着きますわよ」

　朝食を抜くように、と昨日あらかじめ言われていたのだ。

「王都へ来た際は、必ずといっていいほど立ち寄っているカッフェがある。そこで朝食を食べる予定だ」

　カッフェ……？

　カフェをこっちではそう呼ぶのかな。

　御者が手綱を引くと馬車が止まった。

　すぐ脇には、一見して高貴な方々がお茶をしているテラス席があり、その奥にはいくつも席があり、みんな上品に食事をしている。

　もう間違いなくカフェだ。

　それも都会にありそうなチェーン系の大型店舗みたいな感じのやつだ。

「ノエラさん、カッフェに着きましたわよ」

「カッフェ、ノエラ、初」

「パンも食べ放題ですし、果汁のジュースも飲み放題ですのよ。いわゆる『食べ飲みほ』というやつですわ」

　ノエラが感激している。

「『食べ飲みほ』……！」

　現代でもそう略すけど、この世界でもそう略すんだな。

　馬車を降りて、店内に入る。

　優雅な弦楽器の演奏が聞こえてくる。音楽再生機なんてないから、どこかで誰かが弾いているんだろう。

　周囲を見回すと、端で五人がそれぞれの楽器を演奏していた。

　完全に貴族やその他上流階級御用達という感じのお店で、庶民のおれからすると少し肩身が狭い。

「希代の錬金術師が何をそんなに縮こまっている」

　ハハハ、とバルガス伯爵はおれの背中をバシバシと叩く。

「いや、錬金術師じゃなくて薬師ですってば」

　注文を聞きにやってきたウェイターに、バルガス伯爵が、

「いつものものを四人分」

　そう言う。

　何かわかったのか、ウェイターは、

「かしこまりました」

　とだけ言って、店の奥へ去っていった。

「パン食べほ、パン食べほ」

　ノエラが繰り返しながら尻尾をぶんぶんと振っていた。

　スープとサラダがまず出され、ハムエッグが続いてテーブルに並ぶ。

　食べ放題というのは、焼きたてをテーブルまで運んでくれるタイプらしい。

　ノエラがもう要らないと意思表示しないので、ウェイターは手持ちのパンをすべて木編みのバスケットに入れることになり、最終的にすべて置いていった。

「るっ♪」

　はむはむ、とノエラが凄まじいスピードでパンを食べていく。

　周囲から視線を感じる……。

　田舎者がはしゃいでるなーって感じの、生温かい視線だ……。

　おれは大人なので、パンはほどほどにしておいた。

　ノエラの爆食いをバルガス伯爵は諫めることはなく、エレインも楽しそうに見守っていた。

「ノエラさん、そんなに食べるとスイーツが食べられませんわよ？」

「問題ない。ノエラ、入る」

　食欲の化身はとどまることを知らないらしい。

　パンは焼きたてでどれも美味しい。

　果汁のジュースってやつも、絞ったものをそのまま出しているんだろう。これも美味しい。

　バルガス伯爵からこの店の話や王都やその近郊についての話を色々と聞きながら朝食をとった。

　このあとは、建国の英雄像を見にいくらしい。

　修学旅行かよ。

　めちゃくちゃ観光って感じのプランだった。

　その英雄像のところでは、博識なレーンさんがあれこれ解説してくれる。ノエラは興味なかったのか、お菓子屋さんをじーっと見つめていた。

　こんなふうに、夕方まで色んなところへ連れて行ってもらった。

「ではレイジ殿。後ほど」

「はい」

　そんなところに行くと思っていなかったから、余所行き程度の服しか持っていなかったけど、バルガス伯爵が手配してくれるらしい。

　至れり尽くせり。ありがとう、バルガス伯爵。

　もしエレインと喧嘩したときは、無条件で一回だけ味方になります。

　おれは心の中でそう誓った。

「あるじ、夜、どこ行く？」

「大人の社交場にちょっとな」

「ノエラ、行ってみたい」

「ノエラが来てもつまんないと思うぞ？」

「るう」

　納得いかなさそうな顔をするノエラだった。

　エレインも参加しないらしい。この部屋へやってくるとさっき言っていたので、二人で遊ぶんだろう。

　それはそれでノエラも楽しく過ごせそうだ。

　宿の部屋でしばらく休んでいると、時間になったようで執事のレーンさんが迎えに来てくれた。

　馬車の窓からは仮面をつけたバルガス伯爵が小さく手を振っている。

「わざわざお迎えまでありがとうございます」

「いやいや、構わんよ。さて、レイジ殿。レーンに仮面と正装をいくつか準備させた。選んでくれたまえ」

　四着ほどが空席に置いてあり、おれはその中から無難そうな暗いグレー系のスーツとそれに合うシャツとネクタイと仮面を選んだ。

　移動中にもぞもぞと着替えさせてもらい、おれは仮面を装着した。

「ははは。いいじゃないか、レイジ殿。似合っているぞ」

　鏡を見せてもらった。

　うん。悪くない。めちゃくちゃ無難。これなら変に目立たないだろう。

　バルガス伯爵曰く、公爵家の別荘でその舞踏会は行われるらしい。

　別荘っていっても、おれが思っているような感じのやつじゃないんだろうなぁ。

　それらしき家の門から中に入り、玄関までの長ーい前庭を馬車で通過する。

　遠くに大きな屋敷が見えた。

「あそこが丸ごと会場だ」

　その屋敷を指差してバルガス伯爵は言う。

　でかっ。

　旅館風に言うと、あれは宴会場みたいな場所らしい。

　いやいや、それにしてもでかすぎるだろ。

　何ならバルガス伯爵の屋敷より大きいんじゃないか？

　参加者らしき人たちがちらほらと見えた。

　みんな正装して仮面を装着している。

　馬車が止まり、レーンさんが扉を開けてくれた。

「到着いたしました。どうぞ、お楽しみください、旦那様、レイジ様」

「ありがとうございます。じゃあ、行ってきます」

「では、参ろう」

　馬車を降りて意気揚々と歩くバルガス伯爵におれはついていった。







　会場は体育館ほど広く、二、三〇〇人くらい簡単に入りそうだった。

　こんな中で踊ったり飲み食いしたりするんだな、貴族は。

　バルガス伯爵が言うには、貴族が招待している人もいるみたいだから、全員がおれみたいに貴族ってわけでもないらしいけど。

　ウェイターがシャレた小さいグラスに入ったお酒をいくつも運んでいる。参加者はそれを自由に取り口へ運んでいた。

　おれもひとつもらい、口をつける。

　飲みやすいかと言われると、そんなでもないな。

　日本人の口にはちょっと合わないみたいだ。

　バルガス伯爵は「いい夜を」と言い残し、淑女が談笑している輪に入っていった。

　おれにはあんなコミュ力がないから、邪魔にならなそうな隅でみんなを観察しているだけ。

　壁際に料理が並び、みんな食事をしたり、談笑をしたりしている。

　一人だけ別世界へ紛れ込んでしまったかのような感覚だった。

「あなた、お一人？」

　貴婦人に声をかけられた。

「はい、今は。はじめてで、どうにも慣れてなくて」

　思わず愛想笑いをしてしまう。

「あら、そうなの。ウブで可愛いわね。一曲いかが？」

　白い手袋をした貴婦人が手を差し出してくる。

　踊るってこと、だよな……？

　おれが困っていると、演奏がはじまった。中央にいた人たちは脇に下がり、男女のペアが中央で優雅に踊りはじめた。

「さ、さ」

　促されたおれは手をとり、できもしないダンスを踊ることになった。

「渋っていた割には、上手じゃない」

　くすっと貴婦人は笑う。

「そ、そうですか？」

　見様見真似でやっていたけど、それはどうやら様になっていたらしい。

　笑われることがなくてよかった。

　バルガス伯爵も踊っている。

　なるほど……おれを連れて来たがったのは、男同士羽を伸ばそうではないかってことか。

　ちゃんねえの店も、おれが行くって言ったら案内ついでに一緒に楽しんだんだろう。

　たしかに、フラム夫人やエレインには見せられないよな。

　演奏が終わると、貴婦人は小さくスカートを広げて挨拶をした。

「ありがとう。お上手だったわよ」

「こちらこそ」

　お礼を言ってようやくひと息つく。

　ジュースをウェイターから一杯もらい、喉を潤していると、違う貴婦人がやってきた。

「あなた、どこからいらしたの？」

「えと、ここからかなり遠いカルタの町ってところで──」

　なんて話をしていると、別の貴婦人もやってきて話に加わった。

「今日のよき出会いにまずは乾杯を」

　チンとグラスを軽く合わせる。

　二人から質問責めされて答えていると、いつの間にか周囲に貴婦人の数が増えていた。

　なんだ。なんだ。

　おれに話しかけてくる貴婦人が多くないか？

　あちこちから質問が飛んできて、もう目が回りそうだった。

　また曲が流れはじめると、貴婦人たちは、我先にとおれのほうへずいずいと手を差し出してくる。

「わたくしと一曲お願いしますわ」

「いえ、先にわたくしと」

「わたくしと、優雅なひと時を楽しみませんこと？」

　みんな一人称わたくし。

　それ以外ないのかよ。

　縦ロール。右を見ても前を見ても左を見ても縦ロール。

　縦ロールのバーゲンセール。

「こっちよ」

　声が後ろからぼそりと聞こえ、手を掴まれた。

　たぶん、さっきまで周囲にはいなかった貴婦人だ。

　その人に腕を掴まれたまま外へと連れていかれる。

「ああん、抜け駆けはいけませんわよ」

　なんて言葉がいくつか聞こえたけど、その人はお構いなしだった。

　会場の外へやってくると、演奏がうっすらと聞こえる会場をその貴婦人は一度振り返る。

「あなたも大変ね」

「ええ。本当に。助かりました。何であんなにおれのところに集まったんだろう……」

　ふふふ、と貴婦人は笑う。

「きっと、髪の色よ」

「髪の色？」

　何かおかしいかな。

「ええ。ここまで綺麗な黒髪の方はなかなかいないから」

「そうなんですか」

　普段全然指摘されないから気がつかなかったけど、言われてみれば黒髪ってカルタの町でも見かけないし、ここでもまだ一人も見かけていない。

　じーっと貴婦人はおれを見つめてくる。

「だから、もしかして、と思ったのよ」

「もしかして？」

　話が見えず、おれは首をかしげた。

「仮面舞踏会でこれはご法度なのだけれど」

　と前置きした貴婦人は仮面を外した。

「あ。昨日の」

　酒場で踊っていた踊り子さんだ。

　今日の化粧は、妖艶な雰囲気があった踊り子バージョンや隣に座った素朴バージョンとはまた少し違った。

　今は、貴族の可憐なお嬢様。そう言えば、誰でも納得するだろう。

「……え？　何でここに」

「ふふ。そんなに驚かないでちょうだい」

「踊り子やってたのに？　貴族……？」

　もうさっぱりわからん。

「そういうこともあるでしょう？　あなただって、安い酒場で食事してたじゃない」

「それもそうですけど」

　てことは、この人も誰かに招待されて来たってことか……？

「私、ステラ・スターティン。あなたは？」

　差し出された手袋に包まれた手を握った。

「僕はレイジです。昨日に続いて、今日も助けられるとは思いませんでしたよ」

「本当に」

　手を口元にやって上品にステラは笑う。

　おれは昨日の失くしものことグリ子誘拐事件が無事に片付いたことを伝えた。

「本当にありがとうございました」

「どういたしまして。無事に見つかってよかったわね。あと、敬語じゃなくていいわ、レイジ」

　じゃあ、遠慮なく。

「ステラに何かお礼をしなくちゃって思ってたんだけど、ちょうどよかった」

「あら。何かしてくれるの？」

「困ったことがあれば、可能な範囲で手助けするよ」

「へぇ。そういうことをしてくれるんだ？」

　いたずらっぽい眼差しでおれを流し見るステラ。

　昨日から思っていたけど、年はいくつくらいなんだろう。

　おれと同じくらいにも見えるし、もっと下にも見える。

　いや、態度や落ち着き具合からして、年上の可能性も……。

「パーティに来た目的は達したから、もう帰りたいのよね、私」

　目的？　誰かに会って話したかったとか？

「けど、終わるまで馬車が迎えに来ないの。夜のお庭を一緒に散策してちょうだい。それがお礼ってことで」

「そんなことでいいの？」

「ええ」

　さあ、とステラはおれを促す。

　おれも雰囲気が味わえたから、パーティはもういいかな。

「それじゃあ、お供させてもらうよ」

「行きましょう」

　月明りの下でステラは無邪気な笑顔を覗かせた。

　迷路みたいに広い中庭をステラと歩く。

　ステラは花の名前に詳しく、おれにひとつひとつ教えてくれた。

　おれも鑑定スキルがあるから名前はすぐにわかったけど、ステラはよっぽど好きなんだろう。

「レイジ、あなたは普段何をしているの？」

「おれは田舎町の薬屋だよ。薬を作ったりしてるんだ。領主と知り合いで、そのお方が晩餐会に行くからどうだって誘ってくれて、今回ここまで来たんだ」
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「そういうことだったの。王都ははじめて？」

「うん」

「人の数が多くて驚いたんじゃない？」

　いたずらっぽくステラは笑う。

「田舎者扱いしてるな？　別の都に住んでいたことがあるから、人の数じゃ驚かないよ」

　東京のことだけど、数で言うならあっちのほうが段違いに上だ。

　けど、人種や種族を目にした数でいえば、こっちのほうが多くて驚くこともあった。

「ふふふ。何をムキになっているのよ」

「君が田舎者扱いするから」

　こんなふうに、ステラはおれに興味をもったようだった。

　中庭は迷路みたいに複雑で、ようやく戻ってこれたと思ったら、屋敷の別の場所だった、なんてこともあった。

　そのたびにおれたちは文句を言った。

「どうしてこんなに無駄に大きいのかしら」

「庭師は何人くらい雇っているんだろう」

　おれの発言がおかしかったのか、ステラが笑った。

「そこが気になるの？」

「いや、だって、こんなに広いと花や植物の世話は大変だろうなって思って」

　おれも薬草畑をしているから多少管理の大変さを知っている。

「花の名前はどこで覚えたの？」

「花だけじゃなくて、図鑑を読むのが好きだったの。話題に困らなくていいでしょ？」

「なるほど。だから博識なのか」

「慣れてないから、素直に褒められると困るわね……」

　照れくさそうにステラは言う。

　こんなふうに散歩をするだけでお礼をしたっていうのは、おれの気が収まらない。

　何か作ってあげられたらいいんだけど──。

　さっき並んでいた料理の食材や果物、お酒などでひとつ作れそうなものを思いついた。

　現代では、女性によってはマストアイテムとされるアレだ。

　喜んでくれるかわからないけど、何もしないでいるよりはいいだろう。

「厨房ってどこだろう……」

　おれはぼそりと言って、巨大な屋敷を窺う。

　この規模だ。

　中を歩き回って見つかるとも思えない。

　舞踏会参加者だとわかるだろうけど、うろついていれば不審にも思われるし……。

　困ったな。

「厨房に行きたいの？」

「あ、うん。ちょっとね」

「何かつまみ食い？」

「まあ、そんなところ」

　と、おれは目的を濁した。

　サプライズっていうことにしておこう。

「食いしん坊ね」

　からかうようにステラは言って、指差した。

「あっちよ。厨房は」

「詳しいね」

　何度かここに来たことがあるんだろうか。

「お腹が空いたのなら言えばいいのに」

「食べ物もそうだけど、ちょっとやりたいことがあるんだ」

「やりたいこと？」

　不思議そうに首をかしげるステラに、おれは何も説明はしなかった。

　植物の根や花びらでも作れるようだけど、せっかく綺麗に整えている庭だ。

　むやみに他人が触るのはよくないだろう。

　おれがつまみ食いに向かうと思っているステラは、食べ物の話をした。

　何てことのない雑談だけど、ステラは話上手なのか、聞いていて心地がいい。その上、おれもしゃべれるようにときどき話を振る。

　トーク番組のＭＣかよって思うくらい、話が上手い。

　踊り子なのか、貴族の娘なのか……。

　けど、エレインを貴族のお嬢様の典型だとすると、ステラは全然違う気がする。

　今日来ている貴族の誰かに気に入られて今日ここに呼ばれたってことなんだろうか。

　けど、何で厨房の位置まで……？

　おれが不思議に思いながらステラについていくと、目的の厨房へやってきた。

「誰もいないわね」

　教室くらい広い厨房は、今はがらんとしていて人けがない。

「そんなに長くかからないから」

「当たり前よ。どれだけ食べる気なの」

　呆れるようなステラに構わず、おれはあちこちの棚を開けて素材となるものを見つけていく。

　五分くらいで集めると、さっそく作業に入った。

　すりこぎで細かくしたり、おろし金でおろしたり、果汁を絞ったりする。

「食べるんじゃないの？」

「うん」

　いつもの道具がないから勝手が違うけど、巨大厨房に代用品はいくつもあり、そこまで手間取ることはなかった。

「一体何をしているの……？」

　空き瓶に素材を入れて混ぜ合わせ、仕上げに振るとフワっと淡い光が漏れ出た。




【ツヤピカネイル：爪に塗る。手元を綺麗に見せる効果がある。速乾効果もある】




「魔法よね、今の」

「魔法っていうか、スキルっていうか」

　ハーブが入っている小さな瓶の並びに、空のものを見つけ、おれはそこへできたての【ツヤピカネイル】を移し替えた。

　赤みがかったベージュ色をしている。

「綺麗……」

「これがおれの力なんだ。ステラにお礼をしようと思って。これ、あげるよ」

「私に？」

「うん。プレゼント」

「ありがとう！」

　人差し指ほどの瓶を渡すと、用途がわかっていないステラは小首をかしげていた。

　調理用のハケがあればいいんだけど……、あった！

　たぶん、ケーキやパンを焼くときに使うんだろうけど、マジで何でもあるな。

　種類も豊富。

　大～極小まで様々なタイプがある。

　おれは極小のハケを選ぶと、【ツヤピカネイル】にハケをつける。

「手を」

「あ。うん」

　おれが手を出すと、ステラはそこに手を乗せた。

「こうやって使うんだ」

　丁寧に爪に塗っていく。

　塗ったこともないし、塗られたこともないから上手くできるか不安だったけど、ムラもなく丁寧に塗ることができた。

「こうして使うんだ」

「すごい……綺麗……」

　両手を前に突き出して眺めるステラは、目を輝かせている。

　今度は指を曲げ、猫の手のようにして近くで眺めた。

「こんな素敵なものを、私がもらってもいいの？」

「うん。ステラのために作ったんだ」

「っ……」

　言葉に詰まったようなステラは、顔を赤くした。

「わ、わかったわ。あなた、私をオトそうとしているのね？」

「そんなつもりないよ。お礼だって言っただろ」

　苦笑すると、ガチャガチャ、と物音がする。

　食器やグラスがぶつかるようなあの音は……たぶん、ウェイターが使用済みの食器やグラスを運んできたんだ。

「あ、ヤバい」

　見つかったら何を言われるかわからないぞ。

「こっちよ」

　ステラが舞踏会を抜け出したときのように手を引いて、いくつかある出入口から外へ連れ出してくれた。

　迷いなく人がいないほうへ出ていき、やっぱり迷うことなく、舞踏会場のそばまで戻ってきた。

「……ステラは、この家の人なの？」

「違うわよ。だったら踊り子なんてしてないもの」

「じゃあ、一体」

　舞踏会はもう終わったらしく、ぞろぞろと仮面をつけた紳士と淑女が出てきているところだった。

「もう終わりなのね……」

　寂しげに言うと、ステラはぎゅっとおれに抱き着いてきた。

「うわあ!?」

「何よ、これくらいで」

「いきなりするから、びっくりしたんだよ」

「ありがとう。あの薬、大切にするわ」

「大切にしなくてもいいよ。なくなったら、店に来て」

　意外な返事だったのか、ステラが顔を上げた。

「……いいの？」

「もちろん。今度はお金をとるけどね」

「ケチな人」

　いたずらっぽくステラはむくれてみせると、おれは肩をすくめた。

「こっちもそういう仕事だから」

「もう行かなくちゃ……」

　ステラが背伸びをすると、つん、と唇が頬に触れた。

「お礼のお礼よ」

　耳元でそっとステラはつぶやくと、おれから離れて歩き出す。一度名残惜しそうにこちらを振り返って手を振った。

「楽しかったわ。ありがとう！」

　おれも手を振り返す。

「またな、ステラ」

　おれは仮面の人たちにまぎれて見えなくなるまでステラの背中を見送った。










11　お土産と彼女のこと




　みんなにお土産を買おうと、おれとノエラは王都の繁華街へ繰り出した。

　仮面舞踏会があった昨夜は、バルガス伯爵に宿まで馬車で送ってもらった。

　あとはお土産を買って帰るだけ。

　本当に、ただの観光だったなぁ。

「あるじ、これほしい！」

　ウキウキなノエラが目を輝かせながら、武器屋に置いてある死神が持ってそうなでっかい鎌を指差した。

「ノエラがほしいものを買うんじゃないんだよ」

「るう？」

　お土産が何なのかよくわかってないらしい。

　昨日帰ったあとは、すぐに風呂に入るようにノエラから言われた。

　どうやら様々なにおいが混じっていて、ノエラ的には不快だったようだ。

「あるじ、女の人、くっついた？」

「くっついてないよ」

　と、おれはとっさに嘘をついた。

　ていうのも、この質問が昨日から何度も続いているからだ。

　敏感なノエラは知らない女の人のにおいがよっぽど嫌らしい。

　それもあって、さっさと風呂に入ってほしかったんだろう。

「ミナは何がいいかな」

　人通りの多い繁華街。

　はぐれないようにおれとノエラは手を繋いでいた。

「ミナ、何でも喜ぶ」

「そうだといいけどな」

「チョロい女」

「どこで覚えたんだ、そんな言葉」

　お土産を買うのはミナだけじゃなく、エジルにビビ、あとはアナベルさんにポーラ。思いつくところではこんなところだ。

　武器屋の短刀が並んでいるところに、二本ほど包丁があった。

「これいいかも」

「お。あんちゃん、この包丁に目をつけるたぁ、なかなかだね」

　店主のおっちゃんが褒めてくれた。

　どこそこの鉄でどこそこの職人が作ったらしい。

　地名や人名に興味がなかったから、名前が全然覚えられなかった。

「試してみてもいいですか？」

「あいよ」

　おれは片方を手にとった。

　粗末な紙を渡されたので、手に持ったまま包丁で切ってみる。

　刃がすっと入った。

　そのまま引くようにして切っていくと、滑らかに切れる。

「おぉ……気持ちいい」

「だろ？」

　おっちゃんは、自分が褒められたみたいに喜んでいた。

「いい品ですね」

「仕入れたかいがあるよ。目のつけどころがいいあんちゃんみたいな人に褒められると」

　いやいや、とおれは謙遜をする。

　紙以外にもいくつか試し切りさせてもらった。肉の切れはしやしなびた野菜の切れはし。

　どれも今使っている包丁以上によく切れた。

「ノエラ、ミナのお土産これにしようかと思うんだけど」

　あれ。いねえ。あのモフ子どこへ……？

　あたりを見回していると、小人族用の小型の防具を着込んだノエラが、難しい顔で首を振っている。

「どうだい、お嬢ちゃん」

「るう。よくない。尻尾、窮屈」

「そりゃそうだ。獣人のために作られた品じゃねえから」

　あ。地雷踏んだ。

「ノエラ、獣人違う！　人狼！」

「そんなに怒るなよ。似たようなもんだろ？」

「るぅぅぅ！」

　ぷんこ、ぷんこ、と怒ったノエラが地団駄を踏んでいる。

　やれやれ、とおれは店主とノエラの間に入った。

「すみません、うちのモフモフが」

「兄さんのとこの子かい？　頼むぜ、おい。着させてほしいってしつこいから……」

「すみません、本当に……」

　ぺこぺこ、とおれは謝った。

「ノエラ。買わないから脱ぎなさい。試着なんてして、このモフ子は」

「あるじ、ノエラ決めた。これ買う」

「窮屈ってさっき聞こえたけど」

「ノエラ、これあれば、強い。カッコいい」

　尻尾の窮屈さよりも見栄えを選んだらしい。

「強くてもカッコよくても買わないからな」

「るうううううう。あるじ、ケチ」

「今はみんなのお土産を買う時間だから。ノエラの防具を選ぶ時間じゃないんだよ」

　真新しいものを見つけるとすぐこうなるな、ノエラは。

　ポーラの道具屋でも、新入荷したものは必ずノエラは触る。

　あの店の商品でノエラが触ってないものはないんじゃないかってくらいだ。

　嫌がるノエラを捕まえて、おれは店主と二人がかりで防具を脱がせた。

　脱いだあと、防具はノエラの毛だらけだったので、おれは迷惑料を少し払ってその場をどうにか収めることにした。

　ノエラは獣人扱いをされたことも、獣人と大して変わらないっていう発言にも、防具を買ってもらえなかったことも、全部不満そうだった。

「ノエラ、強くなる、いつ」

「強くなる必要ないんだよ、ノエラは」

　戦隊ヒーローものに熱中する男の子かよ、おまえは。

　ノエラがこうなので、結局お土産は相談することなく、おれ一人で選んだ。

　ずーっとノエラがご機嫌斜めで膨れているので、初日で気に入った肉串を二本買ってあげることにした。

「あるじ、わかる男」

　秒で態度を一変させるノエラだった。

　グリ子はというと、【スケスケスケール】も【小さな巨人】も手持ち分を切らしてしまったので、昨夜から城外で待ってもらっている。

　おれが持ってきていた鞄はお土産でパンパンになり、他にも大袋を二つほどの買い物をした。

　荷物の半分はお土産で、もう半分は気になった薬や珍しい素材だ。

「楽しかったな、王都」

「るっ」

　肉串のタレを口の横につけるノエラは、満足そうにうなずいた。

　ノエラは、食ってばっかりだったけどな。

　城外への道を歩いていると、カゴを持った頭巾を被った町娘とすれ違う。

「また会いに行くわ」

　ん？

　立ち止まって、おれは思わず振り返った。

　ひとり言……？

　首をかしげていると、町娘はカゴを引っかけた腕を少し曲げ、後ろから手が見えるようにした。

　あ。




　昨日の【ツヤピカネイル】──。




　爪には、綺麗な赤ベージュ色をしたネイルが施されている。

　落ちることもなく色あせてもいないようだった。

「あるじ、どした」

　急に立ち止まったおれをノエラが不思議そうに見上げた。

「ううん。何でもない」

　首を振っておれは歩き出した。







「あ～～～！　包丁ですぅ～～！　レイジさん、ありがとうございます！」

　帰ってくると、おれはミナにお土産の包丁を渡した。

「こんなに喜んでくれるなら、選んだかいがあったよ。今のよりは切りやすいと思うよ」

　包丁の入った箱を胸に抱いて、ミナは嬉しさいっぱいで何度か小さくジャンプしていた。

「嬉しいです！」

　今日シフトに入っているエジルとビビがそわそわしながら、おれのほうをチラ見してくる。

　うわ、待ってる、待ってる。

　自分にもお土産あるかもって期待と不安の顔をしている。

　まるでバレンタインデーの男子みたいな顔だ。

「エジル──」

「はいッ！　はいはいはい、はいッ！」

　いい返事だなー。

　めちゃくちゃ呼ばれるの待ってたな。

「エジルのお土産は、これな」

　おれは小さな工芸品を渡した。

　一見すればキツネか何かの獣の尻尾。

　けど、勘のいいエジルは、ピキーンと察したようだった。

「せ、先生、何てものを……！」

「これだけじゃないぞ。道中ノエラにずっと持ってもらってたんだ」

「余はこれだけで三か月生きることができます」

　エジルのＨＰの最大値が伸びた。

　さっそく手に取ったエジルは、フワモフの尻尾の工芸品を頬にあてて「おほ」とか「んふ」とか気持ち悪い声を上げはじめた。

　ときどきにおいを嗅いでは「はぁ～～」と天を仰いでいる。

「れ、レイジくんっ、ボクは、ボクは……？」

　もう気になりすぎてビビが直接訊いてきた。

「な、何でもいいんだ。ボク、嬉しいから。そんなふうに何か買ってきてもらうことってなかったし……だから、何でもいいんだよ？」

　チョコもらえそうにないから、仲がいい女子に義理チョコをねだる男子みたいだな。

「大丈夫大丈夫。ちゃんと買ってきてるから」

「何、何？」

「これ。バッタモンくさいけど」

　おれは「妖精のお守り」と書かれた木彫りの彫像を渡した。

「重かったんだよ、これ。いやぁ、運ぶのマジで大変だった」

「あ……うん…………ありがとう…………」

　一応お礼を言っているけど、全然喜んでない。目が死んでるし。

「信じる心だぞ、ビビ」

「な──何で妖精なんだよっ。せめて精霊のやつ買ってきてよ！」

「どっちかわからなくなったんだよ」

「んもぉぉぉぉ！　わざとじゃないのが一番傷つくよ！」

　と言いつつも、お守りを大事そうにビビは胸に抱いた。

「家の入口とかに置いておくね」

「たぶん妖精が守ってくれるよ」

「精霊にそれ言うかなぁ」

　納得いってなさそうだったけど、もらえないよりはいいと判断したんだろう。最終的にビビは笑顔だった。

　王都観光から帰ってきたおれは、アナベルさんやポーラにも店に来たついでにお土産を渡していった。




　ふと、ステラのことを思い出す。

　踊り子で貴族風のご令嬢で町娘の彼女。

　妖艶で博識でしゃべりが上手くてとても綺麗な彼女。




　現代のアニメにそんなキャラがいたっけ。

　悪人じゃないと思いたいけど、実際どうなんだろう。




　諜報員とかスパイとか、そんな感じなんだろうな。

　大貴族の屋敷内に詳しいし、舞踏会を抜けるときに目的を果たしたとも言っていた。




　また来るって言ってたから、もし今度やってきたら彼女自身の話を訊いてみよう。

　まあ、絶対に正体は明かさないだろうけど。

【ツヤピカネイル】がなくなるのが、おれは少し楽しみになった。










12　赤猫団の筋トレブーム




「レイジの兄貴、例のやつを」

　赤猫団副団長のドズさんが、声を潜めておれに商品を要求してくる。

「あの、ドズさん。何度も言ってますけど、そんな怪しい薬じゃないんで、声を大にして商品名を言ってくれていいんですよ？」

「オレがここに来ているってのが下のやつらにバレたら、何を言われるかわかったもんじゃねえんでさぁ」

　副団長も色々とあるらしい。

　ドズさんが言う例のやつっていうのは【パワーポーション】のことだ。

　通常のポーションとの違いは、筋肉を成長させる要素がこの【パワーポーション】には多く含まれている。

　いわゆるプロテイン。それと同じ効果があった。

　開発したときは、ノエラやミナがマッチョ化するほど強烈な効果があったけど、どうやら個人差があるようで、ほとんどの人は飲むだけでマッチョ化するなんてことはなかった。

　おれは【パワーポーション】──略してパワポを準備しながら、ドズさんに尋ねた。

「どうして部下に見つかるのはよくないんですか？」

　別におかしなことでもないだろう。

「兄貴……。これはオレが撒いた種なんですがね、オレが貧弱な部下たちに筋肉でマウントをとってたんでさぁ」

「あぁ……」

　たしかに、ドズさんはガタイがいい。パワポがあることを知って愛飲しはじめてからは目に見えて体つきが大きくなり、筋肉もかなりついたと思う。

「マウントなんて取らなくても」

　苦笑いするしかない。

「はい。仰る通りで。筋肉ってやつぁ、つけばつくほど、自分の自信になりましてね。それが少しオレの場合いきすぎちまったんでさぁ」

「なるほど」

　でも、それがどうしてこそこそパワポを買う理由になるんだろう。

「そんなふうにオレがマウントを取ってくるのが、我慢ならなくなったんでしょう。部下の一人が本気で筋トレをはじめまして」

　ははーん。なるほど、話が見えたぞ。

「ドズさんは、このパワポが部下にバレると自分と同じように筋肉がついてしまって、立場的に大きく出られなくなってしまうのを危惧してるんですね」

「はい。その通りでさぁ」

　今のところ、パワポを買いにくる赤猫団員はいない。

　……というか、パワポを愛飲し続けているのはドズさんしかおらず、他のお客さんが買いにくることはない。

「一人二人ならよかったんですが、大半がオレにマウントを取らせまいと真剣にトレーニングをはじめちまったもんで……」

　そして、今赤猫団では空前の筋トレブームなのだという。

　驚くことに、これは鍛練とは別腹らしい。

「いいことじゃないですか。傭兵団で町の警備を担当しているみなさんが体を鍛えるというのは」

「兄貴っ。オレにも立場があるんでさぁ！　負けられねえんです……！」

　第一人者のポジションで、しかもアナベルさんに次ぐ地位があるんだ。

　そりゃ、下っ端の団員には負けられない、か。

「お願いします、兄貴！　このままじゃ、オレぁ、負けちまう……」

「ていっても……」

　ううん、と考えた結果、ひとつ思いついた。

「あ。これなんてどうですか」

【ビッガービッゲスト】をおれは棚からひとつ取り出す。

「これは？」

「文字通り、体が大きくなります」

　一度だけ作って、使いどころもかなり限られているので、商品化はしなかった薬だ。

　飲んだ量に比例する。ビビがこれで一度大きくなったことがある。

「ううん……そういうことじゃないんでさぁ」

「ですよね」

　わかってた。わかってたけど、もしかすると、って思って言ってみただけだ。

　パワポをいつもの数だけ用意して、ドズさんに渡す。

「また来ます」

　ドズさんは巨体をのっしのっし、と揺らしながら去っていった。

　副団長っていうのも色々と大変なんだな。

　ドズさんが帰ってからしばらくすると、今度はピールがやってきた。

　ごしごし、とおれは目をこすって二度見する。

　体が、ゴツくなっている。

　筋トレブームは、あの貧弱な靴屋の倅にまで及んでいたようだ。

「先生、お久しぶりです」

「もう先生じゃなくていいよ」

　いつまで師匠と弟子ごっこ引きずってるんだよ。

「ピール、めちゃくちゃ体つき変わったな」

「はい。トレーニングの賜物です」

「何。近くを通りがかったから挨拶でもしに来てくれたの？」

「いえ。少しお願いがあって来たんです」

　もしや……。

「筋肉をデカくする薬を作ってください、先生」

　わー。やっぱりだ！

　ドズさんの事情を聞いた手前、素直に勧めにくいな……。

　パワポのことをドズさんは団員に内緒にしたかったみたいだし……。

　普通に考えれば、パワポを売るんだけど……。

「希代の錬金術師と呼ばれる先生になら、作れるはずです！」

　もう作ってんだよな。

　おれの真横の棚にあるんだよ、パワポが。

「そう言われてもな……」

　ううん、とおれは渋るフリをして、どうしたら丸く収まるのか考えた。

　パワポがバレると、部下が今以上のマッチョになって立場上困るドズさん。

　でも、その部下であるピールはドズさんのようにもっと筋肉を育てたい、という。

　ううーん……。

　おれと比べても、ピールは色白。でも、発達した筋肉があるのがたしかにわかる。

　………………。

　あ。

「強そうに見えるんなら、それでもいい？」

「強そうに、見える──!?」

　ピールが衝撃を受けている。

　強くなりたいって言ってたもんな。

「な、な、何ですか、先生、それは!?」

　ぐいっと食いついてきた。

「今よりもそう見えるってだけだから、実際はまた違うよ？」

「構いません！」

　ふたつ返事をしたピール。

「よし、わかった。強さを追い求めるピールのために、ひとつ作ってあげよう」

「ありがとうございます」

「じゃあ、ちょっと待ってて」

　おれはノエラを呼び出して店番をしばらく任せることにした。

　店を離れ創薬室へ入ると、作業に取りかかる。

　ドズさんの見栄とか立場のせいでややこしくなったけど、ピールに限った話だと、こっちのほうが気に入ってくれるかもしれない。




【サンフレンズ：紫外線をカットし、より濃く日焼けができる。保湿効果もあるため肌の潤いをたもつ】




　マッチョっていえば、もうこれ。

　肌が黒いイメージがあった。

　おれの勝手な印象だけど、色白よりも色黒のほうが力強さが違う気がする。

【日焼け防止ジェル】も素材のひとつとして入っているから、肌が弱い人でも上手く日焼けができるはず。

　よし。ピールのところへ持っていこう。

「狼ちゃん、僕強くなるんだ。先生の薬でね」

「るっ？　強くなる……？」

「うん。先生が今作ってくれているみたいで──」

　店のほうからこんな会話が聞こえてきた。

　勘違いされちゃ困るので、おれは店に入るなり早々に訂正をする。

「ピール、強くなるんじゃなくて、正しくは強そうに見える、だから」

「見かけ倒し上等です！」

　いいのかよ。

「あるじ、それ、強くなる薬？」

　ピールのせいでノエラが興味を持ってしまった。

「ええっと、これは獣人には使えない薬なんだ」

「ノエラ、人狼！　あるじ、間違う、ダメっ」

　ぷん、とノエラが頬を膨らませる。

　この反応が可愛いので、ついわざと言ってしまう。

「ごめん、ごめん」

　と、おれは謝って膨れた頬を元に戻してもらう。

「できたんですね、先生」

「うん。強そうに見える薬な？」

　再度強調するようにおれは言う。

「これを体に塗って、日光を浴びる。それだけ」

「それだけで……？」

　不審そうなピール。

　ノエラもるう？　と首をかしげていた。

「試しにやってみよう」

　ピールに上の服を脱いでもらう。筋トレが傭兵団内でのブームだという話通り、腕も腹も胸も肩も彫刻のような筋肉がついている。

「る！　マッチョ」

　ムキ、とノエラも筋肉を出そうとするけど、ほんの少ししか出ない。

「へへ。これでも頑張ったんです」

「じゃあ、塗るぞ？」

「お願いします」

　おれは【サンフレンズ】をピールの背中に塗っていった。

　くすぐったいのか、ときどきピールはビクビクしている。

「せ、先生……ダメです……そんな触り方は……」

「気持ち悪い声出すなよ」

　塗り終えると、今度は自分で前のほうを塗ってもらい、ピールに外へ出てもらう。

　日光を浴び続ければ、浅黒マッチョのできあがりだ。

「ピール、どうだ？　体に異変はないか？」

「異変はありません。けど、これは……体が、熱い……！」

　ピールは自分の両手を見つめている。

「これが強くなる、ということなんですね、先生！」

「日焼けするだけだっての。体が熱いのは日光のせいだから」

　新たな力に目覚めたから体が火照ってるってわけじゃないぞ？

「日焼け、強くなる？」

　ノエラも不思議そう。

　このモフ子はピールが間違ったことを教えてそうだから、改めて説明をしておこう。

「日焼けするだけで強くはならないよ。でも、白いより黒いほうが力強く見えるだろ？」

「るるる……？」

　その差がよくわからないらしい。

　まあ、おれもぶっちゃけ大してわかってないけど、マッチョが肌を焼くには理由があるはず。

「先生！　僕、日焼けダメなんです！　肌がすぐ赤くなって、何日もそれが残って──」

「大丈夫大丈夫。そうならないための薬でもあるから」

「そ、そうなんですか？」

　寝転がったピールは表と裏をこんがりと焼く。

　まばたきをする度に、肌の色がじわじわと変わっていた。

　これが【サンフレンズ】の効果か。

　普通以上に焼けるのが早いんだ。

　立ち上がったピールは、すでに色黒。

「日焼けをしたはずなのに、痛くもないし、体が熱くもない……。どうですか、先生」

　ニカっと笑うと歯の白さがめちゃくちゃ浮いてみえる。

　暗がりに行けば真っ先に姿が見えなくなりそうだ。

「綺麗に焼けてるんじゃないか」

「焼ける、強く見える？」

　まだ疑問符を浮かべているノエラに、ピールがムキっと力こぶを作ってみせた。

「るっ!?」

「これは──!?」

　ピールが自分でも驚いている。

「強そう！　る、る！　強そう！」

「さっきとの違いは、色白が色黒に変わっただけ。それなのに筋肉ひとつひとつが浮かんでいるように見える」

　白かったときはわかりづらかった筋肉の筋が、色黒になったことでよりはっきりと見えるようになっている。

　白いときは、ああマッチョだなぁって感じ。

　でも今は、バッキバキって感じ。

　わかりやすいビフォーアフターだった。

【サンフレンズ】を飲んだだけで、筋肉が成長する、なんてことはない。

「ありがとうございます、先生！　これがあれば、筋肉でマウントを取ってくるドズさんを含め、他の先輩たちに差をつけることができます！」

　ぺこり、と一礼をしてピールは【サンフレンズ】を持って意気揚々と帰っていった。

　ピールの変貌ぶりを見たら、ドズさん驚くだろうな。あと、おれが手を貸したってことはすぐにバレるだろうなー。

　そうなったら、予備で作った一本をあげよう。










13　日焼けといえば




「レイジさん、また新しいお薬ですか？」

　手が空いたのか、ミナが店に顔を出した。

「ミナ、黒くなって強く見える！」

　ノエラが得意そうに説明をする。

「黒くなって、強く見える、ですか？」

　ミナもセリフの前後の繋がりが見えないらしい。

「簡単に言うと日焼けしても赤くなったり痛くなったりしないって言えばいいかな」

「【日焼け防止ジェル】とは違うんですね」

「うん。あれはそのままで、日焼けを防止する薬だから。今回のは日焼けができる薬」

　意外とミナの食いつきがいい。

　ふむふむ、とうなずいている。

「赤くならないし痛くもならない……。レイジさん、わたしもそれ塗ってみたいです！」

「え？」

「ダメでしょうか……？」

「ダメなことはないけど」

　ミナは色白が合ってていいと思うんだけど……。ああ、もしかすると、それがコンプレックスだったりするのかもしれない。

　ミナは生前、病気がちだったみたいだし。色白イコール病気っていうイメージがあるのかも。

「わたし、日焼けにちょっと憧れていたんです。外で遊んでいるなーってわかるじゃないですか」

　おれの予想は当たらずとも遠からずってところかな。

「やってみるといいよ」

「ありがとうございます、レイジさん」

　予備に作った一本を渡して、ミナは水着に着替えてくる。

「ノエラさん、背中に塗ってもらえますか？」

「る。任せる」

　ノエラは【サンフレンズ】をミナの背中に塗っていく。

「っ～～、んっ…………う……」

　声を我慢されると、それはそれで、アレだな……。

　見てはいけないようなミナの姿を見てしまったようで、おれはすぐに目をそらした。

　表側はもう自分で塗り終えているらしく、ミナはしばらく横になって太陽の光を浴びた。

　顔も腕も肩もお腹も背中も、ミナはこんがりと焼けていく。

「もういっかなぁー」

　ミナが言うと立ち上がって、首を振って自慢の金髪をなびかせる。

　ん？　もういっかなぁー……？　ミナらしからぬ口調だ。

　こっちを向いたミナは、ピール同様に綺麗に浅黒く焼けている。

「どう？　似合ってね？」

「ミナ……？」

「ずっとこういうのやってみたくてさー、あーしってほら、病弱ガールだったじゃん、生前」




　ミナが、黒ギャルになっとる!?




「る!?　み、み、ミナ、グレた!?」

　ノエラもびっくり。尻尾がピンと立っている。

「グレるとか、ナニ。ないない。日焼けしただけで。大げさすぎっしょ」

　ウケる、とミナは手を叩いている。

　ギャルだ。やっぱギャルだ！

「んでさー。外を駆けまわるちびっ子に憧れてたの。ずっとベッドの上から見てて、いいなーって」

　日焼けしてみたい動機はわかったけど……いつ戻るんだ……？

「で、飯どーすんべ？　あーし作ってもいいけど」
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「ええっと、お願い、できますか」

「りょー」

　ギャルだ。

　めっちゃギャルだ。

「てかレイジさん何で敬語なわけ？　ウケんだけど」

　ウケねーよ。

「悪わるミナ……」

　ノエラはギャル化したミナを悪のミナだと思っているらしい。黒は悪のイメージが強いもんな。

「悪ミナ、ミナに体、返すっ！」

「何言ってんの。返すってか、あーしのだし」

　眉をひそめるミナ。

　ノエラがひるんで、おれの後ろに隠れた。

「え、何、何で隠れるわけ？」

　ミナがノエラを覗こうとすると、それに合わせてすすす、とノエラもおれを盾にするようにして逃げる。

「見慣れないから怖いんだと思うよ」

　かく言うおれも、まだ見慣れていないから違和感がすごい。

「怖い～？　めちゃカワだと思うんだけどー？」

　ミナの美的センスのふり幅、すごいな。

「るう……」

　ついにノエラが逃げ出し、廊下を走ってリビングのほうへ行ってしまった。

「ショックなんだけど」

「じきに慣れると思うから、それまでは我慢してあげて」

「りょ」

　釈然としてなさそうなミナは、唇を尖らせながらキッチンのほうへ向かった。

　ご飯の準備をしてくれるんだろう。

　日焼けして口調と肌の色が変わってギャルになったけど、料理スキルまで変わってないはず。

「そのはず……」

　心配になって覗いてみると、それは杞憂に終わり、手際よく料理をしている。

　よかった、よかった。

　ギャルになってもミナはミナだ。

　覗いているおれの服をちょんちょんと誰かが引っ張る。

　振り返るとノエラがいた。

「あるじ、新しい薬、作る」

「新しい薬？　何の？」

「ミナ、悪魔、取りつかれてる」

　ノエラが真剣な顔で言う。

「追い払う。新しい薬。ミナ、このまま、よくない」

　ギャル化したミナが嫌っていう気持ちも、わからんでもない。

　けどミナ自身は、病弱だった過去があって、ああいう健康的に日に焼けた姿に憧れていたんだ。

　それを元に戻してしまうのも、なんだかなぁ。

「じきに元に戻るから、薬を作らなくても大丈夫だよ」

「るぅ……。ノエラ、いつものミナ、好き……」

　しゅーん、とノエラの耳が垂れる。

　ノエラには、慣れてもらうしかないかな。

　日焼けはすぐ元に戻らない。

　それこそ新薬を開発すればすぐなんだろうけど、ミナが望んでああなったんだ。

　ゆっくり元に戻るだろうし、納得がいくまでその姿でいさせてあげたい。







　翌日のことだった。

「ミナ……その姿はどうしたのよ」

　エルフのリリカがやってくると、変貌したミナを見て目を剥いていた。

「あー。これー？　レイジさんに、パツイチでこうなる薬作ってもらったんだー。いいっしょ？」

　パツイチ……？　あ、一発ってことか。

　ふふーん、とミナはご機嫌そうに髪をかき上げて、リリカにポーズを取っている。

　いつものミナだと思ったらギャルミナになってるんだから、そりゃ、エルフだって驚くよな。

「──いいじゃない、それ！」

「でっしょー」

　ふふん、とミナは嬉しそうに鼻を鳴らした。

　お、思わぬ反応だ。

　黒ギャルって、そんなにいいのか？

　エルフの価値観ではドンピシャなのか──？

「レイジ、エルフでもミナさんみたいになれるかしら……」

「エルフは、どうだろう？」

　エルフの肌の色素がどうなるのか、おれにも見当がつかない。

「黒くなっても大丈夫なの？」

　いるって話を聞いたことはないけど、ダークエルフになるんじゃ……。

「大丈夫に決まっているわ。ただ日焼けをするだけなんでしょう？」

「そうなんだけど」

　それだけじゃない人がいるからなぁ。

　ミナのギャル化は、日焼けによって高揚してしまった気分がその原因のような気がする。

　……ってことは、リリカもなのか……？

「エルフは、色白が大半で、日差しの強いところに行くと、すぐに日焼けをして赤くなってしまうの」

「それならこれ。【日焼け防止ジェル】」

　おれはミスリードを誘ってすぐに【日焼け防止ジェル】を棚から取ってリリカに渡す。

　けど、ミスリードは失敗に終わった。

「そうじゃないの。不自然でしょ、日光に当たったのに日焼けしないなんて」

　エルフは全員赤くなってしまうだけで、肌が焼けて色黒になることはないらしい。

「リリカは、焼きたいの？」

「…………ええ、そうよ。みんなと同じは嫌なの」

　なるほど。同族嫌悪的なところがあるんだな。

　中高生くらいのボーイ＆ガールが陥りそうな思考だ。

　だからリリカは【日焼け防止ジェル】ではなく【サンフレンズ】がいいのだという。

「怒られても知らねえぞ？」

「リリカさんもやってみるといいじゃん。楽しーよ」

　にへへ、とミナは笑う。

　ミナにとって色白っていうのは、よっぽどコンプレックスだったんだな。

　種族柄、生まれつき色白なリリカにも、同じようなことが言えるのかもしれない。

「色白がコンプレックスって人、意外といるのか……？」

　ぼそっと言って首をかしげると、

「いると思うわ」

「そりゃいるっしょ」

　リリカにミナが続いた。

　ある程度の需要はある、と。

　じゃあちょっと商品化してみるか。

「ミナ、この前のやつ余ってる？　リリカに使ってあげて」

「任せろじゃーん♪」

　なんか可愛いな、その言い方。

　るんるん、とミナは弾むような足取りで中へ行き、瓶を手に戻ってきた。

「リリカさんの背中、塗ったげる」

「ありがとう」

　ミナ同様、手の届くところは自分でリリカは塗り、背中のほうはミナが塗っていく。

「やんっ、ちょっと、くすぐったい……もう」

「リリカさん、えろー」

「そんな、私は──」

「レイジさん見てるよ」

「み、見ないでっ」

　顔を赤くしながらリリカはおれをむう、と睨む。

　おれは両手を上げて顔を背けた。

　ギャルとエルフが、きゃっきゃと戯れる声だけが聞こえてくる。

「おっけー。あとはこんがり焼くだけ」

　ぐっとミナは親指を立てた。

　ギャルになるような効果はないはず──。

　ほどなくして、リリカが両面を焼いた。

「え、マジめっちゃ早いんだけどー？　神じゃん、レイジ」

　ギャル化しとる!?

　エルフ、ギャルになっとる!?

　リリカは不思議そうに自分を見回して、焼き具合を確認している。

「これで誰にも舐められないっしょ」

　へへん、とリリカは得意げに言う。

「リリカさん、マジばっちじゃん」

「でっしょ。ばっちきたって感じする」

　ばっちって何、ねえ。

　ばっちりってことか？

　イエーイ、と二人はハイタッチしている。

　おじさんのおれだけテンションについていけてない。

「レイジ、マジありがとねー」

「うん。怒られないことを祈ってるよ」

「大丈夫、大丈夫」

　ご機嫌のリリカは手を振って帰っていった。

　……買い物をしに来たんじゃなかったっけ。

「レイジさん、あーしが推すから。ガチで。商品にしよ」

「需要があるみたいだから、やってみるか」

　こうして、おれは【サンフレンズ】を商品にすることにした。







　危惧したのは一点だけ。

【サンフレンズ】使用者がギャル化しないかってところだった。

　けど、これは杞憂に終わり、ただ日焼けをしただけって人のほうが大半だった。

　どうやら、肌の色にコンプレックスが相当ある人じゃないとギャル化はしないようだ。

　けど、よかった。

　うちの娘、息子がグレた！　なんてクレームを寄せられることがなくて。

　色が薄くなりはじめてはいるけど、ミナのギャル状態はいまだに続いている。

「ノエラさん」

「る」

　ミナに呼ばれると、ノエラはててててて、と逃げてしまう。

　いまだに慣れないらしい。

　そんな反応にミナのほうが慣れてしまい、ここ数日はもう何も言わなくなっていた。

「レイジさん、あーし、やっぱ元に戻ったほうがいい？」

　シリアスな雰囲気でミナはおれに尋ねてくる。

「どう思う？」

「んー。ノエラさんにあれを続けられるのは、悲しい……」

　まあ、そうだよな。

　今までめちゃくちゃ仲良しだったし。

「でも、色白ってヤなんだよね。病気のイメージがずっとつきまとうから」

　それは個人の印象だもんな。

　色白のミナに対して、清楚で綺麗みたいなことをもしおれが思っていたとしても、ミナが自分のことをどう思うかは自分次第。

　だから今こうなっているわけだ。

　病弱イメージ、か……。

　それが払拭されればミナもコンプレックスを抱えることはないんだよな。










14　見た目が変わっても




「おっすー」

「あ、リリカさん」

　声でわかったのか、ミナは廊下を小走りで店のほうへ向かった。

　来店は前回以来。

　帰ったあとどうなったのか訊きたい。

　おれも店に顔を出すと、ギャル二人が談笑をしていた。

「わかる、それな」

「いやまじウケんだけど」

　ミナは素の状態だとふんわり可愛い系……とでも言おうか。顔立ちが整っている。

　リリカは、その美貌で有名なエルフの女の子。

　そんな二人がギャル化しても、魅力を損なうことは決してなく、可愛い系と綺麗系のギャルにしか見えない。

　……これはこれでアリな気もするけど、どっちかならおれは元の白ミナのほうが好きだ。

「あ、レイジー。おっすー」

「おっすー」

　よくわからんけど、同じ言葉を返しておく。

「あの薬の売れ行きどうー？」

「お陰様で、いい売れ行きだよ」

「やっぱ、みんな黒くなりたいんじゃん」

　リリカがうんうんと自分の言葉に納得するようにうなずく。

「リリカさんが言ったみたいに、黒くなりたいって人もそれなりにいたんだよ。けど、一番は──」

　ミナが言おうとすると、別のお客さんが入ってきた。

　丸みを帯びた四〇代くらいの主婦だ。

「あの薬、あるんでしょう？　私もほしいのよ、アレ」

「【サンフレンズ】のことですか？」

　おれが訊くと、主婦はうなずいた。

「そうそう、それだったかしら。周りのみんな、黒くなっちゃって。私だけなのよ！　もっさりしているのは」

　ミナが言おうとしたのはこのことだ。

「知らない間にみんなちょっとだけ黒くなって、体つきがシャープに見えるのよぅ」

　本当は、筋肉をはっきりくっきり見せるためだったけど、今ではこの人が言ったような用途で使う人が多い。

　全体的に黒いと、細く見えるようだ。

　それをおれは他のお客さんから聞いて、改めてミナを見てみると、以前よりたしかに細く見えた。

　思ってもみない使い方に驚いたけど、売れてくれる分にはありがたいので、使用方法を限定するようなことはしてない。

「リリカさん、今日は何の用ー？　暇つぶしー？」

「なわけねえし」

　と、軽くツッコむリリカ。

「レイジに、頼みごとがあって」

「おれに？」

　何だろう。

「あたし、今最強に可愛いと思うの」

　まあ、否定はしないでおこう。

「んで、何？」

「もっと可愛くなる薬、作ってよー」

「あー、それ、あーしもほしー！」

　ギャルが目を輝かせながらおれを食い入るように見つめてくる。

　高校生のとき、ギャル苦手だったっけなぁ……。何で今こんなこと思い出すんだろう。

　ミナもリリカも、よく知っている相手だから今は何とも思わないのかもしれない。

「可愛くなる薬なんて作れるわけないだろ。美的感性は人それぞれだし、誰にとっての可愛いかによるだろ？」

　諭すようにおれはギャルに言う。

　うん、たしかにー、なんて返事があると思ったら違った。

「誰にとっての可愛いかなんて決まってるじゃん。あたしにとってだよ」

「ほんとそれ」

　リリカにミナが続いた。

「レイジさん、あーしら誰かのためとかじゃなくて、自分のために可愛くなりたいんだよね」

　自分のために、か。

　二人とも日焼けをしたことで伸びしろを見つけたらしい。

　女子高生とかも言うよな。可愛い恰好をするのは、誰かに見せたりするためじゃなくて自分のためだって。

　ミナはいつも自分を後回しにして、おれやノエラや他のバイトたちのサポートをしてくれていたし、これくらいの我がままが許されてもいいだろう。

　リリカは……正直よくわからん。

　可愛くなれるのが楽しいのかもしれない。

　ピールも言ってたな。

『筋トレって、すごい自信つくんですよ。目に見えて体が変わっていくから頑張ろうって思えるんです』

　可愛いと筋肉は紙一重。

　覚えておこう。

　可愛くなれる薬で、ひとつだけ思いついたものがある。

　以前に一度作った物だ。

「二人の『可愛い』におれのセンスが合うかどうかはわからないぞ？　作っても微妙かもしれないし。それでもいい？」

「「もちろん」」

　二人の声が重なった。

「知らないぞ？　変なの作っても」

　おれが予防線を張ると、二人は顔を見合わせた。

「レイジさんなら」

「変なことはしないでしょ」

　そんなに信頼されると、ちょっとプレッシャーだな。

　言った手前逃げるわけにもいかず、おれは創薬室に入った。

「あるじ、薬？」

　ノエラがひょこっと顔を出した。

「うん。一度前作ったやつだけどな」

「何の薬？」

「それは出来てのお楽しみってことで」

　そうおれは濁して、ノエラに作業を手伝ってもらった。

「ノエラ。ミナ、元に戻ってほしい」

「悪ミナだなんて言っていたけど、別に変なことはしないだろ？　ご飯作ってくれるし、いつも通り美味いし」

「るう……」

　理解を示してくれるノエラだったけど、元が好きだっただけに今のミナは受け入れがたいらしい。

　コンプレックスの話をして、ノエラはわかってくれるんだろうか。

「ミナは病気で死んでしまって、ずっと外で遊ぶことができなかったんだ。だから日焼けもしないし肌は白いままで……そういう辛い記憶があるから、色白は嫌だって思っているんだよ」

　ノエラで言えば……ってたとえようと思ったけど、いいたとえがわからない。

　ノエラは無言で作業を続けている。

　手伝ってくれたおかげで、開発は思ったより早く済んだ。




【ツヤピカネイル：爪に塗る。手元を綺麗に見せる効果がある。速乾効果もある】




　以前ステラのために作った【ツヤピカネイル】。

　その色違いバージョンだ。

　ピンクに白に水色に黄色にオレジン……。

　数種類作ったので、どれかひとつくらい気に入ってくれるはずだ。

「るっ！　色、きれい！」

　ノエラがいい反応を示した。

　わっさわっさ、とゆっくりと尻尾を振っている。

「これを爪に塗るんだ」

「爪……？」

「そう」

　効果のほどは、一度ステラで試しているから、ここで試し塗りする必要はないだろう。使い方を説明すると、おれはノエラに【ツヤピカネイル】を渡した。

「ノエラ。これをミナとリリカに届けてくれる？」

「…………」

　ちょっと考えるような間ができたあと、ゆっくりとノエラはうなずいた。

「わかた。ノエラ、届ける」

　小さなハケもノエラに持たせ、店のほうへ運んでもらった。

　商品化するんなら、ハケは雑貨屋さんに発注しておかないとな。

「ノエラさん、これ何ー？」

「めっちゃ綺麗じゃん」

「これ……塗る。爪」

　ノエラもノエラで、ギャル化したミナに慣れようと頑張っていた。

　こっそり店内を覗くと、ノエラが二人に使い方を説明している。

「爪、塗る。ぴかぴか。綺麗」

「レイジさんが作ってくれたものを、試さないわけないし」

「だね」

　ミナとリリカが言うと、ハケを持って気に入った色の【ツヤピカネイル】をつけて爪に塗っていく。

　ミナは水色。リリカは白だった。

「すごい……手が、めちゃくちゃ綺麗……」

　水色の爪を見て、ミナが感激の声を上げた。

「宝石みたいじゃん。やば！」

　リリカも白色の爪を見て感動している。

　ずーっと、二人はそうして自分の爪を色んな角度から見ている。

「ノエラさんも、塗ったげようか？」

「…………の、ノエラ、いい」

　首を振ったノエラがこちらへ戻ってくる。

　やばい。覗き見していたことがバレる……！

　おれは慌てて創薬室のほうへ戻り、ノエラの帰りを待つ。

　すると、すぐにノエラが入ってきた。

「二人の反応はどうだった？」

「ばっちり」

　ノエラが一仕事終えたような顔をしている。

「あるじの薬、すごい」

「今回は薬って感じのものじゃないけどな」

　おれは苦笑しながら、頑張っていたノエラを撫でまわした。

「るううう？」

　ノエラは不思議そうな顔をしていた。

　すぐにミナとリリカが創薬室へやってくる。

「レイジさん、ありがとう！　手、めっちゃ綺麗になった！」

「さすがレイジ。頼んでよかった！」

　ミナもリリカもいい笑顔だった。

　たしかに、二人によく似合っている。

「喜んでもらえてよかったよ」

　男が強くなりたいって思うのと同じで、女の人は綺麗になりたいって思うのかもしれない。

　ギャルとかそうじゃないとか、これに関しては関係ないと思う。

　女の子のノエラもそうなんだろうか。

　さっきは断っていたけど。

　きゃっきゃと嬉しそうにする二人が創薬室をあとにすると、おれはノエラに訊いてみた。

「ノエラは塗らないでいいの？」

「るう。ノエラ、人狼。爪、大事」

「チャラついたことはしたくない、と」

「その通り」

　うむ、とノエラはうなずいた。

　でも、さっき覗いた限りでは、ノエラも興味津々って感じだったんだけどな。

　それに気づいたミナも、塗ってあげようかって提案したみたいだし。

「人狼がどうこう言うけど、普段爪なんて立てないだろ、ノエラ」

「もしものときは、立てる」

　この暮らしをしている限り、そのもしもってやつは永遠にこなさそうだな、とおれは思った。







【ツヤピカネイル】の各種類は、ミナの激推し商品ってことになり、美を追及する婦女子にかなり人気の商品となった。

　マストアイテム化しはじめると、男性から女性へ送る無難なプレゼントと認知されるようになり、男性でもプレゼント用に買う人が出はじめるほどだった。

【ツヤピカネイル】の効果は別のところにも波及していった。

　爪を綺麗にする、ということにみんなが集中をしはじめると、顔つきや体がシャープに見えるから、という理由で【サンフレンズ】を買っていた人たちは、【ツヤピカネイル】のほうに関心が移ったようだった。

　ピールは、定期的に買いにきてくれているけど。

「先生のおかげで、今僕は、団内で一目置かれる存在になっているんです」

「日焼けしただけで……？」

「はい」

　よわよわだったピールはもうおらず、そこには自信に溢れた黒いマッチョがいた。

【サンフレンズ】を用意したミナが、ピールに渡す。

「いつもありがとねー」

「いえ。こちらこそ、大変助かっています」

　ぺこり、と頭を下げて代金を支払いピールは帰っていった。

　まだミナのギャル化は解けない。

　あれから【サンフレンズ】を使った様子はないし、素肌も代謝が進み元の肌を取り戻しつつあった。

　こっちの言い方に慣れてしまったから戻せない、とか……？

　あり得る。

　何だかんだでもう一か月くらいミナは態度も口調もギャルのままだ。

　ギャルになったミナの評判は悪くない。

　人によっては、以前は敬語でかしこまった印象があったから親しみにくかったらしいけど、今のほうが口調も態度も砕けているから気軽に話しやすい、なんて話を聞く。

　おれもおれで、そんなミナに慣れてしまい、元のほうがいいなーって思うことは少なくなっていった。

　ギャルになっても、何ら弊害がないことが、一番の理由だと思う。

「ノエラはまだ元のミナのほうがいい？」

　店で二人きりになると、おれは訊いてみた。

「るう……わからない……」

　たぶん、ノエラもおれと同じなんだろう。

　ギャルになった当初より、ミナとノエラのギクシャク感は解消されつつある。

【ツヤピカネイル】を開けたノエラが、においを嗅いでみたり、瓶を色んな角度から見つめていた。

　やっぱ興味あるんだな。

　これはミナが愛用している【ツヤピカネイル】で、店番中の暇なときは、よくカウンターで塗ってふーふーと息を吹きかけているのを見かける。

「ノエラもやってみたいの？」

「人狼、爪、蔑ないがしろにしない」

【ツヤピカネイル】を塗るのは蔑ろにするってことになるのか？

　……前、おれに塗らないって公言した手前、おれがいるとやりにくいのかもしれない。

　おれは店番をノエラに任せて一人にすることにした。

　覗いてみると、きょろきょろ、と周囲を見回して、ささささ、と外からもこちら側からも死角になる棚の奥へノエラは移動をした。

　なんか、万引きしているみたいに見えるな。

　カウンターの上に置いていた【ツヤピカネイル】がなくなっている。

　誰にも見えないところでこっそり塗るつもりらしい。

「る……うう……るうう……？」

　困ったような戸惑っているようなノエラの呻き声が聞こえる。

　たぶん苦戦しているんだろうな。

　運動神経がよかったり、何でもできたりするけど、指先が器用なイメージはない。

「る……！　るるる♪　よし」

　お。自力でどうにか塗り終えたっぽい。

　ご機嫌なノエラがカウンターに戻ってくる。

　その爪には、たしかに【ツヤピカネイル】が施されていたけど、まあ、雑に塗ったみたいで、指のほうにはみ出たりしている。

　……ノエラは、あれで満足なのか。

　ふりん、ふりん、とノエラは尻尾を振っている。

　本人があれでいいって思っているんなら、外野のおれは何も言うまい。

　爪を見ているノエラだったけど、徐々に首をかしげはじめた。

「爪……違う……？」

　あ、気づいた。

　ミナやリリカみたいに上手くいってないって、ようやくわかったみたいだ。

「る！　塗り直し」

　移動するのが面倒になったのか、カウンターの席でノエラは【ツヤピカネイル】を塗り直しはじめた。

「るう……？　違う……」

　苦戦してるなー。

「レイジさん、何してんのー？」

「ミナ」

「お昼ご飯できるんだけど？　ノエラさんも呼んだげて」

「ミナ、ちょっといい？」

　キッチンのほうへ戻ろうとするミナを呼び止めて、おれは手招きをする。

「るっ……!?　また間違えた！」

【ツヤピカネイル】塗りに苦戦するノエラを少しだけ見せてあげた。

「なんか、ミナの【ツヤピカネイル】使って頑張ってるんだけど上手くいかないみたいで」

「でも、ノエラさん、あーしには塗ってほしくないって……」

　そうか。

　ミナはそんなふうに捉えたのか。

「ノエラの建前では、人狼だから爪を大事にするってことみたい。けど、ちゃんと興味はあるんだ。ただそれだけだよ。おれが塗ってみる？　って訊いても塗ろうとしなかったんだ」

「そうなんだ」

　ミナがほっとしたような表情を浮かべた。

「塗ってあげて。ノエラをあのままにしておくと、【ツヤピカネイル】の在庫全部使って塗り直し続けそうだし」

「……そんじゃあ、うん……」

　顔を強張らせながらもミナはうなずき、店へ入っていった。

　すっとノエラは【ツヤピカネイル】を隠す。

　ミナにも塗らないって言った手前、バレるのが恥ずかしいんだろう。

「ノエラさん、塗ってあげようか？　【ツヤピカネイル】」

「の、ノエラ、人狼……人狼、爪、大事にする」

「【ツヤピカネイル】を塗ったほうが、爪は割れにくくなるんだよ」

　そんな効果、あったっけ。

　実際おれは塗ったことがない。もしかすると、塗る理由が他にほしいノエラを気遣ったミナの嘘なのかもしれない。

「……それなら、塗る」

「うん」

　手を出したノエラの爪をミナが見てくすくすと笑う。

「ノエラさん、あれこれ塗りすぎ」

「塗る……難しい」

　ここからは見えないけど、爪がパレット状態でめちゃめちゃだったんだろう。

　ミナは爪の【ツヤピカネイル】をふき取り、自分がよく使う水色の【ツヤピカネイル】をゆっくりと丁寧に塗っていく。

「……ミナ」

「何ですか、ノエラさん」

　あ、口調がちょっと戻った。

「ノエラ、謝る……。ギャルのミナも、ミナ。ミナはミナ」

「いいんですよ、そんなの」

　と、ミナは優しく言う。

「わたしも、ノエラさんにあんなふうにされるとは思ってなくて。とても悲しかったんです」

「るう……」

　申し訳なさそうにノエラがうつむく。

「この姿でいるのも、それはそれで楽しんですけど、ノエラさんとギクシャクするくらいなら、元の姿に戻りたいなって、思ってたんです」

「元、戻らなくても、大丈夫。ノエラ、慣れる」

　ぶんぶん、とノエラは首を振った。

「ノエラ、我がまま言った。ミナ、日焼けしたままで、いい」

「もういいんですよ。十分満喫しましたから」

　いつも以上にミナの声が優しく聞こえる。

「るう」

「はい。できました～。綺麗ですよ、ノエラさん」

「るー！　綺麗！　ミナ、すごい！」

　えへへ、とミナは照れくさそうに笑った。

「あるじ、見せる」

　椅子から降りたノエラは、こちらのほうへやってくる。

　扉を開けた先におれがいたのを、一瞬怪訝に思ったようだったけど、気にせず手を見せてくれた。

「あるじ！　これ、見る！　ミナ、やってもらった！」

「よかったな、ノエラ。綺麗にやってもらって」

「るっ♪」

　嬉しそうなノエラの頭をわしわしと撫でた。

　店のほうにいるミナは、ノエラの様子を安心した顔で見守っていた。

　ノエラの爪自慢はしばらく続いた。

【ツヤピカネイル】を塗ってもらったことをきっかけに、ギクシャク感はますます薄れていき、ノエラとミナも元の様子に戻っていった。

　そうする間にも、ミナの日焼けがどんどん薄れていき、元のミナに戻った。

「レイジさんは、どっちがよかったですか？　元のわたしと、ギャルなわたし」

　朝食を済ませると、ミナが尋ねてくる。

「どっちかじゃないとダメ？」

　ふふふ、とミナは微笑んだ。

「意外とレイジさんにも好評だったんですね。ギャルのわたしは」

「うん。最初は抵抗感あったけど、もう慣れたから」

「じゃあ、たまーにギャルになりましょうか。わたしも楽しかったので」

「たまにならいいんじゃない？」

　またノエラが避けないといいけど。

　バン、と扉が開いて、ノエラが顔を出す。

「あるじ、急ぐ！　ポーション、在庫少ない！　早く作る！」

　朝一のポーションがまだだから、ついでに在庫も作らせようって魂胆らしい。

「大変ですね、レイジさん」

「いつものことだから」

　おれは笑って席を立つ。

　急かすノエラと一緒に創薬室へ入った。

〈了〉










あとがき




　こんにちは、ケンノジです。

　個人的なことですが、本作もシリーズ７巻に入りケンノジ作品の中では最多タイの長さとなっております。

　ここまで書くことができたのは、ひとえに読者の皆さまのおかげです。ありがとうございます。

　本巻では剣聖がついに？　登場します。

　そういえば、なろうのテンプレっぽい肩書きのキャラってあんまり出したことないな、と思って登場させたのですが、結構いいキャラになったんじゃないかなと思っています。

　なろうによく出てくるタイプの肩書きのキャラって、お客さんだと出しにくいんですよね。

　というのも、戦う系の肩書きがほとんどなので（召喚士、剣聖、賢者、冒険者など）その方の困り事となると、戦う方面の悩みにいってしまうので危険な薬は作らないことを信条にしているレイジとは絡ませにくかったりするからです。

　けど、今回登場した剣聖ガロンのように、肩書きがあるとキャラ立ちさせやすいんですよね。

　これに味を占めてもうちょっとくらいなら出してもいいかな、と思ったりもしています。

　さて。話は変わってアニメの放送が終了しました。

　水曜日が最速で最新話が見られるのですが、うちでは地上波では映らなかったのでｄアニメで視聴をしておりました。

　ノエラ、ミナ、アナベルさん、ポーラ、ビビ、みんな可愛かったです。

　動く、声がつく、表情が変わる、これだけで魅力が何倍にも増加したんじゃないかと思います。

　毎話放送する度に、エゴサが止まりませんでした。アニメの評判がすごく良かったのもあって、ちょっとした中毒レベルだったんじゃないかってくらいエゴサしてました。

　その放送も終わってしまったので、しばらく水曜日の楽しみは水曜日のダウンタウンだけになりそうです。１クール、あっという間でしたね。

　アニメ制作に携わってくださった関係者の皆さま、演じてくださったキャストの皆さま、明るく楽しく可愛いアニメになったと思います。本当にありがとうございました。

　死ぬときは走馬灯でチート薬師のアニメ見ているシーンが頭によぎると思います。

　原作側では、担当者様、営業様、イラストを毎回担当してくださっている松うに様、その他制作に携わってくださった皆さま、各書店様書店員様、いつもありがとうございます。

　毎回言っていますが、今後もレイジたちのゆるい日常のお話は続いていきますのでご安心ください。

　次もまた今まで通りのお話になると思いますので、また読んでいただけると嬉しいです。

ケンノジ
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１　キリオドラッグの虫対策１




　ぷぅううん、と嫌な音がして周囲を見回すと蚊が飛んでいた。

　なんか最近店番中に虫に刺されると思ったら、こいつだな？

「ふっ！」

　のんびり飛んでいる蚊を手でパチンと叩いた。

　手の中でご臨終なさっている蚊を見て、おれは安堵のため息をついた。

「まったく、油断ならねえ……」

　現代世界にもこっちの世界にも蚊はいるらしく、気温が上がってくるとどこからか湧いてくるのだ。

「あるじ、かいい」

　ノエラが店にやってくると、蚊に刺されたところを爪を立ててかいていた。

「ノエラもか。最近多いよな。あんまりかきむしると血が出るぞ？」

「血!?　ノエラ、やめる」

　素直にやめたノエラだったけど、すぐに痒みがぶり返したらしく、ムズムズしていた。

「メンタルが試されるんだぞ、ノエラ」

　刺されたところを再びかこうとしていたノエラの手が止まる。
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「メンタルが……!?」

「痒くても、かいてはいけない……。かいたら余計に痒くなるもんだ」

「あるじ、痒いは、痒い」

　まあ、そうなんだけどな。

　だからメンタルが試されるって話なんだけど、ノエラはそんなことどうでもよかったらしく、かくのはやめて、患部を爪でぐいいいいいっと押さえつけている。

　患部の上にできた一本線の爪あとに、別の爪あとを作って痒みを紛らわせていた。

　患部の上には十字の爪あとが残った。

「やっちゃうよな、それ」

「る。ノエラ、バッテン、作る、上手」

　人差し指を立てて、ノエラは得意そうな顔をしている。

「あるじ、痒いところ、出す」

　おれにもその処置をしてくれるらしい。

　昨日蚊に刺された腕を差し出すと、ぐいぐい、とノエラに十字の爪あとを作ってもらう。

「ありがとう、ノエラ」

「るっ♪」

　ノエラの気持ちは嬉しいし、満足そうな顔を見るのも良いんだけど、この処置って正直気休めなんだよな。

「ノエラ、仕事をちょっと頼まれてくれるか？」

「る！　任せる！」

　やる気になったノエラだったけど、無意識にさっきの患部をかいていた。

「ノエラ、またかいてる」

「る!?　いつの間に！」

　自分でもびっくりだったらしい。

　そして、深刻そうな顔で首を振った。

「あるじ、バッテン、だめ……！　効かない！」

　うん。知ってた。

「ノエラさーん？　草むしりは終わりましたか？」

　店内から聞こえた声に、ミナがこっちに顔を出した。

「ミナ、聞く。ノエラ、それどころ違う」

「？」

　ミナがわけがわからなさそうに首をかしげるので、おれはノエラの状況を教えた。

「虫刺されが痒くて仕方ないらしい」

「あーぁ」

　腑に落ちるところがあったようだ。

「お洗濯物を干す庭のほうは、小さな虫が結構飛んでますもんね」

「ミナは刺されないの？」

「はい。体質なんでしょうか」

「体質っていうか、幽霊だからかな」

「なるほど！」

　納得いったらしく、ミナが手をぱちんと叩いた。

「ノエラ、虫、だから嫌」

　シティ派の人狼は嫌そうに唇を歪めている。

　以前作った虫除け薬【虫無視クイーン】は、まだ在庫も十分あったはず。

「【虫無視クイーン】があっただろ。使ってないの？」

　ふるふる、とノエラは首を振る。

「めんどくさい」

　それ言ったらおしまいだろ。

　けど、気持ちはわかる。

　庭に出るのにわざわざ虫除け薬を使うのは、たしかに面倒だもんな。

「虫が出るから、涼しいうちに草むしりをノエラさんにお願いしていたんですが」

「ミナ、あるじに告げ口、だめ」

　しーっとしながら首を振るノエラ。

「だめ、じゃねえだろ」

　ベシ、とノエラの頭にチョップする。

　自業自得だったんじゃねえか。

「このモフ子は、まったく……」

「ノエラさん、わたしも手伝いますから、草むしりやりましょう」

「るう……」

　ずりずり、とノエラはミナに引きずられ、奥へと姿を消した。

【虫無視クイーン】があるし、放っておけば治るから、とあの手の薬は作ってこなかった。

　もしかすると、他の人たちも、処置法がないからただ我慢しているだけなのかもしれない。

「お客さんも来そうにないし、ちょっと作ってみるか」

　おれは店を空けると、創薬室に入った。

　痒いときは何しても痒いけど、気休めになるんなら十分だろう。

　創薬スキルの案内に従い、素材を集め新薬を作っていった。

　外からはノエラとミナの楽しそうな話し声が聞こえてくる。

　ノエラは、一人にさせるとサボりがちだけど誰かと一緒だとちゃんと働くんだよな。その相手はおれとミナ限定かもしれないけど。

「るぅ～～～～!?」

「ノエラさん────!?」

　ノエラの鳴き声とミナの声に心配になって外をちょっと覗くと、どうやらまたノエラが蚊に刺されたらしく、半ギレで刺されたところをかきむしっていた。

「いっぱいかいたらダメですよ？」

「わかってる。るううううう、るうううう──、でも、止まらないいいいい」

　あーあーあー。痒みのエンドレスループに入っちまったらしい。

「よし、できた。すぐに持っていってあげよう」




【虫刺されコールド：患部の熱を奪い去ることで、虫刺されなどの患部の痒みを鎮める】




　透明の薬品を小さなハケに垂らして、蚊に刺された部分に塗ってみる。

「あ！　おぉ、知ってる感じのやつだ、これ」

　すーっとして気持ちいい。

　気休めじゃなく、これを塗れば刺されたことを忘れられるぞ。

　おれは急いで庭に向かう。かいたらだめ、と言われているノエラが、ゴロゴロ庭を転がって気を紛らわそうとしていた。

「るうう、るうう！」

「ノエラ！　さっき作ったばっかのこれを塗るんだ」

「る？　あるじっ」

　ハケと【虫刺されコールド】が入った瓶を投げると、ノエラがぱしっと上手くキャッチした。

　すぐに薬品をハケに垂らして、新しく刺された箇所に、ぺとぺと、と塗った。

「る？　涼しい……痒い、ない……」

　不思議そうにノエラは患部を見つめている。

「わたしもいいですか？」

　ミナも試してみたくなったらしく、ノエラから瓶とハケを受け取った。

「あ。本当です！　とっても涼しいです！」

　清涼感に包まれるミナとノエラ。

「涼しみ……」

「涼しいですねぇ……」

　冷風を全身に感じているかのように、両手を広げている。

「いや、そういう薬じゃあ……」

「ノエラ、もっと塗る」

　ぺとぺと、とさらに体中に【虫刺されコールド】を塗った。

「るーーーーっ」

　気持ちよさそうにノエラは目をつむって風を感じている。

【冷却ジェル】っていう、そういう涼を得るための薬があるんだけどな。

　まあいいか。

「ノエラ。これでおれやミナの頼まれごとはできるよな？」

「る。ノエラ、もう何も、怖くない」

　いや、これは刺されたときに使う薬であってだな……。

　本当にわかってるのか？

　ぷぅううん、とノエラの周囲に蚊が飛んでいる。

「る！」

　シュバっと蚊を倒したノエラ。

　そう見えたけど、違ったらしい。

「るぅ～～～～!?　あるじ、また刺された！」

「虫刺され予防の効果はないんだよ」

「な、に……!?」

　全然わかってないノエラだった。

　そのあと、すぐに【虫無視クイーン】をノエラにかけてやり、庭での洗濯物干しにようやく集中できたのだった。










２　キリオドラッグの虫対策２




「るッ！　るうう──ッ」

　あれ以来、ノエラが虫に過敏になってしまった。

　夏を迎えたこの季節では、虫がたくさん出ることくらいあるだろうに。

　パン、パチン、と宙を飛ぶ虫を見つけると問答無用で手を叩き、撃破していっている。

「今日も、つまらぬ虫を叩いてしまった……」

　某侍キャラみたいなことを言うノエラは、やれやれ愚かな虫め、と言いたげに撃破した虫を見つめると、ガンマンが銃から出た煙を吹き消すように、ふっと手に残った死骸を吹き飛ばす。

　虫嫌いプラス虫刺されを嫌うノエラが、過剰に反応してしまうのは仕方ないのかもしれない。

　最近じゃ、【虫無視クイーン】を家の中でも常用して、完全防備している。

　けど、気になるものはやっぱり気になるらしく、ああして見つけた虫を片っ端からやっつけている。

「おはようございまーす」

　開店前の時間になると、湖の精霊ビビがやってきた。

　今日はビビが出勤の日だったか。

「おはよ。今日もよろしくな」

「よろしくね」

　愛嬌のある笑顔を振りまく精霊様だったけど、その周りには虫が何匹も飛んでいた。

「ビビ、虫が集たかってるぞ？」

「あー。これは、ボクが湖の精霊だからかな」

　ビビにとって害はないらしく、人差し指を伸ばすと一匹がそこに着地した。

「ボクは湖の化身でもあるからね。水場って生物共通の憩いの場だから、とくに夏は水源ってやつは重要なんだ」

　得意そうに虫マスターは言う。

「精霊とか水源がどうこうの前に、女の子としてヤバイと思うぞ」

「え」

「虫が集るって、ちょっと引く……」

「えぇぇぇ……」

　上機嫌そうな表情が一瞬で吹き飛び、不安そうな顔をするビビ。

「とくに今は、うちのモフ子が──」

　おれが言い終わる前に、ノエラを確認すると、言わんこっちゃなかった。

　信じられないものを見つけたように、ノエラがわなわなと震えている。

「あ、ノエラちゃん、おはよう」

　愛想よくビビが挨拶しているが、ノエラはそれどころじゃなさそうだった。

「む、虫、いっぱい！」

「ああ、これはボクが湖の精霊だから──」

「ビビ、中入る、ダメ！」

　やっぱこうなったか。

「えぇ～～？　なんでー？」

「虫、連れてくる。ダメ。大ダメ」

　シュバっとノエラは腕でバツマークを作った。

　ノエラの虫嫌いも困ったもんだ。

「ボクだって、好かれたくて好かれているんじゃないんだよ。山から下りてくるとこうなってて……」

　完全拒否されたビビがしゅんと肩を落とした。

　わざとってわけじゃないし、そうなると不憫に思えてくる。

　相変わらず可哀想なやつというか。

「これ使う」

　ノエラがビビに【虫無視クイーン】を使ってやると、周囲にいた虫たちは飛び去っていった。

「ノエラちゃん、ありがとう」

「るう。任せる」

　むふん、とノエラが胸を張った。

　ビビに関しては、多少仕方ない面がある。水場を求めた生物が寄ってくるっていうのも、自然なことだ。

　ノエラはこのままじゃ、過敏になりすぎて仕事に集中できない。

　いや、元々あんまり集中してないダメ狼なんだけど。余計にな。

　ビビとノエラが開店作業をしている中、おれはひとつ閃いた。

「日本の夏……。アレしかないな」

「あるじ、どした」

「レイジくん？」

　おれのつぶやきが聞こえていた二人が首をかしげた。

「仕事を続けててくれ。おれはちょっと思いついたことがあるから創薬室に」

「ポーション!?」

　ノエラが目を輝かせている。

「今朝の分はもう飲んだだろ？　他に在庫あるから今日はもう作らないよ」

「るう……」

　上がったテンションが秒で元に戻った。現金なやつめ。

　それじゃあと頼む、と主にビビに言うと、ビシっと敬礼をした。

「ボク、レイジくんに頼られている……」

　ビビがじいんときているようだった。

　バイトのモチベーションを保たせるのも、雇用主の仕事だろう。

　創薬室に行く途中で、家事が終わったミナと廊下で会った。

「また何か作るんですか？」

「ああ。日本の夏を、な」

「はぁ？　ニッポン？　ですか？」

　わからないよな。異国、ましてや異界の人にわかるとは思えない。

　創薬室に入ると、気になったミナもついてきた。

「すぐにわかると思うよ」

「それじゃあ、僭せん越えつながらわたしがお手伝いさせてきただきます」

「うん。ありがとう」

　おれは創薬スキルに従って、ミナに手伝ってもらいながら素材を集めていく。

　ノエラがああじゃなかったら、作ろうとも思わなかっただろう。

　ミナは素材用の畑で作業をしているとき、虫を見かけても騒ぐようなことはない。むしろ見つけたことを楽しんでいるところさえある。

　幽霊のミナは、生前病弱であまり外に出られなかったらしい。

　だから外での発見が楽しいんだと思う。

「何ができるんでしょうか」

「すぐにわかるよ」

　素材を集め終わると、調合の作業に入り、すぐに新薬が完成した。




【虫ガードナー：内用液が空気に触れることで虫が嫌がる成分が拡散。一帯から虫を遠ざける】




「よし。これでこの家に虫はもう入らないはずだ」

「変わったニオイがしますね？」

　瓶に鼻を近づけてミナが不思議そうにしている。

「これを虫が入りそうなところにおくと、虫が近寄らなくなる」

「革命的です。レイジさん、それが、ニッポンの夏……なんですね!?」

　ニッポンという名前がよくわかってないミナだったけど、新薬の効力に目を見開いていた。

「そうだ。日本の夏……商品名は【虫ガードナー】だ」

「これがあれば、我が家に虫はもう入らない」

「そういうこと」

「試してみましょう」

　おれはうなずき、【虫ガードナー】を持って店へむかった。

　他の窓でもよかったけど、一番人の出入りが多く、扉の開閉が多いのが店の出入口だからだ。

「わぁぁぁああん」

　変な悲鳴が聞こえて、おれとミナは顔を見合わせる。

　店内に顔を出すと、虫を追い払おうとしているビビとノエラがいた。

「【虫無視クイーン】はどうした？」

「あ。あるじ。使った。でも」

「それよりもボクの精霊力が強かったみたい」

　どこか誇らしげにビビはへへへと笑っている。

「これじゃあ、お客さんにも迷惑がかかるし……。ちょうどよかった」

　おれはビビに【虫ガードナー】を渡した。

「レイジくん、これは？」

「蓋を開けるとわかるよ」

「？」

　小首をかしげるビビが瓶の蓋を開けると、独特のニオイが漂いはじめた。

　ああ、これこれ。日本の夏。

　俺が思い出に浸っていると、ミナたちが声を上げた。

「あ、虫がどんどん逃げていきます」

「ボクの精霊力が!?」

「虫、追い払った！」

　驚いている三人におれは改めて説明をした。

「これは虫を追い払う新薬だ。そばにおいて使ってもいいし、店の扉のそばに置いていれば虫は入ってこない」

「「「そ、それは────結界」」」

　いや、違うぞ。

「レイジさん、このお薬は、移動式簡易結界だったんですね！」

「うん？　違うよ」

「ボクの精霊力を上回るほどの薬を作るとは……さすがレイジくんだ……」

　おまえはさっきからスタンスが「虫がそばにいてほしい」って感じだな？

「店、虫、もう来ない。対虫用結界！」

　ノエラは新武器を見つけたかのようにはしゃいでいた。

「そんな大層なもんじゃないよ。虫を追い払う薬ってだけだ」

　開店直後とあって、その話が聞こえていたらしく、やってきたお客さんが詳細を尋ねてきた。

「虫が来ないってさっき聞こえたんだけど──」

　説明をすると、使いかけでいいからとすぐに試作品の新薬が売れた。

　ノエラほど過敏でないにせよ、みんな悩んでいたらしい。

　さっそく量産態勢に入ると、【虫ガードナー】は「対虫用簡易結界」というフレーズで広まり、すぐさま人気商品になったのだった。










３　ペット




「マキマキ、来た」

　エレインと仲が良いノエラは、馬車の車輪の音が聞こえると店の前までやってきて俺を振り返った。

　みたいだな、とおれが返事をすると、店内にエレインがやってきた。

「みなさま、これを見てくださいませ～！」

　エレインが胸に抱いていたのは、子犬だった。

　子犬だけど、足を見ると結構太いから、大型犬なのかもしれない。

「犬！　るー！」

　わさわさわさ、とノエラの尻尾が元気よく振られる。

　きゅーん、と子犬は鼻を鳴らし、ノエラよりも早く尻尾を振っていた。

「いらっしゃい。エレイン。その犬、どうしたの？」

「聞いてくださいまし、レイジ様。この子を我が家で飼うことになりましたの」

　ああ、それで今日は見せびらかしにやってきたのか。

　ノエラが恐る恐る手を差し伸ばすと、ぺろりとその手を子犬が舐めた。

「くすぐったい！」

　わしわしわしわし、とノエラは子犬を荒く撫ではじめた。

「店の中には連れて入れないから、外に繋いでおいてくれよ？」

「わかりましたわ」

　リードを適当な柱にくくり、エレインが店内に戻ってくる。

「あの子犬を自慢しに来たんだろ」

「違いますわよ。レイジ様、わたくしを見くびらないでいただけます？」

　ぷん、と怒ったようにエレインは唇を尖らせる。

「悪かったよ」

　とおれは苦笑した。

　犬や猫、現代でペットがほしいと思ったこともあったけど、こっちの世界に来てからは、ペットみたいなモフモフがいるからペット欲みたいなものは全然なくなった。

「それで、今日はどういう用事？」

「わたくし、あの子……リングバーグシュタインズを飼いはじめて、本でお勉強をしましたの」

「ん？　リング、何？」

「リングバーグシュタインズ、ですわ」

「っていう犬種？」

「という名前ですわ」

　長ぇな。

「長いので、普段はリンちゃんと呼んでいますの」

「じゃあ本名もリンちゃんでいいじゃねえか」

　本名のほう永遠に使わないだろ。

「お勉強をしてわかりましたけれど、ワンコたちは虫の影響で病気になることがあるというじゃありませんの」

「ああ、そういや……」

　おれは飼った経験がないから、気にしたことはなかった。このカルタの町で、ペットを飼っている人もいないので、その手のペット用品、ペット用の薬品みたいなものは一切作っていない。

　この異世界の貧富の差は、現代以上にヤバイ。

　正直、一般市民にペットを飼う余裕なんて全然ないのだ。

　飼う人がいるとしたら、このエレインみたいなお貴族様や地主や豪商など、お金持ちくらいしかいない。

「わたくし、リンちゃんがもし病気になってしまったら、泣いて泣いて泣きじゃくりますわ」

「泣く前に医者に連れて行けよ」

「……それもそうですわね」

　とあっさり納得したエレインだった。

　ノエラがいないと思ったら、外で「るっ、るるっ」と声が聞こえる。リンちゃんの鳴き声も聞こえるので、どうやらノエラと遊んでいるようだった。

「話が逸れましたわ。ともかく、レイジ様には早急にリンちゃんの全病気を撃退する万能薬を作っていただきたいのですわ」

「ペット用っつっても、そんな万能薬作れねえよ」

　創薬スキルは反応をしている。けど、見たことも聞いたこともない素材が必要だ。

　エレインのペットのためだけに、素材集めの旅に出て世界を回るわけにはいかない。

「キャンキャン」

「るるる～」

　窓の外では、ノエラとリンちゃんが戯れている。

　こうして見ると、仲のいい姉弟のようだった。

「ペット用の薬……」

　うちにいるグリフォンのグリ子用に【モンスターポーション】があるけど、あくまでも魔物や魔獣を基準にした薬で、犬では効果が強すぎるかもしれない。それに、ポーション自体外傷に効くものだ。

　病気を治してくれるものではない。

「マキマキ、あるじー！」

　リンちゃんを抱いたノエラが大慌てで店に戻ってきた。

「どうしましたの？」

「リンリン、痒い。色んなところ、かきかき」

　言われてみれば、似たような仕草を何度も繰り返している。

「わかるのか、ノエラ」

「る。リンリンの話すこと、ノエラ、わかる」

「ノエラさん、意思疎通ができますの？」

「るう」

　うむ、と大きくうなずいたノエラ。

　そうか。半分人間で半分狼だから、ある程度考えていることが理解できたり、ノエラの言うことをわかってもらえるんだ。

「や、やっぱり病気ですのね────!?」

　立ち上がったエレインは、絶望顔でリンちゃんをノエラから渡してもらい、抱っこした。

「あるじ。かいかい、ノエラもわかる。やめられない」

「ついこの間がそうだったもんな」

　色んな意味でリンちゃんの気持ちがわかるらしいノエラは、いつになく真剣な表情だった。

「万能薬は無理だけど、予防薬くらいならできるよ」

「本当ですのっ!?」

「ああ。ちょっと待ってて」

「る。ノエラも手伝う。マキマキ、店番頼む」

「わかりましたわ……！」

　普段なら、店番はおまえがやるんだよ、ってツッコんで店に留めるけど、今日は許そう。

「ノエラ。創薬室の素材じゃ足りないから、採ってきてもらえるか？」

「る！」

　おれは足りない素材をメモしていく。

　その間、すっかり虫嫌いになったノエラは【虫無視クイーン】をこれでもかっていうくらい体に塗り、仕上げに【虫ガードナー】の瓶に紐を通して首からお腹のあたりに下げた。

　完全防備だ。

「これを頼む」

「る！」

　おれからメモを受け取ったノエラは狼モードになる。創薬室から外に出ていくと森のほうへ疾走していった。

　同類の危機を察して、はりきっているらしい。

　単純に、リンちゃんが可愛いからっていうのもあるんだろう。

　その間、おれはできる作業を進めていった。

　息を切らしたノエラがすぐに戻ってくると、足りなかった素材を受け取り新薬を完成させた。




【ペットセイバー：ペット用防虫薬。無香料。ペットをノミ、ダニ、蚊などから守る】




「あるじ、できた？」

「おう。できたぞ。これを体に注させば、虫から守れるはずだ」

　ノエラに新薬を渡すと、店の外にいるリンちゃんのところへ大急ぎで戻っていった。

「これは、どういうお薬ですの？」

　心配になったエレインも顔を出した。

「これを体に注すと、人間じゃ見えないところに潜んでいる小さな虫たちを追い払えるんだ」

「注せばいいのですね？」

「マキマキ」

　ノエラが【ペットセイバー】をエレインに渡す。

　背中あたりに数滴薬を注した。

　おれの目では何も確認ができないけど、ノエラは違った。

「る!?　みょんみょん、て、リンリンからいっぱい虫、出ていった」

　よし、それなら成功だ。

「つーわけで、これ、持って帰ってくれ。リンちゃんくらいしか使えるペットがこのあたりじゃいないから」

「お金を今度必ずお支払いいたしますわ！」

「いいよ。月一くらいでリンちゃんの様子を見ながら注してあげればいいから」

「わかりましたわ。レイジ様、ありがとうございました」

　ぶるぶる、と体を震わせたリンちゃんをエレインが抱きかかえて馬車に乗って帰っていった。

　ふと、うちのグリ子は大丈夫なんだろうかと心配になって、余った素材で作った【ペットセイバー】をグリ子に注しておいた。

「きゅぉ？」

　グリ子は不思議そうにまばたきを繰り返している。

「虫に噛まれたり刺されたりして、痒くないか？」

「きゅう……？」

　思い当たる節がないらしく、反応もぼんやりとしたものだった。

　それからしばらくして、エレインから感謝の手紙と代金が届いた。

　感謝の気持ちを込めて、どんと二〇万リン。

　こんなにもらえないと思ったけど、言うべき相手は目の前にいないので、今度来たら言っておこう。

　この一件が、エレインからペットを飼う上流階級の人々に知られ、【ペットセイバー】を求めて遠方からたくさんお客さんが来ることになったのだった。










４　嫌いな男子はいない




　ノエラの虫嫌いは相変わらずで、森に行って素材を採取するときはもちろん、普段でも【虫無視クイーン】を常用するようになっていた。

　今日も朝から虫除け薬を使い、店や自分の防御を固めている。

　虫イコール害をもたらす悪っていう認識になってしまったらしい。

「やりすぎな気もしますけどね」

　その様子を見ているミナは、朝食の片づけをしながら苦笑している。

「普段の生活にはなくてもいいものだから、余計に排除したくなる気持ちはわかるんだけどな」

　おれは自分で淹れた【ブラックポーション】をカップですする。

「レイジさんは、虫は得意なんですね」

「得意ってほどじゃないけど、高校生までは田舎に住んでたから、耐性はそれなりにあるよ。虫捕りして遊んだことも多かったし」

「コウコウセイ？」

　そうか、言ってもわからないんだった。

　おれにも、蝉やカマキリやバッタを素手で捕まえてた頃があった。今じゃ直に捕まえるのは抵抗があるけど、当時は一般的な田舎の子供だった。

「ともかく、虫捕って遊んでたりはしてたんだよ」

「そうでしたか～。元気な子供だったんですね、レイジさんは。ノエラさん、最近はビビさんの湖にも遊びに行かなくなったみたいで」

　ビビの湖は森の中にある。今のノエラが敬遠するのは当然だった。

　そのビビが出勤してきたようで、店のほうから声が聞こえてきた。

【ブラックポーション】を飲み終えると、おれは店に顔を出した。

「あ。レイジくん、おはよう」

「おう。おはよ。今日もよろしく」

　ノエラが不足分の補充をするため創薬室に行ったところで、ビビが声を潜めた。

「レイジくん……ノエラちゃん、最近ボクのこと嫌いになったのかな」

　今にも泣きそうなウル目をするビビは、店の隅で膝を抱えていた。

「嫌い？　なってないだろ、たぶん。何かしたの？」

　ふるふる、とビビは首を横に振る。

「どうしてそう思うの」

「今まで遊びに来てくれたのに、全然来なくなったから」

　なんか、こういうの小学校とか中学校で見たことあるぞ。

　人間関係がややこしくなるのは、現代も異世界も変わらないらしい。

　ビビはいつでもウェルカムで、定休日になると決まっておれたちを湖に招待しようとする。精霊のくせに尽くしがち。

　おれはひとつ思い当たる節があった。

「ノエラの虫嫌いがエスカレートしたせいじゃないか。湖が森の中にあるから」

「えぇ～～。人狼のくせに？」

「そうなんだよなぁ……」

　ノエラと出会ったのは森だったし、少し前までは一緒に森に薬草や素材の採取にも出かけていたのに。

　虫がノエラにとってどういう存在なのか、ノエラの中でレッテルを貼ってしまったんだと思う。

「じゃあ、もうボクの湖には遊びに来てくれないの？」

　うるるるるる、と涙を目にいっぱい溜めるビビが尋ねた。

「そんなわけないだろ」

　と、即答したけど、実際どうなのかはわからない。

　虫っていっても、色んな虫がいるのをノエラが理解すればいいんだけどな。

　好きになりそうな虫……虫っぽくない虫……。

　ううん、と考えて、ひとつ思いついたことがあった。

　ノエラがポーションや他の商品を抱えて戻ってくると、棚に補充をはじめた。そこで、ビビの異変に気づいた。

「ビビ、どした」

「ノエラちゃーん、ボクを嫌いにならないでー！」

「るるる？」

　ビビがノエラをひしっと抱きしめる。

「るう？」

　そりゃ、不思議そうな顔もするわ。

　メンヘラ精霊と職場の人間関係のために、一肌脱ぐことにしよう。

「ちょっと店空けるから、二人で頼むな」

「る！」

「うん……」

　任されたノエラは元気いっぱいだけど、ビビはしょんぼりしたままだ。

　やれやれ。

　おれは創薬室に入って、ノエラの虫嫌いを緩和させるための薬を作ることにした。

「あいつが嫌がっているのって、刺したり噛んだりするようなやつなんだよな……」

　集めた素材をすり潰したり砕いたりしながら、ひとり言をこぼした。

　それが虫の全部だと思っている。

　そうじゃない虫もいっぱいいるってわかってもらえれば、最近の過剰な虫除けもなくなり、ビビの湖にもまた行くようになるはず。

　ノエラの行動パターンや思考回路からして、アレを見てときめかないはずがない。

　ノエラよ、「あるじ」は結構おまえのことを見てるんだぞ。

「完成！」




【甲虫ラバーズ：甲虫が好むフェロモンを放つ。樹液に近い薬品】




　以前作った【昆虫ジェル】と【誘引剤】をベースに改良をしたものだ。

　アレを見て、まだ虫が嫌いだなんて言えるか、ノエラ。

　ククク、とおれは創薬室で笑う。

　外に出ると、これを店の近くにある樹に塗っておく。

「夜が楽しみだ」

　童心に帰ったみたいで、ちょっとワクワクする。

　うんうん、とおれはうなずきながら樹に背を向けて店へと歩きだす。

　空を見ると、虫が何匹も飛んでいるのが見えた。

「まさか……」

　恐る恐る振り返ると、おれが【甲虫ラバーズ】を塗った樹に、カブトムシもクワガタもたくさん集まっていた。

「早っ！　もうこれは、やるしかねえ……！」

　急いで店に戻り、おれはカゴを探して装備する。

「あるじ、どした」

「ノエラ。ヤバいやつを捕まえてくる」

「る？」

　全少年のロマンをこのカゴに入れてくるからな。

　みなまで言わず、おれは樹に戻った。

　思った通り【甲虫ラバーズ】の効力はすさまじく、様々な種類の甲虫がやってきていた。

　カブトムシやクワガタだけじゃなくて、あの虫もだ──。

　いや、それはあとにしよう。

　おれは数種類のカブトムシと、魔物に近い異世界ならではのカッコいいカブトムシをカゴに入れる。




【エレファントオオカブト：世界最大のカブトムシ。稀少価値も高く好事家の間では超人気】




　そいつはエレファントオオカブトというらしい。

　たしかに他に比べるとサイズが段違いに大きい。

　メタリックなくすんだ銀色の体で、ピカピカじゃないってところがまたカッコいい。

　頭には上下に長く大きな角。左右には小さな角がついていた。

　他にはクワガタを数種類カゴに入れる。

「これでワクワクしねえやつはいねえ」

　おれは偏った意見を口にして、カゴの中を確認してすぐに店へ戻った。

　庭に向かうと、ミナが洗濯物を干しているところだった。

「レイジさん、どうしたんですか？　何か楽しそうです」

「どうしたもこうしたも、ノエラに虫がカッコいいっていうのをわからせてやるんだ」

　おれはエレファントオオカブトを掴んでミナに見せてやる。

　これでわかるだろう。

「……？」

　全然わかってなさそうなミナは、小首をかしげている。反応に困ったのか最終的に愛想笑いで流した。

　このロマンは、女子にはわからないか……。

　カゴを覗いたミナが疑問を口にする。

「そんなに何匹も虫を捕ってきて、どうするんですか？」

「どうするって、戦わせるに決まってんだろ」

　ワクワクしかしねえ。

「戦う、ですか」

「ああ。戦わせるんだ」

「はあ……」

　ミナの反応はやっぱり薄い。女子ぃ。これだから女子は。

　ノエラも女の子だけど、思考回路はおれに近いから、興奮不可避だと思う。

　声を上げてノエラを呼ぶと、すぐにやってきた。

「あるじ、どした」

「ノエラ、これを見ろ」

　おれは印いん籠ろうのようにエレファントオオカブトをノエラに見せつける。

「る……！」

　エレファントオオカブトのフォルムにピンときたノエラは、凝らすようにして少し目を細めた。

「あるじ、これは」

「エレファントオオカブト」

「エレファント、オオカブト……」

「かっこいいだろ」

　ミナが大きく首をかしげている。

「カッコいい、ですか……？」

　女子はだまらっしゃい。

　同じ女子でも、思った通りノエラはおれ側だったらしく、わっさわっさと尻尾を振っていた。

「るっ！　るっ！」

「ノエラ、おまえにはわかるか」

「かこいい。角、強そう」

「触ってみ。この銀の体とか、めちゃくちゃ硬いんだ」

　つんつん、と角を触り、背中を触るノエラ。

「るぅ……！」

　感激していた。

　この世界にはないけど、さながら重戦車のようでもある。

　デカくて強い──。これに惹かれないヤツはいない。

　どうやら、ノエラはカブトムシを知らなかったらしく、おれは角の使い道を説明した。

「こいつらは、何かあったときこの角で戦うんだ」

「この、大きな角、戦う……」

　ノエラがときめいている。

　モフ子の考えていることなんて、おれには手に取るようにわかった。

「こいつと他のやつ、どっちが強いと思う？」

「わ、わからない」

「戦わせてみよう」

「るううううううううううう!?　た、た、た、戦わせる!?」

「うん。見てみたいだろ。この重装甲で角を振り回すところ」

「る！」

　目をキラキラに輝かせているノエラ。

　戦う前に、ノエラには言っておかないといけないことがある。

「ノエラ。実はこいつらは、虫なんだ」

「る……!?」

　表情が曇るノエラは、さっきエレファントオオカブトを触った指をじいっと見つめている。

　いつの間にこんなに潔癖になってしまったのやら。

「ノエラが思っている以上に、この世の中にはかっこいい虫がいっぱいいる」

　なるほど、と言いたげにノエラはカゴのカブトムシやクワガタを見つめている。

「虫全部がノエラを噛んだり刺したりする虫じゃないんだよ」

　おれの言葉を頭の中で繰り返しているのか、しばらく押し黙ったノエラが顔を上げた。

「あるじ」

「うん？」

「ノエラ、虫の戦い、見たい。カッコいい虫、好き」

　よしよし、とおれはノエラの頭を撫でてやった。

　地面にそっとおくと、ゆっくりと歩く姿を眺めたノエラは、恐る恐る背中から掴んだ。

「硬い。角、強そう」

　ずいぶん気に入ったらしく、色んな角度からエレファントオオカブトを見つめていた。

　対戦相手となる別のカブトムシを選ぶと、おれはノエラの近くにそいつを置いた。

「ノエラ、向かいにエレファントを」

　ノエラはエレファントオオカブトを掴んだ手を大げさに振りかぶって、そっと地面に置いた。

「エレファント、セット！」

　ノリノリだった。

　それを見たミナが微笑んでいる。

「よくわかりませんけど、お二人が楽しそうなので、わたしもなんだか楽しくなってきます」

　おれのカブトムシとエレファントオオカブトは、じりじりと間合いを詰めていき、角のリーチが圧倒的に有利なエレファントオオカブトは、おれのカブトムシの体の下に角を差し込むと、一気に振り上げる。

　カブトムシは、ぎぎぎ、と爪で地面を掴んで粘るが、最終的に力負けしてひっくり返されてしまった。

「るーーーー！　エレファント、強い！」

　他に何匹もいるので、次の対戦相手をノエラが探しはじめた。

　せっかくなので、ビビも呼んでやろう。

「おーい、ビビー？」

　呼んでも返事がない。その代わりに、子供の話し声が聞こえてきた。

　不思議に思って店を覗くと、たまに見かける近所のガキんちょ三人組が店内でビビにちょっかいをかけていた。

「おい、おまえいつもここ来てるけど、暇なんだろ？」

　とリーダーっぽい男の子が言う。

「暇じゃないよぅ！　ボクは、社員としてちゃんと働いているんだ」

　あ、今しれっと嘘ついたな。社員じゃなくてバイトだから。

「客なんて全然来ねえじゃねえか」と、長身の男の子が言った。

「今はね、今は」

「働いているって言っても、客がいねえなら暇じゃん」

　そう言って、ケラケラと短髪の男の子が笑う。

「お客さんがいなくても、やることはあるんだ。これだから働いたことのないお子様は」

　ビビは、なんていうか、キャラ的にイジりやすい性格なので、このガキんちょたちにからかわれることが多い。

　で、ビビがいるときによく来るので、もしかするとこの三人、ビビのこと好きなんじゃないのかと、おじさんは勝手に想像して微笑ましく見守っている。

　ちょうどいい。

「今、ノエラが庭で虫大戦してるから覗いてみ」

　四人に言うと、声が揃った。

「「「「虫大戦？」」」」

　見てくればわかるよ、とおれは庭を指差して言った。

　三人は興味津々で出ていったけど、ビビだけは残った。

「行かないのか？」

「ボクは、お仕事中だから。レイジくん、持ち場を離れたってボクをすぐにクビにしようとするでしょ？」

「タチ悪すぎるだろ、それ。そんなことしないから、見てこいよ」

　本当に？　と疑わしげなビビに何度も「本当だって」と言い聞かせると、歓声が上がった庭へと向かった。

「おい、犬っ子、そのデカいやつ貸してくれよ」

「これ、エレファント。ノエラの。ノエラ、犬、違う」

「戦わせてみようぜー」

　騒がしい声が聞こえてきた。

「ケンカはダメですよー？」という保護者ミナの窘たしなめる声もする。

　ぎゃーすか騒いだあと、あの三人組が店に戻ってきた。

「どうやってあれ捕まえたの？」

「ああ、あれはな」

　おれは【甲虫ラバーズ】を持って子供たちに説明する。

　興味津々で、使い方や捕り方を詳しく訊いてきた。

「ビビのこと好きなの？　あいつがいるときに限ってよく来るけど」

「「「ち、違ぇし」」」

　うんうん、そうかそうか。好きなんだな、うんうん。

「ビビはちょっと変わった性格してるけど、可愛いもんな」

　からかいすぎてしまったらしく、モジモジした三人はすぐに店を出ていった。

「あるじ！　ノエラ、あれ捕りたい」

「虫だぞ」

「るう。承知の上」

　虫に対する抵抗感は今日でずいぶん薄れたらしい。

　ノエラも楽しかったみたいだし、作ってよかった。

「あれ？　……俺はどうしてあれを作ったんだっけ？」

　カブトムシやクワガタにスイッチが入ったけど、他に目的があったような。

「ノエラちゃん、ボクの湖のそばにもエレファントオオカブトはときどき見かけるよ」

「る！　ビビの湖、行く」

「わーい！」

　ああ、そうだった。元を辿ればノエラに嫌われたってビビが言いはじめたのがきっかけだったっけ。

　日が暮れはじめて、ほぼ遊んでいるだけの一日が、終わろうとしていた。

「今日は楽しかったよ。レイジくん、ノエラちゃんのことありがとう」

「ビビも一緒に来ないか？」

「どこに？」

　ノエラやミナにもまだ説明してなかったな。

　二人を集めて、おれは三人に説明をする。

「【甲虫ラバーズ】は、カブトムシやクワガタ以外も惹きつけるんだ。すぐ近くに小川があって──」

　ピンときたらしいビビがなるほどとうなずく。

「「？」」

　ノエラもミナもわからないらしい。

　ちょうど薄暗くなりはじめたので、おれは三人を連れて【甲虫ラバーズ】を塗った樹を目指す。

「樹が……」

　ミナがぽつりとこぼす。

　樹がぼんやりとした光を放っていた。

「る、る、る！　光ってる」

「光ってますね、ノエラさん」

「どして」

「ホタルもあの薬で寄ってくるみたいなんだ」

　樹の幹だけでなく、フェロモンに惹きつけられたホタルが枝や葉に何匹もくっついて、それらが光を灯していた。

「すごい……。綺麗……。ボクもこんなに一斉に集まって光ってるのは、はじめて見たよ」

　幻想的な光景に、おれたちはしばらく目を奪われていた。

「こういう虫もいるんだぞ、ノエラ」

「る。虫、奥深い」







　こうして、おれの思惑通り、ノエラは虫に対する潔癖なまでの嫌がり方はしなくなった。

【甲虫ラバーズ】は、あの三人組が広めたらしく、男の子がいるお母さんが買い求めるようになり、子供向け商品として人気になった。
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５　越えたい背中




　開店作業をはじめようと店の扉に行くと、紙が一枚挟まっていた。

『バルガス家プレゼンツ　領民運動大会』

　チラシはそう題されている。

　運動大会？　運動会みたいなものか？

　バルガス家というのは、このカルタの町を治める貴族の名で、エレインの一家でもある。

　よく読んでみると、思った通り運動会みたいなもので、領内にあるいくつかの町や村から代表者を選び、短距離走、短距離リレーや格闘技、弓による射撃能力などを競うというものだった。

　一位から三位には賞金や景品がもらえるという。

「先生、どうされたのですか。いつも以上に真面目な顔で」

　顔を見せたのはエジルだった。このキリオドラッグでバイトをしている魔王だ。

　ノエラに一目惚れしたのがきっかけだけど、そのノエラには生理的に無理と言われている。

　エジルは、相変わらず決められた時間の一五分前には必ず出勤している。おまけに無遅刻無欠勤。魔王なのにバイトの鑑みたいなやつだった。

「運動大会を開くんだって」

「うんどーたいかい、ですか」

「そ。領内の各地から代表者を集めて、競争したり競技をしたりして一位を争うらしい。領主から賞金も出るとか」

　エレインの父親であるバルガス伯爵は、悪徳領主というわけではなく、娘を溺愛している気さくなジェントルマンだ。

「そのようなことをして、領主にはどのようなメリットがあるんでしょう」

　魔王らしい意見だった。

「『こんなことをしてくれる領主はなんていい人なんだ』ってみんなに思われるくらい、かな」

「……それ、いいですね」

　さっと取り出したメモに何かを書いていくエジル。

　ちょっと覗いて見ると、『部下、憂さ晴らし、◎』と書いていた。この企画をパクる気満々だった。

　近日中に、魔王軍内で大運動会を開くんだろうな。

「る……っ。エジル……!?」

　店にエジルを見つけたノエラが、柱の陰に隠れてこっちを見ていた。

　目をハートに変えたエジルが、朝の挨拶をする。

「おはようございますノエラさんんんんんん！　今日も麗しい銀の毛が素敵です！」

「……あるじ、ノエラ、外掃除してくる」

　エジルは、がっつり無視されていた。

　前までは、朝の挨拶くらいができる程度の関係にはなっていたのに。おかしいな。

「エジル、またノエラに何かしただろ」

「余は、あの蔑むような見下す態度は、あれはあれで、良きものだと思っているのですが」

「喜ぶなよ」

　はぁ、とおれはため息をつく。

「余は何もしていませんよ。ただ、先日、仕事の休憩中に何がきっかけだったか、ノエラさんと余のどちらの足が速いのかという話になったんです」

「どういう話をしてたんだよ」

　呆れているおれは、エジルに続きを訊いた。

　休憩中、足の速さを比べるため駆けっこをしたらしく、エジルはノエラに惨敗したという。

「ああ、それであんな態度に……」

「余も現役の魔王です。それなりに自信があったのですが、なかなかどうして、ノエラさんには敵わず」

「ノエラは、半分狼だから、自分よりも強い能力に大してはリスペクトを持つところがある。人格がどうとか関係なく。逆に言えば、自分以下なら、まるで相手にしないところがある」

　おれが相手だと、触るも撫でるも、何をしてもオッケーのデレデレワンコ状態だけど、生理的に無理らしいエジルが相手で、しかも自分以下の能力であるならあの距離感も納得だった。

「先生！　余はノエラさんに駆けっこで勝ちたいです！」

　てか、駆けっこでなくても、魔法能力を見せてやれば一発だと思うだけどな。

　魔王だから、そこらへんじゃまずお目にかかれないような特殊な魔法も使えるし。

「勝たなくても、エジルはエジルのいいところがあるから、そんなことをしなくても……」

「あの約束がまだ生きているので、何が何でも駆けっこで勝利したいのです」

「約束？」

「はい。余が駆けっこで勝ったらノエラさんの尻尾をモフらせてもらうという約束です」

　下心ありきのモチベーションだったか。

「その手の魔法を使えば、すぐじゃないの？　あるのかはわからないけど」

「魔法は無しというルールですから」

「まあ、そりゃそうか」

　エジルが周囲を確認して声を潜める。

「ですので、先生には内密に余の足が速くなるような薬を……」

「薬はいいのかよ」

「ええ。魔法ではないので」

　ニヤりとエジルは悪い顔で笑う。

「そんな薬作らねえよ。おまえの欲望を満たすだけのズル薬なんて」

「先生。足が速くなる薬は、赤猫団という町の警護をする傭兵たちに持たせておけば、有事の際に駆けつける速度が大幅に上がります」

「一理ある……」

「兵は神速を貴ぶのです、先生」

　それらしいこと言いやがって……。

　町の警備を任されている赤猫団が所有している馬は二頭。普段馬を乗り回しているのは団長のアナベルさんくらいで、あとはみんな徒歩。

　町の安全性が高まる薬だとすれば、作ったほうがいい薬でもある。

「……」

　駆けっこでその薬を使えば、完全にドーピング。

　あ、でも……ガチのノエラといい勝負をするかもしれない。

　ノエラがエジルと仕事をしたがらないとなると、こっちもシフトを考えるのが面倒になる。

　ノエラの態度を軟化させるきっかけになる、か。

「わかった。いいだろう」

「さすが先生！」

　おだてるエジルに、「仕事のほうは頼むぞ」と言い残して店を出ていく。

　創薬室に入ると、足が速くなる薬作りをはじめる。

　エジルはあれで真面目だし仕事ができるから、今となってはいなくなると困る人材でもあった。困ったとき、おれの相談相手にもなってくれるし。

　その献身性におれも報いてあげようと思った。

「できた！」




【シューティングラン：一時的に敏捷性が向上し、身動きが素早くなる】




　身動きが素早くなる、だから、店がめちゃくちゃ忙しいときや、在庫を大急ぎで作りたいときもこれを使えば通常の何倍も速く動けるはずだ。

　さっそく新薬をひと口飲んで、創薬の片づけをしていく。

　シュバババババババババ！

　は、速い……！　おれがおれじゃないみたいだ……！　こんなに素早く動けるなんて……！

　普段五分ほどかかる後片づけが、三〇秒もかからずに終わった。

「これは、もしかするとノエラも負けるんじゃないか？」

　地面を走る能力でノエラが負ける姿は想像できないけど、もしかすると、もしかするかもな。

　新薬を持って店に戻ると、外の掃除を終えたノエラとエジルが、在庫のチェックと補充をしていた。

「ノエラさん、この前の約束、忘れてませんよね」

「……る。ノエラ、駆けっこ、負けない」

「そうやってツンツンしてられるのも、今のうちですよ！　そのモフモフは、すぐに余のものとなるんですから！」

　ゲス顔で笑うエジル。魔王っていうか、小悪党だった。

「吠えたいだけ、吠えるといい」

　ほぼ犬みたいなやつがそれを言うか。

　おれが戻ってきたことにエジルが気づいた。

　作った【シューティングラン】を見せてやると、喜色満面といった表情を浮かべたエジルは、キリリと表情を変えた。

「ノエラさん、もう一度余と勝負してください！」

「何度やっても、同じ」

「逃げるんですか？」

「……」

　やれやれ、と言いたげに、ノエラはため息交じりに首を横に振った。

「懲りない男……」

　なんか、ノエラがイイ女ぶってる。

　そのセリフでその仕草をやっていいのは、ミステリアスな美女だけなんだぞ（偏見）。

「前回と条件は同じです。余が勝てば、死ぬほどモフモフさせてもらう。それでいいですね」

「わかた」

　そこでおれはようやく口を挟んだ。

「ノエラは、勝ったら何を要求するんだ？」

「あ。あるじ。ノエラ、何も。エジルからは、何も要らない」

　相手に何も望まないって、エジルに対してほぼ無関心ってことの表れだから、ノエラの心理的距離がどれほどなのかよくわかる。

「勝っても、虚しいだけ」

　王者の孤独を語るノエラだった。

　ノエラは駆けっこ界のどういう存在なんだよ。

　ノエラがくいっと指を外に向けて差す。表に出ろってことらしく、エジルがマジの顔でうなずいた。

「先生、できたんですね」

「ああ。これだ。これを飲めば、敏捷性が大幅に向上。素早く動ける」

　勝ちを確信したエジルは【シューティングラン】をおれから両手で大事そうに受け取る。

「ありがたき、幸せ」

　使い方が違うと思うけど、まあいいか。

　店の前の原っぱにおれたちは出ると、スタートとゴールの位置をざっくりと決めた。

　エジルは片手を腰にやり、【シューティングラン】をごきゅごきゅ、と喉を鳴らして飲んだ。

「むはぁ～」

　口元をぐいっと拭い、瓶を捨てる。

「ノエラさん余はしぇんしぇいに新薬を作ってもらいパワーアップしたのです余の走りを目の当たりにして腰を抜かすといいです」

　薬の影響でめちゃくちゃ早口になっていた。

　ウォームアップをするエジルは、やっぱり高速で準備体操をしたり、スタートの練習をしたりしている。

　対してノエラは何もしない。

「あるじ、エジルの味方した」

　不満げに唇を尖らせるノエラの頭をおれは撫でた。

「あいつも頑張ってるから、ちょっとくらい希望を叶えてやろうと思ってな」

「るう……」

　不服そうにノエラは頬を膨らませている。可愛い。

「おれの薬を使ったエジルが相手じゃ、自信ないか？」

「ある」

「もしヤバそうになったら──」

　おれはこそこそとノエラに耳打ちをする。

「るう……」

　ノエラは小難しそうに表情を曇らせている。

　奥の手ではあるけど、ノエラからするとそれでは捻じ伏せたことにならないんだろう。

「万が一の話だから」

「……わかた」

「さあやりましょうノエラさん」

　スタート位置に素早くついたエジルが、ちょいちょい、と手招きをする。

「ノエラが王。駆けっこの、王」

　ノエラが隣に並ぶと、エジルの鼻が高速でひくひくしはじめた。

　……あ、シンプルに気持ち悪い。ノエラのニオイを全力で嗅いでるぞ、あれ。

　スタートと勝敗判定をやることになったおれは、ゴール地点に移動する。

「この石を空に投げるから、それが地面に落ちた瞬間にスタートだ」

　二人に言うと、同時にうなずいた。

「行くぞ────！」

　おれは持っていた石を空に投げる。二秒ほどして地面にトン、と落ちた。

　その瞬間、ノエラとエジルが遅れずにスタートを切った。

　たたたたたた、と軽やかな足運びのノエラに対して、エジルはシュバババと高速で足を動かしている。

「素晴らしい素晴らしいこれが先生の新薬！　ノエラさん見ていますか」

「るううう！」

　わずかにエジルが前に出るとゆっくり差が開きはじめた。

「ノエラ、負けない……！」

「ヌハハハハハハハハハ！　ノエラすわぁぁぁぁぁぁぁああああん、何を、何を言っているんですか！　それじゃ余に追いつきませんよぉぉぉぉぉ！」

　煽り全開のエジルは、余裕しゃくしゃくといった様子で高笑いしながら走っている。

　悔しさに歯を食いしばったノエラと目が合う。

　おれがうなずくと、ノエラも小さくうなずいた。

「るぅぅぅう！」

　奥の手だ。

　ノエラが薄うっすらと光り、狼へと姿を変えた。

「るぅ────ッ！」

　ズダダダダダダ、と狼ノエラが本気で走りはじめた。

「はへ？」

　振り返ったエジルが、間の抜けた声を上げた。

　余裕をこいていたせいもあり、その差が一気に縮まっていた。

「ぬうわぁにぃぃ～!?」

　シュババババ、と走るエジル。ズダダダダダ、とノエラも負けじと走る。

　ほぼ横一線。

　わずかにノエラの鼻先がゴールに到達するのが早かった。

　勢いそのままおれにノエラが突っ込んできた。

「うぎゃあ」

「るう!?」

　ぶつかると、おれはノエラに原っぱに押し倒される形となった。

　そこでノエラは狼モードから人型に戻った。

「ほぎゃあ!?」

　エジルは勢い余って木に激突していた。

「せ、先生……、どっちが──」

　目を回してひっくり返っているエジルが言うと、起き上がったおれはノエラの手を取った。

「ノエラの勝利！」

「るぅうううう！」

　ノエラが雄叫びを上げた。

「あるじに頼る、軟弱者。悪は滅びた」

「余、余の完敗です。似るなり焼くなり好きにしてください……」

　少し考えるような間ができると、ノエラはエジルのほうへ近寄って手を差し出した。

「ん」

　ぶっきらぼうに声を出すノエラを見て、エジルが感激している。

「ノエラさん、これは」

「ん」

　ノエラの中にもスポーツマンシップが芽生えたんだな。ドーピング野郎を許すとは、成長したもんだ。

「余を、認めてくださるのですか」

「握手」

　エジルは、立ち上がり頭についていた葉っぱを払いのけて、キメ顔を作った。

「いいでしょう。人間の世界でいう、友好の証でしたね、これは」

「ん」

　がっしりと二人が握手をする。

「……っ」

　爽やかなシーンなのに、エジルの様子がおかしい。

　なんか、むずむずしているようだ。

「の、ノエラさんの手を、にぎ、握ってしまった……！」

　目を血走らせ、鼻息を荒くして、感触をたしかめるように手をもにょもにょと動かしている。

　ノエラの表情が、瞬く間に嫌悪で歪みはじめていた。

「この記憶と感触だけで、余はあと五〇年生きれる……」

「きもい」

　ノエラはさらに手をぐっと握り、エジルを思いっきり振り回し放り投げた。

「ノエラさんんんんんんんんんんんん!?」

「そういうところだぞ、エジル」

　どこか遠くに吹き飛んだエジルにおれはつぶやいた。

「あるじ、仕事」

「ああ、そうだな」

　バカは放っておいて帰ろう。

　……このあと。

　葉っぱや砂埃だらけのエジルが店に戻ってくると、ノエラの反応はいつも通り激塩対応だった。

　けど、仕事中に交わす業務連絡的な会話は、普通にしていた。

　ノエラも、必要とあらばしゃべるというビジネス対応を覚えたらしい。

「鬼ツンのノエラさんもやっぱりいいもんですね……先生」

　握手をしてもらったことで、エジルのノエラ愛はさらに深まった。

　ノエラがエジルに何か言えば、魔王軍は撤退するんじゃないかってくらいエジルはチョロかった。
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「エジル、店番よろしくな」

「はい、お任せください！」

　ビシっと敬礼をするエジルに店を任せて、おれとノエラは町のほうへ向かった。

　あの運動大会のチラシはそこら中に配られていたらしく、商工会メンバーで集まり代表者を決めることになったのだ。

「こんにちはー」

「ちは」

　二人で商工会議所へ入ると、以前【カルタテント】を作ったときと同じメンバーがすでに揃っていた。

「薬屋さんが来たので、はじめましょうか」

　長机を前にした商工会メンバーは、例外なく司令官ポーズで、いつも以上に顔が険しい。

　作画のタッチが違うんじゃないかってくらいの差がある。

「レーくん、遅いよ。何してたの」

　道具屋のポーラがちくりと言った。

「悪い」

　ポーラもタッチがいつもと違う。顔の陰影が濃い。

　ガチなんだな。

　空きを見つけたおれは、席につく。ノエラの席がなかったので、膝に乗せた。

「るるぅ♪　あるじの膝ぁ～」

「尻尾が邪魔で前が見えん……」

　モフモフの尻尾を避けて視界を確保。

「みんなのところにチラシが入っていたと思うけど、カルタは本気で勝ちに行くよ……！」

　議長役をするのはポーラだった。

　まあ、賞金に目がくらんだんだろう。

　総合優勝はなんと三〇〇万リン。

　バルガス伯爵、太っ腹すぎる。

　他のメンバーも異論はないようで、彫りが深くなった真剣な顔でうなずいている。

「そこで、各種目ごとに代表者を選ぼうと思うんだけど、推薦したい人はいる？」

　今朝うちに入っていたチラシと同じものが机にあったので、再度目を通す。

　短距離走、短距離走×４のリレー、樽の遠投、弓の射的、格闘技の五種目。

　運動会っていうよりも、オリンピックに近い種目だった。

　参加者の出場条件は、各地域の関係者であること。在住か否かは問わないそうだ。

　だから、ビビやエジルも範囲に含まれる。

　短距離走なら……。

「短距離走は、ノエラを推薦したいんですけど、いいですか？」

　おれが周囲に言うと、注目が集まった。

「ノエラは人狼で」

　町でたまにワンちゃんとか言われるので、ノエラはおれがはっきり明言したことに満足そうだった。

「狼の姿になることができるので、かなり速いです」

　おぉ、と周囲から感嘆の声が上がった。

「たしかに……ノエラちゃんならやってくれるかもしれない。異論がある方は？」

　議長のポーラが訊くと、一様に首を横に振った。

「よし。短距離走は、ノエラちゃんにお願いしよう」

「るー！　ノエラ、がんばる！」

　わっさわっさとノエラが高速で尻尾を振った。

「あるじ、ノエラ、いいとこ見せる」

「頼もしいな」

　おれがノエラを撫でていると、他の競技者の推薦が続々と出た。

「樽の遠投は、赤猫団のドズがいいだろう」

「弓の射的は、エルフのクルルはどうだ？」

「町の関係者ではないが、近隣の森出身だから参加資格はありそうだな」

「格闘技は、赤猫団のアナベル団長がいいだろう。女性だが、かなりやり手だというし」

　こんな感じで議論が白熱していき、続々と代表者が決まっていった。

　うちのキリオドラッグからは、ノエラが短距離走代表に選出。リレーにはノエラとエジルが選ばれた。

「総合優勝した場合、また町おこしイベントをするときの資金にしようと思ってるんだけど、どうかな」

　こういうときのポーラは頼りになる。ビジネスセンスがあるというか。

　いつもは店に来て、店員たちと遊んだりおれと適当な雑談をするだけなのに。

「いいぜ。賞金を山分けするだけよりも、町おこしでお客さんを呼び込んだときのほうがリターンが大きい」

「そ。そゆこと」

　なるほど、と周りの人たちがうなずく。

「レーくんも、おっけー？」

「うん、任せるよ」

「まあ、レーくんの薬使えば、運動大会なんて余裕だからね」

　悪い顔をしてポーラは笑う。かけている眼鏡が光を反射してその奥が見えない。

「そういうのは無しな？　ちゃんとガチでやる。これが条件」

「なぁーんで？　勝ちたくないのー？」

「ズルしたくないってだけだよ」

　えぇ～、とおれの薬をあてにしていたポーラはブーブーと文句を言っていた。

「ポーラ、ノエラ、ぶっちぎる。任せる」

　ふんす、とスプリンターノエラが鼻息を荒くして胸を張った。

　それから、代表者の補欠を決めて、決まったことを赤猫団に伝えるため、ノエラとポーラを伴い兵舎を訪れた。

「あー。薬神様、何かご用で？」

「薬神はやめてください。アナベルさんとドズさんいらっしゃいますか」

「ええ。今奥の会議室に。案内しますよ」

　そう言う団員の後ろをおれたちはついて行き、会議室に入れてもらった。

「薬屋、どうした？」

「おや、レイジの兄貴と狼ちゃんと道具屋のねーちゃんじゃないですか」

　アナベルさんとドズさんが、おれたちの急な来訪に目を丸くしていた。

　おれは単刀直入に話を切り出す。

「チラシは見ましたか？」

「ああ。見たけど、それが？」

「商工会で話し合った結果、アナベルさんとドズさんは、代表者に選ばれました。アナベルさんは格闘技で、ドズさんは樽の遠投」

「アタシが？　ドズの野郎はまあわかるが、アタシは格闘だと大したことないぞ？」

「え。そうなんですか？」

　あてが外れたな。

「いやいや姐さん……。謙遜はやめてくださいよ。姐さんの『お仕置きキック』を見切れる団員はいないじゃないですか」

　お仕置きキック……。

「レーくんの前で強い女だと真っ直ぐに認めたくないっていう、乙女心だよ。わかってないなー」

　と、ポーラが唇を尖らせる。

「いや、アタシは別にそういんじゃ……ねーし……」

　声ちっちゃ。

　くりん、くりん、と髪の毛を指先で弄ぶアナベルさんは、おれのほうを全然見ようとしない。

「姐さん、図星だったんですかい……。それはともかく、レイジの兄貴、姐さんは期待してもらって構いません」

「てめぇが言うなよ」

　ゲシ、とアナベルさんがドズさんを蹴る。

「へへへ……すいやせん」

　蹴られたドズさんは嬉しそうだった。

「ええっと……薬屋、あんま期待しねえでくれよ？　アタシは、そこらへんのやつに比べりゃ腕っぷしは強いが」

「大丈夫ですよ。こういう一種のお祭りなんで。勝っても負けても楽しければいいと思いますし」

「まあ……そう言ってくれるんなら、気が楽になるよ」

　おれとアナベルさんを見比べたノエラが指摘した。

「赤いの、顔赤い」

「うっせえよ。赤くねえよ。どこがだよ」

「本当のことじゃん」

　ポーラが言うと、「あぁん!?」とアナベルさんが目を吊り上げた。

「てわけで二人とも了承、と。楽しみだね、レーくん」

　金に目が眩んでいるポーラは、ぐふふ、と変な笑い声をこぼしていた。
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　運動大会当日。

「みなさん、準備はいいですか？」

　つばの広い帽子を被ったミナが、今朝作っていた弁当を入れたバスケットを手にしている。

　キリオドラッグメンバーはすでに揃っていて、エジルもビビもノエラも準備万端だった。

　ノエラが朝ごそごそしていたけど、内緒でミナと一緒に弁当を作っていたらしい。

　可愛いところがあるモフ子だった。

　向かう先は、領地の中心部分にある平原だった。そこで運動大会は開催される。

「うんどうたいかいっていうのは、何をするの？」

　話をちゃんと聞いてなかったビビが尋ねてきた。

「走ったり投げたり、そういう競技を領民たちでやって一位を争うんだ」

「余とノエラさんが出るリレー……度肝を抜いてやりますよ。ねえ、ノエラさん！」

　あれからエジルは、足が速いとモテると言ったおれの言葉を真に受けて、練習に励んでいた。

　スタートの練習や、加速力をつけるための筋トレなどなど。

　ノエラの気を引くため、涙ぐましい努力を積んでいた。

「ノエラ、誰にも負けない」

「ノエラさん、頑張ってくださいね」

「る！」

　開催場所の平原が近づいてくると、各町や村から集まった代表選手やその応援の人たちがたくさん見えてきた。

「ククク……愚かなニンゲンどもめ……余とノエラさんの走力の前に震えるがいい！　ハァーッハッハッハ！」

　高笑いするエジルは、当然のように白い目で見られた。

　エジル慣れしてない他の領民からすれば、イタイやつでしかないんだろう。

「こら。静かにしろ」

　カルタの町の人たちが集まっているスペースを見つけて、おれたちはそこへ向かった。

「やあやあ。薬屋のみんな。調子はどう？」

　汗だくになっているポーラがやってきた。

「準備？　なんかやることあった？」

「いやぁ、ええっと……ハハハ。気にしないで」

　なんか誤魔化してるな、こいつ。

「競技がはじまるまで、みんなくつろいでてよ」

　じゃあね、とポーラはぴゅーんと去っていった。

　周りには町民のみんながいて、代表選手のノエラやエジルに声をかけていた。

「レイジ様ぁ～～～～！　ノエラさぁ～～～～～～ん！」

　向かい側に、御大層な椅子に座るエレインとバルガス伯爵夫妻がいた。

　三人とも執事やメイドが広げた大きなパラソルの下にいる。

「頑張ってくださいまし～～～～！」

「るぅ────！」

　手と尻尾が一緒に振られるノエラ。

　おれもその隣でエレインに手を振った。

　伯爵一家がいるところが大会本部らしい。その近くで、執事数名が顔を突き合わせて小難しい顔をしている。

　何をしているのかと不思議に思っていると、大きなプラカードのようなものを掲げて大声で読み上げた。

「現在のオッズです。一番人気はフィールデンの町、２・４倍──」

　どこが総合優勝するかで賭けが行われていたらしい。

　どんどん人気領地とそのオッズが発表されていくけど、カルタの町はまだ呼ばれない。

「ラスト、八番人気はカルタの町、倍率は68・５倍──」

　ダントツの人気最下位だった。七番人気が15倍だったというのを考えれば、誰も期待してないのがよくわかる。

「あぁ……ウチの町は、やっぱり冒険者が誰もいねえから」

「誰かいてくれればな……」

「ああ。余所は冒険者や体力自慢が多いみたいだし……あのオッズも仕方ないな」

　そばにいた町民のみんなが口々に嘆いていた。

　他の町や村は、冒険者や元冒険者だったり、腕っぷしに自信がある選手が代表に選ばれているようだった。

　……ポーラはあの優勝予想のギャンブル関係であれこれしてんだろう。

「レイジくん、あれ、どういう意味？」

　この手のことには疎いビビが訊いてくる。ミナとノエラもわからなかったらしく、おれが話すのを待っていた。

「あれは、優勝予想の倍率で、たとえば、カルタの町に一〇〇リンを賭けて優勝したら、六八五〇リンになるっていう計算なんだ」

「そ、そんなに増えるんですか!?」

「す、すごいじゃないか！」

「る、る！　いっぱい、お金、もらえる」

　ギャンブルしたことがない女子たちは大興奮だった。

「勝てばの話だよ。他が強いって思われているから、カルタの町は勝てないって思っている人が大多数ってことなんだ。カルタに賭けて結果が二位以下なら賭け金は戻らない」

「ノエラ、侮られている……！」

　状況を理解したノエラが、静かに燃えていた。

「余が与くみするカルタの町を知らぬとはな……！　カルタの町こそ大本命ということを、余とノエラさんが愚民どもに理解させてやりますよ」

　ノエラはともかく、エジルは年相応の走力しかないから、場合によっちゃ逆に足を引っ張りそうだな。

　そうなると、またノエラと溝ができそうだな……。

　ありそう……。

「ボク、なけなしの五〇〇リンをカルタの町に賭けてくるよ！」

　がま口財布を握りしめたビビがさっそく本部のほうへ行こうとする。

　おれはその肩を掴んで止めた。

「あー、待て待て。なけなしなら余計にやめておけ。せめて一〇〇リンとかにしておこう」

「えー？　五〇〇リンなら一〇〇リンの五倍なんだよ、レイジくん」

「負けたときのことを考えろよ。なくなるんだぞ、全部」

　はぁーい、と納得いってなさそうな顔で返事をするビビは、とことこと本部のほうへ行った。

　バルガス伯爵が席を立ち、おーっほん、とわざとらしい咳払いをする。

「今日は、我が領地の民たちよ、よくぞ集まってくれた！　今日開催するのは、運動大会。負けても恨まない。勝ってもイキらない。そういう爽やかな大会にしようではないか！」

　勝ってもイキらない……貴族のくせにいいこと言うな。

　わーっと会場全体から拍手が送られる。おれや他のメンバーも拍手をした。

「では、最初の競技──短距離走からはじめようではないか！」

　興奮気味のノエラがむふーっと鼻から息を吐き出した。

「あるじ」

「おう。行ってこいノエラ！」

「るっ」

「ノエラさん、頑張ってください！」

「余は、ノエラさんだけを見ています……」

　エジルが応援とストーキングの間みたいな発言をしている。

　進行役の執事が、代表者は所定の位置に集まるように、とアナウンスしていた。

「いてくる」

　おれたちがノエラを見送ったあたりで、ドスドス、と大きな足音が聞こえてきた。

「レイジの兄貴！」

「ああ、ドズさん。どうしたんですか。血相を変えて」

「姐さんが、姐さんが────！」

「アナベルさんが、どうかしたんですか？」

　おれは肩で息をするドズさんに尋ねる。

「団長さん、どうかしたの？」

　ビビが続けて訊くと、ドズさんは首を振った。

「姐さんは……。今日、来られません……！」

　ま、まさか……、カルタの町を陥れようとする罠にかかってしまったんじゃ──。

　優勝予想ギャンブルが行われているんだから、汚い手を使うやつがいたって不思議じゃない。

　アナベルさんが格闘技の代表だとどこかで漏れていたんだ。

「まさか、アナベルさん──違う町が仕掛けた卑劣な罠に」

「弁当を持っていこうとして、それを味見したら」

「べ、弁当？」

　ぼん、とドズさんは爆弾が爆発みたいな表現を手でする。

「姐さんが、ドジっ子すぎて……弁当の味見をして……」

　ドズさんが思い出し笑いをしている。

「……」

　陰謀とかそんなの、全然なかった。

　アナベルさんのただの自爆だった。

「なんだ、よかった……」

　胸を撫でおろしたおれは、ハハハハ、とドズさんは笑い合う。

「いや、よくないな!?」

　ふとおれは冷静になった。

「てことは、誰か代役を立てないと」

「ええ。それをお願いするために、町から急いできたんでさぁ」

「おーい、ポーラ、ポーラ！」

　あちこちをうろついていたポーラを見つけると、さっきの話を聞いていた商工会の数人と代役を誰にするか話し合うことにした。

「どしたん、レーくん」

「いや、それが……」

　ドズさんがしてくれた説明をおれがすると、ぷるぷるとポーラが震えた。

「な、ん、だ、と……!?」

　悲壮感溢れる表情でポーラは頭を抱えた。

「ウチ、カルタの町に有り金全部突っ込んでるんだよ!?　あーちゃんが来れないなんて……」

「なんでそんな賭け方するんだよ」

　おれが呆れていると、ポーラはさっきまでの奔走を語った。

「オッズを上げるために、カルタの町をネガキャンしまくったのに！　思った通りみんなそれを信じてカルタ以外に賭けてくれたっていうのに！　全部台無しだよっ！」

　いや、何してんだよ。だから汗だくだったのか。

　ポーラは地団駄を踏みながら魂の叫びを上げた。

「何弁当作ってんだよっ！　何レーくんに女子力あるところ見せようとしてんだよっ！　女子力担当はミナちゃんなんだから任せておけよそんなのっ！　慣れないことすんなよっ！　ふざけんなよっ！　ウチ、破滅しちゃうよ！」

　……自業自得としか言えない。

　ぎゃーすかと喚くポーラを、おれや他の商工会の人たちは慣れた様子で見守っていた。

　ポーラの危機感はまるで伝わらなかった。

「棄権するか、誰か代役を立てるかだけど」

「代役！　決まってんじゃん！」

　ポーラが即答した。

「誰にするか、それを話し合おうと」

「大丈夫、ウチ、一人あてがある」

　誰だろう。集まった商工会メンバーと顔を見合わせるけど、誰もピンとこないようだった。

　赤猫団の誰かだろうか。

「アナちゃんとタメを張れる存在で……唯一無二のライバル……」

　まさか……。

　ポーラがビシっと一点を指差した。

　その先にはミナがいて、ビビと一緒にお茶をすすって和んでいた。

「ノエラさん一着になるといいですねぇ～」

「だねぇ」

　あの空間だけピクニック状態で、ぽやぽやの平和ムードが溢れている。

「いやいやいや、待て待て待て待て。ミナは無理だろ」

「いいや。ウチの目が正しければミナちゃんはイケるよ」

「イケねえだろ、ミナは」

　格闘技なんてやったこともないだろうし。経験があるのはダイエットくらいだ。

　おれたちがそばで騒いでいるのに、ミナも気づいた。

「どうかしましたか？」

「ミナちゃん！　ドジっ子あーちゃんが今日来られなくなったから、代わりに格闘技の種目出てほしいんだ！」

「えぇぇぇぇぇ～!?」

　そりゃ仰天するだろうよ。おれたちだってミナにそんなことができるとは思っていないし。

「優勝しろとは言わない。せめて三位に入って……！」

　血走った目をするポーラがミナの肩を掴んで圧をかける。

「ええっと……三位までなら町に得点が入るんでしたっけ」

「そう！　この運動大会でカルタの町が優勝しないと、ウチ、破滅しちゃう……」

「は、破滅、ですか？」

「ミナ、本気に取り合わなくていいぞ？　こいつが悪いんだし」

　おれは困っているミナに助け船を出す。

「破滅したら、ウチ、体を売ることになる。レーくんは、それが楽しみなんだね……」

　ポーラの目が死んでいた。

「なわけねえだろ」

「もしそうなったら……サービスいっぱいするから、指名してね……」

「レイジさん」

　汚い物を見るような目で、ミナがおれを見つめていた。

「なんでおれがそんな目で見られなくちゃいけないんだよ」

「レイジさん、そんなことを楽しみにしているんですね……」

「してねえよ。ミナだって、危ない競技に出たいわけじゃないだろ？」

「そうですけど、ポーラさんがこんなに困っていますし、わたしにできることでしたら、協力してあげたいなと思っています」

「ミナちゅわぁ～ん」

　ポーラがミナに抱き着いた。

　よしよし、とミナがポーラの頭を撫でる。

　ミナの母性が変な方向に作用しちまったな……。

　ミナに変な勘違いをされたままでいるのも嫌だし……。

「仕方ないな。おれも協力してあげるよ」

「レイジさん！」
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「レーくん！」

　まったく。

　おれは頭をかきながら、鞄の中を探る。

　今日使えそうな薬を持ってきているけど、なんか役に立つものあったっけな。

【冷却ジェル】……これは涼むためでもあるし、熱中症対策。【ポーション】は怪我をしたとき用で……【腹痛薬】も常備薬として持ってきた。

　あとは【日焼け防止ジェル】……【ブラックポーション】は食後に飲むためだし……。

　こうやっておれは鞄の中身を出していった。

　使うつもりはなかったけど念のため持ってきたものがあった。

　けど、これを使えば間違いないはず。

　完全にドーピングだけど、ポーラと『仲良く』するとミナに変な勘違いをされたままでいるほうが問題だ。

　競技の状況によっては、一位になっても焼け石に水状態になることもあるだろうし、ミナの格闘技が明暗を分けることなんてそうそうないだろう。

「作戦名『蝶舞蜂刺（フライング・ビー）』。ミナ、やれるか」

「もちろんです！」

「いい返事だ」

　ポーラを助けるためっていう使命感に溢れていた。
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「あるじぃー！」

　ノエラに呼ばれて、声がするほうを見ると、ノエラがスタート地点で手を振っていた。

　おれも大きく手を振り返す。

「ノエラさん、がんばってくださいー！」

「ノエラちゃん！　絶対一位取ってね！　ウチ、ここは間違いなく取れる競技だって計算してんだから！」

　ポーラは欲望に真っ直ぐすぎるんだよ。

　るー、とまとめてノエラが返事をする。

「短距離走の部……いよいよ競技者がスタート位置につきます」

　実況をしてくれる執事が説明をした。

「やはり、大本命はカルタの町代表のノエラ選手でしょうか、お嬢様」

「そうですわね。ノエラさんは人狼です。他の方とは脚力が段違いですから」

　解説役にエレインが入ってあれこれ言っている。

「しかし、大会ルール上、人の姿でスタートすることが決められています。そのあたりの影響はいかがでしょう」

「他の殿方よりも小柄なノエラさんは、まともに走れば圧倒的に不利ですわ。いつ狼に変身するのか、それが勝敗を大きく左右するでしょう。逆に言えば、それまで他の参加者はどれだけ引き離せるかが鍵となりますわ」

「さあ、健脚ぞろいの短距離走。果たして前評判を覆す選手は現れるのか──！」

　その場で小さく跳ねるノエラが、手首や足首をぷらぷらさせて体をほぐしている。

　ゴール位置にいる大会役員の執事が、準備が整ったことを示すように小さな旗を上げた。

　選手が位置につき、会場が緊張感に包まれた。

　スタート担当の大会役員が旗を上げる。会場のざわつきが静まり、スタートの合図にみんなが耳を傾ける。

「位置について────よーい……」

　ばさっと旗が振り下ろされた瞬間、選手が一斉にスタートを切った。

　けど、ノエラだけが他よりワンテンポ出遅れている。

　この競技は一〇〇メートル。この出遅れは致命的だった。

「るぅぅ……！」

　ノエラが歯を食いしばるけど、他の選手は大人の男性。小柄なノエラとは歩幅がまるで違う。速度を上げるけど、なかなか差を縮められないでいた。

「るっ！」

　奥の手を使うことにしたノエラの体が光ると、すぐに白銀の狼が現れた。

　会場がどよめくと、狼ノエラは四本の足でぐんぐんと速度を上げる。

　そして、ゴールテープを切った。わぁわぁ、と歓声が響く。

　こっちから見ると、ノエラは一着に見えた。余裕とまではいかないけど、なんとか一着でゴールテープを切ったように見えた。

「一着は──ウォーロン、二着はカルタ──」

　あれ。一着じゃないのか。

「ボク、ノエラちゃんが一着だとばかり」

「わたしもです」

「余もです。先生、時を戻してきましょうか？」

「さらりとすごいことをしようとすんな」

　……てかそんなことできるのかよ。

　みんなが首をかしげているけど、角度によるのかもしれない。

　ウォーロンの町民たちがいるスペースは大盛り上がりだった。

　しょんぼりしたノエラが戻ってきた。

「あるじ、負けた……」

「うん。でも、頑張ったな」

「るっ。ノエラ、精一杯やった」

「ならよし」

　もふもふ、と頭を撫でていると、ポーラはそばでギリギリと歯ぎしりをしていた。

「やりやがったな。やったな、アレ。絶対やったな？」

　恨めしそうにウォーロンの町民たちを睨んでいる。

　やったなって、何を言ってるんだろう。

「暴いてやる……」

　不穏な言葉を残してポーラが去っていった。

「次の種目は、樽投げです。参加予定者は、所定の位置へ集合してください」

　これはドズさんが出場予定の種目だった。

　行ってきます、と野太い声を発して、のっしのっしと巨体を揺らしてドズさんは準備に入った。

　大会唯一のパワー系種目。

　結果的に、ドズさんは四位に終わり、得点が入ることはなかった。

　けど、短距離走と同じくらい盛り上がった。樽って、空からでも結構重いのに、数十メートル放り投げる屈強な巨漢が何人もいた。

　今回も、僅差でウォーロンの町が一位となった。

「る。マッチョすごい」

「ノエラさん、余もあれくらい魔法を使えば」

「ズル、だめ」

「……はい」

　次は弓で射的。カルタの町からはエルフのクルルさんが出場予定だった。

「レイジちゃん……ついに、ボクのイイトコロを見せるときがきたようだね」

　キメ顔で、カッコつけまくるクルルさんだったけど、風の影響もあり最下位に終わった。

　結果を受けたクルルさんは、すげー男前なのに、呆然と鼻水垂らして心ここにあらずといった様子で、とぼとぼと帰っていった。

　大会も折り返し、昼休憩に入る。

　ミナとノエラが作ってきてくれた弁当を食べていると、ポーラが勢いよく駆け込んできた。

「レーくん、レーくん、あいつらやってるよ！」

「なんだよ、騒がしいな。やってるって、何を？」

「ウォーロンの町のやつだよ！　審判買収してやがった……！」

　ポーラは眉間に皺を作っていた。

「その手があったとは……」

「おい。思いついても使うな。そんな手」

　話を聞くと、審判役をする執事数人に、ウォーロンの町長がお金を渡して有利な判定をするように持ちかけていたらしい。それをポーラが物陰から目撃したそうだ。

「ククク……いいだろう。不正をしてもなお倒せない男がここにいると、知らしめてやるときがきたようだな！」

　バサっとマントを鳴らしたエジルは、主人公みたいなことを言う。

　カッコつけているところ悪いけど、おにぎりの米粒、口の横についてるぞ。

「ノエラ、リベンジ。負けない」

「ノエラさんもエジルさんもファイトですよ～」

「ミナちゃん、そろそろ格闘技の準備しないとじゃ……？」

「ああ、そうでしたね」

　洗濯物を取り込み忘れていたかのようなミナは、お気楽な様子でぱちんと手を合わせた。

「大丈夫かな、ミナちゃん」

　とビビが心配そうだった。

「勝つよ。ミナは」

「えぇ？　本当に？」

　ビビはおれの言葉に半信半疑の様子だった。

　審判を買収しているんなら、こっちも薬を使いやすくなるってもんだ。

　格闘技は、武器なしの打撃、締め技、寝技有りの総合格闘技みたいな戦いだ。

　普段のミナから想像できないくらい真逆の競技だけど、おれの薬があれば勝算は十分にある。

　そして、午後最初の競技、短距離リレー走のアナウンスがあった。

　うちからは、ノエラとエジルが出場予定で二人とも気合い十分だった。

　エジルは第三走者、ノエラはアンカー。

　スタートが切られ、五位でエジルにバトンが渡った。

「フーッハッハッハッハ！　愚かなニンゲンどもに、余の力の一端を見せつけてやろう！　ひれ伏すがいいッ！　ハッハッハッハ！」

　快足を飛ばす魔王。

　ズベシャン！　と派手にこけた。

　ひれ伏したのおまえのほうじゃねえか。

「る────!?」

　ノエラもびっくり。

「「「「あ」」」」

　カルタの町民たちから、終わった……と諦めの声が上がった。それが一文字に込められていた。

「ククク……クク………………う、うぅ……っ」

　な、泣いとる!?

　半べそのエジルは、どうにかノエラにバトンを繋いだ。

　最下位からどうにかまくったノエラだったけど、さすがに一位までは届かず、三位でリレーを終えた。

「よ、余は情けない……あんなタイミングでズベシャンとやってしまうなど……！」

　悔しさに打ち震えるエジルに、ノエラが肩を叩いた。

「ノエラさん……？」

「一生懸命、走らないと、コケない」

　お。珍しくいいことを言った。

「エジル、一生懸命だった」

「それは、余のことが、好きということですか？」

「違う」

　ノエラのひと言で、エジルは失敗から立ち直った。ハンカチを噛んでいるポーラには、破滅の足音が聞こえてきたらしく、泣きたいのか怒りたいのかわからない、ぐにゃぁという絶妙な表情をしている。

　得点表を見てビビがつぶやく。

「あとは、ミナちゃんの格闘技しか……でも、もう一位には届かないね……。レイジくんに言われた通り、賭けたのは一〇〇リンで正解だったよ」

　今のところ、トップはウォーロンの町。

　審判を買収した効果もあり、全種目で一位となっていた。
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　おーっほん、とバルガス伯爵が咳払いをして注目を集めた。

「さて、今大会最後の種目となる、皆も楽しみにしているであろう格闘技だが……なんと、一位は、得点一〇〇倍！」

　次で一位になった町が優勝となる、バラエティ番組みたいなノリをはじめた。

　一位以外が確定した町は大いに盛り上がり、一位の可能性がある町はブーイングの嵐だった。

　とくにウォーロンの町から大きな非難があったけど、バルガス伯爵は動じなかった。

「はぁ？　私が主催者だが？　ならば、私がルールであろう。この大会において、私が白と言えば、カラスも黒になるのだが？」

　めちゃくちゃ開き直っていた。

「そんなにブーイングするなら、優勝しても賞金は出さないが？」

　子供みたいな意地の悪いことを言いはじめると、ブーイングがすぐに収まる。

　この大会において、バルガス伯爵は神にも等しい存在だった。

　けど、こっちとしてはありがたい。

「レーくん、これをミナちゃんに。きっと力になってくれるはず」

　紙袋をポーラに渡された。中を見ると、競技で着るためのウェアが入っていた。

「わかった。──ミナ、打ち合わせをしよう」

　そういっておれはミナを連れ出した。

　格闘技用の簡易ステージが中央にどんどん建てられている。

　あと二〇分くらいで出来上がりそうだ。

　集まった他の参加者は、腕に覚えがありそうな屈強な男の人ばかりだった。

「男の人ばかりですね、レイジさん」

「そうだな。負けてもいいと思っていたけど、審判を買収するような町には負けたくない」

「それはわたしも同意見です」

「ポーラが持ってきたウェアだ。これを」

　おれは紙袋をミナに渡す。

　きょろきょろ、と周囲を見回したミナは、着替えブースを見つけてそこに向かい、カーテンを閉めた。

　しばらくすると──。

「れ、レイジさーん？　これでいいんでしょうか……？」

　声が聞こえてきたのでそっちへ向かうと、ミナがカーテンで仕切られた中から出てきた。

　ウェアは上下セパレートの水着で、やたら布面積が少ない。

　おれは直視できずに目をそらした。

「いろいろと出ちゃってます……っ」

　頬を赤くするミナは、腰を捻りながら腕で胸やお腹のあたりを隠そうとした。

　それが余計にセクシーに見えた。

「あ。紙袋の中にメモがある」

　おれが畳まれていたメモを開くと、ミナも覗き込んだ。

『勝負服。すなわち、能力を最大限活かすことのできる服。ウチの目に間違いがなければ、ミナちゃんはこれで勝てるはず！』

　いや、能力っていうか、魅力というか。

　たしかに最大限引き出してはいると思うけど。

「これなら……普段着でもいいと思うよ」

「いえ。ポーラさんが用意してくれましたし、勝率が少しでも上がるのなら……！」

　勝率、上がるか？

　いや、上がるか……。このセクシー戦士を真正面から直視できる男は、世界広しといえど何人もいないだろう。

「わかった。ミナがその気ならもう何も言うまい」

　おれはミナに上着をかけて、パンチンググローブを手に嵌はめてあげた。

　わあっと会場から歓声が上がった。どうやら、ステージの完成が宣言されたらしい。

　トーナメント表では、ミナは第四試合。

　大げさなキャッチフレーズと共に選手が紹介され、第一試合、第二試合と消化していく。

　歓声や雄叫びが聞こえてくる中、ミナはぼすぼす、とグローブ同士をぶつけて静かにそのときを待っている。

「ミナ、そろそろこれを」

「はい」

　おれは秘策の薬を二種類ミナに渡した。

　この薬があれば大丈夫なはずだ。

　それらをミナがぐいっと飲み干す。

「また審判が買収されているかもしれない。誰が見てもわかりやすい結果を示すしかない」

「ぶっ倒せばいいんですね！」

「うん！」

　そして、第四試合の選手呼び込みがはじまった。

「さあ、続いて第四試合をはじめたいと思います！　赤コーナー、熊を絞め殺したという逸話を持つ男──ロックゼンの村より──ハワァァァァァドォォォォゥゥゥ」

「ウォォォ！」

　ゴツい男がリングに入ると雄叫びを上げた。

「青コーナー……家事は万能、愛嬌一〇〇点、ママにしたい少女ナンバーワン！　カルタの町より──ミィィナァァァァァァァァアア」

　ぺしぺし、とおれはミナの肩を叩いて、リングまで連れて行く。

「行ってきます」

「おう！」

　リングインすると、ミナが上着を脱ぐ。

　あの面積少なめのほぼ裸に近い水着が観衆に晒された。

　おぉぉ……、とよくわからない感嘆の声が周囲から漏れ聞こえる。

「だ、ダイエット頑張っててよかったです……！」

　ぷよぷよだと、人目に晒すのは抵抗あるんだな。

　……いや、そこじゃないだろ。気にするのは布面積の小ささだろ。

　向かい合ったミナとハワード。レフェリーがルールを改めて説明する。

　その間、ハワードはミナの体をチラチラ見ては目をそらしている。レフェリーも、前の試合まで説明が流暢だったのに、噛んだりつっかえたりしている。ミナの姿を直視してしまったせいだろう。

　ミナから、闘志のようなものがオーラとして目に見えた。

　……薬を併用したせいか、変な効き方をしているな。

「無制限一本勝負──！　ファイッッッ！」

　レフェリーが数歩下がって試合をスタートさせた。

「お嬢ちゃん、そんなエロい格好したってダメだぜ？　寝技で……がっちり組み合って、グフフ……」

　もう、相手はエロいことしか考えられなくなっていた。

「わたしに、触れられるとでも思ってるんですか」

　戦わない二人にレフェリーが注意をした。

「──試合中だ。しゃべらないで。……おッパイッ！」

　おい、レフェリー、最後のところ「ファイッ」だろ。

　どこ見てるかわかりやすすぎるだろ。

　対男性において、あの勝負服とやらがここまで効力を発揮するとは……。

「行くゼェ！」

　ドドドド、とミナを組み伏せようとするハワードが突っ込んでくる。

「捕まえたぁぁぁぁ」

　声を上げたハワードだったけど、一人でリングに飛び込む結果となった。

　ミナの動きは、おれの予想よりも遥かに速かった。

　この前エジルのために作った【シューティングラン】を飲んでいるおかげだろう。

「な、に……!?　いないッ」

「わたしの残像です」

　残像!?　そんなの見えてたの!?

「次こそ押し倒して揉む！」

　目的変わってんじゃねえか。

　また突進するハワードをミナはひらりとかわす。

　その瞬間だった。

「えいっ」

　ドゴォォォンッ！　と大砲でも放ったかのような轟音が響くと、ハワードは白目を向いて大の字になって倒れた。

「な、なんだあのパワーは!?」

「一撃だ！　カウンターで一撃！」

「熊絞めのハワードを、ワンパンだと……!?」

　以前作った【ストレンスアップ】のおかげだった。

　一時的に物理攻撃力を大幅に上昇させる効果がある。

　失神しているハワードを確認して、レフェリーがミナの腕を取って上げた。

「勝者、おっぱ……ミィィィナァァァァァァァア！」

　まだ会場がどよめく中、カルタの町民たちがいる場所からは大きな歓声が送られていた。

　あと、会場にいる女性陣からは「エロレフェリー死ね」という罵声も飛んでいた。










10　領民運動大会５




　勝ち名乗りを受けて、もう試合は終わったはずなのに、ミナがリングを降りない。

「まあどうせ皆さん似たようなレベルでしょうし、残りの三人まとめてかかってきてください」

　他の選手を挑発していた。

　併用したせいで変な思考回路になってるな!?

「おいおい、お嬢ちゃんナメてんじゃねえぞ！」

「フッフッフ……俺たちを束にして敵うとでも？」

「エロい格好しやがって！　遠慮一切しねえからな!?」

　気色ばんだ三人が、控え室から出てくる。

　ミナは動じず、ちょいちょいと手招きしていた。

　そして、人差し指を立てた。

「一〇秒あれば全員ぶっ倒せます」

　一人を倒したことで、ミナが完全に自信をつけてしまった。

　バーサーカーミナの暴走が止まらない。

　ぽややぁ～んとした普段の雰囲気は一変して、目を吊り上げて殺気を外に噴出させていた。

　こんなことになるとは……。

　ミナは何かと薬の影響を受けやすいらしい。前もギャルになったし、その前はブラックな心情を垂れ流してたりした。

　ノエラとビビが抱き合って震えているのが見える。

「──まとめてかかってこいやぁぁぁぁぁぁああ！」

「「「うぉぉぉぉぉお！」」」

　男たちが全員リングに上がりミナと対峙する。

　ミナは有言実行をしてみせ、かかってきた男たちに重いパンチを繰り出して、直撃させまくった。

「ほげえ!?」

「ぶほっ!?」

「きゃいん!?」

　顔面にパンチが直撃した一人は錐きり揉もみしながら吹き飛んだ。

　もう一人は、腹部にパンチを受けて、体がくの字に折り曲がり悶絶して膝から崩れた。

　三人目は顎にパンチが直撃し、白目を剥くとうつ伏せに倒れた。

「ラストぉぉぉ！」

　いや、もう三人倒して……。

　と、思ったらバーサーカーミナはレフェリーに狙いを定めていた。

「いや私はただの審判で」

「えぇいッ！」

「おぶはっ!?」

　ドドドドとラッシュを受けて審判はタコ殴りにされていた。

　なんなら、一番ひどい状態だった。

　ミナをエロい目で見続けたバツだと思えば、まあ納得はいく。

　リングで立っている者は誰もおらず、ミナは拳を宙に突き上げた。

　会場が大きく沸いて、熱のこもった歓声が方々から聞こえる。

「ママにしたい少女ナンバーワンではなく、これは、カルタの悪魔です──！」

　実況が上手いことこの惨状を表現した。

「ゆ、優勝は──カルタの町！」

　こうして、初の領民運動大会は、バーサーカー化したミナのおかげで優勝できた。







「みなさん、わたしを見ると作り笑顔になってさっさと離れていっちゃうんです」

　その日の夜。

　従業員一同とポーラを加えて夕食を家で食べていると、帰り際のことを思い出したミナが不思議そうに首をかしげた。

　どうやら、バーサーカー化したときの記憶はあまりないらしく、訊いたところによると一人目を倒したところから閉会式まで記憶が飛んでいるらしい。

「みなさんどうしたんでしょう」

　全員だんまりだった。

「い、いやぁ、でもミナちゃんのおかげで、ウチはボロ儲かりしたし、すごい助かったよ！」

　硬い笑顔でポーラがお礼を言う。

　優勝賞金は商工会が預かることになり、ポーラが提案した通り、町おこしや他のイベントごとの予算として使っていく方針だった。

「ま、ボロ儲かりって言っても、賞金ほどもリターンはなかったんだけどね」

　ハハハ、とポーラは遠い目をして笑う。

　全財産突っ込んだとか言っていたけど、それ自体大した額じゃなかったらしい。

「……ミナ、エッチだった」

　ノエラがぽつりと言う。

「だ、だって、あれがウェアだと渡されたんです」

「でも、ミナちゃんカッコよかったよ。エッチな男たちをばっさばっさとやっつけていって」

　ビビの目にはそんなふうに映ったらしい。

「レフェリーまでぶちのめすとは思わなかったがな」

　ククク、とエジルが思い出し笑いをしている。

「あいつが買収された審判なんだ。一発じゃ足りないくらいだよ」

　と、ポーラが肩をすくめた。

　おまけにミナのおっぱいずっと見てたしな。一発じゃ足りないよな。

「先生、あの状態はどうやったのですか？」

　ひそひそとエジルが尋ねてくる。

「【ストレンスアップ】とこの前作った【シューティングラン】を飲ませただけだ。そんな副次的な効果はないはずなんだけどな」

「あれは、ラストスタンドの魔法です」

「魔法じゃないって。ちなみに、どういう魔法なの」

「戦場に一人残って敵を倒していく、最後の最後に使う魔法です。術者の生命力や魔力は枯渇しますが、その分本来得られない能力が得られます」

「そんな物騒な薬じゃないはずなんだけどな」

「あれを飲んで兵を敵中に放り出せば、今回のように見境なく攻撃をして──」

　味方がいると巻き添えを食らうからよくないけど、周りが敵だらけなら使えるってことか。

「だから、そういう薬じゃないって」

「そうですか。開発したのであれば、是非我が軍にほしかったのですが」

「作らないし、作っても渡さないから」

　ミナは一種のトランス状態だったんだと思う。

　普段暴力的なことをしないミナが、大観衆の中で相手を倒して注目を浴びることに、ちょっとした快感を覚えてしまった。そこで上がりに上がったテンションがミナをバーサーカー化させたんじゃないかと今にして思う。

　帰り際にノエラたちにはそうじゃないかと説明して、理解を得られたので、ミナを怖がることもなかった。

　食事を終えると、ビビとエジルが帰り、疲れていたノエラがソファで眠ってしまった。

「じゃ、ウチも帰るね。借り作っちゃったし、レーくんなら一発くらい──」

「一発ってなんのだよ」

　止めないと全部しゃべりそうだったので、おれは発言を遮った。

「な、なんでもない。じゃあね！」

　ポーラが逃げるようにして帰っていった。

　どうしたんだ。慌てて……。

「レイジさん……一発ってなんですか？」

　後ろを見ると、ゴゴゴゴ、と今日見た闘志みたいなものがミナから出ていた。

「な、ナンダロウナ……」

　だからポーラはさっさと帰ったのか。

「エッチなのはダメですからね！　レイジさん！」

　あんな格好してた子が言うことか、それ。










11　ノエラの冒険




　ある日のことだった。

　ノエラが店番をしていると、いつもなら不足分をすぐに創薬して戻ってくるレイジが、今日は中々店に戻ってこない。

「る？　あるじー？」

　不思議になってカウンターから創薬室のほうへ声を上げてみるが、返事はない。

　首をかしげたノエラは、誰も来そうにないので創薬室のほうへ向かった。

「ああ、そうだった。『ツクヨミグサ』を切らしてたんだっけ……。他で代用できそうにないし困ったな」

　レイジがそう言っているのが聞こえてきた。

『ツクヨミグサ』は、森の中に生えている万年草で、ノエラもレイジと何度か採取しに行ったことがある。

「るるぅっ」

　ひとつノエラは思いついた。

　最近、レイジの評価ランキングでは、自分は下のほう。

　よく注意されるし、エジルとの諍いさかいが原因で、主人をいつも辟へき易えきさせてしまっている。

　エジルに関しては、向こうのほうが悪いと思っているのだが、レイジの手を煩わずらわせることになっているのは事実だった。

　密かに採取してそっと渡せば……。

『あるじ。これ』

『え？　「ツクヨミグサ」だ。一体どこから？』

『る。内緒』

『さすがノエラ！　気が利く！』

　……と、なるに違いない。

「るるんっ♪」

　ぶんぶんと尻尾を振りながら、ノエラはレイジへのサプライズを想像して満足そうにうなずいた。

「る……？」

　待てよ、とノエラは準備をしようとしていた足を止める。

　今ミナは買い物に出かけていて、今日はビビとエジルもいない。

　レイジは今創薬中で、自分がいなくなれば店番をする者がいなくなってしまう。

「るう……」

　虫除けグッズを自分に使う手を止めて、ノエラは考える。

　そのときだった。

「ノエラさん、今日はお一人ですか」

　シフトではないエジルが店に現れた。片手を背に隠していて、何か持っている。

　すんすん、と鼻を利かせると、持っているのは花だとわかった。

「る。今一人」

「ノエラさんに、これを！」

　ばっとエジルは一輪のバラをノエラに差し出した。

「要らん」

「ぐはぁあっ!?　超多忙な余が暇を見つけてそっと摘んできた野バラなのにっ」

　大ダメージを受けたエジルが片膝をついてうずくまった。

　……エジルは、今日本来店にいない。

「るふんっ」

　エジルに頼んで摘んできてもらえれば、レイジも他の誰もエジルが採取したとは思わないだろう。

　それを自分が採ってきたと言えば、誰も嘘だとわからない。

　手柄独り占め作戦を思いついた。

「……」

　少し考えてみて、ノエラの良心がその作戦を却下した。楽して評価を上げたいのではなく、レイジに頑張ったことを褒めてもらいたいのだ。

「エジル。店番、頼む」

「クックック……ノエラさん、余に頼みごととは……。高くつきますよ」

　借りを作ってしまうのは癪しゃくだが、主人はきっちりしている性格。

　素材を切らしている状態は珍しく、こんな機会はまたとない。

「しかしノエラさん、店番をほっぽり出してどこへ？」

「素材採取。あるじ、『ツクヨミグサ』切らしてた」

「先生が？　珍しい」

「だから、代わりに採ってくる」

「なるほど。でしたら、余が摘んできましょう」

「る……!?」

　もしや、エジルも同じ考えなのでは、とノエラは警戒する。

　接客には多少難があるが、要領がやたらよく、レイジにも気に入られているエジル。

　彼が、自分が採取するはずの「ツクヨミグサ」を持っていけば、またレイジの中で株が上がってしまう。

「……いい。ノエラ、行く。店番、頼む」

「はぁ……わかりました」

　使いかけの虫除けグッズ数種類を自分に使うノエラ。

　これなら森の中でも虫に困らされることはないだろう。

「エジル。助かった。ありがと」

「ノエラさん、それは、余のことが好きということですか」

「違う」

　そう言って、ノエラはリュックを背負い店を出ていき、厩舎にいるグリフォンのグリ子を連れ出した。

「きゅきゅ、きゅぉー？」

　どこに行くのか、と言ってそうなので、「あるじ、助ける。ノエラ、頑張る」とだけグリ子に伝えた。

「きゅぉ……！」

　それはいいことです、と言いたげなグリ子に、ノエラは乗った。

「あー、ノエラさん！　ノエラさん！」

　今まさに出発しようかというとき、エジルが店から顔を出した。

「そもそもの話なのですが、店番を任されていたのに、余がやっていたとなると、それはそれで問題なのでは──」

「……」

　一理ある、とノエラはあっさりと認めた。

　エジルがレイジに評価されているのは、こういう自分以外の立場になって物を考えられるところなのだろう。

「ノエラ、トイレ」

「わかりました。上手く誤魔化しておきますね！」

「るっ」

　エジルは話がわかる男だった。

　ぽんぽん、とグリ子の首筋を叩くと、意図を理解したグリ子が走りはじめ、スピードが出たところで翼を羽ばたかせた。

　地上では見送りに出てきたエジルが手を振っていた。

　グリ子で移動することを考えれば、採取して帰るまで三〇分もあれば十分。

「あるじ、『ツクヨミグサ』ある。喜ぶ！」

「きゅおー！」

　グリ子は翼をバサバサと動かし、ノエラは尻尾をるんるんと上機嫌に振った。







　いつもやってくる採取ポイント付近にグリ子に降りてもらう。

「るー。るー。るるる。あるじのるー。あるじ、喜ぶ、くさくさぁ」

　てくてくと、歌いながら歩くノエラだったが、あっちこっち行ったり来たりを繰り返した。

「るーるー、……る？」

　地面をさっきから見て探し回っているが、肝心のツクヨミグサが見当たらない。

　レイジは万年草だから、季節によって採れないということはない、と教えてくれたのだが……。

「草、ない……!?」

　そういえば、とレイジが前回ここに来て言ったセリフをノエラは思い出した。

『このあたりも採り尽くしたから、今度は別の場所を探さないとな』

　だから、しばらくここにはツクヨミグサは生えないのだ。

　だが、ここまで来たら手ぶらでは帰れない。

　もしそうしてしまったら、ただ店番をエジルに押しつけて森まで遊びにいっただけ、と思われてしまう。

　褒められるどころか、叱られてしまう。

「ぐ、グリ子、一緒、探す！」

「きゅーぉ」

　ポイントを変えることにしたノエラは、グリ子を引き連れて森の中を探し回ることにした。

　……だが。

「ない」

「きゅぉ……」

　薬草畑があるが、よく使って、かつたくさん必要な薬草が育てられている。その中にツクヨミグサはない。

　すんすん、と鼻を利かそうとしてみるが、様々なにおいが混じってしまっている。ツクヨミグサ自体も、においが強い植物ではないため余計にわからない。

　目標にしていた時間はすでに大幅に過ぎている。

　エジルも不審に思っている頃だろう。

「るう……」

　柄にもなくため息をついて諦めかけていたときだった。

　一頭の子鹿が横になり頭だけ起こしてこちらを見ていた。

　目が合っても逃げない。

　この手の動物は、ノエラを狼だと分類して一目散に逃げるが、この子鹿は違った。

「る……？」

　不思議に思ってゆっくりと近づいてみると、わからなかっただけで、逃げようとはしていた。

　よく見ると、足を怪我している。

　はっとノエラは思いついた。

　ガサゴソ、と鞄を漁り、水分補給用に持ってきていたポーションを取り出す。

「ノエラ、あるじにこれで助けられた。ノエラも」

　瓶の蓋を開けて、警戒心をあらわにする子鹿の顔を押さえて口を開けさせる。

　そこにゆっくりとポーションを流し込んだ。

　すると、みるみるうちに怪我をした足が治っていく。

　余った分はノエラがぐいっと飲み干した。

「きゅおきゅお！」

　グリ子もノエラが怪我を治したことが嬉しそうだった。

　何事もなかったかのように、子鹿はすっくと立ち上がる。

　駆けていくと、一度ノエラを振り返った。

「るー」

　手を振っているノエラをじいっと見つめて前を見て、またノエラに目線を戻す。

「ついてきて」

　と言っているように感じた。

　グリ子ほどコミュニケーションを取ったわけではないので、はっきりとはわからないが。

　怖がらせないように、ゆっくりと近づいていくノエラとグリ子。

　距離が縮まると、また子鹿は走り出し、ノエラとグリ子を待つ。

　また距離が縮まると、どこかへ走り出す。

　それを何度か繰り返していくと、小川を見つけた。湧き水が小さな川を作っていて、色んな動物や魔物の足あとがある。

「るっ！」

　その水際に群生しているツクヨミグサを見つけた。

「るー♪」

　ふりふり、と尻尾を振ったノエラは、いつも採っているのと同じ程度採取していく。

　一度レイジに採りすぎを注意されたことがあったのだ。

　なんでも『採りすぎると使いきれないかもしれないし、次に生えてくるまで時間がかかるから』と言っていた。

　なるほど、あるじ、頭いい、と思ったことがあった。

　あの子鹿は、採取しているノエラをじいっと見つめていた。

「ありがと」

　ノエラがお礼を言うと、小さな耳がぴこぴこと動く。

　こちらこそ、と言っているような気がした。

　物陰から親らしき立派な鹿が現れ、子鹿は首筋に顔を寄せる。親鹿がノエラを一いち瞥べつすると、二頭は去っていった。

「ノエラ、あるじした」

　ノエラは誇らしげに胸を張った。

「きゅ？」

　なんですかそれ、と言いたげにグリ子が目を丸くしている。

「グリ子、帰る。店番、エジルに任せたまま」

「きゅぉー」

　ツクヨミグサを入れたリュックを背負い、ノエラはグリ子に乗って店へと帰っていった。







「ノエラをどうしたんだよ？」

「いえ、余は、ノエラさんに指一本触れていませんから！」

　店に戻ると、エジルがレイジに詰め寄られていた。

「なんか変なことしたんだろ、どうせ」

「え、余はそんなことしませんよ？」

「冗談じゃなくて目がガチだから余計に怖いんだよなぁ……」

　などと談笑をしていた。

「ああ、ノエラさん、お帰りなさい！」

「ノエラ、どこ行ってたんだ？」

　ノエラはレイジにリュックを差し出した。

「あるじ、これ！　ノエラ、採ってきた！」

「これ……おぉ！　ツクヨミグサ！　どこから？」

「ノエラ、あるじした」

　むふん、と得意満面のノエラはまた胸を張った。

「あるじした？　なんだそれ」

「森の中で、あるじした。そしたら、見つけられた」

　褒められた興奮のまま大雑把にノエラが説明すると、レイジとエジルは顔を見合わせた。

「それでエジルが店番を」

「ええ……そういうわけです」

　レイジも合点がいったらしく、目を細めている。

「ありがとうな、ノエラ」

「るーっ♪」

　頭を撫でられ、ノエラは笑顔になった。

　そこで、さっき二人が談笑していた光景を思い出した。

「あるじ。ノエラ、エジルより、気が利く」

「おれがエジルばっか重宝するから？」

「る」

　いかにも、とノエラは大きくうなずく。

「ノエラ、デキる人狼。あるじ、ノエラ、もっと頼る」

「エジル、どうやらノエラは、おまえに店員として対抗心がめちゃくちゃあるらしい」

　レイジが苦笑しながら言うと、なるほど、とエジルが真顔で言った。

「それはもう、余のことが好きなのでは」

「違う。全然違う」

　ぶんぶんとノエラは首を振った。

「ノエラ、じゃあ店番はよろしく。エジルは、もう用がないんだったら帰れよ？」

「るー」

「はい。先生」

　では、とエジルが転移魔法を発動させて、すぐにいなくなった。

「おれは作れなかった不足分を創薬してこようかな」

「あるじ、ノエラ、デキる人狼」

「そうだな。おまえは看板娘でモフモフで、デキる人狼だ」

『あるじした』が上手く伝わらなかったが、ノエラは満足げにカウンターのいつもの席に戻った。










12　一狩りしたいぜ




「レイジ様、我が主がお呼びでございます」

　バルガス家の執事、レーンさんが店にやってくると、そんなことを言った。

　いつもはエレインに伴われてやってくるが、今日は違うらしい。

「何のご用でしょう？　こっちもあんまり暇ではないというか」

　いくつか創薬しておかないといけない薬もあるし、ぶっちゃけあんまり暇ではないのだ。

　話を聞いているノエラは、おれが行くならついてくる気満々で、何も言ってないのに出かける準備をはじめている。

「先日の運動大会のことで民の声を聞いてみたいと仰せにございます」

　あれからもう二週間。

　実際やってみて領民がどう思ったのか気になったってところか。

　今日はミナもいるし、ビビもいる。昼からはエジルもシフトが入っているので、店に関して心配はない。

「……わかりました。少し仕事を片づけますので、それからでもいいですか？」

「もちろんでございます」

　待ってもらう間、ミナには【ブラックポーション】をレーンさんに出してもらう。

　レーンさんは、あの苦さをうま味と考えられる数少ない好事家だったりする。

「あるじ。ノエラ、行く。貴族の家、遊び、行く」

「おい。心の声が漏れてるぞ」

　大方そんなことだろうと思っていたので、とくに諫めることはなく、ノエラに創薬を手伝ってもらい、準備を終えた。

　ミナにあとのことを任せて、おれとノエラは馬車に乗った。

「ノエラ、あんまりはしゃぐなよ？」

「る。わかた」

　本当にわかってるのかな。

　しばらく馬車に揺られていると、バルガス家の屋敷が見えてきた。

　門が開き、中に通されると、わざわざバルガス伯爵とエレインが出迎えに扉の前に立っていた。

　馬車から降りると、おれは簡単に挨拶をした。

「こんにちは。運動大会以来ですね。お招きありがとうございます」

「レイジ殿。よくぞいらっしゃった」

　ノエラも小さく頭を下げる。

「ノエラさんも今日は一緒ですのね！」

「る！　ノエラ、来た！」

「いつもはわたくしがお邪魔いたしますから、今日は屋敷をわたくしがご案内差し上げますわ」

「探検……！」

　違う気がするけど、まあ、エレインと一緒ならめちゃくちゃなことはしないだろう。

「エレイン、ノエラをよろしく」

「お任せくださいまし」

　そう言ったエレインは、ノエラに屋敷の案内をはじめた。

　客室に通されると、向かいにバルガス伯爵が座る。

「運動大会はなかなか好評だったと思うのだが、領民たちの評判はどうだろう？」

「みんな楽しんでいましたよ」

　不正騒動はすでに知っているらしく、その買収された執事は厳しく処罰したとバルガス伯爵は言う。

「今後は、ああいったことがないように厳重に注意していこうと思っている」

「それなら安心ですね」

「……さて。本題だが」

　にこやかな表情が、真面目なものへと変わる。

「ああ……じゃないとわざわざ呼んだりしませんもんね」

「察しがよくて助かる」

　立ち上がったバルガス伯爵は、窓の外を眺める。

「レイジ殿は、狩りの経験は？」

「ありません」

「そうか。実は、他家の貴族たちと晩餐会があるのだが……その翌日、鹿狩りをすることになったのだ」

「いいじゃないですか」

　まさに貴族のお遊びって感じだった。

「私を含めて五人が狩りをするのだが、みな、中々上手いという」

「バルガス伯爵も、そうなのでは？」

「弓の心得くらいはあるが、私は全然……」

　バルガス伯爵は嘆くように首を振る。

「実を言うと、まともに狩ったことがない」

「なんでそんな遊びに参加することにしたんですか……」

　ため息交じりに尋ねると、半泣きの顔でこっちを振り向くバルガス伯爵。

「私以外の当主四人が参加するのだぞ。行かないわけに行くまい……！　親交を深めるための会でもあるのだ。断れない……」

　現代でも似たような経験をしたことがある。

　会社の部署で開く飲み会が、今のこの狩りに該当しそうだった。

　行きたくないけど、付き合い上仕方なく行かざるを得ない、行っておいたほうが今後人間関係円滑にいきそう、ってあたりがまさにそれっぽい。

　ただ、飲み会と違ってこれは狩り。

　技術や経験が問われる。

「レイジ殿、私に、狩りの神を降ろしてくれぬか……！」

「いや、降霊術やるタイプに見えますか？　薬師ですよ、僕は」

「では、私が恥をかかない程度に鹿を狩れる薬を作ってくれぬか！」

　恥をかかない……。大人の世界では、案外大事なことだったりする。

　普段見栄を張りまくる貴族なら体裁を考えるのは当然のことだろう。

　飲み会……もとい狩りに行かないといけない気持ちも多少わかるし、しょうがないな。

「わかりました。ちょっと考えてみます」

「レイジ殿ぉぉぉ～」

「はいはい。泣かないでください。僕もバルガス伯爵の気持ち、ちょっとくらいわかるんで」

　苦笑しながら、おれはバルガス伯爵を落ち着かせた。

　それから、いつも狩りに出かけるときはどうしているのか聞いて、有効な薬を考えることにした。

「バルガス伯爵は、弓はどの程度の腕前なんです？」

「中の下といったところか」

「けど鹿が見つからなかったらそれまでですよね？」

「いや、鹿は見つかる。あらかじめ捕らえていた鹿を放つのだからな」

　とんだ接待プレイだった。

　やらせ番組のロケみたいだな。

「一人一頭くらいは狩れる、と？」

「ミスショットしなければな」

　鹿を見つけるまでの道中、わいわいしゃべりながら馬で森を移動するらしい。

　あれか。あれだな。ゴルフだな、これ。

　そんなことをしていたら、普通鹿は逃げるだろうけど、接待プレイなので、鹿はちゃんといるし、遠くに逃げないように柵を設けているとか。

　初心者モードすぎる。

　他の貴族もこれで狩りが上手いって思っているらしい。

　大勢の周りの人たちが気を遣って狩りをさせてあげているんだろうな。

　行きたくもない飲み会……接待……接待と知らずに接待を受けるおじさんたち……。うぅ、頭が痛くなってきた……。

「レイジ殿、どうかしたか」

「いえ、ちょっと少し前の辛い思い出が蘇りまして」

　不思議そうにしているバルガス伯爵に、おれは笑って誤魔化した。

「状況は把握しました。やってみます」

「うむ。レイジ殿頼む……！　バルガス家の威信がかかっておるからな……！」

　行きたくないけど行かないといけない、というのは俺も気持ちがわかるし、力を貸してあげよう。







　すぐに店まで送ってもらったおれは、創薬室に入って新薬を作ることにした。

「あの接待モードでも心配なバルガス伯爵は、相当下手っぴなんだろうな」

　おれへのお願いもかなり必死だったし。

　やりたくもないことをして、恥はかきたくないもんな。

　おじさんってやつは、面倒な生き物だなとおれは真剣なバルガス伯爵の顔を思い出して苦笑いをする。

　できた。これなら……恥をかかずに済むはずだ。

「レーンさん、これをバルガス伯爵に！」

「いつもいつも、お世話をおかけいたします。すぐ、主の元へ届けて参ります」

　おれは使い方を記したメモと新薬をレーンさんに託し、去っていく馬車を見送った。




◆バルガス伯爵◆




　他家の領地へ妻のフラムと出かけ、複数の家が集まる晩餐会も和やかなまま無事に終わり、バルガスは問題の翌日を迎えた。

「今日の狩りは実に楽しみですな」

「わたくし、この日のために弓の稽古を普段以上に積んできましたぞ」

「ハハハ。やる気十分ですなぁ」

「何頭狩れるか、勝負いたしましょう」

　準備を整えた四人の貴族たちの会話に、バルガスも遅れずになんとか入る。

「え、ええ……何頭狩れるでしょうな。ハハハ……」

　乾いた笑みを浮かべて、バルガスは会話を合わせる。

　当然のように自信はない。

　だが、バルガス伯爵領が誇る天才錬金術師から、新薬とその使い方を記されたメモを渡されていた。

　これがあれば、一頭くらいは狩れるはず。

　狩れなくてもいい。格好がつきさえすれば、それでいい。

　要は、他の四人にダサいところを見せなければよかった。

　ポケットに忍ばせた新薬をバルガスはもう一度確認した。




【パララ・ライ：体内にわずかでも入り込むと、一時的に麻痺を引き起こす。武器に塗る。餌に混ぜることもできる。扱いには注意が必要】




　メモにはこうあった。

『矢じりにでも塗ってもらえれば、かすめただけでしばらく動けなくなる薬です。狩りとは違うかもしれませんが、餌に混ぜて罠を仕掛けてもいいかもしれません』

「頼むぞ、レイジ殿……！」

　ぽんぽん、とポケットを叩く。

　バレないように、矢じりにそっと塗って、あとはどこにでもいいから当てればいい。

　厩舎にいた馬に鞍を載せて、五人は馬に乗り会場となる森へと向かった。

「ここは、私の勝手知ったる森。いわば庭のようなものです。私についてきてくだされ」

　ちょび髭の貴族が言うと、雑談をしながら五人は森を進む。その後ろを荷運びをする従者が三人ついてきている。

「順番は昨日決めた通り。みなで鹿を探す。そして見つけたらその順番で矢を射ること。一頭目は、一番の獲物、二頭目は二番の獲物となる」

　案内をしているちょび髭の貴族は改めて確認をした。

　バルガスの順番は最後。

　見つけられない可能性もあるが、見つけられないのなら仕方ないこと。

『私の弓の腕前をみなに披露できず残念だ』とでも言えば、十分体裁が保てる。

「しっ。あそこ……」

　指差した先には、雄鹿がいた。そっと馬を降り、一番の貴族が弓を取り、矢をつがえた。

　距離は三〇メートルほど先。

　餌か何かを食はんでいるため、こちらにはまだ気づいていない。

　しん、と静まる中、ギリギリ、と貴族は弓を絞り、狙いをつけて放った。

　そばに立っていた木に矢が突き立ち、驚いた鹿は逃げていった。

「ああ。くそ！」

「「「「あぁ～。惜しいー！」」」」

　と、お決まりのようなセリフを言った。

　今のは惜しかったですなぁ、私なら決めていましたぞ？　などと談笑し、また森を進む一行。

　二人目と三人目も、鹿を見つけて矢を放つが、いずれも命中はせず、鹿を逃がす結果となった。

　四人目は、一射を外すも幸運にも逃げることはなく、二射目で命中させ、一頭を狩った。

「いやぁ、さすがですなぁ～」

「積んだ稽古は伊達ではなかったようですな」

「わたしも、稽古をしてくればよかったです。ハハハ」

　腕をほめたたえたり、冗談を言ったりする中、バルガスは緊張していた。

　この調子でいけば、すぐにまた鹿が見つかる。

　緊張しているとバレるのも困る。貴族たるもの、狩りに慣れてないなどというのも、ちょっとカッコ悪い。

　救いがあるとすれば、まだ一人しか狩れていないところだ。

　ここで、鹿に矢じりをわずかでもかすらせることができれば……！

「次はバルガス伯爵の番でしたな」

「期待しておりますぞー？」

「え、ええ。一発で仕留めて見せましょう」

　と、強気に振る舞った。

　しばらく進むと、あそこ、と小さな声が聞こえる。発見した貴族の指先には、標的となる鹿がいる。

　バルガスはそっと馬を降りて準備に入った。

　矢じりを瓶につけて、矢をつがえる。

　どっくん、どっくん、と自分の心臓の音がやたらと大きく聞こえる。

　弓を引く。

　まだ鹿は気づかず、ゆっくりと移動をしている。

　限界まで弓を引き絞り、震える右手で矢を放つ。

　ひょん、と風を切る音が聞こえた。

　矢は鹿に届くことはなかった。

　が、地面から剥き出しになっていた岩に跳ね返り、鹿の尻のあたりをかすめた。

「「「「あぁ……」」」」

　ため息を四人が漏らしたときだった。

　逃げ出そうとした鹿が、足がもつれたようにその場で倒れた。

「おや？」

「ややや？」

「倒れましたぞ？」

「当たった……のか？」

　目を凝らしている四人に、バルガスは言った。

「当たりましたな」

　ドヤ顔をしながら、弓をしまう。

「当たりましたなぁ～！」

　ドヤ顔に加えてクソデカボイスでもう一度言って、鹿のそばへ歩み寄る。

　息はあるが、ぴくりとも動かない。ミラクルショットが尻をかすめており、かすり傷ができていた。

「たったこれだけの傷で……。レイジ殿の薬は、なんという効力なのか」

　狩った鹿を運ぶために、従者が一人駆け寄ってきた。

　それをバルガスは手で制した。

「よい。この結果だけで十分である。無用な殺生はしたくないのでな」

　バルガスが馬に戻ると、四人から温かい拍手が寄せられた。

「なんと器の大きな御仁なのか」

「狩りとは、狩るだけにあらずということですかな」

「このような方を領主として仰げる民はなんと幸せなのか」

「見習いたいものですな」

　バルガスの株が、爆上がりしていた。

　調子に乗らないではいられないバルガスは、おーっほん、と大げさな咳払いをする。

「地面に跳ね返ったのは、実は狙っておりましてな」

「「「「おぉぉ……！」」」」

「あの鹿もかすり傷程度。しばらくしたら元気に走り回るでしょう」

　と、知ったかぶってそれっぽいことを言ってみる。

　その後しばらく狩りは続いたが、この出来事は、狩りのハイライトとして帰ってからも、皆が口々にほめたたえた。




◆レイジ◆




「レイジ殿。あの薬の効力は素晴らしいものだったぞ」

「良かったです。無事に狩りできたんですね」

　例の狩りが終わって領地に戻ってきたその日に、バルガス伯爵は店を訪ねて狩りの話を聞かせてくれた。

「粋ですね。かすり傷だから逃がしてあげるっていうのは」

「他の者からもそれを賞賛されたよ」

　ハッハッハ、とバルガス伯爵は上機嫌に笑った。

　お礼のお金を受け取ると、バルガス伯爵は帰っていった。







　この件をきっかけにして、【パララ・ライ】は口コミで徐々に広まっていった。

　猟師などから人気が高く、それを聞いた冒険者たちからも人気を博すようになり、【パララ・ライ】は狩りではなく、対魔物用のアイテムとして知られるようになった。










13　効率を上げろ！




　おれは友人でもあり、ここらへんの地主でもあるジラルに連れ出され、畑の視察に来ていた。

「レイジくん、わかるでしょ？　畑で働く人たちを見て」

「何が？　全然普通だろう」

「この町も、若者が冒険者に憧れて出ていくことが多くて、今や畑仕事は、俺たちの親世代以上のベテランばかりだ」

　田舎町が抱える高齢化問題は、異世界でも同じらしい。

「ベテランだから手際がいいんだけど、多少手際が悪くても体力的にもやっぱり若いほうが作業が捗るんだよ」

「じゃあ、町の若者を雇って作業させたら？」

「それが、なかなか上手くいかないんだ」

　冒険者という職業が存在するこの世界では、一攫千金、名誉と功績を求めて地元を旅立つ若者が後を絶たないという。

「地元を離れて冒険者になるだのなんだのって言っても、実際は上手くいかないことのほうが多いじゃん？」

「そうなのか？」

　おれはあっちのアニメやゲームを知っているから、実際の底辺ってやつを知らない。

　そうなんだよ、とジラルはため息交じりに教えてくれた。

「この前一五才になったオルレンは、こんなショボい町で一生農作業して暮らすなんてごめんだ！　とかなんとか言って、実家を出たんだけど、二か月くらいで帰ってきて。以来家の手伝いもせずフラフラしてるみたいなんだ。自分のやりたいことがわからないみたいで」

　現代の若者と一緒だ。

　若者離れが著しいこの田舎町では、農作業をする人が親以上の世代が大半。年齢的にも若者より体力が少ないので、作業効率も上がらないと。

「どうにかならないかな」

「おれは、若者側の気持ちがわかるから人のことを言えた義理じゃないけど、若者だって農作業しても体力なかったりするよ？」

「慣れるまでは、どんな仕事も大変だし疲れるもんだよ」

「ごもっともで」

　金持ちのくせにこういう視点があるから、ジラルは町民ウケがいい。

「人を覚醒させるような薬って作れない？　疲れを感じさせなくなるような薬」

「その言い回しだと完全にヤベー薬だよ」

「ん？」

　って言ってもわからないか。

「体力的に……？　いや、根本的な問題は若い世代が農作業しないことだもんな……」

　ううん、とおれはひとり言をつぶやいて考える。

「レイジくん。これは、小さな町はどこも抱えている問題なんだ。派手で見栄のいい仕事を若者はしたがるし、俺も気持ちはわからなくもないんだけど、それじゃあ畑仕事が上手く回らなくなっていく……」

　おれはひとつ思いついた。

「一個だけ試してみたいことがあるんだ。成功するとは限らないけど」

「もちろん！」

　暗かったジラルの表情が一気に明るくなった。

「さすが、最高の錬金術師サマは違うね」

「薬師だっつーの」

　冗談めかしてジラルが言うので、おれも軽くツッコんでおく。

　さっそく店に戻り、アイディアを薬にするため創薬室に入った。

「あるじ、何か作る？」

　暇だったのか、ノエラがこっちを覗いていた。

「カコいい薬？」

「その予定」

　食いついたノエラが中に入ってくると、おれの作業を手伝ってくれた。

「地味で大変ってイメージだから、そこを変えれば……ワンチャンあるかな？」

「るう？」

　経緯を知らないノエラが首をかしげた。

「できた。上手くいけばいいんだけど」




【クロナール：黒い塗料。目の下に塗ることで太陽光を吸収。反射を抑え眩しさを大きく減らす効果がある】




「るっ、るっ。カコいい薬、できた!?」

「ノエラ、試してみるか？」

「もち！」

　手招きをして、ノエラをおれの前に座らせる。

　向かい合うと、おれは【クロナール】を指ですくって、ノエラの目の下……頬骨あたりに短い線を引いた。それをもう片方。

「外に出てみよう。直接光を見ないなら、眩しさはかなり減るはずだ」

　おれはノエラを連れて外に出る。

「る……！」

　ノエラが変化を感じたらしく、何度も瞬きをしている。

「眩しい？」

「眩しい、ない！」

　よし。成功だ。

　これなら農作業中、反射光による煩わしさは大きく減るはずだ。

　作業のしやすさもあるけど、わかりやすく変化したのは見た目だった。

　どこから持ってきたのか、キャップを被って棒を肩に担ぎ、口をもちゃもちゃと動かしている。

　ガムを噛んでるみたいだった。

「あるじ、ノエラ、カコいい？」

　メ、メジャーリーガーだ。メジャーリーガーがここにおる。

「おお……カッコいいぞ、ノエラ！　メジャーリーガーみたいだ」

「メジャーリーガー？」

「あっちの世界では一握りの世界最高峰のプレイヤーだけがそう呼ばれることを許されるんだ……！」

「るっ！」

　フシーっと興奮気味のノエラは、棒を握ってスイングをする。

　ビュン、とバットに見立てた棒が風を切る。

「ノエラ、メジャーリーガー」

　くちゃくちゃ、と口を動かしながら、ノエラは堂々と宣言した。

　……そんな効果はないんだけど、気持ちをブチアゲた結果なのか？

　ノエラだけがそうなのかもしれない。

　メジャーリーガー効果はともかく、眩しさを軽減させる薬だから、農作業中も十分使えるはずだ。







　おれはノエラと一緒に【クロナール】を持ってジラルがいる畑に戻った。

「レイジくん！　早かったね！」

「これ。農家の人に使ってもらって。太陽とか光の反射光を減らして眩しくなくなる薬」

「それは便利そうだ……！」

　ジラルが感心すると、おれの隣でキャップを被って棒を担いでいる小さなメジャーリーガーに目が移った。

「……ノエラちゃん？　どうしたの？」

「ノエラ違う。メジャーリーガー」

「めじゃぁ、りーがー？」

「そう。一握りの選ばれた者だけ、そう呼ばれる。ノエラ、選ばれし者」

　説明を求めるため、ジラルがこっちを見る。

「この薬を使ってこうなったんだ。他の人がこうなるとはわからないけど──」

「か、かっこいいよ……！　めちゃくちゃイカしてる！　その黒いの、いいね！　超クールだ！」

　く、食いついた!?

　ジラルがそう思ってくれるってことは、マジでワンチャンあるぞ、これ。

「俺も使っても？」

　ジラルが尋ねると、ノエラは首を振った。

「限られた者だけ」

「くそ……そうなのか……」

　別に使ってもいいんだけどな？

　けど、このビジュアルがカッコいいとされるのなら、農作業をする人限定としたほうがいいのかもしれない。

「悪いな、ジラル。農作業をしているプレイヤーだけが、これを塗る権利がある」

「ぷ、プレイヤー……!?」

　ドドドドドド、とジラルが手元の【クロナール】とまだ農作業を続ける農家の人たちを見比べている。

　プレイヤーは適当に言っただけだけど、響きがドストライクだったらしい。

「さっそく使ってもらうよ」

　ジラルは休憩している農家のみなさんに薬の説明をして、こっちを指差したり、あれこれ身振り手振りで説明をしていた。

「これは、メジャーリーガーになれる薬で──」

　なんか主旨それた説明してんな!?

　汗を拭くおじいちゃんおばあちゃんも、「はぁ……？」みたいな曖昧な反応をしていた。

「薬屋さんが作った便利薬なら、間違いないじゃろう」

「そうだねぇ」

　休憩が終わるころに、ノエラがやっているようにお互いの目の下あたりに【クロナール】を塗っていた。

「さあ、作業を開始しようか」

　目深にぎゅっと被った麦わら帽子がやっぱりキャップのように見える。

　おじいさんは肩にクワを担いだ。

　おれの目がおかしいのか？　あのクワがバットに見える。

「作業……いや、今日はいいプレイができたらいいですね、おじいさん」

　プレイ!?

　何する気だよ。

　おばあさんのほうも、手にはめていた作業用の手袋がやけに大きく見え、グローブのようにぱしぱし、と拳を手の平に打ちつけている。

　二人ともやっぱりガムを噛んでいるみたいにクチャクチャと口を動かしていた。

　ノエラみたいにメジャーリーガー化していた。

「薬屋さんの新しい薬のおかげで、空を見上げても全然眩しくないのう」

「ええ。これならフライもゴロも簡単に捌けます」

　畑に飛んでこねえよそんなもん。

　ノエラがぷーっと風船ガムを膨らませている。

　どこでそんなもん手に入れたんだ。てかガムはこの世界にねえだろ。

「……じいとばあも、メジャーリーガー？」

　ブランディングというか、そういうことにしておこう。

「ああ。あの二人も、選ばれしプレイヤーだ」

「るう……」

「なるほど……」

　ジラルがわかりみが深そうに大きくうなずく。なるほどじゃねえよ。

「畑仕事をプレイというのか……超クールだ」

　……まあ、そう思ってもらえたのなら何よりだ。

　まずは形から作戦。

　土でドロドロでも、作業着……いや、ここはユニフォームと呼ばせてもらおう。

　土に汚れたユニフォームであれば、真っ白な物よりカッコいい。

　本来の効果はというと、てき面だったようで。

「手元が────手元がよぉく見えるうううううううううう！」

　ザザザザザザザ、とおじいさんが高速で畑を耕している。

　おばあさんのほうは、手袋のほうで雑草を抜いていた。

「こっちも、ずいぶん見やすくなりましたよ」

　ずもっとひとつ、またひとつ雑草を抜いている。

　あの構えは、もうキャッチャーです。

　上から指でつまんで手首を反らして上へ引っ張るそれは、低めの球をストライクに見せるかのような、まさにキャッチャーのキャッチングだった。

「あれが、メジャーリーガーの仕事ぶり……！　選ばれた人間は、あんな働きができるんだ……！」

　ジラルが目を剥いて働きぶりに感心していた。

「全員がああなるかはわからないけど、農家のみなさんに配っておいて。作業……いや、プレイが捗ると思うし」

「わかった。レイジくん、ありがとう！」

　そう言って、ジラルは残りの【クロナール】を持って別の農家さんたちのところへ向かった。

「あの姿をカッコいいってみんなが思ってくれれば、若者だって『農作業は辛いだけ』とは思わないはずなんだよ」

　くちゃくちゃ、ぷー、とまだガムを噛んでるちびっ子メジャーリーガーにおれは語る。

「あのビジュアルをクールでカッコいいと思ってくれれば『畑でプレイするのも悪くない』って思ってもらえるはず……」

　実際、若者に聞いてないのでもしかすると的外れなのかもしれない。

　バットに見立てた棒でノエラは肩をとんとんとやると、両手で持ってビュンビュンと素振りをする。

「あるじ、かもん！」

「お。メジャーリーガーの本能ってやつだな」

　おれは足下に落ちていた適当な小石をノエラに向かって投げる。

「るうッ！」

　フルスイングしたノエラのバットが小石を捉え、カコンと小気味いい音を鳴らして遥かかなたに飛んでいった。

「ノエラ、楽しい」

「そりゃよかった」

　ジラルが視察に回っている畑を覗くと、全員メジャーリーガー化していた。

　クワはバットみたいに担ぐし、手袋はグローブみたいな性能を発揮しているし、汚れた作業着……ユニフォームは様になってどこかカッコいい。

　手伝いに連れ出されているノエラくらいの子供たちが、キラキラしたような目でその姿を見ていた。

「黒いのカッコいい！」

「服が土に汚れてるのに、なんかイイ！」

「ぼくも、あんなふうになりたい……！」

　畑のメジャーリーガーは、子供たちに夢を与えていた。

「レイジくんのおかげで、農作業のイメージが大きく変わりそうだよ」

　そういってジラルは喜んでくれた。

「これで畑を継いでくれる子供たちが増えたらいいんだけどな」

「増えるよ。きっと。今俺だってメジャーリーガーになりたいもん。でも、生半可なことじゃ、なれないんだよね？」

「え？　ああ、うん」

　そういうことにしておこう。塗ったら誰でもなれるってことになると、特別感がなくなる。

　熟練の農家のみなさんのみメジャーリーガー化できるってことで。

「ノエラ、特別」

　わさわさ、と振られる尻尾を見るに、かなりご機嫌だった。

「ジラル、かもん！」

　ノエラがバットを構えると、おれは説明をしてやった。

「ええっと、これでいいのかな」

　ひょい、とジラルが投げた小石を、ノエラがまたかっ飛ばした。

「うわ、すごい！」

　飛び去った方角を見てジラルが声を上げる。

　バットを放り投げたノエラが、立てた人差し指にキスをして空に掲げる。

　ちゃんと仕草もメジャーリーガーになっていた。

　これは、完全にハマったな。

　飛んできた物を棒で弾き返す遊びに。

　それからしばらくノエラに付き合わされ、日が暮れる頃にようやく店に戻った。

「どうしたんですか、二人とも。汗でドロドロじゃないですか」

「ノエラ、メジャーリーガーした」

「？」

　初耳の単語にミナが首をかしげた。







　カルタの町を中心に、近隣の田舎の町や村で【クロナール】は、農作業の効率を上げる薬として話題を呼んだ。

　その姿や仕事ぶりに憧れる子供たちも増えていき、農作業に携わる人の平均年齢はぐっと下がったらしい。










14　ミナマスク




　ドズさんが向かいのカウンターで大きなため息をついた。

「どうしたんですか？　店に来るなり早々」

「レイジの兄貴、聞いてくだせぇ」

　顔見知りの来客だったので、ミナが奥からお茶を運んで出してくれた。

「ミナの姉貴、ありがとうございます」

「いえいえ。ごゆっくり～」

「あ。姉貴も話を聞いてもらってもいいですかい」

「わたしも、ですか？」

　自分を指差すミナは、不思議そうに首をかしげる。

　おれのほうを見てくるけど、おれも話が見えないのでうなずいた。

「姐さんのことでさぁ。最近、どうも訓練にも、町の巡回にも身が入ってなくて、話しかけても上の空ってことが多いんでさぁ」

「アナベルさんが？　珍しいですね」

　おれが言うと、ドズさんが同意した。

「ええ。オレたちもあんな姐さんを見るのははじめてで、何か体の調子がおかしくなっちまったんじゃねえかって」

「それは心配ですね……」

　ミナが真剣な顔で表情を曇らせる。

　アナベルさんは、町の警備を預かる傭兵団の団長。

　運動大会の格闘技の代表に選ばれるほどだから、傭兵団の中でも一番腕利きだったりもする。

「いざっていうときもぼんやりしてたらと思うと……」

「ええ。もちろんそれもそうなんですが、姐さんはオレたちにゃ、悩み事があっても相談してくれねえ……。頼りないってことなんでしょうが、それが、寂しくて」

　ドズさんは副団長。傭兵団の相談はいつもドズさんにしているという。

「となると、プライベートなお悩みかもしれません」

　ミナが少し自信ありげに言う。

「なんでわかるの？」

「女の勘です」

「それならそうかもしれません」

　巨体を揺らしてドズさんが笑った。

「オレたちが訊いても、姐さんはなんでもねえの一点張りで。もしかしたらレイジの兄貴や、ミナの姉貴になら話してくれるんじゃねえかと」

　なるほど。そういうことか。

　アナベルさんが何かに悩んでいるけど、自分たちでは力になれないから……。

「ポーションの配達で顔を合わせますけど、おれは、アナベルさんが何かに悩んでるって感じは全然しなくて、いつも通りって感じでしたよ」

　もしかすると、男にはわからない悩みなのかもしれない。

　ミナに目をやると、おれが何を言いたいのかわかったらしく、ミナがうなずいた。

「わたし、アナベルさんのところにいって、それとなくお話をしてきます」

「ミナの姉貴、お願いします」

　……そういうことで、ミナがアナベルさんの悩みを訊き出すため、兵舎へと向かった。




◆ミナ◆




　ドズに聞いたところによると、今日は非番で兵舎の中にいるだろう、ということだった。

「団長さんがプライベートな悩み……？」

　レイジに送り出され、兵舎へと歩く途中、ミナはその悩みを考えてみる。

　仕事人間であるアナベルは、いい意味で女性らしさがなく、カルタの町でも男女問わず人気があった。男性よりは、むしろ女性のほうに人気だったりもする。

　ミナとはまたタイプが違ったカッコいい女性で、憧れる女性が出てくるのも納得だった。

「恋のお悩み……とか？」

　恋煩い。

　一番ありえそうだった。

　コイバナであれば、愛嬌はあるもののがさつな部下たちにはできないだろう。

　そうだったとすれば、レイジにはもっとできないはず。

「むう……」

　アナベルとレイジが仲良くなっていくところを想像すると、モヤリとしてしまう。

「ほ、本当に恋煩いで、お相手がレイジさんだったら、ど、どうしましょう……」

　心配を口にしているうちに、兵舎が見えた。

　やってきたミナを傭兵団員が一人出迎えて、用件を伝えると今は自室にいるという。

「姐さんに取り次ぎますんで、少々お待ちを！」

　愛想よく対応してくれた団員は、踵きびすを返して駆け足で兵舎の奥へと消えていき、しばらくしてまた戻ってきた。

「通してくれってことですんで、部屋まで案内させていただきます。どうぞどうぞ、こっちへ」

「失礼します」

　兵舎の中は少し古いけれど、よく掃除がされていて綺麗だった。

　奥の部屋の前までやってくると、「ここです」と団員が言って、部屋をノックした。

「姐さーん、薬屋んとこのミナさんが」

「ああ。通してくれ」

　団員が扉を開けて手で中へ、と促した。

　簡素な部屋で、ベッドがひとつとサイドテーブルと椅子がひとつある。飲んだポーションの空き瓶が、ベッドの下に並べられていた。

　アナベルは、怪訝そうな顔でベッドに座っている。

「狭い部屋だろ？　掛けてくれ」

「ありがとうございます。それじゃあ、お言葉に甘えて。……すみません、お休みだったのに訪ねたりして」

「いいんだ。何かしてたわけじゃないからね。……けど珍しいな。どうかしたか」

　そう思うのも当然である。

　ミナがアナベルと会うのは店や町だけで、こういったプライベートな空間で二人きりというのははじめてだった。

「運動大会のとき、体調が悪かったとかで」

「あっ……」

　嫌な記憶を思い出したかのように、一瞬マズそうな顔をしてアナベルは苦笑した。

「あれは、いいんだ。忘れてくれ。もう今は良くなってるし。……そんなことよりも、あんたが代役で優勝したんだろ？　すごいじゃねえか」

「いやいや、あれはレイジさんの奥の手というか、切り札的なお薬を使ったおかげですから」

「やっぱり薬屋はすごいんだな」

「ええ。レイジさん、すごいんです」

　世間話といっても、これ以上何を話していいかわからず、話題を探す間に会話は終わりすぐに気まずい沈黙がやってきた。

　上手く悩みを訊き出そうと思っていたが、なかなか上手くいかない。

　開き直って、ミナは単刀直入に切り出した。

「あの、アナベルさん。何か悩み事とかあるんじゃないですか？　……ドズさんがすごく心配をしていて」

「あー……、あいつ余計なことを」

　頭をガシガシとかいたアナベルは、目をそらして窓の外に視線をやった。

「……あんたは、そんなことないと思うが……」

「はあ？　何がです？」

「町のガキたちいるだろ。……どう？」

　どう？　質問の範囲が広すぎて、どう答えたらいいのかミナが考えていると、アナベルが照れくさそうに続けた。

「……ガキたちには懐かれてぇんだけど、ビビっちまって顔を合わせればすぐに逃げやがる」

　意外な悩みで、ミナは目を丸くした。

　けど、恋の悩みでなくてよかったと、胸を撫でおろした。

「柄じゃねえってのはわかるんだが──」

「いえ。そんな」

「あんたは、町のガキたちが店に来ても、そんなふうにはならないだろ？」

「まあ、そうですね」

「やっぱ顔つきか……。それとも言葉遣いなのか……。それか、母親を彷彿とさせる滲み出る包容力なのか……」

　女性としてのタイプでは、たしかにミナとは真逆ではある。

　ほわわん、とした顔立ちのミナと、つり目がちでシャープな印象を持たせる顔立ちのアナベル。言葉遣いも仕事も真逆だった。

　そんなに気にしなくてもいいんじゃないですか、と思うものの、悩んでいるアナベルにそんなことは言えなかった。

「懐かれたい、ですか」

「アタシは、実は……その……あんたみたいになれたらいいなって、思うことがたまにあるんだ」

　恥ずかし紛れに、アナベルが頬をかく。

　相変わらず、こういうときの声は、すごーく小さい。

「わたしみたいに、ですか」

「そうしたら、ガキにも懐かれるんじゃねえかなって」

「れ、レイジさんは、何か関係ありますか……？」

「薬屋？　全然」

　なんでレイジが出てくるのか、とアナベルは眉根を寄せた。

「そ、それならいいんです。それなら」

　あはは、とミナは嘘くさい笑い声を響かせる。

　アナベルは、どうやら町の子供たちに恐れられているらしく、顔を見るだけで逃げられてしまうという。それが本人はショックらしい。

　そんなことを気にしているとは思わず、意外だった。

「あんたみたいになれるような薬とかって、あったりすんのかな」

「わたしみたいに、ですか……」

　ううん、と少し考える。

「レイジさんに相談してもいいですか？」

「ああ。薬屋になら、まあ、いいか」

　アナベルから了承をもらうと、ミナは部屋をあとにして店へと戻った。




◆レイジ◆




「……というわけなんです」

　帰ってきたミナから、アナベルさんの悩みを聞かせてもらった。

　アナベルさんもそんな一面があるんだな。

　あの人、意外性の宝庫かよ。

　普段は全然そんなの気にしなさそうなのに。

　子供に懐かれたい、か。

「それで、アナベルさんは、わたしみたいな雰囲気なら子供に懐かれるんじゃないかって」

「え？　ミナみたいな？」

　ちびっ子が相手なんだからお菓子配ったりしていれば、向こうの好感度なんて簡単に上がりそうなものなんだけどな。

　いや、ノエラもそうだけど、賢いからお菓子だけもらってとっとと退散するかもしれない。

　その点、ミナは、愛想もいいし物腰も柔らかいしママ味を感じるせいか、ノエラとは違った懐かれ方をする。

「ミナになりたいわけじゃないんだよな」

「はい。あくまでも、わたしっぽく、という感じでして……レイジさん、何かアイディアはありますか？」

　以前作った【なりきりフェイス】という、他人の顔に丸ごとなる薬があった。

　エジルがおれに化けてノエラと仲良くしようとしたけど、結果的に性格まで変わらないので、すぐバレてしまった。

　それを使えばと思ったけど、あくまでもミナっぽく、か……。

　ひとつできそうな薬があった。

「お気に召すかわからないけど、やってみるよ」

「わかりました。では、アナベルさんにそのことを伝えてきます」

　そう言って、ミナは店をあとにした。

　ミナとアナベルさんの仲はあまりよくないと思っていたけど、そう思っていたのはおれだけなのか？

　首をかしげて、おれは創薬室に向かう。

「ミナっぽく、か……」

　ミナっぽいっていうのは、たぶん大きなところでは、あのぽわぽわした雰囲気にあると思う。

　性格の部分は、薬ではどうしようもできないので、ミナっぽさを表現できたらいいんだよな。

　素材を集めて、創薬をはじめる。

　ノエラが不思議そうに一度中を覗いたけど、「店番、頼むぞ」と言うと、「頼まれた」と言って店に戻っていった。

　色んな素材をかけ合わせていき、そして新薬が出来上がった。




【メイクマスクver.ミナ：顔にしばらくつけるとメイクが仕上がるフェイスパック。女性らしい柔らかで優しい雰囲気のメイク。ミナがモデル】




　メイク関係は男のおれにはよくわからないけど、ミナっぽくっていうなら、これで十分目的は果たせるはず。

「あるじ、赤いの、来た」

　ノエラがアナベルさんの来訪を教えてくれた。

「ちょうどよかった」

　おれは新薬を持って店へ戻る。

「お、おう……薬屋」

　アナベルさんは、ちょっと気まずそうに挨拶をしてきた。

　子供に懐かれたいっていうのは、恥ずかしい相談だったのかもしれない。

「できましたよ。これで上手くいくかはわからないですけど、最善は尽くしました」

「本当か!?」

「赤いの、あるじ、嘘つかない」

　ビシっとノエラが指を突きつける。

「懐かれるかどうかは……。けど、ミナっぽくなれるかもしれません」

「そ、そうか。一体どういう薬なんだ？」

「ミナ風のメイクができるフェイスパックです」

「め、メイクっ!?」

　普段化粧っけがないから、メイクすることにちょっとだけ抵抗があるらしい。

　……男みたいだな。

「赤いの、男みたい」

「こら」

　おれも思ったけど。

「いや……いいんだ。アタシのそういうところなんだろうな、きっと」

　さっそく試してみることになり、おれは【メイクマスク】を渡す。

　瓶の中に液に浸かっている半透明のパックが入っており、アナベルさんはそれを取り出して、ノエラが持ってきた鏡を見ながら、ぴたぴたと張っていく。

　すると、ふわぁっと【メイクマスク】が光った。

「る!?　光った!?」

「アナベルさん、取っても大丈夫ですよ」

「わかりました」

　わかりました？

　ぺりぺり、とマスクを剥がしていくアナベルさん。

「る？」

「んん？」

　おれとノエラは目を細めてアナベルさんをじいっと見つめた。

　…………色違いの、赤いミナがいる。

　髪型がポニーテイルだからアナベルさんだなってわかるけど、マジで色違い。

「な、なんですか。ど、どうなったんですー!?」

「る。これ」

　ささっとノエラがまた鏡をアナベルさんに見せる。

「す、すごいです。アタシじゃなくて……ミナになってます」

　おかしいな。ミナっぽくなるメイクってだけなんだけどな。

　創薬スキルの力で、特殊メイクの域に達してるんじゃ……。

　口調も、今までと違いかなりミナっぽい丁寧なものになっていた。

　よぉぉぉぉぉく見つめれば、顔にアナベルさんの名残がある。

　けどぱっと見じゃ本当にわからない。

「本当に、赤いの？」

「アナベルですよ、アタシは」

　るう？　とまだ疑っているノエラが棒を持つと、アナベルさんもとい「ミナベルさん」に打ちかかっていく。

「るっ！」

「甘いです！」

　ノエラの攻撃はミナベルさんに届くことなく、棒がバシっとはたかれてノエラは手を離してしまった。

「あるじ、ミナ、こんなのできない」

「ああ。間違いなくアナベルさんだ」

「よぉーし、これで町に行って子供たちに会ってきますね」

　メイクのせいか、顔立ちもミナそっくりで、表情も柔らかくなっている。

　意気揚々と店をあとにしたミナベルさん。

　おれとノエラは顔を見合わせてうなずいた。

　誰もいなくなるので、店じまいをさっさとして、ミナベルさんのあとを追いかけた。

「よお、ミナちゃん。さっき来たばっかだが、忘れ物かい？」

　商店の前を通りかかると、おっちゃんに声をかけられた。

「忘れ物じゃないんです。ちょっとだけ用事があって」

　うふふ、と微笑むミナベルさん。

　まずミナじゃないって否定しろよ。

「赤いの、不気味」

「そんなこと言うなよ」

　普段のアナベルさんとは言動がまるで違うから、ノエラがそう思うのも無理はない。

　町の広場にやってくると、遊んでいる子供たちが五人ほどいた。

「あぁー、ミナちゃんだ！」

「今日は何しに来たのー？」

　と、偽ミナを見かけると矢継ぎ早に質問を投げかけた。

「今日は、みんなと遊びに来たんです」

　やったー、と子供たちが声を上げた。

　ミナベルさんは、もしかすると子供好きなのかもしれない。

　普段は、物騒な仕事をしているせいで、目つきが悪く子供たちからも避けられるらしい。

　けど本当は、こんなふうにして遊びたかったのかもしれない。

「楽しそうだな」

「るー」

　子供たちと戯れるミナベルさんを眺めて、おれとノエラはほっこりする。

「アナベルってお姉さんいますよね？　みんなはどう思っているんですか？」

　あ、こっそり自分の評判聞いてる。

「怖い」

「目つき悪い」

　という意見がどんどん出てくるたびに、ミナベルさんの胸に突き刺さっていく。

「……けど、強い」

「うん。カッコいい」

「剣、振っているとこ見たことある！　スゴかった！」

　なんだ。

　ちゃんと見てるんじゃないか。

「そうでしたか～」

　超上機嫌になったミナベルさん。子供たちに別れを告げて兵舎のほうへ足を進めていく。

「あ。姐さん、何してんですかい？」

　ドズさんは騙されなかったらしく、一瞬で見破った。

「今から帰るところなんです」

「……上機嫌ですね。レイジの兄貴のおかげですかね」

　ミナベルさんのあとをドズさんがついていった。

　おれたちがそれを見守っていると、

「何してるんですか」

　と、急に後ろから声をかけられた。

「うわぁ!?　ミナ!?」

「あるじ、本物！」

「本物？」

　きょとんとするミナに、ミナベルさんを指差してさっきまでの経緯を説明した。

「そんなにそっくりだったんですか？」

　ぶんぶん、とおれとノエラは首を縦に振った。

「アナベルさんの悩みは、解消できたみたいだった」

「る。赤いの、機嫌よかった」

「そうでしたか～。さすがレイジさんですね」

　さすがにあんな効力があるとは思わなかったけどな。

「まさかレイジさん……そのミナベルさんのほうがいいかもなー？　なんて思ったりしてないですよね？」

「ないない。ミナベルさんは、たぶん料理できないしな」

「る。店番、できない。ノエラよりも。それ、致命的」

　おれたちは三人並んで店へと帰っていく。

「アナベルさんが、わたしのことをそんなふうに思っているなんて意外でした」

「うん。二人って、そこまで仲よくないもんな」

「レイジさんのせいですけどね？」

「え。おれ？」

「るるる？」

「なんでもありません」

　ふふふ、と微笑むミナも機嫌がよさそうだった。







　あとになってドズさんから話を聞くと、三日ほどミナベルさんになったまま直らなかったらしく、「この姐さんもこれでまた良き」という団員たちが増えたらしい。

「野郎どもが珍しがって、姐さんのところに行ったり来たりして、仕事にならなかったんでさぁ」と、やれやれといった様子で肩をすくめていた。










15　キリオドラッグ解散１




　それはとある日のこと──。

　何でもない一日だと思っていた。

　グリ子が何かを訴えるように、外で「きゅぉぉぉ」と鳴き声を上げている。

「グリ子、どうしたんだろう」

　腹でも減ったのか？

　店内でおれが首をかしげていると、ぴくぴく、とノエラの耳が細かく動いた。

「あるじ、いっぱい来る」

「お客さん？」

「知らない足音。いっぱい」

　知らない足音がいっぱい？

　やがてガシャガシャ、と重そうな金属音が聞こえてくると、大柄な騎士がやってきた。

　顎鬚、口髭を蓄えた渋そうなオッサンだ。

「店主。店主はおらぬか」

「はい。僕がそうですが」

　騎士のオッサンの後ろには、店先で待機している部下らしき騎士が一〇人ほど。

　騎士のオッサンは、じろりと店内を見回し眉をひそめた。

「私はドニス・イルドランスという。アンボメス侯爵様にお仕えする騎士の一人だ」

「は、はあ……僕はレイジといいます」

　どうも、とおれは小さく会釈をする。ノエラは剣呑な気配を察してか、おれの後ろに隠れながら警戒の眼差しを送っていた。

　アンボメス侯爵？　はじめて聞く名前だ。

　エレインのところは伯爵家だから、それより格上の貴族様なんだろうってことはわかる。

「隊長。外に厩舎があります。そこにグリフォンが──」

「うむ。ここで間違いないな」

　うなずくドニスさんにおれは尋ねた。

「あの、薬のお買い求めですか？」

「……危険な魔物を飼っており、魔族の男が出入りするという店はここだな」

　有無を言わさない圧がある。

　薬を買いに来た客じゃないってことは、すぐにわかった。

　この町やおれの店に馴染みがない客が見れば、そう見えるのかもしれない。

「危険って、そんな──。あのグリフォンは生まれたときからずっと育てていて、今まで誰かの迷惑になったり、被害を出したことはありません」

　魔族の男ってのは、エジルのことだな。

　これは否定できない。

「これからもそうだと保証はできぬ。魔物使いというわけでもないだろう、君は。何かあってからでは遅い。魔族の男もそうだ。ここによく出入りをしているという」

「何が言いたいんですか」

「魔王軍との争いが絶えぬ状況を鑑みれば、この店は怪しいと言っている。魔族の何らかの拠点となっているのではないか」

「そんなわけないじゃないですか」

　何を言い出すんだ、このオッサン。

　おれはため息をひとつついた。

　エジルが今いなくてよかった。いれば余計ややこしくなっていただろう。

「その確認に来たんですか？　なら、もう用は済んだでしょう？　お引き取りください」

　ドニスさんは、懐から丸められた羊皮紙を取り出して広げてみせた。

「グリフォンと魔族の男を引き渡してもらう。アンボメス侯爵からのお達しだ。『カルタの町外れにある店は、魔族の拠点となっており、我々人間の情報を集めている危険な店である』とな」

「そんな強引な！　待ってください。そんな事実どこにも──」

　ここはバルガス伯爵領だ。どうしてそんな余所の侯爵が今さら。

　しかも酷ひどい言いがかりだ。

　ドニスさんはおれの言葉も聞かず、背後を振り返りあごをしゃくる。部下の三人が、厩舎のほうへ向かった。

「るッ」

　走り出したノエラが店を出ていった。

「わっ」

「何だ、獣人」

「何をしている貴様」

　騎士たちの声がすると、バサバサ、と翼を鳴らす音がした。

「た、隊長！」

「何だ」

「に、逃げられました！　獣人の娘が厩舎から連れ出し、そのまま飛んでいき──」

「何ィ？」

　ドニスさんがギロと睨むと、部下の騎士の顔が強張った。

　ノエラが逃がしてくれたんだ。

　あのままならグリ子は連れていかれてしまっただろう。

「レイジとやら、逃げたグリフォンも、魔族の男も引き渡せ。魔族の拠点でないというのであれば、できるであろう」

「あいつは、たしかに魔族ですけど危害を加えるようなことは何も」

　魔王としてのエジルがどうかは知らん。

　けど、ここに通っているバイトのエジルは、何もしてない。

「貴公に取り入り、魔族の利となる情報を集めているのだ」

　そんなわけ……。

「上手く取り入ったようだな。どうやら、貴公は知らなかったらしい」

「──そんなわけないだろ！　エジルはそんなことしない！　グリ子だってそうだ。勝手に来て、勝手にあんたたちの被害妄想押しつけてくんじゃねえ！」

　怒りで目の前がチカチカする。吐く息が震えているのがわかる。

　震えているのは息だけじゃなくて、手も膝もそうだった。

　ドニスがすらり、と抜いた剣を目の前に突きつけてくる。

　ビビりそうなところを、奥歯を噛んでぐっとこらえた。

「……『危険な店』というのは、何もグリフォンや魔族が通う拠点だからというだけではない」

　何が言いたいんだ。

「コレに見覚えは？」

　また懐から何かドニスが取り出した。

　それは、おれがよく知っている物だった。

【強カプシン液】【ストレンス・アップ】【小さな巨人】【パララ・ライ】。

　この組み合わせを見た瞬間、おれは何が起きたのか察した。

【強カプシン液】は強烈な催涙効果をもたらす。

【ストレンス・アップ】は一時的に物理攻撃力を高める。

【小さな巨人】は一時的に体を小さくすることができる。

【パララ・ライ】は、動物や魔物を麻痺させる効果がある。




「我らの町を強襲した盗賊団の所持品から多数発見された。常々危険にさらされていた町の警備は厳重であったが、『どこからともなく』彼奴らは現れ、町に火を放ち、物資を奪い、被害をもたらした。我らの仲間が幾人も、彼奴らの手にかかったのだ」




　目の前が真っ暗になった。

　町を守る赤猫団用に創薬したものだったり、対魔物用に開発したものだった。

　買いに来た本人、もしくはそれを受け取った第三者が、悪用したんだ。




　おれは、おれの薬が正しく使われるものだとばかり思っていた……。




　ドニスは店をどうやって割り出したのかを語っていたけど、全然耳に入らない。

　魔族を匿っていないか、と家探しをされた。ミナの小さな悲鳴がして、しばらくするとドニスたちは店を去っていった。

「店の評判は風の噂で聞く。だが、こうなった以上はもう致し方ないのだ」

　そんな言葉を残して。

　おれはしばらく立ち尽くしたまま動けなかった。

　おれの薬が悪用された。

　グリ子とエジルを引き渡せなんて、そんなこと、できるはずない。

　おれがこの店の主で、おれの判断でエジルを雇って、おれの責任でグリ子を育てた。

　おれが守る。みんな。

　視界に入っていたミナが、おれを呼んでいる。

「──さん？　……レイジさん。──レイジさん！」

　ようやく焦点がミナに合った。

「あ、ああ、ミナ……」

「騎士の人たちに話を聞きました」

　酷い顔をしていたんだろう。

　ミナは何も言わずにおれを抱きしめた。

「……大丈夫です。きっと大丈夫です……」

　ミナ自身も不安で心配でちょっと泣いているくせに、おれを励ましてくれた。

　戻ってきたノエラもおれに抱き着いた。

　グリ子はエレインの屋敷に預けてきたそうだ。

　どうしたらみんなを守れるのか。

　それだけを考えていた。










16　キリオドラッグ解散２




　その日からキリオドラッグは臨時休業に入った。

　そして今日は、キリオドラッグの全員を集めて会議をしていた。

　預けていたグリ子を引き取りにいき、シフトが入っていたエジルとビビにも今回のことを説明した。

「愚かなニンゲンめ！　余が滅ぼしてくれるッ！」

「待て待て。余計に話がややこしくなるだろ」

　いや、本来それが目的っていうのは知ってるけど。

「それで……レイジくん、どうするの？」

　怒りをあらわにするエジルとは違い、ビビは心配そうだった。

「グリ子もエジルもあいつらに渡さない。誰も欠けさせたりさせない」

「先生……」

「レイジくん……」

　二人とも感激したような目でおれを見つめてくる。

「先生、余もアンボメス侯爵というのは耳にしたことがあります。大都市を中心とした領地を持つ貴族だそうで」

「そのへんについては……」

　まだ来ないのか、と外を窺うと、ちょうど馬車が止まった。

「みなさんご機嫌よう」

　エレインがレーン執事の手を借りて馬車から下りてきた。

　グリ子を引き取りに行ったときに、ひと通りの説明をバルガス伯爵にはしていたのだ。

　おれは挨拶もそこそこに切り出した。

「さっそくだけど、バルガス伯爵、どうだった？」

　ふるふる、とエレインが首を振る。自慢の縦ロールがふわふわと動いた。

「抗議をしにアンボメス卿のところへ行ったのですけれど……取りつく島もなかったようですわ」

　おれが説明したときには、使者を送るって言っていたけど、自ら行ってくれたようだ。

「『力になれずすまない』と、お父様が……」

「そうか。バルガス伯爵には、お礼を言っておいてくれ」

　バルガス伯爵曰く、アンボメス侯爵がキリオドラッグが危険な店だと勘繰るようになったのは、盗賊が町を襲うのに商品を使っていたからだという。

　それから調べていくと、グリフォンを飼い、魔族が通う場所だと判明し、危険な店だと判断したということらしい。

　そのような危険な店、自領だろうが他領だろうが関係ない、と。

　薬の開発者ってだけで捕縛されても文句は言えなかっただろう。

　ドニスは風の噂で店のことは聞いたことがある、と言っていた。危ない店ではないと、知っているふうでもあった。

「レイジ様、お覚悟をお決めください。バルガス家の婿になる、というお覚悟を！」

「何でそうなるんだよ」

「マキマキ、ノエラ、あるじ渡さない！」

「ノエラさんではどうにもできなくってよ！」

「るうううう！」

「むうううう！」

「やめい」

　ビシ、ビシ、とノエラとエレインの頭にチョップをする。

「ですが……レイジ様、これが一番現実的な手段ですのよ？　お抱え錬金術師になれば少々のことならバルガス家が後ろ盾になってあげられますの」

「薬師な、薬師」

　でも、キリオドラッグ全員を、というわけではないだろう。

　バルガス家でお世話になるにしても、ノエラとミナ……それがせいぜいだ。

「先生。余のことはお気になさらないでください。余がここへ通っていることを勘づかれたのがマズかったのです」

「キリオドラッグのメンバーは不変だ。誰も欠けないように最善を尽くす」

　うるるるるる、とエジルが瞳にいっぱいの涙を溜めた。

「余は、いい師を持ちました……！」

「弟子にした覚えはないけどな」

　エレインの案に乗っかると、今度何かあれば、後ろ盾となってくれるバルガス家に迷惑がかかってしまう。

「エレイン、魅力的な提案だけど、何かあったときバルガス家に迷惑はかけられない」

　ほぅ、とミナが安堵したようなため息をこっそりついた。

「マキマキ、残念だったな」

「モフ子、エレインを煽るな」

　ビシ、とまたノエラの頭にチョップする。

「レイジくん。きゅーちゃんのことも、エジルくんのことも、向こうが言う無実を証明することはとっても難しいと思うよ……？」

「ああ。そうなんだよな……」

　やらないことは証明できない。信用してくれといっても、魔物と魔族。

　第三者が客観的に見て信用に足る材料を用意できても、おれの薬で害を被ったアンボメス侯爵が信用してくれるとは思えない。

「キリオドラッグ、解散するしかないのか……」

　むうう、とおれは腕を組む。

「び、ビビさんがネガティブ発言をするから、レイジさんがそれに引っ張られていますー!?」

「違うよ、ミナちゃん。ボクが言ったのは、リアル。ニンゲンとはなんぞや、という哲学ですらあるよ」

　そうは言ってないだろ、絶対。

「先生、断腸の思いですが、しばらく余が通うことをやめればどうでしょう」

「いや、見なくなったら見なくなったで、何かしらイチャモンをつけてくるだろう。隠してるとかなんとか言ってな」

「チッ。なぜニンゲンは同じ種族でこうも足を引っ張り合うのか」

　嘆くようにエジルが首を振ると、ビビは得意げに胸を張った。

「ほらー。やっぱり哲学」

　エジルもグリ子もこのまま……となると……町外れとはいえ、ここにいられないのかもしれない。

「なあ、ビビ、一個頼みたいことがある」

「え、何!?　珍しいね、レイジくんがボクに頼みごとなんて！」

　珍しいというか、はじめてのような気がする。

　おれは用件をビビに伝えると、「任せてよ！」とふたつ返事で胸を張った。

「アンボメス卿はなんて酷い貴族なのでしょう。わたくし、見損ないましたわ」

　ぷんぷん、とエレインが怒っている。

「盗賊に渡した者が悪いのですわ。レイジ様は顔のわからない相手にはお薬は売りませんもの」

　出張店舗をやったりするけど、薬を売るのは、基本店にやってきた人に対してだ。

　……。

「なあ、ミナ。あとで確認したいことがある」

「え？　わたしにですか？　いいですけど、何でしょう」

　不思議そうにミナが首をかしげる。

「エジルも」

「ん？　余もですか？　まさか、今回の件を侯爵に謝罪し余に自爆しろとおっしゃるのでは」

「そんなこと言わねえって」




　考えてみた。キリオドラッグのことを。

　キリオドラッグってのは何なのか。




「ミナ、おやつ。ノエラ、もらった焼き菓子ほしい」

「わかりました。そろそろお茶を淹れましょうか」

「ボクも手伝うよー」

　ミナとビビが席を立ちキッチンのほうへ行く。

「ノエラ、グリ子見てくる」

「わたくしも行きますわ～」

　二人もお茶の準備ができるまで席を外した。

「エジル。おれは創薬をやめたほうがいいのかな」

　エジルと二人きりになると、思わず弱音をこぼしてしまった。

「フン。それこそ愚かなことです。先生」

　手慰みに、エジルが店に設置してあるリクエスト箱を開けて中を確認していく。

　真面目な話になると、エジルが一番話しやすい。

「これも。こっちもだ……」

　エジルはぶつぶつつぶやきながら十枚ほどのリクエスト票を集めた。

「先生の名声が高まり、こんなに下民の声が集まっているのです」

「下民って……」

　苦笑しながら、おれはエジルがおれの前に置いてくれたリクエスト票を見る。




『ポーションのおかげで怪我がすぐ治りました。ありがとう！』

『洗剤のおかげで家事がとっても楽です！』

『とても便利な薬をいつもありがとう』




　目がうるんだ。視界がぼやけて手元が見えなくなった。

「……っ」

「先生、悪いのは誰ですか。先生ですか？　いいや。悪事を働く者です。ただ今回は悪意あるニンゲンの手に先生の薬が渡ってしまった──それだけのこと。先生が心を痛める必要はまったくありません」

　リクエスト票を見ては、エジルがより分けていく。まだまだ『リクエスト』はあるらしい。

「ナイフで人が殺された場合、悪いのはナイフを作った者ですか？」

　気にしなくてもいい──とエジルが言っている。

　でも、おれが薬師を続けるのなら今後の対策は考えないと。

「エジル、ありがとな」

「やめてください、先生。付き合いが長くなれば、恩のひとつを返すことくらいありますよ」

　そう言って笑った。
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　エレインがボソっと言った話を聞いたおれは、作戦を考えた。

　その話というのは、日本人的に言うと、お歳暮、お中元の話である。貴族もそういうものを送り合い、機嫌を取っているようだ。

　これはワンチャンあるぞ。

「余が幻覚魔法を使えば、ニンゲン風情思いのままに……」

「いいんだ、エジル。もし魔族であるおまえが協力しているとわかれば、おれたちの心証が悪くなる」

「今回に限り、余は関与するべきではないようですね」

　渋い顔をして、エジルはため息をついた。

　外からグリ子の声が響いた。この前の警告するような鳴き声だった。

「あるじ。また来た。この前の足音」

「このタイミングかよ。ノエラはグリ子を頼む」

「る！」

「エレインはノエラと一緒にグリ子で避難を」

「わかりましたわ」

「レイジさん、わたしは、わたしは何をしましょう？」

　ミナは自分を指差している。

「ええっと……ミナは、霊体化したらいいよ」

「そんなぁ……わたしもお手伝いしようと……」

　しょぼん、と肩を落としたミナは、奥へ消えていった。霊体化するとこの家の主人じゃないと見えないって話だから、この前の騎士たちが踏み込んできてもわからないだろう。

「レイジくん、ボクは!?」

「おまえは帰ってよし」

「なんで!?　帰らそうとしないでよぅ」

「おまえがいてもしょうがないだろう？　あ、エジルもだぞ。早く──」

　と言って見回すけど、もう姿はない。

　い、いねえ。逃げるの早っ。

「レイジくんは、どうするの？」

「ま、大丈夫だ。心配すんな」

　帰り支度を進めるエレインに、おれはひとつ頼み事をした。

　これで何かあっても、逆転の目は残る……はず！

　心配そうなビビを帰らせると、急に店がガランとしてしまった。

　……何だか寂しいな。

『お客さん』が来るまで、ポーションでも作ろうか。

　創薬室に入ると、ふわわわわ～、と霊体化しているミナが天井に現れた。

「レイジさん……」

「おれ、考えたんだ。『キリオドラッグ』って何なのか」

　手を動かしながら、ひとつ、またひとつとポーションを作っていく。

　バッサバッサ、とグリ子が羽ばたき、飛んでいくのが見えた。ノエラとエレインがその背に乗っている。

「『キリオドラッグ』……ですか」

「うん」

　そのとき。

　ガシャガシャ、と足音がして、創薬室の扉が明けられた。

「レイジ・キリオ！　グリフォンと魔族の引き渡しに応じなければ、我が主、アンボメス様は貴公を罪に問うと仰せである！」

　入口に立っていたのは、先日のドニスだった。

「……騒々しいですね。仕事の邪魔をしないでください」

「話す気はないか？」

　これが最後のチャンスだ、と言いたげな表情に、おれはだんまりを決め込んだ。

「連れて行け」

　冷たい声で指示をすると、騎士が中に入って来て、後ろで両手首を縄でくくられた。

「──レイジさん！」

「大丈夫。おれは大丈夫だから」

　心配そうなミナにおれは言うと、両腕をゴツい騎士に抱えられ、外に連れていかれた。

　何も抵抗するつもりはないっていうのに、ずいぶんとキツく腕を掴まれた。

　この人たちの腕力や握力があれば、おれの腕なんて軽く折れるんじゃないか？

　騎士の再訪がよっぽど心配だったらしく、アナベルさんとポーラが様子を見に来ていた。

　連行されるおれを見て、声を上げて騎士たちに抗議をしていたが、そんなものが通るはずもなく、おれは馬車に押し込められた。







　到着したのは大都市だった。

　ここがアンボメス侯爵領のようで、おれはその屋敷にある地下牢へ連れていかれた。

「しばらく考えるといい」

　去り際に、ドニスはおれにそう言った。

　それから、一日に一度、交換条件を出すアンボメスの使いが現れた。

「アンボメス様は、貴様の実力を高く買っておられる。アンボメス様直属の薬師として、主人の望む薬を作れ。それが約束できるのであれば罪は不問すると仰せだ」

　大罪を理由に、おれを囲っておきたかっただけか。

　最初こそ断りの言葉を口にしていたけど、いい加減面倒になって使者の話はほとんど無視していた。

　エジルの居場所を吐け、とか。あの店の本当の役割は何だ？　とか。拷問されるのかと思ったけど、そんなこともない。

　地下牢での待遇は最悪だけど、暴力を振るわれないのは、不幸中の幸いと言えた。







　時間感覚がなくなったので正確かどうかは怪しいけど、地下牢に入って一週間ほど経ったある日。

　ドニスが顔を見せた。

「出ろ。アンボメス様が貴様に会うと仰せだ」

「……」

　地下牢の錆びた鉄扉がギイと音を立てて開いた。

　手首から伸びる縄をドニスが引き、両脇を部下の騎士が固めた。

　地下を出て、連れていかれた先は、執務室のような場所だった。恰幅のいい貴族が大仰な机の前に座っている。

　あの人がそうらしい。

「君が、レイジ・キリオか」

「はい」

「このままでは、私は君に死罪を言い渡さねばならん。わかるかね」

「……」

「私の部下となれ。盗賊被害が大きく、それは君が作った薬が助長している。看過できない問題である。──が、レイジ。私はそれを、君が部下になることで見過ごしてやろうというのだ」

　もしかすると、魔族が店に通っていたという状況は、アンボメスにとってはいい口実になっただけなのかもしれない。

「答えを聞こうか」

「何度同じことを訊かれても、答えはノーです」

「死ぬつもりか」

「それは、困ります」

「では答えはひとつではないか」

「……僕は、特定の人の利益のために薬は作りません。みんなが、楽しく豊かに暮らせるための薬。作りたいのはそれだけです」




　そうだ。『キリオドラッグ』ってのは、そのための店だ。




　ノエラがいて、ミナがいて、ビビがいて、エジル、グリ子がいる。

　常連のポーラやアナベルさん、ジラルにエレイン、クルルさんとリリカのエルフ兄妹。

　おれがいて、みんながいる。それが『キリオドラッグ』だ。




　鼻白んだようにアンボメスは顔を歪めた。

「もうよい。時間の無駄だ。バカには話が通じなくて困る」

　顎をしゃくると、ドニスが縄をぐいっと引っ張る。

　出ていこうとすると、外からドタバタ、と雑な足音が聞こえた。

　ドンドンドン、と慌てたように扉がノックされる。

「入れ。何だ」

　アンボメスが機嫌悪そうに言うと、入ってきた使用人は、汗をだらだら垂らしながら「あの、あの、その」と屋敷の出入口を指差しながら、言葉を継げないでいた。

「落ち着かれよ。どうしたのだ」

　ドニスが尋ねると、一度深呼吸して使用人は言った。

「陛下が、おみ、お見えです……」

「へっ、陛下が──っ!?」

　ガタリ、とアンボメスが席を立った。

「で、出迎えねば──」

　血相を変えたアンボメスは、邪魔だ、と使用人を手で押しのけ執務室から出ていった。

　主を見送ったドニスがおれに目をやった。

「強張った表情がいくらかゆるんでいるようだが」

「気のせいですよ」










18　キリオドラッグ解散４




　きゅぉー、と外から聞き慣れた鳴き声がすると、廊下のほうからも声が聞こえた。

「陛下がわざわざ面と向かって会話をするような輩では……」

「よい。気にせぬ」

「で、ですが……」

「余が話してみたいのだ」

　ドニスたちが片膝立ててしゃがむと、同じようにおれもしゃがまされ、強引に下を向かされた。

　扉がノックされ、すぐにその人は中へやってきた。あとに続いたアンボメスが、「ささ、こちらへ」とソファへ案内をしている。

「みな顔を上げて楽にしてくれ」

　まだ若い精悍な声だ。

「国王陛下が仰せだ。顔を上げい」

　偉そうなアンボメスの声が続いた。

　おそるおそる顔を上げると、若王と言って差し支えのない青年王がソファに腰かけていた。

「そなたが、カルタの薬師か」

「はい」

　おそらく同年代。口や顎に髭があるからそう思うだけで、それらを剃った顔はもっと若いのかもしれない。

「拘束を解いてやれ」

「しかし、陛下。この男は……」

「よい」

　ははぁぁぁぁ、と大げさに頭を下げたアンボメスが、くいくい、と顎をしゃくると、縄が解かれ、両脇にいた騎士が距離を取った。

「バルガス伯爵から、いつも特殊な薬をもらっていてな」

「ば、バルガス伯爵、から？」

　アンボメスが尋ねると若王はうなずいた。

「ああ。はじめは、当然警戒をした。何せ送られてきたのは薬。毒でも盛られやしないかと肝を冷やした。が、鑑定士曰く、この世にまたとない逸品なのだと驚いていた。またとないそれが、定期的に送られてくるのだから、さすがに驚いた。誰が作っているのだ、とな」

「……」

　何の話かアンボメスが察した。

　おれがエレインから聞いていた話は、バルガス伯爵がことあるごとに王家へお土産を送っているという話だった。そういうときは、地域の産物や珍しい品を送るのが普通らしいけど、バルガス伯爵は、おれの薬を送っていたようだった。

　バルガス伯爵に、今回の件を国王に知らせてほしいと、おれはエレインに頼んでいたのだ。

「アンボメス卿。彼は罪に問われているようだが、余に免じて許してやってほしい」

「へ、陛下、恐れながら、この薬師は魔物を飼い魔族の男を出入りさせていた大罪人にございます。無罪放免というのは、さすがに……」

　よく言うよ。交換条件を呑めば不問に処すって言ってたくせに。

「ずいぶん前から、『キリオドラッグ』のことは存じておる。魔族が出入りしているのも、承知の上だ」

「それを黙認されていたのですか」

「最初は、その魔族が作っているのだと余は思っておったが、作っているのは人間の青年だとすぐにわかった。以来、何も異変は起きていない。調べさせたが、その魔族も、おかしな行動は何もしていなかった。アンボメス卿、何をしていたと思う？」

「何を……？　破壊工作の準備などでしょうか」

　はっはっは、と若王は笑った。

「働いておったのだ。店の一員として」

「はたら……へ？」

「何かするにしても、カルタの町で騒動を起こしてどうする？　やるならここや王都でするだろう。片田舎で破壊工作も情報収集も何もないであろう」

「さ、さすがは陛下！　ご賢察、恐れ入るばかりでございます」

　アンボメスはにこやかに揉み手をしていた。

「たしかに、魔王軍との戦いでは、魔族は敵である。だが、敵は魔王軍であり魔族個人ではない」

　若王様、すげーいいことを言ってくれる。その通りだけど、あいつがその長だからなぁ。

「よって、害のない魔族だと余は判断し、黙認しておったのだ」

「なるほど、なるほど、賢明なご判断でございますなぁ」

　若王様が、完全におれの擁護をしていると察してから、アンボメスは若王様のイエスマンになっていた。変わり身が早ぇ。

「その件に関しては、許してやってほしい。キリオドラッグに通っておる魔族は、悪いモノではない」

「は、ははぁぁぁ……」

　うんうん。ノエラをどうこうしたいっていう、下心しかないからな、あいつ。

「何より、余は楽しみにしておるのだ。彼の作るポーションを」

　目が合うと、若王様はにっと笑った。

「ありがとうございます」

　おれは小さく頭を下げた。

「陛下、この町が盗賊被害に遭ったことはご存じでしょうか？」

　おれが尋ねると、何を言い出すのか、とアンボメスが警戒の顔色をする。

「うむ。多数の被害が出たことは聞いた」

「経緯はどうであれ、きっかけとなったのは私の薬です。おそらく、買った者の中に盗賊に横流しをした者がいて、結果、多くの被害を出してしまいました。私はこれを重く受け止めています」

　人の悪意を久しぶりに垣間見た。

　重く受け止めたし、何よりショックだった。周囲の人たちが穏やかで優しいから、その分余計に。

「賊は賊である。そなたが責任を感じる必要はない」

　エジルも同じことを言った。でも、このままじゃ、またおれの薬は誰かに悪用される。

　それは嫌だった。

　何か対策をしないと。

　あの日からずっと考えていたことだ。

「これまで通り薬を作ることをやめようと思います」

「き──貴様、陛下が楽しみにされておる薬を作らぬと言うか！」

　目を剥いたアンボメスが食ってかかる。

　けど、若王様がそれを制した。

「待て、アンボメス卿」

「は、ははぁぁぁ……」

　おれは正直に話すことにした。

「誰かのためだったり、生活を豊かにしたり楽にしたりする薬が、悪人に使われる……これはあってはならないことです。あの薬を作らなければ、被害は出なかったでしょう。それが耐えられません。同じように創薬し販売していても、価値を知った者が転売や横流しをし、悪意ある第三者の手に渡ってしまうことが今後もあるでしょう。なので……」

　みんながおれの話を聞いてくれていた。




「店をたたみます。今日で閉店です」




　こんなことを自分の口から言う日が来るなんて、思ってもみなかった。

　みんなとの思い出が脳裏をよぎり、涙で視界がくもった。

「……そうか。残念だ。だが、そなたのような者だから、あれらの薬が作れたのかもしれぬな」

　肩を震わせるおれに、若王様はいくつか慰めの言葉を投げかけてくれた。それから念を押すように、おれの無罪放免をアンボメスに言いつけて、部屋を出ていった。

　もうおれに用のなくなったアンボメスが騎士に何か言って下がらせた。

「見事なお覚悟でした」

　ドニスはおれにそう言って部屋を出ていった。

　やってきた使用人に門の出口まで送られると、ノエラとミナが待っていた。

「あるじ！」

「レイジさん！」

　駆け寄ってきた二人を抱きしめた。

　一週間ぶりくらいなのに、何年かぶりの再会に感じた。

「あるじ、あるじぃぃ……」

「レイジさん、よかったです……本当によかったです……」

「ごめんな、心配かけて。ごめんな……」

　わんわん泣く二人の顔を見て、安心しておれも涙がまた出てきた。

　なぜか門番もぐすん、ともらい泣きしていた。










19　キリオドラッグ解散５




「ノエラ、おっちゃん、マキマキ。三人で、王都いった」

　とノエラが言った。

　おっちゃんってのは、たぶんバルガス伯爵のことかな。

　街を出たところで、空からグリ子が下りてきた。

　グリ子の背に乗って、移動をはじめたあたりで、おれはこれからのことを二人に話した。

「店を閉めようと思う」

「るぅ……」

　それ以上の返事はなかった。

　思えば、おれとノエラの二人しかいなかった。

　そこに、ミナが加わって、エジルがやってきて、ビビがバイトするようになって、グリ子が生まれた。

「店なくす、イヤ。ノエラ、イヤ……」

「ノエラさん……」

「きゅぉぅ……」

　と、グリ子まで悲しそうに鳴いた。

　住み家は、今ビビに頼んでよさそうなところを探してもらっている。

　森の中で、と限定したので、今よりもっと不便になるだろうけど、それくらいがちょうどいいと思う。

　店まで帰ってくると、エジルとビビが待っていた。

「先生、おかえりなさいませ！　よくぞご無事で！」

「レイジくん、よかったよぅ……また会えて」

　帰りを喜んでくれる二人。

　今後の話をみんなにしようとノエラに声をかけたけど、聞きたくないのか、逃げるようにして部屋のほうへ行ってしまった。

「ノエラさん、ここが大好きなんですね」

「おれもだよ、ミナ」

「何、言ってるんですか、わたしもですよ」

　ミナが涙を指先でぬぐう。

　店舗内を振り返り、思い出に浸っていると、また泣きそうになった。

　涙が引っ込んだあたりで、おれは残りの二人にもこれからのことを伝えた。

「エジル、ビビ。おれは、これまでみたいに薬は作らない」

　エジルもビビも、何も言わなかったけど、ややあってエジルが口を開けた。

「……先生が、そうおっしゃるのであれば、余は従います」

「だから、レイジくん、ボクに森の中を……？」

「新しく家を作れそうなところ、見つかったか？」

「うん。森の中だけど、近くに湖があって」

「おまえんちの近くじゃねえか」

「えー、いいじゃん、いいじゃん！　ご近所さん、いいじゃんー！」

　わかった、わかった、とおれはビビを宥めた。

「先生、これからは、森暮らしをされるので？」

「そういうこと。……エジル、その家に隠蔽の魔法を使ってほしい。何かの噂を聞きつけて、強引に薬を作らせようって輩やからが来ないとも限らない」

「承知しました。……先生、引っかかっていたのですが『これまで通り作らない』ということは、作るには、作るのですか？」

「あー……まあな。でも、商売はしない。本当に必要な人に、必要な数だけを作ろうと思う。だから、もう店じゃないんだ」

「なるほど。どうして先生が薬を作らない、と断言しないのかわかりました」

「困っている人がいれば、作るってだけの話だ」

「読めました。……特定のニンゲンだけに、先生の新居が見えるように、もしくは辿り着けるようにすればいいのですね」

　こいつは、おれが言う前に理解してくれるな。

「うん。そういうこと。誰でも来れる場所じゃなくて、特定の人のみ。一見さんお断りにしようと思う」

　それを薬屋とはもう言わないんだろう。

　でも、おれが見て聞いて、困っていると判断すれば、薬は必要な数だけ作る。商品にはしない。

　それが一番じゃないかと思った。

「レイジくん、それならここでもいいんじゃ……」

「もし何かのはずみで見つかったら、今まで通り営業してるって思われるだろう？」

　で、たぶんおれは事情を聞かされれば、きっと薬を作ってしまうだろう。

「なくなったことにして場所を森の中へ移す。そして、一部の人たちだけにはそのことを伝える……ということでしょうか？」

　ミナがまとめてくれた。

「そういうこと。なくなったことがわかりやすいように、最初は、ここを解体したほうがいいと思ったんだ。けど……」

　ノエラが悲しむし嫌がる。おれも悲しいし、ミナも悲しい。

「引っ越しするだけにしようと思う」

　こそっとノエラがこっちを覗いていた。たぶん、さっきまでの話をずっと聞いていたんだろう。

「ノエラも、それでいいか？」

「わかた」

　ちょいちょい、と手招きすると、ノエラはおれに抱き着いた。

　これで、キリオドラッグは閉店だ。







　三か月後。

　大工のレジェンド、ガストンさんたちに森の中に家を建ててもらった。

　日差しが入り込むこともある、爽やかな森林浴ができるいい森だった。

　新居から歩けば一〇分ほどでビビの湖があり、そこから流れる川があり、山菜や薬草なんかも採れる。

　新居完成までのしばらくは、エレインの屋敷で寝泊まりさせてもらっていた。

「わたしの……わたしの頼んでおいた通りのキッチン……！　か、感激です～！」

　意見を取り入れたらしい最新キッチンにミナが目を輝かせていた。

　新居に引っ越してからもう三日経つのに、毎回同じことをミナは言う。

「ミナのおかげだよ。おれ、あんなにお金があるなんて全然知らなかったし」

「えへへ。わたし、貯金が趣味といっていいほど、貯めるのが好きなんです。といっても、レイジさんに浪費癖はないですし、使う何倍もの収入がありましたから」

「そして今は無職、と」

「そうですよ、レイジさん。おうちでぼんやりしているだけじゃ、ダメなんですから」

　いたずらっぽく怒ったような表情をしたミナは、最後にふふっと笑った。

「無駄遣いしなけりゃ、しばらく自由に暮らせるんだろ？　まあ、ぼちぼちやっていくよ」

　しょうがないですね、とまたミナは笑い、キッチンで何か作業をはじめた。

　手伝うことはないか訊いたけど、座ってていいそうだ。

　外ではグリ子とノエラが遊んでいる声が聞こえた。

　グリ子の声がわからないと不便なときだけ、【トランスレイターＤＸ】を作っているため、もうずいぶん声を聞いていない。

　エジルに隠蔽魔法とやらをかけてもらったので、誰かが近くを通っても気づかれることはないそうだ。予定通り、特定の人にだけ見える隠蔽看破の魔法をかけてある。

「うはっ。ちょーいい家じゃん！　あーちゃん、見て見て」

「見てる、見てるから服を引っ張んじゃねえ」

　とまあ、こんな具合に普通に見つけられる。

「はろー、はろー。新築パーティもうやってるの？」

　ポーラが、どん、とワインボトルをテーブルに置いた。

「見りゃわかるだろ。今ミナが準備してんだよ」

「薬屋、元気そうだな」

「アナベルさん、遠くからありがとうございます」

「なんかレーくん、うちだけ扱い違くない？」

　アナベルさんからは、昨日狩ったばかりの猪肉の塊をもらった。

　ううん、これはミナにパスしよ。

　肉の塊に困っているミナを見かねて、アナベルさんが言った。

「あんたじゃ、わかんねえだろ。手伝うよ」

「あ。ありがとうございます」

　……おお。珍しい。キッチンに、ミナとアナベルさん。

　何かと張り合ってるのに、今日は平和だ。

「なあ、薬屋。他は誰が来るんだ？」

「ええっと……」

　教えようとすると、外からまた声が聞こえた。

「遠いですわぁぁぁぁぁぁ！　不便ですわぁぁぁぁぁぁぁ！」

　元気な縦ロールですこと。

　思った通り、次にやってきたのはエレイン。それからウサギ亭のレナだった。

　挨拶もそこそこに終わらせると、エレインはソファに横になった。

「わたくし、疲れましたわ……」

「お嬢様、そんなこと言わないでさ。庶民はこの程度の距離、なんてことないんだよ？」

　ひょこっとノエラが窓から顔を出した。

「マキマキ、レナ、来た」

「狼ちゃん、来たよ～」

「ノエラさん、わたくし、ここへはもう来れないかもしれませんわ……過酷ですわ……」

「ノエラ、一向に構わん」

「構ってくださいまし！」

　じたばたとソファで足をバタつかせるエレインを見て、レナとノエラが笑った。

　お邪魔します、と入ってきたのは、エルフのクルルさんとリリカの兄妹だった。

「レイジちゃん、僕を新居に招いてくれるなんて……！　感無量過ぎる……！」

　クルルさんは、ハンカチで涙をぬぐいはじめた。そんなに嬉しかったのかよ。

　横目にそれを見たリリカは、小さくため息をついた。

「こんな感じで、ずっと泣いているのよ。困ったものよね。それはともかく、呼んでくれて、ありがとう……」

　ん、とぶっきらぼうにリリカは果物が入ったバスケットを突き出した。

「サンキュー。なんかみんなにもらってばっかで悪いな」

「レーくん、もらっときなって。それくらいさ、みんなレーくんのこと好きなんだよ」

　にこにこしながらポーラが言うと、顔を赤くしたリリカが両手と首を振って否定した。

「ち、違う。そういう意味じゃないわよ！」

　次は、ジラルとフェリスさんの二人がやってきた。

「おぉー、ジラル。よく来たな」

「いや、マジで、レイジくん遠いよ」

「ま、そう言うなって」

「町を震撼させた事件も、無事に終わってよかったよ」

「心配かけて悪かったな」

　ジラルと握手をして、お互いの背中を軽く叩いた。それを見たクルルさんが目を剥いていた。

「レイジちゃん、こ、この男は……!?」

「友達のジラル」

「僕には、握手も背中トントンもしてくれなかったじゃないか!?」

「いや、だって別に友達じゃないし……」

「あぁ──────────！　聞きたくない、聞きたくない！」

「兄さん、騒がないで。もう、ほんとに恥ずかしい……」

　ゲシ、とリリカがクルルさんのスネを思いきり蹴った。

「おうふっ」と悶絶したクルルさんは、すぐに静かになった。

　さて、残るはあと二人。

「エジルくん。いい加減覚悟を決めなよぅ。レイジくんも、責めたりなんてしないよ」

「ビビさん、これは余の問題です。償わなければ……」

　店員コンビがやってきた。

　姿が見えたので、窓を開けて声をかけた。

「おい、エジル。まだウジウジしてるのか？」

「はっ。先生!?　こ、この度は、余の存在が半端ないせいで……多大なご迷惑を……」

　恐縮しっぱなしだった。最近ずっとこんな感じ。

　いつの間にかそばにいたノエラが、脇から顔を出した。

「あるじ、いい、言ってる。おまえ、話聞いてない」

「ノエラさん！　ノエラさんは、許して……くれ……？」

「あるじ、許す。なら、ノエラも、許す」

　ノエラが、ちょっとだけ大人になった。

　前なら、永遠に許さん、まで言いそうだったのに。

「許す。でも、ノエラ、忘れない」

　根に持つタイプだ！

「ノエラちゃんに嫌われているのは今にはじまったことじゃないじゃん、エジルくん」

「ビビさん、それフォローになってませんよ」

　こうして全員が揃い、ミナが作ってくれた料理が次々に運ばれていった。

　本職でもあるレナが手伝うと、効率は格段に上がった。

　アナベルさんが手伝っていたはずだったけど、ミナは笑顔で「むしろ邪魔だったので」と毒をはいていた。

　料理下手なの、相変わらずなんですね、アナベルさん。

　ポーラは手伝わないどころか、先に呑んでるし。

「あるじ」

「どした、ノエラ。乾杯するからジュース用意しとけよ？」

「ノエラ、美味の味、ほしい。乾杯、それでする」

「……しょうがねえな」

　このとき、なんとなくおれは、定期的にポーションだけは作ろうと思った。

　ノエラと森で出会い、怪我を治したポーション。

　それは、異世界に来て右も左もわからなかったおれを助けた特別な薬でもあった。

　創薬室に入るおれたち。新創薬室は、前と一緒の配置で道具がすべて揃えてある。

「ノエラ、素材揃えた」

「素材は……ポーション作る用のやつだけだな」

　見ると、すっとノエラが目をそらした。

　最近採取してると思ったら、これだったのか。

「みんなの分も用意しようか」

「る♪　ノエラ、手伝う」

　おれとノエラは、久しぶりにポーションを作りはじめた。




『キリオドラッグ』ってのは場所を指しているわけじゃない。

　置いている薬の数でも種類でもない。

　おれ、ノエラ、ミナ、ビビ、エジル、グリ子、常連のみんな。

　みんなのいるそこが、『キリオドラッグ』なんだ。




　おれたちを探す声が聞こえてきた。

「戻ろう、ノエラ」

「る！」

　作りたてのポーションを持って、おれたちは創薬室をあとにした。
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20　エピローグ




　キュォー。

　グリフォンが空で鳴き声を上げ、翼をはためかせゆっくりと降りてくる。

　古い古い、家の前。

　グリフォンの背中に乗っていたまだ幼い人狼は、その家の前で一度見上げた。

　その先には、看板があった。

　中に入っていき、背負った鞄の中から瓶を取り出し、一〇本ほどをカウンターに並べた。その下には、並べてある瓶が何なのか示す文章があった。

『怪我治る！　ポーション　美味の味　自由に取れ』

　無人のカウンターの端には『リクエスト箱』と書かれた箱があった。それを振ってみると、ガシャガシャと音がする。

　中を開けて確かめると、お金が入っていた。

「る!?」

　逆様にして落ちてくるお金を確認してみると、なくなったポーションの数と金額は合わないが、入っていることが驚きだった。

　リクエスト箱を元の場所に戻して、カウンターに着き外を眺める。

「……」

　誰もいないことを確認して、並べた瓶に手を伸ばそうとして、翻した。

　おまえの分は用意してやるから、と先ほど主人にキツく言われたことを思い出したのだ。

　尻尾を振りながら、カウンターに突っ伏してみる。




　外は晴れ。




　よく知っている眺め。




　いくらかの寂しさが人狼の胸に去来した。それはあとで主人に甘えることで埋めようと思った。




　優しいそよ風が吹き抜ける。




　心地よくていつの間にか眠ってしまった。




　薬も荷物も素材の薬草も薬を求める客も、もうここにはないが、たくさんの思い出がここにはあった。

《完》










あとがき




　こんにちは。ケンノジです。

　本巻を持ちまして一部完結となります。

　ここまで読んでくださった読者様、ありがとうございました。

「小説家になろう」で本作を投稿したのが二〇一六年の七月下旬で、この数年で自分の環境も大きく変わりましたし、こんなに長く続けられる作品になるとは思っていませんでした。

「チート薬師のスローライフ」は、色々と不思議なご縁を運んでくる小説で、最初に書籍を出させてくださった会社はなくなり、それによって書籍は打ち切り……かに思われ所で、文庫版として一二三書房様で再出発。その後コミカライズが決まりました。

　その当時で二作目のコミカライズだったので、すごく嬉しかったのを覚えています。

　それからさらにさらに、アニメ化と夢にも思ってない展開続きで、良いご縁を運んでくる不思議な小説でした。

　自作がアニメになったことで、世間的にもようやく胸を張って小説を書いていると言えるようになった気がします。

　原作のイラストを担当してくださった松うに先生、ここまでありがとうございました。

　キャラデザやその他イラストのイメージが違ったことが一度もなく、リテイクを出した記憶がありません（出してたらすみません）。明るく可愛いキャラデザインとイラストは、確認するのが毎回楽しみでした。

　担当編集様。ここまで担当してくださってありがとうございました。詳細は省きますが、刊行する流れが何かひとつでも違っていたら、アニメにはならなかったと思います。振り返ってみれば、針の穴を通し続けてここまで来たのだと実感するばかりです。

　コミカライズを担当してくださっている春乃えり先生、アニメの関係者の皆さま。




「チート薬師のスローライフ」が代表作になったのは皆さまのおかげです。本当にありがとうございました。

　コミカライズはまだ続きますし、アニメも配信中ですので、原作しか読まれていない方は是非そちらもよろしくお願いします。

　また小説を通してどこかでお会いできれば幸いです。それでは。

ケンノジ
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